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阪神 @諜路大震災復興誌
[第10巻]の発行によせて



1 995年 1 月 17 日 午前 5 時46分、 一 瞬 に し て 多 く の 尊 い命 を 奪 っ
た 阪神 ・ 淡路大震災 か ら 11 年 の 歳 月 が経過 し ま し た 。

この 問 、 私 た ち は 、 内外か ら の温かい ご支援 を い た だ き な が ら 、
21世紀の成熟社会 に ふ さ わ し い創造的復興 を め ざ し て 、 す べ て の
人が安全で、安心 し て豊 か に暮 ら せ る “美 し い 兵庫" づ く り に懸命
な 努力 を 続 け て き た と ころ です。

い ま 、 田 内外で地震や干ばつ 、 洪水が多発す る な ど、 地球環境
の変化 に伴 い 自 然災害の危険性が増大 し て い ま す 。 そ れだ け に 、
防災 ・ 減災への取 り 組みが極め て重要で、 あ る と い え ま し ょ う O

こ う し た な か、 被災地兵庫県で は 、 次への 災害の備 え と し て 、
全国 に 先駆 け て 新 た に 「住宅再建共済制度」 を 創設す る と と も に 、
被災地の責任 と し て震災の経験 と 教訓 を い つ ま で も 忘れ る こ と な
く 、 国 内外で発生す る 災害 に よ る 被害の軽減 に 貢献 し て い く た め 、
「 ひ ょ う ご安全の 日 J を 創設 し 、 '1 . 17 は 忘れ な い」 取 り 組み を

推進 し て い ま す。
兵産県 と 神戸市 を は じ め と す る 被災10市10町 に よ っ て設立 さ れ

た 当協会 に あ っ て は 、 阪神 ・ 淡路大震災 か ら の復興の 歩 み を 記録
し 、 将 来 に 活かすこ と が必要 で あ る と の 認識の も と 、 「阪神 ・ 淡
路大震災復興誌」 を 震災10年 を 自 途 に 毎年発行 し て ま い り ま し た 。

そ の最終巻 と な る 「仮神 ・ 淡路大鷲災復興誌[第 10巻い に は 、
2004年 4 月 か ら 2005年 3 月 に至 る ま での 1 か年 を 中 心 に 、 既存資
料や取材 を も と に 可能 な 限 り 客観的 な 復興の過程 を 記録 し て い ま
す 。

「阪神 ・ 淡路大震災復興誌」 が、 これか ら 起こ り う る 災害 に 備
え る た め 、 大 い に 活用 さ れ、 役立 て ば幸 い です。

ま た 、 財団法人阪神 ・ 淡路大震災記念協会は 、 この た び財団法
人21世紀 ヒ ュ ー マ ン ケ ア研究機構 と 統合 し 、 平成18年度か ら 新た
に総合的 な シ ン ク タ ン ク と し て 「財団法人 ひ ょ う ご震災記念21世
紀研究機構」 と な り ま す。 大震災の経験 と 教訓 を 活か し 、 復興10
年総括検証 ・ 提言 に基づ く 「安全 ・ 安心 な ま ち づ く り 」、 「共生社
会の実現」 を 目 指す総合的 な 調査研究 を 進め て ま い り ま す の で 、
皆様の ご支援、 ご協力 を 賜 り ま す よ う お願い 申 し 上 げ ま す。

最後 に な り ま し た が、 本書の作成 に あ た っ て 、 ご指導、 ご協力
賜 り ま し た震災復興研究調査委員 会 (第 3 巻か ら は 震災復興誌編
集委員 会) の 委員 の皆様 を は じ め 、 関係者の皆様 に 対 し て心か ら
お 礼 申 し 上 げ ま す。

2006年 3 月 31 日

財団法人 阪神 ・ 淡路大震災記念協会
理事長 ，t， J蘇(家久
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O 金言
2申告是主':4月1 日から2時05年3丹31日までの出来事



[ご2附4月1 8 7P G2005� 3片山ふの出来事 J 

2004年 (平成1 6年)

(注) 0イ ン フ ラ 等の復旧 ・ 復興
大文化財 等の復旧 復興
C 住宅復興関係の出来事
※生活復興関係の出来事
ム経済復興関迷の出来事

4月 1 日 (木 I兵庫県こころの ケ アセ ン ターJ が、 神戸市 中央区に 閉所 する
神戸務科大学、 姫路工業 大学、 看護大学の 3 大学が統合 し た 兵庫県立大学が

開学 する
3 日 (土) I 神戸市 は 、 問年 の市 内の観光客数を発表 する 。六甲 ガーデン テ ラ スな ど新

施設の オープン や、 観光ヰャン ベーン な どの 影響で、 総数は 前年 を2 %上 回る
2 ，669 万人

5日 (月 ) I 兵庫県と 神戸市が所 有する 糊防災 ヘリコ プ ターを一体的 に 運用 する 共同 運
航の 開始式が、 神戸ヘリポート で、行 わ れ る
0兵庫県は 、 自然災害 な どで市 町や警察、 消防 な ど と の 情報 共有化 を目指し た

「 フェニ ッ ク ス訪災 シ ステ ム 」に つ い て 、 イン ターネッ ト に よ る 一般市民 への
情報提 供を始め る

6 日 (火) I 20叫に 神戸市 内に 宿泊し た 修学 旅行生が過 去最高の 6 万6，510人 だ、っ た こ
と が、 FeelKobe観光推進協 議会の ま と め で 分か る 。市 独自に 実施 し て い る
災学 習」が、 教 育関係者 の 人 気を集め て い る の が 大き な 要因
ム帝国データパン ク 神戸支 脂は 、 200 3年度の 兵庫県内の 企業 倒産状況 を発表 す
る O 件数、 負費総 額と も に 前年度 よ り 減 少

9 日 (金) I (fJ阪神・淡路大震災で 被災 し た 宝塚市 の マン シ ョ ン 「 宝塚第 三コ ーポラ ス」を
め ぐ る 訴訟で、 大阪高裁は 補修を訴え る 原告の 控訴を棄却する

間(月 ) I 0神戸市 は 、 地震 な ど災害時 に市民 に 有効 な 情報 を伝え る た め 、 携帯電話 か ら
市 内の 避難所が検 索で き る シ ステ ム を開始する

1 38 (火) I 阪神 淡路大震災の復興計画 の 達成度 な ど を把握 する た め 、 神戸市が ま と め
た報 告書 「復興の総 括・検証 」の市 販本が 刊行 さ れ る

日(木) I 9 月 か ら 始ま る NHK大阪放送局制 作の 連続 テ レピ小説は 、 阪神 淡路大震
災か ら 10年 を迎え る 神戸と 宮崎を舞台に し た 「 わ か ば」に 決ま る

17 日 (土 神戸市が 医療産業 都市構 想を進 め て い る 中央区ポート アイラ ン ド2 期の 研究
施設が、 初め て 一般公開さ れ る

18 日 (日 ) I 西宮市 の 商宮北口駅北東地区に 、 防災 拠点と し て 位置 づけ ら れた 「 高木 公園」
が 完成 する

20 日 (火) I ム神戸市 は 、 200 3年 の 神戸港の 入港隻数や取 扱貨物量 な ど に つ い て ま と め る 。
総 入港隻数は 2 年 連続で減 少し た も の の 、 総 司1扱貨物数は 3年 ぶり に 増加

2 3臼(金) I 神戸市 の 「震災10年 神戸か ら の発信推進委員 会 」は 、 震 災 の 経験 や教 訓|、
復興 への 現り 組み な ど市民が主体 に な っ て行 う シ ン ポジ ウム やイベン ト な どの
事業 を募集し 、 資金面で の 援 助な ど を行 う と 発表 する

2 4日 (土) I 大 「 イン フイ オラ ータこう べ200 4J が 閉幕する ( 5月 5日 ま で)
災害時の 水坊や復 旧活動の 拠点と な る 「新 湊JlI河川防災 ステ ーシ ョ ン J が 兵

その時。会記録 9 



2004年 (平成1 6-"手)

2 5日 (日 )

2 6日 (月 )

27 日 (火)

28 臼(水)

30 日 (金)

5月 1 B (土)

6 日 (木)

7 日 (金)
9 日 (日 )

12 日 (水)

1 4日 (金)
1 6日 (日 )

回目(火)

20 日 (木)

10 その時っ会記録

産|友東山町に整 備さ れ、 完成 式が 開催さ れ る
※被災者復興支援会 議阻が、 復興 を 総 括する フォー ラ ム を 開始 する o 200 5年 1
月 ま で の全10 回

復興 土地区画 整理事業が進め ら れて い る 神戸市 瀧亙の 六甲 道駅北地区で 、 住
民 の 交流の場と なる 「 六甲 町公闘」が 完成 する
ム阪神・淡路産業復興推進機構 は 、 「 ひょう ご 投資 サポー ト セ ン ター 」の 200 3
年度 誘致実 績を 発表 する 。過 去最高の 1 5社の 誘致に成 功

兵庫県の 「復興10年委員 会J 検証 企画 小委員 会が、 検証 ・ 提言 内容の 充実 を
図 る た め 、 民 間 非営利団 体など に 震災10年 の 活動を 自己検証 し て も ら い 、 企業
に も アン ケ ー ト を 実施 する と 決定 する

阪急電鉄は 、 西富市の 阪急西宮スタジ アム 跡地に 、 そ れ ぞれ 囲内最大級の ス
ポー ツク ラ ブやシ ョ ッ ピン グセ ン ター 建設 を 柱と する 開発計画 を 発表 する

神戸電鉄は 、 阪神・淡路大震 災で 被災 し 、 神戸市 兵庫医新 開地か ら 岡市 北区
に 移し た 本 社を 、 震災10年 日と なっ た の を 機 に 200 4年 7 月 、 新 開地に復 帰さ せ
る と 発表 する

阪神 ・ 淡路大震災10 周年記念事業推進会 議事 務局は 、 震災の 経験 と 教 訓、 感
謝の表 明など を 目的 に 民 間 団 体などが実施 する シ ン ポジ ウム 、 コ ン サー ト など
の事業 を 支援 する た め の 「事業 劫成 の 手引 き 」を 発表 する

東南海・ 南海地震 の 防災対策推進 地域に 指定 さ れて い る 兵庫県内の2 4市 町の
う ち 、 住民 ら に 避難'情報 など を 伝え る 「 河報 系紡災行 政無線」を 整 備し て い る
の は 半数以下の 10市 町に と ど ま っ て い る こと が 分か る O県内全 体で も 40市 町と
少なく 、 整 備率45.5%は全 国で 6番目に 低い

神戸市 灘区役所が、 ]R六甲 道駅南側の 護興 再開発 ピルに 移転し 、 新庁 舎で
の 業 務を 開始する
※兵庫県は 、 4月 1 日 現 在の推計人 口を 発表 する O総数は 558 万72 5人

阪神 ・ 淡路大震災 を 教 訓に制度化 さ れた 「防災 士」の 兵庫県内初の 研修で、
全 受講者9 6人が資 格取得 試験 に 合 桔する

東南海 ・ 南海地震 に 備え 、 津波の対策計画 作成 を 義務付け ら れ て い る 事業者
が、 兵庫県内の 21市 町で1 ，640 に 上 る こと が、 兵庫県の ま と め で 分か る
※被災者 自立支援金 を め ぐ る 神戸第 裁調 停で 、 被災後 に 娘と 同 居し た 男性 に つ
い て 、 阪神 ・ 淡路大震災復興基金は 男性 と 娘と は 別生計 と 認め 、 支援金支 給を
決定 する

「第 34回神戸ま つ り 」が 開幕する (1 6日 ま で)
。兵庫県被災者 住宅再建支援制度調 査会 の 6 回目の会 議が 関擢さ れ、 給付金 や
積立金 の 額など 残さ れた 課題 に つ い て 、 6月 に 県民意向調 査を 実施 する ほか、
12月 ま で に 県独自の 共済制度 に 関する 最終報 告書を ま と め る こと を 決め る

兵庫県警は 、 海抜ゼロメ ー ト ル地帯が市 域の 3 分の lを 占め る 尼崎市の 住民
を 対 象に し た 東南海・南海地震 に 伴う 津波に 関する 防災意識調 査を ま と め る O
問答で は 、 約 9 割が 関心 を 持ち 、 8 割が 1 キロ以内の 避難場所 を 求め る など、
不安 感の 強 さ を う かがわせ る
※神戸市が、 「見 守り 推進員 」と 「見 守り サボー ター 」を 200 4年 度 末で 廃止す
る 方向 で検 討し て い る こと が 分か る
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2 5日 (火) 井上 喜一防災 担当大臣は 、 閣議に 2004年度 版 「防災 白書」を報 告、 了承 さ れ
る

全 国知事会 は 、 被災者生 活再建支援 法の 改正に 伴い 部設 さ れた 「 居住安定支
護制度 」の 財源と な る 基金 に 、 300 億円を拠出 す る こと を決め る

28 日 (金) I 神戸市 中央誌の 東遊間地内に あ る 阪神 淡路大震災の 犠牲者 を悼む施設 「 慰
霊と 復興の モニ ュ メ ン ト J の ガラ ス板が割ら れ る

31 日 (月 ) I 阪神 淡路大震災の 初期対 応に携わ っ た 神戸市 職員 の イン タピユーをも と に 、
災害対 応、の あ り 方 を検 討す る 文部 科学 者の 「 大都市 大震災 軽減化 特別プ ロジ ェ
ク ト 」の報 告会が、 神戸市 役所で 開催さ れ る

6月 1 日 (火) I 災害 に よ る P TSDな どの専門 医療機 関 「 兵庫県こころの ケ アセ ン ター付属診
療所 ・ 相談 室」が オープ ン す る

2 日 (水 近畿2 府4 県と 三重、 福井、 穂島各 県に よ る 「 近畿ブロッ ク 知事会 」が 開催
さ れ、 住宅の 耐震化 を促進 す る 税制創設 な ど を緊急提言 と し て 発表す る

6 日 (日 ) I �阪神 淡路大震 災 で 被災 し た ま ま に な っ て い る 祢戸市 兵駆の マン シ ヨン
「 東山コ ーポ」の 管理組合が 建て 替え 方 針決議を採択す る

7 日 (月 ) I �兵庫県は 、 200 3年度の 県内の 新設 住宅着工戸数を発表す る 。 総 数は 4 万1 ，58 3
戸で、 7 年 連続の減 少と な る
ム兵庫県は 、 5万人 の 雇用 創 出 を目指す 「 ひょう ご 経済・雇用 再活性化 プ ログ
ラ ム 」で、 200 3年度 の 雇用 創 出 が 2 万1 ，694人で あ っ た と 発表す る

8 司(火) I 神戸市 は 、 低迷す る 住宅の 耐震化 を促進す る た め 、 建築士ら と 連書し た 「 神
戸市す ま い の 耐震化検 討会 」を設置 す る

9 日 (水) I ガラ スが割ら れ た 神戸市 中央区の 東遊圏地内に あ る 阪神 淡路大震災の 犠牲
者 を悼む施設 「 慰霊と 復興 の モニ ユメ ン ト 」の 修復が行 わ れ る

中JlI啓一洲本市 長は 、 任期満了に 伴う 8 月 の市 長選挙に 立候補し な い こと を
表 明す る

神戸市 防災会 議が 開催さ れ、 新 た に 東南海 ・ 南海地震 を想定 し た 津波対策 を
盛り 込ん だ2004年度の 地域防災計 額をま と め る

10 日 (木) I 神戸市 の 全市 立小学 校で、 200 3年度実施 さ れ た 「防災教 育」の 学 習時 間が、
2002年度 に 比べて 2 割近く の 1 ，200時 間 以上 も 減 っ た こと が、 神戸市教 育委員
会 の 調 査で 分か る

同(木) I 阪神 繍大震災で 被災 し た 女性 の 成 長を描く 、 NHK朝の 連続 テ レピ小説
「 わ か ば」の 神戸ロケ が 始ま る

兵庫県は 、 県内市町の 2004年度 当初予算 (普通会計) が 2 年 ぶり に 増加 し た
こと を発表す る 08 5市 町の予算規模は 、 総 額2 兆4 ，42 3億円で、 200 3年度 よ り 27 6
億円、 1 .1 %の 増

18 日 (金) I ※阪神 ・ 淡路大震災の 被災 者 に 自治体が 貸し 付け る 災害援 護資金 を利用 す る 兵
庫県内22市 町の計 5万6，422人 の う ち 、 2 割強 の 1 万2 ，2 59 人が、 月 の々 返済額
を減 ら す 少額償還制度 を活用 し て い る こと が 分か る

21 日 (月 ) I 台風 6 号兵庫県縦断
自然災害 や原子力事 故、 テ ロに対 応す る 「 地域防災 力 ・ 危機管理能 力」 に つ

い て 、 都道府県が総 務省消防庁 の ガイドラ イン に 基 づい て 自己評価し た 数値が
分か る O 全 国の 平均は4 3.5点、 兵庫県は 54 .8 点で 7 位

その待。会記録 1 1  
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神戸市の 「 震災10年 神戸か ら の発信」 事業の シ ン ボルマークが発表 さ れ る
※被災者 自立支援金 をめ ぐ る 神戸簡裁で の 謂停で、 板神 ・ 淡路大震 災復興基金
が 2 人 に 支援金 の 支 給を決定す る

22 日 (火 ム神戸市 は 、 2002年 定か ら の 4 年 間 で 達成 をめ ざす '2 万人 の 雇用 意fj出」 計 画
で 、 200 3年度実 績が パート も 含め 5，972人 と 当初計画 を32 .7 %上 回っ た と 発表
す る

神戸市 は 、 200 5年度 開港の 神戸空港に は 開港後 50年 間 で 一定 の 費用対効果が
あ る と の 試算を明ら か に す る 。 滑走路な どの 空港本体 に つ い て 、 航空旅客や神
戸市 の メ リッ ト が 費用 に対 し2 .0 3倍あ る と す る

2 3日 (水) I ム地域振興 整 備公団 は 、 ポート アイラ ン ド2 期で計画 し て い る 医療関連の 起業
支援施設 「 神戸バイオメ デイ カル開発 セ ン ター (仮称) J の事業化 を正式に 決
め る

2 4日 (木) 1 総務省消防庁 は 、 東南海・南海地震 の 被害 を最小限に す る た め 、 自治体が取
り 組む べき 対策 をま と め た報 告書を公表す る

28 日 (月 ) I ム神戸医療産業 都市構 想が進 め ら れ て い る ポート アイラ ン ド2 期地区で、 生物
や再生 医療分野な どの 研究成果の産業化 を支 読す る 「 神戸バイオメ デイ カル創
造セ ン ター」 の 関所 式が 開催さ れ る

29 日 (火) I (Q)兵庫県は 、 自然災害の 被災者 住宅再建支援の 共済制度 に つ い て 、 30 日 か ら 県
民 5，000人 を対 象に し た 意向調 査を行 う と 発表す る

30 日 (水) I 神戸市 灘区の ]R六甲 道駅南地区の復興 再開発 ピル 「 ウエルブ六甲 道」 の 核
庖舗、 食品スーパー 「 六甲 道ベルフア」 が 閉居す る

7 月 2 日 (金) I 兵庫県は 、 200 5年 度 の 箇の 予算編成 に対す る 1 1 1 項目の提 案をま と め る 。 阪
神 ・ 淡路大震災で 被災 し た 高齢者の生 活支援事業の継続、 災害援 護資金 貸付金
の 積還期眼の 延長な ど

兵庫県教 育委員 会 は 、 阪神 ・ 淡路大震災の 被災 地で 児童生 徒の 心 の ケ アを担
う 「教 育復興 担当教員 」 に つ い て 、 200 5年 度 は 国に継続 配置 を求 め な い方 針を
囲め る

4 日 (日 ) 1 阪神・淡路大震災か ら の復興の取 り 組み を被災者が検証す る 「復興10年 総括
検証 ワ ーク シ ョ ッ プ」 が、 神戸市 中央区の 人 と 防災 未来 セ ン ターで 開催さ れ る O
淡路や神戸な ど計 5 地区の代表約60人が出 席し 、 い ま な お 残る 課題 な ど を報 告

6 日 (火 (Q)内閣府は 、 住宅の 耐震化 を進 め る た め 、 税制 の 特例措置 を整 備す る よ う 財務
省な ど に 求 め る 方 針を固め る

9 日 (金) I 東南海 南海地震 で 津波被害が予想さ れ る 地域内の 民間事業者 な ど に 作成 が
義務付け ら れ た 津波へ の 「対 策計画」 に つ い て 、 兵庫県内で の 作成状況 は対 象
の 42 %に と ど ま っ て い る こと が 分か る

200 5年 1 月 17 日 に 開催さ れ る 「 阪神・淡路大震災10 周年 追悼式典」 を主催す
る 実行委員会 (委員 長:井戸兵庫県知事) の 設 立 総会が 開催さ れ る 。 兵庫県公
館と 神戸東部新 都心 (HAT神戸) の 2 会場で行 う こと を決め る

10 日 (土) 1 6月 末の 台風 6 号で 被害が出 た 兵庫県内の 1 4市 町の う ち 、 12市 町が 県の コ ン
ピュ ーター情報 収集ネッ ト ワ ーク 「 フェニ ッ ク ス防災 シ ステ ム 」 に 被害状況 を
入力し て い な か っ た こと が 分か る

11 日 (日 ) ↓ 第20 回参 議院議員 通常選挙実施

12 その待。全記録
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日( 木) I (Q)全 国知事会 は 、 住宅の 耐震化 を 促進 する 税制 優遇措置 を 講じ る よ う 国に
する 方 針を 決め る

間 (土) I 震 災か ら 9 年 半が 経過
住宅の 耐震化 を 促すた め 、 神戸市 と 地域が 一体 と な り 、 ま ちづくり 活動の 中

に 耐震 診 断 な ど を 叡り 入れ よ う と い う 試み が 始ま る 。 市 の モデル地域に 指定 さ
れ た 東灘区の 深江地区で 深江地区ま ち づくり 協 議会の メ ン バーや市 職員が 初の
ワ }ク シ ョ ッ プ を 開く

20 日 (火) I 神戸市 は 、 J R新 長田駅南地区で計画 中の復興市 街地再開発事業 の う ち 、 超
高層 マン シ ョ ン 3 棟を 中止する 方 針を 明ら か に する

22 日 (木) I 公立小中学 校の 校舎や体 育館の う ち 耐震性が 確認さ れた の が4 9 .1 %で あ る こ
と が、 文部 科学 省の調 査で 分か る 。 兵庫県は4 5.3%
※震 災復興総合相談セ ン ターは 、 200 3年度の相談状況 を ま と め る 。 震 災関連の
相談件数は復興の進展 に 伴っ て 年 減々 少o 200 3年 度 は 、 全相談件数の 1 .8 %に
あ た る 448件

「震 災10年 神戸か ら の発信」 推進委 員会 は 、 阪神 ・ 淡路大震 災で支援 を 受
け た 都市 を 中心 に 市民 を 派遣し 、 震 災の 経験 や復興の取 り 組み を 伝え 、 交流す
る 「市民の か け 橋 神戸か ら 全 国へ」事業 を 実施 する と 発表 する

2 3日 (金) I 国土交通省は 、 国際競争力を 持つ物 流拠点を め ざし て重 点整 備する 「 スーパー
中枢港湾」に 阪神港 (神戸港、 大阪港) を 指定 し た と 発表 する
※阪神 ・ 淡路大震 災復興 恭金 の 被災者 自立支援金 の 支 給を め ぐ る 調 停が、 神戸
簡裁で あ り 、 申し 立て た28 人の う ち 21 人の調 停が 不成 立で、終わ る

2 5日 (日 ο自然災害で 被災し た 住宅の 再建を 支援 する 共済制度 導入に 向 け て 、 兵庫県被
災者 住宅再建支 境制度調 査会 は 、 巨大災害の発生 時 に は 県が資金の パッ ク アッ
プ を する な どの 案を ま と め る

2 6日 (月 神戸市 は 、 国の200 5年度予算への 要望を ま と め る 。 2004年度で 期限切れ と な
る 震 災特例措置 の 期限延長な ど を 求め る

27 日 (火) I ム阪神 ・ 淡路大震 災の 被災中小企業 を 対 象に 災害復 旧貸付制度 を 設 け て い る 政
府系の 3金 融機 関は 、 7 月 31 日 ま で と し て い た 取 扱期間 を 200 5年 3月 末ま で 延
長する と 発表 する O ま た 、 災害復 旧貸付制度が、 200 5年度 末で 終了する 見込み
で あ る こと が 分か る

28 日 (水) I ム神戸市 は 、 六甲 アイラ ン ドと ポート アイラ ン ド2 期に スポーツ施設 と 余暇関
連施設の 整 備 ・ 運営事業者が 決ま っ た と 発表 する O 六甲 アイラ ン ドで は 「 ヤマ
ハ発 動機 」が屋 外プ ールやフット サルコ ート を 備え た施設、 ポート アイラ ン ド
2期で は 「 花鳥園」が 花や烏と 触れ合 う 室内施 設 を 建設

29 日 (木) I NPO 法入国野レスキュ ーシ ステ ム 機構が、 ポート アイラ ン ド2 期に 「 倒壊
家屋実験施設 」を 開所 する

30 日 (金) I ※兵庫県は 、 阪神 淡路大震 災の 被災者 を 対 象に し た200 3年 度 の 生 活復興調 査
の 結果 を 発表 する 。 有効詞答者 の 8 割強 の 人が 「 被災者 だと 意識 し な くな っ た 」
と 答え た が、 がれ き に な る ほど 激し く壊れ た 人で は 5割に 満た な い な ど、 被災
の 大小に よ っ て 、 復興意識 に 格差が出 て い る 現状が 浮か び上 が る

阪神 ・ 淡路大震 災で の 神戸市 職員の実体験 を ベ}スに 災害時 の対 応を シ ミ ュ
レーシ ョ ン する カード ゲーム 教 材 「 ク ロスロード」が 完成 、 披露さ れ る

その時。金記録 13  
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8 月 4 日 (水) I 200 5年 1 月 に 神戸市で 開催さ れ る 国連防災 世界会 議に 向 け て 、 阪神・淡路大
震災の 経験 と 教 書1\を伝え る 取 り 組み に つ い て話 し 合 う 国連防災 世界会 議プ レ・
シ ン ポジ ウム が 開催さ れ る O井戸兵庫県知事 は 基調報 告で 、 自然災害の 被災 国
を国際社会が支援す る 際の調整 拠点と な る 「 国際防災復興協 力セ ン ター(仮称)J
を設 立す る 構 想、を表 明

。戸建て 住宅の 耐震 診 断 の 受診 世帯を対 象に 、 神戸市 が 初め て 実施 し た アン
ケ ート 結果 で 、 危険判定 を受け て 改修し た の は 2 割止ま り で あ る こと が 分か る

10 日 (火 ※神戸市 は 、 板神・淡路大震災 の 被災者 に 貸し 付け た 災害援 護資 金 の 滞納者 4
人 に つ い て 、 神戸簡裁に 支 払い 督促の 申し 立て を行 う O同資金 滞納者 に対 し 法
的 手段をと っ た 初の ケ ースと な る

1 1 日 (水) I 神戸市 な どが 阪神 淡路大震災の 経験 や教 訓、 神戸の 総力を全 国に発信す る
「震災10年 神戸か ら の発信 」事業の 概要が発表 さ れる Oメ リケ ン パーク を拠点

に 、 40 億円規模で88事業 を計画
12 日 (木 ) I 神戸市 は 、 200 3年 度 の 決算見込み を発表す る 。 一般会計 の 実 貿収支 は 4，8 49

万円の 黒字で あ る が、 基金か ら の 借り 入れ や企業会計か ら の支 譲な ど を除け ば
実 質1 1 5億円の 赤字

M悶日 (巾叩月船) I 津賊波や高潮対策が 必要な 海岸があ る 全 悶9 師区町附村の う ち 、 削年度酌』にこ
割近く が i津幸波の 防 災 司訓11陥品練東を実施 し て い な い こと が、 国土交通省、 農林水産 省の
調 査で 分か る 。兵庫県は対 象2 6市 町の う ち 、 豊岡市 な ど 但馬地域の 4市 町と
砂市、 赤穂市、 淡路島の 6市 町が 訓練を実施せ ず

阪神・淡路大震災後、 全 国で 指定 さ れ た 災害 拠点病院の う ち 、 200 3年 9 月 の
時 点で 、 半数近く が設 傍面 の 基 準を満た し て い な い こと が、 厚生労働 省の調 査
で 分か る

問(火) ( 震災か ら 3，500 日 呂
兵庫県は 、 200 3年度の 決算見込み を発表す る O一般会計の 実 質単年度 収支 は

1 6億9 ，600万円の 3年 連続 赤字と な る
2 4日 (火 200 5年 I月 に 神戸市で 開催さ れ る 国連防災 世界会 議の プ レイベン ト 「 国際防

災 オープ ン フォーラ ム 」が、 国連大学で 関か れ る
2 6日 (木 ) I (Q)国土交通省は 、 住宅の 耐震化 を進 め る た め 、 耐震化 促進 税制 を新設す る 方 針

を固め る o 200 5年度の 導入を目指す
。阪神・淡路大震災で 被災 し 、 空き 地と な っ て い る 土地が、 兵庫県内の 被災10
市10 町で計 1 万5，600 区画 あ り 、 震 災 の 特例措置で減 額さ れ て い る 毘定資産 税
と 都市計画 税は 200 3年度 で計20 信4，800 万円に の ぼる こと が、 兵庫県の調 べで
分か る

27 日 (金 ) I 内閣府は 、 自然災害の 被災 国の復興 を支援す る 国際的 な協 力機 関 「 国際防災
後興協 力セ ン ター (仮称)J の設 立を目指す方 針を明ら か に す る

14 その日号。全記録

。阪神・淡路大震災で 被災 し た 住宅用 地を対 象に 、 国定資産 税を軽減す る な ど
の 住宅税制 の 特例措置 に つ い て 、 兵庫県と 神戸市 な ど 被災10市10 町は 、 軽減 期
限が 切れ る 200 5年度 以降の 延長を求 め る 要望書を国土交通省に 提 出 す る

兵庫黒が実施 を予定 し て い る 阪神・淡路大震災の 死者の 再諦査に つ い て 、 県
個人 情報 保護審議会 は 、 関係市町か ら 死者 の 名 前や生年 月 日 、 死因 、 国籍な ど
の 情報 を収集す る こと を認め る と 井戸兵庫県知 事 に 答申す る
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9 月 l日 (水) I '防 PLの 日 J 全 国各 地で約9 9 万7 ，000人が参加 し て 、 防災 訓練が行わ れ る
。兵庫県は 、 住宅再建共済制度 に 関す る 県民意向調 査の結果 を発表す る 。 制度
が設け ら れ た場合、 7 割が加 入の 意 志を示し 、 掛 け 金 に つ い て は 「年 額5 ， 500
円の負担で、給付額600万円」の 選択が 5割弱で 最多

阪神 ・ 淡路大震災10 周年記念事業推進会 議は 、 震災10年 の 追悼行事 やイベン
ト 、 震災の記 録な ど を掲載す る ホーム ページ を開設す る

2 日 (木 阪神 淡路大震災 を教 訓に 、 兵庫県と 丹波地域の l市 6 町は 、 篠帥で 京 都
府内に あ る 活新 層 「 三峠断層 」を震 源と す る 地震 を想定 し 、 総合防災 訓練を実
施す る

3 日 (金) I '人 と 妨災 未来 セ ン ター」の 入館者が、 100 万人 を突破す る
5日 (日 午後 7 時 7 分頃、 紀伊半島沖を震 源に M6.9 の 地震が発生す る 。 奈良県下北

山村と 和歌山県新 宮市で、震度 5弱を観測
午後1 1時 57 分頃、 東海道沖を震 源に M7 .4の 地震が発生す る 。 和歌山県新 宮

市 と 三重 県松阪市、 番良洲町で震度 5弱を観測
6 日 (月 ) I 兵庫県教 育委員 会 は 、 5日 に 地震が発生 し た こと を受け 、 阪神 淡路大震災

の 被災 地に あ る 小中学 校に対 し 、 フラ ッ シ ュ パッ ク な どの 症状 を示し た 児童生
徒がい な い か調 査す る こと を決め る

7 日 (火 午前8 時附頃、 東海道沖を震 源川6.4の 地震が発生す る o 兵庫県同町
で震度 4 を観測

200 5年度 開港を目指す 神戸空港の 玄関口と な る 神戸空港旅客ターミ ナルピル
の 工事が 着工さ れ る

8 日 (水 午後 日時 58 分頃、 東海道沖を震 源に M6.5の 地震が発生す る
オリッ ク ス・ブルーウェーブと 大阪近鉄パフアローズの 球団統合が 臨時 オー

ナー会 議で 正式承 認さ れ る
兵j東県が行 っ た 県民意向調 査で 、 県民の 約 6都が 「 近い 将 来 、 自然災害で 住

宅が 被害 を受け る 」と い う 不安 を抱い て い る こと が 分か る
9 日 (木) I 神戸市 中央区の 東遊園地に 阪神 淡路大震災の 犠牲者 を る た め設置 さ

れ て い る 'l.17 希望の灯り 」の ガラ スケ ースが 壊さ れ る
内閣府は 、 住宅の 耐震化 に 関す る 特別世論調 査の結果 を発表す る 。 自宅の 耐

震性 に つ い て 「不足し て い る 」と 答え た 人が 46.9 %に 遠し 、 「 十 分に あ る 」の
29 .1 %を上 回る O耐震性不足を補う た め の 改修に 関し て は 「 し た い 」と の 田答
は全体 の 2 4 .9 %ど ま り

凹(日 ) I Q)兵庫県被災者 住宅再建支援制度 謂査会 は 、 共済制 度 の 年 額掛 け 金 を5， 500 円
穏度、 住宅を再建す る 場合の 給付金 を600 万円と す る 案を決め る

1 5日 (水) I 阪神・淡路大震災の災害復興 公営住宅で、 独居死し た お 年 寄 り の発見 時 聞は 、
震災か ら 年 を経る に つ れて 短く な り 、 200 3年 は復興 住宅以外の 独居死者 と 差が
な く な っ た こと が、 立木 茂雄同 志社大学教 授の調 査で 明ら か に な る

同(金) I 神戸市中央区の 東遊圏地で 9 Bに 壊さ れ た 販神 淡路大震 災 の 犠牲者 を慰霊
す る モニ ュ メ ン ト 'l.17 希望の 灯り 」の ガラ スケ ースが 修復 さ れ る

総 務省諮紡庁 は 、 全 国3，082市 町村す べて を対 象に 、 地震 や風水害 な ど の 災
害発生時 の 対 応な ど を定 め た 地域防災計画の 内容を確認す る 初の調 査を始め る
O兵庫県は 、 自然災害で 住宅が全 半壊し 、 被災者生 活再建支援 法の 適用 外と な
る 世帯に 最高200 万河ま で の 再建費な ど を支 給す る 独自制度 を創 設す る と 発表
す る

その待。全記録 15  
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18 日 (土) I 犬神戸市 中央区の 東遊園地内に あ る 「 慰霊と 復興の モニ ユメ ン ト 」に 、 新 た に
震災 を遠因 と す る 死者71 人 の 氏名 が 刻ま れ る

22 日 (水) I 兵庫県の 「復興10年委員 会 」は 、 検証 企画 小委員会 を開催し 、 阪神 ・ 淡路大
震災の復興施策 を 6 分野54 テ ーマに 分け て検証 し 、 成果 や諜題 など を示し た 中
間報 告案を発表す る 。 そ の 一環の調 査で 、 被災者 自立支援金の 使い 道は 「生 活
費」が 最多 と 分か る 。 ま た 、 被災 地企業の 3割以上が、 建物 の 耐震化 な ど防災
対策 を取 る 予定が な い こと が 分か る

兵庫県は 、 阪神 ・ 淡路大震災の 死者 に 関す る 再調 査で、 関 係市 町に 情報提 供
を依頼す る

M日 (金 ) I 兵庫県内8 5市町の う ち 、 防災専任の 職員 を置 い て い な い市 町が 約8 割に 上 る
こと が、 兵庫県の調 べで 分か る

27 日 (巾月) I 宮輔県と 阪神 . 淡路大震災後の 神戸を舞台に し た N豆K連続 テ レピ、〉汁小j
か ば」が ス夕一ト す る

30 日 (水) I 大阪神 ・ 淡路大震災で全 壊し 、 200 3年 5月 か ら 再建工事が進め ら れて い た 「 神
戸栄光協会 」が 完成 す る

10月 1 日 (金 ) I 防災 科学 技術研究所が、 三木震災記念 公園 (仮称)に 「 兵庫耐震 工学 研究セ
ン ター」を開設す る

神戸海洋博物 館が 休館す る 。 200 5年 春に 再オープ ン し 、 「 震 災10年 神戸か ら
の発信 」事業の 拠点と し て 龍い 、 復興 をアピールす る

2 日 (土) \ 阪神 ・ 淡路大震災の教 訓を踏 ま え て 地域の 防災 の 担い 手を養成 す る た め 、 兵
庫県が2004年度か ら 始め た 「 ひょう ご防災 1)ーダー講座」が、 三木市の 県立広
域防災セ ン ターで 開講す る

。阪神・ 淡路大震災で 被災 し た ま ま に な っ て い る 神戸市 灘区の マン シ ョ ン 「 六
甲 グラ ン ドパレス高羽」の 住民 集会が 開かれ、 兵庫県住宅供給公社に 建て 替え

を委 託す る こと で、合意す る
3 日 (日 ) I 'KO BE観光の 日 J ('KO BE観光ウィーク J �ll日 ま で )

4 日 (月 ) I 兵庫県教 育委員 会 は 、 200 5年度の 公立高校入試で、 阪神 ・ 淡路大震災で 被災
し た生 徒の状況 な ど を記 し た 副 申書を合 否判定の資料 に す る 臨時 措置 を継続す
る と 発表す る

5日 (火) I 井戸兵庫県知事 は 、 村間吉隆防災 担当大臣に 、 財宝構 想し て い る 「 国際防災
復興協 力セ ン ター (仮称)J の 実現に協 力を要請す る

6 日 (水) I '北野工震の ま ち J の 来 館者 が 500 万人 を突破す る
8 日 (金 ) I ム阪神 ・ 淡路大震災で 倒壊し た 神戸市 中央区三宮町の ダイエー庖舗跡地に 、 商

業 ピjレ 「 ク レフィ三宮」が オープ ン す る
10 日 (日 兵庫県の 「復興10年委 員 会 」が 開鑑さ れ、 総 括検証の 中間 報 告をま と め る 。

各 分野で の 考察と と も に 、 人 口や経済情勢などの統計 指標 に 基 づい た 被災市 町
別の 地域カルテ を作成
※神戸市 は 、 阪神 ・ 淡路大震災で 被災 し 、 一人 暮ら し の 高齢者 を福祉経験者 ら
が定 期的 に 訪ねる 「見 守り 事業J に つ い て 、 200 5年度か ら 対 象者 を現 在の 約3，600
人 か ら 約1 ，800人 に 半減す る 方 針を固め る

12 日 (火) I 阪神 淡路大震災で 神戸市 長田区で の 大火に 耐え 、 兵庫県津名 郡津名 町に 移
設 さ れて永久保存さ れて い る 「 神戸の 壁」に 落書き が見 つ か る

16 その時。全記録
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夏か ら 秋に か け て 台風に よ る 被害が 兵庫県内で相次い だこと を踏 ま え 、 県は
自然災害で 家財や自動車な ど を失っ た 世帯を対象に 、 生 活復興資金 を貸し 付け
る 独自の 制度の創設 を決め る

間 ( 水) I 兵庫県は 、 県内市 町の200 3年度の 決算見込み (普通会 計) を発表す る o 実 貿
単年度 収支 は 全体で 3年 連続の 赤字と な り 、 赤字国体 も 2002年 毘並み の 48市 町
に 上 る

1 4日 ( 木) I 0甑神・淡路大震災 を契機 に 国土交通省が 最 優先で 耐震 補強 工事 を進め て い る
橋の う ち 、 河川に 架か る 国の 直轄国道約700基の 約7 5%と 都道府県が管理す る
国道や都道府県道な ど約2 ，400基の 約58 %で、 工事が実施 さ れ て い な い こと が、
会計検 査院の調 べで 分か る

間 (金) I 午後 1 時 9 分頃、 与那国島 近海を震 源川6.6の 地震が発生す る o 与那国島
で震度 5弱を記 録す る

全 国の 自治体で 初め て 、 災害対策専用 庁 舎と し て2000年 8 月 に オープ ン し た
「 兵庫県災害対策セ ン ター」 の見学者が 2 万人 を突破す る

間( 土) I 阪神 淡路大震災が 起き た 附年 度 に 生 ま れ た 子ど も 約2川を集め た 記念
掲影会が、 神戸市 中央毘の メ 1)ケ ン パーク で 開鑑さ れ る 。 撮影さ れ た 集合 写真
は 、 12月 に 神戸市が発行 す る 「市民の グラ フこう べ」 震災10年 特別号に 掲載さ
れ る

17臼( 臼 阪神・淡路大震災の復興市 街地再開発事業が進め ら れて い る 神戸市 長田区の
新 長田駅南地区に 「新 長田公関」が 完成 し 、 公園開き の記念 式典が 開催さ れ る

20 日 ( 水) I 台風2 3号が 近畿に 最 接近。 兵庫県は 、 阪神 淡路大震災 以来 と な る 災害対策
本部 を設置す る O 県内の 被害 は 死者2 6人、 負傷者1 30入、 住家被害約2 万棟

21 日 ( 木) I 兵庫県は 、 台風2 3号で 被災 し た 3市 4 町に災害救 助法を適用 す る こと を決定
す る O そ の 後 5市1 3町に

n 日 (金) I 大地震 な ど に 係え 近畿2 府 4 県と 福井県、 三重 県、 徳島県の 各 県が主催す る
「 近畿府県合 同 防災 訓練」 が 滋賀 県内で 始ま る

2 3日 ( 土) 午後 5時間 分頃、 新 潟 県中越地方 を震 源に M6.8の 地震が発 生す る 。 小千谷
市で震度 6強 を観測 。 そ の後 も 余震が続 き 、 午後 6時11 分頃、 小千谷市で震度
6強 ( M6.0) 、 同 34分に は 十日 町市で震度 6強 (M6.5) を観測 。 被害 は 死者 48

人、 重 軽傷者 4，79 4人、 住家被害約12 万棟
大阪神・ 淡路大震災で 半壊し 、 取 り 壊さ れた 中山手カト リッ ク 教会 ( 神戸市 中
央匿) の 跡地に 建設が進め ら れ て き た 「 カト リッ ク 神戸中央教会」 で、 大聖堂
の 完成 を祝う 「 献堂式」 が 開催さ れ る

間( 日 ) I 新 潟県で の 連続 地震 を受け 、 人 と 防災 未来 セ ン ターは専任研究員 2 人 を現 地
に 派遣す る 。 ま た 、 兵庫県災害 医療セ ン ターは ドク ターカーと 職員 ら 8 人 を現
地に 派遣す る

2 5日 ( 月 ) I 新 潟県中越地震 の 支援 の た め 、 兵庫県は 被災 地支援 チーム を現 地に 派遣す る 。
ま た 、 被災 地か ら の支援 要請の調整 な ど を行 う プ ロジ ェク ト チーム を庁 内に結
成 す る

2 6日 ( 火) I 兵庫県は 、 台風2 3号で、住宅被害の 大き か っ た 2 市 7 町に対 し 、 被災者生 活再
建支援 法の 適用 を決定す る O そ の 後 5市1 3町に

27 日 ( 水)

新 潟県中越地震 の 支援 の た め 、 兵庫県教 育委員 会 は 、 震災 ・ 学 校支 譲チーム
( EARTH) の メ ン バーら 3人 を派遣す る
午前10時 40 分墳、 新 潟県中越地方 を震 源に M6.1 の 地震が発生す る 。 広 神村、
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入広瀬村、 守門 村で震度 6 弱を観測
小泉純一郎首相が、 豊岡市 の 台風2 3号被災 地を視察す る
井戸兵庫県知事 は 、 豊田市 を訪れ た 小泉純一郎首相に 、 災害発生時 に ボラ ン

テ ィアが 迅速に 参加で き る よ う に全 国的 な 基金 を創設す る こと を提言する
28 日 (木) I 神戸市 北区の 北部 に 分布す る 淡河断層 の 活動周期が 約1 万5千年 で 、 最新の

活動か ら 約I万5千年 以上 経過 し て い る こと が、 兵庫県地域活断層 調 査委 員 会
の調 査で 分か る

29 日 (金 ) I 新 潟県中越地震 の 支援 の た め 、 井戸兵庫県知事が新 潟 県を訪問す る
30 日 (土 気象庁 は 、 新 潟県中越地震の本震で、 JI旧町で 阪神・淡路大震 災 以来の震度

7 を観測 し て い た と 発表す る
ム阪神・ 淡路大震 災 の 復 興 土地区画 整 理事業 が進 む JR六甲道駅北地区で 、

「 コ ーフ。六甲」が オープン し 、 同 地区の 商業施設の 再建が完了し た の を記念 し
て 、 「 街開き フェスタ」 が 開催さ れ る

3l 日 (日 ) I (Q)兵庫県被災者 住宅再建支援制度調 査会は 、 制度 の 骨子をま と め る 。 ま た 、 風
水害の 多発 を受け 、 当初検 討し て い た掛け金の金 額を見 直す方 針を決め る

1 1 月 1 日 (月 ) I 政府は 、 地震 や台風な どで 被災 し た 自治体が全 国の ボラ ン テ イ アの意向 な ど
を迅速に把握で き る よ う 、 災害 ボラ ン テ イ アの 登録・仲介シ ステ ム を導入す る

方 針を固め る
兵庫県は 、 台風の 被害で 家財道具や車な ど を失っ た 被災 世帯を対 象に 、 生 活

復興資金 を貸し 付け る 県独自の 制度 「 被災者生 活復興資金 貸付金 」の 申込み 受
付を開始す る
※神戸市 の 1 日 現 在の推計人 口が、 1 52 万581人 に な る O 阪神・淡路大震災 前の
水準を初め て 上 回り 、 過 去最多 と な る

4 日 (木 気象庁 は 、 新 潟県中越地震 の 震度が 確定 し て い な か っ た 山吉志村に つ い て 震
度 6強 と 発表す る

5日 (金 ) I ム阪神・淡路産業復興推進機構 (HERO)は 、 阪神 ・ 淡路大震 災 の 被災 地の 民
間 企業 を対 象に し た産業復興 アン ケ ート 結果 を発表す る O 震 災 前と 比べ売上 高、
利益が減 少し て い る と 答え た 企業 は全体の 69 %、 そ の理 由と し て 「震災 の 影響
が 最も 大き しりと 答え た の は 3.3%

阪神・淡路大震災で 被災 し た 影響で 、 現 在も 心の ケ アが 必要な 兵庫県内の 小
中学生が1 ，337 人 に の ぼる こと が、 兵庫県教 育委員会の調 べで 分か る

8 日 (月 )I ム兵庫県は 、 神戸市 な ど と と も に 出 資 す る 阪神・淡路産 業 復 興推 進 機 構
(HERO)が 運営す る 「 ひょう ご 投資 サポート セ ン ター」を機 能 拡充し 、 事業

を引 き 継 ぐ意 向 を明ら か に す る
9 日 (火 兵庫県は 、 200 3年度 に 県内を訪れ た 観光客数が 1 億2 ，18 6万人 だっ た と 発表

す る O 前年度 に 比べ2 .1 %減
10 日 (水) I 兵庫県は 、 阪神 ・ 淡路大震災の復興過程 を検証 し 、 成 果 や教 訓を提 言す る 「復

興10年総 括検証 ・ 提言事業J に 、 新 潟県中越地震 や台風2 3号被害での対 応を新
た に 盛り 込む こと を決め る

泉田裕彦新 潟県知事は、 i現神. i炎蕗大震災 を契機 に設 立さ れた 研究機 関 「 人
と 防災 未来 セ ン ター」の 「新 潟支所 J設置 を河田恵昭同 セ ン ター長に 要請す る

1 1 日 (木 ) I 兵庫県は 、 200 5年 I月 に 神戸市で 開催さ れ る 由連防災 世界会 議の 関連事業 を
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発表 する 。冨連機 関、 器内外の 政府機 関、 地方 自治体 などが主催する シ ン ポジ
ウム 68事業、 民 間 企業 ・ 団体 など の 総合防災展2 41 ブース、 研究成 果 など を発
表 する ポスターセ ッ シ ョ ン81 件、

問(金) I 政府は 、 新 潟県中越地震 を 「 特定 非常災害 jに 指定 する こと を閣議決定 する 。
阪神・淡路大震災 を契機 に 制定 さ れ た 特定 非常災害 特別措置 法を適用

1 4日 (日 ) I 兵庫県と 神戸海洋気象台は 、 大雨など に よ る 土砂崩れ に 備え 、 危険性の 高い
市 町に事 前に 土砂災害 警戒靖報 を提 供する 方 針を決め る

東南海・ 南海地震 を想定 し た 神戸市 の 総合防災 訓練が、 長田区内の 6会場で
行 わ れ る O 阪神 ・ 淡路大震災か ら 10年 を前に 、 震災後 に 整 備し た 防災体制 を点
検

西宮市 長選実施、 即日 開票の結果現 職の 山田知 氏が 再選
1 5日 (月 ) I 神戸市 中央伎の HAT神戸に 'HATなぎさ の 湯」が オープ ン する

神戸市 は 、 阪神・淡路大震災か ら 10年 を迎え る 200 5年 1 月 17 日 に 、 追悼式を
開催する こと を発表 する O 市主催の 追悼式は2000年 以来 5年 ぶり

17 日 (水) I 中央防災会 議の 首都直下地震対策専 門 調 査会 は 、 首都閣の 直下で 大地震が 起
き た場合、 各 地が どれ く ら い 激し い 揺れ に 襲わ れ る か を予想し た 震度 分布図 を
発表 する

海上 保安 庁 は 、 東海地震、 東南海・南海地震 の 津波災害 に つ い て予想し た 「 津
波防災 情報 開」を公表 する
OJR西日 本 は 、 山語新 幹線の 高 架橋の 耐震 補強 工事 に つ い て 、 工事の 前i到し
に よ っ て200 4年度 中に 進 捗率を7 5%ま で上 げ る 方 針を明ら か に する

18 日 (木 兵庫県は 、 台風2 3号など 一連の 風水害で、 住宅確保や産業復興 など総合的 な
支援策 を発表 する O 被災者生 活再建支援 法の 年 収・ 年 齢要件を緩和し た上で、
県独自に 上 乗せ支 給する など

台風2 3号が 兵庫県に 最接近し た 10月 20 日 、 県の広 域防災 拠点 (但馬空港)に
通じ る 道路が 土砂崩れ などで 寸断 さ れ、 浸水被害 を受け た 豊岡市 の 市 街地か ら
近づけ なか っ た こと が 分か る

間(金) I ム神戸ハーパーラ ン ドの 大型商業施設 「フ。ロメ ナ神戸」が グラ ン ドオープ ン す
る

新 長田駅南地区の復興市 街地再開発事業 と し て 建設が 進め ら れ て き た 再開発
ビル「アスタプ ラ ザウエスト 」の庖舗部 分が オープ ン する

22 日 (月 ) I 兵庫県は 、 200 5年10月 に オープ ン する 「 県立芸術文化セ ン ター」の 開館記念
事業 など に つ い て発表 する

2 4臼(水) I 神戸市 は 「 神戸文化 部生 都市 宣言 」を策定 する 。 阪神 ・ 淡路大震災10年 の 節
巨を迎え る こと か ら 、 フォーラ ム など を通じ て 学識 経験者、 芸術家、 市民か ら
寄せ ら れた意見 を宣言 に 集約。 これか ら の ま ち づく り の 基本理念 を明文化 する

甑神 ・ 淡路大震災10年 を前に 、 後興 する 被災 地の 様子を全 国に発信 する 「 神
戸元 気宣言 」事業の スタート アッ プ フォーラ ム が 開催さ れ る

神戸市 は 、 ボート アイラ ン ド2 期地区への 移転計画 を進 め て い る 中央市民 病
院の基本構 想、を策定 する 。構 想、に基 づき 2010年度の 移転、 整 備を目指す

2 5日 (木 ) I 西宮市 の 阪神パーク 甲 子園住宅遊園跡地に 、 大型蕗業施設 「 ら ら ぽーと 甲 子
国」が オープ ン する

阪神 ・ 淡路大震災 か ら 10年 を迎え る の に合わせて 開催さ れ る イベン ト や、 復
興 し た 街の 魅力など を紹介する 市民 手作り 新 開 'KO BEハート だよ り 」 の 創 刊
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号が 完成 し 、 市 内全 世帯に 配布さ れ る
神戸市消防 局は 、 大規模な 自然災害 やテ ロな ど に対 応で き る 「 高度 特別救 助

隊 ( ハイパーレスキュ ー隊) Jを2005年度 を目標 に創設す る 方 針を固め る
2 6日 (金) I 政府は 閣議で、 新 潟 県中越地震 と 台風2 3号の 被害 を激甚災害 に 指定す る こと

を決め る
芦屋市 は 、 阪神 ・ 淡路大震災の 経験 や教 訴を嵐化 さ せ な い た め 、 災害 ボラ ン

テ ィアや被災体験 を語り 継 ぐ 市民 グループ な ど に 資金援 助す る '1 .17 あ し や
フェニ ッ ク ス基金 」を、 震災か ら 10年 を迎え る 2005 ::手1 月 17 日 に 設 立す る こと
を決め る

28 日 ( 日 I zQl阪神 淡路大震災で 被災 し た 神戸市 兵庫区の 分譲マン シヨン 「 東山コ ーポ」
の管理組合が 建て 替え を決議す る 。 200 3年 の ほ分所 有j去の 改正後 、 県内初の 決
主義

29 日 ( 月 ) I 午前 3時 32 分頃、 北海道釧路沖を震 源に M7 .1 の 地震が発生 す る 。 釧路町な
どで震度 5 強、 北海道か ら 関東の 広 い範囲で 揺れ を観測

30 日 ( 火) I 兵庫県は 、 新 潟県中越地震 の 被災 地を支援す る 一般職員 派遣を終了す る 。 派
遣は 延べ85人

神戸市須磨区西須磨地区の 都市計画 道路建設 をめ ぐ る 公害 紛争調 停で、 健康
被害 を引 き 起こす と さ れ る 撒小粒子状物 質 PM2 .5 の 現況調 査に 、 市 と 地元 住
民 の 調 停団が 正式に合意す る

神戸市 は 、 阪神 ・ 淡路大震災の復興市 街地再開発事業で、 新 長田駅南地区に
計画 さ れ て い る 再開発 ピルの う ち 数棟に つ い て 、 民 開業者に 建設 を任せ る 方 針
を囲め 、 2005年度か ら 公募を始め る こと を明ら か に す る

12月 1 日 ( 水) I 阪神 淡路大震災の震 源と な っ た 野島 断層 を保存す る 北淡町震 災記念 公園で\
新施設 「震災体験 館」 が オープ ン す る

人 と 訪災 未来 セ ン ターは 、 阪神 ・ 淡路大震災の 経験 や教 訓を後 世に 伝え る た
め 、 被災10市10 町の 個人、 団体、 企業等 を対 象に し た復興の記 録を募集す る 「 阪
神 ・ 淡路大震災わ た し た ち の復興 プ ロジ ェク ト 」をスタート さ せ る
※尼崎市 は 、 阪神 ・ 淡路大震災の 被災者に 貸し 付け た災害援 護資金の 滞納者 4
人 に つ い て 、 尼崎簡裁に 支 払い 督促を申し 立て て い る こと が 分か る

2 日 ( 木) I 井戸兵庫県知事は、 200 4年度で 終了す る 板神 ・ 淡路大震災復興基金の事業の
1 つ 、 高齢世帯生 活援 助員 ( SC S) 制度 に つ い て 、 2005年度 以降も 継続す る 考会
え を表 明す る
※神戸市 は 、 阪神 ・ 淡路大震災の 被災者 に 自治体が 貸し 付け た災害援 護資金の
滞納問題で、 借受人 4人 に 対ーす る 強制 執行 を神戸地裁に 申し 立て る

神戸市 は 、 坂神 ・ 淡路大震災で減 少し た 人 口を自復 さ せ る た め 、 市 外か ら
入し て き た 若年 夫婦を対 象に 実施 し て き た 家賃と 敷金の 補助制度 を2005年 3月
末で 終了す る こと を決め る

3 日 (金) I ム神戸ハーパーラ ン ドに 商業 ピル 「 ピーズ、キス」が オープ ン す る
阪神 ・ 淡路大震災か ら 10年 と な る 2005年 1 月 17 日 前後 に 、 兵庫県内の市 町立

小中学 校の 9 割近くが 追悼式や間災 訓練な どの 関連行事 ・ 授業 を行 う こと が、
兵庫県教 育委員 会の ま と め で 分か る

4 臼( 土) I 神戸市が市民 ら と 販神・ 淡路大震災の教 訓を発信 し て い く 「 震災10年 神戸か
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ら の発信 」が 閉幕する 。 1 年 間 、 震災の教 訓を内外に発信 する
神戸市 中央IRの 薦問指・三宮セ ン ター街の アーケ ードに 震災復興記念 ステ ン

ドグラ スが 完成 し 、 除幕式が 際鑑さ れ る
6 日 (月 ) I 午後 時同頃、 北海道の 根室半島南東沖を震 源に M6.9 の 地震が発生 する o

厚岸町で震度 5強 を観測
兵庫県は 、 阪神・淡路大震災か ら 10年 と な る 200 5年 I月 17 日 に 神戸市 中央区

で 開催する 「阪神・淡路大震災10 周年 追悼式典J の 概要を発表 する
新 潟県中越地震 の 被災 自治体 に 職員 を派遣する な どの支援 を進 め て き た 神戸

市 は 、 中長期的 な 援 助を行 う た め 「新 潟県中越地震 臨時支援 プロジ ェク ト チー
ム 」を発 足する

7 日 (火) I Ql兵庫県は 、 兵庫県被災者 住宅再建支援制度調 査会が ま と め た 案に対 し て パブ
リッ ク ・コ メ ン ト を始め る 。 県民か ら 広 く 意見 や提 案を求め 、 制度の参 考に す
る

阪神 ・ 淡路大震災で 半数以上の 家屋が全 半壊し た 芦 E雲市で 、 復興 土地区画整
理事業が200 5年 2 月 に 完了する 見 通し と な っ た こと が 分か る

8 司(水 ※阪神 淡路大震災の 被災者 に 神戸市 な ど 兵庫時内11市11 町が 貸し 付け た 災害
援 護資金の200 4年 9 月 末現 在の 償還状況が 分か る 。 貸付総額約1 .309 億円の 3
割に あ た る 約37 5億円が 未償還

台風2 3号で 兵庫県は 、 被災者生 活再建支護法の 適用対 象を 5市1 3町か ら 全 県
に 拡大する こと を決め る O 台風21 号に つ い て も 赤穂市、 上 郡町、 上月 町に 同 法
を適用

1 0自(金 兵庫県教 育委員会 は 、 学 校単 位で進め て き た 県立学 校の 耐震化計画 を見 直し 、
災害時 に 避難所 と な る 体 育館を 優先し て 改修する 万針を決め る

11 日 (土) I 阪神 淡路大震災で 被災 し た 神戸市民 ら 約40人が各 地を訪問し 、 当時 の 経験
や支援 に対 する 感謝を伝え る 「市民の か け 橋神戸か ら 全 国へJ が スタート する

12 日 (日 ) I 阪神・淡路大震災の復興市 街地再開発事業が進 む新 長田駅南地区の 再開発 ピ
jレに 、 アジ アをテ ーマに し た カフェや雑貨r8が 入る 「 神戸アジ アン ワ ールドJ
が オーブ ン する

阪神 ・ 淡路大震 災 で 大き な 被害 を受け た 神戸市 兵庫区の 川油地区で 、 'JlI池
公鴎」の 公園聞き と 慰霊碑 「い の ち の 碑Jの 除幕式が 開催さ れ る

1 3日 (月 ) 1 大「神戸ルミ ナリエJ 閉幕。 今年 の テ ーマは 「 神戸、 光の 都」
1 4日 (火) I 午後 2 時 56分頃、 北海道の 皆萌支庁 南部 を震 源に M6.1 の 地震 が発生 する 。

苫前町で震度 5強 を観測
1 6日 (木 ) I 宮内庁 と 兵庫県は 、 天皇皇后両陛下が坂神 淡路大震災10 周年 追悼式典や国

連防災 世界会 議に ご出 席の た め 、 200 5年 1 月 1 6日 か ら 18 日 ま で の 日 程で 兵庫県
を訪問さ れ る と 発表 する

17 B (金) I 兵庫県の復興10年委員 会 の検証 企画 小委員 会 は 、 阪神 淡路大震災後の 兵庫
県の復興計画 に 基 づき 、 被災地で行 わ れ た復 旧 ・ 復興事 業 の 総額が1 6兆3，000
億円に の ぼる こと を明ら か に する

神戸市 は 、 阪神・淡路大震災か ら 10年 を迎え る の に 合わせて 、 休干iJ中の グラ
フ誌「こう べ」 の震災 特別号を発行 する

18 日 (土) I 0芦屋市の 南芦屋 浜と 神戸市 東灘区の 深江浜を結 ぶ東難芦屋 大橋が 開通する 。
阪神 ・ 淡路大震災で 孤立する な ど し た 埋め 立て 地の 連絡ルート を増やすた め 、
兵庫県と 神戸市が震災復興 関連事業の 一環と し て 着工
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女神戸市 中央互の 東遊園地内に あ る 「 慰霊と 復興の モニ ユメ ン ト 」に 、 新 た に
31 人 の 氏名 が 刻ま れ る
※阪神 ・ 淡路大震災後、 兵庫県が 被災者向 け に 設 け た 民 間 賃貸住宅の 家賃補助
制度で、 帰県を前提 に 補助し た 県外被災者の う ち 、 大半が 「 兵庫に 戻れな しり
状況で あ る こと が 分か る

21 日 (火) 1 200 5年 1 月 に 神戸市 内で 隠寵さ れ る 国連防災 関:界会 議を前に 、 国や兵庫県な
どがつ く る 国連防災 世界会 議推進協 力委 員 会 は 、 一般公開の メ ーン と な る 「 阪
神 ・ 淡路大震災 総合 フォーラ ム 」の 構成 やテ ーマを決め る

22 日 ( 水) I 消助庁 と 気象庁 は 、 全 国の 自治体が設置 し た 震度 計2 ，8 38 カ所 の 設置 環境調
査を行 っ た結果、 19 6カ所 に つ い て 改善が 必要と 発表 する 。 兵庫県内は 66カ所
の う ち 、 2 6カ所で 改善な どが 必要な こと が 明ら か に な る
ム阪神 ・ 淡路大震災の 被災 中小企業 に対 する 固な どの 融資で、 返済猶予期間 の
延長が 繰り 返さ れ て き た 緊急災害復 !日 資金 に つ い て 、 「 再度 の 延長は し な い 」
と する 政府の意向が 兵庫県‘に 伝え ら れて い る こと が 分か る

神戸市 議会 は 、 犠牲者の 追悼と 国内外の支援 への 感謝を表 明し 、 今後の 告づ
く り への 決意 を盛り 込ん だ 「 阪神・淡路大震災か ら 10年 に あ た っ て の 決議」を
全会 一致で 可決する

2 4日 (金) I 阪神 淡路大震災か ら 10年 と な る 200 5年 l月 17 日 に 神戸市 内で 開催さ れ る 兵
庫県の 追悼式典で 献灯する 「 追悼の 灯り 」の 採火式が、 県立広 域防災セ ン ター
で 開T佳さ れ る

井戸兵庫県知事 は 、 阪神 ・ 淡路大震災復興基金で数十億円規模の 残余額が出
る 見 通し を明ら か に する 。そ の 財源で 被災 高齢者 の 見 守り 事業 を200 5年 震も 継
車売する こと をf食言す

神戸市が進 め る 阪神 ・ 淡路大震災 の復興 土地区商整理事業で 、 田市 兵庫亙松
本 地区の事業が 完了する

2 5日 ( 土) I 阪神 淡路大震災の復興施策 を検証 し て き た 兵庫県の 「復興 10年委員 会 」は 、
6 分野54テ ーマか ら 成 る 「復興10年 総括検証 ・ 提言事業 」の 最終報 者をま と め

る
2 6日 ( 日 大神戸ルミ ナリエが 閉幕する 。 来場者数は 、 許約問万3，000人 で 過 去最高と な

る
0兵庫県被災者 住宅再建支援制度調 査会 は 、 県が 導入を目指す共済制度 に つ い
て 、 最終報 告案をま と め る

午前8 時 頃、 イン ドネシ アの スマト ラ 島 沖で M9 .0 の 地震が発生、 大規模な
津波が スリラ ン カ、 イン ド、 タイな ど イン ド洋沿岸各 国を襲う

27 日 ( 月 ) I ムひょう ご 経済 雇用 戦略会 議は 「ひょう ご 経済 雇用 再生加 速プ ログラ ム 」
をま と め 、 井戸兵庫県知事に提出 する 。 阪神 ・ 淡路大震災か ら 10年 以降の 県の
経済政策 の 指針と し て 、 計10 4件の施策 を盛り 込む
ム阪神 ・ 淡路大震災の 被災 中小企業 を対 象に し た 緊急災害復 旧 資金 融資制度 の
返済猶予期間 の 延長が 打ち 切ら れ る こと に な っ た こと を受け 、 兵庫県と 神戸市
は 既存の 制度 融資 への 借り 換え な ど 帯り 手負担の 軽減策 を発表 する
O日 本航空 (JAL) と 全 日 本 空輸(ANA) は 、 200 6年 2 月 の 開港を目指す神戸
空港に 就抗する こと を正式に表 明する

28 日 ( 火) I 海上 保安庁 は 、 全 国8 6の 主要な 港に つ い て 、 大地震 時 の 津波対策 を策定 する
こと を決め る
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人 と 防災 未来 セ ン ターは 、 津波被害の現 地調 査の た め 、 職員 1 人 をスリラ ン
カに 派遣する

29 日 (水) I 巨大な 津波が 押し寄せた時、 避難で き る ピルを指定 し て い る 市 町村は 、 全 国
の 沿岸自治体 の 1 4 %に と ど ま る こと が 内障府の調 査で 分か る 。 内関府は 、 避難
ピル指定の 条件や運用 の ガイドラ イン を年度 内に 策定 する 計 画

2005年 (平成17.1'手)

1 月 4 日 (火) I 厚生労働 省は 、 全 国約問所 の 災害 拠点病院の 耐震化 やラ イフラ イン の 維
持機能、 医薬品の 備蓄状況な ど を総 点検 する こと を決め る

兵庫県は 、 200 4年度 末で 終了する 阪神 ・ 淡路大震災復興基金の 事業 の う ち 、
高齢世帯生 活援 助員 設置事業等 補助と 災害復興 ボラ ン テ イ ア活動補助の 2 事業
を一般事業 と し て 存続 さ せ る こと を決め る
※阪神 ・ 淡路大震災の 直後 に 、 兵庫県社会福祉協 議会が 被災者 に 貸し 付け た 小
口資金 に つ い て 、 返済期限を 4年 半過 ぎた200 4年 9 月 末時 点で 、 金 額ベースで
5割の 38 億円が 未返済と な っ て い る こと が 分か る

0矢田神戸市 長が、 神戸空港の200 6年 2 月 1 6日 開港を正式表 明する
5日 (水) I 阪神 ・ 淡路大震災の復興 準公営住宅と し て 、 兵庫県住宅供給公社が民間 の 集

合 住宅を借り 上げ、 被災者 に 賃貸し た 「 特定 優良賃貸住宅」の 累積赤字が約60
億円に の ぼっ て い る こと が 分か る

6 日 (木) I 政府は 、 神戸市で 開催さ れ る 国連防災 世界会 議で、 スマト ラ 沖地震 を受け 、
イン ド洋の 津波早期警報 シ ステ ム 構 築や津波被害 の 軽減 を討議する 専 門 家会合
を行 う こと を正式に 発表 する

内閣府は 、 神戸市 な ど全 国9 rぢ広町をモデル地域に し 、 想定 さ れ る 最大の 地
震が発生 し た場合の震度 分布と 建物 被害の 危険度 を示し た 「 地震防災 マッ プ 」
を発表 する
※兵庫県立生 活科学 研究所が行 っ た 「 家庭に お け る 防災意識 と 防災対策 に 関す
る 調 査」結果が 公表 さ れ る O阪神・淡路大震災で 大き な 被害 を受け た 地域の 方
が、 そ う で な い 地域よ り 防災対策が進 ん で い る こと や、 対策が 必要だと 意識 し
な が ら も 行 動に 移せ て い な い 実 態が i手き 彫り と な る

阪神・淡路大震災の 教 育復興 担当教員 が 配置 さ れて い る 小学 校で、 震災後 に
生 ま れ た 小学 1 - 3年 の 克童の 約 4 %に あ た る 2 42 人 に 心 の ケ アが 必要な こと
が、 兵庫県教 職員 組合の調 査で 分か る

7 日 (金) I 復興10年委員 会 は 、 最終報 告書を井戸兵庫県知事に提出 する 。 最終報 告は 6
分野54テ ーマに 及び、 残さ れ た課題 は施策 を継続 する と と も に 、 報 告書に ま と
め た経験 と 教 訓を国内外に提言 する
。阪神・淡路大震災で全 壊判定 を受け 、 補修費の負担をめ ぐ り 管理組合 と 販売
会 社が対 立し て い た芦 屋:市 の 分譲マン シ ョ ン 「芦屋 川アーバン ラ イフ」で 、 管
理組合 は 双方で合意 し た と 発表 する

8 日 (土) 1 六甲 山で 土砂崩れが 多発 し た 阪神・淡路大震災 を教 ヨに兵庫県は 耐震性の
高い 治山工法の 開発 に 成 功 する
※板神 ・ 淡路大震 災 の 被災 者 に 国と 自治体が 貸し 付け た 災害援 護資金で、 今後
も 借受人 か ら の 返済が 困難と み ら れ る 焦げ 付き 額が 兵庫県内の 22 市町で 約lOO
億円に の ぼる こと が 分か る O う ち 神戸市 分が約72 億円を占め る

その時。会記録 23 



2005年 (平成17年)

9 日 ( 日 ) 1 阪神 淡路大震 災か ら 10年 を迎え る の に合わせ、 神戸市 内60 地区で防 災訓練
が実施 さ れ る ( �30 日 ま で)

1 1 日 ( 火) I 兵庫県三原郡4 町 ( 緑、 西淡、 三原、 南淡) が合 併し 、 新 市 「 南あ わ じ 市」
が 誕生す る

出(水) I 政府の 地震調 査委員 会 は 、 阪神 淡路大震災 を起こし た 断層 を含む 六甲 淡
路島 断層 帯の 長期評揺を発表す る 。 M7 .9程度の 大地震が 30年 以内に 起き る 確
率は 最大0 .9 %

阪神 ・ 淡路大震 災か ら 10年 を迎え る の を機 に 、 復興過程の 検証結果 を総 括し 、
そ の 成 果 や教 訓を全 世界の 共有財産 と し て 国内外に 発信 する 「創 造的復興
フォーラ ム 」 が、 神戸国際会 議場で 開寵さ れ る ( �15 日 ま で)

阪神・淡路大震災 か ら 10年 を迎え る 兵庫県は 、 災害時の 人 材を確保す る た め
の 「 妨災予備役制度 」の検 討を始め た こと が 分か る

間 ( 木) I g兵庫県被災者 住宅再建支援制度調 査会 は 、 掛 け金 を年 額4，800 �6， 000 円と し 、
住宅再建に 600 万円を支 給す る 最終報 告を井戸兵庫県知 事 に提 出 す る

阪神・淡路大震災か ら 200 4年 末ま で の 聞に 、 兵庫県内で震災 に 絡ん だ主な 犯
罪の 摘発件数が計18 4件に の ぼっ た こと が、 兵庫県A警な どの ま と め で 分か る 。
最多 は 詐欺

西宮市 内の災害 援興 住宅で、 独居男性が200 4年1 1 月 に 死後約 l年 8 カ月 で発
見 さ れ た こと が 分か る

阪神・淡路大震災の復興 を支援す る た め 、 み な と 銀行 な どが創 設 し た 公募制
の 「み な と 元 気ファン ド」 の 投資 先に 1 4社が 決ま る

l4汀 ( 金 兵庫県は 、 阪神・淡路大震災 を教 訓に 災害発生か ら 48時間 以内に 専 門 医師ら
の 医療チーム を派遣し 、 被災者の救 助に あ た る 専 門 チーム 'DM ATJ の発 足を
検 討し て い る こと が 分か る

阪神 ・ 淡路大震災後 に創設 さ れ た 兵庫県警の 「 災害対策課 」に つ い て 、 県警
は 震災10年 以降も 継続 さ せ る 方 針を固め る

神戸市 は 、 地震 な どの 災害 時 に 地域の 避難所 と な る 市 立小中学 校計25 3校を
耐震化す る こと を明ら か に す る 。 同市の 小中学 校の 耐震化 率は 38 .9 %と 全 国平
均を10 ポイン ト 以上 下回っ て お り 、 約350 億円か け て 、 2005年 度 か ら 10年 間 で

100 %の 耐震化 を目指す
※阪神 ・ 淡路大震災の 被災者 を対 象に し た 被災者 自立支援金 の 支 給を受け ら れ
な か っ た 9 人が、 阪神・淡路大震災復興基金 を相手に 、 支援金の 支 払い を求 め
る 訴訟を神戸地裁に 起こす

日( 土) I 兵庫県三木市 に 世界最大の 耐震 研究施設 「実 大三次元震 動破壊実験施設 ( E
ーデイ フェン ス) J が 完成 し 、 披露式典が 開催さ れ る

神戸市 中央区の 中華街南京町に 、 阪神 ・ 淡路大震災か ら の復興の シ ン ボルと
し て 、 新 し い 「 西安門」 が 完成 す る

山 ( 日 ) I 天皇皇后両陛下は 、 阪神 淡路大震災10 周年 追悼式典や国連防災 世界会 議な
ど への ご出 席の た め 兵庫県を訪問さ れ る

兵庫県芦 F雲市、 宝塚市は 、 そ れ ぞれ市 内で 追悼式を開催す る 。 と も に 5 年 ぶ
り の 開催

阪神・淡路大震 災で 被害 を受け た 高速道路の 橋脚な どが、 神戸市 東灘区の 阪
神高速道路公隠の 震災資料 保管庫で 初め て A般公開さ れ る (17 日 ま で)

17 日 ( 月 ) I 阪神 ・ 淡路大震災か ら lO年が 経過。 被災 地で は 追悼式典が各 地で 開催さ れ る 。

24 そのfJ寺。全記録



2005年 (平成17年)

節目の 年 と し て 、 神戸市、 西宮市、 明石市が 5 年 ぶり に 開催
兵庫県な どが主催する 「 阪神 ・ 淡路大震災10 毘年 迫悼式典」、 '1 .17ひょう ご

メ モリアルウオーク 2005J カ古関f雀さ れ る
女神戸市 中央尽の 東遊閑地内に あ る 「 慰霊と 復興の そニ ュ メ ン ト J に 、 新 た に
お人の 氏名 が 刻ま れ る

18 日 (火) I 午後1 1 時 9 分頃、 北海道湖11 路沖を震 源に M6.4の 地震が発生 する o jÍi)1!路支庁
厚岸町で震度 5 強 を観測

国連防災 世界会 議が、 神戸市で 開幕する (�22 日 ま で)
国連防災 世界会 議の 関連事業 の 中核 と し て 、 復興10年の 経験 を神戸か ら 世界

に発信 する 「 仮神・ 淡路大震災総合 フォーラ ム J が 始ま る (�22 日 ま で)
19 日 (水 午後 3時11 分頃、 関東東方 沖を震 源に M6.8の 地震が発生 する

国連防災 世界会 議で、 自然災害の 被災 国の 中長期に わ た る 復興 を国際的 に支
援 する 新 た な 仕組 み と し て 「 国際復興支護機構 (IRP) J を発 足さ せ、 神戸市
に事 務局を置 く こと が 正式に 決ま る

大地震 な ど に 備え て 都道清県が 指定 し て い る 災害 拠点病院の 1 4%は 耐震化 さ
れ て い な い こと が、 厚生労働 省の調 査で 分か る

阪神・ 淡路大震災 を教 訓に 建造さ れ た 災害対 応型巡視船 「 い ず 」が、 神戸港
に 初入港する

22 日 (土) I 国連防災 世界会 議は 、 「 兵庫宣言J と 今後10年 間 の 国際的 な 防災 戦略の 指針
と な る 「 兵庫行 動枠組 」を採択し て 閉幕する

制 (金) I 発行会 社の 経営破綻に よ り 休刊し て い る 「 月 間 神戸つ子」の 震災10年記念 号
が発行 さ れ る

30 日 (日 政府の 地震調 査委員 会 は 、 11J崎断層 帯が 地震 を起こし た場合 の 震度予測 を発
表 する O 播磨地域か ら 神戸市ま で 県南部 の 広 い 地域で震度 6強 以上の 揺れが予
想さ れ る こと を指摘

兵庫県は 、 兵庫県災害対策 セ ン ターの 庁 舎を増築する 方 針を固め る

2 月 1 日 (火) I 神戸市 は 阪神・淡路大震災で 被災 し た 中小企業向 け の 「震災復 旧緊急特別資
金 融資」 か ら 、 既存の 制度 融資 に 借り 換え る 申し 込み を受け 付け る

2 日 (水) I ム兵庫県は 、 阪神 淡路産業復興推進機構 (HERO) が 運営する 「 ひょう ご 投
資 サポート セ ン ターJ (HIS) をひょう ご 中小企業 活性化セ ン ターの 一部 門と
し て 統合 する 方 針を屈め る

3司(本) I 関西財界セ ミ ナーが 神戸市内で 閉幕する 。 阪神 淡路大震 災 の教 訴がい か に
一生か さ れた か を議論

4 日 (金) I ム国土交通省は 、 神戸新 聞社が進 め る ]R三宮駅前 神戸新 開会 館跡地の 再開
発事業 に つ い て 、 都市 再生 特別措置 法に基 づき 、 民 間 都市 再生事業計画 と し て
認定 する 。 県内で は 初

7 日 (月 ) I 兵庫巣教 育委員会の震災 学 校支援 チーム (EARTH) は 、 災害 時 の 活動マニ ユ
アルを見 直すこと を決め る

間 (火) I 兵庫県は 、 阪神 淡路大震 災復興本部 を 3月 末で 廃lける 方 針を冨め る
阪神・淡路大震災記念協会が取 り 組ん だ研究の成果 を今後 の 社会 づく り に 生

か すフォーラ ム '21 世紀文明の創造をめ ざし て 」が 開催さ れ る
1 6日 (水) I (Ql兵庫県は 、 住宅再建共済制度 を2005年度 に 導入する た め 、 新 た に 住宅再建共
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済制 度準備室を 設置す る
17 日 ( 木 販神 淡路大震災の教 訓|を 全 国に 発信す る た め に 、 兵庫県な ど 実行委員 会が

主催す る 「 阪神・淡路大震災 複興 フォー ラ ム 1 .1 7 は 忘れ な い 次 な る 大震災
に 備え て 一」 が 東京都内で 開催さ れ る

18 日 ( 金 中央防災会 議の 東南海 南海地震 等に 関す る 専 門調査会は 、 予防 ・応急対策
を 検 討す べき 中部・近畿閤の 内陸地震 と し て 、新 た に 阪神地域直下で発生す る
M6.9 な ど 6つ の 地震 を 加 え る

200 6年 秋に 需催さ れ る 「 の じ ぎく 兵庫国体」 の 閉会 式で 行う 集団 演技が 「 阪
神・淡路大震災か ら 立ち 上がる 被災 地」 を テ ー マに検 討さ れて い る こ と が 分か
る

19 日 ( 土 ※阪神 淡路大震災の 被災者の ニー ズを 把握 し 、 行政な ど に提 言す る 第 三者機
関 「 被災者復興支援会 議IIIJが 3月 末で 解散す る こ と が 明ら か に な る

出 (月 ) I 阪神 淡路大震災で 被災 し た 子ど も の心の ケ ア に あ た る た め 、 同の 特例措置
で 兵庫県内の 小中学校に 置 かれ て い る 「教 育復興 担当教員 (復興 担) Jが 、2005
年 度か ら 名称を 「 寂神・淡時大震災 に 係る 心の ケ ア 担当教員」 に 変え て 存続す
る こ と が 決ま る

神戸市 は2005年 度の 当初予算案を 発表す る 。 阪神・淡蕗大震 災 か ら 10年が経
過 し 、震災 関連事業 費は24 .1 %減の422 億円と な る

出 (火) I 兵庫県は 削年 度の 当初予算案を 発表す る 。 阪神 淡路大震 災か ら 叫が経
過 し た後 も 残さ れ た課題の 解決や教 訓発信 に 主主点的 に取 り 組 む 「復興 フォロー
ア ッ プ プ ロジ ェク ト 」 に272 億円を 計上す る
。兵庫県は 、 自然災害で全 半壊し た 住宅の 再建を 住宅所 有者 の 掛 け 金 に よ って
支援す る 独自の 「 住宅再建共済制 度」 に つ い て 、 9 月 か ら 開始す る こ と を 明ら
か に す る

午前5 時55 分頃、 イラ ン 南東部の ケ ルマン ナ1'17之、ラ ン ド付 近で M6.4 の 地震が
発生す る

25 汀 (金 中央防 災会 議の 首都直下地震対策専 門調査会 は 、 首都直下で 大地震が 起き た
場合 、 最悪で 死者 は 約1 万3，000人 、経 済的 被害 は 約1 12 兆円に 達す る と の 被害
想定の 最終報 告を ま と め る

阪神・淡路大震災の 被災 者 に 閣と 自治体が 貸し 付け た 災害援 護資金 に つ い て 、
政府は 貸付原資 を 自治体が 国へ 償還す る 最終期限を 延長す る 検 討を 始め る

住宅な どの 耐震化 促進 策 を 検 討す る 国土交通省の 住宅・建築物 の 地震防災推
進会 議は 、全 国の 住宅の 耐震化 率を 今後10年程 度で 9 割ま で引 き 上 げる と す る
数館日擦を 新 た に設定す る
ム神戸市 は 、中央区の ボー ト ア イラ ン ドに あ る 遊園地「 神戸ポー ト ピア ラ ン ド」
を 2005年 3月 で 廃関す る こ と を 決め る

28 日 ( 月 阪神 淡路大震災の教 訓|を 生か そ う と 、 防 災の 専 門 学科と し て 全 出で 初め て
設 け ら れ た 兵庫県立舞子高 等学校環境防災 科の l期生 39 人が同 校を 卒業す る

3月 8 日 ( 火) I ム阪神 淡路大震災の 産 業復興を 目的 に 企業 誘致や起業 家支援 な ど に取 り 組ん
で き た 「 阪神・淡路産業 複興推進機構」 は 、 3月 末で 解散す る と 発表す る

1 4 臼( 月 ) I 阪神・淡路大震災で 大き な 被害 を 受け 、復興 土地区画整理事業が進め ら れ て
き た 神戸市 東難区の 森南第 3 地区で事業が 完了す る 。 市 内の復興 土地匿国整理
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事業 は 全1 1事業の う ち 7 事業が 完了
阪神・淡路大震災か ら 1 0年 を 機 に 、震災が 都市 文明に発 し た警告を 見 つ め 直

し 、21 世紀の成 熟社会の あ り 方 を 考え る シ ン ポジ ウム 「新 し い 2 1 世紀丈明の創
造に 向 け て J( 甑神・淡路大震災記念協 会 な ど主催) が 開催さ れ る

1 6日 ( 水) 国土交通省の 津波対策検 討委員会は 、 東海地震 な ど 大規模地震への 備え と し
て 、 津波被害 を 受け る 可能性の あ る 全市 町村が 浸水想定 区域や避難場所 を 盛り
込ん だハザー ドマッ プ を 5 年 以内に 作成す る こ と な ど を 求 め る 初の提言 を ま と
め る

17 日 ( 木) I 阪神・淡路大震災の復興 土地区画 整理事業 と 復興市 海地再開発事業が 都市計
画 決定 さ れ 、1 0年 を 迎え る 。 復興 土地区画整理事業は18 地亙の う ち 11 地症が 完

復興市 街地再開発事業 は 6 地亙の う ち 4 地区が 完了
阪神・淡路大震災 か ら 1 0年 を 迎え 、 被災 地の復興 を 支援 し た住民 やボラ ン

テ イ ア 、 NP Oな ど に 感謝の 気持ち を 伝え る 「震災復興 感謝の つ どい」 が 開催
さ れ 、 兵庫県内外の 1 ，15 6の 個人 や団体に 感謝状が 贈ら れ る

18 日 (金) I 公立小中学校の 校舎や体 育舘な どの 耐震化 に つ い て 、 丈部科学省の調査 研究
協 力者会 議は 、施設の 建て 替え か ら 改修に 重 点を 移す よ う 求め る 報 告を ま と め
る 。 ま た 、 地震 で 倒壊や大破の 危験性が 特に 高い 約2 ，600万平方 メ ー ト ルの 耐
震化 を 今後 5 年 間 で重 点的 に進 め る よ う 求め る

間( 土) I ※阪神 淡路大震災の 被災 地復興 の あ り 方 を 行政や市民 に 提 言す る 第 三者機 関
「 被災者復興支援会 議阻」 が 、 3月 末の 解散を 前に 1 0年 間 の 活 動を総括す る 総

合 フォー ラ ム を 際催し 「安全 ・安心 な 社会の構 築に 向 け て」 と 題 し た 最終提言
を 発表す る

2 0日 ( 日 午前1 0時5 3分頃、福岡県西方 沖を 震 源に M7 .0の 地震が発生す る 。 福岡市 や
福岡県前原市 、佐賀 県み やき 町で 震 度 6 弱、九州、|か ら 関東の 広い範屈で 揺れ を
観測

福間県西方 沖で発生 し た 地震 を 受け 、 兵庫県の 人 と 防災 未来 セ ン ター は 、 被
災状況 を 把握す る ため 、 研究員 2 人 を 現 地に 派遣す る

2 3日 ( 水 政府の 地震調 査委員会は 、今後 30年 間 の 「 地震 動予測 地図」 を 公表す る 。 震
度 6 弱以上 の 地震 に 見 舞わ れ る 確率は 、 阪神間 の 沿岸と 淡路島 南部の -Ëßで

2 6%以上
神戸市 な ど の 「震災1 0年 神戸か ら の発信 J推進委員 会 は 、 神戸市 中央区の メ

リケ ン パー ク の 神戸海洋博物 館を 舞台に 4 月 21 日 に 開幕す る 「 タイム ズメ リケ
ン ~神戸か ら の発信 館�Jの 概要を 発表す る

24 日 ( 木) I 阪神・淡蕗大震災で 大き な 被害 を 受け 、復興 土地区岡整理事業が進め ら れて
き た 神戸市 長田豆の 御菅西地区で事業が 完了す る 。 市 内の復興 土地区画 整理事
業 は全11事業の う ち 8 事業が 完了

25 日 ( 金) I 自然災害で、全 半壊し た住宅の 再建を 支援す る 「 兵庫県住宅再建共済制 度条例」 、
ま た阪神・淡路大震災の教 訓を 国内外に発信す る ため 1月 17 日 を ひょう ご安全
の 日 と す る 「 ひょう ご安全の 日 を 定め る 条例」 が 、 県議会で 成 立す る
。兵庫県は 、 県営住宅の 募集で設 け て い る 県外被災者の 優先枠に つ い て 、 市街
地に 限定 し 募集戸数を 拡大す る と 発表す る

神戸市 は 、 阪神・淡路大震災の発生 直後 に 設置 さ れた 神戸市災害対策本 部を
3月 末で 廃止す る と 発表す る

阪神・淡路大震 災復興基金 は 、毎興計画の シ ン ボルと し て 「 火の 烏」 を 1 0年
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間 無償で提 供し て く れ た手塚プロダク シ ョ ン に 感謝状 を 贈る
2 6日 (土 ) I (Ql阪神 淡路大震災で 大き な 被害 を 受け た神戸市 灘区の 分譲マン シ ョ ン 「 六甲

グラ ン ド、パレス高:]:] J の 住民が、 総会で 建て 替え を 決議す る
27 日 ( 日 ) I 阪神 淡路大震 災 を 教 訓に 、 地域の 防災の 担い 手を 養成 す る ため に 兵庫財宝

2004年 度か ら 始め た 「 ひょう ご防災 リー ダー講座」 の 修了式があ り 、 第 1 期生
1 12人が 井戸兵庫県知事か ら 修f証 を 受け取る

28 日 ( 月 ) 午後11 時10 分頃、 イン ド洋スマト ラ 島沖を 震 源に M8 .7 の 地震 が発生す る
兵庫県は 、 阪神 ・ 淡路大震災 の発生 直後 に 発 足さ せ た災害対 策本 部を 3月 末

で、廃!とす る と 発表す る
兵庫県な と とで、つ く る 「 阪神・淡路大震災10 周年記念事業推進 会 議」 は総会 を

開催し 、 記念事業 の 実施状況 を報 告す る 。 震災 10年 を 機 に し た追悼行事 な ど9 31
の事業 に 約1 ，000 万人が参加す る 見 通し が 示さ れ る
※阪神・淡路大震災の 被災者 や民 間 非営利団体 (NP O) を 支援 し て き た 「生活
復興 県民 ネッ ト 」 が 3月 末で 解散す る こ と が 決ま る

神戸市 は 、 阪神・淡路大震災で同市の 応援 に 駆け 付け た全 国の 自治体 職員 と
河市 職員 が災害 情報な ど を 共有す る ネッ ト ワ ー ク 「 神戸の 粋Jを 発 足し 、 専用
ホームページ を 開設 し たと 発表す る

29 日 ( 火) I 兵庫県議会は 「震災復興10 周年 に あ たって の 決議」 を 採択す る
30 日 ( 水 中央防災会 議は 、 東海地震 と 東南海 ・ 南海地震 に つ い て 、 想定 さ れ る 被害 を

今後 10年 間 で 半減す る こ と を 日指す 「 地震防災 戦略」 を 策定す る
兵庫県議会 は 、 販神・淡路大震災の復興 策を 調査す る ため に 設 置 さ れて い る

震災復興 特別委員 会 を 廃止し 、 台風対 策な ど と 一体的 に取 り 扱う 「 自然災害 ・
復興対 策調査 特別委員会」 を 設置す る
Offil土交通省の 新 幹線脱線対 策協 議会 は 、 活 断層 と 交差し て い る 全 国12 カ所 の
新 幹線の ト ン ネルで 、 耐震 補強 を 進め る と す る 脱線防 止対 策の 中間報 告を ま と
め る

31日 (本: ) I 阪神・淡路大震災か ら 10年 の 節目の 年 を 迎え 、 井戸兵庫県知 事 は 震災復興 を
願って 阪神・淡路大震災 複興基金 に 売上金 な ど を 寄 付し た 3団 体 に 感謝状 を 贈
る

お そ の時。全記録
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平成17年12月5 B (月)

兵庫県公舘応接室

輯1 0年の総括、 今後の課題、 そ し て 次代への教訓

端委員長 阪神 ・ 淡路大震災復興誌は当初、 21世紀 ひ ょ う ご創造協会が母体 に な り 、 そ の後

は 阪神 ・ 淡路大震災記念協会に編集委員 会 を 設 け て 、 震災復興の プロセ ス を 記録す る と い う
事業 を進め て ま い り ま し た 。 お かげ さ ま で順調 に刊 行 を 進め て ま い り ま し て 、 今回第10巻 を

ま と め る こ と と な り ま し た。 最終巻 と な り ま すの で、 これ ま でのすべて を 総括す る と い う こ
と で、 巻頭に、 い ち ばんの責任者であ ら れたお三方の座談会を設け さ せて い た だ き ま し た。

本 日 は 、 大 き く 分け て 3 つ の分野でお 話 を う かがい た い と 思い ま す。

ま ず 1 つ は 、 震災10年 と い う こ と で現在の皆様方の ご心境、 あ る い は 「総括」 と い う と
多少言葉 は田 く な り ま すが、 これ ま での 取 り 組み の 中 で非常 に印象深か っ た こ と 、 意義深
か っ たこ と な ど に つ い て お話 を う かがい た い と 思 っ て お り ま す。

2 つ 臼 に は 、 そ の次 の 段階 と い う こ と で、 残 さ れた 「課題」、 ポ ス ト 10年 と い う こ と で、

これか ら ど う い う こ と が大 き な 課題 な の だ ろ う か と い う こ と に つ い て 、 お 話 を う かが う 予

定に し て お り ま す。

最後 に 3 番 目 と い た し ま し て 、 震災 と い う の は 、 他 の大 き な 災害 も 含め て 、 実 は今非常

に様相が変 わ っ て き て お り ま す。 自 然災害や 防災、 あ る い は リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト ヱ危機管
理 は 、 非常 に現代 の 文 明 に 大 き な 意味合い を 持 ち つ つ あ る ジ ャ ン ル に な っ て き て お り ま す

の で 、 そ う し た 問 題 に つ い て 、 これか ら の 「教訓IJ と い っ た よ う なこ と を 最後 に お話い た
だ け た ら 、 と 思 っ て お り ま す。
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1 . 震災10年、 こ れま での取 り 組み を振 り 返る

端委員長 最初 に 井戸知事 さ ん に お う かがい し た い の で す が、 知事は震災 直 後 に 兵庫県 に

着任 さ れて 以後、 ず、 っ と 震災復興 に 最前線で取 り 組んでこ ら れた わ けですが、 震災10年 を

振 り 返 ら れ て 特 に 今印象深 く 思 っ て お ら れ る こ と 、 あ る い は総括 的 な 意義 な ど、 そ の あ た
り を 語 っ て い た だ け ま す か。

盟震災 1 0年の総括的 な成果 に つ い て

井戸知事 い く つ かの特性 を 持 っ た 、 復 旧 ・ 復興だ、 っ た と 思 う ん で す ね 。 そ れ を 、 ア ト ラ
ン ダ ム に挙げて み ま し ょ う O

ま ず 1 つ は 、 私 た ち が 「復興10年総括検証 ・ 提言事業」

と い っ た形で 、 復興の過程 を き ち ん と 評価 し て き た と い
う こ と です。 これが ま ず、 大 き な 特色 だ と 思 う ん で す ね。

復興過程で 目 指 し た も の に つ い て 、 ま ず、 「 ひ ょ う ご フ ェ

ニ ッ ク ス 計画J (阪神 ・ 淡路震災復興計画) を つ く り ま
し て 、 そ し て 「緊急 3 カ 年計画」を住宅 ・ イ ン フ ラ 整備 ・

産業 に つ い てっ く り 、 そ れ を ベ ー ス に し て復 旧 を 遂げな

が ら 、 さ ら に 国 際的 な 検証で あ る r 5 カ 年検証J (震災

対策国 際総合検証) を し た 。 そ し て 最終段階で は 、 rlO 井戸知事
カ 年検証」 を し て い た だ き ま し た 。 この よ う に 、 復興過程 を 「計画 に よ る 復 旧 ・ 復興 過程」
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と い う 形で進め て く る こ と がで き た 、 と い う こ と が l つ あ る の で は な い か と 思 っ て い ま す。

2 番 目 は 、 そ れ と 関連す る の ですが、 ま ずイ ン フ ラ の整備 を 実施 し た と い う こ と です。

こ れは議論がい ろ い ろ あ っ た の ですが、 生活再建 を す る 、 あ る い は 産業再建 を す る と い う
こ と を 考 え た と き に 、 い ち ばん基礎 と な る の は イ ン フ ラ の整備 だ、 っ た 。 家 屋 も そ う ですが、

ガス や 電気 ・ 水道 、 道路 ・ 鉄道 ・ 港湾 な ど、 こ れ ら すべて イ ン フ ラ です。 こ の イ ン フ ラ の

整備 を 急 い だ と い う こ と です ね 。
それか ら 、 3 番 目 と し て 、 生活の安定対策 と し て 「新 し い住 ま い方J を 提案 し て い っ た と

い う こ と です。 新 し い住 ま い方 と し て は、 「シルバー ・ ハ ウ ジ ン グ、J や 「コ レ ク テ イ ブ ・ ハ ウ

ジ ン グJ rグルー プ ・ ハ ウ ジ ン グ」 と い っ た、 21世紀の高齢社会 に対す る 実験的 な 試み も 含め

て、 新 し い住 ま い 方 を か な り 提案す る こ と がで き た。 し か も 、 そ の シルバー ・ ハ ウ ジ ン グ に
は 「生活援助員 (LSA) J と い う ソ フ ト をつ けま し た。 そ れ に 関連 して、 シルバ ー ・ ハ ウ ジ ン グ

以外で も 災害復興公営住宅 に は 「高齢世帯生活援助員 (SCS) J を単独で配置 し て い っ た。

4 番 目 は 、 被災高齢者への対応です。 生活援助員 や 高齢 世帯生活援助員 の 制度 を つ く っ
た と い う こ と だ け で は な く 、 「コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ」 を 必ず一定規模以 上 の居住区 に 整備

し て い っ た こ と や 、 そ こ で地域の方 々 を含め た 「見守 り 活動」が展開 さ れて い く よ う に な っ

た 、 と い う こ と です。
5 番 目 は 、 ま ち づ く り で新 し い推進の ス タ イ ルがで き た こ と O 特 に 、 都市計画の 「決定J

と 「推進」 と い う 2 段階 の ス タ イ ル がで き た こ と に非常 に意義があ っ た と 思 っ て い ま す。

つ ま り 、 計画の大枠 を 決め た後、 詳細計雨 は そ こ に 住 む 人た ち で構成 す る 「 ま ち づ く り 協
議会」 の議論 に ゆ だ ね、 そ の協議会がつ く っ た プ ラ ン に基づい て進め て い っ た 。

最初 は 従来方式で、 行政が原 案 ま でつ く っ て 、 そ れで承認 を も ら お う と い う ス タ イ ル を
と ろ う と し た と こ ろ 、 こ れが押 し 付 け だ と い う よ う な 発想 で非難 さ れた 。 そ こ で、 考 え 方

を 切 り 替 え て 「 ま ち づ く り 協議会方式J に 至 っ た 。 こ れは よ か っ た と 思い ま す ね。

6 番 目 は 、 地域の安全対策 を 推進す る う え で 「 自 主防災組織が欠かせ な し り と い う 認識
が高 ま っ た こ と と 、 そ れ に伴 っ て組織化が進ん だ と い う こ と です。

7 番目 は、 と も に生 き る 仕組み と 言っ て い ま すが、 「ボ ラ ン タ 1) _活動」 が定着 して き た こ と O

そ れか ら 、 8 番 目 は 産業復興です。 こ れに つ い て は、 「エ ン タ ー プ ラ イ ズ ゾー ン 」の 考 え 方

を提案 し ま し た。 し か し、 一国二制度は だめ だ と い う こ と で復旧 ・ 復興に は余 り 役立 た な か っ

た の ですが、 その提案 に 向 け て 県 と 市が協力 し て 「産業集積条例J (最初 は産業復興条例) を
つ く っ て、 独 自 対策で臨んでい っ た。 こ れが、 今は 「特区制度J と い う 形で国が制度化 し て

い る わ けです。 そ う い う 意味では、 さ き がけの提案がで き た の で は な い か と 思い ま す。
第 9 番 目 と し て 、 私 た ち は復興支援の仕組みづ く り を 随分 と 心掛 け て き ま し た 。 特 に住

宅再建 につ い て は 、 「生活再建支援制度J と し て結実 し ま し た 。 緊急時 に は一 時金 と し て の
「生活再建支援金」、 そ し て 本格 的 な 生活再建の た め の住宅再建の支援 と し て の 「居住安定

支援制度Jo こ れ ら は 制度 と し て確立 し た と い う こ と が言 え る の で は な い で し ょ う か。 そ
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れが今、 共助 と し て の 「住宅再建共済制度J に 結 びつ い た と い う こ と です。

最後 に 、 大震災か ら 10年が経過 し た と い う こ と で、 「阪神 ・ 淡路大震災10周年記念事業」
を 幅広 く 展開 し て 、 国 内 外 に 向 け て私 た ち の成果や感謝 を伝 え て い る 。 こ う い う こ と が、

この10年の我々 がや っ て き た事業の総括 的 な 成果 と 言 え る の で は な い か と 、 そ ん な ふ う に

忠 っ て お り ま す。

量購高齢被災者への支援

端委員長 今、 ご紹介い た だ い た ん で す が、 この 中 で特 に知事の心の 中 に深 く 残 っ て お ら
れ る 課題 と い う の は何で し ょ う か。

井戸知事 「高齢者生活支援金制度」で、 す ね O この制度 は 、 被災高齢者の生活 を 援助す る た
め の も の で、 我々 が最初 に姑 め ま し た。 そ れが、 国 の 制度 と し て ( 固 と 都道府県 の 共 同 の

事業で す が) 100万 円 ま で の 「生活再建支援金制度」 と し て 結実 し ま し た 。 そ し て 、 そ の 生

活再建支援金 だ け で は不十分だ と い う こ と で、 そ の 5 年後 に 、 住宅再建 に つ い て の 「居住
安定支援制度」 が生 ま れ ま し た。 そ し て現在 は 、 緊急時 の 生活一時金の 制 度 と 復興期 の住

宅再建の制度が ま が り な り に も 制度化 さ れて動 き 得 る よ う に な り ま し た 。 こ れ は 、 阪神 ・

淡路大震災以 降 に 起 き た 災 害 に 対す る 、 我 々 の大 き な 貢献で は な い か な と 思 い ま す ね。

端委員長 1995 年 は 、 21世紀 日 前 と い う こ と で、 い ろ い ろ な21世紀 プ ラ ン を 実際 に検討 し

て い る 真 っ 最 中 で し た 。 そ う い う 面で は 、 大 き な 時代 の変わ り 日 に起 き た 大震災だ、 っ た の
で、 社会生活や都市生活 に た い へ ん大 き な 影響があ っ た よ う に 思 い ま す。

同 じ よ う な 質問 を 、 今度 は 矢 田 市長 さ ん に お願い し た い と 思 い ま す。 市長 は 、 ま さ に復
興の最前線 に お ら れて 、 10年 聞 に わ た っ て ず、 っ と 前線 を 率 い てこ ら れた わ け ですが、 今震
災10年 を 迎 え ら れて 、 当 時 のこ と を 思 い な が ら 心境 と し て は い かがで し ょ う か。

瞳1 0年 を 3 つ の段轄で考 え る

矢 田 市長 ち ょ う ど震災の起こっ た 日 は 、 実 は 、 神戸 の 2010

年 に 向 け て の 「第 4 次神戸市基本計画」 を発表 し よ う と す
る 円 だ っ た の で す 。 マ ス タ ー プ ラ ン ( r神戸市総合基本計

画J ) の 中 で 、 基本構想実現の た め の プロセ ス を 描 く 計画
な の ですが、 そ れ を 発表 し よ う と 予定 し て い た 日 に震災が

起 き て し ま っ た 。 で す か ら 、 そ の 日 以 持 は 、 「第 4 次神戸

市基本計画」 は ひ と ま ず置 い て 、 震災復興計画 を 立 ち 上 げ
る 方向 に動 い た と い う 思 い 出 があ り ま す ね 。

そ う い う 中 で、 こ の 10年 と い う 節 目 を振 り 返 っ て み ま す
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と 、 だい た い 3 つ の段階 に分 け て 考 え た ら い い の で は な い か と 思 い ま す。
第 1 段階 は ま ず、 井戸知事 さ ん も 言わ れ ま し た が 「 ラ イ フ ラ イ ン 」 と か、 あ る い は 「生

活再建」 に 向 け て の初歩 の段階の取 り 組み です。

これが非常 に急がれた わ け ですが、 この 1 年 な い し 2 年の 問 の取 り 組み と い う も の が緊

急対応及 び震災復 旧 と い う 段階 だ、 っ た と 忠 う の です。 そ の 中 で は 、 暮 ら し に 直結す る 道路
と か ラ イ フ ラ イ ン と い う も の は大変重要 な 要素ですか ら 、 これ に 向 け て の 取 り 組み と 、 暮

ら し そ の も の を ど う 守 っ て い く か と い う こ と への対応、が 日 々 開 わ れ た わ け で す。

私 は 、 そ の 中 でい ち ばん印象 に残っ て い る の は、 「瓦れ き の処理」 を公費 で や っ た と い う

こ と ですね。 結局 、 ラ イ フ ラ イ ン の復旧や ア ク セ ス の 問題への対応、 あ る い は住宅の再建な

どに結びつ く すべての原点 に、 瓦れ き の処理 と い う のがあ っ た の で は な い か と 思い ま

そ れ と 同 時 に神戸の場合 は都市ですか ら 、 瓦れ き を 処分す る 場所が通常 は な いです。 そ
こで、 あ の と き に 瓦れ き のコ ン ク リ ー ト な ど を どこ に持 っ て い っ た か と い い ま す と 、 実 は

港の捕型埠頭 を 全部埋め て し ま お う と い う こ と で、 櫛型の埠頭 の 開 に投入 し ま し た 。 そ れ

で も 、 結局入 り 切 ら な か っ た の で第 5 突堤 か ら 第 8 突堤 ま で の 問 、 すべて埋め ま し て 、 ま

だ足 り な く て 兵庫突堤 に 持 っ て い き ま し た 。

そ れか ら 、 材木や生活用 具の破損 し た も の は全部、 布施畑環境 セ ン タ ー に持 っ て 行 っ た

わ け です が、 こ う い う こ と があ っ た か ら 、 復 旧 が あ れ だ け 早 く 進ん だ の で は な い か と 思い

ま す。 布施畑 で は 、 一度放 り 込ん だ も の を 掘 り 返 し て 、 今度 は細分化 し て 量 を と に か く 減

ら そ う と い う こ と でや っ て い ま す け れ ど も 、 そ う い っ た経過がや は り 大 き な 部分の再建 に

結 びつ い た の で は な い か な と い う ふ う に 思 い ま す。

当 時、 結局6 ， 434人の う ち 神戸市内 で4，571人の 方が亡 く な ら れ て 、 住 宅 は 全壊 ・ 全焼 と

半壊 ・ 半焼が12万戸 を 超 え た 。 避難所 に 行 っ た 人 は約25万人で、 明石市 の 人 口 に匹敵す る

ぐ ら い の 人た ち が避難 し た わ け で す 。 そ れ に対応 し て 、 ま ず仮設住宅 を 応急 に や ら な け れ

ばい け な い 。 さ ら に は仮設住宅 に い ら っ し ゃ る 方 に対 し て は 、 生活全体がそこ に付い て 回 っ

て い る わ け で す か ら 、 そ の対応 も 必要 と さ れた 。

2 つ 目 は 、 住宅が再建 さ れ始め で ほ ぼ 5 年 を 迎 え る 段階で、 住宅再建の 1 つ の方 向 がで
き て い き 、 幸 い 住 宅 な ど も で き た 。

そ う い う 中 で、 「復興の総括 ・ 検証」 と い う こ と を や り ま し た 。 市民の 暮 ら し の分野、

あ る い は 都市活動の分野、 ま た は 安全 ・ 安心 と い う 概念 に対 し て ど う 取 り 組 む か、 と い っ
た も の を ベ ー ス に し て検討 し て い た だ き 、 254 の 項 目 に つ い て課題 を 提起 し て い た だ い た 。

そ れ を 、 そ の次の段階 に 向 け て ク リ ア し て い か な け れ ばい け な い 、 と い う ふ う に市民 と 意

識 を 共有 し た わ け で す 。 これがで き た の が平成 1 1 年 (1999年) で し た 。
震災か ら 10年 目 の平成17年 (2005年) を 通 え る に あ た っ て 、 事前 に検証 を し な け れば、 も

し到達で き て い な く て 問 題が残 っ た の で は い け な い と い う こ と で、 平成15年 (2003年) に 2
田 日 の 「復興の総括 ・ 検証」 を や っ て い ま すが、 そ のlþ で認識 さ れた の は 、 や は り 震災か
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ら 8 年 ぐ ら い経 っ て い る わ け ですか ら 、 そ の 聞 に 震災 の 影響 と い う も の は だ ん だ ん 薄 れ て

い っ て 、 む し ろ 時代 の変化 に よ る 社会経済状況の 変化 に伴 う も の 、 あ る い は社会全体の変
化 と い う も の が、 む し ろ 新 た な 課題 と し て 出 て き て い る と い う こ と が認識 さ れ ま し た 。

一方で、 事業 と し て は 、 中小企業対策、 特 に 地場産業 の 関係 、 あ る い は港 の 再生 と い っ
た 面 に つ い て の ハ ー ド は で き ま し た け れ ど も 、 や は り 実際 の 活動 そ の も の が問 題 を 抱 え た

状態で推移 し て い る と い う こ と も 認識 さ れ ま し た 。 ま た 、 そ う い っ た 点 に 向 け て次 な る 取
り 組み が必要 な の で は な い か と い う こ と で、 この 2 回 目 の検証で は 、 ま ず復興の総仕上げ

を と に か く 震災10年 を 百 指 し て や り 遂 げて い こ う と い う の が 1 つ O そ れ か ら 、 先 ほ ど井戸
知事 さ ん も 言 わ れ ま し た け れ ど も 、 10年の期 間 を 経 て 、 本当 に我々 がい ろ い ろ な皆 さ ん に

支援 を し て い た だい た 、 そ の 感謝の気持 ち を 示そ う と い う こ と で、 平成13年 (2001年) に 「神

戸21 世紀 ・ 復興記念事業J と い う の を や っ て い る の ですが、 そ れだ けで は や は り 10年 と い
う 節 日 に足 り な い の で は な い か、 も う 一度や ろ う と い う こ と で、 今度 は 平 成16年 (2004年)

12月 か ら 平成17年 (2005年) 12月 に か け て 、 「震災10年 神戸か ら の発信」 事業 を 行い ま し た 。

そ の 中 で 「市民の掛け橋神戸か ら 全国へ」 と い う 事業 を や り ま し た 。 これは 、 全国5 1 の 都
市 に市民ボ、 ラ ン テ ィ ア が 自 分た ち で震災 の経験や教訓i を 伝 え に赴い て 、 い ろ い ろ な今 ま で

の き ず な を よ り 高 め た い と い う こ と も や り ま し た 。 ま た 1 年間 か け て 、 そ れ以外に も 発信

事業 を 行 っ て い き ま し た 。
震災か ら これ ま で の 間 のこ と で、 特 に 夜、 の印象 に 残 っ て い る の は ト ル コ の大地震です。

支援の た め に 市職員 が中心 に な っ て 同 問 に行 き ま し た 。 そこで、 先方が ど う い う ふ う に対

応 を さ れて い る の か 、 そ し て ま た そ れ に 対 し て私 た ち が ど う 手 を 差 し 伸 べ た ら い い の か 、

と い う こ と があ り ま し た 。 仮設住 宅 は 、 県 - 市 寸者 に な っ て ト ルコ に届 け ま し た 。 この仮
設住宅は今で も 向こ う で住宅 と し て使 わ れ て い る と い う こ と を 開 い て い ま す。 そ れか ら 、

台湾で も 地震があ り ま し て 、 これに も 私 た ち の貴重 な 経験 を お伝 え す る こ と が重要で、 は な

い か 、 と い う こ と で行 っ て い ま す。 さ ら に 、 そ の ほ かの地域 に も 、 そ れぞれ の状況 に 合 わ

せ て 行 っ て い ま す。
囲 内 で は 、 昨年の新潟県中 越地震や、 県下の水害 に 捺 し て豊 岡 . イ但宜罵地方 に 市民 レ ベ jルレ

で
い う こ と でで、 NPO を 立 ち 上げて、 これか ら は NPO を 中心 に 、 震 災 を 風化 さ せ な い と い う 意

味でい ろ い ろ な 経験 ・ 教訓 を 伝 え て いこ う と い う 取 り 組み が始 ま っ て い ま す。 特 に 、 今 は

も う 神戸市民の 4 分の 1 が震災 を 知 ら な い 方 々 な わ け です。 震災後 に 転入 さ れた 方 々 や子

ど も た ち で、 これか ら そ う い う 方 た ち が どん ど ん増 え て い き ま す の で、 震 災 を 風化 さ せ な

い た め の 今後 の 取 り 組み が重 要 だ と い う 認識か ら 、 「神戸 の粋200む と い う も の がで き た 。

ま た 、 い ざ と い う と き に備 え な け れ ば と い う こ と で、 前市長の提唱 で技術系 の皆 さ ん の ボ

ラ ン テ イ ア 組織 も で き て い る と い っ たこ と な どがあ り ま す。 そ う い う 、 自 分 た ち が ど う し

て も 伝 え て い か な け れ ばい け な いこ と を や る べ き だ、 と い う こ と を 考 え た の も そ の 1 つ で
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す ね 。 「震災10年 神戸か ら の発信」 事業 と い う 話で ち ょ っ と 話がそ れ ま し た け れ ど も 、

この 10年発信事業 を や り 遂げて い く 中 で、 経験 を 発信す る と い う こ と を 続 け て き ま し た 。

3 つ 日 は 、 これか ら の神戸づ く り を ど う す る か を 考 え よ う と い う こ と で、 これ も 「協働

と 参画」 に よ っ て 、 市民の レ ベ ル で だれが どの よ う にこれ を 実現す る の か 、 さ ら に は2010

を 臼 指 し て や り 遂 げ よ う 、 と い う こ と で 「神戸2010 ピ ジ ョ ン 」 を 策定 し ま し た。
ま た 、 この 「神戸2010 ビ ジ ョ ン 」 で は 12 の ア ク シ ョ ン プ ラ ン があ り 、 72の 「チ ャ レ ン ジ

指標」 を 設定 し ま し て 、 こ れ を 含 め て 「神戸2010 ビ ジ ョ ン 」 を 必ずや り 遂げ る 、 さ ら に検
証 を 途 中 で や る と い う こ と です。 ですか ら 、 俗 に 言 う PDCA サ イ ク ル (Plan 計画、 Do

= 実行、 Check ニ 検証 ・ 評価、 Action = 改善改革) を 駆使 し て 、 常 にこ れ を 検証 し な が

ら や っ て い く と い う よ う な こ と で、 今 も 取 り 組み を 始め て お り ま す 。

つ ま り 、 2010年 に で き て い る か ど う か、 と い う こ と を ま さ に 問 う 取 り 組み で し て、 これ
が今 ま での経験を 踏 ま え たこれか ら の大 き な 方 向で は な い か、 と い う ふ う に 考 え て お り ま す。

端委員長 あ り が と う ご ざい ま す。 お 二 人 の お話 を う かがっ て い て 、 あ れ だ、 け の大 き な 災

害で し た か ら 、 や は り 復興過程 と い う も の が どの よ う に 進 む の か と い う の は 、 随分大 き な
問題 と し て 、 お 二人の心の 中 に残 っ て お ら れ る よ う で、すね。

輯復興シ ナ リ オ が描 け る か

井戸知事 平成16年 (2004年) 10月 23 日 に新潟 県 中 越地震が起 き ま し た。 そ の 際 に 、 県 も 市

も 新潟県や被災地域 に 「阪神 ・ 淡路大震災で、 は 、 こん な ふ う に し て き ま し た よ J と い う こ
と を ア ドバ イ ス に行 っ た の です。 そ れ は 、 な に も 内容 を ア ド バ イ ス に行 っ た の で は な く て 、

「我々 と し て はこん な 過程 を た と守 っ て き ま し た 。 こん な こ と を 、 そ れぞれの課題 に 対 し て

や っ て き ま し た よ 」 と い う こ と を お 知 ら せ し て き た の ですが、 この よ う な 経過 そ の も のが

l つ の復興 シ ナ リ オ な ん で す ね。

だか ら 復興シナ リ オ を 描 け る か、 描 け な い か と い う こ と で、 全然復旧 の ス ピ ー ド が違 う

は ず な の です。 あ る い は復興 に対す る 課題 の認識が違 う は ず な の です。 我 々 は描 け な か っ
た 。 先例 な ど な か っ た 。 無我夢 中 で、 10年切 り 開 い て き た の です。

端委員長 本 当 に 、 そ の お気持ち が非常 に よ く わ か り ま す。

井戸知事 これが、 我々 が 「阪神 ・ 淡路大震災の経験や教言11 を 学 ん で ほ し い」 と 言 っ て い

る 意味の 1 つ で も あ る んです。
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端委員長 そ う い う 中 で、 新野先生 は そ の復興計画 を 主 に リ ー ドす る 立場 に お ら れた わ けで
すね。 今お話 を う かがっ て、 突然これは一体 ど う い う プロセ ス を た どる んだ と い う よ う な状

況 の 中 で、 そ れ を 計画 し直接 リ ー ド さ れた先生のお立場か ら 伺 じ よ う に お 話 を お願い し ま す。

輔みん な で知恵 を 働 か せ た

新野顧問 10年 た っ て 、 今か ら 思 い 出 し ま す と 、 よ く 私 自 身 も 生 き て き た な と 思 い ま す 。 「 メ

モ リ ア ル カ ン フ ァ レ ン ス ・ イ ン ・ 神戸」 と い う の を 京都

大学の先生方が中心 に な っ て や っ て い た だ き ま し て 、 そ
の最初 の あ い さ つ の と き に 、 これか ら 10年 間 は や ろ う と

い う こ と で、 110年 間 私 が生 き て い る か ど う か わ か ら な

い け れ ど も 、 と に か く み ん な で一緒 に や り ま し ょ う 」 と

い う お 話 を し た の を 今思 い 出 し て い ま す。
震災が起 き て 間 も な く 、 2 日 目 で し た か、 神戸新開 の

崎 山 昌贋 さ ん か ら 電話がかか っ て き て 、 「 震 災復興 に つ
い て 、 ボ ラ ン テ イ ア でみ ん な で何か考 え る こ と がで き な

新野顧問 い か」 と い う こ と で し た 。 こ と に 汎太平洋 フ ォ ー ラ ム で

い ろ い ろ な 方 々 を 存 じ 上 げて い ま し た か ら 、 「 そ の 人 た ち を 集 め た ら ど う か」 と い う の で、

陳舜臣 さ ん と YMCAの 総主事 だ っ た 今井鎮雄 さ ん と 私 と かが世話役 に な っ て 、 呼びか け を

さ せて い た だ き ま し た。 そ う し た ら 、 6 つ ぐ ら い部会 を つ く る 方方. 々 が集 ま つ て い た だ き 、

神戸新 開 で世世‘話 を し て も ら つ て 「 ひ よ う ご
検討 を 重 ね て き ま し た O

そ れか ら 間 も な く 2 月 1 1 日 に 、 当 時の 貝 原兵庫県知事 さ ん が「都市再生戦略策定懇話会」

と い う も の を つ く り た い と い う の でお集め に な っ た。 私 は 、 あ れ は い わ ゆ る 中 央 で は な く 、

地方が中心 に な っ て復興計画 を 立 て て い る う え で、 非常 に い い ア イ デア だ っ た と 思 い ま す。

と い う の は 、 下河辺淳 さ ん の よ う な 元国土庁次官で、 地域開発の問題 に つ い て は権威 と さ

れ た 人 、 そ れか ら 当 時 の大蔵省 の 人 、 全 国 の 環境問題の学者、 政治学の研究者、 経済学者
と か、 そ う い う 人 を 集 め て 、 「この大都市 中 心 に起こ っ た 震 災 を 、 ど う い う 具合 に復興 し

た ら い い か」 を 中心 に十食言すす る こ と に な り ま し た 。
これは、 政府で考 え て も 決 し て お か し く な い よ う な 、 震災復興 に 関す る 全 国 的 な研究機

関がで き た よ う な も の と 思 う の です。 この懇話会で、 復興の基本言十時がい ろ い ろ 議論 さ れ

て 、 そ の後、 「阪神 ・ 淡路震災復興計画策定調査委員 会」 がで き 、 続 け て 「 阪神 ・ 淡路復興

委員 会」が、 ま た 、 「阪神 ・ 淡路震災復興計画」 がで、 き ま し た 。

そ れ と 何 時 に 、 復興委員 会の会議 に後藤 田 正晴 さ ん (故人、 元i坂神 ・ 淡路復興委員 会特
別顧問) が神戸 に 来 ら れ た と き に 、 「県 と 市で意見が違 う の は 困 る 。 中 央 で 自 分た ち が処
理す る 際 に 困 る の で 、 そ の 一体感 だ け は き ち ん と 全 う で き る よ う に し て ほ し いJ と い う お
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話 を な さ っ たこ と があ り ま し た 。 当 時私がた ま た ま 神戸市の委員 会の委員 長 に な っ た 時期で

し た か ら 、 「兵庫県 も そ う い う 具合 に や っ て い る か ら 、 そこの議離 は あ り ま せ ん」 と そ の 会
議で申 し 上 げた の を 覚 え て い ま す。 そ う い う 役割か ら 、 先ほ どの 3 カ 年の と き と 5 カ 年の 「震

災対策 国際総合検証」 の座長 も や り 、 そ れか ら 「復興10年委員会j の座長 も さ せ ら れ ま し た。
考 え て み ま す と 、 この 10年 間 は短興のこ と に 集中 し て き ま し た 。 も っ と も 、 私 は た だ帽子で

名前がつ い て い る だけで、 実際の仕事は、 み ん な で知恵 を働かせた にす ぎ ま せん。

多少発案 し て よ か っ た と 思 う の は 、 「被災者復興支援会議」 の設立です。 こ れは み ん な
で、仕事 を し て い る う ち に 、 提案 を し ま し た 。 そ れ は 、 「具体的 に 県 ・ 市で 事業 を や っ て い

る け れ ど も 、 や は り ど う し て も ズ レ が出 る の で は な い か。 そ の ズ レ を 、 県 と 市 と は別 に 第

三者が聞 い て あ げる と い う 仕組み を つ く っ て 、 そ の結果が計画 に 反映で き る よ う に な れば

い い の で は な い か」 と い う こ と で し た 。 こ の 仕事 は 、 あ の や やこ し い と き に 、 NHK の神

戸放送局長 や 新 聞社 の 人、 学者 も 含め て 、 何人かで積極 的 に や っ て い た だ き ま し た 。 本当
に 熱心 に や っ て い た だ き ま し て 、 あ れ は 新 し い工夫の 1 つ だ、 っ た と 思 う の です ね 。 事実上、

「参画 と 協働 」 の檎渡 し を 裏か ら や っ て い た だ、 い た 形 に な っ た の です。

盤震災の経験 か ら 樽 た も の

新野顧問 先 ほ ど井戸知事 さ ん と 矢 田市長 さ ん が具体的 に ど う い う 処理 を し て き た か、 何
に ポ イ ン ト を 畳い て き た か 、 と い う お話 を な さ い ま し た か ら 、 私 は 4 点 だ け少 し 付 け 加 え

て、 言 わ せ て い た だ き ま す。
第 l 点 は 、 こ の た びの震災で、 私 ど も は そ れ ま で経済の運営 に つ い て 、 「所得が増 え て

成長がで き れ ばい い」 と い う こ と で生活 を し て い ま し た け れ ど も 、 震災 を 契機 に し て 、 本

当 は 、 社会生活 が う ま く 幸せ に や れ る よ う に な る た め に は 、 「安全 と 安心」 と い う の が基

本 だ と い う こ と が認識 さ れる よ う に な っ た と い う こ と です。

そ の き っ か け に な っ た の が大震災で 自 覚 さ れ た 命題 だ っ た と 思 う ん で す 。 そ れ を 基 に し

て 、 ま た安全 ・ 安心の犠牲 に な っ て い る 人 に 、 高齢者 と か弱者が多 い と い う こ と に気づ き

ま し た か ら 、 し た がっ て そ う し た 人 々 を 含 ん だ、安全 ・ 安心 の 問題 を 基本 に し な い と い け な

い 、 と 痛感す る よ う に な り ま し た 。
第 2 点 と し て 、 今 ま で は福祉で も そ う で し た け れ ど も 、 大 き な 災害があ り ま す と 、 国や

県 ・ 市がや っ て く れる と い う ふ う に 、 な ん と な く 思 っ て い ま し た が、 貝 原 前知事 さ んが以

前 ま と め て お ら れた よ う に 、 「これ だ け の 災害 に な る と 戦争で大爆撃が起こ っ て い る よ う

な も の で 、 各 自 が 自 分で処理 し な い と 国や県 ・ 市 で は援助で き な い 」 と い う こ と です。

と い う の は、 消 防活動で も 同 時火災が起こ る と 、 神戸市の場合、 I カ 所 あ た り 3 台 ぐ ら

い の消防車 が必要で、 そ う す る と 、 10 カ 所 と ち ょ っ と と い う の が 同時火災が発生 し た場合
の ぎ り ぎ り の 限界だ、 っ た わ け です。 と ころ が、 あ の 日 は午前 6 時 に す で に 約60 カ 所で火災

が起こ っ た 。 だ か ら 、 ま る でお 手上 げた、 っ た 。 さ ら に 県警 も 、 被災10市10町 に は 5 ， 000人
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い ら っ し ゃ っ た そ う ですが、 あ の 日 は 宿直者が1 ， 200人 し かい な か っ た 。 1，200人で は 、 あ

の 災害 に 対応で き な い 。 自 傷隊 は 近畿 2 府 4 県で 、 当 時7，000人い ら っ し ゃ っ た そ う ですが、
と こ ろ が兵康県下 に は伊丹 と 姫路 に そ れぞれ600人ずっ と い う こ と で、 す ぐ飛 ん で 来 て も

そ れ だ け し かい な か っ た 。

こ う い う 体制 で は 、 あ の大戦争 が起こ っ た み た い な 状況 は 救済で き な い し 、 救援で き な
い 。 だ と し た ら 、 白 分た ち でや ら な け れ ばい け な い と い う こ と です。 本当 に 助 か っ た 人、

つ ぶ れ た 家 か ら 抜 け 出 し た 人 も 圧倒 的 に 自 力 で抜 け 出 し て い る の です。 消 防隊や警察、 自

衛 採 に よ っ て救助 さ れた 人 と い う の は 、 1 割 も な い よ う な 状態 だ、 っ た 。 と い う こ と は 、 自

分で何 と か し な れ ばい け な い と い う こ と を 認識す る こ と に よ っ て 、 「 自 助 ・ 共助」 と い う

の が基本 だ と 認識す る よ う に な っ た と い う こ と です。

そ れが 1 つ の き っ か け に な っ て 、 「あ あ い う 災害 は 自 然災害 だ け れ ど も 、 地域 に よ っ て

い ろ い ろ な 特徴があ る O そ れ を 創造的 に 復興 し よ う と 思 っ た ら 、 地元 に い ろ い ろ な も の を
ま と め て 、 権 限 と 封政的 な 力 を 与 え て も ら っ て 、 い わ ゆ る 龍造的毎興 を し な い と い け な いj

と い う こ と が認識 さ れた 。 そ の こ と に よ っ て 、 今か ら 考 え る と 、 そ の後の い わ ゆ る 革新派

知事 さ ん た ち の 三位 一体的発想、 と 結 びっ く 大 き な き っ か け に な っ た の で は な い か、 と い う

ふ う に思 う の です。
そ う い う 意味で、 ち ょ っ と 強弁 に な る か も し れ ま せ んが、 今般の大震災 は 、 最近の地方

分権の考 え 方 を 本 当 に 具体化す る 非常 に大 き な き っ か け に な っ た の で は な い か、 と い う よ

う に思 い ま す 。
第 3 点 は 、 この た びの震災 は 、 村 山首相が当 時 「 な んせ初 め て のこ と な の で、 い ろ い ろ

な 意味です ぐ対応で き な か っ た 」 と い う よ う なこ と を 言 わ れ て い ま すが、 こ う い う こ と が

起こる と い う の は 、 寺 田 寅彦 さ んが昭和 9 年 (1934年) の 「天災 と 因坊」 と い う エ ッ セ ー の
中 で お っ し ゃ っ て い たこ と で、 「 日 本 は 他の 図 と 違 っ て 災害 の 多 い 国 だ か ら 、 常時そ れ を
意識 し て対応 し て お か な く て は い け な し り と い う よ う に 言 っ て い た けれ ど も 、 残念な が ら

そ う い う 体制 は で き て い な か っ た 。 そ の 有事体制 を 、 本気で考え な く て は い け な い よ う に

な っ て き た と い う こ と です 。 安全 ・ 安心 と い う 考 え 方が、 単 に 災害 だ け で は な く 食品 か ら
何か ら すべて の生活の基本 に 置 か れ る よ う に な っ て 、 常時そ れ を 考 え よ う と い う 体制 がで
き た と い う の は 、 不 幸 だ っ た け れ ど も 、 大震災が結果的 に そ の こ と に 非常 に 貢献す る き っ

か け と な っ た と い う こ と は 間違い な い です。
そ れか ら 第 4 点 と し て 、 私 ど も は 、 井戸知事 さ ん も お っ し ゃ っ て い ま す が、 大変 な 検証

を や っ て ま い り ま し た 。 今 ま で世界 中 で い ろ い ろ な 災害が起こ っ て い る け れ ど も 、 この よ

う な検証事業 を や っ て い る 所があ る の か、 と い う の を 県 の皆 さ ん方 に も 調べ て も ら っ た と

ころ 、 どこ に も な い と い う こ と で し た 。 日 本人 はこ う い う 検証事業 を す ば ら し く や っ て い
る ん だ、 これだ け の 検証 は 今後の い ろ い ろ な こ と に お 役 に 立 て る だ ろ う と い う こ と です 。

し か し 、 残念な が ら 検証は 4生懸命 だ け れ ど も 、 有事体制 と い う 、 起こっ た と き に ど う す
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る か、 絶 え ず準備す る と い う 点 で は 欠け て い る 面があ っ た の で は な い か と 思 い ま す。

ア メ リ カ の FEMA (= Federal Emergency Management Agency、 連邦危機管理庁) の

よ う な も の も 一案 と 考 え て い ま し た が、 FEMA も 平成17年 (2005年) 8 月 末の ハ リ ケ ー ン ・
カ ト リ ー ナ 襲 来 の 際 は全 く 役 に立 た な か っ た よ う で、 す ね。 FEMA は 従 来 、 大統領の 権 限
を 全部与 え ら れ て 瞬 時 に 行動 で き る よ う に し て い た の に 、 今次の ア メ リ カ の 制度改革 に

よ っ て 国家安全省 の下 に置 か れ て 、 テ ロ対策 の 下 に位置付 け ら れて し ま っ て動 き が と れな

く な っ て い た 。 そ う い っ たこ と を 考 え る と 、 ア メ リ カ も 余 り 模範 に な ら な い です け れ ど も 、

私 ど も は 本気で、 考 え 直 さ な く て は い け な い 。

醐 ボ ラ ン テ ィ アの あ り 方

端委員長 そ う で、すね。 ニ ュ ー オ ー リ ン ズが、 あ の よ う
に 鯖 単 に ハ リ ケ ー ン で。

新野顧問 そ う い う 意味で は 、 大震災は い ろ い ろ な 教訓

をこれか ら の あ り 方 に 与 え る 、 そ し て前向 き に進め る き っ
か け に な っ た の で は な い か、 と い う よ う に 思 う ん ですね。

端委員長 た し か に 、 ニ ュ ー オ ー リ ン ズ のハ リ ケ ー ン の
例 を 見 て い て も 、 我々 は震災 を 基点 に 見 ま す か ら 、 も う
見 え る と こ ろ が全然違 っ て く る と 思 う の です。 端委員長

新野顧問 ニ ュ ー オ ー リ ン ズで は 、 あ ま り ボ ラ ン テ イ ア の活動 な どがな か っ た ですね。 少
し 考 え 方が違 う と い う こ と も あ り ま すが、 日 本で は 大震災 を き っ か け に NPOの活動や ボ ラ

ン テ ィ ア の活動が 4気 に 広 が っ た と 言 え ま す。

端委員長 こ れは 大 き い で す ね。

井戸知事 も う l つ検証 し な け れ ばい け な い の は 、 略奪 と か暴動が起 き な か っ た と い う こ

と です。 これは 世界の ど の 災害で も つ い て 回 っ て い ま す。 神戸 を 中心 と す る この地域 は 多
丈化共生地域ですが、 そ の 中 でそ う い っ た現象が起 き な か っ た と い う こ と は 誇 っ て い い の
で は な い か と 思 い ま す ね 。

端 委 員 長 先 ほ ど の 矢 田 市長 さ ん の ボ ラ ン テ イ ア の 問題 に し ま し で も J有事の ボ ラ ン テ イ

ア 」 と 、 今、 日 本社会で か な り 広 が っ て き て い る 文化 ボ ラ ン テ ィ ア を は じ め と す る 「平時

の ボ ラ ン テ イ ア 」 が恐 ら く これか ら は重 な っ て く る と 思 う の です。 災害が突然起こ っ た と
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き に ど う す る か と い う 行動 は 、 日 ごろ の行動 と 連動す る と い う 問題があ り ま す の で。

井戸知事 有事の ボ ラ ン テ ィ ア の場合は、 コー デ ィ ネ ー ト が大切です。 だれが調整役、 司 令
塔 に な る の か。 有事の ボ ラ ン テ ィ ア の仕組み を 今か ら き ち ん と 整 え て お く 必要があ り ま す ね。

矢 田市長 新潟県 中 越地震の と き 、 兵庫県の メ ン バ ー が新潟県 に 行 っ た の は ま さ に 、 そ の

コー デ ィ ネ ー ト を す る た め に行 か れ た の です ね。神戸市か ら は 、 現地の市 レ ベ ル の 方へ入 っ

て い き ま し た か ら 、 これは何 を し た か と 言い ま す と 、 や は り 実際の市民への 対正、 と い う こ
と で、 今何が一番大事か と い う こ と を お 話 を し に行 き ま し た 。

新野顧問 ボ ラ ン テ ィ ア の 問題で は 、 こ う い う こ と があ り ま す。 震災当 時、 神戸大学 に 勤

務 し て お ら れ た 渥美公秀先生がた い へ ん熱心 に活動 さ れ ま し て 、 あ る と き 次 の よ う な 調査

報告 を さ れ た の です。
ボ ラ ン テ イ ア 活動 と い う の は 、 そ れ ま で 日 本で も 担分 さ れて き た 。 と こ ろ が、 従来の ボ

ラ ン テ イ ア は た い 、て い 、 宗教団体や政党 な どの 組織が呼びか け て 、 そ し て 「 どこそこ に 、

こ う い う こ と が起こ っ た か ら 支援 に行こ う で は な いか」 と い う よ う に募集 を し て 人 を 集 め

て い っ た と い う の です。 し た が っ て 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 に は違い な い の だ け れ ど も 、 組織

が 中 心 に な っ て 、 呼びか け た 人 に は 、 旅費 を 少 し ぐ ら い援助す る と か、 民活費 を 援助 す る

な ど し て い た 。 ま た 、 組織が呼びか け て い ま すか ら 、 現地 に行 っ た ら 何 を す る か も 、 き ち

ん と 向こ う と 話 し合い を し て活動 し て い た と い う わ け です。

と こ ろ が、 渥美先生 た ち が調査 ・ 分析 し た結果、 この た ぴは組織で な く て銅人で行 く よ
う に な っ た と い う こ と があ り ま し た 。 学生がこ と に 多 か っ た の です。 そ う す る と 、 何 し ろ

個 人で行 っ て い ま すか ら 、 交通費 も 生活費 も すべて 自 分の小遣い を 持 っ て 飛 ん で行か な く

て は い け な い 、 あ る い は貯金 を お ろ し て と い う こ と に な る O 井戸支n事 さ ん も 言 わ れて い た

こ と で す が、 ボ ラ ン テ ィ ア と し て現地 に 行 っ て も 、 「行 く に は 行 っ た け れ ど も 、 ど う し て

い い か わ か ら な い」 と い う こ と で 、 し たが っ て 、 NPO の よ う な リ ー ダ ー がい な い と 、 せ っ

か く 集 ま っ た何一 ト 万 の 人 々 、 130万、 1 50万 と い う 人が本当 に有効 に使 え な い 。 そ う い う 問

題が起こ っ て 、 そ れが き っ か け で非常 に 大 き な NPO の 組織が各地 に で き 上が る よ う に な っ

た 。 これ も …つ の 大 き な 変化ですね。

井戸知事 そ う ですね。 昨年の 台風23号の と き も そ う な ん ですが、 ボ ラ ン テ ィ ア の 方 々 が
本 当 の 意味で有効 に 活動 が展 開 さ れた 地域 と 、 そ う で な い 地域があ る ん です。 そ う で な い

所 は 、 結局今、 新野先生がお っ し ゃ っ た 司令塔が な い ん で す ね 。 ですか ら 、 そ の 司令塔の
機能 を 、 平時 は と も か く 、 有事は き ち っ と 果 た す 「 ボ ラ ン テ イ ア の コー デ ィ ネ ー タ ー 」 が
必 要 に な る 。
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端委員長 そ う で、すね。 だか ら 今はこれか ら の高齢化社会 シ ス テ ム の 中 で 、 新 し い社会技
備 と い う よ う な も の で、 や は り 、 み ん な 身 に つ け な い と 動か な く な っ て き て い る と い う こ
と です。

井戸知事 そ う い う 意味 で は 、 や は り 初災時の ボ、 ラ ン テ ィ ア の組織化、 そ し て そ れ を ど う

活動展開 し て い た だ く か に つ い て 、 一種の プロ グ ラ ム を 事前 に用意 し て訓 練 し て お か な い
と い け ま せん ね。

新野顧問 そ の種の NPO が全部資金不足 に な っ て し ま っ て 、 今、 ピ ン チ を 迎 え て い ま す。

そ れで 、 神戸の場合で も 黒 田裕子 さ ん た ち の と こ ろ が中心 に な っ て 、 「 し み ん基金 ・ KOBEJ
を つ く り ま し た け れ ど も 、 こ う い っ た体制 がで き な い と い け ま せ ん ね 。

矢 田市長 新潟県 中越地震の と き は 、 神戸市社会福祉協議会 に お い て 、 こ れ ま での積立金

を 活用 し て ボ、 ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー の立 ち 上 げ協力 の た め に 約50人の 職員 派遣 を 行 っ た ほ か、

神戸の NPO な ど市民 レ ベ ル で の 支援 も 行 わ れ ま し た 。 市 と し て も 、 市内 に 拠 点 の あ る NPO、

地域組織、 活動 グ ル ー プ な どが 自 ら 企画 ・ 提案、 実施す る 活動 に対 し て助 成 を 行 い ま し た 。

2 . 残 さ れた課題、 こ れか ら の取 り 組み は ・ ・

端委員長 この あ た り で少 し 整理 を し て お き た い と 思い ま す。 も う 既 に 、 お 話 は ど ん ど ん

「課題」 に つ い て の部分に 入 っ て い る よ う ですが、 改め て 、 これか ら 残 さ れ た課題は 何 な

の か、 と い う あ た り を 井戸知事 さ ん か ら 順番 に お 願 い し た い と 思い ま す。

盟被災高齢者への支援、 ま ち の に ぎわ いづ く り

井戸知事 私 は常 日 頃か ら 、 残 さ れた 課題 は 3 つ ぐ ら い あ る と 思 っ て お り ま す 。

1 つ は 「被災高齢者の生活再建」 です。 これは 、 も と

も と 被災夜後か ら 課題で あ っ た わ けで す が、 震災後10年

と い う こ と で、 10年お 年 を 召 し た被災高齢者の生活 を ど
う 権保 し て い く か と い う こ と です。 この 間 に 、 介護保険

制度 と い う 新 し い仕掛け がつ く ら れて い ま す。 ですか ら 、
この介護保険制度で カ バー で き て い る 部分 と い う の は か

な り あ り ま す。 そ れ と 併せ て 、 先 ほ どお話が出 て い ま し

た ボ ラ ン テ ィ ア の方 々 や地域の 方 々 の 支援 の 仕組みがか

な り つ く ら れ ま し た 。 そ れか ら 、 最初 に 制 度 的 な 面で触
井戸知事 れ ま し た よ う に 、 シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ と 生活援助員 が a
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体 と な っ た ハ ー ド 、 ソ フ ト の仕掛け が提供 さ れて い る と い っ た面があ り ま す。

こ う い う 揺があ る の ですが、 地域全体で被災高齢者の方々 の不安 と か、 悩 み ご と な ど を
包み込んで、 い く 仕掛け を 、 い ろ い ろ な 角 度か ら つ く っ て い か な く て は い け な い と 思 う の で
す 。

集会所 な ど を 活用 し て 、 例 え ば 「 ふ れ あ い 喫茶」 と か、 「 ふ れ あ い事業」 が展 開 さ れて

い ま す。 こ う い う 動 き も も ち ろ ん必要です し 、 そ れか ら 「 ま ち の保健室J と い う よ う な保

健相談 を ベ ー ス に し て 、 健康 を 基本 に し て そ の 方 々 を 訪 ね る O 訪 ね る こ と に よ っ て引 き こ
も り がち な 高齢者 と の接触 を 保 っ て い く と い う よ う な こ と な ど、 い ろ い ろ 社 会全体、 特 に

地域全体での包み込みが必要 な の で は な い か。
そ れか ら 、 も う 1 つ は 、 こ れ は 矢 田 市長 さ ん も 触れ ら れ る と 思 い ま すが、 「 ま ち の に ぎ

わ い 」 で す ね 。 そ れ を 、 ど う や っ て取 り 戻 し て い く か、 あ る い は部位 し て い く か と 言 っ た

方がい い の か も し れ ま せ ん。

経済状況の こ と も 絡 む の ですが、 ま だ国的整備事業が実施 中 の所、 終わ っ て い て も ま だ
利用 を 十分 さ れて い な い所、 そ う い う 場所が随分残 っ て い ま す の で 、 こ れ ら の活用 を 促進

す る こ と に よ っ て 、 い か に 早 く 人 々 に ま ち に戻 っ て も ら っ て に ぎ わ い を 復活 す る の か、 創

生す る の か 、 そ の あ た り が課題だ と 思 い ま す。

3 つ 目 は、 「新 し い ま ち の イ メ ー ジ」 を つ く り 上 げ て い く こ と が必 要 な の で は な い か と

思 っ て い ま す O イ メ ー ジ と い う 意味 で は 、 神戸 の震災前 の イ メ ー ジ と い う の は 明確 に あ っ

た は ずです 。 そ れが震災で、 例 え ば酒蔵が全部壊れて し ま っ て 、 そ の後 は 多 く がマ ン シ ョ
ン に な っ て し ま っ て い る 。 そ う す る と 、 ま ち の イ メ ー ジが変 わ っ て い る わ け です。 け れ ど
も 、 そ れが果た し て本当 に 悪い の か ど う か と い う こ と があ り ま す。 吉い泊A蔵 は な く な っ た

け れ ど も 、 も う 一度新 し く 酒蔵 を 復活 し て レ ス ト ラ ン や 博物館がで き て い た り す る O そ う

す る と 、 新 し く 住 む 人 と 新 し く つ く ら れた レ ス ト ラ ン や博物館 と の 関係が、 ま ち 全体の新
し い イ メ ー ジ を つ く り 得 る は ず な ん です。

こ う い う ふ う に 、 ま ち を 単 に 以前の姿 に戻す だ け で は な く て 、 そ こ に現実 に 住 ん で、 い る
人 た ち が願 っ て い る 「 ま ち づ く り 」 を 推進 し て い く と い う こ と O そ う い う 意味 で 、 こ れか

ら 「 ま ち づ く り 協議会」 の皆 さ ん た ち も 、 も う 終わ っ た と 言わ ず に 、 地域活動 を も っ と 展

開 し て い た だ く こ と に よ っ て新 し い ま ち の イ メ ー ジがっ く り 上 げ ら れて い く の で は な い か

と 、 そ ん な ふ う に 私 は思 っ て い ま す。
ま だ も う 1 点挙 げる と 、 産業 を ど う し て い く の か、 あ る い は都市構造 を ど う 変 え て い く

の か と い っ た大 き な 課題があ り ま すが、 そ れ ら は ポ ス ト 震災 と い う よ り は 、 我 々 が抱 え て
い る 地域そ の も の の課題だ と 思 い ま す の で 、 こ こ で は 避け ま し て 、 今の 3 点 を 私 自 身 は 大

き な課題で は な い か と 患 っ て お り ま す 。

端委員長 た し か に 、 ま ち の に ぎ わ い と い う か、 に ぎ わ い の仕方が変 わ っ た 感があ り ま す。
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人が変 わ っ た と い う の か、 ま ち の使 い 方 が変 わ っ て し ま っ た と い う よ う な こ と があ り ま す
ね。 お っ し ゃ る よ う に 、 「 ま ち づ く り 」 が今、 だ い ぶ 方 向 が変 わ っ て き て 、 み ん な 昔戻 り

と い う の か、 懐 か し さ を ま ち づ く り の テ ー マ に使 う な ど、 い ろ い ろ な傾 向 が今出 て き て い
ま す ね。

井戸知事 こ れ ま で機能主義がは びこ っ て い た の ですが、 機能主義 A本槍 で は だめ だ と い
う こ と に気づ き 始め た の で は な い で し ょ う か。

端委員長 大都市 と い う の がこれか ら は逆 に ど う な っ て い く の か、 そ の あ た り が面 白 い課

題だ と 思 い ま す。

矢 田 市長 さ ん 、 これか ら の 課題 を ま と め る と ど う い う ふ う に な り ま す か 。

瞳協働 と 参画の ま ち づ く り

矢 田 市長 ま ず、 私 はこの震災の経験の 中 で 、 多 く の 人

た ち が 自 分た ち の ま ち を 先 ほ ど新野先生が言わ れ ま し た
け れ ど も 、 「 自 助 ・ 共助」 で す ね 、 ま さ に 自 分た ち でや っ
て い か な い と これか ら の ま ち は だめ だ と い う こ と で、 ま

さ に 「協舗 と 参画 の ま ち づ く り 」 を ベ ー ス に し て や っ て

いこ う と い う こ と です。

ですか ら 、 先 ほ ど 申 し と げ た 「神戸2010 ビ ジ ョ ン 」 と

か、 あ る い は 「 区 の 中期計画」 と い う の を 、 2010年 を 目

指 し て つ く っ た 。 実 は 、 こ う い う の も 全部 、 市民が参画
し て 策定 し た プ ラ ン ニ ン グで し て 、 そ の 中 で 「チ ャ レ ン 矢田市長

ジ、指標J に つ い て も 市民 の声が反映 さ れて い ま す。 だか ら 、 「これ は 絶対 や り 遂 げて い く

ん だ と い う 、 そ の 中 で 自 分た ち がこの ま ち を い い も の に変 え て い こ う 、 つ く っ て いこ う J
と い う 思 い が込め ら れて い る と い う こ と な んですね。

そ う い う 意味 で 、 今私が ち ょ っ と 気 に な っ て い ま す の は 、 地域差が出 て き た な と い う こ

と な の です。 こ れ は 、 ど ん どん披壊が進 ん で い っ た よ う な ま ち の再生の分 と 、 余 り 被害 を
受 け て い な か っ た よ う な 所 の今の状況 と い う よ う な 意味で は な く て 、 む し ろ 人 口移動が起

こる こ と に よ っ て ま ち が変 わ っ て い き つ つ あ る 、 と い う こ と です。 先 ほ ど井戸知事 さ んが
言 わ れ た 、 酒蔵の後 に マ ン シ ョ ン がた く さ ん で き て 、 と い う こ と を は じ め と し て 、 特 に 東

部地域 に つ い て は 、 人 口 の 集 中 が起こ り 出 し た 。 一方で、 復興途上 に あ っ た 地域な どで は
人 口 が ま だ、廃 っ て い な い 。 そ れか ら 、 郊外の 地域か ら 都心 に 帰 っ て き つ つ あ る と い う よ う

な 状況 も あ り ま す。 だか ら 、 そ う い う 所 は や は り よ く 見 て お い て施策 を対応 し て い か な い
と 、 実 際 に 住 ん で、 い る 人 た ち が求 め て い る ニ ー ズ と い う も の に つ い て対応で き な い よ う な
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状態 に な っ て は い け ま せ ん か ら O 先 ほ どの計画 を つ く っ て そ れ を 実行す る の だ け れ ど も 、
必ず見直 し て い く 、 と い う こ と を す る 理由 は 、 実 は そこ に あ る と 思 う の で す 。

そ れ と 、 「安全 ・ 安心」 と い う ふ う な 形 を つ く っ て い く た め に は 、 ま ず私 は 「初動 と 備 えJ

だ と 思 っ て い ま す。 初動 と 備 え と い う も の がお ろ そ か に な っ て い く と 、 ま ち そ の も の が何
か人任せ、 あ る い はこれ は役所がや っ て く れ る と い う ふ う な行政任せ に な り がち で あ り ま

す け れ ど も 、 日 常的 に訓 練 を し て 、 こ う い う こ と は 自 分た ち も 一緒 に な っ て や っ て い く ん

だ と 、 む し ろ 子 ど も た ち に そ う い う こ と も 教え な が ら や っ て い こ う と い う 機運が非常 に盛

り 上が っ て い る 地域で は 、 や は り そ う い っ た取 り 組み そ の も の が非常 に 執t に な さ れて い る

と い う こ と があ り ま す。

特 に 、 東南海地震や帯海地震が到来す る 確率がこの30年以内 に50% か ら 60 % は あ る 、 と
言 わ れ て い る わ け で す か ら 、 そ れ に対応、 し た取 り 組み を す る と い う こ と は都市 と し て も 非

常 に 重要 な こ と です。 そ れ に対花、 を し て い く と す れ ば、 や は り 、 大震災で我々 が経験 し た

命の大切 さ と い う も の を 、 これ を 本当 に ど う 守 り 抜 く ん だ と い う と こ ろ があ る と 思 う ん で

す ね 。 そ の た め に は 、 今 ど う い う 手立 て を 打 た な け れ ばい け な い の か と い う よ う なこ と が
お の お の に あ る わ け です。 だか ら 、 ハ ザ ー ド マ ッ プ を 実際 に 配 る だ け で は だ め な の で あ っ

て 、 そ れ を ベ ー ス に し て ど う い う 取 り 組み を す る の か、 ど う い う ふ う に お 互い が本当 に気

遣い を し な が ら 地域でや っ て い く の か、 と い う こ と が大事 な の です。

そ う い う こ と が 日 常的 に な さ れて い な い 所で は 、 い ざ と い う と き に 、 で き な い と 思 う の

です よ 。 こ れ は 、 な に も 防災の国 だ け で は な く て 、 福祉の面で も 、 あ る い は 環境の而で も 、

あ る い は 子 ど も た ち の 問題 に お い て も 同様で し て 、 地域の伝統文化み た い な も の を 守 っ て
い く た め に ど う い う ふ う に お互 い が き ず な を つ く っ て い く か、 と い う の と 向 じ よ う な 部分

があ る の で は な い か。 そこが、 や は り 大 き なこれか ら の方 向 だ と 私 は思 っ て い ま す。 です

か ら 、 新 し く 市民 に な っ て い た だい た 皆 さ ん方 に も 、 そ う い う 中 で 一緒 に や っ て い た だ け

る よ う な 、 そ う い う 取 り 組み を す る こ と が大事だ と 考 え て い ま す。

そ れ と 、 も う 一つ は 、 昨年の台風で高潮の被害があ り ま し て 、 実 は 市 街 中央の居留地周
辺が 4 回 冠水 し た と い う ふ う な こ と が全国 に 報道 さ れ ま し た 。 これで は 、 「神戸 の ま ち は

ど う な っ て い る ん だ」 と い う ふ う に 、 実 は 言 わ れかね な い わ け で す 。 そ れ と 同 時 に 、 ポ ー

ト ア イ ラ ン ド に 入 っ て い く 道路が冠水す れ ば車 は 当 然通 れ な い 。 そ れか ら 台風ですか ら 、

ポー ト ラ イ ナ ー は停 ま る 、 そ う す る と 、 孤立状態 に な る ん で す ね 。 し か も 島 の 中 に は住宅

や病院、 ホ テ ルがあ る 。 企業 も あ り 、 港 の 活動があ り 、 そ れ に 今 は 医療産業があ り 、 神戸

空港 も で き る と い う 、 そ う い う よ う な 状況の 中 で 、 「高潮 で あ そこへ は行け な い よ う に な っ

た よ 」 と い う ふ う な 話 に な り ま す と 、 これは大変 な こ と です。 ですか ら 緊急 に 、 今年 の 台

風シー ズ ン ま で に 高潮対策 を や る と い う こ と で、 国 の 方 と も 協議 を し て や っ て き た わ け で

し て 、 これは都市 イ メ ー ジ に も 結 びつ き ま す の で 、 そ う い う こ と も 併せ て 常 に考 え て お か

な い と い け な い。 そ し て原 点 は何か と い う と 、 や は り 人の命で あ る と い う こ と に着 目 を し
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て 、 初動 と 備 え を や ら な け ればい け な い の で は な い か と 、 そ ん な ふ う に 思 い ま す。

端委員長 そ う い う 点 で は 、 や は り 全国 で い ま 懐か し い 「 ま ち J が希求 さ れて い る こ と の
原 点 は 同 じ論嘆か も し れ ま せ ん ね 。 今 ま で の 郊外型 の新都市 と い う の は 、 そ う い う 要素が

ほ と ん ど欠 け て い た わ け で し ょ う 。 結局 、 住宅 を つ く っ て 学校 と マ ー ケ ッ ト を つ く れば も

う そ れで、 で き た と い う ふ う な と こ ろ があ り ま し た か ら ね 。

井戸知事 そ う い う 意味 で は 、 1 つ反省点があ る んです。 例 え ば、 災害復興公営住宅 も 非
常 に 両 ♂ 的 で す ね 。 特 に 、 設計 を 官がや っ た所が画一的で、 民がや っ た所 は ま だ工夫があ
る O これ は 、 量 を 何 と か し な け ればい け な か っ た か ら 画一的 に な ら ざる を 得 な か っ た と い

う 部分があ る の ですが、 や は り 反省 で す ね 。

そ れか ら 、 長 田 の 市街地再開発事業で、再開発 ピ ル を つ く り ま し た 。 高)百 に 入 っ て い た だ
い た の ですが、 そ の 商}古の 関 口 が ま っ た く 一緒な ん で、 す ね 。 IpJ じ よ う な 格好で並べて い る

んです。

端委員長 結局 は 、 そ う い う も の が欲 し い と い う こ と ですか。

井戸知事 い い え 、 間 口 だ と か使 い 方 は 商 売 に よ っ て違 う ん です。 間 口 が 同 じ だ と 個性が
な く な っ て し ま っ て 、 人が寄 り つ か な い ま ち に な り か ね な い んです。 だか ら 、 そ う い う と

ころ は も っ と 画一性 を 脱皮 し て 、 地域の 実情だ と か利用者の 声 を 反映 さ せ る よ う なこ と が

で き な か っ た も の か な と 、 これは ち ょ っ と 反省 点 で あ り ま すね。

端委員長 これ は新野先生の お立場か ら 言 う と ど う ですか。

醒創造的復興がで き る 仕組みづ く り

新野顧問 今、 井戸知事 さ ん がお っ し ゃ っ て い る の は本当 に 大事 な ポ イ ン ト な ん ですね。

これ を 私 も 申 し上 げ よ う と 忠 っ た 。 震災復興、 災害対策

を ど う い う 具合 に す る と い う こ と で 、 災 害 を 元 に戻す と

い う こ と に つ い て は結構既存の 法律 も あ る の ですが、 復

興 と い う こ と に つ い て は全然解釈がで き て い な い。 し た

が っ て 、 復興法の よ う な も の があ っ て 、 兵庫県で主張 さ

れ た 「創造的復興」 がで き る よ う な 、 そ う い う 仕組み を
も し我 々 が法律的 に 考 え る こ と がで き た ら 、 今の よ う な
問 題 に つ い て も も う ち ょ っ と 弾力 的 に対応、 で き た の で は

な い か と 思 い ま す。
新野顧問 そ の点 で は 、 私 はこの 間 も あ る 雑誌 に 書 い た んです け

れ ど も 、 ロ ン ド ン で1600年代 に ご承知 の よ う に 大火があ り ま し た 。 あ のこ ろ の ロ ン ド ン は
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城壁があ っ て 、 そ の 中 に 大部分の人が住 ん で い た 。 と こ ろ が、 城壁内 の 3 分の 2 が燃 え て

し ま っ た 。 そ れ で あ の と き の 国王 は 、 大火 を 防 ぐ た め に は ど う し た ら い い か と い う の で 、 「木

造の建物 を 全部 や め よ う O 石造 り か レ ン ガ造 り の建物 に し よ う 」 と い う よ う に さ れ ま し た。

ま た 、 延焼 を 防 ぐ と い う こ と で、 「道路の 幅 を 大 き く 広 げ よ う O そ れで 、 前 で 火事があ っ

て も こ ち ら に 移 ら な い よ う に し よ う 」 と い う よ う に 命令 し た と 言 わ れ て い ま す。

「災害は進化す る 」 と い う こ と を 寺 田 寅彦 さ ん も お っ し ゃ っ て い ま すが、 人 口 が増 え た り 、

都市が近代化 し て い ろ い ろ な 建物や工場がで き た り す る と 、 同 じ 災害で も 災害の結果は拡

大 し て い く よ う に な る O だか ら 「丈明が進化す る と 、 災害は進化す る 」 と い う わ けです。

そ れ と 同 じ よ う に 、 日 本の急激 な 変化の 中 で は 、 み ん な の考 え 方が変化す る 中 で災害が

起こ っ て い く と 、 そ れ に対応す る 仕方 は 絶 え ず進化 し て 考 え て い か な く て は な ら な い 。 と

ころ が、 日 本の場合 は そ れがで き て い な い 。 この ま ま で は 今お っ し ゃ っ た よ う な 問題が起

こ っ て く る よ う に な り ま す。

し か も 、 私が非常 に心配 し て い る の は 、 現在い わ ゆ る 「官か ら 民へ」 と い う よ う な 流 れ

があ っ て 、 財政が不如意 に な っ た り 、 経済状態が以前の よ う な 高度成長で な く な っ て お 金
が どこか ら も 入 ら な く な る 可能性があ る と い う こ と で、意識 さ れ る よ う に な り ま し た 。

と こ ろ が官 か ら 民へ と い う と き に 、 「官J は なぜい け な い か と い う と 、 よ く 社会主義が

だめ に な っ た一つ の原 因 に 、 み ん な の も の は だれの も の で も な い と い う の で、 だれ も 本気
で考 え よ う と し な く な る 。 そ れで何かが起こ っ て い て も ほ っ た ら か し に な っ て し ま う O だ

か ら い ろ い ろ な 無駄が累積 し て く る よ う に な る と い わ れ ま す。 お ま け に 官 は権 限 を 持 っ て

い ま す か ら 、 贈収賄は じ め 、 権 担 に よ る 利益 を 求め た 人 々 が横行す る よ う に な る と 。 そ れ
で だ め に な っ て し ま う と い う こ と です。

一方、 「民」 は マ ッ ク ス ウ ェ ー パ ー の例 の 「 プロテ ス タ ン テ イ ズ ム の倫理 と 資本主 義 の

精神」 で は な い で す け れ ど も 、 資本と主義 と い う の は民がや っ て お り 、 民 は ど う し て も 自 分
の和益だ け を 追求 し がち に な る O し た が っ て、 プロテ ス タ ン ト の よ う な厳 し い倫理 を 持 っ

て い な い と 、 つ ま り 規律 と ル ー ルがで き て い な い と 資本主義 は制度 と し て う ま く い か な い 、

と い う の があ の本の指摘だ、 っ た と 思 う ん です。

そ う い う こ と で、 お 金がな い か ら と い っ て 単純に 「官か ら 民へ」 と 移 っ て い っ た ら 、 震

災復興 な ど は で き な く な っ て く る O そ れ を

よ う な 仕組み を 、 国 で 、 あ る い は地方公共団体み ん な が合意で、 っ く り 上 げ て お か な い と
い け な い 。 今の よ う な 問題 を 本当 に 具体的 に 、 これか ら の 日 本 の災害対策 を ど う す る の か
と い う こ と の根本問題 と し て 自 覚 を し て お か な け れ ばい け な い 、 と い う よ う に思 い ま す。

端委員長 最後の 「教訓IJ の と こ ろ へお 話 し がい っ て い ま す が、 本 当 に 「 ま ち づ く り 」 と
い う の はこれか ら の大 き な 課題 に な り ま す ね 。 ど う い う ま ち を つ く る かで す ね。
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井戸知事 人 口 減少社会が必然的 に来 ま す し 、 そ う し た と き に都市部 と 農村部、 過諌地域
と 集 中 地域が ど う 変化 し て い く の か を に ら ん でや っ て い く 必要があ る O 過疎地域は今の趨

勢で い く と 人が住 ま な く な る O 集落が崩壊す る と ころ があ り 、 孤立す る 可能性があ る と
わ れ て い る の ですが、 「これ は 本 当 か な 」 と い う の が私 の 疑 問 な ん です。

本当 に そ ん な に都市部へ と 人が流れ る の で し ょ う か。 み ん な 「集落 は 崩 壊 し 、 都市部 に

人が流 れ る 」 と 言 っ て い る O そ う い う 見解が非常 に 多 い の ですが、 「本当 に そ う だ ろ う か」

と い う 向 い に対 し て 、 幾 つ か の 条件設定 し た シナ リ オ を つ く り 得 る の で は な い か と 思 い ま

す。 そ れ を 問 う て い か な け れ ばい け な い 、 と 思 っ て い る ん です。

矢 田市長 例 え ば、 高齢化が進ん で、 い っ た と き に結局お互い に助 け合 う と か手 を 差 し伸べ
て い け る よ う な 体制 が だ ん だ ん薄 く な っ て く る か ら 、 サ ー ピ ス の濃い所へ動 い て いこ う か
と い う 要素 も あ る んです よ 。

井戸知事 そ れ も あ り ま す ね。 結局、 今 ま で維持 し て き た相互依存関係が維持で き な く な
る と い う の も 1 つ の大 き な 問題です。 何 も 経済的 な 問題 だ け で は な い の で す 。 経済的 な 問

題 だ け だ っ た ら ま だ維持で き る O そ れで、 、 今後への提言 と し て 、 そ う い う こ と に対 し て の

考 え 方が出 て く る の で は な い で し ょ う か。

3 . 次代への教訓l、 私た ち が伝え る べ き こ と

端委員長 最後 に 、 夜、 た ち が後 世 に伝 え る べ き こ と な ど、 ご 自 由 に お話 し く だ さ い。

輔災害文化が定着 し た

井戸知事 次代への課題 だ と 思 う ん で す が、 夜神 ・ 淡路大震災 か ら 10年 を 振 り 返 っ て どん
な 意義があ る か と い う と 、 私 は 「災害丈化」 と い う の が我 々 の社会の 中 に 定着 し た と い う

こ と を よ く 言 っ て お り ま す 。

ど う い う こ と か と い う と 、 「備 え る 」 と い う こ と です ね 。 矢 田 市長 さ ん も お っ し ゃ っ た

と 思 い ま すが、 「備 え て お け ば、 備 え る だ け の 意味があ る 」 と い う こ と を み ん な が よ う や

く 気がつ い た の です。 今 ま で は災害が起こ っ て 、 復 旧 ・ 復興 を 大慌 て でや ろ う と い う 文化
だ、 っ た と 思 う の ですが、 そ う で は な く て 、 舗 え て お け ば被害 は小 さ く て 済 む 。 あ る い は 、

被需 を 受 け て も 復 旧 ・ 復興が し や す く な る O そ う い う 「減災」 と い う 思想、 が社会全般 に 受

け 入れ ら れて き た 。 そ れ を 広 い 意味 で 、 災害文化 と 言 え る の で は な い か と 私 は認識 し よ う
と 思 っ て い ま す。

新野先生が例 に 出 さ れた ハ リ ケ ー ン ・ カ ト リ ー ナ の被害 に し て も 、 そ の 2 週 間後に続い

て リ タ と い う の が来 ま し た が、 リ タ の場合は あ ま り 死者 を 出 し て い な い の です。 そ れ は 事
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前 に用心 し た か ら です。 と こ ろ が、 カ ト リ ー ナ の場合は用心 し な か っ た 。 用 心 し た場合 と

し な い場合の、 被害の大 き さ の差 と い う の を あ れは 実証 し て く れ た の です。 非常 に い い 、

他 山 の石 に な っ て い る の だ と 患 い ま す。
そ の よ う な 見方 を す る と 、 い か に ど う 備 え て お く か。 備 え 方 は た く さ ん あ り ま すが、 そ

の 中 で私 が強調 し た い の は 、 1 つ は 、 災害 予測情報 を 市民が共有化 し な け れ ばい け な い と

い う こ と 。 そ れか ら も う 1 つ は 、 い ざ と い う と き は 足がす く ん で動 か な い と か、 ど う 連携

し た ら い い の か わ か ら な い と い う こ と があ る か ら こそ広い範囲、 狭い範囲両面の実戦的 な
防災訓練が不可欠 だ と い う こ と です。 そ う い う 意味で、 震災の起 き た 1 月 17 日 を 「 ひ ょ う

ご安全の 日 」 に さ せて い た だ い た の です。

端委員長 日 本 は ご承知 の と お り 、 も と も と 災害列 島 な の です。 ですか ら 、 ず、 っ と そ う い
う 、 備 え と い う も のがそ れぞれの地域社会に根付 い て い

た はず な の に 、 高麗成長の後 は 、 そ う い う も の が意味が
な く な っ て き た と い う よ う な 部分がか な り あ っ て 、 改め

て現代文 明 の 中 でお っ し ゃ る よ う な 問題が出 て き て い る
んですね。

輔災害に対 す る 国探協力の基盤づ く り

井戸知事 この50年 ほ ど は た ま た ま 平穏 な 時期 だ、 っ た の

ですが、 これか ら は どん どん地震 も 頻繁 に な る 、 今 日 も

起 き て い ま す。 地珠温暖化の影響か も し れ ま せん け れ ど

も 、 台風 も 強 く な っ て き て い る O
端委員長

そ の 一方 で 日 本列 島 の 脆弱性が、 山 の管理な ど を 見 ま し で も 、 増 し て き て い ま す。 そ れ

こそ、 大規模 な都市集 中 が進 ん で い る 、 と い う の も そ の 杭弱性の 1 つ です。 姉歯建築士 に
よ る 耐震偽装事件 な ど と い う の は 、 人の心の蛇弱性 を 象徴 し て い る と 思 う の です。 そ う い

う 意味で、 脆弱性が増 し て き て い る 中 で 、 ど う 備 え て お く か と い う の が非常 に 大 き な 課題

です。

そ し て 、 も う 1 点。 これ は 「函連防災世界会議J の成果の 1 つ な ん ですが、 自 然災 害 を
受 け た 地域 の復 旧 ・ 後興 に つ い て 、 各機関や 各 国 がバ ラ バ ラ に 支援 を し て き た と い う の が
実情です。 そ れ を も っ と 体系的 に援助 の 手 を 差 し 伸べ ら れ な い か と い う 発想 で 「国際防災

復興協力機構J (IRP ニ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル ・ リ カ バ リ ー ・ プ ラ ッ ト ホ ー ム ) がで き ま し た 。

このIRP の機能が、 関係機関 の 理解 の 下 に も っ と 発揮 さ れ て い く よ う に な る と 、 自 然災害
に対ーす る 国際協力 の仕掛け と し て の 基盤がで き 上が る こ と に な る と 思 い ま す 。

端委員長 兵庫県 は 大変 リ ー ド し て お ら れ ま す ね。

そ れで は 矢 田1官長 さ ん 、 教訓 やこれか ら 後世 に 伝 え る べ き こ と を 一言で ま と め て い た だ
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く と 、 ど う い う ふ う に な り ま す か。

豊富 ま ち は 高 分た ち が守 り 膏て て い く

矢 田 市長 私 は 、 神戸市が被災地 と し て あ れだ け の 大 き な 支譲 を い た だ い た 、 そ の 地 の 責

務 と し て 、 震災 を は じ め 防犯 も 含め て 、 や は り 「みずか ら が動 い て い く と い う こ と が、 ま
ず大事だ」 と い う 意識 を 市民の皆 さ ん が持 っ て い ら っ し ゃ る と い う の は す ば ら し いこ と だ
と 思 い ま す。

で す か ら 、 だ れ も 行 っ て く れ と は 言 っ て い な い の で す が、 NPO や ボ ラ ン テ イ ア な どの

皆 さ んが、 自 分た ち で動 く 、 あ る い は個 人が外へ 出 向 い て 、 「多分、 こ れ は 混乱 し て い る
は ず だ か ら 、 そこへ行 っ て何か を 自 分がコ ン ト ロー ルで き る の で あ れ ば、 し よ う 」 と い う

思 い で行 か れ る と い う こ と が ま ず 1 つ です ね 。

端委員長 一人 ひ と り の行動 文化の 中 に 、 そ う い う も の が蓄積 さ れ る と い う こ と です ね 。

矢 田 市長 そ う で す ね 、 思 い と し て根づい た と い う こ と が 1 つ で、すね。
そ れ と 、 これか ら は 「 ま ち と い う も の は 、 自 分た ち で守 り 育 て て い く ん だ」 と い う 気持

ち が相 当 強 く 出 て き て い る と 思 い ま す。 特 に 、 被災か ら 実際 に 立 ち 上が っ て い く 中 で 、 最
初 に 井戸知事 さ ん が 2 段階の都市計画の 話 を さ れ ま し た け れ ど も 、 ま さ にこ れ は 「 白 分た

ち の ま ち を 自 分た ち でつ く り 上 げて い く に は 、 みずか ら の知 恵 を そこ に投入す る の だ」 と

い う こ と があ っ て 、 長期 間 かか り ま し た けれ ど も 、 本当 に そ う い う 備 え に 対 す る 対応がで
き る よ う な ま ち の再生が、 か な り で き た と 思 い ま す。

そ う い う こ と が、 円 立す る 市民 と し て 「これか ら 、 この社会 を 自 分た ち でつ く り 上 げて

い く ん だ」 と い う 意識 に つ な がっ て い る O ですか ら 、 ま さ に 「 協働 と 参画 の ま ち づ く り 」

と い う ふ う に な っ て い く 素地が、 震災 を 契機 に で き て き た の で は な い か と 患 い ま す。 今、

い ろ い ろ な 場面1で 、 そ う い う 政策提言の よ う なこ と も 市民の皆 さ ん に どん ど ん 言‘ っ て い た

だ い て や っ て い け る 、 そ う い う 状況が生 ま れて き た と い う こ と です 。 ま た 、 地域の皆 さ ん
方 も 、 「 向 分 た ち の ま ち を 、 ど う し て こ ん な ふ う な ま ち に し て し ま っ た ん だ」 と い う 思 い
で取 り 組ん でお ら れる 所 も あ り ま す。

ですか ら 、 そ う い う 所 は 行政 も F か ら 支 え て い き ま す け れ ど も 、 や は り 「 自 分た ち の手

で ま ち の あ り 方 を 考 え て い く ん だ」 と い う 取 り 組み を さ れて い ら っ し ゃ る 所が賠分あ る と
い う よ う な こ と があ り 、 そ れ を 見 る と 、 で き て い な い所 は 「これ は い か ん」 と い う こ と で 、
ま た そこで学習 を さ れる と い う ふ う な こ と も あ り ま す。 これは 、 私 は子 ど も た ち に も {云 え

て い か な け れ ばい け な い と 、 そ う 思 っ て い ま す。

端委員長 で は 、 最設 に な り ま し た けれ ど も 、 新野先生お願い し ま す。
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盟災害への備 え と a摘報公開

新野顧問 私 は 、 先 ほ ど井戸知事 さ んがお っ し ゃ っ た備 え を し な け ればい け な い と い う 、
そ の こ と が今 ま で は社会全体 に 欠け て い た と 思 う の です。

先 ほ ど台風 の お話 も 出 ま し た け れ ど も 、 豊 岡 で、 の 台風被害が非常 に印象 的 だ っ た です ね 。

合成23号が去 っ た後、 豊 闘 に行 き ま し て 、 お 開 き し ま す と 、 背 の 豊 岡 で、 は堤 防 が不十分だ、 っ
た こ と も あ り ま すが、 家 を 建て る と き に は で き る だ け高 い と こ ろ に建て る よ う に し た 。 し

か も 60�70セ ン チ ぐ ら い は 土盛 り を し て 、 そ の 上 に 家 を 建て た と い う の で す 。 そ し て 、 堤

防が崩 れ た と き の 準 備 の た め に 、 古 い 家 は た い て い小 さ な 船 を み ん な 軒下 に ぶ ら 下 げて

あ っ た そ う です。 今で も 神社 な ど で は 吊 る し で あ る よ う です。 そ う い う 具合 に し て 、 古い
小学校な ど は 高 い 所 に つ く っ て あ り ま すか ら 被害 は な い の ですが、 最 岡駅の 前 の 商宿街な

どは後の時代 に つ く ら れて被災 し て い る わ け です。 堤防が よ く な っ た と い う 判 断の 元 に つ

く ら れ て い ま す か ら 、 堤 防 が ど こ か潰 れ る と 一気 に あ の よ う な 水 害 に 遭 う と い う こ と に
な っ て し ま い ま す。

と い う こ と は 、 私 ど も は本来 は 自 分た ち で、 自 然の状況の変化 に応 じ て き ち ん と 準備 を

し て い た と い う こ と な の です。 対応の仕方や 、 堤防 と か災害対策が どの程度 か と い う こ と
の認識 に も よ り ま す け れ ど も 、 き ち ん と 準備 を し て い た の に最 近 は 違 っ て き た 。

端委員長 予想、 を 超 え る と い う の が、 い ろ ん な 部分で出 て き ま す か ら ね。

新野顧問 そ う な の です。 予想 を 超 え た と き は ど う す る か、 に つ い て も 本当 は考 え な け れ
ばい け な い 。

先 ほ どの 「文明 の 進化 と と も に 災害 も 進化す る 」 と か、 も っ と い ろ い ろ な 災 害 も 起 こ る

可能性があ る と い う こ と に な り ま す と 、 こ れか ら い ろ い ろ な準備 を し な け れ ばい け ま せ ん

が、 例 え ば、 大災害が起 こ っ た と き に 、 今の警察や消防署、 自 衛隊で は不十分 と かい っ て
も 、 お 金が必要 な こ と です か ら 、 と て も 完全 に は で き ま せん 。 そ う す る と 、 災害か ら 逃れ

る た め に は、 自 分た ち で判 断 を し て 、 ど う い う ま ち を つ く り 、 ど う い う 負 担 を し 、 そ し て

ど う い う 受益 を す る か、 と い う こ と を み ん な で考 え な け れ ばい け な く な っ て き ま し た 。

そ の た め に は 、 実 は 、 情報公開が非常 に 大事 な 問題 に な っ て く る の です。 も し今度 こ う
い う こ と が起 こ っ た ら 、 こ う い う こ と に な り ま す か ら 、 み ん な こ れだ け の 負 担 を し て も ら っ

て準備 を し ま し ょ う 。 「住宅再建共済制度」 の 問題で も そ う な んで す け れ ど も 、 こ れ を や っ

て お か な い と 大変 な こ と に な り ま す。 「 国 と 地方 の 力 で は 今 こ れ だ け し か で き ま せ ん」 と 、

い っ た こ と を ち ゃ ん と 情報公開 し て 、 災害が起 こ っ た と き に 、 お互い に よ か っ た な と 言 え

る よ う に す る た め に は ど う い う 具合 に 受誌 を し 、 ど う い う 負担 を す る か を み ん な で考 え て
準慌 を し な け れば な ら な い 。

こ れか ら は 、 そ う い う 体制がすべて の 問題 に つ い て で き て い な い と い け な い 、 と い う こ
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と です。 火災が発生 し で も 広が ら な い よ う な 「 ま ち づ く り 」 を ど う し た ら い い の か、 震災
が起こ っ た と き に は ど う し た ら い い の か、 と い う こ と に つ い て 、 そ の 問 題 は だ れかがや っ
て く れ る と い う よ う な 考 え 方で受け と め て も ら っ た の で は 因 る 時代 が始 ま っ た 、 と い う こ
と で、 す ね 。

だか ら 「参画 と 協働」 と い う の は 、 実 は 自 分た ち で負担 と 利益 を 受 け る の に は ど う し た
ら い い の か を み ん な で考 え る 時代 に な っ て き た と い う こ と な の です。 そ れ を 忘れ て 、 だ れ

かがや っ て く れ る と い う 仕組み で は 「参画 と 協働」 は で き な い 時代が来た と い う よ う に思 っ

て い ま す。 大震災 は そ れ を 私 ど も に教 え ま し た 。

井戸知事 現実 に 、 ここ30年 内 外 に は束南海 ・ 南海地震が来 る と い う こ と が予想 さ れ る わ

け で すか ら 、 そ れ に対 し て ど う 備 え て い く か と い う の は も う す で に我 々 に 間 わ れ て い る 課
題 な ん で す 。

大 き な 2 つ の 課題があ り ま す。 「津波対策」 、 特 に高潮時の津波対策 を ど う す る か と い う
問題 と 、 そ れか ら も う 一つ は 「横揺れ対策」 です。 長問波の横揺れは 、 特 に高層 ピ ル はこ

れ ま で経験 し て い な い の です。 昭和53年 (1978年) の宮城沖地震の と き に 、 か な り 大 き な横

揺れ長居波の 地震が起こ っ た の ですが、 そ の と き は高層 ピル が 2 つ ぐ ら い し か な か っ た 。
18階建て の 国 の合 同 庁舎 と 21階建て の仙台 プ ラ ザ、の 2 つ の ピ ル ぐ ら い し か経験 し て い な い。
今 は も っ と 高 い ピ ルがた く さ んで き て い ま す。 ピ ル本体が壊れて し ま う と か、 ぐ し ゃ っ と
な っ て し ま う 、 折 れて し ま う と い う こ と は な い だ ろ う 、 と 思 う の ですが、 中 に 住 ん で、 い る
人 や 、 中 で働 い て い る 人 た ち の対策 を ど う す る ん だ と い う 発想が今全然 な い ん です。 そ れ
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で ど う し て い く の か。 私 は 、 E ー デ イ フ ェ ン ス (実大主次元反動破壊実験施設) に期待 し
て い る の です 。 ぜ、 ひ汁応策 を 普及 さ せて い か な け ればな ら な い で、 す ね 。

購東南海 ・ 南海地震に備 え て

新野顧問 私 は 先 日 、 「震 災10年 神戸か ら の発信」
け と 1 j わ れ ま し て 、 次の よ う な こ と を 書 き ま し た 。

の代表委員 と し て文章 を 書

す な わ ち 、 感謝の集 い を 催す 、 謝足l、の た め の い ろ い ろ な 行 'F を や る の は い い こ と だ し 、
し な く て は い け な い こ と だ け れ ど も 、 し か し 、 本当 に神J i か ら の 交{，jでみ ん な か ら 認め て
も ら う た め に は 、 今お っ し ゃ っ た よ う な 震 災が こ の 次 に起 き た と き に 、 「 さ す が に 神 戸 は
違 う J r兵庫 県 は 違 う 」 と 言 わ れ る よ う な 対応がで き る か ど う か、 に か か っ て い る 、 そ れ

を 示せ る よ う に な ら な く て は い け な い 、 と い う こ と です 。 設々 は 、 こ れか ら こ の こ と を 考

え て お く こ と が必要です。

井戸知事 そ れ に は 、 ソ フ ト ・ ハ ー ド の 両方が必要ですね。 ソ フ ト の酎で は 、 い か に 地域
防災 シ ス テ ム が機能す る よ う に す る か。 事前の 防災訓練が大事で、 広域の も の と 狭 い も の

と が必要ですね。 そ れか ら 、 ハ ー ド の 面 で は 施設の耐震化です。 県立学校 だ け で も 、 耐震
化工事がすべて終わ る ま で に ま だ 8 年 は かか り ま す。 さ ら に 、 そ れ以外の 県 の施設 を 完全

耐震化す る の に 、 ま だ20年 ぐ ら い かか り ま す。

矢 田 市長 小 中学校は 、 災害時の地域の拠点 に な り ま す か ら 、 と に か く 耐震化 と い う の は
非常 に 重 要 な こ と です の で 、 優先的 に そ れ を や ろ う と 思 っ て い ま す。

新野顧問 真剣 に 考 え な け れ ばい け ま せ ん ね 。

井戸知事 そ う い う 、 い ち ばん基本的 な と こ ろ か ら 始め る わ け です け れ ど も 、 東南海 ・ 南

海地震対策 と し て は 、 ど う 万全 を 期 す れ ばい い の か、 こ れは本当 に真剣 に 取 り 組 ん で い か
な け ればい け ま せ ん 。

端委員長 最後 に 大 き な 課題が出 て ま い り ま し た 、 か つ 、 本 日 は貴重 な お 話 を う かが う こ

と がで き 、 お か げ さ ま で阪神 ・ 淡路大震災 の 震 災文化 を 記念す る 復興誌10巻が、 こ れで完
成す る こ と に な ろ う と 思 い ま す。 ど う も 先生方、 長時間本去 に あ り が と う ご ざい ま し た 。
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は じめ に

震災復興に携わ っ て こ ら れた 方 々 に つ い て は 、 こ れ ま で に 本誌各巻の特別企画 と し て 震

災 当 時 の行政の ト ッ プ に イ ン タ ピ ュ ー を 行 い 、 そ れぞ

い た 。

こ の た びの 第10巻で は最終の企画 と し て 、 行政kJ、外の分野で こ れ ま での復興への取 り 組

み の な かか ら 、 先進的 な 活動等の い く つ か を 紹介す る と と も に 記録 に 残 し た い 。 そ う い う

思 い か ら 、 「復興 活動 ・ 人の記録」 を 企画 し た。
可能で、 あ れ ば、 すべて の 活動 を 紹介 し た い と こ ろ で あ る が、 誌面の制約 も あ る こ と か ら 、

数多 く の活動の ほ ん の 品部で、 あ る が、 そ れぞれの分野の担当 編集委員 が分野別 に ら � 10人

(団体の場合 は そ の代表者) 程度 を 抽 出 し 、 執筆 し た 。 と く に 印 象 に 残 る 活動等 を 紹介す

る と と も に 、 そ の 中 か ら 1 � 2 人の 方 に つ い て は 、 ご本人 自 ら 震災への 関 わ り や 思 い を 寄

稿い た だ い た 。

な お 、 こ の企 画 は 、 10年 の長 き に わ た り 本誌の編集 に携わ っ て き た編集委員 が、 担 当 分

野 ご と に 紹 介 し た い 事業 ・ 活動 と そ れ に携 わ っ て こ ら れた 方 々 を 紹介 し た も の であ る 。

こ の た め 、 各 々 の分野 に お け る 功績 を 比較 し た も の で は な い 。 あ く ま で も 編集委員 の 眼

で紹介 し た も の であ り 、 当 然 に 、 こ の ほ か に も ご紹 介すべ き 方 々 がお ら れ る が、 誌面の 制
約 上 ご寛容い た だ き た い 。

ま た 、 行政分野 は原則 と し て 省 い た が、 現場等の 第 一線で活動 さ れ た 方 ( 医 師 ・ 教員

に つ い て は対象 と し た 。 震災複興計両策定委員 会や復興10年委員 会等の委員 の 方 々 な ど、
震災復興 に ご尽)J く だ さ っ た 学識経験者や 団体等 の代表の方 々 に つ い て は民 途記載 し 、 こ
こ で は原則 と し て省 かせて い た だい て い る こ と を ご了解賜 り た い。

(貝原兵庫県知事、 笹 山神戸市長 ほ か被災1 1 市町長の イ ン タ ピ、 ュ ー 第 7 巻 ・ 第 8 巻参照)

担当編集委員 は 下記の と お り 。 ( カ ッ コ 内 は担当分野)

神戸大学都市安全研究セ ン タ ー教授 沖村 孝 (防災)
宝塚造形芸術大学教授 椋 正孝 (教育)
神戸大学経済経営研究所教授 小西 康生 (生活)
阪神大震災復興市民ま ち づ く り 支緩ネ ッ ト ワ ー ク 代表i止話人 小林 郁雄 (都市計画 ・ ま ち づ く り )
大阪大学大学院工学研究科教授 鳴海 邦碩 (住宅)
京都悌大学教授 端 信行 (文化)
放送大学教授 林 敏彦 (産業 ・ 濯用 )
関西大学校会'宇部長 松原 A郊 (福祉)
市民 ま ちづ く り 研究所所長 松本 誠 (市民活動)
兵庫医科 大学教授 丸川 位向郎 (保健 ・ 医療)
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ト鵠 活動 @ 人の記録1

神戸新路論説委員 (元神戸新聞生活部記者) 相 川 康子

社屋が全壊す る 中 、 以前か ら 関心があ っ た 市民活動 (NPO) や環境問題、 女性問題、 人

権問題の視点 か ら の災害報道 に 努 め 、 2001年か ら 防災や復興 ま ち づ く り な ど を 担当す る 論
説委員 に就い て い る O ま た 、 被災地で活発 に な っ た NPOや コ ミ ュ ニ テ イ ・ ピ ジ ネ ス を 探求

すべ く 県立大学の社会人民生 と な っ て い る 。 市民活動 の エ ン パ ワ ー メ ン ト や NPO と 行政の
協働、 と い っ た テ ー マ で 、 広 範 な 体験や椴密 な取材 に 基づ く 提言や発信 を 続 け て い る o (小
西康生)

情) き ん も く せし代表 天) 1 1  佳美

被災地域 の 地理 的 中 心 ・ 灘区 に住 み{動 き な が ら 、 被災地 を 花 で 飾 る 「 ガ レ キ に花 を 」 活

動 を 推進 し 、 阪神 グ リ ー ン ネ ッ ト や花み ど り 市民 ネ ッ ト な ど を 通 じ 、 被災市帯地の緑花運

動 を 推進 し た 。 さ ら に 、 ニ ュ ー ヨ ー ク WTC テ ロ 現場や 中 越大震災被災地仮設住宅 な どで、

「勇気 と 希望 の 花 を 」 と い う 活動 も 継続 し て い る O 灘 区 の都市計画事務所 に 勤務 し 、 多 く

の被災地市民 ま ち づ く り 活動、 特 に花緑関連 (震災復興公園 な ど) や ふ れあ い住宅 ( コ レ
ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ) の 支援 を 続 け て い る o (小林郁雄)

有光友興再開発研究所所長 (元環境問発研究所常務取締役) 有光 友興
コ ン サ ル タ ン ト と し て 、 震災宜後の都市計画決定案が住民の猛反発 に よ っ て 見直 さ れ る

こ と に な っ た 六 甲 道駅南地 区 (5 . 9ha) の市街地再開発事業 を 担 当 し 、 地 区住 民 ( 4 つ の ま

ち づ く り 協議会、 700世帯) と 行致、 他 の コ ン サ ル タ ン ト や 設計者 な ど の 調 整役 を 務 め 、

そ の誠実 な 姿勢 に よ り 信頼 を 得 て 、 早期の復興 に 貢献 し た 。 生涯再開発 を モ ッ ト ー と す る

プ ロ と し て 、 将来 に わ た っ て も モ デル と な る よ う な 「都市 デザイ ン 」 の 実現 を 目 指 し 、 多

く の 関係者 と 協働 し て 、 市民が集 え る 芝生広場 を 囲 ん だ新 し い駅前再開発の 形 を 実現 さ せ
た 。 (鳴海邦碩)

プロ ジ ェ ク ト 1 2 代表 有光 る み
フ リ ー ア ナ ウ ン サ ー 。 震災10 日 目 1 月 28 日 に 、 被災者支擾ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プの設立

に参加、 ユ ニ ー ク な ア イ デ ア で被災地 の 生 き がいづ く り を 中心 に 、 そ の時 々 の ニ ー ズ に 合
わせ た 活動 を続 け て い る O 神戸市兵庫 区 の仮設で の ふ れ あ い 喫茶運営か ら は じ ま り 、 高齢
者 の生 き がい 、 仕事づ く り プ ロ ジ ェ ク ト と し て 、 地域の ふ れあ い セ ン タ ー と な る 「共働工

房み ん な よ っ て震」 を 拠点 と し て 、 ま ち の ふ れ あ い 喫茶 「お り ー ぶ」 、 サ ポ ー ト ス テ ー シ ョ
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ン永沢な どの地域 の ふ れあ い 、 縁 を つ な ぐ活動 を 続 け て い る 。 (小林郁雄)

近畿大学理工学部教授 安藤 元 夫

口 本建築学会や都 市計画学会の被災地調査研究活動 と あ わ せ て 、 近畿大学復興 ま ち づ く
り 支援チ ー ム の 中心 メ ン バ ー と し て 、 多 く の被災地市民 ま ち づ く り に かか わ る O 特 に 、 芦

屋西部地区 の土地区画整理事業 に深 く かか わ り 、 カ ウ ン タ ー プ ラ ン の作成 か ら 地元中心の

ま ち づ く り 案作成 な ど に尽力 し た 。 2002年度 の 日 本建築学会賞 (論文) を 受賞 し た 阪神 ・

淡路大震災 「被災 と 住宅 ・ 生活復興」 ・ 「復興都市計画事業 ・ ま ち づ く り J (2003年 ・ 2004年、

出版社) で、 ほ ぼすべ て の震災復興地区 の 状況 を 栴羅 し て い る 。 (小林郁雄)

積水ハ ウ ス妹)顧問 (元同常務取締役特需 工事部長 i世 田 宏之
震災後関 も な い 1 月 29 日 に 、 3 月 末 ま で に30 ， 000戸 、 4 月 末 ま で に さ ら に 10 ， 000戸の応

急仮設住宅 を 建設す る と の方針が発表 さ れ、 最終的 に は 、 合計634 団 地 、 48 ， 300戸 の仮設

住宅が建設 さ れた 。 池 田 さ ん は 、 六 甲 ア イ ラ ン ド での 建設 を 指揮 し た 。 工事 に は 、 常時600

入、 ピ ー ク 時 に は2 ， 000人 の 職 人 が動員 さ れ、 宿舎の確保、 ト イ レ 、 風 呂 、 上水の確保、

最大2 ， 000人 の 食事 の 賄 い な ど、 職人達の働 く 条件 を 整 え る こ と が最大課題 で あ っ た 。 幸

い食事 は 、 ア イ ラ ン ド 内 に あ り 半壊の被害 を 受 け た レ ス ト ラ ン がヲ | き 受 け て く れた と い う O

こ う し て 、 3 月 末 に は600棟 を 完成 さ せ た 。 表立 つ て は 見 え な い が、 復興 に は 多 く の 人 た

ち の努力 があ っ た こ と を 忘れて は な ら な い 。 ( 鳴海邦碩)

ク リ ニ ッ ク 希望院長 伊佐 秀夫

1995年 8 月 、 神戸市医師会の仮設診療所開設者募集 に応 じ て神戸市両区平野町の仮設西
神第 -住 宅 に 「伊佐 ク リ ニ ッ ク 希望」 を 開設 し 、 被災者の診療 を 通 じ て健康維持 に取 り 組
んだ。 仮設の 人 々 が災害復興住宅 に 移 っ て か ら も 、 同 じ地域に診療所 を 開設 し 引 き 続 き 住

民の健康管唱 に あ た っ て い る 。 仮設診療所で 4 年 陪 に 診察 し た患者数は延べ25 ， 000人 に も

達 し た 。 診療所の 4 人の看護師 も 第 1 住宅 を は じ め 近隣の 第 7 住宅へ も 安否確 認 を 兼 ね戸

別訪問 を 続 け 、 被災者の健康維持 の た め に献身 的 な 努力 を 払 っ た 。 (丸川征四郎)

NPO法人ゆ い ま ー る神戸代表 石井 明美

須磨区 に 住 ん で い た 沖縄県出 身 の 石井 さ ん は 、 震災直後か ら 沖縄県人会の 名 簿 を も と に
同郷出 身者の安百確認 を し て い た 。 救援 に 駆 け つ け た 沖縄の経済人 か ら 大量の 救援物資 を

託 さ れた の を 契機 に 、 避難所 で の炊 き 出 し ゃ 救援物資配 り を 始め た 。 仮設住宅で孤独死が

問 題 に な る と 、 独 り 暮 ら し の 安否確認 に 毎朝戸 口 に掲 げ る 「黄色 い ハ ン カ チ」 運動 を 広 げ

た 。 「 ゆ い ま ー る 」 と は 、 沖縄の言葉で 「助 け 合 う 」 と い う 意味。 以来、 高齢者の 「孤独

な 暮 ら し」 を 支 え る 配食サ ー ビス や 食事会、 友愛訪問、 引 越 し 支援 な どの事業 を 拡大。 2002
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年 に はNPO法人 と な り 、 生 き がい対応型 デ イ サ ー ビ ス j古動や ホ ー ム ヘ ルパ ー 派遣事業 な ど

を 通 じ て 、 高齢者、 樟害者の福祉サ ー ビ ス を 提供‘ し て い る 。 (松本誠)

(有)コ ラ ボね っ と 取締役 (元 プロ ジ\工 ク ト 結ふ代表) 石 井 布紀子

西宮で経営 し て い た 学習 塾 を 拠点 に 、 震災頁後か ら 緊急援助活動 を 始め 、 そ の後 「 プ ロ
ジ ェ ク ト 結ふ ( ゅ う ) J の代表 と し て復興 ま ち づ く り を 支援。 2000年 に 「 コ ラ ボね っ と 」
を 設立 し 、 災害 に 強 い福祉の ま ち づ く り やNPO と 行政の協働 、 社会的起業 の 支援 な どの テ ー

マ で研修や モ デル事業づ く り 、 調査研究業務 を 手が け る 。 ま た 、 被災者復興支援会議 E や

兵庫県復興 フ ォ ロ ー ア ッ プ委員 会、 人 と 防災未来セ ン タ 一事業評価委員 会 な ど震災関連の

各種委員 会委員 を 務め 、 兵庫県福祉学習推進委員 会委員 長 と し て 地域福祉 の 推進 に 力 を 入

れ る 。 「 人 と コ ミ ュ ニ テ ィ の エ ン パ ワ ー メ ン ト を 促 し 、 住民 自 治 ・ 合意形成力 と 、 地域課

題解決力 を 高 め て い き た い」 と 全国各地 を 奔走 し て い る 。 (松本誠)

石東 ・ 都市環境研究室代表 石東 直子

被災高齢者、 と り わ け低所得層 単身者が、 地域で住 み 続 け て い け る よ う に 、 震災復興公
営住宅 に お い て協 同居住型集合住宅 ( コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ) の導入 に 向 け て活動 し 、

神戸市長 田 区 での 市営真野ふれあ い住宅 (29戸) や県営片 山 ふ れあ い住宅 ( 6 戸) な ど合
計10団地34 1 戸 が実現 し た 。 都市 プ ラ ン ナ ー ・ 建築家 だ け で な く 、 医 師 ・ 福祉 ・ マ ス コ ミ

関係者、 仮 設住 宅 ボ ラ ン テ イ ア な ど多 く の被災地 の居住 に 関 す る ;専 門 家 に 呼びか け て 、 コ

レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ事業推進応援団 を 立 ち 上 げ、 そ の 団長 と し て多 く の 計画 に 関 わ っ た 。

現在 も 、 ふ れあ い住宅 に 入居 し て い る 居住者た ち が、 新 し い協 同生活の丈化 を 育 んで い け

る よ う 生活支援 を 続け て い る 。 (鳴海邦碩)

現代詩人 伊勢 田 史郎

第二次大戦後、 早 く よ り 現代詩の運動 に 参加 し 、 気 品 の あ る 抑制 し た ス タ イ ル の 詩 を 発
表 し て き た 。 1994年 よ り 神戸芸術文化会議議長 を つ と め神戸の文化芸術の推進 に 尽力 し た

ほ か、 阪神 ・ 淡路大震災の 直後か ら ア ー ト エ イ ド神戸実行委員 会委員 長 と し て丈化復興の
第 一線 に 立 ち 、 丈化復興 シ ン ポ ジ ウ ム で の 数かずの発言や 『詩集 ・ 阪神淡路大震災」 の発

刊 を 通 じ て被災地神戸 の 文化復興 に尽力 し た 。 (端信行)
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人生 こ れ か ら 、 明 日 に 生 き る
一 日 本初 の ケ ア付仮設の実践-

社会福祉法人尼崎老人福祉会喜来苑理事長 市) 1 1  種子

震災直後、 避難所 に 支援 に 入 っ た 私 は 、 劣悪 な 環境 の も と で苦 し む 、 生活支援や介
を 要す る 人 た ち の 姿 に心が痛 ん だ。 「仮設の グ ル ー フ。ホ ー ム が必要 だ」 と 直感 し 、

す ぐ に 兵庫県や芦屋市 な ど に 提案 し た 。 経過は分か ら な い が、 県や市の英断 と 素早 い

対応で 3 ヶ 月 後の 4 月 、 わ が国初の 「高齢者 ・ 障害者地域型仮設住宅 通 称 ケ ア付仮

設J 4 棟が芦屋市 で 開 設 さ れ、 当 法人が運営す る こ と に な っ た 。
芦屋の ケ ア付仮設 は棟の 中央 に 居 間 兼食堂等があ り そ の左右 に 14人分の個宰が並 ん

で い た 。 職員 は l 棟 に 4 人 を 配援 し 24 時 間体制 を と っ た 。 市 や 関係機関、 地域 と も 連

携 し 、 ケ ア の即応性 ・ 継続性 ・ 総合性 を 図 っ た 。

入居者 は30代 の脳性麻痔の青年か ら 50代 の 知 的障害や精神 障害 の 人 た ち 、 身体障害

や認知症の 高齢者 ま で さ ま ざ ま で、 年齢、 性別、 障害種別 を こ え た住 ま い で あ っ た。
し か し 日 を 経 る に つ れ各 々 の残存能力 を 異 な る 障害 の 人 た ち に生か し 合 い 助 け合 う 姿

が見 ら れ る よ う に な っ た 。 ま た 、 住み慣れた地域の 中 に あ り 家族や友人 と も 頻繁 に 交
流がで き た 。 仮設入居者 を 支援 し た 石東直 子氏の 言 う 「 い つ で も 1 人 に な れる し 、 い

つ で も 誰か と 会え る J 生活で、 入居者の圧観 的 な 評価 を 得 た 。 自 宅が全壊 し 身寄 り も

薄 く 絶望 し て い た80代後半の 女性が 「人生 こ れか ら 、 明 日 に生 き る 」 と 記 し た 時 は 涙

が止 ま ら な か っ た 。 「被災地の希望」 と 報道 し た新 聞 も あ っ た 。

震災10年 を 経 て も 私 は ケ ア イ寸仮設での 3 年余 の 生活 を 日 々 鮮や か に 思 い 出 す 。 き っ

と 未曾有の災害の も と で 、 官民が連帯 し た手応 え や 、 住 ま い と ケ ア の適切 な 支援があ

れ ば高齢者 も 樟害者 も 自 ずか ら 自 立 し て い く と い う 体験、 こ の二 つ の確信 を 常 に 自 身
の生 き る 力 に し た い と 反製 し て い る の で あ ろ う O

介護保険の見査 し で地域密、着 ・ 小規模多機能施設への転換が言 わ れ る 今、 ケ ア付仮
設の経験 を 再 び生か し 、 被災地 か ら福桂の ま ち づ く り の モ デル を ぜ、ひ全国 に 示 し て い
き た い 。
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兵庫県営大倉山ふれあ い住宅世話役 岩崎 洋 三

震災復興型高齢者向 け コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グの ひ と つ で あ る 県営大倉山 ふ れあ い住宅

に お い て 入居時か ら 世話役 を 務 め 、 3 階の 協 開 室 の 管理運営 だ け で な く 、 1 - 4 階 ま で の
ふ れ あ い住宅居住者の世話 を 続 け て い る 。 ま た 、 県営大倉 山高層住宅 「 管理委員 会J (510 

戸) と も 関係 を 持 ち 、 さ ら に 、 震 災復興でつ く ら れた ふ れあ い住宅全体1 0 団 地 の 「 ふ れ あ

い住宅連絡会」 の と り ま と め役 も 務め て い る O コ レ ク テ ィ ブハ ウ ジ ン グ事業推進応援団 と

も 密接 に連携 し て 、 各住宅の役員 に よ る 隔月 の連絡会、 年 に 1 自 の 居住者参加 の小旅行、

し あ わ せ の村で の温泉食事会 な どの企画 ・ 運営 の 中 核 を 務め て い る 。 ( 鳴 海邦碩)

新 し い タ イ プ の preventahle death (避
け ら れ る 死)

兵庫県災害医療セ ン タ ー顧問 鵜錦

災害時対応の 究極的 な 目 標 はpreventable death (避 け ら れ る 死) を ゼ ロ に す る こ
と で あ る O 寂神大震災時の避難所環境 も 非常 に劣悪で あ っ た が、 新潟 中 越 地震 の 時 に

は 、 公民館や体育館 な どの避難所があ ま り に 混雑 し て プ ラ イ パ シ ー が保 て な い こ と か

ら 、 自 家用 車 を 避難所 と な っ た 学校の校庭 な ど に と め 、 そ の 中 で避難生活 を す る 人が
多 か っ た 。 数 日 間 も 十 日 以上 も 車 を 避難所の代 わ り と し て使 っ て い た 。 そ ん な避難者
の 方 々 の 中 か ら 、 い わ ゆ る 「エ コ ノ ミ ー ク ラ ス 症候群」 が多発 し た 。

下肢の静脈内 の血液 は 筋 肉 を 動 かす こ と に よ っ て流 れが順調 に な る が、 じ っ と 体 を

動か さ な い で い る と 静脈 の 中 で血栓がで き やす く な る O 狭い車の 中 で長 時 間 身体 を 動

か さ ず に い る と 、 下肢の静脈 内 に発生 し た血栓が増 大 し 、 な ん ら かの拍子 に 血液の流
れ に 乗 っ て簡 に 飛 ぴ、 姉 の 血管 を 詰 ま ら せ て し ま う O こ れが肺梗塞 で あ る O 国際線の

狭い座席 に 長 時 間座 っ て い る 時 に 起 こ り がち な こ と か ら 、 エ コ ノ ミ ー ク ラ ス 症候群 と

名 づ け ら れ た 。

中 越地震の 時 に は こ の た め に急死 さ れ た 方 が何人 も 出 た 。 こ の方 々 は 、 家屋の倒壊

な どに よ る 震災 の 直接 の 犠牲者で は な か っ た が、 間違い な く 震災の た め に 貴重 な 命 を

落 と さ れた 関連死であ っ た。 避難所環境 を も う 少 し快適 な も の に す れ ば必ず避け ら れ
た 筈 の 死で あ る 。 災害時の避難所 を 体育館や公民館 だ け に 根定 し て い れ ば、 次 の 災害

時 に も 同 じ よ う な 避 け ら れ る 死が起 こ る 可能性があ る o 1 - 2 日 な ら ま だ し も 、 仮設

住 宅 がで き る ま で の体育館生活 は 忍 耐 の 限度 を 超 え る O 被 災 地 周 辺 の 被 害 を 受 け な

か っ た温泉旅館や青少年 の 家 な どの レ ジ ャ ー 施設 を 臨時 に借 り 上 げて 、 ほ ん の す こ し
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余裕の あ る 避難生活の場 を提供す れ ば こ の災害関連死 は 避 け ら れ る 筈 だ 。 被災地国辺

の レ ジ ャ ー 施設 は し ば ら く 行楽客が遠の き がち な の で、 一石二鳥 の 解決A策 に な り う る

の で は な か ろ う か。

…J 

兵庫県中小企業団体中央会、 姫路市ボ ラ ン テ ィ ア連絡協議会会長 内 田 雅康

震災後、 3 月 末 ま で は 、 被災地 に所在す る 中小企業の被災状況調査や 中小企業総合窓口

での相談業務 に携わ っ て き た 。 と く に 、 被災状況調査で は 、 復 旧事業 に対 す る 補助金の 交

付 の た め 、 商庖街 の ア ー ケ ー ド 、 市場、 倉庫、 港湾 な ど組合 の 共 同 施設の被災状況 を 把握
し 、 そ の 後 は 、 新長 田 地域 を は じ め神戸 市内 の各地の 市場、 商庖街の復興の た め 、 協 同 組

合設立 や 災害復 i日高度化融資借 り 入れの た め の計画づ く り を 支援 し た 。 ま た 、 ボ ラ ン テ イ

ア と し て 、 姫路市 内 に避難 し た被災者の 支援活動、 バザー や募金活動、 兵庫県 ボ ラ ン テ イ
ア協会の活動 を 手助 け し た 。 1998年 1 月 の 全国 ボ ラ ン テ ィ ア研究集会で は 実行委員 と し て

参加 し た 。 (小西康生)

関 凶大学教授、 現代計i由I研究所大阪代表 江川 直樹

集住環境 の デザ、イ ン を 主 な 活動領域 と す る 建築家 ・ 都市 デザ イ ナ ー で あ る 江) 1 1 さ ん は 、

自 身が芦屋 で被災 し た が、 震災直後 に 鳴 海邦碩 (大阪大学) ら の IASHIYA倶楽部」 に 参
画 し 、 復興への 白 主提案 を 取 り ま と め た 。 そ の後、 い く つ かの復興 プ ロ ジ ェ ク ト への 参闘

機会 を 得 て 、 市民、 住民、 ま ち づ く り コ ン サ ル タ ン ト な ど と 協働 し 、 人 間 的 な ス ケ ー ル 、
建築がつ く る 軒並 み 、 持続性の あ る コ ミ ュ ニ テ ィ な ど を テ ー マ に 、 次代 に 示唆 を 与 え る 新

し い形態の復興 プ ロ ジ ェ ク ト の実現に尽力 し た 。 代表的 な も の は 、 戸建て住宅 と 小規模分

散型の公営住宅が混在す る 「芦屋市若宮町 の 再生」 な ど。 (鳴海邦碩)

お 金 は ラ イ ブ ラ イ ン 、 絶や す 本

日 本証券代行株式会社社長 (元 日 本銀行神戸支厄長) 遠藤 勝裕

日 銀の使命は 「 い つ で も ど こ で も ど ん な 時で も 国民の 皆 さ んが安心 し て お金 を 使 え

る 状態 に し て お く こ と 」 で あ り 、 阪神淡路大震災当 時 日 銀神戸支)お長 の 職 に あ っ た私
は 、 ま さ に こ の 「 どん な 時で も 」 に 遭遇、 ラ イ フ ラ イ ン の 一 つ で あ る 「 お 金」 を 絶や
さ な い こ と が大切 な領命 と な っ た。
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し た が っ て 震災当 日 、 ま ず第一の仕事は通常通 り 営業 を 開始 し 、 お 金 の 供給体制 を

整 え る こ と 。 多 く の ピ ル が倒壊 し て い る 中 、 幸い 日 銀の建物 自 体は無事で、 あ っ た た め 、

午前 9 時 に営業 を 開始、 復 旧 へ 向 け て の ス タ ー ト を 切 る こ と がで き た 。 第 二 の仕事 は

金融特別措置の発動、 こ れは金融商の非常事態宣言で あ り 、 被災者の預金の払戻 し に
使宜 を 図 る な ど被災者救済の た め の措置であ る O 私 と 大蔵省神戸財務事務所長の塩屋
氏 と が連名 で正午前 に 無事発出 。 こ の 二つ の仕事に加 え 第三 の仕事 も 発生 、 そ れ は 庖

舗が壊れ営業不能 と な っ た民間金融機 関 の 臨時宿舗 を 日 銀の 中 に っ く り 、 被災者が利
用 で き る よ う に し た こ と で あ っ た。 こ う し た 仕事の 陰 に は様々 な :苦労があ っ た が、 幸

い大災害の 中 で 「お金」 に係 る 混乱 は 殆 ど起 ら ず、 も ち ろ ん こ の こ と がそ の後の復 旧 、

復興の 礎 に な っ た こ と は 間違 い な い 。
こ う し た被災直後の 緊急時対応が ゆ段落 し た後 も 、 「神戸復興支援何か を 支庖会」

の 活動 な ど を 通 じ経済的側面か ら も 復興の お手伝い を し て き た が、 こ の 間 学び、 教 え

ら れた こ と や今後 に伝 え る べ き 教訓| は数知れな い 。 と り わ け そ の後 の 人生 と の係 り 合

い で言 え ば、 多 く の 悲惨 な 出 来事 を 見 開 す る 巾 「生か さ れて い る J こ と の有難 さ を 痛

感 し た こ と で あ っ た 。 そ の後、 微力 な が ら も 何か他人様の お役に立つ こ と がで き な い
か、 と 考 え る よ う に な っ た原 点 と も 言 え よ う か。

そ し て 我 々 が得 た 多 く の 教訓 を 決 し て風化 さ せ て は な ら な い こ と 、 と り わ け失敗や

誤 り を 勇 気 を 持 っ て語 り 伝 え て い く こ と が今後の 災害対応 で 同 じ 過 ち を 繰 り 返 さ な い
た め に も 必 要で あ る こ と を 強調 し て お き た い 。

越木岩 自 主防災会顧問 大石 伸雄

震災直後 に 、 越水岩の 自 治会が恥心 と な り 地 区 内 の 各種団体長 を 料 集 し 、 住民主体の北

夙11 1 災害対策本部 を 設置、 そ の 責任者 と し て 奔走 し た 。 そ の後、 避難所 で の 経験 と 教訓 を

継承 し て い く た め 、 震 災 1 年後 に 越木岩 自 主防災会 を 立 ち 上げた。 以来、 同 会 の 中心 メ ン
バー と し て 、 毎年 1 月 17 日 に 「越木岩防災の 日 」 と 称 し た イ ベ ン ト を 開催 し 、 そ の他 「 わ

す れ な い あ の 日 を ! そ な え よ う 越木岩lJ を ス ロ ー ガ ン に 、 避難訓練や炊 き 出 し 訓 練 な ど
を 行 っ て い る 。 現在 も 地域社会の コ ー デ ィ ネ ー タ ー と し て 、 ま た 、 兵庫県の 防災担 当 の 民

間講師 と し て活躍 し て い る 。 (沖村孝)

NPO法人拓人 こ う べ専務理事 情被災地障害者セ ン タ 一事務局長) 大賀 重太郎

震災前十数年 に わ た っ て 「障害者問題 を 考 え る 兵庫県連絡会議J に かか わ り 「全国 障害

者解放運動連絡会議」 の事務局 も 引 き 受 け て い た 。 震 災後い ち 早 く 障害者 を 支援す る ネ ッ
ト ワ ー ク を 立 ち 上 げ、 被災地障害者セ ン タ ー を 結成 し た 。 ニ ー ズ の掘 り 起 こ し 、 家定訪問 、

緊急生活の場 を つ く り 避難所生活 に 耐 え ら れ な い 障 害者 を 受 け 入れた 。 続 々 生 ま れた小規
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模作業所 の 製 品 を 扱 う 通信販売 シ ス テ ム 「 ゆ め風企画 」 、 小規模作業所や デイ サ ー ピ ス 、
グ ル ー プホ ー ム な ど を 結 ん だ 「生活の場サ ポ ー ト セ ン タ ー ひ ょ う ご」 の 設立 な ど次々 に 事

業 を 提案、 実行 に 移 し た 。 「 障害者市民活動」 を モ ッ ト ー に 、 介護保険、 ホ ー ム ヘ ル パ 一
派遣、 居宅介護事業 を 展 開 し 「支 え 、 支 え あ え る 市民社会」 を め ざす。 (松本誠)

元附新産業創造研究機構 (NIRO) 理事長、 川 崎重工業取締役会長 大庭 浩 (故人)

1996年被災地経済復興の た め 「新産業創造研究所」 の設立 を 表明。 構想、 は 、 県や神戸市

の参加 も 得 て 、 翌年財団法人新産業創 造研究機構 ( NIRO) に結実 し 、 初 代理事長 に 就任

す る O 震災時の牧冬彦氏か ら 1999年 に神戸商工会議所会頭 を 引 き 継 ぎ、 震 災 3 年 目 以降 の
「本格復興」 に 取 り 組 む が、 復興の完成 を 見 る こ と な く 2003年逝去。 NIRO は 情 報 ・ 通信 、

環境 ・ エ ネ ル ギー な ど先端分野 で の 産官学連携 に よ る 技術 開発、 ベ ン チ ャ ー 企業の育成、

さ ら に 中小企業の活性化 を 目 指 し て 現在 も 発展 中 で あ る o (林敏彦)

映画監督 大森 一樹

芦屋市 の 自 宅で震災 に あ い 、 被災 し た 自 宅マ ン シ ョ ン の復興委員 長 を 務め る 4方で、 「震

災 フ ァ ミ リ ー 」 の 出販 を 通 じ て 、 マ ス コ ミ が報 じ る 極毘の被災者ばか り で は な く ご く A般

的 な 被災者層 の不安や希望 を 表現 し、 ま た 映画 「走れ ! イ チ ロ ー」 を 発表 (監督) し 、 阪
神 ・ 淡路大震災 を 次世代 に 伝 え かっ神戸再生の願い を 込 め 、 多 く の 人 び と に 希望 と 勇気 を
与 え た 。 ま た様々 な 文化講演会 な ど に 出演 し 、 最近で は指定管理者制度の導入で揺 れ た 芦

屋市立美術博物館の存続 を め ぐ り 市民 と と も に 「美術博物館 を 考 え る ワ ー キ ン グ グ ル ー プ」

を 開催 し 、 そ の 存続 を 強 く 訴 え た こ と は よ く 知 ら れて い る o (端信行)

僧侶 (元 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン代表) 小野 幸一郎

東京か ら 、 従業 し て い た あ ら ば き 印刷社長 ・ 関根美子 さ ん と 共 に ピ ー ス ボ ー ト の支援活

動の一環 と し て 長 田 区支援 に 入 り 、 日 刊新 聞 「デイ 1) ー ニ ー ズ」 を発行。 そ の後、 地域 に
密着 し た ボ ラ ン テ ィ ア 活動 と し て 、 SVAス タ ッ フ と 共 に御蔵地区の ま ち づ く り 支援 グ ル ー

プ 「 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン J を 立 ち 上げ、 地元企業であ る 兵庫高会社長 ・ 田 中保三 さ

んの指導 ・ 協力 の 下、 ま ち づ く り 協議会 と 一体 と な っ て 、 震災復興区画整理事業や 、 共 同

再建住宅み く ら 5 、 香住町か ら の拐、家移築 に よ る 地域集会所建設 な ど に尽力 し た 。 現在 は 、

箱根の 寺 で住職 を 勤め る 。 (小林郁雄)

神戸市西消防署消防司令長 (元長田消防署消防司令 ( 中 隊長) ) 鍵本 敦
17 日 、 真夜 中 の 火災応援 出 動 を 終 え 5 時 に仮眠 に つ い た 。 「 ド ー ン J と い う 音で瞬時 に

目 覚め た 。 目 の前 を ロ ッ カ ー が飛 ん だ。 全職員 に 消 防車 出 動 を 指示 し た が、 町 中 の消火栓

は 断水。 防火水槽や 川 の水 ま で も 使 っ て延焼祖止 に精一杯頑張 っ た が火勢 に は勝て な か っ
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た 。 十 数 カ 所か ら 火の手が昇 り 、 建物 は そ の 姿 を 留 め ず長 田 の 街 は 地獄絵 と 化 し た 。 rrts

民が頼 れ る 消 防 た れJ r 出 来 る こ と を 全 て や れ」 と 泊 防士魂が命ず る ま ま 、 指揮官 と し て

無我夢 中 で現場 を転戦 し た。 大震災か ら 3 年 目 、 消 防活動マ ニ ュ ア ル作成 の 特命 を 受 け 、
辛い経験 を 後世 に 活かそ う と の誓い を込め て 1999年 に 震災消 防計画 を 答 申 し た 。 こ の計画

は 、 全市的 な 検註訓練 を 経て 正式 に 採用 さ れ今 日 に 至 っ て い る o (丸J l I征四郎)

附申戸製鋼所名誉顧問 (元同社代表取締役社長) 亀高 素吉
震災で神鋼社員 3 人の 命 を 失 い 、 本社 ピ ル の 全壊、 神戸製鉄所の 第 7 椋材工場頼突折損

と モ ー タ ー の損傷、 製鋼工場の ク レ ー ン 落下、 岸壁の損壊、 加古川 製鉄所の原料岸壁陥没

な ど、 総額1 ， 020億 円 も の被害 を 受 け な が ら 、 「神戸 に 育 っ た企業 と し て 、 復興の槌音 を 当

社が ま ず高 ら か に神 戸 の 地 に響かせ ね ば な ら な い 」 と 宣言、 再起不能 と 思 わ れた 高炉 の 火

入れは 2 カ 月 半で 、 生産水準の復旧 は 6 カ 月 で な し と げた 。 も し も 神鋼本社が神戸か ら 離

れ て い た な ら 、 経済復興が どれほ ど遅れ て い た か計 り 知れ な い 。 (林敏彦)

元仮設居住者 河合 敏子

明石市内 に あ っ た住宅 と 大衆浴場が被災 し 全壊 し た 。 明石公 園 内 に あ っ た仮設住 宅 に 入

居 し 、 自 宅再建 を模索 し た 。 震災後新 た に 設 け ら れた復旧 の た め の組織が主催す る 会合 に
は積極的 に 出 向 き 、 復 旧 の た め の 制度の活用 に つ い て 、 そ こ で、 出 会 っ た 専 門 家の ア ド バ イ

ス を 受 け な が ら 行政担当 者 と 折錯 し て 、 最終的 に 自 宅再建 に結 びつ け た 。 こ の 間 、 公園や
公 園 の ト イ レ の 清掃 を は じ め と す る さ ま ざ ま な ボ ラ ン テ ィ ア 活動 も 欠かす こ と な く 、 現在

で も 毎 日 の よ う に 自 宅 か ら か な り 離れ た 地域 ま で 出 か け て い る 。 (小西康生)

英舗 は 、 記櫨 を 伝 え る

芦屋市立美術博物館学芸課長 河崎 晃一

私 の勤務す る 芦崖市立美指博物館で は 、 市 内 の 旧 家 か ら の 資料救出 、 画 家 の 遺族宅
か ら の 資料救出 な ど、 震災直後か ら も っ ぱ ら 資料の救出 に 当 た っ て き た 。 一 説 の 出 来

事 に よ っ て失 わ れて し ま う 歴史 を 少 し で も 少 な く す る た め に 、 未 来 に伝 え る た め の大

切 な資料 を 救出 し美術博物館で保管す る こ と に務 め た 。 中 で も 丈化財 レ ス キ ュ ー 隊 に

よ る 写真家 中 山岩太 の 資料救 出 は 、 そ の 後 ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 資料整理、 翌年秋の 回

顧展開催、 2004年の作品集の刊行 ま で、 悲 し い 出 来事 を発端 と し な が ら も 、 多 く の 人 々
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の力 で写真 史 に 一 ペ ー ジ を 刻 む こ と がで き た。

震 災か ら 5 年 を 経た2000年 1 月 に は 、 被災 し た美術家 4 人 (小谷泰子、 杉 山知子、
堀尾貞治、 涌嶋克己) に よ る 「震災 と 表現展」 展覧会 を 開催。 10年 目 に は 、 米 田知子

( 明 石市 出 身 、 ロ ン ド ン在住) に よ る 10年 を 経た 芦屋市内の風景 を 「記憶J を テ ー マ

に し た写真展 を 開 き 、 震災 と 表現 に つ い て の 関 わ り を 示 し た。
多 く の震災関連の シ ン ポ ジ ウ ム や展覧会 に 関 わ る こ と に よ っ て 、 美術の役割 に つ い

て 考 え さ せ ら れた 。 震災夜後 は 、 全 く の無意味 に感 じ ら れた 美術 の 表現が、 時が経つ

に つ れ て 、 10年 を 過 ぎ た 今 H 私 た ち の心 に 潜 む 「言己憶」 を よ みが え ら せ て く れ た 。 人
間 の表現 は 、 冷静 に過去 を 見つ め る (冷静に な れな い場合が多 い が) こ と が出 来 る 手

段の ひ と つ で あ り 、 未来へ と つ な ぐ大切 な役割 を 持つ こ と も 知 っ た 。

震災 レ ス キ ュ ー か ら は 、 私 た ち の知 ら な か っ た 多 く の資料が発見 さ れ た 。 日 常生活

か ら は、 か け離 れて い る よ う な 一つ の資料 も 、 や がて 人間 の記憶 を よ みが え ら せ る ツ ー

ル と な る こ と があ る O 丈化財 だ け で は な い 、 近年 ま で の 美術作品 と そ れ ら を 取 り 巻 く

資料が未来の私 た ち に如何に多 く の こ と を伝 え て い く の か、 そ の た め に は地域の美4荷館、
博物館が、 日 頃か ら 地域 の 人 々 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 り 、 い ざ と い う 時の た め

に備 え な ければな ら な い。 私 た ち に は 、 そ の こ と の大切 さ を伝 え て い く 役割があ る O

私 と 震災

阪神 ・ 淡路大震災記念 人 と 防災未来セ ン タ ー長 j可 田 恵 昭

1990年代 に 入 っ て 、 私 は 「都市災害」 を 対象 と し て研究活動 を し て い た 0 40歳 に な っ

た と き 、 こ れか ら わ が国 で犠牲者が千人 を 超 え る 巨大災害 は 、 大都市で し か発生 し な
い と い う 確信があ っ た か ら で あ る O だか ら 、 1994年 に フ ル ブ ラ イ ト 上級研究員 と し て

プ リ ン ス ト ン 大学 に 滞在 し た の も 、 こ れがあ っ た か ら であ る O

震災が起 こ っ た と き 、 大阪 ・ 中 津 に住 ん で い た私 は 、 あ の揺 れの特性か ら 、 直下型
地震が ど こ か で起 こ っ た こ と がす ぐ に わ か っ た 。 そ し て 、 午前 8 時過 ぎ に NHK大阪

放送局 か ら 「局 に 来 て ニ ュ ー ス で解説 し て い た だ き た い」 と の 連絡があ り 、 10時の

ニ ュ ー ス に 出 演 し た 。 そ の後、 大 板 国 際交流 ホ ー ル で、 開催予定だ、 っ た 日 米都市防災会

議 の 実行委員 と し て 会場 に 向 か っ た が、 着 い て 直後 に 後 を 追 っ て き た NHK の ス タ ッ

プ と 被災地 に 入 る こ と に な っ た 。 東灘区役所周辺や芦屋市内 を 取材 を 兼 ね て 歩 き 回 っ
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た 。 そ の 日 帰宅 し た の は午前 4 時過 ぎで あ っ た 。

こ れが き っ か け で兵庫県、 神戸市、 建設省 (現国 土交通省) 、 内 閣 府 な どの震災関
係の委員 と な る 一方 、 大学 に お い て は 震 災 の 共 同所究 を 開始 し 、 『地域 防災計両実務

者セ ミ ナ -dJ を 主催す る と と も に 、 「 メ モ リ ア ル ・ カ ン フ ァ レ ン ス ・ イ ン 神戸」 を 組織 ・

開寵 し て 、 現在 ま で継続 し て い る 。 そ し て 、 震災 5 年 目 か ら は 兵庫県参与 と し て 、 『阪

神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) dJ の準備室長 に就任 し 、 平成14年 に 阪神 ・
淡路大震災記念 人 と 紡災未来セ ン タ ー 長 と し て現在 に至 っ て い る 。

阪神 ・ 淡路大震災が定E こ っ て、 私 の 人生 も 考え 方 も 変わ っ た。 後世 に 阪神 ・ 淡路大震

災の災害過程 を 形式知で残す こ と が私の務め と 考 え て い る O 震災の最大 の 教訓 は 、 「私

た ち は災害文化の形で社会の減災力 を 強 く し な ければな ら な い」 と い う こ と であ る O

西宮市立広 田小学校 (元西宮市立生瀬小学校) 神 田 英幸

被災校で、 か つ て 担任 し た子 ど も ら を 亡 く し 、 遊難所の世話 に 追 わ れ、 当 時担任 し た 6
年生 を 心 の ケ ア も で き な い ま ま 卒業 さ せ た こ と が、 い の ち の教育 に 取 り 組む き っ か け と

な っ た 。 そ の後、 教育護興担当教員 と し て子A ど も た ち ゃ保護者へ の ケ ア 活動 に 従事。 1999

年 に は文部省 ( 当 時) か ら 集々 大地震で被災 し た 台 中 日 本入学校 に 、 2000年 に は 兵庫晃教
委 のEARTH (震災 ・ 学校支援 チ ー ム ) の 班長 と し て 鳥取県西部地震の 被 災校 に 、 2004年

の新潟県 中 越地震で は 山古志村Aへ派遣 さ れ、 教員へ の 支竣活動 を 行 っ た 。 ス マ ト ラ 沖大震
災 で は 、 ス リ ラ ン カ 、 イ ン ド ネ シ ア の ア チ ェ で、 心 の ケ ア ・ ト レ ー ニ ン グ を 実施 し た 。 (桂

正孝)

NPO法人た か と り コ ミ ュ ニ テ イ セ ン タ ー理事長、 カ ト リ ッ ク たか と り 教会司祭 神 田 裕

震災で焼 け 落 ち た カ ト リ ッ ク た か と り 教会 は 、 い つ の 聞 に か復興の た め の ボ ラ ン テ ィ ア

の拠点 に な り 、 た か と り 教会救援基地 の プ レ ハ ブの建物 で さ ま ざ ま な 市民 団体が活動 を 続
け た 。 震災か ら 5 年後、 救援基地 はNPO法人 ・ た か と り コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー と 改称 し現

は 9 つ のNPO団体で構成 し て い る 。 FM わ い わ い 、 リ ー フ グ リ ー ン 、 多言語セ ン タ ー ・ ブ ア

シ ル 、 ワ ー ル ド ・ キ ッ ズ ・ コ ミ ュ ニ テ イ 、 ア ジ ア 女性 自 立 プ ロ ジ ェ ク ト 、 ツ ー ル ・ ド ・ コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 NGOベ ト ナ ム in Kobe、 ひ ょ う ごん テ ッ ク 、 ア ト ピ ー 的 自 由計画 な ど、

いずれ も 定住外国 人 や 女性、 子 ど も 、 マ イ ノ リ テ ィ への 自 立支援活動 に 取 り 組む。 神 田 さ

ん は そ の ま と め役。 多 く の 人 た ち が出 会 う 場 を 提供 し つ づけ る o (松本誠)

元阪神大震災地元NGO救援連絡会議代表、 兵庫県立姫路工業大学環境人向学部教授

草地 賢 べ故人)

牧 師 で (財) PHD協会 の 総主事 だ っ た 草地 さ ん は 震 災 3 日 日 の朝 、 救援 ボ ラ ン テ ィ ア で
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ご、 っ た返 し て い る 神戸YMCA の 片 隅 で 「阪神大震災地元NGO救援連絡会議J の 立 ち 上 げ を

宣言。 第 1 回連絡会議 に は68団体1 10人が出 席 し た 。 3 月 、 コ ベ ン ハ ー ゲ ン で 開 か れ た 国

連社会開 発サ ミ ッ ト に 出 席 し 「神戸か ら の 緊急、 ア ピ ー ル」 を 発表 、 市民 と N G O に よ る 新

し い社会開発 と 自 立 を 訴 え た 。 5 月 に発生 し た サ ハ リ ン 地震で海外災害救援活動 を 開始 し
た の を 皮切 り に 、 中 国 、 ト ル コ 、 台湾、 イ ン ド の大地震災害救援、 朝鮮の食糧危機、 ハ リ

ケ ー ン 災害、 東南 ア ジ ア 諸 国 の 大水害 な どの救援 に つ な が り 、 海外災害援助市民セ ン タ ー

(CODE) の設立へ と 向か う 。 震災か ら 芽生 え た新 し い市民社会 を 見届 け る 間 も な く 、 パ プ

ア ニ ュ ー ギニ ア の 津波災害支援か ら 帰国後マ ラ リ ア を 発病、 2000年 1 月 2 日 病死 し た 。 仲

間 た ち は 「震災ボ ラ ン テ イ ア 初 の “戦死勺 と 呼ん でい る o (松本誠)

制久保都市計画事務所代表 ク寸呆 光弘
新長 田 駅北地区東部の震災復興区画整理事業の ま ち づ く り コ ン サ ル タ ン ト と し て 、 事務

所の あ る 大阪 か ら 頻繁 に 長 田 に 通 い 、 地元主体の特色 あ る 復興 ま ち づ く り に 貢献 し た 。 対
象 は 区域約30ha、 12 の ま ち づ く り 協議会か ら な る 地 区 で 、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ工場 と 下 町

住宅が混在 し 、 韓 国 ・ 朝鮮籍 な ど外国籍住民 も 多 く 、 震災で は 8 割 近 い 建物 が全半壊 し た 。
そ う し た 地 区 の 区 画整理事業 に あ わせ て 、 共同建替適地 に よ る 住宅再建、 景観形成市民協
定 「い え な み 基準」 、 シ ュ ー ズ プ ラ ザ ・ ア ジ ア ギ ャ ザ 1) ー な ど産業 ピ ジ ョ ン 提案 な ど の ま

ち づ く り 提案 を 重 ね た o 2003年度の 日 本都市計画学会賞 (論文賞) を 受賞 し 、 「 ま ち づ く り

協議会 と ま ち づ く り 提案J (2005年、 学芸出版社) に ま と め て い る 。 (小林郁雄)

は じ め に

走 り 続 け た 10年 こ れ か ら の 10年 i 
ー 「入札 と 「地域」 と 「 く ら い の 一体化

NPO 法人阪神高齢者 ・ 障害者支援ネ ッ ト ワ ー ク 理事長 黒 田 裕子

「助 け て ー J rあ そ こ に 人がい る J r は よ う 助 け て や ら んか ー 」 と 今で も 飛 ぴか う 声
が耳元で 聞 こ え る O あ れか ら 10年走 り 続け て き た。 震災 に よ っ て様 々 な 苦 痛 を 胸 に 抱

き 生 き き っ て い る 人 々 と の 向 き 合い があ っ た か ら で あ る O そ し て 、 そ の 中 で得 た 多 く

の学び\ 教訓 は 次世代への宝 と し て 引 き 継 ぎ、 さ ら に は今後の 防災減災 を 考 え る 材料

と し た い 。
阪神高齢者 ・ 障害者支援ネ ッ ト の 活動 の 現状

震災の そ の 日 の夕 方 よ り 活動が開始 と な っ た 。 そ の き っ か け は 、 避難所 に行 く こ と
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うずく ま
が出来ず、 公菌で障っ て い る 高齢者の 「 い の ち 」 を 救 う 事で あ っ た 。

仮設住 宅 で は 被災者 と 共 に24 時 間 過 ごす こ と で ニ ー ズ の複雑化 ・ 多様化が分か つ た。

さ ら に は、 公営住宅への 移動 と と も に 、 今は活動の拠点 を 3 ヶ 所 に置 き 、 「 自 立 と 共生」

を 守 り つ つ 生活支援 を 展 開 し て い る O 現場で の 活動か ら は多 く の学びがあ り 、 財産 と

な っ て い る O

「震災J に 向 き 合 う こ と が人間形成 の 一助 と な る

被災者 と 向 き 合 う 中 で、 遭遇す る 事柄 に新 た な発見が多 々 あ っ た 。 我 々 は全て の 活
動 に意味付 け を 行 い無駄の な い よ う に 支設 し て き た 。 ボ ラ ン テ イ ア 元年 と い わ れ た 当

初 、 当 同体で も 1 ，500 人 の 人 々 が支援 に 当 た っ て 下 さ っ た 。 中 で も 活動 を 継続 し て 下

さ っ て い る のが ソ ニ ー 生命保険ボ ラ ン テ イ ア 有志の 会 の 人 々 で あ る O 今 で も 全国 か ら

の ボ ラ ン テ イ ア と 共 に 要援助者の 人 々 の生活支援 を 行 っ て い る O そ う し た 支援活動 を
共 に行 う 中 で 考 え さ せ ら れ た の が、 活動の基盤 を 形成 す る 生 き た ネ ッ ト ワ ー ク と 、 そ

こ で育 ま れ る 人間性の豊か さ で あ り 、 ひ い て は 豊 か な コ ミ ュ ニ テ ィ ー を 創 り だす こ と
で あ っ た 。 多 く の 人 々 と の 出 会い が私 の 人間形成 の 一助 と な っ た。

お わ り に

あ の 日 か ら 歩み続け た 10年 間で実践 し た こ と の ひ と つ ひ と つ を 検証 し 考察で き た の

が、 日 頃 よ り 「向 う 三軒両隣」 が一体化す る こ と の重要性で あ り 、 ま た 、 気づい た 者

が言語化 し提言提案す る こ と の大切 さ であ っ た。 こ の教訓 を 次世代 に 繋げ、 訪災減災
に 向 け た仕組み を さ ら に考察 し て く れ る 事 を 期待 し た い 。

大阪大学大学院工学研究科助教授 小浦 久 子

震災直後の被害の全体像 を と ら え る 必要か ら 、 日 本都市計画学会関西支部 ・ 日 本建築学

会近畿支部都市計画部会が共同 で寂 り 組ん だ 「板神 ・ 淡路大震災被害実態 緊急調査 ・ 被災
度別建物分布状況図集」 の調査 と 図集作成 に お い て 、 大西一嘉氏 と と も に 学会関係で大 き
な 力 を 発揮 し た 。 そ の後 も 芦屋市 を フ ィ ー ル ド に し た復興の住 ま い と ま ち に 関す る 定点調

査 な ど を 通 じ て 、 復興か ら 新た な ま ち づ く り への現実的 な提言 を 続け て い る o (鳴海邦碩)

(掬ジ ー ユ一言十両研究所所長 後藤 祐介
震災復興土地区画整理事業、 市街地再開発事業、 住宅地区改良事業、 建築物共同化事業

な ど多種多様 な 震災復興地区 に 多 く 関 わ っ て い る 都市計画 ・ ま ち づ く り コ ン サ ル タ ン ト 。

そ れ ら の 事業型地区 だ け で な く 、 地区計画 を 前提 と し た 地区整序型 ま ち づ く り を 日 指 し た
自 地地区 ま ち づ く り 協議会活動の 支援 に も 活躍 し て い る O ま た 、 震災直後か ら 専 門家 に よ

る 支援活動 を 続 け て い る 「阪神大震災復興市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク 」 の世話人の

ひ と り で、 主 に西宮か ら 東神戸方面で活動 し 、 阪神 白 地 ネ ッ ト な ど主導 し て い る o (小林
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郁雄)

) 1 1 1埼医療樹i上大ヴ教授 (元) 1 1崎i豆科大学救急医学教授) 小漬 啓次

1977年、 本邦初 の救急医学講庄の初代教授 に就任 し 、 我が国の 救急、教育 、 研究、 診療 を
牽引 し 、 僻地医療、 患者搬送 シ ス テ ム の改善 に も 尽力 し た 。 奥尻島地震 ( 1993年) 、 松本

サ リ ン 事件 ( 1994年) で は 災害時の 医療対応の不備、 不足、 遅 れ を 指摘 し た 。 大震災で は

医療機 関 の被 災状況 に 係 わ る 疫学調査 ( ア ン ケ ー ト 調査 ) を 10市10町 、 224 施 設 に対 し て

実施 し 、 我が国 に 前例 の な い 「災害医療 に つ い て の 実態調査結果」 を 報告 し た 。 さ ら に災
害 に 強 い 医療 シ ス テ ム の重要性 を 説 き 、 今 日 の ド ク タ ー ヘ リ 搬送 シ ス テ ム 、 広 域災害救急

医療情報 シ ス テ ム 、 兵庫県災害医療セ ン タ 一 、 兵庫県防災計画 の構築 を 推進 し た 。 (丸川

征四郎)

兵庫県社会福祉協議会 小 林 茂

l 月 初 日 か ら は 兵庫県杜会福祉協議会 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー の再開 と ボ、 ラ ン テ ィ ア コ ー

デ イ ネ ー ト を 担当 し 、 2 月 中旬 か ら は芦屋市社 協 、 社会福祉関係者震災救援合同対策本部

「芦屋市現地事務所」 へ の 支援 を 行 っ た 。 セ ン タ 一 再 開 直後か ら 多数の ボ ラ ン テ イ ア が押
し寄せ て 、 混乱が生 じ た 。 混乱の 一 因 は各社協への県社協 の 支援 と 連携が不十分であ っ た

こ と に よ る の で、 県社協 と 全国 の社協 と 合同 で被災地支援体制 を つ く っ た 。 芦屋市の担当

に な り 、 県 内外の移動入浴車 を動員 し 、 被災障害者 ・ 高齢者 ・ 乳幼児 向 け の 入浴サー ピス
な ど被災者の ニ ー ズ に 合 わ せ た 多様 な 支援 プ ロ グ ラ ム を 展 開 し た 。 (小西康生)

神戸復興塾が歩 ん だ 1 0年

神戸復興塾塾長 小森 星児

平成17年震 の 兵庫:県功労者表彰で は 、 特 に震災復興部 門 が設 け ら れ19人が受賞 し た
が、 そ の う ち 6 人が神戸復興塾の 関係者で、 あ っ た 。 も ち ろ ん塾生 と し て の活動が対象

に な っ た の で は な い が、 志 を 共 に す る 仲 間 の 業績 に 改 め て 敬意 を 表 し た い 。
毎輿塾 は 当 初 か ら 「震災で被災地 は 10年遅れる の で は な く 、 10年先の 世界 に投げ出

さ れた の だ」 と 考 え 、 復興 に 際 し 連 れ を 取 り 戻す の で は な く 10年後の 課題 に 叡組む心

構 え が必要だ と 主張 し た 。
職業や 専 門 が異 な る メ ン バー を 結 び付 け た の は 、 「 ま ち 」 の復興 と は 単 に 壊 れ た 都
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市活動 の 容器 を 復 旧 す る こ と で は な く 、 すべ て の 人能活動 の背景 に な り 、 偲 々 人や集
団 に対 し て 存在保証 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 与 え る コ ミ ュ ニ テ ィ の再建 を 優先す る べ き

だ と の考 え で あ る O 画一的 で柔軟性 に 欠け る ま ち づ く り に は 、 多様性 を 均 質 性 に 、
譲 を 不 毛 に 転 じ る 危 険が潜 ん で い る O 必要 な の は 、 「住民 に と っ て馴 染 み があ っ て居

心地が よ く 、 構造的 に も 心理的 に も 安全で、 意識 し な い で も 日 常生活 を 営 む こ と の で
き る 経験装壁」 と し て の生活世界の価値 を 正 当 に評価す る こ と で な けれ ばな ら な い 。

わ れ わ れ の 意見が、 復興計画の 立案や事業の実施 に ど こ ま で反映 さ れた の か評価 を

下す の は ま だ早す ぎ る O し か し 、 被災地 に お け る さ ま ざま な 実験的、 先駆的 な試み に 、
塾の メ ン バー が積極的 に 参加 し て き た こ と は特筆 し て お き た い 。 建塾の 精神 と し て 、

わ れ わ れ は 「現場の知」 の重視 を 掲 げた 。 一人 一 人 は別 の プ ロ ジ ェ ク ト に 従事 し て い

て も 、 い ざ と い う と き に は 「現場 の 知J を 持 ち 寄 っ て解決の方 向 を 見 出 す の が わ れ わ

れの強み で あ る O

前例や マ ニ ュ ア ル が役 に 立 た な い未知の大海 を 航海す る と き に は 、 先見性 と 提言力

を 生か し う る 復興塾の経験が有用 だ と 信 じ て い る O

元神戸市立西市民病院看護部長 榊原 弥栄子

押 し潰 さ れ た 病棟 5 階 に 入 院患者44名 と 看護師 3 名 が閉 じ 込め ら れ る な ど、 病院 は完全
に機能停止 し た が、 発災産後か ら 押 し寄せた毎病者で病院玄関 は埋め尽 く さ れ た 。 駆 け つ

け た看護婦 も 毘師 も 誰 も かれ も が同 じ被災者であ り 、 ま さ に 「被災 し た 医療者が、 被災 し

た 病 院 で 、 被災者 を 診療す る J 未曾有の事態 と な っ た 。 こ のパ ニ ッ ク 状態 の 中 で榊原 さ ん

は 、 い ち 早 く 看護師長 ・ 主任 を 組織化 し 250名 の 入 院患者 と 約600名 の 救急外来患者 に対す

る 診療機能の 再建 に奔走 し た 。 そ の後 も 病棟解体に伴 う 診療機能の 移転、 看護師の配置換

え 、 職員 の こ こ ろ の ケ ア 、 さ ら に は避難所で非 日 常 に 耐 え る 市民の健康管理 と い う 非 日 常
看護業務 を 実践す る た め に 「避難所で亡 く な る 人 を 一人で も 減 ら そ う 」 を 合言葉 に 看護責

任者 と し て 大 き な 使命 を 果た し た。 (丸川征四郎)

な ぎ さ ふれあい の ま ち づ く り 協議会委員長 坂本 一夫

神戸市灘区 で被災後、 西灘公冨住宅 に 入居。 1995年 4 月 よ り 灘区仮設住宅連絡協議会会

長 と し て 、 住民の生活復 旧 に尽力 し た 。 1998年 に はHAT神戸灘 の 浜 8 番館 自 治会長、 2002

年 5 月 か ら 現職。 復興住宅の入問者の 7 割 は60歳以上。 夏祭 り 、 吉井っ き 大会、 ふ れ あ い 喫
茶 な ど年 に 数 十 回 の イ ベ ン ト を 通 し て コ ミ ュ ニ テ イ づ く り を 目 指 し た 。 婦人会、 老人会、

ど も 会 な ど住民が 一体 と な っ た ま ち づ く り を 通 し て 、 ボ ラ ン テ ィ ア 及 び行政 と の協働 を

実現 し て き た 。 住民一人一 人の生 き る 力 を 引 き 出 すべ く 、 生活毎興、 地域の創生 に ま い進

し て い る o (松原 一郎)
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井l次台東問 自 治会連合会長、 NPO法人ニ ュ ー いぶ き 理事長 坂本 津留代
誕生 し て や っ と 2 歳 に な っ た 西神南地 区 を 大震災が襲 っ た O 応、急仮設1 ， 800戸 の 支援 に

多数の ボ ラ ン テ ィ ア が活動 し 、 去 っ て い っ た 。 多 く の住民 は 自 分の 町 を 支 え ら れ な い恥ず

か し さ 、 情 け な さ を 味わ っ た 。 続 い て 、 約 1 ， 400の災害復興住宅が建設 さ れ た の を 契機 に 、

地域の 仲 間 を 誘 っ て 自 分た ち の手で町 を 守 り 育 て る 「地域見守 り 活動連絡会」 を 立ち 上 げ、

1998年 に 「 ボ ラ ン テ イ ア い ぶ き 」 の結成 に 至 っ た 。 地域型 ミ ニ デイ サ ー ピ ス 、 テ レ ク ラ 出

宿反対運動、 一人暮 ら し の方 を 対象 と し た 「誕生会」 、 「 ジ ュ ニ ア 防災チ ー ム 」 な どの 地域
活動 を 通 し て 、 「福祉、 子 育 て 、 交流」 の ま ち づ く り を 行政 と 一緒 に な っ て 推進す る 活動
を 今 日 も 継続 し て い る o (丸川征四郎)

NPO法人市民活動セ ン タ ー神戸理事長 (元震災 ・ 活動記録室代表) 実吉 威
銀行 員 を 辞め 震災 直 後 に 神 戸 入 り 、 地元NGO救援連絡会議 の 「震災 ・ 活 動 記録室」 を

担当後、 1998年 に は 「震災 し み ん情報室」 と し てNPOの 中 間支援活動へ と 一歩踏み 出 す。

震災 5 年 目 に は市民活動 の サ ポ ー ト セ ン タ ー と し て の機能充実 を め ざ し 現在 の 名称に変 え 、

通称KEC (Kobe Empowerment Center) と し た 。 空 き 家 に な っ て い た 4 階建 て の ピル に 引 っ

越 し て 「 み み ず く 会館」 と し て市民活動 団体の活動 の場 に も 提供 し た 。 県 内 の 市民活動団

体名鑑 を 3 度編集発行 し 、 NPOの情報面 で の 中 間支援や調査研究、 行政 と の 協働事業の ほ

か、 被災地市民活動の ネ ッ ト ワ ー ク 組織の事務局 を ヲ | き 受け る o 2005年 に は有 限会社 「み

みず く 舎J を 設立 、 本格的 な 市民活動交流セ ン タ ー を 元 町本通の 1 階 に 開 い た 。 (松本誠)

Do Something 

ア ー ト ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー神戸代表 島 田

ア } ト ・ エ イ ド ・ 神戸 の 立 ち 上 げ

震災査後の 1995年 2 月 18 日 、 高速道路 も 、 ピ ル も 、 港湾 も 、 住居 も 崩壊 し 、 焼 き 尽

く さ れ、 一人一人の生活 も 壊滅状態の な かで、 私 た ち は 丈化の復興 を 目 指 し て 、 こ の
運動 を 始め た 。 き っ か け は音楽家や美術家が 「 自 分た ち に 出 来 る こ と は な い か ? J と
感 じ 、 そ う し た戸が私 に届 い て き た こ と に始 ま り ま す。

名 称 は 神戸 の 文化は 自 分 た ち の 手で守 る と い う 決意 と 、 芸術家 自 身 も 神戸 の毎興の

た め に力 を 結集 す る と い う 願い を こ め ま し た 。

こ こ か ら 様 々 な 成 果 が生 ま れ、 北海道か ら 九州 ま で、 あ る い は 電波 に の っ て 世界 に
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発信 さ れ ま し た 。 総事業費 は 8 千万円 を 趨 え 、 そ の 半分は文化活動支援 の た め助成 さ

れ ま し た 。 全 く の 草の根基金 と し て は 画期 的 な こ と です 。

音楽、 美術、 演劇 、 詩 や小説、 映像な ど様々 な ア ー ト が困難 に あ る 人々 を 力 づ け 、

笑顔や生 き る 力 を 与 え る 姿 を 見 ま し た。 い や 、 じ つ は ア ー テ イ ス ト 自 身が生 き る 力 を

与 え ら れ、 自 分の表現 を 見つ め 直 し 、 生 き 方 を 伺 い 直 し た の です。

ア ー ト ・ サ ボ } ト セ ン タ ー神戸 (ASK) の 誕生

ア ー ト の力 で、 神戸 と い う 街 を も っ と 豊か に 、 生 き f主 き と 暮 ら し て行 け る 街 に し た
い 。 こ の 世の 中 を す こ し で も 変 え て い く 力 に な り た い と 思い 、 2000年 に 北野 に ギ ャ ラ
リ ー 島 田 と ASK を 設立 し ま し た 。

私 は 、 脳脊髄神経鞘腫 と い う 難病で脳の手術 を 受 け 、 さ ら に震災の洗礼 を 受 け る こ
と に よ っ て 「生 き て い る 」 と い う よ り は 「生か さ れて い る 」 と い う 気持 ち の ほ う が強

く な っ て き ま し た 。

今、 目 指 し て い る の は ア ー テ イ ス ト を 支援 し 、 知 的交流拠点 と し て 新 し い文化 を 作

り だ し て い く 触媒の機能 を 演 じ る こ と です 。 兵庫県で も 県立美術館がオ ー プ ン し 、 西

宮 に立 派 な 芸術文化セ ン タ ー が開館す る かた わ ら 、 美術館や劇場、 音楽 ホ ー ル の 危機
が伝え ら れ ま す。 ア ー ト こ そ が都市の イ ン フ ラ で な け れ ばな ら な い と い う 信念 と 、 ア ー

ト に は 社会 を 、 人 を 変 え て い く 力 があ る と 信 じ て 'Do SomethingJ を 黙々 と 重 ね て
い き ま す。

JC真陽地区防災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ 本部長 正賀 伸

震災以前か ら 、 真陽ふれあ い の ま ち づ く り 協議会委員 長 を は じ め 数多 く の ま ち の組織の
役員 と し て 、 福祉な どの活動 を 中心 に コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り を 進め て き た。 そ し て 、 こ う し

た取 り 組 み が、 震災時の避難所の運常 や 、 消火活動 に 大 き な力 を 発掘 し た 。 震災後 も 、 神
戸市か ら モ デル 地 区 に 指定 さ れ た真陽地区防災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ の本部長 と し て 、 神戸市

に お い て 先駆 け と な る 住民主体で の 訪災 活動 の取 り 組み に 寄与 し 、 同 防災福祉 コ ミ ュ ニ

テ ィ は 、 2 度 に わ た っ て 防 災 ま ち づ く り 大賞 を 受賞、 優 良事例 と し て そ の レ ベ ル の 高 さ が
認め ら れて い る O ま た 、 個 人 と し て も 県か ら {憂良 自 主防災組織個 人 の 部 を 受賞 。 (沖村孝)

美術家、 NPO法人C . A . P . (芸術 と 計画会議)代表 杉山 知子

大学在学 中 か ら そ の感性あ ふ れ る 美術作品 は 高 く 評価 さ れ、 現在 は神戸市 中 央 区 の i日居
留 地 に ア ト リ エ を 構 え 、 様々 な 表現活動や講演会 を 続け る 。 1994年秋 に 、 関 西 の 中 堅実稿
作 家 た ち と 様々 な 芸術 を 社 会 に 浸 透 さ せ る こ と を 主眼 と し た ネ ッ ト ワ ー ク C . A . P . を 発足

さ せた が、 そ の 車後 に 震災 に遭 い 、 在後 に ' 1日居留地 ミ ュ ー ジ ア ム 構想、」 を 提案 し 、 そ の
後、 !日居留 地 を 中 心 に 活動 を 行 う o 1999年秋か ら 神戸 ・ 北野異人館衛 に ほ ど近い 旧神戸移
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住 セ ン タ ー を 借 り 受 け 'CAP HOUSE プ ロ ジ ェ ク ト 」 と 名付 け た ア ー ト ス ペ ー ス を 開設
し た 。 以後様々 な イ ベ ン ト を 打 ち 、 丈化復興のユ ニ ー ク な 芽 と な っ た。 (端信行)

民団 「道化座」 主宰 須永 克彦
1950年 に創立 さ れた劇団 「道化座」 の代表。 阪神 ・ 淡路大震災で神戸市灘区 に あ っ た ス

タ ジ オ を 焼失 し 、 跡地 は 防災公園 に 指定 さ れ た 。 震災直後 に は大阪 に仮事務所 を 設 け て 活

動 を 続 け 、 同年12月 に は 同 じ 灘区 内 に 再建 し 落成公演 を 実現 し た 。 そ の後、 震災体験 に も

と づ く 創作劇く生 き る 〉 シ リ ー ズ を 劇作 ・ 演出 ・ 出演 し 、 全12作 を 上演完遂 し た 。 そ の 中

の 1 作 ' 0 号発刊 す」 は 、 震災直後 に新 聞 を発刊 し た 地元新聞社 を 題材 に描 い た作品で、

震災 3 周年 に は東京で も 公演、 震災で被災 し た多 く の 人 び と に希望 と 勇気 を 与 え た と し て

数々 の 設 に 輝い た 。 (端信行)

最後の 一人

愛知学院大学法科大学院教授、 神戸大学名誉教授 芹 田 健太郎

1 月 17 日 は神戸大学大学 院 国 際協力研究科長 と し て 迎 え た 。 部局長 と し て の最初 の
仕事は私の部局 の大学院生 ・ 教職員 の安否確認で あ っ た 。 教職員 の安否確 認 は比較的

簡単であ っ た 。 し か し 、 院生の確認 に は手間取っ た 。 最後の 院生の安否確 認 の た め 、

危 険 を 冒 す 決 断 を し て 、 出入 り 禁止 の 崩 れ た マ ン シ ョ ン に 職員 を 派遣 し た 。 安否が確

認 さ れた と き は本当 に ほ っ と し た 。 冷 た い に ぎ り め し で、 文部省派遣 の 外 国 出 張 は 放

棄 し て部局長会議 の 一 員 と し て全学 の 問 題処理 に も 当 た っ た 。
幸い に 自 家用 車が無事だ っ た の で 、 停電で手 間 し の給油で 、 何 カ 所か 回 り 、 満 タ ン

に し て 交通手段 は確保 し た 。 午前 は 、 妻 と も ど も 、 買 い 出 し に 出 か け 、 指定外の避難

場所 に い る 人び と の も と へ通 う こ と が多 か っ た 。 2 月 に入 る と 、 兵庫県が事務局 を し

た外国人県民復興会議の 呼びか け 人 を 務 め 、 2 月 17 日 の 第 1 回会議で は そ の座長 と し

て県公館会議室 に 臨 ん だ。 知事、 神戸市助役 の ほ か在 関 西 の各国総領事や 屈 の大阪大
使、 外 国 人 団体、 民 間 団体、 NGO、 有識者 の 熱 の こ も っ た発 言 の 数 々 を 聴 き な が ら 、
被災 し た 一 人 ひ と り に対す る 思 い や り や 、 こ の 「 ま ち J に対す る 愛着 の 深 さ を かみ し j 

め た 。

映像 は 、 残 っ た ひ と り の 救 出 劇 や 、 避難 し た 一人 ひ と り に耳 を 傾 け て い る 様子 を 映

し 出 し て い た。 皆 リ ュ ッ ク を 背負 い 、 運動靴で歩 き 、 お互い見知 ら ぬ人 も 挨拶 を 交わ し 、
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パ ス で は 譲 り 合っ た。 後 に震災ユ ー ト ピ ア と い わ れ た が、 ま ち も ひ と も 、 温かだ、 っ た 。

私 は決定的 に 思 っ た 。 こ れ ま での社会の 目 標で あ っ た 「最大多数の最大幸福」 は 間
違 い で あ り 、 本当 は 100人 中 の99人で は な く 、 残 っ た 「最後の 一人」 の 、 小 さ な 人が
仕合わせ な ら すべ て の 人が仕合わせ に な る の だ 、 と O そ し て 、 こ の考 え 方が私 の 心 を

と ら え て高佐 さ な い 。

兵庫県立舞子高等学校 諏 訪 清二
勤務校 に 全 留 で初 め て 設遣 さ れた環境防災科 に お い て 、 専門教育 と し て の 「新た な 防災

教育J の カ リ キ ュ ラ ム 編成 で 中心 的 な 役割 を 果 た し た。 と く に 、 高校生の 参加型体験学習

と 多方面の ゲス ト ・ テ ィ ー チ ャ ー に よ る 指導方法 は ユ ニ ー ク で あ り 、 海外 と の 防災教育 の

交流 な ど、 高等学校 に お け る 防災教育 の モ デル と な っ て い る 。 防災教育 の 発展 を め ざ し て 、

行政 ・ 研究者 . NPO ・ 企業 ・ 市民 と の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を すす め 、 生徒 と と も に 「市民

中 心 の 防災」 を 追求 し 、 発信 し て い る o EARTH (震災 ・ 学校支援チ ー ム ) の メ ン バ ー と
し て も 活躍 し て き た 。 (桂正孝)

芦屋生活心理研究所長 高橋 哲
震災直後か ら 避難所で の ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を 開始。 そ の 後、 兵庫県‘ ス ク ー ル カ ウ ン セ

ラ ー ・ ス ー パ ー パ イ ザー 、 メ ン タ ルヘ ル ス ・ デ ィ レ ク タ ー と し て 、 「 心 の教育」 の研修や

メ ン タ ルヘ ル ス ・ サ ポ ー ト プ ロ グ ラ ム づ く り に指導的役割 を 果す 。 EARTH (震災 ・ 学校

支援チ ー ム ) の メ ン バ ー と し て 、 国 内外の災害現地へ派遣 さ れ、 支援 プ ロ ジ ェ ク ト づ く り

の 活動 で貢献。 ス マ ト ラ 沖大地震 で は 、 ス リ ラ ン カ 、 イ ン ド ネ シ ア ・ ア チ ェ に 赴 き 、 ト ラ

ウ マ ・ カ ウ ン セ リ ン グ ・ プ ロ ジ ェ ク ト に研修講師 と し て参画 し 、 現地 に 合 わ せ た プ ロ グ ラ

ム を 立案す る な ど、 メ ン タ ル ケ ア の コ ー デ イ ネ ー タ ー と し て 活躍 し て い る o (桂正孝)

社会福制 法人プロ ッ プ ・ ス テ ー シ ヨ ン理事長 竹 中 ナ ミ

障害者が誇 り を 持 っ て 働 く こ と の で き る 社会 を つ く ろ う と 社会福祉法 人 プ ロ ッ プ ・ ス

テ ー シ ョ ン を 立 ち 上げ、 コ ン ピ ュ ー タ ー と IT (情報通信技術) を 用 い て 「 チ ャ レ ン ジ ド ( 障

害者) を 納税者 に で き る 日 本 に」 の ス ロ ー ガ ン の下、 活動 し て い る 。
災害 に 強 い安心 な ま ち づ く り は 、 平時か ら のユ ニ バー サ ル ・ デザ イ ン の 社 会づ く り か ら

始 ま る と 、 神 戸 の 新生 を 目 指 し て 「 自 律移動支援 プ ロ ジ ェ ク ト 」 の 中 核 を 担 う な ど、 年齢 ・
性別 ・ 障害の有無 に かか わ ら ず、 すべ て の人が持て る 力 を 発揮で き る ユ ニ バー サ ル社会づ、

く り の旗手 を つ と め て い る 。 (松原一郎)
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兵庫県教職員組合執行委員長 (元同組合書記長) 田 治米 政美

自 宅全壊で学校 に避難 し 、 救援活動 に 従事。 被災校で不眠不休の避難所運営や毎!日活動、

生徒の安否確認や授業再開 に叡 り 組む教職員 を 支援す る た め に 、 教職員 団体の リ ー ダ ー と
し て 、 県 内外か ら 教職員 の 学校支援 ボ ラ ン テ イ ア 延べ11 ， 000人 を被災校 に 派遣 し た 。 自 転

車1 ， 000台、 簡 易 ガ ス コ ン ロ 2 ， 000台、 通学用 の デ イ パ ッ ク 40 ， 000恒 の贈呈、 「児童 ・ 生徒 ・
教職員 追悼式」 、 保護者 を 亡 く し た 生徒への 「 わ か ば奨学金」 制度 、 被災生徒の心の ケ ア

に あ た る 教育復興担 当 教員 の 配壁 、 「震災 ・ 学校支援 チ ー ム 」 の 創 設 な ど教育復興活動 を
先導 し 、 防災教育で は 「震災国際 シ ン ポ ジ ウ ム 」 を 主催 し 、 中 間 、 米 国 、 ト ル コ な ど と の

交流 を 推進 し て い る 。 (桂正孝)

淡路市立治屋中学校 (元北淡町立北淡束中学校) 田 中 大善

震災当時、 教職員 団体の専従役員 と し て 、 被災 し た教職員 に対す る 福利厚生面で の 支援

活動や県内外の教職員 ボ ラ ン テ イ ア の受入れ に従事。 さ ら に 震源近 く の 中学校で教育毎興

担当教員 に な り 、 被 災生徒の支援、 地域防災マ ニ ュ ア ルづ く り で の コ ー デ ィ ネ ー タ ー と し

て活動 し た 。 ま た 、 文部省 ( 当 時) の 防災教育副読本の編集 に も 参加 し、 さ ら に EARTH (震
災 ・ 学校支援チ ー ム ) の メ ン バー と し て 、 2000年の 北海道有珠 山 噴火、 2004年の新潟県中

越地震 で は 、 現地調査や学校支援活動 に 派遣 さ れた 。 県 内外の研修会 の 講 師 と し て も 活躍

し て い る o (桂正孝)

NPO法人 日 本災害救援ボ ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク 理事長 田 中 主念自百
大蔵省 を 退官後、 震災直後 に 生 ま れ た 西宮 ボ ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク の活動 に 参加。 1996
に 名 称 を 「 日 本災害救援 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク J (NVNAD) と 改 め 、 震 災 の 教訓

を 語 り 継 ぎ 、 減災 ・ 防災、 災害救援 を 行 う 団体 と し て 再 出 発 し 、 1999年 に は 兵産県 内 の

NPO法人第 1 号の 理事長 に就任 し た 。 日 本海重油流出事故災害で は 、 阪神 間 か ら 無料パス

で ボ ラ ン テ イ ア の送迎 を 行 う な ど後方か ら 被災地 を 支援。 ト ル コ 、 台湾地震の 支援活動 や 、

中越地震 で は 現地事務所 を 開設 し て生活支援 を 行 う 方、 被災地の特産 品 を 神戸で販売 し
て経済支援 に も 目 を 向 け た 。 災害救援 の ネ ッ ト ワ ー ク や地域防 災活動 の 普及へ講演、 研修
活動 を 全 国 で 進 め 、 全米災害救援ボ ラ ン テ ィ ア 機構 と も 友好 関係 を 持つ 。 (松本誠)

制大仮)好都市整備推進セ ン タ ー (出向) (元住宅 ・ 都市主主備公団関西支社震災復興事業本部住宅整備部住
宅整備課専門役)

田 中 貢

震災 に よ っ て最 も 深刻 な被害 を 受 け た密集住宅市街地 に お い て 、 狭小宅地 の集約化 に よ

る 共 同建 替 え 事業 を 組み 立 て 、 公団が施行 し た共 同 建替 え事業23地 区995戸 の う ち 13 地 区

の事業 を 実現 し た 。 田 中 さ ん は 、 敷地条件の た め に 自 己再建が困難 な 地権者 の グ ル ー プの
相談に の り 、 そ の親 身 な応対 に信頼 を 得 た 。 公団 の信用力 と 各種事業制度 を 駆使 し 、 地権
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者の負担軽減の た め補助金導入 を 図 り な が ら 、 一旦全面買収す る 型の等価交換事業 と し て
事業化 を 図 っ た 。 事業で、生 ま れた保留床 は公団の一般分譲住宅 と し て市場 に 供給 さ れ、 こ

れ以降の密集住 宅市街地整備 に お け る 共 同 建替 え 事業 の 一 つ の モ デル と な っ た 。 ( 鳴海邦

碩)

御蔵通五 ・ 六丁 目 ま ち づ く り 協議会会長、 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ヨ ン顧問 田 中 保三

長 田 区 で 自 動車部品の卸売業 を 営 ん で い た が、 震災で社屋が倒壊 し 焼 け 野原 に な っ た 中

で仮設事務所 を 建て て 再建 に 取 り 組 んで い た 。 被災地の支慢 に取 り 組む若者 た ち に魅せ ら

れ て 震災初期 に 工場 の 敷地 を 震災 ボ ラ ン テ ィ ア の “NGO村" に提供、 自 ら も 地域密着 型

の ま ち づ く り 支援 グ ル ー プ 「 ま ち ・ コ ミ 」 の顧問 と し て 一貫 し てユ ニ ー ク な 地域復興 の ま

ち づ く り に 取 り 組 ん で い る O 住民子づ く り の 共 同 再建住宅 「 み く ら 5 ( フ ァ イ ブ) J の 中

に 地域支援空間 「 プ ラ ザ 5 J を つ く っ た り 、 日 本海 に 面 し た 町か ら 古民家 を 解体移築 し て

自 治会館 を 建設す る な ど、 こ だ わ り の ま ち づ く り に徹す る O 随所で行政 と も ぶつ か り 合い
な が ら 進め て き た 活動 に2003年、 総務省 の 防災 ま ち づ く り 大賞最高賞が贈 ら れた 。 (松本誠)

IIHOE ( 人 と 組織 と 地球の た め の 圏 際研究所) 研究主幹 (元多文化共生 セ ン タ ー 代 表 、 現在 は 理事)

田 村 太郎

高校卒業後、 ア ジ ア 、 ヨ ー ロ ッ パ、 ア フ リ カ 、 南米 な ど を 旅 し 、 在 日 フ ィ リ ピ ン 人向 け

の レ ン タ ル ピ デ オ 百 に勤務 し て在 日 外国 人 の 課題 を 知 る O 震災直後 に外国人被災者へ情報

を 提供す る 「外間人地震情報セ ン タ ー」 の設立 に参加。 そ の 設 「多文化共生 セ ン タ ー J (後
に特定非営利活動法人) に 改組 し 1997年か ら 2004年 ま で代表 と し て活躍 し た 。 ま た神戸復

興勢や 被災者復興支援会議 E の メ ン バー と し て も 活動。 2004年 4 月 か ら I IHOE研究主幹 と

し て 、 NPOの マ ネ ー ジ メ ン ト サ ポ ー ト や 自 治体 ・ 企業 と の協働 を テ ー マ に 地域社会 を 変革

す る 仕組みづ く り に取 り 組 む 。 甲 南女子大、 大阪外大、 龍谷大学の非常勤講師 と し て 、 外
国 人や 少数者 に 視点 を お い た ボ ラ ン テ イ ア 論 や NGO、 市民活動論 も 講義 し て い る o (松本

誠)

(械URサ ポ ー ト 常務取締役 (元住宅 ・ 都市整備公団関凶支社都市再開発部市街地開発課長)

千葉 桂可
当 時公団 は 、 兵庫県下 に約4万6 ， 000戸 の住宅 を 有 し 、 被災入百者への 緊急対応 に あ た る

-方で、 仮設住宅建設や公共団体等の復興事業 を 強 力 に 支援 し た。 千葉 さ ん は 、 震災直後

か ら 、 3 学会合同 の建物被害実態調査 を 支援す る と と も に 、 公団復興事業本部が設立 さ れ

る ま で 、 公団支援 に よ る 公共団体初動期 の復興計画づ く り に お い て 中心的役割 を 担 っ た 。
特 に震災以前 か ら 公共団体の人眠、 都市情報 に精通 し て い た 関係 か ら 、 直 ち に神戸市 か ら
住宅市街地整備総合支援事業 に よ る 復興計画づ く り の 要請 を 受 け 、 大阪の ま ち づ く り コ ン
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サ ル タ ン ト を 総動員 、 組織化 し て超短期 間 で こ れ に応、 え た 。 並行 し て 西 宮 市 、 芦屋市、 尼

崎市 な どの初期段階復興づ く り に奔走 し た 。 (鳴海邦頭)

週末ボ ラ ン テ ィ ア代表 東保 健司

大企業 に勤め る サ ラ リ ー マ ン が集 ま っ た神戸地球環境研究会の メ ン バ ー で 救援活動 を 開

始、 出 勤再開 と と も に 土曜 日 を 活動 日 に 決め て避難所での炊 き 出 し を 続 け た 。 仮設住宅へ

対象が移 っ た こ ろ か ら 「お話 し伺 い ボ ラ ン テ イ ア 」 に切 り 替 え 10年 を 経 た 。 被災者へモ ノ

を 持 っ て い く の で は な く 、 被災者の心の解放や癒 し の た め に 誠心誠意聞 く 姿勢 に撤す る O
「一 回 だ け で も 、 初 め て で も 」 の 呼びかけで集 ま っ た老若男女が毎週末の 午後、 仮設住宅

か ら 復興住宅 を 回 る O 初 め て参加 し た 人 も 、 被災者 と 触れ る こ と で成長 し て い く O 自 身 は

週 ボ ラ の ほ か、 被災者の生活再建公的支援 を 求め る 運動や神戸空港 を め ぐ る 住民投票運動、

ミ ナ ト 神戸 を 守 る 会の運動 な ど ボ ラ ン テ ィ ア か ら 市民運動へ と 幅広 い 活動 。 (松本誠)

拐災教育の 同年 を 振 り 返 る

前富士常葉大学長、 兵庫教育大学名誉教授 徳: 山 明

あ の震災の直後、 ま だ余震の続 く 中 で 、 恐怖 と 不安 に 駆 ら れて 集 ま っ た 、 正然 自 失

の住民 を 前 に 、 避難所 と な っ た 学校の先生た ち は 人 々 の混乱 と 不安 を 鎮め 、 住民を グ

ル ー プ分 け し て避難所内組織 を 立 ち 上 げ、 互 い に 助 け合 う こ と を 教 え 、 住 民た ち を 自

立へ と 導 き 、 こ の事が復興への意欲 を 駆 り 立 て る こ と と な り ま し た 。 従来の 災害で は 、

災害援旧 と 言 え ば道路や ラ イ フ ラ イ ン の修窪等、 土木等の技術が主役で し た が、 阪神

淡路で は 、 壊滅的 な 被害 を 受 け た 人の社会 を どの よ う に復興 さ せ る かが最大の課題 と

な り 、 衝 に 当 る 人た ち の リ ー ダ ー シ ッ プや 、 臨機応変 に対応、で き る リ テ ラ シ ー と 、 何

よ り も そ の 人 間性の重要 さ が判 り ま し た 。 兵庫 の子 ど も た ち は 、 学校が避難所 と な り 、
授業が出 来 な く な り ま し た が、 そ の替 り に 、 命 の 大切 さ を 知 り 、 人 の 暖か さ を 感 じ 、

助 け合 い の 大切 さ を 学 び ま し た o ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 通 し 、 共 に 生 き る 素晴 ら し さ を j 
び ま し た 。 不幸 な 災害が、 日 常生活の 中 で忘れ ら れて い た 大切 な 事柄 を 呼び覚 ま し

て く れ ま し た 。 こ の経験か ら 、 兵庫の 防災教育で は 、 避難所運営 も 含め 、 緊急時 に 必

要 な 学校の 防災体制、 こ れか ら の 防災教育 で教 え る 内容、 そ し て 、 災害時 に 蒙 っ た心

の 傷 を 癒す手立 て の三 つ の柱で構成す る 事 と し ま し た 。
防災教育 で は 、 地震が何故起 こ る かの議論 よ り は 、 軟弱地盤 の 上 の都市部では ど の
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よ う な 被害が起 き 、 人 々 は どの よ う な 被害 を 蒙 る か、 そ し て そ の 混乱 を 防 ぐ に は ど う

す る か と 言 っ た 、 そ の地域討 会 に即 し た 具体的 な 内容が肝要であ り 、 ま た 、 緊急事態

に何 を すべ き か の 、 臨機応変 な対処の あ り 方 が大事 な の です。 こ の よ う に し て 防災 リ

テ ラ シ ー を 育 み 、 地域の 防災力 向上 を 図 る 事、 こ れ こ そ が今社 会 で 求 め ら れて い る
Capacity Bu出mg な の です 。 間災教育 は 安心安全社会 を 構築す る た め の 積極的前 向 き

な教育であ り 、 今の社会 に は不可欠 な こ と を 、 10年前の 阪神淡路大震災 が教 え て く れ
ま し た 。

佐野伊川谷病院長 (元六 甲 ア イ ラ ン ド病院副病院長) 内藤 秀宗

大震災時、 副 院長の要職 に あ っ た が人工透析治療 を 専 門 と し て い た こ と か ら 、 押 し寄せ
る 多数の傷病者の 治療が一段落 し た と き 、 当 時 、 ほ と ん ど無名 で あ っ た 「 ク ラ ッ シ ュ 症候

群」 が多数発症す る こ と を 予見 し 、 そ の危 険性、 緊急人工透析治療の必要性 を 広 く 医療機
関 に 向 け て ア ナ ウ ン ス し た 。 同 時 に 、 六 甲 ア イ ラ ン ド病院 を ハ ブ施設 と し て24時間体制で
受 け入れ、 海路や空路で大阪市内 の高機能病院へ搬送す る ト ラ ン ジ ッ ト ホ ス ピ タ ル計画 を
震災i直後の混乱の 中 で実現 さ せ た 。 ま た 、 人工透析 は芹 う に 及 ばず病院診療 に 欠 かせ な い
「水」 の確保 に 海水淡水化装置 を横須賀 か ら 東名高速道路経 由 で導入 し た 。 車庁新 な ア イ デ イ
ア と 力 強い実行力 で多 く の傷病者 を 救命 し た 。 (丸J 1 1征四郎)

兵庫県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー長 (元神戸大学医学部精神神経科教授) 中 井 久夫

震災発生後、 被災地域 の 医療 ニ ー ズが減少す る な かで 、 被災者が抱 え る 「 こ こ ろ 」 の傷
が解消 さ れて い な い こ と か ら 、 長期的 に メ ン タ ルヘ ル ス ケ ア を 行 う シ ス テ ム の必要性 を 説

き 、 折 り し も 整備 さ れ た 阪神 ・ 淡路大震災復興基金 を 財源 と し た 「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー J

の設置 に尽力 し 、 2004年 4 月 セ ン タ ー 長 に就任 し た 。 以降、 災害の被災者や 救援者 だ け で

は な く 、 事件、 事故、 犯罪被害、 虐待 な ど様々 な状況での 「 こ こ ろ の ケ ア 」 に も 支援の輪

を 広 げ、 さ ら に は 台湾の 地震被災な ど海外へ の助言 を 行 な う な ど 、 こ の領域で指導的 な 立
場で活躍 し て い る o ( 丸 ) 1 1 征四郎)

兵庫区松本地亙 ま ち づ く り 協議会会長 中 島 克元
震災復興都 市計画事業地区 (黒地地誌) に お け る 11'1'民 ま ち づ く り 活動 の リ ー ダ ー の一人で、

毎興土地区画整理事業が施行 さ れた 兵庫 区松本地 区 の ま ち づ く り 協議会会長 を 務め る 。 震

災前か ら 獣医 を 開業 し て い た が、 震災時 白 宅が焼失 し 、 火災保検の請求運動か ら 、 復興 ま
ち づ く り 活動 に取 り 組む こ と に な っ た 。 各 ま ち づ く り 協議会の連合体で あ る 神戸 ま ち づ く

り 協議会連合会の事務局 長 と し て ま ち づ く り 協議会活動 の 中 心 的 な 役割 を 果 た し て い る O

(小林郁雄)
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兵庫県立大学教授、 県立人 と 自 然の博物館副館長 中 瀬 勲
震災後、 有志 に 呼びか け て 臼 本造歯学会の公園緑地被災調査 を 指揮 し 、 被災建物調査 (建

築学会 ・ 都市計画学会が主導) に並ぶ直後の被災地の地域実態把握 に 重要 な 成果 を 残 し た 。
ま た 、 ひ ょ う ごグ リ ー ン ネ ッ ト と 並 ん で色、 被災地の緑花活動 の 中核 を 担 っ た 「 ラ ン ド ス ケ ー

プ復興支援会議 ( 阪神 グ リ ー ン ネ ッ ト ) J や神戸市命民 な ど に よ る 「花み ど り 市 民 ネ ッ ト ワ ー
ク J の代表な ど を 務 め 、 被災市指地の 緑花再生活動の 中 心 と な っ て い る o (小林郁雄)

神戸市立歌敷山中学校教頭 (元神戸市立鷹取中学校) 中溝 茂雄

2 ， 500人 を 超 え る 避難住民 を 受 け入れ、 最大規模 の避難所 と な っ た鷹取 中 学校で、 避難
所運営の 中 核 的役割 を 担 っ た 。 避難者 の 自 立支援 ・ ボ ラ ン テ ィ ア 受け入れ、 ネ ッ ト ワ ー ク

づ く り な ど、 被災地 か ら の教訓 、 ノ ウ ハ ウ を 発信 し て き た 。 兵庫県教委訪災教育専 門推進

員 、 神戸 市教委指導主事 と し て 、 震災の記録集 や 防 災教育副読本づ く り 、 「新 た な 防災教育J
の構築、 他府県か ら の視察 ・ 研修 ・ 修学旅行生受入れの た め の 「震災学習交流セ ン タ ー 」

設立 に も かか わ っ た 。 中 学 生 に よ る 「防災 ジ ュ ニ ア チ ー ム 」 な ど、 中高校生 の ボ ラ ン テ イ

ア 活動 や震災体験 を い か し た福祉教育の 推進 に も 取 り 組 んで き た 。 (桂正孝)

何が壊 れて も 、 こ こ ろ は壊 れ 患 い社会 を

NPO法人 コ ミ ュ ニ テ イ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー神戸理事長 中 村 順子

強烈 な 破壊の体験は 多 く の 人 々 に予期せぬ影響 を お よ ぼ し ま し た 。
地震後 に 落 ち 込み が激 し く 、 こ こ ろ を 壊 し 生命 ま で断絶 し て し ま っ た 人 、 一方、 復

興への 活動 に 果敢 に 立 ち 向 か っ て い っ た 人 な ど、 南極の 簡 に は 100万 に 及 ぶ被災者 の

数だ け濃淡の 人生があ り ま し た 。 物理的 な 破壊 と と も に 社会活動 も す断 さ れ、 し ご と
や 暮 ら し が激変 し ま し た が、 復興 を 推 し 進め て き た 源泉 は 、 大勢の前向 き な 自 立心や

連帯感で は な か っ た か と 思 い ま す。 つ ま り 個人の こ こ ろ と 社会が響 き あ い作用 す る こ

と に よ っ て 明 日 への 英気が涌 き 、 い き い き し た地域社会 を 取 り 民す こ と がで き た の で
は な い か と 思 う の です。

私 は 、 マ グ ニ チ ュ ー ド7 . 3の 巨大エ ネ ル ギー に 突 き 動か さ れ る よ う に 、 友 人 ら と 救

援組織 を 立 ち 上げ復興 を 自 分の生活 に取 り 込み 、 現在 も そ の延長総上 に い ま す。 救援
の 先 々 で の 「 あ り が と う 」 の言葉 を 筆頭、 に 、 こ の 10年 間 、 他者 と の こ こ ろ の 交流 は 、
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い ま ま で生 き て き た 時 間 内 でぽ倒 的 な ;量 と 高度 な 内容があ り ま し た 。 お 陰で どの よ う
な 激務 も 困難 も 、 い つ も 前向 き に チ ャ レ ン ジ で き る 活力 を 内 に備 え る こ と がで き ま し

た 。 こ れは 自 分 を 認め る 他者 と の 関係がで き 、 こ こ ろ の健全 を 享受 し 保つ こ と がで き
た か ら に 他 な り ま せ ん。

「あ な た が い て 嬉 し か っ た 、 助 か っ た 、 あ り が と う J と い っ た 患 い や り を 素査 に伝
え 受 け 止 め 、 感謝 と æ、援で互い が元気付 け合 う こ と の で き る 、 い わ ば こ こ ろ の健全性

が 自 由 に発揮 で き る 社会 は何が壊れて も つ ぶ さ れ な い社会であ る と 実感 し て い ま す。

人 と 人が、 地域活動 ・ 趣味 ・ サ ー ク ル ・ 仕事 な どで幾重 に も つ な が り 重 な り 合 う こ

と が可 能 な 社 会 シ ス テ ム を 、 民 - 官が不l艇 に努力 し 実態 を 積 み 上 げて い く こ と が壊れ

な い社会 に つ な が っ て い く こ と を 、 私 た ち は 学 び ま し た 。

(鮒パ ソ ナ代表取締役グルー プ代表兼社長 (元同社代表取締役社長) 南音B 靖J之

震災直後、 か ら 留 の 人材派遣業規制 と 時 に対決 し つ つ も 、 人材紹介事業 に よ っ て被災地

の経済復興 を 支 え た 。 翌1996年 に は西武百貨庖が撤退 し た 蔀業 ピ ル に 、 「神戸 ハ ー パ ー サ ー

カ ス 」 を オ ー プ ン し 、 そ の 中 の 「ー坪 シ ョ ッ プ」 で は被災 し た 商 ら に小 規模の屈 を 出

し て も ら う な ど雇用 創 出 に 努 め た 。 同年パ ソ ナ 本社 を 神戸市 に 移転 し 、 水 上 レ ス ト ラ ン や
神戸 ド ー ム な ど 5 つ の事業 も 畏開 。 (林敏彦)

三 ツ 星ベル ト 淋間表取締役社長 西河 紀男

三 ツ 星ベ ル ト が位呈 し て い た 長 田 区真野地 区 は 、 板神 ・ 淡路大震災時 に 火災が発生 し た 。

こ の 火災 に 対 し て 会社 の 自 衛消 防隊が出動、 地 区 の 住民 と と も に 消火活動 を 行 う こ と に よ
り 、 火災の拡大 を 紡い だ。 地!玄 と の交流 を 大切 に す る 同氏の リ ー ダー シ ッ プの も と に 、 企

業が地区 の社会貢献 に 果 た す代表的 な事例 と し て 高 く 評価 さ れて い る o ( 沖村孝)

共感の共同体 を 目 指 し て

NPO 法人神戸 ま ち づ く り 研究所理事 ・ 事務局長 野崎 臨一

卒業 と 向 時 に 東京 の デベ ロ ッ パ ー に就職 し 、 沿線の都市開発や 団地計画 に 関 わ る と
と も に 、 1960年代後半の社会変動 の渦 の 中 で建築家の仲 間違 と 20代 を 過 ご し ま し た 。
関 西 に戻 っ て か ら の20年 は 、 社会 と の つ な が り の 希薄 な 中 で会社人 間 に な り き り 、 趣
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味 と 子育 て に縄没 し て 過 ご し た よ う に 思 い ま す。

束j難民 の 白 宅 マ ン シ ョ ン で震 災 に 遭遇 し 、 知 人 の 安否確認 に 奔走、 そ の後、 関西建

築家 ボ ラ ン テ イ ア の活動 に参加 し 、 土 日 の休み を利用 し て応急危険度判 定 に 駆 け 回 り

ま し た 。 2 月 に は 魚崎小学校避難所の リ ー ダ ー を し て い た友 人 の 要請で、魚崎 を 中心 と

す る 白 地地域の復興 に 関 わ る こ と に な り 、 4 月 に な り 会社で仕事 を し て い て も 胸 の ざ

わ つ き が収 ま ら ず、 20年以上勤 め た 親の経営す る 建材貿易商社 を 退職 し ま し た 。 20代
の 頃 の 時代 と と も に生 き て い る と い う 実感 を 再 び獲得で き る の で は と い う 期待が大 き

か っ た の だ と 思 い ま す。

被災地 で は 、 デベ ロ ッ パ 一 時代 の 知識 を 思 い 出 し な が ら 、 建築家 ボ ラ ン テ ィ ア の仲

間違 と 手探 り でマ ン シ ョ ン 再建、 住宅の 共 同 化 な どの復興 プ ロ ジ ェ ク ト を 支援 し て き

ま し た 。 魚崎で は不発に終わ り ま し た が、 住吉 (東灘 区 ) 、 月 見 山 (須磨区 ) な どで住

民主体の ま ち づ く り が離陸 し 、 に 活動 を 続け て い ま す。 ま た、 新 し い 住 ま い 方 で

あ る コ レ ク テ イ ブ ・ ハ ウ ス に つ い て も 企画 か ら 事業化 ま で を 行 い 民 間 で の 事例 を つ く

る こ と がで き ま し た 。
今、 復興の 10年 を 振 り 返 っ て 、 20代の 頃の想い と の つ な が り を 強 く 意識 し ま す。 そ

れ は 、 共同体 ( コ ミ ュ ニ テ ィ ) への想いです。 共同体に も 地域、 会社、 団 体 な ど基盤

に す る も の に よ り い ろ い ろ あ り ま すが、 共 向利益 を 媒介 に す る も の が多 い と 感 じ て い

ま す。 共 同 体そ の も の を 手放 し で評価す る 風潮があ り ま す が、 一方で 自 己 間衛 的 で 閉
鎖 的 な マ イ ナ ス の 側 面 を 持 っ て い る こ と も 事実です。 他所者で も 外国人 で も 区別 を し

! い 、 関 か れた 、 よ り 人 間 に根 ざ し た 「共感の 共同 体」 と も い う べ き も の を 青臭い 私

I t土今 も 夢克続 け て い ま す。

日 本テ レマ ン協会代表 ・ 音楽主主静 延原 武春
阪神 ・ 淡路大震 災 の 直設か ら 、 「 こ う い う 時 こ そ被災者 に 生 き る 支 え がい る は ず。 音楽

家 と し て役 に 立 ち た い」 と 、 神戸市民文化振興財 団 や 兵庫県丈化協 会 に 無料の 出 前 コ ン サ ー
ト を 申 し 出 、 テ レ マ ン 室 内管弦楽団 に よ る 被災地で は じ め て の ク ラ シ ッ ク 演奏 会 を 実現す
る と と も に 、 約 7 カ 月 に わ た っ て 各 地 を ま わ る 慰問 コ ン サ ー ト を 続 け た 。 2005年 1 月 17 日

に は大震災10周 年 を 記念す る メ モ リ ア ル コ ン サ ー ト に招 かれ、 思 い を 新 た に バ ロ ッ ク の 名

曲 や 日 本 の 歌 詞 の演奏 を 指揮 し た 。 本 人 は 指指者で あ る と と も に オ ー ボエ 奏者 で も あ る O

(端信行)

関両国際大学大学院教授 (足武庫川女子大学教授) 馬殿 曜子

震災当 時、 兵庫県臨床心理士会副会長 と し て 、 未曾有 の圧倒 的 な 体験 に 苦悩 し な が ら 、
みずか ら の心の 中 に起 こ っ て い る ス ト レ ス や ト ラ ウ マ は 、 被災者 だれ に も 起 こ り う る と 認
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し 、 手探 り 状態 で避難所訪問 を 中心 と し た心の ケ ア に 従事。 さ ら に 、 兵庫 県被災者復興

支援会議の メ ン バ ー と し て 、 仮設住宅 を 訪 問 し な が ら 、 被災者 の 要請 を 行 政 に つ な ぐ役割
も 担 っ た 。 ま た 、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー の コ ー デ イ ネ ー タ ー と し て活躍 し 、 そ の体験 を 県

教育委員 会 の 防 災教育検証委員 会や避難所の学校で被災者の最前線に い る 教職員 の研修 に
反映 さ せ た 。 震災復興10年総括検証事業で は 、 心の ケ ア 部 門 を 担当 し 報告 し た 。 (桂正孝)

NPO法人玉川 ま ち づ く り ハ ウ ス代夫 林 泰義

震災後、 以前か ら 関係深い長田 区真野地区 の ま ち づ く り 救援 に い ち 早 く \/. ち 上 が り 、 そ

れ ら を ベ ー ス に HAR基金活動 (都市計画 関係者 な どの 個 人 を ベ ー ス に し た 市民 ま ち づ く

り の多 方面 に わ た る 支援基金、 日 本青年会議所の 市民 ま ち づ く り 前回 の特別基金 と し て 運
営) や都市計画学会活動 な どで被災地 ま ち づ く り 支援 を 続 け た 。 自 ら も 震災後毎月 と い う

ほ ど頻繁 に神戸 を 訪れ、 真野 ピ ル ダ ー ズ ヤ ー ド (矢野 ト ン プー さ ん が リ ー ダ ー ) や御蔵地

区 ま ち づ く り な ど に 尽力 し た 。 (小林郁雄)

株)エ フ エム わ い わ い代表取締役 日 比野 純一

ユ ー ゴス ラ ピ ア 紛争 を 取材 し よ う と 8 年間勤め た薪聞社 を 辞 め た 度後 に 震災が起 き 、 東
京 の 自 宅の テ レ ビ で見 た ベ ト ナ ム 難民の疲れ き っ た様子 に心が痛 ん だ。 ボ ラ ン テ イ ア に訪

れ た 長 田 互 の南駒栄公園 で は 、 テ ン ト 村で言葉の壁か ら く る 被災住民 間 士 の 対立 を 日 の 当

た り に し た 。 間 も な く カ ト リ ッ ク 薦取教会で 多言語の ミ ニ FM放送局 を 開局 。 日 本語 と ベ
ト ナ ム 語 な どで震災関連や生活情報 を 伝 え た 。 1995主ミ 7 月 に は在 日 コ リ ア ン が立 ち ヒげた

韓 国 ・ 朝鮮語 と 日 本語のFM局 と 合併 し 、 9 つ の 言語で放送す る コ ミ ュ ニ テ ィ 放送局 fFM

わ い わ い」 へ と 発展 さ せた 。 コ ン ピ ュ ー タ ー や ピ デ オ を 活用 す る ツ ー ル ・ ド ・ コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン も 設立 、 新 し い市民メ デ ィ ア 像 を 描 き な が ら 、 長 田 涯 を 拠点 に 多文化 ・ 多民族社会

の ま ち づ く り を め ざす。 (松本誠)

神戸大宇発達科学部教授 平 山 洋介
「六 甲 地区住宅復興支援チ ー ム J の 活動 と し て住宅再建相談活動 に従事す る と と も に 、 震

災復興都市計画 ・ 六 甲 道駅南市街地再開発事業地区 に お け る 住民提案、 狭小宅地の借家権
者の共 同住宅再建 な ど に工夫 し た浜 田 町 プ ロ ジ ェ ク ト な ど、 地元 ・ 六 甲 地 区 で の住宅復興

を 支援 し 、 あ わせ て 六 甲 地区の 定点観測 な ど を 続 け 、 復興に よ る 市街地の 変化 を 的権 に と

ら え る 発言 を 早 い 時期 か ら 行 っ て い る 。 現場の実態認識か ら 、 多様性 に 欠 く 震災毎興住宅

政策 に疑問 を 投 げ か け 、 復興住宅政策 に 多 く の提言 を 続け て い る o (鳴海邦碩)

東京大学大学院情報学環 学際情報学府教授 麿井 筒
日 本人 の 情報行動や 災害情報の研究の 第一人者で と し て活躍。 内 閣府や文部科学省 の地
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震災害防止 の た め の 各種委員 会で活躍す る 一方、 板神 ・ 淡路大震災の復旧 ・ 復興 に 関 し で
も 、 兵庫県 の 震災対策 国 際総合検証で 国 内検証委員 と し て 「災害時 に お け る マ ス コ ミ の役
割 に 関 す る 課題 と あ り 方」 を と り ま と め る な ど、 訪災、 減災、 教書11 の 蓄積 に 関 し て積極的

に発言 し 、 大 き な 貢献 を 果 た し た 。 (沖村孝)

酵)t に 込 め た 想 � )

俳優、 NPO 法人阪神淡路大震災 1 . 17希望の灯 り 代表 堀 内 正美

阪神淡路大震災 で は 、 F震災死』 と し て認定 さ れた6 ， 434人の ほ か に も 、 「震災 を 遠因J

と し て 多 く の 方 々 が亡 く な ら れ ま し た 。 そ し て被災地の公園 や倍角 ・ 学校 な ど に は 、
数多 く の 「慰霊碑 r追悼碑」 がつ く ら れ ま し た 。 こ れ ら は 、 奪 わ れ た 多 く の い の ち

を 111国人 の死J と し て で は な く 「み ん な の 死J と し て 受け止め た 、 被災地の 人 々 の ご

く 自 然 な 営みで し た 。 私 た ち は こ れ ら の碑 を 「震災 モ ニ ユ メ ン ト J と 名付 け 、 そ の所
在地 を 記 し た地図 「震災モ ニ ユ メ ン ト マ ッ プ」 を 1999年 1 月 17 日 に発行 し ま し た。 こ

の マ ッ プ。 を 使 っ て モ ニ ユ メ ン ト を 巡 り 多 く 「震災モ ニ ュ メ ン ト 交流 ウ オ ー ク J も 始 ま

り 、 そ れ ら の活動 を 通 じ て数多 く の ご遺族 と の 出 会い があ り ま し た 。 200 1 年 1 月 17 B

に は 、 こ の活動 に携わ っ て き た ご遺族 ・ ボ ラ ン テ ィ ア ・ 神戸市職員 が 中 心 と な り 、 神

戸 ・ 三 宮 の 東遊 園地 に あ る 「慰霊 と 復興 の モ ニ ュ メ ン ト J ゾー ン に r 1 . 17希望の灯 り J

を 建立 し ま し た 。 そ こ に は 、 被災10市10町 を 巡 っ て 運 ん だ種火 と 47都道府県 か ら 寄せ

ら れた 種火 を 一つ に し て 点灯 し ま し た 。 そ し て 、 碑文 に は被災 さ れた 方 々 の 声 を 織 り

込み ま し た 。 こ う し て r 1 . 17希望 の灯 り J は 、 被 災 し た私 た ち の精神 的 な 拠 り 所 と

な り 、 非被災地か ら も 数多 く の 方 々 が訪れ る 癒 し の場 と な っ た の です 。

1 . 1 7希望の灯 り

1 995年 l 月 1 7 日 午前 5 時46分

阪神淡路大震災

震災が奪 っ た も の

命 仕事 同欝 街並み 思い 出
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… た っ た 一秒先が予知 出 来 な い 人 間 の 眼界…

震災が残 し て く れた も の

や さ し さ 思 い や り 幹 仲 間

こ の灯 り は

奪 わ れ た

すべて の い の ち と

生 き 残 っ た

わ た し た ち の思 い を

む す びつ な ぐ

凶宮市安井地区 ま ち づ く り 協議会会長 前 田 栄一

地区再生の た め の面的公共整備事業が行 わ れ な い地区 ( 白 地地区) で も 震災復興が必 要 な
と こ ろ は数多 い 。 そ う し た地 区 で 、 地区計画 な ど に よ る 整序 型の ま ち づ く り に よ っ て街の

再生 を め ざす地 区 が、 特 に 西宮市 に お い て 多 く 見 ら れ る O そ の真理! 地 区 であ る 西宮市安井

地区で1995年1 1 月 29 日 に 設立 さ れた ま ち づ く り 協議会会長 を 長本信頼 さ ん か ら 引 き 継い だ。

都市計画道路の 山手幹線が未通で あ っ た部分の整備 も 含め て 、 震災後の共 同 建替の促進、

無秩序 な 高層 マ ン シ ョ ン 建設の抑制、 地 区の緑化活動 な ど、 ま ち づ く り の リ ー ダー で あ る O

(小林郁雄)

私的 な つ ぶや き と し て

神戸商工会議所名誉会頭 (元株式会社神戸製鋼所社長) 牧 冬彦

平成 7 年 l 月 17 目 、 そ の 時私 は72歳、 戦 中 派 と 呼ばれた我々 世代 は 、 社会人 と し て

の抑々 の 出 発点 が、 ロ シ ヤ 大陸の奥深い凍土 の 中 で惨死す る こ と か ら わ ず か に免 れ え

た と い う 事情 に よ っ て 、 常 に或 る 因縁 と で も い う べ き 観念 に 支配 さ れ ざる を え な か っ

た 。 人生の第 2 の ス テ ッ プ は わが身 の大患 で あ る O 結核患者 と し て血 の匂 い の漂 う 陰

欝 な 外科病棟 で の 3 年 間 、 私 は生命あ る こ と の不思議 さ を 嫌で も 感 じ な い で は い ら れ
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な か っ た 。
漸 く :老境 に さ し かか っ た そ の 年 そ の 日 、 錯乱す る 気持 を 抑 え て ベ ラ ン ダ か ら 死の街

神戸 を 見下 し た と き 、 そ こ で、何が起 っ て い る の か を 瞬時 に 察知す る こ と は で き な か っ

た け れ ど も 、 こ こ に 自 分が三度 ぴ死 な ず に居 る と い う 嘘の よ う な 事実 に 呆然 と し て い
た こ と を 想 い 出 す 。

然 し そ の 時私 に は会議所会頭 と い う 公職 に あ る と い う 意識が ま ずあ っ た 。

ど う す る か。 イり を す る か。

時 間 の 経過 と と も に我々 の行動が ど う な っ て い っ た か は 当 時の記録 に 頼 る ほ か な い。

積 み 上 る 死者の数、 家 を 失 い 、 家族 を 失 い 、 事業 を 失 っ た 中小企業、 我 々 会議所の

会員総数 1 万 4 干の 中 、 実 に 3 千近 い 会員 が連絡す ら と れな い と い う 状況 に 陥 っ た 。

当 時の心境 と し て 私 は た だ一 つ だ け 強 く 覚 え て い る こ と があ る O そ れ は 中小企業団

体の或 る 集 り だ っ た 。 初.:t を 越 え た 多 く の会員 が見 守 る 中 で 、 挨拶 に 立 っ た私 は 言 っ

た 。 「皆 さ ん は 昔歌 わ れ た そ戦友、 と い う 歌 を ご存知 で し ょ う 。 会 隣 り に お っ た わ が と
も が 俄 か に は た と 1;í'ij れ し を わ れ は 思 わず駆 け 寄 っ て、 我 々 は 今 そ の 戦 友の心境で
す。 こ う い う 言葉遣い を 皆 さ ん な ら 許 し て く れ る で し ょ う O 彼 ら の 、 そ し て我々 自 身

の た め に手 を と り 合 っ て再起の た め に た た かお う で は あ り ま せ んかoJ

i曹 を 下 り た 私 の 手 を 何人かが黙 っ て 握 っ て く れた 。 そ の 日 に 光 る も の が あ っ た こ と

を 私 は 忘 れ る こ と がで き な い。

元兵庫県立淡路病続外科部長 松 田 昌 三 (故人)

優秀 な 外科医で あ る と 同 時 に擾 れ た 臨床教育者で も あ っ た 。 特 に 、 消防救急隊員 の指導 

教育 と 地域救急医療体制j の育 成 に 情熱 を 注 い で い た 。 地震発生後、 仮設診療所 に は 数 百人
の負傷者が受診 し た が、 県立淡路病 院 に は 僅 か に 50�60人が搬入 さ れた だ け で あ る 。 こ れ

は 松 田 医 師 の 教 え を 守 り 、 重症者 は 県立病院へ、 中一等症者 は 民 間 病 院へ と 分配す る 一次 ト
リ ア ー ジ (重症度振 り 分け ) が救急隊員 に よ っ て 的確 に行 な わ た 証左 であ っ た 。 さ ら に 、

病院の玄 関 に 立 ち 二次 ト リ ア ー ジ を 行 う と 共 に 、 6 � 7 例 の心姉停止傷病者で治療切 り 上

げ を 決断 し て 指示 を 下 し 、 最 も 回 難 な ト リ ア ー ジ判 断 を 我が 国 で最初 に 実 践 し た 医 師 と
な っ た 。 享年57歳で能界 さ れた 。 誠 に 惜 し い 逸材 を 失 っ た 。 冥福 を お祈 り す る o (丸山征

問郎)

元制21 世紀ひ ょ う ご創造協会理事、 神戸商科大学長 三木 信 一 (故人)

神戸商科大学長在任 中 の震災で、 大学の震災復興 に 陣頭指揮 を と る 傍 ら 、 「阪神 ・ 淡路

震災復興計画策定調査委員 会」 委員長、 「 阪神 ・ 淡路震災復興計画後期 5 か年推進 プ ロ グ

ラ ム 策定委員 会J 委員 長代理、 「阪神 ・ 淡路復興推進会議」 委員 な ど を 歴 任 し 、 被災地経
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済復興の指針策定 に尽力 す る 。 1999年学長退任後 は 、 財団法人21 世紀 ひ ょ う ご創造協会理

事 (地域政策研究所長) に就任 し 、 21世紀記念事業懇話会座長 を務め て い た が、 2001年 3

月 病没 し た 。 (林敏彦)

ボ ラ ン タ ワ - tJ:社会の第戒 を ! !

被災地 NGO 協働セ ン タ 一代表 村 井 雅j青

震災 に 遭 う ま で は、 神戸市 内 長 田 区 で 「靴道場」 と い う 靴づ く り 工 房 を 主宰 し て い

た 関係 で 、 焼失家屋 の最 も 多か っ た 長 田 区 の惨状 に 託然 と し て い た こ と を 昨 日 の よ う

に思い 出 し ま す。 そ の後兵庫 区 内 に住む親戚や友人 ・ 知人の安否確認 を し な が ら 、 知
人の保育 園 園長 を 訪 ね た こ と が今の ボ ラ ン テ ィ ア . NGO活動の始 ま り で、 そ の ま ま 10
年 こ う し た活動 を す る と は思 っ て も み な か っ た こ と です。 震災直後、 被災地の あ ち ら
こ ち ら で支 え あ い に ふ れ て 「人間 し と っ て よ か っ た じ と 感動 し 、 ま た 、 多 く の 人た

ち と の 出 会 い が、 そ の後 の 私 の 10年 を 変 え た よ う に 思 い ま す。 正直云 っ て 今 ま で は そ
れ ほ ど人生が変 わ っ た と 感 じ て い ま せ ん で し た が、 10年の 節 目 を 迎 え 「 や っ と 10年が

終わ っ た」 と い う 思 い と 共 に 、 こ れか ら の時の刻み方 を ゆ っ た り と J受 け Ll:.め な が ら 、
今後の 人生 を 考 え た い と い う 思 い に な り ま し た 。 2003年12月 26 日 の イ ラ ン パ ム 地震が
き っ か け で 、 パ ム で育 っ た デー ツ ( な つ め や し ) の 穂 を 私 ど も の NGO の オ フ ィ ス に

植 え た の も 、 も し デー ツ が順調 に 育 っ た と し て も 30年 は か か る と い う 現実 を 踏 ま え て

の行動で し た 。

さ て 、 2005年 1 月 に 開催 さ れた 「 子 ど も ぼ う さ い 甲 子園」 で は 、 こ ん な に も 全国 各

地で子 ど も た ち が防災 に取 り 組んで い る こ と を 知 り 、 同 時 に そ の Aつ ひ と つ の事例 に

感動 し ま し た 。 震災文化 を 語 り 継 ぐ に は 、 や は り 学校現場 を 通 じ て さ ま ざ ま な 工 夫 を
し 、 子 ど も た ち 自 身 の創造力 と 感性 を 最大 限 に 生 か し な が ら 表現す る こ と が大切 だ と
気づか さ れ ま し た 。 ま た 、 震災文化 と は 「人が人 ら し く 生 き る 営み J だ と 教 え ら れ ま

し た。 こ の こ と を し っ か り と 次世代 に 伝 え る に は ボ ラ ン テ イ ア が社 会 に 根付 く こ と が
必要です。 ボ ラ ン タ リ ー な 社会で あ る こ と は き っ と 安心、で、 安全な社会づ く り の 条件

だ と 確信 し ま す。
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新た 者減災科学の 創造 を め ざ し て

独立行政法人消防研究所理事長、 神戸大学名誉教授 室 崎 益輝

震災 に よ っ て 、 そ れ ま で の防災研究者 と し て の 実績が、 厳 し く 間 わ れ る こ と に な っ

た 。 被害の想定 は 正 し か っ た の か、 防災計画 の 内 容 は 妥 当 だ、 っ た の か、 防災専門家 と

し て の行動 は 適切 だ、 っ た の か、 冷厳 な 審判が震災 に よ っ て下 さ れて し ま っ た 。 被災者

の 方 々 の心の傷 に は及ぶべ く も な いが、 私 な り に研究者 と し て の心の傷 を 背負 っ た よ

う に も 思 う 。 防 災 に 「役立 た な か っ た研究者J と し て の 自 責の 念 は 、 今 も ぬ ぐい 去 る

こ と がで き な い 。 そ の 反省 の 上 に 、 被災者 の 立場 に た っ て研究す る こ と だ と 言い 聞 か
せ て 、 こ の 10年 を 走 っ て き た 。

そ の な か で、 も っ と も 大切 だ と 気づか さ れた こ と は 、 市民 と の距離の 問題 と 研究 の

心 の 問題 で あ っ た 。 「何の た め に 誰の た め に研究す る の かJ と い う 視点 と 姿勢 を も ち

続 け る こ と の 大切 さ を 、 学 ん だ の で あ る 。 「 目 線 を 市民 の 側 に 向 け 、 一 歩 で も 市民 の

側 に 近づ く 」 と い う 、 研究者 と し て の 倫理 と 作法 を 学ぶ こ と がで き た 、 と 思 っ て い る o I 
と い う こ と で 、 私 の研究者 と し て の生 き 方 は 、 こ の 10年間 で大 き く 変 わ っ た。 何 よ

り も ま ず、 市民 と の リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 心掛け る よ う に な っ た 。 一市民 と し

て の あ り 方 を 追求す る こ と か ら 、 神戸 ま ち づ く り 研究所や 海外災害援助市 民セ ン タ ー

と い っ た NPO活動 に精 を 出す機会 も 増 え た 。 と は い え 「餅は餅屋」 で、 専 門家 は 専 門

家 と し て の 職分 を 果 た す こ と を 忘 れて は な ら な い 。 10年 を 一 つ の節 目 と し て 、 本業の

火災研究 に も 再 び力 を 入れ よ う と 、 決意 し て い る 次第 で あ る O そ の場合、 1 0年前 と は

ま っ た く 違 っ た 、 防災 に 「役立つ研究者」 と し て 再生 し て い る は ず と 、 自 ら に言 い 開

かせ て い る 。 自 然科学 と 社会科学 の境界 を 乗 り 越 え た 科学、 日 常時 と 非常 時の連続性
を 追求す る 科学 の 新 た な 発展 を 目 指 し て 、 も う 10年 は頑張 り た い と 思 う O

近畿 タ ク シ ー訪問表取締役社長 森 崎 清登
さ ま ざま な 工夫 を 凝 ら し た タ ク シ ー の 運行 で有名 な タ ク シ ー 会社 を 経営す る と と も に 、

震 災復 興 に 取 り 組 む ま ち づ く り 会社 や TMO な ど に も 参画 し 、 新長 田 地 区 の ま ち づ く り 活

動 を 推進 し て い る 。 特 に 、 「 ぽ っ か けJ ( ス ジ 肉 と こ ん に ゃ く な ど を 煮 た物) を テ ー マ に し

た 新 し い 新長 田 名 物 の企画 ・ 宣伝や 「 ら く ち んパ ス J (地元商業施設 と タ イ ア ッ プ し た コ

ミ ュ ニ テ イ パス ) の 実験運行 な ど、 ユ ニ ー ク で活気あ る 試み の 中心 を 担 っ て い る 。 ま た 、
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地域の足 と し て の役割 を 強調 し た 地域 タ ク シ ー 会社 の コ ミ ュ ニ テ ィ ビ ジ ネ ス と し て の新 た

な 展開 を め ざ し て い る 。 (小林郁雄)

(株)フ ェ リ シ モ代表取締役社長 矢崎 和彦
震災直設、 多 く の企業が本社や工場の被災地外へ の 移転 を 余儀 な く さ れ る 中 、 い ち 早 く

「神戸」 の ブ ラ ン ド価舘 に 着 目 し 、 フ ェ 1) シ モ本社 を 神戸市浪花 町 に 移 転 し て 今 自 に 烹 っ

て い る O こ の動 き は震災で失 わ れか け た神戸への 自 信 と 愛着 を 神戸市民 に 取 り 民 さ せ、 復
興 を 精神 的 に 支 え た 。 ま た 、 震災 を き っ か け に 始め た 「毎月 100円 義援金」 は 、 自 然災害
被災地 を 応援す る 基金 と し て 、 こ ど も た ち ゃ ボ ラ ン テ イ ア 活動 の 支援 に j舌吊 さ れて い る O

(林敏彦)

NPO法人 ひ ょ う ご ・ ま ち ・ く ら し研 究所常務理事. (元制ラ ジ オ 関西代表取締役社長)

山 口 一 史

神戸新聞論説委員 、 ラ ジ オ 関西社長 な ど を 歴任 。 退任後、 「 ひ ょ う ご ・ ま ち ・ く ら し研

究所」 の設立 (2004年 1 月 法人認証) に 参画す る と と も に 、 市民活動の 各麓NPO法人の役

員 や メ モ リ ア ル カ ン フ ァ レ ン ス の メ ン バ ー と し て 防災活動 に従事す る な ど、 震災後の ま ち

づ く り や市民社会の形成 に 向 け た さ ま ざ ま な現 り 組み を 行 う O ま た 、 震 災 10年市民検証研

究会の代 表 を 務め る な ど防災 ・ 復興活動 に 大 き く 貢献 し た。 (沖村孝)

NPO法人 シ ン フ ォ ニ 一代表 (元尼崎住民会議事務局長) 山崎 勲
尼崎市 は被害が相対 的 に少 な か っ た と は い え 、 2 ， 000人以 上 の 人が家 を 失 い 、 避難所、

仮設住宅で の 生活 を 強 い ら れ た 。 当 初 、 避難所の 人 た ち が 自 主的 に集 ま り 、 情報交換や市

役所 と の交j歩 を 行 っ て い た O そ の後、 ボ ラ ン テ イ ア と 被災者が一緒 に な っ て 、 生活再建 を

目 指す住民会議 を 結成 し 、 仮設住宅での住み 替 え 制度 の実現や コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り を 行 っ

た 。 こ の動 き は 、 災害復興住宅への被災者の ヲ l っ 越 し の 際 に 、 企業 を 巻 き 込ん だ 「助 け合

い や役割分担」 へ と 発展 し て い っ た が、 こ れ ら の 活動展開 の さ ま ざ ま な 局 面 で積極的 に 関

わ っ て き た 。 (小西慶生)

同志社大学政策学部教授 (元神戸大学法学部教授) 山 下 淳:
地方行政の専 門家 で あ り 、 各地の 地方行政改革の 動 向 に詳 し い。 兵庫県 で発行 さ れて い

る 「 ひ ょ う ご 自 治」 な どで 、 関 連す る 分野の 判 例 の 解説や各地の状況紹 介 な ど を 永年 に わ
た っ て行 っ て い る O 兵産県下 の多数の g 治体での 関連す る 分野の 審議会 な どの委員 を務め

て い る 。 兵庫県で は県 政学会の 3 人 の代表幹事の一角 を 占 め 、 一方では 「参画 と 協働 の 条

例」 を は じ め 、 多数の施策策定 に 関 わ り 、 10年検証で は 「震災後新 し く 生 ま れた杜会の仕

組み」 を 担 当 し た 。 (小西康生)
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関商学院大学教授 (元朝 日 新司編集委員) 山 中 茂樹

朝 日 新聞神戸支局次長時 に 、 阪神 ・ 淡路大震災 に遭遇。 同社編集委員 と し て 、 初災 に 関

す る 記事 を 通 し て 、 阪神 ・ 淡路大震災の復旧 ・ 複興 に 関 す る 数多 く の提言 を 発信。 特 に 、
現物支給 ・ 自 )J復興に加 え て 、 く ら し ・ す ま い ・ ま ち の復興が重要で あ る こ と を 指摘 し た 。

兵庫県の震災対策国際総合検証会議 オ ブザ、ー バー を務め た 。 現在 も 、 関 西学 院大学の災害
復興制度研究所教授 と し て 、 防災 に 関す る 大 き な 貢献 を 果 た し て い る 。 ( 沖 村孝)

華道家、 i嵯峨御流代表、 兵庫県いけばな 協会会長 吉田 泰 巳

19才か ら 華道家 と し て活動 を は じ め 、 伝統 を 重 ん じ な が ら も 既成概念 に 囚 わ れな い い け

ばな の あ り 方 を模索 し 、 様々 な 新 し い 試み の い け ばな 展 を 開催 し 、 ま た い け ばな版画展 を

国 内外の両廊で発表す る な ど意欲的 な 活動 を 続 け る o 1994年 に62流派約 7 千人 の 会員 を 擁

す る 兵庫 県 い け ばな協会会長 に就任 し 、 ヨ翌年震災 に 遭 う O い け ばな協会 を 中 心 に 、 こ ん な
時 こ そ い け ばな を 人 び と に と 各地 で い け ば な 展 の 開鑑 に 尽力 し 文化復興の 一翼 を 担 っ た 。

(端信行)

神戸華僑総会名誉会長 (元向会長) 林 同 春
華僑や 留 学生 な ど48人の 中 国人が犠牲 に な っ た震災で は 、 中 華 同 丈学校 を 避難所 と し て

開放、 「世界 は 一 つ 、 人類 は 共生」 の精神 の も と に 、 華僑 だ け で な く 様々 な 密 の被災者 を
積極的 に 受 け 入れ た 。 さ ら に 当 時19校あ っ た外国人学校 に呼びか け 協議会 を 結成 、 復興 に

向 け て協力 し た 。 復興特定事業の一つ上海長江交易促進 フ。 ロ ジ ェ ク ト で は 、 中 国 と 神戸の
橋渡 し役 と し て大 き な 役割 を 果 た し た 。 (林敏彦)
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は じめ に

震災10年 を 迎 え た2001 年度。 兵庫埠 の 人 口 は よ う や く 震災前水準 に 回復 し 、 雇用情勢、

鉱工業生産指数、 有効求人倍率 な ど経済指標がや や 持 ち 直 し て 、 景気回復 に 薄 明 か り が さ
し て き た 。

10 カ 年 の震災複興計画 の最終年 と な り 、 県、 被災市町 は |司 の 三位一体改革や収支不足の
影響 を 受 け な が ら 「復興計調最終 3 か年誰進 プ ロ グ ラ ム j を 踏 ま え 、 創造的復興ヘ ラ ス ト

ス ノ f ー ト を カ斗T る 1 と な っ た 。
復興10年 を 総括す る 検証事業 はすべて を 終 了 し 、 そ の結果 を 2005年 1 月 の 「創造的復興

フ ォ ー ラ ム 」 や 「民連防災世界会誌」 を 通 じ 世 界 に 発信 し た 。 さ ら に 「兵庫 国際絵画 コ ン

ペ テ ィ シ ョ ン J '復興10周 年記念 ガ ラ コ ン サ ー ト J な ど、 国 内外の 支援への 感謝や、 震 災

の教訓 を 伝 え る さ ま ざ ま な り0周年記念事業」 を 展 開 し た 。
残 る 課題の住宅再建 に つ い て は 、 被災者再建支援法の改正 (2004 年 3 月 ) に よ り 「居住

安定支援制度」 が設 け ら れ、 公的支援の道が開 け た 。 県 は制度 を 補完す る 改善 を 固 に働 き

か け る 一方 、 2005年 3 月 、 県議会で独 自 の 「住宅再建共済制度J の 条例 案 を 全会 仏致で 可

決。 全国初 の制度がス タ ー ト し 、 同 年 9 月 か ら 加入受け付 け を 開始す る こ と に な っ た 。

震災発生以来、 復興事業 に 取 り 組 ん だ県 と 神戸市 な ど被災 5 市 3 1J汀 の 災害対策本部 は

2005年 3 月 31 日 を も っ て解散 し た 。 復興計画が終 工す る に 作 い 、 県復興本部総括部、 生活

復興県民 ネ ッ ト 、 産業復興推進機構、 被災者復興支援会議 な ど も そ れぞれ解散、 ま た は 縮

小 し 、 シ ス テ ム を 変 え て ポス ト 10年 を 見据 え る 事業 に 引 き 継い だ。

な お 、 復興10年総括検証の 「県民の参両 と 協働 に よ る 取 り 組み」 で は 、 復興計画策定時
に 県民が積極 的 に 参加 し 、 '21世紀兵産 長期 ピ ジ ョ ン 」 で検討 を 加 え 、 県政推進の基本姿

勢 と し て 「参画 ・ 協働条例J を 施行す る 方 向が明確化 さ れた 、 と し て い る 。
担当 の小四康生神戸大教授 は 今後、 ①災害ボ ラ ン タ 1) 活動 を 円滑 に調 整す る し く み②

多様な 民体の ネ ッ ト ワ ー ク ③地域づ く り i言動 を 支援す る 視点の見直 し④み ん な で共 に 取 り

組 む動 き に 応 じ た新 た な 地域づ く り の し く み の検討①県民の 満足惑 を 最大化す る 参両 ・ 協

働型行政 シ ス テ ム の構築 の必要性 を 提案 し た 。
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第一鰭 「創造的復興」 仕上げへ

1 . 果、 復興予算縮小
兵庫県の2004年度当初予算 (ー殻会計 2 兆938億 円 、 総額 3 �凶 ， 579億 円 、 前年比1 . 3 % 増 )

は 「元気 と 安心J 1"未来への期待J 1"共生杜会への 前 進J 1"新 し い ふ る さ と づ く り J 1"参画 と

協働 の推進」 を キ ー ワ ー ド に 、 防犯 ・ 訪災や経済 ・ 雇用対策、 共生社会づ く り な ど に重点

配分 し た 。 国 の 三位一体改革で 、 地方交付税 の 削 減 に よ る 大幅 な 収支不足 を 、 史 仁初 め て
と い う 企業会計か ら の借 り 入れで カ バー し 、 一般会計 は 前年並み の規模 を 確保。

10年の 震災復興最終年度 と な り 、 復興の総仕上 げ と ポス ト 10年 に 向 け た 取 り 組み を 中心

と し た303事業 に882億5 ， 100万 円 を 計上 し た。 前年度当初比7 . 6%減。 区 画 整理や再開発な

ど大 き な 事業がヤ マ を 越 え た た め全体額 は 減 っ た 。 し か し毎輿10年計画 の 最終年度 に あ た

り 、 残 さ れた課題 は 多 い 。

県 は 新規事業 と し て 、 住民相互の高齢者見守 り 活動 の推進 プ ロ グ ラ ム を つ く る 「 コ ミ ュ
ニ テ ィ サ ポ ー ト 事業」 や 、 住民や ボ ラ ン テ イ ア ら の つ どい を 企画。 公費支 援 の 縮小 を 見越

し て 、 住民や近隣、 ボ ラ ン テ イ ア に よ る 見守 り 体制づ く り に力 を 注い だ。
復興基金で始め た 「生 き がい し ご と サ ポ ー ト セ ン タ ー 事業」 は 、 被災地外 に も 拡大。 播

磨地区 に 1 カ 所新設 し 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ピ ジ ネ ス の 人材育成 を 図 っ た 。 ま ち づ く り の仕上

げ と し て 、 ま ち の緑化 に取 り 組む住民団体に 最高100万 円 を 助成 し 、 計画策定 さ れ た 道路

沿い の 建物 の壁面やベ ラ ン ダ な ど を 花や緑で飾 る 経費 に 1 建物最高50万円 、 1 住宅 同 10万

円 を 支給。 被災地修景緑化支援事業 に計 I 億8 ， 000万 円 を 計上 し た 。

(表 1 ) 主な復興関連施策

1M 
(長if) コ ミ ュ ニ テ ィ サ ボ h ト や業

策

(新) 地域見守 り jA動のつ どいの開催
(拡) 災害F復興公許{fグむ必齢fí J1己主主ア y プ活動支援 1葬業

(新) い き い き 仕事棋修了!j 支殺 事業
(t広) !t き がい し ご と サポー ト セ ン タ 一事業

(新) 被災地修景計画策定支援事業
- 緑支援卒業

予 算 額

2338万円
450万円

3505万 円
(2059万円)

616万円
5167]円

(200万円)
701万円

3575万円

(新) は新規、 (拡) は拡充、 予算審iの カ ッ コ 内 は200;1年度当初予算

神戸市、 徹底 し て歳出削減

「市民 と と も に創 る 神戸」 を 掲 げ、 一般会計8 ， 226億 円 、 特別会計 1 兆2 ， 689億円、 計 2

�1S91 5億円 。 前年比伸 び率 は予算総計で3 . 2 % 増 。 市税の大幅 な 減収 に 加 え 、 三位一体改革
に 伴 う 国庫補劫負担金の廃止 な ど に よ り 深刻 な 状況 に 直面。 2003年12月 に 打 ち 出 し た行政
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経営方針や事務事業の外部評価結果 に基づい て 、 上乗せ事業の見直 し な ど徹底 し た歳 出 の
削 減や歳入の確保 に取 り 組 ん だ。

震災関連 で は 、 「震災10年神戸か ら の発信」 検討委員 会 の基本計画が具体化 さ れ、 9 事

業 に計 3 1:意5 ， 000万 円 を 計上 し た 。

高齢者の セ ー フ テ ィ ー ネ ッ ト の強化策 と し て 、 ガス メ ー タ ー の使用 の有無か ら 一人暮 ら

し の 高齢者の 安否 を 確認す る シ ス テ ム を 本格化 さ せ た 。 1 ， 500世帯 と 、 必 要 と さ れ る 独居
世帯の 約 6 割 に導入。 モ デル事業で は 一度 に複数の高齢者 を 見守 る こ と がで き 、 一定の効
果があ っ た。 予算 2 億790万円 。

ユ ニ バ ー サ ル デザ イ ン (UD) の普及活動 も 本格化。 市民 と 行政、 教育 関 係 者 ら でつ く

る 「 こ う ベユ ニ バ ー サ ル デザ イ ン 推進会議 ( こ う べ UD 広場) J の提案 な ど を 全市展 開 す る O

そ の 4環 と し て UD 製品 の常設ス ペ ー ス を 設 け る ほ か、 UD 全国大会 (2005年 8 月 ) に備

え 、 普及 を 担 う UD サ ボー タ ー を 募集。
ハ ー ド 面 で は 、 土 地 区画整理事業 は 5 地 区 で仮換地指定率100% と な っ た が、 2003年 1

月 末で 6 地区 で83 � 9 7 % o 2005年 を め ど に 区切 り を つ け る た め 、 2003年度 の 3 倍近い 132
億 円 を 投入 し た 。 市街地再開発事業 に は238億 円 。 六 甲 道駅南地 区 は2003年度 で全14棟が
完成 し 、 今後防災拠点 と な る 公園 を 整備。 新長 田 駅南地区で、 は 3 棟が新た に 完成。 商業床
面積は 4 万2 ， 000平方75で、 震災前 ( 4 万7 ， 000平方 の状態 に 近づい た 。

避難所生活 を 再現

震災か ら 10年の2005年 l 月 日、 16 日 、 須磨区 雄 さ ん は rlO年間つ ら い思い を し て き た。 震災
のす ま い る プ ラ ザ、 ( 1日大黒小学校) で、 小、 中 を知 ら な い世代 に助け合いの心 を伝え 、 地域の
学生、 地域住民 ら 130人が 「あ の 日 の経験 を 伝 鮮 を 深め た しり と 話 し て い た 。
え た し り と 避難所生活を体験 した。

当 時、 大黒小 に は、 最大で2 ， 300人が避難 し 、
約 7 カ 月 後 に解消 し た 。 住民 ら でつ く る 「須磨
震災か ら 十年区民の集い災行委員会」 が主催 し、
そ の こ ろ の様子 を ビデオ上映 し、 被災体験を語
り 合っ た。

参加者の う ち 、 約50人が講堂 に宿泊 した。 当
時 と 同 じ よ う に マ ッ ト や段ボー ル を床 に 敷 き 、
毛布 に く る ま っ て寒 さ に耐えた。 夜 に はパ ン 、
牛乳、 缶詰が配 ら れた。 16 日 朝の気温は5 ， 5度。
参加者 ら は竹筒の 中 に ろ う そ く を と も し 、 地震
発生の午前 5 時46分に黙 と う を俸げ、 炊 き 出 し
の豚汁で体 を 温め た。

自 宅が全焼 し た と い う 実行委員 長の佐々 木利
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2 . 復興本部、 残 る 課題に全力
県復興本部総括部 は 、 「復興10年総括検証 ・ 提言事業」 に 取 り 組み、 検証結果 を 踏 ま え

て 「終了す る も の」 と 「一般施策 と し て 引 き 継 ぐ も のJ を 明 ら か に し 、 ポ ス ト 10年 に つ な

ぐ た め の総合調整 を 行 っ た 。

こ の 中 で取 り 組 ん だ事業 「住宅再建支援制度の確立J がい よ い よ 大詰 め を 迎 え た。 公的

支援 に 限界があ る こ と か ら 県 は 「住宅再建共済制度J を提唱。 県民の意識調査 を 行い 、 引

き 続 き 学識者 ら の 調査会で制度設計の検討 を 続 け 、 2005年度実施 に こ ぎ着 け た 。

生活復興の施策 に つ い て は 「復興計画最終 3 カ 年推進 プ ロ グ ラ ム J に 基づ い て、 被災高

齢者 を 地域で支 え る 活動の推進 な ど、 総括部各課が継続、 ま た は新規織 り 混ぜて さ ま ざ ま

な 事業 を 展 開 し た 。

「高齢者見守 り 」 さ ら に推進

孤独死 な どで被災地 の 大 き な 課題 と な っ て い る 高齢者の見守 り O 生活援助員 高

齢世帯生活援助員 (SCS) ら に よ る 個別 訪 問 、 安心 ほ っ と ダ イ ヤ ル 、 緊急通報ベ ン ダ ン ト

の 普及、 ガ ス メ ー タ ー に よ る 見 守 り シ ス テ ム の拡充、 支援者 間 の ネ ッ ト ワ ー ク の 充実や

フ ォ ー ラ ム 開催 な ど、 さ ま ざ ま な対策 を 講 じ て き た。
復興住宅で見守 り 活動 の 中心的存在 と な っ て い る の が LSA。 国 と 自 治体が財源 を 負 担 し 、

高齢者向 け の 「 シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ、」 に常駐。 県 内 の 123人の う ち 、 1 1 3人が震災関連の住

宅 に 配置 さ れて い る が、 復興住宅の入居者の高齢化率 は県営、 神戸市営 と も 4 割 を 超 え た 。
LSA は 本 来 の 業務 で あ る シ ル バ ー ハ ウ ジ ン グ の 支援 だ け で な く 、 同 じ 団地 内 の 一般住宅

に 住 む 高齢者への対応 も 担 う O 主 な 交流行事 は ふ れ あ い 喫茶や食事会 な ど 4 事業。 孤独死
予 防 の 安否確認の ほ か、 地域の 関係づ く り に 取 り 組 ん だ。

ま た SCS は 102人。 LSA と 協力 し な が ら 、 復興住宅 な どで見守 り 運動 を 続 け て き た 。 2004

年 度 は 新規事業 と し て 、 「 コ ミ ュ ニ テ イ ・ サ ポ ー ト グ ル ー フ。育成」 に 取 り 組 ん だ。 SCS の

配置 は2004年震で終わ る 予定だ、 っ た が、 復興基金の 延長 に よ っ て 見直 さ れ、 5 年 間引 き 続

き 事業 を 行 う こ と に な っ た 。 公費縮小 に備 え て NPO、 住民、 ボ ラ ン テ イ ア と と も に サ ポ ー

ト の輪 を 広 げる た め の育成事業 を 支援。 「住民同士で見守 り がで き る コ ミ ュ ニ テ イ づ く り 」

の拡大 を 目 指 し た 。 (注 1 )
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「 お む すびほ っ かほ か」 訪問

震災後、 神戸市な ど復興住宅で暮 ら
を応援す る 、 ラ ジ オ 関西の放送 「おむすび、ほ っ
か ほ か訪問J (月 一金午前 6 時32分) が、 日 本
放送連盟賞 ・ ラ ジ オ部門近畿地区の最優秀作品
に選ばれた。 「放送 を 通 じ 、 地域社会の発展 と
文化 ・ 福祉の向 上 に尽 く した」 と して 、 ラ ジ オ
関西の他の高齢者向 け 3 番組 と 合わせて受賞 し
た。

「お むすび 」 は、 早朝 ワ イ ド 「早起 き ワ イ
ド ・ 早起 き サ ラ ダ情報局J 内の 8 分間 の ミ ニ番

ら 8 主「ゐ 白 の2002年 4 月 1 13 に ス タ ー
住 ま いが仮設住宅か ら 復興住宅 に移る

街の外見の復興は進んだ も のの、 被災 し

被災者の社会参画 ・ 活動支援

た お年寄 り の引 き こ も り や、 孤独死 な ど胸の痛
む ケ ー ス は後を絶た な い 。

番組では 、 高鈴者 た ち に 羽 る い話題 を提供 し 、
少 しで も 隠心 を外 に 向 け て も ら う た め 、 復興基
金の協力 で始 ま っ た。 タ イ ト ル に は r1昆か さ J rぬ
く も り 」 を 象徴す る 「お むすびJ を 熱 い う ち に
届 け た い と い う ス タ ッ プ の思い を込めた。 毎週
「夏祭 り 」 や 「デイ サ ー ビスJ と い っ た テ ー マ

を決めて、 1 カ 所の復興住宅の お 年寄 り ら を 日
替わ り で紹介。 そ れ ま での取材で、出会っ た人た
ち か ら の メ ッ セ ー ジや便 り を耳1 り 上ふげて い る 。

①い き い き 仕事塾: 募集人員800人 (16会場、 週 1 回 、 8 固 で経了 ) 。 巡 回 型塾 と し て復

興住宅の 集会所等へ出 向 い て 講座 を 開催、 募集480人 (24会場、 週 1 回 、 4 回 で終了) 。 そ

の講座 を 塾修了生が関擢す る 場合、 1 講座あ た り の 毘 数 に応 じ 9 � 18万 円 を 助 成す る O 対
象 は20 カ 所程度。

そ の他、 講産 開 設マ ニ ュ ア ル の作成。 い き い き マ ー ケ ッ ト の 開催。 い き い き 文化祭の 開

催 (2005年 3 月 、 神戸 市内 で。 講演、 活動発表、 作品展示 ・ 実演、 仕事塾記録集配布 な ど) 。
②復興住宅高齢者元気ア ッ プ活動支援 = NPO、 ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プが地元 自 治会 な

ど と 連携 ・ 協力 し て行 う 、 高齢者ふ れ あ い 交流事業 な ど を 助成。 補助 団体20、 28[ï!地。 対

象住宅の戸数、 事業期 間 に応 じ て 1 5 � 100万円 を 助成。 ま た 国 の 「緊急地域雇 用創 出特別

交付金J を 活用 し て 、 高齢者の見守 り や被災者の元気づ け 、 コ ミ ュ ニ テ イ づ く り や 自 治会

活動 を 担 う 人材育成支援 を 、 NPO に委託 し て実施。 団体数12、 雇用 予定人員 60人。

③被災地空 き 地活用パイ 口 ッ ト 事業 ニ ま ち づ く り 協議会や 自 治会、 商自信組合等が被災

地の空 き 地 を 地域の イ ベ ン ト や憩 い の場 と し て活用 し 、 ま ち の賑わ い を 創 出 す る 活動 に対

し て 支援。 実施毘体20団体、 助成額 は A タ イ プ (活動期 間 6 カ 月 以上 、 1 50万 円 を 上 限)
B タ イ プ ( 同 3 カ 月 以上、 70万円 を 上限) 0 (技 3 ) 

県外居住被災者への支援

県が県外被災者向 け に発行 し て き た 情報紙 「 ひ ょ う ご寵 り 」 が2005年 3 月 発行の49号で

終了 し た 。 創刊 か ら 8 年、 ピ ー ク 時 に は全国約 l 万世帯 に 送 っ て い た が、 現夜 は 10分の l
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程度。 情報が住宅関連 に絞 ら れて き た た め 、 4 月 か ら 県営住宅の入居 申 し 込み案内書の 発

送 に 切 り 替え る O

1996年12 月 創 刊 。 必要な情報を ま と め 、 全 国 の 地方 自 治体の広報紙 を 通 じ て 希望者 を 募
り な が ら 発送 し た 。 創刊後 し ば ら く A 4 判 8 '5ーで、 公営住宅の 申 し込 み や 各種の貸付制度、

相談窓 口 な ど の 支援情報 を 提供 。 さ ら に被災地の様子 を 知 ら せ る 写真 や 、 地域住民の レ ポ ー

ト を 掲載 し た 。
最終号 は A 4 判 l 枚で 、 1 ， 281世帯 に発送。 ア ン ケ ー ト は が き を 同封 し 、 住 宅案 内 の 発

送 と 、 定期 的 な 電話訪問 の 希望 を 尋ね て い る O 生活復興課は 「元の ま ち に 戻 れ な い理 由 の

6 割 は住宅問題。 今後は 、 住宅需報の提供 な どで、 県外被災者の支援 を 行 っ て い き た い」
と 話 し て い る O

県外被災者罷先枠を 拡大

県 は 2005年 3 月 、 県営住宅の募集で設 け て い る 県外被災者の 優先枠 に つ い て 、 市街地 に

根定 し 募集戸数 を 拡大す る 、 と 発表 し た 。 優先枠は2003年度 に 設 け ら れ た が、 郊外の住宅
に は応募がな い な どの ミ ス マ ッ チ で、 当 選者 は 希望者の 2 割 に と ど ま っ て い た。 県 は 今回

の拡大措置で 、 2005年度 中 に 「当 選 し た ら す ぐ戻 り た い」 と 希望 し な が ら 戻 れ な い県外被

災者の解消 を 目 指す 。

優先枠は 5 割。 募集戸数の 5 割 を る 県外被災者だ け で抽選 し 、 外 れ て も 残 り 5 割

の抽選 に 改 め て 参加 で き る O 県 内 に 戻 る 希望 を 持つ県外被災者 は 、 県 の登録分で262人。

こ の う ち 「県営住宅 に 当 選 し た ら 、 す ぐ戻 り た い」 と し た49人の 入居先確保 を 日 指す 。 今

年春か ら の募集で、 優先枠 を 40戸 か ら 50戸 に拡大 し 、 さ ら に市街地 に 限定す る こ と を 決め

た 。 秋の募集時 に も 拡大措置 を 行 う O

大半 「兵庸 に 戻 れ ずJ

県が被災者 向 け に 設 け た 民間賃貸住宅の家賃補助制 度で、 帰県 を 前提 に補助 し た県外被
災者の う ち 、 大半が 「兵庫 に 戻れ な い」 状況で あ る こ と が2004年12月 、 分か っ た 。 2006年
3 月 末 ま で に帰県で き な い場合は 「全額返還」 と な る が、 あ と 1 年余 で は め どが立たず、

返還 さ れ な い ケ ー ス も 多 い と み ら れ る O 県 は 強制取 り 立て は考 え て お ら ず、 「戻 っ て ほ し い 、
と い う こ と し かで き な い」 と 苦慮 し て い る O

民 間 の 家賃補助 は 1996年10月 に創設 さ れ、 半年後 に は県外被災者 に も 適用 。 現在 1 世帯

当 た り 月 額 1 万 円 で、 2005年 3 月 末現在、 県内8 ， 109、 県外427世帯が補助 を 受 け て い る O

復興基金事業で新規受 け付 け は2000年 3 月 で終了。
県外被災者 は 、 「 い ずれ県内 に 戻 る J と の 申 立書 を 提 出 し た 上、 2006:fj:: 3 月 末 ま で に民

ら な か っ た場合、 補助全額 を 返還 し な け ればな ら な い 。 し か し帰県 し た の は 30世帯。 2002

�2003年 に 吏新 の 際、 補助 申 請 を 打 ち 切 っ た 人 に県 が尋 ね た と こ ろ 、 「戻 る 意思 は な しり
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と 回答 し た 世替が 4 割近 く い た に も かか わ ら ず、 補助の返還 は ゼ ロ で居住 地 不 明 者 も 多 い 。

3 . 被災者復興支援会議][
大震災 か ら の復興の歩み を 第三者の視点で検証 し 、 今後の災害 に役立 て よ う と 、 被災者

復興支援会議 国 が開 く 連続 フ ォ ー ラ ム の 第 1 自 が2004年 4 月 24 日 、 ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー
プ ラ ザで あ っ た 。

フ ォ ー ラ ム は 、 「地域力 ・ 市民力J I合意形成J I参画協働」 な どの キ ー ワ ー ド で、 2005
年 1 月 ま で計 6 陪 開催。 第 l 回 の キ ー ワ } ド は 「安全 ・ 安心J o 同 会議 田 座長 で独立行政

法人消防研究所理事長 の室崎益輝 さ ん を コ ー デ ィ ネ ー タ ー に 、 4 人 の パ ネ リ ス ト が復興 ま
ち づ く り が抱 え る 課題 な ど を 話 し 合っ た 。

建築家の森崎輝行 さ ん は 「災害 に 強 い 建 築 は つ く ら れた が、 住民が住 み続 け る 覚情や、
公 園 や広 場 に 集 ま ろ う と い う 意識が育 っ た の か」 と 指摘 。 長 田 区真|場地区 防 災福祉 コ ミ ュ
ニ テ ィ 本部長 の 正賀 伸 さ ん は 「子 ど も 会や PTA な ど を 通 じ た 、 普段の 住 民 同 士 の連携が

大切J と 訴 え た 。
都市 プ ラ ン ナ ー で被災者支援の ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を 続け る 石東亘子 さ ん は 、 復興住宅の

入居者が高齢化 し 、 コ ミ ュ ニ テ ィ が崩 壊 し つ つ あ る 現状 を 紹介。 県 の 木村博樹 ・ 防災企画

課長 は 「行政 と 民荷 の役割分担 を 明確 に 、 連携 を 強化 し た しミ」 と 話 し た 。

成果上げ、 解散へ

支援会議 自 の 、 最後の フ ォ ー ラ ム が2005年 3 月 19 日 、 神戸市 中 央 区 の ラ ッ セ ホ ー ル で 聞

か れ た 。 震災10年 を 経 て 、 「支援会議 と し て の役割 は 終 え た」 と し た う え で、 被災地 に残

さ れた 課題 を 解決す る た め の 22項 目 の 最終提案 を発表。 支援会議の役割 を 担 う 新 た な 組織

の必要性 を 訴 え た 。

フ ォ ー ラ ム に は 井戸敏三知事や市民 ら 約 1 50人が参加。 室崎益輝座長が総括報告 し 、 メ
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ン パ ー ら が最終提言 に つ い て解説。 提 言 で は 、 「安全で安心 な 社会づ く り 」 を 今後10年 間

の 目 標 に掲 げ、 そ の 実現 に 向 け て 地域や 人 の つ な が り の大切 さ を 訴 え た 。 震災の復旧段階

で社会基盤整備が優先 さ れた こ と も あ り 、 22項 目 の大 半 は 、 ボ ラ ン テ ィ ア 丈化 の 拡大や コ

ミ ュ ニ テ ィ の 強化、 と い っ た ソ フ ト 面 に 言及 し て い た 。

「被災者 の 声 を 掘 り 起 こ し て行 政 に 要望す る だ け で な く 、 同 じ土俵 に 立 っ て 、 底面 し た

課題 に対 し 、 解決の道筋 を 示す こ と がで き た 。 地域の見守 り 活動 に 参加す る な ど、 自 ら 行

動す る 組織で も あ っ た」 。 室崎産長 は こ う 評価 し た 。
支援会議がス タ ー ト し た の は 1995年 7 月 17 B 0 短期 的 な 生活支援策 を 探 る た め 、 住 ま い

や都市計画、 教育、 医療 な ど各分野 の 専 門 家約15人の メ ン バ ー が県職員 ら と 各地 を 回 り 、

被災者の 生 の 声 を 吸い 上 げ る 「移動い どばた会議」 を 活動 の 軸 に し て き た 。 そ こ で出 さ れ

た 要望や意見 を 行政の復興策 に 反映 さ せ よ う と 、 フ ォ ー ラ ム な ど を 通 じ て提 言 を 発信 し 続
け た 。

避難所か ら 仮設住宅、 復興住宅へ と 、 被災者の生活再建の段階に応 じ 、 活動期 間 は 3 期
に 分か れ る O 「 い とミ ば た 会議」 は 3 期 を 通 じ て計251 回 に上 っ た 。

仮設住宅 の居住環境の改善が主 な 課題 と な っ た 第 l 期 ( 1999年 3 月 ま で) は 、 仮設住宅
で の 自 治会づ く り や 、 被災者の 心 の ケ ア の た め の桔談態勢の充実 を 訴 え た 。 復興住宅への

移行が本格化 し た第 2 期 (2001年 3 月 ま で) に は 、 被災高齢者の安否確認 や 見 守 り 制度の

確立 な ど を 提案。 本格的 な 生活復興 に 向 け た 第 3 期 (2001年 5 月 一 ) に は 、 被災地 に 残 る

き 地 を 有効活用 す る た め の相談窓 口 の設誼や、 被災住宅の再建支援制度 の 創 設 な ど を 求

め た 。

井戸知事は 「現場の 声 に接 し た 支援会議の メ ン バ ー と 議論す る 中 で 、 復興の段階 と と も
に 変 わ っ て い く 課題 に行政 と し て対応、 し て い く こ と がで き た」 と 振 り 返 っ た 。

県 は2005年度 に 設置す る 「復興 フ ォ ロ ー ア ッ プ。委員 会」 で機能の 一部 を 引 き 継 ぎ、 被災

地の実態調査 な ど を 担当 す る 部会 を 置 く 方針。 (注 4 ) 

4 . 震災復興基金
残余40億円 で事業延長

被災地の行政の復興施策 を 支 え て き た 「阪神 ・ 淡路大震災復興基金」 に よ る 事業 は 、 被
災者の生活支援 に 一定の役割 を 果 た し 、 2005年 3 月 を も っ て ほ と ん どが終了 す る 。

復興基金は 1995年 4 月 に 設立。 基本財諜200億円 と 県、 神 戸 市 が拠出 し た資産9 ， 000億円

の運用益で、 延べ113事業 に取 り 組ん で き た 。 10年 間 の運用益 は約3 ， 6001:意 円 に 上 り 、 主 な

事業 は 、 「住宅対策」 が32% ( 1 ， 140億 円 ) 、 「産業対策」 が15 % (541億 円 ) 、 被災者 窃 立支
援金な ど 「生活対策」 が51 % ( 1 ， 826億円 ) を 占 め た。 最高 120万 円 (他 に 交流経費 と し て
最大30万 円 を 加算) を 支給す る 被災者 自 立支援金 に は 1 ， 415億 円 が使 わ れ、 住宅再建 ・ 購入

融資への利子補給 は 約 3 万4 ， 000人が利用 し た 。 2004年度 も 継続 し て い る 事業 は 、 「被災者
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(表 2 ) 復興基金の主な 延長事業

(SCS) 派遣

り グル ー プ育成や仲間づ く り 支援

- 情報提供

ピルへの入同促進支援

5 年間の総見込み額
14億2400万円

] 億6500万円

2800万円

※ は新規受け付け分 の み

自 ;立支援金」 や 、 「毎興 ま ち づ く り 支援事業補助J な ど計45事業。

県は2005年 2 月 、 運用 が終了 す る 問基金 に つ い て協議。 復興 を 支 え て き た 事業の 中 で高

齢者支援 な ど延長 を 望 む声があ り 、 運用益の残余分40億円 を こ れ ら の課題 に 充 て て取 り 組

む こ と を 決め た 。 延長期 間 は原則 と し て 5 年 間。

特 に被災地 に残 さ れた テ ー マ は 、 ① 「被災高齢者 の 自 立支援」 ② 「市街地 の 再生 ・ ま ち

の に ぎ わ い の 回復」 の 2 つ の事業。
① は高齢世帯生活援助員 (SCS) や 生活援助員 (LSA) を 中 心 に 、 支援者 に よ る 被災高

齢者の 見 守 り 体制 を 整備 し て き た 。 さ ら に超高齢社会 に 向 け、 新 し い地域ケ ア シ ス テ ム や 、

地域住民 に よ る 支 え 合い の仕組み づ く り な どが急務 と い う O そ の担 い 手で あ る SCS は 、

現行 の 102 人 を 維持 し 、 新 た に コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り の コ ー デ ィ ネ ー タ ー の役割 を 追加 し た 。

'SCS 設置事業補助J ' コ ミ ュ ニ テ イ サ ポ ー ト 支援J '安心 ほ っ と ダ イ ヤ ル 開 設J ' ガス メ ー

タ ー に よ る 高齢者見 守 り J '復興住宅高齢者元気 ア ッ フ。活動J ' ひ ょ う ご カ ム バ ッ ク コ ー ル
& メ ー ルJ ' ま ち の 保健室」 の 7 事業で計20億9 ， 100万円 。

② は 、 被災 市街地の再生は着実 に 進 ん で い る が、 新長田駅南地区 な ど未完了 の復興市街

地整備事業の早期完了 を 日 指 し 、 事業の遅れに伴 う 住宅再建への 支竣継続や 、 再開発 ピ ル

や 区画整理地の利用促進 を 図 る た め に 支援事業 を 延長す る O ま た景気低迷 な どで、 経常の

厳 し い商出街に対 し 、 や る 気 ・ 意欲の あ る 街の に ぎ わ いづ く り を 支援す る o 1 5事業で計四
倍、900万 円 。

な お県、 神戸市の拠出金は2005年度 中 に返還 さ れ る O

5 . 県が 「生活復興調査J
被災者意識 8 翻が 「 な い」

大震災被災地で 「 自 分 は被災者だ と 意識 し な く な っ た」 と い う 人が 8 裂 を 超 え た こ と が、

県の生活復興調査で分か っ た 。 た だ し 家居の被害別 で は 、 大 き な 被害 を 受 け た 人の半数以
ヒが、 今 も 被災者であ る と 意識。 住宅再建の負担感 な どが心の ス ト レ ス と し て重 く の し か

か り 、 被災地内 で も 格差 が広 が っ て い る 状況が う かがえ た 。
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同様の調査 は 1 999年、 2001 年 に 続い て 3 匝 目 。 県が京都大防災研究所 に 委託 し 、 2003年
1 月 に 行 っ た 。 神戸市全域の ほ か、 震度 7 の 地域 な どで3 ， 300人 に 調査用 紙 を 郵送。 震 災

体験の あ る 1 ， 203人 (36 . 5% ) か ら 回 答 を 得 た 。

そ れ に よ る と 、 被災者 だ と 意識 し な く な っ た 時期 に つ い て 、 今回 初 め て尋 ね た と こ ろ 、 「震

災当 日 の夜 中 ま でj が8 . 3% 。 震災 l 年の 1996年 に は 50% を 超 え 、 2003年 1 月 で は82 . 8 %
だ、 っ た 。

し か し 、 家屋の被害別 で分析す る と 、 全壊被災者で は2003年 I 月 で34 . 1 % 、 半壊被災者

で26 . 2% が被 災 者 で あ る と 意識。 家 ががれ き 状 に な る な どの 大 き な 被 害 を 受 け た 人 は 、
52 . 5% が被 災者 だ と 考 え て い た 。

調査で は 「心が落 ち 着 か な いJ í気分が沈む」 な ど に つ い て も 尋ね 、 「 こ こ ろ の ス ト レ ス 」

を 数値化。 回答者の平均数値が1 1 . 0 % だ、 っ た の に対 し 、 「半壊 ・ 半焼」 被災者が14 . 8% 、 「全
壊 ・ 全焼」 で15 . 5% だ っ た。

調査 を 担 当 し た 同研究所の 林春男教授 は 「住宅被害の大小が気持 ち の復興感 に 結 びつ い
て い る こ と が よ く 分か る O 借金 な どの 要 国 に 加 え 、 『震災 さ え な け れ ば」 と い う 心の 問題

が影響 し て い る O 行政施 策 だ け で埋め き れ な い部分 も あ る が、 将 来 に 希 望の 持 て る 施策が

求め ら れ る J と し て い る o (注 5 ) 

災害対策、 復興本部 に幕

県の大震災災害対策本部、 復興本部が2005年
3 月 31 日 に解散 さ れた こ と を受け、 両本部名 を
記 し た 看板が同 日 夕 、 井戸敏三知事 ら に よ っ て
外 さ れた。

災害対策本部は県災害対策セ ン タ ー (神戸市
中央区) 内 に、 復興本部の看板は県庁内 の総括
部 に そ れぞれ掲 げ ら れ て い たが、 執務が終わ っ
た午後 5 時半、 知事 ら が外 し た。 看板は震災の
教訓 を 伝 え る 「人 と 防災未来セ ン タ ーJ (神戸
市中央区) に保管 さ れる 。

井戸知事は 「震災か ら 10年が経過 し、 本部の
幕はでろ す も のの、 復興推進会議 を 設置 し て 各
分野の課題 に対 し、 全庁的 に フ ォ ロ ー ア ッ プ し 、
安全で安心 な 地域づ く り に 向 け た取 り 組み を推
進す る 」 と 述べた。

神戸市 も 3 月 末、 災害対策本部 を各区の対策
本部 と と も に廃止 し た。 同28 日 、 最後の会議 に
各局長、 区長 ら 約40人が防災服姿で出席。 市内
で犠牲 に な っ た4 ， 57 1人の た め の黙 と う に続い
て 、 こ れ ま での活動が報告 さ れた 。

(注 1 ) 阪神 ・ 淡路大震災復興本部総括部 「平成16年度事務概要」
(注 2 ) 読売新潟 2004年 8 月 18 8
(注 3 ) 震災復興本部総括部 「総務常任委員会資料」
(注 4 ) 朝 日 新潤 2005年 3 月 初 日
(注 5 ) 神戸新聞 2004年 7 月 31 司
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「共生社会J を支 え て

1 . 生活復興県民ネ ッ ト の 9 年
大震災の 被災者や ボ ラ ン テ ィ ア 自体、 NPO (民間非営利 団体) 等 を 支援 し て き た 「生活

復興県民 ネ ッ ト J (事務局 ・ 神戸 市 中 央区) が2005年 3 月 末、 解散 し た 。 4 月 以 降、 事業
の一部 は 、 兵庫県社会福祉協議会が運営す る 「 ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザJ ( 同 中央区)

の既存事業 に 組み込 ま れ る こ と に な っ た 。 今後、 i可 ネ ッ ト の ノ ウ ハ ウ を 継承 し 、 県内 の 各
種団体が連携 し て 地域課題の解決に 当 た る 組織 と し て 、 新 た に 「生活復興推進連絡会議」

を 設置す る O

i司 ネ ッ ト は 震災翌年 の 1996年10月 に発足。 活動の 場 を 神戸 ・ 三宮駅前 の 「阪神 ・ 淡路大
震災復興支援館 ( フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ) J (2002年 4 月 か ら 神戸 ク リ ス タ ル タ ワ ー ) に 置 い
て 、 市民 グ ル ー プが企画す る 「地域活動推進講座」 への助成、 被災地 の 団体 の 交流拠点 と

な る 「生活復興 NPO 情報プ ラ ザ」 の 運 営 な ど27事業 を 展 開 し て き た。 復興基金 を 主 な財

源 と し 、 9 年 間 の事業費 は 約10億 円 に 上 っ た 。

県の復興計爾が 3 月 で終了 す る こ と に加 え 、 NPO な ど の 活動が被災者支援 と い う 枠 を

超 え て各地域 に 広 が っ て い る こ と か ら 、 「一定の役割 を 終 え た」 と 判 断。 同 ネ ッ ト 幹事会 (代

表 ・ 新野幸次郎神戸大名誉教授、 56団体 と 学識者 4 人) で解散 を 決 め た 。
同 ネ ッ ト の 情報誌 「ハ ー ト ネ ッ ト J の 発行 も 、 3 月 28 日 付 の 最終号 (Vol .loo) を も っ

て終了 し た 。 今後、 情報発信 の 場 を 「 ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザ」 が運営す る イ ン タ ー
ネ ッ ト ヒの 地域活動情報 シ ス テ ム 「 コ ラ ボ ネ ッ ト 」 に 移 し て い く O

「ま ち づ く り J へ の広が り

被災者 に接 し 、 勇気づけ、 数々 の企画 を 立 案 し て 支 え て き た 同 ネ ッ ト が、 「 人 の 力 と 熱

意 を 信 じ て」 と 題す る 「生活復興県民 ネ ッ ト 活動記録集J を 2005年 3 月 に発行 し た 。 ス タ ー

ト か ら 事業終了 ま で の足跡 を 極 め て 詳細 に わ た っ て収録 し てい る O

設立 当 持、 「仮設住宅か ら 恒久住宅への 移行J す る あ わ た だ し い 時期 だ っ た 。 そ の 第 l
期 (1996 年 � 1998年) 、 一 日 も 早 い被災者の生活復興 を 日 指 し て 、 元気回復 の た め の行事

や 仲 間づ く り を企画 し 、 恒久住宅 に 円滑 に 移行で き る 支援活動 を 休み な く 展 開 し た 。 愛 の
も ち よ り 運動、 県外被災者の た め の 集 い 、 引 っ 越 し ボ ラ ン テ イ ア 、 い どば た料理教室、 自

治会づ く り 支援 な ど、 印象 に 残 る 事業が多 い 。

ふ る さ と ひ ょ う ご キ ャ ラ パ ン 隊結成 に 際 し て は 、 コ ー プ こ う べや連合兵庫 な ど構成団体

の ネ ッ ト ワ ー ク を 生か し 、 1 1都県 に 派遣 し 、 同 じ境遇 に あ る 人々 の連携 を 図 り 、 コ ミ ュ ニ

テ ィ と 仲 間 づ く り に 寄 与 し た 。
第 2 期 (1999年� 200l年) は 、 恒久住宅移行後の本格的 な 生活再建 の 時期 。 被災者の 直
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議支援か ら 地域住民、 グ ル ー プが主体 と な っ た 地域活動へ広 がっ た 。 中 高 年 を対象に し た

い き い き 仕事塾や リ ー ダ ー 養成 を 通 じ て 人材 も 育 ち 、 地域活動 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 、 情報サ

ボ ー タ ー ら が核 と な っ て コ ミ ュ ニ テ イ を 支 え て き た。 災害復興公営住 宅 で の高齢者見守 り

活動 も フ ォ ロ ー 。
第 3 期 (2002年�2004年) は 、 参画 と 協働 を 理念 と す る 地域活動の発展期 と 位墨付 け、

支援 し た 。 県民 ネ ッ ト の指導で、 被災地内約300の 「地域活動ス テ ー シ ョ ン J (地域福祉セ

ン タ ー 、 公民館、 コ ミ セ ン 、 NPO な ど) が機能 し た 。 こ の地域の ネ ッ ト ワ ー ク を 生か し て 、

ふ れ あ いづ く り の 場 を 提供 し 、 情報 を 集め 、 「 ま ち の再発見運動」 を 提 案 。 地域へ の 愛着
や誇 り を 育 み 、 「住 ん で、 よ か っ たJ r住み続け た い」 と 思 え る ま ち づ く り に 向 け て尽力 し た。

9 年の 運動 を 通 し て 、 地域活動 の す そ 野 が広 が り 、 各地 に 「新 し い公」 を 担 う 、 自 律 し
た市民が主役 に な っ た コ ミ ュ ニ テ イ が存立 し た。 彼 ら の行動 そ の も の が県 の 提唱 す る 「参
画 と 協働」 の実践例 で あ っ た。 (注 1 )

ま ち づ く り の 支 え と な っ た 「地域活動推進講座」 と 「 ま ち の再発見運動 」 の 活動事例 を

み る 。

地域活動推進講座

震災か ら 4 年 を 経 た 1999年、 仮設住宅か ら 恒久住宅へ移行 し 、 多 く の 被 災者が新 た な 生

活 に 向 け ス タ ー ト し た 。 し か し 異 な っ た生活環境で戸惑 う 人が多 く 、 こ う し た 人 と 人が互

い に 支 え 合 う コ ミ ュ ニ テ イ づ く り が被災地で の 大 き な 課題 と な っ た。 県民ネ ッ ト は、 被災

者の仲 間づ く り や 地域活動 の担い手づ く り を 目 的 と し た 「地域活動推進講座」 を 実施す る
こ と に し た 。 を 開催す る グ ル ー プ ・ 団体に 開催経費 の 一部 を助成す る も の で、 地元住

民が NPO や ボ ラ ン テ イ ア な どの協力 を 得 て 、 福祉、 建康、 ま ち づ く り 、 環境 な ど の 講座

に取 り 組 ん だ。
最終年の 2004年度 ま で の実績 は 、 講座数833、 毎年5 ， 000人以上が受講 し 、 累積受講者 は

3 万人 を 超 え た。 6 年 間 の地域別講座数は神戸399、 阪神南236、 阪神北118、 東播磨49、
淡路26、 北播磨 5 0 267講座の応募か ら 173講座が選 ばれた2004年度 の テ ー マ 別 開催状況 は 、

子 育 て 37、 ボ ラ ン テ イ ア ， NPO 活動支援34、 文化 ・ 芸術 ・ ス ポ ー ツ 27、 福祉25、 健康づ

く り 22、 ま ち づ く り 17、 環境1 1 の)11夏。

事例 を 紹介 し よ う O 西宮市の 「木馬 の 会J は 、 手芸 を 通 し た女性の生 き がいづ く り を 応

援 し て い る O 主 な活動 は 、 復興住 宅 な どで手芸教室 を 聞 い た り 、 地域の女性た ち の手づ く
り 作品展 「手作 り 広場」 を 開催。 作品展 に は毎 回30以上の グ ル ー プ ・ 個 人 か ら の 出展があ
り 、 大 き な イ ベ ン ト に な っ て い る O

1996年 1 1 月 、 グル ー プ設立。 1998年 7 月 、 西宮浜の復興住宅で 「 ふ れ あ い手芸教室」 を

始 め 、 翌1999年、 地域活動推進講座 「手芸 ボ ラ ン テ イ ア 体験講窪」 を 開催 し た 。 手芸の実

習 を 取 り 入 れな が ら 、 ボ ラ ン テ ィ ア に対す る 心構 え な ど に つ い て講義 を 交 え た も の に し た 。
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講座 を 毎年実施。 講座 を 受 け 、 す ぐ手芸 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を 始め る 人 は ご く 一部。 し か

し講座終了後 も 希望 者 に 会報 を 送 り 、 活動の様子 を 怯 え る ゆ る や か な 関係 を 維持 し て い っ
た 。 人 に よ っ て ボ ラ ン テ ィ ア を 始め る タ イ ミ ン グが異 な る の で、 「気長 に 待 つ 」 と い う 姿

勢 を 貫い て い る 。

最近で は 、 「老人施設で手芸 を や っ て く れ る 人 は い な い だ ろ う かJ な ど、 新 た に手芸 に

関す る 相談が持 ち 込 ま れ る よ う に な っ た。 木馬 の 会 で は 、 手芸 を キ ー ワ ー ド に し た情報が
集 ま る こ と で、 ま た新 た な役割 を 求め ら れて き て い る 。 (注 2 ) 

ま ち の再発見運動

住み慣れた土地 に は知恵、 技姉、 名 物 、 歴 史遺産 な ど 「語、れた お 宝J が必ず あ る 。 そ う

し た資源 を 、 古1 者か ら 子 ど も ま で み ん な が参加 し て発掘 し 、 「住 ん で、 よ か っ たJ r住み続け

た いJ と 思 え る r1同性あ る ま ち づ く り 」 を 目 指そ う と い う の が2002年か ら 始 ま っ た ま ち の

再発見運動O

2004年震 は 70件の応募があ り 、 6 月 29 日 、 審査委員 会 を 開 い て42件 を 採択 し た 。 ( 1 件

あ た り 補助50万円 以 内 ) 。 応募が多 い地区 は例年通 り 、 神戸 (27件) 尼崎 ( 1 2件 ) 西宮 ( 10

件) の順で、 三木 ( 3 件) が初 め て 参加 し た 。 今年度 の 取 り 組 み の 特徴 は 、 「祭 り ・ イ ベ

ン ト 」 が15件 に 減 り 、 事業初年度 に 7 件で あ っ た 「伝統文化の継承」 が34件 に 増加 し た 。

地域活動 に 関心の な か っ た若年 ・ 中 年層 の積極参加や 、 NPü と の連携が 目 立 っ た。

選ばれ た42団体の 「事例報告会」 が2005年 3 月 13 日 、 神戸 ク リ ス タ ル ホ ー ル で 聞 か れ 、

次の10団体が賞 を獲得 し た 。

〈 ま ち の再発見運動大賞> r 自 主 と 自 律の ま ち づ く り 『す ご ろ く 」 で、観 る 小 浜小学校区」

小浜小学校区 ま ち づ く り 協議会 (宝塚市)
〈優秀賞 > r逆瀬J 1 1 た ん け ん 隊J 西 山 コ ミ ュ ニ テ ィ 協議会 (宝塚市) マ 「 ロ ー レ ル ハ イ

ツ 北神戸版 ウ ォ ー キ ン グ、で、再発見」 ロ ー レ ルハ イ ツ 北神戸 自 治会 ( 三木市)

〈奨励賞 > r震災経験者の 貴重 な 知恵 ・ 備 え 募集」 大 日 通周 辺地 区 ま ち づ く り を 考 え る
会 (神 戸 市 中 央 区 ) マ 「北須磨 団 地 の ま ち づ く り 記録 ( ビ デ オ 編) J FWS グ ル ー プ (神

戸市須磨 区) マ 「大庄の民話絵本 (大庄 の今昔) J 大庄地区子 ど も 会連絡協議会 (尼崎市)

マ 「 ま ち でみ つ け た ま ち (工都) の な り た ち ~ 尼崎の歴史再発見 � J 大庄西社会福祉連絡

協議会 (尼崎市) マ 「六軒 か ら 千軒へ の 歴史再発見J 六軒 自 治会 (西宮市) マ 「 甲 子 園 口

の 『お 宝」 発見 ! J 甲 子 園 口 地区 ま ち づ く り 協議会 (西宮市) マ 「美 し い神 代の 空 を 再発

見」 神代小学校天体観測 ド ー ム 再建準備会 (南あ わ じ市)
大賞 を 受賞 し た小浜小学校広 ま ち づ く り 協議会は 、 2002年 に 「子 ど も の安全マ ッ フ。J 、 2003

年 に 「 ま ち 協 カ ル タ J を つ く り 、 2 年 の 活動 を ベ ー ス に し た 「 す ご ろ く づ く り 」 に挑戦。

校 区 内 自 治会 を 中心 に 「す ご ろ く (裏面 ・ 散策 マ ッ プ。) J 作成実行委員 会 を 発足 さ せ た 。

内 容 に つ い て議論 を 重 ね 、 県立歴史博物館、 小浜工房館、 小浜の 町並み を 愛 す る 会な ど と
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連携 し 、 一般か ら も ア イ デア を 募集。 約半年 を か け て 、 ま ち の プ ラ ス と マ イ ナ ス 、 特鍛 を

ー コ マ ずつ 「す ご ろ く 」 に丁寧 に仕上 げて い っ た 。 裏面のマ ッ プ に は お 立 ち 寄 り ポ イ ン ト

を ち り ばめ 、 一 目 で ま ち が分 か る 工夫が施 さ れた 。 作 品 は 2 ， 000部 を 刷 っ て 校 区 に 配 り 、

散策マ ッ プ も 独立 さ せ て 印刷 し た。

校 区 ま ち 協の 役員 は 「小学校、 幼稚関 の歴史や文化 を 知 る 学習 に利用 さ れて お り 、 制作

を 通 じ て住民の交流 が深 ま っ た 。 今後、 愛情の持て る ま ち づ く り 計画 に 反映 さ せた い 」 と
い う o (注 3 ) 

2 . γ共生J 多国籍人
県 内 で暮 ら す外 国 人登録者数は2003年 末 の 時 点 で 、 128 カ 園 、 10万2 ， 72 1 人。 前年比192

人増加 し 、 過去最高 と な っ た 。 国籍別 で は 、 韓国 ・ 朝鮮が 6 万1 ， 092人で最 も 多 く 、 中 国 ( 2 
万191 人) マ ブ ラ ジ ル (3 ， 897人) マ フ ィ リ ピ ン (3 ， 106人) マベ ト ナ ム (2 ， 964人) ー と 続

い た。 最 も 増 え た の は 中 国 の 1 ， 199人増。

在住す る 市 町加 で は 、 神戸市 ( 4 万4 ， 852人) が全体の44 % を 占 め 、 尼崎 市 ( 1 万2 ， 981

人) マ姫路市 ( 1 万847人) マ西宮市 (6 ， 895人) の}IJ貢。 県 内 の 登録者数 は 、 大震災の あ っ

た 1995年 に 減少 し た も の の 、 そ の後 は増加 を 続 け 、 2001 年 に 10万人 を 突破 し た 。

「外関人救援ネ ッ ト 」 が:' 1 0年誌

海外に 暮 ら す外国人 に と っ て、 同胞 の連苦が強 固 な 分、 横 の つ な が り が 薄 い と い う O 国

際都市 ・ 神戸 も そ の傾向があ っ たが、 「共生」 の言葉で強 く ま と ま っ た の が大震災。 そ の動

き を 支援 し て き た 'NGO 神戸外国 人救援 ネ ッ ト J (事務局 ・ 神戸市 中 央 区 ) が結成10年 を
機 に 2005年 2 月 、 活動の 記録 を ま と め た冊子 「阪神大震災か ら 10年 外 国 人 と 共 に く ら す

ま ち を め ざ し て」 を 発行 し た。 こ れ ま で に 関 わ っ た メ ン バ ー ら 13人が思 い 出 や苦労話 を つ

づ る 一方、 外国人支援 の あ り 方 を め ぐ り 、 残 さ れた 課題 も 浮 か び上がる 内 容 と な っ て い る O

同 ネ ッ ト は 、 震災直後 に結成 さ れた 「阪神大震災地元 NGO 救援連絡会議J の外由人分
科会 と し て ス タ ー ト し、 1996年 4 月 に 同 会議 か ら 独立 し た。 「 日 本語が読 め ず、 避難生活

も ま ま な ら な い外国人が安心 し て暮 ら せ る ま ち づ く り を J と 活動 を 始め た 。

問 題 に な っ た の が、 短期滞在 ピザや オ ー パ ー ス テ イ な どで、 {建康保険証 が な い外国人の
治療費。 重傷 を 負 い 、 数百万円 を 病院 か ら 請求 さ れ る 例 も あ っ た た め 、 全 国 か ら 寄付 を

り 、 「肩代 わ り 基金」 を 設立 し た 。

住 む 家や仕事が見つ か ら な い外国人 の た め に 、 ホ ッ ト ラ イ ン も 開設。 年 間 数百件の相談

に英語や 中 国語、 ス ペ イ ン 語 な どで応対 し 、 切 実 な 声 に 耳 を 傾 け て き た 。

同 ネ ッ ト の 間 野静雄事務局 長 は 、 最 近 の 活動事例 と し て 1999年か ら 姫路、 加古川 、 豊 岡 、

洲本市 な ど各地で始 め た 移動生活相談 を 紹介。 地域 に住 む外国人 に相談窓 口 の存在 を 知 っ
て も ら っ た ほ か 、 地域間 の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り の き っ か け に も な っ た と い う 。
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記念誌を手に10年 を 振 り 返 る 飛田雄 明代表
(右) ニニニ神戸市内 (神戸新聞社提供)

「震災10年 を 機 に 、 記録 と し て残そ う j と 15人の運営委員 が2004年夏か ら 冊子作 り を 始

め 、 行政 と 話 し合い を 重 ね た り 、 外 国 人 に 日 本語 を 教え た り し た 記憶 を よ みが え ら せた 。
代表の飛 田 雄ー さ ん は 「少 し は成果 を 残せ た 10年 だ、 っ た と 思 う O 外国人 と の 共生 は全 国 で

も 潜在 的 に抱 え て い る 問題J と 話 し て い る O

同 ネ ッ ト は 2005年 2 月 12 日 、 神戸市 内 で10年記念集会 を 聞 い て意見 を 交換 し た 。

ネ ッ ト を 構成 し て い る NGO 多 文化共生 セ ン タ ー の 田 村太郎理事が講演。 「支援活動 は

震災 2 日 後 に 始 め た 。 1 週 間 で200 人 の ボ ラ ン テ ィ ア が集 ま り 、 そ の半分は ネ イ テ ィ ブス

ピ ー カ ー で う ま く い っ た 。 2 月 ご ろ か ら は 、 賃金の未払い や健康保険への未加入で治療が

受 け ら れ な い と い っ た 、 外国人 を 取 り 巻 く 以 前か ら の 問題が 目 立 っ て き たJ と 振 り 返 っ た 。

続い て 京大人文科学研究所の竹沢泰子助教授 ら が加 わ っ て パ ネ ル討論。 間 野事務局長 は
「残留資格 を 巡る 相談で外国人が 日 本 に居続け る こ と が ど ん な に大変な こ と か を 知 っ た 」

と 指摘。 竹沢助教授 は行政 も 協調 し た 長 期 の 外 国 人支援活動 を 高 く 評価 し 、 「震災で被災

地の外国人 と 日 本人 の 関係が大 き く 変わ っ た 。 人種差別 に 関 す る 国連の会議 で報告 し た ら 、
「悲惨 な 例 ばか り の 中 で将来 に希望 を 抱かせ る 事例」 と た た え ら れた」 と 話 し た 。 外 国 人

と そ の暮 ら し を 理解す る O 自 本 を 理解 し て も ら う 。 災害の備 え に は 、 そ ん な 日 常の積み君主
ねが欠かせ な い 。 (注 4 ) 

領事舘サ ミ ッ ト

県 と 神戸市が在阪の各国総領事 ら と 国際協力 や大震災の課題な ど を 話 し 合 う 「第10回領

事館サ ミ ッ ト 」 が2005年 3 月 9 目 、 神戸市 で 開 か れ た 。 14 カ 国15人の総領事 ら を 含む約50
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人が参加 し た 。

今 回 の テ ー マ は 「総領事館等 と 連携 し た在住外国人 と の 防災対策J o ま ず県 と 神戸市が

在住外国 人 に 向 け た 災害時の情報提供 ネ ッ ト ワ ー ク の 現状や避難所マ ッ プの 作 製 な どの取
り 組み を 報告 し た 。 そ の後、 カ ナ ダの 総領事が関西在住の カ ナ ダ人 を 対象 に 、 災害時の安

否確認な ど に 運用 す る 情報共有絹 「領事監督者ネ ッ ト ワ ー ク 」 を 説明 。 各 国 総領事 ら が災
害時の在住外 間 人 に対す る 情報伝達 に つ い て議論。

井戸県知事は 「外国 人や 障害者 ら を F情報弱者」 と し な い た め に今後、 よ り よ い ネ ッ ト
ワ ー ク を 構築 し た い」 と 話 し た 。

「培 っ た行動力」 を 実践

甲南女子大学 (神戸市) の多文化共生学科で
学んだ I 期生95人が2005年 3 月 18 日 、 卒業 した。
同学科は大震災で外国人住民への援助活動が被
災地に広がっ た こ と を機に2001年、 開設 さ れた。
「異丈化 と の共生 は難 しい。 で も 、 行動か ら 生

ま れる も のがあ る 」 と 、 活動の場を さ ら に広 げ
よ う と 意欲 を燃やす。

研究対象は 臼 本 を は じ め と す る ア ジ ア ・ 太平
洋地域。 社会学や言語学な ど を 通 し て 、 多文化
社会の課題 を 探 る 。 外 国 人支援の 地元 NPO 法
人 と も 連携 し、 現場体験を重視 し て い る のが特
徴で、 1 - 4 年生381人が在籍。 1 期生の A さ

「震災 時の友情」 語 り 継 ぐ

ん は 、 神戸市内 で 日 系ベル 一 人子-弟の 日
育 を 手効 け し、 卒論は 「 日 本で暮 ら
者の声」。 ボ ラ ン テ イ ア 活動 で 築 い
を生か して本音 を 向 い た。

NGO の 職員 と し て フ ィ リ ピ ン に 赴任す る B
さ ん は 、 何度 も 現地の農漁村の貧 し い現状を 見
て き た。 相手の丈イヒ を 尊主主 し な が ら 支援す る こ
と の大 切 さ と 難 し さ を痛感 し た 。

森田勝沼教授 は 「共生 と い う
がち だが、 学生 ら l土地に足のつ い た取 り
た く ま し く な っ た。
力 に な っ て く れる はず」 と 言 う 。

韓 国 の 小 中 学生 ら を 日 本 に招 き 、 大震災で被災 し た在 日 1 世の 思 い を 語 り 継 ぐ講演会が

2004年 8 月 20 日 、 大阪市生 野 医 の 観音寺 で あ っ た 。 忠清北道の青少年 団体 に 加盟す る 120
人が、 元 ・ 中大阪朝鮮初 中級学校長の 高泰淀 さ ん (79) の話 に 耳 を 傾 け た 。

高 さ ん は 済州 島 出 身。 日 本人将校 に 軍靴で踏 ま れた傷跡がほ お に 残 る O 「朝鮮語 を 話 し

た と い っ て は 殴 ら れ、 け ら れた 。 民族の 「恨」 を 背負 っ て き たJ と 話す。
大震災 で は尼崎市 の 自 宅 は 全壊。 自 ら も た んす の 下敷 き に な っ た 。 2 、 3 日 し て神戸市

中 央 区 の 東神戸朝鮮初 中級学校に避難。 そ こ で は ボ ラ ン テ ィ ア が ト ッ ク ( 韓 国 の雑煮) を
振 る 舞 い 、 日 本人 の被災者 と 鍋 を 囲 ん だ。

南北の壁、 民族の壁、 国境がな く な っ た 一 瞬 だ、 っ た 。 体験 を 新聞 に 投稿す る と 、 全国の

日 本人か ら 朝鮮学校 に 図書や学用 品 の 寄付が相次いだ。 高 さ ん は 「震災 時 の 友情 を 風化 さ
せ な い こ と が、 日 本 と 韓国 ・ 朝鮮の友好親善の 礎 に な る 」 と 強調 し た 。
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震災後、 約30校で 「歴史の語 り 部」 と し て講演 し て き た が、 韓 国 の子 ら に 話 を す る の は
初 め て 。 ポ ッ テ 中 学 3 年の リ ・ チ ェ ヒ ー さ ん は6) は 「在 日 朝鮮人の悩み を 初 め て 開 い た 。

韓 国 で は 地震 は ほ と ん ど な く 、 驚 く こ と ばか り で し た」 と 話 し た 。 (注 5 ) 

3 .  I震災遺児J と 向 き合う
大震災 の 遺児 ら の心 の ケ ア に取 り 組 ん でい る あ し な が育英会の 「 レ イ ン ボー ハ ウ ス J (神

戸市東灘豆 ) の こ れ ま で の 活動 を ま と め た 「七色 の 虹が架か る ま で 仮神大震災遺児 と レ
イ ン ボ ー ハ ウ ス の 10年史」 が2004年末 に完成 し た 。

同 会 は 震災直後、 学生 ボ ラ ン テ イ ア が中 心 と な り 、 「 ロ ー ラ ー 調査J を 展 開。 犠牲者名

簿 に 記載 さ れて い た20�59歳の犠牲者の 家 を 電話帳や住宅地図 を 頼 り に一軒一軒訪ね歩 き 、

573人の遺児 を探 し 出 し た 。
そ の後、 震災遺児の 家庭調査な ど を 繰 り 返 す 中 で 、 心 に深 い 傷 を抱 え る 子 ど も た ち の 姿

が浮か び、上がっ た 。 間 会 は 1999年、 同 ハ ウ ス を 設立。 サ ン ド バ ッ グがあ り 、 思 い切 り 暴れ

ら れ る 「火山 の部屋」 や 「 ご っ こ 遊 び、の部屋」 な ど を 配置す る と と も に 、 ケ ア プ ロ グ ラ ム

や 習 い 事教室 な ど を 用 意 し た 。

本 は 同 ハ ウ ス の職員 ら が中 心 と な り 、 同 会 の 活動 を 伝 え る 機関紙 INEW あ し な が フ ァ

ミ リ ー」 の 関連記事 を ま と め て加筆、 完成 さ せた 。 写真 を 多用 し 、 震災直後の 同会の活動

の ほ か、 戦争や テ ロ 、 震災 な ど に よ る 海外の遺児への 支護活動 も 掲載 し て い る O
中心 に な っ て ま と め た 同ハ ウ ス の小河光治館長代行 は 「題名 に は 『虹が架か る ま で の こ

れ ま で、の 記録」 と 「架 か る ま で こ れか ら も 続け る 」 と い う 二つ の 意味 を 込 め た 。 子 ど も た

ち が10年 間 で ど う 成長 し 、 ど う 活動 し て い る か伝 え た か っ た」 と 話す。 (注 6 ) 

「心に あ い た穴」 埋め る

「司 会は2005年 l 月 12 日 、 震災遺児 と そ の保護者 ら 53人 を対象に し た初 の 開 き 取 り 調査結

果 を発表 し た 。 樽川典子 ・ 筑波大大学院助教授 (社会学) ら が、 2004年 7 月 か ら 1 1 月 、

災 当 時 7 �21歳だ っ た遺児19人 と 保護者 ら 34人 と 面接、 被災の状況、 気持 ち の変化 な ど を

調査 し た 。
遺児の ほ と ん どは 「 自 分だ け 生 き 残 っ て し ま っ た」 と い う 自 責の 念 に さ い な ま れて き た

と 漏 ら し 、 就職や結婚、 出 産 な どで 人 間 関係が広 が り 、 苦 し みが和 ら い だ、 と 回答 し た 0

15歳の時 に 母 を 失 っ た神戸 市 内 の 女性 は 、 あ の 日 、 母 に 「宿題す る か ら 朝 早 く 起 こ し て」
と 頼 ん だ、 こ と が、 死 に つ な がっ た と 悔や み続 け た が、 長女が出 産 し た こ と を 機 に 、 「子 ど

も が犠牲 に な る く ら い な ら 自 分の命 を あ げて も い い」 と 痛切 に 思 う 親心 に 気づ き 、 つ ら さ

が感謝 に変 わ っ た 。
遺児の 多 く が利用 し て い る レ イ ン ボー ハ ウ ス に つ い て は 、 集 っ て く る 友人 や ス タ ッ フ を

家族の よ う な 存在 と 感 じ 、 「み ん な 似 た 経験 を し て お り 、 気持 ち を 素寵 に 話す こ と で楽 に
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な れたJ な ど と 答 え た 。 遺児、 保護者 と も 、 '10年 で気持 ち が整理で き る よ う に な っ た」
と 答 え た 人が多か っ た 。

樽川助教授は 「 こ の 10年、 遺族は心 に あ い た穴 を 理め よ う と そ れぞれに努力 し て い た 。 思
い を 語 り 、 気持ち を 共有 し あ う こ と が癒 し につ な がる こ と が改め て分か っ た J と 話 し て い る 。

(注 1 ) r人の力 と 熱意 を信 じ て」 生活復興県民ネ ッ ト 活動記録集
(注 2 ) r地域活動推進講座記録集」 平成16年度
(注 3 ) r ま ち の再発見運動記録集」 平成16年度
(y主 4 ) r外!護人 と 共に く ら す ま ち を め ざ し てJ NGO 神戸外国人救援 ネ ッ ト 10周年記念誌
(注 5 ) 朝 日 新潟 2004年 8 月 21 日
(注 6 ) r七色の虹が架かる ま で」 大震災遺児 と レ イ ン ボーハ ウ ス の10年史
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[第三節 「市街地再生J 地域力で

1 . 県の 「に ぎわい回復」 支援
蕗庖告が 「 シ ャ ッ タ 一 通 り に な っ た」 と い う 話 を よ く 聞 く O 被災10市10町の登録商民街

数は10年 間 で473か ら 422へ51 も 減 り 、 神戸市で は30 カ 所の 商自街組合が解散 し た 。 市加 で

は神戸、 芦屋、 明石市 の 減少幅が大 き い。

神戸市西癌信連合会に よ る と 、 長 田 区 の 菅原商届街は じ め 、 灘、 東j難民 を 中 心 に震災以

降14匝体が 「組織が維持で き な く な っ たj な どの 理 由 で 同連合会 を 退会 し 、 登録か ら 外 れ

た 。 県産業労働部 は 「廃業以外に も 、 再開発 ピ ルへ の 移転 な どで屈数が減 り 、 組合の維持

が難 し く な っ た の で、 は j と み る 。
い ま 、 各商庖街 は 再生 を か け た 「 ま ち の活性イ七」 に 励 ん で い る O 大規模庖 進 出 の影響 を

受 け な が ら 、 屈 の個性づ く り 、 共 同 高舗化、 人材育成、 イ ベ ン ト 創 出 に懸命。 県 、 市 も 地
元 の 要望 を 受 け 、 市街地再開発 と 意欲的 な 商庖の フ ォ ロ ー ア ッ プに取 り 組ん で い る O

県 は 「復興計画最終 3 か年推進 プ ロ グ ラ ム 」 の終わ る 2005年 3 月 、 事業 を さ ら に延長 し

て行 う 施 策 を 打 ち 出 し た 。 復興基金か ら 約19館、河 を ね ん 出 し 、 2005年度か ら 向 う 5 年 間 、 「市

街地の再生 ・ ま ち の に ぎ わ い 匝復J 9 事業 を 行 う と い う O う ち 、 ま ち の に ぎ わ い 田窪支援
策 は次の 6 事業 (計111意5 ， 500万円) 0 

①被災地花い っ ぱい モ デル助成 (種子、 苗 の配布、 地盤整備費)

②被災地空 き 地の緑化推進助成 (地盤整備、 園 芸資材費)

l ③後興 ま ち づ く り 支援事業補助

「

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 」

( ま ち づ く り ア ドバ イ ザ 一 、 コ ン サ ル タ ン ト 派遣、 ま ち づ く り 活動助成)

l ④商庖街 ・ 小売市場復興イ ベ ン ト 開催支援事業補助。

⑤被災地商庖街等 に ぎ わ い 創 出 イ ベ ン ト 事業。

⑥商庖街 ・ 小売市場共同施設建設費助成事業。

①②は 、 シ ャ ッ タ ー を 下 ろ し た宿 、 虫食い状の 庖 な ど寂れ た 商庖街の イ メ ー ジ を花や縁

で包み込ん で払拭 さ せ よ う と い う 企画への補助。 ③⑤は通 り を 活性化 さ せ る イ ベ ン ト を 奨

励 し 、 魅力 あ る 事業 に補助す る O
県 は 、 高居街の集積活性化、 届 の高度化事業、 再開発な どハ ー ド面の 「商出街基盤施設

整備」 を 行 い 、 そ の後空 き 舗 を 活用 し た 実験的 な 庖舗運営支援な ど、 ソ フ ト 面 に 移行 し

て い っ た 。 ま ち を 美 し く 昔前 り 、 通 り の 質 を 高 め る 支援 は そ の仕上げだ。
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再開発が進 む新長 田南地 誌 で は 、 商業 フ ロ ア 約 4 万2 ， 000平 方 江 の 1 割が空 き 区画。 復

興基金 に よ る 出庖者への家賃補助 に 加 え 、 2005年度か ら 公益事業 を 行 う 地域間体な ど の 入

居 に 活動資金 を 援助す る O 商庖街の イ ベ ン ト な ど に取 り 組む 「神戸 な が た TMOJ 広 報宣

伝部の 田 中雅久 さ ん は 「 イ ベ ン ト への補助 も 5 年 間 継続 さ れる O な ん と か販促 に つ な げた
いj と し て い る O

「商い繁盛J に 人材育成

「共生」 を 軸 に 、 商庖街 に は組合、 ボ ラ ン テ イ ア 活動、 NPO 法人 (特定非営利活動法人) 、

学生 ら の動 き が さ か ん 。 そ こ に は 、 住み慣れた ま ち の に ぎ わ い を 取 り 戻そ う 、 と い う 一致

し た思 い が底辺 に あ る O

神戸市 は2004年度、 商業の活性化 を 支援す る さ ま ざま な 施策 を 盛 り 込 ん だ 。 特 に 力 を 注

ぐ の が後継者の 人材育成。 意欲 を も つ も の の行動 を 起 こ せず に い る 若手商業者 グル ー プ を

支援す る 「若い モ ン の授業料」 事業 を 開始。 先駆的 に 活動 し て い る 先輩 と の交流 も 促 し 、

次代 を 担 う リ ー ダ ー を 育 て る O
若手でつ く る 勉強会や新規事業 に補助金 を 先払 い し た り 、 5 人 ほ ど の 小 人数の活動 に も

助成す る な ど し 、 最初 の 一歩 を 踏み 出 すハ ー ド ル を 低 く す る O

甲 南本通商自街 (東灘区) や大 日 六商忠街 ( 中央区) な ど取 り 組み が活発な 鵡業団体の
メ ン バ ー でつ く る 「神戸 み ら い 委員 会」 と も 連携。 メ ン バー が活性化 の 秘 け つ を 伝授す る O
年度末 に は 、 同 事業 を利用 し た 団体に よ る 報告会 を 開 く O

ぽ っ か け カ レ ー や そ ばめ し な ど、 地域独 自 の食情報 を 積極的 に発信 し て い る 新長 田 地 区 。

こ こ を 飲食分野の起業拠点 に す る た め 、 2004年春開設の調理専 門学校の サ テ ラ イ ト 校 と 連

携 し た 支援事業 を 展 開 す る O
オ ー プ ン す る の は 兵庫 栄養専 門 学校 (西宮市) の 「 ア ス タ キ ッ チ ン ス タ ジ オ 」 。 同 ス タ

ジ オ で起業セ ミ ナ ー を 開 く ほ か 、 調理制や応舗デザ イ ナ ー 、 中小企業診断士 ら が連携 し て
独 立 開業 ま で を 一貫支援す る O 既存 の 飲食庖経営者 に も 同 校 の 調 理 師 ら を 派遣 し 、 新 メ
ニ ュ ー の 開発 な ど を 手伝 う O
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「空 き 底舗J 写真展で元気を

神戸市兵庫区の平野市場で2004年11月 17 日 、
空 き 広舗の締め切 っ た シ ャ ッ タ ー を壁替わ り に
し た写真展が始 ま っ た。 地域の見 ど こ ろ を と ら
え た写真 を 舟支か ら 公募。 史跡や祭 り な ど40点
が並び、 市場が丸 ご と ギ ャ ラ リ ー に。

昭和30年代、 平野市場内 に は約150 も の広が
並び、 連 日 に ぎわ っ た。 し か し客足がス ーパー
な どに移 り 、 廃業が相次いで現在営業 し て い る
の はお庖。 そ こ で 市場組合が祭 き 庖舗 を 逆手に
と り 、 「 い ち ばに ぎ わ い祭 り J を企甑。 「平野の
ま ち の写真展」 を 催 し た。

立 ち 止 ま っ て見入る 常連客 ら が話題 にす る な
ど人気は上 々 。 組合長の東浦敬さ ん は 「空 き 1苫
舗が並ぶ と 暗い雰囲気に な る O 明 る い ム ー ドづ

を貸 し 、 「 ま ち か ど き っ さ 平野庖」 を 聞い た。 コ ー
ヒ 一 、 紅茶、 ク ッ キ ー 、 和;菜子 な ど を 販売 し 、
に ぎや か さ を演出 し た 。

い」 と い う 。 空 き 庖舗の シ ャ ッ タ ー を利用 し た 写真展ニ神戸市
ど も た ち に空 き 庖鋪 兵康区、 平野市場 (神戸新商社提供)

2 . 蕗脂街ヘ、 学生が集団移住
神戸市 中 央区 と 兵庫 区 に ま た が る 入江地区 (東川崎町、 東 出 国I、 西 出 町) 。 市場や路地

が残 る 下町 は 、 大震災や高齢化 の 影響 で空洞化 に歯止 め がかか ら な い が、 2004年春、 大学
生がそ の 町へ の 移住 を 計画。 神戸芸術工科大の学生が始め た 「住み コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・

プ ロ ジ ェ ク ト 」 で、 新 し い ま ち づ く り の手法 と し て 注 目 を 集め た。

発案 し た の は 同大大学院生の三宗匠 さ ん。 同 大 と 入江地区 の交流は 5 年 呂 で、 授業の一
環 と し て 町の文化 や 景観 を 調査 し た り 、 ア ー ト イ ベ ン ト を 開 い た 。 油 の し み た鉄工所、 杉

の木の電柱、 お好み焼 き の に お い 、 猫の集 ま る 空地…。 町 に ほ れ込ん だ三宗 さ んが 「一過

性のつ き あ い で な く 土着 し よ う J と 呼びか け る と 希望者が殺到。 ま ず10人 を 「住み コ ミ ス

ト 」 に登録 し 、 年 内 に 5 人が移住す る こ と に な っ た 。

最初 の 定住地 に 選 ん だ の は 稲荷市場。 1970年代 の ピ ー ク 時 に は90庖舗で に ぎ わ っ た が、

震災で全壊す る な ど し 、 現在 は約20庖舗。 シ ャ ッ タ ー を 閉 め た活舗跡 を 木工製品 を 作 る 工

な ど に 改装 し 、 2 階 に 学生が住み込む。 こ の ほ か 2 軒 の 改装 も 進む 。

プ ロ ジ ェ ク ト の柱 は 二 つ 。 一 つ は 「住み込み シ ス テ ム 」 づ く り O 不動産 屈 に登録 し て い

な い空 き 物件 を 探 し 、 家主 と 交渉。 自 由 に改装 で き る 。 犬の散歩 を 手伝 う O 月 1 回 は 高 齢

の家主 と 食事 を す る ー な どユ ニ ー ク な 条件 を個別 に 決 め 、 大学の ホ ー ム ペ ー ジ に掲載。 学
生が閲覧で き る よ う に し 、 家主 と 希望が合 え ば入居す る O

も う 一つ は 「地域活動への 参加」 。 近 く の 商 自 で積椋的 に 食事や 買 い物 を し て 町の イ ベ
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ン ト に は 企露段階か ら 参加 し 、 学生の ネ ッ ト ワ ー ク で広報活動 も 手伝 う O ま た 空 き 物件 の

有効活用 と 改築でさ[い建物 の保存、 再生 に も つ な げる 。

せんぺい屋 を 営 む大畑守人 さ ん は 「高齢化が進み、 こ の ま ま で は じ り 貧 に な る O 若者が
い る だ け で活気づ く 」 と 期待 し 、 三宗 さ ん は 「学生 は 卒業す る と 町 を 離れ る が、 新 し い 学

生 に も 呼びか け 、 継続的 に{主み込め る 仕組み を作 り た い 」 と 話 し て い る o (注 1 ) 

神戸大 と 灘区提携

神戸市灘区 と 、 同 区 に キ ャ ン パ ス を 置 く 神戸大学 は2004年12月 2 日 、 地域社会の発展 と

人材育成 な ど に 連携 し て取 り 組む協定 を 結 ん だ。 行政区 と 大学の試み と し て は全国で初。

大震災か ら 10年 を 機 に 、 復興の総仕 ヒ げ と 新た な ピ ジ ョ ン 作成 に 向 け 、 よ り 広 い分野で
大学の知識や学生の行動力 を 地域 に 還流 さ せ る と い う 狙い 。 す で に 始 ま っ て い る 児童館で

の 育児相談の充実 を 進め る ほ か、 地元商府街の空 き 庖舗 を 利用 し た ベ ン チ ャ ー ピ ジ ネ ス 育
成、 地域 に 蹴 る 古文書や 歴 史的文化財 を使 っ た ま ち お こ し な どが計画 さ れて い る O

同大で、行わ れた 調 印式 に は 、 地域連携担当 の鈴木正幸 同 大理事 と 、 三好正英同 医長が出
席。 鈴木理事は 「大学の敷居 を 低 く し 、 総合大学 と し て 地域の ア イ デ ン テ イ テ ィ ー を 高 め
て い き た い」 と 話 し て い た 。

「高j苫活性イヒ」

大阪大、 関学大、 甲南大な どの学生 ら 12人が
2004年 6 月 、 「 甲 南地域経営研究所」 ニ 伊達康
一代表 (甲南火 3 年) = を設立 し 、 東滋区の 甲
南本通商!苫街 (約50)苫) を拠点 に ま ち づ く り に
立 ち 上がっ た。

起業 ピ ジ ネ ス に興味を持っ て い た 伊 達 さ んが
商白街の人た ち に 「 ビ ジ ネ ス と し て や っ て み な
いか」 と 誘われ、 ま ち づ く り に興味の あ る 学生
ら が集 ま っ た。 メ ンバー の専攻は経営、 外国語、
デザイ ン 、 建築 と さ ま ざま O 事務所は商庖街近

3 . γ地域通貨」 被災地に浸透

く に設置 し た 。
当面は商庖街の イ ベ ン ト を請け負 う 中、 地域

の人々 と 交流 し、 ニ ー ズ を つ かむ こ と が目 的。
第 1 回 目 は 6 月 20 日 の 「父の 日 」 に 同商Jð街で
行われた父親 と 子 ど も を対象 に し たお絵か き 会
を 聞 き 、 親子の き ずな を 深め た 。

伊達 さ ん は 「責任 と 継続性 を 目 指 し、 あ え て
ビ ジ ネ ス の形を取ろ う と 決め た 。 行政にで き な
い 、 お 客 さ んの心を捕 ら え る千子動 を B 指 し た い」
と 話 し て い た 。 (注 2 ) 

お 金 に換算 し に く い モ ノ や サ ー ビ ス の対価 と し て 、 限 ら れた 地域や グ ル ー プ 内 だ け で流

通す る 地域通貨。 人材や知恵、 自 然 と い っ た資源 を 掘 り 起 こ す ツ ー ル と し て脚 光 を 浴び、

震災後、 県 内 で じ わ じ わ浸透 し て い る O
地域通貨 は 1930年代 に 欧米で第一次ブー ム が起 き 、 1980年代 に 人気が再燃。 そ の 後 世界

的 に は 沈静化 し た が、 日 本で は 経済再生 を 目 指 し て2000年前後か ら 広 が っ た 。 臼 的や ル ー
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ル は さ ま ざ ま だが、 市場で評価 さ れに く い価値 を 共有す る 「道 具J と い う 位置付 け は 同 じ 。
仕組み は 、 例 え ば住民が清掃、 高齢者介護 な どの サ ー ピス を 提供 し、 対価 と し て 地域通貨

を 払 う 。 種類 は貨幣発行型、 通!脹型、 電子取引 型 な ど。
県下で は 震災後、 ボ ラ ン テ ィ ア や ま ち づ く り の機運の高 ま り を に急速 に 広 が っ た 。

(表 1 ) 兵康県内の主な地域通貨

名称 地域
か も ん 神戸市東灘区
元気 同市中央区
ノくー ド 同 市長 田 区

l たべ も の通貨Agri 同市西区
グ リ ー ン 二木市
ZUKA 宝塚市
り ば 加古川市
だい わ チ ケ ッ ト 川 西市
SじN 二出市
か も ン 小野市
と んぼ たつの市

千姫 姫路市
ぺい ろ ん 相生市
未社 丹波市
む ら お か 美方郡香美町
う ず 南あ わ じ市

2005年、 日 常的 に流通 し て い る の は約20。 途 中 で 中 止 に な っ た ケ ー ス も あ る 一方で、 新 た
な 参入 も 相次 い で い る O

最 も 新 し い の は 、 神戸市‘ 中 央 区 の 大 日 六商庖会 (28J古) が2005年 9 月 に 出 し た 「元気J o

公 園 の 管理や福祉 な どの ボ ラ ン テ イ ア 活動 に支払 わ れ、 地域の 商庖や福祉施 設 な どで、 商

品 や サ ー ビ ス と 交換で き る O こ の よ う に 商出慌が主体 と な っ た発行 は珍 し い 。 城戸秀則会

長は 「通貨 を 通 じ て子 ど も か ら 高齢者 ま で地域で元気 に 活動 し て ほ し い」 と 言 う O

80唐が共通割引券

震災復興土地区画整理事業が進む]R新長田駅北地症 を 中心 と し た飲食、 物 販 な ど約80の
庖舗が2004年 8 月 1 日 か ら 共通割 引 券 を 発行 し た 。 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ に代 表 さ れ る 地場産

業の不振が続 き 、 不況に あ え ぐ ま ち の集客増 に 結 び付 け よ う と い う 狙い 。
企画 し た の は生活支援 に 取 り 組むNPO法人 「 キ ヤ ン ド ヘ ル ス 」 。 割 引 券 は額面10、 50、 100

円相 当 の 3 穣類 で 、 買 い物金額 に応 じ て客 に券 を 手渡す。 客 は加盟!古や病 院 な どで地域通
貨 と し て 使 う こ と がで き る O 使用後の半券 を 集 め る と 、 5 ， 000円相 当 の割 引 券が当 た る 抽
選 に応募で き る と い う お ま け付 き 。 地域の個人商屈の 4 分の 1 に あ た る 100屈 の 加盟が 目 標 。

名称 はj巷軒 に ち な んで 「ハ ー パ ー 」 に決め た 。
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発案者の ひ と り で、 NPO メ ン バー の南研泰 さ ん は 「生 ま れ育 っ た 長 田 の 現状が歯がゆ いj

と 話す。 同 地 区 は かつ て ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ と 関連す る ゴム 工場が立 ち 並び、 活気 に あ ふ れ

た が、 震災で多 く の工場が移転 し た り 、 廃業の憂 き 目 に 追 い込 ま れ た 。 住 民 も 離れ、 今で

も 空 き 地が 目 立つ 。

運送会社 を 経営す る 南 さ ん は 、 震災で大 き な被害の 出 た ま ち の再建 に 奔走 し て き た 。 4

年前 に は提案が実 る 形で 、 新長 田 駅近 く に朝鮮半 島 の 食材 を 販売す る 交流 拠点 「 ア ジ ア ギ ャ
ザ リ ー 神戸」 が完成 し た 。 「以前 は よ そ か ら 人 を 集め る こ と ばか り 考 え て い た 。 地元 を 大

切 に す る 小 さ な 取 り 組みの積み重ねが に ぎ わ いづ く り に役立つ は ず」 と 南 さ ん。

NPO、 地域の主役に

地域共通割引券 と 加盟庖 に張 ら れる ス テ ッ
カ � =神戸市長田 区神楽町 (神戸新開校捻

ぷ 供)

県 は 2004年 8 月 、 NPO法人 と し て新 た に37団体 を 認証 し た 。 NPO法 に 基づ く 県の認証団

イ本は609団イ本 に な っ た。

県 の認誌は 1999年 4 月 か ら o 609団体の う ち 神戸市内 に 事務所があ る のが257団体。 活動
分野で最 も 多 い の は 「保健 ・ 医療 ・ 福祉」 関連で全体の59 % の 団体が携 わ る O 「干士会教育」

(48 % )  ，. ま ち づ く り J (42 % ) も 多 か っ た 。

2004年度の 国民生活 白 書 は 、 地域住民の 自 発 的 な 社会参加が 「新 し い公共」 を 生 み 出 し
て い る と 指捕 し た 。 民 間 の NPO を 地域社会の主役 に据 え 、 各地の具体的 な 事例 を 紹介。 活

動分野 で は 高齢者福祉や ま ち づ く り 、 自 然環境保護の割合が高い。

そ し て住民主体の地域活動 を 促進 さ せ る 有効 な 手段 と し て地域通貨 に 注 目 し た 。 間 内 で

450 ほ ど存在す る と い う O 地域通貨 に は①地域活動 の 担 い 手 が 日 に見 え る 対価 を 受 け取 る
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こ と がで き 、 活動継続の励み に な る 。 ②無償 で は 頼 み に く い サ ー ビ ス の提供 を 受 けや す く

な る ー と い っ た効果があ る と 分析。 地域内 の サ ー ビス の や り 取 り や 、 人 同士 の つ な が り を

活発 にす る 手法 と し て期待 を 寄せ て い る O
た だ法律に よ る 裏付けがな い地域通貨が持続的 に流通す る ま で に は課題 も 多 い 。 長期保有

すれば不利 に な る 仕組み を 導入 し た地域や、 た ま っ た地域通貨 を 商品 と 交換で き る よ う に し

て過剰 な 残高 の積み上が り を 防 い で い る 地域の活動 を 紹介。 地域 ぐ る みの工夫 を 促 し て い る 。

一一一化
大震災で被災 し た の を き っ かけ に 、 60歳 目 前

でブロ ゴル フ ァ ー に転身 し た神戸市長田 区の古
市忠夫 さ ん (65) の 半生 を 描 く 映画の制作が始
ま っ た。 焼け野原 と な っ た街の復興に奔走す る
一方で、 プ ロ 試験で合格 を 果 た し た 実話に基づ
い て お り 、 宝塚市 出 身 の 仙 頭武 則 映 画 プ ロ
デュ ー サ ー は 「災い を ど う 受け !とめ、 ど う 生 き
る かは重要 な テ ー マ 。 国難を乗 り 越え て い く 心
の動 き を描i き た い」 と 言 う 。

タ イ ト ル は 「あ り が と う Jo 震災で カ メ ラ 庖
ブ 好 き の主人公が友人に勧

4 . コ ミ ュニチ イ ・ ビジネ ス

…ー こ と い [
と 一念発起。 長 田 区若松町11丁 白 自 治会長 と し j 
て被災後の区画整理 な どで地域の先頭に立つ合 1 

簡 に ゴル フ の練習 を 続け、 2 ， 000人 の う ち 60人
しか合格 し な い プロ テ ス ト の難関 を 突破す る ス
ト ー リ ー 。

鷹取商庖街の復興は コ ミ ュ ニ テ ィ の協力 で実
現 し たが、 街の大火災の模様は セ ッ ト で特撮 し
再現す る 。 2006年度中 に公開の予定で、 古市 さ
ん役は赤井英和、 妻の千賀代 さ ん (60) は 田 中
好子が扮 し て い る 。

震災で は 大量 の ボ ラ ン テ ィ ア が活動 し 、 1995年 は 「 ボ ラ ン テ ィ ア 元年J と い わ れ た 。 そ

こ か ら 、 地域住民 が 自 ら 地域 の ニ ー ズ や 課題 に応 え る コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ピ ジ ネ ス (CB) が
被災地か ら 県内へ じ わ じ わ広 が っ て い る 。

県 は 1999年度、 「 コ ミ ュ ニ テ イ ・ ピ ジ ネ ス 離陸応援事業j を ス タ ー ト さ せ た 。 被災地 を

対象 に 、 復興基金 を 財源 と し て補助金 ( 最大で 2 年 間 300万円 ) を 支給。 2001年度か ら は

県の事業 と し て 、 対象 を 県内全域に拡大 し た 。
こ れ ま で に 助成 を 受 け た の は 105団体。 こ の う ち 施設 な どへ の 障害 者 の 移 送サ } ピ ス や

高齢者向 け ラ ジ オ 番組制作 な ど、 福社関係が38団体で最 も 多 い 。 地域の特産品 を 活用 し た

ま ち づ く り ・ 村お こ し (26団体) や 、 文化 ・ 芸術 ・ 教育振興 (14団体) な ど も 目 立 っ て い
る o CB に よ る 地域再生の試み は確実 に根付 き 始め て い る O

ひ と つ の事例 を 報告す る O 車いす生活 を 送 る 西宮市の福永年久 さ んが愛用 す る ス ー ツ は 、
見 た 目 は 普通の既製 品 と 変わ ら な い 。 だが、 腰や脇、 腕の部分は仲縮性 の 高 い 生地 を {吏用

し 、 脱 ぎ著 し や す い 。 「痛い 思 い を せ ず に 着 ら れ、 普通の 人 と 同 じ よ う に お し ゃ れ を 楽 し
め る 」 と 福永 さ ん。
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(表 2 ) コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ビ ジネ ス 離陸応援事業の事業内容

リ サ イ ク ル

子育て ・ 家事支援

( 1 999�2004年度実績)

製作 し た の は 、 「仕立屋MiKiJ (宝塚市 ・ 三木節子代表) 。 身体障害者や 高齢者 を 対象 に 、

一人一人の要望 を 聞 き な が ら 障害の程度や好み に応 じ た 洋服 を 作 る O 高齢者や 障害者施設

と も 提鳴 し 、 顧客 を 広 げて い る O
三木 さ ん は 10年前の 震災 で被災 し 、 仮設生宅 に 入居 し た。 そ こ で障害者の 支援活動 を す

る 人 と 出 会 い 、 障害者 向 け の寝 間 着 や 衣類 を 作 っ て販売す る ボ ラ ン テ ィ ア を 始め た 。 1999
年、 「残 り の 人生 を 自 分 ら し く 生 き る た め 、 長年や っ て き た 洋裁 を 生か し た い 」 と 、 起業

を 思 い立 っ た 。

2004年春に は ボ ラ ン テ ィ ア仲 間 ら 3 人が加 わ り 、 総勢 4 人 に な っ た 。 恒 人 の注文に応 じ
る …方で、 積極的 に 商 品 を 開発。 肩 に 羽織 る だ け で ジ ャ ケ ッ ト の よ う に見 え る マ ン ト 、 パ
ン ツ と ひ ざ掛 け が一体に な っ た 「パ ン ツ 型 ひ さや掛 け」 な どの 人気商品 も 生 ま れた 。 現在、

約20点 を 介護 シ ョ ッ プや イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 じ て販売 し て い る O

「多 く の 人 た ち と 協力 し な が ら 、 年齢や性別、 障害の有無 な ど に 関係 な く 誰 も が フ ァ ッ

シ ョ ン を 楽 し め る 社会 を つ く り た いJ o 三木 さ ん は 大 き な 夢 を 抱 く 。 (注 3 ) 

サ ポ ー ト セ ン タ ー が機構改革

被災地での起業や雇用創 出 を 支援す る 県の 委託事業 「生 き がい仕事サ ポ ー ト セ ン タ ー 」
が2004年 5 月 、 新 た に 「神戸東J I播磨」 の 2 カ 所 に事務所 を 開設 し た 。 こ れ ま で 「神戸J

と 名乗 っ て い た神戸市長 田 区 の事務所名 は 「神戸西」 に 。

サ ポ ー ト セ ン タ ー は 、 被 災地 の ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プが地域密着型 の福 祉 や IT事業、

コ ミ ュ ニ テ イ ・ ピ ジ ネ ス な ど を 起 こ す ノ ウ ハ ウ を 伝授す る た め 、 2002年 に 開設 さ れた 。 こ
れ ま で は 阪神 地 区 は 「宝塚NPO セ ン タ ー 」 が、 神戸 は 「 わ ー す」 が受託 し て い た 。

「神戸西J と な る 「 わ ー す」 は 、 神戸市長 田 IK若松町 2 丁 目 の新長 田 セ ン タ ー に加 え 、

神戸市 中 央区元町通 6 丁 目 の元 町 ブ ラ ン チ を 「元町 セ ン タ ー 」 に昇格 さ せ、 週末は元町セ
ン タ ー を 中 心 に相談業務 に応 じ る O

県震災復興本部雇用就業課は 「介護 ピ ジ ネ ス な どの起業 に 成果が上がっ た た め 、 セ ン タ ー
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を 増設 し た」 と い う O

地域づ く り の行動 自 標提案

震災後の市民活動 を検証 し 、 今後の地域づ く り の行動 目 標 を 提案す る 「 阪神 ・ 淡路大震
災10年 一 市民社会への発信」 を 、 NPO メ ン バ ー ら で組織す る 「震災10年市民検証研究会」

(事務局 ・ 西宮市、 山 口 一 史代表) が2005年 3 丹 、 出版 し た 。 住民が地域 の た め の サ ー ピ
ス を 自 ら 生み 出 す 「 コ ミ ュ ニ テ イ ・ ピ ジ ネ ス 」 の重要性 な ど を提唱。

NPO の 活動 の 広 が り な ど、 地域社会 を 寂 り 巻 く 10年 間 の動 き を 整理。 そ の う え で、 震

災の経験 を 踏 ま え た ま ち づ く り の あ り 方 な ど を 提言 し て い る 。震災 5 年 の 際 に発行 し た 「市

民社会 を つ く る 」 の続編で、 10人が執筆 し た 。

商)古衝の 空 き 庖舗 を 活用 し た 学童保育、 自 治会 と NPO の連携に よ る 復興 ま ち づ く り な ど、
被災地 に芽生 え た具体的 な 市民活動 を 盛 り 込 ん で い る の が特徴。 被災者生活再建支援法の

成立や改正 な ど、 市民の声が力 と な っ た 公的支援の動 き も 詳 し く ま と め て い る 。

今後の行動 目 標 は 、 「 ア ク シ ョ ン プ ラ ン 2005J と し て 、 公共施設の 自 主管 理 な ど 「小 さ

な 自 治」 の実現や、 市民が主体 と な る 防災計画づ く り な ど約50項 目 を提案。 行政な どサ ー

ビ ス 供給側 の論理で な く 、 「ニ ー ズ に 向 き 合 う 」 姿勢の織底 も 訴 え る o 1 ，  500 円。 (研究会

事務局 宮0798 ・ 36 ・ 6679) (注 4 ) 

NPO と 一緒にj高づ く り

神戸ーの繁華街 と し て栄 え た新関地の に ぎわ
い を取 り 戻そ う と 、 「新開地 ま ち づ く り NPOJ
が進め て き た 「神戸 ・ 新潟地ス タ ン ダ ッ プ ・ プ
ロ ジ ェ ク ト 」 の第 1 号庖が2005年 2 月 25 日 、 神
戸高速鉄道新潟地駅の地下街 に オ ー プ ン した。

同 NPO が昨年 2 月 、 地下街の空 き 店舗への
お庖者 を募集。 }古舘 プロ デュ ー サ ー や照明デザ
イ ナ ー ら が、 メ ニ ュ ー か ら 庖 の デザイ ン ま で ア
ドバイ ス し、 半年間---緒 にrnづ く り を進め て き
た。 「 き ゅ ー ち ゃ ん」 は カ ウ ン タ ー 15席、 テ ー
ブル121市の屋台風の泊。 ラ ー メ ン や 串揚げな ど

(注 1 ) 神戸新聞 2004年 5 月 5 日
(注 2 ) 毎 日 新聞 2004年 6 月 5 日
(注 3 ) 神戸新聞 2005年10月 1 1 B

メ ニ ュ ー も 屋台 を 意識 した。 応名 は 、 オ ー す ー
の石I 1 1美恵子 さ ん が、 療養 中 の 夫 の 名 前 か ら
取 っ た。

一人で切 り 盛 り し て い た ラ ー メ ン 屈 は 、 神
戸 ・ 中央民のハ ーパー サ ー カ ス の 閉鎖で2004年
4 月 に撤去。 悩んで、い た 時 に プ ロ ジ ェ ク ト の こ
と を 知 り 、 決め た 。 「私 た ち の最後の活。 繁盛
さ せて 、 応援 し て く れた人た ち ゃ 、 新開地の街
へ患返 し を し た い」 と 美恵子 さ ん。

向 NPO は 同 じ 地下街で 2 号、 3 号庖 の
者 を 募集 し て い る o (注 5 ) 

(l主 4 ) r震災10年 ・ 市民社会への発信」 震災10年市民検証研究会
(波 5 ) 朝 日 新聞 2005年 2 月 26 日
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“自由 「住宅再建」 の道聞 く

1 . 住宅再建支援法
大震災後、 生活の基盤であ る 「住 ま い 再建の公的支援」 は 兵庫県民 の 悲 願 だ、 っ た 。 国 に

対 し 、 生活、 経済復興の か な め と し て の支援 を 繰 り 返 し 要望 し て き た 。

1998年 に 成立 し た 「被災者生活再建支援法」 は 、 台嵐、 地震 な どの 自 然災 害 に 際 し 全壊
世帯 に 最高300万 円 、 大規模半壊世帯 に 向100万円 の 支給が実現 し た 。 2004年 4 月 、 法改正

が行わ れ た が、 全田知事会 な どが求め て い た住宅本体への補助 は 「個人資産 の形成 に 公費

は 出 せ な い」 と し て見送 ら れた経緯があ る O

こ う し た 国 の 動 き に対 し 、 各府県 は独 自 の支援策 を 模索 し 、 鳥取県が2000年10月 の県西

部地震で 、 被 災住宅再建 に 一律300万円 、 補修 に 同 150万円 を 支給す る 制度 を 初 め て設 け た 。

自 治体の先駆 け で あ り 、 2004年夏以降、 台風な どの大規模災害が相次 ぎ、 独 自 の被災者支

援 を 実施す る 自 治体が続出 し た。

2004年 7 月 の 豪雨 で 同 法 の 適用 を 受 け た福井県 は 、 全壊世帯で最高400 万 円 の 給付 を 決

め た 。 支援法の支給要件であ る 所得制 限 を外 し 、 住宅の再建や改修 に も 資金 が使 え る よ う

に し た 。 徳 島 県 は被災世帯 に 最高300万 円 を 支給。 新潟県 は水害被災者 に 対 し 、 県独 自 に
全壊、 大規模半壊 に 最 高100万 円 を 補助 し た ほ か、 半壊、 床上浸水 に も 一定額 を 補助 し た 。

そ し て 兵躍県 は 、 改正支援法の 施行 と 同時 に 、 被災者間 で支給額 に 大 き な 格差が生 じ な
い よ う 補完す る 制度 を つ く っ た 。 2004年12月 8 日 、 台風23号で最高300万 円 を 支給す る 伺

支援法 を 豊 岡 市 な ど 5 -fぢ13町か ら 全県 に拡大 し て適用 、 754世帯が全壊認定 を 受 け た 。

44知事が 「住宅本体を対象 lこJ

「被災者生活再建支援法」 に つ い て 、 朝 日 新聞社は2004年12月 、 全国都 道府県の知事に

ア ン ケ ー ト を し た。 そ の結果、 44知事が 同 法 で は 支給対象外 と な っ て い る 住宅本体 を 対象
に加 え る べ き だ と の考 え を 示 し た 。 国 の 現行制度 を 補 う 形で独 自 の 制度 を創 設 し た ほ か、

検討の意思があ る と し た の は 18都府県 に の ぼっ た 。 共 開 通信社の 同様の調査で も 、 支援法

が対象か ら 除外 し て い る 住宅本体の建築 ・ 補修費 の補助 を 加 え る よ う に 求 め た の は 、 44都

道府県 に上 っ た 。

朝 日 新聞社の ア ン ケ ー ト は 、 同法の 問 題点 や適用 の有無、 独 自 の上乗せ措置 を す る 意思

な どに つ い て尋 ね た 。 支援対象 に住宅本体 を 加 え る べ き か に つ い て 、 「 は い」 と 回答 し た44
知事の ほ と ん どが「居住の確保が生活再建の 基本J r住宅再建は地域の再生の た め に も 重要」
な どの 理 由 を 挙 げ た 。

「 そ の他J と 答 え た の は 青森、 広 島、 大分の 3 県知事。 「個 人資産 で あ る 住宅への公費

投入 に つ い て は慎重 に 検討すべ き だJ r地震保険加 入 な ど 自 助努力 が恭本」 な ど と 答 え 、
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(表 1 ) 住宅再建支援 に 関 す る 知事ア ン ケ ー ト

①改正被災者生活再建支援法の対象 に住宅本体への支援を 加 え
るべ き か

②同法への た乗せ措買 を独 自 で と っ て い る か、 ま た は検討す る
つ も り は あ る か

③同法の適用があ る か

① ② ③ ① ② ③ 
北 海 道 O ム × 滋 資 o O x 
青 森 ム ム × f五 者E O O O 
岩 手 o × × 大 絞 O ム ; ×

呂 城 O × × 兵 庫 O O O 
秋 出 O ム × メ刀ぇ、 良 O ム × 

山 形 O ム × 和 歌 山 O ム × 

干高 烏
i 茨 域
干后 オド
群 馬
埼 玉
千市 葉

東 五ミ
神 奈 川
新 潟
富 山
石 J l I  
干高 井
山 梨

l 長 聖子
岐 阜
静 i話]
愛 知

重

O ム I X 4鳥 耳収 O O × 

O × × 島 ネ畏 O O × 

O ム X 1 1湾 山 O O O 
O O × 

O × × 

O 正斗 × 

O O O 
O X 1 X 
O O O 
O ム × 

O 乙斗 × 

O O O 
O O × 

O O × 

O O O 
O 0 1 0  
O ム I X 
0 1 0 1 0  

広 島 ム O O 
リj 口 O ム × 

徳 島 0 0 0  
香
愛
!匂
f昔
佐
長
熊
大
呂

J I I  O × 

媛 1 0 O 
知 1 0 × 

間 o X 
費 O × 

崎 O × 

本 o ム
Jノ、J ム × 

出奇 O ム

鹿 児 島 0 1 ム
I中 縄 O × 

O 
O 
× 
× 

O 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

(は いO い い え × そ の他ム)

国 の 方針 と 同様 の 考 え を 示 し た 。 「い い え」 は な か っ た 。

2004年 2 月 に 同社 が実施 し た 同様の全国知事ア ン ケ ー ト ( 回答44知事) で は 、 住宅本体

の支援が必要 と し て対象外 と す る こ と に 「反対J と 答 え た の は 、 9 府県 の 知 事 だ、 っ た 。

同 法 を 拡充す る 形で独 自 制度 を創 設 し た の は 13都府県。 検討の意思があ る と し た の は 5
県。 12県の知事 は検討の意思 は な い と し た 。

13都府県の独 自 制度 で は 、 中越地震の あ っ た新潟や、 台風被害が大 き か っ た 兵庫 、 京都

な ど 9 都府県が住宅本体へ支援す る 内容。 さ ら に 、 市町村単位の全壊世帯数が足 り ず に 同

法の適用外に な っ た ケ ー ス を 救済 し た り 、 台風被 害 に 考慮 し て対象世帯 を 床 仁浸水世帯 に

も 広 げた り し た ほ か 、 年齢 ・ 年収要件 を 撤廃 し た 自 治体 も あ っ た 。

独 自 制度 を 創設 し た 13都府県 の う ち 、 鳥取、 島根、 東京以外の10府県 は 、 2004年 4 月 以

降 に相次い だ災害 で 同法 の 適用 が決 ま り 、 「現行法で は対象外 に な る 世帯が多 いJ r同 じ 災
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害 を 受 け て も 市 町村 に よ っ て は適用外 と な っ て不公平感が出 る 」 な どの 理 由 で、 独 自 の拡
充措置 を 決め た 。 (注 1 )

被災者生活再建支援法 阪神 ・ 淡路大震災 を き っ か け に 1 998�ド に 成立。 生活必需 品 の購
入や住居移転経費 な どの最高lOO万円 を 支給す る 制度 と し て 始 ま っ た。 法改正で20例年 4 月

か ら 、 住宅再建支援に最高200万内 を 支給す る 「居住安定支援軒度」 が新設 さ れたが、 住宅

の解体費 な ど周辺経費 に 限 ら れ、 建築 ・ 補修費 は対象外 と な っ た 。 「世帯 主 の年齢が60歳以

上で前年の世帯年収が800万円以下」 な ど、 年齢や所得 に応 じ て制 限があ る o 3 月 に 同法改

正案が可決 さ れた 際、 4 年後 を め ど に 制度 を 見直す ょ っ 求め る 付帯決議 も 可 決 さ れた。

使途 ト ッ プは 「生活費」

1998年の被災者生活再建支援法の成立 に 伴 い 、 大震災の被災者 に 支給 さ れた被災者 自 立
支援金 に つ い て 、 地主敏樹 ・ 神戸大教授 ら が復興住宅の入居者 に 使 い 道 を 聞 い た と こ ろ 、

「生活費J が 回 答全体の36% を 占 め 、 最多 だ っ た こ と が分か つ た 。 「使い 道 を 指定 し て い

な か っ た た め使 い やす か っ た」 と の 回答 も 7 割 を 超 え た 。 同 法 に よ る 生活再建支援金は 、

使い道 を 家貯 の 購 入費 や ヲ i っ 越 し費 な ど に 限定 し て お り 、 地主教授 は 「大規模災害 で は 使

途 を 眼定 し な い 公的給付が必要」 と 指摘。
調査は、 県が進 め る 「復興10年総括検証 ・ 提言事業」 の 一環 と し て行 わ れ た 。 震災後の

生活支援 制 度 の 利 用 状況 を 把握す る た め 、 2004年 8 月 、 神戸 ・ 阪神 馬 の復 興住宅 に 2 ， 000
部の ア ン ケ ー ト 用紙 を 配布 し 、 2 割 に 当 た る 約400人か ら 回 答 を 得 た 。

自 立支援金 を 受給 し た の は 回答者の29 % で 、 受給額の平均 は約89万円 。 使 い 道 (複数回

答) は生活費 に続 き 、 「家財購入費」 守 l っ 越 し費」 の頼。 制度の満足度 で は 、 受給者の33%
が 「や や不満J ，-大変不満」 と 答 え 、 こ の う ち 46 % が 「支給金額が少 な か っ た 」 、 26% が 「時

期が遅か っ た」 と 理由 を挙げた。

一方、 公的 な 貸付制度 を 利 用 し た の は 回答者の27 % 。 う ち 、 最高300万 円 を 融資す る 県

生活復興貸付の平均借入額は約125万 円 で 、 痩 い 道で は 自 立支援金 と 同様 の 傾 向 が見 ら れた 。

制度 に つ い て利用者の26 % に不瀧があ り 、 理由 と し て 貸付時期の遅 さ や 額 の 少 な さ に加 え 、

，- (最長 7 年 の ) 返済期 間 の 短 さ J (26 % ) が挙げ ら れた 。
自 立支援金、 生活復興資金貸付の そ れぞれ に つ い て 、 どの程度の値打 ち があ っ た か を 利

用 者 に 聞 い た と こ ろ 、 通常の金に比べ平均 で い ずれ も 1 . 37倍だ、 っ た 。

地主教授 は 「支援 の 実施時期 が早 け れ ば、 さ ら に効果 は 高 か っ た は ず」 と し 、 「災害直

後か ら 給付 と 貸 し 付 け を 組み合わせて ま と ま っ た額 に し 、 生活の 図窮度合い に よ っ て そ の

割合 を 変 え る 制度 を つ く る べ き 」 と い う 。

支援金求め 9 人が提訴

震災で住宅 を 失い な が ら 、 被災後の結婚や親子同居 に よ り 総所得が基準額 を 上 回 っ た と
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し て 自 立支援金 を 受 け ら れな か っ た 9 人が2005年 1 月 14 日 、 震災復興基金 ( 理事長 ・ 井戸

敏三県知事) を 相 手 に 、 支援金695万 円 の 支払 い を 求め る 訴 え を 神戸地裁 に 起 こ し た 。 原
告 は '10年 間 も 被災者支援の網か ら こ ぼ さ れ続 け た 」 と し て 1 人あ た り 50万円 の慰謝料 も

合わせて請求 し た 。

自 立支援金 に つ い て は 、 震災後の結婚 に よ り 世帯 主 で な く な っ た こ と を 理 府 に支給 を 拒

ま れた 女性が同基金 を提訴。 2002年、 大阪高裁で基金側 の敗訴が確定 し 、 そ の後、 基金は
震災後に 世帯主で な く な っ た被災者 に 支給す る 特例 を 設 け た 。

し か し 、 45歳未満 な ら 世帯 の 総所得346万 円 以 内 と い っ た 所得要件が壁 と な り 、 支給対

象か ら 再 び漏 れ る 被災者 も O 震災時 に は他人だ、 っ た 配偶者の所得 と の合算 な どで支給 を 拒

ま れた28人が神戸簡裁 に調停 を 申 し 立 て た が、 支給 に 至 っ た の は 8 人 に と ど ま っ た。 2004
年 7 月 に調停が不成立 に な っ た 中 の 5 人が 「被災 し た の に被災者 と 認め な い 姿勢 に納得で
き な い」 と し て提訴 を 決め 、 さ ら に 4 人が加わ っ た 。

2 .  r住宅再建共済J ス タ ー ト
県民 7 割が加入意思示す

県 は 、 震災直後か ら 「生活基盤 を 失 っ た 人 々 の 救済策」 を あ ら ゆ る 面か ら 模索 し た 。 全
国 か ら 2 ， 500万人 の 署名 を 集 め 、 「公費 で の 個 人補償 は し な い」 と す る 国 を 動 か し 、 「被災

者生活再建支援法J の成案 に尽力 し た 。 さ ら に住宅再建 に ま で広 げる 法の改正 を 求 め て 2001
年、 掛け金 と 給付金が定額の 「共済制度J を 全国知事会 に提案。 し か し 自 治体 に よ っ て災
害危険度の ば ら つ き があ る こ と か ら 合意 に至 ら ず、 行 き 詰 ま っ た 。

そ こ で2003年 5 月 、 独 自 の制度創設 に踏切 り 、 「被災者住宅再建支援制度調査会J (座長 ・

室崎益輝消防研究所理事長) を発足 さ せ、 理念、 制度づ く り の作業 を 進め て き た 。
県 は2004年 9 月 1 日 、 住宅再建共済制 度 に 関す る 県民意向調査の ア ン ケ ー ト 結果 を 発表

し た 。 半数弱 が 「掛け金5 ， 500円 (年額) 、 給付金600万円」 の 組 み 合わ せ を 選 ぴ、 7 割近

く が制度加入の意思 を 示 し た が、 一方で 「制度 を 全 く 知 ら な い」 も 7 割 に 達 し 、 認知度の

低 さ が浮 き 彫 り に な っ た。

調査は 6 月 末か ら 7 月 半 ば ま で 、 県 内 5 ， 000人 を 無作為抽 出 し 郵送。 2 ， 516通 (有効 回 収
率50 . 3% ) の 回答 を 得 た 。 そ れ に よ る と 、 自 然災 害 に よ る 住宅被害 に対 し て は 、 60 . 4 % が

「不安」 と 回答。 し か し 、 地震保険や建物更生共済な ど に 加入 し て い る の は38 . 1 % に 過 ぎ
ず、 保険加入以外 の 備 え も 7 舗が 「特 に侭 も し て い な い」 と 答 え た 。

年 間 の 掛 け金額 と 給付額の組み合わせ の選択で は 、 「韮 け金5 ， 500 円 、 給付額600万円」

が47 . 1 % を 占 め た 。 加入手続 き の 場所 に つ い て は 、 半数強が 「郵寵局J '銀行 な とマ金融機関」

と 回答。 「県庁、 市役所、 町役場J ' コ ン ビニ 」 が続い た 。

県が、 被災住宅再建で の 「共助J の仕組み を 検討す る こ と に つ い て は 、 8 割が必要性 を

認 め た 。 調査結果 を 精査 し 、 調査会での議論 に 反映 さ せ、 2004年末 に 最終案 を 発表す る こ
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と に な っ た。

最終案は r600万円支給J

同調査会は2004年12月 26 日 、 共済制度最終報告案 を ま と め た 。 掛け金は 1 戸あ た り 月 400

� 500 丹 の 開 の定額 と し 、 全半壊の 被害 を 受 け 、 住宅 を 再建 ・ 購入 し た場合の給付額 を 600

万 円 と 決め た。 そ の後、 掛 け 金の 額 を 年5 ， 000円 と 確定 し 、 2005年 9 月 に 制度 を 開始 し た 。

任意加入 で給付額 は 、 全壊 ・ 半壊で住 宅 を 再建す る 場合 に 600万 円 の ほ か、 全壊で補1修多
の場合は2却O∞O万万ゐ円マ大規模半壊で

も 再建 し な い場合はI叩O万 円 を 支給、 県外で再建す る 場合 は 半額 を 支給す る O 県民ア ン ケ ー
ト 調査で 「年5 ， 500円程度の負担で、給付600万円」 を 選 ん だ、 田答が多か っ た こ と や 、 標準的

な 再建費用 と さ れ る 約 1 ， 200万 円 の 半額 を 支援 で き る こ と か ら 、 住宅再建 の 促進 に つ な が

る と 判 断 し た 。

(表 2 ) 兵庫県住宅再建共済制度の概要

く〉対象 と な る 自然災害
暴風、 豪雨、 豪雪、 洪水、 高潮、 地震、
津波な ど。

く〉対象 と な る 建物
すべての私有住宅

。給付対象者
全壊 (全焼) 、 大規模半壊 ・ 半嬢 (学焼)
で、 住宅 を 再建 - 購入 ま た は補修 し た 人

く〉共済負担金 (掛け金)
住宅 1 戸あ た り 年 5 千円。

く〉給付余
①再建等給付金

半壊以上で再建 ・ 購入 600万円
②補修給付金 全壊 200万円

大規模半壊 100万円
半壊 50万円

③居住確保給付金 (再建 ・ 補修 ・ 購入 し
な い;場合) 10万円

県が実施主体に な り 、 財団法人 に運常 を 委託。 災害規模が大 き く 給付金が足 り な い 場合

に は 、 財団法人が金融機関 か ら 融資 を 受 け 、 県 が損失補償 を す る 仕組み も 設 け る O 同調査

会 は 2005年 1 月 13 日 、 最終報告 を 井戸敏三知事 に提出 し 、 3 月 25 日 、 県議会で条例案 を 可

決、 成立 し た 。
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「共済基金」 事務所開設

2005年 9 月 の共済制度ス タ ー ト に 向け、 県が
設立 し た財団法人 「住宅再建共済基金J の事務
所が 4 月 4 日 、 オ ー プ ン し た。 県が全額出資 し
3 月 初 日 に設立。 制度運営 と 、 加入へ向 け、 県
民への普及 ・ 啓発 を行 う O

県庁 2 階に設け ら れた事務所で縦 1 t�の看板
を掲げた井戸知事は 「復興の出発点 は住宅再建。
多 く の 人 に加入 し て も ら え る よ う 努力 し て い こ
う 」 と 職員 ら に声を掛けた。

同知事は 8 月 1 日 、 矢田立郎神戸市長 と と も
に 自 ら 申 し込み の手続 き を し た。 自 宅は東京都
内。 県内 に持ち家があ る こ と が加入条件のため 、
わ ざわ ざ淡路島 に 中古マ ン シ ョ ン を購入 し た 。
8 月 ま で の加入申 し込み は約 1 万 1 ， 700戸。 同
恭金が設定 し て い る 初年度の B 擦 は 186万戸の
15% 、 10年後 に は50%の加入 を 目 指す。

「共清の仕組みJ Q & A

県は、 !県内10カ 所の県民局 を 回 っ
明する 「 キ ッ ク オ フ キ ャ ラ パ ン」 を 企画
4各約 な PR を女右めた。

防災の 日 の 9 月 1 日 、 県 の 「住宅再建共済制度」 が正式 に ス タ ー ト し た 。 こ の 日 午
前10時半、 井戸知事、 矢 田市長 ら が神戸 ・ 三宮 セ ン タ ー 街 を パ レ ー ド し 、 加入 を 呼 び
掛 け た 。 制 度 の 成 否 は 加入率 に か か っ て お り 、 こ の制度は県民 に ど う 関 わ っ て く る の

か。
Q だ れ が加 入 で き る の か 。

A 県 内 に住宅 を 所有す る 個人 、 会杜 ・ 団体。 1 人が複数の住宅 を 所有 す る 場合、

何軒分入 っ て も よ い 。 賃 貸住宅の場合、 家主が加入者 と な る O

Q 掛 け 金 は o

A 1 戸 あ た り 、 加入初年度 は 月 額500円 。 次年度か ら は 年額5 ， 000円 。 住宅の構造

や面積に よ る 差 は な い。 支払い は 口座振 り 替 え 。
Q 対象 と な る 災害 は 。

A 地震、 洪水、 豪雪 な どすべて の 自 然災害。 規模は 間 わ な い 。 地震 に 起 因 す る 火

災 も 対象 で 、 通電に よ る 火災 、 断水で消化で き ず延焼 し た場合な ど も 対象。
Q 地震保険 と の違 い は 。

A 地震保 険 は 、 火災保険 と セ ッ ト で な けれ ば加入で き な い 。 契約額 は 、 火災保険

の 契約額の30 - 50 % の 範 閉 に 限 ら れ る O 県 は 共済制度 に つ い て 、 「損害 に対‘す
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る 補 て ん で は な く 、 住宅所有者の助け合い の制定」 と 説明。 地震保険や住宅の

耐震化 を 「 自 助 」 、 共済制 度 を 「共助J と 位置付 け 、 国や地方 自 治体 に よ る 「公
助」 と 合わせて被災者の 生活基盤 を 回復すべ き と し て い る 。 共済 と 地震保険は

併用可。

Q 給付に つ い て の不満があ る 場合 は 。

A 不服審査委員 会 に 申 し 立 て る こ と がで き る O
Q 申 し 込み方法 は 。

A 県 内 各市 町 の 窓 口 や 金融機関 な ど に 申 込書 を 置 く O 申 し込み は 郵 送 で 、 開 い 合

わせ は 、 住宅 再建共済基金事務局 か県住宅防災課 (怨078 ・ 341 ・ 771 1 ) (注 2 ) 

3 . 進 ま ぬ 「住宅i耐震化j
約 8 万8 ， 000戸 に対 し 、 921戸 O こ れが神戸市が進め る 耐震診断の対象住宅数、 実際 に

診断 を 受 け た 数だ。 な ん と 1 % に過 ぎ な い 。 市の担当 者 は 「震災か ら 10年 た っ て も 、 一向

に 進 ま な し'J と た め 息 を つ く 。

大震災 で は 、 1981 年以前の 旧 耐 震基準で建て ら れた住宅の多 く が倒壊、 多 く の 人が犠牲

に な っ た 。 市 内 で約 6 万7 ， 000棟が全壊、 5 万5 ， 000棟が半壊 し 、 住宅の耐震化 は大 き な課

題 と な っ た 。 県 は 1999年か ら 、 1981年以前の住宅の無料診断 を 実施。 2001年 か ら 、 市が有

料 (3 ， 000円 ) で簡易診断 を 実施 し て い る O
だが、 申 込件数は2002年度の 335件 を ピ ー ク に 減少。 2004年度 は 4 � 10 月 ま で92件 に と

ど ま り 、 県が耐震改修 に 出 す補助 (最高50万 円) を 使 っ た 改修 も 、 神戸市 内 で は2003、 2004

ま で、 わ ず、か19件だ、 っ た 。

(表 3 ) 耐震改修実施戸数 と 診断申込戸数の推移

(戸)
400 

_ 335 

300 申
250 280 

\圃 21 4
200 

診断申込戸数
1 50 

1 00 -. 92 

50 

i 7 • j 1 0  

。 仁一割一…

2001 02 03 04年
( 1 0月 末 ま で )
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商区 の無職の男性 (72) は 、 築26年の 木造 2 階建 て に住む。 震災で屋根 の 瓦 が落 ち 、 壁

に ひ び、が入 っ た 。 瓦 は ふ き 替え 、 半年前、 外壁の リ フ ォ ー ム を し た 。 そ の上、 市の耐震診

断 を 申 し 込 ん だ。 基礎の コ ン ク リ ー ト に細 い亀裂が入 札 家全体がわずか に ゆ がん で い た 。

判 定 は 「 や や 危 険J o
耐震性 を 高め る に は壁の補強な どが必要で、 費用 は ざっ と 300万 円 。 「 も う 年寄 り だ し 、

古い家 に こ れ以上お金がか け ら れな いJ と い い 、 今の と こ ろ 、 改修の予定 は な い。

市 に よ る と 、 診断結果の 8 割が 「危険」 だ、 っ た 。 水 田 や湿地 を 造成 し た 場 所 で は 、 地盤

や 基礎 の劣化が大 き な 問題 と な る 場合が多い 。 し か し 、 県の補助対象は 全面 改修の み 。 現

場 で は部分改修 を 求め る 住民 の 思 い と ずれ も 生 じ て い る と い う 。 こ の た め 、 県 は 2004年12

月 か ら 金具 に よ る 補強 な ど、 部分的 な 改修で も 認め ら れ る よ う 、 検討 を 始 め た 。

市す ま い の 安心支援セ ン タ ー の係 員 は 「決 し て 関 心が低い わ け で は な い」 と み る O リ

フ ォ ー ム と 違 っ て 、 耐震改修は効果が見 え に く い 。 1981年以前の住宅 は 高 齢者 だ け の 世帯

も 多い 。 市 な ど は 、 1) フ ォ ー ム と 耐震改修 を 同 時 に 実施す る こ と を勧 め て い る o (注 3 ) 

「改修資金な し り が 4 割

神戸市は 、 戸建て住宅の無料耐震診断 を 受 けた 世帯 を対象 に 、 診断後の改修工事の有無 を
ア ン ケ ー ト し た と こ ろ 、 改修工事 を し た世帯は 2 割に 満 た な い こ と が分かつ た 。 改修工事 を

し な い理由 と し て 「改修 し た い が、 工事資金が都合で き な い」 が 4 割近 く で最 も 多か っ た 。
同 市 の 簡易 診断制震が導 入 さ れ た 2001 年 か ら 2004年 6 月 ま で に 「倒壊の 危険 あ り J r や

や危険J と 判定 さ れた602世帯の う ち 、 320世帯が回答 し た 。 回 収率53 . 1 % 。

こ の う ち 「補強 し て い な い」 と 答 え た の は81 . 7% 、 259世帯だ、 っ た (蕪回答 3 世帯) 。 理

由 (複数回答) で最 も 多い の は 「資金が都合で き な いJ (39 . 3% ) で、 「 リ フ ォ ー ム に 合 わ

せて耐震改修 し た いJ (29 . 5% ) マ 「改修 し た い が効 果 を 実感で き な いJ ( 25 . 1  % ) が続い
た 。 「 し ば ら く 大地震 は 来 な い と 思 う 」 も 18 . 8% あ っ た 。

今後の 支援要望 に つ い て は 、 「改修工事費 に対す る 助成要望J が63 . 2 % で 最 も 多か っ た 。
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耐震 ・ 安心す ま い展

地震に強い住 ま いづ く り を考 え る 「震災10年 震 は と て も 興味があ る O ぜ ひ わ が家の参考に し
神戸か ら の発信 一 刻 震 ・ 安心す ま い展」 が2005 た い」 と 話 し て い た 。
� 1 月 2号、 30 日 、 JR 神戸駅地下のデュ オ ドー
ム で開かれた。 市 と 建築関係団体が共同 で実施。
最新の住宅耐震技術の紹介や振動台を使っ た実
験な どがあ り 、 多 く の来場者で に ぎ わ っ た。

会場 に は住宅メ ー カ ー な どがブー ス を 出展 し、
パネ ルや住宅模型 を使っ て耐震や免震構造 を 分
か り やす く 説明 し た り 、 耐震診断事業 を PR し
た り し た 。 耐震工事の内容や金額の 目 安 を説明
す る 「 よ く わ か る 住 ま い の耐震丁‘事セ ミ ナ ー」
も あ っ た。

ブース を 回 っ て い た垂水区の主婦 (62) は 「大
震災の揺れの恐ろ し さ を体験 し て い る ので、 耐 戸 デュ オ ドー ム

「震度 7 J を 公開実験

独立行政法人 ・ 防災科学技術研究所 (茨城県つ く ば市) が2005年 1 月 1 5 日 、 三木市志染
町 に建設 中 の実大 3 次元震動破壊実験施設 rE ー デ イ フ ェ ン ス J で 、 実物 の 木造家屋 を 載

せ た震動台 に 阪神 ・ 淡路大震災 と !可 じ震度 7 相 当 の力 を 加 え る 模擬実験 を 行 い 、 報道関係
者 ら に公開 し た 。

施設の建設 は 大震災 を 機 に計画 さ れ、 同 3 月 に 完成。 震動台 (縦15t;;:、 横20t;;:、 厚 さ 5

1;け に は最大重 さ 1 ， 200 ト ン 、 6 階建 て の ピ ル を 載せ る こ と がで き る O 三 Jケ向 か ら 台 を 動 か

せ る 施設 と し て は世界最大規模。 模擬実験で は 、 木造 2 階建て の住宅 を 震動 台 に載せ、 油

を利用 し て 三 方 向 か ら 揺す っ た 。 震度 5 、 同 7 の 2 屈 の震動で、 住 宅 は 壁の一部がは が

れ落 ち た 。
同研究所兵庫耐震工学研究セ ン タ ー の 井上貴仁特別研究員 は 「鉄筋 と コ ン ク リ ー ト の接

合部分の 強度 な ど、 建物 の縮小 モ デル の 実験で は分か ら な か っ た 部分が解明 で き る J と 話

し て い た 。

県 内企業の 「マ ニ ュ アル策定J

県 内 の株式公開企業の う ち 大規模災害 を 想定 し た マ ニ ュ ア ル を 策定 し て い る の は約54%

と 、 首都閣や東海の企業 を 対象 に し た 内 閣府の調査結果 を 下 司 っ て い る こ と が神戸新聞社
の ア ン ケ ー ト で明 ら か に な っ た 。

県 内 に 本社 を 置 く 株式公開企業125社 に 、 2004年12月 末 翌 l 月 上旬 に実施。91 . 2 % の 114
社 が答 え た 。
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地震や 台風、 津波な どの発生 を 想定 し た マ ニ ュ ア ル を 「策定済み」 は 回答企業 中 の62社

(54 . 4 % ) 。 内 閣 府調査は2002年、 大規模地震発生の危険性が指摘 さ れて い る 東京、 神奈川 、
静 岡 、 愛 知 の 各都県 の計699社が回答 し た が、 59 . 8% と 今回 の 調査結果 を 約 5 回 っ た 。

10年前の 大震災以降、 全国 の企業が危機管理体制 の構築 を 進め て い る 。 マ ニ ュ ア ル未策
定の企業 は 「策定す る だ け の 余裕が な し 勺 「必要性 は 痛感 し て い る が、 日 々 の 業務の 中 で
優先順位が低しり な ど と し て い る O

企業向 け の 地震保険は84社 (73 . 7% ) が未加入。 補償額 に対 し保険料が火災保険 よ り 割

高 と な る の が 市般的で、 「保険料が高額 な た め 」 、 「費用対効果が低い」 と 金額面 を 未加 入

の理由 に 挙 げた 回答が計13社 と 最 も 多 か っ た 。 どの業界 も 競争 は 激化す る 一 方 で 、 各企業

と も 防災 と コ ス ト の兼ね合い を 厳 し く 見定め て い る 。
今後、 保険加 入の意向 を 持 つ の はお社 (27 . 4 % )  0 マ ニ ュ ア ル も 16社 ( 14 % ) が 「策定中」

と 答え た 。 (注 4 ) 

「地震保険j 兵塵県 は 1 2 幽 9%

地震保険の加入率 は全国平均で17 . 2 % 。 ま だ ま だ浸透 し き れて い な い 。
損保保険料率算出機構の2004年 3 月 末 ま で の調べ に よ る と 、 東海地震の対策強化地域 に

加 え ら れ た 愛知 県 が26 . 3% で I 位。 前年 ま で ト ッ フ。だ、 っ た東京都 は0 . 6引 増 の 24 . 8% が愛

知 に 続 く o 2 度 の 大地震 を 経験 し た 宮城県 (20 . 5 % ) が3 . 8引 の 大幅 な 伸 び で 、 20% 台 に
乗せ た 。 こ の ほ か神奈川 、 静 間 な ど、 東海地震の被害が予想、 さ れ る 地域で20 % を 超 え て い

る O
最下位 は佐賀 県 の 5 . 4 % 。 長崎 (5 . 6 % ) 、 沖縄 (6 . 7% ) な ど、 九州 で加 入 率 の低 さ が 目

立つ。 近畿以西の府県で全国平均 を 上回 っ た の は 、 広 島県 (19 . 0% ) の み で 、 大震災の 被

災地 ・ 兵庫県 は 12 . 9 % に と ど ま っ て い る O
損保23杜で構成 す る 日 本損害保険協会 は 「全国平均17 . 2% と い う 数字 は 、 火災保険の加

入率 (53 . 5% 、 2002年12月 調べ) に 比べ る と 低す ぎ る O 地震保険がま だ正 し く 理解 さ れ て

い な い の で、 は」 と 話す。
j車重量腫 26人が死亡 ・ 行方不明 に な っ た 1964年の新潟地震 を 機 に 、 1 966年 に制定 さ

れた 「地震保 険法J に基づい て 誕生 し た 。 阪神 ・ 淡路大震災 で は保険金支払額が780億 円

を 超 え る な ど、 被 害 に よ っ て は 莫 大 な 補償額 と な る た め 、 支払い を 国がパ ッ ク ア ッ プ。 保
険料は 全額積 み 立 て ら れ、 資金運用 が認め ら れな い な ど、 公共性が高 い 。
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住 ま いの 「安全応援団」

南海地震で最大震度 6 弱 の揺れが想定 さ れる
淡路島で、 2004年 9 月 、 県建築 i二事務所協会、
県建設業協会、 県建築 仁会の 各淡路支部有志が
「淡路住 ま い の 安全応援f"iJîJ (広 内孝次会長、

会員 147人) を 結成 し た。 ボ ラ ン テ イ ア で10月
か ら 毎月 第 2 水曜 日 に相談会 を 開 き 、 島氏の簡
易耐震診断に応 じ て い る 。

県は2000年か ら 3 年間、 無料で診断 を 実施。
島内では608仕上帝が診断を受け、 507世帯で安令
を確認で き な か っ た。 そ の後、 耐 震化工事に費

(注 1 ) 朝 H 新聞 2004年12月 26 日

(注 2 ) 神戸新聞 2005年 4 )j 24 日

(注 :) ) 神戸新聞 2005年 1 )J  1 5 日
(注 4 ) 神戸新聞 2005:4三 1 月 15 日

用 の 官i を補助す る 事業 を 開始。 こ う し た県の
動 き に建築関係の有志が 「耐震相談の 窓 口 を
き っ ち り 分か る よ う に し てお こ う 」 と 淡路県民
局 と 協力 し て応援団 を つ く っ た 。

診断か ら 工事 ま でのパ ン フ レ ッ ト を用怠。 全
戸 に配布 し、 造成地の地盤やバ リ ア フ リ ー に 関
す る 相談に も 乗 る 。 希望があ れ ば、 建築設計事
務所や工事施工会社 を紹介す る 。

島内の各市町が窓口 と な り 、 1 週 間前 ま で に
予約 を受け付 け る 。 県民局 も 「わが家の耐震改
修促進事業」 を一層進めてい く 。
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I .iMî 「生活復興10年J を総括

1 . 暮 ら し向き 「一進一退J
2005年 1 月 17 日 、 大震災発生か ら 丸10年 を 迎 え た。 復興 ま ち づ く り が進み 、 被災地の 人

仁l は震災前 を 1 %上 回 っ た 。 日 に見 え る よ う な傷跡は着実 に 回復 し 、 県 、 神戸市 な ど被災

自 治体 は 新 た な 目 標 を 掲 げて ポス ト 復興10年 に 取 り 組む。 し か し 、 暮 ら し や雇 用 の指標 は

一進一退 を 繰 り 返す。 復興の過程 で 、 高齢化や 自 治体財政の危機 な ど成熟社会 が避 け て 通

れ な い課題が顕在化 し 、 全国水準 を 上 回 る ス ピ ー ド で被災地 を 覆 っ て い る 。

(表 1 ) デー タ で み る 復興1 0.1;手の変化 (被災10市10町)
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被災人口 は神戸市が2004年 1 1 月 に震災前 を 初 め て 上 回 っ た。 県 に よ る と 、 10市10町の合
計 は 2004年12月 1 日 時点 で震災前 よ り 約 3 万6 ， 000人増 え た 。 た だ し 、 復興 区画整理事業

区域 に 限 る と 、 震災前 と 比べ た 人 口 は 、 同 12 月 時点で80% に と ど ま っ て い る O 神戸市長 田

区 の御 菅東地区 ( 回復率43%) 、 松本地区 ( 向56%) の 回復 が特 に避れて い る O

早期 に事業が完了 し で も 、 駐車場や 更地が 目 立つ地区があ る O 資金繰 り や 高齢で 自 宅再

建 を あ き ら め た 人。 家主の事情で再建 さ れ な か っ た 賃貸住宅の借家人。 事業の長期化 に 連

れ、 戻 れ な い状況が増 し 、 多 く の地区 は計画人口 の 達成 は難 し い状況 と い う O

不況の 波 は 、 生活や経済復興の足 ど り を 一層 重 く し た 。

経済活動の 規模 を 示す域内総生産 (実質値) を 見 る と 、 復興需 要 の 波及効果があ っ た の
は 1996年度 ま で。 国 内総生産が拡大傾 向 に あ る 中 、 被災地内 は震災前 の 約 9 割台 に 縮 ん だ。
医療産業 な ど新分野の 芽生 え は あ る も の の 、 地域 を 支 え て き た ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ な どの 生
産量、 神戸港の貨物取扱量 は震災前 の 6 - 7 割台で、 回毎 に は遠 い 。

被災地が先取 り し た形の課題 も 多 い 。 復興公営住宅の単身高齢世帯 は 約 4 割 に達 し 、 地
域の見守 り シ ス テ ム の構築が急がれる O 震災直後 は 横 ばい だ、 っ た生活保護 率 は 1999年以昨

に急増。 犯罪発生率の伸 び も 全国 を 上 回 る O
県民意識調査で 「暮 ら し 向 き が低下」 と 答 え た人 は30% 台で推移 し て い た が、 2003年 は

45% に 急上昇。 1 年 ご と に 上下 を 繰 り 返 し て き た 生活満足度 は 「不満J (48 % ) が 「満足」

(43%) を 上回 っ た。 10年の 歩み を か み し め つ つ 、 い ま な お復興 を 実感 で き ず に い る 被災

者の姿が浮かぶ。 (注 1 ) 

2 .  r家計回復せずJ 7 割
神戸市、 西宮市で、 家計収入が震災前の水準 ま で 回復で き て い な い人が 7 割近 く に達 し 、

「 回 復 は 無理」 と 考 え て い る 人が l 割以上い る こ と が、 大阪教育大住居学研究室 (岸本幸
臣教授 ) が実施 し た調査で、分か つ た 。 調 査 は 2004年11 月 か ら 12 月 に か け 、 両 市の 1 ， 200人

を 対象 に実施。 生活再建や住宅再建の状況 な ど に つ い て震災前 と 比較 し て ア ン ケ ー ト し 、
郵送 で428人 (35 . 7% ) か ら 回答があ っ た 。

家計収入の 回 復状況 に つ い て は 、 こ の設 問 に 答 え た377人の う ち 、 「震災前 よ り 減少J が

55 . 2 % 、 「 回 復 は 無理」 が13 . 5% で、 合わせて 7 割近 く を 占 め た 。 「震災前 と 同 じJ は24 . 7%
で 、 「震災前 よ り 増加」 は6 . 6 % に 過 ぎ な い 。

生活状況全体に つ い て 、 再建で き た か ど う か に つ い て は 、 こ の設 問 の 回 答者356人の う ち 、
「完全に 再建J は31 . 7% に と ど ま り 、 「 ま だ、途上J が14 . 6% 、 「再建は無理」 と の答 え が12 . 4%
あ っ た 。

被災後の居住形態別 に み る と 、 住宅 を 修理 し た 人 で は 7 割が 「完全 に 再建」 ま た は 「お

お む ね再建J と 答 え た。 こ れ に対 し 、 災害復興公営住宅の 入居者で は32 . 9% が 「再建 は 無

理J と 回答 し 、 「 ま だ、途上J も 34 . 2 % に の ぼ っ た 。 高齢者が多い 復興住宅入居者の生活の
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厳 し さ が鮮明 に 哀 れて い る 。

住宅の部屋数や広 さ な とマ住宅水準の 回復状況で は 、 設問 に 回答 し た405人 の う ち 、 「震災
前 と 同 じ」 が40 . 7% 、 「震災前 よ り 上昇」 が1 8 . 0% だ、 っ た 。 そ の半面、 「震災前 よ り 低下」

が33 . 1 % 、 「 回 復 は 無理」 が8 . 1 % で 、 合わせて 4 割以上は ま だ 回復 し て い な い 。
被災地の復興 の 印 象 に つ い て は 、 設問 の 回答者372人の う ち 、 「完全 に復興 し たJ と の 回

符 は7 . 3 % し か な か っ た 。 「お お む ね復興」 は42 . 2% あ っ た が、 「 ま だ復興途 ヒ」 が33 . 9% 、

「完全復興は不可能」 が16 . 7% あ り 、 合わせて半数の 人 た ち が復興 に 至 っ て い な い と 考 え
て い る o (校 2 ) 

3 . 激甚 2 地区の 「生活復興」
JR の 通勤電車で束へ 向 か い 、 新 長 田 駅の手前で毎朝 見 る 風景があ る 。 海 側 の高層 ピ ル

の林立 と 対極の 山 側 の 更地。 こ の 、 震災で 9 割 が全焼、 全壊 し た須磨区千歳地 区 と 、 259
人が犠牲 と な っ た 東灘区深江地 区 の 2 つ の 「激甚地」 を 、 神戸新聞社は 「住民 の生活再建

は ど こ ま で、 進 ん だ、か」 と い う 視点で10年 間見続 け て き た。
2004年11 月 、 2 地 区 1 ， 000世帯 に ア ン ケ ー ト を 郵送 や 訪 問 で、 配 っ た 。 回 収率28%。 被 災

地全体の復興状況 に つ い て 、 6 % が 「完了 し た」 、 26 % が 「順調 に 進 ん で、 い る 」 と 回答。

こ れ に対 し 、 「取 り 残 さ れ て い る 部分があ る J r遅れて い る 」 は計 6 割 を 超 え 、 停滞感 を 持 っ

て い る 人が少 な く な い。

さ ら に 、 地域の復興状況 を た ず ね た と こ ろ 、 復興土地区画整理事業が ま だ完了 し て い な

い千歳地区 で31 % が 「遅れて い る J と 回答。 深江地区 は 6 % 。 残 っ た 課題 (複数回答) で
は 、 「高齢者への 支援J r ま ち の 活性化」 を 4 割 前後 の人が挙げた。 10年 で 町 が大 き く 変化

し た こ と も あ り 、 「住民の つ な が り ( コ ミ ュ ニ テ イ づ く り ) J が続い た 。

〈住み や す さ 〉 千歳地 区 で は 「住み に く く な っ た」 が 「住み や す く な っ た」 を 上 回 っ た 。

深江地 区 は 、 2 つ の 回答が同 じ 割合 だ、 っ た 。 住み に く く な っ た理由 (複数回答) は 、 千設
で は 「近所付 き 合い が減 っ た」 が47% で、 コ ミ ュ ニ テ イ の 問題 が浮 か び、上 が っ た 。 「高齢

化が進 ん だ」 も 38 % 。 深江で は 「マ ン シ ョ ン が増 え た 」 が66% 、 「知 ら な い住民が増 え た 」

が55 % 。
〈元の居住地 に 戻 る 〉 震災前 に 住 ん で、 い た地域 に戻 れ た住民 は 、 持 ち 家層 で85% 、 借家

層 で60% 。 地域格差 も 大 き く 、 町の大半の家屋が全壊 ・ 全焼 し 、 区画整理事業が導入 さ れ

た千歳地区 の借家層 で、戻 っ て い な い割合が多 い 。 地域 に戻 っ て い る 世帯 は 、 深江地 区 の持
ち 家層 が94% 、 千歳の持 ち 家層 が74 % 。 借家層 で は 深江が74% に対 し 、 千歳 は46% し か な

か っ た 。 り た い が、 i祈念J と の 回答 は 、 千歳の17% に対 し 、 深江が 1 % だ、 っ た 。

持ち 家層 の戻れ な い理 由 は 、 千歳で は 「資金不足J r高齢J 、 深江 は 「家族の事情」 が多

か っ た 。 措家層 で は 、 千歳で 「 区画整理の遅れJ r権利 oo{系が複雑j が 日 立 っ た 。 深江は 「今

の地域に慣れたJ r家主が再建 し な い」 な どだ、 っ た 。
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(表 2 ) 震災前の地域に漢れた世帯の推移
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〈収入の変化〉 震災後、 世帯収入の 減少が続い て い る O 震災前 に比べた収入 は 、 会社員
や 自 営業者、 パ ー ト な ど を 合わせ た 全体で は 「増 え たJ が わ ずか 4 % 、 「 減 っ た」 は70%

に達 し た 。 「半分近 く 減J '半分以下J が計45 % で 、 半数近 く の 人が大11幅減収 と な っ た 。

職業別 で は 、 特 に 自 営業者の 減収が 目 立 ち 、 「減 っ た」 の 回答 は86% に 上 っ た。 「半分以

下」 が51 % も あ り 、 「半分近 く 減」 を 合わ せ る と 約 7 割が大幅 な 減収 だ っ た 。 地域の に ぎ

わ いが失 わ れ た こ と や 景気低迷が 自 営業者の収入 に 響い て い る 。
〈仕事の変化〉 自 営業者の休 ・ 廃業が 目 立つ 。 千歳地 区 で は 、 「震災後 に 廃業」 と 「 い っ

た ん再 開 後 に 休 ・ 廃業」 は 計38% に 上 っ た 。 「得意先が全壊 し 、 自 宅 と 機械が全焼。 下請

け の た め 、 将 来 の め どが立 た ず廃業J (70歳以上男性) 、 ')古が全焼。 仕事が減 り 、 廃業 に

追 い 込 ま れたJ (60代女性) 、 「家 も 工場 も ピ ル も 全焼、 再建で き な いJ (50代女性) な ど、

火災で!百や工場 を 失 い 、 事業 を 再 開 で き な い 人が多 か っ た 。

会社員 で は 、 失 業 中 か失 業 を 経験 し た 人 は 12 % だ、 っ た 。 「勤務先が地震で

5印O代男性) と い う 声の ほ か、 「会社の リ ス ト ラ で失業 し 求 職 中 J ( 同 . 5叩O代男 ↑性生) と 景気{低邑
迷で仕事 を 失 つ た ケ 一 ス も あ つ た O 「震災で手や足が不 自 由 に な り 就労で き な いJ ( 同 ・ 50

代男性) と い う 人 も い た 。

〈残 っ た 課題> '高齢者への 支援」 が最 も 多 く 、 続い て 「 ま ち の 活性化J '住民の つ な が
り 」 の順番 だ、 っ た (複数回答) 。 千歳地 区 で は 「 ま ち の活性イし と 答 え た 人が44 % と 目 立 っ

た 。 行政の暮 ら し へ の 支援 に つ い て は 、 「一定の評価 は で き る 」 が33 % 0 ' あ ま り 評価 で き
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な い」 カτ29% 、 「 どち ら と も い え な い」 が24 % で 、 「評{固で き る 」 は わずか 5 % 。

地反別 で は 、 千歳で 「あ ま り 評価で き な い」 が多 く 、 深江 に比べて、 厳 し い 評価 と な っ
て い る 。 (注 3 ) 

2004年度 に実施 し た県の 「震災10年 ・ 復興総括検証」 の 「 ま ち づ く り 支援 」 の 項 を み る

と 、 次の よ う な指摘があ る O マで き た こ と z 専 門 家派遣、 共同化支援、 公社等 の マ ン シ ョ
ン 再建支援。 マで き な か っ た こ と ニ 白 地地域で の 活動 に格差、 空 き 地 の残存、 に ぎ わ い 不

足。 マ 原 因 ・ 理由 白 地地域が拡大 ・ 住宅需給の ア ン バ ラ ン ス 。 マ今後の提 案 =住宅再建

と 市街地整備 と 連携 さ せ る 事業。 ミ ニ 区画整理、 ミ ニ 再開発の適用拡大。

そ し て 、 「硲庖街 ・ 小売市場の 活性化」 に つ い て はマ で き た こ と = 共 同 仮設庖舗の 建設

支援、 緊急融資制度 に よ る 金融支援。 マで き な か っ た こ と = 国庫補助制度の創設実現せず、

法人格 を 持つ 組織 な どの支援寵定。 マ原 因 ・ 理由 ニ 私有財産形成への支援 に 国が難色。 マ

今後の提案 z 震災特区 の適用 。

「 ま ち づ く り 」 に功労表彰

神戸市東灘反の森南の 3 つ の ま ち づ く り 協議 電柱が地中化 さ れる な ど、 住環境が整え ら れて
会 と 長 田 灰御 菅東地区の復興対策協議会が2005 rいい ま ち」 へ整備中。
年 6 月 、 ま ち づ く り 功労者 と し て 国土交通相か 御 菅東地区 (5 . 6江) は 9 割 が被災。 一 時 は
ら 表彰 を 受け た 。 住民の合意形成が国難 を極め 減タ率 を め ぐ っ て住民郊 の対立 も あ っ た が、
たが、 粘 り 強 く 運動 し 、 住民主体の ま ち づ く り 2003年に完 f。 幅の広い道路 と ゆ っ た り と し た
に つ な げた こ と が評価 さ れた。 公民 を備え た地域 に 生 ま れ変わ っ た。 人口が震

森南地包 (16 . 7江) は 7 割が全半壊 し、 ま ち 災前 を 下回 る な ど課題 も あ る が、 新規住宅の建
づ く り 協議会が市 と の協議方針 を め ぐ っ て 3 つ 設 も 相次 ぎ、 協議会役員 は 「新 し い ま ち で、 新
に分離、 独立。 そ れぞれが住み よ い ま ち を 目 指 しい交流が生 ま れ る の を 見守 っ て い き たい」 と
して運動 を 進め、 2005年 3 月 に 地区全体の事業 話 し て い る 。
が完成 し た 。 商業施設や駅前広場が繋備 さ れ、

十 震災の記鰭 「蹴佑せずJ
「復興10年検証」 の最高冬報告で 、 防災分野委員 の室崎益輝 ・ 消 防研究所理事長は指摘 し

た 。 「県 は 災害時の初動対応が飛躍的 に改善 し 、 防災拠点施設の整備 も 進 ん でい る O し か し 、
取 り 組みがす そ 野 に 広 が ら ず、 市 開Iの職員 や県民への 防災意識の浸透 も 遅れて い る J o

時 を 経 る に つ れ て 、 震災の意識は次第 に風化 し て い く の で は な い か。 神戸大学 と 読売新
聞 大波本社 は 、 神戸市、 大阪市、 横浜市の市民5 ， 000人 を 対象 に 「 板神 ・ 淡路大震災の 記

憶 と 風化 に 関 す る ア ン ケ ー ト 」 を 実施 し た 。 被災 し た と 回答 し た 人 に 、 揺 れ の 恐怖や支援

への感謝な ど16項 目 に つ い て 、 震災直後 と 現在で 「 強 く 思 う 度合い」 を 比 較 し 、 震災時 に

感 じ た こ と が どの く ら い残 っ て い る か を 独 自 の く記憶度〉 と し て 初 め て数値化。 そ の結果、
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「命が助 か つ て よ か っ たJ な ど半分の 8 項 目 で65 % 以上 の 数値 と な り 、 「 強 く 記憶が残 っ

て い る 」 と 考 え ら れた 。 震災 と 記憶 と 風化の現状 を 明 ら か に し た今 回 の 調 査 は 、 課題で あ

る 「被災体験の継承J を 考 え る た め の貴重 な デー タ と な る O

課査は 、 激震地 と そ の周辺 と し て長 田 、 灘、 酋の 3 区 と 、 被災地 に 近 い大阪市、 首都圏

で神戸 と 共通点 の 多 い横浜市か ら 、 無作為 で 選 ん だ16歳以上各 1 ， 000人 に 2004年10月 、 郵
送で実施。 2 ， 292人 か ら 回答 を 得 た 。 回 収率約45 % 。 回答者の う ち 「被災 し た」 人 は 、 神

戸市内 の約82 % の 1 ， 175人、 「被災 し て い な い」 人 は 大阪市、 横浜市 を 中心 に 1 ， 1 17人。

被災者 を 対象 に し た く記憶度〉 調斎で は 、 「 と に か く 命が助 か つ て よ か っ たJ r水、 電気、

ガ ス が な く て 函 っ たJ r地震 の 最 初 の 揺 れが怖 か っ た」 の 3 項 呂 が震 災 当 時78% 以上、 現

在 も 56 % 以 上 の 人が強 く 感 じ 、 記'詰度77 - 69% と 高 か っ た 。

「近所の協力J r ボ ラ ン テ イ ア の 支援J r行政 の 支援への感謝」 の ほ か、 「 消 防 や 救急、が

来 な い こ と を 残念 に 思 っ たJ な ど は 震 災 当 時39 18% で 数値 自 体 は 高 く な い が、 記憶度

79 68% 。 感謝や不溝の感情は根強 く 残 る こ と を 示 し た 。
「 自 分や家族の 身 を 守 ろ う と 必死 に な っ たJ r前向 き に乗 り き る し か な し ' J r被害が出 て

悲 し か っ た J rみ ん な 被 災者 と い う 気持 ち で助 け 合 っ た」 な ど の 感情 に つ い て 、 当 時 は

64 - 46 % が強 く 感 じ た が、 記憶度63 55% と や や風化傾向が表れた 。

こ の ほ か、 被災者以外 を 含め た全員 に 、 災害への備 え や 「風化」 な ど に つ い て 質問。 被

災者の 9 割が 「震災 は 絶対 に 忘 れて は な ら な い」 と 回答 し た が、 「記憶が風化す る の は仕

方がな い と 思 う 」 は被災者が46 % で、 被災者以外の33% を 上 回 り 、 複雑 な 心境 も う かがえ

る O ま た 「阪神 ・ 淡路大震災 ク ラ ス の 地震が10年以 内 に 来 る と 思 う 」 と し た の は 、 横浜市

民50% 、 大阪市民37 % 、 神戸の 被災者 は20% で、 被災者 に切迫感が薄 か っ た 。

調査 を 担当 し た 岩崎信彦 ・ 神戸大教授 は rlO年 た っ て も 大震災の記憶が簡単 に風化 し な

い 。 だが、 そ の 記憶が神 戸 な ど被災地だ け に と ど ま れば、 風化 は 早 く 進む 。 新潟県 中 越地

震や台風な どの被災地支援 に 「阪神』 の経験は生か さ れて お り 、 今後、 横 浜 、 大阪 な どの

大都市 と 連携 し て 、 減災の都市づ く り を 進め て い く こ と が、 風化 を 克服す る 基本J と 話 し
て い る o (注 4 )

5 .  r 1 月 1 7日 は忘れない」
県 は 2005年 3 月 、 10 カ 年 の復興計画が終了 す る に 伴 い 、 復興本部 を 解散 し 、 一定の 区切

り を 迎 え た 。 し か し 「復興 は 道 半 lむ と い う 認識で① 「高齢者 自 立」 ② 「 ま ち の に ぎ わ い
づ く り J の 支援策 は継続 し 、 1 Fl 17 日 を 「 ひ ょ う ご安全の 日 」 と 定め 、 r l 月 17 日 は 忘 れ

な い」 を 心 に刻 み 、 ポ ス ト 10年 を 見据 え て新年度 に 望 む 方針 を 決め た 。

県、 神 戸 市 は 、 「子育 て 支援」 を ①② と と も に2005年度の 重点施策 に位景 づ け た 。 県 は 「元
気兵庫 の 創 造」 を テ ー マ に 、 「鰭康 ひ ょ う ご戦略」 の 項 目 は30以上、 子育 て 家 庭 を 応援す

る 事業 は67 に も 及 ん だ。 地域 ぐ る み の 子育 て を 支援す る 「 ま ち の 子育 て ひ ろ ば」 に は 、 保
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(表 3 ) 兵庫県の2005年度以 降 も残 る 見通
し の主 な震災復興事業

住宅施策
口復興住宅の家賃檎効

; 口県民住宅復興ロ ー ン制度
口優良建築物等主主備事業

(被災マ ン シ ョ ン の繋儀費裕助)

生活支援
口復興1ì:é8の高齢者の見守 り

・ コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り 支援
; 口被災者への生活復興調査

ま ち づ く り
口再開発事業の補助率か さ 上げ

ま ちづ く り 支援事業

税金
口出定資産税 ・ 都市日j-j理i税の軽減

(被災家屋の代替家屋を 取得 し た場合、
滅失住宅の跡地)

口不動産取得税の軽減
(被災家屋の代替家屋を収得 し た場合)

育土や教員 OB ら の 「 ひ ろ ば子育 て相談員」 を 派遣 し 、 相談機能 を 強化す る 。
神戸市 の 子育 て 支援 に は 、 前年度比で13億円増 の6281意 円 を 計 L し た 。 乳幼児医療費助

成 は 、 市単独で上乗せ し 、 入院 に つ い て12歳 ま で を 無料 に し た 。 新生児の 全 世帯訪問指導

は対象 を 第 2 子以 降 に も 拡大。 保健師 ら が家庭訪問 し て相 談す る 人がい な い 世帯 を フ ォ
ロ ー す る O 併せて児童館 を 空 き 時 間 に解放す る な ど、 地域合体で子育 て を 支 え る 仕組み を

整 え る 。 こ ど も 家庭 セ ン タ ー の夜 間 ・ 休 日 の電話相談体制 を 充実。 専 門相 談 員 が24待 問対
応、で き る よ う に し た 。

県 は 、 10Qミ の 歩 み を 検証 し 、 「安全 ・ 安 心 な 共生社会J を 次の 10年 に 目 指すべ き 方向性

と し た 。 国 内外で 白 然災害が多発す る 中 、 阪神 ・ 淡路で生 ま れた 「災害文化」 を全国へ発

信す る 責任があ り 、 県民が実践す る 「次代への 子育 て 、 高齢化社会への対応、 く ら し の再
生J も ま た 同様で、 あ る 。

「若年央嬬誘致」 成果上が る

神戸市 は 、 大震災で減少 し た 人 口 を 回復 さ せ る た め 、 市外か ら 転入 し て き た 若年夫婦 を
対象 に実施 し て き た家賃 と 敷金の補助制度 を 2005年 3 月 で終了 す る こ と を 決め た 。

同市 の 人 口 は震災で、10万人近 く 激減 し 、 110万人台 に 落 ち 込ん だ た め 、 若 年 世帯 の 呼 び

込みが急務 と 判 断。 1999年 に 「子育 て応援す く す く 住宅制度」 と し て 、 市外か ら 民間賃貸

住宅 に転入す る 若年世帯 に対 し 、 敷金の補助 と し て 最大20万円 を パ ッ ク ア ッ プ。 さ ら に2001

年 に は 、 特定優良賃貸住宅 に 入居 し た t仕帯 を 対象 に最大で 3 万円 の家賃補助 を 5 年 間 支給
す る 「子育 て 支援 の びの び、住宅制度」 も 始め た 。 こ れ ま で適用 を 受 け た の は 、 2004年10月
末で3 ， 131世帯 に上 り 、 試算で は 人 口 が6 ， 500人増 え た 。

140 第 一章 @ 史的



同 市 の 人 口 は 20例年1 1 月 、 震災直前 を 216人上 回 る 1 52万581 人 に 匝復。 同 市 は 「補助 を

受 け た 世帯の う ち 6 割以上がそ の後、 市 内 でマ ン シ ョ ン を 購入 し て い る 。 人 口 回復 と 地域

の活性化 に 貢献 し て き た が、 代 わ り の有効 な 施 策 を 検討 し た い」 と 説明 し て い る O
「復興総括検証」 の 「高齢者の見守 り 体制」 に つ い て 、 次の指摘があ る o

v で き た こ と = 復興住宅の生活援助 員 派遣 、 民生委員 の 定数増 。 マ で き な か っ た こ と ここ

復興住宅 は コ ミ ュ ニ テ ィ の つ な が り が薄 く 、 住民相互の見守 り がで き て い な い。 マ原 因 ・

理由 ニ 高齢者 ばか り 優先入居 さ せ た 、 自 治会組織活動が低調。 マ今後の提案 : 若 い 世帯の

計画的入居。

神戸市 は い ち 早 く 若年夫婦の導入事業 を 実践 し た が、 な お少子高齢化対策 と し て継続 を
求め る 声 も 強 い 。

(注 1 ) 神戸新開 2005年 1 月 1 6 日
(注 2 ) 朝 日 新間 2005年 1 月 17 [:1 
(注 3 ) 神戸新聞 2005年 1 }'1 1 11::! 
(注 <1 ) 読売新聞 2005年 1 月 4 日

第一章 @ 生活 141 



第二章

文 化



あ の 日 の こ と を 、 僕 ら は 、 被 災 し た 人 た ち は 、 い つ だ っ て 忘 れ る こ と は な い ん で す

が、 も う 一度 、 し っ か り 自 分 の 記憶、 気持 ち の 巾 に と ど め る H で す よ ね。 そ れ と 、 前

に 進 ん で も ら い た い。 後 ろ 向 き に な ら ず に 。 十 年 た っ た わ け で す し 、 忘 れ る と い う 意

味で は な く 、 気持 ち を 切 り 替 え ら れ る 区切 り に な る と 思 う ん で す よ ね。

(2005年 1 月 3 日 神戸新聞)

神戸 に 「行 く 」 で は な く 「帰 る 」 と い う 大 リ ー グ の イ チ ロ ー 選 手 は 、 大震災 の あ と ブル ー

ウ ェ ー ブで初優勝、 日 本 会 に も 輝い て被災地 に 明 る さ を も た ら し た 。 ア メ リ カ に 渡 っ て か
ら も 大活躍 は つ づい て お り 、 震災10年 に つ い て も 1忘れな い」 で は な く 「忘れ ら れ な い」

と 表現 し た 。

阪神 ・ 淡路大震災か ら 丸10年 を 迎 え た 。 被災地 を 挙げて の 記念行事が繰 り 広 げ ら れた が、
文化の面で も 「震 災 を 後世 に 伝 え よ う 」 と 節 目 の花 を 聞 か せ た 。 それ は美術で あ り 、

であ り 、 演劇 で あ り 、 丈学であ る 。 10年 の エ ネ ル ギー が凝縮 し た と も い え る 。

震災復興の シ ン ボ ル も 相次 い で完成 し た 。 激震地だ、 っ た 西宮 に 兵庫 県 立 芸術文化 セ ン

タ ー がオ ー プ ン し た ほ か、 丹波 ・ 篠 山 に 兵庫 陶 芸館が竣工 し た 。 と く に 大震 災 で全壊 し た

神戸の風物詩 と も い え る 赤れんがの神戸栄光教会 も 見事 に復活 し た 。

兵庫県の 「復興10年総括検証 @ 提 言報告会J で も 、 「共生J の大切 さ や 、 「 人 と 人 と の梓」

の 重要性が 再認識 さ れ、 「防災文化J を 根づかせて い く 必要性が総括 さ れた 。 そ ん な 中 で
県の2005年度予算案が発表 さ れた が、 ポス ト 震災の 「復興 ブ オ ー ロ ー ア ッ プ プ ロ ジ ェ ク ト 」

で は 、 ま ち の に ぎ わ いづ く り 、 1 月 17 日 を 忘れ な い た め の取 り 組 み 、 を あ げて い る o 1l . 17  

ひ ょ う ご安全の 日 の っ とやいJ 1 メ モ リ ア ル ウ オ ー ク J 1l . 1 7宣言」 を 継続す る ほ か 11 . 17防

災未来賞」 の創設、 1 1 . 17サ ミ ッ ト 」 の 開催 な ど も 計画 さ れ て い る 。

「 日 本人 は最近、 「祈 る 文化J を 失 い つ つ あ る 。 仏壇 に 手 を 合 わ せ る 習 慣 が な い家 も 多
く な っ たJ と 西宮在住の作家 ・ 藤本義ーは大震災10年 を 語 る 。 だが、 震災の モ ニ ュ メ ン ト
に 注 目 し て 11 月 17 日 に 手 を 合わせ る こ と は 自 分の 『生」 を 考 え る こ と に も な る 。 震災モ ニ ュ

メ ン ト は 、 新 し い 「祈 る 丈fし を 作 る 芽 だ」 と い う 。 「震災10年 の i止 の 中 は 、 先 の 見 え に
く い 時代 に な っ た 。 だか ら 子 ど も に期待 し た い 。 震災の経験 を 醸造 し て丈化 を 育 ん で い く

の は こ の 世代。 子 ど も た ち が大 き く な っ た こ ろ 、 震災経験 を 踏 ま え た文化が花 を 咲かせる
の か も 知 れ な い。 震災10年 は そ こ への 第一渉で し か な い」
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心 と 文化の復興を め ざ し て

1 . 次々 と 震災復興のシ ンボル
〔西宮 に 県立芸術文化セ ン タ ー 〕

震災か ら の心 と 文化復興の シ ン ボル と し て位置づけ ら れ た 兵庫県立芸術文化セ ン タ ー は 、

2005年10月 22 日 に 西宮市高松町の 阪急西宮 北 口 駅前 に オ ー プ ン し た 。 3 つ の ホ ー ル を備 え 、

コ ン サ ー ト や オ ペ ラ 、 演劇、 ミ ュ ー ジ カ ル な どの 舞台芸術の創造 と 交流 の 拠点 と し て 、 多

彩 な 芸術活動 を 発信す る “芸術の殿堂" で あ る 。
向 セ ン タ ー は 、 鉄筋鉄骨 コ ン ク リ ー ト 造 り 、 地上 6 階、 地下 1 階、 延べ 3 万3 ， 700平方

江 と い う 壮大 な も の O 大 ホ ー ル は 客席2 ， 000席で 、 コ ン サ ー ト 、 オ ペ ラ 、 バ レ エ な ど に対

応 し た本格的 な ホ ー ル 。 中 ホ ー ル は800席 あ り 、 演劇が主体で、 演 者 の せ り ふ が開 き 取 り

や すい よ う に 工夫 さ れ、 ミ ュ ー ジ カ ルや伝統芸能 に も 対応で き る O 小 ホ ー ル は客席が舞台

を 取 り 囲 む ア リ ー ナ 形式の400痛で、 室 内楽 な ど の ク ラ シ ッ ク 音楽、 リ サ イ タ ル な どがで

き る O ホ ー ル だ け で は な く ロ ピ ー も 自 然の光があ ふ れ る 開放的 な も の で 、 誰 で も が利 用 で
き る オ ー プ ン ス ペ ー ス に な っ て い る O

と く に 、 こ れ ま で の公共 ホ ー ル に は な い ソ フ ト 自の充実が特色で、 世界 的 な 指揮者の佐

渡裕 を 芸術監督 に招 き 、 専属 の交響楽 団 を 持 っ た こ と であ る O 演離 で も 劇作家の 山崎正和

を 芸術顧問 と し て招 き 、 監修の 「 ひ ょ う ご舞台芸術」 を 実施す る ほ か、 プ ロ 集匝 に よ る 質

の 高 い舞台 を 発信す る O こ け ら 落 と し は 、 佐渡裕指揮 に よ る 「第九」 の演奏会で、 県 内 や

関西の プ ロ 合唱 団 、 県民でつ く っ た特別合唱 団 も 参加 し た 。 演劇の 第一弾 は 、 山崎正和 に
よ る 新作 「芝居 一 朱鷺雄の 城」 が上演 さ れた 。

こ の ほ か音楽分野で世界的 な 指揮者 ・ ト ン ・ コ ー プマ ン に よ る 演奏会 な ど84の記念公演

が行 わ れ る O こ れ だ け で は な く 兵庫県 に ゆ か り の あ る 音楽家の コ ン サ ー ト や 500円 で楽 し

め る 「 ワ ン コ イ ン ・ コ ン サ ー ト 」 も 計画 さ れて い る O 佐渡監督 は 、 妻 の 実家 が大震災で全

壊、 自 宅 と 活動拠点 を 兵庫 県 に 移 し た 。 「 う れ し い こ と 、 悲 し い こ と 、 言 い 尽 く せ な い感
情 を 音楽で表現 し て被災者 を 癒や し 、 励 ま し た い」 と い う O

震災10年で年越 し の演奏会

兵庫県 、 県文化協会 な どは2004年の大晦 日 か ら 元旦 に か け て 、 神戸市 中 央 区 の神戸国際

会館で 「坂神 ・ 淡路大震災 fl . 1 7 は 忘 れ な いJ 星空の ジ ル ヴ ェ ス タ ー ・ ガ ラ ・ コ ン サ ー ト 」

を 開 い た。 県芸術文化セ ン タ ー の芸術!駄督佐渡裕、 ウ ィ ー ン 少年合唱 聞 な どが出演、 被災
者 の女優佐藤江梨子が司会 を 務め た 。 佐渡監督 は特別編成 オ ー ケ ス ト ラ を 指揮 し てバ ッ ハ

の ' G 線上 の ア リ ア」 な ど を 演奏、 少年合唱 団 は 「赤 と ん ぼ」 や ヨ ハ ン ・ シ ュ ト ラ ウ ス の
名 崩集 な ど を 合唱 し た 。
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〔丹波に兵庫隅芸英術館〕

丹波焼や 出 石 焼 な ど県内 は も と よ り 世界 の 陶芸 の展示、 調査研究 を 進め る 「兵庫陶芸美
術館」 が、 2005:年10月 に丹波焼の 患 で あ る 篠 山 市今 回 可 と立杭 に 開館 し た 。 全但交通 (全

但パス ) の創業者 ・ 故 田 中寛の丹波焼 な どの コ レ ク シ ョ ン を 展示 し て い た 「財団法人兵庫
県陶芸館J (神戸市 中央区) が大震災で全壊、 収蔵 し て い た約900点 を 兵庫 県 に 寄贈 し た の

が き っ か け に な っ て 、 間芸美術館の構想が具体化 し た 。

新 し い 陶芸館 は 、 上立杭の 山 麓 に 約 5 万平方日の 広 大 な 敷地 を 持 ち 、 こ こ に 吉 東の展示
棟二棟 (地下 l 階、 地上 2 階) を は じ め 、 ガ ラ ス 張 り の 回廊で結 ばれた エ ン ト ラ ス 棟 ( 3 

階) 、 研修棟 (地下 1 階、 地上 2 階) 、 茶室 (木造平屋建) 、 管理棟 ( 2 階) が あ り 、 中 庭
に は池、 小川 、 滝が配置 さ れて 、 自 然豊 か な 構造 に な っ て い る O レ ス ト ラ ン 、 カ フ ェ 、 ミ ュ ー
ジ ア ム シ ョ ッ プ も あ り 、 ゆ っ く り と 陶器の美 し さ を 楽 し め る よ う に な っ て い る O

開館記念は 、 「や き も の の ふ る さ と 丹波 ~ 名 品 で た ど る 800年 の あ ゆ みJ 展 を 開催、 つ づ

い て 「 田 中 寛 コ レ ク シ ョ ン と 現代 の 胸芸J rバー ナ ー ド ・ 1) ー チ展j な どが計画 さ れて い る O

〔赤れ ん がの教会 も 復活〕

丹波焼の里 に完成 し た兵庫県陶芸美術館=
篠山市今田 町上立枕

大震災で全壊、 再建が進 め ら れて い た神戸市 中央区下山手通、 神戸栄光教会が震災10年

を 前 に し た2004年 9 月 、 見事 に復活 し た。 色鮮や か な 赤れ ん が、 天 に 伸 び る 約40t;;;の 鐘楼、
震災前 と ほ ぼ同 じ外観で、 神戸 の シ ン ボル と し て親 し ま れて い た 姿が よ み が え っ た 。

同教会 は 、 1923年 (大正12年) に 建 て ら れた 。 「 同教会70年史J に よ る と 、 若 い 技 師 ・
難波停吉が設計、 監督 し た と い わ れ、 赤 れんが積 み 、 ロ マ ネ ス ク と ゴジ ッ ク 風の様式 を 持

つ温味 の あ る 独特 の 名建築で、 神 戸 の ラ ン ド マ ー ク と し て愛 さ れて き た。 神戸大空襲 な ど

の 戦禍 も く ぐ り 抜け て き た が、 震災で は鐘楼が倒壊す る な ど全壊 し た 。
復活 を 夢 見 た 人た ち は 、 仮設テ ン ト で礼拝 を つづ け 、 夏 の暑 さ 、 冬の寒 さ に i耐 え 忍 ん で

再建 を 願 っ た 。 チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト やバザー を 開催す る な ど人 び と の 熱意 と 、 市民の
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後押 し も あ っ て 、 国 内外か ら 約 9 億 円 の 寄付が集 ま っ た 。 「多 く の 人 た ち に 親 し ま れた 姿

を 再現 し た いj と い う 願い か ら 、 ほ ほ同 じ外観での再建に な っ た。

新 し い教会は 、 地下 1 階、 地 上 2 階、 延べ2 ， 200平方 -" で、 大小二つ の礼拝堂 と 集会室10

室、 図書 コ ー ナ ー があ る O 高齢者の信者 に 配麗 し て礼拝堂 を 2 階か ら 1 階 に 変 え 、 入 り 口

か ら 礼拝堂 ま で の段差 を な く す な どバ リ ア フ リ ー も 実現 し た 。 崩 れた干し拝 堂 か ら 取 り 出 し

た イ ス 11 脚 、 聖壇、 オ ル ガ ン は小礼拝堂 に 納 め ら れた 。 震災の教訓 を 生 か し て 地下 に は 雨

水 を た め る 貯水槽 を 設 け 、 災害時 に は住民の避難場所 と し て利用 で き る よ う に し て い る 。
ま た 、 念願 だ、 っ た パ イ プ オ ル ガ ン も 設置 し た 。 「瓦 れ き と な っ た教会 を 克 た と き 、 こ ん な

形で再建で き る と は想像で き な か っ た」 と 北村宗次牧 師 は諾 っ た 。

県教育委員 会文化財室の村上裕道係長 は 「今回 の よ う な 再建 は 、 記'憶 の 連続性 を 守 る こ
と で 「 こ こ ろ の修毎」 に つ な が る も の だ ろ う O ヨ ー ロ ッ パや か つ て の 日 本-c' t:t ， 歴史的建

造物や 住 み 馴 れ た家が修理で き る な ら 『時間 を か け て 直す』 努力 が行 わ れ て き た 。 だが、

震 災 で は 、 当 た り 前の こ と がな さ れな か っ たj と い う O

600人が初の礼拝

元の姿に復活 し た神戸栄光教会ニ神戸市中
央灰下山手通 (神戸新聞社提供)

再建 さ れた神戸 栄光教会 で は 、 2004年10月 10 日 に 初 め て の礼拝が行 わ れ た 。 こ の 日 を待

ち わ びて い た信 者 ら 600人が集 ま り 、 祈 り を 揮げ た 。 I司 臼 に は 、 震災後で初 め て の 日 曜 日

と な っ た 1995年 1 月 22 日 の礼拝の 進行 を 記 し た手書 き の 週報が配 ら れ、 「 あ の 日 か ら 、 再

建への祈 り を つ づ け て き た」 な ど、 牧 師が 9 年 9 カ 月 の苦難の歩み を 振 り 返 っ た 。

ま た 、 同年12月 24 日 か ら は 、 夜 間 の ラ イ ト ア ッ プが は じ ま っ た 。 教会関係者や井戸敏三

第 章 @ 文化 147 



県知事 ら 約250人が見守 る な か、 点灯式が行 わ れ、 賛美歌 を 背景 に幻想的 な シ ル エ ッ ト が
浮 か び ヒ が っ た。 10年ぶ り に光が民 り 、 教会で は 「 人 び と の心 を 照 ら す希望 の 光 に し た い」

と 話 し て い る O ラ イ ト ア ッ プは 、 日 没か ら 午後10持 ま で。

日 野原理事長が記念講演

神戸栄光教会の再建記念講演 会 は 、 震災10年の2005年 1 月 16 日 に 聖路加 国 際病院の 日 野

原 重明理事長 を 招 い て 開催 さ れた。 同理事長の 父 . B 野原 善輔 は 、 こ の教会で15年 間 も 牧
師 を 務 め て い た が、 そ の 時、 若 い建築家 を 抜擢 し て 設計 さ せた と い う O 当 時 の 日 本で は 最

大級の教会だ、 っ た 。 理事長 は 、 3 歳か ら i日制高校へ進学す る ま で神戸で過 ご し た が、 聖歌

隊の一員 と し て歌 っ た り 、 劇 を 演 じ た 。 「 そ の こ ろ の神戸 で は 一番高 い建物 だ、 っ た の で、 眺

め が良 く 、 ら せん 階段で塔 に の ぼっ て よ く 叱 ら れたJ と い う O 「↑到壊の こ と を 開 い て大 き な

能撃 を 受 け た。 つ ら い 10年だ、 っ た け れ ど も 、 立派に再建 さ れた。 神戸 リ パ イ パル の シ ン ボ

ル に な る と 思 う 」 と 話 し た 。 講演の テ ー マ は 「輝い て生 き る ~各年代 の 方 に j で あ っ た。

震災前の姿 を 模型で復元

震災で全壊 し た神戸栄光教会の元 の 姿 を 残そ う と 、 尼崎市長洲 中 通、 県立尼崎工業高校

建築科 3 年生 の 7 人が模型で復元、 同教会に贈 っ た。 教会で は 、 入 り 口 に展示 し て い る O

こ の模型 は 木製で、 実物の80分の l の 大 き さ O 縦が35手ン、 横30手ン、 高 さ が40手ンあ る O 大正

時代の 設計図 を 教会か ら 借 り 、 再建で変 わ っ た と い う 正面 入 り 口 、 北側の デザイ ン な ど も

忠実 に よ み が え ら せ た。 外壁の 赤 れ ん が は 、 赤 く 塗 っ た 長 さ 約 3 ミ リ の ヒ ノ キ 板約5 ， 000枚

を 張 り 合 わ せ て 、 議厚 さ を 出 し て い る 。 生徒た ち は 、 震災10年 を 日 指 し て 9 カ 月 で完成 さ

せ た 。 「模型が少 し で も 皆 さ ん の 心 を 癒す手助 け に な れ ば」 と い う O

〔 カ ト リ ッ ク の大聖堂も復活〕

大震災で 半壊、 取 り 壊 さ れ て い た神戸市 中央区 中 山手通、 中 山手 カ ト リ ッ ク 教会の跡地
に 「 カ ト リ ッ ク 神戸 中 央教会J が2004年10月 に 完成 し 、 23 日 に大聖堂の献堂式が行 わ れ た 。

「社会 の 片 隅 に 生 き る 人 に 光 を 届 け、 よ り ど こ ろ と な る の が教会の使命、 交 わ り を 大切 に

し て い き た し り と 司祭 は 語 っ た 。

中 山 手教会 は 、 神戸港が開港 し た 直後の1870年 ( 明 治3年) に 旧賠留地 に 設立 さ れた神

で最初 の キ リ ス ト 教会で、 大正時代 に神戸 ・ 北野 の 現在の と こ ろ に移 っ た 。 れんが造 り

の お し ゃ れ な 外観が市民や観光客 に親 し ま れて い た が、 大震災で屋根が崩 れ る な ど半壊状
態 に な り 、 建物が取 り 壊 さ れた 。 19981]三 に は 、 世界的 な カ ト リ ッ ク の改革運動の流れの な

かで、 中 山 手教会 と 震災で全壊 し た下 山 手教会 ( 中 央区) 、 難教会 (灘区) の 3教会 を 廃止
し て 、 「 カ ト リ ッ ク 神戸 中央教会」 と し て 誕生 し た。

新 し い教会は 、 震災後の 人の 支 え 合い を 教訓 に し て 「交わ り 」 を テ ー マ に建て ら れた 。
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白 い れんがの 大聖堂 は 丸 み を 帯 び た デザ イ ン で、 16枚 の ス テ ン ド グ ラ ス と 天窓か ら 差 し 込

む光が温かい 雰 囲気 を か も し だ し て い る O 東京の聖 イ グ ナ チ オ教会な どの建設に携わ っ た

建築家村上品子が設計 し た 。 同教会 で は 、 通常の教会活動 に 加 え て 、 震災直後か ら つづけ

て き た ホ ー ム レ ス や外 国 人 の 就労相 談 な ど、 社会的弱者への支援の拠点 に す る と い う O
ま た 、 同年12月 3 日 に は大聖堂で、 人形浄瑠璃丈楽 に よ る キ リ ス ト 劇 「 ゴス ペ ル ・ イ ン ・
文楽」 が ヒ演 さ れた 。 ク リ ス チ ャ ン の文楽 ・ 豊竹英大夫が企画、 震災10年 の 節 目 に 再建 さ

れた教会で、 宗教の枠 を 超 え た 再生への祈 り を 込 め 、 イ エ ス の 誕生か ら 復活 ま で を 義太夫

節で語っ た 。

〔神戸栄光教会 な ど に建築文化賞〕

震災10年 に 合 わせ て 選 ばれた 第 9 回神戸市建築文化賞の 「復興建築部 門 」 に 、 神戸栄光
教会、 カ ト リ ッ ク 神戸 中 央教会、 神戸国際会館が受賞 し た 。 向 賞 の 選考 は 1998年以来で、

震災後 は 2 回 目 O 今回 は 「復興か ら 再生へJ が テ ー マ と な り 、 文化賞 の ほ か再建や 旧建築

の継承 を 対象 と し た 「復興建築J r ス ト ッ ク 再生」 の 両 部 門 が設 け ら れた 。 神戸栄光教会

は 「震災前の景観の記憶 の 継承」 、 カ ト リ ッ ク 神戸 中央教会 は 「祈 り の 場 の 継承 と 現代 の

教会建築 の魅力J 、 神 戸 国 際会館 は 「三宮 を 代表す る 都 市景観J と し て 選 ばれ た 。 な お 、

建築文化賞 に は神 戸 税 関 本館、 ス ト ッ ク 再生部 門 に は ロ ッ ク ・ フ ィ ー ル ド神 戸ヘ ッ ド オ
フ ィ ス /神戸 フ ァ ク ト リ ー が受賞 し た 。

2 . 大震災を語 り 継いでゆ く た め に
γ神戸文化倉1I生都市」 を 宣言〕

文化 を 生 か し た こ れか ら の神戸の ま ち づ く り の 基本理念 「神戸文化創生都市宣言」 の 策

定 を 進め て い た神 戸市 は 、 2004年12月 4 日 に神戸市役所 l 階 ロ ピ ー で、 神 戸 大使 の 女優 ・
真野響子が宣言文 を 読み 上 げ、 銘板 プ レ ー ト の 除幕 を 行 っ た 。 震災10年 の 節 目 を 迎 え る の
を 機 に 、 フ ォ ー ラ ム や ワ ー ク シ ョ ッ プな ど を 通 じ て神戸の文化や芸術 に つ い て 、 市民、 芸

術家、 文化人、 学識経験者 ら 多数の意見 を 集約 し て 宣 言 を 作 っ た 。

宣言文 は 、 「豊 か な 自 然 と 美 し い都市景観 を 持 ち 、 歴 史 を 刻 み な が ら 発展 し て き た 心 か

よ う 市民の ま ち 、 神戸 を 誇 り に し ま すJ r未 曽 有 の 震災 を 体験 し 、 共有 し た思 い や り や学

ん だ芸術の 力 を 、 神 戸 の 文化 と し て次世代 に 伝 え 、 世界へ と 発信 し ま すJ r世界の文化 と
交流 し 、 多様な価値観 を 認め あ い な が ら 、 常 に未来 に 向 か っ て い き い き と 進化 す る ま ち 、

神戸 を 創 り ま す」 の 3 つ の 柱 に も と づい て 策 定 さ れ た 。

同 市 は 、 こ の宣言 と 1995年12 月 に 制 定 し た 「文化指針」 を 踏 ま え て 、 2010年 を 目 標 に し

た 5 カ 年 の 「神戸丈化創生都市推進 プ ロ グ ラ ム 」 を つ く っ た 。 「市民丈化の基盤の充実J r文

化 を 活か し た都市戦略」 を 大 き な 柱 に し て 、 基本方向 を 打 ち 出 し て い る O 「基盤 の 整備」

で は 、 〈市民 の 丈化活動 の 支援〉 と し て①文化 の 創 造 と 活性化の 支援②文化施設の効果的
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な 運営③文化 の 蓄積の継承 と 発展④丈化の受信発信機能の 充実⑤文化的 な ま ち づ く り の推
進、 〈文化 に 学 び芸術 に 磨 か れ る ま ち づ く り 〉 と し て①文化 の 担 い 手 の 育 成 ・ 確保②情報

と 人材の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り 、 「都市戦略」 で は 、 く文化 を 活か し た 産業や賑 わ い の 創 出〉

と し て①文化産業の振興②既存施設の転活用 な ど に よ る 文化拠点 の確保③文化 を 活か し た
賑 わ い の 創 出 、 〈神戸 ら し い都市 ブ ラ ン ド の創 造 ・ 強化〉 と し て①文化 を 活か し た都 市 ブ

ラ ン ド の 発信②音素の ま ち神戸づ く り の推進 (青の文化の ま ち づ く り ) ③芸術文化 に 触 れ
な が ら 回遊 で き る ま ち づ く り ( ミ ュ ー ジ ア ム 都市づ く り ) ④文化 を 活か し た 交流の推進、

を 上 げて お り 、 推進 に 向 け て は芸術家 ら が参画 し た推進委員 会 を 設置す る と し て い る O

〔間いつづけ る震災文学〕

大震災 を き っ か け と し て 多 く の文学作品が誕生 し た 。 そ れ は影大 な 数 に の ぼる O 未 曽 有

の 災害の な かで体験 し た記憶 を 残 し て い く た め に書 き 続け ら れた 「震災文学」 は 、 終戦後
に 高 ま っ た 文学運動 と も 重 な り 、 震災ル ネ サ ン ス と も い え る も の に な っ た 。 代表的 な

災小説」 は 、 宮本輝の 「森の な か の 海JJ (光丈社) 、 街健二の F未 明 の悪夢JJ (光文社) 、 東

野圭吾の 「幻夜�J (集英社) 、 高嶋哲夫の 11M 8 JJ  ( 向 ) 、 三咲光郎 の F忘れ貝JJ (丈芸春秋)

な どがあ る 。

震災体験か ら 震災 を 語 る

IIM 8 JJ は 、 2004年 8 月 に刊 行 さ れ た 。 「 日 に 入 る の は 道路 の 両側 に続 く 崩壊 し た 家 々 と 、

虚 ろ な 目 を し た 難民の よ う な 住 人 た ち の 姿 だ け だ、」 一冒頭に描かれた被災地の風景で あ る O
大震災 の 当 日 、 高 嶋哲夫は神戸 市垂水匿 の 自 宅 に い た 。 儒壊は ま ぬがれたが、 家族で石油

ス ト ー ブの 前 で寄 り 添い な が ら 不安 な 朝 を 迎 え た 。 「書 き 残 さ な け れ ば」 と 被災地 を 歩 き 、
資料 を 集 め た 。 だが、 作品 に す る の に は10年近 く かか っ た と い う O

ス ト ー リ ー は 、 大震災で家族 を 失 っ た 地球物理学者が東京 で マ グ ニ チ ュ ー ド8の 直下型

地震が起 き る と 予知す る が、 学者 た ち は取 り 合わ な い 。 だが、 予知通 り に 大地震は発生す
る O 学者 ら 阪神大震災 を 経験 し た 4 人が助 け 合 っ て被害 を 最小 限度 に と ど め る と い う も の
で、 国や 自 治体の 防災体制 の あ り ょ う を 問 い か け て い る O 物語の最後で10年 間 も 故郷 を 正

視で き な か っ た 学者が、 「一度、 神 戸 に 帰 っ て く る 」 と 言 う の で あ る O

「阪神大震災 は 、 人災の僻面が強 か っ た と い う 思 い が今 も ぬ ぐ え な い。 都 市開発の推進

と は裏顕だ っ た 防災体制 の続 さ が大惨事 を 招 い た と い う 憤 り と 無念 さ を 今一度、 思 い 起 こ

し て ほ し い 。 地震 を 止め る こ と は で き な い。 で も 備 え があ れ ば、 地震 は そ れ ほ ど怖い も の

で は な い 。 震災 を 経験 し た か ら こ そ 、 後世 に 語 り 継い で い く の が私 の仕事です」 と い う o

r忘れ貝J は 、 震 災が遠 因 で離婚 し た女性が主人公で 、 愛児の交通事故死、 一人 に な っ て
深い孤独 と 喪失感 に 襲 わ れ る O そ の傷つ い た魂 に 光が差す ま で、 細 や か な 筆致で描かれ る O

「主人公 に 寄 り 添 っ て い る う ち に 、 人 の 心 に 流れ る 時 間 は 、 行政や報道が刻 む 時間 と は全
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く 違 う こ と に 改 め て気づい たJ と 、 三 咲 は語 る O

こ の ほ か 、 大震災 を 契機 に針作 を 始 め た 石黒耀の 『震災列 島JJ (講談社) や柏木薫の 「独
り な り け り JJ ( ピ レ ッ ジ プ レ ス ) な ど、 震災 を 描 い た小説が生 ま れ た 。

震災 と 表現の 10年

宝塚で大震 災 に 襲 わ れた90歳の 詩 人 ・ 杉山平ー は 、 2004年 9 月 に 詩 集 『青 を め ざ し てJl (編

集工房 ノ ア ) を 刊行、 震災詩3編 を 収め た 。
歪 ん だ り

潰れた り

ぐ ち ゃ ぐ ち ゃ に な っ た り

こ れは 本 に 映 っ た 町

で は な い の か

風 よ 吹 く な

ひ と よ 、 石 を 投げる な

水耐のま端正 に し ず ま る ま で

そ の 一編 の 詩 、 「町」 で あ る O 被災者の 呂 で今 も 震災 と 表現 を 間 い 続け て い る O 杉 山 平

ー に は一 つ の 思 い があ る O そ れ は 「震災文学全集」 の刊行 だ と い う O

r十年歌 神戸 こ れか ら も 』

詩 と 日 録 な ど に よ り 震災10年 を 記録 し 続 け た神戸市長 田 区 の詩 人 ・ 安水稔和 は 、 最後の
詩文集 「十年歌 …神戸 こ れか ら も JJ (編集工房 ノ ア ) を 2005年12月 に 刊 行 し た。 震災直後

か ら 「神戸 こ れか ら 一 激震地の詩人の一年Jl (1996年 ・ 神戸新聞総合 出 版 セ ン タ ー ) 11焼

野の草 ぴ ら 一 神 戸 今 も dJ (1998年 ・ 編集工房 ノ ア ) 11神戸 こ れは わ た し た ち み ん な の こ
と 一届 く 言葉Jl (2000年 ・ 編集工房 ノ ア ) を 出版 し て お り 、 今 回 は4冊 目 o 10年 6 カ 月 で、
総計2000�ー に も 及ぶ。

十年歌

な ん だか遠 く ま で来 た よ う で。 立 ち ど ま っ て

振 り 返 る と 。 土が砕 け 。 木が燃 え 。 花が裂 け。
心 が こ ぼれて。 そ う 。 ま る で花の よ う 心の よ

う O 裂 け て こ ぼれて。

見 ま わす と O あ た り は 見 な れ た 光景。 思 い が
け な い。 あ い か わ ら ずの 。 変 わ っ て し ま っ て O

変 り ょ う の な い。 火 と 水 と 砂。 ひ り つ く よ う

な 鈍 い痛 み 。 し き り に 。
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思い定め て 歩 き 出 す と O 行 く 手 に あ の 人があ

ら わ れ。 あ の 人 た ち も あ ら わ れ。 笑 っ て い る O

そ の横 に は わ た し も 立 っ て O 手 を 振 っ て い る O

わ た し に 向 か つ て O

「住 ん で い る 人の息づか い の 罰 こ え る そ う い う 町 を 創 り 出 す こ と が、 本 当 の 意味の復興

だ と 思 い ま す ね。 子 ど も た ち が、 大 き な 声 を とげて走 り 回 っ て遊 ん で い る O 子 ど も が一つ

の指標 に な る と 思 い ま す。 今 そ れが長 田 の 町 に は 乏 し い 。 10年経 つ て の感想、 と い う と 、 こ

ん な感 じ 。 も う 5 年10年経つ と 、 み ん な がそ う い う こ と 、 い い な と 思 う よ う に な っ て く る
と 思 う 」 と 、 安水は 語 っ た 。

「ゆ め風基金J の う た

詩人 ・ 安水稔和の震災10年。 詩 と 目 録 を ま
と め た4冊の記録

被災障害者 を 支援す る 特定非営利活動法人 (NPO) ，. ゆ め風基金J は 、 発足の き っ か け
に な っ た震災か ら 10年 を 迎 え る の を 機 に 基金の う た を作 る こ と に な り 、 呼 び掛 け 人代表の

作家 ・ 永六輔が 「伝 え て 下 さ い 」 、 賛助会員 の 詩 人 ・ 谷川 俊太郎が 「風 と 夢」 を 作詞 し 、
音楽家の小案等が作 曲 し た。 開 基金 は 、 こ れ ま で1万人以 とが協力 、 2 1.意円 が集 ま っ て 、

国内外の災害で被害 を 受 け た 障害者の支援 に 当 た っ て き た 。 こ の よ う な 基金 の 理念 を 広 げ

よ う と う た を 作 っ た も の で 、 CD化 も 討論歯 し て い る 。

風 と 夢 谷川俊太郎

ど こ か ら 吹い て く る の だ ろ う

や さ し い風

む ごい風

ど こ へ吹い て ゆ く の だ ろ う

風は怒 り
風 は ほ ほ え む
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傷 つ い た 大地 の 上 に

風が夢 を 運 ん で く る

苦 し み の 昨 日 か ら

歓ぴの 明 日 へ と

誰の こ こ ろ に住 む の だ ろ う
た の し い 夢

つ ら い夢

ど ん な 未来見 る の だ ろ う

夢 は 実 り
夢 は は じ け る

よ み が え る 大地 の 上 に

夢が風 を 巻 き お こ す
こ こ ろ か ら こ こ ろ へ と

ひ と り か ら ひ と り へ と

伝 え る の は文学者の務め

「神戸 ・ 阪神 間 は昔か ら 、 文学的 に豊かな風土 を持っ て い る O 地震 を 体験 し た子供 た ち の
な かか ら も 、 将来優れた丈人が育 つ か も し れ な い 。 そ ん な土地 を 襲 っ た と い う の も 、 こ の震
災の大 き な特色。 今後、 さ ら に震災文学が君主 き 継がれて い く こ と も 期待 さ れる 」

高浜虚子の孫で 「ホ ト ト ギス 」 主宰の俳人 ・ 稲畑汀子は 、 芦屋で震災 に あ っ た。 震災10年

を 迎 え て、 神戸新聞 (2005年 1 月 4 日 ) で 「震災 を 伝 え る の は文学者の務め だ」 と 語っ た 。

被災地 に 育 つ 冬芽 の た く ま し く
踏青や失 ひ し も の得 た る も の

「地震 は 多 く の大切 な も の を 壊す と と も に 、 私 た ち の心 を 隔 て て き た壁 も 取 り 払 っ て く

れ た 。 自 然 と は そ う い う も の な の だ。 10年が過 ぎて 、 若者た ち の 心 は 再 びす さ ん で き た よ

う に も 見 え る O け れ ど、 あ の と き の体験は決 し て消 え る も の で は な い 。 自 然 を 敬い 、 人 を

慈 し む心は彼 ら の懐深 く に 畏 ま れ て い て 、 い ざ再 び事あ ら ば鮭 る だ ろ う O そ う 信 じ た い」

〔震災の記憶 と 旅立 ち 〕

震災10年 を 迎 え て兵庫 県 な どでつ く る 「愛 ・ 元気 ひ ょ う ご」 発信事業実行委員 会 は 、 被
災地の 10年の 歩 み の な かで、 印 象 に 残 っ た俳句 ・ 詩 ・ 紀行丈 を 全 国 に募集 し て い たが、 2005
年 3 月 に 入賞作品 を 選 び、 表彰 し た 。 全 国 か ら 約600点が寄せ ら れた が、 優秀作品 は 、 現
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代俳句 で川 崎光一郎 (相生市) 、 伝統俳句 で松 下弘美 (神戸市垂水区) 、 詩で 高 智 子 (神戸
市 中 央 区 ) 、 紀行文で湊利花 (函館市) が選ばれた。

「詩集 ひ と の未来」 展

震災10年 を 機会 に 、 命 の 大切 さ を 詩 の 言葉か ら 感 じ て貰お う と 、 「詩集 ひ と の未来展」

が2005年 1 月 12 日 か ら 4 月 3 日 ま で、 神戸市 中 央 区 の 人 と 防災未来セ ン タ ー ・ ひ と 未来館
で 開 か れ た 。 同 セ ン タ ー が、 命や家族のつ な が り を 感 じ さ せ る 24編 を 選 ん で、展示 し た。 被

災地で う た い継がれ て い る 白井真の 「 し あ わせ運べ る よ う にJ 、 映画 「千 と 千 尋 の神 隠 し」

の主題歌 ・ 覚和歌子の 「 い つ も 何度 で も J な どで あ る O こ の企画展が詩集 に な っ た 。 文庫

本サ イ ズ、 72';)ーで、 24編 が収録 さ れ て い る O

詩集 「明 日 への記憶』 も

大震災が起 こ っ た l 月 17 日 に 「震災復興支援 コ ン サ ー ト 」 を 開 い て い る 同 コ ン サ ー ト 実

行委員 会 (代表 ・ 羽一ド大信) は 、 震災10年 を 記念 し て 震災詩選集 『明 日 へ の 記憶� 1 ・ 17 の

た め に �Jl を 発行 し た 。 こ の コ ン サ ー ト は 、 大震災で大 き く 傷つ け ら れ た 被災者が、 被災

音楽家 と と も に 心 の 癒 し と 文化的創造 を は か り 、 新 し い 時代 の た め に どの よ う な 「夢J r希
「愛J r勇気」 を 語 り 、 受 け 継 い で い こ う と 、 震災直後の 1995年 6 月 に 開催 さ れた の が

始 ま り o 1 999年 か ら は女{憂の 竹下景子が詩 を 朗読、 2005年 1 月 17 日 ま で 7 田 も 開 かれた。

こ の詩集 は 、 竹下景子が朗読 し た詩 を 収録 し て い る O そ こ に は 、 震災か ら 復興 し て い く 神

戸 の 姿 が写 し だ さ れて い る o rlO年 目 の節 目 を 迎 え て 、 復興支援 コ ン サ ー ト が少 し で も そ
の役 目 を 果 た し て き て い る の な ら 、 こ ん な に嬉 し い こ と は な い し 、 今 日 ま で、培 っ て き た紳

を 、 こ れか ら も 大切 に し て い き た い と 思 う O 一人一人の力 は小 さ く て も 、 み ん な の力 が集

れ ば、 き っ と よ り 良い 明 日 が拓 け て い く に違 い な い と 信 じ て」 と 竹下景子 は 書 い た 。

( 1 ， 1 46行の鎮魂詩〕

大震災で1 ， 146人が犠牲 に な っ た 西宮市の書家井下石 泉 は 、 友 人 の 詩 人小林重樹がつ づ っ
た鎮魂詩 「一行一櫨」 を 書 に し た 。 犠牲者 と 同 じ 1 ， 146行で、 21章 に 分 か れ、 5 本の 巻 き

物 に な っ た 。 2005年 1 月 に 西宮北 口 の ア ク タ 西宮 で 展示 さ れ た 。 「再生 と い う 言葉 は 信 じ

ら れ な い 輪廼 と い う 言葉 も ま だ 信 じ ら れな い け れ ど い つ か ま た 会お う と 云
う 言葉 は 信 じ る 」 と 、 詩 と 書 は表現す る O 井下 は 震災で 自 宅が全壊、 小林 も 被災 し た 。
二人の思 い は 「震災 を後世 に伝 え た い」 で あ る O

〔兵願文学館も 震災特集〕

兵庫県 ゆ か り の 文学 を イ ン タ ー ネ ッ ト 上で紹介す る 「 ネ ッ ト ミ ュ ー ジ ア ム 兵庫丈学舘」

は 、 震災10年 を 機 に企画展 「文学震災記」 を は じ め た。 震災 を 体験 し た小説家、 高嶋哲夫
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の イ ン タ ピ ュ 一 、 陳舜臣、 玉岡かお る のエ ッ セ イ 、 宮本輝、 田 辺聖子の作品の あ ら す じ な ど

の ほ か、 ジ ャ ー ナ リ ズム の コ ー ナ ー で、 震災産後の新聞の コ ラ ム 、 記事、 写真 な ど も 紹介 し

て い る O こ の ほ か、 作詞家の阿久悠、 作家の藤本義一、 詩人の安水稔和 ら の イ ン タ ピ ュ ー も

公開 し て い る O

〔 子 ど も の本が1 50点〕

大震災 の 子 ど も の犠牲者 は 559人 (警察庁調べ) 、 親 を 失 っ た 子 ど も は 573人 ( あ し な が

育英会調べ) に も の ぼ る O 子 ど も た ち が受 け た 悲 し み や 苦 し み を や わ ら げ、 震災か ら 得た
教訓 を 引 き 縦い で ゆ こ う と 、 こ の 10年 間 に絵本、 童話が相次 い で 出 版 さ れ た 。 失 っ た 多 く

の 人への鎮魂 と 、 明 日 の 防災 に役立 て よ う と 作家 た ち の 顧 い が込め ら れた 。

神戸市 中 央 区 の 「 人 と 防災未来セ ン タ -J の 資料室 に は 、 「子 ど も の本 コ ー ナ ー」 が設

け ら れ、 絵本や カ ル タ な ど約150点が集め ら れて い る 。 「 は じ め は地震の怖 さ や 人 び と の悲

し み を 扱 う 作 品 が多 か っ た が、 最近 は 防災教育 を 意識 し た も の が出始め た 」 と い う O

2004年 5 月 に 出版 さ れた 「地震 の こ と は な そ う (せお ま さ し ・ 丈、 藤 田 夏代子 ・ 絵、

自 由 国民社) は 、 大震災の教訓がテ ー マ で 、 家 の耐震補強や家具の 同 定 な ど、 地震で 死 な
な い た め に 自 分で で き る こ と を 描 く o 2005年 1 月 17 日 に 出版 さ れた 「 シ ロ と の ら 犬た ち の

大震災Jl (野 田 道子 ・ 丈、 藤 田 ひ お こ ・ 絵、 毎 呂 新 聞社) は 、 犬の シ ロ が主人公で、 生 き
埋め に な っ た 人の体験か ら 、 助 け合 い や 自 分の命 を 守 る 大切 さ を 語 っ て い る O

〔長田の和菓子屋がマ ン ガに 〕

大震災で全壊 し た神戸 市長 田 区 の和菓子庖の再建 に苦闘す る 松 田一郎、 カ ツ コ 夫妻 の物

語がマ ン ガ に な り 、 2005年6 月 の 女性漫画雑誌 、E . LAVE パ フ エ J (講談社) に 掲 載 さ

れ た 。 タ イ ト ル は 「涙 を こ え てJ で、 横浜市 の 漫画家 ・ 三原 陽子が 「神戸 を 忘れ な い」 と
い う 思 い を 込め て描い た 。

松 田 夫妻 は 、 1 916年 に創業 し た 「 き ね や本舗」 を 経営す る O 高速長 田 釈 の 上 に あ っ た屈
は 、 震災で全壊す る 。 た だ一つ残 っ た蒸 し器でか し わ餅 を 作 っ て 、 パ ラ ソ ル の下で、売 っ た 。
被災地の 味 と し て喜 ばれた と い う O コ ン テ ナ の 忠 か ら 仮設庄舗 に と 自 は 変 わ り 、 工場兼 自

宅 も 再建 し た が、 完成直前 に 壊 さ れて放火 さ れ た 。 現在 は 、 元 の と こ ろ に建 っ た ピ ル と 仮
設屈舗で営業、 新 し い和菓子 に も 挑戦 し て い る O

神 戸 の 支援 を 続 け る 女優 ・ 黒 田福美か ら も 注文が届 き 、 そ の干し状が出版社の 目 に と ま っ

た 。 「生活 に 追 わ れて 、 震災直後 よ り 今の万が大変です。 で も 、 長 田 に 来 て も ら う き っ か
け に な れ ば」 と 夫妻 は い う o 50)ー の 漫画 の 最後 は 、 カ ツ コ が空 き 地 の 残 る 街 に 踏み 出 す と
こ ろ で、*z.わ っ て い る O
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[震災 を こ え た神戸のガ イ ド }

大震災以降の街の歩み と と も に神戸の魅力 を や市場の復興を描い た 「下町 に生 き る 」 な ど 6
伝 え る 『神戸 震災 を こ え て き た街ガイ ド 章か ら な っ て い る 。
波 ジ ュ ニ ア 新苦手) が2004年1 1月 に 出版 さ れた。
華やか な イ メ ー ジだ け で な く 、 被災か ら次第に
立 ち 直 っ て き た市民の姿を盛 り 込んでい る O 本
の 印 税 は、 被 災 地 の NPO (非 営 利 組 織) 、
NGO (非政府組織) な どに寄付 さ れる 。

市民団体「ア ー ト ・ サポ ー ト ・ セ ン タ ー神戸」
代表の 島田誠、 都市民俗学者の大阪外国語大学
教授 ・ 森栗茂ーが 「震災か ら 10年 を迎え る 神戸
の素顔 を 知 っ て ほ し いJ と 、 執筆 し た 。 こ の本
は、 原史書な ど に舎かれた表の神戸 で は な く 、
震災を は じ め 阪神大水需 (1938年 ・ 昭和 13年) 、

年 ・ 同20年) な ど悲惨な体験
ら 立 ち 上がっ た 市民の足跡 を 追 っ て い る 。 震
を記録す る 公共 ・ 民間施設 を解説す る 「i毎沿
を 歩 く 」 、 神戸 を 襲 っ た 災害や戦災 を 取 り 上

「 山 の 手 を 歩 く 」 、 震災で変貌 し た蕗)吉街

3. 開い障す美術 と 震災
〔美術は今、 何が出来 る か〕

出版 さ れた 『神戸 震 災 を こ え て き
た街ガイ わ (岩波 ジ ュ ニ ア新書)

大震災か ら 10年、 震災 を テ ー マ に し た作 品 が数多 く 生 ま れた 。 被害 を 伝 え る 絵や写真の

ほ か瓦 れ き を 使 っ た オ ブ ジ ェ と い っ た創作の ほ か 、 災害復旧住宅で入居者 と 美術家 ら が一

緒 に ア ー ト ワ ー ク を 展開 す る 試み も 行 わ れ た o f惨状 を 前 に ア ー ト は役 に 立 つ の かJ と い

う 自 問 も あ っ た 。 こ れ ら の表現 を 見 つ め つ づ け て き た被災地の美術館 も 10年 の 歩 み を 伝 え
よ う と し て い る O

震災を描 く 、 再生 を 祈 る

兵庫県立美術館 (神戸市 中 央区 ) は 、 復興10年記念 の 国際公募展 「兵庫 国 際絵画 コ ン ペ
テ ィ シ ョ ン J を 2005年 l 月 17 日 か ら 開催 し た 。 公募の テ ー マ は 「再生J で、 震 災の経験か

ら 人 び と が学 ん だ 「投 き る 」 こ と の尊 さ 、 「心の復興」 の大切 さ を 再認識す る た め で あ っ た 。
世界8 1 の 国 と 地域 か ら 約8 ， 000点 の応募があ り 、 大賞 に 南 ア フ リ カ の ラ ン パ ー ト ・ モ ラ ロ
キ & ブ リ ジ ッ ト ・ ハ ー テ ル の 「都会 の避難所J が選ばれた ほ か、 入賞101 点 が決 ま っ た 。

大賞 は 、 縦約2 . 4 �;;:、 横約7 . 8 f JCの大作で、 二人 の 共 同 制作。 地震で傾 い た 建物 、 瓦 れ き の
上 を 赤 ん坊 を 抱 い て 歩 く 人、 自 転車 に 家財道具 を 積 ん だ人 た ち がひ し め く よ う に 克 明 に 描
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か れて い る O 「芸術は過去 と 現在 、 未 来 の 懸 け橋 に な り 、 人 間 の希望 と 夢 を 再構築す る も のj
と 作者 は い う O

同 美術館 は 、 こ の ほ か13の 関 連行事 を 聞 い た 。 震災 を 教訓 に新設 さ れた 保存修復室の 見
学 や 映像 に よ る 紹介 「修復 室 か ら こ ん に ち は」 、 シ ン ポ ジ ウ ム の 記録な ど震災 と 美術 に 関

す る 収集資料の 閲 覧 の ほ か ミ ュ ー ジ ア ム ・ ボ ラ ン テ イ ア に よ る 「 わ た し の 夢 の 美術館」 な

ど を 企画 し た 。 「多様 な 視点 で震災 を 振 り 返 り 、 未来 を 考 え る こ と で、 美備館の役割 を 示

し た い」 と 、 は語 る O

被災者の 心 を 癒 し た洋画

大震災で犠牲 に な っ た 画家 ら 100人 の 絵画 を 集 め た 「被災者の 心 を 識 し 励 ま し た ー ひ ょ

う ごゆ か り の洋 画家100人展J ( 同実行委員 会主催) は 、 2005年 1 月 に神戸市灘区、 原 田 の

森 ギ ャ ラ リ ー で 開 か れ た 。 震災10年 を 迎 え て犠牲者た ち を 追悼す る も の で 、 崩 れた街角 で

は じ ま っ た小 さ な展覧会 は 、 被災者の心 を どれ だ け 慰め た か し れ な い 。 展 示 さ れて い る の
は 、 犠牲 に な っ た 上 田清一、 大島幸子、 津高和ーの作品 を は じ め 、 全国 に 震災の悲惨 さ を

訴 え た ポス タ ー の原 画 、 被災地で描か れた ス ケ ッ チ な どで あ る 。

津高和ーの作品 が里帰 り

大震災で亡 く な っ た西宮市の 画家 ・ 津高和ーの作品16点がブ ラ ジ ル か ら 30数年ぶ り に里
帰 り し 、 没後10年 の2005年 1 月 17 日 に神戸市中央豆 の ギ ャ ラ リ ー 高 田 で、 公 開 さ れ た 。 作

品 の 一部 は 、 兵庫県立美術館 と 西宮市大谷記念美術館 に寄贈 さ れ、 大谷記念美術館で は 「没

後10年 津高和 一展」 を 開鑑 し た 。 津高 は 、 戦後 日 本 を代表す る 抽象画家で 、 特 に 海外で
の評価が高 く 、 1970年 と 1971年 に サ ン パ ウ ロ と リ オ ネ ジ ャ ネ イ ロ で個展 を 開 い た 。 作 品 は 、
ブ ラ ジ ル で制作 し た も の な ど30号 か ら 100号の も の で 、 現地の 画商 が保管 し て い た 。 津高
が震災の犠牲 に な っ た と 聞 い て 、 「故郷 に お 返 し し た い」 と 申 し 出 て実現 し た 。

ま た 、 津高和一夫妻 を し の ぶ 「第 1 開架空通信忌」 が、 神戸市東灘 恨 の小原流盛花記念

セ ン タ ー で 開 かれた。 同 セ ン タ ー は 、 津高 ら 関西の文化人が集 ま っ て 「八の 会」 を 聞 い て
い た と こ ろ で、 こ の 日 は木村重信県立美術館館長が思 い 出 を 語 っ た 。

伊丹で は 「幻の1 . 17展」

大震災の 翌 年1 月 に 「 回 想、の l . 17J と い う 展覧会 を 計画 し な が ら 亡 く な っ た 関西現代美
術界の重鎮 だ っ た 洋画家 ・ 泉茂 の 「幻 の 美術展」 が2005年 1 月 、 伊丹市の伊丹市立美術館

で展示 さ れ た 。 泉 茂 l土 、 近作展 を計爾中 に 大震 災 に 遭 遇 し た 。 す で に病 に侵 さ れて い た泉
は 、 震災の惨状 を 見 つ め て rRemεmber l . 17 J と い う 展示 を 計画 し た が、 震 災 の4 カ 月 後

に な く な り 、 実現 し な い ま ま だ、 っ た 。 同美術館で は 、 泉が震災映像 を 見 な が ら 書い た メ モ 、

作 品 、 震災 を テ ー マ に し た絵画や彫刻 も 合わ せ て 展示 し た 。
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〔震災 を テ ー マ に 3 企画展〕

大震災か ら 10年 を 機 に神戸新聞 社 は 、 震 災 を テ ー マ に し た 3 つ の展示会 を 2005年 1 月 に

開催 し た 。 「守れ、 い の ち 展J (神戸駅前 デュ オ ド ー ム ) 、 「報道 と 記録展J ( さ ん ち か ホ ー ル) 、

「震災 を 描 い た作家 た ち 展J ( そ ご う 神戸!吉) であ る 。

被災地で絵筆や カ メ ラ を 手 に し た作家 た ち の作 品 を 通 し て 、 震災 と 街 を 見 つ め直 し 、 明

日 への希望 の 光 を 見 い だ そ う と い う 「震災 を 描 い た作家 た ち 麗 ~ あ の 頃 、 そ の 時、 そ し て

10年J は 、 洋 画 の吉見敏治、 安 田泰幸、 彫画の伊藤太ー ら 10人の作家の作品約70点 を 展示

し た 。 「切迫感漂 う な か、 写生地 で は 何物 か に 突 き 動 か さ れた よ う に 筆 を 走 ら せ て い た 。

も し や亡 く な っ た人 た ち と の魂の交流がそ う さ せた の か も し れ な い 。 今思 う と 、 あ の 時知

ら ず知 ら ずの う ち に 、 自 ら も 癒 さ れて い た よ う で あ る J と 、 吉見敏治 は書 い た 。

ま た 「守れ、 い の ち 展」 は 、 減災 を テ ー マ に 「記憶 し 、 語 り 継 ぐJ ，-学び、 知 る J ，-予測

し 、 備 え る 」 の 3 コ ー ナ ー に分 け て 、 大震災の発生か ら 現在 に 至 る 報道資料、 防 災 に 関 す

る 研究成果 な ど を 展示、 「い ま だ風化せず 報道 と 記録展J は 、 震災後の ま ち と 人々 を 記

録 し た神戸新 開 の報道写真、 震災直後の紙面、 10年 間 の震災特集号、 阪神大震災 を記録 し
つづけ る 会 の 出 版物 、 テ レ ピ映像、 ラ ジ オ の 音声 な どで10年 を 振 り 返 っ た 。

〔震災1 0年 に か か わ る 展覧会〕

「震災 を描い た作家 た ち 展J そ ご う 神戸
庖

大震災10年、 さ ま ざま な 人が、 そ れぞれの思 い を作 品 に 紡い で き た 。 被災地で は震災 を

テ ー マ と す る 展示 な どが各地 で 聞 か れ た 。

若い美締作家の遺作展

震災で神戸市長田 区 の 自 宅が全壊 し た あ と ボ ラ ン テ ィ ア 活動 に携 わ り 、 ネ パ ー ル で美術

を 教 え て い た 23 歳 の と き 、 交通事故で亡 く な っ た 美栴作家 ・ 佐野 由 美 の ス ケ ッ チ展が、
2005年 1 月 15 日 か ら 長 田 区 の シ ユ } ズ、 フ。 ラ ザ、 I司29 日 か ら 中央 [R の ト ア ギ ャ ラ リ ー で相次
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い で 開催 さ れた 。 エ ッ セ ー 集 に収め ら れた ス ケ ッ チ 画23点 の ほ か長田 の路地や工場の イ ラ

ス ト 75点、 ネ パ ー ル滞在 中 に 出 会 っ た 街 の 人 々 の 絵 な ど を 展示 し た 。 地元で作品展が開か

れ る の は は じ め て で 、 震災10年 の節 目 に 第三 セ ク タ ー 「 く つ の ま ち な がた神戸ÎJ が企画 し

た も のO 若い作家の遺作が、 豊 か さ や幸せ と は何か を 問 い か け た 。

ま た 、 住野由美 を 主人公に し た ド キ ュ メ ン タ リ ー 映画 rWith ' " 若 き 女性美 術作家の生涯j

が 2 月 四 日 か ら 京都市下京区 の京都 シ ネ マ で 上映 さ れ た 。 佐野由美の取材 を つ づ け て い た

榛葉健監督が、 反響の大 き か っ た ド キ ュ メ ン タ リ 一 番 組 を 再編集 し た も の で、 自 主上映が

評判 に な っ て二 回 目 の上映 と な っ た 。

津名 で も 節 目 の倒展

震災の疲労か ら 病い に倒 れた 夫 と そ の 妻が震災10年 の 節 目 の2004年 9 月 、 津名郡東浦町

(淡路市) の サ ン シ ャ イ ン ホ ー ル で、 日 本幽 と 俳画 の個展 を 聞 い た 。 元小学校教諭の裏井

仁志、 幸子夫妻で 、 震災の あ と 被災 し た親戚や 同 僚 に 食べ物 を 配 っ た り 、 世話 を し た り し
て い る う ち に 夫が脳 こ う そ く に な っ た 。 病状が落 ち 着 い た 1998年 ごろ か ら 妻 は 趣味の 日 本
画 を 再 開 、 夫 も 俳画 を は じ め た 。 避難所 と な っ た 町民セ ン タ ー で も 農覧会 も 開 い た 。 震災

10年 を 迎 え て 、 立 直 っ た 二 人 を 見 て も ら お う と 個展 を 計画 し た と い う 。

絵画 と 切 り 絵で神戸の街

神戸の街 を 描 き 続け て い る 神戸市東難 区 の 画家 ・ 安部 は る み、 切 り 絵作 家 ・ と み さ わ か

よ の の 「二人展」 が、 2004年 4 月 に 六 甲 山 上 の rRCN キ ュ ー ブ 山 の小 美術館」 で 聞 か

れ た 。 芸術 を 通 し て神戸 の復興 を 進め よ う と NPO 法 人 「六 甲 山 と 市民 の ネ ッ ト ワ ー ク J

が企画 し た 。 二 人 の作品 は 、 震災前、 宜後、 復興 と 神戸 の 歩み を た どっ て お り 、 ア ク リ ル
画 と モ ノ ト ー ン の切 り 絵 は 対照 的 で、 話題 を 集め た 。

神戸の笑顔の写真展

震災か ら 10年 を 迎 え て写真家 ・ 立木義浩 は 「 ひ と ま ち 笑顔 神戸J と 題 し た 「神戸

元気 メ ッ セ ー ジ、展」 を 2005年 1 月 、 神戸市 中央肢の大丸神戸!百 で 開催 し た 。 立木は震災 5
年後の市民の元気な 姿 を カ メ ラ で追 い 、 写真展 の 明 る い笑顔 が共感 を 呼ん だ。 今回 は 、 10
年の節 目 に 官民一体で推進す る 「神戸元気宣言」 事業の 一環で、 1 50点 の 写真 と 神戸 ゆ か
り の有名 人約l30人の メ ッ セ ー ジ も 展示 さ れ た 。 「 そ れぞれ辛い こ と も あ る だ ろ う が、 心の

な かで一歩 を 踏み 出 し 、 元気 に 生 き て ほ し し 勺 と 作家 は 語 っ た 。

各地で震災の展覧会

10年 と い う 節 目 を 迎 え て 、 各地で多 く の展覧会が開 か れ た 。 そ こ に は 、 そ れぞれの作家

の 思 い が込め ら れ て お り 、 見 る 人た ち の心 を 打 っ た 。 「水彩画展 一後興10年J (2005年 1 月 、
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こ う べ ま ち づ く り 会館) は 、 神戸北野の異人館 な ど、 被災地の復興す る 姿 を 描 く 吉 岡 充 の
8 回 目 の個展、 42点が展示 さ れた 。 「阪神 ・ 淡路大震災10毘年 メ モ リ ア ル展 J (2005年 1 丹 、

サ ン パ ル市民ギ ャ ラ リ ー ) は 、 消 え て ゆ く 神戸 の 古い街並 み と 人 を 描 き つづ け る 徳永卓麿、
幸子夫妻の 最後の メ モ リ ア ル展。 rl . 1 7�画家た ち の メ ッ セ ー ジJ (2005年 1 月 、 ギ ャ ラ リ ー

オ ス カ ー ) は 、 県 内 の 美術家が被災者 を 励 ま そ う と は じ ま っ た も の で 、 1 1 人 の 画家が10�三

の 歩 み を 展示 し た 。 ま た 、 芦屋市立美術博物館 で は 、 「震災か ら 10年 米 国 知子展J (2005 

年 2 月 ) を 開催 し た 。 記'憶 を テ ー マ に し た写真家で、 震災直後の写真10点 な ど を 飾 っ た 。

津名郡津名 町 (淡路市) 立 しづかホ ー ルで は 、 「神戸 の壁絵図展J (2005年 1 月 ) が 開 か れ、
震災前 の 姿 か ら 永久保存 さ れ る ま で の絵図、 保存活動の記録 な どが公開 さ れた 。

{全壊 し た 老舗ホ テルの遺産公開]

大震災で令壊 し た神戸ーの老舗 ホ テ ル 「 オ 1) 作品 を作 っ た。 こ れ ら の版雨は 、 外国人好みの
エ ン タ ル ホ テ ル」 が所蔵 し て い た川 西英 と 前回 モ チ ー フ が多い こ と か ら 、 客室 な どに飾 ら れて
藤間郊の版画が神戸市中央区、 神戸市立博物館 い た も の と 見 ら れて い る が、 入手経路は は っ き
で2004年1 1 月 に 関 かれた 「神戸ゆ か り の芸術家 り し て い な い。 2002年 に他の油絵な ど と と も に
た ち J 展では じ め て公淘 さ れた。 神戸市 に寄贈 さ れ、 今回が初の公開 に な っ た。

「オ リ エ ン タ ル ホ テ ル」 は 、 1870年 (明治 3
年) ごろ に 廃業、 居留地内で、移転 を重ね たが、
本格的 な 西洋料理は英国 の小説家 ・ キ プ リ ン グ
も 絶賛 し た と い わ れ る 。 後 に は 「風見鶏の館」
で知 ら れ る デ ・ ラ ラ ン テ の設計で 4 階建ての豪
華 な ホ テ ル と し て一流 を保ち続けた。 1964年 (昭
和39年) か ら は、 現在の市立博物館北側 で営業
し て い たが、 震災で全壊、 そ の 秋 に は解体 さ れ
て125年の歴史を 閉 じ た。

川 西英 (1894- 1965) は神戸で生涯 を 送 り 、
ハ イ カ ラ な神戸風景 を 多 く の版画 に し て 残 し た 。
前田藤四郎 (1917- 1990) は 、 明石で生 ま れ、
神戸の学校 を 出 た あ と 、 大阪 を拠点 に前衛的 な

〔 カ フ ェ で震災1 0年展〕

神戸市 中央区、 元 町商庖街の一 a角 に あ る 喫茶届 「 カ フ ェ 六丁 目 」 で、 2004年 5 月 か ら 「震
災10年チ ャ リ テ ィ ー 作家展」 が 聞 か れ た 。 大震災 の 思い を 描 い た神戸出 身 の ア ー テ イ ス ト
が作品 を 展示、 売上金の 昔日 は 中 国人犠牲者の 親 を 招 く 会へ寄付す る 。 5 月 は神戸市 西 区

の 押 し絵 ア ー テ イ ス ト ・ 田 井 昌枝の 「彩花展j 、 6 月 は 同 中 央立 の ア ー テ イ ス ト ・ 椿華子
の個展 「 そ の 日 か ら 」 、 7 月 は 伺北 区 の 主婦宮本宏子の水彩画展 「暮 ら し の な かで」、 8 月
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は 問 中 央 区 の仏画作家 ・ 天羽徳次の個展 「 だい じ よ う ぶ 、 神戸」 、 9 月 は 同垂水 区 の 路上
絵か き ・ 岡正之の個展 「再生」 な どが計画 さ れた 。

長田で展覧会 「脂 て んJ

神戸 市兵庫 区 の 兵庫運河で ア ー ト プ ロ ジ ェ ク ト 「空気美術館」 を 開催 し た 地元 の 美術家 ・

堀尾貞治 を 中心 と す る ア ー テ イ ス ト 集団が、 同 長 田 区二葉町の丸五 市場で 、 展覧会 「届

て ん」 を 開 い た 。 同市場 は 80年 の 歴 史 を 持つ 老舗市場だが、 震災 に よ っ て 70軒近 く あ っ た

庖 も 22屈 に な り 、 空 き }吉舗 も 自 立つ よ う に な っ た 。 市場側 の提案で、 |可集 団 の約60人が参

加、 空 き 屈舗 に絵画、 立体 も の 、 書、 写真 な ど様々 な小品 を展示 し た 。 「垣根 を 取 り 払 っ て 、

ア ー ト と 商品 が対面す る こ と で、 風通 し の い い 空気 を 生み 出 し た いJ と い う O

〔瓦れ き の な かの少女は ど こ に 〕

震災の記'1意 を と どめ る た め に油絵 を 描 き つ づけ る 川 西市の洋画家 ・ 保ケ 淵静彦 は 、 震災

直後の神戸市長 田 区 の 瓦れ き の な か に た た ず む少女の姿が 「生命の象徴」 に 見 え 、 絵の な

か に残 し た 。 保 ケ 測 は バ イ ク で被災地へ食料 な ど を 運 ん で い た と き 、 建物 の 焼 け跡で何か

を 捜す 父 親 の 傍 ら で、 ぼ う ぜん と し て い た 少女 を 見 た 。 赤 い 帽 子 に 白 っ ぽい セ ー タ ー で

あ っ た 。 具象画 か ら 抽象画へ転換 を 図 っ て い た 時期 だ、 っ た が、 「現実 に圧倒 さ れて 写実的

な も の に引 き 戻 さ れた 」 と い う O こ の作 品 は 「残照」 と い う タ イ ト ル で、 廃嘘の な かの 少

女が描 か れ て お り 、 縦約1 . 8t;;: 、 横約2 . 3t;;:の大作で あ る 。 震災10年 を 週 え て 「一度、 絵 を

見 て ほ し しV と 少女 を 捜 し て い る O

〔大橋了介の救出作品展〕

大震災で全壊 し た民家か ら 救出 さ れた 芦履 ゆ か り の画家 ・ 大橋了 介 ( l895 � 1943) の油
絵25点が修復 さ れ、 2005年 2 月 に芦屋市立美術館で公開 さ れ た 。 大橋は 彦根 出 身 で 、 1927
年 に フ ラ ン ス に渡 り 、 帰 国後の 1935年か ら 芦屋 に 住 ん だ。 生前 は あ ま り 知 ら れて い な か っ

た が、 大橋の妹が作 品 や 資料 を 保管 し て い た こ と か ら 、 世界的 な 画家佐伯祐三 ら と の交友

があ っ た こ と が分か り 、 再評{面 さ れた 。 同美術館 の 開館時 に代表作 の 寄贈 を 受 け た が、 震

災で妹宅が全壊、 河舘 は 大橋 関連 の 品 を 救 出 、 佐伯 ら と ス ケ ッ チ に 出 掛 け た と き の写真ー な

ど新 し い資料な ど を 発見 し た 。 油絵 は保存状態が悪 く 、 東京芸術大大学説保存修復油画研

究室で修復 さ れ、 「 よ み が え っ た 油絵 大橋了 介作 品 の 修復 と 再生」 展 で 、 新 た な 生命 を
吹 き 込 ま れ た 。

( rC. A .  P.J が設立1 0年 〕

1 8神戸移 住 セ ン タ ー (神戸市 中 央 区 山 本通) を ア ー ト ス ペ ー ス と し て 活用 す る rCAP
HOUSEJ の 運 営 母体 IC. A. P.J (芸術 と 計 画 会議) が2004年 11 月 に 設立 10年 を 迎 え た。
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神戸 の ア ー テ イ ス ト た ち が、 こ れか ら の美術の在 り 方 に つ い て 「ハ ー ド よ り ソ フ ト の充実」

を 求め 、 美術舘で も 画廊 で も な い 「新 し い場」 を 目 指 し た の が 'C. A. P .J だ、 っ た が、 大
震災で状況が一変 し 、 震災復興の過程 と と も に 歩 む こ と に な っ た。 !日居留 地 全体 を 美術館

に す る 「 ミ ュ ー ジ ア ム 構想、」 、 外 国 の 芸術家 か ら 贈 ら れ た 義援金 を 活用 し た ア ー ト イ ベ ン

ト 'CAPARTYJ な ど、 被 災 し た 市街地そ の も の が舞台 に な っ た 。 だが、 時 セ ン タ ー を借

り 受 け た 'CAP HOUSEJ を 拠点 と し て 、 ア ト リ エ や工作室、 ス タ ジ オ な ど ア ー テ イ ス ト

の ス ペ ー ス 、 ギ ャ ラ リ ー な ど を 構 え 、 個展や実力派の展示 も 行 わ れ て い る 。 地域振興や社
会 と の 関係 づ く り を模索す る ア ー ト 活動が全国 的 に広が り を みせ て い る が、 'c. A. P.J は

そ の草分け的 な存在 と し て活動 を つ づけ て い る O

〔天使の オ ブジ ヱ が神戸へ 〕

震災か ら 10年 を 迎 え る 神戸 に 、 イ タ リ ア 人の ガ ラ ス 作家 ・ サ ピ ー ノ ・ ベ ン ト ゥ ー ラ と 高
知県出 身 の ア ー テ イ ス ト ・ 立見 由美子が共 同制作 し た震災犠牲者鎮魂 の 「天使の オ フゃ ジ、 エ 」
が届 き 、 2005年 1 月 に神戸市 中 央 区 、 ホ テ ル オ ー ク ラ 神戸の ロ ビ ー で市民 に 公 開 さ れた。

2002年 に イ タ リ ア ・ サ ン ジ ュ リ ア ー ノ を 襲 っ た 地震で小学校が倒壊、 児章 ら が犠牲 に な っ
た こ と を 知 っ た ミ ラ ノ 在住 の サ ピ ー ノ と 現地で活躍す る 立見が、 悲劇 を 後世 に伝 え よ う と 、

免震基礎の t に 多色 ガ ラ ス と 胸 器 の 天使像 を 制作 し た も の で、 「サ ン ジ、 ユ 1) ア ー ノ の 天使
た ち J と 名付 け た 。 ミ ラ ノ の展示が終わ っ て神戸 に 届 い た も の で、 こ ん ご は 台湾な ど地震
の被災地 を 囲 る と い う O

〔 イ ラ ン の子供た ち の給を展示〕

2003年末 に 大地震 に 見 舞 わ れ た イ ラ ン ・ パム の小 中 学生が書い た絵の展覧会 「小 さ な絵

描 き た ち ~被災地パム の子 ど も が見 た風景」 が、 2004年 6 月 に神戸市 中 央区 の 人 と 防災未
来セ ン タ ー で 開 か れ た 。 「 閉 じ経験 を し た 人た ち に思 い を はせ、 防災 に つ い て考 え て ほ し いJ

と 、 神戸市や NGO な どパ ム 支援 を す る 「被災地交流実行委員 会」 が企闘 し た 。 テ ヘ ラ ン
の NGO '働 く 子 ど も た ち を 守 る 会」 が支援す る 子 ど も た ち が地震寵後 に 措 い た も の で 、

瓦れ き の下 か ら の ぞ く 手や避難テ ン ト の群 れ な ど、 被災地の な ま な ま し い様子が表現 さ れ

て い る O

( 1 0年記念の手形ア ー ト 〕

震災か ら の復興 と 世界平和への希望 を 込 め て 、 被災児 た ち が 自 分 に と っ て 「元気の 出 る
色J で押 し た手形 を 集 め た 「大震災10年記念 ア ー ト J が2005年11 月 に完成 し た 。 被災児 を

励 ま そ う と 各地 で 出 張絵画教室 を 聞 い て き た神戸市須磨 区 、 「色彩楽園 」 の 藤井 昌子代表

が企画 、 世界中 の 災害で苦 し む子 ど も を 支援す る 「世界子 ど も ク レ ヨ ン 基金J を 設立 し 、
そ の 第一歩 と し て募集 し た 。 災害や紛争 に よ る 子 ど も の犠牲 を な く そ う と 「 ピ ー ス (一つ)
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が ピ ー ス (平和) を つ く る 」 を 合い 言葉 に 、 5 1 1人が手形 を 押 し た 。 縦横 1 30字ンの キ ャ ン パ
ス に は 、 赤や黄色、 濃紺な ど さ ま ざ ま な 手形が重 な り 、 並 ん だ。 こ の ア ー ト は 、 同 市 中 央

区 の 「北野工房の ま ち J で展示 さ れた 。

{心の傷を 癒 し た コ ケ]

神戸 を拠点 に活動 し て い る 寄せ槙え ア ー テ イ
ス ト ・ 井上浩恵 (神戸市須磨区) が、 2004年 5
月 に 同m東灘医の 「ギャ ラ リ ー心」 で、 作品展
「ひか り 輝 く も の」 を 開 い た 。 大震災で解援 さ

れ、 精神的 に押 し潰 さ れそ う に な っ た と き 、 窓
際の観葉植物か ら 「 も う がん ば ら な く て も い い。
楽 に し て い い よ J と い う 声が開 こ え た。 そ の ご、
地元の FM わ い わ い で DJ を 務め る か た わ ら 植
物 に触れ、 「植物の癒 し」 に気付い た と い う 。 「小
さ な緑 も 、 自 分本来の姿を 出 し切 る か ら 光 り 輝
い て い る 。 私 た ち も 力 を 出 し切 っ て、 一瞬一瞬
を生 き た い」 と 、 転身 し た。 薬草の栽培か ら 寄
せ植え の制作、 その過程:で コ ケ に 出会い、 独学
で コ ケ 玉 も 作る よ う に な っ た。 作品展では、 直
径1 . 5手ン か ら 15字ンの コ ケ が展示 さ れた。

子 ど も た ち の手形が集 ま っ た 「震災10年記
念 ア ー ト 神戸市中央区 (神戸新聞社提
供)

{癒 し の家具た ち も ]

震災で、仕事 を失い、 奈良に移 り 住んで家具‘作
家 と して再ス タ ー ト を切 っ た永島力夫 ・ 庸夫妻
の作品展が、 2004年 4 月 に JR 神戸駅南の 「デユ
オ ぎ や ら り - rr J で開催 さ れた 。 夫妻は震災で
被災 し た あ と 奈良で家具制作 を 学 び、 家具作家
と し て 自 立する よ う に な っ た。 芸術活動 を 支援
す る NPO 法人 も 設立、 震災体験か ら 新潟県や
水害の豊岡市、 出石町な どを訪れて被災者 を慰
め た。 「神戸の 人 に、 私 た ち が違 う 何で元気に
制作 し て い る こ と を報告 し た い」 と 、 震災10年
を 迎 え て計画 し た。 作品展 に は 、 出石町のi泥水
な どを利用 し た家具作品 な ど も 展示 し た。
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4 . 再生の願い込めて芸術活動
震災10年 を 迎 え て被災地で は震災 を テ ー マ に し た 芸術活動が多彩 に 繰 り 広 げ ら れた 。 そ

れ は 、 かつ て な い盛 り 上が り を 見せ た 。 鎮魂か ら 復興、 そ し て 再生へ、 テ ー マ も さ ま ざま

に変 わ っ て い っ た が、 市民の な かの 震 災 は 薄れ る こ と は な い 。 芸術活動 を 見 る 限 り で は 「震
災が風イし す る こ と は な い。

〔震災1 0年で ミ ュ ー ジ カ ル〕

神戸市 中 央 区 、 H A T 神 戸 に あ る 市立渚 中 学校 で は 、 2004年10月 に 3 年生 に よ る 創作

ミ ュ ー ジ カ ル 「両親への手紙」 を 上演 し た 。 向 中学校は 、 復興公営住宅が立 ち 並ぶ な か に
建て ら れた “後興の シ ン ボル " で 、 音楽の授業 を 選択す る 生徒が音楽担当 の 田 中 久美子教
諭 と と も に シ ナ リ オ を 練 っ た 。 震災で両親 を 失 っ た 中学生が、 15歳の誕生 日 を 前 に震災 を

知 ら な い周 囲の 友 人 と の あ つ れ き や 進路 に悩み な が ら 、 震災 当 時 の 友人 と 再会 し 、 前 向 き
に 生 き ょ う と 決意す る 、 と い う ス ト ー リ ー 。 「長徒全員 が被災者 だ、 っ た 。 ほ と ん ど な か っ

た表情 を 、 音楽で何 と か取 り 戻 し た い 。 も う 一度 、 自 分を 表現で き る よ う に な っ て ほ し いj

と 、 田 中教諭が脚本 と 音楽 を 手掛 け た と い う O 「両親への 手紙」 は 、 近 く の 国 際協力機構
(JICA) 兵庫 国際セ ン タ ー の音楽 フ ェ ス テ ィ パ ル で も 上演 さ れた 。

関西弁でオペ ラ 「魔笛J

モ ー ツ ア ル ト の名 曲 「魔笛IJ に 大震 災 を テ ー マ に し た 関西弁の歌詞 を 乗せ た オ ペ ラ 「ふ

し ぎ の笛」 が、 2004年 9 月 に神戸市 中央区、 神戸文化ホ ー ルで上演 さ れた 。 神 戸 に 市民 オ

ペ ラ を 定着 さ せ よ う と 若手音楽家が集 ま っ て つ く る 「 ア ー ル ・ ル ネ サ ン ス 神戸J が、 震災

10年で企画、 地元出 身 の指揮者 ・ 山 本郁夫の指導で実現 し た 。 こ の オ ペ ラ の舞台は震災か
ら 100年後の神戸で、 震災の と き に 培 わ れ た 優 し い心 や 、 助 け合 う 気持 ち を 持 っ た 主 人公

が さ ま ざ ま な 国難 を 乗 り 越 え て い く と い う 内容、 r1可い う と ん ね ん」 な ど関 西 弁 を 盛 り 込

ん だユ ニ ー ク な も の O 神戸市民合唱 団 、 地元の少年少女合唱 団 な ど 4 合唱 団 と 音楽大学の

現役学生、 OB ら 約150人が出演 し た 。

高校生が神戸毎興物語

県 内 の公立高校で た だ一つ の 演劇科があ る 県立宝塚北高校 と 、 県立西宮高校の生徒が
2005年 3 月 、 県立西宮高校の講堂で、 ミ ュ ー ジ カ ル 「 わ た し は カ メ ラ ー 神 戸復興物語」 を

上演 し た 。 神戸水害、 太平洋戦争、 大震災 な ど三度の被災か ら 立 ち 上が っ た 市民 を 表現 し

て お り 、 震災10年 を 機 に 、 悲惨 な体験 を し た 若 い 世代 に 再 ぴ震災 と 向 き 合 っ て も ら お う と 、
神戸の譲興 を テ ー マ に し た。
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シ ン デ レ ラ と 魔法の靴

靴の 町 ・ 神戸市長 田 区 の 復興 を 支援す る た め 、 音楽家や大学、 草花の メ ー カ ー が連携 し た

ミ ュ ー ジ カ ル 「 シ ン デ レ ラ と 魔法 の 萌し が2005年11 月 、 ]R 新長 田 駅前 の ピ フ レ ホ ー ル で
U寅 さ れ た 。 大地震後の避難所で被災者の手助 け を す る シ ン デ レ ラ を 軸 に 展 開 し 、 被災者

の職人がつ く っ た 靴が縁 に な っ て 王子 と 結ばれ る と い う ス ト ー リ ー 。 神 戸芸術工科大学が

衣装、 舞台装置で協力 し た ほ か、 靴 メ ー カ ー が シ ン デ レ ラ 用 の靴 を 制作 し た 。 「 シ ン デ レ

ラ を 通 し て 困難 に 負 け な い精神力 を 表現 し 、 被災者 を は げ ま し た い」 と い う O

ま た 、 長 田 の ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ の復興 を テ ー マ に し た劇 を 、 神戸市東灘 区 の 甲南大学経

済学部 の 学生 た ち が2004年12月 に 同 大学 で上演 し た 。 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ工場 を 経営 し て い
た 父 を 震災 で亡 く し た女子高生が、 進学 を あ き ら め て工場 を 立 て 直 し て い く と い う 物語。

ヒ ロ イ ン も 長 田 区 の 金谷早記が演 じ た 。

命 あ る 限 り 前向 き に

2003年 に 解散 し た OSK 日 本歌劇 団 の元 メ ン バー ら が、 震災10年 を テ ー マ に し た ミ ュ ー
ジ カ ル 'Love Letter J を 2005年10月 、 神戸 市 中 央 区 の ラ イ ブス ペ ー ス 「神戸ハ ン タ ー 坂 AMZJ

で上演 し た。 震災で一 人 だ け生 き 残 り 、 記憶 を 失 っ た男 が、 10年後 に震災前 に書い た ラ ブ
レ タ ー を 偶然み つ け た こ と か ら 、 記憶 と 向 か い 合 っ て い く と い う ス ト ー リ ー 。 「残 さ れた
命 を 大切 に 、 命 あ る 限 り 前向 き に い こ う と 伝 え た い と 思 っ た」 と い う O

〔小学生が震災塵:U)

神戸市長 田 区 の市立真野小学校で2004年12 月 、 6 年生の児童が大震災の と き の実話 を も

と に し た劇 「 ぼ く た ち の力 で、J を 披露 し た 。 避難所 に な っ た市立御蔵小学校 (長 田 区 ) で、
当 時 の 6 年生が 「 自 分た ち も 何かで き な い か」 と 、 紙芝居 を し て被災 し た 小 さ な子 ど も た

ち を 楽 し ま せた と い う エ ピ ソ ー ド を 劇 に し た 。 演 じ る 児童 は震災の記憶は ほ と ん ど な く 、

御蔵小学校の卒業生か ら 話 を 開 い た り 、 人 と 防災未来セ ン タ ー や野 島 断層 保存館 な ど を 訪
れて震災の様子 を 聞 い て 、 忠 実 に 再現 し た 。

〔犠牲者の脚本、 1 0年ぶ り に上演〕

大震災で亡 く な っ た神戸大学 3 年 ・ 神徳史郎が、 大学 ノ ー ト に 未完 の 台本 を 書 き 残 し て
い た が、 仲 間 だ、 っ た 同 大学演劇部 「神大 自 由劇場J OB た ち が 「彼の 生 き た証 を 残そ う J
と 、 し の ぶ劇 「 の ぶ ち ゃ ん」 を 上演 し た 。 台本 は 1O�- に わ た っ て 書 か れ て お り 、 麟団員 た

ち は こ れ を モ チ ー フ に 上演 を 計画 し た が実現せず、 震災10年 を 迎 え大販の 劇 団 を 選 ん で、演
じ て も ら う こ と に な っ た 。 「 の ぶ ち ゃ ん」 は 、 10年前 に 廃校 に な っ た 山 間部 の 中学校 が ダ

ム に沈 む こ と に な り 、 卒業生が集 ま っ て 当 時 に思 い を はせ る と い う も のO 随所 に台本が生

か さ れた 。 2005年 1 月 15 日 か ら 神戸 市兵庫 区 の神戸 ア ー ト ピ レ ッ ジ セ ン タ ー で上演、 仲 間
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た ち の 思 い が舞台で結実 し た 。

〔鎮魂の劇 「神戸わ が街J )

全国初 の 県立劇 団 と し て 活躍す る 県立 ピ ッ コ ロ 劇 部 は 、 創立10周 年 を 記念 し て鎮魂 の 劇

「神戸わ が倍J を 2004年10月 、 尼崎の ピ ッ コ ロ シ ア タ ー で上演 し た 。 米 国 の 劇作家 ソ ー ン

ト ン ・ ワ イ ル ダ ー の名作 「 わ が町」 を 脚色 し た も の で 、 米 国 の架空の 町 に 隣 り 合 っ て 住 む

2 つ の 家族の物語だが、 何時の 間 に か舞台が神戸 に 移 り 、 会話 も 神戸弁 に な っ て恋愛や結
婚、 誕生 と 死 を 日 常の な か に捉え な が ら 、 生 き る 意味 を 問 う た 。 登場人物が被災体験 を 語

る と い っ た ス ト レ ー ト な 形で震 災 を 描 く の で は な く 、 人 々 の 暮 ら し ぶ り の 端 々 に 神 戸 を

っ た 出 来事 と 、 流 れ た 歳 月 を 感 じ さ せ た 。 「僕 に で き る こ と は悼 む こ と O だが、 震 災 で

亡 く な っ た人 た ち に は 、 我 々 に 言 い た か っ た 言葉がた く さ ん あ る に違 い な し ミ 。 そ れ な ら 、
そ れ を き ち ん と 受け取る こ と が悼む こ と に つ な が る の で は な いか」 と 、 演 出 の 藤原新平 は
三五 z.口口 '<>J 0 

( 1 0年の現実が舞台 に 〕

神戸市 を 拠点 に 活動す る 劇 団 「道化座J が震災 か ら 10年の現実 を 描い た 「天国か ら の贈

り 物j を 2005年 1 月 、 神戸市中央区 の新神戸 オ リ エ ン タ ル劇場で上演 し た 。 震災 を テ ー マ

に し た創作劇 の 13作 目 で、 3 世代が同居す る 震災10年後の小 さ な 食堂が舞台。 全壊 し た庄

の再建で借金がふ く ら み 、 庖 は あ と 2 日 で入手 に 渡 る と い う と き 、 主 人公 は 震災当 日 の あ

る 約束 を 思 い 出 す 、 と い う 物語。 「震災後、 今 も 生活 に 苦 し む 人 た ち の姿 を 描い た が、 夢

を 持 っ て い れ ば き っ と 贈 り 物 も あ る はず。 震災 を 振 り 返 り 、 希望 も 伝 え 、 こ れか ら の 僕 た

ち が:歩 む道 を 探 し た い」 と い う O

〔神戸で 「稲む ら の火」 の催 し 〕

1854年の安政南海地震で、 庄屋が高 台 の 稲束 に 火 を 放 っ て村人 を 引 き 寄せ 、 津波か ら 守 っ
た と い う 民話 「稲 む ら の 火」 を教訓 に し た催 し が、 2004年12月 か ら 神戸 市 で 関 か れ た 。 中

央 区 の 神 戸 国際会議場で は 「地震 ・ 津波 と 稲 む ら の 火 こ ど も ワ イ ワ イ サ ミ ッ ト 」 、 人形

劇や紙芝居の上演、 人 と 防災未来セ ン タ ー で は 「企画展 ・ 稲 む ら の火J があ っ た 。 こ の民

は 、 現在 の和歌山県 ・ 広川 町で実擦 に あ っ た も の で、 英 国 人作家の小泉八雲 ( ラ フ カ デ イ
オ ・ ハ ー ン ) が短編小説 「生 き 神 さ ま 」 を 書 き 、 昭和初期 の 国語の教科書 に 掲 載 さ れ て 有
名 に な っ た。

サ ミ ッ ト で は 、 小泉八雲 の 曽 孫 ・ 小泉凡 ら が、 助 け 合 う こ と や語 り 継 ぐ こ と の大切 さ な

ど を テ ー マ に討論 し た 。 110年の節 目 に 、 明 E を 担 う 子 ど も た ち の心 に響 く よ う な 新 し い
防災教育 の在 り 方 を 発信 し よ う 」 と 、 小学生 と の意見交換 も 行わ れ た O 人形劇 は 、 静 岡 県
の 人形劇 団 が神戸の震災か ら 、 防災の大切 さ を 知 っ て上演 し て い る も の で、 サ ミ ッ ト の 首
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頭 に演 じ た 。 企画展 は 、 教科書 に な っ た経緯や、 八雲 が神戸で新聞記者 を し て い た こ と な
ど神戸 と の結 び付 き 、 津波の も た ら し た教訓 な どパ ネ ル25枚で、紹介 し た 。 紙芝居 は 、 神戸

市 シ ルバ ー カ レ ッ ジ の グ ル ー プ 「意 と と も に」 が企画 し た も の で 、 広 川 町 を 訪 れて練習 し

て き た 。 上演時 間 は約10分だが、 同 セ ン タ ー で披露 し た あ と 児童館や小学校で も 上演す る

と い う O

〔震災 の真実を 嵐化 さ せ な い〕

震災10年 を 迎 え て 大震災の真実 を 全 国 の 人 に知 っ て も ら お う と 、 神戸市須磨 区 出 身 の 脚
本家 ・ 岡本貴也が脚 本 を 書 き 、 演 出 す る 震災劇 「舞台 阪神淡路大震災」 が2004年7月 に
東京で上演 さ れ、 人 々 に衝撃 を 与 え た 。 再演 の声が相次 ぎ、 2005年10月 の 新潟 を 皮切 り に
神戸、 西宮、 岩手、 宮城な ど全国20 カ 所以上で、上演 さ れる こ と に な っ た 。

岡 本 は 「世に も 奇妙 な物語J な どの テ レ ビ ド ラ マ や舞台の脚本 を 手掛 け る ほ か劇 団 「 タ

コ あ し 電源」 を 主宰 し て い る O 震災時 は 大学生で東京 に い た が、 神戸の 実 家 は 全壊、 そ れ

以来 「 あ の震 災で何が起 き た の か」 と 探 り つ づ け た 。 だが10年 を 過 ぎ て 、 震災の記憶が風

化 し て い る こ と に シ ョ ッ ク を 受 け た 。 「真実 を 真正面 か ら 受 け 止 め た 作 品 を 」 と 、 迫真の

ド ラ マ に杜 ヒ げ た 。 東京で の 一週 間 の公開 に は 、 連 日 、 超満員 の 人が訪れ た と い う O

舞台で は 、 被災地で の 出 来事 を 、 時系列 的 に オ ム ニパス 式で、再現 し た 。 瓦 れ き に埋 も れ

た 家族が 自 の 前で 火に飲み込 ま れ る 姿、 遺体や負傷者で あ ふ れ、 薬 や機材が足 り な い病院、

水が出 ず汚物で、 あ ふ れ る 避難所の ト イ レ 、 生 き る 意味 を 失 い 仮設住宅で 自 ら の命 を 絶 っ た

男 性 な ど、 衝撃的 な 場面が展 開 さ れた 。 神戸 は 1 1 月 に神戸海洋博物館、 西宮 は 12月 に な る
お文化 ホ ー ル で上演、 歌手の高石 と も や も 出演 し た 。

( 1 0年 目 の r 6 年 3 組J )

大震災で級友 1 人 を 失 い 、 被害 に 立 ち 向 か っ て い く 西宮市立樋 ノ 口小学校の子 ど も た ち

の様子 を描 い た 芝居 r 6 年 3 組の 阪神大震災J の 震災10年 メ モ リ ア ル公演が2005年 1 月 7

日 に神戸市中央区、 新神戸 オ リ エ ン タ ル劇場で上演 さ れた 。 震災で 向市垂水阪 の事務所が
全壊 し た尉 団 「 自 由 人会」 は 、 6 年 3 組の作文 に 出 会 っ て 、 全国で186屈 の公演 を 重 ね た 。

「震災は ま だ終 わ っ て い な い 。 あ の時、 子 ど も だ、 っ た 人た ち の頑張 り は 、 ま だつづい て い

る 」 と 、 節 目 の年 に 地元神戸で公演 し た も の で、 当 時の 6 年 3 組の 人た ち を 招 い た 。

〔神戸での帯演が実現〕

「被災者 に 愛 と 勇気 を 」 と 、 日 本 を代表す る 舞台俳優 ・ 市村正親が10年ぶ り の2004年12

月 、 神戸市中央区の新神戸 オ リ エ ン タ ル劇場で、 一人芝居 「 ク リ ス マ ス ・ キ ャ ロ ル」 を 上

演 し た 。 市村 は 、 ミ ュ ー ジ カ ル を 公演 中 に 大震災 に 遭 い 、 中 断 し た。 「 あ の 時、 見 れ な か っ
た 人がた く さ ん い る と 思 う と 、 い て も た っ て も い ら れ な か っ たJ と 、 再演の熱意を燃や し
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て い た あ る 日 、 ア メ リ カ で 出会 っ た の が 「 ク リ ス マ ス ・ キ ャ ロ ル」 だ、 っ た 。 震災 の翌年か

ら 公演 を は じ め 、 10年ぶ り に 神 戸 の 公演 が実現 し た 。 前 日 の通 し稽 古 に は 、 被災者約600

人 を 招待 し た 。 「大震災 の 悲惨 な 状況 は 忘 れ る こ と がで き ま せ ん。 多 く の 人 の 力 で街が復

興 し た の を 見 て 人 間 の 力 は す ごい と 思 っ た 。 神戸で公演で き て 、 僕 も 元気 を も ら っ た気が

し ま す」 と 話 し た 。

5 . 歌声でdむの復興を
大震災か ら 10年、 節 目 の 年 だ け に 震 災 を も う 一度見 つ め 産そ う と 、 被災地 だ っ た各地で

は 追悼の コ ン サ ー ト が相次い で 聞 か れ た 。 傷つ い た心 を 癒 し 、 明 日 への希望 を 与 え て く れ

た 「あ の 時 の 歌山 避難所でみ ん な で う た っ た歌 な ど を 中 心 に し た プ ロ グ ラ ム が 目 立 っ た 。

「復興 し た 部分 と そ う で な い部分の ギ ャ ッ プが大 き い。 心 の復興は 難 し い。 復興住 宅 を

つ く っ て も ら っ た ん だ か ら 文句 を い え な い 、 と い い 聞 かせて い る 人がい る O 区 画整理が完

了せず、 足場の な い 人がい る O くつ づ ら 折 り 〉 に 来 た お ばち ゃ んが く頑張 っ て た あ の こ ろ

を 思 い 出 す ん や〉 と 話 し た 。 頑張 ら な と 10年過 ご し た 人 が、 ま た 、 頑張 ら な あ かん。 そ れ

が現実。 10年 は 医切 り で な しミ 。 ず っ と かか わ り 続 け た い」

震災直後 に ロ ッ ク バ ン ド 「 ソ ウ ル ・ フ ラ ワ ー ・ モ ノ ノ ケ ・ サ ミ ッ ト 」 を 結成 し て 活動 し

た ミ ュ ー ジ シ ャ ン ・ 伊丹英子 (大阪府) が、 10年 を 迎 え て こ の よ う に語 っ た 。 (神戸新聞 ・

2005年 2 月 9 日 rlO年 を 語 る 」 よ り ) 演奏活動 は 100 屈 を 越 え 、 お 年寄 り や 樟害者の た め

の 「震災基金」 も 設立、 2005年 1 月 に は 「つづ ら 折 り の宴 in 長 田 」 で も 、 う た っ た 。

〔震災 1 0年 神戸 か ら の発信〕

大震災 か ら 10年 を 迎 え た神戸 は 、 世界中 か ら も ら っ た 支援への感謝 と 、 震 災 で学 ん だ 「経
験 ・ 教訓I J 、 こ の10年 に取 り 組 ん で、 き た こ と の 「成果 ・ 課題J 、 そ れ ら を 踏 ま え た 「 こ れか

ら の神戸づ く り 」 を 、 市民、 事業者、 行政が 「協働 と 参画」 の理念 に 基づい て発信 し 、 安

全で安心 な魅力 あ ふ れ る ま ち づ く り を め ざ し て 「震災10年 神戸 か ら の発f言 ~ し て き た コ
ト 。 こ れか ら す る コ ト J を 実施 し た。

こ の事業 は 、 神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会で提言 さ れ、 検討委員 会で基本計画 を 作成
し 、 推進委員 会 を 中 心 に 進 め ら れて き た 。 発信の イ メ ー ジ は 、 市民 ・ 事業者 に よ る 「市民

企画事業J r み な さ ん の 事業」 、 推進委員 会 に よ る 「 メ リ ケ ン パ ー ク 事業J r象徴的 な 事業」 、

神戸市 に よ る 「協働事業」 な ど と な っ て お り 、 具体的 に は 「竹 ド景 子の詩 の 朗 読 と 音楽」
「神戸海洋1専物館 を 中心 と す る 事業J r神戸 ル ミ ナ リ エ」 な ど2004年12月 か ら 1 年 間 に わ た っ
て 1 ， 000近い事業が展 開 さ れた 。

オ ー プニ ン グ は 、 2004年12月 4 日 に神戸市中央区 の神戸文化 ホ ー ル で 関 か れ、 松村組 に

よ る 勇 壮 な 和太鼓で幕 を 明 け た あ と 、 落語家の桂三枝、 シ ン ク ロ ナ イ ズ ドス イ ミ ン グの 銅

メ ダ リ ス ト ・ 奥野史子 ら に よ る シ ン ポ ジ ウ ム 、 市立 中央小学校、 市立長 峰 中 学校の児童生
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徒 に よ る 合唱 な どがあ っ た。

〔各地で1 0年 コ ン サ ー ト 〕

大震災直後 に鎮魂組曲 '1995年 1 月 17 B J を 書 い た作家の森村誠 - と 作 曲 家 の 池辺晋一郎
を 招 い た 「 坂神 ・ 淡路大震災メ モ リ ア ル コ ン サ ー ト 」 が、 2005年 1 月 15 日 に神戸市中 央区:、
神戸新開松方 ホ ー ル で 聞 か れ た 。 こ の続 出 は 、 地震の発生で は じ ま り 、 生 き 埋め の家族に

火 の手が迫 る 「働突」 、 両親 と 祖母 の 死 亡届 け を 出 す 「手紙」 な ど 8 章 か ら な っ て お り 、
初演以来約70回 も 上演 さ れ た 。 ト ー ク の な かで森村 は 「復興の格差がな お 深 ま る 今後、 歌

や 詩 が真価 を発揮す る はず」 と 語 っ た 。

小学生の詩が う た に

震災の 目 、 小学生 だ っ た神戸市長 田 区 の 専 門 学校生 ・ 平ー本千映が復興へ の 思 い を 込 め て

ミ た詩 「 よ み が え れ わ が街」 が う た と な り 、 2005年12月 3 日 に神戸市長 田 区 の ピ フ レ
ホ ー ル で 聞 かれ た 「震災10年子 ど も た ち の メ ッ セ ー ジJ で披露 さ れた 。

み ん な がた す け あ っ て

が ん ば る 気持 ち
み ん な で が ん ばれ ば

ま た も と の ま ち に も ど る

わ た し は そ う 思 う

平木の 母校、 神 戸市立真陽小学校 の 克童 た ち が う た っ た 。 「神戸 の小学生 と し て 、 こ の
う た を 伝 え た し り と い う 思い で あ っ た 。

あ れ か ら 10年の今

創立50周 年 を 迎 え た 「神戸合唱 団」 は 、 震災10年の2005年 1 月 23 日 、 神戸市中央区、 神

戸文化ホ ー ル で 、 震災復興 を テ ー マ に し た オ リ ジ ナ ル合唱組曲 「 い の ち ~ 大震災あ れか ら

10年 の 今 は J を 披露 し た 。

今 日 も 生 き る

忘 れ ら れ な い 日 々 を

に ん げん の や さ し さ た し か な 日 々 を

つ く ろ う ひ き つ ご う

神戸の 町で

組 曲 は 全 7 章 か ら な り 、 37時 間 生 き 埋め に な っ た あ と 、 救出 さ れた被災者、 家賃滞納で
強制退去 を 迫 ら れ た被災者 な ど の エ ピ ソ ー ド で構成 し て い る O 同合唱 団 で は 、 震災の む ご
さ や励 ま し 合 う 人た ち を う た っ た 「瓦礁の街か ら J ( 1995年) 、 自 分の 街 に 婦 れ な い被災者

の 思 い を つづ っ た 「 ツ バ メ の 帰 る 日 J ( 1997年) に つ づ く 第 3 弾で 、 「 当 時 の 助 け合 い の 心
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を 思 い 出 そ う 」 と い う 願い を 込 め た 。

「 こ こ ろ の う た 」 を 合唱

震災か ら の復興 を 願 う オ リ ジ ナ ル ソ ン グ 「 こ こ ろ の う た」 が完成、 2005年 1 月 17 日 に神

戸 ポ ー ト ア イ ラ ン ド で 開 かれ た 「夜空の ミ ュ ー ジ ッ ク ポ ッ ト J で披露 さ れ た 。 こ の擢 し は 、
市民の 手づ く り の企画で、 市民か ら の応募で選 ん だ 曲 を 市民が う た う も のO 松任谷由実の

「春 よ 、 来 い 」 、 THE BOOM の 「風 に な り た い」 、 美 空 ひ ば り の つけ の流 れ の よ う に」 な

ど12 曲 が う た わ れ た が、 い ず れ も 市 民 に と っ て の 「 あ の 時の う た」 で あ っ た 。 「 こ こ ろ の

う た」 は 、 神 戸 の シ ン ガー ・ ソ ン グ ラ イ タ ー 吉川麻友の作で、 歌い継がれ る と の思 い か ら 、

震 災復興 を 目 指 し て 歩 み つ づ け て き た 10年 を 振 り 返 っ て 、 犠牲者 に メ ッ セ ー ジ を 送 る バ

ラ ー ド に な っ て い る O

大晦 日 に復興 を ア ピー ル

震災復興 を ア ピ ー ルす る 年越 し の コ ン サ ー ト 「星空の ジ ル ヴ ェ ス タ … ・ ガ ラ ・ コ ン サ ー
ト 」 が、 2004年12 月 31 日 に神戸市 中 央区 の神戸国際会館 で 聞 か れ た 。 同 コ ン サ ー ト 実行委

員 会の主催で、 兵庫や大阪の楽鴎で特別 オ ー ケ ス ト ラ を 編成、 米国 の ジ ャ ズ ピ ア ニ ス ト や
ウ ィ ー ン 少年合唱 団 ら を 招 い て 、 ' G 線上 の ア リ ア J な ど を 演奏 し た 。 司 会 は 、 同市灘医

で被災 し た タ レ ン ト ・ 佐藤江梨子、 元 MBS ア ナ ウ ン サ ー の平松邦夫だ、 っ た 。

組曲 「 あ れか ら 10年J

神戸市北 区 、 市 シ ルバ ー カ レ ッ ジ の 混声合唱 団 「 コ ー ロ KSCJ が、 犠 牲 者 を 追悼す る

組 曲 「あ れ か ら 10年」 を 作 り 、 2004年12月 9 日 に 同市 中 央 区 の神戸文化 ホ ー ル で 開催 し た
コ ン サ ー ト 「震災10年 祈 り の ス テ ー ジ」 で披露 し た。 こ の組 曲 は 、 指揮者 の守屋幸子が

作詞作曲 し た も の で、 「閣 を 引 き 裂 き 大地 は揺 ら ぐ 生命あ る も の すべ て 崩 れ落 ち たJ
で は じ ま り 、 「 た し か な 生命 の 営 み を あ の街角 こ の 窓 に滋れ さ せて い る 」 と 町 の復興

を う た い あ げた 。

子 ど も 追悼 コ ン サ ー ト

震災で な く な っ た子 ど も た ち に 歌声 を 届 け る 「震災か ら 10年、 大地震子 ど も 追悼 コ ン サ ー

ト 」 が、 2005年 1 月 22 日 に神戸市中央区、 神 戸 国 際会館 で 聞 か れ た 。 震災で犠牲 に な っ た
514人の子 ど も た ち の こ と を 忘 れ な い よ う に と い う も の で、 シ ン ガー ソ ン グ ラ イ タ ー の 加

藤登紀子、 新沢 と し ひ こ 、 ク ニ 河内 ら が出演 し た 。 こ れ ま で の コ ン サ … ト で生 ま れた 「 ぼ
く の こ と 、 ま ち の こ と 、 き み の こ と J '世界 中 の こ ど も た ち が」 な ど21 曲 が ト ー ク を 交 え
な が ら 披露 さ れた 。
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{女優 ・ 中井貴恵が朗読]

大震災 を テ ー マ に し た絵本 �1000の風 1000 人のチ ェ ロ コ ン サ ー ト 」 を題材 に 、 被災 し た 少
の チ ェ ロ� (倍成社) の読み聞 かせ公演 「大人 女、 お年寄 り ら 演奏者が、 気持ち を 重ね合 う 様
と 子供 の た め の読み き かせ の 会 tn 神戸」 が、 子を描い て い る 。 同会では 、 横浜市な どで公演
2005年 3 月 13 日 に神戸市中央区の兵庫県民小劇 を 君主ね て き たが、 「今 も つづ く 支援へ の思 い を 、
場で聞かれ、 女優の 中井貴恵がチ ェ ロ や ピ ア ノ 被災地 に伝え た し り と 、 神戸公演 を 決めた と い
に合わせて朗読 し た。 こ の絵本は 、 絵本作家 ・ う O
いせひで こ の作品で、 震災復興 を 支援す る 「千

〔著名歌手 ら が相次いで神戸へ〕

震災10年 を 記念す る 「神戸元気宣言」 な どの イ ベ ン ト に 、 著名 な 歌手が相次い で神戸 を
訪れ、 被災地 を 元気づけ た 。 人気 ア ー テ イ ス ト が競演す る ra-nat " ionJ は 、 2004年 8 月 21

日 に神戸 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期 の 特設会場で 関 か れ、 浜崎あ ゆ み 、 Every の ほ か、 「 さ

く ら ん ぼ」 が ヒ ッ ト し た 大塚愛 ら が出演、 3 万6 ， 000人 を 集 め た 。 俳優で歌手の佐川 満男 は 、
同 11 月 22 日 に神戸 メ リ ケ ン パ ー ク ・ オ リ エ ン タ ル ホ テ ル で 、 「震災10年チ ャ リ テ ィ ー デ ィ

ナ ー シ ョ ウ 」 を 開催 し た 。 岡市垂水底で、被災 し た佐川 i は 、 避難所で コ ン サ ー ト な ど を 開 い

て き た 。 今 回 の 収益 も 遺児の 支援 に寄付す る O 同 7 月 14 日 に神戸国際会館で コ ン サ ー ト を

開 い た歌手 の 大月 みや こ は 、 東遊園 地 に あ る 震災 モ ニ ユ メ ン ト の前 で 、 遺族や高齢者 に チ

ケ ッ ト 600枚 を 手渡 し 、 元気づ け た 。 ま た 、 伺rñ長 田 区 な どで被災地 を 励 ま す コ ン サ ー ト

を つ づ け て き た歌手の五木 ひ ろ し に 、 感謝状が贈 ら れた 。 同 5 月 21 日 に神戸丈化ホ ー ルで
の 公演の席上、 矢 田 立郎神戸市長か ら 手渡 さ れた 。

(震災 テ ー マ に 「ひ ま わ り J )

社会問題 を 題材 に し た歌で知 ら れ る シ ン ガー ソ ン グ ラ イ タ ー 梅原司平が、 大震災 を テ ー

マ に 制作 を 進め て い た 新 曲 「 ひ ま わ り 」 が完成、 2005年 1 月 29 日 に ]R 神 戸 駅前で 聞 か れ
た 「 ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー ・ ス ク エ ア 21J で披露 し た 。 梅原 は被災 し た フ ァ ン か ら 「生 き

て い て 良か っ た と 思 え る 歌 を 」 と 依頼 さ れ、 東遊閑地 を 訪れた と き 、 震災で犠牲 に な っ た
加藤 は る か を し の ん で 、 ひ ま わ り を 育 て て い る こ と を 聞 い た 。 心 を 打た れた 梅原 は こ れ を

テ ー マ に新 曲 に取 り か か っ た と い う O

奪 わ れ た そ の命 と
残 さ れた こ の命 を つ な ぎ と め て
今年 も ま た

ひ ま わ り は 咲 き つづけ る

ひ ま わ り は 、 神戸市民が震災時 の 支援への感謝 を 表す花 に も 選 ばれ、 育 て る 運動が広 が っ
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て い る O 「命がお ろ そ か に さ れ る よ う な 事件や災害がつ づい て い る 。 あ ら た め て命 と 平和

を みつ め な け れば な ら な い」 と い う 。

〔長田 で鎮魂の津軽三味線〕

震災で大 き な被害 を 受 け た神戸 市長田 毘の 長 田神社で、 2004年10月 10 日 に 「震災復興十

年祈念 ・ 津軽三味線全国大会 in KOBEJ が 開 か れ た 。 「津軽三味線は 聞 く 者 の 心 を 震 わせ

る O 犠牲者の鎮魂 に ふ さ わ し い」 と 、 計画 し た 。 大震災で は 、 長 田 区 で 1 万 5 ， 000以上 の

建物が全壊、 919人の犠牲者 を 出 し た 。 昔 な が ら の 下 町で、 住宅が密集 し て い た た め 、 火

災の被害が大 き く 、 市 内 の 7 割近 く の 4 ， 759戸が全焼 し た 。 復興 も 進み 、 多 く の住宅が建

て 替 え ら れ、 高業 ピ ル も 完成 し た が、 裏通 り に入 る と 空 き 地が 目 立つ と い う O こ の現状 を

全国 の 人 に 知 っ て も ら お う と 考 え た 。

6 . 映画 . T V で も 震災10年
大震災か ら 10年、 復興 し た神戸の 町 を 舞台 に し た 映画や TV ド ラ マ が相 次い だ、 ほ か、 2005

年 1 月 17 日 を 中心 に し て 、 TV 局 の特別番組が一斉 に 放映 さ れた 。 震 災風化が叫ばれつづ

け て い る が、 こ の と き ばか り は 美 し い街並み を 取 り 戻 し た神戸が、 全国 に 、注 目 さ れた 。

撮影 を 支援す る 「神戸 フ ィ ル ム オ フ ィ ス J に よ る と 、 神戸市で撮影 さ れた 映画や TV ド
ラ マ は2000年度 は 24本だ、 っ た が、 2001年 度 は 96本、 2002年度 は 141本、 2003年度は234本 と

急増 し た 。 2004年度は 1 1 月 ま で154本だが、 大作の ロ ケ が多 い と い う 。

( N  H K は 「 わ かばJ )

震災で傷つ い た神 戸 の 街 と 家族の再生 を テ ー マ に し た NHK の朝 の 連 続 テ レ ビ小説 「 わ

か ば」 は 、 2004年 9 月 27 日 か ら 2005年 3 月 26 日 ま で、 震災10年 を は さ ん で放映 さ れ、 全国

に神戸 の元気 さ を ア ピ ー ル し た 。 主演の高原若葉 に は涼 田 夏希、 母 ・ 詩 子 に は 田 中裕子、

弟 ・ 光 に は 崎本大海 と い う 配役、 尾西兼ーの作で、 主題歌 「泣い た り し な い でJ は福 山 雅

治が う た っ た 。

大震災で建築家の 父 を 亡 く し た若葉 ら 一家 は 、 宮崎の母の実家で暮 ら し て い た が、 造園
大学で学 ん で い た 若葉 は 、 父 の遺志で あ っ た 「緑の あ る 住宅づ く り 」 を 継 ぐ た め に神戸 に

帰 り 、 造 国 家へ の 道 を 歩み は じ め る O 「 い つ か家族が一緒 に 暮 ら し た い」 と い う 若葉 の ひ

た む き な 姿 を 見 て 、 頑 な だ っ た 弟 や母 も 、 少 し ずつ心 を 聞 い て い く 。 苦 し み悩 み な が ら も

最後 に は家族の心の再生 を 手 に い れ て 、 新 し い家族 を つ く っ て い く と い う ス ト ー リ ー 。

「 わ か ば」 の ロ ケ は 、 神戸市内全域で行 わ れ た が、 そ れぞれの と こ ろ で大変 な 人気であ っ

た 。 原 田夏希 は 「被災地か ら 転校 し て き た 友達か ら 神戸 の様子 を 聞 き 、 大変 だ っ た ん だ と

思 っ た 。 街 を 歩 き 、 被災 し た 人 た ち と 話 し て 、 そ の思 い を 伝 え た」 と 話 し た 。 ま た 、 2005
年 2 月 に は 、 ド ラ マ に 登場 し た 慰霊地 を 被災者 た ち と 訪ね る イ ベ ン ト も 行 わ れ、 「神戸 か
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ら 学び、、 神戸 か ら 発信」 し た 。

〔美 し い神戸を舞台に〕

神戸の フ ァ ッ シ ョ ン 業界 を 描い た毎 日 放送 の テ レ ピ ド ラ マ 「 メ モ リ ー ・ オ ブ ・ ラ ブV も

神戸の街が舞台 に な っ た 。 フ ァ ッ シ ョ ン デザ イ ナ ー を 目 指す ヒ ロ イ ン の成 長 と 恋、 周 囲 の

人 間模様が繰 り 広 げ ら れ た 。 震災そ の も の は登場 し な い が、 「震災 に 遭 っ て も 、 神 戸 の 魅
力 は変 わ ら な い 。 あ り の ま ま の神戸 を 伝 え た」 と い う O 読売テ レ ビ は 、 2005年 I 月 に神戸

を 韓台 に し た rREMEMBER KOBEJ を 放映 し た。 ほ か に映画 「 ゴ ジ ラ ・ フ ァ イ ナ ル ウ ォ ー
ズ」 、 「交渉人 真下正義」 な どの大作、 韓 国 ド ラ マ の 「 ガ ラ ス の華」 な ど も あ っ た。

(映像 「命 と 舞い な が ら J J

米 国 で ダ ン ス の修業 中 に 大震災で家族全員 を 亡 く し た ニ ュ ー ヨ ー ク 在住 の尾松睦代 の 10
年 を 追 っ た ド キ ュ メ ン タ ワ ー 映画 「 ダ ン シ ン グ ・ ウ ィ ズ ・ ラ イ ブズ ~命 と 舞 い な が ら J が、

2005年 1 月 15 日 か ら 神戸 ・ 新開 地 の 「神戸 ア ー ト ピ レ ッ ジ セ ン タ ー」 で上映 さ れた。 悲 し

み を 乗 り 越 え て夢 の ブ ロ ー ド ウ ェ ー を 目 指す舞台 に 立 っ た 女性 と 、 そ れ を 支 え つ づ け た

人 々 の姿、不条理 な 力 で愛す る 者 を 奪 わ れ た 人 間 の 生 き ざ ま を 、 同 じ神戸 出 身 の 映像作家 ・

横 間恭子が描 い た 。 映画 は 約80分で、 睦代が神戸 に 帰 っ た と き か ら は じ ま っ た。 悲 し み を
こ ら え な が ら 「 ス テ ー ジ し か な しり と 、 ひ た す ら 踊 っ た 。 本番は満場の拍手 を 浴び、 ニ ュ ー

ヨ ー ク ・ タ イ ム ス は称賛の記事 を 掲載 し た 。 「映画 は 、 改 め て 震 災 の 現実 と 向 き 合 う き っ

か け に な っ たJ と い う O

〔山形や名古屋 で も 上映〕

大震災 を テ ー マ に し た ド キ ュ メ ン タ リ ー 映画 「僕は神戸生 ま れで 、 震災 を 知 ら な し U が
2005年10 月 1 2 日 、 lL!形市 で 開催 さ れ た 「 山 形国 際 ド キ ュ メ ン タ リ ー 映画祭2005J で上映 さ

れた。 世界で 高 い 評価 を 受 け る 同 映画祭で初 の一般上映が実現 し た 。 神戸 出 身 の元木経史

監督は 「各地で災害が梧次 ぐ な か、 震災か ら 時間 を 経た被災地の 状況 を 多 く の 人 に知 っ て

も ら え る 絶好の機会だ」 と い う 。 激震地の神戸 ・ 長 田 を 題材 に 、 浮 き 彫 り に な っ た生 と 死
を 地元在住 の監督 ・ 槌橋雅博が描 い た 映画 「動 ・ 響 ・ 光 (UGOKI . HIBIKI . HIKARI) J が、
2004年 1 1月 26 日 か ら 名古震市の愛知芸術丈化 セ ン タ ー で初公開 さ れた 。 映画 は 、 長 田 の 下
町 な ど を ロ ケ 、 架空の民族に よ る 神へ の 舞踏、 イ ン タ ピ ュ ー 形式で描 く 震災 の と き の 長 田

の様子 な ど、 虚実 を 入 り 交 え た物語か ら な っ て い る O 槌橋は 、 デ ビ ュ ー 作がベル リ ン 国際
映画祭で入賞、 今 回 は 二作 臼 O 「震災の と き 自 宅周 辺 は全壊で、 近 く の 友 人 宅 に も 火 の 手
が回 っ た 。 心 に 引 っ 掛か っ て き た も の を 映掴 と い う 私 な り の形で伝 え た」 と 話す。
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〔震災 1 0年 の 「神戸 1 00年映画祭J )

大震災後の文化復 興 を 目 的 に は じ ま っ た 「神戸100年映画祭」 が、 2005 年 10 月 28 日 か ら
神戸市内 の 5 会場で上映 さ れた 。 震災10年 の 年 だ け に 、 神戸で ロ ケ が行 わ れ た 「男 は つ ら

い よ 」 の シ リ ー ズ最終作 な ど26作 品 を 上映、 山 田洋次監督 も 訪れ た 。 今回 の テ ー マ は 「や

さ し さ 」 で 、 瓦 れ き の な かで人々 は や さ し さ で連帯 し た が、 少 し ずつ風化が進み 、 世界 も

テ ロ 、 戦争 と 緊張が高 ま っ た 。 こ ん な 世界 に 向 け て 、 も う 一度 「や さ し さ 」 を 取 り 戻そ う

と い う 顕 い を 込 め た 。 10月 30 日 に は小栗康平監督、 1 1 月 3 B に は 田 中 光敏監督、 同 7 日 に
は女優の香川 京子が映画 の魅力 を 語 っ た 。

〔映菌館の復活 と 閉館〕

大震災で た だ 一つ の 映画館がつ ぶ れ た 西宮市 に2005年 5 月 、 1 カ 月 間 の 限定 な が ら 10年

ぶ り に 映厨館が復活 し た 。 向 市 に は 、 戦前 に は撮影所 も あ り 、 昭和30年代 に は 15 も の映画

館があ っ た 。 最後 に残 っ た 同市津門呉羽町の 「今津文化」 も 震災で映写機な どがすべて破
損 し 、 1995年 に 憶 し ま れつ つ 閉館 し た 。 「 シ ネ マ の灯 を 」 と 映画 フ ァ ン が集 ま り 、 グ ル ー

プ 「 シ ネ ギ ミ ッ ク 」 を 結成 、 一時期 の 映画館が実現 し た。

一方、 神戸市で は被災 者 を 励 ま し つづけ た 「 ア サ ヒ シ ネ マJ ( 中央区) 、 「 西灘劇場J (灘
区) の 2 館が2004年 5 月 、 半世紀 の 歴 史 に 幕 を 下 ろ し た。 「瓦 れ き の な か で も 映画館が開

い て い る こ と が大切 だ っ たJ と い う よ う に 、 震災後 は無料 上映会 を 開 い た り 、 被災者の気
晴 ら し の場 に も な っ て き た が、 老朽化 に 加 え て 入館者の減少 な どで開館 を 決め た と い う O

〔震災1 0年で特別番組〕

大震災か ら 10年、 被災地 と な っ た 関 西の 放送局 は 、 震災当 日 の2005年 1 月 17 日 を 中 心 に

相次い で特別番組 を 放送 し た 。 節 目 の年 だ け に こ れ ま で に な い充実 し た 内容 が連 日 の よ う

に放映 さ れ た 。 ド キ ュ メ ン タ リ ー や再現 ド ラ マ な ど さ ま さ ま な角 度か ら 震災 と 復興 に 光 を

当 て た 。 各局 の番組は次の通 り O

< N H K > N H K ス ペ シ ャ ル を I 月 13 日 か ら 5夜連続で全国放送 し た 。 「 ま ち J r住 ま い」

「家族」 を テ ー マ に震災10年 を 追 っ た 。 「長田驚取東地区 ・ 映像の記録J r作家 ・ 高村薫 ・

思索の旅」 の ほ か 「 い の ち を 守 る た め にJ r変わ り ゆ く 街の風景」 な どで あ る O

〈毎 日 放送> 1 月 14 日 に 実話 を も と に し た再現 ド ラ マ 「悲 し み を勇気 に か え て ~天 国 の マ

マへ、 わ が子へ。 残 さ れ た 人 々 、 そ の 10年の感涙物語」 を 全 国 ネ ッ ト で放映 し た。 震災で

母 を 失 っ た 3 人 の 孫 を 突然引 き 叡 る こ と に な っ た長崎 ・ 五 島列 島 の老夫婦 の 奮 闘 を 描 い た。
〈朝 日 放送> 1 月 16 日 に 首相官邸の動 き を 再現 し た ド ラ マ 「 あ の 日 官邸応答せず」 を 全

国 ネ ッ ト で放映 し た 。 当 時の首相官邸の 映像 が ま っ た く な い た め 、 関係者 に 取材 し て忠実

に再現 し た と い う O ほ か に 「樋 ノ 口小学校 6 年 3 組成長記J r佐藤江梨子、 神 戸 を 訪 れ る 」

174 第二章 @ 文化



な どで あ っ た 。
〈関西テ レ ビ〉 ド キ ュ メ ン タ リ ー が時ゎ心で、 I 月 15 日 に flO年 目 の ア ルバ ム ~ 震災遺児

の 成長 を 見 つ め て」 、 防災 を テ ー マ に し た 「巨大地震震度 7 “ そ の 時" あ な た は生 き 残れ

る か」 な ど を 放送 し た 。

〈読売 テ レ ビ> 1 月 8 日 に ド キ ュ メ ン タ 1) � f激震 ~ 闘 い ・ 希望 ・ 譲興へj を 放映 し た

ほ か、 1 7 8 ま で に 連 荘 、 ス タ ジ オ ト ー ク な ど を 放送 し た 。 13 日 に は 「そ し て今 ・ 奇勝の運
命物語」 で藤原紀香、 浅野 ゅ う 子 ら が出演 し た 。 1 5 日 に は fREMEMBER そ し て未来へ」

の7部構成の特別番組 を 組ん だ。

〈サ ン テ レ ビ> 1 月 17 日 に flO年、 そ し て 、 大震災わ た し の 10年」 を テ ー マ に 、 7 時間

に わ た っ て特別 編 を 放映 し た。 ま た 、 被災者 を ス タ ジ オ に招 い て 当 日 の ニ ュ ー ス を ま じ え

て10年 を 語 っ た 。

[還暦ル ー キ ー が映画化}

大 震 災 で の 被 災 体験 を ば ね に、 プ ロ ゴ ル
フ ァ ー の テ ス ト に 史上最年長で合格 し た 還暦
ル ー キ ー の神戸市長田区、 古市忠夫 を モ デル に
し た 映画 の制作が決 ま っ た。 渓災で家 と 腐 を
失 っ た古市 は 、 復興の ま ちづ く り に取 り 組むか
た わ ら 練習 を重ねて ブロ試験に合格 し た 。 こ の
姿を描いた作家 ・ 平山譲の 「還暦ル ー キ ー」
談社) を原作 に 、 カ ン ヌ 国際映画祭な ど12 カ 国

7 . 地域の市民活動を支え て
〔 し みん義金 ・ こ う べの活動〕

で94の賞 を 受賞 し た プロ デュ ー サ
映画化 を 手がけ る こ と に な っ た。

「震災を伝え る 映画 を ず っ と 作 り た か っ
災い を ど う 受け止め、 ど う 生 き る か、 前向
ル ー キ ー の姿勢 を 、 こ ん な 時代 だか ら こ そ紹介
し た し り と 、 仙頚は語 っ た。 こ の狭幽 は、 震災
10年 の 2005 年 11 月 に 完 成、 発 表 会 に は タ イ
ガー ・ ウ ッ ズ も かけ つ け た。

市民や企業か ら の寄付 を 基金 に し て 、 福祉や文化活動 を 支援 し よ う と い う 全国 で は じ め

て の NPO法人 「 し み ん基金 ・ こ う べ」 は 、 震災10年 を 迎 え た が、 市民活動 の領域が震災復

興、 被災者支援 に と ど ま ら ず、 幅広 い 広が り を みせて い る こ と か ら 、 2004年度は助成事業

は行わず、 財政面、 運営面で の力 を 蓄 え る こ と に な っ た 。 な お こ れ ま での 助 成 は57団体、
約3 ， 000万円 に 達 し て い る O

ま た 、 神 戸市 か ら 委託 さ れて い る NPO ア ド バ イ ザ 一 派遣事業 は 、 「 ウ イ メ ン ズ ネ ッ ト ・
神戸」 な ど30団体に 派遣 し た 。 2004年 9 月 に は 、 市畏団体 と ア ド バ イ ザー の交流会 を 開催、

情報交換 を 図 っ た 。 ア ド バ イ ザー の指導内 容 は 、 PC技術、 情 報発信 、 組織マ ネ ジ メ ン ト

な どで あ る o 4 年 目 に な る 「 ひ ょ う ご ぽ ら ん で い あ あ し す と 事業」 も 、 130団体の応募が
あ り 、 う ち 34 団 体 に 活動費 を助成 し た 。 1) サ イ ク ル寄付事業 も 継続 し て行 わ れ た O
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〔 ゆ め嵐基金が1 0 カ 年感謝の集い〕

大震災 を き つ カか、 け に は じ ま つ た N叩PO 法人 「 ゆ め風基金J (大阪市) が発足I叩O周年 を 迎 え 、

呼ぴ
基金は 、 被災障害者 ら へ救援金 を 迅速 に届 け る た め に ス タ ー ト 、 10年 間 で10億円 の碁金 を

目 標 に し た が、 こ れ ま でのべ 1 万人が 2 億円 を 募金 し た 。 10年 を 機 に被災地支援 の ほ か防

災、 減災 に力 を 入れ る こ と に な り 、 「障害者市民 防災 ま ち づ く り ア イ デア ・ コ ン テ ス ト 」

を 行 っ た 。 2005年 6 月 四 日 に 開 い た 「 ゆ め風10 カ 年感謝の集い」 で発表 し た 。

( r神戸学校」 が メ セ ナ賞 を 受賞〕

大震災の被災者支援 を 続 け る 通信販売の フ ェ リ シ モ (神戸市) が、 地域住民や社員 を 対

象 に 開 い て い る 公開講廃 「神戸学校J が評価 さ れ、 企業 メ セ ナ ア ワ ー ド協議 会 の 「 メ セ ナ

ア ワ ー ド2004J で文化庁長官賞 を 受賞 し た 。 同 学校 は 、 震災で傷つ い た被 災 地 に貢献 し よ

う と は じ め た も の で、 2004年10月 で90回 を 数え る O 毎月 1 司 、 画家や俳優、 音楽家 ら を 招

い て お り 、 詩人の谷川 俊太郎、 女優の三林京子 ら も 講演 し た 。

〔元町 に 「みみ ず く 舎J )

大震災 を 機 に発足 し 、 社 会 に 貢献す る 多様 な 事業 を 運営す る NPO 法 人 「甫民活動 セ ン
タ ー神戸J (神戸市 中央区元町通) が、 お し ゃ れな カ フ ェ ス タ イ ル で NPO の 情報 を 発信 す

る 拠点 下 み み ず く 舎」 を 2005年 9 月 、 元町通商庖街 に オ ー プ ン し た 。 こ の拠 点 は 、 市民か

ら の 出 資で実現 し た も の で 、 ピ ル の 1 階 を カ フ ェ な どの 開放空間 に し て 、 NPO、 ボ ラ ン テ イ

ア な どの情報誌、 パ ン フ レ ッ ト を そ ろ え 、 震災関連書籍約3 ， 000冊 も 集 め た コ ー ナ ー も 設

け た o f だ れで も が 自 由 に 出入 り で き る 市民広場 に な れば」 と い う O

ま た 、 同 セ ン タ ー は震災10年 の 歩み を ま と め た冊子 「 み み ず く い き づ き ま ち が

い ろ づ く 」 を 発行 し た 。 10年前 に 「震災 ・ 活動記録室」 と し て発足、 2001年 に は法人化、

NPO、 ボ ラ ン テ ィ ア 団体に対す る 情報提供や相談事業、 政策提言 な どの活動 を し て き た 。
冊子 に は 、 情報誌 「 み み ず く J の 内 容 を振 り 返 り な が ら 、 「 ネ ッ ト ワ ー ク の っ く り 方J r市

民社会 の っ く り 方」 な ど同 セ ン タ ー と NPO や震災復興の動 き な ど を 紹 介 し て い る O
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| 第二節 災害か ら 文化遺産を守る

1 . 地域遺産の再発見へ
〔 “文化財防災" を 宣言〕

「防災丈化 を は ぐ く も う 」 一 震災10年 の2005年 I 月 に神戸市 で 開 か れ た 「 国 際 防災世界

会議」 で 、 は じ め て 「丈化遺産」 が議題 に な り 、 防災 に お け る 文化の重要性が ク ロ ー ズ ア ッ

プ さ れ、 兵庫宣言が出 さ れた 。 大震災以降、 文化財の 保護対策 が関心 を 集 め る よ う に な り 、
地域の シ ン ボル で も あ る 文化遺産 を ど う 守 り 、 受け継 ぐか、 経験の蓄積や伝統 的 な 知 恵 を

防 災 に ど う 生かす かが話 し 合 わ れ た 。
同 会議 の 一環 と し て 、 ユ ネ ス コ や文化庁 な どが主催 し た テ ー マ別 の 会議 「文化遺産の危

機管理」 で、 世界遺 産 の 選定 に かか わ る 国際記念遺跡会議 ( イ コ モ ス ) な ど各 国 の 専 門 家

が討議 し た 。 災害か ら 守 る べ き 文化遺産 と は何か、 共通認識 と さ れた の は 、 遺跡や建造物
だ け で は な く 、 無形文化財 な ど も 含む 幅広 い 考 え に つ い て で あ っ た 。

日 本で は 、 文化財 を保有す る 寺院や歴史的景観 を 生 み 出 す建造物 な ど多 く が火 に 弱 い木

造の建物で、 家屋 の密集地 に 点在す る O 「木造の都市そ の も の が一つ の 重 要 な 文化財」 と

い う 京都大学の大窪健之助教授 は 'i可川 や水路、 井戸水な ど現地の 自 然水利 の再生、 現場
に 駆 けつ け る こ と の で き る 地域住民の協力 、 地元で蓄積 さ れた 防災 の 知 恵 の 再発見」 な ど

を 報告 し た 。 こ れ ら の報告か ら 同会議で は 、 文化遺産 を 「地域の最重要資源」 と 位置づけ

て 、 地域の文化 を 考躍 し た 防災対策 を 各国政府 な ど に 求め る 異例 の勧告 を 採択 し た 。

〈 国 内文化財行政の年譜〉

1 995 .  1 阪神 ・ 淡路大震災
2 史料救出 な ど の市民組織 「歴史資料 ネ ッ ト ワ ー ク ム 文化庁 な ど に よ る 「文化

財 レ ス キ ュ ー 事業」 が活動 開始

1996. 10  国 が建造物保護の 「文化財登録制度」 を 創設
1997. 1 神戸 ・ 東京で 開 か れた シ ン ポ ジ ウ ム 「災害か ら 文化財 を 守 る 」 で 、 神戸 ・ 東京

宣 言 を 採択
2002. 1 兵庫県が 「ヘ リ テ ー ジ ・ マ ネ ー ジ ャ ー」 を 育 成

2004. 7 内 閣FIす な どの検討委員 会が「地震災害か ら 文化遺産 と 地域 を 守 る 対策 の あ り 方J

を 発表

2005.  1 神 戸 で 国連 訪災世界会議 を 開催
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〔再認識 さ れ た文化期保護〕

文化 と 防災の問題を話 し 合 っ た 国連防災世
界会議 の テ ー マ別会議z神戸市中央区: (神
戸新聞社提供)

大震災で は 荷 に 刻 ま れた歴史が崩 れ た 。 神戸の異人館、 灘の酒蔵、 阪神 間 の モ ダニ ズ ム
建築 な どは 人 々 の 営み の な かで生 ま れ、 引 き 継がれて き た 地域の記信であ り 、 )歪史の座標

で も あ っ た 。 大震災は 、 丈化財の大切 さ を 再認識 さ せ る と 同 時 に 、 災害 に 対 す る 文化財の
も ろ さ や保護制 度 の 限界 を みせつ け た 。

震災で被害 を 受 け た 文化討 は 、 兵産県 内 で 国指定46件、 県指定54件、 市 町指定43件 と な っ
て お り 、 被害総額 は 100億 円近 く に も な る O こ の70% が建造物 で 、 博物館や 収蔵庫 に 保存

さ れて い る 美術工芸品 な ど によヒベ て 歴史的建物 の 弱 さ が明 ら か に な っ た 。 さ ら に こ れ以外

の地域の歴 史建造物 と 史料の喪失 で、 未指定の修復の 自 己負担、 公費解体制度 に よ る 修理

可能の建物 の 解体、 保管史料の廃棄 な どの 問題点 も 出 て き て い る O
歴史史料の保存運動 を 進め る 神戸大学 の 奥村弘助教授 は 「文化財や歴史的景観は、 人々

が大 切 だ と 思 う か ら こ そ 、 幾多 の 災害 を 乗 り 越 え て き た 。 逆 に 専 門家がい く ら 評価 し で も
住民が大切 に 思 っ て い な け れ ば残 ら な い 。 そ れ を 震災で思い知 ら さ れた 。 だ か ら 住民が丈

化財 に 親 し み を 感 じ る よ う な 活用 を 考 え て い く 必要があ る O 地域の持つ文化財の価値 を 再

発見 し て 、 広 め 、 守 っ て い く O 地域社会の な か で丈仕財 と 向 き 合 う よ う な 土壌づ く り か ら

は じ め な け れば、 保護 も 掛 け 声 だ け で終わ っ て し ま う J と い う O

文化遺産の萌災 フ ォ ー ラ ム

国連防災会議 に 合 わ せ て 、 フ ォ ー ラ ム 「文化遺産 か ら 発想す る 防災体制」 が2005年 1 月 、
神戸大学 で 開 か れ た 。 同大学 COE の 「安全 と 共生の た め の都市空間 プ ロ グ ラ ム 」 の一環で、

台風や新潟 の 地震 で の 課題 も 報告 さ れ た 。 大震災で は 、 未指定の建造物が解体 さ れ、 歴 史

的環境が失 わ れ た 。 兵庫県で は 、 未指定建造物 の 修理 に対 し て 震災復興基金 に よ る 助 成 を
打 ち 出 し た が、 す で に 大半が壊 さ れて い た。 こ の た め 、 歴史的建造物の リ ス ト ア ッ プ を 進

め て 、 防災計画 に公共財 と し て保護す る こ と を 盛 り 込む な どの 「事前の準備」 と 、 被災後
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の応急危険度判 定 に 建築 の 専 門 家がかか わ り 、 修理の助言 な ど 「緊急対応」 の重要性 を 指
擁 し た 。 県 で は 、 こ う し た 人材 を 育成す る た め 「兵庫県ヘ リ テ ー ジ ・ マ ネ ー ジ ャ ー J (歴
史文化遺産活用推進員 ) 制度 を 独 自 に 導入 し て お り 、 但 馬 の 水害被害、 淡路の緊急調査な
ど に j舌躍 し て い る O

文化財の防災で全国組織

立 ち 遅れて い る 文化財の 防災対策の研究 と 実践 を 広 げ よ う と 、 研究者や 防災担当 者 ら が

2004年12月 、 全国 組織 「文化遺産 防災連絡会議J (事務局 ・ 立命館大学歴史都市防災研究

セ ン タ ー ) を 結成 し た 。 立命館大学、 神戸大学、 土木学会、 日 本建築学会 、 丈化財保存修

復学会 な ど の研究者や近畿の実務担 当 者、 京町家再生研究会 (京都市) 、 歴 史資料ネ ッ ト ワ ー

ク (神戸市) な どの 民 間 団体 も 参加、 分野 を 超 え た ネ ッ ト ワ ー ク を つ く る こ と で、 文化遺

産 の 防災 を 強力 に推進 し よ う と い う も の o 2005年 l 月 に は 国連防災世界会議 に 合 わせ て 国
際 シ ン ポ ジ ウ ム を 開催、 神戸宣言 を ま と め た 。

〔文化賭保護の震災 1 0年の課題)

震災直後か ら 歴史的文化対の被害調査や復 旧 に 当 た っ て き た 兵庫県教育委員 会文化財室

の村上裕道係長 は 、 震災10年 に 当 た り 「防災意識の啓発 と 被害軽減 シ ス テ ム 構築 に つ い て J

を ま と め た 。 甚 大 な 被害 の な かで 「兵憲方式」 と も い え る 新 し い 方 向 を 打 ち 出 し て お り 、

そ の一部 を 文化財10年 の 決算 と し て 紹 介す る O

「震災後、 文化財 の毎!日 ・ 復興 に 努め て き た が、 10年 を 迎 え て そ の課題が明 ら か と な っ

て き た 。 復興10年の総括検証 に お い て 、 地域の歴史的環境 を 構成 す る 身 近 な 資産 で あ る 大
量 の 未指定の文化財建造物 (歴史的建造物) を 災害 か ら 守 る に は 、 人材育 成 を 通 じ て個別

の 文化財の耐震性能 の 向 上 と 社会状況 を 含 め た 丈化財防災環境 の 向上 に 関 す る 総合的 な 規
範づ く り が重要 と 指摘 さ れ た 。 震災後の兵庫県の試み を 中心 に考察 し 、 自 然災害か ら 指定

文化財建造物 を は じ め 、 地域 に 多量 に存在す る 歴史的建造物 を 守 る た め の改善策 に つ い て

考 え た い。

① 「応急対応」 ・ 被害調査 指定丈化財建造物 の 調査 は 、 震災 2 日 後か ら は じ ま り 、 国 ・
近i捧府県 な どの 総合的 な 取 り 組み に よ り 2 週 間 で、軌道 に 乗 っ た 。 速 や か な 対応、がで き

た と い え る O し か し 、 歴史的建造物の場合 は 、 文化庁か ら 2 月 に 建築学会へ被害調査
の依頼が行 わ れ、 独 自 に 調査 さ れ た 。 建築学会が多最の件数 を 調査 し 、 所有者の文化
貯保護の意識醸成 に奮闘 し た こ と は 非常 に 有効 で あ っ た が、 被害額 な ど内容調査は定

ま っ た も の で は な か っ た 。 大規模 な 災害 時 に は 、 臨時的 な 協 同体制 を 組む必要があ り 、

調査形式 な ど の事前の枠組み を 作 っ て お く 必要があ っ た 。

② 「復旧」 ・ 歴史的建造物の保護 被害 を 受 け た指定文化財建造物 は 、 1998年度 ま で に
修理 を 完了 し た 。 ま た 、 歴 史的建造物 に つ い て は 、 歴史的建造物 な ど修理費助成事業
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の対象 と な っ た322件の う ち 2004年 1 月 末 ま で に295件 (91 . 6% ) の修理 を 完了 し た 。

し か し 、 i司修理費助成事業の修理状況 を み る と 、 建築学会が調査 を 行 っ た 歴史的建造

物 1 ， 039件、 う ち 建 て 替 え ・ 修理の 必要数900件 に対 し て 申 請数は約100件 、 実施数は85
件 を 数 え る だ け だ、 っ た 。 一方、 地域の シ ン ボル で 、 愛着 の あ る 建物 な ど住民か ら 保存

要望の あ る 建物 (文化的建造物) の助成 申 請 は 、 自 発的 な 希望が221件あ り 、 ほ ほ100%
が完成 し た 。

③ 「痕興」 ・ 「 も の」 の保存か ら 、 も の を 活用 す る 「 ひ と 」 の養成へ 灘 の酒蔵群の よ
う に 地域の相 当 の部分 を 占 め る 歴史的建造物が一瞬 に し て無 く な っ た場合、 歴史的環

境 の 回 復 に 長時 間 を 要す る こ と を 実感 し た 。 地域の歴史的環境 を構成す る 身 近 な 資産

で あ る 大量の 歴史的建造物 の 消失 に よ っ て 生 ず る 、 思" れ親 し ん だ雰囲気の急激 な 変化

は精神 的 な 鼠土 に 影響 を 与 え る O 歴史的建造物がい か に 重要 で あ る か、 ま た 、 そ の膨

大 な 資産 を 維持す る に は 、 地域で そ れ ら の活用 を 考 え る 人材 を 確保す る こ と が緊急の

課題で あ り 、 指定文化財 と は異 な る 、 使 い つ づ け る 歴 史建造物の修復 を 担 う マ ネ ー ジ
メ ン ト 能力 を 備 え た建築家の養成が重要で あ る O

ま と め 地域の文化財 を 活か し た ま ち づ く り な どが見宣 さ れて い る と き に 大震災が発生

し 、 そ れ ら の喪失が丈化の基底 を な す風土 に ま で影響 を 与 え る こ と を 認識 し た 。 震災以後

に数次の文化財保護法の改正 に よ り 、 地域の 丈化財の 活用 が登録文化財 と し て位置づけ ら
れ、 2004年度 に は景観法の成立 を見 る に 至 っ た 。 文化庁の く防災業務計画〉 も 1996年 に 改

正 さ れ、 産官学民の 連携 を 基本 と し た 文化財救援委員会 の 設置が規定 さ れ た 。 兵庫県 も 地

域防災計画 を 改正 し 、 指定文化財 な どの被害程毘が大 き い 場合、 文化庁 に 支援 を 依頼 し 、
必要 と 認め ら れ る と き は 、 丈化財救援委員 会が関係団体の協力 に よ り 立 ち 上 が り 、 応急復

旧対策 を 行 う こ と を 記載す る と と も に 、 震災で課題 と な っ た 地域 に多 量 に 存 在 す る 歴史的

建造物 の保全 を す る 民 間 の建築家 を 育成 し て い る O だが、 文化財救援委員 会 の設置 を 明記

し 、 人材育 成 を 行 っ て い る と こ ろ は 兵庫県以外 に は な いJ

歴史的建造物の修理件数

文化的建造物の修理件数

〔埋蔵文化財行政も一つの到達点に 〕

大震災では神戸市 を 中心に280遺跡、 約254況 に 及ぶ地域の建物が被災 し た。 こ の う ち 建て

替 え な どに伴い、 本格的 な発掘調査が必要だ と 兵藤県教育委員会が試算 し た 面積 は約81江に

180 第 二章 @ 文化



も 及 ん だ。 I生活再建 と 文化封保護 は並立で き る の か」 な ど、 神戸市や芦屋市 は 「発掘調

査 は で き な い」 と い う 意見 も あ っ た。 だが、 調査の迅速化の た め に全国 か ら 延べ121 人 の

専 門職員 が派遣 さ れ、 復興に伴 う 調査がは じ ま っ た。 I被災者 に 申 し 訳な い こ と を す る よ
う な気持ち が ど う し で も あ っ たj が、 実際 に は諦査現場 を の ぞ、 き に く る 人 がい た り 、 説明

会 を 開 い て ほ し い と い う 要望 も あ る な ど、 地域の 人 の 反応 は 以外 に温かか っ た と い う O

弥生時代 の E大 な 掘立柱建物群が見つ か っ た武庫荘遺跡 や 、 奈良時代 の 荘 園 の様子 を 示

し た猪名庄遺跡 ( いずれ も 尼崎市) な ど、 調査で確認 さ れた 遺跡 は援興事業の な かですべ

て消 え た。 そ れで も 混乱 な く 調査で き た こ と は 、 埋蔵文化財行政の一つ の 到達点 を 示 し た

と い え る O

埋蔵文化財発掘調査
件数 (件)

市町名 確認調主筆

神戸市 845 

IEI崎市 83 

間宮市 66 

芦屋市 ! 4 1 5  

伊丹市 ! 9 

宝塚市 [ 。

川 西市 9 1  

明石市 44 

北淡陀

津名 町 4 

東浦町
一宮町 2 1 
五色町

合計 i I ， m [ 

本調査

459 

14 

。

108 

10 

。

7 

38 

14 

6 

1 

。

。

657 

〔明石城跡が臨の史跡に 〕

合 計
1 ， 304 

97 

66 

523 

19 

。

98 

82 

33 

10 

D 

2 

。

2 ， 239 

而積 (平方f�)
市町名 確認調査 本調査 合 計
神戸市 219 ， 253 219 ， 253 

尼崎市 2 ， 921 3 ， 688 6 ， 609 

西宮市 1 ， 540 。 1 ， 540 

芦屋市 17 ， 332 26 ， 782 44 ， 1 1 4  

伊丹市 362 3 ， 695 4 ， 057 

宝塚市 。 。 。

川西市 I 2 ， 484 1 ， 331 3 ， 815 

; 明石市 5 ， 579 7 ， 959 13 ， 538 
; 北淡町 336 2 ， 150 2 ， 486 

ì�主名画T 300 2 ， 690 2 ， 990 

東浦町 402 681 1 ， 083 

一宮町 8 。 8 

i 五色町 。 。 。

| 合計 31 ， 264 268 ， 229 299 ， 493 

丈化審議会は2004年 2 月 紅 白 、 明石市の 明石城跡 な ど を 史跡 に指定す る よ う 文部科学相

に答申 し た 。 我が国 の 近世の幕藩体制 を 知 る う え で重 要 な 城跡 と し て評儲 を 受け た も のO

明石城跡 は 、 大震災で大 き な被害 を 受 け た 。 国 の重要文化財の櫓 も 石垣が破損、 多 く の 石

垣が崩 れ た が、 何 れ も 修復 さ れた 。 被災 し た城跡が国史跡 に な る の は は じ め て O 重要文化

黙の巽櫓、 坤櫓 は 土 台 の 石垣 が壊れ、 全体が傾 く と い う 被害 に あ っ た 。 こ の た め 、 建物 を

ジ ャ ッ キ で持 ち 上 げ る と い う 、 伝統的 な 工法で修復 し た 。 城跡全体で約 2 万平方 -あ る 石
垣 の う ち 、 約3 ， 700平方 --が崩 れ た が、 石材 を横一列 に し て ー腎 ご と に積上 げ る ! 日 来 の 工

法で修復、 二つ の櫓 を 結ぶ約90江の 白 い土塀 も 復元 し た 。
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〔震災 1 0年で 3 つ の艦史躍〕

戦争や地震 な ど災厄 の歴史 を 、 人 は どの よ う に 伝 え て い く こ と がで き る の だ ろ う か一兵

庫県立歴史博物館 (姫路市) は 、 2005年 1 月 か ら 「検証 ! 兵庫 の災害史~ そ の 時、 な に

が起 き た の か」 を 開催 し た 。 震災10年 を 通 え て県内で過去 に あ っ た 災害 を 振 り 返 っ て後世

に役立て よ う と い う も の だ っ た 。
地震 に 関 す る 県域の最古の記録 は 、 「 日 本三代実録JJ (901年 ・ 延喜元年成立) に は868年

(貞観10年) 、 山 崎 断層 が涼 因 と 見 ら れ る 大地震があ り 、 播磨 の官舎や 寺 院 な ど の 堂塔が

こ と ご と く 倒壊 し た と い う O こ れ を 中心 に 「 日 本書紀J (720年 ・ 養老 4 年成 立 ) な どの古

代文献 を は じ め 、 樹 り 物 「 問 書諸 国並大坂大地震つ な み」 、 安政の地震 を 伝 え る 「安政見

開録」 、 但 馬 の 「乙丑震災誌」 、 阪神 ・ 淡路大震災直後の神戸新聞 な ど を 「災害 の イ メ ー ジ」
「災害 の 歴 史 と 記録J I大震災 と そ の後」 の 3 つ の テ ー マ で展示 し た 。

ま た 、 神戸市立博物館 (神戸市) で は 、 2005年 1 月 か ら 「震災か ら 10年 発信す る 地域

文化」 が 開 か れ た 。 震災復興事業 に よ っ て 膨 大 な 遺跡 の発掘調査が行 わ れ た が、 そ の成果

を 紹介 し た も の で、 「歴史 は 苦手 き 換 え ら れ る J I埋 も れ た 弥生の ム ラ J I瀬戸 内 を め ぐ る 中

世的世界」 な ど 7 つ の テ ー マ で 、 最新の調査結果 を 紹 介 し て い る O 土石流で埋 ま っ た吉墳

群がみ つ か っ た住吉宮前遺跡 (神戸市東灘広) 、 地震で潰れた井戸が出土 し た 上沢遺跡 ( 岡

市兵庫 区 ) 、 中 世 の 港 町の兵庫津 ( 同 ) 、 西郷古酒蔵群の沢の鶴大石蔵 ( 同 市 灘 区 ) な どの
新 し い発見があ っ た 。

西宮市 の辰馬考古資料館 で は 、 2004年11月 か ら 「修理 ・ 観察 ・ 分析一資料館 の震災復興」

を 開 い た 。 同 館 は約300点 の 資料 を 収蔵 し て い る が、 大震災で 「景初 四年銘竜虎鏡」 と 「三

角縁四神 四獣鏡」 は ば ら ば ら に 砕 け 、 「鴛驚双鵠八稜鏡 ( え んお う そ う じ ゃ く は ち り ょ う き ょ
う ) J は真 っ 二つ に 割れ、 重要文化財 の銅鐸2点 も ひ びが入 る な どの被害があ っ た 。 こ れ ら
の修復 し た資料な ど47点 を 展示、 震災の教訓i を 伝 え た 。
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2 . 埋 も れた遺産の活用へ
〔ひ ょ う ごヘ リ テ ー ジ機構〕

大震災で多数の文化財 が失 わ れた こ と を 教訓 に 、 兵庫県教育委員 会 と 県 建築士会が全国
に先駆 け て 導入 し た 「県ヘ リ テ ー ジマ ネ ー ジ ャ ー (歴史文化遺産活用推進員 ) 制度J の取

り 紹 み を 広 げ る た め 、 養成講座の修了 者 ら が2004年 6 月 、 「 ひ ょ う ごヘ リ テ ー ジ機構 ( H

2 0 )  J を 立 ち 上 げた 。 震災で は 、 国 や 自 治体の指定 を 受 け て い な い が、 地域 に な じ ん だ

名建築 な ど の 歴 史的建造物が多 く 取 り 壊 さ れ た 。 1996年 に新た に 国 の登録文化財制度がで

き たが、 地域 に 掠 る 文化遺産 を 発掘 し て 、 価値 を 判 断す る 人材が不足 し て い る た め 、 県 は
独 自 に一、 二級建築士 に よ る 同 マ ネ ジ ャ ー 制 度 を 導入 し た 。 現在の登録者 は82人で、 県 内

を 7地域 に 分 け て 、 丈化財候植の発掘 や 昌 治体の委託 に よ る 調査研究 に 当 た っ て い る O 活

動の な かで建物 の活用 や指並 み と 調和 し た総合的 な ま ち づ く り に は 、 幅広 い視点が必 要 に

な る と 、 芸術家、 主婦、 マ ス コ ミ 、 行政関係者 ら に参加 し て も ら っ て新 し い機構 を 発足 さ

せ た 。 「草の根 レ ベ ル で情報 を 交換 し 合 っ て文化遺産 を 守 っ て い き た い」 と い う O

同機構 は2004年10月 の 台風23号 に よ る 但馬 ・ 淡路水害で、 は 、 築50年以上の民家約70件の

ほ か、 古い民家 が どの よ う な 被害 を 受 け た か な ど状況 を 調査 し た 。 1 1 月 中 に 4 屈 の調査で
実態 を 把揮 し 、 修復の 支援策 の提言 を し た 。 大震災の教訓 を 生か し た 「保存 の 必要 な 建物

があ れ ば、 活用 に 向 け た ア イ デア を提案 し た い」 と も い う O

〔姿を消 し た モ ダ ン建築〕

神戸 ・ 阪神 間 の モ ダ ン な 景観 を 形づ く っ て き た戦前の建物 の 3 分の l が、 大震災後 の 10

年 間 で姿 を 消 し て い る こ と が、 歴史的建築物の 保存 に 取 り 組 む NPO 法人 「 ア メ ニ テ イ 2000

協会J (西宮市) の 調査で躍認 さ れた 。 こ の 地域 の住宅地 に は 明 治以降、 外 国 人 や 実業家

が居住す る よ う に な り 、 神戸の異人館街 を は じ め 歴史的 な 和 洋館が数多 く 残 さ れて い る 。
同協会で は茜宮、 芦屠、 神戸 ( 中央区以東) で2002年 4 月 か ら 調査を は じ め た。 1990年 に
発行 さ れた 「神戸 の 近代洋館」 な ど震災前 の 資料 を 参考 に266件の建物 を 現地調査 し た と
こ ろ 、 こ の う ち 97件が無 く な っ て い る こ と が分か っ た 。 日 本の古典主義建築の最高峰のー

っ と さ れ る 旧 第 一勧銀神戸支府 (神戸市 中 央 区 、 1916年 ・ 大正 5 年、 長野宇平治設計) 、

谷崎潤一郎の !日 宅 「鎖j闘 関J ( さ ら ん か く ・ 同東灘区) 、 米 国 人建築家 ・ ヴ ォ ー リ ズ設計の

米 国 総領事公邸 (西宮市) 、 イ ス ラ ム 風 デザ イ ン の !日松岡潤吉邸 (芦屋市) な ど有名 な 建

築物が被災 し て取 り 壊 さ れ た 。 震災の被害 に 加 え て 多額の相続税 な どの経済的 な 理 由 も 大

き く 、 同 協 会 は 「文化財 に 指定 さ れて い な い 個 人所有の場合、 特 に保存が難 し か っ た よ う

だ。 官民の枠 を 越 え て先人か ら 受け継い だ財政 を 守 る 努力 が必 要 だ」 と 話 し て い る O

〔西宮の旧芝川部が明治村で復元〕

震災で被災 し 解体 さ れ た 西宮市上 甲 東圏 の洋館 ・ !日 芝 J I l 邸 が、 愛知県犬 山 市 の 博物館明
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治村で復元 さ れ る こ と に な っ た。 大阪の豪語 ・ 二代芝1 1 1 又右傷門 が広 大 な 果樹 園 に 「 甲 東
閏」 と 名 付 け 、 そ の A角 に 隠屠所 と し て建て た も の O 当 時 の 関 西建築会 を リ ー ド し た 武 田
五ーが設計、 1911年 ( 明 治壮年) に完成 し た 。 木造 2 階建 て で 、 ア ー ル ヌ ー ボ一 式の 洋風

装飾 を 採用 、 数寄居の伝統 を 取 り 入れた独特 の ス タ イ ル は 、 阪神 間 の モ ダ ニ ズ ム の貴重 な
遺産 と い わ れた 。

震災で建物 は 傾 い て 半壊、 レ ン ガの煙突 も 折 れ た が、 構造は無事だ、 っ た 。 現地保存の声

も 起 こ っ た が、 丈化財 に 指定 さ れて い な か っ た た め資金援助 も な く 明治村 に 寄贈 さ れ た 。

そ の後、 解体 さ れた ま ま 保存 さ れ て い た が、 地元の工務庖 か ら ボ ラ ン テ ィ ア 協力 の 申 し 出
があ り 、 震災10年の 2005年 1 月 に着工、 2008年 に完成す る こ と に な っ た。

〔簡船三井ピルも修護〕

明治村で復元 さ れる !日芝川部 (震災前の写
真) (神戸新聞社提供)

大震災で外壁が崩 れ る な どの被害 を 受 け た神戸市 中央区 ・ 旧外国人居留地 の 「商船三井

ピルJ ( 1日大阪痛船三井船舶神戸支庖) は 、 10年ぶ り に改修工事が終わ り 、 2005年 2 月 か
ら ラ イ ト ア ッ プ を は じ め た 。 こ の ピ ル は 1922年 に 建て ら れた も の で 、 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 地

上 7 階、 地下 1 階 の モ ダ ン な 様式の建物。 神戸の観光名所の一つ に も な っ て お り 、 家具屈

や企業の事務所 と し て 使 わ れ て い る O 震災 で は 、 テ ラ コ ッ タ (装飾用 の素焼) を 施 し た 重

厚 な 外壁が落下 し 、 地下室が液状化 し た 。

〔神戸税関 主主 ど に建築文化賞〕

神戸市民 に親 し ま れ、 街への 関 心 を 深め る の に貢献 し た優れた建築物 を 表彰す る 「第 9

田神戸市建築丈化賞」 の 「建築文化部 門」 に神戸税関 ( 中央区) が選ばれた 。 神戸税 関 は

1927年 (昭和 2 年) の建築、 歴史的 に 貴 重 な 文化資源で 、 中 庭 を 市民 に 開放す る な どの取
り 組み も 評価 さ れた 。 ま た 、 大震災 か ら の復 興 に 大 き く 貢献 し た建造物 に 贈 ら れ る 「復興
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建築部 門」 に は 、 カ ト リ ッ ク 神戸 中 央協会、 神 戸 国 際会館、 日 本基督教団 神 戸 栄 光教会
( い ずれ も 中央区) が選 ばれた 。

( r鎖;調閣」 復元へ NPO)

震災で全壊 し た 文豪 ・ 谷崎潤一郎 の !日宅 「鎖鴻 閤J (神戸市東灘 区) の 復元 を 日 指 し て
運動 を つ づ け て い る 市民団体 「谷締文学友 の 会J が2004年 5 月 、 NPO 法 人 を 寂得 し た 。

谷111奇 は 関東大震災後 に 関西 に 移住 し 、 阪神 間 で21年 間 も 暮 ら し た が、 そ の 問 、 1 3回 も 引 っ

越 し を 繰 り 返 し た 。 震災前 ま で!日層は 4 軒あ っ た が、 そ の一 つ の 「鎖i闘 閤」 は谷!崎潤一郎

自 ら が設計 し た も の で 、 木造 2 階建 て で 、 総 ヒ ノ キづ く り 、 出崩 し の格子戸、 網代天 井 な

とマ当 時凝 っ て い た 中 間趣味が随所 に 見 ら れ る 建物 だ、 っ た 。

同会で は 、 震災前 に調査 し た 際の 写真 と 見取 り 図 を 基 に設計閣 を 作 り 、 復元 を 目 指 し て
い る o NPO は 、 谷崎だ け で は な く 、 村上春樹、 宮本輝 ら 販神 間 を 舞台 に し た作 品 に ス ポ ッ
ト を 当 て 、 丈学散歩、 丈学講座 に も 力 を 入 れ る O 毎年 1 月 17 日 ご ろ に は イ ベ ン ト も 計画 、

寄贈 を 受 け た古書の販売 も す る な ど、 復元費用 集 め を す る O 震災10年の2005年 1 月 に は 、

コ ー プ こ う べ生活文化 セ ン タ ー で、 「谷崎潤一一郎の 世界 ・ 淡路人形浄瑠璃」 を 開龍、 対談

や 人形浄瑠璃の 上演 を し た 。

「鎖澗閤」 の模型が完成

谷崎潤一郎の !日邸 「鎖瀧 関J の20分の 1 の模型が2005年 2 月 、 名吉原市の椙 山女学園大学

生活科学部 4 年、 中 川 |美佐都の手で完成 し た。 谷崎の建築論に興味 を 持 っ た のが き っ かけ で

復元運動 を 知 り 、 神戸 を 訪れて建物 の写真や設計図 を 手 に入れた。 「谷崎の こ だわ り を 知 っ
て興味 を 持 っ た 。 復元す る 姉値があ る J と 2004年 7 月 か ら 制作 を は じ め た 。 神 戸 に も 再三訪

れ、 聞 き 取 り 調査 も し て半年で仕上げた。 木や発泡ス チ ロ ー ル を使用 し 、 高 さ 30手ン、 幅7Oj"、
奥行50手ンで、 「日格子な ど も 再現 し た 。 芦屋市の谷崎潤一郎記念館 に寄付す る 予定 と い う 。

阪神間再生で シ ン ポ ジ ウ ム

震災10年 を 機 に NPO r谷崎文学 友 の 会」 は 2005年 2 月 、 シ ン ポ ジ ウ ム 「 阪神 間再生の

道 丈化 ・ 景観 ・ 人情」 を 西宮市の !日 甲子 園 ホ テ ル (武産J l I 学院 甲子 関 会館 ) で 開 い た 。 「衣
食住の 面 で は復興が進 ん で き た 。 こ れか ら は 心 の 問 題 に 自 を 向 け た い」 と い う 趣 旨で 、 歴

史的建造物 や 街並 み の 保存、 活用 を テ ー マ に 討論 し た。 「鎮i閤 閣」 の よ う な 文学 の 立 ち 上

が る 空 間 を所究 テ ー マ に し て い る 友の 会理事長 ・ た つ み都志武庫川 女子大学教授 は 「単 に

保存す る だ け で な く 、 建物 と 人 と の 関係 を 生 き た か た ち で残 さ な け れ ばな ら な しミ。 そ こ に
ド ラ マがあ る か ら こ そ建物 は 生 き る O 震災で私 た ち は ハ ー ド の弱 さ を 知 っ た 。 こ れか ら は

ソ フ ト の使い方が重要 に な っ て く る J と 諾 っ た 。
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〔六甲 山麓の環境 を 生 か そ う 〕

神戸 ・ 阪神 間 の歴 史 と 文化 に根 ざ し た 近代建築へ の 関 心 を も っ て も ら い 、 保存運動 を 進

め よ う と 、 建築家 や文化関係者 ら の市民 グ ル ー プが2004年 9 月 5 日 、 「六 甲 山 麓の環境文

化 を 生か そ う く!日乾邸〉 活用応援倶楽部」 を 結成 し た 。 神戸市東灘区住吉 山 手 の洋館 「旧
乾邸」 は 、 海運業で成功 し た 実業家の乾薪兵需が1930年 に 自 宅 と し て建て た 。 設計は建築

家 の 渡辺節で 、 約3 ， 900平方 - の 敷地 に あ る 延べ約770平方伝の建物で、 シ ャ ン デ リ ア や 暖

炉 の あ る ホ ー ルの ほ か、 豪華 な 内装 の洋室、 和室が約20室あ る 。 そ の後、 医! の所有 に な り 、

神戸市が管理 し て き た 。 国 は 岡市 に買 い 取 り を 求 め て い る が、 財政難か ら 難 し く 、 保存 さ

れ る か ど う か は分か ら な い。 同倶楽部 で は 「地域の資産 と し て生 か し て い く よ う に考 え た
い」 と い う O

!日乾邸の保存で署名運動

財務相の 諮問機関 「財政制度等審議会」 が国有財産の効率 的 な 処分 な ど を 促 す 中 間 報告

を ま と め た こ と を 受 け て 、 I [日乾邸J の 保存運動 を つ づ け て い る 「六 甲 山 麓の 環境文化 を

生 か そ う く !日乾邸〉 活用 応援倶楽部」 は 2005年12月 、 保存 と 活用 を 求 め る 1 ， 000人分の署

名 を 近畿財務局神戸財 務事務所 に提出 し た 。 2 月 に も 約2 ， 350人分の署名 を 提 出 し て お り 、

計約3 ， 350人分 に な る O 審議会の 答 申 は 、 自 治体への 売却 に 2 年 の 契約期 間 を 設 け 、 そ の

後 は ー殻競争入札 に か け る こ と な ど を 求め て い る O 同 会 は 「危機感 を 持 っ て い る O 市 に何

と か残す工夫 を お願 い し た い」 と 、 近 く 同 市 に も 署名 を 提 出 す る O

景観保存へ連続講座

「六 甲 山麓 の 環境文化 を 生か そ う く!日乾邸〉 活用応援倶楽部」 は 、 連続講座 「名建築で

学ぶ六 甲 山 麓 の 丈イヒ」 を 2004年12月 か ら 開講 し た 。 こ の講座 は 、 2 カ 月 に 1 回 、 実際 に建

築物 を 訪 ね て 、 ゆ か り の 人 に 建物 の 沿革や背景 に あ る 産業、 文化 に つ い て 話 を 開 く と い う O
第 I 回 は 「真珠物語」 と 題 し て 、 神戸市 中 央区 の 日 本真珠会館 で 聞 い た 。 こ の会館 は 、 県

と 関西真珠協 同 組合が1952年、 真珠取 り 引 き の 国際的 な 拠点 に し よ う と 、 光安義光の設計

で建て た 。 戦後の 産業復興の象徴で も あ り 、 神戸市教育委員 会が文化庁 に登録文化財の 申
請 を し て い る O

3 . 災害か ら地域の歴史守れ
〔被災地で活躍す る 史料ネ ッ ト 〕

2004年震 は 、 頻発す る 地震災害 に 加 え て 、 集 中豪雨や台風が 日 本各地 を 襲 い 、 深刻 な 被
害 を も た ら し た年 だ、 っ た 。 阪神 ・ 淡路大震災 を 機 に 、 被災歴史資料 ・ 文化財の保全を 目 的

と し て結成 さ れた歴史学会に よ る ボ ラ ン テ イ ア 団体 「阪神 大震災対策歴史学会連絡会 ・ 歴

史資料保全情報ネ ッ ト ワ ー ク J (1996年 に歴史資料 ネ ッ ト ワ ー ク と 改称、 略称史料ネ ッ ト )
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は 、 10年 目 に し て は じ め て地震 だ け で な く 水害への 対応 を 迫 ら れた 。
阪神地域の牒史 ・ 文化分野 に お け る ボ ラ ン テ ィ ア 団体であ る と 同時 に 、 被災史料 ・ 文化財

保全の全国セ ン タ ー と し て の役割 を担 っ て い る 史料ネ ッ ト は 、 各地で発生 し た 自 然災害の た

びご と に、 被災地での対応の立 ち 上 げ を 支援、 自 ら も 主体 と な っ て保全活動 に取 り 組んだ。

7 月 に発生 し た福井豪雨 に対 し て は 、 災害発生夜後 に現地入 り し 、 地元関係者 と 対応 を
協議、 地元の丈化財担当者や大学関係者 を 中心 に福井史料ネ ッ ト ワ ー ク が結成 さ れ、 被災
地 に お い て 日 間 に お よ ぶ被災史料の現状確認調査 を し た。 阪神 の 史料ネ ッ ト は福井 ネ ッ ト

と 密接 に連絡 を 取 り 、 ノ ウ ハ ウ の伝達や募金 に よ る 経費 出で支援 し た 。

夏以降 に連続 し た 台風被害で も 、 情報収集 と 地元 自 治体への対応 を 呼び か け た 。 と く に

兵庫県 ・ 京都府北部の 台風23号被害 に は 、 史料ネ ッ ト の ボ ラ ン テ イ ア が直接現地入 り し 、

地元郷土史家や 自 治体 と 連携 し て調査、 兵庫県 日 高町 ・ 出石町、 京都府舞鶴市 ・ 京丹後市

な どで、 被災家鹿 内 の 水損史料の応急保全措置 を し た 。 水損史料は通常 の被災史料以上 に
緊急 に修復乾燥作業 を す る 必要があ り 、 多 く の場合は現地での対応が難 し か っ た た め 、 史
料ネ ッ ト 事務局 が置かれて い る 神戸大学文学部 に 移 し て の作業 と な っ た。 手作業 に よ る 乾
燥作業 に は 、 学生院生や市民 な ど200人以上 の ボ ラ ン テ ィ ア が当 た り 、 兵庫県教委 ・ 滋賀

県教委の協力 の も と 、 兵庫県埋蔵文化財調査事務所 ・ 神戸市埠蔵文化封セ ン タ ー ・ 安土城

考古博物館の真空凍結乾燥機 を 使用 、 予備冷凍 に は (株) 西宮冷蔵の 施設 の 無償提供 を 受

け た 。

2004 年 10 月 に発生 し た 新 潟 県命 中 越地震 で は 、 地元関係者 に よ り 新 潟 歴 史料救済 ネ ッ ト
ワ ー ク が結成 さ れ、 阪神 の 史料ネ ッ ト は福井の場合 と 時様、 新潟 ネ ッ ト を 支援 し た 。

市民 ・ 行政 と の連携

2004年度 の 史料 ネ ッ ト の活動 は 、 例年以上に相次い だ 自 然災害への対処 に 大 き な ウ ェ イ
ト が置 か れ た が、 阪神地域の市民や行政 と の連携 に よ る 、 歴史 ・ 文化の取 り 組み も 引 き 続

い て行 わ れ た 。 と く に市立美術博物館の存廃問題が持ち 上がっ て い る 芦屋市で は 、 同館学
芸員 の協力 の も と 、 9 月 5 日 に 芦屋市民ホ ー ル で近世市民講座 「芦屋の歴史 を た ど る ~尼

崎藩 と 灘 日 の 村 々 �J を 開催 し た 。 約 1 10人が参加、 芦屋市民の 間 で の 歴 史 ・ 文化への 関
心 と 、 市立美術静物館の こ れ ま で の 訳 り 組みへの評価が う かが わ れ た 。

10年間の活動の総括

大震災産後 に 誕生 し た 史料 ネ ッ ト は 、 当 初 は 期 間 限定の 緊急対応 を 想定 し て い た が、 そ

の 活動 は予想、 を 超 え て広 が り 、 現在 は恒常 的 な 組織 と し て活動 を 展 開 し て い る O 史料ネ ッ

ト 創設以来の代表者で あ る 実村弘 (神戸大学文学部助教授) は 、 こ の 10年 間 の 活動 を 総括

し た論考「大規模 自 然災害 と 地域歴史遺産保全 歴 史資料ネ ッ ト ワ ー ク 10年の 歩 み か ら 一 」
(歴史科学協議会編 「歴史評論Oß No . 666、 校倉書房発行、 2005年 10月 ) で、 史料 ネ ッ ト
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の活動展 開 を 5 つ の 時期 ・ 段階 に 区分 し て評価 し た 。
第 1 期 1995年 2 月 - 3 月 歴史資料保全情報ネ ッ ト ワ ー ク の成立

震災発生19 日 呂 の 2 月 4 日 、 大阪歴史学会、 日 本史研究会、 大阪歴史科学協議会、 京都

民科歴史部会 と い う 、 関 西 に 拠点 を 置 く 4 学会 に よ り 、 被災史料保全の た め の 団体 ・ 阪神

大震災対策歴史学会連絡会が結成 さ れ、 そ の 窓 口 と し て歴史資料保全情報 ネ ッ ト ワ ー ク (略
称史料ネ ッ ト ) が開設 さ れた 。 連絡会 に は 全国 的 な 学会で あ る 歴史学研究会、 歴史科学協

議会 も 加 わ っ た 。 史料ネ ッ ト の事務局 は尼崎市立地域研究史料館内 に お かれ た 。

こ の 時期、 向 じ被災史料 ・ 丈化財保全 に 取 り 組 む 囲体 と し て 、 神 戸 に 拠点 を 置 く 地元

NGO 救援連絡会議 の な か に 設立 さ れ た 文化情報部、 文化庁が呼びか け て 関 係 団体な ど と
と も に組織 し た 阪神 ・ 淡路大震災被災文化財等救援委員 会 と い う 2 団体が存在 し て い た。
史料ネ ッ ト は マ ス コ ミ な ど を 通 じ て被災史料保全 を 呼びか け 、 情報 を 募 る と と も に 、 被災

自 治体や前記 2 団体か ら の情報や協力 要請 に応 じ て 、 被災家屋か ら の史料 ・ 文化財搬出保

全作業 (通称、 ・ 文化財 レ ス キ ュ ー ) な ど を 行 っ た 。
第 2 期 1995年 4 月 - 1996年 3 月 巡回調査、 市民講座 な ど活動範聞 の 広 が り

第 2 期 に 入 る と 、 文化財等救援委員 会 が 4 月 末、 NGO 文化情報部が5 月 に被災 地 で の
活動 を 終了 す る O 被災史料 ・ 文化財保全は地元 自 治体の責任 と 守備範囲 に 属 す る こ と で、
被災 自 治体が常態 に戻 っ た以 降 は ま かせ る と い う 考え 方 に も と づい た結果で あ っ た。

こ の 時点 ま で に 実路 さ れ た 丈化財 レ ス キ ュ ー は、 丈化財等救接委員 会が16件、 NGO 文

化情報部が13件、 史料ネ ッ ト が 4 月 末 ま で に 16件 (他団体 と の 共 同 実施 に よ る 重複 6 件 を

合む) で あ っ た 。 被災地全域の家屋 の 被災状況か ら す れ ば、 保全対象の う ち ご く 一部 し か

情報がつ かめず、 対処で き な か っ た 。

こ の た め史料ネ ッ ト は 、 要請待 ち で は な く 能動的 に被災史料の所在情報 を 把握すべ く 、

地元 自 治体 と の 共 同 に よ る 巡回調査 を 開始 し た 。 各 自 治体が持つ既存の 地方 文書調査台帳

を も と に 、 旧集落 を戸別 に 訪問調査す る と い う も の で、 3 月 末か ら 11 月 初 め に か け て 、 伊

丹、 神戸、 宝塚、 明石、 川 西の 5 市域で計37 回 、 参加延べ326人 に よ る 調査 が実施 さ れ た 。

こ れ に よ り 多 く の保全対象が確認 さ れ、 レ ス キ ュ ー を 実施 し た結果、 史料ネ ッ ト に よ る レ
ス キ ュ ー (他団体 と の 連携件数合 む) は 1995年度末段階で34件、 参加延べ472 人 (連携団
体含 む 、 う ち 史料ネ ッ ト 304人) に 及 ん だ。 レ ス キ ュ ー は 結局 1997年度 ま で続 き 、 同 年 度

末 ま で の 実施件数44件、 参加延べ505人 ( う ち 史料ネ ッ ト 334人) 、 保全史料 ・ 文化財 は 段 ボ ー
ル箱1 ， 000箱以 ヒ と い う 結果 と な っ た 。 こ の ほ か、 ボ ラ ン テ イ ア に よ る 保全史料の仮整理 ・

目 録作成作業が開始 さ れて お り 、 現在 に い た る ま で継続 し て い る O

ま た 、 第 2 期 で は 、 被災地の市民 と と も に震災復興 ・ ま ち づ く り と 歴 史 ・ 文化 に つ い て

学び考 え る シ ン ポ ジ ウ ム ・ 市民講産 な どが開始 さ れた 。 こ れ ら は 、 巡回調査や レ ス キ ュ ー

を 通 じ て 市 民 と 接 す る な か、 専 門 家 と 市民 の 開 の 史料 ・ 文化財 に 対 す る 認 識 の 大 き な

ギ ャ ッ プ、 あ る い は市民社会 と 専 門 家 の 間 の 日 常的 な 関係 の 斯絶があ き ら か と な り 、 そ の
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こ と が被災史料 ・ 丈化財保全に対す る 大 き な 障害 と な っ て い る と い う 認識 が生 ま れ、 そ れ
を 埋め よ う と い う 趣 旨 の も と に企画 さ れた 。

こ れ ら を 通 し て 、 震 災復興 に 取 り 組む さ ま ざ ま な 市民団体 ・ NPO、 自 治体 な ど と の連

携関係が生 ま れ、 さ ら に は埋蔵文化財、 建築文化財、 震災そ の も の の記録 ・ 資料の保存 な
ど、 震災後興 と 歴史 ・ 文化保全 を め ぐ る さ ま ざま な 課題 に も 活動対象 を 広 げて い く こ と に
な っ た。
第 3 期 1 996年 4 月 -2002年 5 月 組織名称の改称、 恒常的活動 ・ 普遍 的 課題
第 4 期 2002年 5 月 ~ 組織体制の 改組、 活動課題 ・ 目 的の 一層 の 明確化

第 2 期 ま で の 活動 を 通 じ て 史料ネ ッ ト は 、 行政の責務で あ る 史料 ・ 文化財保存 を 支援す
る 災害時 ボ ラ ン テ イ ア か ら 、 市民社会の一員 と し て主体的 に地域の歴史 ・ 文化保全 を 担 う

恒常的 ボ ラ ン テ イ ア へ と 取 り 組み ス タ ン ス を 変化 さ せた 。 そ う い っ た市民主体の取 り 組み

と 、 そ の実践 を 通 し て得 ら れ る 社会的合意がな く て は 、 災害時 に お い て も 平時 に お い て も

歴史 ・ 文化が社会的 に 守 り 活か さ れ る こ と に は な ら な い と い う 事実が、 実践的 に あ き ら か
と な っ た か ら であ る O

そ う い っ た経験 と 認識 を ふ ま え て 、 史料ネ ッ ト は 1996年 4 月 に 歴史資料保全情報ネ ッ ト
ワ ー ク か ら 歴史資料ネ ッ ト ワ ー ク へ と 改称 し 、 ①震災処理の継続、 � 被災地の歴史 ・ 文化
保全、 ③歴史学、 史料 ・ 文化財保存 と 社会 を め ぐ る 普遍的課題 と い う 3 つ の課題 を 掲 げて 、

恒常的活動 を 展 開す る こ と と な っ た 。

2002年 5 月 に は 、 市民社会 の な かで、 の 実践の積み重ね と 、 全国各地で毎年 の よ う に発生

す る 自 然災害への対処経験 を ふ ま え て 、 よ り 継続 的 ・ 安定的 な 組織体制 を 構築すべ く 会
費 ・ 会員 制へ と 移行 し 、 次の 6 点 を 活動の柱 と し て い く こ と に な っ た 。

① 阪神 ・ 淡路大震災後の保全歴史資料の保存 と 活用

② 板神 ・ 淡路大震災 に 関す る 資料 ・ 記録の保存 と 活用
③ 被災 地 を 中 心 と す る 市民 の 歴 史研究活動の援助

④ 大規模 自 然災害 に つ い て の 史料保全 ・ 歴史研究 に つ い て の提言

⑤ 大規模 自 然災害の 際の 歴 史学会の史料保全活動の暫定的 な セ ン タ ー の役割
⑥ 市民社会 の 中 での 歴 史資料の あ り 方 に つ い て の研究

第 5 期 2004年~ 大規模災害への 広域的対処

常 に 実践的 な 活動ス タ イ ル や 守備範 囲 を 拡大発展 さ せて き た 史料 ネ ッ ト が、 2004年度 に
は 頻発す る 大規模水害への広域的対処 と い う 、 新 た な 課題 を つ き つ け ら れ、 試行錯誤の な
かで活動 を 展 開 し た 。 同年度 は 同 時 に 、 10年 目 を 迎 え た 史料 ネ ッ ト の 世代交代 の 時期 に も
当 た っ て お り 、 奥村代表は 、 こ の2004年長JJ、昨 を 史料ネ ッ ト に と っ て の 第 5 期 と 位置付 け

て い る O
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被災史料 ・ 文化賠保全活動の歴史的意義

10年 嵩 の 活動実績 を ふ ま え て 、 史料ネ ッ ト を 中心 と す る 阪神 ・ 淡路大震災以来の被災史
料 ・ 文化財保全活動 を 総括 し た と き 、 そ の 評価すべ き 点 は 、 以下の よ う に ま と め る こ と が

で き る O

① 日 本の 歴史学、 史料 ・ 丈化財保存事業の 歴 史で 、 は じ め て大規模災害 時 に 組織的 な
史料 ・ 文化財保全活動が取 り 組 ま れた こ と O

② 指定丈化財以外の民間所在史料 ・ 文化財 を も 対象 と し て 、 専 門 家 や 市民 の ボ ラ ン テ

イ ア が加わ っ た 、 官民共 同 の 保全活動が実現 し た こ と O

③ こ う い っ た経験が、 そ の 後の 台湾大地震 (1999年) や 鳥取県西部地震 (2000年) 、

芸予地震 (2001年) 、 宮城県北部地震 (2003年) 、 福井豪雨 ・ 台風23号 (兵庫県 ・ 京

都府北部) ・ 新潟 県 中 越地震 (2004年) な どの 現場 に お い て活 か さ れ 、 さ ら に経験

が深め ら れて い っ た こ と O

④ 震災後の経験 を 通 じ て 、 史料 ・ 文化財 の 防災対策 と は単 に 災害対花、 の 技術的方法論

や行政施策拡充 の 問題 な の で は な く 、 む し ろ 市民社会 に 内在化 し た 歴 史学や史料 ・
丈化財保存 と い う あ り 方そ の も の 、 そ の社会的存在意義が問 わ れて い る と い う 認識

が生 ま れた こ と O さ ら に は 、 そ の課題 を 受 け 止め 具体化す る 、 実践的 取 り 組みが始

ま っ た こ と O

こ う い っ た 、 幅広い社会的視点 に 立 っ た 歴 史 ・ 丈化保全の 実践 と 、 経験 ・ 実績の積み重

ね は 、 今後の社会 に お け る H霊史 ・ 丈化の位置 ・ あ り 方、 ひ い て は 日 本 に お け る 市民社会の

あ り 方そ の も の に対 し て大 き な 積極的意義 を 持 っ て い る と 評価 で き る O

〈歴史資料ネ ッ ト ワ ー ク 連絡先〉

千 657-8501 神戸市灘区六 甲 台町1-1 神戸大学文学部地域連携セ ン タ 一気付

TELlFAX 078-803-5565 

e-mai l  s-net @lit . kobeωu .  ac . j p  

http:/www . li t . kobe-u . ac . jp/-macchan/ 

〔各地で連携 シ ン ポジ ウ ム 〕

地域の文化財 で あ る 歴史文書 を 守 ろ う と 、 史料ネ ッ ト な どは 各地で 自 治体や市民 と の連
携 シ ン ポ ジ ウ ム を 開催 し て い る 。 2004年 6 月 に は吊崎市立小 田公民館で 「現代社会 に お け

る 歴史学 ・ 史料 ・ 文化財 保全J の テ ー マ で 開 い た 。 こ の な かで 「史料保存の 活動 の な かで
歴史遺産 を 守 り 、 地域の 歴史や震災体験 を 未 来 に伝 え よ う と す る 市民 間 の合意が育 っ て い
る O 市民 自 ら が暦史 を 学び 『歴史像J を つ く る 力 を 持つ よ う に な っ た」 と 評価 し た 。 論議

の な かで 、 「研究者 か ら 市民へ と い う 一 方 向 の 歴 史学か ら 、 市民 と と も に 歴 史像 を つ く り
上 げ る 双庁 向 の活動が重視 さ れる 」 と い う 意見 が出 さ れた 。
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2005年 1 月 に は姫路市立城郭研究セ ン タ ー で 「市町合併 と 地域遺産 の保 全 ・ 活用 を 考 え

る 一公文書 ・ 文化財 ・ 地域史料 J に つ い て 討議 し た 。 こ れ は 神戸大学文学部地域連携セ

ン タ ー が主催 し た も の で、 県 内各地の丈化財担当 者、 研究者、 市民 ら が参加、 合併 に伴 う
文化財や行政丈書の保存 ・ 活用 に つ い て話 し 合 っ た 。 同 セ ン タ ー の市町調査 で は 、 合併後

の 諜題 と し て 「資料の 集約方法J r歴史遺産 に対す る 住民 の 開 に 温度差」 な どが指摘 さ れ

て い る O 「合併 に伴 う 丈化財 の保存 ・ 活用 の論議 は ま だ は じ ま っ た ばか り で 、 他地 区 の事
例 を 参考 に 情報提供 し た い」 と い う O

ま た 、 2005年 6 月 に は 尼崎市立小 田 市民会館で 「風水害か ら 歴 史資料 を 守 る J の テ ー マ
で シ ン ポ ジ ウ ム が行 わ れ た 。 討論で は 、 過疎や高齢化 に よ っ て 区有や個人蔵史料の保管が

難 し く な っ て い る こ と が指摘 さ れ、 江戸時代 の 林 田 藩 (姫路市) の基礎史料が市場 に 流 出
す る な ど、 史料保全の環境の難 し さ が浮彫 り に な っ た。 史料ネ ッ ト の よ う な ボ ラ ン テ ィ ア

活動 に も 限界があ り 、 「研究側 に も 保全 に は 無 関 心 だ っ た」 と の 反省 も 聞 かれ た 。 日 ご ろ

か ら 住民 と 行政、 研究者が連携 し 、 地域の 史料 を 町づ く り や地域社会 を 育 て る 核 と し て活
用 し て い く と い う 、 日 常の 地 道 な 取 り 組み こ そ が史料保全 に つ な がる ー と ま と め ら れた 。
同 年 9 月 に は、 岡 山大学で も 「 史料ネ ッ ト セ ミ ナ ー 」 が開催 さ れた 。

4 . 繰と 花で鎮魂 と 復興
〔全国 か ら 「は る かのひ ま わ り J )

大震災の犠牲 に な っ た小学校 6 年生の 「加藤 は る か」 か ら 名付 け ら れた 「 は る かの ひ ま

わ り 」 は 、 被災者 の 思 い と と も に全国 に 広 が っ て種蒔 き や コ ン ク ー ル な どが行 わ れ た が、

震災10年の2005年 1 月 17 日 に は 、 神戸 ・ 三宮の東遊菌地で 開 か れ た 追悼 の 集 い で 、 ひ ま わ

り の絵が展示 さ れ た 。 少女 は 、 神戸市東灘 匿 の 自 宅が全壊 し て亡 く な っ た が、 そ の場所 に
ひ ま わ り が咲 き 、 被災者 を 励 ま し た こ と か ら 被災地 に ひ ま わ り を 植 え る 運動 が は じ ま っ た 0

2004年 に も 幹線道路ぞい に 蒔 か れた ひ ま わ り 数千本が見事 な 大輪の花 を 付 け 、 写生会 も 行

わ れ た 。 ま た 、 全国 に ひ ま わ り の 絵 を 募集 し た と こ ろ 、 秋 田 、 広 島 な ど各地か ら 約2 ， 700

点の作品が寄せ ら れ、 こ の う ち 300点が展示 さ れた 。

は る か の姉 ・ 加藤 い つ か は 、 NPO 法人 「阪神 淡路大震災 1 . 17希望 の 灯 り J の 副 理事

長 を 務 め 、 ひ ま わ り の絵の展示会 を 実施 し た が、 震災で家族 を 失 っ た苦 し み を つ づ っ た手

記 『は る かの ひ ま わ り "ll ( ふ き の と う 書房) を 出版 し た 。
生活が少 し ずつ 落 ち 着 い て く る と 、 「妹が存在 し な いJ と い う こ と を ひ し ひ し と 感

じ る よ う に な っ て き た 。 学校か ら 夕 方、 家 に 帰 っ て き て妹の存在 を 見 つ け よ う と し

て部屋 を 探 し て い る 自 分が い た り す る O

妹の死か ら 立 ち 直〔れ な い毎 日 がつづい た 。 家族の病気 な ど暗い 日 々 だ っ た が、 被災者 た

ち と の交流 の な かで 、 次第 に 自 分 を 取 り 戻 し て い っ た と い う O

残 さ れ た 人 た ち が どれ だ け苦 し ん で こ れ ま で を 生 き て き た か、 あ な た を 失 っ た 家族
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と し て 「生の声」 を 伝 え て い き た い 、 と 私 は思 い ま す。

〔鎮魂の桜6 ， 500本〕

全聞か ら 集 ま っ た 「は る かの ひ ま わ り 」 の
絵 と 姉のいつか (中央) ニ神戸市立青少年
科学館 (神戸新聞社提供)

大震災 の 犠牲者の鎮魂 を 顕 っ て 、 1999年 か ら 全国各地 に桜 を 植 え 続 け て き た シ ン ガー ソ

ン グ ラ イ タ ー ・ し ら い み ち ょ ( 山梨県) は 、 2005年 3 月 初 日 に神戸市灘 区 の 都賀 川公 園 の
植樹で、 目 標の 6 ， 500本 を 達成 し た 。 し ら い は 震 災後、 応援歌 「私 と あ な た の街」 の 制 作

や 支援 コ ン サ ー ト 、 仮設住宅の訪問 な ど被災地 に か か わ っ て き た 。 r街は き れい に な っ て

き た が、 〈思 い〉 は 取 り 残 さ れ て い る 気がす る O 亡 く な っ た 人の魂が宿 る 場所 を 設 け て あ

げた い」 と 、 失 わ れ た 命 を 上 回 る 6 ， 500本の 桜 で 「 レ ク イ エ ム ロ ー ド (鎮魂 の 道) J を 作

ろ う と 考 え た と い う 。

1999年 に 同市 灘 区 の 灘 丸 山 公 園 で 1 本 呂 を 植樹 し た の を 皮切 り に 、 チ ャ リ テ ィ ー コ ン

サ ー ト の 収益や募金 を 高木の購入 に 充て 、 鹿児 高県の屋久島 を は じ め 九州 か ら 北海道 ま で
全 国80 カ 所 に 桜 を 植 え つ づ け 、 6 年 間 で 目 標 を 達成 し た 。 rlO年 は か か る と 思 っ て い た

が、 地元の 皆 さ ん の協力 で早 く 達成 で き た。 桜 を 通 し て命 の 大切 さ を 育 て る こ と に つ な が

れ ば う れ し い 。 今 日 か ら が新 し い ス タ ー ト 」 と 、 語 っ た 。 最後の植樹 の あ と i司 区 の沢の鶴

資料館 で チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト を 開 い た 。

〔親和の校舎跡 に “震災躍闘" ) 

震災で被災 し た神戸市灘 区 の 親和 女子高校 ・ 中学校は 、 倒 壊 し た校舎 の 跡地 を 庭閣 と し
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て 整備 し 、 2004年12月 に は在校生が花の 菌 を 植 え た 。 こ の 一角 に は 、 震 災 で 犠牲 に な っ た

当 時 中 学2年生の 中北百合の名 に ち な んで 、 自 ユ リ の球根 も 植 え た。

六 甲 山 の 麓 に あ る 同校 は 、 震災で 中 学棟が全壊す る な どの被害 を 受 け た 。 高校の卒業生
が例年行 っ て き た 記念植樹 も 出 来ず、 緑化基金 と し て積み立 て た 。 そ の 後 の 卒業生 も 基金
を 増 や し 続 け 、 2004年度 に は 1 ， 000万 円 に達 し た 。 中 学諌 は 別 の場所 に 建 て 直 さ れて お り 、

同 校 は 跡地 を 庭 園 に整備 す る こ と に し た も のO ケ ヤ キ 、 コ ナ ラ な ど100種 類 の 草木 を 植樹、

庭関 も 作 っ た 。 こ の 一部 に 「ユ 1) の庭園」 を 設 け、 し の ぶ石碑 も 建て ら れ る 予定で、 10年

前 の 出 来事 を 記情 に と どめ る と い う O

〔い ま も 咲 く ハ ク モ ク レ ン 〕

大震災の震源地 に近い津名 郡北淡町富島 (現在淡路市) で犠牲 に な っ た 宗 和 に さ ( 当 時

82歳) が、 自 宅の 裏庭で大切 に 育 て て き た大 き な ハ ク モ ク レ ン が、 10年経 っ た い ま も 建物

跡地で花 を 咲かせた 。 震災で 自 宅が倒壊、 下敷 き に な っ た 。 近 く に住む二女が駆 け付 け た

が、 助 け 出 す こ と は 出 来 な か っ た 。 倒壊 し た家展の撤去がは じ ま る な か、 母 が大事 に し て

い た ハ ク モ ク レ ン を 守 ろ う と 、 「 こ の木 を 残 し て や っ て く だ さ い」 と 書い た ダ ン ボー ル を
水 に つ る し た。 そ の年の 3 月 、 い っ せい に咲 い た 真 っ 白 な花 は 、 被災地で疲れ果て た住民

た ち の心 を和 ま せた 。 そ の ご区 画整理の対象 に な っ たが こ の土地 は そ の ま ま 残 さ れて 、

10年経 っ た現在 も 白 い 花 を 付 け 、 町の復興 を 見守 っ て い る O

〔東遊園地 に ヤ マ ザ ク ラ 〕

「一人 ひ と り が l 本」 を 合い 言葉 に 、 震災の あ っ た 1995年 に設立 し た市民団体 「森の会J

(大阪府吹田 市) は 、 震災10:tJ三の2005年 1 月 17 日 、 神戸市 中央区の東遊 園 地 に ヤ マ ザ ク ラ

10本 を 植 え た 。 同 会 は 、 全 国 約150人 の メ ン バー が緑の少 な い公園 に 木 を 植 え た り 、 荒れ

た 土地 を 耕 し て畑 に す る な どの 自 然保護活動 を 行 っ て い る O 「被災地 に も 希望 の木 を 植 え

た い」 と 、 神戸 な どで も 植樹 を つ づ け て い た 。 前 年 に亡 く な っ た事務局長 ・ 船尾弘 (大阪

市淀川 区) が、 10年 に は 追悼 の 植樹 を と 計画 、 遺志 を 継 い だ会員 た ち が約 2 . 51;;:の ヤ マ ザ

ク ラ を 植 え た 。

〔復興支援1 0年委員会の総括〕

震災復興の シ ン ボ ル と な る 事業 を 総合的 に パ ッ ク ア ッ プす る た め文化人や経済人 ら でつ

く る 「阪神 ・ 淡路震災復興支援10年委員 会」 は 、 2004年度 も 「 ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー

ク 」 や 文化再生事業 な ど幅広 い 活動 を 展 開 し た 。 同委員 会 は 、 震災後10年 を 目 標 に さ ま ざ
ま な 支援 を 行 っ て き たが、 …部 を 残 し て活動 に 幕 を 閉 じ た 。
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グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク

被災地の 緑豊 か な 復興 を 目 指 し た 「 ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク 」 は 、 震災10年の2005
年10月 21 日 、 神戸市 中 央 区 の 県立美術館で 、 運動への感謝 を込め て 「震災10年 の っ とふい」

を 開 い た 。 こ の運動 は 、 大震災で多 く の 建物が瓦 れ き と 化 し た な かで 、 樹木が火災の延焼

や家康 の倒壊 を 防い で く れ、 被災地 の 人 々 に 安 ら ぎ と 再生への勇気 を 与 え て く れた こ と か

ら 、 建築家の安藤忠雄 ら が呼び掛 け て結成 し た 。 全国か ら 苗木や募金 を 集め て 、 被災 し た

10市10町 に 緑 を 植 え 続 け た 。 10年の つ どい で は 、 人 と 防災未来セ ン タ ー 長 ・ 河 田 恵、昭が 「生

活の な か に 緑 を 育 て る こ と が、 防災 に つ な がる 」 と 基調講演、 河 田 ・ 安藤の対談では 「防

災 は く文化〉 と し て根づか な い と 効果 を 発揮 し な い。 日 常か ら く備 え〉 を 意識すべ き だ」

と 話 し た。 問 運動 は 、 こ れで一応 の幕 を 閉 じ 、 な ぎ さ 公園 に 運動 に協力 し た も の の銘板 も

設置 さ れた 。
10年 間 の 運動 の 成 果 は 、 「 向運動10年の歩みJ ( ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク ) に ま と

め ら れ て い る が、 募金総額 は4億623万4 ， 602円 、 高 木提供 は 1万6 ， 702本 に 達 し 、 グ リ ー ン

ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 植樹 は 15万5 ， 467本 だ、 っ た 。 植樹 は 、 鎮魂 の気持 ち を 込め て コ ブ シ 、

タ イ サ ン ボ ク 、 ハ ク モ ク レ ン 、 ハ ナ ミ ズ キ な ど 白 い花の咲 く 木 を 中心 に25万本 の 目 課 を 目

指 し た が、 こ れ を 遥か に超 え る 30万5 ， 733本 を 達成 し た 。 こ の う ち 白 い 花 は 18万7 ， 483本だ っ

た 。 市町別 で は 、 神戸市が10万8 ， 057本 と 最 も 多 く 、 次 い で商宮市6万7 ， 159本、 芦屋市 3
万9 ， 133本、 宝塚市1万8 ， 759本、 北淡町 1 万4 ， 252本 な どであ っ た。

こ の ほ か2004年度 の シ ン ボル ツ リ ー 記念植揮 は、 西宮市 の 市立西宮東高校 ( 6 月 ) 、 北

淡町の千在川河川敷 き (12月 ) 、 神戸市長 田 区 の復興の森 ・ 希望公園 (2005年 3 月 ) 、 同 市

の渚 中学校で の フ ラ ン ス ・ シ ラ ク 大統領夫人の記念植樹 ( 同 ) だ、 っ た。

最後の復興支援演奏会

文化復興 を 支援 す る 「心 に 歌声 を 2005 ニ ュ ー イ ヤ ー コ ン サ ー ト J は 、 2005年 1 月 5 日 に

神戸市 中央区 の神戸新聞松方 ホ ー ル で 開 かれ た 。 震災 を 風化 さ せ な い よ う に と 1998年 か ら
は じ ま っ た コ ン サ ー ト も 最後 と あ っ て 、 豪華 な ス テ ー ジ で締め く く っ た。 ソ プ ラ ノ 歌手の

佐藤 し の ぶ 、 歌手の本田 美奈子、 筆築 ( ひ ち り き ) の稲葉明徳、 和太鼓の 時勝矢一路 ら が
出演、 構成 と 司会 は 当 初か ら かか わ っ て き た 作 曲 家 の 三枝成彰が当 た っ た 。

こ の ほ か文化再生事業で は 、 10年 間 に 5 回 の 震災文化 に 関 す る フ ォ ー ラ ム や、 セザー ル の
「エ ッ フ ェ ル塔」、 ア ン ソ ニ ー ・ カ ロ の 「プー ル」 な ど寄贈彫刻の受け入れな どを行っ て き た。

ま た 、 五嶋 み ど り に よ る レ ク チ ャ ー コ ン サ ー ト (2004年 6 月 、 神戸市立 本 山 第三小学校) 、

邦楽 レ ク チ ャ ー コ ン サ ー ト ( 同 年 6 月 、 同 ) を 支援 し た 。

挑 ・ 輔背英会 震災遺児育英事業

震災で親 を 亡 く し た子供た ち がす こ や か に成長す る よ う に と 、 奨学金 の 支給 を 行 っ て い
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る O 毎年 1 万 円 ず つ 、 10年 間 継続 し て募金 し て も ら え る 人 を 中心 に し 、 コ ン サ ー ト や講演
会か ら の 募金、 匠名 の 募金 を 含め て 4 億9 ， 123万6 ， 606内 が集 ま っ た 。 こ れ ら は 兵庫県教育

委員 会 に寄付 し 、 「阪神 ・ 淡路大震災遺児育英資金」 と し て 、 遺児 た ち に 支給 を 続 け て い る 0
2004年度 は 、 109 人 に 支給 し た ほ か、 6 月 12 日 に は 西宮 ・ な る お文化ホ ー ル で 「被災青少

年 を 励 ま す集いj を 開催 し た 。
10年 間 の 実績 は 、 支給者は 2 ， 314人 に達 し て い る O こ の ほ か被災児 た ち を 励 ま す た め に 「神

戸港 ク ル ー ジ ン グJ ( 1997年1 1 月 ) 、 「明石海峡大橋開通記念ブ リ ッ ジ ウ オ ー ク J (1998年 3

月 ) 、 「ス ペ イ ン ・ カ タ ル ー ニ ャ ・ モ ン セ ラ 修道 院聖歌隊 と の 交流会J (2000年 5 月 ) な ど

を 聞 い た 。

5 . 震災10年を未来へつな ぐ
〔最多規模の追悼行事〕

震災10年 と な る 2005年 1 月 17 日 の 追悼行事 は 、 天皇皇后両陛下 を は じ め 国 内外の要人が

参列す る な ど、 参加団体数は 過去最多の規模 に な っ た。 兵庫県 の追悼式典 は 、 県公館 と 百
A T神戸 (神戸東部新都心) の 2 カ 所で行 わ れ、 i苛l珪下がは じ め て 出席 さ れた ほ か政府代

表 な ど約500人が参列 し た。 神戸市は 民 間 間体 と と も に '1 . 1 7 の つ どしり を 東遊 園地で 開催、

西宮市 は 5 年ぶ り に 追悼式、 明右市、 津名郡北淡町 も 式典 を 行 っ た 。 被災地の市民間体で

構成す る 「市民 に よ る 追悼行事 を 考 え る 会J に よ る と 、 民 間 の 追悼行事は 、 学校関 も 含め
て 1 ， 938団体に も 上 っ た 。 追悼 セ レ モ ニ 一 、 法要、 コ ン サ ー ト の ほ か585の 商白缶、 ス ー パ 一 、

商業施設が正午 に黙祷 を 捧 げ、 神戸港、 明石港 に 入港 し て い る 船舶36隻が追悼 の 汽笛 を 鳴

ら し 、 1 56 の 寺 院 、 教会が鐘 を 鳴 ら し た 。

530通のメ ッ セ ー ジ

震災10年 を 機 に 兵庫 県 が募集 し て い た '1 . 1 7 メ ッ セ ー ジ」 が、 県 内 外 か ら 530通 も 寄せ

ら れた 。

今で も 思い 出す と 涙が止 ま り ま せ ん 。 私 た ち 家族が無事だ っ た の は 、 母親が身代 わ
り に な っ て助 け て く れ た ん だ、 と 信 じ て い ま す。 こ れか ら も 、 人 を 大切 に し 、 亡A き

母 の分 ま で強 く 生 き て い き た い 。 (西宮市 ・ 男性)

突然、 息子 を 失 っ た 私 は 一生、 人 と かか わ っ た り す る こ と が出 来 な い と 思 っ て い ま
し た 。 息子への い ろ ん な 思 い は 消 え る こ と は な い け れ ど、 そ の 思 い と 一緒 に 生 き て

い く 決心が出 来 ま し た。 元気 な 私 を 、 今で も 遠 く 離れ た と こ ろ で心配 し て く れて い
る た く さ ん の お 友達 に 伝 え た い と 思 っ て い ま す。 (西宮市 ・ 女性)

5 歳か ら 89歳 ま で の メ ッ セ ー ジ で 、 こ れ ら すべて は 「 人 と 防災未来セ ン タ ー」 で展示 さ

れ た 。
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〔各地 で メ モ リ アル ウ オ ー ク 〕

兵庫県 な どが主催 す る fl . 17 メ モ リ ア ル ウ オ ー ク 」 は 、 震災10年の節 目 と あ っ て全 国 か

ら の支援への感謝 を 込め て2005年1 月 17 日 に 行 わ れ た O 東ル ー ト は 商宮市役所か ら 、 西 ル ー

ト は神戸市長 田 区 の 県立文化体育館か ら 人 と 防災未来セ ン タ ー ま で の 15九 コ ー ス で、 途 中
の 起点 か ら 参加す る 10九、 5キロ の コ ー ス も 設 け ら れた。 ゴー ル で は 、 ミ ュ ー ジ シ ャ ン の イ
ル カ 、 高石 と も や 、 ぱん ぱ ひ ろ ふ み 、 紙ふ う せ ん が、 コ ン サ ー ト を 聞 き 、 盛 り 上 げた。

ま た 、 同 l 月 15 日 に は 、 西宮市で 「震災モ ニ ュ メ ン ト 交流 ウ オ ー ク 」 が 開 か れた ほ か神

戸 市で も 被災 地 の 復興 を 見 て 歩 く 「神戸 ツ ー デー マ ー チJ が あ り 、 2 ， 500人 が参加 し た 。

同 3 月 27 1::1 に は 、 N H K の 朝 の ド ラ マ 「 わ か ば」 の舞台 を 巡る 「神戸慰霊碑め ぐ り ツ ア ーJ

が行 わ れ た O モ ニ ュ メ ン ト を 回 っ た あ と 、 同市北 区 の し あ わせの村で、 住 田 功一 ア ナ ウ ン

サ ー の講演、 パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン な どがあ っ た 。

大正 ウ ィ ー ク が復活

震災で焼け野原 に な り 、 復活 し た神戸市 長 田 医 の 大正筋商庖街 は 、 震 災 で 中 断 し て い た
「大正 ウ ィ ー ク 」 を 2004年10月 31 日 に護活 し た 。 同商庖街が大正時代 に 誕 生 し た こ と に ち

な んで行わ れ、 風物詩 に な っ て い た も の で、 当 時 のハ イ カ ラ 文化 を 象徴す る パ レ ー ド や 、

大衆の 人気 メ ニ ュ ー の再現、 無声映画 の上映、 人力車の試乗 な ど、 IIlJ を 挙 げて盛 り 上 げ た 。

イ ベ ン ト に 合 わせ て新潟県 中 越地震の義援金 も 募 っ た 。

6 . 増 え続け る 震災モニュ メ ン ト
( r思い刻ん で」 を 出版〕

震災モ ニ ュ メ ン ト マ ッ プ を 作成 し て き た NPO 法人 「阪神淡路大震災l . 17希望の灯 り 」 は 、

震災10年 に新 し く 「思 い 刻 ん で一震災10年 の モ ニ ユ メ ン ト J を 出版 し た 。 震災後、 亡 く な っ

た 人 た ち へ の鎮魂、 震災の経験 を 後世 に 伝 え よ う と 、 数多 く の モ ニ ュ メ ン ト や 慰霊碑、 追

悼碑が建 て ら れ た 。 市民団体 を 中 心 に 「震災 モ ニ ユ メ ン ト マ ッ プ」 も 作成 さ れ、 交流 ウ オ ー

ク も 30 留 に も 及 ぼ う と し て い る O だ が、 モ ニ ュ メ ン ト は 増 え 続 け 、 236 カ 所 に も 達 し て い

る た め 、 節 目 の年 に ま と め る こ と に な っ た 。 取材 は 、 毎 日 新聞 震災取材班が当 た っ て お り 、

総集編 と も い え る も の O
「すべ て の 犠牲者 に 、 私 た ち は哀悼の 意 を さ さ げる O プ レ ー ト に 名 を 刻 ま れ て い る か否

か は全 く 問 題 に な ら な し、 。 モ ニ ユ メ ン ト は 、 石 や 金板の上 に あ る の で は な い。 そ れ は 私 た

ち の心 に 深 く 刻 み つ け ら れて い る J こ の本 の 冒 頭 に神戸在住の作家陳舜臣 が 「鎮魂」 と

題 し た ー 丈 を 寄せ て い る ほ か 、 遺族の手記 も 掲載 し て い る O 「息子 た ち は 、 命 と 引 き 換 え に 、

命の尊 さ 、 思 い や り 、 語 り 合 う こ と の大切 さ な ど、 私 た ち に 多 く の こ と を 教 え て く れ ま し
た 。 失 っ た 尊 い命 を 無駄 に す る こ と な く 、 語 り 継 い で い か ね ば と 思 い ま す。 ま た 、 プ レ ゼ

ン ト し て く れた 多 く の 出 会い が、 私 た ち の宝 と な っ て い ま す」 と 、 神戸市灘 区 の公 闘 に犠
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牲 に な っ た 息子夫婦の 「長 き た 証」 に桜 を 植 え た 足立悦夫 (豊岡市) は記 し て い る O

CJ I I池に 「いの ち の碑JJ

大震災で壊滅 的 な 被害 を 受 け 、 100人以上が亡 く な っ た神戸市兵庫 区 の 川 池地区 で2004
年12月 12 日 、 r ) 1 1 池公 園 」 が完成 、 品角 に 慰霊碑 「 い の ち の碑」 が建て ら れた 。 同 地 区 は 、
会下山 町、 大井町、 松本通、 上沢通 の約3 ， 000世帯だが、 震災 で 約 7 割 が全焼、 全壊 し た 。

震災後、 住民の 間 か ら 「 こ の 災 害 を 伝 え て い き た い」 と 慰霊碑建立の声が上が っ た が、 場

所 も な く 、 実現 し な か っ た 。 震災10年が近づい た こ ろ 、 震災復興土 地 区 画整理事業が完了

し 、 同公閣が設量 さ れた た め 、 住民 ら が基金 を 集め て碑 を 完成 さ せた 。 慰霊碑 は 、 幅 2 t ;;;、

奥行 1 江、 高 さ 1 - の 黒御影製、 命 の 大切 さ を 語 り 継 ぐ た め に 「 い の ち の碑」 と 名付 け た 。

地 区 内 の 犠牲者の名 前 を 刻 ん だ 自 然石 を 内部 に納 め て い る O

〔 あ の 日 あ の時 を 忘れ た い で も 〕

「 あ の 世 あ の 時 を 忘 れ た い で も 忘れて は い け な い い つ ま で も 」 神 戸市東灘区森
南 町 の 森公 園 に あ る 大震 災 の 慰霊碑の 碑丈 で あ る O 同 地 区 で は 100人以上 の 命が失 わ れ た 。

震災後の復興事業 で も 深刻 な対立があ り 、 住 民 た ち がぱ ら ぱ ら に な っ た 。 「震災の こ と は

思 い 出 し た く な しり と い う の が、 ほ と ん どの気持ち だ っ た と い う O だが、 犠牲者へ の 思 い

や 、 震災直後 に助 け 合 っ た 近 隣の住民の こ と を 伝 え て い こ う と 、 震災10年 を 機 に 慰霊碑の

建立 を 決め た 。 「 こ の慰霊碑の 前で、 住民の き ず な が取 り 戻せ た ら j と 、 2005年 1 月 17 日
に 追悼 の 集 い を 聞い た 。

〔 ブー タ ン に恩悲 し の釣 り 鐘〕

大震災の復興 を 励 ま し て く れた，恩返 し に と 、 神戸の市民団体 「神戸 ブー タ ン友好協会」 が
ヒ マ ラ ヤ の仏教国 ・ ブー タ ン の タ ク ツ ァ ン僧院に釣 り 鐘 を 寄贈、 2004年11 月 初 日 に突 き 初め

式が行 わ れ た 。 同協会は 、 ブ ー タ ン が鎖国 を 解い た あ と の1981年に発足 し 、 ミ シ ン や車な ど

の物資 を提供、 研修生の受 け 入 れ な どを し て き た。 大震災の時 に は、 国王が 「復興成就」 の

親書 を 届 け、 3 日 開喪に服 し た と い う O 釣 り 鐘は 、 高 さ 50手ン、 直径約50r、 重 さ 100キロ で、
火災で焼 け た 同借 院の復旧の一助 に と 贈 っ た。

〔煉瓦の記憶 を 後世 に 〕

大震災で全壊 し た神戸市中央区海岸通の煉瓦倉庫 の 一部が、 震災の記憶 を伝 え る モ ニ ュ
メ ン ト と し て よ みがえ る こ と に な っ た 。 煉瓦倉庫 は 1907年 ご ろ 、 帝国 ホ テ ル な どの創 業 に

かかわ っ た 政商 ・ 大倉喜八郎が建設、 英国式倉庫が立 ち 並ぶ様子は 呉 国情緒あ ふ れ る 港町
の シ ン ボル だ、 っ た 。 戦後は神 明倉庫 が譲 り 受 け て い た が、 震災で倒壊 し た 。 同社で は 煉瓦

を 捨 て ず に保管 し て い た が、 跡地 に 老人 ホ ー ム が完成す る こ と に な っ た の で、 道路ぞい に
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煉瓦倉庫の 一部 を 再現す る こ と に な っ た。

( 1 0年ぶ り に時 を 室IJむ 〕

神戸市東灘区、 本庄小学校の シ ン ボル だ、 っ た柱時計が復活 し た。 こ の柱時計Aは、 震災で
全壊 し た校舎の 中 央玄関 に あ っ た が、 運び出 さ れた と き は ひ び割れ、 振子 は折 れ て 、 重 り

の紐 も ち ぎ れて い た。 そ の ご、 資料室 に保管 さ れて い た が、 昔 の 丈集 の な か に 「 ド ア を く

ぐ る と 古 ぼ け た 時計があ る J と 書か れて い る の を 先生がみ つ け 、 震災10年 を 機 に復活 さ せ

る こ と に し た 。 時計 は 1951年製で、 高 さ 160+ / の 堂 々 と し た も のO 姫路市 の 時計屈で修理、

見事 に 元 に戻 っ た 。 2005年 1 月 17 日 に震災祈念セ レ モ ニ ー で披露 さ れ、 正面玄関で時 を 刻

み は じ め た 。

{ 折 り 鶴で モ ニ ュ メ ン ト }

神戸市中央区の大 汀
日 、 大震災で犠牲 に な っ た 6 ， 433人 と 河 じ 数の 活躍 し た ボ、 ラ ン テ ィ ア の数であ る 。
折 り 鶴でつ く っ た震災モニ ュ メ ン ト 「神戸港の
掛け絵」 が登場 し た 。 開高居街は震災で大 き な
被害 を 受 け た が、 「震災 を風化 さ せ た く な い」
と 毎年 1 月 17 日 に 、 自)社燭 を コ ッ プに浮かべて追
悼す る 「鎮魂火」 を続けてい る O 震災10年 を迎
え る に 当 た っ て 、 震災の記憶を受け継 ぎ、 地域
の触れ合い を大切 に し よ う と 、 折 り 鶴 に よ る モ
ニ ュ メ ン ト づ く り を計画 した。 地域の人た ち ゃ
荷庖fよ? に 来 る 人、 小学校児童 ら に活動は広が り 、
l 年た ら ずで17万2 ， 000羽 に な っ た。 「掛け絵」
は 、 虹がかかっ た神戸港か ら悠然 と 出航す る コ
ン テ ナ船 を 表現 し て お り 、 高 さ 2 . 2t;，:、 幅5 . 5t ;，:
の も の。 こ の前 に は 、 ケ ー ス に納めた 12万6 ， 000

く参考文献〉

神戸港の掛け絵 と 折 り 鶴 を 見 る 小学校児童 た ち
大 日 六商)訓告] (神戸新院社提供)

「市町合併 と 地域遺蔑の保存 ・ 活用 を考 え る 一公文書 ・ 文化財 ・ 地域資料 J 神戸大学文学部地域連携セ ン タ ー
2005 . 1  
「歴史文化に蒸礎 を お い た地域社会形成 の ため の 自 治体等 と の遠携事業3J 神戸大学文学部 2005 . 3  
「防災意識の啓発 と 被害軽減 シ ス テ ム 構築 につ い てJ 村 ヒ裕道 2005 . 10 
「は る かの ひ ま わ り 」 加藤いつか ふ き の と う 書房 2004 . 12 
「ひ ょ う ごグ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク 運動10年の歩み」 ひ ょ う ごグ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク 2005 . 10 
「思い刻ん でー震災1 0年のモニ ュ メ ン ト ーJ N P O法人阪神淡路大震災1 . 17希望の灯 り ど り む社 2004 . 12 
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fi- lrrJ 震災の記憶を引 き 継いで

6 ， 433 人 が犠牲 に な っ た 阪神 ・ 淡路大震災 は 、 過去の 災害 に 比べ て 、 膨 大 な被災記録や

復興過程 に 関す る 書物 が出 さ れた 。 行政、 大学、 民 間 、 そ れ に被災者 自 身がそ れぞれの体
験や教訓 を つ づ、 っ た 。 避難所の様子 を 描い た 日 誌や 、 被災者向 け に配 ら れた チ ラ シ 、 壊れ
た い ろ い ろ な 物 、 こ れ ま で は 収集対象 に な ら な か っ た も の ま で、 資料 と し て積極的 に 残 さ

れ て き た 。 行政の検証作業 も 進み 、 大学の研究、 発信 も つづい て い る O 震災10年、 民 間 の
活動 は 地道 な も の に 変化 し つ つ あ る が、 被災地の な か に 「教訓」 と し て根づい た 。

1 . 人 と 防災未来セ ン タ ー を中心に
神戸市 中央区A の 「人 と 防災未来セ ン タ ー」 は 、 阪神 ・ 淡路大震 災 に 関連す る 物 品 、 資料

の 最大の収集施設 と い え る O 地震発生時刻 で止 ま っ た 時計、 焼 け た硬貨 な ど約16万点 を 保

存 し 、 一部 を 展示 し て い る 。 全国最大の約 2 万8 ， 000点 の 震災関連圏妻 を 所蔵す る 「資料室」

も あ り 、 無料で 開放 し て い る O こ こ の特徴 は 、 神戸大学の 「震災犠牲者間 き 語 り 調査会」

に よ る 聞 き 取 り 調査の公開 で あ る O 被災状況、 建物 の 間取 り な どが詳細 に 書かれ、 ほ か に
は な い震災の記憶 と な っ て い る O

犠牲者の “生 き た証 し " 公開

統計数字 だ け で は わ か ら な い大震災の悲惨 さ を 後 世 に 伝 え よ う と 、 阪神 ・ 淡路大震災記
念協会 (神戸市 中央区) は 、 2005年 3 月 初 日 か ら 「人 と 防災未来セ ン タ ー 」 資料室の専用

パ ソ コ ン で、 犠牲者の 顔写真や 遺族の メ ッ セ ー ジ な どの公開 を は じ め た 。 犠牲者の記録は

時 間が経つ と と も に 難 し く な っ て お り 、 同協会は 「 同 じ 悲 し み を 二度 と 繰 り 返 さ な い た め
に も 、 一人一人の実像 を 残 し た い」 と 、 遺族 に 呼び掛 け て い た が、 348人 分 に 達 し た た め 、

了解の取れた132 人 を 公 開 し た も の O 妻 を 亡 く し た長 田 区 の男性は 吋 も う え え か ら 行 っ て」

と 妻の声がか え っ て き た 。 そ れが最後の声で し た 。 自 の前 で炎が上が り 広が っ て い く O な

ん て む ごい 、 こ ん な 事忘 れ る こ と は で き ま せ ん」 と つづ っ た 。

三宮 を 3 次元両像で復元

大震災で大 き な被害 を 受 け た神戸 ・ 三宮 の フ ラ ワ ー ロ ー ド の震災宜前、 直後、 現在の変
貌 を コ ン ピ ュ … タ ー 上 に3次元画像で復元 さ せ る た め 「人 と 防災未来 セ ン タ - J は 、 2004

年 9 月 か ら 資料写真 の 募集 を は じ め た 。 復元す る の は 、 同 市 中 央 区 加納 町の 交差点か ら J

R 三 ノ 宮駅前 、 市役所 を 経て神戸税関 の あ る 国道 2 号線の周辺の風景で、 神 戸 の 表玄 関 だ、 っ
た が、 震 災で市役所や多 く の ピ ルが倒壊す る な どの被害が出 た 。 同 セ ン タ ー は 、 3 つ の 異

な る 局面 を 両像化す る こ と に よ っ て 、 震災の惨状 を リ ア ル に表現で き る と 判 断、 立体映像
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に し て残す と い う 。

わ た し た ち の 「擾興史」

「人 と 防災未来セ ン タ ー 」 は 、 大震災の援興の歩み を パ ソ コ ン 上で振 り 返 る 「 わ た し た

ち の復興 プロ ジ ェ ク ト 」 を ス タ ー ト さ せ た 。 国交省 の 地理情報 シ ス テ ム を 利 用 し 、 建物 の

ほ か被災時か ら 保存 し て い る 生活道具、 小物 な ど震災 に 関連 の あ る 写真、 復 興 に至 る 文章

な ど を 地図 上 に 記録 し て デー タ ベ ー ス 化、 イ ン タ ー ネ ッ ト で発信す る 。 地 図 の 対象 は 、 阪
神 間 や 淡路 島 の 10市10町で、 同 プ ロ ジ、 エ ク ト は 「子 ど も た ち ゃ若い世代 を 中 心 に 、 震災 を

体験 し て い な い 人が増 え て い る O 風化 さ せ な い た め に も 、 個 人 の 記録が共有 で き る デー タ

ベ ー ス を つ く っ て 、 国内外に発信 し な け れば な ら な い」 と 語 る O

〔震災対誌の記録 を 収集〕

大震災の と き 、 自 治体、 企業、 ボ ラ ン テ イ ア は ど う 動い た か一兵庫 県 は 震 災発生時の対

花、 に つ い て 、 2004年10月 か ら 全国規模の記録収集 を は じ め た 。 震災10年 を 迎 え る こ と か ら 、
自 治体や企業、 さ ま ざ ま な 団体が展 開 し た 活動 の 記録 を 風化 さ せ る こ と な く 後世 ま で保存

し よ う と い う も の O 収集す る の は 、 震災か ら 1年 間 の対応で、 記録集、 資料の提供の ほ か、

被災地への 支援の 内容 な ど も 開 く O 全国 の都道府県、 3 ， 000市町村、 3 ， 000の上場企業、 県

内 の企業、 各 国体や NPO、 ボ ラ ン テ ィ ア 団体 な どが対象。 こ れ ら の記録 は 、 ま と ま り 次第、
「人 と 防災未来セ ン タ ー 」 で公開す る O

〔震災画像 を 教材 に 〕

神戸市教育委員 会 は 、 活用 さ れな い ま ま 市立小学校 な とマ に 眠 っ て い る 震災時の写真 や 映
像 を デジ タ ル化 し 、 学習教材 に 再生す る こ と に な っ た 。 震災 を 知 ら な い子 ど も た ち に 自 然

の脅威 な ど を 学ん で、 も ら い 、 教訓 と し て伝 え て い く の がね ら い。 写真 は 約100点、 映像は

約60時 間分あ り 、 い ずれ も 混乱 の な かで教員 や市職員 が撮影 し た 。 2004年10月 か ら 一部 の
小学校の授業 に取 り 入れ る ほ か、 全国の教育現場で利用 で き る よ う に イ ン タ ー ネ ッ ト で も

順次公開 す る O

〔震災1 0年 を CD欄ROMJ

神戸市 は 、 震 災 10年 を 迎 え 、 10年 間 の 記録 を ま と め た CD-ROM を 発行 し た 。 当 時 の 市

広 報課職員 が撮影 し た 写真や 映像 を 収録、 緊迫 し た状況が伝 わ っ て く る o CD-ROM に は 、
被災状況、 毎興の取 り 組み 、 10年 間 の年表、 震災復興キ ー ワ ー ド集、 震災復興の記録写真 ・

映像、 復興の総括 と 検証、 広報紙面、 市民の ア イ デア な ど を 収録 し た 。
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〔震災資料の保存機関 〕

大震災の 資料 を 保存、 公開 し て い る 主要 な 施設 は 6 カ 所あ る O 淡路の 北淡震災記念公園

は 、 野 島 断層 を 保存 ・ 公開 し て い る た め 、 断層 や地質 に 関す る 資料が多 く 、 無料で利用 で

き る O そ れぞれが多数の 資料 を 保存 し て お り 、 今後は 、 こ れ ら の資料を ど の よ う に 活かす

かが課題 に な っ て い る O

震災資料保存施設

「人 と 防災未来セ ン タ ー J (神戸市 中央医) 図書 ・ 地 図 な ど約 2 万8 ， 000点

「神戸大学付属関書館震災文庫J (神戸市灘区) 問書 ・ 雑誌、 写真 な ど約 4 万点
「兵庫県立国書館 フ ェ ニ ッ ク ス ・ ラ イ ブ ラ リ ー J (明石市) 図書 な ど約 1 万 3 ， 000点

「神戸市立 中 央図書館 1 . 17丈庫J (神戸市 中央区) 図書、 ビ デ オ な ど約3 ， 100点

「人 ・ 街 ・ な がた 震災資料室J (神戸市長田 区) 避難所資料、 写真 な ど約 3 万点

「北淡震災記念公 園 閲 覧室J (淡路 市 ) 断層 、 地質、 震災復興図書 な ど約3 ， 000点

〔三木に 防災の拠点公園〕

大震災の教訓 を 踏 ま え て 、 安全 と ゆ と り を 基調 と し た県域の総合的 な 紡災拠点 「県立三

木総合防災公密J (三木市志染町) の 整備が進 め ら れて い る O 公園 内 に は 、 世界最大の 「実
大三次元振動破壊実験施設」 、 県立広域防災セ ン タ ー の ほ か陸上競技場、 球技場、 野球場

な どが完成 し た。 2006年の の じ ぎ く 国体の会場 と し て も 利用 さ れ る O

震度 7 の揺 れ を 再現

三木市の 「実大三次元振動破壊実験施設J ( E デ イ フ ェ ン ス ) で は 、 2005年11 月 21 日 に

実物の 木造住宅 を 鈍 っ た 坂神 ・ 淡路大震災 と 同 じ震度 7 の揺れ を 再現 し た 公開実験が行 わ

れ た 。 築31年の 2 階建て住宅 2 棟の う ち 、 耐震補強 を し た住宅は倒 れ な か っ た が、 補強 を

し な か っ た住宅は倒壊 し た。 大震災が起 き て も 耐震補強が効果的 な こ と が実証 さ れた 。

ま た、 1 1月 10 日 に は京都の町家の公開実験が行 われた。 防災科学研究所 (茨城県つ く ば市)

と 京都大学の 「大都市大震災軽減化特別 プ ロ ジ ェ ク ト 」 の一環で、 1932年 に 建築 さ れた 2
階建て 町家 に 、 簡 単 な 耐震補強 を 施 し た。 震度 6 弱程度の揺れで、 町家 は 倒 壊 は し な か っ

たが、 土壁 に亀裂が入 札 一部は はがれ落 ち た 。 吉い 町家の耐震の必要性が証明 さ れた 。

〔復興1 0年 に 、 進む検証〕

こ の 10年 聞 に 大震災の被災地 は 、 どの よ う に復興 し て き た の か、 出 来 て い な い課題 に つ

い て は 、 ど こ に 問題点や壁があ っ た の か。 兵庫県 の 「復興10年委員 会」 は 、 検討 し て き た
「復興10年総括検証」 の 最 終報告書 を 2005年 1 月 7 日 、 井戸敏三県知事 に 渡 し た 。 検証 は

6 分野、 54 テ ー マ で 、 新 た な 制度や対策 な ど459項 目 の提言 を 取 り ま と め た 。 合計4 ， 500-;)
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以上の膨大 な 内容 に な っ て い る O こ の提言は報告会で報告の あ と 、 I 月 15 日 に 「創造的復

興 フ ォ ー ラ ム 」 が 関 か れ た 。 こ こ で は 、 文化 に 関す る も の を 紹 介す る O
提言の基調 文化や街並み ・ 景観 を 生か し た個性豊かな ま ち づ く り

大震災 は 、 文化財や文化施設等の 丈化資源や街並み ・ 景観 を破壊 し た が、 行 政や地域の
人 々 、 居体等の協働の も と 、 そ の 再生 に 向 け た 取 り 組みが展 開 さ れた 。

く震災か ら の文化 や 街並み等の再生〉 被災地 で は 、 震災直後か ら 被災者 を 励 ま す た め の コ
ン サ ー ト や演劇公演 ・ 展覧会な と々が行わ れ、 震災で傷つ い た被災者の心 を 癒 す と と も に 、
震災で一時途切 れた伝統的 な 祭 り の復活や、 震災 に よ っ て 減少 し た芸術文化の 鑑賞 ・ 発表

の機会 を 拡充す る た め の 支援 な どの取 り 組み は 、 被災者 に勇気 を 与 え 、 夢 と 希望 に つ な がっ
た 。 ま た 、 震災で被害 を 受 け た指定丈化財 を は じ め と す る 丈化財や 、 美術館、 博物館等の

文化施設 ・ 丈化 ホ ー ル等 は 、 早期 に復旧 し た ほ か 、 復興の シ ン ボル と な る 文化の拠点 と し

て 、 神戸 ア ー ト ピ レ ッ ジ セ ン タ ー (1996年) 、 や 県立美術館 「芸術の館J (2002年) が オ ー

プ ン す る と と も に 、 2005年秋の 開館 を 目 指 し て 、 芸術文化セ ン タ ー の整備 も 進 ん で い る 。

さ ら に 、 神戸 ・ 北野町の近代建築や灘の酒蔵 な ど麿史 的景観の再生が進め ら れ る と と も に 、

景観ル ネ サ ン ス ・ ま ち な み保全事業や ま ち な み緑化事業が実施 さ れ、 地域独 自 の街並み や

景観の保全 に 向 け た取 り 組み も 進 ん でい る O
く震災の教訓i を 生 か し た取 り 組みの発展〉 今後 は 、 こ の よ う な 震災 の教訓 を 生 か し た取 り

組み を さ ら に発展 さ せ、 芸術文化や丈化財 を 生 か し た 地域づ く り 、 人づ く り や 、 景観形成

を 考慮、 し た ま ち づ く り を 進め て い く こ と が重要であ る O そ の た め 、 ①文化活動 を 担 う 人材

や 団体の活動 を 支 え る 仕組みづ く り ②芸術文化施設の創造 ・ 発信機能の強化 や 施設運営へ

の住民参画の促進③丈化財 を 活用 し た 地域づ く り や 防災性の 向上④住民 と 行 政が連携 し た
街並み ・ 景観 に 配慮 し た ま ち づ く り の推進 な どの取 り 組み を 進 め て い く 必要があ る O

〈文化や街並み ・ 景観 を 生 か し た個性豊か な ま ち づ く り の推進〉 地域の祭 り な どの伝統文

化、 音楽や演劇 な どの芸術文化、 地域固有の 街並 み ・ 景観 な ど は 、 地域の個 性 を 形成す る
と と も に 、 地域 に 住 む 人 々 に 、 や す ら ぎや う る お い 、 安心や元気 を 与 え る こ と か ら 、 今後

と も 、 地域の様々 な 主体の参画 と 協働 の も と で 、 総合的 な 地域文化の振興 や 、 街並み ・ 景
観 を 生か し た個性豊 か な ま ち づ く り を 進 め て い か な け れ ばな ら な い 。

文化活動 ・ 今後への提案

〈活力 や癒 し につ な が る 公演 ・ 鑑賞や地域文化活動への 参加機会の拡充〉 ア ウ ト リ ー チ 活

動 (芸術文化 に 触 れ る 機会の少 な い人への機会提供) を 推進す る と と も に 、 被災地芸術文

化活動補助 制 度 の 終了 後 も 支援の継続が必要。

〈被災地の 文化活動 を 担 う 人材や 団体が活動す る 仕組みづ く り 〉 ア ー ト N P O 等 と 行政 ・
企業のパー ト ナ ー シ ッ プ ( 協働 関係) の構築や、 ヘ リ テ ー ジ マ ネ ー ジ ャ ー を は じ め と す る
教育機関 と の連携な ど に よ り 、 文化活動 を 担 う 人材や 団体が活躍す る 仕組みづ く り を 進め る O

く拠点施設 に よ る 部 造 ・ 発信 と 施設運営への 住民参画〉 県立美術館、 芸術文化 セ ン タ ー な
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ど拠点施設の創造 ・ 発信機能の 強化 及 びネ ッ ト ワ ー ク 化 を 進 め る と と も に 、 施設運営への
住民参画 を 図 る O

〈文化財の 防災意識の啓発 と 被害軽減 シ ス テ ム の構築〉 ヘ リ テ ー ジマ ネ ー ジ ャ ー の育成 を

通 し て 、 個 別 文化財の甜震性能 の 向 上 と 社会状況 を 含め た文化財防災環境 の 向 上 に 関 す る

総合的 な 規範づ く り を 推進す る O
〈文化 に よ る 人づ く り ・ 地域づ く り の推進> '芸術文化振興 ピ ジ ョ ン J や 「歴史文化遺産

活用構想、 (素案) J に基づ き 、 文化の振興 を 通 じ た 人づ く り ・ 地域づ く り を 推進す る O

〈総合的 な地域文化振興の シ ス テ ム づ く り 〉 文化施設や教育機関、 芸術家 、 企業な ど を 有
機的 に 結 び付 け 、 地域全体 と し て の文化力 を 高 め て い く た め の総合 的 な シ ス テ ム づ く り を

検討す る O

〔新 し い文明の創造へ〕

震災が都市文明 に発 し た 警告 を 見つ め 直 し 、 21世紀の成熟社会の あ り 方 を 考 え る シ ン ポ

ジ ウ ム 「新 し い21世紀文明 の 創造 に 向 け て J ( 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 な ど主催) が2005
年 3 月 14 日 、 神戸市 中 央 区 の 兵庫県公館 で 関 か れ た。 哲学者の梅原獄 ・ 国際 日 本文化研究
セ ン タ 一顧 問 は 、 基調講演 の な かで '21世紀文明 と い う の は 、 自 然破壊の 文 明 か ら 自 然 と

の共生 と 循環の文明へ転換 し 、 国 家 中 心 の 文 明 か ら 人類の共 同体の な かで 一 つ の 国家 が ど

う 生 き て い く か と い う 考 え 方 に変 え る べ き だ。 国際都市 で あ り 、 震災 を 体験 し た神戸 は 、

新 し い 文 明 を 先取 り し た ま ち づ く り を進 め て ほ し い」 と 語っ た 。

〔市民検証 と フ ォ ー ラ ム 〕

市 民 の 立場 か ら 10年 間 の 復興過程 を 検認 し 、 教訓 を 発信す る 「市民 と NGO の 妨災 国 際
フ ォ ー ラ ム J が2004年12月 10 日 、 神戸市 内 で は じ ま っ た 。 NGO や研究者 ら が ま と め た 「震
災10年市民検証」 の概要 を 発表 し 、 「最後の一人 ま でい の ち を 救 う J ' も う ひ と つ の生 き 方

の提案J '震災文化の発信」 の 3 点 の基本項 目 を 示 し た。 詳細 な 検証 内 容 は 、 10年 の 経験
を 踏 ま え た 行動計画 と 合わせて 出 版す る O

こ の ほ か被災者や行政に提言す る 第三者機関 「被災者復興支援会議 田 」 が2004年 4 月 か

ら 連続 フ ォ ー ラ ム を 開催、 「震災文化」 な ど10の キ ー ワ ー ドで話 し 合 っ た 。 被災地の おGO

で つ く る 「震災10年市民検証研究会J (西宮市) は 、 同 7 月 に検証 フ ォ ー ラ ム 「発見 ・ も

う ひ と つ の く ら し」 を 開 き 、 「学 び と 文イヒ」 な どの テ ー マ で討論 し た 。

2 .  r教訓J を未来に伝 え る
〔震災の記憶 と 表現〕

「記憶 は だ れ の も の な の だ ろ う か。 常識的 に い え ば、 記憶 と は 個 々 人 の 脳 内 の現象 だか
ら 、 あ な た の記憶 は あ な た の も の で あ り 、 わ た し の記憶 は わ た し の も の で あ る だ ろ う O だ
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が、 本 当 に わ た し の 記憶 は わ た し だ け の も の な の だ ろ う かJ (寺 田 匡 ・ 国立 歴史博物館研

究員 )
大震災の記憶 を どの よ う に 伝 え て い く か を テ ー マ に し た展覧会 「 い つ か の 、 だ れ か に

阪神大震災 ・ 記'1意の く分有〉 の た め の ミ ュ ー ジ ア ム 構想、一展J が、 2005年 1 月 14 日 か ら 23

臼 ま で 、 神戸市 中 央 区 の fCAP HOUSEJ で 聞 か れ た 。 被災体験がな い 人 で も 、 ど う 記憶

を 分け合い、 受け継げる か を模索 し た 。 こ の展覧会は 、 歴史や建築 な ど異分野の研究者で

つ く る グ ル ー プ 「記憶 ・ 歴史 ・ 表現 フ ォ ー ラ ム 」 が、 神戸市長 田 区 の震災資料保存 グ ル

プ 「震災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブ」 の協力 で実現 し た 。

「言己J罷」 の展示 は 、 ま っ た く 新 し い展示方法 を 取 り 入 れ た 。 「棚へー く 未 来〉 の 配達 の
た め に」 で は 、 ア ー カ イ ブで保存 さ れて き た 千数百点 の ボ ラ ン テ ィ ア 資料 を 、 配達途中 の

郵便物 と み な し て 、 入場者が 自 由 に手 に 取 っ て見 た あ と 、 仕分け棚 に 置 い て も ら う 仕組み

に な っ て い る 。 震災の記憶 は 、 教訓 や 防災 に 生か さ れ る だ け で な く 、 層 囲 の だ れか に 渡 し
て い く も の と イ メ ー ジ し た と い う O 震災で な く な っ た 「慶 ち ゃ ん の こ と 」 で は 、 1万1 ， 000

字の文字 だ け で表現 し た 。 多 く の 人 の 記'憶 (文字) に よ っ て 、 一人の小学生の 姿 を 浮 か び、

上が ら せた 。

「記憶の風化 と い う 発想 は 、 当 時 の 出 来事 こ そ が く真実〉 で あ り 、 待 問 が経 て ば く真実〉

は失 わ れ る と い う 考 え に 支 え ら れて い る O し か し 実の と こ ろ 、 記憶 に く真実〉 や風化 な ど

は あ り 得 な い。 記鰭は い つ で も 偶然 に 晒 さ れ、 変形や創造 を 重 ね て新 た な 記憶 と な り 、 い

つ か だ れ か に 伝 わ っ て い く し か な い 。 そ の よ う な 記憶の現実 を 踏 ま え つ つ 、 そ の本来の あ

り 方 を 損 ねぬ よ う に 、 万 人 に 開 か れた記憶の表現方法 を 探る べ き だ ろ う 。 風化 と い う 発想

を や め る こ と が、 記憶 を 風化 さ せぬ唯一の道 で あ る J (笠原一人 ・ 京都工芸繊維大学助手)

多元的な 記憶 を 伝 え る た め に

I 万1 ， 000字の 「慶 ち ゃ ん の こ と ( Iい
つ か の、 だ れ か に 阪 神大震災 ・ 記憶 の
く分 有〉 の た め の ミ ュ ー ジ ア ム 構 想、

展J ) =CAP HOUSE 

「記憶 ・ 歴 史 ・ 表現 フ ォ ー ラ ム J は 、 展 覧 会 最 終 日 の2005年 1 月 23 日 に シ ン ポ ジ ウ ム
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「多元的 な 記憶 を 伝 え る た め に」 を 聞 い た 。 こ の な かで 「 “表現" と は 、 人 と 記憶 と の 関

係 を 構成す る 方法であ り 、 報道や一部の震災美術展 な ど は 自 己表現だ」 と の 意見があ り 、
記憶 を 万 人 に 開 く と い う 立場 を 明確 に し た 。 向 日 発行 さ れ た 展示図録の な かで 、 グ ル ー プ
代表の 寺 田 匡 は 「大震災 は 大 き な 災厄 で あ っ た 。 だが し か し 、 人 は そ の災厄 の な かで何事

か を み つ け て い か な く て は な ら な い。 お そ ら く 、 こ れ ま での社会 も そ の よ う な 痛切 な 経験

か ら 学ばれた も の が積み上が っ て 出来 て き た も の で あ る はずだ。 わ た し た ち がそ の連鎖の

な か に い る な ら 、 わ た し た ち は わ た し た ち な り の や り 方で記憶 を 伝 え る 方法 を こ れか ら か

た ち に し な く て は な ら な い」 と 書い て い る O

こ の ほ か、 2 回 の公開研究会、 音楽 と 詩の セ ッ シ ョ ン 「途上 に て一投壊、 足音、 声一」

な どが行 わ れ た 。 ラ イ ブ は 、 港大尋のバ ン ド 「 ソ シ エ テ ・ コ ン ト ル ・ レ タ 」 で 、 詩 の朗読

は 、 金時鐘、 季村敏夫、 細見和之が出演 し た 。

〔神戸大学震災文産が展示会〕

大震災の 関 連資料 を 収集、 公開 し て い る 神戸市灘区の神戸大学付属 図書館 「震災丈庫」
は 、 震災10年の節 目 に 当 た り 、 2004年1 1 月 8 日 か ら 「震災資料展」 を 開 い た 。 復興の足跡、

の検証 に つ な がれ ば、 と は じ め て企画 し た も の で 、 10年 間 に 蓄積 さ れ た 震災 資料か ら 、 震

災 当 日 に発行 さ れ た 新 聞 各紙 の 号外、 ボ ラ ン テ イ ア の活動記録 な ど約100点が展示 さ れ た 。

「震災文庫j は 、 100年後 も 地震 の 悲惨 さ を 理解で き る よ う に と 、 1995年10月 に 開設 さ れ、
震災 に 関す る 新 聞 、 論文、 写真 の ほ か、 公開 で き る も の は な ん で も 収集 し て お り 、 石油 ス

ト ー ブ、 チ ラ シ 、 避難所の 日 誌 な ど約 4 万点 に 達 し て い る O ま た 、 会期 中 に 聞 かれた岩崎

信彦 ・ 神戸大学丈学部教授 の記念講演 「震災文庫 か ら く震災〉 を 読み解 こ う 」 で は 「戦災

や 台 風 な ど も 含め 、 災害の 集合記憶 を 長期 的 に 見 渡 し 、 〈災害文化史〉 と し て新 た な研究

対象 に す る べ き だ。 そ し て市民の立場か ら 、 防災 を 平和へ と つ な げて い く 文化形成が大切
だ」 と E苦 っ た 。

神大ニ ュ ー ス ネ ッ ト

震災 を き っ か け に発足 し 、 震災報道 に 力 を 入れて い る 学生団体 「神戸大学ニ ュ ー ス ネ ッ
ト 委員 会」 の ホ ー ム ペ ー ジ が2004年 9 月 、 ア ク セ ス 数30万件 を 超 え た 。 間 大 学 で は 学生、

教職員 ら 44人が犠牲 に な っ た 。 教訓 を 伝 え て い こ う と 学生 ら は 1995年 6 月 に 委員 会 を 設立、

関 西学生報道連盟 ( 11大学) に所属 し て 震災報道 を ス タ ー ト し た。 ホ ー ム ペ ー ジ は 、 犠牲

者 の 追悼 の た め に 翌年 に 立 ち 上げ、 8 年 間 で大台 に乗 っ た 。 2005年 は 震災10年 に な る の で 、
遺族や 防 災研究、 ボ ラ ン テ ィ ア を テ ー マ に特集 を 組 ん だ、。

〔 あ れ か ら 1 0年の展示〕

震災の避難所 な どの資料 を 集め て い る 神戸市長田 区役所の 「 人 ・ 街 ・ な がた 震災資料室」
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で は 、 2004年1 1 月 9 日 か ら 区民 ギ ャ ラ リ ー で、 「震災資料室展 ~ あ れか ら 10年」 を 開催 し た 。

同 区役所の 職員 約30人でつ く る 資料室 は 、 約 3 万点 の 資料 を 収蔵 し て お り 、 毎年、 テ ー マ

を 決め て公 開 し て き た。 今 回 は 10年 目 と あ っ て個人情報が記載 さ れて い る も の 以外 は すべ

て を 並べた。 と く に 、 市立蓮池小学校の避難所で使わ れ て い た釜が展示 さ れた が、 こ れは
「地獄釜」 と 呼ばれ、 避難民の交流 の場 と し て活躍 し た が、 そ の後 は 片 捕 で雨 ざ ら し に な っ
て い た も の で あ る O

〔小学校で1 0年資料牒〕

克童 ら に命の大切 さ を 知 っ て も ら お う と 、 神戸市灘|玄の稗田小学校で 「震災10年の資料

展J が2005年 1 月 に 開 かれ た 。 同校区 は 震災で大 き な 被害 を 受 け 、 児童 2 人 が犠牲 に な っ た 。

震災直後 に は 、 3 ， 000人 の避難者 で あ ふ れた と い う O 資料震 は 、 地域の惨状 を 写 し た パ ネ

ル な ど と と も に 当 時の在校生約440人が書い た作文が公 開 さ れて い る O 震 災 の 恐怖 や 、 避

難所で の 不便 な 生活 で の ス ト レ ス な ど、 子 ど も た ち の 素直 な 感情がつづ ら れて い る 。

{ ま ち の記録者 た ち展}

燃 え さ か る 街、 復興の槌音、 と あ る 被災少年 81歳の大仁節子、 音の記録者 ・ 射場崇夫、 映像
の言葉 「あ れ だ け の こ と があ っ て か わ ら ん の原 山和敏、 詩人の安水稔和の 6 人。 大仁は 、
か っ た ら お か し いですJ ……。 あ の 日 、 そ し あ の 日 か ら lOカ 所の定点撮影 を つづけ、 撮影 し
て こ の10年 を く青 ・ 映像 ・ 写真 ・ 詩〉 で、つづっ た写真 は 5 ， 000枚 を超 え る O 射場 は 、 仮設庖錦
た 「 ま ち の記録者た ち展」 が、 2005:9三 l 月 8 日 の市場な ど被災地の音 を採集、 CD 化 し た。 安
か ら 17 日 ま で神戸市中央区の「北野工房の ま ち」 水 は 、 詩 を書いた紙片 を ピ ン で止め、 自 由 に も つ
で関かれた。 て帰 っ て も ら っ た。 視覚や聴覚では な い心の記

記録者 た ち がカ メ ラ で、 マ イ ク で、 映像で、 録だ と い う 。
文字で切 り 取っ た も の は 、 事実の断片で は な く
「 ど う し て も 伝 え た かっ た こ と 」 で あ る O 出展

し た の は、 カ メ ラ マ ン の米田定蔵、 英男親子、

3 . 終わ ら ない記鰭と 記録
〔未来の被災者への メ ッ セ ー ジ〕

娘の記憶 を 残 し た い 小西真希子
今、 神戸 は 十年 目 に 向 か つ て 、 い ろ い ろ な 活動 を し よ う と し て い ま す。 け れ ど、 ど

れだ け の 人がそ の こ と を 知 り 、 参加 し よ う と し て い る の で し ょ う か。 娘 の 通 う 学校 も

ほ と ん どが地震の 後 に 生 ま れ た 子供 達 に な り ま し た 。 区 画 整理が進 み 、 大 き な マ ン
シ ョ ン が建 ち 並 び\ 町 に は新 し い住人がふ え 、 地震 は 遠い も の に な っ て き て い ま す。

亡 く な っ た娘た ち の事 を 忘れ な い で ほ し い 。 特 に 地震 を 知 ら な い子供達 に は 、 大 き
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な 地震があ っ た事、 そ の地震で多 く の人が亡 く な っ た事、 そ の 一 人 ひ と り に家族があ

り 、 そ れぞれがつ ら い悲 し い思 い を し た事、 地震で、大変だ、 っ た け ど、 大勢の 人 の 思 い
や り や や さ し さ に あ ふ れで い た事 を 知 っ て ほ し い 。 地震 を 風化 さ せ な い で ほ し い 。 十

年で終わ り で は あ り ま せ ん。 十年 目 を 前 に し て改 め て そ う 思い ま す 。 そ の た め に で き

る 事 を 、 少 しずつ頑張っ て い き ま す。

大震災の被災者 ら の手記 を 毎年、 出版 し て き た 「 板神大震災 を 記録 し つ づけ る 会J が2005

年 1 月 17 日 、 最 終巻 に あ た る 10冊 目 の 「阪神大震災 か ら 10年 未来への メ ッ セ ー ジ』 を発

行 し た 。 「公の記録か ら 漏れ た 普通 の 人 の さ さ い な 記録 を 残 し た し り と 神戸 市 中央区で震

災 に あ っ た 高森一徳がは じ め た 運動 は 、 ボ ラ ン テ イ ア や投稿す る 人 た ち の協 力 で支 え ら れ、
毎年 1 巻 を 発行、 10年で434編 の 手記 を 掲載 し た。 こ こ に掲載 し た小西真希子 は 、 第 1 巻

に 「天 国 に 行 っ た の ん ち ゃ ん」 を 書 き 、 全国的 な 反響 を 呼ん だ 。 当 初 か ら 10年10巻 と 決め

て い た 高 森 は 、 すべ て の 発行作業 を 終 え た 2004年12 月 に 急逝、 最終巻 を 見 る こ と は 出 来 な

か っ た 。 活動 を 支 え た ボ ラ ン テ イ ア ら は 、 2005年 1 月 に 出版記念会 を 県民 会館 で 開 き 、 故

人 を し の ん だ。

〔相次いで震災1 0年の記録〕

震災10年 の 節 目 に 「震災の記録 を ず、 っ と 残 し て お き た し U と 、 記録集 や 文 集 な どが棺次

い で 出 版 さ れ た 。 被災 ・ 再生 ・ 復興 と 激 し く 動 い た 地域 と と も に 歩 ん だ神戸市灘区琵琶町

の住民 ら は 「あ の 刻 を 忘 れ な い 琵琶町10年の記録Jj (2005 . 2) を 出 し た 。 JR 六 甲 道i釈の

西側 に あ る 同 町 は 、 大 き な 被害 を 受 け 、 区画整理事業 の対象 に な っ た 。 「 ま る 10年 た っ て

も 心の傷があ る 」 と 、 約50人分の声 を 集め た 。 同市長 田 区 の市民 グ ル ー プ 'KOSMA ( コ
ス マ) J は 、 被災者の言葉 で震災 を 語 り 継 ご う と 文集 『歌声 よ ! 明 日 に 向 か つ てJl (2005 . 1 ) 

を 発行 し た 。 公募 し て 集 め た 作丈や短歌、 詩 な ど を 収録 し て い る 。 震災の と き 幼か っ た子

ど も た ち が見 た震災 は 、 な どの証言集 も 出 版 さ れた o rM7 . 3 子 ど も た ち の 見 た も のJl (宙
出版、 2005 . 3 ) は、 震災 を 4 - 8 歳で体験 し た神戸市在住の 中 ・ 高校生50人 の証言 と レ ポ ー

ト が収め ら れて い る O 岡市東灘 区 の大学生有井万荊子 は 「被災 11歳の と き 」 を 出 し た。

震災か ら 3 カ 月 の様子 を 描 い た 絵 日 記で あ る O

ま た 、 被災地で震災報道 を 続 け る 神戸新開 社 は 、 復興10�年 を 地元で総括す る F守れ

い の ち を Jl (2005 . 1 ) と 報道写真集 「阪神 ・ 淡路大震災10年全記録Jl (2004 . 12) を刊行 し

た 。 新開連載 「守れ い の ち を J ' ま ち ょ 再A び」 な どの ほ か資料編、 年表 を 掲載 し て い る O
写真集 は 、 同 じ場所の 10年設の光景 と 比較 し な が ら 震災直後の 日 々 を 振 り 返 っ て い る O 東

京の市民 グ ル ー プ ，A-yan TokyoJ は 、 被災者の イ ン タ ピ ュ ー 集 「震災が残 し た も の 第

10巻J を 発行 し た。 生 の 声 を そ の ま ま 伝 え て い き た い と 、 震 災 の 年 か ら 延べ153人 を 訪ね 、
笑顔 に励 ま さ れた り 、 迷 っ た り し て書 い て き た と い う O こ の ほ か 「阪神 ・ 淡路大震災10年』

(柳 田邦男編 ・ 岩波新書、 2004 . 12) 、 『時 を 超 え て 阪神大震災10年Jl (産経新聞社、 2005 .
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5 ) 、 「阪神 ・ 淡路大震災 向 き 合い続け た 10年JJ ( メ モ リ ア ル コ ン フ ァ レ ン ス ・ イ ン神戸編、
神戸新聞総合出瓶セ ン タ 一 、 2005 . 1 ) な どがあ る O

〔震災1 0年 で特別号 〕

休刊 中 の神戸市広報誌 「甫民の グ ラ フ ・ こ う べJ が震災10年特別号 を 発行 し た 。 今年で

10歳 に な る 震災 の 年 に 生 ま れた 子供200人の写真 と 現在 の 思 い 、 親 の メ ッ セ ー ジ の ほ か、

震災直後の街の様子 や そ の後の地域の活動 な ど を 紹介 し て い る O ま た 、 や は り 休刊 中 の 「 月

刊神戸 っ 一子J も 、 地元の丈化人の手で 1 号 だ け復刊 し 、 「震災10年記念号」 を 出 し た 。
術家 ら が寄せた r100字の メ ッ セ ー ジ、」 を メ ー ン に 、 可 馬遼太郎 の エ ッ セ イ 「世界 に た だ

一つ の神戸J の 再録や震災10年 ア ルバ ム な ど も 掲載 し た 。

[ 芦屋の復興史が カ ル タ に }

復興の歩み を伝え て い こ う と 、 芦屋市の市民 ま れた 商庖街で、 建物の 8 割が被害 を受けた。
グ ル ー プ fTio ク ラ ブ」 は 、 街の情景や暮 ら し 取 り 札の絵 は 、 花見の名所で知 ら れる 芦屋川 の
を詠む カ ル タ を作 っ た。 被災者か ら 寄せ ら れた 桜吹雪 な ど名所!日跡で、 地元の小学校児童が絵
300首か ら 「ほ ん わ か と 被災 し た 心嵐め 粋 を 描 い た。 2005年 1 月 に 完成 し 、 「遊 びな が ら
強 め た あ し や 温泉J r浴衣着 て 金魚す く っ 芦原の風情や助 け合い 、 支 え あ っ た 日 々 を振 り
た 三人通 り の 夜庖懐か LJ な ど読み札44首 返っ て ほ し い」 と い っ て い る O己ν一通 り は 一所 と し て親 し

( 1 0年支 え た あ の笑顔再び〕

大震災で75人 の 犠牲者 を 出 し た神戸市東灘区本 山 中 町 の 自 治会が、 震災10年 に な る 2005
年 1 月 15 日 か ら 本山 中 町会館で、 「震災10年写真展 ~ あ な た の笑顔 に 支 え ら れ�J を 開催

し た 。 r犠牲者の笑顔 と 10年ぶ り に “再会" し て 、 思 い 出 に励 ま さ れな が ら 明 日 に 向 か つ
て生 き て い き た い」 と い う 遺族の気持 ち に 応 え た も の で 、 両親 を 失 っ た 地元 の グ ラ フ イ ツ

ク デザ、イ ナ ー ・ 野原久美子が計画 し た 。 自 治会の呼び掛 け に25 人 の遺族が写真 を提供、 笑

顔の写真 と 人柄 が し の ばれ る 品物 な とマ を 組み合わせた写真パ ネ ル、 避難所の様子や街並み

の 移 り 変 わ り の 写 真 な ど約180枚 を 展示 し た 。 ま た 、 17 日 に は 、 犠牲者 の 名 前が刻 ま れた
慰霊碑 の 前 で 、 し の ぶ 会 を 行 っ た。

〔被災地の巨大写真が神戸へ 〕

日 本 を代表す る 建築写真家 ・ 宮本経可 (東京都) が、 大震災直後の神戸 を 撮影 し た写真

の 巨大 プ リ ン ト が2005年 1 月 13 日 か ら 17 日 ま で、 神戸市西区 の神戸芸術工科大学総合ス タ
ジ オ で披露 さ れた 。 震災10年 を 迎 え た 地元で初 め て の登場だ、 っ た 。 宮本 は 震災 の 10 日 後 に
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神戸 を 訪 れ、 破壊の 凄 ま じ さ に 衝撃 を 受 け た 。 改 め て 訪 れ た街で、 知 人 宅 に 滞在 し て 約
100枚の写真 を 撮影 し た 。 巨大 プ リ ン ト は 、 そ の う ち の 12点 を 縦4日、 横 4 - に 引 き 伸 ば し

た も の で 、 1996年 のベ ネ チ ア 建築展で震災の 瓦 れ き と 一緒 に展示 し 、 最 高 の 金獅子賞 を 受

賞 し た 。 そ の後、 パ リ や ベ ル リ ン な どの 欧 州 各 国 で震 災 の 惨状 を 伝 え た が、 日 本で は 東

京 ・ 世 田 谷美術館で 4 点が公開 さ れた だ け だ、 っ た 。 神 戸 で は 、 同 大学や学 生 が協力 、 5 、

6 点が展示 さ れた 。

4 . 震災記録が膨大な映像に
大震災の な ま な ま し い記'患 を 引 き 継 ぐ膨大な 映像資料が残 さ れ、 こ の 10年で さ ら に増 え

続 け て い る O 震災記録の な かで も 最 も 貴重 な も の と さ れ、 こ れか ら の教訓 や対策 に役立 て

ら れ る 。 「 人 と 防災未来セ ン タ ー 」 に は 、 市販 さ れて い る 映像資料が243点収蔵 さ れて お り 、
資料室で公開 さ れて い る 。 こ の ほ か、 家庭用 の ビ デオ カ メ ラ で撮影 さ れた り 、 テ レ ビ ニ ュ ー

ス か ら 録画 ・ 編集 さ れた も の な ど894点 も 保管 さ れて い る O 神戸市 立図書館 に は 映像資料

約140点、 NHK は 大板、 京都の 放送局 で震災関連番組 を公開 し て い る O

〔 そ し て街は消 え た 〕

震災で全家屋の過半数477戸が全壊 し た神戸市東灘区魚崎北町の様子 を 収 め た ド キ ュ メ ン

ト ピ デオ 「 そ し て信 は 消 え たJ が2005年 1 月 17 日 、 甲 南本通商岩街で行 わ れた 震災10年 イ

ベ ン ト rl . 17震 災 メ モ リ ア ル」 で初 め て公 開 さ れた。 同 町で生 ま れ育 っ た ア マ チ ュ ア カ メ

ラ マ ン ・ 米岡健司が、 一変 し た街 の 姿 に 「 じ ぶ んが記録 し な け れ ば」 と 2 カ 月 間、 被災者
を 揖 り 続 け た 。 そ れ は 4 年 間 で400 時 間 の 映像 に な っ た。 だが、 「あ ま り に も 悲惨」 と 公開

し て こ な か っ た 。 震災10年 を 迎 え て 「風化 さ せ な い た め に」 と 上映す る こ と に し た と い う O

〔 中 高生が ドキ ュ メ ン タ リ ー 〕

震災か ら 10年 の被災地 を 題材 に 、 神戸市内 の 中 高生 ら が制作 し た 記録映画 「愛 と 紳」 が
完成 し 、 2005年 2 月 6 日 に須謄 区 の須磨パ テ ィ オ ホ ー ル で披露 さ れた 。 同 区 の NPO r こ

う べユ ー ス ネ ッ ト 」 と 同 区役所でつ く る 「映像 ク リ エ イ タ ー倶楽部」 が計画 し た も の で 、

中 高生10人がシ ナ リ オ づ く り か ら 撮影、 編集 ま で を 手掛 け た 。 30分の 映像 は 、 生徒た ち が

被災者 を イ ン タ ビ、 ュ ー し て 回 る ド キ ュ メ ン タ リ ー 。 震災当 時 は 5 � 8 歳 だ、 っ た生徒た ち は 、

当 時の記憶 も あ い ま い だ、 っ た だ け に 「震災 は 失 っ た も の だ け で な く 、 人 と 人 と の 支 え 合 い

な ど生 ま れた も の も あ っ たJ こ と が分 か つ た と 感想 を 述べ た 。

〔 レ ン スeが泣:い た 日 〕

震災で被災者が受 け た 悲 し み や 人 々 の 優 し さ を 伝 え て い こ う と 、 大阪芸術大学で教え る
写真家 ・ 有野永霧 ら 3人 が、 震災直後か ら 撮影 し て き た 写真 を 使 っ た 映像記録 DVD r レ
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ン ズが泣い た 日 々 」 を 制作、 2005年 1 月 1 5 日 に 明石市民会館 で 聞 か れ た 「 防 災 の っ とやい」

で披露 さ れ た 。 有野 ら は尼崎の NPO 'ASU ネ ッ ト 」 の 依頼 を 受 け 、 県 の震災10周年記念

事業 の一環 と し て 完成 さ せ た 。 DVD の 上映時間 は約23分で、 直後の記録、 復興 に 向 か つ

て 、 神戸の サ ン タ ク ロ ー ス 、 被災者の証言 ・ 現在 の4部構成。 「震災 は 人 間 愛 を 育 ん だ」

を テ ー マ に 、 よ み がえ る 人々 の生活 と 街 を 描 い た 。

〔再生の 日 々 を 生 き る 〕

大震災 か ら 街が復興す る 姿 を 記録 し た青油憲司監督の ド キ ュ メ ン タ 1) ー 「 阪神大震 災

再生の 日 々 を 生 き る 」 が2005年 1 月 15 日 か ら 21 日 ま で、 宝塚の シ ネ ・ ヌ ー ヴ ォ で上映 さ れ

た 。神戸市長 田 区野 田 北部で震災直後か ら 4 年 3 カ 月 に わ た っ て 、 街並 み や コ ミ ュ ニ テ ィ ー

の再生の様子 を 定点観測 的 に撮影 し た作 品 。 全14部 を 総集編 と し て 2 時間36分に ま と め た

も の で、 災 害 に 強 い 街 を 造 り 上 げ よ う と 話 し合い 、 街並み と 人の つ な が り が復興 し て い く

姿が描 か れ て い る O 「街は き れい に な っ た が、 復興 に は 終わ り がな い 。 ま だ見 た く な い 映

像か も 知 れ な い が、 復興への思 い を 共有 し て ほ し い」 と 語 っ た 。
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第三章

住 宅



は じ め に

阪神 ・ 淡路大震災か ら 10年 目 の節 目 を む か え た2004年度 は 、 住宅再建支援 に 関 し て 、 大

き な 前進があ っ た 。 2004 年 4 月 l 日 か ら 被災者生活再建支援法 を 拡充 し 、 災 害時の住宅再
建支援の 道 を 拓 く 居住安定支援制度が施行 さ れ る 一方、 こ の制度 を 補完す る 兵庫県住宅再
建共済制度が創設 さ れた 。 地震保険 な どの 「 自 助」 に 加 え 、 居住安定支援 制 度 に よ る 「公

助」 、 共済制度 に よ る 「共助J と い う 三つ の住宅再建支援の枠組みが構築 さ れ た こ と に な る O
た だ こ の枠組み で も 住宅本体への再建支援 は 十分 と は い え ず、 今後の課題 と し て積み残 さ

れ た O
住宅の地震対策で も っ と も 有効性の高 い耐震化 に つ い て は 、 2000年度 か ら 継続的 に 実施

さ れた 県や 各市町の無料耐震化診断事業 、 耐震補修工事の援助事業 は期待ほ どの成果が上
が ら な か っ た が、 国土交通省 で は i耐震化促進 の た め の 優遇税制 を 導入 し て 耐震化 を促進す

る 方針 を 打 ち 出 し た 。 実現は2006年度以降に先送 り さ れた が、 全国知事会 も 優遇税制 に よ

る パ ッ ク ア ッ プ を 要望 し て い る 。

震災で全半壊 し た被災マ ン シ ョ ン の な かで建て 替 え を め ぐ る 訴訟 に よ っ て 、 再建が手付

かず に な っ て い た マ ン シ ョ ン が、 や っ と 具体的 な 建 て替 え に 向 け て動 き 出 し た。 兵庫県下
で は 、 震災で 172棟の民需 マ ン シ ョ ン が全半壊 し 、 す で に 105棟が建 て 幹 え ら れたが、 訴訟
と な っ た マ ン シ ョ ン の建て 替 え が進 む 見通 し と な っ た こ と で 、 マ ン シ ョ ン 再建 を め ぐ る さ

ま ざ ま な 問題 は 10年で ひ と つ の 区切 り を つ け た 。 し か し マ ン シ ョ ン 建 て替 え に 向 け た住民

の合意形成の 難 し さ に つ い て 、 そ の解決の は っ き り し た 道筋 は依然見 え ず、 都市が抱 え る
膨 大な マ ン シ ョ ン ス ト ッ ク の 老朽化が現実問題 と な る な かで、 政策的 な議論の必要性 は ま

す ま す高 ま っ て い る 。
震災10年 目 の大 き な ト ピ ッ ク と し て 、 震災後興の成果 と 課題 を 総括 ・ 検証す る 「復興10

年委員 会」 の 最終報告が ま と ま っ た こ と があ る O 住宅復興の テ ー マ で は 、 「住宅復興 に お

け る 取 り 組み」 を 検証 し た担当委員 の 高 田 光雄 ・ 京都大学大学院教授が 「公共住宅政策 の
抜本的見直 し 」 や 「住宅ス ト ッ ク 情報の整備 な どス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト を 中心 と し た 住 ま

い ・ ま ち づ く り 政策の推進J な ど を 提案 し て い る 。

ま た 「建築物の耐震化促進」 を 検証 し た 目 黒公部 ・ 東京大学生産技術研究所:教授 は 「耐震
診断、 耐震改修の促進」 を 提言 し て い る O
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いふ 兵庫県の住鵠場の現状

1 . 新設住宅着工戸数が 8 年ぶ り に増加
2004年度 の 兵賄県下 の新設住宅着工戸数 (注 1 ) は 、 4 万5996 戸 で 、 前 年度上ヒ4413戸増

(10 . 6% 増 ) と 8 年ぶ り に 増 加 に 転 じ た。 全 国 の新設住宅着工戸数が119万3038戸、 同 1

万9389戸増 ( 1 . 7%増) に留 ま っ た の に比べ、 増加率が大幅で あ っ た こ と が特徴的 で あ る O
(表 l 参照)

地域別 の着工戸数で は 、 神戸地域、 阪神高地域 な ど 7 地域で増加が見 ら れた 。 こ の な か
で と く に神戸地域で は I 万4900戸、 同2608戸増 (21 . 2% 増 ) の大幅増 と な っ た 。 こ れは分

譲マ ン シ ョ ン が戸数で6354戸、 河2099戸増 (49 . 3% 増 ) と な っ た こ と が要 因 で あ る O そ の

他、 東播磨地域 (前年度比443戸、 193 . 4% 増) 、 中播磨地域 ( 同 38戸、 1 9 . 6 % 増 ) で も 分
長義マ ン シ ョ ン が増加 し た 。

こ の結果分譲マ ン シ ョ ン 着工戸数は全体で l 万1265戸 ( 同 17 . 2 % 増 ) と な り 、 分譲マ ン

シ ョ ン 率 (分譲マ ン シ ョ ン が全住宅 に 占 め る 割合) は前年度 を 1 . 4 ポ イ ン ト 上 回 る 24 . 5%

と 構成比 を 上げた。 (図 l 参照)

利用 関係別着工戸数で は 、 分譲住宅が 2 万1094戸 ( 同 16 . 7% 増) 、 貸家が 1 万1648戸 ( 問
1 3 . 4 % 増 ) 、 持家が l 万2895戸 (同0 . 5% 増 ) と いず れ も 増加 し た が、 給与住宅 (社宅等)
は359戸 ( 同 9 . 3 % 減) と 減少 し た。

構造 ・ 工法別着工戸数 を 見 る と 、 木造住宅 は 2 万426戸 ( 同 7 . 6%増) と 増加 し た が、 木
造住宅率 は 前年度 を l . 2 ポ イ ン ト 下 回 り 44 . 4 % (全国45 . 4% ) と な っ た 。 木造住宅 の利用

関係別戸 数 は 、 持家9646戸 (詰年度比0 . 4 % 増 ) 、 貸家1729戸 ( f司 12 . 3 % 増 ) 、 分譲住宅8982
戸 ( 同 1 6 . 0 % 増 ) と 増加 し た 。

各工法別 の 全住宅 に 占 め る 割合 は 、 在来工法が78 . 8% ( 3 万6259戸 ) 、 プ レ ハ ブ工法が
13 . 2 %  (6084戸) 、 枠組壁 ( 2 X 4 ) 工法が7 . 9% (3653戸) と な っ て い る O プ レハ ブ住宅

は6084戸 ( 同 8 . 4 % 増) と 増加 し た が、 プ レ ハ ブ住宅率 ( プ レ ハ ブ住宅が全住宅 に 占 め る

割合) は前年度 を 0 . 3 ポ イ ン ト 下 田 り 13 . 2% と な っ て い る O

資金別着工戸数は 、 民 間 資金 に よ る 住宅が 3 万7206戸 ( 同 19 . 5 % 増) 、 住 宅金融公摩融
資 な ど公的資金 に よ る 住宅 は 8790戸 ( I司1 5 . 8% 減) と 好対照 に な っ て い る O 民間資金 に よ

る 住宅 に つ い て利用 関係別 に み る と 、 持家が 1 万1077戸 ( 同 6 . 7%増) 、 貸家が9890戸 ( 同

23 . 2% 増 ) 、 分譲住宅が I 万5997戸 ( 同 28 . 1 %増 ) と 増加 し た が、 給与住宅が242戸 ( 同 0 . 8 %

減) と 減少 し た 。
こ れ に対 し 、 公的資金に よ る 住宅 に つ い て は 、 持家が1818戸 ( 同25 . 9 % 減) 、 貸家が1758

戸 ( 同21 . 8%減) 、 給与住宅が117戸 ( 同23 . 0% 減) 、 分譲住宅が5097戸 ( 同 8 . 8%減) と 全
て の利用 関係で減少 し た 。
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被災地域 の 泊 10市10町 (現在 は 12市 l 町、 注 2 ) の 着工戸数は 3 万3302戸で 、 前年度 に
比べ3701戸増 (前年度比12 . 5% 増 ) と な っ た。 市 区 町別 に み る と 、 中央区が3240戸で前年

度比1322戸増 (68 . 9 % 増 ) と 大幅 に増加 し た ほ か、 神戸市東灘区、 灘 区 、 尼崎市、 芦屋市、
伊丹市、 宝塚市 な どの地域で増加 し て い る o (凶 2 参照)

こ の結果、 震災後の1995年 2 月 か ら の被災地域での 累計着工戸数は49万7763戸 と な っ た 。

(表 1 ) 兵庫県の新設住宅着工戸数 (県集計)

兵庫県下 被災101市10町
r一

1995 

1996 

1997 

1998 

1999 

2000 

2001 

2002 

2004 

年度 総数
| 上半期 53 ， 408 

下半期 62 ， 8 1 9  

年度計 116 ， 227 

上半期 69 ， 622 

一下半期 56 ， 001 

年度計 125 ， 623 
1 上半期 45 ， 758 

下半期 34 ， 165 

年度計 79 ， 923 

上半期 28 ， 505 

下半期 26 ， 082 

年度計 54 ， 587 

上半期 26 ， 935 

下半期 26 ， 368 i 
年度計 53 ， 303 

上半期 26 ， 816  ! 
下半期 22 ， 755 

年度計 49 ， 571 I 
上半期 f 24 ， 290 

下半期 24 ， 204 

年度計 48 ， 494 

上半期 21 ， 493 

下半期 21 ， 495 

年度計 48 ， 494 

ヒ半期 ; 21 ， 521 

下半期 20 ， 062 

年度計 41 ， 583 

上半期 24 ， 846 

下半期 ! 21 . 150 

| 年度計 | 45 ， 996 

前年同期比 (%) 総数
44 . 3  43 ， 228 

201 . 8  53 ， 155 
70 . 6  96 ， 383 
30 . 4  55 ， 865 

....10 . 9  44 ， 873 
8 . 1  100 ， 738 

....34 . 3  34 ， 978 
....39 . 0  25 ， 067 
....36 . 4  60 ， 045 
....37 . 7  I 20 ， 199 
....23 . 7  1 7 ， 904 
....3 1 .  7 38 ， 103 
.... 5 . 5  18 ， 534 

1 . 1  1 7 、 974
.... 2 . 4  36 ， 508 
.... 0 . 4  18 ， 888 

.... 7 .  0 I 33 ， 943 
.... 9 . 4  I 1 7 ， 325 

6 . 4  1 7 ， 138 
.... 2 . 2  34 ， 463 
....1 1 . 5 14 ， 863 
....1 1 . 2  1 5 ， 086 
....1 1 .  4 29 ， 949 

0 . 1  
.... 6 . 7  1 4 ， 120 
.... 3 . 3  29 ， 601 

1 5 . 5  1 8 ， 346 
5 . 4  l4 ， 956 

10 . 6 33 ， 302 

(注 1 ) 国土交通省の調査統計を兵庫県独 自 に集計 し た も の

前年周期比 (%)
169 . 7  
264 . 7  
2 1 1 .  5 
29 . 2  

企15 . 6
4 . 5  

....37 . 4  
....44 . 1  
....40 . 4  
....42 . 3  
....28 . 6  
....36 . 5  
.... 10 . 3  

0 . 3  
.... 4 . 2  

1 . 9  
....1 6 . 2  
.... 7 . 0  
.... 8 . 3  

1 3 . 8  
1 . 5  

....1 4 . 2  
....1 2 . 0  
....13 . 1  

4 . 2  
.... 6 . 4  
.... 1 . 2  

18 . 5  
5 . 9  

12 . 5  I 
(....減)

(注 2 ) 10市10宮J ・ 神戸市、 尼崎市、 明石市、 西宮市、 洲本市、 芦屋市、 伊丹 市、
宝塚市、 三木市、 J l l j西市、 旧緑町、 旧西淡町、 旧三原町、 旧南淡町、 旧
i本名 目I、 旧淡路町、 i日北淡町、 旧津名郡一 宮町、 旧東浦町、 五色町の10
市10町 (2005年 4 月 1 司 現在では12市 I 町)
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(函 1 ) 新設住宅着工件数に 占 め る 分譲マ ン シ ョ ン比率の推移 (県集計)

% 
35.0 

30.3 匠iE
30.0 

25.0 
24.5 

22.8 21 .9 22.。21 .5 

20.。

1 5.0 

1 0.0 

7‘8 
5.0 

0.0 
1 988 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 2000 01  02 03 04 年

(関 2 ) 被災10市1 0町の新設住宅着工戸数の推移 (県集計)
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2 . 神戸市人口初めて震災前を上回 る
震災後10年 を 経 て 、 住宅復興が順調 に 進 む 中 で、 2004年1 1 月 1 日 現在 で 、 神戸市の推計

人 口 (直近の 国勢調査 を も と に 毎月 の住民基本台帳 と 外国 人登録台帳の届 出 数 を 加減 し て
算 出 ) が152万581 人 と 、 震災産前 ( 1995年 1 月 l 日 ) の 人 口 を 216人上回 り 、 過去最多 と な っ

た 。 世帯数 も 64万5075世帯 と 過去最多 と な っ た。

神戸市内 で は 、 震災で約4600人が犠牲 に な り 、 さ ら に住宅の被災 な ど に よ っ て市外へ移
転す る 住民が増 え た結果、 神戸市 の 人 口 は 震災前 よ り 最大約10万人減 の 14 2万 人 に ま で 減
少 し た が、 9 年10 カ 月 か け て以前の 人 口 に 回復 し た こ と に な る O

た だ、 人 江 田復 の震合い は 院 に よ っ て格差が出 て い る O 被害が比較的少 な か っ た北、 西

区 を 除 く と 、 分譲マ ン シ ョ ン の建設が活発 に続い た東灘 区 で は2000年1 1 月 に い ち 早 く 震災

前 を 上 回 っ た の を は じ め 、 東部新都心 (HAT 神戸) で 災害復興住宅が大 量 に 供給 さ れ た

灘区 な ど東部 4 区 で、 は震災前 の水準 に 回復 し た 一方 、 兵庫 、 長 田 、 須磨、 垂水の西部 4 区

で は 依然震災前 を 下回 っ て い る O こ れ ら の 地域 で は 高齢化が進み、 地元 中小企業の流出 な

ど も 影響 し て 、 人 口 回復 の テ ン ポ が鈍い と 市で は 分析 し て い る O

な お 戻 っ て き た被災者 を 除 く 市外か ら の転入者 と 、 震災後生 ま れた子供 の 合計が全体の

27% を 占 め 、 東灘区 で は 、 約 4 割が こ う し た新住民 と な っ て い る 。

3 . 被災住宅の空き地の減税特例措置延長決ま る
阪神 ・ 淡路大震災で住宅や ア パ ー ト が被災 し て 再建 さ れず に 更地 と な っ た ま ま の住宅跡

地 (滅失住宅) に つ い て 、 住宅が建 っ て い る も の と 見 な し 、 地方税法上 の 間 定資産税 と 都

市計画税の課税標準額 を 算 出 す る 際の修正率 を 固定資産税で最大 6 分の l 、 都 市計画税で
最大 3 分の l に 引 き 下 げ る 震災特例税制措量が1996年度 よ り 実施 さ れて き た 。 こ の特例が

2005年度末で適用期 限が切 れ る こ と に対 し 、 県や被災市 町 で は 延長 を 求 め て き た が、 2004
年12月 1 5 日 の 自 民、 公明両党の与党税制改正大綱 で 、 2006年度以降の延長 を 盛 り 込む方針
が決 ま っ た 。

特例の対象 と な る こ う し た被 災宅地 は2003年 1 月 現在 、 兵庫県内 の被災1 0市10町で約 1

万5600区画あ り 、 特例 で減額 さ れた2003年 度 の 悶 定資産税 と 都市計画税は20億4800万円 、

1996年度 か ら の 累計 は約513龍円 に 上 っ て い る O も っ と も 多 く の被災宅地が残 る 神戸市で

は2004年 I 月 現在 、 筆数は7444筆、 面積約98万m2 の 宅地が空 き 地の ま ま 残 さ れて い る O

一方、 被災者が住宅 を 再建 し た 場合 に 固定資産税、 都市計爾税、 不動産取得税が減税 さ

れ る 特例措置 も 2004年度末 ま で の 期 限が 2 年 間 (復興土地区画整理、 市街地再開発の継続

地域は 5 年 間 ) 延長 さ れる こ と が税制改正大綱 に盛 り 込 ま れた 。
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i 第二鮪 住宅耐震化の推進に向けて

1 . 耐震改修の儒易工法を コ ンペで募集
地震 に よ る 住宅の傑壊 を 防止す る 対策 と し て も っ と も 有効 と さ れて い る 耐震改鯵 に つ い

て 、 兵庫県 は建築基準法で耐震基準が強化 さ れた 1981年以前の木造住宅 を 対象 に 2002年度
か ら 耐震改修工事 を 資金面か ら 支援す る 制度 を 設 け て き た 。 当 初 は 耐震改修工事 に か か わ
る 借入金の利 子補給 を 行 い 、 2004年 6 月 か ら は耐震診断 ・ 設計の費用 と 耐震改修工事費用

に 補助 金 を 支給す る 事業 を 実施 し て き た。
し か し 利 用 申 し込み は低調 の ま ま に推移 し て い る O そ の 原 田 の ひ と つ に耐震改修工事の

工事費が一戸 あ た り 平均168万 円 (建築基準法の構造強度の施工例 に よ る 工事の場合) も
か か る こ と があ る と み ら れ る 。

こ の た め 、 県 で は住宅の耐震祷強工事 を 普及 さ せ る た め 、 2004年 9 月 か ら 11 月 ま で、 工

期が短 く 低価搭でで き る 比較的簡単 な 耐震改修工法の提案 を 建材 メ ー カ ー や施工業者 な ど

か ら 公募す る 「 ひ ょ う ご住宅耐震改修技術 コ ン ペ」 を 実施 し た 。

コ ン ペ に は全 国 か ら 28件 の 花、募があ り 、 学識経験者 な どでつ く る 審査委員 会で審査 し た
結果、 2005年 2 月 、 18件 を 「一定の安全基準 に達 し て い る 」 と し て 、 県 の耐震改修補助制

度 (最高50万円 ) の対象 に 加 え る こ と を 決め た 。
委員 会で は 、 1970年 ご ろ に 建築 し た木造二 階建て (延床面積約90m2) の 住 宅 を耐震補強

す る 想定で、 平均 的 な 工事費用 (200万円) の 半額以一 ぐで天井、 壁 な ど を 壊 さ ず に 施工で
き る 簡易 工法 に つ い て 、 そ の 補強効果や価格、 簡便 さ な ど を 審査 し た 。

最優秀の 知事賞 は 、 住宅構造研究所 (東京都足立 区 ) が提案 し た 勺λRDIAN WALL ( ガー
デ イ ア ン ウ オ ー ル) 工法」 で、 室内側 か ら 天井や床 を 壊 さ ず、 壁 に合板 を は り 付け る ほ
か、 基礎 ま で達す る ボル ト と 金物で土台 と 柱 を 国定す る 工法 に よ っ て 、 概算の工事費 は 90
万 円 で済 む 。

県議会議長賞 は 、 鴻池組 (大阪 市 中央区) が提案 し た 「仕 ロ ダ ン パ ー 」 が選ばれた 。 こ
れ は ゴム の よ う な 粘弾性の物質 を は さ ん だ二枚の鋼板 を柱 と は り に 取 り 付 け 、 揺れの エ ネ

ル ギー を 吸収す る 仕組みで、 工事費 は80万円 と し て い る O

2 . 神戸市が耐震診断普及へ検討委員会設置
神戸市 は2004年 6 月 8 日 、 住宅耐震診断 を 普及 さ せ る た め 、 県建築士会神戸支部 の 建築

士や学識経験者 ら 11 人 の 専 門家 に よ る 「神戸市す ま い の 離震化検討会」 を 設置 し た 。

神戸市 は2001年度か ら 旧耐震基準 の 住 宅 を 対象 に 簡易耐震診断 を 行 っ て き た が、 市民の
理解が十分 で な い面があ っ た こ と か ら 、 耐震診断 を わ か り や す く 説明す る マ ニ ュ ア ル の 作

成や ネ ッ ト ワ ー ク を 活用 し た 現場での指導な ど、 専 門家 に よ る 啓発活動 を 進め る 日 的で あ る O
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3 . 住宅耐震化へ優遇税制を求め る 動 き
住宅耐震化の 防災上の有効性 と 重要性への認識が高 ま る な か で、 2005年 度の 予算編成 に

か ら ん で 、 国 や 自 治体、 民 間 に住宅離農化 を 促進す る た め の擾遇税制 を 求め る 動 き が さ ま
ざ ま 出 て き た 。

全国知事会の地震対策特別委員 会 は 2004年 7 月 1 5 日 、 2005年度 の予算 に 関 す る 提案 ・ 要

望事項の ひ と つ と し て 、 耐震化 し た住 宅 の 固 定資産税 を 減免す る な ど住宅耐震化 を促進す
る た め の税制 との優遇措置 を 要望す る こ と を 決め た。

一方、 中 央防災会議 「民間 と 市場の力 を 活か し た 防災力 向 上 に 関す る 専 門調査会J の 市

場 ・ 防災 シ ス テ ム 分科会は 同年 7 月 に ま と め た最終報告書 に 、 住宅耐震化 を 促進す る た め

固 定資産税軽減 な ど税制特例措置の2005年度 か ら の導入 を 盛 り 込 ん だ。

ま た 中 古住宅 な どの取引 で は 、 不動産業者 ら に耐震性や地盤の情報 な ど の 説明 を 義務づ

け る 「耐震性説明責任制度 (仮称) J の導入の検討 も 求め て い る 。
こ の 中 央防災会議 の 報告書 を 受 け て 、 内 閣府 も 予算編成 に あ た っ て 、 財務省 な どに 特例

措置 を 求め る 方針 を 決め た。 た だ、 特例の 対象 と な る 税の 内容 に つ い て は 、 固 定資産税で

は な く 、 住宅 ロ ー ン 減税の拡充 な ど を 検討す る こ と に し た 。

住宅耐震化 に つ い て は 、 国土交通省 が2005年 2 月 、 新 た に 「住宅 ・ 建築物 の 地震防災推

進会議J (委員 長 ・ 関 田恒男 東大名誉教授) を 設置 し 、 今後10年 間 に700万戸程度の耐震化

を 日 指す こ と を 決 め た 。 同省 は特例税制 と し て 、 耐震工事費 の 1 割程度 を 所得税 と 偶人住

民税の税額か ら 控除す る 形の 減税 に よ っ て 、 耐震化 を 補助す る 耐震化促進税 制 を新設す る

こ と を 財務省 に 求め る 方針 を 決め た 。 し か し 、 2005年度税制改正大綱 で は 、 医!土交通省 の

促進税制 は 見送 ら れ、 2006年度以降の諜題 と し て持 ち 越 さ れ た 。
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I�下出 兵庫県住宅再建共済制度の創設

1 . 被災者生活再建支援法改正案成立で政令 ・ 内閣府令を 公布
地震 な ど大規模災害で被災 し た住宅の再建 を 公費 で 支援す る 被災者生活再建支援法の 改

正案が2004年 3 月 31 日 成立 し 、 「賠住安定支援制度」 が 4 月 1 日 か ら 施行 さ れ た 。 こ れ を

受 け て 、 政府 は 具体的 な 運用 に あ た っ て の 支援対象経費 、 支援限度額、 申 請期 間 な ど を 定
め た政令 お よ び内 閣府令 を 公布 し た 。

居住安定支援制度 は 、 自 然災害で 自 宅が全壊、 ま た は全部解体 し 、 再建か 、 新た に住宅

を 取得 し た 世帯 に対 し て 最高200万円 を 支給す る こ と を 柱 に し て い る 。政令 ・ 内 閣府令で は 、

対象市町村 に 隣接す る 人口 10万人未満の市町村 に つ い て は 、 5 世帯以上 が全壊の場合 も 適

用 要件 と し 、 ま た大規模半壊世帯 を !可制度の対象 と し て い る O

支援対象経費 と し て は 、 ①家賃②家屋の解体 ・ 撤去 ・ 整地費@住宅再建の た め の ロ ー ン
利 息 ・ 債務保証料④ 自 宅跡地 に 建て る プ レ ハ ブ な ど 晶時的賠住 の た め の物 件 ・ 施設 な どの
利用料⑤建て替 え や補修 に伴 う 登記科 ・ 仲介手数料⑥建築確認、 - 完了検査等 申 請手数料⑦
水道加入分担金 な ど を 規定 し て い る O

さ ら にマ長期避難解除後、 従前住 ん で い た市町村 に居住す る 世替 に 、 現行の通常 ・ 特別

経費 の 限度 額 を 70万円上乗せす る 特例マ居住安定支援の上限額 は①家賃 ・ 利用料50万円②

解体 ・ 撤去 ・ 整地費 や 利 息 ・ 債務保証料、 そ の他200万 円 。 単数世帯 は 4 分の 3 、 他 の 都

道府県へ移転の場合 は 2 分の l マ 申 請期 間 は①従前か ら の 支援対象経費 13 カ 月 ②家賃 ・ 利

用料25 カ 月 ③居住安定確保 に 係 る 経費 の う ち 家賃 ・ 和用料以外37 カ 月 ④長期避難解絵世帯
25 カ 月 O や む を 得 な い事J情があ る 場合 は延長可 ー な ど を 定め て い る O

2 . 全国知事会が300億円の拠出を決議
被災者生活再建支援法改正 に よ っ て制度化 さ れ た 「居住安定支援制度」 の 財源 と し て 、

都道府県が300億 円 の 基金 を 拠 出 す る こ と に な っ た が、 基金へ の 拠 出 を 議論 し て き た全国

知事会 は2004年 5 月 四 日 、 地震対策特別委員 会 を 聞 き 、 拠出 を 決議 し た 。

知事会 は す で に2003年 8 月 に 300億 円拠出 を 決議 し て い る が、 居住安定支援制度で住宅

本体の再建、 補修費が支援対象 に な ら な か っ た こ と か ら 、 異論が出 て 、 再度特別委員 会 の
場 で意見 を と り ま と め た 。 300億円 は各都道府県 の 起債 に よ っ て ま か な わ れ、 全額が地方

交付税の算定基準 と な る 基準財政需要額 に 組み込 ま れ る た め 、 事実上、 都道府県の負担は
発生 し な い。

特別委員 会 で は 、 従来の拠出 申 し合わせ に 、 特段の事情があ れ ば、 3 年 の 分割拠出がで

き る こ と を 追加修正 し 、 同 時 にa:住宅本体 を 同 法 に よ る 支給対象 に す る よ う 取 り 組む②住

宅の両f震化 な ど を 国 る ③ 4 年 を め ど に制度充実へ の 見 寵 し を す る … と い う 3 点 を 「確認事
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項」 と し て 決定 し た 。

な お特別委員 会 で は 、 所属22都道府県の う ち 、 分割拠出 に の み反対 し た神奈川 県以外の

21県が賛成 し た が、 井戸敏三 ・ 兵庫県知事が提案 し た 「都道府県が拠 出 す る 部分 に つ い て
は 、 住宅本体を 支援対象 と す る 」 と い う 案は論議の対象 に な ら な か っ た 。

3 . 県民意向調査で 7 割が共済制度に加入意思
改正被災者生活再建支援法 に 基づ く 「居住安定支援制度J が創設 さ れた が、 被災家屋の

撤去 な ど周辺経費 の 支援 に と ど ま り 、 兵庫県や被災者の多 く が求め て い た住 宅本体の再建
支援 は 見 送 ら れた 。 こ の た め 、 県 で は 同 支援法 に よ る 「公助」 と 地震保険 な どの 「 自 助」 、

そ れ に住宅所有者の相互扶助 に基づ く 独 自 の 共済制疫 を 組み合わせて住宅再建 を 支援す る

枠組み作 り を 百 指 し て 、 2003年 5 月 下被災者住宅再建支援制度調査会J (座長 : 室崎益輝 ・

独立行政法人消 防研究所理事長) を 設置 し 、 共済制 度 の 具体化 に 向 け た検討 を 続 け て き た 。
そ の制度案 に 県民 の 意見 を 反映 さ せ る た め 、 2004年 6 月 末か ら 7 月 下旬 に か け て 、 制 度

に つ い て の 県民意向調査 を 実施 し た 。 調査会 は 1 月 に 、 加入者の 掛 け 金 を 年5500 - 2500 円 、

給付金 を 600万 一 200万円 の範囲 と す る 4 案の 中 間 報告案 を ま と め て お り 、 意 向調査で は こ
の 案 に つ い て の怠見 を 開 く の が 目 的 で あ る O

調査方法 は 、 住民基本台帳 を も と に 無作為 に抽 出 し た県内全域の5000人 ( 世帯主 に 回答

を 依頼) を 対象 に郵送 に よ る ア ン ケ ー ト 形式で実施 し た。

県民意向調責結 果 は 9 月 2 日 ま で に ま と ま っ た 。 有効 回収数は2516通 ( 50 . 3% ) で あ っ

た 。

調査 に よ る と 、 被災住宅再建の 「共助」 の仕組み の必要性 に つ い て 「 強 く 感 じ る J r感
じ る 」 が計78% に 上 り 、 「あ ま り 感 じ な いJ r ま っ た く 感 じ な い」 の 1 1 . 3 % を 大 き く 上 回 っ

た 。 ま た 、 共助 の 仕組み作 り の た め に 県 が取 り 組 む必要性 も 「強 く 感 じ る J r感 じ る 」 が

計79 . 5% に 上 り 、 8 割近 く が住宅再建共済制度 に肯定的 な 考 え を 示 し た 。
た だ、 住宅再建共済制度 の 認知度 に つ い て は 「内容 を 知 っ て い る 」 が わ ず か 1 . 4% 、 「名

前 は 聞 い た こ と があ る が、 内容は知 ら な し 勺 が23 . 6 % 。 逆 に 「 ま っ た く 知 ら な い」 が69 . 4 %

に 上 り 、 県民への認知震の低 さ が浮 き 彫 り に な っ た。

制 度へ の 加 入 の 意思 に つ い て は 「ぜひ 加 入 し た い」 が11 . 7 % 、 「条件 し だ、 い で、 は加入 し

で も よ いJ が58 . 2% で約 7 訴 が加 入 の 意思 を 示 し た。

ま た近 い 将来、 自 然災害で住宅が被害 を 受 け る 不安 に つ い て は 「非常 に 不安J r不安」
を 合わ せ る と 、 60 . 4% の 人が何 ら かの不安 を 感 じ て い る と 田答 し た が、 地震保険 な ど に 「加

入 し て い る 」 人 は約38% に と ど ま り 、 「加入 し て い な い」 が約60% に jこ っ た 。

県民意向調査 に 加 え 、 県 で は よ り 幅広 く 県民の意見 を 聞 く た め 、 2004年12 月 7 日 か ら 2005
年 1 月 14 日 ま で、 電子 メ ー ル と 郵便 に よ っ てパ ブ リ ッ ク コ メ ン ト を 実施 し た 。

期 間 中 に20名 か ら 合計46件の意見が寄せ ら れた 。 た と え ばマ 「住宅の耐震化の促進 と 本
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制度 を 適切 に組み合わせ る こ と が必要で、 あ り 、 本制度 に つ い て も 、 加入者 に よ る 住宅 の 耐

震化 に 向 け た取 り 紺み を 促す よ う な 仕組み を 設 け る べ き で は な い か」 マ 「再建給付金600

万 円 の み で住宅が再建 さ れ る の か疑 問 で あ る O 他の制度 を 加 え て こ そ 本 制 度 が生か さ れ る 。

自 助努力 と 公的支援の効果 を よ り 高 め る 役 目 を 果た す 制度 で あ ろ う J マ 「損害保険や他の

共済制度 と の 重複加入が可能であ る こ と 、 災害発生時 に は 、 地 の 制 震 に よ る 給付 と あ わせ

て本制度 に よ る 給付 を 受 け る こ と がで き る こ と を 、 県民 に 対 し 十分 に 説明す る こ と が必要」
と い っ た意見があ っ た 。

4 . 住宅再建共済制度の最終報告が ま と ま る
県民意向調査の結果 な ど も 参考 に し て 、 「被災者住宅再建支援制度調査会J は2005年 I 月 、

最終報告案 を ま と め 、 井戸知事 に答 申 し た。

最終報告で は 、 制度の理念 と し て 『阪神 ・ 淡路大震災か ら の復興過程 で 、 私 達 は 、 自 助
努力 に は 限界があ り 、 公的支援に も 自 ず と 課界があ る こ と を 改め て 認識 し 、 一直面す る 様々

な 困難 を 、 県民、 被災者 の 助 け合い ・ 支 え 合 い で乗 り 越 え て き た 。 こ の経験か ら 、 私 達 は 、

共 に 生 き る こ と の大切 さ を 学 び、 こ の こ と を 大震災の残 し た教訓 と し て 、 次代 に語 り 継が

な け ればな ら な い 。 本調査会が提案す る 被災者住宅再建共済制度 は 、 こ の よ う な 教訓 を 仕
組み と し て後 世 に伝 え る 「共助」 の仕組み であ る O 従 っ て 、 経済の論理が働 く 損害保険制

度 と は異 な り 、 災 害 に遭 っ て も 、 住宅再建の経済的負担 を 分か ち 合 う 、 助 け合い の精神 に

基づ く 相互扶助 の制度であ る J と 掲げ た 。
基本的 な 考 え 方 と し て は 、 「共済制度 は 、 ( 1月()J(災 に よ る 損失 の補填で は な く 、 住宅の再

建等 を 支援す る 仕組 み で あ る こ と は)損害保険への加入等 自 ら の努力 ( 自 助 ) 、 公的 な 支援

制 度 (公助) と 適切 に組み合わせ る 、 助 け合 い の 精神 に 基づ く 「共助」 の仕組み を 構築す

る も の で あ る こ と (3河主宅所有者間 の助 け合い を 基本 と し て 、 リ ス ク を 共有す る 相互扶助 の
仕組み で あ る こ と を 基本 に 、 マ い か な る 自 然災害 も 対象 と す る 制度で あ る こ と マ住宅所有

者 で あ れ ば誰 も が加入で き る 低負担で あ る こ と マ住宅の 自 力 再‘建の呼び、水 と な る 給付水準

であ る こ と に 配慮 し 、 住宅所有者が、 平時か ら 住宅再建支援 に必要 な 資金 を 寄せ合 う 仕組

み と し て構築す る 』 と し て い る O
そ の 上で最終報告で は 、 住宅 を 再建す る 世帯の被災の程度 に応 じ て 、 全壊補修200万 円 、

大規模半壊補修100万 円 、 半壊補修50万 円 の 共済給付金 を 支給す る 制度業 を 提案 し た 。 調

査会で は 当 初、 補修の給付金は a律100万円 と す る 案 を 検討 し た が、 被 害 の 程度 に よ っ て

補修費用 に 格差が出 る こ と を 考慮 し て 、 3 段暗 に 分 け た 。

一方掛け金 に つ い て は 、 年額5500円 と す る 業が検討 さ れた が、 社会情勢の 変化 に対応で
き る よ う に 、 年額4800- 6000 円 ( 月 額400- 500円 ) と 幅 を 持 た せ た 。
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5 . 兵庫県住宅再建共済制度が正式ス タ ー ト
「被災者住宅再建支援制度調査会」 の最終報告案の答 申 を 受 け て 、 県 で は 制度 の 詳細 を

詰 め 、 2005年 2 月 の 県議会 に 条例案 を 上程 し て 可 決 さ れ た 。 こ の結果、 「兵庫県住宅再-建
共済制度」 が防災の 日 の 9 月 1 日 に ス タ ー ト す る こ と が決 ま っ た 。

条 例 で は 、 共済給付金はマ全壊、 大規模半壊、 半壊で住 宅 の 再建 ・ 購入 に 600万 円マ全

壊補修200万円マ大規模半壊補修100万円マ半壊捕修50万円マ再建 ・ 補修 を 行 わ な い世帯 に

は 10万円マ県外で再建、 購入 し た場合 は 300万 円 ー と な っ た 。 調査会が 「年4800-6000円

の 間 の定額J と し た 掛 け 金 は 、 将来予測 さ れ る 災害の県内被害 を 試算 し て5000円 と 決 ま っ
た 。 新規加入の最初の年 に 限 り 、 年度が終わ る ま で書類送付 な どの事務経費 を ま か な う た
め 月 額500円 ( 4 月 加入の場合、 年額6000円 ) と す る O

県 で は2005年震当 初予算 に 共済制度 の普及啓発費 な ど と し て約 I 億2000万 円 を 盛 り 込ん

だ。 ま た 3 月 30 日 付 けで、 制度の運営 に あ た る 「財匝法人 ・ 兵庫県住宅再建共済碁金J を

し た 。 基本財産 1 1意円 は 県が全額出損 し て い る 。

住宅再建共済制度の 申 込み受付がス タ ー ト し た2005年 9 月 1 目 、 井戸敏三知事、 矢 田 立

郎神戸市長 ら が、 神戸市 中央 医 の 三宮 セ ン タ ー街 な どで制度への加入 を 呼 びか け る イ ベ ン
ト を 開催 し た 。

県 内 の住宅205万戸 の う ち 、 加入対象は公営住宅 を 除 く 186万戸で、 県 で は 今後10年 間 で
50% の加入率 を 目 指 し て 、 2005年度 は 15 % のお万戸、 2006年度以降か ら 毎年 5 % ずつ加入

率 を 高め 、 制 度 開 始か ら 5 年 間 で35% の加入 を 目 標 に し て い る 。 残 る 5 年 間 で毎年 3 % の

加入 を 促 し 最終的 に 50% を 達成 す る 予定で あ る O 県民の 関 心 は こ れか ら の 啓発運動 に か

か っ て い る が、 受付開始前の 8 月 末現在で I 万1736戸 の 申 し込みがあ っ た こ と か ら 、 制 度

の運営は予定通 り に進 む の で は と 県 で は期待 し て い る O
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一一戸建共済制度の概要
自 然災害の被災者が自 立却 し た生活を;再建す る た め に は 、 生活基擦 と な る住宅の再建等が最 も 重

要であ り 、 そ の た め の 自 助努力や公的支援 に は 限界があ る こ と に鑑み、 住宅の所有者が助け合い

の精神 に基づ き 拠出 す る 負担金に よ り 自 然災害 に よ る 被害 を 受けた住宅の再建等 を 支援す る 相互

扶助の仕組み と し て 、 兵庫県住宅再建共済制度 を設け、 も っ て被災者の生活基盤 の 回復 を促 し、

被災地域の早期再生 を 図 る こ と を 目 的 と す る O

2 . 内容

( 1 )  制度の実施

① 県は、 兵庫県住宅再建共済制度条例の規定に基づ き 、 共済部度 を 実施す る 。

② 共済制度の運営 を 、 財罰法人兵庫県住宅再建共済基金に委託す る 。

(2) 共済制度への加入

(加入者) 県の 区域内 に住宅 を所有 し て い る 者

(加入の手続) 共済制度に加入 し よ う と す る 者 は 、 共済基金に加入 を 取 し込み、 共済負担金を

納付す る

(共済負担金) 住宅 I 戸につ き 年額5000円 (新た に加入する場合は、 住宅 1 戸につ き 月 額500円)

(共済期 間 ) 加入 し た 日 か ら そ の 日 の属 す る 年度の末 I::l ( 3 月 31 日 ) ま で

(3) 碁金の積立て

共済基金は 、 共済給付金に充て る ため 、 共済負担金 に よ り 蒸金 を積み立 て る 。

(4 )  共済給付金 (表 2 、 3 参照)

(再建等給付金) 600万円

(補修給付金) 全壊200万円、 大規模半壊100万円、 半壊50万円

(屑住確保給付金) ] 0万円

( 5) 制度の特色

- 小 さ な負担 (年5000円 ) で、 住宅再建に大 き な支援 (600万円 ) が得 ら れる 0

・ 地震のみ な ら ず、 あ ら ゆ る 自 然災害 を対象 と し て い る 。

- 住宅の規模 ・ 様造や老朽度 な どは問 わず、 定額の負担で定額の支給 を行 う 0

・ 損失補填で は な く 、 再建 ・ 補修等 を 支援す る 。

- 地震保険や他の共済制度 と の併用が可能であ る 。

(6) 財政的援助

県 は 、 予算の範囲内 に お い て 、 共済制度が円滑に 運営で き る よ う 、 共済蒸金 に 対 し て財政的

援助 を 行 う O 共済基金が、 共済給付金不足時 に金融機関か ら 貸付け を 受け、 当該金融機関 に損

失が生 じ た と き は、 県がそ の損失 を補償す る O

(7) 制度の実施 2005年 9 月 1 日 受付開始
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(表 2 ) 共済給付金 ({1:宅一戸当た り の定額給付)
大規模半壊又は半壊の被害を受け、

て、 新たな住宅の建築又は購入を し た場合 (建築又は購入をする
る場合)

を受け、 こ れを補修 した場合
受け、 こ れを補修 した場合

大規模半壊又は半壊の被害を受け、
た加入者が、 対象住宅に代わる住宅の建築若 し く
行わず、 新たな住宅又は対象住宅に居住する こ と と な っ

(表 3 ) 全壊、 大規模半壊又は半壊被害の程度
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被害の程度
を喪失 した も の、 すなわち 、 住宅の全部が倒壊、

埋没、 焼失 し た も の、 又は住宅の損壊が甚だ し く 、 補修に よ り 元 どお り に
る こ と が困難な も ので、 具体的には 、 住宅の損壊、 焼失若 し く は流失 し

し た程度の も の、 又は住宅
の主要な構成要素の経済的被害を住窓会体に占める損害割合で表 し 、 その住宅の
損答割合が50%以上に達 した程度の も の
半壊であって、 構造剥カ上主主主な部分 (建築基準法施行令 (昭和25年政令第338号)i 第 l 条第 3 号に規定する構造耐力上主姿な部分をい う 。 ) の補修を含む大規模な補
修を行わなければ当該住宅に居住する こ と が困難である と認め ら れる も ので、 兵 j
体的に は、 損壊部分がその住宅の延床面積の50%以上70%未満の も の、 又は住宅
の主要な構成要素の経済的被害を住宅金体に占める強害割合で表 し 、 その住宅の
損害割合が40%以上50%未満の も の
使宅がその居住のための基本的機能の一部を喪失 し た も の、 すなわち 、 住宅の損
壊が甚だ しいが、 補修すれば元どお り に再使用で き る税度の も ので、 具体的には 、
強壊部分がその住宅の延床面積の20%以上50%未満の も の、 又は住宅の主要な構
成要素の経済的被害を住宅全体に占める損害割合で表 し、 その台5宅の損害割合が
20%以上40%未満の も の



ド間 被災マ ン シ ョ ン の再建が前進

阪神 ・ 淡路大震災で被災 し た マ ン シ ョ ン の建 て 替 え を め ぐ っ て 、 区分所有法 に かか わ る
訴訟に発展 し た 4 件の ケ ー ス は2004年 4 月 ま で にすべて結審 し 、 建 て 替 え を 認め る 判 決が

確定、 も し く は和解が成立 し た こ と で、 各マ ン シ ョ ン で は具体的 な 再建 に 向 け て 具体的 に

動 き 出 し た 。
全壊 し た 「東山 コ ー ポJ (神戸市兵庫 区 、 震災前総戸数90戸) で は2004 年 11 月 28 日 、 管

理組合の総会で建て 替 え を 決議 、 同 マ ン シ ョ ン を 建設 し た神戸市住宅供給公社 に事業実施

を 要請 し た 。 総会で は 区分所有者88人の う ち 、 賛成78人、 反対 9 人、 賛成率88 . 6% で決議

案が成立 し た 。 公社で は 、 建 て 替 え 前 と 同 規模の総戸数90戸の マ ン シ ョ ン に 再建 し 、 元所

有者分約30戸 を 除 く 約60戸 を 一般分譲 と す る 計画 を 提案 し て い る O

マ ン シ ョ ン の建 て 替 え に 関 す る 訴訟 と し て は初 め て 最高裁 ま で争わ れ た 「 グ ラ ン ドパ レ
ス 高;:j�JJ (神戸市灘区 、 178戸) も 建て 替 え 決議の有効性が示 さ れた 判決 を 受 け て 、 管理組

合 は 2005年 3 月 26 日 、 総会 を 聞 き 、 建 て 替 え を 決議 し た 。 兵庫県住宅供給公社が事業 に 参
画 し て 、 総事業費約46億 円 で 、 総戸数170戸 の 新 し い マ ン シ ョ ン に 再建す る 方針が決 ま っ

た 。

ま た建て替 え を 主張す る 住民 と 補修 を 主張す る 住民が管理組合 に よ る 建 て 替 え 決議の有
効性 を め ぐ っ て争 っ た 「宝塚第 三 コ ー ポ ラ ス J (兵庫県 宝塚市、 131戸) で は 、 2004年 4

月 に大販高裁の控訴審判決が確定 し た こ と か ら 、 兵庫県住宅供給公社が事業 に 参画 し て 、

再建計画 を 進め る こ と に な っ た。
一方建 て 替 え 訴訟 に は な ら な か っ た被災マ ン シ ョ ン で も 再建 に 向 け て の動 き があ っ た 。

半壊の被害 を 受 け た 「翠 ヶ 丘マ ン シ ョ ンJ (兵庫県芦屋市翠 ヶ 丘町、 2 棟48戸) は 、 震
災か ら 9 年 9 カ 月 目 の2004年10月 17 呂 、 臨時総会 を 開 き 、 建 て 替 え で基本合意 し た 。 2005

年 6 月 ま で に建 て替 え を 正式決議 し た あ と 、 総工費約10億 円 を か け再建工事 に 着工す る こ
と に な っ た 。 同 マ ン シ ョ ン は兵庫県下 で全半壊 し た分譲マ ン シ ョ ン 172棟 の う ち 、 事業方

針が決 ま っ て い な い最後の 1 棟だ、 っ た 。

同 マ ン シ ョ ン は 震災で半壊 と 判定 さ れた あ と 、 区分所有者 ら がほ ぼ毎年、 管理組合総会

を 開催 し、 再建の 方 向 を 検討 し て き た が、 補修 を 含む現状維持、 建 て 替 え 、 更地化 し て 売
却 な ど意見が分か れ、 具体的 な 再建策が決 ま ら な い ま ま に な っ て い た 。 し か し 管理組合の

調査で、 建物の 碁礎部分の損傷が進行 し て い る こ と が判 明 し た た め 、 建 て 替 え の 合意形成
に 至 っ た も の で あ る O

こ う し て裁判 の 場 に 持 ち 込 ま れた 4 件の被災マ ン シ ョ ン は 、 す で に 1999年 に 再建 さ れた
芦屋ハ イ タ ウ ン (兵庫県芦屋市大東町、 214戸) を 含 め 、 震災後10年 目 で や っ と 建て 替 え

に 向 け て道筋がつ い た こ と に な る 。

第三章 @ 住宅 225 



し か し 裁判 で建物の再建 に 目 処がつ い て も 、 住民の生活が元 に戻 る わ け で は な しミ 。 建て

替 え 決議の あ と も 反対派住民が居住 を 続 け て い る マ ン シ ョ ン も あ り 、 住民の合意形成 は 引
き 続 き 大 き な 課題 と な っ て い る O

何 よ り 、 被 災マ ン シ ョ ン の再建で は 、 高齢の た め多額の ロ ー ン が組め な い な ど新 た な 建

て 替 え 費用 の負担がで き な い居住者が多 い こ と が表面化 し て い る O 地価下 落で一般分譲 に

あ て る 住戸の価格が値下が り し 、 建 て 替 え 費用 の捻出 や住民 の 費用 負 担 に 影響 を 与 え て い
る ケ ー ス も 見 ら れ る O

た と え ば 「宝塚第 三 コ ー ポ ラ ス 」 の場合 は 、 建 て 替 え を 委託 さ れて い る 県 住宅供給公社

が、 ①詫来 と 同 規模の建て替え②一部 を 建 て 替 え て 、 残 り の敷地 を 売却③マ ン シ ョ ン を 取
り 壊 し 、 吏地 を 売却す る ー の 3 案 を 区分所有者 に示 し た が、 ①案で は 舟定分譲の住戸が希

望価格で の売却が困難であ り 、 ③案は 、 建物 の解体費 な どの 費 用 が土地売却代金 を 上 留 り 、
住民に 追加負担が発生す る 可能性があ る ー と い っ た 問題点が指摘 さ れた 。

今後、 膨 大な マ ン シ ョ ン ス ト ッ ク を 抱 え る 大都市圏 で は 、 建 て番 え が現 実 的 な 問題 と し
て ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れて く る が、 被災マ ン シ ョ ン を め ぐ る こ の 10年 間 の動 向 は 、 建 て 替 え

費用 の負担が困 難 な 住民 に対す る 資金面 の 支援 を ど う す る か な どの課題 を 重 く っ き つ け て
し ミ る O
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第五節 「復興10年総括検証 @ 提言報告」 か ら

阪神 ・ 淡路大震災の復興施 策 を 検証 し て き た 兵庫県の 「復興10年委員 会 J (座長 : 新野
幸次郎 ・ 倒神戸都市問題研究所理事長) は2004年12月 25 日 、 6 分野54テ ー マ か ら 成 る 「復
興10年総括検証 ・ 提 言事業」 の最終報告 を ま と め た 。

最終報告で は 、 住宅再建支譲 に 関 し て 、 住宅本体への支援 を 課題 に あ げ、 同 時 に 「地震

保険な どの 自 助努力 や公的 な 支援 だ け で は 限界があ り 、 住宅所有者 間 の相 互扶助 を 基本 と
す る 共済制 度 な ど 「 自 助J 1共助J 1公助J が一体 と な っ た仕組み を 構築す る こ と が求め ら

れ る 』 と 提 言 し て い る O

「分野別検証J で は 、 健康福祉分野 121世紀 に対応、 し た福祉の ま ち づ く り 」 の な かで、
高 田 光雄 ・ 京都大学大学院教授 が 「住宅復興 に お け る 取 り 組み」 を テ ー マ に 10年 間 の住宅
復興の歩み を 検証 し て い る O ま た 防災分野 「災害 に 強 く 、 安心 し て暮 ら せ る 都市づ く り 」

で は 、 目 黒公郎 ・ 東京大学生産技術研究所教授が 「建築物の耐震化促進』 を テ ー マ に 、 住

宅耐震化の推進 を 検証 し て い る 。 以 F は そ れぞれの検証結果 の 要約 で あ る 。 (復興10年総

括検証 ・ 提言報告 〈第 3 編分野別検証〉 参照)

復興10年総括検証 ・ 提言報告 く第 3 編 分野別検証> (抜粋)

I 健康福祉分野 121世紀 に対応 し た福祉の ま ち づ く り J

検証テ ー マ 「住宅復興 に お け る 取 り 組み」

検証担当委員 高 田 光雄 ・ 京都大学大学院教授

1 . 住宅の価値の再認識

( 1 ) 全 て は住宅の倒壊か ら 始 ま っ た

そ も そ も 、 震災後の居住問題の ほ と ん ど は 、 住宅の倒壊 に よ っ て も た ら さ れた も の

で あ っ た 。 住宅の倒壊がな け れば、 こ れほ ど多 く の死者 と 負傷者 を 出 す こ と は な か っ
た 。 住宅の倒壊が な け れば、 長期 に わ た る 避難生活 は 回避で き た 。 住宅の倒壊がな け

れ ば、 大量の仮設住宅 の 建設 も 、 大規模 な 災害復興公営住宅団地の建設 も 必要 と は な
ら な か っ た 。 そ し て 、 そ れ ら 新 た な住宅 に お け る 新た な 居住問題の発生 も 最小 限 に く

い 止 め ら れた はずで、 あ る O
本来 は 人 々 の生活 を 守 る はずで、 あ っ た住宅の倒壊 と そ れ に よ る 家族の被 災 は 、 二重

の意味で人 々 の生活 を 破壊 し た 。 生 き の ぴた被災者に と っ て も 、 住宅の倒壊は単 な る

物 の 滅失、 財 産 の 喪失 だ け を 意味す る も の で は な か っ た 。 住 宅 を 失 う と い う こ と が、
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生活の基盤 を 失 う こ と を 意味 し 、 人 々 の ア イ デ ン テ イ テ イ の対象 を 失 う こ と を 怠味す

る の だ と い う こ と を 、 わ れ わ れ は 、 多 く の被災者の苦悩 に 満 ち た生活再建過程か ら 学

ん だ。

(2 ) い え と ま ち の 関係性の喪失
一方、 住宅の倒壊は 、 そ れが連拐す る こ と に よ っ て 、 生活の場 と し て の ま ち の破壊

を 招 い た 。 住 宅 は か け が え の な い 環境要素 で あ る が、 住宅だ け で は 人 々 は 生 き て は い
け な い 。 住宅がま ち を 作 り 、 ま ち が人 々 の生活 を 支 え て い る の だ と い う こ と を 、 わ れ

わ れ は 震災 と そ の復興過程 を 通 じ て再認識す る こ と に な っ た。

住宅 は ま ち の要素であ り 、 都市居住者は ま ち に住 ん で い る の で あ る O ま ち の 中 の 一
つ ひ と つ の住宅 と 他の住宅や様々 な 施設が互い に 結 びつ い て生活 の 場 が実現 し て い る O

ま ち の 中 で人 と 人 と のつ な が り が生 ま れ、 そ れ に よ っ て 人 々 の 生活が支 え ら れて い る

こ と も 改め て 明 ら か と な っ た 。 住宅 と ま ち と は不可分 一体で あ り 、 既成市街地 で は 、
ま ち の 中 の要素同士の 関係性、 人 と 人 と の 関係性が�Ylí を 支 え 、 ア イ デ ン テ ィ テ ィ を
形成 し て き た の であ る O

も っ と も 、 多様な被災地や被災者の 中 に は 、 そ の よ う な 関係性が も と も と 希薄 な 地

域 や そ の よ う な 関係性が形成 で き な い被災者が存在 し て い た 。 震災 と そ の復興過程 は 、

住宅 と ま ち 、 人 と ま ち 、 人 と 人 な どの様々 な 関係性の重要性 を 示 し た が、 同時 に そ う

し た 関係性の希薄 な 状況、 つ ま り 持続可能性の弱い居住の脆 さ も 顕在化 さ せた の で あ
る O

2 . 価値財 と し て の住宅

( 1) な ぜ、住 宅 は倒壊 し た の か

1950年 に 制 定 さ れた建築基準法や そ の施行令は 、 59年、 71年、 8] 年 と 改正が重ね ら
れ、 耐震基準 は 強化 さ れて き た 。 と り わ け、 1981年の施行令改正 に よ り 生 ま れた い わ

ゆ る 新耐震基準 は 、 震度 6 程度の大地震 に対 し で も 倒壊 し な い 建物 を 目 標 と し た も の
で 、 阪神 ・ 淡路大震災で も こ の 基準 を 満た す建物 の倒壊は少 な か っ た 。

し か し 、 こ う し た技術的環境整備 に も 関 わ ら ず、 こ の基準 に 達 し て い な か っ た多 く

の住宅ス ト ッ ク は改善 さ せ る こ と な く 最悪 の 結果 を む か え た 。 そ れ ど こ ろ か、 倒壊 し

た住宅 は 、 改正前の 基準 に 達 し て い た か ど う か も 疑わ し い も の が少 な く な か っ た の で

あ る O

大量の住宅の倒壊は 、 技術 的 要 因 だ け で説明 で き る も の で は な い。 む し ろ 劉壊の 背
景 と な っ て い た社会的要 悶 に こ そ 日 を 向 け る 必要があ る 。

(2 ) 低質低家賃住宅市場の存在

住宅倒壊の社会的要国 の 一つ は 、 老朽化 し た低質低家賃住宅市場の 存在 で あ っ た。
戦後の わが国 の住宅政策 に お い て は 、 低所得者 な どの住宅困窮者への居住支援 は 主 と
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し て公営住宅供給 に よ っ て仔 わ れて き た 。 し か し 、 公営住宅の入賢者 は 抽選 に よ り 決

定 さ れて き た 。

そ の た め 、 当 選者 に は一定水準以上の住宅サ ー ビ ス が提供 さ れた が、 落選者 に は何

の 支援 も 行わ れて こ な か っ た 。 こ う し た状況 を 背景 と し て低質低家賃住宅市場が存続

し 続 け た 。

ま た 、 震災前の公営住宅の家賃体系 で は 、 公営住宅 よ り 民間低質住宅の方が低家賃

で あ る こ と が一般的で あ り 、 公営住宅の入居資格があ っ て も 、 よ り 所得 の低い者 は む

し ろ 民間低質住宅 を 選択す る 傾向 も あ っ た 。

震災後の公営住宅法の 改正 に よ り 、 公営住宅の入居基準が見直 さ れ る と と も に正、能

応益家賃制度が導入 さ れ、 低所得者が公営住宅か ら 排 除 さ れ る メ カ ニ ズ ム は改善 さ れ

た 。 し か し 、 抽選に よ る 入居者選定 な どの仕組み は 変わ ら ず、 最低居住水準未満世帯

の解消 に も 強制力 は な い。 減少傾向 に あ る と は い え 老朽化 し た低質低家賃住宅 も 存続

し て い る O 住 宅 は 、 健康で丈化的 な 生活 を 営 む た め に必要 な 最低水準 を 構成 す る 財、

つ ま り 価値財で あ る O 住宅困窮世帯の居住 支援 は 抜本的改革 を 必 要 と し て い る と い え

る 。

( 3) 違反建築 の 蓄積

阪神 ・ 淡路大震災で は 、 必ず し も 老朽化 し て い る と は い え な い住宅 も 数多 く 倒壊 し

た 。 そ の 背景 と し て無視で き な い の が違反建築の存在 で あ っ た。 違反建築が建て続け

ら れたi直接的背景 は 、 も ち ろ ん 開発業者の倫理観 の 欠如 で あ る O し か し 、 開発業者の

行動 に は 、 購入者の注文や行動様式 も 大い に 影響 を 与 え た と い え る し 、 違反の程度 を

定 め て 融資 を 行 っ て き た 民間金融機 関 の 責任 も 少 な く な か っ た はず で あ る O

自 治体の建築指導行政 も マ ン パ ワ ー に 限界があ り 十分な対応がで き て い な か っ た 。

近年、 住 宅 品 質確保法 の 制 定 な ど に伴 い 、 居住者、 購入者の意識 も 徐々 に 変化 し て き

た 。

民 間:金融機 関 も 違反建築 に融資 し な い 方 針 を 打 ち 出 し 、 100m2以上 と い う 敷地規模

を定め た住宅金融公庫の融資基準 も 緩和 さ れた 。 こ う し た状況の 中 で、 新規建設住宅

に つ い て は 、 違反建築が減少 し て き て い る が、 既 に建設 さ れ た 違反建築 ス ト ッ ク や既

存不適格建築物 の 問題 は 解消 さ れて は い な い。 ス ト ッ ク を 対象 と し た 総合的 な 建築指

導行政の見直 し と 強化が求め ら れ る O ま た 、 規制 だ け で な く 、 市場機構 を 活用 し た 違

反建築の抑制や ス ト ッ ク 改善 の促進 も 重要 で あ る が、 情報の 非対象性が顕著な住宅分

野で市場機構 を機能 さ せ る た め に は 、 居住者への継続 的 な 情報提供 の仕組みづ く り が

必要で、 あ る O

(4) 住宅維持管理 シ ス テ ム の不在

震災復興の 過程 で 、 一時的 に起 こ っ た工業化住宅の大量建設 は 、 被災地の風景再生

の期待 を 裏切 る も の で あ る と し て 、 そ の無機的 な材料 や デザイ ン に厳 し い批判が向 け

第三章 @ 住 宅 229 



ら れた 。 被災地の住宅地景観の変化 は 、 確か に ネ ガテ イ ブな側 面 を 伴 っ て い た 。 そ し

て 、 そ の 要 因 と し て 、 工業化住宅の存在があ っ た こ と も 薙かであ る O

し か し 、 よ り 本質 的 な 問題 は 、 材料や デザイ ン で は な く 、 む し ろ 、 被災地の住宅生

産 ・ 維持管理 を 取 り 巻 く 産業構造 に あ っ た と 考 え る べ き で は な か ろ う か。 被災地、 と

り わ け 阪神 間 は 、 地域密着型の住宅生産 ・ 維持管理 シ ス テ ム が十分発達 し て い る と は

い え な い地域で あ っ た 。 そ れ ゆ え 、 分譲マ ン シ ョ ン や工業化住宅が建設 さ れや す い 環

境 に あ り 、 ス ク ラ ッ プ ・ ア ン ド ・ ピル ド に よ っ て住宅地の更新が行 わ れ て き た の で あ

る O 復 興 に 当 た っ て 、 多 く の被災者が工業化住宅 に よ る 建替 を 行 っ た の も 、 震災前の

の 下 で は ご く 自 然 な 選択であ っ た と い え る O

今後、 町並み景観の継承や住宅の維持管理 . 11多繕 に よ る 持続可能性 の 高 い戸建住宅

地 の 形成 を 目 指す の で あ れ ば、 住宅の材料や デザ、イ ン に 関 わ る 取 り 組み よ り 、 む し ろ

産業構造 の 再編が必要であ る 。 住宅政策 は 、 都市政策 と と も に 産業政策 と も 連携す る

こ と が強 く 求 め ら れて い る の であ る O

3 . 住 ま い ・ ま ち づ く り と い う 考 え 方

( 1 ) 復旧 ・ 復興が進 ん だ住宅地 と 進 ま な か っ た住宅地

阪神 ・ 淡路大震災 に よ る 住宅被害 は住宅階層 や住宅地階層 を 鮮 明 に 反映 し た も の で

あ っ た 。 こ の傾 向 は 、 住宅や住宅地の復旧 ・ 復興 に も そ の ま ま 当 て は ま る も の で あ っ

た 。 そ の結果、 被災地の住宅復旧 ・ 復興過程 に は大 き な 地域格差が認め ら れた 。 た と

え ば、 激震地であ っ た神戸市内 に お い て も 、 東部地域 に お い て は 、 約 2 年 間 で住宅ス

ト ッ ク 戸数の 屈復が見 ら れた の に対 し て 、 い わ ゆ る イ ン ナ ー シ テ ィ を 含む 西部地域に

お い て は復 旧 ・ 復興が大 き く 遅れ、 10年 た っ た 現在 に お い て も 、 復 旧 の 臼 処 な く 空 き

地 と し て放置 さ れて い る 宅地が散見 さ れ る 。

こ う し た格差が生 じ た 主 な 要 因 は 、 居住者 ・ 所有者の経済的能力 と 住宅 ・ 住宅地の

技術的 ・ 制 度 的属性であ っ た 。 前者 に つ い て は 、 所得が低 く 、 資金力 に 乏 し い こ と な

どが、 後者 に つ い て は 、 敷地の接道条件や権利 関係が複雑 で あ る こ と な どが、 復 旧 ・

復興 を 遅 ら せ る 結果 と な っ た 。 と り わ け 、 後者は 、 住宅の復旧 ・ 復興 が ま ち の復 旧 ・

復興 と 切 り 離せ な い こ と を 意味 し 、 住 ま い ・ ま ち づ く り と い う 考 え 方 の 重要性 を 示 し

て し 、 る O

(2 ) イ ン ナ ー シ テ ィ 問題群 の 顕在化

住 ま い ・ ま ち づ く り と い う 考 え 方 が と り わ け必要な の は 、 密集市街地が無秩序 に 拡

がる 、 い わ ゆ る イ ン ナ ー シ テ ィ であ っ た。 震災お よ びそ の復興過程 は 、 震災前 か ら 存

在 し て い た イ ン ナ ー シ テ ィ 問題群 を 改 め て 顕在化 さ せ た の であ る O

特 に 大 き な 問題 の 第 一 は 、 基盤施設の 未整舗で あ る O イ ン ナ ー シ テ ィ は 、 道路等の

基盤施設が十分整備 さ れな い ま ま 住宅建設が進 め ら れ た地域で あ る O こ う し た 地域で
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は 、 そ も そ も 、 住環境水準があ ま り 高 い と は言 え な か っ た だ け で な く 、 敷地が建築基

準法で定め ら れた接道条件 を 満 た し て い な い場合 も し ば し ばあ り 、 震 災 に よ り 倒壊 し

た住宅 を 再建す る こ と がで き な か っ た 。 第二 は 、 権利 関係の複雑性で あ る O 土地所有

者、 建物所有者、 居住者がそれぞれ異 な っ て い た り 、 抵当権が設定 さ れ て い た り す る

こ と も 少 な く な し ま た 、 権利者が遠隔地であ っ た り 、 登記上の所有者が既 に死亡 し

て い た り す る 場合 も 見受 け ら れた 。 こ う し た 地域で は 、 た と え 、 技術的 、 経済的 に住

宅再建が可能 であ っ た と し て も 、 そ こ に至 る プ ロ セ ス に多 く の 陸路が生 じ事業 を 進め

る こ と がで き な か っ た 。

住宅 ・ 住宅地 の復興過程 を 眺 め る 眠 り 、 こ う し た 問題群 に対 し て 、 敷地 単位 の住宅

再建な どの よ う な 、 個 別 の取 り 組み に よ る 問題解決 に は大 き な 限界があ る と い わ ざる

を 得ず、 地域の ま ち づ く り 活動 と し て の 取 り 組みが不可欠で あ る よ う に 思 わ れ る O た

だ し、 共 同 的 な 問題解決 は 、 合意形成 の壁があ り 、 日 常的 な ま ち づ く り 活動がな け れ

ば実現の 可能性は低い。 近年、 共 同化の促進 や接道条件の緩和 な ど、 イ ン ナ ー シ テ ィ

問題群 の 共 同 的解 決 に 繋がる 制度整備が行 わ れつ つ あ る O し か し 、 こ の 巨大な 問題群

を 解決す る た め に は 、 持続的 な 地域の ま ち づ く り 活動 を 支 え る 、 よ り 強力 で体系的 な

施策が必要 で あ る O

( 3) 見 え な い住宅市街地像

住 ま い ・ ま ち づ く り に お け る 合意形成 の 国難性の 要 国 の一つ は 、 ま ち の将来像の不

在 に あ っ た。 ま ち の将来像の共有 な し に個別 の住宅や施設の形態 の 決定 や 変更 を 行 お

う と す れ ば、 価値観 の 異 な る 個 人 と 個 人の利害の調整、 価値の調整が最大 の 関心 に な

ら ざる を 得 な い。 イ ン ナ ー シ テ ィ の住 ま い ・ ま ち づ く り は 、 多 く の場合、 限界的 な状

況の 中 での 共 同 的解決の模J素で あ り 、 関係者がそ れぞれ 自 ら の利益 の 最 大化 を 主張 し

た の で は そ も そ も 成 り 立つ も の で は な い 。 各伺人が何 ら か の 譲歩 を 行 う 代 わ り に 、 共

同化、 協調化 に よ る 新た な 価値 を 獲得す る こ と 、 つ ま り 、 価値共有過程があ っ て初 め

て実現す る の で あ る O

震災後、 数多 く の ま ち づ く り 協議会がつ く ら れ た が、 多 く の協議会は 値値の調整に

終始せ ざる を え な い状況 と な っ た 。 調整役 は 多大 な 精神 的苦痛 を 受 け 、 人 間 関係の亀

裂 も 発生 し た 。 た だ し 、 震災前か ら 住 ま い ・ ま ち づ く り 活動 を 続け て い た 地域 を は じ

め と す る わ ず か な 地域で、 は価値共有過程が成立 し 、 ま ち の将来像の議論が行 わ れ た 。

た だ し 、 そ の場合で も 、 短期 間 で ま ち の将来像 を 描 く こ と は極め て 国難 で あ っ た 。

ま ち の将来像は事業手法の想定す る 市街地像 に も 強 く 規定 さ れ た 。 多 く の事業手法

の示す市街地銀は 、 単純化 し て表現す れ ば密集市街地 を い わ ゆ る 近代都市 モ デル に 瞬

時 に 移 し 替 え る と い う も の で あ り 、 イ ン ナ ー シ テ ィ の復旧 ・ 護興 と は か け離れて い た

と 言 え る O も ち ろ ん、 修復型再開発の手法 も 存在 し 、 一部の地域で は 、 多様な住宅 タ

イ プが混合 し た復興市街地 も 生 ま れた こ と は確かで あ る 。 し か し 、 ま ち の 骨格 と な る
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よ う な 長寿命の住宅ス ト ッ ク の 形成 と 相対的 に短寿命 の 簡易 な 住 宅 を 組み合わせて複

合的 な ま ち を つ く る 発想、や 、 短寿命の住宅 を段階的 に 長寿命の住宅 に 置 き 換 え 、 時 間

を か け て徐々 に ス ト ッ ク 形成 を 図 っ て い く と い う 発想 な どは十分な検討 に い た っ て い

な い 。

4 瞭 復興住宅団地の居住問題

( 1 )  災害復興公営住宅 と い う 選択

阪神 ・ 淡路大震災は杜会の大 き な転換期 に起 き た 。 バ ブル経済の崩 壊 、 少子高齢化

の進行、 地球環境問題の深刻化 な ど を 背景 と し て 、 人 々 の価値観が大 き く 変わ ろ う と

し て い る と き の で き ご と で あ っ た 。 一方、 こ の 時期 は 、 わが国 の住宅政策 の大 き な 転

換期 で も あ っ た 。 す な わ ち 、 第 二次世界大戦後の戦災復興期 に成立 し 、 そ の後の高度

経済成長期 の住宅の大量供給 を 推進 し て き た公営 、 公団、 公庫 の 三制度 を柱 と す る 住

宅政策の枠組 み の 限界が見 え 始 め 、 公的住宅建設 を 中 心 と し た住宅政策 か ら 住宅市場

全体 を 対象 と し た 総合的住政策へ移行 し う る 政策体系 を確立す る こ と が求め ら れて い

た 時 期 で あ っ た 。

し か し 、 住宅復興は 、 避難所→応急仮設住宅→恒久住宅 と い う 単線 的 プ ロ グ ラ ム を

基本 と し て 進 め ら れ、 恒久住宅 に つ い て は 、 公営住宅 を 中心 と し た公共住宅の大量供

給 に よ っ て対応す る と い う 方針が と ら れた 。 す な わ ち 、 戦後体制 と も い え る 従来の ハ

ウ ジ ン グ シ ス テ ム に依拠 し た復興プ ロ グ ラ ム が策 定 さ れた の で あ る 。

(2 )  マ ス ハ ウ ジ ン グ の再生産

別 の 言い 方 を す れば、 20世紀後半 の マ ス ハ ウ ジ ン グ に よ っ て も た ら さ れた様々 な 問

題 の 再発が予 測 で き た に も かか わ ら ず、 現状で は公営住宅の大最建設 を も っ て し か住

宅復興 は 実現で き な か っ た 。 公営住 宅 は 、 日 本 の 戦後住宅政策 の い わ ば大黒柱で あ り 、

マ ニ ュ ア ル化 さ れた と こ ろ も 多 く わ か り や す い 上 、 制度運用 上の工夫 も 蓄積 さ れて い

る O 民 間賃貸住宅市場が十分成熟 し 、 良質 の ス ト ッ ク があ る と い う 状況 に な い以上、

当 面 、 最 も 多 く の 国費 を 引 き 出す こ と がで き 、 計画戸数 を 消化で き る と い う 確実性が

高 い 方法 と し て公営住宅の直接建設が真 っ 先 に 選択 さ れた の は む し ろ 当 然 で あ っ た と

も い え る の で あ る O

さ ら に 、 震 災 の 翌年行 わ れ た 応急仮設住宅入居者調査や 一元募集時 登 録調査等 に

よ っ て 低所得者層 の住宅確保 と 家賃負担の軽減が よ り 強 く 求め ら れて い る こ と が明 ら

か と な り 、 復興住宅計画 は公営住宅の割合 を よ り 大 き く す る と い う 方 向 での見宜 し が

行 わ れた と い う 経緯 も あ っ た 。 そ の結果、 災害復興住宅団地 に お け る 低所得者層 や 高

齢者層 の 集 中 は よ り 必然 的 な も の と な っ た。

結局 、 災害復興公営住 宅 は 兵産県下で約 4 万2000戸が供給 さ れ た 。 こ れ ら を 中 心 と

し た災害復興住宅団地 は 、 少 な く と も 二 つ の重 要 な 諜題 を 抱 え て い る O 第 一 は 、 画一
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的 で、大規模 な 高層 高密 の住環境が被災者の生活 に与 え る 影響であ る O 第二 は 、 多 数 の

被災者の ゐ斉入居お よ び所得階層 や年齢の偏 り 、 と り わ け災害復興公営住宅 に み ら れ

る 低所得者層 や高齢者層 な どの特定階層 集 中 に伴 う 管理問題の発生で あ る O

( 3) 高齢者居住 と コ ミ ュ ニ テ イ 問題

上記の二つ の 課題 の 内 、 前 者 に つ い て は 、 建築学 に お け る 集合住宅計画研究の 課題

と し て こ れ ま で に も 繰 り 返 し論 じ ら れて き た事柄であ る O こ れ に対 し て 、 後者 は 、 む

し ろ こ れか ら 一般の公営住宅団地 な どで深刻化す る 可能性が高 い 課題 で あ り 、 必ず し

も こ れ ま で の住宅研究 の 中 で十分論 じ ら れて き た事柄で は な か っ た と い え る O

低所得者層 や高齢者層 な どの特定階層 の 集 中 に よ り 、 公営住宅 に お い て新た に 発生

す る と 考 え ら れ る 管理問題 と は 、 主 と し て ，1:)、下の三点で あ る O 第一 は 、 低所得者層 の

集 中 に伴 っ て発生す る 共主主費未納者の増加 な どの経済的問題であ る O 家賃 に つ い て は 、

応能応説家賃の導入 に よ っ て 問題の発生が緩和 さ れ る が、 共主主費 に つ い て は未納 者 を

巡る ト ラ ブル の 増 加 は 避 け ら れ な い と 考 え ら れ る O 第 二 は 、 高齢者層 の 集 中 に伴 っ て

発生す る 生活支援ニ ー ズ の増大な どの福祉的問題であ る 。 団 地 内 の要 支援階層 の相対

的増加 は 、 従来の相互扶助 に よ る 問題解決 を 困難 に し 、 よ り 高水準の サ ー ピス が求め

ら れ る よ う に な る O 第 三 は 、 低所得者層 、 高齢者層 を 含 め た 特定階層 の 集 中 に伴 っ て

発生す る 自 治会活動 の 困 難化 な ど の コ ミ ュ ニ テ ィ 問題 で あ る O コ ミ ュ ニ テ ィ ・ リ ー

ダー や そ の支援者の候補者が相対的 に 減少す る だ け で な く 、 特定階層 の 増 加 に 伴 っ て

吉 治会運営 な どが国難化す る こ と が予想 さ れ る 。

災害復興公営住宅で は 、 こ れ ら 三点 の 管理問題の発生 は不可避であ っ た と 言わ ね ば

な ら な い。 特 に 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 問 題 は 、 居住者の特定階層 への 集 中 に よ っ て深刻化す

る こ と に 注意 し た い 。

も ち ろ ん、 こ う し た 問題の発生 は 、 こ れ ま で も あ る 程度 は予測 さ れ、 国 お よ び 自 治

体に よ っ て 既 に対策が講 じ ら れて き た部分 も あ る O 家賃のヲ | き 下 げ、 グ ル ー プ入居 な

ど の 募集 方 法 の 工 夫、 コ レ ク テ イ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ の 導入 、 シ ル バ ー ハ ウ ジ ン グ の

LSA 業務の拡大、 自 治会 の 立 ち ヒ げの た め の 人的支援、 入居前 イ ベ ン ト の 開催、 コ ミ ュ

ニ テ ィ i舌動の財政的支援な ど、 震災復興 に あ た っ て 初 め て試み ら れた 施策 も 少 な く な

か っ た 。

し か し 、 大規模 団 地 に 一斉入居 し た多 様 な 条件の被災者が安定 し た生 活 に至 る ま で

に は 、 な お考慮すべ き 数多 く の 問題が山積 し て い る O 加 え て 、 新た に 適用 さ れた何れ

の対策 も 財 政負 担 を 大 き く す る 方 向 で の解決であ り 、 そ の拡大 に は一定の 限界があ る

と 言 わ ね ば な ら な い 。 さ ら に 、 自 分 た ち の居住環境 は 自 分た ち で決定 ・ 運営 し て い く

と い う 自 律型管理、 参加型管理の促進 と い う 視点 か ら は 、 公共サ ー ビ ス 拡大 に よ る 問

題解決が必ず し も 最善 で あ る と い う こ と に は な ら な い と い う 指摘 も あ る O

い ず れ に せ よ 、 少子高齢社会が進行す る な か、 今後の住宅地や集合住宅団地の管理

第三主主 @ 住宅 233 



の あ り 方、 と り わ け、 公営住宅の管理の あ り 方 に つ い て 、 災害復興公営住宅団地の経

験 を ふ ま え て 、 十分な議論が必要で あ る と い え る と と も に 、 そ の議論の 成果 は 、 災害

復興公営住宅団地 に も フ ィ ー ドパ ッ ク さ れ な け れ ば な ら な い 。

5 . 復興住宅政策の評価 と 当 面の課題

( 1 ) 災害復興公営住宅 を 中心 と し た単線型 プ ロ グ ラ ム

以上 を ふ ま え て 、 住宅復興政策が災害復興公営住宅 を 中心 と し た単線型 プ ロ グ ラ ム

と な っ た こ と を 評価 し て お き た い 。 住宅復興が公営住宅の大量建設 を 中心 に展 開 さ れ

た の は 、 第二次世界大戦後の 日 本の住宅政策の大 き な 流 れ を 背景 と す る も の で あ り 、

事前に様々 な 問題が予測で き た と は い え 、 そ れ を 上 回 る 強 い必然性があ っ た と 言 わ ざ

る を 得 な い。 当 時 と し て は他 の 選択 は不可能で あ っ た と い っ て よ い 。 そ の 中 で、 こ れ

ま で の経験 を ふ ま え て 、 問題点 を 少 し で も 緩和 し よ う と す る 設計計画上 、 あ る い は管

理運営上 の 地道 な 努力 が行 わ れた こ と は評価 さ れて よ し ミ 。 ま た 、 公営住宅建設は 、 結

果 と し て 、 被災地の住宅ス ト ッ ク 形成 に 寄与 し た と い え る 。

し か し な が ら 、 大規模高層住宅への大量の高齢者の 一斉入居 は 、 好 ま し く な い計画

で あ っ た 。 そ れが避 け ら れな か っ た 一 つ の理由 は 、 復興政策 の 明快性 と 外形的公平性

を 確保す る た め に採用 さ れた単線型 プ ロ グ ラ ム に あ っ た と い え る 。 住宅復興は も っ と

多様な プ ロ セ ス が想定で き た は ずであ り 、 生活再建パ タ ー ン に応、 じ た 補修費補助 や家

賃補助 、 既成市信地の私有地での仮設住宅建設や小規模な 復興住宅建設の可能性 な ど

も 検討 さ れ る べ き で あ っ た 。 制度的 な 煩雑性や将来の 維持管理への不安 は否定で き な

い が、 復興計画検討段階で国 の 阪神 ・ 淡路復興委員会の下河辺委員長が行 っ た 、 復興

住宅の メ ニ ュ ー の 中 に 耐用年数20年程度の 中 間住宅 も 加 え る べ き で あ る と い う 提案 や 、

神戸市 な どで検討 さ れて い た 既成市街地内 の軽量鉄骨造の グ ル ー プホ ー ム 型共 同住宅

建設な ど は再評価 さ れ る べ き であ る O 複線型 プ ロ グ ラ ム が実現で き な か っ た こ と が、

復興住宅の計画上お よ び管理上 の 問 題 を よ り 大 き く し た こ と が容易 に想像で き る か ら

で あ る O

(2 ) 復興住宅の コ ス ト 分析

と こ ろ で、 毎興住宅政策 は 、 コ ス ト 商か ら 十 分 な 吟味が行 わ れて こ な か っ た こ と も

課題 を 残 し た 。 今 回 の復興検証の 中 で 、 復興住宅の コ ス ト 分析 を 試み た 。 単線型 プ ロ

グ ラ ム に 従 っ て 、 た と え ば、 避難所→応急仮設住宅 ( リ ー ス ) →恒久住宅 (災害譲興

公営住宅) と 進 ん だ場合、 応急仮設住 宅 に は 、 戸 当 た り 平均約360万 円 の 設置、 維持

管理、 撤去費 用 がかか り 、 恒久住宅 に は 、 戸当 た り 平均約1503 万 円 の 事業費 (建築 費 、

設備費 、 エ レ ベ ー タ ー 工事費 の合計、 こ の う ち 国庫補助 は約 7 割 強 ) と 、 戸当 た り 平

均約36万円 の家賃低減対策祷助がかか っ た こ と に な る O さ ら に 、 県営住宅の場合、 い

き い き 県 住 推 進 員 費 用 が戸 当 た り 平均 約 4 万 円 、 シ ル バ ー ハ ウ ジ ン グ の 場合が、
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LSA 費 用 が戸 当 た り 平均約 6 万 円 か か っ て い た 。 こ れ ら を 合計す る と 、 約 1909 万 円

と な り 、 こ れ に 含 ま れ な い 間接経費 な ど も 考慮 す る と 、 住宅復興 に は 戸 当 た り 平均2000

万 円 近 い 金額が投入 さ れた こ と に な る 。 (用 地費 を 含 め る と 、 戸 当 た り 平均3000万円

以上 と な る 。 )

一部 に 、 こ の費用 を 現金給付 に し た 方が効率的 で あ っ た と い う 意見 も あ る が、 震災

直後の被災地での住宅ス ト ッ ク の状況 を 考慮 す れば、 現金給付の み に よ っ て住生活の

再建が容易 に で き た と は 考 え ら れず、 ま た 、 復興住宅 に よ る ス ト ッ ク 形成 の意義 も 評

価 に加 え る べ き で あ り 、 短絡的 な 結論 は 出 すべ き で は な い。 た だ し 、 災 害復興公営住

宅 を 基調 と し つ つ も 、 前述の複線型 プ ロ グ ラ ム の 中 での 多様 な住宅復興 の展開 は可能

で あ っ た と 考 え ら れ、 よ り 効率的で効果的 な 配分があ り 得た こ と は 指摘 で き る 。 な お 、

復興住宅の コ ス ト は 、 予 防 的費用 の検討資料 と し て も さ ら に 詳細 に 分析すべ き であ る 。

( 3) 当 面 の 課題 と し て の 災害復興公営住宅 に お け る 居住支援

災害復興公営住宅 に お け る 当 面 の 居住問題への対応 は 急務 で あ る 。 2004年度 に 実施

さ れた 兵庫県の調査に よ る と 、 災害復興公営住宅居住者全体 に 点 め る 65歳以上人 口 の

割合は69% を 占 め 、 一般県営住宅の高齢化率43 % と 比べて も 極端 に 高 齢化が進行 し て

い る こ と がわ か る O 復興住宅の入居者の年齢階層 が高齢者 に偏 っ て い た こ と は復興住

宅供給上重要 な 要件で あ っ た。

こ う し た 要件 に こ た え て 実施 さ れ た 南芦 屋 浜 団 地 に お け る 緊急通報装 置 十 24 時 間

LSA 常駐の試み は 、 a殻的 な 高齢者居住支援の モ デル と し て も 高 く 評価 で き る 。 シ

ル バ ー ハ ウ ジ ン グの シ ス テ ム は 、 介護保険導入 に よ っ て 再検討 を 必要 と し て い る と の

指摘 も あ る が、 逆 に 、 南芦原浜田地 で は 、 介護保険導入後、 ま す ま す LSA の存在意

義が高 ま り 、 そ の効率性 と 有効性が実証 さ れた と い え る 。

こ の先駆的取 り 組み は 、 介護保険の制度改革 に お け る 地域夜 間 訪問 介護の導入 と も

呼応 し て い る O 今後は夜 間 を 含め た 24時間 の サ ポ ー ト 体制 の あ り 方 を 検討 し 、 よ り 効

果的 な 高齢者居住支援 シ ス テ ム の確立 を 図 る べ き で あ る O ま た 、 公営住 宅 の ふ れ あ い

セ ン タ ー ( 集会室) を 小規模多機能型居宅介護や ボ ラ ン テ ィ ア の地域活動 ス ペ ー ス と

し て活用 し た 高齢者の居住支援策 に つ い て も 検討 さ れ な け れ ばな ら な い 。

一方、 災害復興公営住宅 と し て は必ず し も 成功 し た と は 言 え な か っ た コ レ ク テ イ ブ

ハ ウ ジ ン グ は 多世代介護付 き 住宅への リ フ ォ ー ム な どが期待 さ れ る O な お 、 公営住宅

法上の住宅で は な い が、 ケ ア付 き 仮設住宅 を 基礎 と し た尼崎市の グ ル ー プハ ウ ス な ど

の ソ ー シ ャ ルサ ー ビ ス を 複合 し た グル ー プ リ ピ ン グ は 、 今後、 都市部 に お け る 単身独

居高齢者世帯の急激な増大の見込 ま れ る 中 で 、 安心 と 交流 を 提供す る 高齢者居住の一

つ の モ デル と し て発展的 な検討が望 ま れ る O

第三章 ・ f主宅 235 



i 住宅政策の再編 に 向 け て

( 1 ) 公共住宅供給政策の抜本的見直 し の必要性

震災後の居住問題が住宅の倒壊 に よ っ て も た ら さ れた も の で あ る こ と を 改め て確認

し た い 。 そ の上 で 、 そ れ を も た ら し た社会的要因 を 克服す る 住宅政策 の 再編 を 構想 し

た い。 と り わ け 、 復興住宅政策の 中心 と な っ た公共住宅供給政策 の抜本 的見直 し が必

要であ る 。

そ も そ も 、 住宅政策 に は 、 住宅困窮者に対す る 冒住支援 と い っ た 「 ひ と 」 に対す る

政策 と 、 良質住宅ス ト ッ ク 形成 と い っ た 「 ま ち 」 に対す る 政策があ る O 公共住宅供給

は 、 実 は こ の 二 つ が重ね合わ さ れた 政策 で あ っ た。 住宅の絶対最が不足 し 、 住宅産業

が発達 し て い な い状況の 下 で は 、 こ の 政策 は 有効性が高 か っ た 。 し か し 、 高震経済成

長が一段落 し た70年代半ばあ た り か ら 揺 ら ぎ を みせ は じ め た 。 住宅問題が量か ら 質 に

移行 し た と い わ れ る よ う に な り 、 住宅産業が発展 を みせ る な か 、 住宅供給 に お け る 公

共 と 民 間 の新た な役割分担が課題 と さ れ る よ う に な っ た 。 さ ら に 、 パ フマ ル経済崩壊後、

阪神 ・ 淡路大震災が発生 し た 1995年の住宅宅地審議会答 申 で は 、 市場重視、 ス ト ッ ク

重視 と い う 戦後住宅政策の改革の方針が打 ち 出 さ れた 。 公営住宅法の 改 正 、 公団 ・ 公

庫 の独立行政法人化 の 決定 な どの一連の動 き は こ の方針 に よ る も の で あ っ た。 さ ら に 、

近年で は 、 三位一体に よ る 行政改革の 流れ の な かで、 国庫補劫 に よ る 公共住宅供給 は

一気 に縮小 さ れる 可能性が高 ま っ て い る 。

従来の よ う な公共住宅供給の縮小 に は 一定の必然性があ る O し か し 、 ア フ オ ー ダ ブ

ル な性宅供給の仕組みが不要 に な っ た わ け で は な い 。 む し ろ 、 住 宅 困 窮 者 に対す る 支

援方策 は 、 公共住宅供給で は十分 に達成で き な か っ た公平性の確保 を め ざ し て さ ら な

る 整備が必要であ り 、 良質住宅ス ト ッ ク 形成 と い っ た 「 ま ち 」 に対す る 政策 と は切 り

離 し て 考え る べ き で あ る O 具体的 に は 、 家賃補助制度の確立 に 向 け て の 「段階的」 制

度改善 ( ま ず、 技術基準が明確 な 家賃補助制度 を 前提 と し た公共住宅の 家賃制度の統

を 行 い 、 民 間住宅ス ト ッ ク の 整備状況 を 考慮 し て こ れ を 拡大す る ) が求め ら れ る O

ま た 、 住宅政策改革期 に生 ま れ た特後賃 な ど の 過渡的住宅制度 も 、 こ う し た改善 の な

か で 明快 な 制度 に 移行 さ せ る 必要があ る O さ ら に 、 市場で供給 さ れ に く い ソ ー シ ャ ル

サ ー ビ ス と 一体 と な っ た グ ル ー プ リ ピ ン グ 型住宅 な ど は 、 公的支援 を 得 て 建設促進が

図 ら れ る べ き で あ る 。

一方、 耐火造の集合住宅居地 と し て 建設 さ れて き た公共住宅ス ト ッ ク は 、 地域の住

宅ス ト ッ ク で あ る と と も に 、 い ま や 「 ま ち 」 の一部であ る O 特定階層 だ け で な く 広 く

地域住民の住宅ス ト ッ ク と し て活用 さ れ る べ き で あ る と と も に 、 住宅供給の論理だ け

で そ の将来 を 考 え る べ き で は な い。 地域の ま ち づ く り の資源 と し て も 有効 に活用 さ れ

る べ き で あ る 。 た と え ば、 災害復興公営住宅 を 含 む公営住宅田地 は 、 全住戸 を い つ ま

で も 公営住宅 と し て管理す る 必要 は な い。 地域の状況 に 応 じ て 、 多様 な 入居者の 混住
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促進、 グ ル ー プ リ ビ ン グの導入、 地域施設の併存 な ど も 考 え ら れて よ い 。 ま ち の 将来

像 に 合致 し た活用 、 再生 こ そ が重要 な の で あ る O

な お 、 こ う し た改革 は 、 災害復興公営住宅団地の居住問題の解決 に も 繋がる はずで

あ る O す な わ ち 、 単 身 高齢者 を 多 く 含む復興住宅団地の入居者の居住 メ ニ ュ ー を 拡大

す る と と も に 、 団地の ソ ー シ ャ ル ミ ッ ク ス を促進 し 、 管理問題や コ ミ ュ ニ テ ィ 問題 を

緩和す る こ と が期待で き る O

(2 )  ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト を 中心 と し た住 ま い ・ ま ち づ く り 政策 の推進

住 ま い ・ ま ち づ く り の視点か ら は 、 ま ず、 イ ン ナ ー シ テ ィ に お け る 住 環境整備の必

要性が指擁で き る 。 被災地の 中 で イ ン ナ ー シ テ ィ に位置す る 地域で は 、 未 だ に ま ち の

将来像が共有で き な い と こ ろ も 少 な く な く 、 一部の地域で は復興の行 き 詰 ま り も 認め

ら れる 。 地域の ま ち づ く り を 総合的 、 継続 的 に 支援 し て い く コ ミ ュ ニ テ イ ・ エ ン パ ワ ー

メ ン ト ・ プ ロ グ ラ ム を 構築 し 、 住民の協議 を 通 じ て ま ち の 将来像 を 具体 的 に描 く と と

も に 、 ま ち の 将来像の 合意 を 前提 に何 ら かの 強制力 を 伴 う 多面的 な 環境整備方策が整

備 さ れて い く こ と が求め ら れて い る O ま た 、 震災後の状況 の 変化や合法的 な住宅再建

がで き な い と い う 理 由 で放置 さ れて い る 密集市街地 内 の 空地 に つ い て は 、 住宅再建 を

促進す る だ け で な く 、 空地 と し て活用 す る た め の 方 策 も 検討 さ れ る べ き で あ る 。

一方、 a般の住宅市街地 で は 、 持続可 能 な住宅地形成 の仕組みづ く り が必要 と さ れ

て い る O 前述の よ う に 、 住 ま い ・ ま ち づ く り に 関 わ る 被災地の産業構造は 、 ス ク ラ ッ

プ ・ ア ン ド ・ ピ ル ド を 前提 と す る も の で あ っ た 。 軒並 み 景 観 の 継承 や 住 宅 の 維持管

理 ・ 修繕 に よ る 持続可能性の高 い住宅地の形成 の た め に は 、 こ れ に 関 わ る 産業の育成

や市場の環境整舗が求め ら れ る O 住宅の維持管理 ・ 修繕の仕組み を 伴 う 伝統的 な住宅

シ ス テ ム の継承、 発展 に 加 え 、 持続可能 な 住 ま い ・ ま ち づ く り に 関 わ る 居住者へ

の情報提供や相談 窓 口 の 充実、 ホ ー ム セ ン タ ー な ど を 拠点 と す る 住宅 リ フ ォ ー ム の 支

接 シ ス テ ム づ く り な ど、 地域性 を 考癒 し た 多様 な 施策展開が期待 さ れ る 。

町 防災分野 「災害 に強 く 、 安心 し て暮 ら せ る 都市づ く り 」

検証テ ー マ F建築物 の耐震化促進』

検証担当委員 自 黒公郎 ・ 東京大学生産技術研究所教授

1 胞 は じ め に

現在、 わ が国 は 地震学的 に 活動度の 高 い 時期 を 迎 え て い る O 東海地震 は 言 う ま で も な く 、

東南海 ・ 南海地震 な ど、 M7 . 5 か ら 8 を 超 え る 地震が頻発す る 可龍性が高 い 。 こ れ ら 一連

の 地震 に よ る 被害 は最悪の ケ ー ス で は 、 300兆円 を 超 え る と 見積 も ら れて い る O こ れ を 仮

に30年で平均す る と 、 1 年あ た り の被害額は 10兆円 と な り 、 こ れは 兵庫県南部地震 に よ る

直接被害額 に栢 当 す る O
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こ れ ら の 地震か ら ど う す れ ば、 自 分や家族の生命、 そ し て大切 な財産 を 守れ る の か。 そ

し て 、 自 本の将来や 陛界経済へ与 え る 強烈 な イ ン パ ク ト を い か に 最小化で き る か を 考 え る

の が大切 な 視点 で あ る 。

本検証で は 、 被災地 と し て の兵庫県が どの よ う に取 り 組ん で き た か を検証す る こ と に よ

り 、 こ れか ら 起 こ り う る 地震災害の発災時の活動 に役立て る と と も に 、 地震防災の本質で

あ る 「被災地で因 る 人 を 減 ら す (減災の) た め に 、 お金 と エ ネ ル ギ ー を 事前 に有効 に投入

す る 」 こ と に資す る 提言 を 行 う O

2 同 震災がも た ら し た も の

( 1 )  震災の被害状況

被災状況 に つ い て は 既 に 多 く の報告があ る が、 改 め て 建築物の被災状況 に つ い て確

認 し た。

2003年12月 25 日 付 け 消 防庁発表 「 板神 ・ 淡路大震災 に つ い て (第107報) J よ り

合計 全壊棟数10万4906 半壊棟数 日万4274 焼失棟数 7483

(2 ) 被災地の住宅事情

震災で は老朽木造住宅の密集地域 に被害が集 中 す る と と も に 、 大量の 住宅ス ト ッ ク

が失 わ れ た 。 こ の た め 、 公的事業主体 と も 連携 し た 「 ひ ょ う ご住宅復興 3 カ 年計画」

を 策定 し 、 公的賃貸住宅 を 中心 に住宅供給 に努め た結果、 1998年度 に は総量的 に震災

前の状態 に 回 復 し た 。

l 復興過程に お け る 取 り 組みの概要

阪神 ・ 淡路大震災発災以降、 兵産県 と し て復 旧 ・ 復興 に 向 け て さ ま ざ ま な 施策 を 講 じ

て き た 。

( 1 )  初動対応期

ア ) 被災建築物応急危険度判定活動

被 災建築物応急危険度判定 は 、 阪神 ・ 淡路大震災直後に全国各地 か ら );é;'，援 を 得 て

国 内 で 初 め て 本格的 に 実施 さ れ、 約 5 万棟の花、急危険度判定が行 わ れた 。

(2 ) 復旧期

復 旧期 に お い て は 、 県 と し て建築物 の耐 震診断への取 り 組み を 開始す る と と も に 、

被災建築物 の応急危険度判定体制 を 整備 し た 。

ア ) 耐震診断員 講習 会 (l995� 1996) 

謝震診断 に 関 す る 専 門技術者 を 養成す る た め 実施。 受講者1602名 。

イ ) わ が家 の耐震診断講習会 (1995� 1997) 

木造住宅所有者がわ が家 の 耐震性 を 知 る よ う 実施。 参加者703名 。

ウ ) 民 間既存建築物耐震診断助成制度 ( 1996� 1997) 
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多数の者が利用 す る 特定建築物等 の耐震診断費用への助成。 37件助成。

エ) 兵庫県耐震判定基準の 策定 ( 1996 . 12)

県有施設 を 耐震診断す る 際 に適用 。 市町公共施設等 に も 適用 が可 能 。

オ ) 被災建築物応急危険度判定体制 の 整備 ( 1997 . 1 ) 

兵庫県被災建築物応急危険度判定協議会 を 設立 し 、 判 定士の養成、 資材の備蓄、

相 互応援体制 の 整備等 を 行 っ た 。 (1996 . 4 全国協議会の 設立。 1 996 . 8 近畿協

議会の設立)

カ ) 兵庫県耐震診断改修計画評価委員 会の設寵 (1997 . 5 ) 

既存建築物 の 耐震診断 ・ 改修 を 円滑 に 進め る た め 、 「兵庫県耐震診断改修計画評

価委員 会j を 設置 し 、 市 可 及 び民間施設の耐震診断等 を 評価 し て い る o 2003年度 ま

で に延べ788件実施。

(3 ) 復興期

復興期 に お い て は 、 減災の観点 か ら 建築物 の 耐震診断 を 推進す る と と も に 、 耐震改

修の促進 に も 取 り 組 ん で、 い る 。

ア ) わ が家 の耐震診断推進事業 (2000�2002)

住宅所有者の求め に応 じ て 、 住宅の耐震性の 簡易診断 を 無料で実施 し 、 3 カ 年で

合計 3 万9322戸 ( l 万2909棟) の診断 を 実施 し た 。 1981年以前の !日構造基準で建設

さ れた住宅 に 耐震性の低い も の が多 く 存在 し て い た 。

イ ) わ が家 の耐震改鯵促進事業 (2003� ) 

耐震改修 し よ う と す る 住宅所有者 に 、 耐震診断 ・ 改修計画の策定や耐 震改修工事

に助成す る 制度 を 創設 し た 。 住宅の耐震改修 を 促進 し て い る o 2003年度実績は計両

策定で119戸 (30件) 、 改修工事で17戸 ( 17件) であ っ た 。

2004年震 は 、 改修工事等への補助銀度額 を 増額す る と と も に 、 よ り 龍便で低震 な

新 し い鮒震改修工法 を 開発 し 、 当 該促進事業の補助対象工法 と し て 活用 す る 。

4 . 取 り 組み の成果 と 課題

( 1 ) 被災建築物応急危険度判定制度 (略)

(2 )  わ が家 の 耐震改修促進事業

民 間住宅の耐震改修 を促進す る た め 、 耐震診断の受診者 (約 3 万9000戸) への ダ イ

レ ク ト メ ー ル等 を 発送 し 、 耐震改修工事への 普及啓発 を 図 る と と も に 、 県 内 の 旧耐震

基準住宅 (約78万戸) の 耐震診断へ の 受診 を 促進す る 必要があ る O

ま た 、 i司甜震基準住宅 の 集積 し て い る 地 i玄 を 抽 出 し 、 重点的 に甜震化 を 促進す る 必

要があ る 。
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5 岡 今後へ の提言

( 1 ) 耐震診訴の推進

住宅の健康診断 に あ た る 耐震診断 を 推進 し 、 住宅の所有者 に わ が家の状態 を 把握 さ

せ る こ と に よ り 、 耐震改修等 を 実施す る 動機付 け と す る O

(2 ) 自 助、 公助、 共助の新た な 枠組み

現在存在す る 旧耐震基準建物 の 数 を 考 え る と 、 耐震改修 を 促進す る た め に は 、 住宅

の所有者が 自 ら 耐震改修 を 実施す る よ う 促す 環境づ く り が必要であ る 。 そ の た め に は 、

公助 と 共助の施策が 自 助 と 連鳴 し 、 あ く ま で も 自 助 を サ ポ ー ト す る 仕組み と な っ て い

る こ と が重要で、 あ る O

こ こ で は 、 自 助努力 を促す一連の耐震改修促進施策 を 提言す る 。 そ し て こ れ ら 一連

の施策制度 に よ っ て 、 耐震改修実施済み の住宅が地震で被災 し 、 大破 し て し ま う よ う

な 場合 に は 、 持 ち 主 に新 し く 家 を 再建で き る く ら い の 金額 を 補填す る 環境 を 実現す る

こ と を 目 指す 。

ア ) 公助 に つ い て

東海、 東南海 ・ 南海地震の よ う な 何十万棟 も 倒壊す る よ う な 事態 を 想定す れ ば、

住宅再建支援 に 一律で公費 を 投入す る 制 度 は 財政的 に成立 し な い と 考 え ら れる O

自 助努力 を 条件 と し な い被災者支援制 度 は 、 地震の前 に 白 カ で酎震改修 を 実施す

る こ と を 推進す る 施策 と は な ら な い 。 減災す る た め に は住宅の所有 者 に 耐震改修実

施 し て も ら わ な け れ ばい け な い 。 そ の 自 助努力 を促す た め に も 、 公費 に よ る 再建等

の 支援策 は 、 事前の 自 助努力 、 す な わ ち 耐震改修 を 行 っ た住宅が被災 し た り 倒壊 し

た り し た場合 を 条件 と し て 、 こ れ を 優遇す る よ う な仕組み を 作 る べ き であ る O ま た 、

資産 は あ る が所得の少 な い高齢者等 は 耐震改修 を 進 め た く て も 経費 的 に進め ら れ な

い事態が想定 さ れ る O こ の よ う な 場合 に は行政に よ る リ パー ス モ ー ゲー ジ等 の 活用

が考 え ら れ る O

イ ) 共助 に つ い て

兵庫県提案の 共済制度 は 岳 然災害全般 に対 し て は 4定の評価がで き る が、 到す震改

修 を 促進す る 側面 か ら 検討 す れ ば、 耐震改修 を 実施 し た 人 た ち 等 を 対象 と し た 共 済

制度が考 え ら れ る O 対象 を 耐震化住宅持 ち 主 に 限 る こ と で、 掛け金の低価格化 と 被

災時 に 受 け ら れる 支援額の増額が可能 と な り 、 よ り 魅力 的 な 制度が実現す る 。

た だ し 、 こ の制 度 は 規模 的 に は県単位で は リ ス ク 分散の効果が低 い の で、 や は り

全国規模で行 う 必要があ る O

ウ ) 自 助 に つ い て

地震保険 は市民の 自 助 に よ る 地震 紡災対策の 一つ で あ る O し か し 制度の分か り に

く さ や保険料の割高感があ っ て普及率が伸 びて い な い。 そ こ で新 し い地震保険制度

( ピ ジ ネ ス モ デル ) r地震後の 火災 の み を 対象 と し た保険」 を 提案 し 、 市民の 事前
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の 自 力 に よ る 耐震改修 を 推進す る O

( 3) 耐震改修促進 に 向 け た 環境 の 整備 の た め に

ア ) 耐震改修の費用対効果

( ア ) 長期地震予知情報 を 利用 し た個 人住宅の期待損失軽減額の評価方法

耐震改修実施 に よ る 損失軽減効果 を 、 地震予知情報 を 活用 し て 評価 し住宅 ご と

に 予測結果 を 示 し 、 判 断材料の資料 と し て提供す る こ と に よ り 、 所有者 自 身が耐

震改修対策 に よ り 期待 さ れ る 効果 を 視覚的 に把握/ 自 覚で き る O

( イ ) 耐震改修促進 に よ る 震災復興の た め の公的費用 の低減

兵庫県 に お い て は現在 「わが家 の耐震改修促進事業」 と し て住 宅 の 耐震改修に

対す る 補助事業 を 行 っ て い る が、 そ の事業 に対す る 評価 と し て特 に 解体撤去費用 、

仮設住宅建設費用 に 注 目 し て費用対効果 を 評価す る こ と がで き る O

目 黒研究室 に お い て 以前 に静岡県 に お け る 木造住宅耐震改修助成制度 に つ い て

上記の手法 に よ り 検討 を 行 っ た結果か ら 、 i呂耐震基準で建て ら れ た 住 宅 の 多 い 街

涯 を 抽 出 し 、 集 中 的 に 耐震改鯵 を促進すれ ば公的資金 を 効率的 に投入す る こ と が

で き る こ と カf明 ら か と な っ て い る O

イ ) 情報開示

( ア ) 重要事項説明

構造物 の耐震性能 を 重要事項説明の項 目 と し て盛 り 込め ば、 リ ス ク の低い物件

の流通 を 促進す る こ と がで き る O ま た 、 自 己責径の も と 、 不動産が保有す る 危険

を 認知 ・ 回避す る こ と がで き る O

( イ ) 新 し く 開発 し た 耐震改修工法 に よ る 費用対効果等の情報発信

兵庫県 に お い て も 新 し い耐震改修工法の 開発が進め ら れて い る が、 住民 に そ の

効 果 を 含め て わ か り や す く 周知 す る こ と が必要であ る O

( ウ ) 地盤条件 ・ 建物被害 ・ 避難 困 難度 ・ 火災延焼可能性な ど の 地域危険度や活断

層 等 の 地震 リ ス ク 関連情報 を 表す マ ッ プ等の作成

(エ) 地震被害 に 影響 を 及 ぼす地盤条件 を は じ め と す る 各種の地震 リ ス ク 矯報の諜

査検討 を 進め る と と も に 、 こ れ ら の情報 を 開示す る こ と に よ り 自 己責任の も と

土地の評価 を 行 う こ と が可能 と な る O ま た こ の 際 に は 、 各種の リ ス ク 情報 を 総

合的 に 考憲 し た適切 な 土地の格付 け手法 も 検討す る O

( オ ) 長周期地震動 に つ い て

2003年十勝沖地震 に お い て は 、 長周期 の 地震波 に よ り 甚大 な被害が生 じ る な ど、

新 た な 課題が浮 き 彫 り と な っ た 。 こ の 問題 に つ い て は 、 問 、 学会等 で検討が進め

ら れて お り 、 早急 に 対応策が示 さ れる こ と が望 ま れる O

ま た 、 県 と し て も 国等 と 連携 し て実物大実験等 を 実施す る こ と に よ り 安全性の

検証、 耐震改修の手法等の検討 を す る 必要があ る O
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6 錨 お わ り に

耐震改修 を 促進す る た め の 「 自 助J r共助J r公助」 の そ れぞれの施策 を 検討 し 、 自 力

で耐震改修 を 実施 し た 住宅 に つ い て は 、 地震で被災 し 、 大破 し た場合 に は 、 新 し く 家 を

再建で き る 程度 の 額の資金 を 補填す る 環境 を 実現す る 制度 を 提案 し た 。 こ の制 度 に よ っ

て 、 将来の地震被害 は大幅 に軽減す る と と も に 、 地震持の公的 な 費用 に よ る 経費 の大幅

な 削減 も 実現す る O
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第四章

福 祉



は じめ に
震災10年 の復興事業 を 総括す る 兵庫県、 神戸市の検証が終 り 、 発表 さ れた 。 そ の提言 を

踏 ま え た 「 ポ ス ト 10年」 への取 り 組み が始 ま っ た が、 と り わ け福祉対策 は 、 高齢者ケ ア や

少子化 な ど長期化す る 課題が多 か っ た 。

復興住宅で の 高齢化不 は 年 々 高 ま り 、 孤独死が多発 し た 。 県、 神戸市 は 見 守 り 施策 の 強

化 に 取 り 組 ん だ。 震災10年 を 機 に 、 財源のーっ と し て き た復興基金が終了 し 、 見守 り 事業

の存続が危ぶ ま れ た が、 2005年度以持 も 引 き 続 き 継続への 予算措量が講 じ ら れた 。 神戸市

を 継続 し つ つ地域住民間士 に よ る 高齢者の見守 り 態勢 を 強化す る と い う 。

すべて の 人が住み慣れた地域で快適 に 暮 ら せ る 「ユ ニ バ ー サ ル デザ イ ン J への取 り 組み

も 定着 し て き た 。 住民、 企業、 団体な どが連携 し 、 県 は ユ ニ バ ー サ ル社会づ く り の た め の

総合指針 を 策定。 神戸市は 「世界 一 の ユ ニ バ ー サ ル な ま ち に し よ う 」 と 壮大 な ま ち づ く り

構想 を 提言 し た 0

2004年10月 初 日 の 台風23号 は県下各地 に 大 き な被害 を も た ら し た 。 県、 市 町社協 は た だ

ち に救援本部や ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー を 立 ち 上 げて支援。 住宅被災 に は 、 大震災の経験 に

則 っ て 生活再建支援法 を 弾力 的 に適用す る な ど、 す ばや い対応 を みせ た 。
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| 第一節 安全 @ 安心な社会づ く り

1 . 兵庫県の福祉施策
少子 ・ 高齢化の急速な 進展で社会構造が大 き く 変革 し よ う と し て い る 。 家庭や地域の相

克扶助機能が弱 く な り 、 こ の た め 「地域や社会全体で支 え る 共助J r子 ど も を 安J心 し て 生

み 育 て る J rすべ て の 人が、 生 き がい を も っ て 暮 ら せ る 社会J の推進が今年 度 も 重点施策

と な っ た 。

一方で県民一人 ひ と り が 自 律 し 、 活力 あ る 地域社会の担い手 と し て の役 割 を 果 た そ う と

す る 機運 も 高 ま っ て い る 。

2004年度 は 、 県民 ・ 団体 ・ グ ル ー プ ・ 事業者等が 「参両 と 協働」 の も と 、 保健 . r哀療 ・

福祉や環境 の 分野 で連携 を 図 り 、 創造力 を 発揮 し 、 安心 し て暮 ら し て い け る よ う 、 以下の

3 本の 柱 を 推進す る 年 と し 、 さ ま ざま な事業 を 展 開 し た。

①安全 ・ 安心 な社会づ く り

② 自 律 と 共生の社会づ く り

③ 自 然 と 調和 し た 環境型社会づ く り

(表 1 ) 2004年度察健康生活部重婆施策

安全 ・ 安心な社会づ く り

自 律 と 共生の社会づ く り

自 然 と 調和 し た循環塑社会づ く り

少 子 ・ 高齢対策の推進
地域保健医療体制の整備
疾病対策等の推進
食品 . jlÆ薬品等の安全対策の推進
介護保険の着実な実施 と 在宅介護の推進
家庭内暴力対 策の推進
生活基盤の安定

生j庄 を 通 じ た健康づ く り の総合的推進
ユニバーサル社会づ く り の推進
障害者支援施策の推進
地域福祉活動の推進
人権擁護施策の推進
ヒ ュ ー マ ン ケ ア施策の展開

環境適合型社会の形成 に 向 け て の総合的推進
担い手の育成 と パー ト ナ ー シ ッ プの形成
地域環境への負荷の低減
自 然環境の保全 と 再生
地球環境問題への対応
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( r少子対策」 を 推進〕

少子 ・ 高齢化や核家族化が急速に進み 、 だれ も が住み慣れた家庭や地域で、 安心 し て生

活で き る 地域社会 を 実現す る た め 、 地域福祉 の 向上 を 図 っ た 。 2004年 3 月 に 策定 し た 「県

地域福祉支援計画」 に 沿 っ て推進。 市町社会福祉協議会 の 「ふれあ い の ま ち づ く り 事業J (三

田 市 な ど 2 市 3 町) を 支援 し た 。

親が気軽 に 集 い 、 仲 間 づ く り を 通 し て 、 情報交換で き る 身近 な 「拠点 ひ ろ ば」 が各地 に

開設 さ れ た 。 子育 て サ ー ク ルや 老人 ク ラ ブ、 婦人会な どが加 わ り 、 相 談 に 乗 り 、 体験 を 話

し合い、 地域全体で子育 て を 支 え る 仕組みづ く り を 推進 し た 。 活動内 容 は

①保育所、 児童館、 幼稚闘 を 活用 し 、 気軽 に 集 え る 「場J づ く り を 提供。

② 子育 て情報の提供。

③保育士、 保鰭輔、 助産婦、 看護師、 幼稚園教員 ら に よ る 育見 の相談。

④昔遊 びゃ親子料理教室 、 人形劇 の 上演 な ど、 ふ れあ い活動の支援。

ひ ろ ば開設数 は 、 累計で保育所432、 幼稚園213、 児叢館187、 子育 て サ ー ク ル429、 子育

て学習 セ ン タ - 46 、 コ ー プ こ う べ35、 そ の他合計1 ， 496 カ 所 に 及 ん だ。

ま た 国庫補助 で設問、 保護者の い な い家庭の小学生 (低学年) を 対象 に 保護 ・ 育成 。 児

童指導員 の 資質 向 上 を 図 る た め の研修 を 行 っ た 。 こ の運動 を 進め て い る ク ラ ブ は4720

国庫補助対象外の ク ラ ブに 対 し 、 県事業 と し て 開 設 日 数 に 応 じ た助成 を 行 い 、 学校週 5

日 制 に対応 し た運営 を 促進 し た 。 39 ク ラ ブ。 ま た地域で運動 を パ ッ ク ア ッ プす る 69 の母親

ク ラ ブの運営 を 補助 し た 。

〔安心の拠点づ く り 〕

震災直後立 ち 上 げた 「被災地 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ」 に対 し 支援活動 を 続 け た。 2004年度

ま で の実績数。

①被災地域の 自 治組織 ( 累 計335 カ 所) 。 世帯数 に 応 じ 補助 限度額 を 決め 、 支援 し て き た 。

事業は最長2007年 ま で ( 以 下 向 じ ) 0 

②復興住宅 の 自 治会 と そ の 他住民組織で構成す る 組織 ( 累計60 カ 所) 0 1 組織あ た り 3

年 間100万円 の運営費 を 補助 。

③復興住宅の 自 治会 (累計 5 カ 所) 1 組織あ た り 3 年 間 で20万円 の運営費 を 補助。

い ず れ も 、 子 ど も の健全育成 に と ど ま ら ず、 高齢化す る 住民 に対ーす る 見守 り 、 友愛訪

問 、 元気 に な る 催 し な ど を 続 け 、 健全な コ ミ ュ ニ テ イ づ く り の核 と し て活躍 し て い る O

県 は 、 少子対策や 子育 て 支援関連の施策 を 推 進す る た め 、 政策 を 立案す る 「少子局」 を

2005年 8 月 に新設す る こ と に な っ た 。 全庁的 に も 少子対策本部 を 設置 し 、 関連す る 部局 聞

の連携 を 図 っ て い く と い う O

県 は 1997年度 に 「す こ や か ひ ょ う ご子 ど も 未来 プ ラ ン J を 策定、 少;子対策 を 進 め て き た

が、 出生率の低下 に歯止めがかか ら な か っ た 。 同 局 は健康生活部内 に位置付 け 、 少子政策
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課、 少子対策課、 児童課の 3 諜体制 で少子対策 に取 り 組む。

震災後生 ま れ に も

復興担当教員 が配置 さ れて い る 小学校で、 震
災後に 生 ま れた小学 1 � 3 年の児童の約 4 割 に
あ た る 242人 に心の ケ ア が必要な こ と が県教職
員組合の調査で分か つ た。 保護者の経済状況の
悪化や転居、 家族 ・ 友人関係の変化な どが要因
の 「二次的ス ト レ ス 」 と み ら れる 。

2004年 7 月 、 神戸、 酋宮、 芦屋、 宝塚各市 と
北淡町の計19小学校 (児童数5 ， 600人) で、 復
興担当教員 に 向 き 取 り 調査 を した。

そ の 結巣、 242人の児童 に 、 マ怖い夢 を 見 る
マ乳幼児の よ う な 言動が現れる 退行現象が起 き

〔高齢者彊祉対策〕

る て7集中力 に欠け る マ落 ち着 き が な いマい ら い
ら しやす く 攻撃的 に な る マ音や振動 に過敏に反
応す る ー な どの疲状がみ ら れた 。 理由 と し て は、
109 人 に つ い て 「家族 ・ 友人関係の変化」 を
げてお り 、 次いで 「住宅 ・ 経済環境の変化」 が
多 か っ た 。 家族が震災で死亡 し た り 失職 ・ 離婚
す る な ど、 乳幼児期 に 家族環境の急変を経験 し
た た め と み ら れる O

震災前に生ま れた小中学生については、 県教委
が心のケアが必要な人数を出 してお り 、 1998年度
の4 ， 106人 を ピー ク に、 2004年度は1 ， 337人だっ た。

国立社会保障 ・ 人 口 問題研究所の調査に よ る と 、 2005年度の県総人 口 は56 1 万9 ， 000人 と

推計 し た 。 う ち 高齢者人 口 の 65 歳 以 上 は 104万6 ， 924人 で 人 口 比18 ， 7 % 、 75歳以上 は 44万

7 ， 185人で8 ， 8% 。

県 の 2004年 2 月 現在の75歳以上の 高齢者が占 め る 地域別比較で は 、 但局、 丹波、 淡路が

高 く い ず れ も 1 3 % 台。 神 戸 は 7 . 8% 、 阪神南、 阪神北 は 6 . 5 � 7 . 0%台。

い ず れ も 高齢化率の ア ッ プが年 々 著 し い 。 県 は高齢者の 「健康 と 生 き がい づ く り J を 軸

に さ ま さや ま な 施 策 を 推進 し た (被災高齢者支援の詳細 は第三節 に掲載) 。

〔介護保険制度 の見直 し 提言〕

社会保障審議会介護保険部会は 2004年 7 月 、 「介護保険制 度見直 し に 関 す る 意見」 を 発

表 し た 。 ①給付の効率化、 重点化②サ ー ピス 体系 の確立③サ ー ピ ス の 質 の確保 ・ 向上④保

険料負担等の在 り 方の見直 し な ど を 取 り 上 げ た 。 厚労省案 を と り ま と め の あ と 国会審議

に 入 っ た 。 こ れ に対 し 、 県 は 7 月 29 日 、 見直 し に 関 す る 独 自 の提言 を 行 っ た 。

①介護予 防サ ー ビ ス の提供

②在宅サ ー ビ ス の在 り 方 (地域 に お け る 在宅サ ー ピ ス の イ ン フ ラ 整備)

③O T (作業療法士) 、 P T (理学療法士) の活用

④施設サ ー ピ ス の在 り 方 (地域の な かで心身 の状況 に応 じ 、 ふ さ わ し い サ ー ピス が柔軟

に 受 け ら れ る 運営)

⑤住所地特例 (有料老人ホ ー ム 、 認知症高齢者 グ ル ー プ ホ ー ム に つ い て 「住所地特例」
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の対象 に し 、 介護保険事業計画で定め た 量 を 超 え た場合の市町の指定拒否権限の設定) 。

介護保険制度へ の加 入 は 年 々 増加 し て い る 。 第 I 号 (65歳以 L) 被保険者 数 は 108万4 ， 853

人 で 、 制 度 開 始 (2000年 4 月 ) 以 来 の 伸 び率 は 13 . 9 % (2005年 3 月 末) 。 要介護認定者数

は 18万5 ， 537人 (205 % ) と 大幅 に 伸 び、 と く に軽度の伸 びが241 % と 著 し い 。

介護保険施設数は制度開始時の419施設 (2万5 ， 722床) か ら 93施設増 え 、 512施設 (3万4 ， 558

床 ) に な っ た 。

県 は事務最の増大 と サ ー ピス の 質 の 向 上 に備 え 、 保険者 (市珂) への支援 を 推進 し た 。

①安定基金の積み立 て②介護サー ピス 適正実施指導補助③利用者負担の軽減措置 に対す る

補助。

ま た県民への相談窓口 と し て 、 県介護保険相談セ ン タ ー を神戸 を 除 く 9 県 民局 に設置。

背情処理機 関 で あ る 県国民健康保険団体連合会で は 、 学識経験者 3 人で 「介護サ ー ピス

情処理委員 会」 を 設置、 苦情処理専 門 員 を 置 い て対応 し た 。

介護支援専 門 員 (ケ ア マ ネ ジ ャ ー) は、 県社協が実施す る 「実務研修受講講座」 に合格 し、

実務研修を経て資格を与え ら れる 。 実務 に就い て い る ケ ア マ ネ ジ ャ ー は4 ， 783人。

〔 生 き がいづ く り 支援〕

毎年、 高齢者保健福祉月 間行事 と し て87歳以 ヒ の高齢者 に 長寿祝金 を 贈 り 、 90歳以上で

活躍 し て い る 人 を 表彰。 ま た 、 100歳以上の高齢者 に祝状及び記念品等 を 贈 っ て い る o 2004 

年度 の祝金贈呈者 は 、 満87歳で 1 万4 ， 889入 、 88歳以上 は6万7 ， 052人 。 100歳以上の高齢者

は 1 ， 100人 を 超 え た 。

震災復興総合相談セ ン タ ー と 各県民局 ご と に 「高齢者総合相談セ ン タ ー」 を 開設。 老人

ク ラ ブが行 う 地域見守 り 、 子育 て 支譲、 健康づ く り 活動 ( リ ー ダ ー 養成、 ニ ュ ー ス ポ ー ツ

講習 な ど) な ど を 支援 し て い る O 老 人 ク ラ ブ数 は 、 県、 神戸、 姫路市所管で5 ， 973 ク ラ ブ、

会員 数40万3 ， 000人。

〔家族再生事業〕

県 は2004年度か ら 、 児童虐待が理由 で わ が子 と 引 き 離 さ れた 親 を 対 象 に 「家族再生支援」

に 乗 り 出 し た 。 4 カ 所の 「子 ど も セ ン タ ー J (児童相談所) に 支援チ ー ム を 配属 。 再 び親

子 同居 を 実現で き る よ う カ ウ ン セ リ ン グ な ど を 実施。

支援チ ー ム は児童福祉司 ら 3 、 4 人で構成 さ れ、 精神科医や弁護士 な どの協力 も 受 け る O

閣接指導や グ ル ー プ カ ウ ン セ リ ン グ、 ロ ー ル プ レ イ ン グで 「あ る べ き 親子 関 係」 を 疑似体

験 し 、 子 ど も の 良い と こ ろ を ほ め る 、 自 分の 怒 り を コ ン ト ロ ー ルす る 、 子 ど も を 適切 に し

か る と い っ た こ と を 学ん で も ら う O 受講 は 2 週間 に 1 回90分の講座 を 6 カ 月 間実施。

県 で は 2001年 8 月 に尼崎市で児童養護施設か ら 一時帰宅 し た小学 1 年生男児が両親の 虐

待で死亡 し た事件があ り 、 虐待相談件数 も 年 々 増加 し て い た 。 現場の 職員 か ら 「子 ど も が
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家庭 に戻 っ た 後 を 見据 え た積極的 な ケ ア が必要」 と の声が上がっ て い た 。

虐待が理由 で養護施設 な ど に 入 っ て い る 児童 は 、 県で約400人。 面接な ど で改善が見 ら れ、

い ず れ は 親子同岩 も 可能 と 判 断 さ れ た 親 を 支譲の対象 に し た 。 (注 1 ) 

「家族支援J の ガ イ ド本出版

自 宅で療養す る がん患者 と 家族を支え る 取 り
組み を 広 げ よ う と 、 日 本ホ ス ピス ・ 在宅ケ ア研
究会 (事務局 ・ 神戸市長 田 区) が、 医療 ・ 福祉
の現場ス タ ッ プ 向 け に本 を 著 し た 。 「退院後の
がん患者 と 家族の支援ガ イ ド」 で、 同 じ研究会
理事 を務める 医師や看護師 ら が、 心身の痛みの
緩和 な どに つ い て 、 体験に基づ き 執筆。

同研究会は1995年 に 「退院後のがん患者支援
ガ イ ド」 を発行。 その後、 薬の種類が増 え た り 、
介護保険が導入 さ れる な ど環境は 良 く な っ たが、
在宅療養のがん患者は増 え て い な い。 背景に は 、
医療 ・ 福祉現場の受け入れや、 介護力確保の課

2 . 神戸市の福祉施策

題があ る と い う O こ う し た実態 を 踏 ま え、 全面
的 に書 き 換 え た。

新ガイ ド は 、 ケ ア の対象に家族を含めたのが
大 き な特徴。 内容は、 患者や家族 と の コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ンマ痛みの緩和マ在宅でみ と る た めの
家族への ア ドバイ ス な ど10テ ー マ を設け、 計
67項 目 につい て解説 し た。

同会理事長の大頭信義院師は 「患者 と 家族が
主人公 と い う 考え方を貫いた。 在宅療養への理
解が広が り 、 患者や家族の希望がかな う よ う に
な っ て ほ しいJ と 話 し て い る 。

ブ リ メ ド社刊、 A 5 'ÞU24T;;-0 

震災10年、 神戸市 は 危機 的 な財政状況 に見舞 わ れ て い る 。 こ の た め ゼ ロ ベ ー ス で事業 を

再構築 し 、 市民の暮 ら し を 守 る た め の さ ま ざ ま な事業 に取 り 組ん だ。

介護保険制度、 障害者支援費制度の安定運営、 子育 て 支援、 市民の健康 づ く り 支援 を 行

い 、 多様化す る 保健福祉 ニ ー ズ に対応 し 、 「 こ う べの市民福祉総合計画2010J を 推進 し つ つ 、

「地域 と と も に 支 え 合 う 自 立支援の ま ち づ く り 」 を 目 指 し た 。

( r地域見守 り 活動J の拡充〕

公営復興住 宅 な ど住民の高齢化 に 対応す る た め 、 見守 り 機能 を 充実 ・ 強化 さ せ、 自 主 的

な コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り を 支援。 新た に I T を 活用 す る 見守 り サ ー ピス を 実施 し た 。

見守 り 推進員 や見守 り サ ボ ー タ ー に つ い て は 、 市 内77 カ 所の安心す こ や か セ ン タ ー に 配

置。 民生 ・ 児童委員 と 連携 し て コ ミ ュ ニ テ イ づ く り を 育成 し て い く コ ー デ イ ネ ー タ ー の役

割 を 果 た し た 。

小規模見守 り 連絡会は民生委員 、 友愛訪問 ボ ラ ン テ イ ア ら で情報交換 し、 見守 り 空 自 地帯

がな い よ う き め細かい支援 を 行 っ た。

見守 り 推進員 (76人) 、 見守 り サ ボ ー タ ー (78人) 、 生活接助員 (54人) ら が中心に な っ て

巡回、 ガス メ ー タ ー の逮捕検針な ど I T を利用 し た サ ー ピス も 地域見守 り を パ ッ ク ア ッ プ し
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た。

な お訪 問対象 世 帯 は 約2 ， 500世帯で、 2003年 よ り 約 3 割減少 し た 。 市 は 2001年 か ら 見 守

り 推進員 を 配置。 阪神 ・ 淡路大震災復興蒸金の運用益 を 財源 に 、 見守 り サ ボ ー タ ー の 派遣

も 続け た が、 自 の補助や基金の支出が2005年 か ら ゼ ロ に な る こ と か ら 、 民生委員 や ホ ー ム

ヘルパ ー ら に よ る 「地域の見守 り 」 へ 4 月 か ら 順次 シ フ ト し て い く こ と に し た 。

推進員 ら の 手 を 離れ た 約 1 ， 000世帯の う ち 、 介護保険 を 利用 す る 約700 世帯 は ホ ー ム ヘ ル

パ ー に 、 在宅介護支援セ ン タ ー の相談員 へ約220世帯、 民生委員へ約150世帯 、 地域の住民

グ ル ー プ に30世帯がそ れぞれ引 き 継がれた。

〔市民の健康 と 生活環境の確保〕

「健康 こ う べ21J は す べ て の 市民が主体的 に健康づ く り に取 り 組む た め の 指針で、 神戸

ア ス リ ー ト タ ウ ン 構想 と の連携 を 図 り な が ら 推進。 子 ど も か ら 高齢者 ま で誰 も が参加で き

る ウ ォ ー キ ン グや健康体操 な ど市民の健康づ く り を 支援 し て い る O

市民推進員2 ， 420人、 健康 こ う べ2 1 サ ボ ー タ ー 屈516庄 (2004年度末) 0 

( r見童描祉」 の向上 器 指す 〕

「次世代育成支援対策推進法」 に 基づ き 、 今後10年 間 の 計画 的 な 取 り 組み を 促進す る 行

動計画 を 策定 し た。

ま た少子化対策の一環 と し て 、 児童手当 て の 支給対象年齢 を 小学校 3 学年修了 ま で伸 ば

す と と も に 不妊治療の経済的負 担 を 軽減す る た め の助成 を行 っ た 。

就労 と 育児 を 両立 し 、 安心 し て働 け る 環境づ く り を 推進。 休 日 や病気の 囲復期 に お け る

児童保育 な ど ニ ー ズ に対応す る た め 、 仁子育 て の応援 を し た い 人J と 「子育 て の応援 を し

て ほ し い 人」 か ら な る 会員 組織で会員 相互 に よ る 子育 て支援 を 行 う 「 フ ァ ミ リ ー サ ポ ー ト

セ ン タ ー 」 事業 を 推進 し た 。

2004年度活動実績 は 9 ， 682件、 協力会員 655人、 依頼会員 1 ， 301人、 両方会員216人。 保育

所待機児童の解消 に 向 け て 、 保育所の新設、 分 間 の 設置や規制緩和 な ど に よ り 、 約750人

の 受 け 入 れ枠 を 拡充 し た 。 2004年震末の保育所受け 入 れ枠 は I 万8 ， 391人。

小学校抵学年児童の放課後の健全 な 育成 を IZI る た め 、 児童館や小学校の余裕教室 を 活用

し た 「学童保育 コ ー ナ - J で 、 放課後児童健全育成事業 を 実施 し た 。

2004年度の 実施笛所数は 170 カ 所、 :登録児童数7 ， 555人。

〔親の働 く 姿を 見せ る 運動〕

運動の推進組織 と し て 、 家庭や 地域の代表者で構成す る 「神戸 キ ャ リ ア教育推進協議会」

が2004年 7 月 21 日 設立 さ れた 。

10年以上 ワ ー ル ド で続い て い る 「子 ど も 参観 日 」 の 先進事例 な どが紹介 さ れ、 さ ま ざま
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な 意見 を 交換。 企業に対 し て 、 子 ど も に親の働 く 姿 を 見 せ る 職場見学会 の 実施や 、 学校の

授 業 に 講師 と し て派遣で き る 人材パ ン ク の登録な ど を 呼びか け た 。

8 月 16 日 、 子 ど も 28人 (15家族) が市役所 を 訪 れ、 市会本会議場な ど を 見学 し 、 親の働

く 職場で仕事 に つ い て話 を 聞 い た 。

〔高齢者福祉対策〕

低所得等 に対す る 介護保険料や サ ー ピ ス 利用料の負担軽減 を 引 き 続 き 実施。 介護保険施

設への 円 滑 な 入所 に 向 け て 、 特別養護老人ホ ー ム 、 介護老人保健施設、 介護型ケ ア ハ ウ ス

を 整犠 し 、 ケ ア マ ネ ジ ャ ー へ の 支援充実 を 図 る O

制 度 開 始 5 年 目 を 迎 え た介護保険制度の 円 滑 な 運営 を 関 る た め策定 し た 「 第 2 期介護保

険事業計画J (2003�2007年) に 沿 っ て保険制度の更 な る 充実 を め ざ し た 。

〔 樺害者福祉〕

2003年 4 月 か ら 始 ま っ た 支援費制度 の 円 滑 な 実施 に 向 け 、 十分な居住サ ー ピス 提供量 を

確保 し 、 身体、 知 的 障害者の通所施設の 定員 を 拡大。

2005年 3 !J ま で の居宅サ ー ビ ス 利用者数

身体障害者 1 ， 634 人

知的障害者 1 ， 462 人

障害児 571 人

身体、 知 的障害者の地域生活支援セ ン タ ー を 新た に 2 カ 所増 や し て 7 カ 所 に し 、 24時間

相談体制 を 整備 し た 。 ま た小規模通所訓練施設助成の対象 数 を 増 や し た 。

精神障害者の社会復帰 を め ざす 「精神障害者地域生活支援セ ン タ ー 」 を 新 し く 1 カ 所整

備 し 7 カ 所 に増 や し た 。

すべて の 障害者の全市 的 な 就労推進の拠点 と し て 「障害者就業 ・ 生活支援セ ン タ ー 」 を

開 設 し た 。 ま た 聴覚障害者の社会参加推進拠点 と な る 「聴覚障害者情報提供施設」 を 県「 と

共 同 で灘 区 に 設置 し た 。 (注 2 ) 
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安否確認 シ ス テ ム効果上げる

神戸市が大震災の復興住宅な どで独 り 暮 ら し
の 高齢者の安否 を ガス の使用状況で確認す る シ
ス テ ム を 導入 し て半年。 こ の シ ス テ ム に よ り 体
調の異変 に気づい た 3 人が救命指置 を受け、 孤
独死 を免れて い た こ と が分か っ た。

同市が2003年10丹 、 病弱な高齢者が暮 ら す215
F士帯に、 通信機能付 き ガス メ ー タ ー を設置。 1 日
1 回、 使用最が大阪ガス の監視セ ン タ ーへ自動送
信 さ れ、 デー タ は rlïが委託する民間在宅介護施設
や別居の家族へ も 電子メ ー ルで送 ら れる。 ガスが
1 臼 中使われない場合、 施設職員が電話や戸別訪

(注 1 ) r平成16年度事務概要」 兵庫県健康生活部

問で安否を確かめ る 。 ガス を使わ な い世帯には人
の動 き を感知する 熱セ ンサー を付けた。

職員が戸別訪問 し た42件 は 、 留守がほ と ん ど
だ っ たが、 4 件は緊急対応だ、 っ た 。 こ の う ち85
歳女性は 2 日 間食事 を と ら ず、 衰弱が激 し か っ
た 。 79歳女性は狭心症の た め 「苦 しい」 と 訴 え 、
職員が薬局へ走 り 、 難 を 逃れた。

市 は約1 ， 500世帯 に拡大。 市高齢福右上課は 「何
よ り も 目 配 り を して く れる 地域の協力が必要」
と 指t高 して い る 。

「安心、 . 安全な社会づ く り 」 兵庫県健康生活常任委員会資料
(注 2 ) r神戸市の福祉政策」 神戸市保健福祉局
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| 第二節 社会福祉協議会の あ ゆみ

1 . 地域福祉活動の推進
地域福祉 を 推進す る た め に は 、 公 的 な 施策 ・ サ ー ピ ス と と も に 、 住民主体の さ ま ざ ま な

福祉活動 を 側 面 か ら 支援 し て い く こ と が市町社協 に求め ら れて い る O 県社協 は 、 社会福祉

法 に 則 し た 「地域福祉推進計画」 を 市 町社協が策定 し 、 推進す る よ う 指導 し て き た 。

「地域福祉推進計画」 を 策定 し て い る 市 町 は16市42 昨 に 及 び、 全県の 約 7 割が計画 に 基

づ い た 活動 を 推進 し て い る O すべて の市町社協が計画 を 進め て い く た め の 指針 と し て 「市

町地域福祉推進計画 ~ さ さ え あ う ま ち づ く り 推進 プ ラ ン 4 - J を 作成 し た 。

極 め て公共性の 高 い 社協 の こ の計画 は 、 住民 ・ 民 間 慨 か ら 地域福祉の 総合的推進の ビ

ジ ョ ン を 示 し て い く と い う 意義があ り 、 全県的 な 計画策定が進ん で い る O

県社協 は 、 会長、 局 長会議や社会福祉施設経協会議 を 通 じ た研修 ・ 情報交換 な どで計画

の普及 を 図 っ て き た。 ま た 地域福祉 の 人材づ く り や 市民活動 と の 連携 を 広 め ら れ る よ う 「地

域組織担当 者会議J r地域福祉セ ミ ナ ー J な ど を 通 じ計画の普及 に努め た 。

事業 と し て は 、 「 ま ち の子育 て ひ ろ ば事業」 を 進め 、 障害や難病 と 闘 う 人 々 を 支援す る

「 ひ ょ う ごセ ル フ ヘ ル プ支援セ ン タ ー」 と 協働 し て セ ミ ナ ー や交流会 な ど を 開催。 ま た 「県

宅老所 ・ グ ル ー プホ ー ム ・ グ ル ー フ。ハ ウ ス 連絡会」 と 連携 し 、 小規模 ケ ア 型サ ー ビス の普

及 や 「移送サ ー ビ ス 」 を 円滑 に実施す る た め の 支援 を 行 っ た 。

〔 ま ち づ く り 、 子菅て ひ ろ ば事業〕

地域福祉 の 主 要 な 事業 と し て 、 指定社協 6 カ 所 を 中心 に取 り 組み を 進 め た 。 指定社協 は

「総合福祉の ま ち 」 の モ デル を 目 指 し て事業 を 推進 し た 。 2004年12月 、 宍粟郡一宮町で 「事

業推進会議」 を 聞 き 、 ふ れあ い ま ち づ く り 事業 3 年 目 の評価 と 問題点 を 話 し 合 っ た 。 続い

て2005年 3 月 、 三 岡 市で 同 テ ー マ で協議 し た 。

少子高齢化 や 核家族化 の 進行 に伴い 、 子育 て 中 の 親子の孤立 に 起 因 す る さ ま ざま な 問題

が起 き て い る O こ の た め気軽 に 集 い 、 仲 間 づ く り を 通 し て子育 て の悩 み を 解決す る た め の

情報 を 交換す る な ど身 近 な 「場っ く り 」 事業 を 推 進 し た 。 各社協 に 「 ま ち の子育て ひ ろ ば

推進員J (県社協 2 人、 市町社協72人) を 配置 し て 、 子育て支援 を 進め た 。

2004年 7 月 と 2005年 3 月 、 県民会館で 「 子育 て 支援の取 り 組み」 に つ い て推進会議 を 開

催。 市 町社協担当 者がパ ネ ル ・ デ イ ス カ ッ シ ョ ン し 、 現状 と 今後の 課題 に つ い て 話 し 合 っ

た 。
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「 よ い子 ネ ッ ト 」 で安心届 け る

県保育協会 (小林公正会長) は2004年 5 月 20 が持ち 帰 る 連絡帳や保護者聞の リ レ ー電話だ っ
日 、 加盟す る 私立認可保育 園299園で、 携帯電 た。 同 ネ ッ ト は普及 し た携帯電話 を 用いて各国
話対応の ホ ー ム ペー ジ を使っ て 緊急情報な どを か ら の保護者連絡 だ け で な く 、 「大雨洪水警報
連絡す る 「 よ い子ネ ッ ト J を ス タ ー ト さ せた。 が発令 さ れ休国J r警察か ら 不審者情報」 な ど
既 に別組織の神戸市私立保育園連盟 (79園) が 防災 ・ 防犯の緊急情報 も 一斉送信で き る よ う に
会固 に先駆けて運用 を 始め て お り 、 6 月 か ら 姫 な る 。

も 開設予定で、 県内の 小林会長は 「保護者の大半が若い 世代で、 携
園の保護者約 2 万人 に 通報が可 帯電話の メ ー ル送受信 に慣れて い ま す。 防災 ・

に な る 。 防犯に役立て、 子 ど も た ち の安全確保 を 高 め た
こ れ ま で保育園か ら 保護者への連絡は 、 園児 い」 と 話 し て い る 。

〔ボ ラ ン タ リ ー 活動の推進〕

大震災以降、 県 内 に お け る ボ ラ ン テ イ ア 数は 年 々 増 え て 約16万人。 市 町社協が登録 ・ 把

撮 し て い る 団体は 5 ， 000 を 超 え 、 幅広 い活動 を 続け て い る O

と く に 「子育 て 支援 ・ 子 ど も の健全育成j を テ ー マ に し た グル ー プの活躍 が 日 立 ち 、 500

団体近 く に 増 え た 。 市 町で子育 て 支援 セ ミ ナ ー の 開催 や 、 「地域住民 の 生活 を 支 え る 」 活

動の 中 で芽生 え た広 が り と い え る O 福祉分野以外で は 「 ま ち づ く り J r文化 ・ 芸術 ・ ス ポ ー

ツ 」 な ど を 中 心 に 約 1 ， 500団体が社協 ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー に登録 し 、 幅広 い 支援 を 続 け

て い る O

な お 、 ボ、 ラ ン テ ィ ア 災害共済加入状況 は 、 19万7 ， 071人 (2004年度) 。

〔交流 と ネ ッ ト ワ ー ク 〕

全県 の 運動拠点 と し て 「交流 ・ ネ ッ ト ワ ー ク J r情報提供 ・ 相談J r人材育成J r活動資

金支援J r調査 ・ 研究J を 5 つ の柱 と し て NPO 法 人 を 取得 し よ う と す る グ ル ー プの た め の

専 門相談、 情報紙 「 コ ラ ボ レ ー シ ョ ン 」 の発行 や ボ ラ ン テ ィ ア ・ コ ー デ イ ネ ー タ ー の研修

講座 な ど き め 細 か な 支援事業 を 展 開 し た 。

ま た市 町村:協 で、 は 「 出 前 セ ミ ナ ー J や 「地域型福祉の学習」 な ど を 開催。 地域が抱 え て

い る 問題 を 話 し 合 っ た 。

〔基金 に よ る 助成 〕

100億 円 の 原 資 と 県民の寄付金 を も と に し た 基金で進 め る 事業。 今年度 も 地域の た め に

行 う 実績 に 沿 っ て グル ー プ を 助成 し た 。

行政 . NPO 協働事業 ( 4 件) 、 NPO パ ワ ー ア ッ プ事業 ( 5 国体) 、 ボ ラ ン タ リ ー 活動支

援事業 (1 ， 042件) 、 友愛事業 (495件) な ど計 2 億1 ， 270万円 。
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ま た 「震災復興ボ ラ ン テ イ ア 活動j 関 連 で は 、 以 下 の 助成 を 行 っ た 。 行 政 ・ NPO 協働

事業 (22件) 、 NPO パ ワ ー ア ッ プ事業 (22匝体) 、 活動経費助成 ( 1 ， 873件) 計 1 億6 ， 160

万 円 。

〔 ボ ラ ン タ リ ー ・ ス ク エ ア21 )

県 内 の ボ、 ラ ン タ リ 一 団体が一 堂 に 集 ま っ て繰 り 広 げ る 「第 5 回 ボ ラ ン タ リ ー ・ ス ク エ ア

21J が2005年 1 月 初、 30 日 、 JR 神戸駅周 辺 で 開 か れ た 。 団体 ， NPO ・ 企業 ・ 労組 に よ る

実行委員 会方式で開催 し 、 行動団体問 の交流や、 県民に対す る ボ ラ ン タ リ ー 活動への理解

を 深 め る イ ベ ン ト と し て定着 し た 。

こ の 日 、 「 ボ、 ラ ン テ ィ ア ・ 市民活動元気 ア ッ プア ワ ー ド」 が行 わ れ た O 「元気ア ッ プ コ ー

ス 」 で は49団体が応募 し て 5 団体、 「 こ つ こ つ コ ー ス 」 で は79団体が応募 し て 16団体がそ

れぞれ受賞 し た 。

ま た NPO と 企業 の 連携 を 探 る 「 ひ ょ う ご ボ ラ ン テ イ ア ・ 市民活動 フ ォ ー ラ ム ~見 つ け

よ う 新 し い 地域連携 ! 手 を つ な ぐ 地域 と NPO ・ ボ ラ ン テ イ ア � J を 開 く な ど、 3 つ の 会

場で催 し を 盛 り 上 げ た 。

〔 県協会、 組織改革図 る 〕

獅子舞いを披露す る 中華向文の生徒 ら ニ
JR 神戸駅前ク リ ス タ ルホール

大震災 か ら 10年の節 自 に 、 民 間 団体 「県 ボ ラ ン テ イ ア協会J (神戸市中央区) は2004年 9

月 、 組織 を 改革 し 再 出発 し た。 幅広 い ボ ラ ン テ イ ア の拠点づ く り を 目 指 し 、 正会員 の対象

を 従来 の 地域別、 分野別 の47連絡会か ら 、 儒 人や グ ル ー プの ボ ラ ン テ イ ア に ま で拡大 し た 。

同協会は 1967年 に 設立 さ れ、 交流や研修事業 に取 り 組ん で き た。 し か し 、 震災後、 寄付

金 な ど の 収入 が減 り 、 人件費 が財 政 を 圧迫。 2 ， 000万 円 を 超 え て い た 積 立 金 は 約150 万 円

(2003年度末) ま で減少。 各種事業への参加者 も 低調気味だ、 っ た 。

事務局 は 当 面職員 を 置かず、 新た に ボ ラ ン テ イ ア を 公募 し て体制 を 整備 。 財政面で は 、
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情報誌発行 を 減 ら す な ど の 工夫で約300万 円 の積み立 て を 目 指す 。 会長の 小西康生神 戸 大

教授 は 「 こ の機 に個人や グ ル ー プの ボ、 ラ ン テ イ ア の 窓 口 に な れば」 と し て い る O

正会員 、 賛助会員 を 募集 し て い る O 同協会宮 (078) 242-4613

〔生活福祉資金の有効活用〕

生活福祉資金 (通常分) の2004年度実績は348件、 計 3 億853万円 を 貸 し 付 け た 。 「離職者

支援貸付」 は 141件、 言十 2 1.意1 ， 470万 円。 ま た一定の居住吊不動産 を 有 し 、 不動産 を 担保 に

生活資金 を 貸 し付け、 世帯の 自 立 を 支援す る 「長期生活支援資金貸付制度」 を 創 設 し た 。

さ ら に低所得世帯 ・ 障害者 ・ 高齢者世帯の生活福祉資金が有効 に 活用 さ れ る よ う 、 市 町

社協 の資金担当 者 を 対象 に 「生活福祉資金事務説明会J r資金担当 者研修会」 を 開 い た 。

( 1小 口 資金J 半分が未返済〕

大震災査後に被災者の 緊急生活資金 と し て県社協が貸 し付け た 「小 口 資金」 に つ い て 、

返済期 限 を 4 年半過 ぎ た2004年 9 月 時点 で 、 金額ベ ー ス で 5 割の38億円 が未返済 に な っ て

い る こ と が分か つ た 。 借 り 主が死 亡 し た り 、 連絡が取れず接触困 難 の ケ ー ス も 出 て き て お

り 、 同 社 協 は r�帯納状況 を 把握 し 、 返済 を 促 し て い き た い」 と し て い る O

小 口 資金 は 、 震災10 日 後の 1 月 27 日 か ら 2 月 9 日 の 問 、 各市区町の社協 を 窓 口 に 申 請 を

受 け 付 け 、 最高20万 円 を 貸 し 付 け た 。

総額 は 約 5 万4 ， 000件 の 計77億円 。 う ち神戸市分が件数、 金額 と も に 8 割 を 占 め た 。 返

済は 2 年 の 据 え 置 き 期 間 を 経て 1997年 3 月 か ら 始 ま っ た が、 2004年 9 月 末 ま で の返済率は

51 . 7% 止 ま り O う ち 所在不明が5 ， 600件で 7 億6 ， 000万円 。 ま た死亡や破産 に よ り 回収が見

込め な い ケ ー ス が2 ， 600件、 3 1:意6 ， 000万 円 。 同社協 の 問 い合わせ に 「借 り た 覚 え が な い 」

と い う 自答 も 88件あ っ た 。 督促の は が き が届 い て い る に も かか わ ら ず、 連絡の な い 「接触

不能」 が l 万5 ， 000件あ り 、 同社協の{賞還指導員 8 人が電話や訪 問 で把握 を 進 め て い る o (注

2 . 神戸市社協の取 り 組み
誰 も が安心 し て 暮 ら せ る 福祉の ま ち づ く り を 目 指 し た こ の 1 年。 「市民 ・ 事業者 と 連携

し た福祉サ ー ビ ス の提供J r市民の 安心 と 権利擁護の サ ポ ー ト J r地域福祉 に 参加す る 人づ

く り と 連携の仕組みづ く り J を 3 つ の柱 と し事業 を 展 開 し た 。

〔地域福祉活動 と 教曹の推進〕

民生委員 、 児童委員 、 友愛訪問 ボ ラ ン テ ィ ア ら を 中 心 に 地域見守 り 活動 を 各区社協 と と

も に 支援 し た 。 小地域見守 り 連絡会 ( ふ れあ い ネ ッ ト ) の 開濯 な どで ち 密 な 活動 を 展 開 。

市内39 カ 所の シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ に 生活援助員 (LSA) 53人 を 派遣 し 、 生活相談、 家事支
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援 な ど を 行 っ た 。

福祉の 心 を 育 て 、 身 近 な と こ ろ で実践活動 に 結 ぴつ け る こ と を 目 的 と し た 「ふれあ い の

ま ち KOBE ' 愛の輪運動」 を 推進。 市内360 カ 所の福祉施設で 中 高生1 ， 738人が参加 し 夏休

み を 利用 し て 3 日 間体験学習 ( ワ ー ク キ ャ ン プ) を 実施 し た 。

〔在宅福祉セ ン タ ー の運営〕

在宅福祉セ ン タ ー ( 8 カ 所) で、 要介護 ・ 要支援認定の 高齢者 に通所介護事業 と 、 要介

・ 要支援認定で非該当 ( 自 立) と 判定 さ れた 高齢者 に対す る 自 立支援デ イ サ ー ピス を 実

施 し た 。 そ れぞれ延べ68 ， 007人、 588人が利用 し た 。 ま た 中 央、 兵庫、 長 田 区 の各在宅福

社セ ン タ ー で は 身近 な 地域福祉セ ン タ ー な ど を利用 し て虚弱 な 高齢者 を 対象 に し た 生 き が

い対応型デ イ サ ー ビ ス を 実施 し 、 延べ4 ， 856人が利用 し た 。

そ の他介護保険事業 と し て 「 え がお の 窓 DJ (居住介護支援) で 1 5 ， 619件 の ケ ア プ ラ ン

を 作成。 2 ， 184件の要介護 ・ 要支読の認定調査 を 行 っ た 。

西在宅福祉セ ン タ ー で は 認知症専用通所介護 ( デイ サ ー ビス ) 事業 を 10 月 か ら 実施 し 、

介護 ケ ア の 向 I二、 家肢の介護負担の軽減 を 図 っ た 。

特別養護老人 ホ ー ム な ど施設への 入所、 確保 に つ い て ケ ア マ ネ ジ ャ ー の 業務支援 を 行 っ

た 。 入所施設 の 空 き がな い場合、 緊急 シ ョ ー ト ス テ イ サ ー ビ ス を 活用 す る な ど相談に応 じ

た 。

2004年9月 30 日 、 認知痕高齢者の ケ ア に つ い て 「認知症高齢者総合相 談 窓 口」 を 開設 し 、

市社協が事業 を 受託 し 運営 を 始め た 。 内 容は ー殻、 専 門相談、 情報の提供、 関係機関 と の

連携 な ど。 関所か ら 2005年 3 月 ま で の相談件数は 110件。

〔母子家庭の 自 立支援セ ン タ ー 開設)

2004年 6 月 l 目 、 母子家庭の 母親 の就業や キ ャ リ ア ア ッ プ を 支援す る た め 、 中央区の総

合福祉 セ ン タ ー 内 に 「母子家庭等就業 ・ 自 立支援セ ン タ ー 」 を 開設 し た 。

に 母 子世帯が対象 と な る 児童扶養手当 て の受給資格者 は 2003年度 に は 1 万2 ， 610人 に

増 え て お り 、 こ の た め 就業経験がな か っ た り 、 専業主婦だ っ た期 間 が長い な ど再就職 に不

安 を 抱 え る 人 を 対 象 に 支援体制 を 整 え た 。

運営 は 母子福祉団体、 NPO 法 人 に 委託。 セ ン タ ー で は 就業相談や就業支援セ ミ ナ ー を

開催。 必要な技能の習得 の た め の講座や公共職業安定所 と 連携す る な ど、 個 々 の家庭状況

に応 じ て 、 継続的 な 支援 を 行 っ た 。 2004年 7 月 か ら 西、 北 、 垂水区で、巡回栢談 を 開始 し た 。

〔児童健全背成の推進〕

総合児童セ ン タ ー や 地域の児童館で さ ま ざま な 活動 や イ ベ ン ト を 実施。 2001年10月 か ら

始 ま っ た フ ァ ミ リ ー ・ サ ポ ー ト ・ セ ン タ ー事業は 、 子育て支援の要望 に応 え る た め 、 子育
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て の応援 を し て ほ し い 人 (依頼会員 ) 応援 を し た い人 (協力 会員 ) に よ る 相 互援助活動が

続 け ら れ、 会員 は 2 ， 172人 に 達 し た 。 2004年度の援助活動実績 は9 ， 682同 に 及 ん だ。

児童福校基金の運用益等 を 活用 し 、 児童養護施設や母子生活支援施設の入所児童の 高校

就学助成 (25人、 289万円) や 、 民間社会福祉団体の児童健全育成事業 な ど に対 す る 助成 (18

件、 160万円 ) を 行 っ た 。

( r こ べ、 っ こ ラ ン ド」 の運営〕

総合児 童 セ ン タ ー と し て 1987年 に オ ー プ ン し 、 阪神 ・ 淡路大震災での 閉館 を 克服 し 、 毎

年34万人の入館者があ り 、 2004年 6 月 13 日 、 入館500万人 を 達成 し た 。

市民 ボ ラ ン テ ィ ア の 3 グ ル ー プが交替で 「お話の会」 を 33 回 開催。 ま た体操が好 き に な

る 、 な わ と び、 一輪車な どの教室 は小学校教師、 こ べ っ こ 昆虫展、 鉄道模型 フ ェ ス タ は ボ

ラ ン テ イ ア の協力 で、行 わ れ た O

〔災害援護資金滞納に強制徴収〕

大震災の被災者 に 自 治体が融資 し た 災害援護資金 に つ い て 、 神戸市 は2004年12月 1 日 、

神戸簡裁で支払い督促の手続 き を 終 え た 滞納者 4 人 に対 し 、 強制徴収 に 踏 み 切 る こ と を 決

め た。 間への償還期限が2006年 4 月 に迫 り 、 再三 の 督促 に応 じ な い な ど悪質 な 未納者 に は

法的措置が必要 と 判 断 し た 。

i司資金は 、 住宅が全壊す る な ど し た 世帯 に市町が最高350万 円 を 無担保で貸 し 付 け る 制度。

被災者 は年利 3 % で 5 年以内 に返済す る O

震災で は 、 神戸、 西宮、 尼 崎 な ど22市町が 5 万6 ， 422人 に計1 ， 308億7 ， 200万 円 を 融資 し

て お り 、 神戸市 は 1995年 5 月 か ら 1 年 間 で約 3 万1 ， 600人 に 約777億 円 を 貸 し 付 け た 。 国へ

の返済 (518億 円 ) に対 し 、 2004年 9 月 末 ま で の滞納額 は 151億円 に 上 り 、 今後同市分の焦

げ付 き は約200億 円 に膨 ら む と 推計。 国 に償還期限 の 延長 を 求め て い る O

同 市 は 返済が困 難 な 滞納者 に 月 額1 ， 000円以上の少額返済 を 呼びか け 、 7 ， 155人が少額返

済 し て い る O 全 く 返済 し て い な い 未納者1 ， 424人 の う ち 、 悪 質 な 32人 に は 法 的 手段 を 講 じ 、

支払 う 意思 を ポ さ な い場合、 不動産や給与 な どの債権 を 順次差 し 押 さ え て い く o (注 2 ) 

3 .  r台風23号J 被災地支援
2004年10月 20 日 夜、 近畿地方 を 襲 っ た 台風23 号 は 、 県内各地で堤防の 決壊や土砂崩 れ を

引 き 起 こ し 、 死者25人、 重軽傷者89人、 住宅金半壊2 ， 200戸、 家屋浸水3 ， 700戸 を 超す 大規

模災害 を も た ら し た 。被災地で活動 し た ボ ラ ン テ ィ ア は 、 延べ 3 万2 ， 000人 を 超 え た ( ひ ょ

う ご ボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザ ま と め ) 。

県及 び県市社会福祉協議会 は 大震災の教訓 を ど う 生か し 、 対応 し た か。
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〔住宅再建〕

県 は 2004年10月 27 日 、 被災 2 市 7 町 に 対 し 、 被災者生活再建支援法 を 適用 す る こ と を 決

め た 。 1 1月 四 日 、 住宅確保や産業復興な どの総合支援策 を ま と め た 。 住宅再建支援で は 5

年 間無利子の 「災害復興 ロ ー ン 」 を 創 設 し 、 論時的 な住 ま いへの家賃助成 な ど を 打ち 出 し

た 。 県税で は 約 10億 円分 を 減免。

住宅再建 は i宝! の 生活再建支援法の年収 ・ 年齢要件 を 緩和 し 、 年収800万 円 以 下 な ら 年齢

に かか わ ら ず、 支給 を 受 け ら れ る よ う に し た 。 さ ら に再建 ・ 補修費用 と し て 全壊= 100万

円マ大規模半壊 50万円マ床上浸水= 25万円 を独 自 に上乗せ支給。

大震災時の併 に な ら い 、 「 ひ ょ う ご住宅災害復興 ロ ー ン」 を 創設。 住 宅 の 再建 ・ 補修 を

行 う 世帯が対象で、 再建 に は最高800万 円 を 融資。 金利 は住宅金融公庫災 害復興住宅融資

に 連動。 1 . 8%。 同 ロ ー ン や 同融資 な ど を 利用 す る 世帯 に は2 . 5% を 上限 に 5 年 間 、 県 と 市

町 で利子補給。

自 宅再建や描修が終わ る ま で民間賃貸住 宅 に 入居す る 世帯 に は家賃の半分 (上限 3 万円 )

を 6 カ 月 ま で県 と 市町で助成 し た 。

(表 2 ) 台風間、 1 8、 21 、23号被害の住宅再建支援策

200 
100 

- 年収800万月以、下の世帯が対象。 年齢制限な し

(最高額、 単位 =万円)

・ 住宅を再建 購入する65歳以上の被災者?には 、 上記に加え100万円補助
・ 全壊↑世帯には 、 上記以外に支援法の生活関係分100万円 (最高) も 支給
・ 床上浸水は、 損寄率10%以上20%未満

〔生活復興資金貸付〕

県が独 自 に 創 設 し た 「生活復興資金貸付制度」 の 利 用 は 、 但馬、 淡路 を 中心 に約 2 ， 140

世帯、 総額38億 円 に の ぼっ た 。 資金の鈍 い 道 は 、 浸水被害が 目 立 っ た乗用車の修理 ・ 買 い

替 え が最 も 多 く 、 融資 を 受 け た 世 帯 の 約 7 割 に 達 し た 。

県 に よ る と 、 制度の 申 し込み受け付 け は2004年11 月 に始 ま り 、 1 月 末で締め切 ら れた 。

約2 ， 400世帯か ら 申 請があ っ た 。 1 世帯あ た り の 貸付額は約180万 円 。

使途の 内訳 は 、 融資 を 受 け た 世帝の半分が乗用 車 の修理や 買 い 替 え 。 家屋の補修や家具

の購入が 3 割、 家財道具や乗用 車 の 修理 ・ 買 い 替 え に あ て た 世帯が 2 割。 世帯 を県民局別

に み る と 、 被害が最 も 多か っ た 但馬が全体の54 % を 占 め た 。 次いで淡路が26% 、 北播磨が

1 1 % 、 丹波が 5 % 、 西播磨が 3 % 。
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同制度 は 、 2004年 の 4 つ の 台風で全壊、 半壊、 床上浸水の被害 を 受 け た 世帯が対象で 、

最高300万円 を 貸 し 付 け た 。 利 子棺 当 分 は 県 と 市町で負担 し 、 乗用 車 の修理 や 買 い 替 え の

場合は 、 家屋の被害程度 に か か わ ら ず融資 を 受 け ら れる よ う に し た 。

〔 県市社協の支援活動〕

2004年10月 2] 日 、 県社協 は 「台風23号災害救援本部」 を 立 ち 上 げ、 た だ ち に 豊 岡 、 洲本

な ど 4 地域 に 職員 2 人ずつ を 派遣 し 、 現地調査 し た 。 22 日 朝、 「市民福祉社会へ の 協 同 憲章」

に 基づ き 、 コ ー プ こ う べ、 神戸市社協、 NPO 団体 と 情報 を 交換。 午ゐ後、 ボ ラ ン テ イ ア セ

ン タ ー 立 ち 上 げ に 向 け て豊 岡 、 洲本 に職員 7 人 を 派遣 し、 受 け入 れ準備 を 進 め た 。 ホ ー ム

ペ ー ジ で情報の発信 を 行い 、 出 石 、 一宮 (津名郡) も 同 セ ン タ ー を 設置 し た 。

豊 問 で は 市社協職員 が徹夜で の高齢者の安否確認作業、 避難者の救援活動 を 行 っ た 。 市

役所 に は ボ、 ラ ン テ イ ア 活動希望が多 数寄せ ら れた 。 1 1 月 17 日 ま で16 日 間 、 1 万人 を 超 え る

ボ ラ ン テ イ ア が活動 し 、 1 ， 144件の ニ ー ズ対応 を 行 っ た 。 洲 本 で は 13 日 間 で ボ ラ ン テ ィ ア

5 ， 900人が参加 し た 。 10� 1 1 月 の 局 、 4 市13町で ボ ラ ン テ ィ ア 3 万2 ， 000人が各地か ら 集 ま

り 、 支援活動 を 続け た 。 県社協 は ボ ラ ン テ ィ ア ・ パス を 運行 し た 。

今 回 の 災 害救援活動 で、 地元社協 は行政か ら の 要請 を 受 け て 「災害 ボ ラ ン テ イ ア セ ン

タ ー」 を 設置。 こ れ は 大震 災当 時 に は な か っ た 動 き で、 社協や NPO、 各 種 団体が協働 し 、

動 き や す い 環境整備 に取 り 組 ん だ。

奈良県社協 は 「 災害時の相互支援 に 関 す る 協定」 に 基づ く 「近畿 ブ ロ ッ ク 府県 ・ 指 定都

市社協 災害 ボ ラ ン テ イ ア 本部」 を 25 8 に 立 ち 上 げ、 社協職員 の派遣協力依頼 、 連絡調整、

情報発信業務 を 行 っ た 。 中 国、 四 国 も 社協職員 を 派遣 し た 。

大震災時、 本部機能の被災で対応が遅れた経験か ら 、 い ち 早 く 被災地社協への支援 と 助

言がで き る 体制づ く り に力 を 注 い だ。 刻 々 と 変化す る 地域 の 要望 に対応 し た が、 初期体制

や 「災害救接活動 マ ニ ュ ア ル」 の 整備 な どが今後の課題 と し て 残 っ た 。
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神戸市 は 豊 岡 、 洲本市へ延べ29 日 、 11人の職員 を 派遣 し た 。 ま た神戸か ら ボ ラ ン テ ィ ア

パ ス を 運行 し 、 210人が応募 し た 。 一方、 緊急募金活動 を 行 い 、 市内600 カ 所 に募金箱 を 設

置 し市民 に 呼 びか け た 。 そ の後、 ス マ ト ラ 沖地震が発生 し 、 2005年 3 月 ま で数度 に わ た っ

て募金活動 を 展 開 。 義援金は5 ， 000万 円 を 超 え た 。

な お 台風23号、 新潟県中 越地震の被災地 に 、 市職員 220人がボ ラ ン テ ィ ア 休 暇 を 利用 し

て 駆 け つ け た 。 年 間 5 日 を 限度 に有給休暇が取れ る 制度で、 大震災後の 1997年 に ス タ ー ト

し た 。 こ れ ま での利用 者 は 年平均l3人、 累計で も 95人。 市 で は 「大震 災当 時 の 助 け 合 い の

精神が呼び覚 ま さ れ た の で、 は」 と 分析。

〔復興1 0年委員会が総括〕

最終報告案で検証 し 、 情報伝達や避難誘導、 支援 な どで の 課題が指摘 さ れた 。

目 立 っ た の は、 災害弱者への情報伝達の 問題。 防災無線の あ る 市町で は 住民 ら に河川 の

水位や 避難情報な どが知 ら さ れた が、 視聴覚障害者 に は十分伝わ ら な か っ た 。

避難勧告 ・ 指示 の発令 も 判 断基準が不明確で、 取 り 残 さ れた高齢者が亡 く な る な ど、 避

難誘導体制 も 課題 と な っ た 。 最終報告で は 「要援護者 リ ス ト の 整備J r イ ン タ ー ネ ッ ト な

ど新た な技術 を 利用 し た移動 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支援や情報提供」 な どが提言 さ れ た 。

関係機関が災害情報 を 入力 す る 「 フ ェ ニ ッ ク ス 防災 シ ス テ ム 」 で も 、 被災 市 町か ら の 入力

が迅速 に な さ れ な か っ た 、 な どi吉報共有化の課題 を 指摘 し た 。

(注 1 ) r県社協の あ ゆ み ・ 平成16年度事業報符」 社会福祉法人兵庫県社会福祉協議会
(注 2 ) I平成16年度事業報告書」 社会福祉法人神戸市社会福祉協議会
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い三節 目齢者見守 り J さ ら に推進

1 .  r神戸市の独居死」 最多を記録
神戸市内 (北、 西区 を 除 く ) で、 だれ に も み と ら れず に亡 く な っ た独居者が、 2004年の

1 年 間 に 過去最多 の428 人 に 上 っ て い た 。 兵庫県監察医務 室 の 調査で、分か つ た も の で 、 こ

こ 数年 ほ ほ横 ばい だ、 っ た の が2004年 は前年 に 比べ て 約 2 割 も 増加 し た 。

大震災 の仮設住宅や復興住宅で相次い だ 「独居死J は震災10年 を 経 て 、 一般住宅 を 含め 、

被災地で よ り 深刻化 し て い る 状況が浮 き 彫 り に な っ た 。

同 室が担当 区域の検索記録か ら 、 独居死 を 抽 出 し た 。 そ の結果、 2004 年 は428 人 で 、 そ

れ ま で最 も 多 か っ た前年 を 69 人 ( 19 % ) J二 回 っ た 。 1988年 と 比べ る と 、 2004年 は約2 . 4倍

と な っ て い た 。

性別 で は 、 男 性が274人 (64 % ) と 圧倒 的 に 多 か っ た 。 死 因 は 病死が316人 (74 % ) と 大

半 を 占 め た が、 自 殺 も 45人 と 1 割 を 超 え た 。 発見時 に 死後 8 日 以上 た っ て い た の は84 人

(20 % )  0 う ち 23人 ( 5 % ) が死後 2 週 間 か ら 1 カ 月 以 内 、 14人 ( 3 % ) は 1 カ 月 を 超 え

て い た 。

同 室 は 2001 年 � 2003年の65歳以上 の 独居苑 に つ い て 、 新た に 詳細 に分析 し た 。 病死だ っ

た 計531 人 の う ち 、 発症か ら 死亡 ま で 一 定 の 時 間 があ っ た と み ら れ る 消化器疾患、 肺炎、

脳 内 出 血 は 計160人 (30 % ) 0 発見が早 け れ ば救命で き る 可能性があ っ た と い う O 独居死以

外の死者では 、 同 じ 死 因 の割合は18% だ、 っ た 。 調査 し 、 死 因 を 分析 し た 長崎靖監察 医 は 「予

想以上 に 多 い 。 高齢者の独居世帯が急増 し て い る の で、 は J と 指摘。 そ の増加の 速 さ に 、 地

域での コ ミ ュ ニ テ イ づ く り や見守 り 活動が追 い つ い て い な い現状 を 示 し て い る O

(凶 1 ) 神 戸市内 の 独居死者数 (北、 西区 を 除 く )

500 
(人)

400 

300 

200 

1 00 

。
1 988 1 993 1 998 2001 2002 2003 2004年
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( r復興住宅J 5 年で327人〕

県 内 の毎興住宅の2004年の独居死 は 、 70人 に達 し て い た。 西宮市で は2004年1 1 月 、 65歳

の男性が 自 宅ベ ッ ド の 上 で死後約 1 年 8 カ 月 経過 し、 見つ か っ た。

統計があ る 2000年以降の復興住宅で の独居死 は 、 2000年56人、 2001年55人 、 2002年77人、

2003年69人で、 計327人。 県 と 15市町が管理す る 復興住宅 (約 2 万4 ， 200戸) で、 単身者が

室 内 で、見つ か っ た り 、 室 内 や 近辺で 自 殺す る な ど、 県警が 「変死者」 と し て検死 し た件数

を 集計 し た 。

I 年 8 カ 月 ぶ り に見つ か っ た 男 性 は 、 2002年 頃 か ら 家箕 を 滞納 し 、 県 が2003年 2 月 に入

居許可 を 取 り 消 し た後、 退去 を 求め提訴。 判 決 に 基づ き 、 強制退去 を 求め る た め に訪 れ た

県職員 が遺体 を 発見 し た 。

2 .  1"単身高齢者率J 4 割に
神戸市で は 、 高齢者世話付 き 住宅 に常駐す る fLSA (生活援助 員 ) J 54人 、 地域の ネ ッ

ト ワ ー ク づ く り を 援助 す る 「見守 り 推進員J 76人、 戸別訪問 で安否確認す る 「見守 り サ ボ ー

タ ー J 78人がい る O サ ボ ー タ ー は震災復興基金事業、 推進員 は 国庫 の半額補助事業。

懸命の見守 り と コ ミ ュ ニ テ ィ の支援 に も かか わ ら ず、 独居死が減 ら な い の は年々 進 む 高

齢化現象があ る o 65歳以上の お年寄 り が I 人で暮 ら す 「高齢者単身 世帯率j が2004年末で

約38% に な り 、 全国平均の約 5 倍 に も 達 し て い る こ と が分か つ た 。 「独居死J は こ の 5 年

間 で327人 に ヒ っ て お り 、 見守 り 事業の必要性が一層増 し た 。

毎 日 新聞社が2004年末、 各 自 治体 に 問 い合わせ、 集計 し た 。 復興住宅 は県営 と 神戸市や

西宮市 な ど15市町営があ り 、 計 4 万2 ， 555人、 2 万4 ， 240 世帯が入居 し て い る O

(表 3 ) 復興住宅の高齢化率 な ど

入居者数 高齢化率(人)
兵 庫 県 16 ， 021人 43 7% j 
神 戸 市 17 ， 220人 46 . 4% 
西 宮 市 3 ， 435人 35 . 5% 

i 尼 崎 市 1 ， 607人 45 . 2% 芦 屋 市 1 ， 1 27人 43 . 2% 
:'fi: 塚 市 613人 34 . 7% 
伊 丹 市 433人 38 . 3% 
) 1 1 西 市 197人 36 . 5% i 三明 石田 市市i 44入

516A 40 . 7% 
津 名 町 351人 27 . 1% 
一 宮 町 301人 26 . 9% 
(津名郡)

五 色 町 132人 9 . 1 %  
淡 路 町 137人 19 . 0% 
東 浦 町 253人 30 . 8% 
北

計
淡 田J 1 68人 30 . 4% 

42 ， 555人 43 . 4% 

高齢者単
身世帯数

37 . 8% 
40 . 1  % 
29 . 9% 
38 . 9% 
37 . 1% 
3 1 . 2% 
37 . 9%  
37 . 4% 
36 . 0% 
40 . 1  % 
21 . 4% 
26 . 5% 
1 1 . 1 %  
2 1 .  7% 
26 . 9% 
33 . 3% 
37 . 8% 
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こ の う ち 65歳以 上 の 入居者 は I 万8 ， 451人で、 全入居者 に 占 め る 割合 (高齢化率) は43 . 4%

と 、 全国平均 の 19 . 6% (2004年12月 の概算値) の 2 倍以上。 さ ら に 高齢者 の 単 身 世帯 は 9 ， 161

世帯 と 、 全世帯数の37 . 8% を 占 め た。 全国平均 (2003年 6 月 時点) は 7 . 4 % 。

自 治体別 で は 、 神戸市営 と 明石市営がいずれ も 40% 以上。 県営住宅 で は2000年の30 . 7%

か ら 37 . 8% に 。 西宮市営 も 2002年の27 . 6 % か ら 29 . 9% に増加 し て い た 。 2000年か ら 2004年

末 ま で、の 独居苑327人の う ち 、 60歳以上 は251人 い た 。 (注 1 ) 

高齢者 に 「おせ ち 」 艶 る

神戸 市西置 を拠点 と す る NPO 法人 「仮神高齢 て の料理 を 2 B 続けて受け取っ た 。
者 ・ 障拝者支援ネ ッ ト ワ ー ク 」 が2005年正月 の 2 、 河 ネ ッ ト ワ ー ク 理事長の黒田裕子 さ んは 「正
3 口 、 復興住宅に住む 一人暮 ら し の お年寄 り ら 月 は周 り が華やか な分、 お年寄 り の孤独感や不
約40人に、 手作 り のおせち料理!を宅配 した。 安 も 募 り がち 。 …人で は な い と 感 じ て も ら え れ

向 ネ ッ ト ワ ー ク は震災課年の1996年か ら 、 正 ばJ と 話 し て い た 。
月 に仮設住宅で安否確認 を 兼ねておせち料 理 を
自己 り 始め、 復興住宅で も 続け て い る 。

10回 目 と な る今年J土 、 仮設住宅で治動 し て い
た ボ ラ ン テ ィ ア も 全国 か ら )必援に駆けつけた。
両 日 と も 早朝か ら 、 市営地下鉄伊川谷駅構内の
事務所 に 集 ま っ て務理。 大 き な エ ピや ブ リ の照
り 焼 き 、 ク ワ イ 、 赤飯な ど 尽 替わ り で10数種類
の料理 を 紙箱 に色 よ く 並べた。

1 食800円 で、 昼 ご ろ に は予約 を 受 け て い た
に 届 け た。 須磨 豆 中 落合 の お 年寄 り
「 自 分で は簡単なお料理 し か作 ら な い

も の は う れ しい」 と 、 で き 立

3 .  r復興住宅J の今
復興住 宅 に 住 む被災者 に ど ん な 支援が必要か。 神戸新 開 杜 は 2004年暮れ、 復興住 宅 に 住

む 人々 に イ ン タ ビ ュ ー し 、 分析 し た 。

〔支援届 か ず〕

神戸市j難民の復興住宅で2004年夏、 姉妹 で、暮 ら す姉 (82) が遺体で発見 さ れ た 。 2 人 と

も 認知痕が進 み 、 区 の 担 当 者が と き ど き 訪れ、 入 院 さ せ て い た 。 介護保 険 の 認定 を 受 け て

い た。

2 人 は福祉サ ー ピ ス を 使 わ な か っ た 。 体が少 し不 自 由 な た め 家事 は で き ず、 そ う ざい を
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(凶2)

復 興 住 宅

兵庫県全体

神戸市全体

復 興 住 宅

兵庫県全体

高齢化率
42. 9% 

1 8 . 7% 

1 8 . 9% 

高齢単身世帯数
37 . 0% 

7 . 4% 

o 1 0  20 30 40 50 

(兵庫県、 神戸市調べ)
65歳以上の割合 (高齢化率) が、 20% を超えれば超高齢社会

と呼ばれるが、 すでに復興住宅はその 2 倍以上にな っ ている 。
全世帯に占める潟齢単身世帯の割合も 、 復興住宅では県工ド均の
5 倍に達 している 。

買 っ て食べ た 。 自 宅の風呂 は使わず、 タ ク シ ー で顔見知 り の い る 銭湯 に通 っ て い た 。 近所

の 人 と は あ い さ つ を 交 わ す程度。

見守 り 推進員 がた びた び姉妹 を 訪 ね て い た 。 2003年12月 か ら 14 回訪問 し た が、 会 え た の

は 7 回。 死 因 は 衰弱死 と み ら れ る が、 妹 は l カ 月 近 く も 死ん だ、姉 と 暮 ら し た こ と に な る O

管理人 は 「 そ こ ま で弱 っ て い る と は知 ら な か っ た」 と 話す 。

〔低所得〕

神戸市 中央区 の復興住宅 に 住 むM さ ん (68) は独 り 暮 ら し 。 無職。 年金の 7 万4 ， 000 円 と

生活保護か ら 家賃 を 払 い 、 毎月 、 借金 を 3 万 円ずつ返済 し て い る O

震災で歯車が狂 っ た 。 マ ン シ ョ ン は全壊、 ロ ー ン が600万円残 っ た 。 個 人営業 し て い た

車 も つ ぶ れ 、 借金で再び車 を 買 っ た が、 市街地 を 離れた仮設住 宅 に移 っ た こ と で、 得意先

を 失 っ た 。 消費者金融 に手 を 出 し 、 借金は350万 円 に 増 え 、 自 己破産 し妻 と 離婚。

さ ら に借金が増 え 、 家賃 を 滞納 し て神戸市 に 訴 え ら れ、 住宅明 け渡 し を 求め る 判決 を 受

け た 。 滞納分 は 友人か ら 金 を 借 り 、 な ん と か返済 し た 。 (神戸市 に よ る 復興住宅 の 家賃 滞

納訴訟は2003年度 ま で計545件)

〔見守 り 〕

「め ま い がす る ん や 。 朝 か ら 3 回 も や」 。 芦屋市南部の 埋 め 立 て 地。 南芦屋浜復興住宅

の シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ の 一室 で 、 S さ ん (74) は 、 別棟の集会所 に詰め る 生活援助員 (LSA)

に 電話で訴 え た 。 看護師の資格 を 持つLSAが血圧測定器 を 持 っ て 走 る O

'LSAが い つ も い る か ら 安心」 と 、 震災で共同住宅が全壊 し 、 妻 (当 時58) を 亡 く し て

一人暮 ら し の S さ ん。 持病の 悪化で\意識 を 失 い 、 12時間水が使 わ れず緊急通報装置が作動
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し 、 LSAが駆 け つ け て 一命 を 取 り 止 め た 。

復興住宅約 2 万5 ， 000戸 の う ち シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ は81団地、 3 ， 971戸。 南芦屋浜で は 、

LSA が全国 的 に 珍 し い 24 時 間体制 で 、 精神障害者や ア ル コ ー ル依存症者 も フ ォ ロ ー す る O

〔 コ ミ ュ ニ テ ィ 〕

IHAT 神戸設住 の 浜」 の な ぎ さ 地域福祉セ ン タ ー で 月 2 回 開 か れ る 「ふ れ あ い 喫茶」 は

い つ も に ぎ や か。 切 り 盛 り す る の は 女性約100人 に 上 る O

分譲マ ン シ ョ ン 以外の市営 、 県 営 な ど賃貸住宅 は 13棟1 ， 886世帯が被災者向 け に 造 ら れ た 。

1998年春 の 入居当 時か ら 、 地域福祉セ ン タ ー で市職員 ら が住民の相談 を 受 け 、 イ ベ ン ト を

企両。 1 年半後ふ れあ い ま ち づ く り 協議会が、 市か ら 向 セ ン タ ー の運営 を 引 き 継い だ。 行

政支援が有効 に働い た が、 同協議会の役員 は 「 コ ミ ュ ニ テ ィ は住民が率先 し て い か な い と 」

と い う o (注 2 ) 

4 .  1"復興住宅」 ア ンケ ー ト 調杢
( 1近隣関係J 依然築 け ず〕

震災か ら 10年 を 前 に 、 神戸大学の塩崎賢明教授研究室 と 神戸新聞社 は 合 同 で2004年 9 月 、

復興住 宅 の 入活者 を 対象 に ア ン ケ ー ト 調査 を 実施 し た 。

(図 3 ) 近所づ き あ い

震
災
前

現
在

近所づ き あ い に つ い て 「 よ く あ っ た」 が震災前の56 . 6% か ら 11 . 5 % に 激減。 2001年 の 調

査 と ほ ぼ同 じ 水準 に と ど ま っ て お り 、 入居か ら 年 月 を 経て も 近隣関係が十分 に 築 け て い な

い こ と が浮 き 彫 り に な っ た 。

神戸市内 の復興住宅31 団地の 1 ， 004世帯 ( 罰収率61 . 3 % ) か ら 回答 を 得 た 。 2001年調査は 、

同研究室が 1 カ 所 を 除い て今回 と 同 じ 計31 団地 を 対象 に 同様の調査 を 実施 し て い る O

震災前 と 比べ近所づ き あ い が 「 よ く あ っ た」 は 、 わ ずか 5 分の 1 0 1 あ い さ つ積度」 が、

震災前 の 約 2 倍 に な り 、 最 も 多 い 。 し か し 、 「少 し あ っ たJ が、 過去 2 回 の調査 よ り 増 え

る 傾向 に あ り 、 近所の人 と 打 ち 解 け て い る 人が少 し ずつ増 え て い る O

近所づ き あ い の感 じ 方 に つ い て は 、 「 と て も 楽 し い」 と 「 ま あ 楽 し しり を 合わせ る と 震

災 前 に 46 . 7 % だ っ た が、 今 回 は 13 . 9% に大 き く 減 っ た。 一方で、 「関心がな し り は 、 震災前

の 7 . 5 % か ら 、 17 . 5% に増 え た。 以前の よ う な つ き あ い がで き な く な り 、 寂 し く 感 じ た り 、
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無関心 に な っ た り し て い る こ と が う かがえ る O

調査結果 に つ い て塩崎教授 は ' 3 年前 の調査 と あ ま り 変 わ ら な い厳 し い状況。 コ ミ ュ ニ

テ イ の喪失が決定的 な打撃 に な っ て い る O 人 間 的 な き ず な の 回復策 を 考 え て い く べ き だ」

と 指摘 し て い る o (注 3 ) 

5 .  [""見守 り 」 を継続事業に
〔複興基金運用益で実施〕

兵庫県 と 神戸市は2005年 2 月 、 高齢者見守 り 事業 を 、 新年度 も 規模 を 縮小せずに継続す

る 方針 を 決め た 。 財源のーっ と し て き た復興基金が 3 月 末で終了 し 、 見 守 り 事業の規模 を

ど う 維持す る かが焦点 と な っ て い た。

見 守 り に つ い て 、 県 は 同市 と と も に積み立て た復興基金の 運用益 を 財 源 に 「高齢 世帯生

活援助員 (scs) J を 被災 自 治体に 102人配置 し て き た 。 岡 市 は 国 か ら 半額補助 を 受 け、 市

内77 カ 所の在 宅介護支援セ ン タ ー に 「見守 り 推進員J (定員77人) を 毘置 し て き た 。

復興住宅の単身高齢世帯 (65歳以上) の割合は 、 県営で37 . 8% 、 神戸市営で は40 . 1 % に

ヒ り 、 独居死 も 増 え る 傾 向 に あ っ た 。 こ の た め県 と 同 市 は 見 守 り 事業の継続 を 模索。 県 は

新年度、 復興基金の運用益の残高 の う ち 約 2 億8 ， 500万円 の活用 を 決定 し た 。

同 市 も 被災 地 の 現状 を 固 に 説明 し て補助 の 継続 を 実現 し 、 従来 と 同規模 の 約 3 億1 ， 000

万 円 を 新年度予算 に盛 り 込ん だ。 見守 り の 人員 規模 を 2005年度 も 維持す る 一方、 あ ん し ん

す こ や か セ ン タ ー (在宅介護支援セ ン タ ー ) に重点配置 し 、 セ ン タ ー を 見 守 り 拠点 に す る

こ と を 決:め た 。

2004年度、 サ ボ … タ ー 約80人は復興住宅での安否確認や話相手 を 主 な 業務 と し 、 あ ん し

ん す こ や か セ ン タ ー か ら は独立 し た存在だ、 っ た 。 一方、 見 守 り 推進員 約80 人 は セ ン タ ー に

属 し 、 地域の高齢者の見守 り の ほ か支援者の 育成 に も 取 り 組 ん で き た 。

2005年度か ら は サ ボ ー タ ー 全員 を 推進員 と し 、 こ れ ま での推進員 と 合わせ、 157人 と な る 。

市内77 カ 所 に あ る セ ン タ ー の相談業務 と 、 一体的 に 運用 し 、 地域の高齢者情報 を 共有す る O

( ，住宅情報J を 一元化〕

神戸市は 、 複数の 窓 口 に 分 か れ て い た 高齢者向 け の住 ま い情報 を 一元化 し 、 ワ ン ス ト ッ

プで対応す る 制度 を 2005年 2 月 か ら ス タ ー ト さ せ た 。 国の補助事業 の 一環で、 専 門 の相談

が施設の 説 明 や 紹介、 下 見 の 手 配 な ど に 応 じ る O

ケ ア付 き 住宅 な どの需要が高 ま る 一方で、 対象 と な る 住宅や施設が複数種あ り 、 市役所

内 で も 担 当 が分 か れ て い た 。 こ の た め 、 部局 ご と の i吉報 を 整理 し 、 一元化。 「市す ま い の

安心支援セ ン タ ー (す ま い る ネ ッ ト ) J ( 中 央区雲井通) で性宅相談の ほ か高齢者 向 け の情

報 も 提供 し て い る O 相談受付 は 午前10時~ 午後 5 時。

第四章 ・福祉 267 



消 え ぬ 「在宅高齢者虐待」

介護が必要な お年A寄 り に暴力 を 加 え た り 、 放
置 し た り す る 家庭での 「高齢者虐待」 について、
兵庫県内の在宅介護事業所の約 4 割が事例 を扱
い、 2003年度で延べ 1 ， 300件報告 さ れ た こ と が、
県の調査で明 ら か に な っ た。 虐待 し て い る の は
被害者の怠子が 3 割 を 占め た 。 調査は県が2004
年 7 � 8 月 に実施。 在宅介護支援セ ン タ ー や訪
問 介護 な どすべ て の 3 ， 515事業所 に状況 を尋ね、
代表的 な事例 2 件 を挙げて も ら っ た。 有効回答
率44 ， 6 % 。

2003年度 に虐待 と 思わ れ る 事例 を 扱 っ た の は

(注 1 ) 毎 日 新聞 2005年 1 月 14 日
2 ) 神戸新聞 2004年12月 16 日 � 19 日
3 ) 神戸新聞 2004年12月 16 日
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606事業所 (38 ， 7 % ) で総件 数 は 重複 も 含め て
1 ， 300件。 内容 (複数回答) は 、 身体的虐待
42 ， 1  % 、 介護の放棄や放任ェ39 ， 8% 、 心理的虐
待=39 ， 5% 。代表事例の853件 を分析 し た と こ ろ 、
被害者の平均年齢は81歳で、 女性が78 ， 9% と 男
性の 3 倍以上だ っ た 。 虐待者は息子が30 ， 4 % と
最 も 多 く 、 息子の妻19 ， 6 % 、 娘17 ， 3 % 、 夫14 ， 2 %
と 続 く 。

虐待の程度 は 、 「生命 に かか わ る 緊急対応、が
必要」 が9 ， 1 % 。 虐待者の46 ， 9% は 自 覚が な か っ
fこ O



「ユニバー サル社会J に 向 けて

年齢や障害の有無 に か か わ ら ず、 だれ も が暮 ら し や す い ま ち の実現 を め ざす 「ユ ニ バ ー

サ ル デザイ ン j 何回 の動 き は 、 大震災以後、 神戸市や民 間 の 活動か ら 芽生 え た。 市 は ま

ち づ く り の核 に 据 え 、 兵庫県 も 健康福祉部 に ユ ニ バ ー サ ル社会担当 課 を 立 ち 上 げ、 「 ひ ょ

う ごユ ニ バ ー サ ル社会づ く り 総合指針」 を 策定 し た 。

1 . 神戸市の取 り 組み
γ こ う べ U D 広場J )

UD の 流 れ は 1990年代 は じ め 、 自 身 が障害者で あ っ た 、 ア メ リ カ の建築家、 ロ ナ ル ド ・

メ イ ス さ んが 'UD 7 原則 」 を 提唱 し 、 以後世界 に浸透 し て い っ た 。

市 は 2002年 2 月 、 10年 を 目 標 に し た福祉総合計画 で 'UD 推進j を 主 要 プ ロ ジ ェ ク ト に

げた。 同 4 月 に 「じD 係」 を 保健福祉局 と 住宅局 に そ れぞれ設置 し 、 市 の すべ て の事業

に UD の視点 を 取 り 入れて ま ち づ く り を 進め る 方針 を 打 ち 出 し た 。

「 こ う べ UD 広場」 は 市 と 連動 し た 市 民 で つ く る 組織。 「 こ う ベユ ニ バ ー サ ル デザ イ ン

推進会議」 の座長 ・ 摂南大教授 の 田 中 直 人 さ ん ら 3 人が呼びか け て 2003年 5 月 に発足 し た 。

翌年 4 月 「世界� UD な ま ち神戸A を め ざ し て」 と 題 し た 指針 を ま と め た 。 そ れ を 支 え る サ

ボ ー タ ー を 2010年 ま で に 1 ， 000人 に増やす計調 を 立 て 、 2004年、 市総合福祉セ ン タ ー に 「 こ

う べ UD サ ボ ー タ ー コ ー ナ ー 」 を 設置 し た 。

高齢者、 障害者、 弱 者 の た め の 「バ リ ア フ リ ー 」 か ら 、 大震災で見 え て き た の は 、 「す

べ て の 人 に」 と い う 概念。 同広場 は 、 経済優先の ま ち づ く り よ り 「支 え合 う 地域 コ ミ ュ ニ

テ イ 」 を 軸 に お い て 、 各地で ワ ー ク シ ョ ッ プ を積み重ねて き た 。

ふ さ わ し い ま ち と は 、 ①人生 を 楽 し む ま ち 、 ②人 と 人の つ な が り が大切 な ま ち 、 ③安全 ・

安心 な ま ち ー で あ る 。 ま ず ま ち に 出 ょ う O ま ち に憩 う O 人 に 出 会 う O ま ち で発見す る O ま

ち に魅力 、 愛着 を 感 じ る O 気 に す る こ と でい い 、 ま ち を 考 え よ う O や さ し さ の カ タ チ を発

信 し よ う ー そ ん な 日 常の 市民の行動パ タ ー ン が 'UD 社会」 の底辺 に あ る O

こ れ ま で じD ひ ろ ばが行 っ た 「取 り 組み」 は次の 4 点 に 集約 さ れ る O

①意識づ く り UD 連続講座、 イ ベ ン ト に よ る 普及活動、 情報発信。

②仕組みづ く り ェ 多言語に よ る 相談業務や行政 ・ 生活情報の提供、 ワ ー ク シ ョ ッ プ開催

に よ る 市民参加。

③ ま ち づ く り z絵文字や多言語 に よ る わか り やすい案内、 自 律移動支援プロ ジ、 エ ク ト の推進。

④ も のづ く り ニ だ れ も が楽 し く お し ゃ れ に 着 ら れ る UD フ ァ ッ シ ョ ン 、 お 年寄 り も 子 ど

も も 遊べ る 玩具 な ど。

2006年 2 月 開港す る 神戸空港 に 、 国交省 は 「 世界初 の UD 空港 に」 と い う 構想、 を 打 ち 出
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し た。 げ を 生 か し た 「 自 律移動支援 シ ス テ ム 」 を タ ー ミ ナ ル ピ ル に 導入 。 各所 に 埋 め 込

ん だ IC タ グ と 携帯端末 と 交信 し て 情報 を 得 た り 、 目 の不 自 由 な 人の た め に 行 う 音声案内

な ど、 新技術 を 駆寵 し て 高齢者や 障害者、 外国人 ら が使 い や す い 空港 に す る と い う O

市 も 2004 年 か ら 「神戸 空港 UD 研究会」 と IUD サ イ ン 調 整会議 (神戸 空 港 一 三宮 ) J

を 開 い て検討。 空港 を 降 り 立 っ た 人が ま ち に ど ん な 印象 を も つ か ー を 描 き な が ら 、 三宮界

隈や周辺の観光ス ポ ッ ト の IUD 1tJ に 懸命。 し あ わせの村 も UD サ イ ン に よ っ て 「 だ れ

も が動 き や す い快適な 村」 に 一新 し た 。 (注 1 )

こ う し た全区 に広がる UD 運動 を 支 え る コ ミ ュ ニ テ イ の動 き か ら 2 例 を 紹介す る O

( r池田小学校」 の実践〕

震災で大 き な被害 を 受 け 、 再開発が進 む 長 田 区 で 、 高齢者や障害者 に も 住み よ い ま ち づ

く り を 進 め よ う と 2001年 7 丹 、 「長 田 区 UD 研究会」 が発足 し た 。 事務局 は 区役所内 に 置 き 、

会長 に森崎j青登 さ んが就い た 。 行政や地元企業、 NPO、 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ が集 ま っ て研究 ・

啓発運動 を 展 開 し て き た。

定例研究活動 の ほ か 、 「長 田 発 こ う べ じD フ ェ ア」 の 開催、 「神戸 UD 大賞」 の 運営 と 多

彩 な イ ベ ン ト を 実施 し た 。 ま た 、 だ れで も 使い や す い UD を 広 め る た め 、 ア ス タ く に づか

4 番館 に 「 長 田 UD サ ロ ン」 を オ ー プ ン し た 。 家庭用 じD 商 品 を 中 心 に 、 視 覚障害者 に使

い や す い色 の つ い た 丈房具、 垂直 リ フ ト 、 UD ゆ か た な ど を 展示 し て い る 。

一方、 講師 を 派遣 し て 行 う 「小 中 学校の UD 授業」 がス タ ー ト し た 。 UD 社 会 は 、 子 ど

も の こ ろ か ら の体験で広がる 、 と い う 発想か ら 生 ま れ た 。 た ま た ま 、 市立池 田 小学校 (児

童数350人 、 1 学年 2 ク ラ ス ) が老朽化 し 、 建 て 替 え る 話が持 ち 上がっ た 。 2005年 1 月 間

校 を 目 指 し て お り 、 市、 事業者、 同 校 と も rUD 授業J に 賛 同 し た 。 2004年 6 月 、 UD 研

が企画 を 立 て 、 各学年の教諭 と 実施内容 を 詰め て い っ た 。

6 月 17 日 、 5 年生 か ら 授業が始 ま っ た。 対象 は 2 年生 � 6 年生 と し 、 3 週間 で終え る と

い う 日 程だ、 っ た 。 実施時 間 は21時限、 講 師 は 延べ21 人 に 及 ん だ。

〔捜業は こ ん なふ う に 一 〕

1 3 年生の担任 の 岡村先生が足 に怪我 を 負 い ま し た 。 両手 に 荷物 を 持 っ て い ま す。 さ て

3 階の教室や 1 階 の 職員 室 に行 く た め に は ど う し た ら い い の か な 。 ト イ レ に は ど ん な 工夫

がい り ま す かj

議論 を 重 ね 、 田村先生 を い た わ る 気持 ち か ら 、 幼い工夫は次第 に ふ く ら ん で い く 。

学校で は す で に 工事が始 ま っ て い た 。 学 ん だ じD を 、 人 に 優 し い 、 自 分に と っ て動 き や

す い 学校 に 生 かす ア イ デア を み ん な で、懸命 に考 え た 。 日 頃、 気付い て い る こ と を 話 し 合 っ

て 「見 え る 形」 に し て い っ た 。

圧倒 的 に多 か っ た の は ト イ レ O み ん な 行 き た く な る 清潔 さ を 求め て い た 。 明 る い色彩 を
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5 � 6 年生 で考 え 、 設計に叡 り 入れ た 。 2 年生が描 い た モ ザ イ ク タ イ ル の 鮮や か な エ ピ と

富士山 は ト イ レ の壁面 を 飾 っ た 。

各 ク ラ ス 入 り 口 ド ア の上の ピ ク ト グ ラ ム (絵文字) は動物、 植物、 風景 な ど ク ラ ス の み

ん な が考 え た 傑作 ぞろ い。 教室 の他、 特別室、 職員 室 に至 る ま で 1 � 5 階全部の部屋 を 飾 っ

て い っ た 。

ハ ー ド 闘で は 障害児の た め の ト イ レ や 、 廊下の ゆ る や か な ス ロ ー プ、 点 字 ブ ロ ッ ク な ど

は 事前 に計画 さ れて い た 。 児童 た ち は そ れ に 「心の UDJ を プ ラ ス し た 。

6 年生が編集 し た 「ユ ニ バ ー サ ル デザイ ン ・ イ ン ・ 池 田小」 と 題す る 冊子 で 、 完成 し た

学校の 隅 々 を 点検 し 、 感想 を つづ っ た 。

エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル ・ 玄関 「車イ ス の 人が段差 ( 4 手ン) を i嘩 り な く て も い い よ う に ス ロ ー

プがあ り ま す。 自 の不 自 由 な 方 の た め に 点 字 ブ ロ ッ ク があ り ま す。 玄 関 の ド ア は ゆ っ く り

閉 ま る の でお 年 寄 り や足 の不 自 由 な 方 も 安心 し て通れ ま す」

教室 ( 6 の 2 ) r黒板 は だ れ に で も 使い や す く 、 車 い す に 乗 っ て い る 方 で も 簡単 に低 く

し た り 、 高 く し た り で き ま す。 お年寄 り や力 の な い方で も 、 少 し ふ れ る だ け です ぐ に 電気

を つ け る こ と がで き ま す。 教室 に は い ろ い ろ な UD がい っ ぱい あ っ て便利 で、す」

廊下 ・ 階段の 秘密 を さ ぐれ ! r廊下 の い す は 、 約10人す わ れ ま す 。 い す は だれで も か ん

た ん に す わ れ ま す 。 廊 下 は横幅が広 く 、 率 い す 2 台 が楽 に と お れ ま す。 コ ル ク の床 は衝撃

を 吸収す る の で い た く な く 、 あ た た か さ を 感 じ ま す」

手洗い場 「 ト イ レ の横 に あ る 手洗 い 場 は 、 学年 ご と に 高 さ が違い ま す。 実 際 に車いす体

験で、 座 っ た 状態 で も 手 は じ ゃ 口 に し っ か り 届 き ま し たJ (冊子25-;3 中 ト イ レ に 関 す る 記

事1 2-;3-) 0 (注 2 ) 

児童が描いた職員京の
ど ク ト クゃ ラ ム
ニエ神戸市立池田小学校
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( r神戸婦人大学」 が ま ち を 点検〕

UD ひ ろ ば を 支 え る グ ル ー プの あ り 方 と し て 一① UD を 潤 り の 人 々 に広 め て い く 取 り 組

み 、 ② UD イ ベ ン ト に積極的 に 参加、 ③市内各地の UD 情報 に つ い て調査 を 行 い 、 UD ホ ー

ム ペ ー ジへの情報提供、 ④随時、 イ ン タ ー ネ ッ ト 等 を 通 じ、 UD の取 り 組み に 関 し 、 具体

的 な提案 ・ 提言、 ⑤ア ン ケ ー ト 調査 な とやの協力 があ る 。

主婦 ら が学ぶ神戸婦人大学 ( 同 市 中 央区橘通) は①~⑤ を 的確 に実践 し た 。 2003年 4 月 、

生活福祉学部 に UD 学科 を 新設、 UD に よ る 社会づ く り を 目 指 し 、 地域活動 や ボ ラ ン テ イ

ア 活動 を 実践す る 能力 を 学ぶ科 と し て ス タ ー ト し た 。

初年度、 UD の 理念 に つ い て 学 び、 「交通バ リ ア フ 1) 一 法」 に 沿 っ た さ ま ざ ま な 動 き を 知 っ

た 。 利 用 者 1 日 5 ， 000人以上 の 駅がすべ て の 人 に 移動 し や す い よ う 施設 を 2010年 ま で に 整

備 す る こ と を 自 標 と し た 法律で、 市 も 2002年、 市バ リ ア フ リ ー 基本構想 を 策定 し た。

日 ごろ 通過点 と し か考え て い な い駅が JR、 私鉄、 地下鉄な ど10娘 に 128 も あ っ た。 そ れ

が安全 に 日 的地 に 行 け る 釈 と し て 存在 し て い る か ど う か。 2004年度 は 駅 を テ ー マ と し 、

UD の視点 か ら 調べ る こ と に し た 。

UD 学科の 9 人 が駅、 8 人が ト イ レ を 担 当 し た 。 駅チ ー ム は 、 同 大学床谷三鈴助 手 の 指

導で各娘の主要駅か ら 48駅 を 選 び、 2004年 4 � 5 月 に か け て 実態 を 調べ た 。 券売機の使い

方、 舘格表示の見易 さ 、 案内表示器の分か り やす さ 、 ア ナ ウ ン ス 、 ホ ー ム 介護 と イ ン タ ー

ホ ン 連絡 の 有無、 緊急停止 ボ タ ン の有無 な ど、 障害者の立場 と 主婦の感覚で こ と 細 か く

調査 し た。

さ ら に 7 � 8 月 に か け て ア ン ケ ー ト 調査 を 実施。 家族、 知人、 障害者、 乳幼児 を 連 れた

人か ら 422人 の 回 答 を 得 た 。 ま た視覚、 聴覚、 知 的 障害者、 車 イ ス 使用 者、 外 国 人か ら 「駅

の使い易 さ 、 使 い 難 さ 」 に つ い て 開 き 取 り 調査 を し た 。 学生 ら は 、 自 ら 車 イ ス に乗 り 、 エ

ス カ レ ー タ ー の乗 降 を 体験 し た。

約 I 年 を か け た 調査 の 結 果 は 「卒業論文集J (2004年度) に ま と め ら れ た 。 多 く は バ リ

ア フ リ ー 法 に の っ と っ て改善 さ れて い た が、 一部 に 十分で、 な い駅 も 存在 し た 。 そ の上で行

政、 鉄道会社へ、 改善すべ き 点 を 提案 し た 。

行政へ は 一

①車 イ ス で、 改札 口 か ら 通路 に 出 る 手段 の な い駅の整舗。 ②誘導点字 ブ ロ ッ ク は全国統

(JIS 化) に 。 ③ UD に つ い て 多 く の 市民が理解 し 、 参画で き る よ う 努 め て ほ し い 。

鉄道会社 へ は 一

①安全面か ら 、 ホ ー ム に 駅員 配置 を 増 や す。 ② SOS (非常停止 ボ タ ン ) イ ン タ ー ホ ン

の認知度が低 く 、 も っ と PR を 。 ③エ ス カ レ ー タ ー の上下 を 視覚障害者 に わ か り や す い サ

イ ン を O ④駅の案内板、 表示方法の統一。 ⑤すべ て の 駅の利用 し や す い場所 に エ レ ベ ー タ ー

の設置 を 。 ⑥駅員 に介護技術の心得 を 。

な お 同 大 は 2005年度か ら 、 鍵康 ・ UD と 生活 ・ 文化の 2 コ ー ス 制 と し 、 学生 (定員280人)
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を 募集 し た 。 (注 3 ) 

車イ スでエス カ レー タ ー を調べる学生 ら =
地下鉄ハーパー ラ ン ド駅

U D フ ェ ア 、 開発商品 を 躍示

だれ も が利用 しやすい商品やサ ー ビ ス を行 う
じD を 広 く 知 っ て も ら お う と 「 こ う べユ ニバー
サ ル デザ イ ン フ ェ ア 2004J ( こ う べ UD 広場 な
ど主催) が 8 月 22 日 、 神戸 ・ ハ ー パー ラ ン ドで
関かれた。

フ ェ ア は UD の啓発活動の一環 と し て 開催。
UD 高 品 を 開発 し て い る 企業や UD 学習 に取 り
組んでい る 小学校な ど市内 の約20企業 ・ 図体が
参加。 ド ア を 開 け る と 助手席が外に 出 て 、 乗 り
や す く な る コ ン セ ブ ト カ ー の展示や 各同体の
UD への取 り 組み な どが紹介 さ れた。

UD 体験 コ ー ナ ー も 設け ら れ、 片手でキ
を扱え 、 台 を 動かす こ と がで き る ビ リ ヤ ー ド「神
戸 ミ ニ ヤ ー FJ の コ ー ナ ー で は 、 子 ど も やお年
寄 り が ぶ絡 に ゲー ム を 楽 し んで い た。
レベー タ ー や多機能 ト イ レ な ど高 品 の 開発は進
ん で お り 、 須磨区か ら 長労 と 来 た と い う 主婦
(23) は rUD と い う 言葉 は 開 い た こ と は あ っ

て も 、 身近 に は感 じ て い
る と 年齢の区別 な く 楽
ればも っ と 楽 し い」 と
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2 . 兵庫県の取 り 組み
( r理念J と 「総合指針JJ

県 は2004年 4 月 、 県健康生活部生活企画局 に 「ユ ニ バ ー サ ル社会担 当 課」 を 立 ち 上 げ た O

県 は こ れ ま で全国 に 先駆 け て 制定 し た 「福祉の ま ち づ く り 条例J に よ る 建築物等 の 整備

や 「障害の あ る 方への声か け 運動」 の 展開 な ど、 人 に や さ し い生活環境づ く り を 進め て き

た 。 ま た 作業所が製作 し た授 産 品 の 通信販売、 IT を 利用 し た在 宅就労支援や 自 律的移動

支援 な ど障害者の社会参加 に 向 け た さ ま ぎま な 取 り 組み に力 を 注 い だ。

2004年 6 月 、 「ユニ バ ー サ ル社会づ く り 総合指針検討委員 会」 を 設立 し た 。 学識経験者、

経済人 ら 19人の メ ン バー が 3 匝 の委員会で検討 を 重ね、 理念 と 総合指針 を ま と め 、 発表 し た 。

(1211 4 ) ユ ニ バ ー サ ル社会づ く り J 概念図

ー だれ も が主体的 に生 き 、 支 え る 社会へ 一

年齢、 性別 、 障害、 丈化 な どの 違 い に かか わ り な く 、 だ れ も が地域社会 の 一 員 と し て支

え 合 う な かで安心 し て暮 ら し 、 一 人 ひ と り が持て る 力 を 発揮 し て元気 に 活動 で き る 社 会 を

め ざ し ま す。

ひ と z だれ も が、 た が い の 人格 と 個性 を 尊重 し 、 支え合 う 社会。

も の 口 だれ も が、 容易 に モ ノ を 利用 し 、 質 の 高 い サ ー ピ ス を 共有す る 社会 。

情報 = だれ も が、 多様な方法で、 理解 しやすい情報 を 予 に 入れ、 交換で き る 社会。
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ま ち = だれ も が、 安心 し て住 ま い、 自 宅か ら 街 な か ま で安全 ・ 快適に移動 し 、 活動 で き

る 社会。

参加 = だれ も が、 持て る 力 を 発揮 し て働 く な ど主体的 に 参加 ・ 参両で き る 社会。

[ r率先行動」 と 「推進会議J )

県 は 、 2004年 9 � 1 l 月 に わ た っ て県庁舎、 支庁舎、 行政サ ー ピ ス 施設 な ど を 総点検 し 、

そ の結果 を ま と め た 。 そ の上で2005年 か ら 「の じ ぎ く 兵庫 国体、 の じ ぎ く 兵庫大会」

が 開 か れ る 2 年 間 を 「地域社会 に お け る 協働 の パ ー ト ナ ー と し 、 率先行動 を 行 う 年」 と し 、

2005年 3 丹 、 行動計画 を 策定 し た 。

実施 に あ た っ て推進本部 を 設 け 、 「福祉の ま ち づ く り 条例整備基準」 に 照 ら し 、 ス ロ ー プ、

階段手す り 、 点字誘導 ブ ロ ッ ク 、 車いす用 ト イ レ 、 エ レ ベ ー タ ー な ど を 総点検。 2 年 間 の

枠で以下の整備 を 行 う こ と に し た 。

そ の能、 取 り 組み と し て は 「障害の あ る 方への声かけ運動」 があ る o 2003年 9 月 、 推進

会議 を 立 ち

運動推進員 ( ボ ラ ン テ イ ア ) tは土2 ， 059人 に 達 し た (2却O∞O出5年 3 月 末) 九o )運車動 を 推進す る た め ホ 一

ム ペ 一 ジ を 開設 し 、 研修、 交流会、 出 前講座 を 県下 各地で実施 し て い る O

県民、 地域団体、 NPO、 企業 ・ 団体、 行 政 な どすべ て の 組織が関心 を も っ 全県 的 な 運

動 に発展 さ せ る た め 、 2005年 8 月 、 「ユ ニ バ ー サ ル社会づ く り ひ ょ う ご?設進 会議j が結成

さ れ た 。

(表 4 ) 県の整備予定施設数

医 分

(1 )養護学校等
(2)障答者等福
祉施設
健康福祉事
務所等

ド3)i)i'l. rL 型空
(4)本庁舎、
総集合庁舎

(5)公 の 施

川県 立 高 校
(7)警 寂" 、

の

整備 ! 案内
年度 板等

2005 19 

2005 28 

2005 12 
2005 23 
2005 54 
2006 
2006 123 
2006 53 
2006 63 

j長写t
ブロ ッ ク

16 

27 

12 
23 
40 

122 
41 
50 

* 2006年度整備予定の施設数は見込み数

段渓 階段
解消 手摺

エレベータ ー 授乳室

1 

23 
19 3 6 

53 
15 υ 「

12 

ト イ レ
オ ム ツ 車椅子 [ オス ト メ イ ト 多機能
交換台 ト イ レ

17 

12 
23 

40 8 
5 1  

42 6 
21 

ト イ レ ト イ レ

25 

12 
23 10 

56 
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主 な 活動 は 、 「普及推進 ・ 情報発信J '先導的 な 取 り 組みの顕彰J '総合指針の フ ォ ロ ー ア ッ

プ」 な ど。 そ れぞれが率先 し て行動 し 、 会員相互の連携 を 図 り な が ら 創造 的 な 取 り 組み を

進め る 。

構成 団 体 は 、 県連合 自 治会、 連合婦人会、 各社協、 PTA 協議会、 医 師 会 、 商工労働 団

体、 企業、 公共交通機関 、 建築関係、 生活協 同 組合、 行政 (県、 神戸市 ほ か) な ど、 県下

の組織 を 網羅す る 64団体 (2005年 8 月 現在) 0 (注 4 ) 

3 .  UD の展望 と 提案
復興10年委員 会が検証 し た 'UD の ま ち づ く り J に つ い て 、 成果 と 今後へ の 提案が次の

通 り 報告 さ れ た 。

〔成果〕

①全国 に 先 駆 け 、 震災前 に福祉の ま ち づ く り 条例 を 施行。 震災で改め て 理念の重要性が

確認 さ れ、 速 や か に住宅等 の 整備基準 の 追加改正 を行 う な ど復興 に お け る 着実 な ま ち

づ く り に貢献 し た 。

②福祉施設 は 、 震災直後は 地域の福祉サ ー ビ ス 拠点 と な っ た 。 県 内 の特 別 養護老人 ホ ー

ム で は 、 地域の芸術 ・ 丈化交流拠点 と な っ た り 、 人 間 性 に 配慮 し た個 室 ・ ユ ニ ッ ト ケ

ア を 取 り 入 れ 、 全国 の モ デル ケ ー ス と な っ た と こ ろ も あ っ た 。

③全国 初 の地域型仮設住 宅 は 、 バ リ ア フ リ ー 仕様住宅で、 LSA に よ る サ ー ピ ス が提供 さ れ、

入居者が地域の 一員 で あ る と す る 運営が行 わ れ た 。 そ の後福祉施設運営や シ ルバ ー ハ

ウ ジ ン グ な ど高齢者等の住 ま い の モ デル と な り 、 国 の 今後の高齢者介護や介護保険制

度 の 見 直 し 方 向 に つ な が っ た。

④福祉の ま ち づ く り 工学研究所等の研究、 障害者への情報提供 の マ ニ ュ ア ル化 な ど情報

バ リ ア フ リ ー 化 に 寂 り 組んで き た。 阪急伊丹駅の復興主主備で は 、 設計段階か ら 多 く の

人 々 が参画 し て UD の施設づ く り がな さ れた 。

〔今後への提案〕

① UD の規点 を 取 り 入 れ た福祉の ま ち づ く り の推進。

②地域安心拠点 と し て の福祉施設づ く り 。 災害 に 強 い福祉施設 を 中 心 と し て グ ル ー プ

ホ ー ム 的 な 住 ま い が地域 に と け込む形で点在す る ま ち づ く り O

③新た な情報技術 を 利用 し た移動 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支援や災害情報の提供。

④ UD の ま ち づ く り へ の 展 開 。 計 画段 階 か ら 多 様 な 利 用 者、 当 事者 と の 協働 の ま ち

づ く り が葉要。 (担当委員 ・ 市川 種子尼崎老人福祉会理事長) (注 5 ) 
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4 . 第 3 困 UD 全国大会
こ れ ま で の推進運動 の 取 り 組 み と 成果 を 問 う 「第 3 回 UD 全国大会J ( 内 問府、 兵庫県、

神戸市、 全国大会実行委共催) が2005年 8 月 17 � 19 日 、 神戸国際展示場 で 聞 かれ た 。

初 白 は 、 田 中直 人摂南大教授が 「ユ ニバー サ ル社会への ま ち づ く り 戦略」 と 題 し て基調

講演。 続 い て 3 つ の 分科会 と シ ン ポ ジ ウ ム が開 か れ、 rUD の 運動 の 意義」 に つ い て 討議。

会場で は 「個性 と ハ ー ト の祭典 ・ 特別展J r 自 律移動支援 プ ロ ジ ェ ク ト 」 な ど、 さ ま ざ ま

な 取 り 組みが紹介 さ れた 。 2 B 目 は神戸在住外国人 に よ る リ レ ー ト ー ク 、 兵庫 ・ 神戸の事

例 な どが紹介 さ れ、 3 日 目 は震災10年 目 の神戸の ま ち を 歩 き 、 震災復興の 成 果 と UD の活

動現場 を 見学 し た 。

大会で、 ス タ ッ フ 10数人の リ レ ー に よ る 「神戸 じD 宣言」 が詠ま れ、 会場に 感動が広がっ た。

一 神戸 UD 宣言 一

10年前 の あ の 震災。

6 ， 433人の命が奪 わ れ、 住む家が無 く な り 、

働 く 仕事が無 く な り 、 そ し て コ ミ ュ ニ テ ィ が無 く な っ た 。

全世界、 全国か ら 支 え ら れ、

私 た ち は復 興へ と 歩 ん で、 き た 。

年齢 も 性別 も 文化の違い も 越 え 、

み ん な で助 け合お う と し た 。

そ う ! み ん な が し あ わせ に な ら な け れば、 自 分 も し あ わせ に な れ な い !

(略)

神戸か ら 全国へ呼びか け ま す。

こ のユ ニ バ ー サ ル な 考 え を も っ と 広 げて ゆ き た い か ら 。

す べ て の 人がお;互い を 知 り 合 っ て 、

そ し て 自 分 ら し く 生 き て ゆ け る よ う に 。

赤 ち ゃ ん も 、 子 ど も も 、 男性 も 、 女性 も 、 お 年寄 り も 、

言葉や 文化が違 う 人 も 、 み ん な が ち が っ て あ た り ま え 。

ち が う か ら わ か り あ い た い 。 わ か ら な く っ て も 大切 に し あ い た い 。

先 人 の 知窓 も 借 り な が ら 、 心地 よ さ を 、 楽 し さ を 、

暮 ら し を 、 大切 な 自 然 を 、 全て の 人 と 分か ち 合い た い 。

世界 中 の 人 と 分か ち 合い た い。

ま だ見ぬ未来の 人 々 と 分か ち 合い た い 。

「神戸 ら し さ はユ ニ バ ー サ ル な と こ ろ だ:h.J と

全て の 人 に 愛 さ れ る よ う に 、

一歩一歩 た ゆ ま ず歩 い て ゆ く 事 を 、 こ こ に 宣言 し ま す 注 6 ) 
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誰 に で も 食べ や す い r U D 弁当」

年齢や障害 に関係な く 、 誰 も が手軽に 食べ ら
れ る ユ ニ ー ク な 弁お 'UD 弁当」 が神戸市立池
田小学校で披露 さ れた。 「第 3 回 UD 全国大会J
の プロ グ ラ ム の 一つで、 食べやす さ だ けでな く
昧や見た 目 に も 配慮、 試食 し た 人 に も 好評だっ
た。

弁当 は 長 田 区や事業主でつ く る 「長出 亙 UD
研究会」 が 「食べ に く い食材 を 食べやす く す る J
な どを テ ー マ に 開発。 体験ツ ア ー 「長田 に来れ
ば UD がわか る 」 で約60人が試食 し た 。

で食べ ら れる 一 口サ イ ズで、 豆や ひ じ き な どは
しでっかみ に く い料理は寒天で ひ と ま と め に 。
牛 肉 の カ ツ レ ツ に は 隠 し包丁を何回 も 入れ、 柔

「神戸 UD 宣言」 を詠むス タ ッ フ ら 二神戸
国際展示場

試食会 に参加 し た東京の主婦 (70) は 「お年
寄 り や女性で も 楽 に食べ ら れる O 見 た 目 も 美 し
く 、 食べる のが楽 ししり と 話 し て い た 。

だれにで も 食べやすいじD弁当
(神戸新聞社提供)

1 )  ，世界ーユニバー サ ル な ま ち神戸 を め ざ して」 神戸市「
u主 2 ) 'U D イ ン 池 田小」 神戸市立池田小学校 6 年
(注 3 ) ，卒業記念論文集J (平成16年度) 神戸婦人大学生活福祉学部

4 )  ， ひ ょ う ご、ユニバーサル社会J '兵庫L票率先行動計両」 兵庫県健康生活部
5 )  ，復興1 0年総括検証 ・ 提言報告」 復興10年委員会
6 )  ，第 3 [i:J]じD全国大会J 資料
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第五節 企業 ・ 団体の 「社会貢献J

〔 ま ち づ く り に参画〕

「震災で私 の 中 で化学変化が起 き たJ o 2004年 3 月 に 開 か れ た 「神戸 ソ ー シ ャ ル ・ ベ ン

チ ャ ー ・ ア ワ ー ド」 の表彰式で優秀賞 に 選ばれた 「近畿 タ ク シ ー 」 の 森崎清登社長 は壇上

で こ う 切 り 出 し た 。 そ れ ま で ま ち づ く り に 関 心 は な か っ た 。 転機 に な っ た の は震災 I 年後、

被災地 を 去 る ボ ラ ン テ イ ア が言い残 し た 「あ と は地元で、頑張っ てJ と い う 言葉 だ、 っ た 。

]R 新長 田 駅南 の復興再開発地 区 で ま ち づ く り に かか わ り 、 商業活性や す べ て の 人 に や

さ し いユ ニ バ ー サ ル デザイ ン の浸透な ど、 さ ま ざ ま な 旗振 り 役 を 務 め て き た 。 活動 の 多 く

は ボ ラ ン テ イ ア だが、 常 に 「企業の看板」 を 背負 っ て い る O

「企業 の ブ レ ー ン は ま ち の 人。 ま ち づ く り 活動 の 照 り 返 し を 本 業 に 生 か し て い る お お

花見や海水浴、 地元球団の応援な ど、 地元の資源 を 本業 に 結 びつ け た ツ ア ー を 数多 く 開発

し て き た 。 そ れ だ けで は な い。 塾通い の 子 ど も の 送迎 タ ク シ ー や 介護 タ ク シ 一 、 警備分野

への進出 な ど、 地域の 安全 ・ 安心 を 守 ろ う と す る 姿勢が、 ア ワ ー ド審査員 ら に高 く 評価 さ

れ た 。 ま ち と 本業 と 、 ど ち ら も 元気 にす る O そ ん な バ ラ ン ス 感覚が地域 に 受 け入れ ら れ、

活動が)よ が っ た 。

「企業 の社会的責任 (CSR) J を 問 う 風潮 が高 ま っ て い る O 公正 な 企業 を 選 ん で投資す

る 「社会的責任投資 (SRr) J も 広が り つ つ あ る O 社会貢献 ・ 地域貢献 を 重 要 な 企業戦略 と

位置づけ る 企業 が増 え 、 震 災10年 を 経て 定着 し て き た 。 「 ま ち は 生 き た研修の場」 と し 、

事業 を 展 開 す る 企業 ・ 団体の数例 を 紹介す る 。

1 . ブ ェ リ シモ 「夢基金」
神戸 の ま ち の イ メ ー ジ に ひかれ、 大阪か ら 移転 し よ う と し た矢先 に震災が起 き た。 迷 い

も あ っ た が、 神 戸 に 来 て 、 ま ち を 元気 に す る 事業 に 取 り 組ん だ。

「 フ ェ リ シ モ は 、 道路や ピ ル や鉄道 を つ く る こ と は で き ま せ ん。 で も 、 人 々 が明 る く 元

気 に 、 夢 を 持 っ て 暮 ら し て い く た め の お 手伝い な ら 少 し は で き る の で、 は …」

当 時の広報紙 に こ う う た い 、 カ タ ロ グ 商 品 の 注文 と 同 時 に 寄付 も 受 け つ け る 手法で義援

金 を 集 め 、 被災地の市民活動 を 支援 し て き た 。 2004年 4 月 、 震災10年 に 向 け て企麗 を 公募

し助成す る 「第 2 期夢基金 プ ロ ジ ェ ク ト J を 展 開 。 そ の 中 で 「夢資源」 と い う 仕掛け を 行 っ

た 。 企業や大学 に 会議室や映写機、 人材 な ど提供で き る 資源 を提供 し て も ら い 、 同社 ホ ー

ム ペ ー ジ で公開 し 、 こ の資源 を 使 っ て全顕 を 膨 ら ま せて く だ さ い 、 と い う 狙い 。 (注 1 ) 

は 2004年 4 月 l 日 に始 ま り 、 8 月 31 日 ま で に 神戸 を 中心 に し た123件の応募があ っ た 。

第 l 次審査会で36件 に 絞 り 、 10月 27 日 、 新野幸次郎委員 長、 企画委員 10人 に よ る プ レ ゼ ン

テ ー シ ョ ン と 質 疑応答で23件 を 選 ん だ。 交付総額 は 3 ， 131万 円 。 23団体は 早 速 プ ロ ジ、 エ ク

第i団 主主 @ 福祉 279 



ト 事業 を ス タ ー ト さ せた 。

マ現代 ア ー ト と 浄瑠璃が伊曾保物語の 仁1�1 で融合 と い う 新 し い 表現 「現代草 子 ・ 伊曾保 プ

ロ ジ ェ ク ト J V ア ト ピ ー 患者が 日 常か ら 工夫 し て い る 服の ノ ウ ハ ウ を ホ ー ム ペ ー ジで募 り

公開す る 「 ア ト ピ ー 的 コ レ ク シ ョ ン 」 マ空 き 宿舗 な どの シ ャ ッ タ ー を 自 く 塗 り 、 学生 ら に

動物 の 絵 を 描 い て も ら う 「 シ ャ ッ タ ー 動物園」 ヤ 「神戸 と 世界 を つ な ぐユニ バ ー サ ル ア ー

ト ギ ャ ラ リ ーJ マ 「ハ イ ス ク ー ル ラ イ フ、、東 西大会」 ー な ど23件。

〔 メ セ ナア ワ ー ド を 受賞〕

ブ ェ リ シ モ が社員 や地域住民 を 対象 に 開 い て い る 公開講座 「神戸学校J が評価 さ れ、 企

業 メ セ ナ協議会の 「 メ セ ナ ア ワ ー ド2004J で文化庁長官賞 を 受賞 し た 。 震 災 で傷つ い た被

災地 に 貢献 し よ う と 始め 、 2004年10月 で90 回 を 迎 え た 。 社員 が参加 し や す い 独 自 の仕組み

も 受賞 の大 き な 理 由 と い う O

同 学校の ル ー ツ は 、 1975年 に 始 め た社 内勉強会。 震災後 の 1 995年 に 本社 を 大阪か ら 神戸

に移転 し た後、 「 ソ フ ト 面で支援で き れば」 と 1997年 4 月 か ら 地域住民 に も 公開 し た 。

毎月 1 回 、 画家や音楽家、 俳優な ど を 招 い て い る o 2004年 9 月 は詩人の谷川俊太郎 さ ん

が講演 し た 。 参加料 は社員 と 家族 は 無料で、 一般1 ， 200円 。 収益 は 「 あ し な が育英会」 の

震災遺児施設 ・ 神戸 レ イ ン ボー ハ ウ ス に 寄付。

ユ ニ ー ク な の は 、 土曜 日 に 聞 く 学校 に 参加 し た社 員 が そ の 前後 に 3 . 5時 間働 け ば、 時 聞

が積み 立 て ら れ る 制度。 計126時 間 に な る と 最長 1 カ 月 の有給休暇が取 れ る O こ れ ま で80

人が取得 し た 。 間信 に は費 用 がかか る が、 社内教育 の 延長親上で無理な く で き る と い う O

2 .  ï本日 ひ ょ う ご地域振興財団」
同 財 団 は 震災後の 1999年発足。 新 し い 市民活動 団体 と 樟害者が実践す る 「 自 律 を 高 め る

活動」 に対 し て助成 を 続 け 、 溝 6 年 を 経 た 0

2004年上半期 ま で12 回 に 及 ぶ 一般公募 に対 し て 延べ808件の助成 申 し込 み があ っ た 。 複

数 回 の 申 し込み も 約250件 に の ぼ り 、 こ れ ま で 申 し 込み を し た の は557団体。

こ の う ち 454件、 実数で357団体に は財 団 ス タ ッ フ が宣義現地 を 訪 れ、 個 々 の 活動実態 に

触れ、 選考の 判 断資料 と し た 。 最終的 に 助成 し た の は320件、 総額 2 億4 ， 406万 円 の助成 を

行 っ た 。

団体の種別 でみ る と 、 「生 き る 場 ・ 作業所」 が 6 年 開 の 申 し 込み件数で43 % 、 助成で4 1 %

を 占 め て い る O こ の う ち 新規事業 の 立 ち 上 げが 申 し込み で27% 、 助成で43 % を 占 め て お り 、

公的助成 を 受け に く い新規立 ち 上 げ事業 を 手厚 く 応援 し て い る 同財団 の 特徴が出 て い る 。

き る 場 ・ 作業所 は 県 内 で約400 カ 所 に 増 え 、 う ち 350近 く の作業所が応募経験 を 持 っ て い

る 。 次 い で多 い の が障害者関係 の ボ ラ ン テ ィ ア 市民毘体で、 申 し込み で24 % 、 助成ベ ー ス

で は34% を 占 め て い る O
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助成金の使途別 で は 、 機材や備品 の購入が最 も 多 く 、 申 し込み で35% 、 助 成で30% を 占

め て い る 。 改修 ・ 改築工事 も l 割余 り O 機材や備品 の購入で多 い の は 、 作 業所の送迎や事

業活動用 の :車や パ ソ コ ン の購入。

2004年度 は 、 下期 の 助 成金額が例年 よ り 約 1 ， 000万 円 多 く な っ た の が特徴。 同員十回 の 原

資 は 、 木 口 理事長の個人資産であ っ た 「 ワ ー ル ド株」 を 基金 に し て お り 、 増 配 に よ り 助成

件数が3M牛 に増 え た。

上半期で 「 グ ル ー フ。名鑑委員 会」 と 「震災10:9三市民検証研究会」 に 2 年 目 の助成 を 行 い 、

新た に 「 ひ ょ う ごん テ ッ ク 」 を 特別助成 し た 。 下半期 に は 、 震災10年 を 祈念 し て被災地の

復興 と 自 立 を 目 指す NPO 等への助成活動資金の募金活動 を 立 ち 上 げた 「 白 い リ ボ ン 運動

実行委員 会」 に300万円 を 助成 し た 。

助成対象 を 障害者福祉 に と ど ま ら ず、 優先順位 の 低か っ た 一般的 な市民活動 に対 し で も

助成 し て い る O 障害者が住 み や す く 生 き 生 き と 暮 ら せ る 社 会 を 築 い て い く た め の 「共生」

を 支援す る 同 財 団 の特徴があ る o (注 2 ) 

( í 自 い リ ボ ン 」 が活動再開〕

震災の犠牲者 を 追悼す る た め 、 白 い リ ボ ン を 胸 に つ け る 「 白 い リ ボ ン 運動実行委員 会」

が2005年 3 月 28 日 、 西宮市内 で活動報告会 を 開 い た 。 リ ボ ン や ピ ン バ ッ ジ の購入 と 引 き 換

え に 、 1 人100 円 以上の寄付 を 募 っ た と こ ろ 、 1 月 17 日 を は さ ん だ54 狂 開 で 、 計618万円 が

集 ま っ た。 こ の う ち 事務経費 を 除 く 477 万 円 で、 防災や被災者支援 に 取 り 組 む市民団体に

助成金 を 配布 す る 。

助成 を 受 け る の は 、 緊急災害支援 に 取 り 組む 「 日 本災害救援 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク 」

「 ア ジ ア ア フ リ カ 環境協力 セ ン タ ー」 な ど 7 団体 と 、 日 常的 な 市民の助 け 合 い 活動 を し て

い る 25団体。 1 団体あ た り 10�20万 円 を 助 成 し た 。 実行委員 長の 岡本仁宏 ・ 関西学院大教

授 は 「厳冬期 に も かか わ ら ず、 36都道府県 の217団体 ・ 個 人が震災 に ま つ わ る 募金 に 取 り

組んで く れ た の があ り がた か っ たJ と 話 し た 。

白 い リ ボ ン 運 動 は1996年、 関西学院大 の 学生 ら が始め た 。 リ ボ ン やハ ン カ チ な どの 白 い

も の を 着 け る こ と で、 震災犠牲者 を 追悼 し 、 記憶の風化 を 防 ぐ の が狙い だ、 っ た 。 2002年 に

い っ た ん休止 し たが、 震災10年の2005年、 「災害弱者 を 救 う 市民社会形成 の た め の街頭募金」

と し て再出発 し た 。 事務局 は 「市民活動 の地域基金 と な る よ う 、 来年度以 降 も 続け て取 り

高且み た い」 と し て い る O

3 .  r レ イ ン ボーハウ スJ が10年史
大震災 の遺児 ら の心 の ケ ア に 叡 り 組 ん でい る あ し な が育英会の 「 レ イ ン ボー ハ ウ スJ (神

戸市東灘区) の こ れ ま での活動 を ま と め た 「七色 の 虹が架か る ま で ・ 阪神大震災遺児 と レ

イ ン ボ ー ハ ウ ス の 10年史」 が完成 し た 。
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同 会 は 震災直後、 学生 ボ ラ ン テ イ ア が中 心 と な り 、 「 ロ ー ラ ー 諦査」 を 展 開 。 犠牲者名

簿 に 記載 さ れ て い た 20 � 59歳の犠牲者 の 家 を 電話帳 を 頼 り に 一軒一軒訪 ね 歩 き 、 573人 の

遺児 を 探 し 出 し た 。

そ の後、 震災遺児の 家庭調査な ど を 繰 り 返す 中 で 、 心 に深い傷 を 抱 え る 子 ど も た ち の 姿

が浮かび上がっ た 。 向会は 1999年、 同 ハ ウ ス を 設立。 サ ン ド バ ッ グがあ り 、 思 い切 り 暴れ

ら れ る 「火山 の部屋」 や 「 こ、っ こ 遊 び、の部屋」 な ど を 配置す る と と も に 、 ケ ア プ ロ グ ラ ム

や 習 い事ふ教室 な ど を 用意 し た。

本 は 同 ハ ウ ス の 職員 ら が中 心 と な り 、 同 会の 活動 を 伝 え る 機関 紙 rNEW あ し な が フ ァ

ミ リ ー」 の 関連記事 を ま と め て加筆、 完成 さ せた 。 どの記事 も 愛着が深い た め 、 取捨選択

が難 し か っ た と い う O 震災直後の 再会の活動 の ほ か、 戦争や テ 口 、 震災な ど に よ る 海外の

遺児への支援活動 も 掲載 し て い る o A 4 サ イ ズ 240� 、 6 ， 000部作製。 (注 3 ) 

〔遺児22人が入塾〕

「 レ イ ン ボー ハ ウ ス J に併設 さ れて い る 学生寮 「虹の心塾」 の 入塾式が2004年11月 3 日 、

同 ハ ウ ス で あ り 、 病気 な どで親 を 亡 く し た 大学生 ら 22人が全国各地か ら 入塾 し た 。 不況の

影響 も あ り 、 新入生の 数 は 過去最多O

同 塾 は レ イ ン ボー ハ ウ ス 開設 と 同 時 に オ ー プ ン O 全国か ら 関 西 の 大学 に 進 学 し た病気遺

児 ら が共 同 生活 を 送 る O 厳 し い経済状況 に置かれて い る 遺児家族 を 支援す る た め 、 寮費 は

2 食付 き で 月 1 万 円 。 新入生 を 迎 え 、 寮生は45人 と な っ た 。 新入生の 出 身地 は 、 青森か ら

沖 縄 ま で17府県。

i司育英会は 、 東京都 内 で も 、 2005年度 中 を 目 標 に 、 学生寮の建設 を 計画 し て い る O

〔海外の遺児 ら 「大津波募金J )

ス マ ト ラ 沖地震 の 津波 で 親 を 亡 く し た 子 ど も を 救お う と 、 大震災の遺児 と 世界 か ら 集
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ま っ た 海外の遺児 ら 計約80人が2005年 l 月 15 日 、 ]R 元 町駅東 口 で街頭募金 を 呼びか け た 。

自 然災害や戦争、 エ イ ズ な どで遺児 と な っ た イ ン ド、 イ ラ ク 、 ト ル コ な どの 10 カ 国約30

人 は 、 あ し な が脊英会主催の 「第 5 回 国際 的 な 連帯 を す す め る 交流 会J ( 7 日 、 東京) の

た め 来 日 。 国 内 の 遺児 ら と 交流 を 深 め 、 東京 に 続 き 神戸で募金活動 を 行 っ た 。

2001年 の 大地震で、 家族 4 人 を 亡 く し た イ ン ド の ア シ ョ ク ・ サ ド ゥ 君 ( 1 5 ) は 「 な ぜ 自

分 だ け が生 き て い る の か と 、 人生 に絶望 し た が、 世界か ら の支援で励 ま さ れた 。 今度 は 自

分が受 け た 愛情 を 津波遺児 に 送 り た い」 と 話 し て い た 。

出 し で遺児支援

震災で親 を 亡 く し た子 ど も た ち を 支援 し よ う を 通 じ 、 震災孤児の高校生 に奨学金 と し て 渡 さ
と 、 炊 き 出 し で募金 を 集 め る 「百円豚汁大会」 れた。
が2005年 2 月 13 日 、 神戸市兵庫 区 の 商業施設
「ハ ー ト フ ルみ な と がわ」 で 憶 かれた。 主婦 ら

買 い物容が協力 し 、 用 意 さ れた300食がす ぐ に
な く な る 盛況ぶ り だ っ た。

「ハ ー ト フ ルみ な と がわ」 の前身、 湊川 中央
小売市場は震災で約 8 割の庖舗が全半壊。 踏ん
張っ て再建に取 り 組み、 震災10年の節 目 に、 震
災遺児 ら の支援 と と も に 地域の活性化 を 罷 ろ う
と 企画 し た。

大根な ど新鮮な 野菜 と 豚肉 を ふ ん だ ん に使 っ
た 豚汁 を 1 杯100 円 で販売。 50円 を 募金 し、 残
り 50円 を 買 い物券 と し て 還元 し た 。

募金は神戸新聞厚生事業匝 「 く すの き

4 .  r地域密着J 神鱗ラ グ ビー

豚汁の炊 き 出 しで震災遺児支援の募金活動=神戸
市兵庫区 (神戸新聞社提供)

ラ グ ビ ー ・ ト ッ プ リ ー グの神戸製鋼が、 地元 の神戸で迎 え た2005年 1 月 8 日 の今季 リ ー

グ最終戦。 6 ， 000人が集 ま っ た 観客席 の 一角 に 、 声援 を 送 る 約850人の子 ど も た ち がい た 。

試合前 に 関か れた ラ グ ピ ー や野球、 サ ッ カ ー な どの指導教室 に 参加 し た 神戸市の小学生

た ち だ。 こ の教室 は 「震災 を 伝 え 、 子 ど も に 夢 を 与 え る 活動 を し た い」 と い う 神鋼 ラ グ ピ ー

部の発案が き っ か け で 、 市民ス ポ ー ツ 活動 を 支援す る 非営利組織 (NPO) を 中心 に 運営 さ

れ た 。

1995年 I 月 、 神 鋼 が 日 本選手権史上最多 タ イ の 7 連覇 を 達成 し た 2 日 後 に 大震災が起

こ っ た。 グ ラ ウ ン ド は 液状化で デ コ ボ コ に な り 、 社宅は倒壊。 練習 の め ど も 立 た な か っ た

が、 3 月 に は子 ど も 向 け ラ グ ビ ー 教室 を 再開 し て い る 。 当 時 は 現役選手だ、 っ た 平尾誠二ゼ

ネ ラ ル マ ネ ジ ャ ー (GM) は 「率先 し て元気づけ な け れ ば と い う 責任感があ っ た」 と い う O
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こ う し た意識は、 神鋼が震災前か ら 地域活動 に 積J極 的 だ、 っ た こ と と 無縁 で は な い。 昨季

か ら 始 ま っ た ト ッ プ リ ー グ は 「地域 と の協働」 を 目 標 に 掲 げ る が、 神鋼 は震災前年の 1994

年、 今 も 続 く チ ャ リ テ イ フ ェ ス タ を 始め た 。 ラ グ ビ ー の普及や フ ァ ン と の交流 を 目 的 と し 、

震災の 年 は 「復興」 がテ ー マ に 。 地域審着の先駆的存在 だ、 っ た 。

震 災 は 、 結 果 的 に 地元 と の 関係 を 深 め る 契機 に も な っ た 。 2000年 に は 平 尾 GM が 中 心

と な り 、 ラ グ ピ ー の ク ラ ブチ ー ム な ど を 運営す る NPO を 設立。 運営 に は神 鋼 の社員 2 人

が専従で携 わ り 、 中 学生 か ら 社会人 ま で幅広 い年齢層 が所属 す る チ ー ム の 指導 は 部 の OB

が務め る o (注 4 )

〔 そ ご う 神戸j吉でチ ャ リ テ ィ 〕

震災遺児 ら を 支援 し よ う と 、 そ ご う 神戸庖で2004年 9 月 5 日 、 神鋼 ラ グ ピ 一 部の チ ャ リ

テ イ イ ベ ン ト が開 か れ た 。 フ ァ ン ら 約250人が選手 ら の ト ー ク シ ョ ー や サ イ ン 入 り グ ッ ズ

の オ ー ク シ ョ ン を 楽 し ん だ。

同部が 7 連覇 を 達成 し た 年 に震災が発生。 8 連覇 を 逃 し 、 優勝で き な い 年 が続い た が、

2003年、 再編成 さ れた ト ッ プ リ ー グで初の王者 に 輝 い た 。

当 時 の 主力 選手 だ っ た 大八木淳史 さ んが 「震災で親 を 亡 く し た子 ど も た ち の た め に も 8

連覇 し た か っ た」 と 振 り 返 っ た 。 大八木 さ ん の軽妙 な 司 会で始 ま り 、 増保輝則監督、 松原 、

元木、 大畑、 斉藤各選手が 「 目 標 は 間 内 3 大会の完全制覇J と 抱負 を 語 っ た 。

オ ー ク シ ョ ン で は 、 ユ ニ ホ ー ム な どが出 品 さ れ、 100円 か ら 始 ま っ たサ イ ン 入 り ラ グ ピ ー

ボー ル は 3 万 円 で落札。 売 り 上げ と 募金約10万5 ， 000円 は 震災孤児 を 支譲す る 「 レ イ ン ボ

ハ ウ ス 」 に 寄付 さ れた 。

5 .  rNPO 法人認証J 急増
2004年の 問民生活 岳 書 は 「人の つ な が り が変 え る 暮 ら し と 地域一新 し い 「公共』 への道J

と 題 し、 台頭が目 覚 ま し い NPO (民間非営利組織) の可能性 を 示 し た。 ま た 自 治体や企業

と が連携 し て地域の課題解決 に あ た る 「協働」 が、 地域再生の原動)J に な る と 指摘 し た 。

県は2004年 8 月 、 NPO と し て新た に37団体の認証 を 決め た 。 NPO 法 に基づ く 県の認証団

体は1999年か ら 始 ま り 、 今回 も 含め て609団体に な っ た。 う ち神戸市内に事務所があ る の が257

団体。 活動分野で最 も 多い の は 「保健 ・ 医療 ・ 福祉」 関連で全体の59% の 団体が携わ る O 「社

会教育J (48%)  ，. ま ち づ く り J (42% ) な ど も 多か っ た。

〔 よ り 身近に 「市民活動J )

NPO な ど の市民活動が、 被災地、 全国共 に 5 年前 よ り も 身 近 な 存在 と な っ て い る こ と が、

時事通信社の調査で、分か つ た 。

2004年 7 月 中旬 に 成 人2 ， 000人 を 対象 に行 っ た 面接調査 ( 回 収率71 . 6 % ) と 、 震災 5 周
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年直前の 1999年12月 に行 っ た 前 回 調査 ( 同 67 . 9 % ) を 比較 し た 。

「大震災 を き っ か け に地域での さ ま ざ ま な 活動 に 変化があ っ た か」 と の 設 問 で は 、 24 . 2%

(前回20 . 3% ) が 「具体的 に 変化 し t:'J と 回答。 地域別 で は 、 被災地の 板神 (神戸、 大阪、

尼崎な ど17市) が最 も 多 く 38 . 0% 。 次い で東海 (34 . 7% ) 、 北陸 (30 . 3% ) 、 京浜 (29 . 0 % )

の)1領 と な っ て い る O

変化 し た も の の 具体的 な 内訳 は 、 「 自 分 の 行動」 が9 . 6 % ( 前 田 8 . 7% ) 、 「 町 内会 な ど の

地域で の 活動J が7 . 8% ( 向7 . 4 % ) 、 「 ボ ラ ン テ ィ ア な ど NPO 活動」 が6 . 6 % ( 同4 . 1 % ) 、 「 自

治体の施策」 が5 . 2% ( 1可 5 . 1 % ) で、 全項 目 で 5 年前 よ り 増加。 中 で も INPO 活動」 の

伸 びが 目 立つ 。

特 に 仮神 地域 を 見 る と 「 自 分 の行動J (19 . 0% 、 前 回 11 . 0% ) 、 「町内 会 な どJ (8 . 0 % 、

同 2 . 4% ) 、 INPO 活動J ( 13 . 0% 、 同4 . 9 % ) の 3 項 目 が前 回 よ り 大幅 に 増 え 、 全国 と 比べ

て も 大 き な 伸 ぴ率 を 示 し た 。

お年寄 り を 温泉 に招待

復興住宅のお年寄 り に ゆ っ た り お風呂 に 入 っ
て も ら い た い 。 そ んな患い か ら ソ ニ 一生命 (本
社 ・ 東京) の ボ ラ ン テ イ ア右志の会 と 阪神高齢
者障害者支援ネ ッ ト ワ ー ク (神戸市) が2004年
10月 16 日 、 岡山県美作町の湯郷漁泉 に80人 を招
待 し た。

1998年、 仮設住宅のお風呂で 「狭 く て入 っ た
気が し な い」 と こ ぼすお年寄 り を 、 城崎温泉 に
旅行 してj:)、来の恒例行事。 復興住宅 に移 っ て風
呂場は広 く な っ たが、 高齢化が進んで入浴が困
難 に な っ て き て い る と い う 。

西区のM さ ん (73) は 5 年前、 脳出血を起 こ

(注 1 ) 神戸新開 2004年 5 月 10 日
(注 2 ) r木口 ひ ょ う ご、地域振興財団事業報告集」

し、 言語障害が残っ た。 同 じ 項 に転んで腰の骨
を 折 っ て以来、 車いす生活。 「復興住宅は外に
声が響か ない。 お ち お ち 入浴で き な い」 と 話す。
こ の 日 は、 神戸市看護大や兵庫県立大の学生 ら
がマ ン ツ ー マ ン で入浴介護 に付 き 、 背中 を 流 し
た 。

被災地 ボ ラ ン テ イ ア活動 を 10年続けて き た ソ
ニ ー 生命大阪第 7 支社 の ラ イ ブ プ ラ ン ナ ー は
「震災後の社会のひず、みが高齢で 身 よ り が少 な

い人に集中 し て現れて い る 。 ま だ ま だ支援の手
が必要」 と 話 し て い た 。

(注 3 ) r七色の虹が架かる ま で ・ 阪神大震災遺児 と レ イ ン ボー ハ ウ ス の10年史」 あ し な が育英会
(注 4 ) 朝 日 新聞 2005年 1 月 16 R 
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| 第六節 「健康 ・ 福祉J 施策の10年

震災10年。 行政 と 住民が繰 り 広 げた 「健康」 と 「千百十止」 面で の対応、 は ど こ ま で進 ん だか。

超高齢化 と 少子化 と 不況 と い う 流れの 中 で、 復興10年委員 会 は 、 検証で行政 と 住民がた ど っ

た 「成果 と 課題」 を 報告 し た 。

1 . 数字でみ る 「福祉」
〔生活保護率〕

1994年一 1998年 に か け て横 ばい で 、 震 災 に よ る 影響 は 特 に み ら れな か っ た 。 1999年以降、

経済情勢の悪化 に伴 い 、 全 国 的 に増加傾 向 に あ る 。 被災地外0 . 49 % 、 全出 1 . 09 % 、 兵庫県

1 . 35 % 、 被災地1 . 81 % (2004年 4 月 現在) 。 被災地 は 1994年12月 の 1 . 07 % か ら 緩や か な カ ー

ブ を描い て上昇 し た 。

〔独居老人〕

被災地 に お け る 独居老人の 割合 は 、 1991年度以降増加 し て い た が、 震災 に よ り 1994、 1995

年度 に 約 17 % に ま で上昇 し た 。 全国平均 ( 1995年) 12 . 1 % を 大 き く 上 回 っ た 。 そ の続減少

し た が、 2000年以 降増加 し 、 2003年度 に は 19% と な っ た 。

〔復興住宅の高齢化〕

2003年度 で42 . 9 % 。 単 身高齢者世帯 率 は 約37% 0 (2000年度国勢調査で は 、 来全体 の 高

齢化率16 . 9 % 、 単 身 高齢者世帯率 は 約7 . 4 % )

〔 こ こ ろ の ケ ア相談室〕

家庭、 学校、 職場の対人関係 な どで、 心 に悩 み や不 安 を 持つ 人や精神疾患、 社会復帰 に

関 す る こ と に つ い て精神保健福祉相 談員 ら が随時相談に あ た っ て い る o 2000年度以降約 3

万5 . 000件程度で推移。 2003年度 は 3 万5 ， 763件。

〔障害者麗用 〕

1995年時点で法改正前の法定雇用率1 . 6% を 上 回 っ て い た 。 法改正後、 法定雇用率 (1 . 8% )

よ り は低 い も の の 、 年 々 増加 し 2003年度 は 1 . 7% で、 全国平均 を 上 回 っ て い る O 雇 用 率未

達成企業の 割合の推移 は 、 全国平均 に 比べ10% ほ ど F 回 っ て い る O

〔駅のバ リ ア フ リ ー 〕

エ レ ベ ー タ ー 、 ス ロ ー プ、 車 い す 用 エ ス カ レ ー タ ー 等 の設置 に よ り 、 駅 の バ リ ア フ リ ー
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化が推進 さ れて い る O 県 内 の 1 日 乗 降客数5 ， 000人以 と の 鉄道駅の う ち 、 バ リ ア フ リ ー 化

が行 わ れ て い る 駅数 は 、 1997年度 に は89駅だ、 っ た が、 2003年度 に は132駅 に な っ た。

〔 ノ ン ス テ ッ プパ ス の普及〕

床面 を 地 土高30r程度 ま で低 く し 、 乗 降 口 と 車内床面 と の段差 を な く し たパ ス O 民営パ

ス に お け る 普及 台 数 は 、 1998年 の 2 台か ら 2003年の 156台 に 。

〔倒藤件数〕

1991年か ら 1994年 に か け て増加 し て い た が、 震災年の 1995年 に は大 き く 減少 し た 。 そ の

後は増加 し 、 1997年以降600� 800件で推移 し て い る O

2 . 総括検証の 「成果と 課題」
総括検証で、 福祉分野の 「 こ こ ろ の ケ ア の推進J I高齢者の健康、 生 き がい づ く り J

齢者の見守 り 」 に つ い て ま と め た。

〔 こ こ ろ の ケ ア の推進〕

①精神科医療機 関 が被災 し た 中 、 各地の保健所 (神戸市内 6 カ 所、 芦屋、 西宮、 伊丹、

津名 ) に精神科救護所 を 設置、 全開か ら 精神科医ボ ラ ン テ イ ア が治療 に あ た っ た 。 初

動体制 を 円滑 に実施す る に は 、 災害対策本部 に こ こ ろ の ケ ア の専 門 家 を 入れ、 一一体的

に 整備す る こ と が重要。

②被災地の PTSD 等 に対応す る と と も に 、 被災精神障害者の地域生活 を 支援す る た め 、

地域 に 根 ざ し た 精神 保健活動 の拠点 と し て 本 部 及 び15支部 を 設置 し た 。 併せ て 13 グ

ル ー プホ ー ム 、 9 小規模作業所 を 運営 し た 。

也 被災の み な ら ず犯罪被害 や DV、 児童虐待 の様々 な こ こ ろ の ケ ア に 関 す る 研究、 人材

養成、 情報発信、 相談 ・ 診療、 交流 を行 う た め2004年 4 月 に こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー を

開設。 飽康福祉事務所 に こ こ ろ の ケ ア 相談室 を 整備 し た 。

今後への提案①通常の 精神保健福祉体制への こ こ ろ の ケ ア の組み込み。 ②県 こ こ ろ の ケ

ア セ ン タ ー の機能充実。 ③災害発生 時 に お け る 体制 の 整備。 (担当委員 ・ 中 井久夫兵庫県

こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 長)

〔高齢者の健藤、 生 き がいづ く り の推進〕

q 仮設住宅、 一般企宅、 復興住宅入居者 を 対 象 に 1995� 1998年の 4 年 間 、 被災者健慶謂

査 を 実施 し た 。 ②い き い き 仕事塾 な ど生 き がい支援事業 を 通 し て社会参加 を促 し 、 高齢者

ボ ラ ン テ ィ ア な ど 自 主 的 活動 を お こ な う き っ か けづ く り がで き た 。 ③被災 に よ る 枝居 の 変

化 や 一 人暮 ら し に伴 う 健康上の悩み を も っ 高齢者がゆ っ く り 語れ る 場 と し て 、 看護 ボ ラ ン
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テ イ ア に よ る 「 ま ち の保健室J がス タ ー ト し た 。 今後は 自 治会 と の連携な ど が必要。

今後への提案①職能団体が中心 と な っ て 実施す る 新 し い 看護提供 シ ス テ ム の検討。 「 ま

ち の保健室」 の 充実 と 、 医療事情 に 詳 し く 、 医療 に 繋 い で く れ る 人や 、 LSA と 協働 で き

る 立場 の 医療従事者が必要。 ②高齢社会 を 見据 え た健康づ く り 、 生 き がいづ く り に 関 す る

仕組み の検討。 (担当委員 ・ 近 田敬子兵庫県看護協会長)

〔高齢者の見守 り 体制整備〕

①復興住 宅 に シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ制度 を 導入 し 、 LSA に よ る 災害高齢者 の 安否確認や

相談、 緊急時 の 対応 な ど を 行 っ た 。 ま た 、 制 度 的 に LSA を 派遣 で き な い復 興住宅 な ど に

は SCS が訪 問 し 、 安否確認や相 談 を 行 っ て い る O ②仮設住宅への ふ れ あ い セ ン タ ー や復

興住宅 な どへの コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザに よ り 住民がお 互い に ふ れあ え る 場 を 提供 し た 。 ま た

被災高齢者 自 立生活支援事業 を 活用 し 、 LSA が茶話会や健康教室 な どふ れ あ い事業 を 企

画 し た り す る な ど、 住民同士の コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 を 支援 し た 。

今後への提案① SCS 制度等の継続。 基金事業が終了 す る が、 SCS が対象 と し て い る 世

帯 を 、 た だ ち に 民生委員 等地域の見守 り 資源 に 引 き 継 ぐ こ と は で き な い。 現行 SCS 制 度

を 一般施策 と し て 継続す る か、 LSA の弾力 運用 を 国 に 求め て い く べ き だ。 ②既存 の 緊急

通報 シ ス テ ム の活用 と げ 等 を 利 用 し た新 た な 見守 り 体制 の 強化。 ③新た な 地域ケ ア シ ス

テ ム の構築。 地域の高齢者見守 り は市町の地域福祉施策 を 進 め て い く う え で不可欠。 介護

だ け で な く 、 さ ま ざ ま な 生活ニ ー ズ に対応 し た 包括的 な ケ ア の提供の も と と な る も の O 将

来的 に は高齢者 に と ど ま ら ず、 障害者や引 き こ も り な ど見守 り が必要 な 全 て の 者 に 普遍的

な サ ー ピス が提供 さ れ る 仕組みづ く り が必要。 市町の 地域福祉計画 と 連携 し 、 介護保険制

度 の 見 宜 し を 見据 え な が ら 新 た な 地域 ケ ア シ ス テ ム 構築 を 図 る べ き o ( 担 当 委員 ・ 松原 一

郎関西大教授) (注 1 )

3 .  r生活 ・ 福祉」 に関す る 世論調査
震災10年前後、 各新開社 と 市民毘体は さ ま ざま な 世論調査 を 実施 し た 。 う ち 暮 ら し 、 福

祉 に 関す る 部分 を 抜粋す る O

〔精神面聞複せ ず 3 割〕

震災10年 を 迎 え る 神戸市で、 約 3 舗 の被災者がい ま だ に 「精神 的 な 面 で立 ち 直 っ て い な

い」 と 感 じ て い る こ と がア ン ケ ー ト 調査で分か つ た 。 10年 間 、 毎年行 っ た 調査で は 、 道路

な どの イ ン フ ラ の後興の 早 さ に 比べ て 経済面 の 回復 の 遅れ を 実感 し て い る 人が 目 立 ち 、 復

興の難 し さ が浮 き 彫 り に な っ て い る O

12項 目 か ら 「回後 し t':'J r屈復 し て い な いj と 思 う も の を そ れ ぞ、れ 3 つ 選 ん で も ら う 設

問 で は 、 「精神 的 な 面」 を 「回復 し て い な い」 と し た 人が29 . 1 % い た 。 「雇用 ・ 受注」 や 「地
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域の 産業J '収入」 を 回復 し て い な い と す る 人 も 各 4 割近 く に 上 る 。 「被災 経験 を どの よ う

し て い る かJ で は 、 「 人 間 関係 を 大事 に す る よ う に な っ たJ ' 日 ごろ の 備 え の大切 さ

を 意識す る よ う に な っ たJ と の 回答が 3 割 を 超 え た 。 (注 2 ) 

(20 % が生活再建不可能〕

震 災10年 で 、 「生活 再建 は 不可能」 と す る 被災世帯が20% に 上 る こ と が、 神 戸市 内 の 市

民団体な どでつ く る 「被災地生活実態調査委員 会J (代表委員 ・ 領家穣関 学大名誉教授)

の 調査で、分か っ た 。 往生活 に 関す る 不安 (綾数屈答) は 「家賃補助 の打 ち 切 り 」 が55% で

最多。 復興住宅の2 ， 400世帯が回答 し 、 1 ， 828 世帯分 を 中 間報告 と し て ま と め た 。

生活再建の状況 に つ い て 、 「完全に 再建J 'お お む ね再建」 は合わせて18 % 。 震災後の転

居 屈 数が多 い 人 ほ ど、 生活再建が進ん で い な い傾向 に あ る O 転居の最 高 lfi] 数 は 9 回 で 、 最

多 は 3 回 。 震災前 と 比較 し た収入 は 「 回復不可能」 が25% 、 「減少」 が46 % 0 '増加」 は わ

ずか 1 % だ、 っ た 。 世帯の 1 カ 月 の総収入 は '15JJ円未満」 が54 % を 占 め た 。

復興施策 に 関す る 意見 で は 、 年金生活者 を ヰ1心 に 、 入活か ら 10年 間 と さ れ て い る 復興住

宅の家賃軽減措置の 期 限切 れ を 心配す る 声が 目 立 っ た 。 (注 3 ) 

〔被災者に重い収入滅〕

神戸、 大阪、 横浜市の rlï民5 ， 000人 を 対 象 に 「震 災 の 記憶 と 風化 に 関 す る ア ン ケ ー ト 」

を 神戸大 と 読売新聞が実施。 う ち 「生活」 に 関す る 設向 に よ る と

経済状況 に つ い て は 、 被災者 と 被災者以外の両方 に 質 問 し 、 被災者の72 % が 「 世帯全体

の預貯金が減 っ た 」 、 67% が 「収入や預貯金 に つ い て 何 ら か震災の 影響 を 受 け た」 と 回答。

いずれ も 被災者以外 を 大 き く 上 回 っ た 。

被災者 に 重 く の し か か る 問題の一つが、 自 宅や庖舗の再建費用 。 新 し い 住居 を 用 意 し た

人 は48% だが、 「補修や再建 の資金の謂達 に 苦労 し た」 の も 49 % 0 ' 自 宅 を 失 い 、 再建の た

め 、 多額の借金 を 背負 っ た 。 ロ ー ン 完 済で き る か わ か ら な いJ ( 長 田 区 ・ 50歳代男性) 0 中

に は 、 「全焼 し た 家 の ロ ー ン を 払い 続 け た 。 さ ら に 現在 の 家 の ロ ー ン も あ り 、 ま だ続 い て

い る J ( 西区 ・ 20歳代女性) と 、 も と の住宅 と 再建 し た家 と の 「二重 ロ ー ン J に 苦 し む ケ ー

ス も あ っ た 。

仕事や 収入面で、 の 苦慨 も 深刻。 「再建 の 費 用 も 足 り な い ま ま 、 借金 を し た。 何 と か商売

を 再 開 し た が、 売 り 1'. げが忠 く 、 関 庖 間 近J (灘区 . 50歳男 性) 0 '生 き て行 く 上で一番大

事 な の は お 金であ る 」 と い う 設聞 に 、 「強 く 思 う 」 と し た被災者 は 19% 。 自 宅が全壊 し た 入、

家族が大 け が を 負 っ た 人 に 探れば、 そ れぞれ32 % 、 34% に跳ね上がっ た 。 い ず れ も 、 被 災

者以外の12 % を 大 き く 上 向 り 、 被災者が現実 的 な 問 題 を 突 き つ け ら れた こ と を 浮 き 彫 り に

し た 。 (注 4 ) 
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〔家計匝復せ ず 7 割〕

神戸市や 西宮市で、 家計収入が震災前の水準 ま で 回復で き て い な い 人が 7 割近 く に 達 し 、

「出復 は 無現」 と 考 え て い る 人が 1 割以上い る こ と が、 大寂教育大住岩学研究室が実施 し

た調査で分か つ た 。 調査は2004年1 1 月 か ら 12 月 に か け 、 神戸市 と 西宮 市 の 1 ， 200人 を 対象

に 実施。 生活再建や住宅再建の状況 な ど に つ い て震災前 と 比較 し て ア ン ケ ー ト し 、 郵送で

428人か ら 回答があ っ た 。

こ の設問 に 答 え た377人の う ち 、 「震災前 よ り 減少」 が家計収入の 回復状況 に つ い て は 、

55 . 2% 、 「 回 復 は 祇理J が13 . 5 % で、 合わせて 7 割近 く を 占 め た 。 「震災前 と 同 じ」 は24 . 7 %

で、 「震災前 よ り 増加」 は 、 6 . 6% に 過 ぎ な い 。

生活状況全体 に つ い て 、 再建で き た か ど う か に つ い て は 、 こ の設 問 の 回答者356人の う ち 、

「完全 に 再建」 は3l . 7% に と ど ま り 、 「 ま だ、途上」 が14 . 6 % 、 「再建 は無理」 と の答 え が1 2 . 4 %

被災後の居住形態別 に 生活再建の状況 を み る と 、 住宅 を 修理 し た 人 で は 7 割が 「完全 に

再建」 ま た は 「お お む ね再建」 と 答 え た 。 こ れ に対 し復興住宅の 入居者で は 32 . 9% が 「再

建 は無理」 と 自答 し 、 「 ま だ途 と」 も 34 . 2 % に の ぼっ た 。 高 齢者が多 い復興住宅入居者の

あ っ た。

生活の厳 し さ が鮮明 に 表 れて い る O

( % 、 小数点以下は四捨五入)

家計に
ゆ と り は
あ る か

世帯の
住宅ロ ン

生活の厳 し さ

世帯の
収入

(図 5 ) 
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4 . 段々畑で、 γ心に実 り 」 を
最後 に 、 超高齢化 の 進む復興住宅でお年寄 り が老い と ど う 向 き 合い 、 元 気 を 取 り 戻 し た

か、 の一つ の例 を 紹介す る O

芦屋市の南芦屋浜復興住宅 に は段 々 畑があ る 。 棟 と 棟の谷間 に 、 色 と り ど り の花 々 や さ

ま ざ ま な 野菜が栽培 さ れて い る 。 震災で、失 っ た 人や土地への患 い 出 を 草花 に託 し て悼 み 、

農作業 を 通 じ て 人 と 人の つ な が り を 育 も う と い う 、 お 年寄 り の よ り ど こ ろ で も あ る O

復興住 宅 は 1998年 に市南端の埋め立て地、 南芦屋浜地 区 に 建設 さ れ た 。 入居者の ほ と ん

どが震災で家 を 失 い 、 住み慣れた土地 を 離れて き た 高齢者。 そ こ で芸術や 共 同作業 を 通 じ

て お 年寄 り ら の横 の つ な が り を つ く る と と も に 、 住環境 に愛着 を 持 っ て も ら お う と 「 コ ミ ュ

ニ テ ィ & ア ー ト 計画J が策定 さ れ、 オ ブ ジ ェ の作成や ワ ー ク シ ョ ッ ブが行 わ れた 。

高層棟に囲ま れた段々畑出芦屋市陽光町
(神戸新聞社提供)

段 々 畑 も そ の取 り 組み の Aつ O 仮設住宅の敷地の一面 で被災者 ら が野菜 を 栽培 し て い た

こ と を ヒ ン ト に 発案 さ れ、 農業 を 楽 し む と い う 意味 を 込 め て 「注文 の 多 い楽農庖」 と 名 づ

け ら れた 。

畑 は復興住 宅 の 敷地の 中 央 に あ る 。 面積は 約400平方日で、 5 段 の段差 を 設 け た 。 あ え

て段々 畑 に し た の は 、 農作業 を す る 高齢者 ら に 、 子 ど も 時代 に 見 た 農村風景 を イ メ ー ジ し

て も ら う た め だ。

四 季 を 通 じ て ネ ギや ジ ャ ガイ モ 、 サ ツ マ イ モ な ど多 く の 野菜が栽培 さ れ、 局 囲 を 色鮮や

か な 季節の花 々 が取 り 囲 む 。 畑 の 中 央 に は ベ ン チが設 け ら れ、 散歩で 訪 れ た り 、 花見や 月

見 に使 わ れ た り す る な とマ住民の憩 い の場 に も な っ て い る O

2004年 5 月 23 日 、 復興住 宅 に 住 む お 年寄 り や子 ど も ら 20人が集 ま っ た。 目 的 は毎年恒例

の サ ツ マ イ モ の 苗の植え付け。 こ の サ ツ マ イ モ は 農薬 を 使 わ ず に 育 て ら れ、 秋 に は 数 え き

れ な い ほ どの 実 を つ け る O 昨年 は約200キロが収穫 さ れ約200世帯 に 配 ら れ た 。 秋の収穫 は 多

く の人 で に ぎ わ い 、 住民子づ く り の屋台 も 出 る な ど復興住宅の一大イ ベ ン ト に な っ て い る O
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「他 に す る こ と も な い 高齢者 に と っ て 、 秋 の 収穫 は 本 当 に 楽 し みJ rマ ン シ ョ ン 暮 ら し

は 近所づ き あ い も 疎遠 に な り がち 。 こ の畑 を 通 じ て つ な が り がで き た」 。 植 え 付 け に 参加

し た住人 ら の話か ら も 、 こ の段々 畑が入居者 ら に 果 たす役割 の大 き さ が う か が え た 。 (注 6 ) 

(注 1 ) r復興10年総括検証 ・ 提言 報告」 復興10年委員会
(泊二 2 ) 行 経新聞 2005年 1 月 1 1 日
(注 3 ) 神戸主�.問 2005年 1 月 1 5 日
(注 4 ) 読売新開 2005年 1 月 4 汗
(注 5 ) 朝 日 新聞 2005年 1 月 17 R 
(注 6 ) 産経新開 200Mjニ 5 月 28 日
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第五章

保健 e 医療



は じ め に

阪神 ・ 淡路大震災10年の節 目 の 年 だ、 っ た だ け に 、 保健 ・ 医療の分野で も 、 大震災 を 教訓

に 推進 さ れて き た 医療 関 連諸施設の 最後の仕上 げの整舗が急 ピ ッ チ で進 め ら れた 。

県災害医療 セ ン タ ー」 や 「兵庫県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 」 な ど、 今後の 災害 救急医療 シ ス

テ ム の 支柱 と な る 諸施設 は す で に2003年か ら 実働 し て い た と は い え 、 県 こ こ ろ の ケ ア セ ン

タ ー の 正式オ ー ブ ン は2004年 4 月 の新年度か ら だ、 っ た 。

神戸市がポー ト ア イ ラ ン ド 2 期地医 (神戸市 中央区) で進め て い る 医療産業都市構想、関

連で も 、 企業や研究者の バ イ オ研究お よ び事業化 を 後押 し す る 「神戸バイ オ メ デ イ カ ル創

造セ ン タ ー (BMA) J が完成 し 、 2004年 6 月 初 日 開所 し た 。

ま た災害時の ス ム ー ズ な 患者搬送 を確保す る た め の異業種協力 に よ る ネ ッ ト も こ の年発

足 し た 。

加 え て 、 救急救命士 に よ る 市 中 での 心肺停 止傷病者への気管挿管 と い う 新 し い試み が こ

の 年か ら 開始 さ れ、 市民サ イ ド で も 神戸市の繁華街 ・ 元 町商庖街で、 市民救命士の上級資

格 を 持つ 従業 員 がい る 庖舗 に 「 ま ち か ど救急ス テ ー シ ョ ン J が設置 さ れた 。 市民救命 J::の

養成 と 共 に市民の 防災窓識の広が り を う かがわせ た 。

も っ と も 、 災害拠点病院の耐震化や医薬品備蓄状況 に つ い て の厚生労働省調査で は 、 兵

庫 県 の 指定病院 の 幾っ か で な お 基準要件 を 満 た し て い な い こ と が明 ら か に な っ た 。 県が全

国 に先駆け整備 し た 「広域災害 ・ 救急医療情報 シ ス テ ム J の現場 も 十分 に は 機能 し て い な

い状況が伝 え ら れた 。 運用面 で の 機動 的 な 連係 プ レ ー に 課題 を 残 し て い る こ と が指摘 さ れ

た の だ っ た 。

し か し他方で は 、 こ の年10月 に は 大規模 な 新潟県 中 越地震が起 こ 仏 大型台風23号で は

岡 市 を は じ め県北部お よ び淡路地域で大 き な被害があ っ た。 ま た12月 の ス マ ト ラ 沖大地

震で は イ ン ド ネ シ ア だ け で な く 、 ス リ ラ ン カ 、 タ イ な どで も ;甚大な 津波被害が出 た 。 こ の

た め 中 越地震で は 、 県が派遣 し た 支援チ ー ム が早 々 に現地入 り 。 神戸 市で も 医 師 や看護師、

給水 に 当 た る 職員 ら を 派遣 し た 。 県 の 支援チ ー ム に は 、 こ こ ろ の ケ ア 班、 災害時保健活動

班各 2 人 な どの 医療関係者が参加 し た 。 県や神戸市 な ど は そ の都度、 国 内外 の被災地 に救

援物資 と 共 に 、 密師、 看護師 ら を 送 り 支援活動 に あ た っ た 。 震災後10年 間 の 災害i豆療屈の

整備が撃 っ て き て い た か ら こ そ で き た迅速 な 支援活動 だ、 っ た 。
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いぷ 医療機関の状況
自 然災害や事件事故 に よ る PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 障害) な どの ケ ア に つ い て 、 専

門 的 な 研究や研修、 治療 を 行 う 拠点施設 「兵庫県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー J (神戸市 中央区

脇浜海岸通 1 丁 目 ) が2004年 4 月 I 日 、 オ ー プ ン し た 。 ま た 同 セ ン タ ー の 「付属診療所 ・

相談室」 も 6 月 1 日 か ら 業務 を 開始 し た 。 全開初の本格的 な 心の ケ ア 専 門 施設 と さ れ、 研

究、 診療 と 合わせ、 全国 に 向 け研究成果の発信や研修、 応援 な どの役 目 も に な っ て い く と

し て い る 。

ま た災害時 の ス ム ー ズ な 搬送 は被災者救済の 要 だが、 日 本透析医学会な どの 学会、 医療

機器業界、 NGO な どが参加 し 、 2004年 の 秋 に は災害対応の 異業種 ネ ッ ト が発足 し た 。 災

害時の救急救命活動 に 際 し有効 に機能す る こ と が期待 さ れて い る O

し か し他方、 災害時 に 頼 り の 災害拠点病院の甜震化や 医薬品備蓄状況 な ど を 調査 し た厚

生労働省 は 、 全国 の指定病 院 の 「半数近 く が設備面 の 要件 を 満 た し て い な い」 と の実情 を

公表 し た 。 兵庫県 で も か な り の 指定病院が基準 を 満 た し て い な か っ た 。

ま た県 が全国 に 先駆 け て 整備 し た 「広域災害 ・ 救急医療情報 シ ス テ ム 」 の 現場 も 、 「 ほ

と ん ど機能 し て い な い」 と 伝 え ら れた 。 災害医療の施設 は で き て も 、 な お 運用 面 な どで課

題 を 残 し て い る と し て 関係者の 開 で論議 さ れた 。

1 . 兵庫県 こ こ ろ のケアセ ン タ ー ・ 付属診療所が業務開始
県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー そ の も の は 、 2004年 3 月 28 日 に 井戸敏三知事 ら も 出席 し て 開設

記念式典 を 終 え て い た。 4 月 1 日 は そ の業務の 開始 日 で あ っ た 。 6 月 l 臼 の付属診療所 ・

栢談室 開 設 と 合わせセ ン タ ー 機能 の すべ て が諒動 を 開始 し た の だ、 っ た 。

前 身 は 、 震災が起 き た 1 995年か ら 5 年 間 の 時限的措置で 開 設 さ れて い た 「 こ こ ろ の ケ ア

セ ン タ ー J (l995� 1999年度) で 、 避難所や仮設住宅、 ま た復興住宅 に 入居 し た被災者 ら

を 訪 ね る な ど の 活動 を行 っ た。 当 時、 セ ン タ ー は本部の ほ か、 被災地15 カ 所 に 設置 さ れて

い た 。 こ の 問 、 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の棺談者数は 5 年 間 で4303人 に 仁 っ た 。 そ の後、 地

域 の セ ン タ ー は そ の役割 を 地域の保健所 な ど に 移 し 、 本部は 「 こ こ ろ の ケ ア研究所J (2000 

�2003年度) に衣替 え 、 研究 と 施策提言 を 行 っ て き た 。 こ の 間 に集積 し た 災害被災者の精

神的影響 に つ い て の デ ー タ や ケ ア の ノ ウ ハ ウ の 蓄積 は貴重で あ る O こ の た め県 で は 、 震災

後10年以 降 も 恒久機関 と し て 発展 さ せて い く こ と を 構想、 曲 折 は あ っ た が最終的 に 今 回 の

県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー は建設費 約 18億円全額 を 国が助成す る と い う 異例 の措置 を 得 て 県

が設立 し た。

ス タ ッ プ は全国か ら 集め ら れ た精神科医、 精神保健福祉士、 臨床心理士、 看護師 ら 20人。

セ ン タ ー 長 は元神戸大教授 ( 臨床精神 医学) の 中 井久夫氏。 任 研究@ 研修 ・ 人材養成③相
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談 ・ 診療④連携 ・ 交流⑤情報の収集発信、 普及啓発ーの各事業 を 進め る が、 研究で は 災害

の被災者か ら 、 自 殺予 防や児童虐待防止 な ど に も 研究対象 を 広 げる 。 1999年 に起 き た 台湾

大地震の 際 ス タ ッ フ を 現地 に 派遣 し た が、 以後 も 引 き 続 き 国 内外での大災 害の た びに 支援

の現地活動 を 続 け て い る 。

研修 に お い て も 、 当 面 は 県 内 が対象 だが、 将 来 は 全国 か ら の研修 も 引 き 受 け る O 米 国 、

カ ナ ダ、 オ ー ス ト ラ リ ア な どの PTSD セ ン タ ー と の連携 も 進め る 。

ま た 日 本 ト ラ ウ マ テ ィ ッ ク ・ ス ト レ ス 学会の事務局 に な り 、 研究者の ネ ッ ト ワ ー ク も 整

備 し て い く こ と に し て い る 。

6 月 に 発足 し た付属診療所 は 、 災害だ け で な く 事件、 事故、 ま た犯罪被害者の ト ラ ウ マ 、

PTSD な ど に 幅広 く 対応、 専 門 に 治療す る O 診察室、 相談室 は す べ て 個 室 で 、 診察 中 の 会

話が外 に も れ な い よ う に 配患 さ れて い る 。

診察は 医師 5 人 (常勤 3 人、 非常勤 2 人) が対応。 診療所長 は !日 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー

以来、 被災者 ら の心 の ケ ア や調査、 所究 に あ た っ て き た 加藤寛医師。 相談室 の ス タ ッ フ は 、

臨床心理士や ケ ー ス ワ ー カ ー 、 保健師。 診療、 桔談は完全予約制。 原則 と し て 医捧機関や

保健所か ら の紹介 を 得て 受 け付 け る と し て い る 。

2 . 役割終え “衝の相談窒" 関鎖へ
大震災の被災者 ら が気軽に悩 み を 話せ る “街の相談室" と し て活動 し て き た :--JPO (民間

非営利 団体) の 「 こ こ ろ の ケ ア ス テ ー シ ョ ン J (神戸 市灘阪、 尾 野 田 か よ 代表) が、 震災10
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年 を 経た2005年 2 月 末、 「一定の役割 を 終 え た」 と し て 閉鎖 し た 。

震災直後か ら 5 年 開 設置 さ れた 「県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ - J が改組 さ れ た後、 地域 に 根

ざ し た 支援継続の必要性 を 感 じ た 同 セ ン タ ー の元ス タ ッ プ ら が2000年 7 月 に 開設。 精神科

監やtiJf究者の協力 を 得 て 、 カ ウ ン セ リ ン グや電話相談の ほ か、 公開講窪 に も 取 り 艇ん で き

た 。 利 用 者 が払 う 1 時間2000円の相談料 と 助成金な どで運営 し て き た も の で 、 年 開延べ250

人 の 利 用 があ り 、 最近で は 、 う つ病 な どで医療機 関 に 通 院 し な が ら 、 「 ゆ っ く り 話が 開 い

て も ら え る 」 と 訪れ る 人が約 7 割 を 占 め て い た 。

し か し 陪 鎖 に 踏 み切 っ た の は震災10年 を 経過 し て 、 2004年春か ら は本格的 な 県 こ こ ろ の

ケ ア セ ン タ ー が開設 さ れ る な ど公 的 な 支援策が充実 し て き た こ と 、 震災 に 関連す る 相談が

ほ と ん どな く な っ て き た状況、 加 え て助成 を 受 け て き た復興基金が終了 し た こ と な どか ら 、

閉鎖 を 視野 に 入れ利用者 ら に説明 し て き た上で の こ と と い う 。

尾 野 田 代表 は 、 「医療機関 な どへの橋渡 し役 と し て も 必要 な 役 目 を 果 た し た と 思 う が、

活動で き た の は 多 く の 専 門 家 の ご協力 の お か げ」 と 述べ て い た 。

3 . 災害時の患者搬送 異業種ネ ッ ト発足へ
2004年 6 月 18 日 か ら 3 臼 関 、 神 戸 ポ ー ト ピ ア ホ テ ル で学術集会 ・ 総会 を 開 い た 日 本透析

医学会 ( 内藤秀宗理事長、 会員約 5 万人) が、 災害時 に 円滑 な 搬送で救急救命率 を 上 げる

た め の異業種間 ネ ッ ト ワ ー ク 構想、 を 提案 し た こ と か ら 、 準備世話人会がつ く ら れ10月 に は

異業種ネ ッ ト ワ ー ク 「災害時医療連絡協議会J (事務局 ・ 神戸市 中央区) が発足 し た 。

被災者 を 早期 に救出 し 、 搬送す る シ ス テ ム の必要牲 に つ い て は 6 月 の 透析医学会の協議

の席で も 、 「多 く の被災患者が治療 を 受 け る こ と の な い ま ま 亡 く な っ t:'J ，.物資や人員 の轍

送 に 海上輸送が活用 さ れた が、 救急搬送 な ど医療 に は役立 て ら れ な か っ た 」 な ど災害時の

課題が報告 さ れ た 。 ま た 人工透析 を 必 要 と す る 患者の救急搬送が困難で あ っ た と の指摘 も

あ っ た 。 こ う し た こ と か ら 災害対応の 異業種ネ ッ ト が提案 さ れ、 準備会 に は ラ イ フ ラ イ ン

関連企業、 医療機器の業界同体、 船舶 関係防体、 NGO (非政府組織) な ど25団体が参加 し 、

協議 を 君主 ね ネ ッ ト を 発足 さ せた 。

神戸市東i難民 の神戸大海事科学部 で 開 か れ た 10 月 の 会合で は 、 同協議会の会長 に 龍谷大

元教授 の 押 田 栄一氏 ( 岡市離区在住) を 選出 し た 。 ま た 災害時医療 で は 、 救 出 、 搬送、 医

療の連携 を 強化 し 、 薬 品 や 医療器材 の供給 な ど も 含め た一体的運用 が重要 な こ と も 確認、

今後 ネ ッ ト ワ ー ク が有 効 に 機 能す る よ う 研修や勉強会 も 行 っ て い く こ と を 決め た 。

十 災害拠点病院の耐震化、 薬品備蓄な ど はなお途上
厚生労働 省 は2004年 8 月 間 目 、 全国で指定 さ れ た 災害拠点病院の う ち 、 半数近 く が2003

9 月 の時点で、 耐震構造や 災害用 臨時ベ ッ ド の備蓄倉庫 な ど設備需の基準 を 満た し て い

な い実情 を 明 ら か に し た。 兵庫県で も 、 基準 を 満 た し て い た の は指定15病院 の う ち 10病院
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だ っ た 。 阪神 ・ 淡路大震災以後、 徐々 に 災害医療の基盤は整 え ら れつ つ あ る が整舗 は な お

途上 に あ り 、 多 く の課題 を 残 し て い る こ と を 浮 き 彫 り に す る も の と し て 注 目 さ れた 。

調査は 2003年 9 月 、 河 省 が各都道野県 を 通 じ て実施 し た。 全国542の災害拠点 病 院 を 対

象 に 、 指定要件で あ る ①耐震構造②災害時の増床用 簡易ベ ッ ド の備蓄倉庫③ヘ リ ポー ト 確

保④ ラ イ フ ラ イ ン 確保用 受水槽⑤ 自 家発電機ーの 5 項 目 に つ い て確認 し た 。

そ の結果 は 、 ①耐震構造②災害時の増床用簡易ベ ッ ド の備蓄倉庫③ヘ リ ポ ー ト 確保 の 、

設備面 の 3 っ と も を 備 え て い た の は290病院 で53 . 5 % に と ど ま っ た。 各項 目 の達成度は①

耐震構造が84 . 7%②災害時の増床用 簡易 ベ ッ ド の備 蓄倉庫58 . 7 %③ヘ リ ポ ー ト 確保98 . 7% 。

都道府県別 で は 、 全病院で 3 つ の 要件 を 満 た し て い た 岐阜県が ト ッ プで、 東京都91 . 85 % 、

岡 山 県85 . 7% が続 い た 。 15病 院 中 、 10病院が要件 を 満た し た兵庫県 は 9 位 に と ど ま っ た。

災害拠点病 院 は 、 傷病者受 け 入れや広域搬送、 救護蛙 の 派遣 な ど を に な う 災害医療 シ ス

テ ム の 要 と さ れて い る O 阪神 ・ 淡路大震災で は 、 多 く の病院が被災 し 、 情報網 も す!析 さ れ

て 医療現場 は 混乱 し た 。 災害拠点病院 は こ の 経験か ら 1996年、 同省が各都道府 県 に 指 定 を

依頼 し発足 し た 。 こ の経緯か ら も 、 専 門 家 な どか ら 兵庫県下の指定病院の 早 急 な 整備 を 求

め る 声が 問 か れ た 。

今 回 の 厚生労働者調べ に よ る 「兵庫県下の災帯拠点病院基盤整備状況J (2003年 9 月 現在)

は 図 1 の通 り だが、 県 で は こ の 時点 か ら 今 日 ま で の約 I 年 間 に も 、 い く つ か の 要件整備が

進 ん だ と し て そ の状況 に つ い て も 同 時 に公表 し た 。

そ れ に よ る と 県立淡路、 柏 原 、 姫路循環器病セ ン タ 一 、 市立酉脇、 公立八鹿 な どの耐震

(図 1 ) 兵庫県の災害拠点病観基盤整備状況

(2003年9月現在、 厚労省審理べ) 公立豊岡病院
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化 は 一部病棟 だ け で 、 耐震基準 を 満 た し て い な い病棟が残 る O し か し公立豊 岡 は2005年 5

月 ごろ に は免震構造 を 備 え た新病院がオ ー プ ン す る O ま た 宝塚市立 は2005 年 3 月 ま で に 院

内 に 簡易 ベ ッ ド の備蓄場所 を確保す る 。 姫路循環器病 セ ン タ ー も 同 時期 ま で に備蓄倉庫 を

設置す る O 県立柏原 、 県立加古川 の 耐震化 と 備蓄倉庫 の 設置 に つ い て は 12005年度以降、

計画的 に 整備す る 」 と の方針 を 明 ら か に し た 。

今回 の調査結果の報 告 に 際 し 、 厚労省 医政局指導課は 「災害が起 き た 場 合 を 考 え る と 、

整備の 実 態 は こ れ ら の数字 よ り も 不イ ‘分。 今後は 設備 の有無だ け で な く 、 災害時に対応で

き る の か ど う か、 把握す る 必要があ る J と 述べて い る O ま た兵庫県の鵜飼 卓 ・ 県災害医療

セ ン タ ー顧問 は 「設備面で の指定要件 の 整備 と と も に 、 地域の病院 を 巻 き 込 ん だ訓 練 を ま っ

た く し て い な い病院があ る O 実際 を 想定 し た備 え がな お不十分」 と 指摘 し た 。 課題 を ま だ

ま だF支 し て い る O

5 . 災害医療チー ム 、 緊急配備ヘ
政府 は2004年12 月 23 日 ま で に 、 大地震な どの発生直後 に被災現場 に 駆 け つ け 、 負傷者 を

治療す る 特殊訓 練 を 受 け た 「災害派遣医療 チ ー ム (DMAT) J を全国の主要病i廷 に 緊急配備

す る 方針 を 決め た 。 実際 に DMAT が災害現場 な どで活躍 し て い る 米 国 を 手本 に 、 わが国で、

も 整備 し て い く こ と を 検討 し て い た が、 そ の後、 大被害 を 出 し た新潟 県 中越地震の発生 を

受け急逮、 2004年度補正予算で整備費 な どの補助金 7 億8400万 円 を 計 と し た 。

厚生労働省指導課に よ る と 、 チ ー ム は 医師や肴護師 ら 5 人程度で、組織 し 、 被災地へ は飛

行機やヘ リ コ プ タ ー な ど も 使 っ て現地入 り し負傷者の治療 を 現場で支援、 ま た公園 な ど に

つ く っ た 基地か ら 、 重傷者 は必要 に応 じ て被災地以外の大病院 に運 び、 搬送 中 も 治療 を 続

け る O

米 国 の DMAT は 、 大統領の命令下 に あ り 、 医師、 看護師、 薬 剤 師 な ど30- 40人編成の チ ー

ム が全米各地 に 組織 さ れ て い て 、 被災地での負傷者の応急処置 と 移送 、 そ の後の治療 に も

当 た っ て い る と い う 。 わ が 国 で は 束京都が問 に 先立 っ て2004年 8 月 、 地震や列車事故 に備

え た 東京 DMAT を 発足 さ せ て お り 、 新潟県 中 越 地震 で も 救援活動 に 当 た っ た 。 厚労省 は

今 回 、 こ れ を 全国 的 に 整備す る も の で、 最終的 に 全国200チ ー ム の編成 を 目 指 し 、 地方 自

治体 に は整備 費 の 半額分 を 補助 し2005年度か ら の事業実施 を働 き か け る と し て い る 。

兵産県 の 場合 は 、 県医務課に よ る と 阪神 ・ 淡路大震災の経験か ら 、 幸 い災害拠点病 院 に

緊急出動す る 救護班 を 整備 し て き て い る 事情があ る O こ の た め 当面、 装備 な どの整備助成

な ど を 求め る の は 見合わせ、 2005年喪中 は 救護班 メ ン バ ー の研修会参加 に と どめ推移 を 見

守 る と し て い る 。 国立災害医療セ ン タ ー (東京都立!日市) で始め ら れた DMAT 研修会 に は 、

2005年 7 月 の 第 2 回研修 に 神 戸大付属病院の救護班が参加す る の を 皮切 り に 、 順次参加 し

て い く と し て い る O
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6 . 新臨域援療f官報 シ ス テ ム が 「ほ と ん ど機能 していないJ
大震災10年の2005年 1 月 17 日 付け特集記事で朝 日 新聞 は 、 阪神 ・ 淡路大震災 を 教司11 に 全

国 に先駆け て 整備 さ れ た 兵庫県の 「広域災害 ・ 救急医療情報 シ ス テ ム 」 が、 ほ と ん ど機能

し て い な い と 報道 し た 。

同 シ ス テ ム は 、 県災害医療セ ン タ ー (神戸 市 中 央区) と 各消 訪本部、 県指定の災害拠点

病院、 一般病 院 な ど県内370 カ 所 を イ ン タ ー ネ ッ ト で結 び\ 災害や大事故 の 際 に患 者 の 受

け 入 れ態勢 を 瞬時 に把握で き る よ う に ] 996年、 い ち 早 く 整備 さ れた も の だが、 し か し 「肝

心のパ ソ コ ン の電源 を 入 れ忘 れ る な ど病院側 の 協力 が 十分 に 得 ら れて い な い」 な ど機能 し

て い な い と f云 え た の であ る 。

県災害医療セ ン タ ー や消 訪本部 な どの現場 を 取材 し て ま と め た記事で、 そ れ に よ る と 同

セ ン タ ー が2004年秋 、 県 内 15 カ 所の災害拠点病 院 を調査 し た と こ ろ 、 パ ソ コ ン の 電源が入 っ

て い な か っ た り 、 ア ラ ー ム の音量設定 を小 さ く し て い た り し て い て 、 搬送要請 に気づか な

い状態 に な っ て い る 病院が12 カ 所だ っ た。

こ の状況 は 一 般救急病院で も 同様の様子で、 多数の け が人が出 て 一 つ の 病 院 で は収容で

き な い と 判 断 さ れ た 事故で、 消 防が ア ラ ー ム を 鳴 ら し て も 、 病院側 か ら の 反応がな か っ た

り 、 遅か っ た り が し ば し ば。 こ の た め 、 従来 どお り 消 防本部が無椋や電話で患者 を 受 け 入

れて く れ る 病 院 を 探 し て い る 状況 と い う O

こ の シ ス テ ム の運用 に は年 間 約 2 億 円 の経費が使 わ れ て お り 、 同 セ ン タ ー に よ る 年数回

の研修 と 訓練 も 行 わ れて い る 。 中 山伸一 ・ 県災害医療セ ン タ ー 副 セ ン タ ー 長 は次の よ う な

コ メ ン ト を 述べ て い る O 「粘 り 強 く 研修 を 草 ね 、 病 院の努力 を 求 め て い く し か な いJo

〈参考文勝
[ 心のケア 初の専門拠点(J 神戸新聞な ど各紙 2004年 4 月 1 日
r pTSD 診療所:を開設」 千111戸新聞な ど各紙 2004年 6 月 2 日
f 役割終える街の相談集」 神戸新聞 2005年 2 月 23 1Cj
「呉業検問 ネ ッ ト 設立へ税話人会発足」 毎 日新開 2004年 6 月初 日
「巽業積ネ ッ ト発足」 神戸新聞 2004年1O}J 1 4 日
rj蒲蓄や耐震化三十三数が米穀備J 神戸新潟 2004年 8 Jj ] 7 汀
rié�内災害拠点、15病院設備調査」 神戸新開 2004年 8 ) j  1 7 口
「米モデルに厚労省 災害医療チャ ム緊急、配備」 神戸新聞 2004年12)J 24 口
「新シ ステ ム 進ま ぬ活用J 朝 日新潟 2005年 1 月 17 日
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i 第三時 被災者対応 @ ニ こ ろ の ケ ア

阪神 ・ 淡路大震災の死者総数6433 人 は公表 さ れて い る が、 直接死、 並 ぴ に 地震後 に 体調

を 崩 す な ど し た 関連死の 比率 を 示す詳細 デー タ な ど は な お不 十分だ、 っ た 。 こ の た め神戸新

聞 社 は 、 関係す る 23市町か ら 改め て男 女 、 年代、 死 因 、 死亡 日 別 の デー タ を 求め集計 し た

と し て 、 そ の集計結果 を 2004年 4 月 20 日 の紙面で報道 し た 。

直接死 と 関連死 の比率 な ど被災者の全体像 を つ か む こ と は 、 今後の 災 害医療体寄せ を 整 え

る 上で も 欠 かせ な い デー タ と し て 注 目 さ れた 。

被災者の状況で は 、 県 内 の 災害復興住宅で は 「孤独死」 問題が、 こ の年 も 多 か っ た 。 小

学校児童 ら の 中 に は震災の 「怖い体験」 が今 も 尾 を ヲ ! い て い る と の報告 も あ っ た 。

し か し他方、 震 災 を 教司11 に神戸市の繁華街 ・ 元町商屈指で、 市民救命士の 上級資格 を 持

つ従業員 がい る 古舘 3 屈 に 「 ま ち か ど救急、ス テ ー シ ョ ン J が設置 さ れた 。 急病人や負傷者

が出 た 場合、 救急、隊が到着す る ま で、 応急処置 に あ た る 。 自 発的 な市民 の 活動 と し て 注 目

さ れた 。

ま た救急救命士 に よ る 市 中 で、 の心蹄停止傷病者への気管挿管 と い う 新 し い試み が こ の年

か ら 開始 さ れ た 。 災害時 に 、 電子 メ ー ル な どで呼び出 し た薬剤 師 を 避難所 に 派遣 し て 薬 な

ど を 提供す る 神戸 市薬 剤 師会 に よ る 「緊急時対応 シ ス テ ム 」 づ く り も 進め ら れた 。

1 . 関連死者の 号 鵠以上が60歳以上の高齢者
神戸新開が2004年 4 月 20 日 の紙面で伝 え た 、 大地震 に よ る 直接死、 関連死数な どの集計

記事は 、 震災の人的被害の全体{象 を 把掻す る た め 関係市町か ら 寄せ ら れ た デー タ を独 自 に

分析 し た と し て い る O

そ れ に よ る と 、 地震後 に体調 を 崩 す な ど地震 に よ る 関連死者は別表 「阪神 ・ 淡路大震災

の市区町別死者一覧」 の 通 り 総数938人。 死者全体の う ち の 比 率 は 直接死85% 、 関連死15%

だ、 っ た 。

ま た死者全体 の 男 女比率 は 、 男 性42 % 、 女性58% だ、 っ た が、 関連死 に 眠 る と 比率 は逆転

し 、 長期 的 ス ト レ ス に弱 い と さ れ る 男性56% に対 し 、 女性44% と な っ た。

関連死の状況 は 、 地震発生の 1995年 1 月 17 日 か ら 3 日 間 で 9 % が亡 く な り 、 40 日 以内 に

約70 % が 亡 く な っ て い た こ と がわ か っ た 。 「地震後、 比較的早い 時期 に 亡 く な っ た 人が多 く 、

避難への配慮や 医療体制が整 っ て い れば、 救 え た は ず の 命が少 な く な い こ と を 示唆 し て い

る j と 述べて い る 。 死丈 司 が最 も 遅い ケ ー ス は 、 神戸市内 の80代 の 女性で、 震災か ら 4 年

余 り 後 の1999年 2 月 だ、 っ た 。

年齢別 で は 、 60歳以上が関連死の90% を 超 え 、 被災生活が高齢者 を 直撃 し た状況 を 数字

で裏付 け た と い う 。 も っ と も 直義死 だ け を 見 る と 、 地域 に 大学が多 い神戸市j難区 、 東灘区 、
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(関 2 ) 震災死の死因別割合

脳 内 出血 1 %
腎 不 全 1 %
心筋梗塞 1 %
心 不 全 2%
肺 炎 4%

西宮市で は20歳代 も 目 立 っ た 。 高齢者 と 同様、 文化住 宅 な ど木造 ア パ ー ト に 住 ん で い た 学

生が、 倒 壊 し た ア パ ー ト の 下敷 き に な っ た ケ ー ス が多 い と み ら れ る と し て い る O

死 因 は 各市町が提換 し た デー タ を も と に 、 医 師の協力 で 区分 し た 。 そ れ に よ る と 苑因 は

国 2 の通 り で、 全体の61 % を 窒息、 ・ 圧死が占 め た 。 直接死 に 限 る と 、 窒息 ・ 圧死 は72 % 、

焼死が 8 % 、 脳挫傷 な ど頭 ・ 頚部損傷 は 3 % だ、 っ た 。 関連死 で は 肺炎が24 % で最 も 多 く 、

心不全15% 、 心筋梗塞10% な どが続 き 、 腎不全、 肝硬変 な ど も み ら れた 。

も っ と も こ の調査で は 、 集計過程で死者の 2 重計上 な どの疑い も 出 て き た が、 公式 に は

修正 さ れて い な い た め総数は6433人の ま ま 結果 を ま と め た と し て い る 。 ま た直接死 と 関連

死 の 集計で は 、 各市町が示 し た 関連死 な どの 内 数 を使 い 、 内 数 を 治 し て い な い市 町 に つ い

て は消 防庁 の公表分 を 参考 に し た 。 こ の結果、 関連死 の 総数 は 消 防庁 の 公表分 と 異 な り 、

今 回 の 方 が 6 人多 く 938 人 に な っ て い る と 説明 し て い る O

2 . 救急救命士に よ る気管挿管開始
救急救命士 に よ る 市 中 での 心肺停止傷病者への気管挿管が2004年 7 月 か ら 認め ら れ る の

を 前 に 、 県 な ど は 6 月 29 日 、 県 内 第 l 号 の資格取得者 9 人 に認定証 を 授 与 し た 。

心筋梗塞な ど心肺停止の場合、 搬送時 の 速や か な 処置が救命率向上 に つ な が る た め 、 厚

生労働省 は 救命士の業務 を 拡大 し て 、 2003年 4 月 か ら 、 医 師 の 包括的 な 指示 の も と に心臓

に 電気 シ ョ ッ ク を 与 え る 「除細動j の 実施 を 可能 に し た 。 気管挿管 は こ の 措 置 に 次い で こ

れ ま で は 医 師 に し か認め ら れて い な か っ た が、 厚生労働省令の改正 に よ り 、 ①所定の カ リ

キ ュ ラ ム に基づ く 62単位の講習、 ②病院 で30痕例 の気管挿管 を 成功 さ せ る な どの実習 を 経

て 、 医 師 の 具体的指示の も と で の気管挿管 を 認め る こ と に し た 。

県 内 での 気管挿管の研修は 、 17病院で こ の春か ら ス タ ー ト さ せて い た 。 今 回 の 第 I 号の

認定証は 、 姫路市消 防局 の 2 人 と 、 神戸、 尼崎、 西宮 、 伊丹、 宝塚、 三 田 、 豊 岡 の各市消

防局 (本部) の l 人 に授与 さ れた 。

そ の後 の県 内 で は 、 引 き 続 き 13人が病院で実習 に入 っ て い る が、 神戸市 中 央消 防 署 で は
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神戸市中央消防箸での気管挿管の実演
(神戸新開社提供)

制度がス タ ー ト し た 7 月 1 目 、 第 I 号の資搭 を 取得 し た消 防司令補の大干し一成 さ ん (11)

が署員 2 人 と の連係 プ レ ー で、 心肺停止傷病者の気管 に 直接チ ュ ー ブ を 入 れ て 気道 を 確保

し 、 肺 に酸素 を 送 り 込む気管挿管 を 実演 し た 。

3 . 元前商!吉衝に 「ま ち か ど救急ス テー シ ョ ン」
救急医療週間初 日 だ っ た2004年 9 月 5 日 、 元 町商白街 (神戸 市 中 央区 ) で 市民救命士上

級 コ ー ス の 資格 を 持つ従業員 がい る 居舗 3 応 に 「 ま ち か ど救急、ス テ ー シ ョ ン J が設置 さ れ

た 。 I司 蕗庖告で は 、 厄主 や従業員 が消 防 署 の 指導で救急訓 練 を 受 けす で に 130人が市民救

命士の資格 を 取得 し て い る が、 今出 は心肺蘇生術 な ど を 計 8 時 荷受講 し た 上級市民救命士

がい る 商!苫 を 神戸市消 防局が 「 ま ち か ど救急、ス テ ー シ ョ ン」 に認定 し た 。

急

病人や負傷者が出 た 場合、 上級市民救命士が救急隊が到着す る ま で、 応急処 置 に あ た る こ

市民救命 とに よ る応急手当ての訓練。 駆け
つけた救急隊に手際 よ く ヲ [ き i者いだ。 'l'うた
反元町通 1 、神戸元町商応街で(神戸新聞社
提i共)
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と に な っ て い る O 県 内 で は初 の試み と い う 。

認定 さ れた の は 、 商庖街東寄 り の呉服宿 「丸太やJ ( 1 番街) と 、 酉寄 り の 薬 局 i 芦 田

誠心堂J ( 6 了 日 商!占街) 、 そ の 中 間 に位呈す る 菓子市 「神戸風月 堂J ( 3 番街) の 3 宿。

こ の 日 の認定証交付式で は 、 認定証の 交付 と 人工呼吸用 の マ ス ク な どの入 っ た 救急キ ッ ト

が手渡 さ れ、 そ の後、 上級市民救命士 と 消 防署の救急、救命士が、 人形 を 使 っ て 心姉蘇生術

と 心臓マ ッ サ ー ジ の救急、訓 練 を 披露 し た 。

ま た こ の 目 、 同市灘区 の水道筋商向指で市民救命士講宵 が実施 さ れ、 商f苫主や住民約20

人が受講 し た の を は じ め 、 各地の商庖街で も 記念の催 し が行 わ れ た 。

4 . 緊急時、 薬剤師が避難所へ 神戸市薬剤師会が決め る
神戸市薬 剤 師会 (赤松路子会長) は2004年12月 、 大震災や風水害 な どの 災害時 に 、 電子

メ ー ル な どで呼び出 し た薬剤 師 を 避難所に派遣 し て薬 な ど を 提供す る 「緊急 時対応 シ ス テ

ム 」 を 整備 し 、 震災10年 と な る 2005年春か ら 運用 を 始 め る こ と を 明 ら か に し た 。

そ れ に よ る と 、 震度 5 以上の地震や応急対策が必要な 災害が発生 し た 場合 、 事務局 と す

る 神戸市薬剤 師会館 (神戸市中央区) の ピ ル に20分以内 に 災害対策本部 を 設置す る 。 本部

か ら 会員 の携帯電話やパ ソ コ ン に 、 安否確認の メ ー ル を 一斉送信 し 、 返信 の あ っ た 活動可

能 な 会員 に 、 薬 局 に備蓄 し て い る 医薬 品 な ど を 持 っ て 各地の避難所 に 駆 け つ け て も ら う 。

避難所 ご と に 1 � 5 軒の薬局が担当 し 、 派遣期 間 は約 I 週 間 。 状況 を み て 必要があ れ ば

延長す る O

大震災 で は 、 会員 が個 々 の 判 断で避難所 に 駆 け つ け た が医薬 品がほ と ん ど な く 、 効能別

に 区分 け す る の に 手 間 改 る な ど、 多 く の 反省点が残 っ た と い う O

会員2200人の う ち 、 シ ス テ ム に登録 し て い る の は 約1000人。 向薬剤師会で は 、 登録者 を

増 や す と 共 に備帯す る 医薬 品 の種類や量 を 決め 、 2005年 4 月 ま で に 防災訓練や講習会 も 開

き 、 非常時 に 備 え た い と し て い る O

5 . 県内毎興住宅、 2004年の孤独死70人
日 新聞 は2005年 1 月 14 日 の紙面で、 大震災の被災者 ら が入居す る 兵庫 県 内 の 災害復興

公営住宅で、 独 り 暮 ら し の入居者が誰 に も み と ら れず に死亡す る い わ ゆ る 「孤独死」 が2004

年 1 年間 で70人 に 上 っ た と 伝 え た 。

統計があ る 2000年以降の復興住宅での孤独死 の 推移 は 、 2000年56人 t> 2001年55人 t>2002

年77人 t> 2003年69人で、 合わせ て327人 と な っ て い る O

同 紙 に よ る と 、 こ れ ら の統計は 県警が室 内 で、見つ か っ た単身者の遺体、 自 殺な ど 「変死

者」 と し て検視 し た件数を も と に毎 日 新聞 が独 自 に 集計 し た と し て い る が、 i司 時 に県医務

課の長崎靖 ・ 監察医 ら が管轄す る 神戸 市 (西区、 北区 を 除 く ) で 自 宅で死亡 し た単身者の、

い わ ゆ る 「独居死」 の 状況 も 載せ て い る 。 つ ま り 震災前の 1993年 は 239 人 だ、 っ た が、 2001
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年340人 1> 2002年36 1 人 1>2003年359人 1> 2004年 (10月 末 ま で) 360人 と 増加傾 向 が見 ら れた 。

ま た 長崎医 師 は 、 「死後丸 l 週 間 、 誰 に も 発見 さ れ な か っ た 人 は社会的 に 孤立 し て い た

と 見 ら れ る 」 と し て発見か ら 8 日 以上 かか っ た ケ ー ス の割合 を 年別 に ま と め て い る 。 そ の

結果 は 、 2001年18 . 5 % 1>2002年19 . 4 % 1> 2003年23 . 4 % 1> 2004 年 (10月 末 ま で ) 19 . 2% と 増

加傾向 に あ っ た 。

こ れ に対 し 、 復興住宅での 「発見 ま で 8 日 以上」 の 割 合 を 県警の検死資料 か ら 算 出 す る

と 、 2000- 2002年 ま で は 18 - 20% だ が、 2003年11 . 6 % 1> 2004年 (10月 末 ま で) 8 . 5% と 減

少 し て い る O 大規模復興住宅 な どで は孤独死 を 防 ご う と 、 ボ ラ ン テ イ ア ら に よ る 安否確認

や 「ふ れあ い 喫茶」 な どの活動が行 わ れて い る が、 こ の状況 は こ れ ら 「見守 り 活動 な どが

機能 し て い る こ と を う かがわせ る 」 と の見 方 を伝 え て い る O

(図 3 ) 孤独死の状況
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6 . 幼少期の被災記櫨 神戸 ・ 原田中が調査
大震災で校区が大 き な被害 を 受 け た神戸市灘区 の市立原 田 中 学校 ( 張 問 秀途校長、 生徒

287人) で 、 全校生徒 を 対 象 に し た 「 こ こ ろ の ケ ア J ア ン ケ ー ト 調査の結果、 当 時 3 - 5 歳

だ っ た に も かか わ ら ず、 震災 に あ っ た 生徒 の40% 強が、 生 き 埋 め や 身 近 な 人 の死亡、 ガ ラ

ス が割 れ る な どの 「恐 ろ し か っ た体験」 を い ま も 記憶 し て い る こ と がわ か っ た 。

同校で は 、 教育復興担当 の村嶋 由紀子教諭 を 中 心 に 、 生徒 と 保護者への ア ン ケ ー ト を 4

年続け て 実施 し て い る も の で、 震災10年の 日 を 需 に こ の年の結果 を 公表 し た。

今 回 の 生徒 ア ン ケ ー ト の 回収率 は約90 % 。 う ち 84 % が 「震災 に 遭 っ た」 と 回答 し た 。 こ

の震災 に 遭 っ た 生徒 の 40 % 強が 自 ら の 「恐 ろ し か っ た 体験J を 記憶 し て お り 、 生 き 埋 め に

っ た 5 人 b 身近 な 人が亡 く な る の を 見 た 18人 b 自 分や 家 の 人がケ ガ を し た48人 b 物が落
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ち て き た り ガ ラ ス が割 れ た 95人ーな ど を 挙 げた 。

一方で、 生活の変化で は 、 身 近 な 人の死亡13 人 b 生活が苦 し く な っ た 1 5 人 な どの答 え も

あ っ た 。

震災関連 の 悩 み で は 、 暗 い と こ ろ が怖 い 1 1 人 b 揺れや音が怖 い 1 1 人 b 怖 い 夢 を 見 る 8 人

b 家族が震災の影響で悩 ん で い る の がつ ら い 3 人ーな どの 回 答があ っ た。

同校で は 、 「震災10年 に な っ て も 、 怖 い 体験 を 記憶 し て い る 生徒がい る こ と を 忘 れ な い

で対応 し て い き た い 」 と し て い る 。

(1m 4 )  生徒が記憶 す る 震災体験

生 き 埋 め に遭 っ た
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亡 く な っ て い る
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(身近な 人の死)
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I m�lrl 災害医療の展開

学識経験者 ら に よ る 「復興10年委員 会J (兵庫県委嘱) は2005年 I 月 7 日 、 大震災後日

間 の さ ま ざ ま な 試み の 成果 と 課題 を ま と め た最終報告 を 発表 し た が 、 「健康福祉」 分野

で は震災 を 教訓 に し た先導的 な 取 り 組み と し て 、 被災高齢者の見守 り ・ 支援体制 の整備 や 、

県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 、 及 び県災害医療セ ン タ ー の 開 設 な ど を 成果 と し て あ げ、 他方、

応、急救助 の あ り 方の見在 し ゃ被災高齢者の 自 立支援 な ど は な お残 る 課題だ と し た 。

つ ま り は 、 「 ポ ス ト 復興10年」 へ持 ち 越 し た 課題の あ る こ と を 指摘 す る も の で も あ っ た 。

課題 と い え ば、 こ の年 は 震災10年 に あ た り 、 他 に も 国連防災世界会議の フ ォ ー ラ ム 「災害

医療 に お け る 国 際協力」 の協議 や 、 神戸大学が開催 し た 災害医療の 課題 を 話 し 合 う 学術 シ

ン ポ ジ ウ ム で も 災害医療の現状 と 課題が語 ら れた 。 震災10年の対応 と 課題 に つ い て そ れぞ、

れ に 総括 を 行 い展望 を模索 し た形 だ、 っ た 。

1 .  I鰭康福祉」 分野での成果 と 課題-復興同年委員会が報告
復興10年委員 会が2005年 1 月 7 日 に は発表 し た 報告書 f復興10年総括検証 ・ 提言報告』

の う ち の 「医療福祉」 分野で、 「震 災 を 教訓 に し た新 た な 視点 か ら の 先導 的 な 取 り 組みJ

と 評価 さ れ た の は 、

① 被災高齢者の見守 り 体制 の 整備 と 自 立支援 に 向 け た取 り 組み の展開

災拝復 興公営住宅等 に お け る 生活援助員 (LSA) や 高齢世帯生活援助員 (SCS) を は

じ め と す る 各種支援者 に よ る 被災高齢者の見守 り 体制が整備 さ れ る と と も に 、 健農づ く

り や生 き がい づ く り 、 仲 間 づ く り な ど 自 立支援 に 向 け た取 り 組みが展 開 さ れた 。

② コ レ ク テ イ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ な ど新 し い住 ま いづ く り の推進

高齢者等が安心 し て暮 ら せ る よ う 、 生活支援が -1* と な っ た シ ルバ ー ・ ハ ウ ジ ン グや

コ レ ク テ ィ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ、 グ ル ー プハ ウ ス な ど新 し い住 ま いづ く り が推 進 さ れ た 。

③ こ こ ろ の ケ ア 対策 の 推 進 と 兵庫 県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の 開設

被災者の PTSD への対応な ど こ こ ろ の ケ ア を 推進す る た め 、 被災地16 カ 所 に こ こ ろ の

ケ ア セ ン タ ー が設置 さ れた 。 2000年度か ら は 、 同 セ ン タ ー 活動 を 継承す る た め 、 健康福

祉事務所の こ こ ろ の ケ ア相談室及 ぴ こ こ ろ の ケ ア研究所が設置 さ れた 。

こ こ ろ の ケ ア に 関す る 全国 的 な 拠点 と な る 兵庫県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー が開設 さ れた

(2004 ・ 4 ) 。

③ 災害救急医療 シ ス テ ム の 中核 と な る 兵庫県災害医療セ ン タ ー の 開設

大規模災害時 に対応で き る 災害救急医療 シ ス テ ム の 中核拠点 と な る 全 国 自 治体初の兵

庫県災害医疲セ ン タ ー が開設 さ れた (2003 ・ 8 ) 

こ れ に対 し報告書が 「主 な 課題」 と し た の が、
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① 応急救助 や生活 ・ 住宅再建支援の 充実

社会経済情勢や被災者ニ ー ズの変化等 を 考慮 し 、 現行の現物給付 を 基本 と し た応急救

急、の あ り 方の見直 し ゃ 、 公的 な復興支援制度のパ ッ ケ ー ジ化 ( 一括提示 ) な どの仕組み

の検討が必要であ る O

被災者生活再建支援法の 制定及 び拡充 (居住安定支援制度) に よ り 、 被災者の生活 ・

住宅再建支援の仕組みづ く り は 進 ん だが、 住宅再建 に 向 け た住宅本体 の支援や 、 住宅所

有者間 の相 互扶助 を 基本 と し た 共済制度の仕組み な ど、 さ ら な る 制度、 仕組み の充実が

必要で あ る 。

災害時 に お け る 食料や飲料水の確保、 上下水道 ・ 電気 ・ ガス ・ 情報通信基盤施設 の 早

期擾旧 、 迅速 な 仮設 ト イ レ の設置や災害廃棄物 の 処理、 避難所の 円 滑 な 運営や早期の住

宅の確課な ど、 災害時 に お け る 被災者の生活基盤 を 支 え る 仕組みの充実が必要であ る O

② 震災 を 契機 に し た先導的 な取 り 組み の 定着 ・ 発展

震災 を 契機 に 広 がっ た ボ ラ ン テ ィ ア 等 に よ る 活動や ま ち づ く り 協議会や 自 主防災組織

等 に よ る 活動、 コ ミ ュ ニ テ イ ・ ビ ジ ネ ス な どの新 し い住 ま い 方 な ど、 本格的 な 成熟社会

を 支 え る 先導的 な取 り 組み を 、 今後 さ ら に 定着 ・ 発展 さ せ る こ と が必 要 で、 あ る O

ま た 報告書 で は 、 「健康福祉」 分野で の い く つ か の提言 を 掲載 し て い る が、 検証担当

委員 の鵜飼卓 ・ 県災害医療セ ン タ 一 顧 問 は 「災害救急医療の取 り 総みJ と 題 し 、 次の よ

う な 「今後への 提案」 を 述べて い る O

ア 広域災害、 救急医療情報 シ ス テ ム の 充実

シ ス テ ム 使用 法の よ り 徹底 し た操作訓練 を 実施 し 、 シ ス テ ム 操作 の 習 熟 を 図 る と と も

に 、 災害拠点病院や主要消防機関、 行政等 を 結ぶ無線連絡網 を 有綜匝線 や 携帯電話 回 線

が使 え な い場合に備 え て整備すべ き O

イ 災害拠点 病 院 の 機能充実

各災害拠点 病 院 の 耐震化 な どの施設整備 を 進 め る と と も に 、 具体的 な 活動基準の作成、

災害拠点病院 間 の連携強化、 兵産版 DMAT の 結成。 地域 に お け る 各 災害拠点病 院 の 役

割強化な ど を 図 る べ き O

ウ 医療品供給 シ ス テ ム

災害の タ イ プ。等 に よ っ て使用 医薬 品 の種類が異 な り 、 使用期 限の 制 約 も あ る の で、 大

量 の 医薬 品備 蓄 に は 問題があ り 、 基本的 に は メ ー カ ー や薬品卸業者 と の有事緊急出荷契

約 と い っ た 形 を と ら ざ る を 得 な い 。 た だ し 寡 占 的 な 薬 品卸会社流通 セ ン タ ー の 一極集

中 ・ 大型化 に と も な い 、 災害時の脆弱性がむ し ろ 拡大 し た こ と か ら 、 他社 と の ネ ッ ト ワ ー

ク サ ー ビ ス を 進 め る こ と が必要。

2 . 災害艦療の人材 ・ 技術の蓄積、 ネ ッ ト 化 も 課題
2005年 1 月 、 神 戸 で 聞 か れ た 国連防災世界会議 のパ ブ リ ッ ク フ ォ ー ラ ム 「災害医療 に お
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け る 国際協力」 で は 、 災害医療 の 現状 と 課題が語 ら れた 。

フ ォ ー ラ ム に 参加 し た 県災害医療セ ン タ ー の 中 山伸一 ・ 副 セ ン タ … 長 は 、 「災害医療分

野 の予算は施設や装備 に 割 り 当 て ら れ る こ と が多 く 、 人材養成 は不十分であ る O 蓄積 さ れ

た技術や知識を も っ と 防災 に役立て る 必要があ る 」 と 指摘 し た 。

大震災 で は 、 倒壊家屋の下敷 き に な る な ど し た場合、 筋 肉 組織が圧迫 さ れて 大量の毒素

が血液 中 を 回 り 、 急性腎不全な ど を 引 き 起 こ し て突然死す る 「挫滅症候群J ( ク ラ ッ シ ュ ・

シ ン ド ロ ー ム ) が ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ た 。 こ う し た ケ ー ス で は 、 現場で患者 を 動か さ ず に

治療 し な け ればな ら な い が、 専 門 知識がな け れ ば、 搬送 し た結果、 容態が急変 し最悪 の 結

果 を 招 く こ と も あ る 、 と も 述べ た 。

ま た 世界会議 で は 、 阪神 ・ 淡路大震災総合 フ ォ ー ラ ム 「被災者の 「いの ち 」 を ま も る 」

も 開 かれ、 県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の加藤寛 ・ 研究部長 は 「被災者 は慢性的 な ス ト レ ス を

受 け な が ら 、 白 分で は こ こ ろ の ケ ア が必要 と は受 け 止め て お ら ず、 治療す る と い う 発想が

な い 。 医師が韮接現場 に 出 向 く こ と が重要 に な る 」 と 提言 し た 。

こ の フ ォ ー ラ ム で は 、 災害看護 も 被災現場 で は き わ め て大事で あ る こ と が報告 さ れた 。

日 本災害看護学会理事長 の南絡子 ・ 兵庫県立大副学長 は 、 「 阪神大震災以降、 災害看護 と

い う 概念が生 ま れ、 災害看護学会 も で き た 。 い ま で は600 人 の 会員 がい る O 今後 は 人 材 の

育成 と 専 門 家 の 全 国 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り が課題」 と 報告 し た 。

間連防災世界会議で、 イ ン ド洋大津波につ
いて話し合う 各国政府関係者や研究者ら
(神戸新聞社提供)

3 .  r震災10年 医療は変わ っ た かJ 神戸大 も シ ンポジウ ム
震災10年 を 前 に 、 神戸大学 は2004年1 1 月 初 日 、 神戸市勤労会館 ( 中央区雲井通) で災害

医療の現状や課題 を 話 し合 う 学術 シ ン ポ ジ ウ ム を 聞 い た 。

基調講演で は 、 同 大学医学系研究科の 石井昇教授が 「震災10年、 災害医療の何が変 わ っ

た の か ? 今後の課題 と 震望J と 題 し て話 し た の に続 い て 、 震災前後の神戸市内 の独居死の

変遷の比較や、 大規模 な 災害時の メ ン タ ルヘ ルス ケ ア な ど に つ い て 、 7 人がそ れぞれ研究
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成果 を 報告 し教訓 が生 か さ れて い る か検証 し て い っ た 。

石井教授 は 基調講演で、 「震災後、 全 国 に 災害拠点病院や医療情報 シ ス テ ム が整備 さ れた 。

こ れ ら を 災害 時 に き ち ん と 動 く も の に し な い と い け な い」 と 指摘 し た 。 こ れ に は 関連 し て 、

1 カ 月 前 の 台風23号で は但馬地方 に 11病院か ら 救護班が派遣 さ れ、 ま た 新 潟 県 中 越地震で

も 、 発生翌 日 、 神戸大か ら 医 師 ら 7 人が乗 っ た ド ク タ ー カ ー が出動 し た事例 な どか ら 、 災

害対応 の 前 進 は 見 ら れ る がや は り 迅速な対応 に は情報の共有 と 、 足の確保 も 欠かせ な い な

どの課題が語 ら れた 。

ま た石 川 雄一教授 (医学部保健学科) は 、 震災後 に被災地で心筋梗塞 や 胃 潰蕩が増加 し

た と 報告 し 、 「蒸礎的 な 疾患 を 持つ 人 の 1) ス ク が大 き い 。 日 常 の 医療の 質 を 高 め 、 緊急時

の対処方法 を 医師 も 患者 も よ く 準備 し て お く こ と が大切」 と 述べ た 。

阪神高齢者 ・ 障害者支援 ネ ッ ト ワ ー ク の 黒 田 裕子理事長は 、 「介護保険導入後初 の 大規

模災害 と な っ た新潟県 中 越地震 で は 、 ヘ ル パ ー ら が要介護者の異常 を 早期発見 し た 。 こ う

し た活動 の 評価 を 介護保険改善の議論 に取 り 入れ て い く 必要があ る 」 と 訴 え た。

他方、 こ こ ろ の ケ ア な ど に 関 し で も 神戸大は2004年11 月 5 日 、 震災10年 の 「 メ モ リ ア ル

学術 シ ン ポ ジ ウ ム 」 を 聞 き 、 研究発表な ど を 行 っ た 。 斉藤誠一 ・ 発達科学部助教授 は 、 2004

年10月 に 実施 し た大震災 に よ る 心 の傷 に つ い て、 2000年調査時 と 比較 し て 次の よ う に発表

し た 。

今回 は神戸市 内 の小 中 学生や保護者293人 を 対象 に ア ン ケ ー ト 調査 し た も の で、 そ れ に

よ る と 2000年時 に 比べ、 PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 障害) は 減少傾向 に あ っ た が、 一部

で悪化 し た 項 目 があ っ た 。 特 に 「地震時の様子 を何 回 も 思 い 出 し て し ま う 」 の 項 目 で は 、

保護者が前 回 よ り も 4 多 い 1 % 、 子 ど も も 2 多 い 10% だ、 っ た 。

斉藤助教授 は 、 「相次 ぐ大災害がこ こ ろ の傷 を 呼び起 こ し た可能性 も あ る O 中 長期 的 に

ど ん な ケ ア が必要か研究 し た い」 と 述べ た 。

4 .  I神戸バイ オメ デイ カ ル創造セ ンタ ー」 が凋所
神戸市がポー ト ア イ ラ ン ド 2 期地区 (神戸市中央区) で進め て い る 医療産業都市 に民間

企業の バ イ オ研究お よ び事業化 を 後押 し す る 「神戸 バ イ オ メ デ イ カ ル創 造 セ ン タ ー (BM

A) J が完成 し 、 2004年 6 月 28 日 、 関所記念式典が行 わ れ た O

同 セ ン タ ー は鉄筋 4 階建て延べ床面積 1 万m20 新事業創出促進法 に 基づ き 、 神戸市な どが

46億円 を かけ て建設 し た。 企業や研究者が単独で は整 え に く い と ト 細胞培養室 や放射線実験

室な ど を 備 え 、 各事業者の研究開発か ら 実用 化 ま での時間や費用 を削減す る のがね ら い。

研究棟 に は す で に 9 杜が入居 を 決め て お り 、 帝人、 島津製作所は じ め 、 タ ン パ ク 質解析

シ ス テ ム を 開発す る プ ロ ト セ ラ と い っ た生物分野の ベ ン チ ャ ー企業 も 入 る O

式典で は 矢 田 立郎 ・ 神戸市長が、 「地域の 活性化 と 、 関 西 の 医療産業の ク ラ ス タ ー (集

積地) づ く り の一端 を に な う こ と がで き れ ばJ と あ い さ つ し た 。
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5 . 先端医療の集積 「神戸医療産業都市」 づ く り が進展
「 医療産業都市構想」 は 、 神戸市が震災復興事業の柱のーっ と し て1998年 以 降、 同 市 中

央区 の ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期地区 を 先端医療機 関 の集積地 と し て整備す る の を 目 指 し て い

る 大規模 プ ロ ジ ェ ク ト で、 こ れ ま で に 「先端医療セ ン タ ー 」 や 「臨床研究情報 セ ン タ ー 」

な ど中核施設 も す で に完成 し て い る が、 同地区 に は2004年度 も 新た な企業進出 が続 く な ど

な 進展 ぶ り を う かがわせた。

も っ と も 、 こ の 医療産業都市づ く り は神戸経済の活性化 と 共 に 、 市民の 医療福祉向上が

ね ら い と は い え 、 専 門 知識がな い 人 に は先端医療 は な じ みが薄い テ ー マ で あ る O こ の た め 、

神戸 市 で は 2004年 4 月 17 日 、 一殻市民 向 け の見学 ツ ア ー を 企画 し 、 先端医療セ ン タ ー な ど

を 公 開 し た 。

こ の 日 公開 さ れ た の は 、 最新の 医療機器がそ ろ う 先端医療セ ン タ 一 、 萌究情報 を 分析 ・

発信す る 臨床研究情報セ ン タ 一 、 そ し て再生医療分野で は世界最大級 の 基礎研究機 関 と さ

れ る 発生 ・ 再生科学総合研究セ ン タ ー な ど。 先端医療セ ン タ ー で は 、 画像 を 見 な が ら 手術

がで き る 「 オ ー プ ン 型 MRI (磁気共鳴画像装置) J な ど最新の機器が紹介 さ れ、 鵠床研究

情報セ ン タ ー の企業研究施設で は 、 遺伝子診断 に よ る が ん の早期発見方法 を 研究す る 様子

な ど を 見学 し た 。 こ の 日 の見学者は予想 を こ え 、 計約1500人 に 及 ん だ 。

バ イ オ 企業 な ど先端医療企業 の こ の地底への進出 は 、 こ の年 も 5 1 き 続 き )順調 だ、 っ た 。 6

月 に は 、 再 生医療分野の 各種検査 な ど を 請 け 負 う 「三菱化学 ピ ー シ ー エ ルJ (東京) と 、

バイ オ ベ ン チ ャ ー 「 プ ロ ト セ ラ J ( 同 ) の 三菱系 2 社の 進 出 が決 ま っ た 。 8 月 に は 、 細胞の

自 動培養装置の 開発で知 ら れ る 「 ジ ェ イ テ ッ ク J (大阪府ー吹田市) 、 ま た 9 月 に は ス イ ス の

バ イ オ 研究用 機器 メ ー カ ー の大手 「 テ カ ンJ も 進出 し た 。

結局、 2005年 3 月 末現在の 1 1'医療産業都市」 ボ ー ト ア イ ラ ン ド 第 2 期へ の 医療 関 連企

業 の 進出状況」 は 表 2 の通 り で、 進出企業は計73社 と な っ た。 う ち外国 ・ 外資系企業 は 9

カ 国、 13社 と な っ て い る 。
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(表 2 ) 医療産業都市ボー ト ア イ ラ ン ド第 2 期 へ の 医療関連企業の進出状況

場所/施設名 ! 企
2005年 3 月 末現有:

製造工場用地

パイ ロ ッ ト エ ン タ ー
プ ラ イ ズ ゾー ン
(PEZ) 

神戸国際ピジネス セ
ン タ ー (KIBC)

キ メ ッ ク セ ン タ ーピル
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14 l lODR JAPAN 韓〉
一 エム ア 〉 ド 寸 一サ イ エ ンテ イ ブ イ ツ1日5 一 一← ふ ' M.'. \「 ク 日昭百手和 制E帥車精青機)

! 16 I IBFテ ク ノ ロ /� ベルギー〉
17 遠隔医療研究所:
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一
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U
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創薬支援、 創薬
タ ンパ ク質の分析サー ピス 、
開発
医療診断機器の販売
ヒ ト羊膜を利用 した再生医療に関する研究隠発

γ 健康食品等の研究開発 ・ 製造 -
i 式薬 ・ キ ッ ト の開発
研究開発サポー ト 支援等

21 I バイ オ情報技術研究所
22 ウ ェ ルチ ・ ア レ ン ・ ジ ャパ ン 〈米〉
23 I ア ムニオテ ッ ク

本バイ オ カ ルス 〈中〉
25 1 片山化学工業
26 1 アズバイ オ
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28 1 (再掲) オ リ ンパ ス
29 I ジ ェ イ テ ッ ク バイ オ関連研究支援機器の開発 ・ 製造

医薬品開発促進に供する各種自動化シス テ
試験系構築等
本人出来の腸内細菌を用いた健康食品の
医療

テ カ ン ジヤ ノ f ン 〈ス イ ス〉
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医療用 コ ン ピュ ー タ シ ス テ ム の開発 ・ 販売
医療用画像の研究開発
ノfイ オ イ ン フ ォ マテ イ ク ス
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骨再生ベンチャー
医療機器 ・ 再生震療
医薬品 ・ 医療機器 ・ 医療器具の製造奴売

TTrr報セ ン 日
;112L:ンア ム
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関節軟骨の損傷の治療を 目 指 し

りん
イ
一

デ
タ

メ
ン

オ
セ

イ
造

バ
創部
川

一戸
ル
叫

神
カ
(

んぱ く 質マーカ
への技術開発
タ ンパク 質の |言i時多項目
る痛診断技術の創成
再生前な どの研究
再生医療事業等を対象と
膜タ ンパク質 - リ ガン
イ セ ンス
創薬支援、 創薬
高精度四次元放射線治療装置の跨発
癒遺伝子治療用ウ イ ルスベク タ ー
移原病の医薬品開発等

合計 : 73社 (再掲 5 社除 く )
神戸市企閥調書主局調査室誠べ
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tflL27: 市説者ス ン ジャパン

- 外資系企業 ( 9 か国、 13社)
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第六章

教 育



は じ め に

大震災か ら ま る 10年経 っ た。 こ の大 き な 節 目 を 迎 え る ま で に 、 被災直後か ら 心配 さ れた

と お り 、 貴重 な震災の体験 と 援世 に 伝 え る べ き 教訓 は忘 れ去 ら れ、 風化が確実 に 進 んで い る O

そ う し た厳 し い状況の 中 で 、 教育界、 特 に兵庫県教委 を は じ め と す る 公教育 の分野 で 、

防災教育 に積極的 な 取 り 組みが続け ら れた 。 努力が実 っ て 、 す ば ら し い成 果 が上が り 、 国

内外への発信力 も 備 え ら れた。

し か し 、 多 く の課題 も は っ き り し て き た 。 限界か と 思 わ れ る 弱点 も 見つ か っ て い る O 震

災体験の風化 と 共通 の 問 題点 で あ る 。

一方、 丈部科学者 の 防災教育 の 位 置づ け は 、 震 災前 か ら の 「安全教育J r健藤教育」 の

範轄 の ま ま で あ る O 兵庫県 か ら 発信 さ れ る 紡災教育が真 の成果 を 上 げ ら れ る の は、 「総合

学習J の 時 間 な ど を 使 う 、 い わ ば、 隙 間 を 使 う よ う な 学 習 で は な く 、 国語、 社会、 道徳 な

ど基幹の教科、 特別活動や領域 に必修の 「防災」 を 加 え 、 備 え を 屈 め る 、 発想 を 変 え た全

く 新 し い体系化が必要だ。 自 然災害の 大国 ・ 日 本で は 、 防災教育が安全 ・ 安心 に つ な がる

最重要項 目 で な け ればな ら な い 。

兵庫県教委 は 10年前の被災直後、 「兵庫 の教育 の 創造的復興」 を 掲 げ、 防 災教育検討会

を 設 け て 、 震災か ら 学 ん だ教訓 を 、 教育 に生かす 「新た な 防災教育」 推進へ 「提言」 を ま

と め た。 災害時 に 学校が果 たす役割 と 防災機能の 強化、 学校 に お け る 防災教育、 YCl童 ・ 生

徒の心 の ケ ア ー な ど を 体系化、 「新た な … …J の冠 を つ け て 、 兵庫独 白 の 理念 を 表 し た 。

同 時 に 兵庫 か ら 国 内外への発信 も う た っ た 。

具体的 に は 「防災教育副読本J の発行、 「防災教育 カ リ キ ュ ラ ム 」 の作成、 「助災訓練」

の実施、 「学校防 災マ ニ ュ ア ル」 の発行、 「学校独 自 の 災害対応マ ニ ュ ア jレJ r学校避難所

運営マ ニ ュ ア ルーi の作成、 「校内 防災組織」 の確A立、 心 の ケ ア で は 「教育復興担当教員 」

の配壁、 さ ら に 県立舞子高校に全国初 の 災害専 門 学科 と な る 「環境防災科」 の新設 な ど光

実 し た取 り 組 み が行 わ れ、 成果 を 上 げて い る O

そ の半面、 日 常 の 防災学習 で は 、 カ リ キ ュ ラ ム の作成が頭打 ち 状態 に な っ た り 、 校種間

で差が大 き か っ た り と い う “ 眼界" も 見 え て く る O 学習 よ り も 防災訓練の実 施 に偏 っ た り

す る 傾 向 も あ る O 地域素材 を 生か し た 防災教育 も 苦手 と さ れ る 「課題J r反省点」 も 指摘

さ れ る よ う に な っ た 。

「震災 ・ 学校支援 チ ー ム J (EARTH) は 兵庫 の 「新た な 防災教育」 発信 の 実践部隊 と し

て 、 毎年、 全国各地で大 き な 地震が起 き る た びに 派遣 さ れ、 阪神 ・ 淡路大震災の経験、 教

習11 を 伝 え て い る O

こ う し た 「成果 と 課題」 の 発展、 克報が次の 大 き な 節 目 に 向 か つ て 進 め ら れる わ け だが、

大震 災発生 と ほ ぼ同 時 に 始 ま っ た 学習 指導要領 の 改定 な ど を 引 き 金 に し た 「 ゆ と り 教育」
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「学力低下j を め ぐ る 論争、 混乱 は ず っ と 揺れ続 け て い る O い わ ば “教育地震" であ る O

新た に 「学力 テ ス ト 」 を 用意 し た り 、 改定 さ れた 直後か ら 学習指導要領 の 範 囲 を 藤和 す る

「発展 的内容」 を 新 し い 教科書検定に認め た り 、 歴代文部科学大臣の発言 も 混乱 に拍車 を

か け て い る O 国 の教育方針 の 基本が ぐ ら つ い て い る わ け で、 兵庫 の地教委の ー音防、 ら 「文

部科学省 の 迷走で は な い か」 と 批判 の戸 も 上がる 。 教育基本法の改定、 義務教育費 の負担

区分論議 な どか ら の揺 り 戻 し ま で は な い にせ よ 、 教育現場、 特 に教室 は すべ て の受け皿 と

な り 、 た だで さ え 多 忙 な 先生 た ち は 「学校週 5 日 制J r学級崩壊J r不登校」 な ど悪条件の

中 で 、 防災教育 に真剣 に取 り 組め る の か。 負担が増 す ばか り な ら 、 す ぐ れ た 防災教育の体

系 、 シ ス テ ム も 敬遠 さ れ る こ と に な り かね な い 。

学校教育 の 中 で の 防災教育 の 「義務づけJ r格づけJ r位置づけ」 を 改 め て 検討 し な い と 、

10年 間 で 明 ら か に な っ た課題解決 の 道 は 遠 く な る に違い な い。
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l 第一節 復興10年総括検証 @ 提言報告
兵庫県 の 「復興10年総括検証 ・ 提言事業J の社会 ・ 丈化分野で、 「新 た な 防災教育 と

校防災体制」 と 「被災児童 ・ 生徒 の こ こ ろ の ケ ア」 が検証テ ー マ に 取 り 上 げ ら れ、 2005年

1 月 、 被災か ら 10年の成果 と 課題 を ま と め 、 今後への提言が行 わ れた 。

兵庫県の大震災検証で は被災 5 年 を 撲 に 、 1999年度 に 「震災対策国際総合検証事業」 と

し て行 わ れた が、 防災教育 は取 り 上 げ ら れ な か っ た 。 「応急救助」 分野 の 「避難所の設置、

運営J で、 場所 を 提供す る 「学校」 と し て査場 し た だけ だ、 っ た。

兵庫県教委 は2001年度 に 「被災 7 年の新た な 防災教育検証」 を 行 っ て 成 果 と 課題 を 詳細

に ま と め て お り 、 今 回 の '10年検証」 は 2 度 目 の検証だ っ た。 提言 は 1 1年 目 以降の 防 災教

育の指針 と な る O

「新 た な 防災教育J '心 の ケ アj の 阿 テ ー マ と も 、 10年 間 の経過 を 詳述 し て い る が、 本

節 で は 、 取 り 組み の成果 と 課題、 今後への提案 を 要約 し た 。

1 . 検証テー マ 「新たな防災教育と 学校防災体制」
。検証担当 委員 穂 山 明 ・ 富士常葉大学長

上 こ れ ま での取 り 組み の成果 と 今後の課題

( 1 ) 復興過躍 に お け る 先導的 な取 り 組み 、 仕組み

1 ) 防災教育関連会議の継続

1 996年度防災教育検討委員 会、 1997年度防災教育推進協議会、 1997年 度訪災教育推

進会議、 1998年度か ら 防災教育推進連絡会議が、 防災教育 の 進展 に合 わ せ て ず っ と 継

続 開催 さ れて い る O い わ ば司 令塔的 な存在。 検討委員 会 は教育復興の 課題 を 示 し て 「提

言」 を 出 し 、 以後の会議 は提言の具体化、 新 し い教育活動 の推進、 協議 を 続 け て い る O

各教育事務所 に 配置 さ れた 防災教育専 門 指導員 が、 毎年全校 に ア ン ケ ー ト を 行 っ て 、

訪災教育 の 実態調査 も 続け て い る O

2 ) 副読本、 指導書、 実践事例 な ど に よ る 防災教育の推進

副読本 5 冊、 副読本活用 の手引 き 3 冊 、 実践事例集 4 冊 を 作成配布 。 冨日読本 は教科

を 特定せず、 国語、 理科、 社会、 特別活動 な どで随時使用 で き る 内容。 手引 き と 事例

集で積極的活用 を 困 っ て い る O

3 ) 災害対応マ ニ ュ ア ルの作成 な ど 学校防災体制の整備

1 998年 に 学校 防災 マ ニ ュ ア ル の暫定版、 1999年度 に 日 常安全対策、 地震発生時の危

機管理、 避難所 と な る 学校の役割、 新 た な 防災教育 、 心 の ケ ア の 5 章か ら な る マ ニ ュ

ア ル冊子 を 作成 し た 。 各学校 に 自己布 、 学校の 実情 に 応 じ た個 別 マ ニ ュ ア ル の作成 を 指

示 し て い る O
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4 ) 震 災 ・ 学校支援 チ ー ム (EARTH ) の設立、 派遣

2000年度北海道 ・ 有珠 山 噴火、 鳥取県西部地震、 2003年度宮城県北部連続地震、 2004

年度新潟持 中 越地震の 際、 被災地の学校支援 に 派遣 さ れ た 。 ト ル コ 地震 、 台湾大地震

に も 派遣 さ れた 。

5 ) 防 災教育 、 防災訓練 を 通 じ た地域の連携

学校が避難所 と な り 、 地域住民 と の共 同 生活、 交流が行わ れ た 。 今後 も 学校は 地域

の セ ン タ ー と な る が、 市 町 の 防災、 福祉部局 と の連携 は必ず し も 緊密 で、 は な か っ た 。

兵庫県教委は 「学校 に お け る 避難所運営業務及び市 町防災部局への 移行手順 に 関 す る

留 意事項 (案) J を 定め 、 市 町 の協力 を 求め 、 学校 と 市 町部局 と の連絡会議 を 年 1 田

は 聞 き 、 連携 を 密 に す る 働 き かけ を し て い る O

( 2 )  教育への取 り 組み に お け る 問題点

1 ) 学校教育の早期再開

地震発生時、 多 数の住民が学校へ避難、 教員 は避難所の一運営 に 追 わ れ た O こ の た め

学校は 混乱、 授業の再開 も 遅れ た 。 学校再 開 ま で に は 、 教員 、 児童 ・ 生徒、 家族の安

百、 学校 と 校 区 の 被 災状況の確認が、 手)11貢 と な る O 学校再開 は 地域 と の 共生 に かか っ

て い る 。 部外者が震災直後 に 学校再 開 の 遅 れ を 問題視 し た が、 こ れ は 当 時の震災の規

模 と 再開へ の 手順への認識の無 さ か ら 出 た も の だ。 大都市圏 の 大震災で発生す る 避難

住民の規模 の 巨大 さ を 考 え ね ばな ら な い 。

2 ) 学校防災体制の整備 と 施設の耐震化

1999年度発行 の 学校妨災マ ニ ュ ア ル は 、 学校 ご と に 災害対応 と 避難所運営 の マ ニ ュ

ア ル を 整備す る よ う 指示 し て い る o 2004年度調査で は 、 小学校89 . 7 % 、 中 学校83 . 4% 、

高校76 . 9% が整備ずみ。 未整備 は 、 大震災の被害が な か っ た 地域の学校や避難所指定

の頗位が低い高校。 作 ら れた マ ニ ュ ア ル は常 に修正 し て お く 必要があ る 。

避難所 と な っ た 学校 は耐震基準が厳 し い た め 、 他の建物 よ り 安全 だが、 地盤 と の 関

係 は 考慮 さ れて い な い 。 軟弱地盤で は 、 普通の 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 建 て は激 し い 地震動

と 共振 を 起 こ す可能性が高 い た め 、 耐震補強す る 必要があ る O

3 ) 地域 と の連携

突発的 に 避難所 と な っ た 学校で は 、 行政当局 か ら の連絡 も 届 かず、 大混乱 と な っ た 。

教員 の 負 担 も :重 か っ た 。 学校 と 市町防災部局 と の連携が提起 さ れて い る 。 地域防 災計

画 で避難所 に 指定 さ れて い る 小学校98 . 8% 、 中学校93 . 6% 、 高校66 . 7 % 。 し か し市街I

防災部局 と の連絡会議が定期 的 に 関 か れて い る の は 、 小学校32 . 9% 、 中 学校32 . 0% 、

高校30 . 6 % 。 こ れ は行政当 局 の認識不足、 縦割 り 意識 に よ る 学校軽視 と 思 わ れ る O 行

政側 の 再認識 と 学校への協力 を 要請 し た い 。

学校内殺人事件 な ど に よ り 、 開 か れ た 学校が閉 ざ さ れ た 学校 に な り つつ あ る こ と も

懸念材料。 地域 と 学校の連携は新 し い段階で、 安全 と 安心が間 わ れて い る 。
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2 .  1 0年の総括 と 今後への提案

( 1 ) 1 0年の総括

公的機 関 の 立 ち 上が り の遅 さ 、 危機管理 に対す る 備 え の な さ が、 大震災直後の混乱 を 大

き く し た 。 教員 の活躍が混乱 を 防 ぎ、 複興への契機づけ に な っ た こ と は大 い に 評価 さ れて

よ い。 当 初 の公助 の 欠如 を 補 っ た の は、 人 々 の 自 助 と 互助 で あ り 、 人 々 の 力 を 引 き 出 し た

の が、 避難所運営 に携わ っ た教員 で あ る 。 学校が地域の 中心 と な り 、 学校 と 教員 の役割 を

考 え 、 災害 に備 え よ う と 「新た な 防災教育」 が始 ま っ た 。

1 )  r新 た な 防災教育」 の取 り 組み の成果

「新た な 防災教育」 の提言は震災後の兵庫県の教育 の 基本方針 に反映 さ れ、 学校教

育の様々 な 場面 で 防災の思想、 を 教 え 、 |防災 リ テ ラ シ ー を 培 っ て き た 。 防 災 を 人聞社会

の視点で と ら え 、 緊急事態への対処法の研究 は 、 大震災の 経験 を 通 し て 10年 間 に 大 き

く 進展 し た 。 学校避難所の混乱 を 乗 り 切 る た め に模索 し た結果で も あ る 。 危機は管理

す る も の で は な し い か に 危機 を 乗 り 切 る かの 戦略 と 方途が重 要 な こ と も 防災教育の

実践か ら 確立 さ れた 。 臨機応変 に対処で き る 防災 リ テ ラ シ ー 、 関連教科の学習 の 中 で、

災害発生の仕組み ゃ 、 被災の メ カ ニ ズ ム を 学 び、 さ ま ざま な災害 に対処す る 訓練 を 重

ね る こ と を 課題 と し た。 地域の実体 に根 ざ し た 身近 な 教材 の 選択が重要 で 、 地域教材

の 開発 と カ リ キ ュ ラ ム 化 に力 を 注い だ。

2 ) 学校防災体輔の整備充実

施設な と々のハ ー ド耐 と 、 シ ス テ ム 、 マ ニ ュ ア ル な どの ソ フ ト 面があ る が、 施設の耐

震性は 地盤の性質 と 損害 の 関連づ け た 共振 し な い耐震建築物が必要で あ る O

緊急時 に 必 要 な 組織 は 、 事態 に 柔軟 に 対応で き る よ う 本部機能 を 高 め 、 組織の ネ ッ

ト ワ ー ク 化 を 国 ら ね ばな ら な い 。

避難所運営 に教員 の 支援 は不可欠だ っ た 。 教員 が運営 に あ た っ た避難所は秩序 が保

た れ、 復 旧 、 復興へ の は ずみ と な っ た 。 こ の支援活動 は教員 の通常業務で は な く 、 付

加的業務 と 国 か ら 認め ら れた 。 教員 の本来業務 は 学校再 開 で あ る O

( 2 )  今後へ の提案

1 ) 兵庫の防災教背の一層の推進

緊急時 ・ 災害時の備 え を 万全に す る だ け で な く 、 学校が地域の安全 ・ 安心の核 と な

る よ う 、 能動 的、 積極的 な 防災教育 を 推進すべ き であ る O

1996年度の 防災教育検討委員 会が想定 し た 訪災体制 は 、 そ の後の 鳥取県西部地震、

十勝沖地震、 新潟県 中 越地震の例 を 見 て想定が間違 っ て い な か っ た 。 混乱 は 板神 ・ 淡

路大震 災 よ り 少 な く 、 情報の伝達は 、 阪神 の経験が活か さ れて い る O し か し 、 20例年

に 10個 の 台風が 日 本列 島 に 上 陸 し 、 大 き な 水害 を も た ら し た 。 地球温暖化 を 考 え る と 、

今後は 台風 に よ る 豪雨災害 は 全 国 的 な 広 が り を も た ら す可能性があ る O 地すべ り 被害

は地形な ど地域特有の 条件で様相 を 異 に す る の で 、 地域 ご と の 防災訓練、 防災学習 を
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す る 必要があ る O

ま た 、 水坊は市II1Jの河1 1 1 . 土木部局 の所掌で、 地震の消防 ・ 防災部局 は 初動が遅れ

た 面 も あ り 、 縦割 り 意識が危機管理の 障害 に な っ た ら 、 大震災の教訓 は 生か さ れて い

な い こ と に な る O

2 ) 防災教育の さ ら な る 充 実

震災体験 を 活か し 、 教科や領域 を 越 え 、 学校教育全体 を 通 し て 、 防災思想、の浸透 を

図 る 。 地域の災害 を 学 び、 身 近 な 災害か ら 身 を 守 る ス キ ル と 1) テ ラ シ ー を 養 う 。 ま た

全国唯一の県立舞子高校の 「環境防災科」 の 充実 を 図 り 、 防災指導者 を 育成すべ き で

あ る O 防災教育 は 安全 ・ 安心の社会 を 構築 す る 積極的 な も の で な け れ ばな ら な い 。 次

世代への メ ッ セ ー ジ で も あ る O

3 ) 学校防災体制の一層の整備 ・ 充実

地域 と の 連携 を 強化 し 、 危機対応 を 含め た マ ニ ュ ア ル を作成、 点検 し 、 災害時 に 混

乱 を 起 こ さ ぬ よ う 備 え を 固 め ね ばな ら な い 。 災害時 に避難所 と な る 学校 は 、 地域の安

全 ・ 安心の礎であ る 。

4 ) 震 災 ・ 学校支援 チ ー ム (EARTH) の活動 を 通 し た学校防災体制 の 充 実

学校で の避難所開設訓練な ど を 通 じ て 、 地域に お け る 専 門 集団 と し て の EARTH の

位置づけ を確立 し 、 全 国 の 学校紡災体制 の 整備 ・ 充実 に あ た る べ き で あ る 。

2 . 検証テー マ 「被災児童 ・ 生徒の心のケ アJ
。検証担当 委員 馬殿耀子 ・ 兵庫県臨床心理士会副会長

上 取 り 組み の成果 と 課題

( 1 ) 復興過程に お け る 先導的な取 り 組み 、 仕組み

1 ) 教育復興担当教員 に よ る 心の ケ ア

カ ウ ン セ ラ ー が行 う 心の ケ ア の分野で、 教育援興担当教員 は 大 き な 役 割 を 果 た し た 。

教師 な ら で は の 方法で成功 し た 。 担任で は な い が、 個別 的 な 児童 ・ 生徒へ の かか わ り

が活動 の 中核 に な っ た 。 学校 と は 集 聞 の 論理で運営 さ れ る が、 個 の論理 を 置 き 、 個別j

指導 を 中心 に置 く 活動 だ、 っ た。

「声か け ・ 励 ま し ・ 日 記指導」 な ど教師の常の ス タ イ ルが80 % 。 加 え て 「生活指導 ・

学習指導で 自 信 を 持 たせ る J 支援 を 続け た 。 教師の技法 と い う よ り 自 然的 な かか わ り

で、 相談活動 も 「 日 常会話 の 中 で」 が突 出 し た 。 家庭、 保護者 と の連携、 相談に も 種

極的 だ、 っ た 。 1998年 9 月 の 台湾地震後、 現地の 日 本 人学校へ文部省が兵庫 の教育復興

担当教員 を 派遣 し た こ と は取 り 組み の 成果 を 高 く 評錨 し た か ら だ。

2 ) 臨床心理士 ら 専門 家 に よ る 心の ケ ア

カ ウ ン セ ラ ー は 、 子 ど も の か か え る 心 の 問題の レ ベ ル を 見立 て て 、 医療機関へつ な

い だ り 、 ケ ア を 超 え る 事例 で は 専 門 家 と し て担 当 し た り 、 教職員 の メ ン タ ル ヘ ル ス へ
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の 助言 を 行 っ た 。 重い喪失体験 を 持つ子 ど も に 、 心理治療の援助 を 行 い 、 教職員 に よ

る ケ ア と 協働 し た 。

3 ) 関係機関 と の連携強化

教職員 と カ ウ ン セ ラ ー の連携は コ ン サ ル テ ー シ ョ ン と し て 実施 し て い る と こ ろ が多

い 。 こ れ ま で学校 に カ ウ ン セ ラ ー が入 っ た こ と は な く 、 当 初 は 受 け 入れ側 に 十分理解

さ れて い た わ け で は な い。 兵庫県 の場合、 大震災後の協働活動 の経験か ら 違和感 な く 、

受 け入 れ ら れ た 。 し か し 、 地域関係機 関 と の連携強化の努力 は 課題で あ る 。

4 ) 震災 ・ 学校 チ ー ム ( EARTH) の設立、 被災地への派遣

2000年 に 鳥取県両部地震、 2003年 に 宮城県北部連続地震で児童 ・ 生徒 の 心の ケ ア で

現地派遣、 兵庫か ら 「発信」 し た 。 2004年の新潟県 中 越地震で は 、 心 の ケ ア と 学校再

開 を 支援。 何年の 台風23号被災の豊両市で心の ケ ア を 行 っ た 。

( 2 )  寅現で き な か っ た取 り 組み と そ の原因

1 ) 児童 ・ 生徒への緊急的心 の ケ ア対応

教職員 は震災産後、 避難所運営や 学校再開 に忙殺 さ れ、 児童 ・ 生徒の 心の ケ ア に 十

分 な 対応がで き な か っ た 。 ま た 、 必要な機関への照会が遅れ た 。 情報の 入手が遅 れ た

こ と も 対正、 の 遅 れ の 原 因 と な っ た。 専 門 機 関 へ の 連絡紹介 ル ー ト は 平 時 か ら ネ ッ ト

ワ ー ク を 作 っ て お か ね ば な ら な い 。

2 ) 心 の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒へ の対応

心 の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒 は 1998年度 の4 ， 106人 ま で増 え 続 け た 。 1995年の

震災直後は 心 の ケ ア の必要性がイ ‘分認識 さ れ な か っ た た め 、 き め細 や か な対応がで き

ず、 増 え続 け た 。 1999年度か ら は教育復興担当教員 、 一般教員 、 カ ウ ン セ ラ ー の 連携

に よ り 減少傾向 に 入 っ た 。

3 ) ニ次的影響 に よ り 心の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒への対応

ケ ア を 必要 と す る 要 国 の う ち 、 家族 ・ 友人関係の変化、 経済環境 の 変化 は 、 実数は

減少 し て い る も の の 、 率 と し て は漸増傾向 に あ る 。 明確 な 因果関係論で は 説明 で き な

い が、 経済環境の変化は社会情勢 の 変化 と と も に深刻 さ を 増す。 目 に見 え る 現象への

対花、 だ けで な く 、 発症 に い た る 無意識的 な 面 に も 視点 を 当 て る 必要があ る O 原 点 に あ

る 震災体験 と の 関 連 を 医 果関係で説明す る こ と は 困難であ り 、 関係 な し と 説明す る こ

と も 不可 能 で あ る O

2 .  1 0年の総括 と 今後へ の操業

( 1 ) 1 0年の総括

1 ) 心 の ケ ア に対 す る 理解

国 内 で は 災害、 事件の 際 の 心 の ケ ア に つ い て の寂 り 組みが一殻化 し て き た。 心 の 問

題 は 専 門 家 に よ る ケ ア だけ で な く 、 教育の場で は教職員 が実施す る 段階の あ る こ と が
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理解 さ れた 。

2 ) 教膏後興担当教員 に よ る 心の ケ ア の成果

児童 ・ 生徒に対す る 教育復興担当教員 の取 り 組み は心 の ケ ア に 大 き な 成果 を 上 げ た

が、 大 き な 特徴があ っ た 。 そ れ は 1 対 1 の 関係 を 成立 さ せ、 児童 ・ 生徒が 自 発的 に 自

ら の 内 閣 を 表現で き る 雰属気 を 醸成 さ せた こ と O こ れは カ ウ ン セ リ ン グの 基本姿勢で

あ る 。 声 か け 、 励 ま し 、 指導 と い う 教員 の 日 常的手法 を 用 い な が ら 、 日 常会話の 中 で

カ ウ ン セ リ ン グの 目 的 を 満 た し た 。

そ の結果、 2004年度 に 、 教育復興担当教員 が ピ ー ク 時 (207人) の 4 分の l 以 下 に 減 っ

て も 、 ケ ア を 必要 と す る 子 ど も た ち は ピ ー ク 時の 3 分の l 程疫 に 減 っ て い る こ と か ら 、

教育復興担当 教員 の 機能が、 他 の教職員 に 受 け継がれて い る も の と 推測 さ れる O

3 ) ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー と の連携

学校内 で 、 児童 ・ 生徒の 問題に は チ ー ム サ ポ ー ト が必要 と 認 識 さ れ る よ う に な っ た 。

ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー は 、 地域の各機関 と 学校 と の連携 に 、 コ ー デ ィ ネ ー タ ー と し て

の役割 を 担 い な が ら の 活動 も 開始 し て い る O

4 ) 震 災 ・ 学校支援 チ ー ム (EARγH) の設立

(2 )  今後への提案

1 ) 教育復興担当教員の取 り 組み を 継承 し た教育相談体制の充実

兵産県教委 は 、 生徒指導体制 と と も に教育相談体制 の 充実 を 進め て い る O こ れは教

育復興担 当 教員 が実践 し て き た心 の ケ ア 、 つ ま り 一人 ひ と り の児童 ・ 生徒 に 向 き 合い 、

じ っ く り かか わ り 、 児童 ・ 生徒の生活環境 を 考慮 し な が ら 、 健康 な 自 我 を 育成す る こ

と を 重視す る 視点 の継承 に よ っ て実現で き る O 今後、 一層 充実 さ せ る 必要があ る 。

2 ) 震災以外の心の ケ ア へ の対応

重大事件や事故 な ど、 子 ど も の危機は 、 そ の後 の 人生 に 大 き な 影響 を 及 ぼす 。 福 岡

県 は 臨床心理士 に よ る 緊急支援体制 を 組織、 1 週間支援す る 。 山 口県 は 医師、 保健師、

臨床心理士 に よ り 3 日 間 の危機対応 に あ た る O

兵庫県宇 は ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー (公立 中 学校 に 配壁、 そ の 中学校 区 の小学校 に も 対

応。 2005年度 に は全公立 中 学校 に 配置予定) や キ ャ ン パ ス カ ウ ン セ ラ ー (県立高校 に

配置) 、 ス ク ー ル ア ド バ イ ザー ( ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 未配置校 に 派遣。 全公立 中 学

校 に ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー が配置 さ れ る と 廃止) の 3 つ の制度 に よ っ て対応。 今後は

質 の 高 い 心 の ケ ア対応 チ ー ム の発足、 「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 」 と 協働 の 危機対応チ ー

ム の発足が期待 さ れ る O

3 ) 男章 ・ 生徒の ス ト レ ス マ ネ ジ メ ン ト に か か る 教職員の指導 力 の 向上

命 の 大切 さ を 伝 え る 「 い の ち の教育」 が提唱 さ れ、 一方で 「 き も ち の教育」 が求め

ら れて い る O 道徳や学級活動で 、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー と 協働 し て展 開 す る こ と が今

後の課題 と な る O 児童 ・ 生徒の発達段階 を 考慮 し た 指導案の作成 と 展開 が期待 さ れ る 。
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4 ) 命の大切 さ な ど震災体験 を 生 か し た教育の一層の充実

5 ) 心 の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒へ の対応 に 関 す る 学校 と 専門 家 、 関係機関 と の連

携強化

災害が生 じ た と き は 、 地教委や専門機関が中心 と な っ て心 の ケ ア チ ー ム を 結成 し 、

そ の 活動主体がア ン ケ ー ト や相談記録 を 保管 し 、 子 ど も の利益の た め に 開示 、 共有す

る 体制 が求め ら れ る 。 心 の ケ ア は 学校 だ け で対応で き る と は 限 ら な い 。 ス ク ー ル カ ウ

ン セ ラ 一 、 臨床心理士、 関係機関 と の連携は不可欠で あ る O

〈参考文献〉
「阪神 ・ 淡路大震災復興10年総指検証 ・ 提吉報告」 復興10if委員会 200MI三 3 月
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ドー一 一一一一阪神J決路大震刻。周年教育復興の集い
兵庫県教委 は 大震災の l 周 年 か ら 毎年、 r 1 ・ 17J 周 年事業 と し て 「教育復興の集いJ

を 聞 い て い る O

2001年度 は 「阪神 ・ 淡路大震災10周年教育復興の集い」 を 2005年 1 月 19 日 か ら 21 日 ま で

3 B 間 に わ た っ て 開催 し た 。 震災10年の大 き な 節 目 に あ た り 、 こ の集い を 「由連防災世界

会議総合 フ ォ ー ラ ム 第 4 セ ッ シ ョ ン J (地域か ら 広 が る Tい の ち J の 助 け 合 い ) に位誼づ

け た。 ま た 、 独立行政法人教員研修セ ン タ ー の r2004年度各地域 に お け る 学校安全の恭盤

と な る 指導者の養成 を 目 的 と し た研修」 と 連携 し て鑑 し た 。

間 集 い の 主保 は 兵庫県、 兵庫県教委、 教員研修セ ン タ ー 。 丈部科学省、 神 戸市教委、 兵

庫 県 市町村教委連合会が後援 し た 。

集い に は 、 全 国 か ら 約210人、 県 内 か ら 約1 ， 500人が参加 し た 。 1 月 19 日 は 全体会 と 国連

防災世界会議 フ ォ ー ラ ム 、 同20 日 は 講義 ・ 演習 、 同21 日 は 分科会が行 わ れ、 兵庫の 「新た

な 防災教育」 の 10年間 の成果 を 全国 に発信 し た 。

掴第 1 日 2005年 1 月 1 9 目

。全体会 神戸国際会議場

オ ー プニ ン グ は 県立 長 田高校音楽部が、 震災以来歌い継がれて い る 「 し あ わせ運べ る よ

う にJ (作詩 ・ 作 曲 白 井真) r 開 え る J (作詞 岩 間 芳樹、 作 曲 新見寵秀) を 合唱 。 県立盲学

校放送部の 後藤 大輝君が、 防災教育副読本 「明 日 に 生 き る 」 か ら 震災体験 を 持つ子 ど も の

詩 を 朗読 し た 。

続い て 、 震災犠牲者への黙祷、 素) 1 1 富 司 文部科学省ス ポ ー ツ ・ 青少年局長 、 武 田 政義兵

産県教育長があ い さ つ O 震 災 ・ 学校支援 チ ー ム (EARTH) 員 ら 次 の 6 人 に 感 謝状が贈 ら

れ た 。

浅堀裕 . EARTH 避難所運営班長 (県立鈴蘭台高校教諭)

神 田英幸 . EARTH 心 の ケ ア 班長 (西宮市立広 田小学校教諭)

問 中大善 ・ EARTH 学校教育班長 (淡路町立岩屋中学校教諭)

福鵠美千代 . EARTH 学校給食班長 (宝塚市立長尾小学校副主幹)

新井浩一 ・ 元県教委教育企画室指導主事 (姫路市立船津小学校教頭)

伊藤進二 ・ 県教委企画調整担当 課長付主任指導主事

最後 に 、 俳優の堀内正美 さ ん (NPO 法人阪神 淡路大震災 1 . 17希望 の灯 り 代表) が 「あ

の 日 、 あ の 時、 そ し て い ま 震災で学 ん だ こ と 」 と 題 し て 、 被災体験、 被災者組織、 ボ ラ

ン テ ィ ア 復興活動、 今後への抱負 な とマ に つ い て講演 し た 。

く〉 フ ォ ー ラ ム ボ ー ト ビア ホ ー ル
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「国連防災世界会議阪神 ・ 淡路大震災総合 フ ォ ー ラ ム 第 4 セ ッ シ ョ ンJ に 位置づけ て の

開催。 テ ー マ 「地域か ら 広 がる 「い の ち J の 助 け合い」 に 沿 っ て 県教委 と 県防災局消防諜

が企画、 準備 を 進め て き た 。 ユ ネ ス コ の ウ オ ル タ ー ・ エ ル ダ リ ン事務局 次 長 の 講演、 第 4

セ ッ シ ョ ン ・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー の徳 山 明 ・ 富士常葉学長か ら の テ ー マ提示 に 続 い て事例発

表 と パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン が行 わ れた 。

震災以後、 県教委は 家庭や地域 と 連携 し た 防災教育、 防災体制 の 整備 ・ 充実 を 推進 し て

き た が、 こ の セ ッ シ ョ ン を 通 じ て 、 学校 と 地域 ( 自 主防災綿織) が互い の取 り 組 み に つ い

て情報 を 交換 し 、 10年 間 の成 果 を 認識す る と と も に 、 今後の連携の あ り 方 に つ い て認識 を

深め た。

。事例発表

1 . I 自 主防災組織の活動J (地域で育む 「共生」 の こ こ ろ )

大石伸雄 ・ 西宮市越木岩 自 主防災会副会長

北風] 1 1 災害対策本部の設置、 住民主体の避難所運営、 問題解決。 共生 と 互助。 忘 れ な

い た め 「越木岩防災の 日 」 。 安全 ・ 安心の地域実現の キ ー ワ ー ド は信頼 と 交流、 地域 リ ー

ダ ー 、 学校 と の 連携。

2 I消訪問 の 活動J (災害 に 強い ま ち づ く り を め ざ し て )

木村忠夫 ・ 前神戸市消 防協会長 (前神戸市西消防団長)

震災当 日 は燃 え さ か る 市街 に 出動。 地域住民 ・ 事業者 ・ 行政の協働 に よ る 「防災福祉

コ ミ ュ ニ テ イ 結成。 自 分の安全は 自 分で守 る 。 助 け合い。 清訪問 の 業務、 装備、 施設の

見 宜 し 。

3 I学校 に お け る 防災教育J (家庭 ・ 地域 と 連携 し た 防災 ・ 避難訓練)

中J I I 望 ・ 太子町立太田小学校長

4 .  I 防災教育の指導者育成J (震災の教訓 を 学校教育 に ど う 生かそ う と し て き た か)

新井浩一 ・ 姫路市立掛津小学校教頭

指導者育成 シ ス テ ム の確立、 防災教育専 門 推進員 、 教育復興担当教員 、 防災教育推進

指導員 養成講座、 震災 ・ 学校支援 チ ー ム (EARTH) 、 市町防災部局 、 自 主防災組織 と の

連絡会議、 災害対応、マ ニ ュ ア ル 、 避難所運営マ ニ ュ ア ル、 防災訓練の見直 し 、 危機対応

能力 の 向上 、 命 と 共生 の教育見産 し 、 教 師 に よ る 心 の ケ ア 手法 の伝播。

。パネルデ ィ ス カ ッ シ ョ ン

@ コ ー デ ィ ネ ー タ ー

徳 山 明 ・ 富士常葉大学長

@ パ ネ リ ス ト

井上哲雄 ・ 神戸市民防災研究所長

川 崎洋光 ・ 元西宮市消防局長

高構哲 ・ 芦原市生活心理学研究所長
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小谷一 品 良 ・ 宝塚市立 西谷小学校長

園第 2 日 神戸国際会議場

。議義 ・ 演習

1 ，.学校 に お け る 訪災教育 の進 め 方j

戸 田芳雄 ・ 文部科学省ス ポ ー ツ ・ 青少年局体育官

文部科学省が進め る 防災教育や学校の危機管理 に つ い て 。

2 .  ，.気象災害 に よ る 災害 の 危機 と 安全確保の 方法」

宮沢清治 . NHK 放送用 語委員 会専 門 委員 (元神 戸 海洋気象台長)

異常気象 に伴 う 近年の気象災害の 特徴、 気象災害 を 防 ぐ た め の 基礎 的 な 知識や意識 ・

態度 に つ い て 。

3 ，.地震 に よ る 災害の危険 と 安全確保の方法」 林春男 ・ 京都大学教授

地震発生の メ カ ニ ズ ム と 南海 ・ 東高海地震 に よ る 被害予測 な ど を 踏 ま え た被害軽減の

た め の社会の対策や 防災率先 市民 と し て の あ り 方 に つ い て 。

4 .  ，.総合的 な 学背 の 時 間 に お け る 防災教育の 進め 方」 村 川 雅弘 ・ 鳴 門教育大学教授

「総合学習」 の 取 り 組み を 通 し て 防災教育 に 必 要 な 主体的 ・ 協 同 的 な 問 題解決能力 を

い か に 育成す る か に つ い て 。

盟第 3 日 付AT 神戸 4 施設 5 会場

。分科会

「家庭、 地域社会 と 連携 し た 学校 に お け る 効果的 な 防災教育 ・ 安全活動 の 進め 方j がテ ー

マO 幼稚 園 、 小学校、 中 学校、 高校の各部会 は 実践発表 2 件 ( う ち ] 件 は 兵庫 県: か ら ) 、

質疑応答、 指導助言 を 行 っ た 。 心 の ケ ア 部 会 で は 「板神 ・ 淡路大震災の教訓 を 生 か し たJ

の テ ー マ で、パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン を 実施 し た 。

上 幼稚園部会 人 と 肪災未来セ ン タ ー

@ 発表者

「生 き 生 き と 遊ぶ 中 か ら 安全 な 行動がで き る 幼児の育成 を め ざ し て 一 保護者や地域 の 人

と の か か わ り を 通 し て」

岡本美枝 ・ 関 山 県 出 陽町立双葉幼稚園 長

「家庭 ・ 地域 と と も に あ ゆ む 防災教育 一 震災 か ら の 取組」

吉村乃子 ・ 神戸市立東灘 の ぞみ幼稚閑教諭

・ 指導助 言者

湯 川 秀樹 ・ 悪徳学園大学短期大学部助教授

2 . 小学校部会 JICA 兵塵国際セ ン タ ー

・ 発表者
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め よ う ! 津波の高 さ に負 け な い意識 ! ! 一 来 る べ き 高海地震 に備 え て」

市 J l I 典子 ・ 高知市立浦戸小学校長

「地域 と 学ぶ北但大震災」

古橋衛、 原 田 正己 ・ 農 関 市立港東小学校教諭

. 指導助言者

渡辺正樹 ・ 東京学芸大学助教授

3 . 中学校部会 ひ ょ う ご間際プ ラ ザ

・ 発表者

「家庭、 地域社会 と 連携 し た学校 に お け る 効果 的 な 防災教育 の 進 め 方」

飯塚鉱二郎 ・ 埼玉県八潮市立八潮 中 学校教諭

「 ひ よ ど り 台防災 ジ ュ ニ ア チ ー ム の活動紹介」

浜 田昇明 ・ 神戸市立鴇台 中 学校教頭

・ 指導助言者

西 岡伸紀 ・ 兵庫教育大学教授

4 . 高等学校部会 JICA 兵庫閤際セ ン タ ー

. 発表者

「静関 県 の 防災教育」

御宿正:土 ・ 静岡 県教委高校教育課指導主事

「板神 ・ 淡路大震災の教訓 を 生.か し た新 た な 防災教育 の展開J

諏訪清二 ・ 県立舞子高校環境防災科長、 教諭

・ 指導助言者

斎藤敦能 ・ 武蔵丘短期大学教授

5 副 心のケア部会 県立美術館

・ パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン

「阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 生 か し た児童生徒の心の ケ ア の充実 を め ざ し て」

. コ ー デ イ ネ ー タ 一

花 田雅憲 ・ 近畿大学名誉教授

・ パ ネ リ ス ト

馬殿種子 ・ 兵庫県 臨床心理会副会長、 県立但馬や ま び こ の郷所長、 復興10年委員 会委員

清水長男 ・ 北海道新冠町立美宇小学校長

釆女智津江 ・ 丈部科学省 ス ポ ー ツ ・ 青少年局健康教育課健康教育調査官

神 田 英幸 ・ 酉宮市立広 田小学校教諭、 教育復興担当教員 、 EARTH 心 の ケ ア班長

様々 な 災害 と 心 の ケ ア 、 大震災以降の取 り 組み 、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ 一 、 教育復興担当

教員 の役割 と 成果、 大震災の教訓 は ど う 生か さ れた の か、 学校 に お け る 心 の ケ ア 体制 の確
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。 フ ィ ール ド ワ ー ク

「人 と 防 災未米セ ン タ ー を 活用 し た体験学習」

く参考文献〉
「笈災を越えて一教ぢの創造的復興10年 と 明 日への歩み」 兵庫県教育委員会 2005年 3 月 31 日
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i 第三館 大震災10年の節 目 に -記録集、 行事 な ど

大震災か ら 10年の節 目 を 迎 え 、 各分野で様 々 な 被災体験 と 将来への教訓 を 発信す る 行事

や 出 版が活発 に行 わ れ た 。 教育界で も 、 ' 1 . 17J に合わせ、 2005年 1 月 か ら 記録集の発行、

震災の記憶 を 新た に し て 、 風化 を 防 ご う と い う 催 し な どが く り 広 げ ら れ た 。

1 . 兵庫県教委が 「震災を越え てJ 発行
〔教曹の創造的援興1 0年 と 暁 日 への歩み 11 0年史」 と 「防災教育大事典J )

兵産県教委 は2005年 3 月 、 大震iJUJ、 ら 10年 間 の 「新た な 防災教育」 の 取 り 組み と 将来へ

の震望、 課題 を ま と め た 「震災 を 越 え て 一教育 の創造的復興10年 と 明 日 への 歩み」 を 発行

し た 。 防災教育 の 経過 を 詳細 に た ど っ て分析 し た “10年史" で あ り 、 全国へ発信す る 兵庫

独 自 の 防災教育 の “大事典" と 呼べ る 内容。 膨大 な 資料、 図表、 写真 を 収容 、 ピ、 ジ、 ユ ア ル

な 編集 と な っ て い る o A 4 判 、 246 ペ ー ジ。

「理念J 110年間 の 取 り 組みJ 1提言J 1特集J 1資料J 1 カ ラ ー 写真特集J 1 図表」 で構成。

大震災全体の姿 と 教育分野で の被災状況、 教育復興 と 「新た な 防災教育」 の 取 り 紐み を 浮

き 彫 り に し な が ら 、 今後へ の 課題 と 提案 を 集め て い る O

「理念」 で は 、 震 災 直後 に い ち 早 く 防災教育検討委員 会 を 組織 し 、 「兵庫 の教育の復興

に 向 け てJ と 題 し た 「提言」 。 そ れ に 基づ く 「新た な 防災教育」 の 理念。 白 然災害の科学

的理解 と 防災体制 (知) 、 防災 リ テ ラ シ ー (技) 、 人 間 と し て の あ り 方、 生 き 方 しい と い

う 新た な 防災教育 の 方 向 づけ な ど と と も に 防災教育 の推進体制 を 記述 し て い る 。

110年 間 の 取 り 組み」 で は 、 学校防災体制 の 整備 ・ 充実で、 災害時 に 学校 の 果 た す役割、

避難所運営、 防災マ ニ ュ ア ル 、 校 内 防災体制。 「防災教育 の 取 り 組み」 で、 全県の推進体制 、

防災教育副読本、 地域素材 な ど教材開発の歩み を ま と め た 。 い ず れ も 県下 の小、 中 、 養護

学校で の 実践事例 を 取 り ヒ げ、 具体的 に わ か り や す い 内容 に し た 。

特色の あ る も の と し て 、 主 に他府県 に 出動 す る 「震災 ・ 学校支援チ ー ム J (EARTH) 、

全国初 の専 門 課程 「県立舞子高校環境問災科J が と り あ げ ら れた 。 「 ボ ラ ン テ ィ ア 教育 の

推進J も 重要方針 と し た 。 さ ら に 10年後 も 尾 を 引 く 「心の ケ ア J への取 り 組み に も 力 点 を

置 い た 。

「特集」 は i坂神 ・ 淡路大震災10周 年教育復 興 の 集 い 。 「提言」 は 兵庫 県 の 「復興10年委

員 会の 総括 ・ 検証」 か ら 防災教育 と 心の ケ ア への提言 を 収録 し た 。

特別寄稿 と し て 、 河合隼雄 文化庁 長官が 「震災か ら 学 ん だ こ と 」 と 題 し 、 専 門 の心 の ケ

ア に つ い て10年 間 の 感想、 を 寄せ た 。 河合長官 は 、 震災直後の 防 災教育検討委員 会の委員長

を 務 め た 。
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2 . 神戸市小学校長会 ・ 中学校長会が 「幸せ運べ る よ う に」 出版
(神戸 ・ 教育復興の現場の歩み1 0年〕
神戸市小学校長会 と 同市立 中 学校長会 は 2005年 1 月 、 大震災か ら 10年 の 学校現場 の 歩 み

を ま と め た 「幸せ運べ る よ う に 神戸 ・ 教育復興の 10年」 を 出版 し た 。 両 会 に よ る 初 の震

災記録集で 、 避難所運営や 子 ど も た ち の安否確認 に奔走 し た経験な ど震災直後の対応 を 総
括。 防災教育や心の ケ ア 、 防災拠点 と し て の 学校再建 な ど 8 章で構成 し 、 震災後の教育 目

標 な どの資料や年去 を つ け 、 記録性 を 重視 し て い る o A 5 判 、 208ペ ー ジ。

神戸市 内 で は 児童 ・ 生徒179人 と 教職員 11 人が犠牲 と な り 、 被災学校冨 は 全体の85 % を

超 え た 。 全校園 の63 % が避難所 に な っ た 。 運動場 を 掘 り 起 こ し て仮設 ト イ レ を作 っ た り 、
水 く み を し て 学校再 開 に 努力 し た教職員 ら の取 り 組み を ま と め た 。 防災教育 で は 、 避難訓

練 中 心の教】育か ら 、 震災の体験、 教訓 を 生 か し た 内容の深化、 地域 と の連携、 市民救命士

の 資格取得 な どへの広 が り を 紹介 し て い る O
復興が本格化す る な か で複雑化す る 児童 ・ 生徒の心の傷 の 問題 を ア ン ケ ー ト 結果 を も と

に解説、 教育復興担当教員 に よ る 座談会で、 地域 に根 ざ し た 防災教育の重要性 を 訴 え て い る 。

3 . 兵教組が ipのち と 教育J 発行
C 1 雌 1 7を忘れない、 阪神 ・ 淡路大震災1 0年検証の記録〕
共産教育文化研究所 と 兵庫県教職員 組合は2005年 1 月 、 教職員 の立場で大震災か ら 10年

間 の教育 の 歩み を ま と め た 「 い の ち と 教育 阪神 ・ 淡路大震災10年検証の 記録、 1 . 17 を
忘 れ な い 〕 を 発行 し た 。 A 4 判 、 261 ペ ー ジ。

「 日 本が震搭 し た あ の 日 、 あ の と き J r大震災の教訓 に学ぶ教育の創造 を め ざ し てJ rあ

の と き 、 そ し て 今J r大震災の教訓| を 生かすJ r提言」 の 5 部 と 資料編で構成。 被害の実態
を ま と め 、 10年後の現状 に つ い て は 、 心 に 傷 を負 っ た ま ま の児童 ・ 生徒の 実状 と 分析、 心

の ケ ア対策 を 重点 に 記述 し て い る O ま た教育復興担当 教員 の 実践 に つ い て は 特 に詳細 に取

り 上 げ た 。

防災教育 で は 、 「命の大切 さ 」 を 伝 え 、 人権、 共生の学習 を 力 説、 震 災の教訓 を 生かす
こ と 、 地域 と の 連携 を 強調 し て い る 。

兵教組 は 1995年 1 1 月 に 「阪神 ・ 淡路大震災 と 学校一 教育現場か ら の発信」 を 発行、 教育

の復興 に つ い て提言 を 行 っ た 。 今 回 の 「 い の ち と 教育」 で、 提言の具体化 と 現状 を ま と め

て い る O 防災教育 の見 直: し 、 妨災の観点 に 立つ教育 の 改革、 防災都市づ く り と 学校の役割、

避難所 に な っ た 学校の管理 ・ 運常、 被災学校の復旧 と 復興、 心 の ケ ア 、 共生社会の創造な

ど広範 に わ た る 。 学習指導要領の抜本的改訂 に つ い て は 、 「特別活動 に お け る 訪災教育 の
見直 し が行 わ れた と は 言 い が た い」 と し て い る 。

こ の ほ か、 県 立舞子高校の 環境 防災科、 震 災 ・ 学校支援 チ ー ム (EARTH) に つ い て 、
授業風景や被災地へ の 派遣活動 を と り あ げて い る O
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新 た な 「提言」 は 「防災文化創造へ 向 け て 」 と 名 づけ て い る 。 提言の 項 目 は次の と お り O

1 . 震災 の教割 を 生 か し た防災教育の推進

①子 ど も た ち の 人 間 的 成長 を は ぐ く む 防災教育、 ②地域学習 の推進、 ③教職員 の研修、

④ EARTH の役割、 ⑤防災教育の研究開発の推進

ι 共生社会 に 舟 け た実践の深化

①共生教育の推進、 ② ボ ラ ン テ ィ ア 活動の推進

3 . 心のケアの普遍化

① 日 常 的 な 「心 の ケ ア 」 、 ②関係機関等 と の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り 、 ③教職 員 の メ ン タ ル
ヘ ル ス

4 . 被災 し た 子 ど も た ち の教膏 ・ 進路の保障

①学校教育機能 の 早期 田復、 ②緊急時 に お け る 生徒の 高校入試等 の 臨 時 的 支援措置、 ③

緊急時 に お け る 児童 ・ 生徒の 転 出 入手続 き の 簡素化、 ④教職員 の特例配置 (教育復興担当

教員等) 、 ⑤被災学校への 国産補助 制 度 の 見 直 し 、 ⑥被災 し た子 ど も ・ 保護者の教育支援

窓 口 の特設

5 . 学校施設の駒災機能の整備

①学校施設の耐震化の促進、 ②非常災害時 に お け る 学校の位置づけ 、 ③地域 と 連携 し た

防災協力体制 、 ④避難所 と し て の機能の整備、 ⑤弱者への対正、

4 . 公立学校闘で一斉に震災10年行事
〔実施率、 全 県 で97% 。 防災訓練、 紡災授業 な ど〕

大震災以後、 被災地の学校は も と よ り 、 県下全域で、 1 月 17 日 を 中 心 に 追悼集会や 防災

訓 練 な ど震災体験 を 生 か し た行事が続 け ら れて き た 。 被災10年の節 目 の2005年 は 、 全公立

学校園 の 97 % が震災関連の何 ら かの行事 を 実施 し た。 小、 中学校は全校 に 近 い 。

兵庫県教委の調べ に よ る と 、 幼稚園477 (実施率96 % ) 、 小学校818 ( 向 99 % ) 、 中 学校359
( 同99% ) 、 高校165 ( 向 86 % ) 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校34 ( 同85% ) 0 全公立 学校 国 1 ， 919校の

う ち 、 97% に あ た る 1 ， 853校で10年行事が実施 さ れた 。

行事の 内容 (複数回答) は 、 防災訓練1 ， 241 (実施割合65 % ) 、 防災教育授業788 (同41 % ) 、
追悼式673 ( 向35 % ) 、 防災教育参観授業121 ( 同 6 % ) 、 講演会98 ( 同 5 % ) 、 学習発表会26

( 同 1 % ) 、 そ の他298 ( 16% ) 0  

訪災訓練の実施が最 も 多 い 。 幼稚園、 小 、 中 学校で は 、 防 災参観授業 を 兼ね て 、 保護者

や地域住民、 関係機関 も 参加す る 形式の実施が多 か っ た 。 防災教育授業は 全県 的 に 実施 さ
れ、 追悼式 は被災地 の 学校闘が中心だ、 っ た 。

震災 を 特定地域の 特殊 な 出 来事 と し な い た め 、 r 1 . 17 は 忘れ な い」 の 患 い を 新 た に 、 震

災の教訓 を 継承す る 機会 と し て今後 も 開催、 命 の 大切 さ や 人 開 の あ り 方、 生 き 方 を 主体的

に 学 ばせ る よ う 、 さ ら に 取 り 組み に工夫が求め ら れて い る O
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(表 1 ) 震 災 1 0周 年 に 関 す る 教資活動

震災1 0照年行事の 実施状況

震災1 0周年行事の実施内容

校穣別内 訳

[複数回答]

追悼式 講演会 防災教育参観授業 防災教育授業 学習発表会 防災訓練 そのf也
幼 干生 国 91 

子泣らー 校 317 
中 子泣2ー4 校 167 
F古司 等 寸戸Zー与 校 88 
言 ・ 聾 ・ 養 護学校 10 I 

計 673 

主 な 実施校園 は 次の と お り O
〈防災教育〉

4 
31 
49 
14 
O 
98 

19 142 2 392 58 
98 450 17 565 123 
3 162 5 175 63 

28 l 83 44 
。 6 l 10 

121 788 26 298 
(兵庫県教管委員会)

・ 北淡町立野島小学校 (震災当 時 2 年生で、 同級生 を 失 っ た 卒業生が語 り 部 と し て後輩 に
体験談)

仁井小学校 (震災公 園 で語 り 部の話 を 開 い た )
・ 県立和 田 山養護学校 (児童 ・ 生徒 と 保護者 に災害時の心構 え を 講話)
・ 高砂市立伊保幼稚園 ( 防災 と ボ ラ ン テ イ ア の 日 集会)

・ 三 田 市立広野小学校 (参観 日 と 防災訓練 を あ わせ て 実施)
@ 福崎町命立八千種小学校 ( 1明 日 に 生 き る 」 の 学習 を 通 し て体験作丈)

・ 姫路市立 111 揚 中 学校 ( テ レ ピ を 利用 、 全校 4斉の 防災集会)

・ 南あ わ じ 市立志知小学校 ( 学校の 1 日 を 500c巳の水で、 過 ご、 し た )
〈防災留11練〉

・ 稲葉 町立加古小学校 (東南海地震想定の避難訓練、 保護者ヘヲ i き 渡 し)

・ 社町立鴨 川 j小学校 (地域 自 主防災組織 と 合間 で避難所開設訓練)

・ 夢前 町立置塩小学校 (校区総合防災訓練 と 炊 き 出 し)

・ 一宮 町立郡家小学校 (消防、 警察、 消 防 園 、 防災組織 と 総合訓練)

・ 西宮市立脇 浜 中 学校 ( 防災倉庫 の説明 と 担架 に よ る 搬送訓練)
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- 明石市 (市立明石小学校で市内 の親子が避難所体験合宿)

@ 豊 両市立港西小学校 (参観授業 中 に 地震避難訓練)

・ 神戸市立板宿小学校 ( 6 年生が避難者役の住民 を 車い す で誘導)

・ 五色 町立都志小学校 (消防署の協力 で低学年が煙の 中 を 避難訓練)
・ 県立香寺高校 ( 三角 巾法の基本 と 負傷者搬送 を 実習 )

・ 県立淡路高校 (小学校、 保育所、 老人会 な ど を 総合訓練)

・ 上郡町立梨ケ原小学校 (消火器具の搬送体験)
〈メ モ リ アJレ〉

・ 神戸市立稗旧小学校 (震災資料展、 被災時児童の作文公開)
• 1 口神戸市立二宮、 若菜小学校 (震災当 時 の 自 分の手紙 を 10年後 に 配達)

・ 神戸 市立真陽小学校 ( 10年 前の児童 の作文 を 郎読)
・ 芦屋市立精道小 学校 (新校舎 に 震災資料 コ ー ナ ー 設置決め る )

・ 神戸市本産小学校 (震災で止 ま っ た シ ン ボ ル の時計護活)

・ 西宮市立広 田小学校 (犠牲見童 2 人の鎮魂モ ニ ユ メ ン ト 完成 )
・ 神戸市立飛松中 学校 (犠牲生徒 し の ぶ石組み の そ ニ ユ メ ン ト )

ク 春 日 野小学校、 葺合中学校 (折 り 鶴で モ ニ ュ メ ン ト )
炉谷中 学校 (復興テ ー マ に ち ぎ り 絵)

・ 県立鈴蘭台高校 (学校新開 が震災特集24号発行)
・ 県立淡路高校 (放送部が ド キ ュ メ ン タ リ ー 製作)

・ 淡路 島 の小学生 (津名 目Iの 「神戸 の 壁」 前 で合唱 コ ン サ ー ト )

・ 県立宝塚北高校、 西宮高校 (神戸復興物語の合同 ミ ュ ー ジ カ ル)
・ 県立鈴蘭台商高校 (鎮魂の た こ 揚 げ)

・ 尼崎市立立花 中 学校 (鎮魂 と 未来へ の 決意 を 歌声で)

・ 加古川 市立陵甫 中 学校 (全校生が葉書半分大 に描 い た ひ ま わ り を 集め て 大 ひ ま わ り の絵)
・ 神戸市立太 田 中 学校 (区民の集い で 2 年生が合唱)

・ 神戸市立長田 区 ( 区 内 6 中 学校吹奏楽部が合 同演奏会。 佐渡裕 さ ん の指揮 で ア メ リ カ ン ・
シ ン フ ォ ニ ー )

・ 丹波 市立芦 旧小学校 (丹波へ移住 し た被災者か ら 体験談聞 く )
@ 加古 川 市立 山 手 中 学校 (犠牲者6 ， 433人の 顔 の絵、 ス テ ン ド グ ラ ス に 思 い を 込め 、 詩 の

朗読)

@ 南 あ わ じ市立阿万小学校 ( 運動会の 組立体操で復興 を 表現)

・ 神戸市立丸山 中 学校、 室 内小学校、 西野幼稚園 (地域合同 で 集 い 。 学習発表、 鼓話演奏)
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5 . 兵教組が震災と 教育を考え る シ ン ポ ジ ウ ム
〔震災の教訓 を 生 か し 、 子 ど も た ち の人間的成長を 育む教育の創造を テ ー マ に 〕

兵産県教職員 組合は2005年 1 月 16 日 、 神戸市 中 央 区 の ラ ッ セ ホ ー ルで 「震災 と 教育 を 考

え る シ ン ポ ジ ウ ム 」 を 開 い た 。

1997年か ら 続 け て い る 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム (2001年 は 国 内 ) で 、 今 回 の テ ー マ は 「震災の

教訓 を 生か し 、 子 ど も た ち の 人間 的 成長 を 育 む教育 の創造 を 」 。 中 国、 イ ン ド、 フ ィ リ ピ ン 、

ト ル コ 、 米 国 か ら 教員 組合、 小学校教師、 心 の ケ ア 担 当 者 ら 海外か ら 17人、 国 内 か ら 約300

人が参加 し た 。

桂正孝宝塚造形芸術大学教授 を コ ー デ イ ネ ー タ ー に 、 午前 中 は 海外参加 国 か ら 地震体験

と 防災活動の 報告、 午後は 圏内被災地か ら の報告、 意見交流が行 わ れ た 。 国 内 か ら は 絞神 ・
淡路大震災ばか り で な く 、 前年の台風23 号 に よ る 豊 岡市 内 の 大水害、 新潟県 中 越地震 も 報

告 さ れ た 。
ト ル コ ・ ア ク コ チ小学校 の ゼ ブ ラ ・ ニ ハ ル ・ イ ピ シ ョ ー ル教諭 は 、 「 ト ル コ 大地震で心

の傷 を 残す児童 に つ い て 、 先生が子 ど も の心 を 把握 し て 支 え て い る 」 と 教諭 の役割 の重要

性 を 強調 し た 。 教育復興担 当 教員 の西宮 市立広 田小学校の神 田 英幸教諭 は 「子 ど も た ち に
将来、 地域防災活動 を 担 っ て も ら う 意味で も 防災意識 を 高 め る 教育が必要 だ、」 と 話 し た 。

桂正孝 コ ー デ イ ネ ー タ ー は 「生 き る 力 の ひ と つ に 『防災』 が位置づけ ら れ る ほ ど、 大震

災 の あ と 前進が見 ら れ る O 以前の安全教育 の枠 に お さ ま ら な く な っ た 。 日 本で も 、 自 分の

命 は 自 分で 守 る と い う 米 国 の 考 え 方 が広 ま っ て き た 。 し か し 、 貧 困 、 福祉 な ど教育 だ け で

片づか な い状態 も 見 ら れ る 。行政に つ い て も 横 の ネ ッ ト ワ ー ク が必要 と い う こ と を 学 ん だJ
と 総括 し た 。

〈参考文献〉
「震災を越えて 教育の復興10年 と 明 白への歩み」 兵庫県教育委員会 2005年 3 月 31 El 
「いのち と教育一阪神 ・ 淡路大震災10{ド検5正の記録 1 . 1 7 を忘れない」 兵庫県教育文化研究所 ・ 兵庫県教戦員組
合 2005年 1 月 16 日
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ド白命 5 年 目 の震災 ・ 学校支援チ ー ム (EARTH)

震災 ・ 学校支援チ ー ム (EARTH) は 、 大震災か ら 5 年後の2000年 4 月 に設 置 さ れた。 2004
年度の大震 災10年 に 「満 5 歳」 と な っ た。 震災時 に全国か ら 受 け た応援 に 報 い る た め 、 他

府県で災害が起 き た と き 、 学校再 開 を 支援す る 教職員 の 組織で あ る O 「新た な 防災教育」

と い う 大震災の経験 と 教訓 を 生か し た 兵産独 自 の 防 災教育体系 は 、 「兵庫 か ら の発信」 を

掲 げて い る が、 EARTH は 、 そ の 「発信力」 で あ り 、 「機動部 隊」 、 「実践 集 団」 で も あ る O
設置以 前 の 1 999年 に 、 ト ル コ や 台湾の大地震の 際、 す で に 現地へ支援の実績 を 持 っ て い た。

(表 2 ) 2004年度鍵災 ・ 学校支援 チ ー ム (EARTH) 員 内駅

小学校(市立養護学校を含む)
教諭 養護教諭

! 神 戸 5 ! 
阪神南 3 1 

i肘lþ �ヒ 生 1 

東播磨 2 。

jヒ播磨 4 1 
中播磨 4 

西播理署 7 O 

! 113. 馬 i 8 I 
i 丹 波 5 

淡 路 7 O 
sc 

合 計 49 I 7 1 

避難所運営班
神 戸
阪神南
阪神北

東播磨

北播磨

中矯燈
西播磨

但 馬
丹 波
淡 路

s c  
合 計
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7 
3 
4 
3 

2 
3 
3 
5 
2 
5 

37 

事務織員 栄養職員
。 2 

1 1 
。 2 

O 
O l 

。
1 l 
1 。
O i 2 

6 10 

字干又叙宵却土
3 
3 
3 
2 
2 
3 
3 
3 
4 

3 

29 

中学校 高等学校(中等教育学校を含む)
教諭 |養護教諭 (事務職員 :栄養職員 j 教諭 養護教諭 事務職員 実習助手

2 1 。 。 7 O 。 1 

l 1 2 。 。 1 。 。
6 。 。 。 。 。 1 。
2 1 1 。 2 。 l 。
3 。 O ! 1 ! 。 。 O 。
4 1 。 。 。 1 O 。 。
3 。 。 。 。 。 。 。
2 0 1 。 。 。 。 。 O 
3 O 。 1 l 。 O 。
3 1 l 2 。 I 。 。 O 。

29 4 5 2 1 1  1 1 I 
心のケ ア班 学校給食班 合計

6 3 19 

3 2 1 1  

3 4 14 

3 3 1 1 

3 3 10 ! 
3 2 1 1 

3 2 1 1  

2 3 13 
4 2 12 

3 4 15 
戸J 5 

38 28 132 

(兵庫県教脊委員会)

sc 合計

19 
11 
14 
11 
10 
11 
11 
13 
12 
15 

5 i 5 
5 132 



2000年の発足の 年 に は 、 北海道有珠 山 噴火、 鳥取県西部地震で出動、 1 999年は宮城県北

部地震で、 そ れぞれ、 心の ケ ア や学校再開へ、 阪神 ・ 淡路大震災の経験 を 生か し た支援 を
行 い 、 ノ ウ ハ ウ を 伝 え て い る O ま た 、 他県の研修会の講師 と し て も 派遣 さ れ た 。 平常時は

主 と し て 「新た な 防災教育」 の指導、 推進 に 寂 り 組ん でい る O

構成員 は 、 指導員養成講座 「上級編」 修了者、 防災教育推進担当 、 教育復興担当 、 学校

栄養職員 、 養護教諭、 事務職員 で震災対策経験者 ら o 2004年度 は 132人。 「学校給食J 、 「学

校教育 」 、 「心の ケ ア 」 、 「避難運営」 の 4 班構成。

2004年度 は 台風23号 に よ る 但馬地区大水害、 新潟県 中 越地震で、 初 め て の 本格的 な 大規
模活動。 成果 を 上 げた半面、 課題 も は っ き り し た 。 2005年度 は ス マ ト ラ 沖 地震、 大津波の

被災地へ も 派遣 さ れた 。
構成員 数の推移は2000年度90人、 2001年度104入、 2002年度11 1 人 、 2003年度120人。

1 . 災害地ヘ支援派遣
〔台風23号 ・ 但鶏地域水害へ29人〕

2004年10月 初 日 、 大阪 ・ 泉佐野 に 再上陸 し た 台風23号 は 、 兵庫県の広 い 範 囲 で豪雨 と な

り 、 死者23人。 住宅被 害 は全壊650棟、 半壊5 ， 866棟、 床上浸水1 ， 674棟、 床下浸水9 ， 5311来

な ど大 き な被害 を も た ら し た 。

特 に但馬地域で は 、 円 山] 1 1 の堤防が決壊 し 、 ピ ー ク 時 に は 、 学校関係だ け で も 21校 に 1 ， 668
人が避難 し た 。

県教委 は 、 豊 岡 市教委 の 要請 を 受 け 、 10月 21 日 か ら 29 日 ま で、 4 陣 に 分 け て計29 人 の

EARTH 員 を 派遣 し た 。 EARTH は小学校避難所 な どで、 避難者 の 名簿作成、 配給物資 の

搬入、 搬 出 、 配分。 校舎内外の清掃、 夜 間 見 回 り O 電話に よ る 安否確認。 市教委 と 避難所

運営打 ち 合 わせ、 住民 と の話 し 合 い 、 学校再開への準備 な ど多忙な作業 を こ な し た 。

〔新潟県中越地震で先行調査。 心のケ ア 、 避難所軍営班長 、 事務局職員 3 人派遣〕

2004年10 月 23 日 、 M ( マ グ ニ チ ュ ー ド) 6 . 8 の 新潟県 巾 越地震が発生。 さ ら に l 時 間 以

内 にM6 . 0、 6 . 5の 強 い余震が続 き 、 震度 6 強 を 記録。 死 者40入、 住宅被 害 は 全壊2 ， 803棟、

半壊 1 万1 ， 953棟 (2005年 2 月 4 日 現在) の 大災害 と な っ た 。

兵庫県教委は 、 被災地の学校避難所運営、 児童 ・ 生徒の心の ケ ア に つ い て 先行調査 し 、
支援方策 を 検討す る た め EARTH 員 2 人 と 事務局職員 l 人 を 、 10月 26 日 か ら 28 日 ま で派遣

し た 。

3 人は 薪潟県教委で状況説明 を 受 け 、 長 両 市 3 校、 小千谷市 3 校、 十 日 町市 2 校の避難
所 に 入 札 実態調査 を 行 っ た 。 避難所 は 市職員 中 心 に 運営、 教職員 がサ ポ ー ト 、 児童 ・ 生
徒 は 気持 ち が高ぶ っ て お り 、 教職員 に疲労の色、 避難所生活の 長期化予想、 な ど問題点が報
告 さ れ た 。
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〔新潟県中越地震で支援派遣。 心のケ ア 、 避難所運営 、 学校教育班 6 人〕

先行調査か ら 支援方策 を 検討 中 に 、 新潟県教委か ら 要請があ り 、 EARTH 員 6 人 を 派遣
し た 。

現地で は 、 全村避難 し た 山古志小学校、 中 学校、 地 区 の全員 が避難 し た 長 岡 市の太田小

中 学校の児童 ・ 生徒が避難 し て い る 長 両 市 内 の 避難所で、 健康観察や学習支援 を 仔 う と と

も に 、 教職員 を対象に研修会 を 開 い て 、 児童 ・ 生徒 を 注意深 く 観察す る こ と 、 震災の影響

が表れて い る 児童 ・ 生徒 に接す る 姿勢 な ど に つ い て ア ドバ イ ス し た 。 ま た保護者への心の

ケ ア の重要性 を 説 明 し 、 現地の教職員 と と も に避難所 を 回 っ て 開 き 取 り を 行 っ た 。

さ ら に 学校再開へ向 け て 、 教室の確保や そ れ に 伴 う 避難所の移動 に 関す る 被災住民 と の

協議の進め 方 を ア ドバ イ ス し 、 学校再開 の準備支援 を し た。

2 . 他府県研修会へ講師派遣
. 2004年 6 月 15 日 三重県防災セ ン タ ー教職員研修 (浅堀裕 ・ 県立鈴葡台高校教諭)
• 2004年 8 月 25 日 三重県盲 ・ 聾 ・ 養護学校防災委員 会、 県立 き ら ら 学因 坊災研修会 (林

敏朗 ・ 兵庫県教委阪神北教育事務所防災教育専門推進員)
. 2004年12月 初 日 宮城県防災教育指導者講習会 (伊藤進二 ・ 兵産県教委企画調整担 当 課

長付主任指導主事)
・ 2005年 1 月 22、 23 日 新潟大学人間科学部講座 「被災地 に お け る 心の ケ ア (森 岡 昭 ・ 神

戸市立井二吹西小学校教諭」

3 .  EARTH 員の 日首取 り 組み (防災教育実態調査か ら )
@ 地域 の 防 災 コ ミ ュ ニ テ ィ ー と 常 に連絡 を 取 り 合い 、 学校中心 の 地域防災 を 検討。

@ 他校の 防災教育実践例 を 白 校 に 紹介。
@ 地域 の 消 訪 問 に 入 団 し 、 分団長 を 務 め て 、 防災研修 を 実施0
• EARTH 員 の必 需 品 を 自 家用 車で携行。

• EARTH の 活動 を 職員 会議で報告。

・ 学校が避難所 に な る 場合 に備 え 、 備 品購 入 を Ttî の 担 当 者 に 要請。
• EARTH の訓練 ・ 研修で学 ん だ心の ケ ア を 保健室での対応 に生か し て い る 。

@ 校区 内 の マ ッ フ。づ く り 、 校区巡視で地域 を 把握。

4 .  EARTH 員 か ら の提案 (隣災教育実態調査か ら )
@ 避難所開 設 に 必 要 な 丈書の禄式や 防災資料 ・ 情報 を イ ン タ ー ネ ッ ト の ホ ー ム ペ ー ジ に公

表、 EA沢TH の 認知度 を 高 め る 広報活動。
• EARTH 組織の 活性化 の た め 、 メ ン バ ー を 入れ替 え 、 若返 り を 図 る O

@ 近隣校への EARTH 員 派遣 プ ロ グ ラ ム を 確立。
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- 地域 の 防災 ネ ッ ト ワ ー ク と 連携強化。

・ 各市、 各地区で実施 さ れ る 防災訓練に EARTH 員 と し て参加。
• EARTH 員 が訓練 ・ 研修 を 計画 、 立案、 実施 し 、 総合能力 を 身 に つ け る O

・ 炊 き 出 し 訓 練 を 様 々 な 条件設定で実施。
@ 被災地での栄養指導の た め の マ ニ ュ ア ルづ く り O
@ 専 門性 を 高め る と 同時 に 、 他班 と の連携強化 を 図 る 。

5 .  EARTH の活動に新た な課題
〔水害 と 震災 で異 な る 対応。 活動マ ニ ュ アル見甚 し へ〕

台鼠23号 に よ る 豊 詞 市水害 と 新;潟県中越地震の被災地で EARTH は 設置以来初め て 大規

模派遣 を 行 っ た が、 豊 岡 の よ う に水が引 け ば家 に 戻 れ る 水害 と 、 全半壊 し た ら 長期 間 、 自

宅が確保で き な い 震災で は対応 に大 き な 違 い が出 る こ と が分か っ た 。 「避難所開設が数 日

間 で終わ っ たふ 「被災者の避難所 出 入 り が激 し く 、 避難者数の把握が運営組織づ く り に 苦

労 し たム 「汚水 に浸 か っ た 学校で、 は消毒が必要」 な ど阪神 ・ 淡路大震 災 の 経験か ら つ く ら

れ た マ ニ ュ ア ル で は対花、で き な い 、 混乱 を 経験 し た 。

中越地震 で は 、 避難所 を 地域住民主体で運営、 被災者に し っ か り し た つ な が り があ っ た 。
こ れ も 阪神 ・ 淡路大震災 と は 異 な る も の だ っ た 。

大震災 を モ デル に し た マ ニ ュ ア ル は 「長期 の避難生活」 を 想定 し て い る た め で、 災害 ご

と の実態 に対応す る 必要性が立�，ばれた。
こ う し た 派遣経験 を も と に2005年度 に 、 活動マ ニ ュ ア ル を 見宣 し た り 、 EARTH 設置要

綱 に 「被災地への先行調査」 を 活動 内 容 に 盛 り 込む こ と に な っ た 。
ま た 、 勤 務 校 の 都 合 で 、 EARTH の 急 な 要 請 に 応 じ ら れ な か っ た ケ ー ス も あ り 、

EARTH の役割 を 各校が も っ と 理解 し 、 自 校の 教職員 を す ぐ送 り 出 せ る 体制 づ く り も 求め

ら れた 。

6 .  Jむのケアのノ ウハウ 、 EARTH 全員が習得へ
2005年度 � の EARTH 運営委員 会で、 心 の ケ ア の ノ ウ ハ ウ を 全員 が習得す る こ と な ど を

決め た 。
EARTH は 「避難所運営」 な ど 4 つ の 班 で構成。 「心 ケ ア 班」 が、 児童 ・ 生徒 の 心 の 傷

対策 を 担当 し て い る O 今後は 全 メ ン バ ー が現場で生かせ る 心の ケ ア の 手法 を 身 に付 け 、 社

会情勢の 変化 に も 対応す る こ と に な っ た。
く〉

EARTH 運営で は 、 県 下 10地 区 に リ ー ダ ー と サ ブ リ ー ダ ー を 置い て 、 地域の諜題 に 応 じ
た 訓京束や石庁{彦 に 耳又 り 存立む こ と に な っ た。
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7 . ス マ ト ラ沖地震で 4 入派遣
2005年 5 月 と 6 月 に ス マ ト ラ 沖地震で被災 し た ス リ ラ ン カ と イ ン ド ネ シ ア へ EARTH 員

4 人 を 派遣 し た 。 ス リ ラ ン カ で は コ ロ ン ボ、 イ ン ド ネ シ ア で はパ ン ダ ア チ ェ で助 言活動 を

行 っ た。

〈参考文f説。
f 震災を越えて一教育の復興10年 と 明 日への歩み」 兵庫県教育委員会 2005年 3 月 31 日
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第五節 県立舞子高校環境防災科か ら 初 の卒業生

1 . 全国初の紡災専門学科、 l 期生39人巣立つ
2005年、 震災10年の節 目 の年 の 2 月 28 日 、 県立舞子高校環境訪災科の I 期生39人が卒業

し た 。 同 科 は 、 仮神 ・ 淡路大震災の教訓 を 生か そ う と 、 防災の専 門学科 と し て 2002年 4 月
に創設 さ れた 。 様々 な 環境問題 と と も に 、 地震や火災、 風水害 な どの防災 に 関す る 科学知

識や技能 を 座学 と と も に 実践 を 織 り ま ぜ な が ら 、 総合的 、 学際的 に学 び、 2 1 世紀の社会づ

く り に 貢献で き る 人材 の育成 を め ざ し て い る O

〔教育理念の三本柱〕

。 大震 災 を 教訓i に 自 然環境 と 社会環境の 関 わ り か ら 防災教育 を 推進。 共生社会 に お け る 人
間 の あ り 方、 生 き 方 を 考 え さ せ る O

O 大学や研究機関 、 防災関係機関 と 連携、 実践的 、 体験的 な 学腎 を 進 め 、 主体的、 自 発的
な 行動力 を 育 成す る O

O 白 然現象の メ カ ニ ズ ム や災害 と 人 開 社会 の 関 わ り の学習 を 通 し て 、 災害対応力 を 身 につ

け る O
fThi此 Globally . Act Locally J (地球規模で考 え 、 地域で活動す る ) 人 間 の育成。

l 期生 は 全員 が小学 2 年生の時、 神戸や西宮 で被災 し た 。 環境防災科担当 に な っ た 諏訪

清二教諭 は英語の先生で、 生徒 を 受け 入 れ る ま で、 前例 な し 、 経験な し 。 ぞ ロ か ら ス タ ー
ト し て 、 体験学習 を 大 き な 柱 に 学習 に取 り 組 ん だ。 生徒は地震や津波の メ カ ニ ズ ム 、 ま ち

づ く り 、 心 の ケ ア な ど妨災 を 幅広 い角 度か ら 学 び、 小学生 と の共同学習、 台風23号被災の

豊 岡 市で ボ ラ ン テ ィ ア 、 新潟県 中 越地震での募金活動 に も 参加 し た 。 修学旅行先 に 、 北海
道有珠山 噴 火の被災地 を 選ん だ。 六 甲 山 に登 っ て 危 険箇所 を チ ェ ッ ク 、 地域の 防災マ ッ プ
作成、 消 防学校 に 泊 り 込 ん で の訓練体験な ど も 重ね た 。

〔教科の概要〕

自 然環境 で は 、 地学 を も と に 「環境 と 科学J o 1 年生 の 基礎科 目 で、 災害の メ カ ニ ズ ム

や 防災 の 知識習得が狙い。 2 年、 3 年 は 「 自 然環境 と 防災」 を 連続履修 し 、 環境 と の付 き
合い方 を 学ぶ 。

社会環境 で は 、 1 年生が 「災害 と 人間 」 。 大震災 に 学 び、 外部講師 に よ る 授業、 校外学
で 「命の大切 さ J f助 け合い の す ば ら し さ J を 学ぶ 。 2 年、 3 年生 は 、 防災理論 と し て 「社

会環境 と 防災」 を 連続履修。
「人 と 社会J は 2 年生。 ボ ラ ン テ イ ア 、 福祉、 心の健康が 3 つ の柱。 2 、 3 年生 の 「 ア

ク テ イ ブ防災」 は 活動面で、 ま ち に 出 る 授業、 ま ち づ く り を 考 え る O ネ パー ル と の 間 暗号交
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流 も O

社会で活濯する 「防災人」 を g指 し 、 環境
防災科を巣立つ 1 期生 ら 二ニ県立舞子高校
(神戸新聞社提供)

「卒業研究」 は震災体験 を 記録 し た冊 子 「語 り 継 ぐ」 の作成。 後半 に 自 分 の 興味あ る 分
野の研究 を 深 め 、 論文、 ビ デ オ 、 絵本、 模型、 ゲー ム な ど に ま と め た 。

2 . 学曹の成果残 して卒業
〔震災体験 を 冊子 に 。 「卒業研究」 の第 1 弾〕

環境防災科 l 期生 の 3 年生39人 は 「卒業研究」 と し て 、 小学 2 年生の 時 の震災体験 を 冊
子 に ま と め た 。 1 人がA 4 暫 で 5 枚ずつ書 き 、 全159ペ ー ジ の 大作 と な っ た 。

タ イ ト ル は 「諾 り 継 く〉 。 神戸市長 旧 区 で被 災 し た 長尾 美幸 さ ん は7) は 前 日 、 電話で
話 し た ばか り の 母親が、 入院先の市立西市民病院で唯一の犠牲者 と な っ た 。 同病院で救助

活動 を し た レ ス キ ュ ー 隊員 の話 を 向科の授業で 聞 い た 。 i IT" そ の 病院で残念 な が ら 1 人 が亡
く な っ た」 と 開 い た と き は 、 つ ら い と い う 患 い と ↑毎 し い と い う 思 い で 、 ず、 っ と 下 を 向 い て
い たJ o

宝塚市で被災 し た杉 田 か な え さ ん は7) は 祖母 を 亡 く し た 。 2 階の 下敷 き に な っ た 。 「あ
と 少 し 地震発生が遅れて い た ら 、 祖母 は 2 階へ 上がっ て助 か っ た か も し れ な い。 危機一髪

で、助 か っ た 人 も い れば、 紙一重で亡 く な っ た 人 も い る O こ の差 は何か。 私 に は わ か ら な い J o

神戸市垂水区 で体験 し た 地震の体験 を 八田原納芭 さ ん (18) は 「怖 く て怖 く て怖 く て … 。
布団 か ら 出 ら れな か っ た」 。 と 振 り 返 り 、 「次の世代 に残すべ き は (被害規模 の ) 数字で は

な く 教訓じ と し 「 こ の文集冊子 は ひ と り ひ と り の体験や教訓 が詰 ま っ た教科書」 と 表現 し
た 。

陪本昂大君 (18) は 当 時 の 日 記 を 探 し 出 し 、 1 月 17 日 か ら 2 月 末 ま で を 引 用 し た 。 「朝

お き て リ ュ ッ ク に にづ く り し た よ O リ ュ ッ ク の 中 に は て ぶ く ろ 、 ぼ う し 、 1 日 分の き が え 、

か い ち ゅ う で ん き O に げる じ ゅ ん びがで き た よ J o i 日 記 を 見 て 多 く の こ と を 思い 出 し た 。
い か に忘 れて い た か思 い知 ら さ れた」 と 結 ん だ、。
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〔第 2 弾でパソ コ ン ゲ ー ム や す ご ろ く 〕

野 内 沙紀 さ ん (18) は 、 パ ソ コ ン をイ吏 っ た シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ゲー ム を つ く っ た 。 イ ン タ ー
ネ ッ ト で無料ゲー ム 作製 ソ フ ト を 入手。 主人公の男 子大学生が地下街で地震 に 遭 っ た と 想

定 し 、 安全 な 避難 に つ い て学ぶ内容 に し た 。 心理描写 も 文字で画面上 に 浮 か び、、 主人公に

な っ た つ も り で進め る O 地震発生時 は効果音が流れ、 画面が大 き く 揺れ る 工夫 も O
杉 田 か な え さ ん ( 1 8) は 「防災す ご ろ く 」 を つ く っ た 。 小 さ な 子 ど も を 含め 、 幅広 い年

齢層 が防災 を 学べ る よ う に し た 。

〔国連防災世界会議で大震災の経験発信〕

2005年 1 月 初 日 、 神戸で 開 か れ た 国連防災世界会議の 国際 シ ン ポ ジ ウ ム 「安全な 地域社

会 を め ざ し て 一神戸か ら 世界へ、 世界か ら 神戸へ」 で、 舞子高校環境 紡 災科 3 年生 3 人が

提案 し た 。
3 人 は 甑神大震災の経験か ら 地域の助 け合いが減災 に 大 き な 役割 を 果 た す と 指摘会 し 、 「ハ

ザー ド マ ッ プの 作成 を 通 じ て 、 住民参加が進め ば、 防災意識が高 ま る 。 大 人 に な っ た ら 提

案 し て み た いj '若い世代が地域活動 に 参加で き て い な い。 幼時か ら の 防災教育が必要j '地
域活動 に 行 政 の 支援 を j ，地域の 中 心で あ る 小、 中 学校 を 核 に コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り を 」 と

呼びか け た 。

( ，幸福届 け た記事」 で 、 日 本新艶協会が表彰〕

読 ん で励 ま さ れ た り 、 幸せ に 感 じ た り し た 記事 を 読者 の 応募 に よ っ て 選ぶ 'HAPPY

NEWS 2004j の 表彰式が2005年 4 月 5 日 、 東京 ・ 千代 出 区 の プ レ ス セ ン タ ー で行 わ れ、 10
点 の 受 賞 記 事 が 発 表 さ れ た 。 そ の 記 事 を 通 じ て 勇 気 を 与 え た 人 に 贈 ら れ る 'HAPPY

NEWS PERSONj に県立舞子高校が選ばれた。

日 本新 聞 協 会の キ ャ ン ペ ー ン で、 記事 に は3 ， 978点 の応募があ っ た。 舞 子高校は環境防

災科の生徒が新潟県 中越地震の被災地の高校 に 義援金 な ど を 届 け 、 そ の 後 も 交流が続 い て
い る こ と が評価 さ れた 。

3 . 被災地 と の交流 も 防災学轡に
〔金風23号水害の豊岡市でボラ ン テ ィ ア活動〕

県立舞子高校環境防災科 3 年生 6 人 は 、 1 、 2 年生12人 と と も に2004年10月 23、 注 目 の

両 日 、 7台今風2お3号 に よ る 円 山 川 決壊で

参加 し たO
早朝 に神戸 か ら パス で 出発、 被災直後の豊 再 入 り O 崩 れか け た LlJ の斜面、 な ぎ倒 さ れた

樹木に恐怖 を 覚 え な が ら 、 公民館や 瞬保館で、 泥 を かぶ っ た机や 資料、 電化製品 、 水で重
く な っ た長 な ど を 運び出 し 、 泥 を か き 出 し た 。
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〔卒業式で豊岡の隣保館長夫妻がお礼〕

2005年 2 月 28 日 、 環境防災科 l 期生の卒業式 に 、 生徒が ボ ラ ン テ イ ア に 取 り 組 ん だ台風

2お3号
J感惑謝 と お祝い の言言‘葉 を 述べ た O

〔 中 国 へ 、 イ ラ ン へ。 外国 に学ぶ旅〕

環境防災科 3 年の 島本一志君 ( 18) は 、 1976年 に 大 き な 地震被害 を 受 け た 中 国 の唐 山 を

2004年 8 月 に 訪 れ た 。 こ の旅 は 板神 ・ 淡路大震 災の被災者 ら が神戸 一 天津 間 の 定期 フ ェ

リ ー を 使 っ た 「復興 ク ル ー ズ」 に参加 し た も の O 現地で は 、 「思い 出 す の が今 も つ ら い」

と い う 家族 を 失 っ て 生 き 残る 女性 に 会 っ た り 、 保存 さ れて い る 倒壊 し た 大学 図 書館 な ど の

「震災遺跡」 を 見学 し た 。

。
卒業式 を す ま せた ばか り の杉 田 か な え さ ん ( 18) は2005年 3 月 4 日 か ら 、 イ ラ ン 南東部

で相次い だ被災地 を 支援 に訪 れ た 。 学生主体の NPO 法人 「ブ レ ー ン ヒ ュ ー マ ニ テ ィ ーJ (西
宮市) に よ る 復興 ワ ー ク キ ャ ン プへの参加。 高校生、 大学生 ら 9 人 と と も に 、 死者 3 万人

以上 と さ れ る 2003年の被災地、 パ ム 市 に 入 札 同 16 日 ま で、 被災児童 の 支援施設の整備 や

遺児 と の 交流 を 進 め た 。

4 . 先輩に続け 。 2 期生 も 活躍
〔義援金携 え て 中越地震被災地へ〕

2004年11 月 14 、 15 日 の両 日 、 県立舞子高環境防災科 何 年生 2 人が、 新潟県 中 越地震で被
災地 を 訪 れ、 新潟県立 長 岡 大子高校 と 同小千谷高校で 、 校内外で集 め た 義援金100万 円 と
同 防災科の70人が 「がん ばれ」 な ど と 寄せ書 き し た íi%':Jò J の布や神戸市 内 の 商庖街か ら 託

さ れた 折 り 鶴 な ど を 手渡 し た 。

〔新潟の被災地高校生が舞子高 の メ モ リ ア ル行事 に 〕

2005年 1 月 14 日 、 県立舞子高校で、 震災 メ モ リ ア ル行事 「阪神 ・ 淡路大震災 を 忘れ な い
21世紀 を担 う 私 た ち の使命J が 開 か れ、 新潟県 中 越地震で被災 し た県立長 岡大手、 小千

谷両高校の 2 年生 4 人が参加 し た 。

前年 に 葬子高校環境防災科の生徒 2 人が、 義援金 を 持 っ て 両校 を 訪 れて 、 交流 を 続 け て

い た 。 こ の 日 は全員 で双方 の 震災犠牲 者 に 黙 と う し 、 新潟 の生徒が被災体験 を 報告 し た 。
ま た 同科の学習成果 を発表す る 分科会や炊 き 出 し に も 参加 し た 。

〔有珠山噴火の被災高校 と 交流。 「新聞J を 土産 に 〕

環境防災科 2 年生39人が2004年 9 月 21 日 か ら 24 日 ま で、 北海道有珠山 噴 火 の被災地 ・ 虻
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田 町 を 修学旅行で訪れ、 被害 を 受 け た 道立虻 田高校の 2 年生 と 交流 し た 。

同科生 は 阪神 ・ 淡路大震災の被害や教訓 、 自 ら の被災体験 を 新聞 に 編 集 、 虻 田高生に手
渡 し た 。 虻 田 町 で は火 山科学館や建設 中 の砂 防 ダ ム を 見学 し た。

〔 国会議員 と 地球温暖化な ど環境め ぐ り “激論")

国 会議員 と 高校生が、 地球温暖化 と 異常気象 に よ る 水害 を テ ー マ に対話す る 集会が2005
年 3 月 18 日 、 東京都 内 で 開 かれ、 舞 子高環境防災科 2 年の 4 人が、 都立高校生 と と も に 参
加 し た。

地球環境問 際議員連盟 日 本支部 IGLOBE ]apanj (橋本龍太郎会長) が主催。
舞子高か ら は 「環境教育 に取 り 組む学校 伺士が交流す る 場 を つ く っ て ほ し いj I省 エ ネ

製 品 を 作 る に も エ ネ ル ギー は 必要。 本 当 に省 エ ネ に な っ て い る かj I環境教育 の拡充へ地

域 の 力 を 生 かすべ き だj I環境 を 守 る た め に 国会議員 は 日 常生活で何 を 心掛 け て い る か」
な どの注文や貿聞が続い た 。

国会議員 か ら は 間科の授業 に つ い て 質問 が多 く 出 さ れ、 生徒 は 「防災 に 関 す る 集会や被
災地の ボ ラ ン テ イ ア に 参加 し て 、 自 分 と 社会の 関 わ り を 考 え る よ う に な っ たJ と 説明 し て

い た 。

( 5肖防学校に 1 泊 2 日 の体験入校〕

環境防災科 2 年生35人が2005年 3 月 17 B か ら 神戸市消防学校 に I 泊 2 日 の体験入校 を し
た 。 消 防士 を 養成 す る カ リ キ ュ ラ ム を 受講 し 、 災害現場で の 活動 を 学ぶ。 生徒た ち は熱や

煙の 中 で の 動 き 方、 ロ ー プ降下、 放水な どの訓練 を 重ね た 。

く参考文献〉
「震災を越えて一教育の創造的復興10年 と 明 日への多み」 兵庫県教背委員会 2005í三 3 月 31 B 
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i 第六節 児童 @ 生徒の状況

阪神 ・ 淡路大震災の 産後、 児童 ・ 生徒 は 自 宅や学校が倒壊 し 、 校舎が知 事 だ、 っ た学校 も

避難所 と な り 、 初体験の惨事は 混乱 の極限状態 を 生 み 出 し た 。 学校避難所の 縮小、 解消や
プ レ ハ ブ な ど に よ る 教室確保で、 学校再 開 が進 む に つ れて 、 児童 ・ 生徒 は し だい に 落 ち 着

き を 取 り 戻 し て い っ た 。 自 宅の再建、 街の復興が ほ ぼ終わ り 、 震災当 時 の 荒 れ た様子 を 外

見 か ら う か がい 知 る こ と は で き な い。
し か し 、 被災か ら 10年 た っ て も 児童 ・ 生徒が負 っ た 心 の 傷 は今 も 残 さ れて い る O 大震災

か ら の援興が広 い分野で進 ん だ、 中 で、 い ま だ に解決、 解消の道が遠 い 課題 で も あ る O 大震

災か ら 学 ん だ教訓 だ。

兵庫県教委 は 、 被災産後の 1996年か ら 、 震災 に よ る 教育 的 配慮 を 必要 と す る 児童 ・ 生徒
数の調査 を 続け て い る o 1998年度の4 ， 106人 を ピ ー ク に 、 1997年度か ら 3 年 間 は4 ， 000人の

大台 を 超 え 、 2000年度か ら 減少傾向 と な っ た 。 要 因 別 に 見 る と 、 被災か ら 5 年 を 境 に 、 事

情が変 わ っ て く る 。 前期 は 「震災の 恐怖 に よ る ス ト レ ス J 1"住宅環境の変イヒJ 1"通学状況の

変化」 な どが主 な 要因 。 後半 は 「家族 ・ 友人関係の変化」 や 「経済環境の変化」 な どが漸

増傾向 を 見せ る よ う に な る O こ れ を 県教委 は 「二次的要因」 と 位置づけ て い る O

要 因 は ど う あ れ、 要配慮児叢 ・ 生徒 は 、 10年後で も の2004年度1 ， 337人、 2005年度808人
に の ぼ る O 県教委 を は じ め と し て教育現場で は 、 初体験の 「心の ケ ア 」 に 取 り 組んで、 き た 。
そ の成果が要配慮児童 ・ 生徒数の減少であ る O そ の 中心的役割 を 果 た し た と し て評価 さ れ

る の が 「教育復興担当 教員 」 。 略称 「復興担」 は被災後、 国 の教員加配措置で 配置 さ れ、 「心
の ケ ア 」 と 「防災教育の推進」 に 努 め た 。

要配慮児主主 ・ 生徒数調査は 、 2001年度 ま で公立小 ・ 中 学校の全員 を 対象 に し た が、 2002

年度か ら 震災授 に 生 ま れた 者 と し て 、 毎年、 小学生 か ら 1 学年ずつ 、 対 象外 と し た。 (第

卜二節参照)

1 . 心のケ ア を必要 と す る 児童 ・ 生徒
( 5 年連続で減少。 2004年度 は 1 ， 337人]

大震災で子 ど も が負 っ た心の傷 を 調べ る 「教育的配慮 を 要す る 児童 ・ 生徒 の 実態調査」

は 兵庫県教委が1996年度 か ら 釘=年 7 月 1 B 現在で続け て い る O

2001年度 ま で は県内すべて の 公立小 ・ 中学生 を 調査対象 に し た が、 2002年度か ら 震災後
に 出 生 し た子 ど も ( 1995年 4 月 一 1997年 3 月 生 ま れ) を 除 く こ と に し 、 2004年度 は小学 1 、

2 、 3 年生が調査対象外 と な っ た 。

2004年 の 調査対象 は小学校828校 1 分校、 15万9 ， 697人。 中 学校359校 3 分校 (芦屋 国 際

中等教育学校 を 含 む ) 、 14万9 ， 11 7人。 合計1 ， 187校 4 分校、 30万8 ， 814人。
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(表 3 ) 教育的配慮 を 必要 と す る 児童生徒数の推移 (各年度 7 月 1 臼 現在 単位 : 入 、 ム滅)

(ぶ守 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 

小 学 生 1 ， 830 2 ， 1 54 2 ， 426 2 ， 394 2 ， 060 1 ， 903 1 ， 4 29 976 556 
中 学 生 ! 1 ， 982 I 1 ， 935 1 ， 680 1 ， 7 1 1  1 ， 332 I 1 ， 239 1 . 1 20 932 781 
メ仁弘3 3 ， 812  4 ， 089 4 ， 106 4 ， 105 3 ， 392 3 . 142 2 ， 549 1 ， 908 1 ， 337 
t首 減 |卜\\| 277 ム1 ム713 ム250 ム593 ム641 ム571

(兵庫県教育委員会)

(表 4 ) 婆因別 に 見 た 教育的配慮 を 必要 と す る 児童生徒数の推移 (復数回答 単位 : 人)
\
要
\因\\\ ~\\年\\度 1996 1997 1998 1 999 2000 2001 2002 2003 2004 割合

震災の恐怖に よ る ス ト レ ス 1 ， 748 i 1 ， 764 1 ， 727 1 ， 81 5  1 ， 335 I 1 ，  146 938 682 400 29 . 9 %  
住宅環境の変化 1 ， 710 I 1 ， 680 I 1 ， 289 1 ， 235 1 ， 274 1 ， 200 1 ， 01 9  784 582 43 . 5 % 
家族 - 友人関係の変化 685 1 ， 1 54 1 ， 247 1 ， 274 1 ， 422 1 ， 358 1 ， 044 757 494 36 . 臼 %
経済環境の変化 604 577 830 918 955 944 843 667 496 37 . 1  % 
学校環境の変化 258 529 335 319 i 299 298 218 139  65 1 4 . 9 % 
通学状況の変化 663 575 256 250 202 227 139 103 57 4 . 3 %  
そ の イ也 39 82 106 72 60 59 79 67 47 3 . 5 % 

要配慮児童生徒数 1 1  3 ， 812 4 ， 089 4 ， 106 4 ， 105 3 ， 392 3 ， 142 2 ， 549 I 1 ，  908 1 ， 337 \\ 
(兵庫県教育委員会)

(表 5 ) 教育的配慮 を 必要 と す る 児章生徒の症状 と 程度
(一

要配慮児童使徒数 症状の程度
A 日 C D 

小学生 556人 29 (5 . 2 % )  100 (1 8 . 0 % )  2 1 1 (37 . 9 % )  216 (38 . 8 % )  
中学生 781人 71 ( 9 . 1 % )  126 ( 16 . 1  % )  240 (30 . 7 % )  344 (44 . 0 % )  
1「込i 三ロl' 1 ， 337人 i j 100 (7 . 5 % )  226 ( 16 . 9 % )  451 (33 . 7 % )  560 (41 . 9 % )  

(兵庫県教育委員会)

調査結 果 に よ る と 、 配慮 が必要 な 小 学生556人 (前年比420人減) 、 中 学生78 1 人 ( 同 151

人減) 、 合計上 337人 ( 同 571人減) 0 毎年減少 と な っ て い る が、 被災 9 年後 に新 た な 発症が
74人 も い た 。

要配慮児童 ・ 生徒の減少 は 、 調査対象学年が減 っ た こ と も あ る が、 1 学年 当 た り の 平均
対象者数 を 見 る と 、 2002年度319人、 2003年度273人 、 2004年度223人 と 、 約 50人ずつ 減 っ

て い る O
災害救助法適用 の 10市10町の児童 ・ 生徒数に 占 め る 割合 も 、 1999年度 の 1 . 4 % が最高 だ、 っ

た のが、 2002年度 1 . 0% 、 2003年度0 . 9% 、 2004年度 は0 . 7 % ま で、下が っ て き た 。

調査 を 始 め た 1996年度 か ら 最初 の 4 年 間 は 、 ゆ る や か に小学校で増加、 中 学校は減少傾

向。 1999年度 ま で4 ， 000人前後、 2000年度、 2001年度 に3 ， 000人台 に 。 2002年度 に 初 め て 2 ， 000

人台 と な り 、 2003年度 に 2 ， 000人 の 大台 を 割 っ た 。 調査対象 の 学年が釘:年減 ら さ れて い る
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が確実 に 減 っ て い る O

〔要配慮児童 ・ 生徒の減少は教育護興担当教員 ら の取 り 組み成果〕

要配慮児主主 ・ 生徒 の減少傾向 に つ い て 、 県教委 は 、 震災以来、 継続 し て 配置 し て き た教
育復興担当教員 の取 り 組み 、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー を は じ め と す る 校内体制 の 整舗 に よ り 、

保護者 と 緊密 な 情報交換 な ど、 個 々 の児童 ・ 生徒の 理解 に 基づ く 心の ケ ア が成果 を あ げた
も の と み て い る 。

教育復興担当 教員 は 、 学校で子 ど も を 観察す る だ け で な く 、 保護者か ら の 開 き 取 り な ど

に力 を い れ て 、 子 ど も の理解 を 深 め 、 指導 に あ た っ た 。 個 々 の事情 に応 じ て 、 日 々 の声 か

け 、 励 ま し 、 日 記指導、 相 談活動、 学習支援、 生徒指導 に努め て い る 。
要配慮児童 ・ 生徒 の 調査 は 、 ①退行現象 (落 ち 着 き がな い 、 怖い夢 を 見 る な ど) ②生理

的反応 (頭痛、 腹痛、 便秘、 下痢 な ど) ③情緒的 ・ 行動的反応 ( い ら い ら 、 学校 を 嫌が る 、
物 を 壊す な ど) の 3 項 目 で26種類の行動、 症状を 示す場合 を 「要配慮」 の 判 断基準 と し 、

教育復興担 当 教員 や担任教員 が聞 き 取 り 、 震災が原 因 と み ら れ る ケ ー ス が 1 種類で も あ れ
ば計上 し た 。

〔経済環境の変化 (ニ次的要因) が 2 位。 震災の恐怖は 4 位 に 〕

要配慮児童 ・ 生徒の2004年度要因 (複数回答) は 「住宅環境の変化」 が43 . 5 % (前年40 . 1 % 、

前 々 年40 . 0% ) 0 r経済環境の 変イヒ」 が37 . 1 % (34 . 7% 、 33 . 1 % )  0 r家族 ・ 友 人 関 係 の 変イし
が36 . 9% (39 . 0% 、 41 . 0% ) 0 r震災の 酎布 に よ る ス ト レ ス J が29 . 9% (35 . 3% 、 36 . 8% )

で、 こ れ ら 4 項 目 が要 因 の 大半 を 占 め る o 4 項 目 以外 で は 「学校環境の変化J 4 . 9% (6 . 9 % 、
8 . 6% )  r通学状況の 変化J 4 . 3 %  (4 . 7 % 、 5 . 5% ) な ど。

ト ッ プの 「住宅環境 の 変化」 は 前年 と 変 わ ら な い が、 「経済環境の 変イん が 2 位 (前年

4 位、 前 々 年 4 位) に つ け た 。 「家族 ・ 友人関係の変化」 は 3 位 (前年 2 位、 前 々 年 1 位) 0 

「震災 の 恐怖 に よ る ス ト レ ス J は 4 位 (前年 3 位、 前 々 年 3 位) 。 要 因別'"貢位 は 2 位以下

に か な り の 変動が見 ら れた 。 「震災の恐怖」 が大 き く ポ イ ン ト を ド げ た の に 対 し 、 「経済環
境」 は 毎年 ポ イ ン ト を 上 げ、 最近の二次的要 因 の特徴 を 2004年定 も 見せ た 。

9 年 間 の 調査結果 の流 れ を 見 る と 、 1996年度か ら 1999年度 ま で は 「震災の 恐'1布」 の 割合

が最 も 高 か っ た 。 「住宅環境」 は 1996年度、 1997年 度 は 40% を 超 え る 高 い 割合 を 占 め 、 そ

の後、 一時減少 し た が、 2002年度以降、 再 び、40% を 超 え 、 2004年度 は 最 も 高 い 。

生活基盤 を 揺 る がす災害 は 、 夜識の種;撃 だ け で な く 、 そ の後の生活の不安定 さ な どの 二
次的ス ト レ ス が、 心理的 に大 き な 影響 を も た ら し 続 け る こ と が指摘 さ れて い る O こ の調査

で も 1995年度 か ら 2001年度 ま で 「家族 ・ 友人関係の変化」 が増加 し 、 そ の後 や や減少 し た
と は い え 、 2004年度で も 36 . 9 % を 占 め て い る O

ま た 、 「経済環境 の 変化」 は 1995年度 以 降、 -貫 し て 、 そ の 割合が増加 し 、 2004年 は37 . 1 % 
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の 2 位 と な っ た 。 こ の よ う な 二次的ス ト レ ス が、 震災の恐怖 な どの ス ト レ ス 体験 を 呼 び起

こ す こ と も 指摘 さ れて お り 、 今後の取 り 組み は 、 調査結果の流れ、 傾 向 を 踏 ま え て進 め る

必要があ る O
「震災の 恐怖ス ト レ ス 」 は倒壊家屋 の 下敷 き に な る な どの体験に よ り 、 再 び地震があ る

こ と への極度の 緊張感 を 持 っ た り 、 地震の夢 を 見 て 泣 き 出 す な ど。 「住宅環境の変化」 は

避難所で の 苦 し い生活や住民移転の影響 な ど。

「家族 ・ 友人関係の変化」 は 震 災 に よ る 家族や 身 近 な 人 の死、 保護者の 別 居 、 離婚、 友

人 と の 別 れ な ど。 「経済環境の 変化J は 震 災 の 恐怖体験 を し た う え 、 家 庭 が経済的 に悪化

し た り 、 保護者が失業。 自 宅の再建や転居費 用 がか さ ん だ り す る な ど。

〔教育的配慮 を 必要 と す る 児童 ・ 生徒の症状の程度 を 初調査〕

震災か ら 9 年が経過 し 、 要配慮児童 ・ 生徒数は 年 々 減少 し て い る が、 児 童 ・ 生徒の症状
に も 変化が起 こ っ て い る こ と が予想 さ れ、 2004年度 は 初 め て 、 症状の程度 を 4 段 階 に 分 け

て調査 し た 。
〈症状の程度の判断基準〉

A ・ H ・ . .症状は か な り 重い 。 ま た は 症状の 表 れ る 頻震が高 い

B … …症状 は や や重 い 。 ま た は症状の表 れ る 頻度がや や 高 い

C … …症状 は や や軽 い 。 ま た は症状の表 れ る 頻度がやや抵い

D … …症状は軽い。 ま た は症状の 表 れ る 頻度は低い

調査結果 に よ る と 、 D (痕状 は 軽 い ) は 、 小学校で38 . 8% 、 中 学校が44 . 0% 。 年齢 と と

も に 落 ち 着 い て く る 傾 向 を 示 し て い る O そ の 一方で、 A (症状は 重 い ) は 、 小学校で5 . 2 % 、
中 学校で9 . 1 % 0 C と D を 合計す る と 、 小学校が76 . 7 % 、 中学校が74 . 7% 。 全体で は75 . 6 %

が 「症状は軽い 。 ま た は や や軽い」 と 判 断 さ れ た 。

A (主主 い ) は 全体で7 . 5% だ が、 中 学生 の 方が高 い の が 巨 立 っ て い る O 今後 の ケ ア の留

意点 と な る O

2 . 公立高校の震災臨時措置
(2004年春の入試で、 被災副申書提出 は 1 人 だ け 〕

公立高校入試で 、 震災 に よ る 肉体的、 精神的 な 影響があ る 生徒 の ハ ン デ ィ を 考慮す る 「被
災副 申 書制 度」 が1995年度か ら 継続 さ れて い る O

2004年春の 入試で は 、 神戸地域で 1 人が副 申 書 を 提 出 し て 受験 し た が、 不合格 と な っ た 。
合格ゼ ロ は 、 副 申書制度が置かれて か ら 10年 目 で初 め て O

最 初 の 1995年 は6 ， 301 人 が提 出 、 合格は5 ， 895人で、 被災ぶ り を 反映 し た 。 1996年 は 383
人 (合格338人) 、 1997年166人 ( 同 144人) 、 1 998年93人 ( 同 8 1 人) 、 1 999年57 人 ( 同 5 1 人) 、

2000年17人 (16人) 、 2001年15 人 (全員合格) 、 2002年20人 ( 同 14人) 、 2003年17人 ( 同1 1 人)
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と 毎興が進 む に つ れて激減 し た 。

2004年 は避難所 の居住地 な ど通学毘域外の高校へ の 出 願手続 き 簡略措置利用 が 2 年連続

ゼ ロ O 避難先の最寄高校での受験希望 も 6 年連続ゼ ロ だ、 っ た 。

( 2005年 は 5 入、 2006年 は ゼ ロ 見通 し で臨時措置削捺へ〕

公立高校入試の震災臨時措置で、 2005年春、 5 人が副 申 書 を 提 出 し た 。 神戸地域か ら l

入、 阪神地域 4 人、 こ の う ち 阪神 で 4 人全員 が合格 し た 。

2006年春の 入試 で は 2005年 7 月 現在、 措置が必 要 な 受験生 は な く 、 兵庫県教委 は 、 同 8
月 に入試基本方針 か ら 震災臨時措置 を 削 除 し た 。 震災か ら 10年 を 経過 し て 、 「 臨時」 の 扱

い に そ ぐ わ な い と し た も の だが、 今後 も 中 学校長 を 通 じ て県教委 に 申 し 出 た 受験生 に は個

別 に事情 を 考慮 し 、 副 申書制度 の 趣 旨 は継続す る こ と に し て い る O

3 . 兵}事県教委の高校生奨学金貸与制度
〔創設 3 年 目 の2004年度 は 1 ， 1 1 6人〕

兵撮県教委の2004年度高校奨学金 は 1 ， 1 1 6 人 に貸 与 さ れた 。 内訳は公立へ の 自 宅通学488

人、 自 宅外通学16人。 私立への 自 宅通学572人、 自 宅外通学40人。 前年 よ り 366人増 え た 。

貸与月 額 は 、 自 宅通学が公立 1 万8 ， 000円 、 私立 3 万 円 。 自 宅外通学が公 立 2 万3 ， 000円 、

私立 3 万5 ， 000円 を い ずれ も 3 年 間 。 大学卒業後、 最高12年間 で返還す る 。 公私立高校生

の ほ か、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校高等部生 も 資格があ る O 日 本育英会の貸与は基準が 「所得」 と

「成績」 の 2 本立だ、 っ た が、 県教委 は 「所得基準J だ け に緩和 し て い る 。 世帯全員 の 収入

総額 も 、 県内 の全所得者層 の 半数が対象 に な る よ う 、 国 の 基準 よ り 拡大 し て い る O

(2005年 9 月 か ら 災害遺児 に 貸与 を増額〕

県教委は 高校生奨学金規期 を 2005年 9 月 に 改正、 自 然災 害 な どで保護者 を 亡 く し た生徒

への貸与額 を 増額す る 特例 を 設 け た 。 こ れ ま で一律だ っ た貸 号額が、 希望 に 応 じ て 、 最大

級 2 倍 に な る 。 ま た脱線 な ど大規模事故 も 教育長の判 断で対象 と な る O
2005年 3 月 に 終了 し た 坂神 ・ 淡路大震災遺児青英基金か ら 、 残余金約1 ， 300万 円 が寄付

さ れた た め増額 し た 。
特例 は 、 災害救助法が適用 さ れた 災害 な どで主 た る 生計維持者が死亡、 災害発生時 に高

校在学 中 ー の 高校生が対象。 希望す れ ば、 月 額が 自 宅か ら 公立への通学 3 万5 ， 000 円 (基

準 1 万8 ， 000 円 ) 、 私立への通学 5 万5 ， 000円 ( 同 3 万 円 ) な ど に増額 さ れ る 。 返還期 間 も 12

年以内 か ら 20年以 内 に延長 さ れた 。

〔県立高校生の授業料減免措置の増加傾向続 く 〕

兵f車県教委は経済的 な 理 由 で授業料の納入が困 難 に な っ た県立高校生 の た め に 「授業料
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減免措置」 を 行 っ て い る が、 少子化 な とマで、在籍生徒が減 っ て い る の に 、 減免 を 受 け る 生徒

は2000年度か ら 増加傾 向 が続 い て い る 。
2004年度の 減免措置 は l 万3 ， 61 1 人 (半額1 ， 600人、 全額 1 万2 ， 01 1人) で 、 前年 よ り 953

人増 え た 。
2000年度の減免 は約8 ， 700人で 、 前年 よ り 約1 ， 000人増。 2001年度 は 9 ， 365人 (半額1 ， 04 1

入、 全額8 ， 324人) 、 2002年度 は 1 万362人 (半額1 ， 1 57人、 全額9 ， 135人) 、 2003年震 は 1 万

2 ， 658人 (半額1 ， 217人、 全額 1 万1 ， 44 1 人) 0 

第六章 @ 教脊 353 



l 第七節 兵庫県教委の取 り 組み

兵庫県教委 は大震災直後か ら 、 震災か ら 学 ん だ教訓 を 教育 に生か し 、 国 内 外 に発信 す る

兵庫県独 自 の 防災教育 を 体系化 し 、 推進 し て き た。

「新た な 防災教育」 と 名 づけ ら れた 、 被災県 な ら で は の先進的 な 取 り 組 み であ る O 文部
科学省 の枠組み で あ る 「安全教育J r健展教育」 で は 、 こ な し 切 れ な い と し 、 安全指導の

充実に加 え 、 助 け合 い や ボ ラ ン テ イ ア精神 な ど 「共生」 の 心 を 育 み 、 人 間 と し て の あ り 方、

き 方 を 考 え さ せ る 訪災教育 を め ざ し て い る O 震災 を 体験 し た 兵庫 県 に し かで き な い と 理

論化、 具体化 さ れた 。
大震災の教訓 を 、 「学校防災体制 の 整備 、 充実」 と 「震災体験 を 生か し た 教育 の 推 進」

の 2 つ の柱 と し 、 1995年度の 防災教育検討委員 会の提言か ら 、 学校紡災体制 は 、 学校防 災

機能の強化、 避難所教職員 の勤務体制 の 整備、 学校匿や医 師会 と の連揚。 震災体験 を 生か
し た教育 は 、 共 に生 き る 心や助け合い の育成、 生命の尊厳や 自 然 に対ーす る 畏敬の念の醸成、

被災児童 ・ 生徒 の心 の ケ ア を め ざ し て い る 。
被災か ら 10年 間 、 「震災 に 学 び、 生 き る 力 を 育 む」 を 視点 に 、 情報 リ テ ラ シ ー の育 成 、

安全 (災害、 交通、 生活) 教育 の 充実、 ボ ラ ン テ イ ア教育の推進、 学校施設の耐震強化、

校内 防災組織の整備、 地域防災組織 と の連携、 教職員 の指導力 の 向上 、 心 の ケ ア に取 り 組

ん で き た 。 「教育の創造的復興」 で あ る O
教育復興担当 教員 に よ る 「心の ケ アJ への取 り 組み は 大 き な 成果 を あ げ、 2000年度 に 、

国 内外へ派遣す る 「震災の学校チ ー ム J (EARTH) を 創設、 2002年度 に は 、 県立舞子高校

に全国初 の専 門学科 「環境防災科」 を 設置、 2004年度 に 第 1 期生が卒業 し た 。
被災か ら 10年の大 き な 節 目 を 通過 し 、 2005年，1;)、降 に こ れ ま で の 成 果 を も と に 、 新た な 取

り 組み に 向 か っ て い る O 市町合併 に よ る 体制 再編 な どの課題 も 生 ま れて い る O

1 .  2004年度防災教育の取 り 組み
( 1 ) 防災教育推進連絡会議の開催

1995年度 に 「 防災教育検討委員 会j か ら 提言 を 受 け 、 1966年度 「防災教育推進協議会」 、

1997年度 「紡災教育推進会議」 で、 新 た な 紡災教育 の 具体的方策 を 練 り 、 1998年度か ら 「防

j L教育推進連絡会議J を 設け て 、 進行管理 と 実施上の課題 に つ い て協議 し て い る O

2004年度 も 、 全体会、 教育事務所 ご と の 地区別会議 を 開 き 、 特 に 地域防災の核 と し て の

学校防災体制 の推進 と 定着 を 図 る た め 、 学校 と 市 町防災部局、 地域の 自 主 防災組織 と の連
絡、 連携 に 取 り 組ん だ。 ま た 、 学校防災計画策定の課題整理、 地域連携の 防災訓練、 新 た
な 防災教育実践上の課題の整理 も 行 っ た 。
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学校妨災体制の整備 ・ 充実
@ 学校等の 防災機能の強化
@ 避難所 に お け る 教職員 の勤務体制の整備
@ 学校院や医師会 と の連携

震災体験を生か し た教育の推進
@ 共 に生 き る 心ゃ助け合いの心の育成
e 生命の尊厳や 自 然 に対す る 畏敬の念の醸成
@ 被災児童生徒の心の ケ ア
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「新た な 防災教育」 の推進体系図

@ 慕大な人的、 物的被害

- 児童生徒、 教職員 の精神的被害
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( 2 )  復興1 0年委員会総括検証 ・ 提案事業教育分科会

2003年度 に 設置 さ れた兵庫県議興10年委員 会の社会 ・ 文化部会 に 「教育分科会J が置か
れ、 穂山 明富士常葉大学長 ら 5 人の委員 ( う ち 3 人 は 1995年の新 た な 防災教育提言 に 参加)

に よ る 総括検証 ・ 提言が行 わ れ た 。 「新た な 防災教育 と 学校防災体制」 と 「被災児童 ・ 生

徒の心の ケ ア J の 10年 間 の成果 と 課題 を ま と め 、 今後への提言が報告 さ れた 。

( 3 )  阪神 ・ 淡路大震災1 0周年教育復興の集い

被災10年 と い う 大 き な節 目 に ふ さ わ し い集 い と し て 、 国連防災世界会議総合 フ ォ ー ラ ム
第 4 セ ッ シ ョ ン と 独立行政法人教員研修セ ン タ ー の 学校安全指導者育成研修 と 共催す る 形

式で、 2005年 I 月 19 日 か ら 21 日 ま で 3 日 間 開 い た 。 神戸市内 で県外か ら 210人、 県 内 か ら

1 ， 500人が参加、 防災教育 の実践 に つ い て 事例発表、 講演、 校種別分科会、 心 の ケ ア ・ パ
ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン が行 わ れ た 。

( 4 ) 震災 ・ 学校支援チ ー ム (在ARTH ) の活動

2000年度 に創設 さ れ、 2004年度 は 台風23号 に よ る 豊 陪市水害、 新潟県 中 越地震で、 現地

入 札 本格的 な 支援活動 を 行 っ た 。

ま た 、 宮城県 な どの研修会へ講師 を 派遣 し た 。

( 5 )  防災教育専門推進員の配置

「新た な 防災教育」 の 推 進 を 図 る た め 、 「防災教育専 門推進員」 を 県下 の全教育事務所
に配置、 2004年度 は 10人。 1996年度12人、 1997年度 9 人、 1998年度、 1999年度各 8 人、 2000

年度か ら 毎年10人。

公立学校の教員 を 現職の ま ま 県教委事務局 と 各教育事務所 に 配置。 研修会の企画、 実態
調査の分析、 評価、 地域特性の調査研究、 防災教育 の指導内容、 指導方法の研究、 心 の ケ
ア 調査 な ど を 担 当 し て い る O

( 6) 教青復興担当教員の配置。 2004年も 削減

心 に 大震災の傷 を 負 っ た被災児章 ・ 生徒の教育的配慮 に取 り 組む 「教育復興担当教員」

は2004年度 に55人配置 と 、 大幅減 と な っ た 。 要自己慮児童 ・ 生徒 の 減少、 震災か ら 10年経過

な ど に よ る も の で 、 配置市 町 は 、 1998年度 か ら 変 わ ら ず、 6 市 2 町。

配分は 、 小学校19人 (前年度 よ り 10人減) 、 中 学校36人 (前年度 と 変 わ ら ず) で、 小学

校だけ削減 さ れた 。 神戸 市で 7 人、 西宮市で 2 人、 支塚 市で I 人の減。 尼崎、 ! 日 商両市、
北淡、 一宵両町は 前 年並だ っ た。

教育復興 担当教員 は 同 の 加配措量 に よ る 配置 で 、 1995年度 に 1 28人、 1996年度 か ら 2000
年定 ま で207人、 2001年度180人、 2002年度130人、 2003年度65 人 と 、 要配慮児童 ・ 生徒 の
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(表 7 ) 2004年度 教育復興担当教員配置状況 (単位 人)

(兵庫県教育委員会)

減少 に伴 っ て削 減 さ れた 。 2004年度 は 当 初 、 丈部科学省が全廃方針 を 打 ち 出 し たが、 兵庫

県教委 の 強 い 要望 で55人体制 で継続 さ れた 。

(2005年度 か ら 名称変質。 4 市 に36人韓日置で 「継続J )

2005年度か ら は教育復興担当 教員 と し て は廃 止 さ れ、 「阪神 ・ 淡路大震 災 に係 る 心 の ケ
ア 担当教員」 に 名 称変更 し て 、 神戸、 西宮、 芦震、 宝塚の 4 市 に 、 計36人 (前年 よ り 19人
減) が配置 さ れ た 。 内 訳 は 神戸市28人 (小学校 7 人、 中 学校21 人) 、 西宮市 3 人 (小 2 、

中 1 ) 、 芦屋市 4 人 (小、 中 各 2 ) 、 宝塚市 1 人 ( 中 1 ) 0

( 7 )  防災教育研修会の実施

防災教育 の 充実 を 国 り 、 2004年度 も 専 門 的 知識 を 備 え た 教職員 を 計画的 、 継続的 に 養成
す る た め 「防災教育推進指導員 養成講座J (初級編、 中級編、 上級編) 、 「地域別 防災教育

研修会」 、 「県立学校前災教育研修会」 、 「教育復興担当教員研修会」 、 'EARTH 員訓練研修」

を 実施 し た 。

( 8 )  訪災教育副読本の増刷 、 配布

大震災の教訓 を 生 か し 、 学校での従来の安全教育 の 充実 と 、 人 関 と し て の あ り 方、 生 き
方 を 考 え る 学習 を 推進す る た め 、 防災教育副読本 を 作成 し て い る が、 2004年度 に小、 中学

校用 を 増刷 、 配布 し た 。

副読本 は 1996年度 に小学校低学年用 「 あ す に い き る 」 、 岡高学年用 「明 日 に生 き る 」 、 中

学校用 「 明 E に生 き る 」 、 1997年度 に幼克用絵本 「あ し た あ そ ぼ う ね 」 、 高校用 「明 日 に生
き る 」 が作成 さ れた 。

( 9 )  ボ ラ ン テ ィ ア教育の推進

ボ ラ ン テ イ ア 活動 の重要性は 、 大震災の復旧 、 復興の過程で認識 さ れ、 1996年度か ら 県

立高校 に 「 ボ ラ ン テ ィ ア 実践」 科 目 が開講 さ れた 。 「学校設定科 目 」 と し て 実施 さ れ、 2004
年度 は 16校。

授業 を 通 じ て福祉制度、 福祉の現状 と 課題、 ボ ラ ン テ イ ア の意義 な ど、 理解 を 深め る と
と も に 、 地域の 老 人 ホ ー ム 、 養護施設、 養護学校、 保育施設へ の 訪 問 な ど、 様々 な体験活
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動 を 行 っ て い る O
2001年度 は台風23号 に よ る 風水害の被災地 に な っ た 、 豊田市、 出 石 町へ高校生がボ ラ ン

テ イ ア と し て 支援活動 を 行 っ た 。
ボ ラ ン テ イ ア 実践科 目 設置、 実践校 は 1996年度 6 校、 1997年度目校、 1998年度目校、 1 999

年度17校、 2000年毘23校、 2001年度26校、 2002年度27校、 2003年度28校 と 毎年増 え て き た
が、 2004年 は 大幅 に 減 っ た 。

。0) 震災遺児健全育成支援事業

大震災で保護者 を 失 っ た 18歳以 下の児童 ・ 生徒の就学 を 奨励 し 、 有能 な 人材 を 育成す る
た め 、 1995年度 か ら 「震災遺児等育英資金」 の給付 を 続 け て い る o 2004年度 は小学生26人、
中 学生43人、 高校生�63入、 合計132人に給付 し た 。

O 
2005年度 は 109人 (小学生15人、 中 学生38人、 高校生56人) に 給付。 1997年度 を ピ ー ク

に 毎年減 っ て い る O

(表 8 ) 板神 ・ 淡路大震災遺児等育英資金年度別給付実績 ( 人)

1 995 1 996 2000 
小学生 1 08 106 102 86 76 
! 中学:生 73 74 71  71 75 
高校生 97 102 97 ! 90 79 1 67 

278 282 263 236 21 8 

(1 1) 訪災教育実態調査

2001 2002 
64 48 
64 I 57 
64 58 I 

1 92 1 63 

37 I 26 I 15 I 
48 43 
66 63 56 1 

1 5 1  132 
(兵庫県教育委員会)

1996年度か ら 毎年 5 月 に 、 県下の全小、 中 、 高 、 盲、 聾、 養護学校の 「新 た な 防災教育J

の取 り 組み状況 を 継続調査 し て い る O

(1 2) 教育的配躍 を 要 す る 児童 ・ 生徒の実態調査

1996年度 か ら 毎年 7 月 、 要配慮児童 ・ 生徒 の 実態調査 を 継続 し て い る O

(1 3) 教育復興担 当 教員 の取 り 組み調葦

2000年度か ら 教育復興担当教員 の心 の ケ ア 取 り 組み調査 を 続け て い る O

(1 4) 学校施設の耐震診猷 ・ 耐震強化

(1 5) r ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 」 の実施
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(表 9 ) 2004年度 「新 た な 防災教青」 の 取 り 組み経過

い2004年〉
I 4 月 E け 坊災教育専門推進員等の会議

2 日 第 ] 回教育分科会

5 n 1 日 「新たな紡災教育J に係る実態調官
21 口 教育復興担当教員研修会
22 日 平成16年度北但大震災防災訓練 (豊i湾災害

25 日

;!日訓練)
I (豊岡市) 但馬地区
恥第 1 回1fl馬地区防災

25 日 第 l 回中橋磨地区防
γ 第 1 問阪神北地区防
第 1 図北播磨地区紡
第 1 回淡路地区防災

第 1 回東播磨地区妨
員� 1 回阪神南地区i功災教育研修

4 日 | 第 1 問丹波地区防災教育研修会
7 日 | 第 2 回防災教育専門推進員の会議
14 日 | 第 2 回教育分科会
15 口 1 'iL成16年度三重県紡災教育セ ン タ ー (教職

員 ) 研修に ERATH 員 を派遣 (鈴鹿市)
] 6 日 | 震災 ・ 学校支援チーム (EARTH) 運営委

員会
17 日 | 防災教育推進指導員養成講座 [初級編] (県

立教育研修所)
18 日 l ク
23 El I 第 1 同防災教育捻進逮絡会議幹事会
28 日 j 第 1 図似潟地区防災教育研修会

7 月 1 日 阪神 ・ 淡路大震災の影響に よ り 心の健康に
ついて教育的配慮を必要 とする児童生徒調 I j 
査
第 1 回防災教育推進連絡会議

6 日 I EARTH 第 l 回訓練 ・ 研修会 (県立教育研
修所)

ト;
第 1 関西播磨地区防災教育研修会
第 1 回神戸地区県立学校防災教育研修会 i 
第 1 回阪神北地区防災教育推進連絡会議
第 1 回東橋磨地区防災教育推進連絡会議
第 1 凶北矯磨紡災教育推進連絡会議
第 3 [iJ1教育分科会 ; 
第 1 回淡路地区妨jL教育

20 日 | 第 1 回阪神南地医防災教
第 2 1叶仮神北地区防災

25 f:l 1 第 1 回中播磨地区防災教
平成16ij三度三重県立高 ・

l 研究委員会及び三重県立
川 覇防災研修会に講師を派

26 日 第 1 1!ll姫路地区県立学校

1 9 日 ; 第 5 回教育分科会
21 日 | 第 2 1ill北播磨地区防災教脊研修会

台風23号にかかる位烏地区の避難所と なっ
た学校へ EARTH 員を派遣 (豊岡市 ・ 出石
I!IJ) -29 口 言1'29名

26 日 ! 防災教育推進指導員養成講座 [仁級編] -
27 日 (県立教育研修所)
新 潟 県 中 越 地 震 に か か る 先行 調 査 に
EARTH 員 3 名 を 派遣 (長岡市 ・ 小千谷
市 ・ 十 日 町市 -28 日 (木)

1 1 月 1 日 1 新潟県中越地震にかかる学校再開及び心の
ケ アのために EARTH 員 を 6 名派遣 (長岡
市) ー 7 日 ( 日 )

5 日 | 第 2 閥但馬地区防災教育研修会
10 日 l 第 2 回阪神南地区防災教育研修会
24 日 ; 第 2 回教育復興担当教員研修会
25 日 ; 第 2 間東播謄地区防災教育研修会

12)i 1 日 | 第 2 泊中播磨地区防災教育研修会
3 日 | 第 2 包但馬地区紡災教育推進連絡会議
6 I::l 1 震災 - 学校支援チー ム (EARTH) 第 2 1出

訓練 ・ 研修会 (県立教育研修所)
9 日 [ 第 2 回西播磨地区防災教育研修会
15 臼 ! 第 2 回阪神海地区防災教育推進逮絡会議
20 日 i 宮城県防災教育研修会 講師派遣
25 El 1 第 6 同教育分科会

<2005年〉
1 月 14 日 | 第 2 回丹波地区防災教育研修会

; 総括検証 - 提言 社 会 ・ 文化分野報告会
(国際会議場)

15 日 l 第 2 回東播磨地区防災教育推進連絡会議
第 2 回丹波地区防災教育推進連絡会議
総括検証 ・ 提言 総括フ ォ ー ラ ム (国際会
議場)

18 日 1 1主連防災世界会議 (ポぃ ト ピアホテルほか)
-22 日 (土)

19 日 | 阪神 ・ 淡路大震災10周年教育復興の集い
(国際会議場ほか) -21 日 (金)

22 日 | 新潟大学教育人間科学部講座 「被災地にお
ける心のケア」 に EARTH 員を派遣 (長岡
技術科学大学) -23 日 ( 日 )

27 1::l 第 2 回中播磨地区防災教育推進連絡会主義
3] 日 第 2 回淡路地区防災教育推進遠絡会議一 一一

2 月 1 日 第 2 回阪神北地区防災教育推進連絡会議
5 日 平成16{ド度 ひ ょ う ご防災 リ ー ダ一議康

EARTH 員 ( 3 名) を派遣 (県立広域防災
セ ン タ ー)

…一竹ごτ，， ^ " ' ， " ，" " ' " � ， � " ， �  13 R 
9 月 3 日 i果 総 合 i坊 災 訓 練 (篠 山 市) 丹 波 地 区 I i 第 2 回北播磨地区紡災教育推進連絡会議

第 2 国防災教育推進連絡会議幹事会l ノ ω I I 15 日
EARTH 員派遣 1 1 

14 日 第 4 回教育分科会 1 1 :う ご と 了 ごで 1 1 24 日25 日 第 1 問丹波地反防災教育推進連絡会議 I � 
で二ーにご了亡ごご 1 3 月 1 日

10)1 1 日 第 1 回西綴!誉地i叉防災教育推進連絡会議 i ド 4i 三 /j-.J -'- I-=l t::-=l J j::l:j !-t:::I ""L!:.. I/":"'I'/J .'l '-.--r H H r.;";;::; -'= fI' l -.l ..t.4 I1� ^，  I i 10 日
4 El 防災教育推進指導員養成講座 {中級編J (県 1 í 

立広域防災セ ン タ ー )
(教育事務所)

第 2
第 2

第 2 回西播磨地区防災教育推進連絡会議
第 2 図震災 ・ 学校支援チー ム (EARTH)
途営委員会

(兵庫県教育委員会)
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2 .  2005年度防災教育の取 り 組みか ら
〔学習資料 「災害 か ら い の ち を 守 る た め に」 作成。 全公立小、 中 、 高技生に配布〕

兵庫県教委 は2005年1 1 月 、 ， �1 . 1 7 は 忘 れ な い」 学習資料 ・ 災害か ら い の ち を 守 る た め に」

を 作成 、 県下全公立学校の児童 ・ 生徒、 教職員 ら 約60万 人 に 配布 し た 。 A 4 判 、 全 カ ラ ー
8 ペ ー ジ。

県教委 は 阪神 ・ 淡路大震災後、 1996、 1 997両年度 に 防災教育副読本 「 明 日 に生 き る J (幼、

小、 中 、 高校用 5 種類) を 作 り 、 学校現場で 防災学習 に使 っ て い る O そ の後 、 2004年の 台
風23号 に よ る 大水害が出 た り 、 予想 さ れ る 東南海 ・ 南海地震、 津波への備 え が急務 に な っ

て い る た め 、 新 し い学習資料 を 作成 し た 。 小学校低 ・ 高学年、 中 学校、 高校用 の 4 種類。

阪神 ・ 淡路大震災の教訓 、 東南海 ・ 南海地震 と 津波、 台風被害 と 集 中豪雨災害、 わ た し
た ち に で き る こ と ー の 4 部構成。

大震災を語 り 腕 ぐ、 防災力 の 向上、 自助 ・ 共助 ・ 公助の連携、 災害への備え 、 東南海 ・ 南海

地震 と 板神 ・ 淡路大震災 と の違い、 繰 り 返す プ レ ー ト 境界型大地震、 津波、 豪雨、 洪水発生の
メ カ ニズ ム 、 命 を 守 る 方法、 気象情報、 風水害への備 え な ど、 写真や図、 グ ラ フ を 多用 し で わ

か り やす く 解説。 児童 ・ 生徒が自 ら 災害を考え、 取 り 組む姿勢 を 育 て る こ と を め ざ し て い る 。

自 然災 害 の 恐 ろ し さ を 伝 え る た め 、 、 台風23 号 で水没 し に な っ た 豊 岡 市 内 や ス マ ト ラ 沖

地震の被害地 な どの写真 で わ か り やす く し 、 児童 ・ 生徒の判 断‘力 、 行動力 を 育 む工夫 を 凝

ら し た 。 裏表紙で は 身 の 回 り の安全点検、 ボ ラ ン テ ィ ア への参加 を 呼びか け て い る O

( '1 箇 1 7は 忘 れ な いJ 間災教育推進事業〕

1 . 1 7は忘れないや習資料 災害からいのち
を守る ために (神戸新聞社提供)

阪神 ・ 淡路大震災の経験 と 教訓 を 継承 し 、 南海 ・ 東南海地震 に よ る 津波 な ど の 自 然災害
に 備 え る た め 、 「 ひ ょ う ご安全の 日 」 で あ る 1 月 17 日 ( . 1 7J ) を 次世代 に 語 り 継 げる よ

う '1 . 17 は 忘れ な い防災教育推進事業」 を 2005年度 に 展 開 し た 。

「学習資料 ・ 災害 か ら い の ち を 守 る た め に」 の学習資料 は 、 同事業の た め に作成 さ れた 。
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i 第八節 防災教育推進連絡会議
兵庫県教委が推進す る 「新た な 防災教育J は従来の安全教育 の 充実 に 、 大震災の教訓 を

生か し たfljJ け 合 い 、 共生の心、 人間 と し て の あ り 方、 生 き 方 を 考 え さ せ る 独 自 の 防災学習

体系。 1995fド度 に 防災教育検討委員 会が ま と め た 「兵庫 の教育 の復興 に 向 け てJ (提言)

を 具体化 し た 。 1996年度 に は 「学校 に お け る 新 た な 防災教育 の 推進 を め ざ し てJ (報告)

が ま と ま り 、 防災教育副読本 な ど効果 的 な 方策 が示 さ れた 。 さ ら に 1997年度 の 訪災教育推

進会議 で 、 大規模災害発生時 に 、 学校が果 た す役割 を検討 し 、 防災教育 の 指針 と し て 「学
校防災 マ ニ ュ ア ル」 が示 さ れた 。

「防災教育推進連絡会議」 は 1998年度か ら 設置 さ れて い る O 学校防災マ ニ ュ ア ル に 示 さ
れ た 内 容 に 沿 っ て 、 学校防災体制 の 整備 ・ 充実 と 「新た な 防災教育J の 定着 を め ざ し た 「進

行管理」 と 「実施上の 課題整理」 に あ た る O 構成 は教育委員 会、 防災部局 、 学校関係者の

3 者が一堂 に 会 し て 、 協議 し 、 理念の徹底 と 具体的実践 を 促 し て い る O
震災10年の節 目 を 迎 え る ま で、 大 き な 課題 と し て 「地域 と の連携 の 強イし が求め ら れ、

年 2 回 の 全体会議 と 教育事務所 ご と の 地 区別会議が開 かれて い る O 市町合併が進 む に つ れ、
取 り 組み に も 変化が起 こ っ て い る O

(2004年度前災教育推進連絡会議の構成〕

〈有識者〉 徳 山 明富士常葉大学長、 桂正孝宝塚造形芸術大学教授。 〈 防災部局〉 北林泰兵

庫県企画管理部訪災局長 、 桝ÆL忠夫芦屋市総務部防災対策課長、 郷直也南淡町可長公室長。

〈教育委員 会〉 杉本健三兵庫県教育次長、 青 山 善敬兵庫県教育次長、 森本純夫神戸市教委
指導部指導課長、 境茂北淡町教育長。 〈学校関係者〉 泉雄一郎兵庫県教職員 組合協議会幹事、

松本義憲神戸市立美賀 多台小学校長、 松浦野子神戸市立大池 中学校長、 市村允正県立 長 田
高校長、 大林恵子県立 こ や の 里養護学校長、 神 田 英幸西宮市立広 田小学校教諭、 田 中大善

淡路町立岩屋 中 学校教諭 、 諏訪清二県立舞子高校教諭

1 .  2004年度防災教育推進連絡会議
〔震災1 0年の 活動総括 。 地域 と の連携や市町合併の影響、 風水害マ ニ ュ アルが課題〕

全体会議 は2004年 7 月 1 日 に 第 1 回、 2005年 2 月 24 日 に 第 2 回会議が開 かれ、 被災か ら

10年 間 の 防災教育の取 り 組み を 総括 し 、 成果、 課題 を 整理 し て提言 を 示 し た 。
総括で は 、 災害 に つ い て 学ぶ機会や訪災訓練が増 え た こ と に 関 し 「災害への 児童 ・ 生徒

の 関心が高 ま っ た」 と 評価。 今後10年 に つ い て は 「地域で予想 さ れ る 自 然災害や、 高齢者

ら 災害弱者の情報 を 学校 と 地域が共有すべ き だ」 と 地域 と の連携の必要性 な どの課題があ

げ ら れ た 。
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台風23号 で被災 し た北播磨や 淡路地域の 防災部局 か ら は 「地震 を 想定 し た 防災 マ ニ ュ ア

ルや訓練は機能 し な か っ た 。 見 宜 し が必要」 と 指摘があ り 、 学校の災害対応マ ニ ュ ア ル を

作 る 際 に は 、 震災 ・ 学校支援チ ー ム (EARTH) の 助 言 を 受け る こ と に な っ た 。

〈成 果〉

・ 「新 た な 防災教育」 の取 り 組みが、 各学校の カ リ キ ュ ラ ム を 通 じ て の取 り 組み に広 が っ
て い る O し か し 担任 の 裁量 に任 さ れて い る 部分が大 き い 。

・ 津波災害 の 学習 、 ハ ザ ー ド マ ッ プの活用 、 地域素材 を 生か し た取 り 組み が広 が っ て き た0
. 風水害 に は 中 学生がボ ラ ン テ ィ ア 参加。

・ 地域 の 自 主 紡災組織、 関係機関 と 連携 し た 防災訓練が増 え た 。 学校の立地条件 を 考慮 し

た訓練 も 。

・ 避難所開 設訓 練 は 事前 の 打 ち 合わせが役 に 立 っ た 。
・ 指導者の 育 成 の 大切 さ が分か っ た 。 EARTH の活躍は大 き な 成果0
・ 市町 防災部局 と 学校 と の風通 し が よ く な っ た。

〈課 題〉

・ カ リ キ ュ ラ ム の整備 に不十分 な 点。 学年単位、 学校全体で取 り 組む必要があ る 。
・ 震災 を 経験 し て い な い児童が増 え て い る O モ ニ ュ メ ン ト 、 語 り 部 を 通 し て 11 . 17 を 忘 れ

な い取 り 組みJ を 。

・ マ ニ ュ ア ル が風水害で は機能 し な か っ た 。 再検討Aが必要0

・ 災害発生や不審者対策 で は 、 職員 室 な ど学校中枢 を I 摘 に設置すべ き だが、 浸水 に は 2
階設援が必要。 財政負 担 を ど う す る か。

・ 地震 と 嵐水害で は 対応、が異 な る 。 今後は あ ら ゆ る 災害 に対応で き る マ ニ ュ ア ル と 防災訓

練が必要0

・ 避難所開設訓練は風水害で も 役立 つ た 。 し か し 、 現在 は 地震 ・ 火災 マ ニ ュ ア ル な の で風
水害向 け に見 京 し が必要0

・ 学校の立地条件 を 考ぇ 、 崖崩 れ、 洪水、 不審者侵入 な どの訓練 を 。
・ 震災10年で 、 報道 も 、 関心が高 か っ た 。 児童 ・ 生徒の心の 中 に ど う 残 し て い く か。

@ 地域 に よ っ て温度差があ る 。 人事異動 の た びに記憶が薄 れ る が、 引 き 継 ぐの は むずか し い 0

・ 地域 と の 連携 は 、 自 主 防災組織の な い と こ ろ は学校が も っ と 地域へ入 る こ と O 訓 練 は 目

標 で な く 手段。

・ 訓練 の 実施率 は 高 い が、 地域 を 巻 き 込 ん だ訓 練 は 少 な い。 市 町防災部局 、 地域 と の連携

は低い 。 自 主 防災組織 と の連携 も 実施率が低 い 。

〈提 言〉

・ 防災活動 は 人が集 ま り に く い。 楽 し い行事で人 を 集 め て 、 防災 も や ろ う と い う ス タ ン ス
が必要。 地域の知恵 を 活か し 、 小、 中 学生が参加で き る よ う な 企画 を o NPO、 NGO ま
で含め る よ う に 。 行政が出 て い っ て や る 防災 は 古 い 。

362 第六主主 @ 教育



(表10) 防災教育推進連絡会議に 係 る 具体的進行管理状況

具体的方策 1998年度
( 4 年 尽 )

fヒ

20% 1 23% 1 川 1 27 ( 川hz ( 山 32 (1αJ) % 

15% 1 39% 1 59% I 64 % 1 72 (  90) % 72 (100) % 75 (l∞) % 

5 % 1 67% 69% 1  75% 1 8Z (  90) % 犯 行∞) % 90 ( 100) % 

。% 1 86% 1  99% 1 

32% 1  44% ! 45% 1 州 | …

85% 1  91 % 1  94% 1 91% [ 91 ( 1 00) % 1 95 (100) 

49% 1  53% 1  74% 1  76% 1 78 (  90) % 81 ( 100) % 86 (100) % 

49% 1 66% i 77% i 83 % 1 82 ( 90) % 84 (100) % 86 (1 以内 %

20% 1 34 % 54% 59% i 60 (  80) % 日山川 61 (川 % 1

6% 6% 
し た 紡災訓練

(2)児章生徒の保護者への引 1 3 %  1 7 %  24.% 
し訓練の実施

日 % 7% 9% 

※①③④③ に つ い て は 、 2005if 2 月 に市町単伎で調査 を 実施。
※f也のI耳 目 l土、 2004年 5 月 実施 の 防 災教育 に係る 実態調官去に よ る 。
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- 子 ど も を 中心 に し た 紡災 も 大切 。

- 次の 10年 は発信 だ け で な く 、 交流 ま で広 げる べ き 0

・ 防災 の 日 常化 を 。 ま ち づ く り の 中 に位置づけ を 。

・ 地域の連携、 ネ ッ ト ワ ー ク 化 は 課題。 災害の丈字化、 教材化 を O

・ 地域素材 を 生か し た 資料づ く り を O

・ 新潟 の避難所運営 に は 、 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 が生 き た 。 兵庫 の マ ニ ュ ア ル を 今後 ど
う 充実 さ せ る か。

@ 市町合併が心配。 防災 に つ い て話 し 合 っ て い る の を 開 い た こ と がな い 。 こ れ ま で の も の
を 準用 す る の は お か し い 。 防災組織の早急な確立 を O

- 心の ケ ア は避難所 に い る と き か ら 始 ま っ て い る O

・ 防災教育 は 、 災害の対応、で は な く 、 安全 ・ 安心 の た め で あ る 。

・ ま ち づ く り 的 な 発想で、 防災教育 を 生涯学習 の 中 に位置づけ ら れ な い か 。

2 .  2004年度防災教寄進行管理状況
〔市町合併の影響で達成率低下。 達成率高 く て も 内容 は再検討の要〕

1 . 避難所指定校 と 市町防災部局の連携強化

・ 市町 ご と の連絡会議 開 催 は 、 市町合併 で不能 に な っ た と こ ろ も O 今後、 地底別 防災教育

推進連絡会議で 開催 を 促進す る O
@ 学校 ご と の連絡会議 開 催 は 、 学校数の 多 い市 で は 開催が難 し い と こ ろ も O

@ 行政側担 当 者 の 決定は個人 を 決め な く て も 、 担当部署 を 決め て い る 市 町が あ り 、 調査は

「 人 ・ 部署の決定」 を 問 う こ と に変更が必要。
@ 市町 ご と の 避難所運営マ ニ ュ ア ル の 作成 は 、 市町合併 で、 「未作成」 が出 て い る 。

@ 市 町 ご と の 留 意事項 (避難所運営の 責任 明確化な ど) は 市町合併 で、 「未策定」 が出 て
い る 。

2 . 学校防災計画築定の課題 と 調整

・ 校務分掌への委員会の位置づけ、 係 の位置づ け は 、 ど ち ら か に措置 さ れ、 防災教育 の検

討組織や教職員 がい る こ と か ら 、 委員会、 係 を 併 せ て 、 達成状況 を 評価す る 必要があ る O
・ 学校独 自 の災害対応マ ニ ュ ア ル の 作成率 は 、 高率であ る O し か し 、 調査票記入者が、 自

校の マ ニ ュ ア ル の存在 を 認識 し て い る こ と が推測 さ れ、 調交の 内容分析が必要。

・ 学校内 開放施設の 明確化 は 、 どの学校 も 低率。 積極的 に取 り 組む必要があ る 。

・ 教職員 の 避難所支援珪の 組織 は 、 運営組織の必要性そ の も の か ら 周知 を 図 る 必要があ る O

3 陵 地域 と 連携 し た 防災訓練の効果的 な 寛施方法

・ 家庭 ・ 地域 ・ 関係機関 と 連携 し た 防災訓練は、 再調査の結果、 40% と な っ た。 保護者 は
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(表1 1 ) 2004年度避難所運営業務に 関 す る 整備状況 (2005年 2 月 現夜、 77市町)

米主主f布市町
I í1i 

2 問

3 市町

(兵庫県教育委員会)
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地域住民で あ る た め 、 今後 は調査質 問 を 変更す る 必要があ る O

・ 保護者への児童 ・ 生徒引 き 渡 し 訓 練 は 、 校種、 地域 に よ っ て必要性 に 差 があ る 。 達成 目

標 を 100% に す る 必要 は な い。

・ 県 ・ 市町総合防災訓練 と の連携は 、 参加が可 能 な 学校 に 限 り があ り 、 達成 呂 標値設定を
変更す る 必要があ る O

4 姐 新 た な 防災教育実践上の課題整理

・ 防災教育推進計画の 明 示 は 、 高率 だが、 横 ばい状態。 教訓 を 生 か し て 明示 す る 取 り 組み
が求め ら れ る O

・ 防災教育 カ リ キ ュ ラ ム の 各学校作成 は 、 授業実践85 % を 見 る と 、 カ リ キ ュ ラ ム がな く て

も 授業 は 実施 さ れて い る O 授業内容の再調査 を 検討すべ き で あ る O
・ 副読本の 活用 は 、 使用 し に く い校種 も あ り 、 ほ ほ達成 さ れて い る と 思 わ れ る O
・ 地域素材 を 活用 し た授業実践 は 「総合学習」 の 持 聞 に 、 他の テ ー マ で 防災教育 に取 り 組

ん で い る 場合 も あ り 、 講査項 目 の検討が必要 で あ る O

3 .  2004年度避難所運営業務の整備状況
〔学校 ・ 市町聞の連絡会議 は 4 年連続減少。 学校避難所 ご と の市町職員 は 増 え る 〕

2005年 2 月 現在 で県下77市町調査。 「学校 と 連絡会議 を 聞 い た 市 町」 は85 . 7 % (66市町) 。

前年 よ り 6 . 3 % 減。 2000年度 か ら 4 年連続の 減少。 2004年度 は市町合併 の影 響 が出 て い る O

「避難所 と な る 学校 ご と に 担 当 職員 を 決め て い る 市町」 は 75 . 3% (58 市 町) 。 前年 よ り
3 . 7%増。

「避難所運営マ ニ ュ ア ルが作成 さ れて い る 市町」 は89 . 6 % (69-$町) 0 前年 よ り 2 . 4% 減。

こ こ に も 市 町合併 の影響が出 て い る O
「避難所運営の留意事項 を 作成 し た市町」 は 93 . 5% (72市町) 。 前年 よ り 4 . 2 % 減。 市 町

合併の 影響 と み ら れ る O 留意事項 は 「市町部局への移行手}II夏、 教職員 の 支援業務の 内容、

支援期 間 は 7 日 間 、 教職員 の本務は授業再 開 の 早期 実現j な ど を 明確化す る も のO
「災害時 に 市 町教委 毘 と 結ぶ 電話、 フ ァ ッ ク ス 以外の通信手段」 は 93 . 5 % (72市町) 。

前年 よ り 6 % 増。 通信手段 は 、 防災無線、 地域 イ ン ト ラ ネ ッ ト 、 CATV 回 線、 ケ ー ブル
電子メ ー ル な ど。

4 . 自主紡災組織数と 組織率
(2004年度 は全県で93 . 8 % 0 1.ê.罵 、 丹波、 淡路は 1 00 % )

地域住民 に よ る 自 主 防 災組織 は 2004年 4 月 現在、 全県で5 ， 730組織 (205万595世帯) で、
組織率 は 93 . 8% 。 前年 よ り 0 . 9 ポ イ ン ト 高 く な っ た 。

地域別組織率 は 、 神戸92 . 6% (前年91 . 1 % ) 、 阪神南89 . 7% ( 同 89 . 3% ) 、 阪神北91 . 4%
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(表1 2) 自 主防災組織の組織率 (全県 ・ 地域別)
20例年 4 月 l 日 現在

地域名 組織数 組織化世帯数 管内世帯数 組織さ容 (% ) 2ω3年 4 月組織率(拡)

ネ申 戸 183 599 ， 000 646 ， 635 92 . 6  9 1 . 1  
阪 神 南 260 385 ， 870 430 ， 275 89 . 7  89 . 3  
阪 神 北 540 I 248 ， 476 271 ， 833 91 . 4  I 1 89 . 4  
東 播 磨 i 487 252 ， 285 271 ， 170 93 . 0  92 . 8  

北 播 磨 669 96 ， 667 97 ， 350 99 . 3  99 . 0  

中 播 磨 857 2 1 1 ， 510 2 1 1 ， 566 99 . 9  99 . 9  
西 播 磨 939 96 ， 670 98 ， 184 98 . 5  98 . 0  
f旦 d馬 859 64 ， 867 64 ， 867 100 . 0  ! 1 00 . 0  
汀 波 384 38 ， 439 38 ， 439 lOO . O  100 . 0  

i炎 路 552 56 ， 8 1 1  56 ， 8 1 1  100 . 0  100 . 0  
えEコ〉 誇f i ， 730 2 ， 050 ， 595 2 ， 187 ， 130 8 92 

(兵庫県教育委員会)

(同89 . 4 % ) 、 東播磨93 . 0% ( 向92 . 8% ) 、 北播磨99 . 3 % ( 問 99 . 0% ) 、 ヰ1播磨99 . 9 % ( 同 99 . 9 % ) 、
商播屠98 . 5 % ( 同 98 . 0% ) 、 但馬、 丹波、 淡路各100% ( 同 100% ) 0 

自 主防災組織 は 大震災後、 大幅 に増 え て い る が、 実際に大災害が起 こ っ た と き 、 ど こ ま
で行動で き 、 機能す る の か疑問視す る 意見 も あ り 、 住民の 防災意識の 向上 と 防災訓練の徹

底 に よ る 実行力 が課題 と な っ て い る O

5 . 神戸市教委 と 県教育事務所の報告か ら
上 神戸市教委

・ 課題 は 、 心 の ケ ア が必 要 と さ れ る 1 ， 1 13人の児童 ・ 生徒へ の対応。 震災体験、 教訓 を 嵐

化 さ せ な い取 り 組み 。 防災 だ け で な く 、 防犯 も 含め た 地域 と の連携。 甜震診断結果 に よ

る 耐震補強。
・ 耐震診断 は 3 カ 年計画最終年の2005年度 ま で に 市内全校です ま せ る O

. 総合学習 」 の 時 間 で 「市民救命土講習J o 2004年度 は54 中 学校、 7 ， 743人が受講 し た 。

2 . 阪神南教育事務所

@ 課題 は 、 担任の 裁量 に任せた 防災教育 を 進め る 学校が多 く 、 カ リ キ ュ ラ ム の整備が遅れ

て い る O 防災教育担当 の教員 の 半数が、 異動で次年度 に は 防災担当 を 外れ、 継続、 積み
上 げがむずか し しミ 。

・ 学校 と 市 訪災担当 と の連絡会議が進 ま な い。 地域 と の連携 を 強化す る 必要 があ る 。

3 . 阪神北教育事務所

・ 課題 は 、 「 防 災 マ ッ プ。の作成」 な ど単発授業 は あ る が、 年 間 通 じ た系 統 的 な 防災教育が
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進 ま な い0

・ 学校 と 市町防災部局 、 市町教委 と の連絡会議がほ と ん ど開 か れ な い 。

4 . 東播磨教育事務所

@ 防災教育副 読本や ピ デ オ を 使 っ た授業実践 は 多 い が、 地域素材 を 開発 し た も の は 少 な い 。

防災教育 カ リ キ ュ ラ ム の作成、 見直 し を さ ら に進 め る 必要があ る O

・ 地域 と 連携 し た 妨災訓練の モ デル校以外への広 が り が見 ら れな い 0

. 各学校の避難所運営マ ニ ュ ア ル の作成率が低い。

5 . 北播磨教育事務所

@ 課題 は 、 児童 ・ 生徒の 自 ら の力 で 防災学習 を 充実 さ せ る こ と O 防災マ ッ プへの書 き 込み

作業 も そ の 一環 に し た い 。 学校全体での取 り 組 み の充実。

・ 町 に よ っ て は 、 防災訓練の モ デル校指定が 2 巡 呂 に な っ て お り 、 DIG (災害図 上訓練)

な ど も 加味す る な ど内容の充実 を 図 る 必要があ る O

6 陣 中播蕗教育事務所

・ 防災教育 年 間指導計画 の作成 は 進 ん で い る が 「総合学習」 の 時 間への位置づけ、 取 り 組

む学校 は 少 な い 。

・ 災害 を 地震、 火災 に 限 ら ず、 水害、 土砂崩 れ な ど地域の実態 に合 う よ う 学習 内容を 見直す0

・ 市町 に よ っ て 、 防災学溜 や避難所運営訓練の格差が大 き い。 津波、 土砂災害、 洪水な ど

災害マ ニ ュ ア ル を 見直す必要があ る O

7 萄 西播磨教官事務所

- 児童 ・ 生徒が防災 を 自 ら の課題 と し て と ら え ら れ る よ う 、 地域素材 の教材化、 活用 を

推進す る O 山 崎 断層 、 河川 災害の歴史 な ど。

@ 地域や 関係機関 と 連携 し た 防災訓練 を 充実 さ せ、 地域全体の 防災意識 を 高 め る 必要があ る O
@ 市町の避難所運営マ ニ ュ ア ル と 学校の避難所支援マ ニ ュ ア ル の 整合牲 を 高 め る 。

8 .  1.ê.購教育事務所

・ 台風23号の水拝 に 伴 い 、 豊 岡市 を 中心 に 、 教育 的配慮 を 必要 と す る 児童 ・ 生徒が出 て お
り 、 教職員 の心の ケ ア に 関 す る 指導力 の実践研修が重要。

・ 北f旦大震災、 円 山J l I の水芹の 歴 史 な ど地域素材 の 活用 が高 ま っ て き た が、 さ ら に新 た な
地域素材 や 専 門知識や技術 を 持 つ 人材 の 掘 り 起 こ し が急がれ る 。

・ 市町別 防災教育推進連絡会議が半分の市町で し か 開催 さ れて い な い。 市町合併 に よ る 新
防災計画の作成や連絡会議の 開催が急務 に な っ て い る O
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9 . 丹波教育事務所

・ 防災教青年 間指導計画は全校で作成 さ れた が、 内容の充実の た め 、 研修会で見直 し を 凶
る O

- 防災 を 通 じ て将来の地域 を 担 う 人づ く り へつ な が る 、 地域素材の教材 開 発 を 進め る O

・ 台風23号で小 ・ 中学校15校が避難所 と な っ た。 今後、 住民が中心 と な っ た 避難所開設、

運営訓 練 を Yn防災部局 と 連携 し な が ら 進め る O 全校区で連絡会議が開 け る よ う 働 き かけ る O

1 0箇 淡路教育事務所

・ 大震災か ら 10年。 教訓i の嵐化 を 防 ぐ 防災教育の取 り 組みが必要。

・ 避難所運営マ ニ ュ ア ル と 市町の地域防災計画 と の整合 を 図 る な ど、 市 町合併 に伴 う 緊密

な 連携が必要で、 あ る O

く参考文献〉
「震災を越えて 教育の創造的復興10年 と 明 日 へのぷみ」 兵庫県教育委員会 2005年 3 月 31 B 
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| 第九節 教職員 の指導力 の 向上

「新た な 紡災教育」 は 大震災 を 教言iI に体系化 さ れた 、 前例 の な い 総合防災学習方式であ

る O 自 然災害の発生 に備 え た対処法か ら 助 け合いや共生の人間 と し て の あ り 方、 学校 と 地

域、 行政 と の連携 な ど を 広角 的 に 、 学校教育、 教室現場か ら 学習 す る 兵康独 自 の 防災教育。

学校防災体制 の 整備 ・ 充実 と 授業 を 中心 と し た 防災学習 の両軸か ら 成 り 立 っ て い る O
丈部科学省 の教育課程 に は 「防災教育j の位量づけ は な く 、 「安全教育J 1"健康教育」 の

ど ち ら か に分類 さ れ る O 兵庫 の 「新た な 防災教育」 は 、 独 自 の理論 と と も に 、 こ れ を 支 え

る の が教職員 で あ る O 個 々 の教職員 の 龍力 に よ っ て 成百 が分かれる も の で 、 常 に指導力 の
向上が欠 かせ な い 。

「新た な 防災教育」 の理念 を 構成す る 1995年度の 防 災教育検討委員 会の 「提言」 で も 、 「指

、 実践力 の 向上J の 項 目 を 設 け 、 指導力 の 向上、 指導資料の作成、 研修会 ・ 講習会 の
充実、 家庭、 地域社会 と の連携強化 を う た っ て い る O こ の提言 に し た が っ て 防災教育推進

指導員 養成講座、 地区別 防災教育研修会、 県立学校防災教育研修会、 教育復興担当教員研
修会、 震 災 ・ 学校支援 チ ー ム (EARTH) 訓 練 ・ 研修会 な どが10年 間 に わ た っ て継続 さ れ
て い る O

1 . 防災教育推進指導員養成講座
県下全域で学校の 防災教育 の 充実 を 図 る た め 、 専 門 的 な 知 識 を 備 え た 教職員 を 計層的、

継続的 に 養成す る 講座。 1997年度 に 開設 さ れ、 毎年30人前後が修了 、 2004年 度 ま で に 合計
202人。 2004年度 は29人。

「初級編J 1" 中 級編J 1"上級編J の 3 講座制。 そ れぞれ 2 日 間 の 日 程 で、 初級、 中 級 は県

立教育研修所で宿治研修す る O 中 級 は 、 l 日 は 兵庫県消防学校 な どで実技実 習 、 1 日 は 県

内 3 4 カ 所 に 分散 し て 地域 と 連携 し た学校の 防災訓練、 地域素材 を 活用 し た 防災教育 な

ど、 地域事情 に 応 じ た研修 を 行 っ て い る O 初級、 中 級 は I 年 目 、 ー ヒ級 は 2 年 目 に受講す る 。

(表13) 紡災教育推進指導員養成講座修了者

比」? 1 998 

え-主h会 校 12 
ヰI 学 本支 9 
市生:; 全ザ戸 戸ナ? 仏b'ミ 7 

盲 ・ 聾 ・ 養護学校 。
1仁込3 言十

※ 中等教育学校 1 名 を 含 む
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1999 2000 

10 1 6  
1 3  12  

4 3 
。 。

(J単位 ・ 人〕

2001 2002 2004 合計
1 5  1 5  1 3  17  98 
8 8 1 1  9 70 
6 6 3 ※  3 32 
1 l O 。 2 

30 30 27 29 202 
( 兵庫県教育委員 会)



上級編修了者 は 「震災 ・ 学校支援チ ー ム J (EARTH) の 主 要 メ ン バー に な る O

2004年 度 は 、 初級編 6 月 17、 18 日 、 中級編10月 4 、 14 日 、 上級編10月 26、 27 日 の 日 程で

実施 さ れた 。

〈初級編〉

1 日 目 : 講義 「新た な 防 災教育 の充実一 副読本の効果的 な 活用」
講義 「防災 リ テ ラ シ ー の 向 仁 一 防災 シ ュ ミ レ ー シ ョ ン の活用J
演習 ・ 協議 「防災 リ テ ラ シ ー の 向上J (地震発生 を 想定 し た 図上 シ ュ ミ レ ー シ ョ ン 、
学校の 防災体制、 災害対応マ ニ ュ ア ル の 点検)

2 日 日 = 発表 「地域素材 を 活用 し た 紡災教育」

講義 rpTSD の発症 メ カ ニ ズ ム と 心の ケ ア の初期援助J

パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン 「新た な 防災教育の 充実」

〈 中 級縮〉

1 B 目 口 実智 「三角 巾 を罷 っ た けがの応急、処置」

講義 ・ 実習 「災害活動 の安全管理の基本J (起震車体験、 ロ ー プ結索、 屋 内 消 火

栓取 り 扱い訓練、 AFT 消 火訓練、 耐熱耐煙室 で の 避難訓練)

2 日 臼 = (神戸 ・ 阪神南 ・ 阪神北 ・ 淡路〕 講義 「新た な 防災教育 の推進」
演潤 「大地震発生想定の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン」
実践発表 ・ 協議 「総合学習 の 時 で の 地域素材の活用」
見学 「 人 と 防災未来セ ン タ ー 」

〔東播磨 ・ 中播磨 ・ 西播磨) 講義 ・ 実習 「加古 川 市 の 防災教育 の 取 り 組みJ
講義 ・ 演習 「新た な 防災教育 の推進j

実践発表 「災害時 に お け る 児童 ・ 生徒 の 心 の ケ ア」

〔北播磨 ・ 但馬 ・ 丹波〕 講義 ・ 実習 「地域 を 知 ろ う ・ 安全 マ ッ プづ く り J (身近
に 潜 む 危 険箇所、 被害想定の フ ィ ー ル ド ワ ー ク )

協議 「安全マ ッ プづ く り 、 防災教育 に お け る 災害 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン への展開」
講義 ・ 演習 ・ 実 習 「学校防災体制 の 充実J (EARTH 員 の活動報告、 避難所 開 設
訓練、 仮設 ト イ レ の組み立 て )

〈上級縮〉

I 日 目 ニ 報告 「台風23号 に よ る 但馬地区の被災状況 と 復!日活動」
1 r台風 ・ 集 中 豪雨 と jL害J (気象情報 を 理解す る 基礎知識 と 学校教育、 気

象情報の災害情報への 変換)

講義 2 r避難運営支援 と 学校j
講義 3 r ボ ラ ン テ ィ ア コ ー デ ィ ネ ー タ ー の役割 と 育 成J ( ボ ラ ン テ イ ア の原 点 と
定義、 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー の 設立)

4 r地震災害の 特急J (南海、 東南海地震の被害想定、 津波発生 メ カ ニ ズ ム
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と 被害)
演習 「児童 ・ 生徒の心の ケ ア J (初 ・ 中 ・ 長期援助技法 な ど)

5 r地域防災 と 学校J (避難所運営 と コ ミ ュ ニ テ イ 、 地域 に お け る 学校の役割、

コ ミ ュ ニ テ ィ 安全マ ッ プづ く り の 実践)

2 . 地盛期防災教育研修会
地 反 別 防 災教育研修会 は 、 学校防災体制 の 整縮、 「新 た な 防 災教育j の推進、 心の ケ ア

の あ り 方 に つ い て 、 講演、 実践発表、 講義、 講話、 施設見学、 演習 な どで交流 し な が ら 指
導力 の 向上 を 関 る 。 さ ら に効果的 な 指導方法 を 開発す る た め 、 1997年度か ら 、 各学校 の 防

災教育担 当 者 を 対象 に 、 教育事務所 ご と に 、 年 2 回 開催 し て い る O

研修会で は 、 防災教育全体計画 、 年 間指導計画、 「総合学習」 の 時 間活用 、 副 読本の活用 、

避難訓練の充実 を め ざ し 、 地域 と の連携、 異校種聞 の連携 を 重点 目 標 に あ げて い る O

当 初 は 、 市 町I組合立学校 は各教育事務所、 県立学校は県教委が実施 し て い た が、 2001年

度 か ら 地域 内 の校種 を 越 え た学校関連携 を 深め る た め 、 両者 を 統合 し て 各教育事務所が実

施。 神戸、 姫路両市内 の 県立学校 は 、 1 屈 は市主催の矧:修会 に参加 し て い る O

.阪神南地区

6 月 2 日 (尼崎市立教育総合セ ン タ ー 、 165人)

@ 実践発表 「新た な 防災教育充実の叡 り 組みJ

・ 講話 「震災の教訓 が生 き る 防災教育 の あ り 方」

@ 演習 「 そ の と き 生 き る 防災教育の取 り 組み」

1 1 月 10 B (西宮市役所東館、 166人)

@ 講話 「震災の教訓 が伝 え る こ と J
・ 班別協議 「新 た な 防災教育 の 充実J (総合学習 の 活用 、 各種マ ニ ュ ア ル の 整備、 学校

防災体制、 保護者 ・ 地域、 関係機関 と 連携 し た 防災訓練、 心の ケ ア )

@阪神北地区

5 月 初 日 (伊丹市立文化会館、 143人)

・ 講義 「地域素材 に よ る 防災教育J (DIG の 活用 )

@ 演習 rDIG マ ニ ュ ア ル に よ る 班別演習J

8 月 24 B ( 1 1 1 酉市立1 1 1 西小学校、 144人)

・ 実践報告 「学校再-開J (EARTH の 活動 を 通 じ て )
@ 斑別協議 「災害対応マ ニ ュ ア ル、 避難所運営マ ニ ュ ア ル の見直 し」

.東播磨地区

6 月 1 日 ( 明 石市立二見北小学校、 133人)

・ 公開授業 「心の ケ ア を 中 心 に据 え た 防災教育J
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- 講話 「心の ケ アJ ( 1) ラ ク ゼ ー シ ョ ン )
1 1 月 25 日 (加古川市防災セ ン タ 一 、 132人)

・ 講話 「兵産県の 防災体制」
・ ワ ー ク シ ョ ッ プ 「災害 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン J

.北播磨地IZ

5 月 31 日 (県立教育研修所、 103人)

・ 実践発表 「新た な 防災教育 の充実J
・ 市郡別協議 「 自 主防災の検証J ( 中 学校区 の災害 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 」

10月 21 日 ( 三木総合防災公園 、 100人)

・ 研修 1 I防災セ ン タ ー 施設概要説明 ・ 施設見学」
・ 演習 「屋内消火栓操作、 煙避難体験、 起震車体験J

・ 研修 2 実大三次元震動破壊実験施設 ( E ・ デ イ フ ェ ン ス ) 見学」

.中撮磨地区

5 月 25 8 (福崎町文化セ ン タ 一 、 46人)

・ 講義 1 I兵庫県 の 防災施設」
・ 講義 日 IEARTH の取 り 組み」

・ 斑別協議 「地域の 関係機関 と 連携 し た 防災体制J (避難訓練の工夫)
12月 1 日 (委寺町立健康福祉セ ン タ ー 、 63人)

・ 講義 「兵庫県の 防 災体制、 水害対応 ワ ー ク シ ョ ッ プj
- 協議 「防災教育副読本の活用」

4砂閤播磨地区

7 月 12 日 (西播磨総合庁舎、 174人)

・ 講義 「地域社会 と 連携 し た 防災の あ り 方」
・ 班別協議 「新た な 防災教育 の 深化J (地域素材 や副読本の活用 、 地域 と 連携 し た 防災

訓練)

12月 9 日 (上郡町立中央公民館 、 166人)

・ 実践発表 1 I地域の避難所 と し て の 学校J I災害復旧 ボ ラ ン テ ィ ア 活動」

・ 実践発表 II I学校再開J (EARTH の 台風23号被災地派遣)

+1.ê馬地区

6 月 28 8 (県立但馬長寿の郷、 122人)

・ 講義 「児叢 ・ 生徒の心の ケ ア」
・ 講義 「総合学習 に お け る DIG の活用」
@ 演習 ・ 班別協議 IDIG マ ニ ュ ア ル に よ る 中 学校区 中 心 の 災害 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン」

1 1月 5 日 ( 日 高町 ・ 出石町、 106人)

・ ボ ラ ン テ ィ ア 体験 「台風23号 に よ る 水害地域の復旧支援活動」
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.丹波地震

6 月 4 呂 (篠 山 市民 セ ン タ ー 、 65人)

@ 講義 ・ 演習 「総合学習 の 時 間 に お け る DIG の活用」
@ 演習 ・ 班別協議 'DIG の千法 に よ る 防災教育」

2005年 1 月 1 4 日 (丹波の森公苑、 68人)

@ 実践 発 表 「地域素材 を 生 か し た 防災教育授業J 'DIG を 取 り 入 れ た 防 災教育授業」

'EARTH の 活動報告」

・ 班別協議 「防災教育年 間指導計画の 充実J (地域素材 を 生 か し た授業、 DIG、 地域 と

連携 し た 防災訓練)

.淡路地区

5 月 31 日 (一宮町ふ る さ と セ ン タ ー 、 87人)

@ 実践発表 「学校 と 地域が協 同 で行 う 防災教育J

- 班別協議 「学校防災体制 の 整備 ・ 充実」
10月 四 日 (一宮町ふ る さ と セ ン タ ー 、 87人)

・ 講義 「東南海 ・ 南海地震の発生 メ カ ニ ズ、 ム 」

@ ワ ー ク シ ョ ッ プ 「東南海 ・ 南海地震 に お け る 防災対策」

3 . 教背復興担当教員研修会
教育復興担 当教員 全員 を 対象 に 、 1996年度 か ら 毎年、 研修会 を 開 い て い る o 2004年度 は

55人が受講 し た 。
第 1 回 = 5 月 21 日 、 県立の じ ぎ く 会館

@ 講義 「新た な 防災教育 の推進 と 教育復興担当教員」
@ 講演 「学校の先生 に で き る こ と 、 し て い た だ き た い こ と 」
・ 班別協議 ， 1 年 間 の 活動 に つ い て」

第 2 回 神戸市総合教育 セ ン タ ー

@ 基調報告 「心の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒 と 教育復興担当 教員 の活動J

- 講演 「児童 ・ 生徒の心の理解 と ケ ア の充実」

@ 班別協議 「被災児童 ・ 生徒の心の ケ ア に ど う 取 り 組む か」

4 .  EARTH �JI母親 ・ 研修会
EARTH は 講演 、 協議 を 中 心 と し た研修 と 県 や 市 町 が実施 す る 総合防災訓練 に 参加す る

2 回 の 「訓練 ・ 研修」 を 2000:l'fô震 か ら 実施 し て い る O
第 1 回 = 7 月 6 日 、 県立教育研修所

@ 講演、 班別協議、 函 上i寅習 (EARTH 活動マ ニ ュ ア ル の 見 直 し 、 前年度 の 成果 と 課題
な ど)
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第 2 匝 = 12 月 6 日 、 県立教育研修所

・ 報告 「台風23号 に よ る 但馬地方への水害支援派遣、 新潟県中越地震への 支援派遣」

〈参考文献〉
「震災を越えて 教育 の創造的復興10年 と 明 日 への さ長 み」 兵庫県教育委員会 2005年 3 月 3] 日
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i 第十鮪 新た な防災教育の実践
阪神 ・ 淡路大震災以前 に 、 「防災教育J と い う 言葉 は 一般化 し て お ら ず、 考 え 方 も 実質

的 に存在 し て い な か っ た と い っ て も 、 過言で は な い か も 知 れ な い 。 児童 ・ 生 徒 た ち に 学校

で、 自 身 の 命や 身 を 守 る 力 を 養 う 教育 は 「安全教育」 と し て教育課程 の 中 に 位置づけ ら れ

て い た 。 安全教育 は 、 ①交通安全、 ②生活安全、 ③災害安全か ら 構成 さ れ、 災害安全 は 、
火災への対応、 安全に避難す る 態度や技能 を 身 に つ け る 訓練が中心だ、 っ た 。 も う ひ と つ は

「健康教育J だ、っ た。 現在で も 、 文部科学省 は、 「安全J と 「健康」 で 「防災」 を 進め て い る 。

大震災以前の兵庫県の安全教育 の取 り 組み ぶ り を 知 る も の と し て 、 1982年 に 丈部省 自 然

災害特別研究珪が実施 し た 「小学校 の 防災教育体制 に 関 す る ア ン ケ ー ト 」 の 調査結果があ

る O こ の調査は 、 東京、 神奈川 、 静 岡 、 愛知、 大阪、 兵庫 の 6 都府県 と 近隣 10県の都市部
の小学校1 ， 568校で実施 し た も の で、 973校 (62 . 1 % ) が回答 し た 。 地震災害 に対 し て 「不
安」 と 答 え た の は静再県56 . 5% 、 東京都49 . 9% に対 し て 、 兵産県 は わず、か 13 . 9 % だ、 っ た 。

兵庫 は 、 校 内 火災避難訓練は実施 さ れて い て も 、 地域防災訓練への参加 や 校 内 の 地震対策
は他府県 に 比べて低か っ た 。

大震災直後 に 「新た な 防災教育」 と し て 、 震災の教訓 を 生 か し 、 人 間 の 生 き 方 ま で考 え

さ せ る 、 兵庫独 自 の 防災学習 を 始め て 、 10年の 実践 を 重ね て い る 。 そ の 歩 み の過程で、 学

習指導要領改定、 学校 5 日 制 、 「総合学習J の 時 間 な ど、 新 し い事態が加 わ り 、 地域素材

の教材化、 地域、 関係機関 と の連携が課題 に な っ て き た 。

品方、 「学力低下」 論議 は 学校内外で活発 に な る ばか り O 実施直後 の 学 習 指導要領 の事

実上の見直 し を 文部科学省が表明 し て 、 教育現場 は騒々 し い 。 落 ち 着 か な い 雰囲気の 中 で 、

「新た な 訪災教育」 は 充実 と 発展が求め ら れ、 教職員 の負担 も 増 え て い る O
震災後、 最初の大 き な 節 目 を 通過 し 、 次の 1 0年へ重荷 を 背負 つ て の 「新た な 防災教育J

の実践が続 く が、 今後は 「県民すべ て がか か わ る 兵庫 の教育」 の柱の 1 つ に位援づけ て 「兵
庫 の 防災教育」 と し て 定着、 発展 に 努 め る と い う 。 ( 防災教育実態調査の結果は第十節 と

節 に分け て詳述)

1 .  2004年度防災教育実態調査か ら (その 1 ) 
2004年 5 月 現在 。 調査校数 1 小学校828校、 中 学校361校、 高等学校186校、 盲 ・ 聾 ・ 養

護学校40校。 合言1'1 ， 415校。

し 学校 に お け る 「新た な防災教育j の推進体制

( 1 ) r新 た な 紡災教育」 は 推進の 園 標や方針が学校の教育 目 標、 経営方針 に 具体的 に 示 さ

れ て い る か

小学校87 . 7% (前年調査86 . 8% ) 、 中 学校84 . 5% ( 同 82 . 4 % ) 、 高校89 . 2% ( 悶89 . 2% ) 、
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(表14) 防災教育推進の た め の 目 標や方針が学校の教育 白 標 ・ 経営方針に具体的 に示 さ れ て い る か ( % )  
而寸 199子十

(兵庫県教育委員会)

盲 - 聾 ・ 養護学校65 . 0% ( 同 70 . 0% ) 0
小学校、 高校は90% に 近づい て い る O 中学校は80 % 台 に 入 っ て 2 主ド 日 。 富 ・ 聾 ・ 養護学

校 は70% を 割 っ た 。

( 2 )  r新 た な防災教育」 推進の委員会や保を校務分撃に位置づ け て い る か

〔委員会を位置づ け 〕

小学校53 . 4 % ( 同53 . 7% ) 、 中 学校48 . 2% ( 同 47 . 4. % ) 、 高校31 . 7 %  ( 同31 . 3 % ) 、 商 ・ 聾 ・
養護学校52 . 5% ( 同52 . 5% ) 0 

全校種 と も 横 ばい 状態。

〔係 を位霞づけ 〕

小学校93 . 1 % ( 同 97 . 7% ) 、 中 学校89 . 5% ( 同 94 . 2% ) 、 高校87 . 1 % ( 同85 . 6 % ) 、 商 ・ 聾 

養護学校80 . 0% ( 河 80 . 0% ) 0 
前年 に頭打 ち 状態 を 脱 し た小、 中 学校が再 びポ イ ン ト を 下 げた。 高校は 3 年連続の上昇。

〔 ど ち ら か に は 位置づ け 〕

小学校99 . 4 % ( 同99 . 5 % ) 、 中 学校99 . 7 % ( 同 97 . 8% ) 、 高校96 . 8% ( 同89 . 2% ) 、 富 ・ 聾 ・
養護学校100% ( 伺92 . 5 % ) 。

前年100% 直前の小学校 は横ばい 。 盲学校 な ど は 100% に な り 、 中 学校、 高校は と も に上

昇 し た 。

( 3 )  委員会、 係の活動制 (上位 3 項 目 )

「委員 会」 の 活動例 は 、 防災教育 の計画 と 推進。 防災訓練の計画 と 実践。 防災体制 の検

討 と 整備。

「係」 の 活動例 は 、 訪災言l拍i棄の計画 と 実施。 防災教育指導計画 の原案作成。 防災体制 の
企画O

( 4 )  2003年度 に 「新た な 紡災教育J の研修会 を 開 い た か

小学校77 . 3% ( 同72 . 9% ) 、 中 学校69 . 0 % ( 同 62 . 3% ) 、 高校60 . 2% ( 河55 . 4% ) 0 ・ 聾 ・
養護学校42 . 5% ( 向 40 . 0% ) 0
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全校種そ ろ っ て 2 年連続の上昇。 小学校は80% 台 、 中 学校70%台 に接近 し た 。

( 5 ) 校内研修舎の 内 容 (複数回答)

・ 副読本の活用 = 小学校35 . 5% 、 中学校18 . 8% 、 高校3 . 2% 、 盲学校 な ど0 . 0 %
・ 授業 の 進 め 方 :小学校23 . 1 % 、 中学校23 . 3% 、 高校5 . 4% 、 青学校 な ど7 . 5 %

・ 防災訓練 小学校73 . 2% 、 中学校62 . 9% 、 高校55 . 9% 、 盲学校 な ど40 . 0%
・ 防災体制 ニ 小学校57 . 4 % 、 中学校43 . 8% 、 高校40 . 3% 、 盲学校な ど27 . 5 %

・ 心の ケ ア =小学校7 . 1 % 、 中 学校9 . 4 % 、 高校3 . 8% 、 盲学校 な ど0 . 0%

防災訓練は 高率 だが、 副読本 の 活用 、 授業の進め 方 は低い。 心の ケ ア は最低 ラ イ ン 。 「新
た な 防災教育J 10年 の 歩 み の 「課題J が表れて い る O

2 . 学校に お け る 「新た な防災教育J の実施状況

( 1 ) r新 た な 防災教育」 の年間指導計画を 立饗 し て い る か

小学校70 . 4 % ( 同 65 . 3% ) 、 中 学校59 . 8% ( 向59 . 0% ) 、 高校29 . 6 % ( 向 17 . 4 % ) 、 盲 ・ 聾 
養護学校32 . 5 % ( 問 20 . 0% ) 0 

小、 中 学校 と も 3 年連続で上昇、 小学校 は70% を 超 え た 。 中 学校 は ほ ぼ60% 、 高校 も ほ

ぼ30% 。 盲学校な ど は30% を 超 え た 。 全校種上昇 は 2 年連続。 年 間指導計画 は 防災教育推

進の基本 だ け に 、 内容の充実が さ ら に期待 さ れ る O

(表15) 防災教育の年間指導言十闘 を 立案 し て い る か ( % )  

1997 1998 1 999 2000 2001 2002 2003 2004 

小 学 校 28 42 . 4  60 . 6  56 . 6  57 . 1  6 5 . :-\ 70 . 4  

中 学 校 21 32 . 3  45 . 7  47 . 6  43 . 3  47 . 7  59 59 . 8  

高 校 29 11 . 7  1 l .  7 ! 1 1 . 7  5 . 8  1 7 . 4  29 . 6  
盲 ・ 聾 ・ 養 1 8  20 22 . 5  5 20 i 32 . 5  

(兵庫県教育委員 会)

(2 )  そ の 中 に防災教育副読本の活用が含 ま れ て い る か

小学校95 . 2% ( 同 96 . 0% ) 、 中 学校84 . 3 % ( 同 83 . 6% ) 、 高校38 . 2% ( 同 35 . 3% ) 、 盲 ・ 聾 ・
養護学校23 . 1 % ( 同 12 . 5 % ) 0 

小学校は 3 年連続で微減。 前年 に 大 き く 落 ち た高校は持 ち 直 し 、 盲学校 な ど は 3 年 間 で
20% 台 に 乗 っ た 。

( 3 )  2003年度の防災教育副読本の活用状況

・ 全校で全領域で計画的 に z小学校16 . 4 % ( 同 15 . 9% ) 、 中 学校4 . 2% ( 向4 . 4 % ) 、 高校2 . 7%
( 同0 . 5 % ) 、 官学校 な ど0 . 0% ( 同0 . 0% ) 0

・ 全校で道徳 ・ 特活 を 中心 に =小学校26 . 6 % ( /司26 . 7% ) 、 中 学校21 . 9 %  ( 向 24 . 2% ) 、 高
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校3 . 2 % ( 同5 . 1 % ) 、 盲学校 な ど0 . 0% ( 同 0 . 0 % ) 0 

・ 全校でi防災訓練時の指導 に ニヱ小学校45 . 3% ( 間48 . 3% ) 、 中学校35 . 5% ( 同38 . 0% ) 、 高
校25 . 8% ( 問25 . 1 % ) 、 盲学校 な ど10 . 0% ( 同 17 . 5% ) 0

@ 一語学年 ・ 学級の道徳 ・ 特活で =小学校5 . 8% ( 戸1 7 . 7 % ) 、 中 学校11 . 4 % ( 同 6 . 9 % ) 、
高校2 . 7% ( 同 1 . 5% ) 、 青学校な ど0 . 0% C[可5 . 0% ) 0

・ 一部学年 ・ 学級の 防災訓練で ニ 小学校6 . 6 % ( 同7 . 7% ) 、 中学校5 . 0% ( 同6 . 9% ) 、 高校
1 . 6% ( 1司3 . 6 % ) 、 盲学校 な ど15 . 0% ( 同 10 . 0% ) 0

・ あ ま り 活用 な し =小学校2 . 2% ( 同 1 . 6 % ) 、 中 学校16 . 9% ( 同 17 . 1 % ) 、 高校60 . 8% ( 向

59 . 0% ) 、 盲学校な ど65 . 0% ( 向 50 . 0% ) 0 

r新た な 防災教育」 の かか え る 課題 が こ こ で も 浮 き 彫 り に さ れ て い る O 比 較的取 り 組み

や す い 防災訓練で は 目 立つ が、 授業での取 り 組み は 活発 と は い え な い 。 前 年 よ り 低率 に

な っ た と こ ろ も 気がか り O

( 4 )  r総合学習J の時間での取 り 組み が含 ま れ て い る か

小学校31 . 0% ( 同25 . 7 % ) 、 中 学校50 . 5% ( 同42 . 5% ) 、 高校14 . 5% ( 同0 . 0% ) 、 盲 ・ 聾 ・
養護学校23 . 1 % ( 同0 . 0 % ) 0

高率 と は い え な い ま で も 小、 中 学校 は 着 実 な 取 り 組みが う かがえ る O 前年 ま で、低調 だ っ
た高校、 盲学校 な どやや持 ち 直 し た が、 2001年度の水準 ま で、戻 っ て い な い。

( 5 )  r総合学習」 で実施予定の学年 (小、 中学校のみ)

小学校= 3 年16 . 5 % 、 4 年21 . 3% 、 5 年6 . 5 % 、 6 年5 . 7% 。
中学校ニ l 年20 . 8% 、 2 年20 . 8% 、 3 年16 . 2 % 。

( 6 )  地域や関係機関 ど 連携 し た 防災教育 を ど の よ う に進め る か (複数回答)

・ 防災訓練で保護者や地域 と 連携 =小学校77 . 2% ( 同 67 . 1 % ) 、 中 学校74 . 8% (同69 . 1 % ) 、
高校83 . 9 % ( 同 77 . 9 % ) 、 盲学校 な ど80 . 0% ( 同80 . 0% ) 0 

・ 参観 日 に 防災教育授業z小学校20 . 7% ( 同 18 . 1 % ) 、 中 学校2 . 8% ( 同6 . 9 % ) 、 高校0 . 0%

( 同0 . 0% ) 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校0 . 0% ( 向 5 . 0% ) 。

・ 保護者へ の 引 き 渡 し 訓 練 = 小学校66 . 9% ( 同62 . 7% ) 、 中 学校5 . 8% ( 間 10 . 5 % ) 、 高校0 . 0%
( 同0 . 0% ) 、 盲学校 な ど15 . 0% ( 問5 . 0% ) 0

・ 地域 の 災害 を 学 習 =小学校20 . 0% ( 同 1 7 . 1 % ) 、 中 学校19 . 1 % ( 向 16 . 8% ) 、 高校9 . 7 % ( 同
4 . 6% ) 、 盲学校 な ど2 . 5 % ( 同 0 . 0 % ) 0

・ 総合防災訓練 に 参加 工コ小学校10 . 4 % ( 同 9 . 0% ) 、 中 学校1 0 . 8 % ( 同 11 . 3 % ) 、 高校7 . 0%
( 同8 . 2 % ) 、 盲学校 な ど5 . 0% ( 同2 . 5 % ) 0 

・ 安全マ ッ プづ く り な ど 白 主防災組織 と 連携 =小学校1 5 . 7% ( 同 13 . 1 % ) 、 中 学校18 . 6% ( 同
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1 7 . 1 % ) 、 高校8 . 6% ( 1可 10 . 3% ) 、 南学校 な ど2 . 5 % ( 同2 . 5 % ) 0 

2 .  r新た な防災教育」 実践の成果と 課題
「新た な 防災教育J 10年 の 歩 み を 振 り 返 っ て兵庫県教委 は 、 実践の成果 と 課題 に つ い て 、

全校実態調査か ら 記録誌 「震災 を 越 え て」 で 、 現場の 実践、 取 り 組み の 実例 を 紹介 し な が
ら ま と め て い る O

し 「新 た な防災教育J の成果

( 1 ) 防災意識や危機対応 に 関 す る 意識の高 ま り

・ 被災体験の風化 の 防止。 (小)

・ 地域の 防災訓 練 に 進 ん で参加す る な ど防災 を 自 分の こ と と し て考 え る 生徒 が増 え て き た 。
( 中 )

・ 全校職員 が緊張感 を 持 っ て 訓練 に 臨 む よ う に な っ た。 ( 中 )

( 2 )  ボ ラ ン テ ィ ア教育、 実鵠に よ る 助 け合い精神の渦養

・ 助 け合い 、 協 力 の 大切 さ の理解進む 。 (小)

@ 高学年児竜が低学年児童の面倒 を H 常 的 に 見 る よ う に な っ た 。 (小)

・ 生徒会 を 中心 に ボ ラ ン テ イ ア 活動へ訳 り 組む 。 ( 中 )

，.困 っ た と き は お 互い さ ま J ，.で き る こ と か ら 助 け 合お う 」 の態度。 ( 中 )

@ 地域の 間体 と 連携 し た ボ ラ ン テ イ ア 活動サ ー ク ル が結成 さ れる な ど、 生徒や教職員 の ボ

ラ ン テ ィ ア が継続 さ れて い る o (高)
( 3 )  生命尊重の精神の瀦養

・ 自 分の命 を 意識 し て 守 ろ う と す る 意欲が高 ま っ て い る o (小)
( 4 )  高齢者 ・ 障害者への理解の深ま り

・ い わ ゆ る 災害弱者の立場や行動への理解が深 ま り 、 集 団や地域で の安全 に 役立 と う と す

る 意識が芽 生 え て き た 。 ( 中 )
・ 自 分の安全だ け で な く 、 障害の あ る 生徒 を 積梅的 に 支 え る 意識が向上。 (高)

( 5 )  自 分 を 見つ め 、 生 き 方 を考 え る 姿勢や態度の育成

(6) 地域 と の交流の活性化

・ 地域 と 学校 の つ な が り が密 に な り 、 保護者 と かか わ り な が ら 教育活動 を 進 め る 機会が増

加。 (小)
@ 子 ど も た ち が地域住民 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の大切 さ に気づ き 、 登下校時の挨拶 な ど

も 積極的 に 。 (小)
・ 町 を あ げて進め て い る 東南海地震への認識が深 ま っ て い る o ( 中 )
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2 . 防災教育年間指導計調の立案

・ 防災教育 は児童 ・ 生徒の発達段階、 地域の特性、 学校の実態 に応 じ て指導内容 を検討 し 、

各教科、 道徳、 総合学習 、 特別活動 な ど、 教育活動全体 を 通 じ て計画的 に 進 め る O
・ 児童 ・ 生徒一人 ひ と り が災害 に 適切 に対応す る 能力 を 身 に つ け る O

・ 人間教育 を 基盤 と し た 防災 リ テ ラ シ ー を 身 に つ け る に は 、 特定の教科 に よ る 取 り 組み だ

け で は不十分0

・ 実践の成果 を 絶 え ず点検、 評価 し 、 指導計画の体系 に フ ィ ー ドパ ッ ク さ せ る 必要があ る O
・ 年 間指導計画作 成 は 、 学官指導要領か ら 、 初災関連の 内容 を 選 び出 し て 整理 し 、 狙い を

明確 に す る O

- 関連す る 副読本 の 題材や新聞記事、 写真、 映像な ど を 総合的 に と ら え る O 体験活動の 要

素 も 取 り 入れ る O

3 . 防災教菅副読本の活用

( 1 ) 教材 と し て の 内容 ・ 授業展開

・ 視覚 に訴 え る 内容が少 な い 。 (小)

@ 地域素材 と し て 活用 し に く い。 ( 中 )

- 児童 ・ 生徒の実態 に適 し て い な い 。 (養)

・ 内容が一般的 で 、 生徒の興味や 関心 を 引 く こ と が難 し い 。 (高)

( 2 )  授業時間の確保が難 し い

(3 )  教育計画上の課題

・ 教科や各領域 と の 関連づけが難 し い 。 (小)
・ 担任 の指導 に 任せて し ま い 、 学校全体の指導計画が作成 さ れて い な い 。 ( 中 )

・ 防災教育が、 教育活動 の 中 に位置づけ ら れて い な い。
( 4 )  教員 の意識

・ 副読本の活用 に つ い て の教職員 の啓発が不十分。 (小)

@ 指導資料や参考資料の 配布、 活用 。 (小)
・ 副読本の 内 容 に つ い て教職員 の理解が不足。 ( 中 )

・ 大 き な 災害 を 経験 し た こ と がな く 、 実感 に 乏 し い 。 (高)

( 5 )  副読本の見醸 し

・ 副読本 は発行 か ら 9 年 を 経過 し 、 そ の後の研究の進展 を 踏 ま え る 必要があ る 0
・ 児童 ・ 生徒の 実態、 に合わ な い面 も 出 て い る 。

@ 地域素材 を 活用 し た教材開発、 ピ デオ な ど の映像教材、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 じ た 情報収
集 な ど、 各学校 に お け る 創意工夫が求め ら れ る O
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4 繍 「総合学習」 の時間 に お け る 取 り 組み

( 1 ) 教育計簡の課麗

・ 学校独 自 の計画があ り 、 防災教育が後回 し に な っ て い る o (小)

・ 学習 課題が多 く 、 時 間数が確保で き な い 。 (小)

・ 学年 の 年 間 テ ー マ と 訪災の 関連づけが難 し い 。 ( 中 )

( 2 )  教員の研修、 意識の課題

・ 防災教育 に 関す る 研修の不足。 (小)

・ 震災体験 ・ 意識の風化。 (小)
@ 系統 だ、 っ た 年 間指導計画 を 立案す る た め の教材の精選 と 準備、 指導す る 教員 の 防災知識

と 経験の有無が問題。 自 信 を 持 っ て指導で き る 教員 がい な い。

( 3 ) 教材づ く り の課題

・ 専 門 的 な 事項が多 く 難 し い 。 語数の領域 に ま たが る と 特 に 難 し い 。 (小)

「調べ学習」 の 児童 向 け 資料が少 な い 。 (小)

@ 実践例 を 紹介 さ れ る 機会が少 な い 。 (小)
・ 地域素材 を 生 か し た継続 し た教育 を 進め る た め の準備の 余裕がな い。 ( 中 )

・ 生徒 の 向 発的 な 関心の 中 に 、 防 災 を 調 べ る 意識が希薄。 ( 中 )

5 . 地域葉材 を 生 か し た 防災教育

( 1 ) 教材化の難 し さ

@ 地域内 で課題 に 適 し た 素材が見 つ け に く い 。 (小)

・ 地域 内 の 素材 に つ い て情報が収集 さ れて い な い。 ( 中 )
・ 高校 は校 区 が広 く 、 地域の素材 を 具体的 に取 り 上げに く く 、 一般論 に な り がち o (高)

( 2 )  教員 の意識の課題

・ 地域素材 を 教材イとす る と き 、 専門知識が不足。 (小)
・ 全教職員 で取 り 組む た め の 共通理解や校内 の 組織づ く り がで き て い な い 。 (小)

@ 防災教育の担当教員が毎年 、 交代 し 、 取 り 組み の資料な ど の 引 き 継 ぎが不十 分。 (高)

( 3 )  地域の理解 、 協力 に 関 す る 課題

・ 体験学習 を 行 う 環境づ く り を 地域 と 協力 し て ど う 進 め る か。 (小)

・ 地域住民の協力体制 の 組織化 を ど う 進め る か。 (小)

・ 保護者や地域住民の 防災意識の向上。 ( 中 )
@ 教員 が地域 に つ い て勉強 し 、 地域住民 と 意思疎通 を 国 る こ と o (高)

( 4 )  関係機関 と の連携の課題

・ 町 の 防災 セ ン タ ー の活用 を ど う 図 る か。 ( 中 )

@ 地域住民や関係機関 と の普段か ら の連携。 ( 中 )
・ 地域、 自 治体、 消 防 と の連携 を 重視 し た計画の立案。 (高)
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総汁同判@対片州叫
一四∞い

(表16) 震災学習実施数
1 996年度 1 997年度 1 998年度 1 999年度 2000年度 2001年度 2002年度 2003年度 ，004年度

交流 講締派遣 合計 交流 講師派遣 合計 交流 講師派遣 合計 交流 講邸派遣 合計 交流 講師派遣 合計 交流 講師探iz 交流 講締派遣 ! 合計 講部派遣 講師派遣

[ 小学校
0 1  401 401 。 799 799 。 1 ， 236 1 ， 236 。 3 ， 566 3 ， 566 。 3 ， 190 3 ， 190 。 3 ， 1ll  3 ， 1ll  。 1 ， 279 i 1 ， 279 I 2 ， 064 1 . 338 

(0) ; (6) (0) (14) (14) (0) (13) (13) (0) (42) (42) (0) (48) (48) (0) (36) (36) (0) (9) I (9) I (9) (6) 

中 学校 ( 317 1 3 ， 305 3 ， 622 934 9 ， 229 10 ， 163 3∞ 10 .430 10 ， 730 249 1 3 ， 805 14 ， 054 2∞ 13， 158 1 3 ， 358 96 13 ， 534 1 3 ， 630 285 7 ， 783 8 ， 068 4 ， 893 5 ， 254 
(5) (24) (29) (10) (76) (86) (2) (76) (78) (4) (96) (100) (1) (103) (104) (1) (103) (104) (2) (39) ('ll) (25) (26) 

高 校 0 1  1 ， 590 1 . 590 420 7 ， 919 8 ， 339 0 1  7 ， 891 7 ， 891 0 1  6 ， 831 6 ， 831 0 1  5 ， 380 5 ， 380 0 1  8 ， 500 8 ， 500 。 1 ， 709 1 ， 709 1 ， 163 2 . 193 
(0) (15) (15) (2) (44) I (46) (0) I (38) (38) i (0) (28) (28) (0) (26) (26) (0) (49) (49) (0) (8) (8) (5) (7) 

養護学校 。 。 。 。 69 69 。 65 65 。 。 。 。 。 。 。 68 68 。 。 。 24 。
(0) (0) (0) (0) (2) (2) (0) (2) (2) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (3) (3) (0) (0) (0) (1) (0) 

各種学校 ! 。 。 。 。 30 30 。 139 l 39 。 247 247 。 378 378 。 740 740 。 。 。 12 85 
(0) I (0) (0) (1) (1) (0) (3) (3) (0) (6) (6) (0) (5) (5) (0) (8) (8) (0) (0) (0) (1) (1) 

校長会等 ; 。 。 。 0 1  3 ，802 3 .802 0 1 4 . 249 4 ， 249 0 1  2 ，046 2 ，046 0 1  3 ， 660 3 .660 0 1  1 ，874 1 ，874 。 4 .485 4 ， 485 4 ， 166 5 ， 599 
(0) (0) (0) (0) (94) (94) (0) (99) (99) (0) (63) (63) (0) (52) (0) (39) (39) (0) (17) (17) (18) (30) 

合 計 317 5 ， 296 5 ， 613 1 ， 354 21 ， 848 23 ， 202 300 24 ， 010 249 26 ， 495 26 ， 744 200 25 ， 566 25 ， 766 96 27 ， 827 27 ， 923 285 1 15 ， 256 
(5) (45) (50) (12) (231) (243) (2) (231) (233) (4) (235) (239) (l) (235) (236) (1) (238) (239) (2) I (73) (川 (

注 1 . 1996年度 は神戸 市教育委員会調べ
2 数字 は交流 の受講人数、 ( ) 内 は 学校数 ま た は 凶体数
3 . 校長会等 の 中 に は教頭会、 教育委員 会、 教師、 一般 (PTA、 自 治会等) を 含 む

(神戸市教委震災学習 交流 セ ン タ ー )



( 5 )  そ の他

・ 年 間 指導計画 に位置づけ る 際 に 、 教科、 領域 を どの よ う に ク ロ ス さ せ る か 。 (小)
@ 小、 中 学校で受 け た 防災教育 の 内容 と 重複 し な い よ う に す る こ と o (高)

・ 教材 は i功災教育 の実施 に あ ま り 関係 し な い 。 (高)

3 . 神戸市教委震災学習交流セ ン タ ーの 「語 り 部」 活動
(2004年度 は講師派遣盛 り 遮す 。 9 年間で1 7万6， 000人受講〕

神戸市教委震災学習交流セ ン タ ー の 「語 り 部」 活動 は 、 9 年 日 の 2004 年 度 の講師派遣が
前年 を 上 回 り 、 心配 さ れた 減少傾向 がや や持 ち 置 し た。

同 セ ン タ ー の 「語 り 部」 活動 は 、 神戸 を 訪 れた修学旅行生や研修団体に 「語 り 部」 の 元
校長が大震 災 を 生 々 し く 伝 え る 「市内活動J と 、 全国各地の学校 な どへ語 り 部 を 派遣す る

「市外活動」 の 2 本立 て 。
2004年度 は 、小学校向 け 6 校1 ， 338人 (市外の み) 、 中学校 向 け 26校5 ， 254人 (市外11校2 ， 333

人、 市 内1 5校2 ， 921人) 、 高校向 け 7 校2 ， 193人 (市外 2 校520人、 市内 5 校1 ， 673人) 、 養護

学校向 け ゼ 口 、 各種学校向 け I 校85人 (市内 の み ) 、 校長会等30団体5 ， 599人 (市外22団体

5 ， 388人、 市 内 8 団体211 人) 0 合計70校 ・ 団体 1 万4 ， 469人 (市外41校 ・ 団 体9 ， 579人、 市
内29校 ・ 団体4 ， 890人)

前年 に よじべ、 小学校 は 726人減、 中 学校361人増、 高校1 ， 030人増 、 養護学校24 人減、 各

麓学校73人増、 団体1 ， 433人増。 全体で2 ， 147人増。
同 セ ン タ ー の実績は 1996年度か ら 9 年 間 で 17万5 ， 890人、 2 万3 ， 000人 の 大台 を 超 え る 受

け入れが1997年度か ら 5 年間続い た 。 2002年度 に 「 人 と 防災未来セ ン タ ー 」 が開館 し て 、

同 じ よ う に神戸 を 訪 れ る 修学旅行生 ら に 「語 り 部」 を 始 め 、 交流 セ ン タ ー が拠点会場 に し

て い た神戸 ・ 三宮の 旧 「 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザJ ( 坂神 ・ 淡路大震災復興支援館) も 閉鎖 さ れ、

講師派遣が大幅 に 減少 し た 。
2004年度 に 交流 セ ン タ ー の 「語 り 部」 が持ち 在 し た こ と に つ い て 同 セ ン タ ー は 「未来 セ

ン タ ー は、 活動がセ ン タ ー 内 に 限 ら れて い る O 県外への 派遣 も な い。 そ の た め、 交流 セ ン

タ ー が未 来 セ ン タ ー か ら 講師派遣 を 依頼 さ れ る こ と も あ る O ま た 、 元校長が語 り 部の た め 、

学校関係 か ら は教育的効果があ る と 、 毎年派遣 を 頼 ま れ る 場合 も あ る J と 語 っ て い る O 両
セ ン タ ー が補完 し合 う 形 も 生 ま れつ つ あ る よ う だ。

4 . 人 と 防災未来セ ン タ ー 、 防災教育の新拠点に
〔開舘 3 年で来館証ベ1 33万人。 2004年度は54万人超 え る 〕

阪神 ・ 淡路大震災 の 教訓 を 伝 え る 「人 と 防災未来 セ ン タ ーJ (神戸市 中 央区 ) は 開 館 か

ら 3 4-経 っ た が、 来館者 は 延べ約133万人。 特 に小 ・ 中 学生 の 利 用 が多 く 、 修学旅行や 遠
足の “新名所" に も な り 、 防災教育 の 新 し い拠点 と し て 成果 を 上 げて い る O
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(表17) 年度別人 と 防災未来セ ン タ ー観覧者数

2002年度
観 覧 者 数 ( 人 ) I 256 ， 789 

(表18) 観覧者年齢区分

観覧者数計区 1年度 2004年度

大 人 307 ， 808 293 ， :)82 
(57 . 9% )  (54 . 3% )  

高 校 ・ 大 学 生 33 ， 767 34 ， 832 
(6 . 3% )  (6 . 4% )  

- 中 学生等 1 90 ， 598 212 ， 408 
(35 . 8% )  (39 . 3% )  

言十 532 ， 173 540 ， 622 
( 100 . 0%) (100 . 0制

(表19 ) 団体 ・ 個人別観覧者数

分 県内
2003年度 i 2004年度

大 人 67 ， 757 
(12 . 7% )  

高 校 - 大 学 生 1 ， 966 
( 0 . 4% )  

小学 中 学生等 32 ， 701 
( 6 . 1  % )  

言十 102 ， 424 
( 19 . 2% )  

(表20) 地域別観覧者数
(観覧者数)

50 ， 080 
( 9 . 2% )  

2 ， 065 
( 0 . 4% )  
37 ， 186 

( 6 . 9% )  
89 ， 331 

( 1 6 . 5% )  

東 海

(人 と 防災未来セ ン タ ー )

防災未来鉛
2003年度 2004年度
207 ， 390 203 ， 203 
(39 . 0% )  (37 . 6% )  
27 ， 246 26 ， 922 
(5 . 1  % )  (4 . 9% )  

1 14 ， 948 132 ， 284 
(21 . 6% )  (24 . 5% )  
349 ， 584 362 ， 409 
(65 . 7% )  (67 . 0% )  

(上段 : 観覧者数 : 人)
(下段 : 構成比率)

ひ と 未来館
2003年度 2004年度
100 ， 418 90 ， 179 
( 18 . 9% )  ( 16 . 7% )  

6 ， 521 7 ， 910 
( 1 . 2% )  ( 1 . 5% )  
75 ， 650 80 ， 124 
( 14 . 2% )  ( 14 . 8% )  
182 ， 589 178 ， 213 
(34 . 3% )  (33 . 0% )  

(人 と 防災未来セ ン タ ー )

団体予約観覧者
県外 言十

2003年度 2004年度 I 2003年度 2004年度
132 ， 768 141 ， 991 
(24 . 9% )  (26 . 3% )  
27 ， 212 29 ， 300 

( 5 . 1  % )  ( 5 . 4% )  
54 ， 353 73 ， 2 1 1  

( 10 . 2% )  (1 3 . 5% )  
214 ， 333 244 ， 502 
(40 . 2% )  (45 . 2% )  

2∞ 525 ( m m 
(37 . 7% )  I (35 . 5% )  
29 ， 178 3 1 . 365 

( 5 . 5% )  ( 5 . 8% )  
87 ， 054 1 10 ， 397 

(1 6 . 4% )  (20 . 4% )  
316 ， 757 333 ， 833 
(59 . 5% )  (61 . 7% )  

( 上段 : 観覧者数 : 人)
(下段 : 構成比率)

俗 人観覧者

2003年度 2004年隊

(20 . 2% )  ( 18 . 7% )  
4 ， 589 3 . 467 

( 0 . 9% )  ( 0 . 7% )  
103 ， 544 102 ， 01 1  
( 19 . 5% )  (1 8 . 9% )  
215 ， 41 6  206 ， 789 
(40 . 6% )  (38 . 3% )  

( 人 と 妨災未来 セ ン タ ー )

( 人 )

東 北 関 東 北 陸 近 畿 ; 中 国 I!LJ 国 九 州 等 言十

2002年度 3 ， 139 1 1 ， 153 22 ， 462 89 ， 275 
2003年度 10 ， 917 15 ， 740 48 ， 530 184 ， 974 
2004年度 1 2 ， 185 18 ， 322 氏幻 ) 山， 333

26 ， 24 1  45 ， 215 123 ， 304 448 ， 582 

7 ， 970 6 ， 477 
20 ， 017 1 9 ， 741 
22 ， 175 25 ， 196 
50 ， 162 51 ， 414 

7 ， 039 
1 6 ， 838 
29 ， 310 
53 ， 187 

147 ， 515 
3 16 ， 757 
333 ， 833 
798 ， 105 
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(構成比率)
I -jレ指 浩

近 古監 中 国 国 九 州 等陸 間

1 5 . 2% 60 . 5 %  5 . 4 %  4 . 4 %  4 . 8 %  
1 5 . 3 %  58 . 4 %  I 6 . 3 %  6 . 2 %  5 . 4 %  
1 5 . 7 %  52 . 2 %  6 . 6 %  7 . 5 %  8 . 8% 
1 5 . 4 %  56 . 2 %  6 . 3% 6 . 4 %  6 . 7 % 

(人 と 防災未来セ ン タ ー )

(表21 ) 都道府県別観覧者数 (人)
ラ ン キ ン グ | 2002年度 2003年度

兵 庫 県 53 . 1 10 兵 庫 県 102 . 424 
2 大 阪 府 1 9 . 918 大 阪 府 37 ， 164 
3 愛 知 県 7 ， 367 I 愛 知 県 1 6 ， 458 
4 京 都 府 4 ， 859 和歌山県 1 2 ， 988 
5 滋 賀 県 4 ， 856 滋 賀 県 12 ， 922 
6 和歌山県 3 ， 753 I 京 都 府 10 ， 303 
7 妓 阜 県 3 ， 718 三 重 県 9 ， 259 
8 向 山 県 3 ， 363 奈 良 県 9 ， 173 
9 三 葉 県 3 ， 345 岡 山 県 7 ， 820 前 知 県

1 0  東 京 都 [ 3 ， 066 高 知 県 7 ， 818 二 重 県
(人と 防災未米セ ン タ ー )

(表22) 学校関係観覧者数
(観覧者数) (人)
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2004年度 の観覧者数は54 万622人。 前年 よ り 8 ， 499人増 え た 。 2002年 開 館 か ら 100万 人 目

は2004年 7 月 3 日 に入館 し た 。 1 日 平均1 ， 733人。

防災未来館 は36万2 ， 409人 (前年比 1 万2 ， 825人増) 0 ひ と 未来館 は 17万8 ， 213人 ( 同4 ， 376

人減) 。 震 災 の 生 々 し い記録を 展示す る 防災未来館 は 、 ひ と 未来館の 2 倍 以 上 が利 用 し た 。

年齢別 で は 、 大人が54 . 3 % ( 同 3 . 6 % 減) 、 高校 ・ 大学生6 . 4 % ( 同 1 . 0% 増 ) 、 小 ・ 中 学

生39 . 3% ( 向3 . 5 %増 ) 0 大学生以下が前年 よ り 4 . 5 % 増 え た。

団体 ・ 個 人別 で は 、 個 人38 . 3 % 、 団体予約61 . 7% 。 団体予約が前年 よ り 2 . 2 %増 え た 。

団体予約 は県内26 . 7% 、 県外73 . 3% 。 前 年 に 比べ て 県 内 が減 っ た の に対 し 、 県外は増加

傾 向 を 見せて い る O
i坊災未来館の 増 加 は 、 年齢底分、 団体 ・ 個 人 別 か ら み て 、 県外の小 ・ 中 学生 の 団体予約

に よ る と こ ろ が大 き い 。 前年 と 同様、 修学旅行の 人気ス ポ ッ ト に な っ て い る こ と が、 月 別

観覧者数で裏づけ ら れ る 。
春 シ ー ズ ン の 5 月 は 6 万68人、 秋 シ ー ズ ン の 10月 は 6 万7 ， 234人、 1 1 月 は 6 万7 ， 857人 と

他 の 月 よ り ほ ぼ倍増 し て い る O ま た 6 月 か ら 11 月 ま で前年 を 下 回 っ た の に対 し 、 12月 か ら

3 月 ま で は前年 を 上 回 っ た 。
団体予約 を 地域別 に見 る と 、 近畿が52 . 2 % で前年 を 下 回 っ た が、 他地域 は い ずれ も 上 回 っ

た 。 北海道 ・ 東北3 . 7 % 、 関 東5 . 5% 、 東海 ・ 北陸15 . 7 % 、 中 国6 . 6 % 、 四 国7 . 5 % 、 九州、1 8 . 8% 。

都道府県民 で は 兵産県が 8 万9 ， 33 1 人 で第 I 位 な の は 当 然 と し て 、 近畿各府県 も 上位 を

占 め る が、 2 f立大阪府 3 万8 ， 219人 に続い て 、 愛知県が 1 万7 ， 441人で 3 年連続 3 位。 7 位
岡 山県、 9 位高知県、 10位三重県 と 続 く O 東海、 南海、 東南海地震 と 津波への 関心が、 防
災未来館への 来館 に つ な がっ て い る と 思 わ れ る も の の 、 静 岡 県 は 開館以来上位10位 に は顔

を 出 し て い な い 。
毘体予約 の 学校関係 は 14万1 ， 762人 (42 . 5% ) 0 小学校 3 万6 ， 32 1 人 ( 10 . 9 % ) 、 中学校 7

万4 ， 076人 (22 . 2 % ) 、 高校以 J::. 3 万1 ， 365人 (9 . 4 % ) 0 

〔語 り 部に よ る 被災体験講話、 研究員 に よ る 防災 セ ミ ナ ー 〕

「防災未来館」 を 訪 れ る 団体向 け に 、 同館 1 踏 の ガ イ ダ ン ス ル ー ム で、 「語 り 音I)J に よ
る 被災体験談の 講話 を 行 っ て い る が、 2004年度 は 1 ， 439 回 、 7 万6 ， 442人が聴講 し た 。 前年

よ り 70 回 、 5 ， 353人の増加。 修学旅行で来館が増 え る 5 月 は 1 万5 ， 000人 を 超 え 、 10月 、 1 1

月 も 9 ， 000人 を 上 回 っ た 。
ま た 主 に小 、 中 学生 を 対象 に セ ン タ ー研究員 に よ る 「防災セ ミ ナ ー 」 も 行 わ れ て お り 、

2004年度 は47 司 、 3 ， 334人が受講 し た 。
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5 . 北淡町震災記念公園に 「体験館」
〔震度 7 の揺れ を 再現 す る 起震装置備 え る 〕

阪神 ・ 淡路大震災 の 震源 と な っ た野島断層 を 保存す る 北淡町震災記念公園 ( 同 町小倉)

の新施設 「震度体験館」 が2004年12月 1 日 、 オ ー プ ン し た 。
こ れ ま で の 「断層 保存館J の 隣 り に 建設 さ れ た も の で、 平屋建て 、 約300m2 。 約 8 '畏 の

洋 室 に 震度 7 の 揺 れ を 再現す る 起震装置 を 設 け て お り 、 約 l 億2 ， 000万 円 が投 じ ら れた 。
防災教育 の体験学習 に役立 て る も の で、 オ ー プ ン 前 に 、 同 町 内 の 5 小学校の全校児童が試

乗 し た。 児童 た ち は 交代で乗 り 込み 、 激 し い横揺れや余震 を 体験、 揺れがお さ ま る ま で手

す り な ど に し がみ つ い て い た。

6 . 兵庫県災害対策セ ン タ ー 、 見学 2 万人突破
全 国 の 自 治体で初 め て 、 災害対策専用庁舎 と し て設 け ら れた 「兵庫 県災害対 策 セ ン タ ー」

(神戸市 中 央 l玄 中 山 手通) の 見学者が20例年10月 1 5 日 、 2 万人 を 突破 し た 。

河 セ ン タ ー は 県 庁 の 北 向 い 側 に あ り 、 地上 6 階、 地 下 1 階、 延べ4 ， l34m' 0 災害対策本

部室 の ほ か、 自 家発電装置や衛星 回 娘 を 備 え て い る O こ れ ま で に 国連関係者 や ア ジ ア 各国

か ら 見学 に 訪 れ て い た 。 2001年度か ら 小学生 ら の 県庁見学 コ ー ス に 組み込 ん で お り 、 一般

見学 も 年 々 増 え て い た 。

7 . 神戸修学旅行に 「震災学習J が定着
(神戸入 り 館学旅行生、 2003年は過去最多の 6 万6 ， 51 0人〕

2003年 の 1 年 間 に 修学旅行で神戸市 内 に 宿 泊 し た小、 中 、 高校の児童 ・ 生徒 は 、 6 万6 ， 510
人 (前年比 9 % 増 ) 。 集計 を 始 め た 1989年以降最多 だ、 っ た こ と が 'Feel KOBE 観光推進協
議会J の集計で わ か っ た 。 そ れ ま で の 最 多 は 2001 年 の 6 万5 ， 385人。 修学旅行生 を 受 け 入

れて い る 市 内 の ホ テ ルや旅館 な ど25 カ 所の宿泊客数な ど を 基 に 集計 し た 。

神戸市内 の 修学旅行生 は 大震災 ま で は 毎年 5 万 人前後。 震災の 1995年 は 8 ， 924人 に 激減
し た 。 そ の後復興が進み 、 修学旅行 も 名所旧跡巡 り か ら 体験学習 に 変 わ り 、 2001年か ら 3

年連続で 6 万人台 と な っ た 。 京阪神 を 司 る 学校の多 く が神戸 を 震災学習 に 選 ん でい る O 「人
と 防災未来セ ン タ ーJ '長 田 区 の 語 り 部」 な ど受 け入れ施設 も 整 っ た こ と が好調 の原 因 と

さ れて い る O

内 訳 は 、 高校生65 . 9% 、 中 学生22 . 3% 、 小学生 7 % 。 地域別 で は 、 関 東が最高 の36 . 6% 、

東海19 . 4 % 、 東北1 5 . 2 % が続 い た 。

(2004年は 4 年ぶ り 6 万人下囲 る 〕

2004年の 1 年 間 に神戸 を 訪れ、 宿泊 し た修学旅行の小、 中 、 高校生 は 、 5 万7 ， 167人。 2001
年以降で初 め て 6 万人 を 下 回 っ た 。 学校数は521校 と 前年 を ヒ 回 り 、 小、 中 学生 も 増 え た が、

1 校あ た り の 生徒数が多 い 、 高校の都合が減 っ た の が影響 し た 。
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内 訳 は 、 高校生60 . 8 % 、 中 学生23 . 7% 、 小学生10 . 2% 。 地域別 で は 、 関 東37 . 8% 、 東海

23 . 0% 、 東北l 3 . 8% の)11夏。

く参考文献〉
「震災を越えて 教育の創造的復興10年 と 明 日への歩みJ 兵康保教育委員会 2005:tド 3 月 31 1:'1
「阪神 淡路大震災記念 人と 防災未来セ ン タ 一 平成16年度年次報告書J 2005年 3 月
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| 第十一節 学校防災体制の整備 と 機能の充実

阪神 ・ 淡路大震災で、 突然、 被災者が殺到 し て 、 避難所 と な っ た公立学校 は ピ ー ク の 1
月 23 日 、 全避難者の60% に あ た る 18万 人 を 受け 入れ た 。 絶望的 な 状況の 中 で 、 教職員 の だ

れ も が初体験 と な っ た避難所運営の成果 と 反省 、 課題 を 出発点 に し て 、 「新た な 防災教育」

は 「学校防災体制 の 整舗 と 充実」 を 、 教室 な どでの 防災学習 と と も 大 き な 柱 に 掲 げて い る O
自 然災害が発生 し た と き 、 頼 り に な る 、 安全 ・ 安心の拠点 と な る 学校 の 防 災体制づ く り

は 、 平時か ら の急務 と な る O 児童 ・ 生徒 ら の生命 を 守 る 避難、 誘導 な ど防災訓練、 避難所
開 設 に備 え た マ ニ ュ ア ル、 学校内 の 災害対応 マ ニ ュ ア ルづ く り な ど震災か ら 10年、 様々 な

努力 が重 ね ら れた 。

災害発生 時 に 学校単独で は 、 ど ん な 活動 も 成果 は 限 ら れて く る O 地域 と 行 政 当 局 と の連

携 を 深め 、 い ざ と い う 時 に備 え る 協力体制 づ く り 、 学校 と 市町防災当 局 と の役割分担 の 明
確化 も 進め ら れて い る 。

こ う し た動 き の 中 で、 頼 み の綱 と な る 学校の校舎、 体育館 な どの耐震性 も 課題 と な っ て

い る O ま ず大震災以前 の施設の耐震震断、 さ ら に耐震化工事 と 、 校舎 自 体 の安全性の 向 上
に重点が置 か れ る よ う に な っ た 。

学校の 災害対応マ ニ ュ ア ル、 避難所運営マ ニ ュ ア ル も 南海地震 に よ る 津波 の想定が加 わ

り 、 2005年の 台風23号水害 を 教訓 に 、 地震 を rþ心 に し た対応策の多様化 も 叫 ば れて い る o

EARTH な どの 全 国 派遣、 兵産 か ら の大震災教訓! の発信 も 、 災害 の種類、 各 地 の 山岳部 な

ど地形、 道路事情、 集落形態、 交通機関 な ど、 そ れぞれの地域事情 に 、 却応で き る も の が
求め ら れて い る O

さ ら に 、 学校内外 を 取 り 巻 く 最 近 の 姿 は 、 自 然災 害 に備 え る 前 に 、 児童 ・ 生徒が凶悪事

件や悪質交通事故 に 巻 き 込 ま れ、 保護者向伴登 下車交 と い う 異常事態、 も 日 常化 し た 。 学校防

災体制 の 整備 は 複雑 、 多様化す る ばか り だ。

1 .  2004年度紡災教育実態調査か ら (その 2 ) 
2004年 5 月 現在 。 調査校数= 小学校828校、 中 学校361校、 高等学校186校、 盲 ・ 聾 ・ 養

護学校40校。 合計1 ， 415校。

上 初災 (避難) 訓練実施状況

( 1  ) 防災訓練の実施回数

2003年度 、 2004年度 と も 、 実施回数は小学校が 3 司 、 中学校 は 2 問 、 高校は 2 回 、 盲学
校 な ど は 3 回 が最多 と い う 傾 向 は例年 どお り だ っ た 。 高校は 2 位 の 1 回が 1 位 の 2 回 に接

近 し 、 2004年度 は ほ ぼ同 数 と な っ た。
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(表23) 防災訓練の実施回数

口2003年度実施間数
小学校

1 国 7 :  0 . 8% 
2 回 117 : 14 . 1% 
3 回 536 : 64 . 7%  
4 回 129 : 1 5 . 6% 
5 回 35 ; 4 2% j 

中 学校
107 : 29 . 6%  
159 : 44 . 0% 
74 i 20 . 5% 
6 :  1 .  7% i 
2 0 . 6% I 

口2004年度実施回数 (2005年度調査か ら )
小学校 中 学校

回 1 1  1 . 3% I 1 12 : 3 1 . 5% 
2 回 144 : 1 7 . 5% 177 : 49 . 7% 
3 回 538 J 65 2% 63 : 17 . 7% 
4 回 1 15 : 14 . 0% 2 0 . 6% 

5 回 以 上 15 1 . 8% 。 : 0 . 0% 

( 2 )  防災訓練の実施内容

品等学校 盲 ・ 聾 ・ 養護学校
78 l 41 . 9% j 2 :  5 . 0%  
87 : 46 . 8% 12 : 30 . 0% 
12 I 6 . 5% 18 : 45 . 0% 
2 :  1 . 1% ! 6 :  1 5 . 0% 

0 . 5% I 2 5 . 0%  

高等学校 育 ・ 塁塁 ・ 養護学校
83 : 45 . 4% 4 :  10 . 0% 
85 : 46 . 4% 15 : 37 . 5% 
9 ' 4 . 9% 18 : 45 . 0%  
2 :  1 . 1 %  2 :  5 . 0% 
。 : 0 . 0% I 2 . 5%  

(兵庫県教育委員会)

訓練の実施 内 容 は 、 2003年度、 2004年度 と も 、 全校種で 「火災」 が最多 。 「地震 (津波) J

は小、 中 、 盲学校 な どで 2 番 目 0 2003年度 l土地震 と 火災 を 組み合わせた 「総合訓練」 が小 ・

中 ・ 官学校 な どで 3 番 目 、 高校で 2 番 目 だ っ た 。
特徴的 な の は 、 2004年度 に 「不審者の侵入」 に備 え た訓練が小学校で 3 番 目 と 急増 し た 。

中学校、 盲学校 な どで も 増 え て い る O 最近、 深刻化す る ばか り の 凶悪事件 に 対 し 、 低学年

児童 を かか え る 小学校が 自 衛 に 乗 り 出 し て い る 実態が う かがえ る O 前年調査時の2004年度

予定内容が大幅 に変更 さ れて い る O

(表24) 防災訓練の実施内容

口2003年度実施内容

地 震 (津 波)
火 少〈ぐ￡ぐ

風水害 (台風 ・ 洪水)

雪 活円三

斜面崩壊 ・ 地滑 り
危 険 物 災 害
it i口斗 ヨ11 練
避 難 所 隠 設

1 不 若手 者 の 侵 入
| そ の f白

小学校
554 : 66 . 9% 
726 87 . 7%  
90 : 10 . 9%  
3 0 . 4%  
3 0 . 4%  
3 : 0 . 4%  

351 . 4% 
10 1 . 2% 

276 : 33 . 3%  
36 4 . 3%  

中 学校
146 40 . 4%  
256 : 70 . 9%  

5 1 . 4% 
o 0 . 0%  

0 . 3%  
2 0 . 6%  

139 : 38 . 5% 
2 0 . 6%  

43 1 1 . 9%  
22 6 . 1  % 

高等学校
31 16 . 7% 

121 65 . 1 %  
1 I 0 . 5% 
o 0 . 0% 
。 I 0 . 0% 
。 ! 0 . 0%  

87 : 46 . 8%  
1 I 0 . 5% 
1 : 0 . 5% 
9 4 . 8%  

富 ・ 聾 ・ 養護学校

36 : 90 . 0% 

o 
。 I
o 

1 1  
。 i 

6 
3 

2 . 5% 
0 . 0% 
0 . 0% 
0 . 0% 

27 . 5%  
0 . 0% 

1 5 . 0% 
7 . 5% 
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口2004年度実施内容
小学校 中学校 高等学校 盲 ・ 聾 ・ 養護学校

長出 震 (津 波) 578 : 69 . 8% 166 46 . 0% 27 14 . 5% 22 55 . 0% 
i 火 災 724 : 87 . 4% 252 : 69 . 8% 125 : 67 . 2% 33 82 . 5% 

風水害 (台風 洪水 94 : 1 1 . 4%  6 :  1 . 7% 1 I 0 . 5% 2 . 5%  
雪 当口主 I 3 0 . 4%  0 . 3% 。 ; 0 . 0% o 0 . 0% 
斜面崩壊 ・ 地滑 り 4 0 . 5% 0 . 3% I 。 | 0 . 0% i o 0 . 0% 
危 険 物 災 害 3 :  0 . 4%  1 : 0 . 3%  2 1  1 . 1 %  0 :  0 . 0% 
高生 l口斗 言111 京東 378 : 45 . 7% 166 46 . 0% 100 : 53 . 8% 1 3  32 . 5% 
避 難 所 開 設 4 ー 0 . 5% 2 0 . 6% 1 I 0 . 5% o 0 . 0% 
不 審 者 の 侵 入 385 46 . 5%  6 8  : 1 8 . 8% i 6 1  3 . 2% 1 0  25 . 0% 
r ヲk の 他 23 2 . 8% 18 5 . 0% I 7 3 . 8% 6 1 5 . 0% 

(兵庫県教育委員会)

(3) 拐災訓練の参加者

訓練の参加者 は 、 2003年度 に 、 小学校の 9 割弱 、 中 学校の 7 割、 高校の 5 割強、 盲学校

な どの 6 割が 「児童 ・ 生徒の み」 だ っ た 。 消 防 署 な ど関係機関 の 参加 は全校種で 2 番 目 O
2004年度 に は 、 「児童 ・ 生徒の み」 が全校穂 と も ほ ぼ100% と な り 、 関係機 関 の 参加 も 高

率 と な っ た。
小学校 は児 童 の 年齢のせい か両年度 と も 「保護者参加」 が多 く 、 「地域住民参加J は 全

校種で2004年度 に増 え た 。

(表25) 防災訓練の参加者

口2003年度参加者
小学校

児童生徒のみ ; 731 : 88 . 3%  
保 護 者 と | 296 35 . 7% 
消 防 署 等 と ; 367 : 44 . 3% 
地 域 住 民 と | 25 3 . 0% 

口2004年度参加者 (2005年度調査か ら )
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中学校
254 : 
1 1  

143 
。 :

品等学校 盲 ・ 聾 ・ 養護学校
70 . 4% 9 8  : 52 . 7% 24 60 . 0% 
3 . 0% 0 . 5% 5 1 2 . 5%  

39 . 6%  1 1 0  : 59 . 1% 23 : 57 . 5% 
0 . 0% 0 . 5% 。 ; 0 . 0% 

(兵庫県教育委員会)



( 4 )  関災露11練の想定場面

訓練の想定場面 は 、 例年 どお り 全校種 と も 「授業 中 」 が 9 割 を 超 え た 。 小学校だ け は 「休
憩 時 間 中 」 の想定が 6 割あ り 、 こ れ も 例年 どお り の傾向。 年 3 田実施が多 い小学校 は 、 想

定場而の設定に余裕があ り 、 多様化で き る よ う だ。

(表26) 防災訓練の想定場面
口2003年度想定場面

小学校

口2004年度想、定場面

98 . 8% 
55 . 6% 
4 . 1 % 
7 . 1 %  

( 5 )  防災訓練の事前事後指導

中学校 高等学:校

12 

富 ・ 主筆 ・ 養護学校
5% 39 97 . 5% 

6 1 5 . 0% 
0 . 5% 7 1 7 . 5% 
6 . 5% 

(兵庫県教育委員会)

全校種 と も 「実施要領」 を 作成 し 、 共通理解 を 図 っ て お り 、 90% を 超 え る O 中学校だけ

が、 高率 な が ら 他校種 よ り 低い 。 「訓練の意義等の指導」 も 高率で事前指導が進 ん で い る O

事後は 、 「教職員 の 反省会」 や 「児童 ・ 生徒の 自 己点検」 に よ っ て 、 成 果 と 課題 を 明 ら
か に し て い る O

こ う し た事前事後の指導 を 行 わ な い学校 も か な り の 数 に の ぼ る 。

(表27) 防災訓練の事前事後指導
口2003年度事前事後指導
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口2004年度事前事後指導
小学校 中学校

%
一%
つω一
rD

CO一
ハリ

校一9一
5

尚子一一等一
9一
4

高二
口一
9

盲 ・ 主事 - 養護学校
実 施 姿 領 作 成
; 訓練の意義等の指導
指 導 し な い (事 前)
教 職 員 反 省 会
児童生徒の 白 己点
指 導 し な い (事

O-
o-
o

 

O/-
O/一
O/

qd
一

に。
一

τI

戸U
一

1i
一

ηi

Qd
一

月i
一

A
q
一
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一

Qd
一

Qd
一

円/
一

にJ
一

332 : 92 .0% 
210 : 58 . 2% 一%一%

にυ
一

ハリ
一
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-一
-一


巧
/
一

日V
一

つμ

ハ
Y
一
A
生
一

Qd
一

にυ
一

門〈JV
一

Ti
一

(兵庫県教育委員会)

( 6 )  保護者への引 き 渡 し 訓練

小学校は2003年度49 . 8 % 、 2004年度59 . 1 % 、 中学校は2003年度3 . 0% 、 2004年度1 . 7 % 。

高校は両年度 と も 0 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校 も 両年度 0 % 0 小学校は横 ばい だが、 他校種は

大幅に 減 っ て い る O

( 7 )  前年度の防災訓練 と 比べ見直す計画

2004年度 に 、 前年震の訓練か ら 見直す点 は 、 「 時 間 帯や場面設定」 が小、 中 学校の 1 位。

高校 は 「事前事後指導の充実」 が I 位。

2 位以 下 は 、 小学校が 「地域 と の 連携J r事 前事後指導の 充実J r避難経路J r体験活動

の導入J ，-予告 な し 実施」 の )11買。 中 学校 は 「事前事後指導の充実J ，-体験活 動 の 導入J ，-想
定災害の種類J ，-樟害児への対応J ，-避難経路 の 導入」 の)11買。 高校は 「時間帯や場面設定J ，-避

難経路J r体験活動 の導入J の)11賞。 中 学、 高校は 「地域 と の連携」 が下位 と な っ て い る O

(表28) 2003年度の防災訓練 と 比べ見麗 し た 点

小学校 中学校 高等学校 言 ・ 聾 ・ 養護学校
想 定 災 害 の 穏 類 210 : 25 . 4% 102 28 . 3% 25 1 3 . 4% 6 
待 問 帯 や 場 面 設 定 441 53 . 3% 1 6 9 : 46 . 8% 79 42 . 5% 17 : 42 . 5%  
避 難 経 路 251 30 . 3% I 99 27 . 4% 69 37 . 1  % 16 : 40 . 0% 
体 験 活 動 の 導 入 239 : 28 . 9% 130 36 . 0% 61 32 . 8% 10 : 25 . 0% 
} 障 害 児 へ の 対 応 176 21 . 3% 98 27 . 1  % 32 1 7 . 2% 8 20 . 0% 
地 域 等 と の 連 携 327 : 39 . 5% 63 1 7 . 5% 20 10 . 8% 6 1 5 . 0% 
事前事後指導の光吉区 48 . 4% i 315 : 38 . 0% 142 : 39 . 3% 90 4 ' 1 0 . 0% 
予 告 な し で の 実 施 222 : 26 . 8% 7 8 : 21 . 6% 28 15 . 1  % 12 : 30 . 0% 

イ出 33 4 . 0% 1 6  4 . 4% 20 10 . 8% 8 20 . 0% 
(兵庫県教育委員会)
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2 . 学校紡災体制の整備状況
( 1 ) 学校独 自 の 「災害対応 マ ニ ュ アルJ を 作成 し て い る か

小学校89 . 7% 、 中 学校83 . 4 % 、 高校76 . 9 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校77 . 5% 。 前年 に 比べ、 小

学校、 高校は伸 び た が、 中学校は横ばい 。 盲学校 な ど は微減。
2000年度か ら 作成率 は徐々 に 向 上 し て い る が、 な か な か 100% に な ら な い 。 マ ニ ュ ア ル

を 作成 し て い な い理 由 と し て 、 少数の 学校だが、 「県や 市 の マ ニ ュ ア ル で 対応 し 、 作 成 の

必要性 を 感 じ な いJ ，.防 災教育担 当 者が頻繁 に 交代 し て 、 時 間 的 な余裕が な い」 と い う 声
も あ る O

( 2 )  学校は 災害時の避難所 に指定 さ れ て い る か

小学校98 . 8% 、 中 学校93 . 6% 、 高校66 . 7% 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校25 . 0 % 。

( 3 )  市区町防災部局の連絡先が事務室や職員室 の だ れ でも よ く 見 え る 所 に 掲示 さ れ て い る

か

小学校73 . 7% 、 中 学校68 . 0% 、 高校71 . 8% 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校100% 。

( 4 )  学校 と 市町防災部局 と の打合わ せ を 定期的 に 行 っ て い る か

小学校32 . 9% 、 中 学校32 . 0% 、 高校30 . 6% 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校40 . 0% 。 前 年 に 比べ、 小

学校は微減 と な っ た が、 他校種 は や や 向上 し た 。 「新た な 防 災教育」 を 推進す る 中 で 、 学
校 ご と の市町部局 と の打 ち 合わ せ は 、 30% を 2001年度 に 上 回 っ て か ら 頭打 ち 状態が続 き 、

改善が求め ら れて い る 。

( 5 )  避難所 と な る 学校の鍵 を 開 け る 人は 決 ま っ て い る か

小学校91 . 2 % 、 中 学校85 . 3% 、 高校73 . 7% 、 富 ・ 聾 ・ 養護学校80 . 0 % 。

前 年 に 比べ、 小 ・ 中 ・ 高校 は や や減 っ た 。

(表29) 学校施設 を 開放す る と き 鍵 を 開 け る 人

77 25 . 0% 49 35 . 8% 
27 . 8%  79 ' 25 . 6%  6 ' 4 . 4%  

財 産 管 理 補 助 者 等 | 36 4 . 8% 16 5 . 2% 28 20 . 4% I 
地 土戎 住 民 | 206 : 27 . 3% 22 7 . 1  % 。 l 0 . 0% I 

3 . 1  % 
2 6 . 3% 

(兵庫県教育委員会)
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( 6 )  避難所 と し て 開放す る 学校施設を 明確 に し て い る か

小学校93 . 1 % 、 中 学校83 . 1 % 、 高校69 . 4 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校40% 。 全校種で、 前年 よ

り 増 え た。

( 7 )  開放す る 施設の優先頼位 を 決 め て い る か

小学校88 . 6 % 、 中学校86 . 7 % 、 高校83 . 7 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校75 . 0% 。 全校種 と も 前年

よ り ダ ウ ン し た 。

( 8 )  教職員 の避難所支援班は組織 さ れ て い る か

小学校66 . 8% 、 中 学校61 . 2% 、 高校46 . 2% 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校22 . 5% 。

前年 ま で 5 年 間増加 し た小学校が前年 よ り 2 ポ イ ン ト 減 り 、 中 学校 も 2 ポ イ ン ト ダ ウ ン O
高校 と 古学校な ど は増加 し た 。

( 9 )  市区町の 「避難所運営 マ ニ ュ アル」 は作成 さ れ て い る か

小学校79 . 6% 、 中学校75 . 1 % 、 高校45 . 2% 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校45 . 0 % 。

(1 0) 校長、 教頭、 防災教育担当 者 は そ の内容を知 っ て い る か

小学校71 . 1 % 、 中学校64 . 8% 、 高校39 . 2 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校30 . 0% 。

(1 1) 学校に 防災倉庫 、 備蓄倉庫が設寵 さ れ て い る か

小学校46 . 0% 、 中学校32 . 4 % 、 高校8 . 1 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校7 . 5 % 。

(1 2) 学校 と 市 町 と の緊急連絡体制は 、 寵話 ・ フ ァ ッ ク ス以外に整備 さ れ て い る か。 そ の連

絡機器は

小学校68 . 6% 、 中 学校65 . 7 % 、 高校25 . 8% 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校42 . 5% 。

連絡機器 は 、 小 中学校が 「防災端末」 、 「ホ ッ ト ラ イ ンム 「防災無線」 のJII&。 高校は 「防
災端末J r妨災無線J o そ の機器の使用 方法 を 全教職員 が知 っ て い る の は 、 小 学校58 . 1 % 、
中学校46 . 4% 、 高校37 . 5 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校35 . 3 % 。

3 . マニュ アル見直 しの観点
仁 「災害対応マ ニ ュ アルJ の見麗 し

①役割分担、 管理場所の変更、 連絡縞 の 点検

②避難経路 の 見 査 し
③ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 内容の見宜 し

④不審者対応の 追加
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こ れ ら の 点 は 、 教職員 の異動 に よ っ て必要 に な っ た こ と や、 マ ニ ュ ア ル に 沿 っ た訓練の

結果、 課題が明 ら か に な り 、 見直 さ れ よ う と し て い る O

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 内容の見直 し は 、 地区別防災教育研{修|彦多会や 防災教育推進指導員

養成講座で
不審者対L応芯の 追加 は 、 凶悪事件の多発な ど社会状況 に も 応、 じ て 、 児童 ・ 生徒の安全確保、

危機管理体制 の確立 を 進 め 「応、用編」 と さ れて い る 。

2 .  r避難所運営マ ニ ュ ア}VJ の見直 し

①役割分担、 管理場所の変更

②開放場所の 優先順位の変更

③関係 団体 と の 連絡調整

市町の マ ニ ュ ア ル と の整合性 を 図 っ た り 、 地元 自 治会 と 協 同 で マ ニ ュ ア ル を作成 し た た

め 、 学校の マ ニ ュ ア ル も 見直す必要が出 て き て い る O

学校避難所は 、 地域住民が学校 に 来 る こ と を 想定 し て い る 以上、 地元 と 相 互理解 を 深め
て お く こ と が重要で、 あ る O

4 . 台風23号によ る 学校避難所運営検証
C{旦罵、 北播両地域 と も 、 想定外の災害 と な り 、 マ ニ ュ アル機能は 、 十分に発揮で き ず〕

2004年10月 20 日 、 大板 ・ 泉佐野市 に再上陸 し た 台風23号 は 、 兵)京県の広 い 範 囲 に被害 を

も た ら し た 。 但局地 区 で は 、 円 山1 1 1 の堤防決壊、 北播地 区 で は加古川 の 出水 な ど、 大 き な

水害 と な っ た。

浸水被害 を 受 け た住 民 は 、 学校 に 避難 し 、 停電 に よ る 暗黒 の 中 で、 受 け 入 れ側 も 態勢が

つ く れず、 か な り の 混乱が生 じ た 。 市町当 局 自 体の受け入れ態勢 も 十分 に 機 能 し な か っ た 。

現地の 学校 は 、 検証 に あ た っ て 下水害 は想定外だ、 っ た 。 地震の教訓 を も と に つ く ら れた
マ ニ ュ ア ル を 見直す必要があ る 」 と 回答 し て い る O

1 . 但馬教育事務所の検証か ら

「 自 校 の 避難所運営マ ニ ュ ア ル」 を 使 っ た 学校15校、 使 わ な か っ た 2 校、 使 え な か っ た

1 校。 マ ニ ュ ア ル を す ぐ取 り 出 せ る 場所 に 置い て い な か っ た 。

@ マ ニ ュ ア ル 自 体は 、 大水害 を 想定 し て い な か っ た が、 初期対応、 は可能だ、 っ た 。

@ 避難場所 は体育館 と 決め て い た が、 浸水の恐れがあ り 、 校舎 3 措 に 変更、 暗 簡 の 中 で、

避難者 の 詳細 を 把握す る の に 困難 を 極 め た 。

「 自 校の避難所運営マ ニ ュ ア ル」 が機能 し た 8 校、 一部機能 5 校、 ほ と ん ど機能せず 2
校。

・ ペ ッ ト 持 ち 込み は想定外。
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- 道路水没で教職員 の 配置が不可能、 も し く は不 十分0

・ 毛布 、 着 替 え 衣類 な とマ水害時用 の 備 品 が な か っ た 。

・ 災害対策本部や教育委員 会 と 情報連絡が と れ な か っ た 。
・ 市の避難所運営担当 者が学校 に着 い た の は 、 開設か ら 19時間後だ、 っ た 。

・ 暴風雨 と 暗関 の 中 、 300人 を 超 え る 避難者への指示伝達が肉声で し かで き ず、 困 難 を 極

め た 0
・ 停電後、 ト イ レ が使用不能 に な り 、 悪 臭 に も 見舞 わ れ た 。

r機能 し な か っ た 原 因 」 は教職員 の 学校到着不能。 水害 に対す る 見通 し が甘 く 、 学校内
待機や役割分担 の 明確化がで き な か っ た。

・ 携帯電話がつ な が ら ず、 通信手段が失 わ れ た 。

@ 合併直後の た め 、 市防災計画が未整備 で 、 学校の マ ニ ュ ア ル も 連動 し な か っ た 。

「機能 さ せ る た め の改善点」 は 、 市 町防災部局 、 教育委員 会、 学校の 3 者 の 役割分担の

明確化。

・ 行政側 の組織化 と 指揮系統の 明確化。 水防指令 1 号� 3 号 に応 じ た校内体制づ く り 0

・ 教職員 の 人数 に 応 じ て 、 作業優先順位 を 決め る O

・ 避難所 に 指定 さ れて い る な ら 、 毛布、 衣類、 水、 自 家発電機、 テ レ ビ、 ラ ジ オ の備蓄が
必要。

・ 学校の あ ら ゆ る 状況 に対応す る マ ニ ュ ア ル の作成。

rマ ニ ュ ア ル 以外の改善、 見直 し 点」 は徹夜状態 で の 問 い合 わせ電話応待 と 避難者の 出

入 り が頻繁 な 中 で の 名 簿作成。 対策本部 か ら の情報不足。 機能マ ヒ の 自 主 防災組織 と の
連携再検討。 通信手段の多様化。 悪条件下で の 1 時 間 お き の 避難者数連絡 。 救護班 は 避

難所 に 常駐。 マ ニ ュ ア ル は水害、 土砂崩 れ に も 対応で き る も の に 。 対策本部 か ら の 担 当

者の早期派遣。 障害者支援対策。 市町の避難所運営指針が必要。 市町 と 連携 し た 運営が
で き な い 。

- 教職員 の招集方法。 避難所の住民 自 治組織。

ム 北播蕗教青事務所の検証 か ら

r避難所運営マ ニ ュ ア ルJ は 学校、 市防災部昂 に あ っ た が、 水害 は想、定 し て い な か っ た 0

・ 避難者名 簿 を 作成す る よ う マ ニ ュ ア ル に あ る が、 人 の 出 入 り が激 し く 、 疲 れ て 休 ん で、 い

る 人か ら 開 き 出 す こ と も 難 し か っ た 。

・ 学校 ご と の マ ニ ュ ア ル の様式 を 統一す る 必要があ る O 市 の マ ニ ュ ア ル は 2 � 6 人で運営

す る こ と に な っ て い る が、 可能か ど う か再考す る 必要があ る O

・ 避難所運営 は 町職 員 が原則 だが、 到着が遅れた た め 、 教職員 が初期 を 担当 し た 0
・ 学校へは 教育委員 会か ら 待機指示が な か っ た 。 学校は 第二避難所 に な っ て い る 。
・ 備蓄 の ア ル フ ァ ー 化米 を 配布 し よ う と し た が、 大量の お湯が用 意 で き な か っ た 。 短時間
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の場合 は お 茶 だ け で も よ か っ た 。 学校で炊 き 出 し は 難 し い 0
. 体育館は必ず し も 安全で、 は な い。

・ 避難者の確認 は 隣保 の 人 に 手伝 っ て も ら っ た 。

・ 市の 災害対策本部 と 学校避難所 と の連絡 を 密 に すべ き だが、 指揮系統 が不 明確。 多 く の

部署か ら 様 々 な 問 い合 わせがあ り 、 正維 な情報 を 共有す る 仕組み 、 指揮系統の一本化が

必要。

・ 防災訓練が終わ っ て い た た め 、 市 当 局 の役割分担が よ く わ か っ た 。

・ 避難所の運営 に は携帯電話が不可欠だが、 通話不能 と な り 、 避難所へ直接連絡が と れ な

か っ た 。

- 要援助者優先 な ど避難所の決 ま り が必要0
. 避難所そ の も の の安全性 を 見直す必要。

・ 後 日 の 市 の 防災教育推進連絡会議で 、 地域住民 を 巻 き 込ん だ訓練の必要性 を 確認 し た 。

5 . 学校の防災機能の充実
(2004年度の市町立学校の耐震補強は31 校〕

2001年度の 市 町立学校の 「耐震描強」 は 1 1 市 6 罰T 1 組合で31校 (小学校21校、 中 学校10

校) 0 ，.太 陽光発電J は 3 市 I 町で 4 校 (小学校 3 校、 中学校 I 校) 0
震災在後 の 1 996年度か ら 国庫補助事業が進め ら れて い る が、 シ ャ ワ 一 室 は 2001年度 か ら 、

備蓄倉産、 ブー ル整備 は2002年度か ら 整備実績がな い 。 一方 、 太陽光発電 は 1998、 1 999両
年疫 を 除い て毎年、 整備が続け ら れて い る O

〔学校施設の防災対策は小、 中学校に謹れ〕

学校施設の 防災対策 は 、 小規模 な も の は市町単独事業 な ど、 国庫補助 を 受 けず に進め ら
れて い る O

「対 策が十分で、 き て い る 」 と 「 ほ ほで き て い る 」 の 合計か ら み る と 、 「 テ レ ピ の転倒 防

止 ベ ル ト J は 、 小学校56 . 0% 、 中 学校52 . 4 % 、 高校63 . 9% 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校 な ど57 . 5 % 。

「棚や ロ ッ カ ー の 匝定」 は 、 小学校35 . 4 % 、 中 学校24 . 9% 、 高校64 . 0 % 、 盲学校な ど67 . 5% 。

「 ガ ラ ス の飛散防止措置」 は 、 小学校6 . 6 % 、 中 学校9 . 9 % 、 高校26 . 9% 、 富学校 な ど62 . 5% 。

高校や盲学校 な ど に 比べ、 「棚や ロ ッ カ ー の 固定J ，. ガ ラ ス の飛散防止措置J は小、 中 学
校 は か な り 遅れ て い る O バ ラ ン ス が と れて い る の は盲学校 な どだが、 障 害児 を かか え る 事

情 を 反映 し て い る O い ず れ に し て も 「十分」 と 「ほ ぼ」 の 合計 は 最高 で も 70% に 満 た ず、

全体 と し て は不十分の よ う だ。

対策が進 む一方で、、 「 ま っ た く で き て い な い」 が相 当 数 に の ぼる O 「 テ レ ピ転倒 防止」 は 、
小学校1 7 . 6 % 、 中 学校16 . 3% 、 高校5 . 9% 、 盲学校 な ど15 . 0% 0 ，.棚や ロ ッ カ ー の 固定」 は 、
小学校24 . 6% 、 中 学校25 . 2 % 、 高校9 . 7% 、 盲学校 な ど15 . 0% 0 ，. ガ ラ ス 飛散防止」 は 、 小
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(表30) 市町立学校 の防災機能整備状況 ( 毘庫補助等該当事業)

1997i!三度
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5 校 灘小、 本山第 3 小外
1 校 市:"j l l 中

養父町 1 校 広谷小
川 市 2 町)

神戸市 12校
最岡市 1 *支
二三木市 1 校
篠山町 1 校
八鹿町 1 校

補助事 1/3 

4 プール整備 | 祭備実績な し

神戸市 l 校 君影小 (耐震)
ルの整備 春 日町 l 校 春 日部小 (浄水)
補助率 113 
(緊急 5 か年計画上の冷;J:

型112)
( 1 市 1 1l1J)

小 1 校
三木市 1 校 緑が丘小

対 1 校5 防災広場
屋外環境悪さ備事業の中で実施
防災緑地等の整備

整備実績な し

補助率 113 
( 1 市)

計 3 校 | 小 I 校1 校、 中 2 校 計 l 校
3 校 本庄小、 本l主巾、 丸 | 三木市 l 校 緑が丘小ソ ー ラ ー シス テム

NEDO (新エ ネ ルギー ・ 産
業技術総合開発機構) の助
成金

市tei
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神戸市 3 校 雲千七丘小外
姫路市 9 校 白鳥小外
明石市 7 校 鳥羽小外

! 伊丹市 1 校 鈴原小
加古川市 2 校 陵��/J、外
肉脇市 l 校 西脇中
三木市 2 校 白 山が丘小外
高砂市 1 校 米国小
川西市 l 校 多国小
加西市 l 校 日 吉小
社田T 2 校 米自小外
稲美町 2 校 母県小外
一宮町 1 校 繁盛小
苦手垣町 1 校 法阪小
森 H 向 ] 校 泰 司 l ド
山南国T 2 校 和国小外
三原町 2 i交 神代小外
小 2 校

古川町 1 校 みな き、台小
和田山田T 1 校 東j可小

計 2

小 3 校、 中 3 校 計 6 校

! 相生市 1 校 那波中
猪名川 町 1 校 つつ じが丘小
古川町 1 校 みな ぎ台小
市川町 1 校 瀬加中
出;石町T 1 校 出石中
田 L11 匝J 1 校 束河小

6 校、 中 1 校 言1 7 i支

1 校 魚崎中 (耐震)
3 校 杭瀬小外 (耐震)
1 校 広野小 (耐震)
1 校 神楽小 (耐震)
校 都志小 (耐震)

整備実績な し

19991'1'度 2000年度
幼 2 菌 、 小 22校、 中 12校 計36校 ; 幼 2 �皇、 小 1 4校、 " IJ 1 1校 計27校

神戸市 l 校 鈴蘭台中
娘路市 15校 太市小外

i 洲本 市 2 校 洲本第 汁、外
加古 川m 3 校 司玄関小外
高砂 Itj 1 校 高砂小
社町 2 校 福田小外
滝野田J 1 校 滝野中
東条閉J 2 校 東条中外
稲美町 2 校 天満小外
三 日 月 町 l 校 三 口 月 小
村岡田J 1 校 兎塚小
三原!日T 校 榎列小
伊丹市 1 校 荻野小
三木市 1 校 緑が 丘中
宵垣間T 1 校 佐治小
若手 日 前T 1 校 春 日 中

神戸市 l 校 塩屋小
娘路市 12校 野!ìt小外
明石市 1 校 朝霧寸i
洲本市 1 校 大野小
高砂市 1 校 高砂小
滝野悶 1 校 滝野中
東条II!T 1 校 東条:二十i
伊丹市 1 校 荻野小
三木市 1 校 緑が丘中
古川町 1 校 古 川 中
山崎町 1 校 山崎ノト
温泉町 1 校 熊谷小
一宮町 (津名 校 郡家小
三原町 1 校 三原中
村 !南町 ] 闘 う づか幼
春 H 町 l 校 春 日 片

小 I 校 計 I 校 ! 絵備実績な し

高砂市 1 校 荒井小

�-
小 2 校、 中 1 校 計 3 校 | ノト 1 校 百tt l
神戸市 1 校 住吉中 | 神戸市 1 校 平野小 ! 
明石市 1 校 大久保南小
高砂市 1 校 荒井小

小 6 校 計 6 校

尼崎市 3 校 難波小外 (耐震)
主主砂市 1 校 曽根小 (耐震)
青垣町 1 校 佐治小 (耐震)
春 E 百j 1 校 進修小 (浄水)

事実備実績な し

整備実績な し

小 5 校、 中 1 校 計 6 校

尼崎市 2 校 大島小外 (耐震)
高砂市 3 校 荒井小外 (耐震)
春 日 町 1 校 黒井小 (浄水)

主主備実績な し

幼 l 圏 、 小 1 校 、 中

豊岡市 l ltl  三江幼
一宮町 (宍架 校
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神戸市
柱 一一 一市
な ど鮒震性能 の 向 上 を 明石市
図 る 工事 洲本市

芦屋市

2 校 押部谷小外
14校 砥堀小外
1 校 朝霧中
2 校 加茂小外
1 校 山手中

補助祭 加古川市 2 校 氷丘小外
小 中 学校校舎 1/2 高砂市 2 校 中 筋小外
火規模改造での耐震 三田市 1 校 長坂中
補強 1/3 議野市 1 校 誉回小

社 町 3 校 鵜川小外
中 町 3 校 中 町幼外
生野町 l 校 生野中
三原町 2 校 神代小外
橋磨田] 1 校 蓬池小
佐沼 町 1 1:交 私Uí'J 中

1 校 池尻小

補助本 113 
3 シ ャ ワ 一 室整備
ク ラ ブハ ウ ス 整備事業
の 中 で実施
補助率 1 /3 

2002年度
計38校 小 23校、 中 13校

姫路市 10校 水上小外
明石市 2 校 望 海 中 外
洲本市 1 校 加茂小
芦屋市 1 校 山 手 中
伊丹市 1 校 松崎中
加古川市 2 校 別府小外
高砂市 1 校 鹿 島 中
三 田 市 1 校 長坂中
干土 問I l 校 社 小
中 町 1 校 中 国J北小
加美町 1 校 加美中
稲美町 1 校 加古小
佐用 町 1 校 佐用 中
三 日 月 町 1 校 三 日 月 中
波賀 町 1 校 波賀小

; 香伎町 2 校 佐津小外
和 田 山 町 l 校 竹田小
生野町 l 校 生野中
朝来町 l 校 ÚJ 口小

4 プー 峨備 | 小 1 校 計 l 校 l 整備実績 な し
耐震型及び、浄水機能付 I J l I西市 1 校 多 田 小 (剰 震)
ブ ー ル の 繋備
補助率 113 

( 緊急、 5 か年計 剣 I二 の
浄水型112)
5 防災広場 j 主主俄実績な し | 整備実績な し
屋外環境整備事業 の 中
で実施
防災緑地害事の整備
補助率 1/3 
6 太湯光発電 小 3 校、 中 1 校
ソーラー システムの導入 l 神戸市

| 芦屋市
NEDO (新エネルギ� . I 宝塚市
産業技術総合開発機構) I 氷上町
の効成金
般型 113、 防災型 2/3 
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1 校 魚崎小
1 校 岩 園小
1 校 宝塚第一小
1 校 氷上中

言十 4 校

加美町
出 石 町

1 校 米イ主小
1 校 加美片1
1 校 小坂小

計36校



2004:>p度
小 21校、 中 10校

、J勺内

小

河

原

中
外
外
外

小
小
染

広

中
外
中
間回
中
小
小
小
中
小
中
南
小
田
小
小

津
小
丘
楽
雲
野
上
回
年
組制
降
満
磨
半
校
母
木
校

玉
東
高
苦主再
稲
尾川越冨
存曲目
明
天
播
l
資
八
1

校

校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
1
)
校
校

1
9
1
1
1
3
3
2
1
1
1
1
1
粟
1
1
合

宍

組

ーゴJ

TJ/{\

又

斗汁け

附mN

JA汁

市
市
市
市
市
市
川
市
市
市
市
町
町
川
町
町
町
洲

戸
路
石
宮
本
丹
古
野
穂
砂
医
美
磨
保
宮
東
原
・

神
姫
明
百四
洲
伊
加
龍
赤
高
川
稲
播
揖
一
位
三
緑

計25校

自 J I I小
城北小外
鳴尾小
大久保小外
洲本第二小
山手中
尾上小外
小宅小
三間小
上郡中
波賀小
射添小
竹田小

lt:交
10校
] 校
2 校
1 校
l t交
3 校
l 校
l 校
1 校
1 校
1 校
1 校

神戸市
姫路市
悶宮市
明石市
洲本市
芦屋市
加古川市
議野市
三出市
上郡町
波賀町
村尚町
和田山田I

整備実績な し

し

し

整備実績な し

整備実績な し

援f結実績な し

主主備実績な し

4 校言十l 校
池田小
仁川小
建屋小
上月 中

1 校
l {交
l 校
l 校

3 校、 中
神戸市
宝塚市
養父市
上月町

計 9 校 | ノj、幼 l 圏、 小 2 校、 中 5 校、 高 l 校

玉津 中外
但束 中
北淡中三原 中
関誌小八条幻Jノj、1"\，;/J、
篠 山 中

2 :1交11 交
] t立1 才女1 校1 圏1 オ交1 :1交

; 神戸市
但東町
北淡町三原 町
関宮町
長絢市
美方自]
篠 山 市
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学校44 . 2 % 、 中学校36 . 0% 、 高校39 . 2 % 、 盲学校 な ど20 . 0% 0

小、 中 学校 の 4 分の l は 「棚 、 ロ ッ カ ー の 国 定」 、 小学校の 半数近 く 、 中 学校、 高校の

4 割弱 が 「 ガ ラ ス 飛散防止措置」 を し て い な い。 お 寒い状況だ。

(表31) 学校施設の紡災対策 (2004年 5 F1 現在)

十 分 で き て い る i 2 1 7  
ほ ぼ で き て い る | 247 
あ ま り で き て い な い | 209 : 
ま っ た く で き て い な い l 146 
@i崩 や ロ ッ カ ー を 金具で同定

十 分 で き て い る l 72 
ほ ぼ で き て い る l 221 
あ ま り で き て い な い l 3 1 6  : 
ま っ た く で き て い な い | 204 ; 

(兵庫県教育委員会)

6 . 学校の耐震化と 耐震診断の推進
大震災 で は 、 県立学校174校中 1 52校、 市町立学校1 ， 830校中944校が何 ら か の被害 を 受 け

た 。 被災の 中 心 と な っ た 8 市 2 町で、 5 幼稚 園 、 15小学校、 1 7 中 学校、 1 1 県 立学校の 合計

48校が大 き な 被 害 を 受 け寂 り 壊 さ れた 。
現在の小、 中 学校の耐震診断 と 酎震補強工事は 、 大震災で制定 さ れ た 「地震防災対策特

別措置法 (1995年 6 月 16 日 制定) に基づい て 、 緊急 5 カ 年計画 を 1996 -2000年度、 2001

2005年度の 2 期 に わ た っ て 策定 し 、 防災対策 を 進め て い る 。
「耐震診断」 は 第 ] 期 で、 校舎35市町153校、 体育館14市町 35校。 第 2 期 で 、 校舎42市

町123校、 体育館23市招H4校。 「耐震補強工事」 は 第 1 期 で 、 校舎34市町1 18校、 体育館12
市町23校。 第 2 期で 、 校舎60市町214校、 体育館56市町111校。

県立学校は 「耐震診断」 を 2002年度か ら 2004年度 に か け て 実施、 1 12校全校で完了 し た o

'ílût震補強工事」 は 1998、 1 999年度 に 2 校の耐震改修 を 実施 し 、 2004年度か ら 10年 間 で 、
校舎10校、 体育館 7 校で完了 さ せ る 計画。 2005年度か ら は体育館の工事 を 寵先 さ せ て 耐震

↑生 と 工期 の ス ピ ー ド ア ッ プ を 図 る 。
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(2004年 4 月 現在 、 県 内市町立小、 中学校の耐震化率45 . 3%耐震診断率49 . 7 % )

対象 と な る 棟数 は 全県 で 5 ， 746棟。 2004年慶 4 月 l 日 現在 の 「酎震化率」 は 45 . 3% (前

年 同期43 . 1 %) 0 地域別 で は 、 神戸38 . 9 % 、 阪神南23 . 4% 、 阪神北45 . 7% 、 東播磨46 . 3 % 、
北播磨51 . 2 % 、 Iド播磨63 . 3% 、 西播磨45 . 2 % 、 但馬60 . 3 % 、 丹波66 . 5 % 、 淡路62 . 0% 0 I坂

神南地域は尼崎市10 . 8 % 、 再宮市37 . 8 % 、 芦屋市41 . 0 % 。

「耐震診断率」 は49 . 7 % (前年同期32 . 2% ) 0 前年 に 比べ大幅 に ア ッ プ し た 。 地域別 で は 、

神戸72 . 2% 、 阪神南29 . 4 % 、 阪神北24 . 8% 、 東播磨70 . 4 % 、 北播磨31 . 7 % 、 中播磨69 . 8% 、
西播磨39 . 3% 、 但馬33 . 1 % 、 丹波31 . 5 % 、 淡路39 . 8 % 。 阪神南地域 の 尼 崎 市5 . 0% 、 西宮

市75 . 6 % 、 芦屋市27 . 5% 。

「耐震化率J r耐 震診断率」 と も に 地域差が大 き く 、 被 害 の 大 き か っ た 阪神南地域で、

遅れ と 3 市 の対応の差が 目 立 っ て い る 。 遅れの 胤 因 は財政難が大 き い 。

全国平均 は 、 「耐震化率J 49 . 1 % 、 「耐震診断率J 45 . 2 % 。 兵庫県は 耐震診断率は4 . 5 ポ
イ ン ト 上 回 っ た が、 甜震化率 は 3 . 8 ポ イ ン ト 下 回 っ た 。

(2005年 4 舟 現在、 県 内市町立小、 中学校の耐震化率48 聞 9% 、 耐震診断率62 . 7 % )

対象 と な る 棟数 は 全県 で 5 ， 816棟。 2005年 4 月 1 日 現在 の 「耐震化率」 は 48 . 9% 。 前年

よ り 3 . 6 ポ イ ン ト ア ッ プ。 地域別 で は 、 神戸44 . 9 % 、 阪神南26 . 1 % 、 阪神 北50 . 5% 、 東播

磨47 . 0% 、 北播磨52 . 5% 、 時 l 播磨65 . 2 % 、 西播磨49 . 2% 、 11I馬60 . 7% 、 丹波69 . 4% 、 淡路
65 . 7% 。 阪神南地域は尼崎市1 1 . 2 % 、 西宮市42 . 0% 、 芦屋市46 . 3% 。

「耐震診断率」 は62 . 7% 。 前年 よ り 13 . 0ポ イ ン ト ア ッ プ と 大幅 に 上昇 し た 。 地域別 で は

神戸96 . 1 % 、 阪神南50 . 2 % 、 阪神北34 . 2 % 、 東播磨73 . 1 % 、 北播磨36 . 2 % 、 中播磨73 . 1 % 、
四播磨50 . 7% 、 但馬18 . 5 % 、 丹波55 . 4 % 、 淡路58 . 5 % 。 阪神南地域の尼崎市28 . 0% 、 西宮

市92 . 1 % 、 芦屋市33 . 3% 。

「耐震イヒJ rj耐震診断J と も に 、 前年 と 同様、 地域差がみ ら れ る が、 耐震診断率 は か な

り 改善 さ れた 。

全 国平均 は 「耐震化率J 51 . 8% 、 「耐震診断率J 56 . 3 % 。 兵塵県 は 前 年 同緑、 耐震診断

率 は6 . 4 ポ イ ン ト 上回 っ た が、 耐 震化率は2 . 9 ポ イ ン ト 下同 っ た 。

〔文部科学省調査。 2005年 4 F.l 現症の全闇耐震化率51 伺 8 % 、 耐震診断率56 . 3 % )

丈部科学省 の 調査 に よ る と 、 2005年 4 月 1 日 現在、 全国の市町立小、 中 学校 の校舎、 体

育館な と守約13万棟の う ち 、 耐震性が確認 さ れ た の は51 . 8% 。 前年 同期49 . 1 % で、 わずか2 . 7
ポ イ ン ト の 伸 び、だ、 っ た 。 酎震性に 問題がな か っ た の は 、 新耐震設計基準が適吊 さ れ た 1981

年以前 の 8 万3 ， 663施設の う ち 、 補 強 な ど を す ま せた 2 万562棟 と 、 1982年以 降 の 施設 4 万
7 ， 190棟の合計 6 万7 ， 752棟。

耐震化率が高か っ た の は、 神奈川県80 . 6 % (前年77 . 2%) を ト ッ プに 、 静 岡 県77 . 5% ( 同
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74 . 9%) 、 三重県73 . 4% ([司67 . 5 % ) 0 東海地震が想定 さ れ、 補助金が多 い の が理由 だ と い う O
「耐震診断率J は 56 . 3 % 、 前年 よ り 11 . 1 ポ イ ン ト 増 え て56 . 3 % 。 静岡 県 の94 . 1 % が最高

だ っ た 。

〔文科省協力者会議報告 、 学校耐震化は 「改修」 重点 に 〕

公立小、 中 学校の校舎や体育館 な どの耐震化 に つ い て 、 建築の 専 門 家 ら でつ く る 丈部科

学省 の調査研究協力者会議 は2005年 3 月 18 日 、 施設の建て替え か ら 、 躍 な ど の 補 強 に よ る
改修 に 重 点 を 移す 。 地震で倒壊や大破 の 危 険性が特 に 高 い 約2 ， 600万m2 の耐震化 を 、 今後

5 年 間 で 重点 時 に 進め る よ う 求め る 報告 を ま と め た。

協 力 者 会議 の 委員 の 試算 に よ る と 文科省 の 調査 で耐震性 が な い と さ れ た 校 舎 な ど約
7 ， 700万ば を 改築す る と 費用 は16兆 円 。 し か し 、 約 2 ， 600万 討 に 絞 り 、 耐震補 強 な ど改修 に

よ り 耐震化す る と 、 事業費 は 3 兆円 に押 え ら れ る と い う O

2004年秋の 国 ・ 地方財政の三位一体改革 で は 、 公立文教施設 に 関 す る 補助金や負担金の

扱い は 中 央教育審議会 ( 中 教審) に 先送 り さ れて お り 、 中教審で、 こ の報告 を 検討す る O

文科省 は そ の結論 を 受 け て 、 具体的 な財政措置 を と る O 兵庫県教委 は 「県内 で は 一部の市
町が改築 に こ だ わ っ て い る が、 財政的 な 問題か ら 改修 に よ る 耐震化が一般的 。 今 回 の 報告

は 現実的 な 対応、 だ」 と 評価 し て い る O

7 . 神円大学が 「海の防災拠点J 構想、
〔新造す る 練習船に災害 レ ス キ ュ ー機能 を 満載〕

神戸大学海事科学部 ( 1日神戸商船大学) は新造期 を 迎 え た練習船 「深江丸」 の建造 に あ

た っ て2005年 1 月 、 新造船 を 地震 な ど災害発生時 に 「 海 の 防 災拠点」 と し て 活用 す る 構想、
を ま と め た 。

同学部の練習船 「深江丸」 は 船齢18年 と な り 、 新造期 に 入 っ て い る O 計画 に よ る と 、 「新 ・
深江丸」 は 800� 1 ， 000 ト ン 、 速力 1 5 - 17 ノ ッ ト (現行12 . 5 ノ ッ ト ) と し て 、 災害現場 に 急

行で き る よ う に す る O 船内 に は 、 避難者 を 収容す る ばか り で な く 、 食糧備蓄設備、 ヘ リ ポ ー

ト 、 60 - 70床の ベ ッ ド を 備 え て 医療 も 行 う O 総合的 な 「防災船」 と す る O

さ ら に 水産高校や大学 に あ る 練習船、 民間船舶 を 登録 し て 、 災害時 に 「 レ ス キ ュ ー 船団」
を 構成、 「新 ・ 深江丸」 を 司令塔 に す る プ ラ ン も あ る O 早 け れ ば2006年度か ら 建造 に 入 り
た い と 関係省庁 に働 き か け て い る O

〈参考文献〉
「震災を越えて一教育の創造的復興10年 と 明 日 への歩み」 兵康県教育委員会 2005年 3 月 31 日
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第十二節 心の理解 と ケ ア

大震災 か ら 10年経 っ て も 、 心 の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒 は 1 ， 337人 を 数 え る 。 被災

か ら 数年 間 の ピ ー ク 時 に 比べれば 3 分の 1 に な っ た と は い え 、 2004年度の調 査対象の 最下

級生で あ る 震災 当 時生 ま れ て い た小学 4 年生が中学 3 年生 に な っ て も 、 恐 ら く ゼ ロ に は な

ら な い と み ら れ る o 201 1年度以後 は ど ん な 追跡調査 を 行 う の か。

兵産県教委の 「新た な 防災教育」 は 、 防災学習 、 学校i坊災体制 と 合わ せ 、 心の ケ ア で 3
本柱の推進 に 取 り 組ん で き た 。 震災で心 に傷 を 負 っ た児童 ・ 生徒の心の ケ ア は、 家庭の経

済環境や 人 間 関係 の 変化 な ど を 二次的要因 と し て 、 要 ケ ア の子 ど も の 数 は 減 っ て も 、 対応

は複雑化 し 、 難 し く な る ばか り であ る O さ ら に学校内外で多発す る 凶悪事件、 犯罪 な どで、

日 常的 、 普遍的 な 「心の教育」 が求め ら れて い る O

非被災地で は 見 ら れな い 「心の傷」 に対す る 取 り 組み で、 中心的役割 を 果 た し て き た の
が、 兵庫県教委独特の 「教育復興担当教員」 制度。 2000年定 ま で は被災地の小、 中 学校 に
207人が配置 さ れ、 2001年度 か ら 削減 さ れ て 、 2004年度 は 55 人体制 と な っ た。 震災10年 を
節 目 に 、 教育復興担当教員 と し て は廃止 さ れ、 2005年度か ら は 「大震災 に 係 る 心 の ケ ア 担

当教員」 と 名称 を 変 え て 、 36人体制 で 「継続」 さ れた 。 丈部科学省 は 全廃方針 を示 し た が、

「継続」 措置が と ら れた の は 、 教育復興担当教員 が10年 間 に 果 た し た役割 の 重 さ と 成果の

大 き さ を 裏づ け る も の と い え よ う O
被災児童 ・ 生徒 の 心 の ケ ア と い え ば、 教育復興担当教員 があ げ ら れ、 学級担任が対応 し

き れ な い 「心の ケ アJ に 、 担任教諭、 保護者、 養護教論、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 、 関係機

関 の 間 に立 っ て 、 コ ー デ ィ ネ ー タ 一役 を 果 た し た 。 被災児童 ・ 生徒一人 ひ と り の症状 を 把

謹 し 、 「個 に 応 じ た心 の ケ ア j を 進 め 、 家庭訪 問 を く り 返 し 、 教室 に 入 れ な い見室 ・ 生徒

に相談室で個別指導 を 行 っ た 。

さ ら に 学校防災体制 の 整備 ・ 充実、 副 読本活用 な ど紡災学習 の企画立案、 カ ウ ン セ リ ン
グ研究、 転 出 入者 の情報技集、 全教職員 、 関係機関 と の連絡調整 な ど多 岐 に わ た っ て い る O

「心の ケ ア J は 兵庫 県 か ら 国内外へ発信す る 板神 ・ 淡路大震災の教訓 で あ り 、 す で に新
潟県や宮城県 な ど地震災害地へ伝 え ら れて い る O
(第匝節、 第六節、 第七節参照)

1 .  2004年度教育復興関当教員 の取 り 組み
(，むのケ ア を 必要 と す る 被災 児童 ・ 生徒の判断基準26種類〕

.退行現象

①注意力 が散漫。 学業成績低下。 ②親の 気 を � I く O ③手伝い な ど、 で き て い た こ と がで
き な く な っ た 。 ④す ぐ め そ め そ し た り 、 泣 き 出 す 。 ⑤や め て い た癖が再び出 る O ⑥怖い 夢
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を 見 た り 、 夜 中 に 驚 く O

4砂生理的反応

⑦頭痛、 腹痛。 ⑧食欲不振。 吐 き 気。 ⑨寝つ き が悪 い 。 寝 て ばか り い る 。 ⑬視覚 ・ 聴覚
障拝。 ⑪便秘 ・ 下痢。 ⑫皮膚や 日 がか ゆ い。

.情緒的 ・ 行動的反応

⑬落 ち 若 き がな く な る 。 ⑬い ら い ら し や す い 。 攻撃的 に な る 。 ⑮学校 を 嫌が る O ⑬友達 や
仲 間 を 避 け る O ⑪ ト イ レ に ひ と り で行 け な い 。 ⑬執:室 に い ら れ な い。 ⑬注意 集 中 が国 難。

⑮物 を 壊 し た り 、 投げた り す る 。 @趣味や レ ク リ エ ー シ ョ ン に 興味 を 失 う 。 ③感情が う つ

的 に 。 涙 も ろ く な る o @引 き 込 も る O ⑪親や先生 (権威) に抵抗。 ⑮嘘、 盗 み 、 薬物 な ど
反社会的行動。 ⑮震災 に つ い て繰 り 返 し話 し た り 、 関連 し た遊 び を す る 。

〔教育複興担当 教 員 の取 り 組み の 内容〕

小学校 は 、 個別指導56 % (2003年55 % 、 2002年55 % 、 2001年56% ) 、 b 家 庭 と の連携23%

(26% 、 26% 、 21 % ) 、 b 相 談活動 19% (17 % 、 1 7 % 、 1 7 % ) 、 b 関係機関 と の連携 2 % ( 2  % 、

2 % 、 3 % ) 。
中 学校 は 、 個別指導44% (42 % 、 42% 、 43% ) 、 b 家庭 と の連携25 % (27 % 、 26% 、 27% ) 、

相談活動28% (28 % 、 29 % 、 26% ) 、 b 関係機関 と の連携 3 % ( 3  % 、 3 % 、 4 % ) 。

傾 向 は小 、 中 学校 と も 毎年変わ ら な い 。 小学校 は 中 学校 よ り 個別指導が高 く 、 中学校は

小学校 よ り 相談活動が高 い 。 家庭 と の連撲は小、 中 学校 に大差 は な い。
@ 個別指導 r声か け ・ 励 ま し ・ 日 記指導」 小学校71 . 0% 、 中 学校80 . 9% 0 r 目 標達成や

自 信 を 持 た せ る 支援」 小学校36 . 7 % 、 中 学校36 . 4 % 0 r学習 支援 ・ 生活指導J 小学校43 . 7% 、

中学校38 . 3 % 0 r友達づ く り へ の 支援」 小学校29 . 0% 、 中 学校17 . 7 % 0 r養護教諭 と 連携

し た 支接」 小学校23 . 6% 、 中 学校16 . 8% 0 r登校指導」 小学校24 . 3% 、 中 学校15 . 5% 。

@ 家庭 と の連携 r緊密 な 情報交換J 小学校37 . 6 % 、 中 学校4 0 . 5 % 0 r学校 の 指導 と 連携

要請」 小学校16 . 9 % 、 中 学校24 . 6% 0 r保護者の悩 み を 聞 く 」 小学校24 . 6 % 、 中 学校21. 6 % 。

「児童 ・ 生徒への訪問指導」 小学校1 6 . 0% 、 中学校30 . 1 % 0  
@ 相談活動 r 日 常会話の 中 で の相談J 小学校52 . 9 % 、 中 学校66 . 5 % 0 r定期 的 な カ ウ ン

セ リ ン グ」 小学校40 . 0% 、 中 学校44 . 0% 0 r保護者対象の教育相談J 小学校12 . 6 % 、 中
学校16 . 8% 0 r記述式の栢談活動」 小学校6 . 8% 、 中 学校5 . 6 % 。

@ 関係機関 と の連携 r関係機関 と 連携 し た指導J 小学校5 . 8% 、 中 学校7 . 8 % 0 r関係機

関への協力依頼」 小学校1 . 8% 、 中 学校3 . 8% 0 r専 門 医 と 連携 し た指導J 小学校0 . 9 % 、
中学校2 . 2 % 。

2 .  2004年度心の ケ ア に よ る 児童 ・ 生徒の変容
心の ケ ア の 継続的 な 取 り 組み に よ り 、 要配慮児童 ・ 生徒数は着 実 に 減少 し て お り 、 要配
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慮状態 と 判 断 さ れ る 児童 ・ 生徒 も 改善が見 ら れ、 ほ と ん どの項 目 で前年 を 上 回 っ て い る 。

(調査は捜数回答)
@ 精神的 な 変容 ニ 「 落 ち 着 い て 生活 し て い る J 513人 (38 . 4 % ) 0 ，-表情が明 る く な っ たJ 304 

人 (22 . 7 % ) 0 ，-症状の軽減 ・ 改善が見 ら れ る J 260人 (19 . 4 % ) 0

@ 対人関係の改善ヱニ 「友達が増 え たJ 302人 (22 . 6 % ) 0 ，-忠い を 話せ る よ う に な っ たJ 202 
人 (1 5 . 1 % )  0 ，-教師や大人 と の信頼関係がで き たJ 306人 (22 . 9 % ) 0 

@ 生活面の改善 ，-意欲 ・ 自 信 ・ 希望が見 ら れ る J 354 人 (26 . 5 % ) 0 ，-学習 習慣が定着 し

て き たJ 233人 (17 . 4 % ) 0 ，-生活習慣が改善 さ れて き たJ 21 1 人 ( 15 . 8% ) 0 ，- 自 己抑制が

で き る よ う に な っ たJ 119人 ( 1 1 . 1 % ) 0 ，-欠席や遅刻 が少 な く な っ たJ 1 56人 (1 1 . 7 % ) 0

「問題行動が減少 し て き たJ 99人 (7 . 4 % ) 0

3 . 教育復興担当教員配置校の心のケ ア校肉体制の事例
事例 1

(神戸 ・ 小学校) 防災教育 と 「心の ケ ア 」 推進委員 会 ( 7 人) を 設置、 年 間 指導計画 を

作成。 要配恵児童 に つ い て は担任 の調査 を も と に 、 5 月 に 職員研修 と し て 説明 会 を 実施 し
た 。 児童の個 々 の状況 と と も に 、 学年 と し て の対応 を 説明 、 職員 の 共通理解 を 函 り 、 学校

全体の 支援体制 を 確立 し た 。
教育復興院 当 教員 は 、 復興住宅か ら 通 う 児童 に登校指導 を 行 う と と も に 、 新学習 シ ス テ

ム の担当教員 と 協力 し て 、 各教室の 出 欠状況 を確認、 問題があ れ ば、 家庭への連絡、 訪問

を 行 う 。 平素か ら 要配慮児童の 家庭 を 訪問 を 主主ね て い る 。

事例 2

(神戸 ・ 中 学校) 教育復興担当教員 を 長 と す る 防災教育推進委員 会 ( 1 1 人) を 各学期 1

回実施す る と と も に 、 生徒指導委員会 ( 1 1 人 ) を 週 1 回実施 し 、 生徒の状況分析 に あ た っ
た 。

6 月 に 「震災 ア ン ケ ー ト 」 を 全生徒、 保護者 に実施、 要配慮生徒 を 把握 し 、 冊子 に ま と

め た 。 こ れ に 基づい て 、 教育復興担当 教員 、 担任、 養護教論、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー が連

携 し て 、 相談活動や働 き か け を 展 開 、 ク ラ ス 、 部活動、 行事な どでの指導の記録 を 残 し た 。

11  12月 に ア ン ケ ー ト 冊子 を 活用 し て 防災授業、 震災{乍丈 を 書 い て 1 月 17 日 の 「復興祈

念行事」 で、生徒代表が院読 し た 。 2 月 に も 防災授業 を 行 う O 一連の取 り 組み を 通 じ て伺 々

の生徒の思 い を 把握 し た 。

4 . 台賦23号被災地に要ケア閥児 ・ 児童 ・ 生徒
〔車問布教委が204人に心の ケ アが、感要 と 発表〕

台風23 号で大 き な 被害 を 受 け た 豊 !南市内 の幼稚園 と 小、 中 学校 に通 う 子 ど も に つ い て 、

同 市教委 は 2004 年 1 1 月 18 日 、 合計204人 に 心 の ケ ア が必 要 と す る 調査結果 を 発表 し た 。 堤
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防が決壊 し た 円 山 川 の周辺地域 に住む子 ど も が多 い 。

内訳は幼稚 園児 5 入、 小学生128人、 中 学一位71人。 4 ， 768人 を 対象 に 、 約30項 目 の ア ン ケ ー

ト を 行 い 、 教師 ら が面接 し て 判 断 し た 。 「浴槽 の 水 を 見 て も 怖 く な る 」 な ど と 親や教師 に

訴 え る 子 ど も も い る と い う O

5 . 県 こ こ ろ のケアセ ン タ ーの 「診療所 ・ 相談窒」 開設
〔全菌初、 災害や犯罪被害の ト ラ ウ マ 、 PTSD の専門医療機関〕

兵庫県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー付属 診療所 ・ 相談室が2004年 6 月 1 目 、 神 戸 市 中央区脇浜

海岸通 l で オ ー プ ン し た 。 災害や犯罪被害 な どの ト ラ ウ マ (心的外傷) や PTSD (心的外

傷後ス ト レ ス 傷害) の 専 門 的 医療機関 で、 大震災後の心の ケ ア を め ぐ る 諦査研究の成果 を

生か し 、 治療 に あ た る 。 同 セ ン タ ー は研究や人材育成 に取 り 組む全国初 の 拠点 施設。 専 門

的 医療機関 も 全国 で 初 め て 。
災害や事件、 事故、 犯罪被害、 虐待な ど に よ る ト ラ ウ マ 、 PTSD な ど に 幅広 く 対応、 ま

ず相談室で而接、 必 要 な 場合 に診療所が治療す る O 相談室 は 臨床心理士や ケ ー ス ワ ー カ ー 、
保健制。 診瞭所 は 医 師 5 人 (常勤 3 人、 非常勤 2 人) の体制 。 医師 は い ずれ も 、 問 セ ン タ ー
研究員 を 兼 ね る 専 門 家。

診療所長の加藤寛院師 は 開設 さ れ た 「 旧 ・ こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ーJ I こ こ ろ の ケ ア研究所」
( い ず れ も 閉 鎖) で被害者や犯罪被害者の心の ケ ア や 調査、 研究 に あ た っ て き た 。 両施設

と も 診察 は 行 わ ず 、 専 門 的 思療機関 の必要性 を 訴 え て き た 。

6 . 兵教組が 「震災後生ま れに も要ケ ア児童J と 指摘
〔小学 1 - 3 年の242人が心lこ傷。 2 次的要 因 と 分析〕

震災で心 に傷 を 負 っ た児童 に つ い て 、 兵庫県教委 は 毎年行 う 調査で、 震災後生 ま れ を 対
象か ら 外 し て い る o 2004年度 の調査で は小学 3 年生以下が絵かれ、 4 年生以上 を 調査対象

と し た 。

兵庫県教職員 組合 と 兵庫教育文化研究所は 、 2004年 7 月 、 教育復興担 当 教 員 が配置 さ れ

て い る 神戸、 商官 、 芦屋、 宝塚各市 と 北淡町の19小学校で、 教育復興担当教員 か ら 開 き 取
り 調査 を 行 っ た 。 そ の結果、 小学 1 3 年生 の 中 で も 、 約 4 % に あ た る 24 2 人 に 心の ケ ア

が必要 な こ と がわ か っ た と 発表 し た 。

242人 に は 「怖い夢 を 見 る J I乳幼児の よ う な 言動が現 れ る J I集 中 力 に 欠 け る J I落 ち 着
き がな いJ I い ら い ら し やす いJ I攻撃的J I音や振動 に 過敏」 な どの症状が見 ら れた と い う O
こ れ ら は 婆 ケ ア の判 陸rr基準 に な っ て い る 症状で、 理由 に つ い て 、 兵教組は 「家族 ・ 友人 関
係 の変化J I住宅 ・ 経済環境の 変イし な ど 2 次的 要 因 に よ る も の と 分析 し て い る O

家族が震災で死亡 し た り 、 失職や離婚 な ど、 乳幼児期 に 家庭環境の急変 を 経験 し て 、 ス
ト レ ス が出 て い る O 不安定 な 生活 の 中 で子 育 て が、 子 ど も の心の成 長 に 影響 を 与 え て い る
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と 主張 し て い る O

7 .  ト ラ イ や る 働 ウ ィ ー ク
[2004年度の不登校生徒の登校率は 過去最高。 参加率 も 上昇〕

兵庫県 下 の 全公立 中学校 2 年生が 1 週 間 、 地域 に 学ぶ体験活動 「 ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク j

は 7 年 目 の 2004年 度 は 372校か ら 4 万8 ， 913人が参加 し た 。 実摘 は 6 月 を 中 心 に256校、 1 1
月 中心 に 116校。 1 万5 ， 56 1 カ 所で、 1 万6 ， 239斑 に分かれて活動 し た 。

「 ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 」 は 、 心の ケ ア 面 か ら 「不登校生徒」 の 参加 と 、 参加後の 「登

校率上昇生徒」 が注 目 さ れ る O

2004年度 は 1 年生の と き 、 年 間30 日 以上欠席 し た 1 ， 030人の う ち 、 482 人 が参加 し た 。 参
加率 は46 . 8% 。 前[年 に 比べ1 . 5 ポ イ ン ト ア ッ プ。 前年の ダ ウ ン か ら や や 上 昇 し た 。

参加後の 「登校率上昇生徒」 は 1 カ 月 後193人 (40 . 0% ) 、 2 カ 月 後192人 (39 . 8% ) 0 1 
カ 月 後は 前年 よ り 下がっ た が、 40% 台 を 維持 し 、 2 カ 月 後 は ほ ぼ40% で、 7 年 間 の 最高 と

な っ た。

(表32) ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー クJ の実施状況

2000 
1999 
1998 

実施校数

372 
365 
364 
359 

学級数
1 ， 430 
1 ， 440 
1 ， 496 
1 ， 523 

生命
生徒数 (
48 ， 9 13 (358) 

53 ， 073 

(y主) 生徒数の ( ) は、 際害児学級生徒の数 (内数)

(表33) 「 ト ラ イ やる ・ ウ ィ ー ク」 の活動内容
口分野別

活動分野 2004 2003 2002 2001 
① 職場体験活動 79 . 2% I 77 . 0% 76 . 5% 75 . 9%  
② ボラ ン テ ィ ア 福祉体験活動 7 . 9% 7 . 0% 7 . 0%  6 . 7% 
③ 文化 ・ 芸術創作活動 5 . 7% 3 . 9% 4 . 7% 5 . 4%  
③ 勤労生産活動 3 . 5%  3 . 8% 3 . 8%  4 . 3% 
⑤ その他 3 . 7%  8 . 3%  8 . 0%  7 . 7%  

16 ， 833 
1 8 ， 243 

2000 
72 . 9%  
7 . 4%  
6 . 6%  
4 . 7% 
8 . 4%  

15 ， 56 1  I 
1 5 ， 67 1  20 ， 687 
1 5 ， 985 21 ， 573 
1 6 ， 020 22 ， 688 
1 6 ， 320 24 ， 018 
16 ， 645 23 ， 730 
16 ， 283 23 ， 447 
(兵庫県教育委員会)

71 . 1 % ! 72 . 1 %  
7 . 7% 8 . 8% 
7 . 7% 6 . 4% 
5 . 4% 5 . 2% 
8 . 1  % 7 . 5% 
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口内容lJlj
活動内容 2004 2003 

販売 20 . 6% 20 . 0% 
幼児教育 20 . 2% 20 . 0% 

③ 役所 ・ 消防署等 7 . 9% 
④ 製造 ・ 迷築 5 . 8% 6 . 0% 

5 . 7% 5 . 3% 
⑥ 飲食厄等 5 . 2% 5 . 2% l ⑦ 文一四 3 . 9% 
③ 病院等 3 . 3% 3 . 2% 
③ ホテル ・ 玉県美容等 i 3 . 2% 3 . 1 9も i

2002 
2l . 6% 
] 9 . 1 % 
7 . 9% 
6 . 2% 
5 . 2% 

4 . 7% 
3 . 2% 
3 . 6% 

200] 2000 i 1999 
20 8% 1 20 8% 20 . 4% 
1 9 . 0% i 18 . 1% 1 7 . 6% 
7 . 3% 7 . ] %  6 . 8S沿
6 . 6% 7 . 3'1ら 8 . 0% 
4 . 9% 5 . 1  % 5 . 4% 
5 . 1  % 
5 . 4% 6 . 6% 7 . 7% 
3 . 5% 3 . 3% 3 . 1  % 
3 . 8% 4 . 0% 3 . 6% 

1 998 
20 . 5% 
1 8 . 6% 
5 . 0% 
7 . 9% 
5 . 6 %  

6 . 49も
2 . 5 %  

※ 10 . 1  % 
(注) 19981f角度⑨ホテル ・ 2里美零等には飲食}r5が含 まれている (兵蔵県教育委員会)

(表34) ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー クJ 参加後の不登校生徒の登校状況
実施後 l カ 月 の状況
登校率の上昇 した生徒

193 
40 . 0% 

453 1 84 
4 5 . 3% 40 . 6% 50 ， 304 1 ， 001 

544 217 
47 . 5% 39 . 9% 52 ， 770 1 ， 146 

237 205 
. 6% 38 . 6% 53 ， 590 1 ， 166 

55 ， 337 1 ， 137 48 . 2% 
658 

51 . 6% 57 ， 059 1 ， 274 
914 

53 . 2% 45 ， 381 1 ， 719 
01998年度は不登校傾向の生徒の1999年 1 月 末デー タ (兵庫県教育委員会)

8 . レ イ ン ボーハ ウ ス
(東京 に も レ イ ン ボ ーハ ウ ス 。 2006年開設〕

阪神 ・ 淡路大震災の 遺児支援拠点 「 レ イ ン ボー ハ ウ ス J (神戸 市東灘区 ) を 運営す る 民
間 団体 「あ し な が育 英会J (本部 ・ 東京) は 、 同 ハ ウ ス を モ デル に 、 新 し い遺児支援施設

を 2006年春、 東京都 日 野市百草 に 開設す る O 用 地 は約 1 万m20 定員 180人 の 学生寮 を 設 け

る の が最大の特徴で、 関東の大学 に進学す る 遺児 を 対象 に す る O
東京の施設 は 、 心 の ケ ア の 「あ し な が レ イ ン ボー ハ ウ ス 」 と 、 学生寮 「あ し な が心塾J (い

ずれ も 仮称) 。 両施設の 建設費19倍、 円 の募金活動 を 行 っ て い る O 神戸 の 「 レ イ ン ボー ハ ウ ス 」
に も 定員48人の 学生寮 を併設 し て い る が、 東京 は 寮機能 を 大幅 に増 やす 。 経済的 な事情か

ら 進学 を 断念す る 遺児が多 い た め で 、 寮費 は 2 食付 き で 、 月 l 万 円 の予定。 病気や災害で

読 を 失 っ た 学生 の ほ か、 親が重度の 障害者の場合 も 対象 と す る 。
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〔 あ し な が育英舎が被災後1 0年間の遺児の心の変化調査〕

あ し な が育英会 (東京) は2005年 1 月 12 日 、 阪神 ・ 淡路大震災で家族 を 亡 く し た遺児 ら

を 対象 に 、 被災後10年間 に どの よ う な 心の変化が起 き た か開 き 取 り 調査 し た 結 果 を発表 し
た 。

親の死 に 責任 を 感 じ て い る 遺児が、 い ま な お 多 い 一方で、 就職や結婚な ど人生の転機で、

家族の死 を 受 け 入れ ら れ る よ う に な っ た ケ ー ス も み ら れた 。

調査 を 担当 し た の は副 田 義世金城学技大学教授 (社会学) と 樽川典子筑波大学助教授 ( I司 ) 0 

2004年 7 月 一 11 月 に遺児19人 と そ の保護者34人、 合計53人か ら 開 き 取 り 調査 し た 。
調査結 果 に よ る と 、 一緒 に暮 ら し て い な が ら 家族の 中 で生死が分かれ、 負 い 日 を 感 じ て

「 自 分 に責任があ る 」 と 責め 続け る ケ ー ス が 目 立 っ た 。 母親が 自 分の 弁 当 を 作 っ て い る と
き に 、 家 の 下敷 き に な っ た こ と に 白 責の 念 を 感 じ て苦 し ん だ遺児 も い た 。 遺 児 であ る 自 分

を 受 け入れ ら れず、 長期 間 、 周 囲 に 父母の死 を 関 し て き た ケ ー ス も あ っ た 。

〔 レ イ ン ボ ー ハ ウ ス な ど遺児支援1 0年歩み を 本 に 〕

あ し な が育英会 (東京) は2004年12月 、 大震災の遺見支援 と 1999年 に 開 設 し た 「 レ イ ン

ボ ー ハ ウ ス ・ 虹の家」 な ど10年 間 の 活動 の 歩 み を ま と め た本 を 出版 し た 。
「七色 の虹が架 か る ま で 坂神大震災遺見 と レ イ ン ボー ハ ウ ス の 10年史」 で、 A 4 朝 、

240ペー ジ。 6 ， 000部作成 し た 。 同 会発行の機関紙 を 基 に 、 作文や写真 を 収め て い る 。

〈参考文献〉
「漠災を越えて 教育の創造的復興10年 と 明 日への歩み」 兵庫県教育委員会 2005年 3 月 31 日
「平成16年度地域に学ぶ 『 ト ラ イ やる ・ ウ ィ ー ク 』 の ま と め」 兵庫県教宵委員会 2005年 3 月
「いの ち と 教育 阪神 ・ 淡路大震災10年検証の記録 1 . げを忘れない」 兵庫県教育文化研究所 ・ 兵庫県教職員組
合 2005年 1 月 16 0

第六章@教育 413 



第七章

産業 ・ 雇用



は じめ に

打出の小植は な い

2005年 1 月 17 日 、 あ の未曾有の 阪神 ・ 淡路大震災の 日 か ら 10年。 凍 て つ い た 暗闇 の 斗1 で、

不安 を 抱 え な が ら 夜 明 け を 待 っ た 思 い がい ま よ みが え る 。 復興、 再生へ住民 の大 き な エ ネ

ル ギ ー と 資金が投 じ ら れ、 神戸、 阪神 間 を は じ め 、 被災地 の 10 市10m]' は 目立 司 に 勝 る 街 の た
た ず ま い を みせて い る 。

神戸 市 の 人 口 は 、 2004年11 月 1 日 現在で152万581人 (按計) と な り 、 阪神 ・ 淡路大震災

直前 の1995年 1 月 1 日 現在 を 216人上 回 っ た。
1992年12月 に 初 め て 150万人 を 超 え 、 1995年 1 月 1 日 推計 で 人 口 ピ ー ク と な る 152万365

人 を 記録 し て い た。 震災で4 ， 600余 人 (震災全体では6 ， 434人) が亡 く な ら れ た ほ か、 被災

し た 人 た ち が A時期、 市外 に 流 出 し 、 震災在後の10 月 の 国勢謂査で、 はが)10万人減の 約142
万 人 に ま で減少 し て い た 。 約 10年功、 け て 、 ょ う や く 回復 し て き た こ と に な る 。 (2005年10

月 の 国勢調査速報で は 152万5 ， 389人 に な っ た 。 )
阪神 ・ 淡路大震災の経済的 ダ メ ー ジ は 、 建物、 設備 な どが約 2 兆5 ， 400億 円 。 交通の途絶、

情報の 断絶 な ど に よ る 経済活動停滞 の損失 が約 2 兆6 ， 000億 円 。 合計 5 兆円 を 超 え る と 推

さ れ、 国 内総生産の 2 % に 上 る と い わ れて い る 。 経済的被害の規模 は総額で初期の段階

か ら 約 10兆円 と 推定 さ れ て い た 。

兵庫県 の復興10年委員 会の林敏彦委員 (放送大学教授) は2005年 1 月 日 目 、 「創造的復
興 フ ォ ー ラ ム 」 で 、 「復興財源の確保」 に つ い て 「復興経済規模 は 14兆4 ， 000億 円 。 復興財

源 を 負担 し た 官、 民の割合は 3 対 7 0 地域の経済基盤の 強化が援興の鍵 を に ぎ る 」 と 統計

的検証か ら 指摘。 そ の 上 で災害に備 え て 「 そ の都度法改正 を 待つ ま で も な く 、 機能的 に対

応で き る よ う 復興基金の 制度化」 や 「今後、 起 こ り 得 る 広域的大規模災害復 興の た め に外

債発行 な ど大規模資金調達の検討J を 提言 し て い る 。
で は 、 震災設10:1'手 を 経 た 産業の復 旧 、 複興状況 は ど う だ ろ う か。
2005年 8 月 末の 時点 で兵庫県産業労働部の ま と め た概況 は 、 被災地 の 序:業 は 、 震災後 3

カ 年で、総生産が震災前の水準 に 回復 し 、 開業率 も 全国平均 を 上 回 る な ど、 産業の本格復興

に 向 けー た 動 き がみ ら れた 。

し か し 、 1998年度か ら は 、 復興需要の 一巡や全国的 な 長気低迷の 影響 を 受 け 、 総生臨 も

IT 景気 に 湧 い た2000年度 を 除い て 減少 を 続 け る 足踏み状態が続い た 。

2003年度 か ら 2004年度 に か け て 、 世界的 な 景気の 毘複 を 背景 に 製造業の設備投資や輸出
を 中心 に被災地域の景気 も 持ち 宜 し た。 一般的 に は 、 俗 に “踊 り 場か ら の 脱 出 " と 言わ れ

る よ う に 、 足踏み状況か ら 緩や か な 同議傾向 に 移 り つ つ あ る 。

各種統計 に も 「何年ぶ り の 改善」 と い っ た 数値が ま と め ら れて い る 。 金融 に 一部ゆ と り
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が生 ま れ、 雇用 面 に 明 る さ が戻 る な ど、 身 を 屈 め て い た産業界 に や っ と 腰 を 伸 ばす気況が

感 じ ら れた 。
一方で シ ョ ッ キ ン グな ニ ュ ー ス も あ っ た。 流通業界 に革命を起 こ し 、 君臨 し て き たス ーパー

「 ダ イ エー」 が経営 に行 き 詰 ま り 、 産業再生機構 に 支援 を 正式 に要請。 県 内 の 身近 な 庖舗が

関鎖 さ れる な ど、 厳 し い現実 も あ っ た。 尼崎、 明石に進出 し た外国系のス ー パ ー が早々 に撤

退 し た半面、 各地 に大型ス ーパーが開業す る な ど、 目 ま ぐ る し い変転の一年 だ、 っ た。

震災か ら 節 目 の 10年。 経済活動の大 き な波動の 中 で、 多 く の人的、 物 的 な 支援カf被災地 を
励 ま し続けた 。 打出の小槌 は な い。 被災地の絶 え ざる 努力 が続け ら れた か ら こ そ の復旧であ り 、

復興で は あ る が、 そ れ を 支 え た の は多額の国民の税金であ っ た こ と も 忘れて は な ら な い。

「ょ う 元買5喪 っ て き た」

震災か ら 丸10年。 被災地の 各企業 に と っ て 、 復 旧 、 不況な ど厳 し い 日 々 の連続だ、 っ た 。
一 つ の節 目 を 機 に 、 兵庫県内企業の ト ッ プが こ の10年 を 詰 る o

b 下請 け の 仕事が少 な く な っ た が、 自 立 を 日 指 し て頑張っ て き た。 吉 い企業体質 を 変 え

る 契機 に な っ た 。 ニ 明興産業 (神戸市) の下土井康晴社長。 懸命の復 旧 を 前向 き に と
ら え て い る O

b社員 や 商屈街が危機感 を 共有 し な が ら 、 手 を 携 え た の は貴重な経験だ っ た 。 コ= 神戸風

月 堂 ( 問 ) の 下村俊子社長。

b 中小経営者の苦闘 を 思 う と 、 よ く ぞ こ こ ま で復興 し た 、 と 感慨深い o 兵庫県信用保

証協会 の 竹 田 正理事長。
b 神戸空港や 医療産業都市構想、 な ど、 経済の新 し い動 き が出 て き た。 ニ 県 中小企業時体

中央会 の 在 国 一雄会長。
1> 備 え あ れ ば憂 い な し 。 何が起 き て も 対応で き る よ う 、 日 ごろ か ら 意識 を 高 め る 必要が

あ る o バ ン ド ー化学 ( 同 ) の小椋昭夫社長。 同社 は 、 危機管理委員 会 を 設け、 被害

状況 を 確か め る 仕組 み ゃ 、 情報技術 (IT) を 使 っ た 安否確認、 生 産 設 備 の リ ス ク 分

散体制 な ど を 構築 中 。
b し ん どか っ た な あ 、 と い う の が正i直 な 感想。 = 神戸 ベ イ シ ェ ラ ト ン ホ テ ル & タ ワ ー ズ

( 同 ) の 矢 野 昌 一社長。

b 震 災の ダメ ー ジ か ら 立 ち 直れ な い ま ま 、 業界全体があ え い で い る 。 ニ 沢の鶴 ( 同 ) の

西村隆治社長。 清酒業界は 、 焼酎や発泡酒 の ブー ム に押 さ れ気味だ。

〈参考文献〉
「 日刊各紙」 神戸、 朝 日 、 毎 B 、 読売、 日 経、 !室経 (第七業 「産業 - 雇用」 の会節に関 して参考に した)
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| 第一節 産業復興の概況

1 . 地場産業の一部、 未復興
兵産県が2005年 8 月 末 に ま と め た 県内被災地の分野田毎回 ・ 復興状況は次の と お り O

製造業 被災地 に つ い て2004年工業統計 (速報値) でみ る と 、 事業所数が震災前の 1994
年 に 比べ40 . 5 % 減 と な っ て い る ほ か、 従業者数が33 . 2%減、 製造品 出荷額 な ど も 22 . 9 % の
減少 と な っ て い る も の の 、 こ の と こ ろ の鉱工業生産 は 、 震災前 を 上 回 っ て 推 移 し て い る O

中 で も 鉄鋼 、 造船、 ゴム 製 品 、 重;電 な どの大企業 は甚大な被害 を 受 け な が ら 、 復旧段階 を

早期 に 終 え 、 概ね震災前-の水準 に 冨復 し て い る O

地場産業 b ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ ロ 日 本 ケ ミ カ ル工業組合 の 組合員 は 、 震 災 前 の 227杜か
ら 約80社減 り 、 約 140社 に な っ た 。 震災後、 問屋の輸入品購入へ の 切 り 替 え 、 企業数の減少、
企業規模の 縮小 な どで、 2004年 の 生産額は492億8 ， 000万円 。 1994年比で25 . 3 % 減 と な っ た 。

新 た な 傾 向 と し て 、 工場の 集団化、 共 同 配送、 仕入れな ど共同事業 に取 り 組 む 企業 グ ル ー

プがあ る ほ か、 見 本 市 や 展示会の 開催、 通信販売 な ど に も 取 り 組ん で い る O ま た 、 「 く つ
の ま ち ・ な がた構想、」 を 推進 し て い る O

[>{青澗 灘五郷酒造組合員 数は 、 震災 前 の51杜か ら 転廃業 な どで37杜 に 減少。 消費の低
迷 な どで、 灘五郷 の 2004年出街量 は 、 20万81キロμ。 対1996年比 は48 . 8% 減で半減 し て い る O

新 し い攻 り 組み と し て 、 ま ち づ く り と 連携 し た 酒蔵や資料館 な どの再建。 飲食 ・ 物販一体

の 共 同 工場 の 再建、 共 同 イ ベ ン ト の 開催 な ど を すす め て い る O

b フ ァ ッ シ ョ ン 関連 ( ア パ レ ル 、 真珠) = 一部廃業 し た と こ ろ も あ る が、 神 戸 フ ァ ッ シ ョ

ン ア ソ シ エ ー シ ョ ン 加 盟 の 16社、 神戸市内 の 日 本真珠輸出組合加盟38社の 全企業で操業 中。

b 洋菓 子 ニ 一部廃業 し た と こ ろ も あ る が、 神戸市 内 の 兵塵県洋菓子協会加提の78社 は 全
社が操業 中。

b 陶器瓦 z 兵庫 県 陶 器瓦工業組合加盟 の企業数は 現在13社。 2004 年 の 生 産量 は 、 7 ， 279
万枚。 震災前 に 比 べ る と 約 6 割 と 大 き く 落 ち 込ん で い る O 平板瓦 の増加で、 陶 器瓦 の 落 ち

込み は小 さ いが、 主力 の いぶ し 瓦の 落 ち 込みが大 き い。 現代建築 に 合 っ た 軽量の平板瓦、

太揚電池組み込み瓦、 耐 震、 耐風な ど防災性の あ る 瓦 な とやの新製 品 開発 を 行 っ て い る 。

b線香 ニニ 津名 郡一宮町の兵庫県線香協 同 組合の加盟全企業 (震災前) 19社が操業 中 で 、

生産量 も 震災前の水準 に 回復 し て お り 、 震災 に よ る 影響 は な い 。
b 機械金属 な ど下請企業 (神戸市産業振興局調べ) 神戸市機械金属工業会加盟407杜

の う ち 72社の 建物 が全壊 ・ 全焼 し た が、 72社すべて の企業が営業 を 再 開 し て い る 。 し か し 、

同工業会会員 の企業数、 生産高、 従業員 数 は 下 降娘 を た ど っ て い る O 会員 数 は2005年 3 月
末で312社 (震災前比23 . 3% 減) 、 従業員 数 1 万4 ， 900人 ( 伺 17 . 2% 減) 、 生産額3 ， 855億円 (2004
年 6 月 に 比べ22 . 9 % 減) 0 
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2 . 事業活動、 震災前を下回 る が 7 割
震災か ら 10年、 被災地の事業活動 は 依然 と し て厳 し い。 「震災の影響」 に つ い て は 、 「 ほ

ぼ な く な っ て い る J 企業が48 . 0% に な っ た 半面、

に の ぼっ て い る O
、 利益が震災前 を 下 回 る 」 が69 . 0%

こ の調査 は 、 阪神 ・ 淡路産業復興推進機構が、 2004年 6 月 に 県下 4 万2 ， 018事業所 を 対

象 に ア ン ケ ー ト 調査 し た も の で 、 回答数2 ， 863社 ( 回 答率6 . 9% ) 0

調査に よ る と 、 売上高 ・ 利益 に つ い て 、 震災前 と 比べ る と 、 「変化が な い J í増加 し て い
る 」 が、 28 . 8% (826社) 、 「減少 し て い る J と 答 え た の が69 . 0% (1 ， 975社 ) 0

売上高、 利益が震災前 を 下 回 っ て い る 大 き な 原 因 は 、 「景気の影響J と す る 企業が64 . 6%
( 1 ， 275社) に の ぼる の に対 し 、 「構造変化の 影響」 と す る 企業が30 . 4 % (600杜) 、 「震災

の 影響」 と す る 企業 は 3 . 3 % (65社) に と ど ま っ て い る 。
ま た 、 48 . 0% (948社) の企業が 「震災の 影響 は ほ ぼな く な っ て い る 」 と し 、 こ れ に対

し 50 . 2% (992社) が 「震 災 の 影響 が残 っ て い る 」 と 答 え て い る O 震災後10年 に し て 震災
の 影響が 「残 っ て い る 」 と 「な く な っ たJ がほ ぼ相半ば し て き て い る O

「震災の 影響 が残 っ て い る J と し た企業の影響の 内容 を み る と 「顧客 ・ 取 引 先 を 失 っ た」
が23 . 1 % (229社) が最 も 多 く 、 震災の直接の被害がみ て と れ る O 次 い で 、 「震災に よ る 借

入金の負担」 が22 . 4 % (222社) 、 「来訪者の減少」 が20 . 5 % (203社) 、 「地域 人 口 ・ 事業所

数の 減少」 が16 . 5 % ( 164社) と 続 く O ど れ を と っ て も 震災 に よ る 影響 を い ま だ に 払拭で

き て い な い状況が う かが え る O

事業活動 の 隠復状況 は 、 「 回 復 し て い る 」 と 回 答 し た事業所の比率が前 々 回 (10 . 8 % ) 、
前 回 (12 . 9% ) に 比べ今回 13 . 6% と 上がっ て お り 、 半面、 「毘復 し て い な い」 の 比率 は調

査 ご と に 下 が っ て い る O 徐 々 に で は あ る が、 着 実 に 震災 の 影響か ら 抜け 出 し て い る 実態が

み て と れ る o (表 1 ) 

(表 1 ) 売上高、 利益の 回復状況

ぷギ? i M l 前回
2002主手11月 2003年 6 月

回復 している 10 . 8 1 2 . 9  
回復 していない 74 . 5  I 72 . 0  
変わ ら ない 13 . 2  13 . 7  
無回答 1 . 5  1 . 4  

% 
今回

月1| 2004年 6

構成比率は 4 捨 5 入

し か し 、 こ の 回復 の足取 り が早い の か遅い の か、 ま た適当 な の か、 長 び く 不況の影響が
深刻で 的確 な判 断は で き な い だ ろ う O

地域別 で み た 回 復状況 で は 、 下 回 復 し て い る 」 と 答 え た 事業所 の 多 い と こ ろ は 伊丹市
(23 . 1 % ) 、 明石市 ( 19 . 3 % ) 、 三木市 ( 18 . 6% ) な ど。 前 回 の 調査で ト ッ フ。だ、 っ た宝塚市

第七業@ 産業 ・ 雇用 419 



は 12 . 8% と 最下位 と な っ た 。 一方、 「回復 し て な い」 と し て い る と こ ろ は 、 特 に 淡路 地 区

が 目 立 ち 一宮 軒 (96 . 7% ) 、 西淡町 (82 . 9% ) 、 淡路町 (8l . 4% ) な ど。 前 回 は70% 台 が多

か っ た が、 今回 は 上位 3 1llT の ほ か は南淡町だ、 け だ、 っ た 。 阪神 間 で は 宝塚市 の 72 . 4% 、 神戸

市 の7l . 3 % 以外 は い ず れ も 70% 以下 だ っ た 。 神戸市 だ け でみ る と 、 「 回復」 と し た と こ ろ

が多 い の は 中 央、 両、 北の各区。 「 し て い な い」 事業所が多 い の は 、 須磨、 難、 兵庫の 各 区 。
従業員 の 規模別 で は 、 「 回復」 と し た と こ ろ が多い の は300人以上 と 100- 299人の事業所。

こ れ に対 し 、 「 し て い な いJ と 答 え た と こ ろ は 、 1 - 4 人が最 も 多 く 79 . 5 % 、 5 - 9 人、 10

19人の い ず れ も が60 % 台 で 、 規模の小 さ い と こ ろ ほ ど 「 回復」 が遅れ て い る O

業種別 で は 、 「 回復」 と み る 事業所が多 い の は 、 化学、 精密機械、 鉄鋼 ・ 非鉄金属 な ど。

「 し て い な い」 は 、 娯楽、 窯業、 ク リ ー ニ ン グ ・ 理容 ・ 浴場業、 食料品 ・ 飲料が 自 立 っ て

い る 。

( r回復 し て い な い」 理由 〕

事業活動が回復 し て い な い理 由 と し て は 、 「震災の 影響 が最 も 大 き い」 と み て い る の は
3 . 3 % (65社) 0 r震災の 影響 も 残 っ て い る が、 崇気の影響が最 も 大 き し り が32 . 7% (646社) 0 

3l . 8% (629社) が 「震 災 の 影響 は ほ ぼな く な っ て い る が、 景気の影響が最 も 大 き い」 と

み て い る O 事業活動で 「震災の影響が残 っ て い る 」 と 答 え た 事業所 を 合計す る と 50 . 2% と
な お約半数 を 占 め て い る o (表 2 ) 

(表 2 ) 事業活動が回復 し て い な いま里由 % 

2002年1 1月
3 . 4  
35 . 8  

10 . 1  
っ て い 39 . 9  
っ て い 9 . 2  
き い

構成比率は 4 捨 5 入

3 . 震災の影響引 き ず る 中堅 ・ 中小企業
6 訴 の企業が復興 し た と 回答。 半面、 被災地の復興は 8 割 み な と 銀行系 シ ン ク タ ン ク

の ひ ょ う ご経済研究所が、 阪神 ・ 淡路大震災の被災地 に あ る 中 堅 ・ 中小企業へ震災後10年
の ア ン ケ ー ト 調査 を ま と め た 。

調査は 20例年10月 か ら 11 月 に か け て 、 被災地域10市10町の808社 を 対 象 に し た も の で、
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回 収は206社 ( 回 収率25 . 5 % ) 0 

「震災 か ら の復興状況j は 、 被災企業172社 の う ち 、 102社 (59 . 3% ) が震災 か ら 10割以
上復興 し た と 答 え て い る O 一方、 9 割か ら 7 割未 満 は 合計で55社 (32 . 0% ) 0 ま だ10割復

興 を 果 た し て い な い理由 は 、 複数回答で 「取引 先の被災」 が22杜 (40 . 0% ) 、 「工場 ・ 社屋
の被害J 14社 (25 . 5 % ) な ど依然、 震災 に よ る 要因 を あ げる と こ ろ が多か っ た 。 ま た 、 「不
況の影響」 を あ げる 企業が19社 (34 . 5% ) だ、 っ た 。

「震災前 と 現在の業容比較」 で は 、 「増加」 も し く は 「変わ ら な い」 の 回答が生産 ・ 販
売能力 で104社 (60 . 5 % ) 、 売 !二高で、76社 (44 . 2% ) 、 経常利益で は77杜 (44 . 8% ) 、 従業員

数で は81社 (47 . 1 % ) 0 こ れ ら の企業 は いずれ も 、 震災前 の水準 を 維持 ま た は 回復 し て い る 。
「売上高が減少 し て い る 」 と し た の は91杜 (52 . 9 % ) で、 そ の現 由 は 「不況J 41社 (45 . 1 % ) 、

「震災 と 不況の両方J が42社 (46 . 2% ) 0 '震災」 と 答 え た の は 2 杜 だ け で 、 震災 と 不況の

両方が大 き く 影 を 落 と し て い る O

復興状況が '10割以上J と 答 え た企業 (102社) の う ち 37社 (36 . 3% ) が 「売上高が震

災前 よ り 減少」 と し て お り 、 そ の理由 に 「不況」 を 上げて い る の は27社 (73 . 0% ) と な っ
て い る O

「被災地の復興状況」 に つ い て は 、 38社 (18 . 4 % ) が '10割」 と '10割超」 と 答 え 、 ' 8

割J ' 9 害し を 合 わ せ て 104社 (50 . 5 % ) 0 大半の企業が被災地 は復興 と 感 じ て い る O し か し 、

「 自 社の復興が10割未満」 と す る 55社で、 は 、 ' 7 割以下」 と 感 じ る 企業が半数 を 超 え て お り 、

自 社の復興が遅れて い る 企業 ほ ど、 被災地の復興が進ん で い な い と み て い る O

被災地 の 産業 ・ 市民 の 活力 に つ い て 、 震災前 と 比較 し て 「低下 し た」 と し た の が130社
(63 . 1  % )  0 '増加」 と 「変わ ら な い」 の 合計76社 (36 . 9% ) を 大 き く 上回 っ た。 ゆ方、

災前 よ り 景気が 「悪 く な っ て い る 」 が172杜 (83 . 5% ) 。 と 大半が不況 を 感 じ て い る 。

調査の担当 者 は 「復興 に費 や し た借入金や取引先の倒産 な ど、 多 く の 中小企業が震災の

ダ メ ー ジ を い ま だ に 引 き ず っ て い る 」 と 分析 し て い る O

4 . 改善に ば ら つ き 、 小企業の景況
国民生活金融公庫 は2005年 1 3 月 期 の兵庫 県 内小企業の動向調査 を ま と め た 。 同公庫

の取引 先380社 を 対象 に し 、 回答の あ っ た の は282社 ( 回答率74 . 2% ) 0

業況判 断 訟 は 、 全業種でム44引 で前期 に よヒベ1 . 0;1悪化 し た。 業種別 に み る と 、 卸売業、

小売業、 飲食業で改善 し 、 製造業、 サ ー ビ ス 業 、 建設業で悪化 し て い る O 来期 の見通 し は 、
企業種でム38 . 8; 1 で今期 に 比べ5 . 2灯改善 を 予想 し て い る 。

売上 は 、 ム22 . で 、 前 年 同 期 に 比べ3 . 0引改善 し 、 1 1期連続 し て 前 年 同 期 を 上 回 っ て

い る O 業種別 で は建設業 だ け が悪化 し て い る 。 来期 の 見通 し は 、 全業種でム3 5 . で13 . 0
と 大幅 に悪 く な る と し て い る O
採算で は 、 ム21 . で前期 よ り 4 . 8引悪化 し て い る が、 前 年 同期 に 比べ る と 4 . 改善 し 、
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10期連続 し て 前年 同 期 の水準 を 上 回 っ た 。 業種別 で は 、 飲食業 を 除 く すべ て の 業種で悪化
し て い る 。 来期 の 見 通 し は 、 ム 1 5 . 8�1 で 、 5 . 7引 の 改善 と み て い る O 特 に 卸売業、 サ ー ビ

ス 業 は プ ラ ス に転 じ 、 そ れぞれ12 . と 3 . に好転 し て い る O

資金繰 り は 、 ム23 . と 前期 よ り 2 . 2釘悪化 し 、 来期 は や や改善 と み て い る O

設備投資は 、 「実施 し たj 企業の割合が全業種で10 . 8% 、 前期 よ り 3 . 9% 減 っ た 。 5 期連
続で増 え て い た の が減少 に転 じ た 。 (表 3 ) 

(表 3 ) 兵庫県内小企業の動向調査D，I % ポ イ ン ト

; 年月
頃ヨ 業況 売上 採算 在庫 資金 設備投資

( % )  

2002年 4 � 6 月 ム69 ， 5 ム66 ， 2 ム34 . 3 ム14 . 2 ム40 ， 2 1 0 . 4  
7 � 9 月 ム65 ， 2 ム60 ， 1 ム38 . 7 ム15 . 2 ム41 . 5 8 ， 5  
10� 12月 ム64 ， 9 ム54 ， 7 ム33 . 9 ム12 . 3 ム43 ， 1 12 ， 7  

2003年 1 � 3 月 ム66 ， 5 ム61 . 8 ム42 . 4 ム20 . 2 ム42 ， 6 9 ， 3  
4 � 6 Jj  ム59 ， 9 ム49 ， 0 ム26 . 8 ム16 . 4 ム28 ， 6 14 ， 1  
7 � 9 fl  ム48 . 7 ム36 ， 5 ム28 ， 8 ム11 ， 7 ム28 ， 0 9 . 4  
10�12月 ム43 . 4 ム27 ， 7 ム18 ， 2 ム 9 ， 2 ム24 ， 3 I 10 . 9  

2004年 1 � 3 月 ム38 . 8 ム25 ， 7 ム25 ， 6 ム14 ， 3 ム26 . 4 12 . 1  
4 � 6 月 ム34 . 8 ム22 ， 7 ム15 ， 6 ム10 ， 9 ム20 ， 5 1 2 . 8 
7 � 9 月 ム34 . 9 ム13 . 4 ム18 ， 6 ム 4 ， 3 ム20 ， 2 1 2 . 4  
10� 12月 ム43 . 0 ム27 . 5 ム16 ， 7 ム 0 ， 8 ム21 . 5 14 . 7  

2005年 1 � 3 月 ム44 ， 0 ム22 ， 7 ム21 . 5 I ム 4 ， 7 ム23 . 7 1 0 ， 8  
4 � 6 月 (見通 し ) ム38 ， 8 ム35 ， 7 ム札8 1 ム22 . 5 ( 10 . 1 )  

国民生活金融公庫神戸支庖

5 . 中小下請けの採算 「好転」 減少傾向
ひ ょ う ご産業活性化セ ン タ ー は 、 2005年 3 月 末 に 、 同 年 1 - 3 月 期 の 兵庫県下の下請中

小企業経営動向調査 を ま と め た 。 調査対象 は 、 製造業で繊維製品 、 金属 製 品 、 一般機器、

電気機器、 輸送用 機器の 5 業種、 各60社、 計300社。 回答は184社 ( 回答率61 . 3% ) 0
1 年 前 の 調査 に 比べ繰業割合 rlOO % 趨」 の企業が2 . 9 % 増 、 受注残高が r 2 カ 月 」 と r 2

カ 月 超」 を 合わ せ て46 . 2% で5 . 増 え る な ど、 や や 明 る い 傾 向 を みせ て い る O 項 目 別 に

み る と 一 。

操業割合 前 回調査 (2004年12 月 末) に 比べ、 rlOO % 超」 の企業が0 . 6�1 (31 . 6% →31 . 0% )  

の微減。 r80 99%J の企業 も 4 . 9引 (57 . 0% →52 . 1 % ) と 減少 し て い る が、 rlOO % 超」 の

企業 は 、 前年同期 に よヒべ る と 2 . 9�1増加 し て い る O

受注残高 前 回 に 比べ r 2 カ 月 超」 の企業がO . ( 16 . 6%→17 . 4% ) 微増 し て い る が、

r 2 カ 月 ま で」 は 1 . 3�1 (30 . 1 % →28 . 8% ) 、 r 1 カ 月 ま で」 が0 . 8�í (38 . 3 % →37 . 5% ) そ

れぞれ減少。 前年 同期 に 比べ る と r 2 カ 月 ま でJ r 2 カ 月 超」 い ずれ も 増 え て い る O
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援算状況 前 回 に比べ 「好転」 と 答 え た企業は24 . 3%→20 . 7% と 3 . 6計 減少。 「不変」 も

50 . 3% →48 . 9 % と 1 . 4引 減少。 「悪化」 が25 . 4% →30 . 4% と 5 . 0引 も 増 え て い る が、 前 年 同

期 の31 . 2% に 比べ る と 0 . 8計好転 し て い る o (表 4 ) 

(表 4 ) 下請中小企業の採算状況 % 

悪化 不変 好転
200Mド 3 月 31 . 2  47 . 6  21 . 2  

6 月 24 . 4  57 . 1  18 . 5  
9 月 24 . 6  50 . 3  25 . 1  
1 2月 江4 1 50 . 3  24 . 3  

2005年 3 月 48 . 9  20 . 7  
ひ ょ う ご中小企業活性化セ ン タ

資金繰 り 前 回 に 比べ 「好転」 が2 . ( 18 . 1 % →15 . 2% ) 減 り 、 「不変」 が3 . (61 .  7 %  

→65 . 2 % ) 増加。 「悪化j は O . (20 . 2 % → 1 9 . 6 % ) の微減。 「悪化」 に つ い て は 、 電気
機器、 輸送機器関連がそ れぞれ10 . 0引 、 7 . 6'tí増加 し て い る O

受注量 前 回 に 比べ 「増力し の企業が1 . 5引 (35 . 2% →33 . 7% ) 減 り 、 反対 に 「減少」
が1 . (24 . 9 % →26 . 6 % ) 増 え て い る O 「横 ばい」 も 0 . 2引下降。 受注量 の 減少傾 向 が う
かがえ る O

受注単価 前 回 に比べ 「上昇J が3 . (9 . 3%→13 . 0% ) 増加 し 、 「下��J が4 . (31 . 6% 

→27 . 2 % ) 減少 と な っ て い る 。 若干改善傾向 を 示 し て い る が、 鋼材単価 の 高 騰 に よ る も の O

な お 、 「下降J に つ い て は 、 輸送用機器だけ が7 . (27 . 0%→34 . 2% ) の増加 と な っ て い る O

6 . 県内の事業所数、 前年比 8 %減
兵庫県が2004年12月 末の時点で、 従業員 4 人以上の 製造業 を対象に し て ま と め た2004年

工業統計調査 (速報) に よ る と 、 事業所数 は 、 前年比 8 % 減 の 1 万 1 ， 300で 、 2 年ぶ り に
減少 し た 。 ま た 、 従業員 数 は 、 l司 1 . 3% 減の35万9 ， 850人。 1992年か ら 13年連続 し て減 っ て
い る O

事業所数 を 業種別 に み る と 、 増加 し た の は 集計上の24業種の う ち 情報通信機械の み 。 後

継者難 に よ る 廃業の増加 な どで繊維や衣服 ・ そ の他、 な め し 革 ・ 問 製 品 な どで10% 以上減
少 し て い る O

従業員 数が前年 を 下 回 っ た の は 、 一般機械や電気機械、 金属製 品 な ど17業種。 増加は鉄
鋼や非鉄金属 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 化学、 輸送用機械 な ど 7 業種 に と ど ま っ た 。

加工費 や修理費 を 含 め た 製 造 品 出 荷 額 は 、 前年比4 . 9% 増 の 12兆9 ， 452億300万円 。

額か ら 原 材料費 や 消費 税 、 減価償却費 を 除い た付加価値額 は 、 同 4 . 8 % 増 の 4 兆8 ， 080億
5 ， 200万 円 で 、 い ず れ も 4 年ぶ り の プ ラ ス だ、 っ た 。

県統計課 は 、 出 荷額 な ど の 増 加 に つ い て 「 人件 費 削 減 や 情報技術 (IT) の 進展 に よ る
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コ ス ト 削 減 に 加 え 、 原 油 な ど原材料費 の 上昇分 を 転嫁 し た た め で は な い か」 と み て お り 、

r (消費 や 売 り とげ増 を 伴 う ) 景気の本格回毎 と ま で は言 え な い」 と 分析 し て い る O

7 . 工場な どの立地動向、 震災前を上回 る
兵庫県 内 の 工場、 研究所、 商業施設な どの非住宅系建築着工面積が、 2 年連続 し て 増 え 、

震災前 を ヒ 回 る ま で に改善 さ れて い る こ と が分か つ た 。

日 本銀行神戸支屈の ま と め た兵庫県内 の 建築着工床面積 (非住宅系) の推移 を み る と 、
2004年度 は336万平方江、 前年 に 比べ22 . 3% の増 。 2002年度 を 最低 に増加 に 転 じ て お り 、

2 年連続で 2 桁の 伸 び率 と な っ た。 ま た 、 水準 と し て も 、 震災前の 1993年度 (333万平方江)

を J-_ 毘 っ た 。 ( 図 1 ) 

(図 1 ) 兵庫県の建築着工床面積 (非住宅系)
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全 国 の 前年度比伸 び率 は 1 桁台 (2004年度9 . 2% 増 ) に と ど ま っ て お り 、 兵庫県の増加

ぶ り が 日 立 っ て い る 。 同 県 の 場合 は 、 阪神 ・ 淡路大震災後 の 数年 間 は 、 復興関連の建設投

資が活発 だ っ た た め 、 実勢 よ り は嵩上 げ さ れて い る O
業種別 でみ る と 、 製造業が86万1 ， 000平方江で前年度 に 比べ2 . 1倍 と 急増 。 次い で卸売業 ・

小売業63万平方江 ( 前年度比0 . 8 % 増 ) 、 サ ー ビ ス 業45万5 ， 000平方 む ; ( 同69 . 3 % 増 ) 、 運輸、
医療 ・ 福祉 の )[1夏。 建設、 情報通信、 金融保険、 不動産 な どの そ の他 は 合計 で65万5 ， 000平
方江、 1 1 . 5 % の 減少 と な っ て い る O

兵庫県で着工床面積が大幅 に増 え た の は 、 同県への工場立地件数が増 え た ほ か、 物流関

連施設の増加、 大型商業施設の 出 庖が相次 ぎ、 介護関連施設が増加 し た こ と な どが要因 。

一工場 地件数は 、 2000年以降、 し て増加 し て お り 、 特 に 2004 年 は 68件、 前年比30 . 8%
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増 と 高 い 伸 びだ っ た (表 5 ) 0 敷地面積で も 同県 は 、 2 年連続で全国 を と悶 る 高い 伸 ぴ を 示
し て い る 。 立地件数の全国順位 は 、 2001年 ま で 7 - 9 位 に 止 ま っ て い た が、 2002年以降か

な り )順位 を 上げ、 2004年 は 静 胃 、 群馬 に次 い で全国 3 位 と な っ て い る O

(表 5 ) 兵庫県の工場立地件数、 蛮積

経済産業省近畿経済産業局

物流関連施設の増加 は 、 神戸市 は じ め 、 姫路、 尼崎両市 の 臨 海部 に企業進出 が相次い で

お り 、 特 に倉庫 ・ 運送業、 中古車関連業者、 製造業 ・ 卸小売業者 な どが物流拠点 を 設 け る
動 き が 目 立 っ て い る 。 神戸市 の ポ ー ト ア イ ラ ン ドや 3 ふ頭 (摩耶、 新港束、 兵庫) の港湾

用 地への進出 企業数 は 、 2000年 を 最低 に 年 々 増加傾向 に あ り 、 2004年度 は 合計40件 と 1998
年以降で最高 と な っ た 。

大型商業施設 の 出 屈 は 、 県南部 の 都 市部 を 中心 に 、 大規模 な 駐車場 を 備 え 、 大手ス ー パ ー

や家電量販庖、 ホ ー ム セ ン タ ー な ど を 核 と し た 「複合型」 大型商業施設の 開 業が相次いで

い る O こ れは 、 広 大 な 土地が民間企業や地方公共団体か ら 放出 さ れ、 ま た 、 大手流通業者
の 開発意欲が高 ま っ た こ と 、 さ ら に 各種規制緩和 な どが下支 え し て い る こ と な ど に よ る O

介護関連施設の増加 は 、 2000年 4 月 に 介護保険制度が導入 さ れた こ と か ら 、 県内 の特別

養護老人ホ ー ム な どの施設が、 こ の 5 年 間 に 2 割強 の 増加 と な っ て い る O

も ち ろ ん、 こ う し た 環境面の変化 だ け で な く 、 企業の設備投資の意欲が、 企業収益の改
善 な ど を 背景 に 活発化 し て き た こ と O ま た 、 定期{昔地権制 度 を利用 し た企業立地が増 え て
き た こ と O 兵療県 で は 3 割強で全国 ( 2 割弱) よ り 高い水準 に あ る O さ ら に 、 兵産県 は じ

め各市町が県内外の企業誘致の た め 、 税制上の優遇や補助金の交付、 低利融 資 な どの支援

策 を 導入 し て い る O ま た 、 制 度改正や規制緩和 が企業の進出意欲 を 促 し て い る 面 も 大 き く

作用 し て い る O 神戸市の場合、 「港湾関連用地」 の 利 用 条件 を 緩和 し た が、 進出 し た企業
約130社の う ち 、 実 に半数以上が こ れ を 機 に 進出 を 決定 し て い る O

8 . 総生産、 19南部Iでプラ ス
兵庫県 が2005年10月 に発表 し た2003年度 の 県 内総生産 (市町内総生産の 総額 、 名 目 ) は 、

18兆1 ， 644億 円 、 前年度比0 . 9 % 減 (2002年度0 . 9 % 減) で 引 き 続 き マ イ ナ ス と な っ た 。 産

業別 で は 、 1 次産 業 は2 . 9% 減 ( r司 l . 6% 減) 0 ま た 2 次産業 も 3 . 4% 減 ( 同 3 . 5 % 減) で い

ずれ も 引 き 続い て マ イ ナ ス だ、 っ た 。 3 次産 業 は0 . 1 % 増 ( 向 0 . 4 % 増 ) と 横 ばい に推移 し て

い る O

地域別 で増加 し た の は 、 サ ー ビ ス 業が伸 び た 阪神北 (0 . 8% 増 ) と 鉄鋼業 な どが寄与 し
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た東播磨 (0 . 6% 増 ) の み 。 他 は すべて マ イ ナ ス で、 製造業が落ち 込ん だ淡路 (6 . 8% 減)

や位烏 (4 . 3 % 減) で下落幅がふ く ら ん だ 。 県全体 に 対 す る 構成比 は 、 神 戸 市 (33 . 1 % )  

に 次 い で、阪神南、 東播磨、 中播磨の)11貢。 こ の 4 地域で約 7 割 を 占 め て い る o (表 6 ) 

(表 6 ) 地域別総生産 (名 目 ) 億円 ・ %
地 域 2002年度 2003年度 増減率 構成比
神戸市 60 ， 555 60 ， 099 ム0 . 8 33 . 1  
阪神南 25 ， 552 25 ， 297 I ム1 . 0 1 3 . 9  
阪神;11:: 16 ， 621 1 6 ， 757 0 . 8  9 . 2  
東矯磨 23 ， 520 23 ， 656 0 . 6  1 3 . 0  
jヒ播謄 10 ， 506 1 0 ， 462 ム0 . 4 5 . 8  
I村議磨 21 ， 942 21 ， 678 ム1 . 2 1 1 .  9 

i 問播磨 9 ， 731 9 ， 524 ム2 . 1 5 . 2  
{El. 馬 6 ， 398 6 ， 126 ム4 . 3 3 . 4  
丹 波 3 ， 673 2 . 0  

; 淡 路 4 ， 750 4 ， 426 ム6 . 8 2 . 4  

総生産額の 首位 は神戸市 ( 6 兆99億 円 ) 。 次 い で姫路市 ( 1 兆8 ， 335億 円 ) 、 尼崎市 ( 1
兆3 ， 846億 円 ) 、 西宮市 (9 ， 683億 円 ) 、 明石市 (9 ， 607億 円 ) と 続 く O 最 も 低い の は 多 可郡
八千代町 ( 123億 円 ) だ っ た。

県平均 を 100 と し た就業者 l 人当 た り 総生産 は 、 東播磨 ニ 114 . 8 1>神戸市 = 108 . 8 1> 中播

ニニ 101 . 6の)11:&。 淡路= 69 . 3が最 ド位。
県民所得 (配分) を 2005年10月 l 日 現在 の 人 口 で、 割 っ た 同年度の地域別 l 人当 た り の県

民所得 は 、 262万4 ， 000円 で 、 前年度比1 . 2% 減。 地域別 で は丹波 (0 . 1 % 増 ) が横 ばい だ、 っ

た だ け で 、 淡路が1 . 1 % 増 か ら 0 . 9 % 減 に 転 じ 、 他 は全地域がヲ | き 続 き マ イ ナ ス だ、 っ た 。 県

(表 7 ) 1 人当 た り 市町民所得 千円 ・ %

阪 神 北 !
東 播 磨
北 播 障害
中 議 謄
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2 ， 788 ; 
2 ， 586 
2 ， 582 
2 ， 555 
2 ， 4臼2
2 ， 483 
2 ， 6 13 
2 ， 574 

3年度 3年度
(水準)

2 ， 624 
2 ， 628 100 . 2  
2 ， 748 104 . 7  
2 ， 758 105 . 1  I 
2 ， 542 96 . 9  
2 ， 558 97 . 5  
2 ， 521 96 . 1  I 
2 ， 468 94 . 1  
2 ， 458 93 . 7  
2 ， 616 99 . 7  
2 ， 552 

増減率
. 2  

ム1 . 4 i 
ム1 . 4
ム1 . 1
ム1 . 7
ム0 . 9
ム1 . 3
ム1 . 0
ム1 . 0
0 . 1  



平均 を 100 と し た 地域如水準 を み る と 、 阪神北 ニ 105 . 1 1> 阪神南 ニニ 104 . 7 1> 神 戸市 = 100 . 2 は

県平均 を 上 田 り 、 他地域は い ずれ も 県平均 を 下 回 っ た。 (表 7 )

な お 、 相次 ぐ合併 に対応 し 、 2005年10fJ 1 日 の 時点で、 県 内 全28市24 町 に換算 し た 市 町

内総生産額 も 算出 し て お り 、 宝塚や加古川 な ど19市町が前年度比 プ ラ ス 、 相 生や 高砂 な ど
32市町がマ イ ナ ス 、 芦原市 は増減 な し だ、 っ た。

な お 、 「市町内総生産」 と は 、 1 年 間 に 各市町内 の生産活動 で生 み 出 さ れ た 価値 の 合計額。

国 レ ベ ルで算出 し た額 は 、 国 内 総生産 (GDP) と な る O 総生産額、 を 就業者数で割 っ た の が、

就業者 1 人当 た り 総生産で、 地域の労働生産性 を 表す指標 の 一つ 。

9 . オ フ ィ ス ピル、 8 割復興
阪神 ・ 淡路大震災で寂 り 壊 さ れた神戸 ・ 三宮、 元 町地区 の オ フ ィ ス ピ ル の う ち 、 8 割以

上 がす で に再建、 ま た は建設 中 であ る こ と が2004年 1 1 月 の神戸新聞社の調査で、 わ か っ た 。

長百 | く 不況 に よ る オ フ ィ ス 需要低迷か ら 、 マ ン シ ョ ン な ど に 用 途変更 さ れた ピ ルが 3 割近
い 。 震災か ら 10年、 街 は そ の 姿 を 大 き く 変 え な が ら も 、 若実 に復興の歩み を 進め て い る 。

調査対象 は 、 被災 し 解体 さ れた 3 階建て以上の賃貸 オ フ ィ ス ピ ル 計67棟。
再建済み ・ 建設中 は55棟で、 全体の82 % を 占 め た 。 う ち 36棟は震災前 と 伺 じ オ フ ィ ス ピ

ル だが、 35% に あ た る 19棟は オ フ ィ ス ピ ル以外の建物 と し て再建 さ れて い る O マ ン シ ョ ン
と 庖舗 が 5 棟ずつ 、 ホ テ ル や専 門学校な どの例 も あ る O

一方、 18% に あ た る 12棟 は 、 取 り 壊 し 後の 空 き 地がそ の ま ま 残 っ て い た り 、 駐車場 に使

わ れ て い た り で、 再建計画 は 決 ま っ て い な い 。

こ の調査 ピ ル の う ち 、 再建済み は34。 う ち 少 な く と も 22 は 、 1997- 1999年 に 完工 し て い る O

不動産調査会社の生駒 デー タ サ ー ビス シ ス テ ム (東京) に よ る と 、 三宮 ・ 元町地区で新
た に建設 さ れた オ フ ィ ス ピ ル の床面積 は 、 1997年が 3 万9 ， 800平方 -、 1998年 が 4 万9 ， 500

平方江、 1999年 は 5 万7 ， 900平方 - に 達 し て い る O

と こ ろ が、 そ の後、 2003年 ま で の 4 年 間 は 3 ， 900平 方 江足 ら ず。 中 で も 2002年、 2003年
は ゼ ロ だ、 っ た 。 神戸ハ ー パー ラ ン ド も 含ん だ調査だが、 生駒デー タ は f 1998、 1999年 は金

融再編で不況 も 深刻 に な っ た。 震災前の テ ナ ン ト が民 ら な い ピ ル も 多 く 、 再建 を た め ら う

例が増 え た」 と 見 る O
被災 ピ ル の う ち 再建中 は 2 棟。 そ の 1 つ は、 テ ナ ン ト の入間ス ペ ー ス を 確 実 に 引 き 合い

が見込め る 分 ま で 、 絞 り 込ん だ と い う 。

〔 ピルの賃料、 7 年連続下落〕

神戸市 内 の オ フ ィ ス ピ ル市況の低迷 が続 い て い る O 生駒 デー タ サ ー ピス シ ス テ ム (東京)

の調べ に よ る と 、 平均募集賃料は 、 1995年か ら 2 年連続で前年比増 と な っ た が、 そ の 後 は
7 年連続で マ イ ナ ス と な り 、 2003年 に は l 平方 江当 た り 1 万340円 と 震災 前 か ら 16% も て

落 し た 。
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賃料 3 1 き …ド げは ピル オ ー ナ ー に と っ て は容易 な こ と で は な い が、 実際は古い ピ ル や 新 し

く 開業す る ピ ル が、 相場 よ り も 安値で入居 を 募 り 、 市況 を 悪化 さ せて い る よ う だ。
な お 、 空室率 (12月 時点) は 、 1995年 に 5 . 6 % だ、 っ た の が、 ピ ル再建が進 む に つ れ て 上

昇 し 、 2001年以 降 は 17 % 台 の水準で推移 し て い る O

関係者 は 「供給増 に 加 え 、 景気低迷で企業が神戸の拠点 を 大 阪 な ど に集約す る 動 き が重

な っ た た めJ と 分析。 生駒デー タ は 「京阪神 で東京企業の拠点 な と手 を 奪い 合 っ て お り 、 い

ずれ も 空室率が改善 し な いj と み て い る O

10 . 資金求め る ベ ンチ ャ ー企業
近畿の大学発ベ ン チ ャ ー の半数以上が、 資金調達 を 求め る 一方、 7 割以 上 が研究、 営業、

財務の 人材 を 求め て い る 一 。 2004年末、 経済産業省近畿経済産業局 が ま と め た 調査で、 こ

う し た実態が浮 き 彫 り に な っ た 。
近畿 に 本社 や活動拠点 を 置 く の は 1 76社。 う ち 150社 が回答 し 、 140社が公表 を 希望 し て

い る O

(表 8 ) 兵庫の主な大学発ベンチ ャ ー
企業名

ア レ ッ ク電子
エムズサ イ エ ン ス

j オ ス テ オ ジ ェ ネ シ ス
カ ルナバイ オ サイ エ ンス
2雲原病研究所
神戸学術事業会
材料 ・ 環境研究所
ジー ン メ ディ ス ン ジ ヤノ f ン
ニ ュ ー ブ レ ク ス
ネ オケ ミ ア
ノ ベルテ ッ ク
泉テ ッ ク
イ ン タ ーサ イ ト ・ ナ ノ サ イ エンス
バイ オ ・ エナジー
ナ ノ ク リ エ… ト
ニース ラ ボ、ラ ト リ ーズ
オ オ ス ラ ー
行動医科学研究所
森林経済工学研究所

: イ オ リ サ チ

、 ツ ク ・ ワ
ラ イ ト ニ
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明石市
加東郡千土町
芦屋市
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際係大学
( 金沢大
名古屋大
名古屋大
大阪大、 愛媛大、 北海道大

! 神戸大
神戸大
広島大
神戸大
大阪大、 関西学院大
神戸薬科大、 神戸大な ど
東京農工大
早稲田大
大阪大、 京都大な ど
神戸大、 尽都大、 東京大な ど
兵庫県立大
兵康県立大
大阪産業大
神戸大
大阪大
神戸大、 大阪府立大
関西大
関西大

近畿経済産業局



府県別 に み る と 大叛府51 、 京都46、 兵庫22 (表 8 ) 、 滋賀 12 な ど。 大学別 で は 、 大阪大37、
京都大32、 神戸大15、 龍谷大14 な ど。

す で に 2 社 が株式 を 公 開 し て お り 、 「検討 し て い る 」 は 実 に 7 割強 に の ぼ っ て い る O 検

討企業の う ち 、 5 年ι 内 に公開 を 目 指す の が半数 を 超 す な ど、 経済産業局 で は 「成長軌道
に乗 り つ つ あ る 企業が着 実 に育 っ て い る 」 と み て い る O

半面、 課題 も あ る O ベ ン チ ャ ー と し て創業 し で も 、 資金調達が悶難 な 「 死の谷」 と い う
時期 を 迎 え る こ と も 少 な く な い か ら だ。

回答企業の 55 . 8% が資金調達計画 を も ち 、 出資、 融資、 補助金 ・ 助成金 な ど を 求 め て い
る O タ イ ミ ン グ と し て は 、 創業期、 研究開発段階 よ り も 、 事業化段階で の 調達 を 望 む ケ ー

ス が多 い 。

金融関係者の 中 に は 「素人集団 に は投資 し に く い」 と い う 声 も あ る だ け に 、 人材育 成 も

重要課題。 75 . 8% が人材 を 求め て お り 、 人材不足 に悩 む企業が多 い 実情 も 明 ら か に な っ た。

な かで も 半数が研究者 を 求 め て お り 、 営業25 % 、 財務 8 % な ど会計事務 を 固 め る と と も

に 、 販路 を 開拓 す る 営業力 の充実が大切 な こ と が分か る O

〔神大の ベ ン チ ャ ー支援研が初会合〕

神戸大学がベ ン チ ャ ー の育成 な ど を 目 的 に 設立 し た 「神戸ベ ン チ ャ ー 支援 & 研究会」 は 、

2004年 9 月 に発足。 研究会 は 、 資金調達や 販路拡大、 株式公開 な ど、 大学発ベ ン チ ャ ー や
第二創業 を 目 指す 中小企業が抱 え る 課題解決 を サ ポ ー ト す る 。研究者や企業経営者 な ど135

人 が会員 登録 し て い る O

初会合 は 同年10月 27 日 に 開 か れ、 先輩格の創業経験者か ら 経験談や創業期 の課題 な ど を
開 い た 。

血管 を 再生す る 遺伝子治療薬 の 開発 目 的 の創業 だ っ た が、 「 開 発 に は 最低 7 10年かか り 、

実用化 ま で避 け て通 れ な い 苦 し い道」 と し 、 大企業 と の提携や上場 な どで資金 を確保 し た

経験 を 紹 介 し た 。

ま た 、 「特許が 「賞者の武器』 に な る 」 と 強調 。 「特許 を テ コ に し た 戦略 を 考 え る べ き だJ
と し た 。 ま た í (研究者 な ど) 大学の 人だ け で の 運営会社 に は ベ ン チ ャ ー ・ キ ャ ピ タ ル は

投資 し な し り と 指摘 。 「市場 ニ ー ズや経営が分か る 人材 を 外部か ら 登用 し 、 マ ネ ジ メ ン ト チ ー
ム を つ く る 必要があ る 」 と ア ド バ イ ス し て い た 。

〔支援フ ァ ン ド発足、 阪大の成果活用 〕

野村証券 グ ル ー プ の 野村 リ サ ー チ ・ ア ン ド ・ ア ドバ イ ザ リ ー (野村 R&A、 東京) が創

設 し た投資 フ ァ ン ド 「神戸 ラ イ フ サ イ エ ン ス IP 投資事業有眼責任組合」 の 出資第 l 号 と

な る ベ ン チ ャ ー が、 2004年11 月 発足 し た 。

前立腺が ん の 診断 ・ 治療薬 の 開発 を すす め る ípCA InterMedJ 。 資本金200万円 で 、 140

万 円 を 同 組合が出資す る 。 本社 は ポ ー ト ア イ ラ ン ド E 期 の先端医療セ ン タ ー 内。

事業 は 阪大大学院薬学研究科で の 成果 を 活用 す る O 前立腺がん細胞 に特異 的 に現れる 遺
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伝子 'PCA- 1 J を 発見 し て お り 、 こ の遺伝子 を 特定す る 診断薬や新 た な 治療薬 の 開 発 を

目 指す。 既存の診断薬 よ り も 精度が高 く 、 が ん の 悪性度 ま で判定で き る 可能性があ る O
同 組合 は 、 今後 2 - 3 年 で 他 の ベ ン チ ャ ー ・ キ ャ ピ タ ル か ら の 出 資 を 得 る 状態 ま で

PCA を 育 て る 方針。 同様の会社 を 年 間 3 - 4 杜設立す る 考 え だ。

同 組合 は 、 バ イ オ 分野 の 大学発ベ ン チ ャ ー 設立 を 支設す る 日 本唯一の フ ァ ン ド。 出 資金

総額約 4 億8 ， 000万 円 。 2004年 6 月 に 創 設 さ れた 。 事業化が見込め る 大学 の 研究成果 を 早

期 か ら サ ポ ー ト O 経営面の各種支援 も 行 う O
〔 関学 と 池田銀行が提携 、 碁金設 け る 〕

池 田 銀行 (大阪府池 田市) と 関西学院大学 (西宮市) は2004年12月 、 地域活性化 な どで
連携す る 協 定 を 結 ん だ。 1 億円 の フ ァ ン ド (基金) を 設 け 、 関学の卒業生や大学発ベ ン チ ャ ー
な ど に投融資す る O

フ ァ ン ド は 、 関学が運営す る コ ン サ ル テ イ ン グ部 門 に 寄せ ら れた相談の 中 か ら 、 有望 と

み ら れ る プ ラ ン を 投融資の対象 と す る O 池 田 銀行 は 、 有力大学 と 組む こ と で知名度が上 が

り 、 貸 出 先の拡大 な ど業務上の メ リ ッ ト があ り 、 関 学 は 「教育 、 研究、 金 融 の 三者一体で、

ピ ジ ネ ス や地域活性化 を 支援 で き る J と し て い る O

大学 と 金融機関 の 連携 は 、 こ れ ま で に も 三井住友銀行 と 京都大な ど 4 大学マ り そ な銀行

と 関西大マみ な と 銀行 と 神戸大な どが提携 を 結 ん で、 い る が、 ブ ア ン ド の創設 に ま で踏み込

む の は珍 し い。

〔拒路借金 と 県立大が連携〕

兵庫県瓦大 と 姫路信用金庫 (姫路市) は2005年 2 月 21 日 、 産学連携協定書 に 調印 し た 。

姫路信金は 、 取引 先企業が技術 開発 な ど に 同 大の研究 を 活用 す る 際 に 、 橋渡 し を し た上 で
資金援助 も 行 う O 大学 と 信金の産学連携 は県内初。

県立大は2004年 4 丹 、 3 大学 と 統合 し て発足、 産学連携セ ン タ ー を 設 け て い た 。 一方、

姫路信金 は 、 取引先企業 の 製 品 開発 な どで、 大学や研究機関 と の連携 を模索 し て い た。

協定で は 、 姫路信金 を 通 じ県立大 と 企業の連携が実現 し た場合、 事業の 規模 や 内 容 に 応

じ資金 を 援助 。 援助額や年 間 の 援助件数は 隈定 し な い。 融資の 捺 に は 、 特別 な 金利設定 も

検討す る O

1 1 . 食料 ・ 水の備蓄の事業所14%
「企業 の 防災 ・ 復興活動 の 検証事業評価委員 会J (践長 ニ 加藤 恵正兵庫県立大教授) は 、

震災後10年 を 控 え た2004年 8 月 、 被災地の企業 を 対象 に企業の危機管理、 従業員 の安全確

保や事業活動 な と守 に つ い て ア ン ケ ー ト 調査 を ま と め た 。 調査は 、 比較的災害時の体制 整備

が進 ん で い る と 思 わ れ る 従業員 の 多 い企業2 ， 023社 を 対象 に 実施。 回 答 は 531杜 ( 回 答率

26 . 2% )  0 

質 問 は①大震災の被害状況②企業の 危機管理 ・ 安全対策③従業員 の 安全確保、 事業活動
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の維持 ・ 復旧への対応笹 企業の地域社会への 貢献⑤行政への 要望 ー を テ ー マ に 12項 目 O

な ア ン ケ ー ト 結果、 次 の と お り O

復興上の開題点 ( 3 つ 選択 r交通事情の 悪イじJ (71 . 0% ) が最 も 多 く 、 次 い で 「売

と低下J (40 . 3% ) 、 「得意先 ・ 取引 先 の 喪失 ・ 減少J (28 . 2% ) 、 「補修 ・ 新 築 工事の 遅延J
(23 . 2% ) の頼。 そ の地、 港湾機能の 悪化、 資金不足、 住民の流出 な ど。 質 問 内容 に よ り

製造業 と 非製造業で格差がみ ら れ る O

震 災 前 に 比 べ た企業活動 売 上 高 が 「少 し 減少J (24 . 9% ) が最 も 多 く 、 「 ほ ぼ 同 じ 」
(23 . 2 % ) 、 「少 し増加 し たJ ( 19 . 2% ) と 続 く J少 し 減少J '大 き く 減少J を 合 わ せ る と 42 . 4 % 。

半数近い企業で売上減少 し て い る O

危機管理 ・ 安全対策 対応マ ニ ュ ア ル作成 を 「震災前か ら 講 じ て い る 」 が14 . 3% 0 '震
災後講 じ て い る J が28 . 8% 。 両方合 わ せ る と 43 . 1 % 。 大半の企業 で マ ニ ュ ア ル を持たず、 「予

定 し て い る J が26 . 6% だ っ た 。
食糧 ・ 水 ・ 物資の備蓄 に つ い て は J講 じ て い る 」 が震災の前 ・ 後合わせて14 . 1 % 。 建物 ・

施 設 の 離 ・ 免震化 は 、 「講 じ て い る 」 が向27 . 3% と 4 分の l 強 だが、 泊火用 ・ 救助用資機

材 は 、 同63 . 1 % と 6 割強が整備 し て い る O

一方、 防災対策で 「講 じ る 予定がな い」 の は 、 「建物 ・ 施設の鮒 ・ 免震イヒJ (33 . 5% ) が
最 も 多 く 、 「食糧 ・ 水 ・ 物 資の備蓄J (30 . 7% ) 、 「耐震診断の 実施J (29 . 4 % ) 、 「窓 ガ ラ ス

の飛散防止J (25 . 4% ) と 続 く O

防災対策推進上の課題 ( 2 つ 選択 ，経費面 の 余裕がな いJ (38 . 2 % ) と 「人的余裕
が な いJ (37 . 9% ) 、 「 時 間 的余裕が な いJ (32 . 2% ) と 呂 常業務 に 追 わ れ、 対策が遅れて い

る 様子が う かがえ る O ま た 「危機意識の風化」 も 35 . 8% の企業が指摘 し て い る O

行政に望む こ と は つ選択 ，災害情報の迅速 な 提供J (79 . 8% ) と 8 割 の 企業 が望

ん で お り 、 次い で 「食糧 ・ 水 ・ 物資の備蓄J (56 . 9% ) ， '建物 の離 ・ 免震化への支援J (31 . 5% )

の頗O

調査に 当 た っ た委員 の永松伸吾氏 ( 人 と 防災未来セ ン タ ー 専任研究員 ) は 「や は り 震災
の経験は被災地企業の 防 災対 策 に大 き な 影響 を 与 え て い る 。 従業員 100人未満の事業所で は 、

そ れ以上 の事業所 に 比べ対策が遅れがち だが、 企業 関 連携が防災体制 の 向上 に期待 を 抱 か
せて く れ る 」 と 述べて い る O

〔 防災 マ ニ ュ アル約半数〕

兵庫県 内 の株式公開企業の う ち 、 大規模災害 を想定 し た マ ニ ュ ア ル を 策定 し て い る の は
約54 % であ る こ と が、 2005年 1 月 に神戸新聞社の行 っ た ア ン ケ ー ト 調査 で 明 ら か に な っ た 。

内 閣舟が首都圏 や 東海地涯 の 企業 を 対象 に し た 調査結果 を 下 司 っ て お り 、 県 内 の 山 崎断層
地震や東海 ・ 南海地震の危険性が指摘 さ れて い る だ け に 、 企業の 災害への備 え は万全 と 言

え な い 。
調査 は 、 県 内 に本社 を 置 く 株式公開企業 の 全125杜 を 対象 に2004年12月 末 05年 1 月 上
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匂 に実施。 回 答 は 1 14杜 ( 囲答率91 . 2% ) 0

地震、 台嵐、 津波な どの 災害 を想定 し た マ ニ ュ ア ル を 「策定済み」 は 、 回 答企業中 の62

社 (54 . 4 % ) 0 内 閣府龍査 は2002年、 大規模地震発生の 危 険性が指捕 さ れ て い る 東京、 神
奈川 、 静 岡 、 愛知 の 各都県の計699杜が回答 し 、 59 . 8% と 今 回 の調査 を 約 5 引上 回 っ て い る 。

10年前の 阪神 ・ 淡路大震災以降、 全国 の企業、 事業所で危機管理体制 の 構築 を 進め て い

る 中 で 、 震災 を 経験 し た 企業の姿勢が問 わ れる O マ ニ ュ ア ル未策定の企業 は 「策定す る だ
け の余裕が な いJ r必要性 は 痛感 し て い る が、 日 々 の 業務 の 中 で、優先順位が 低 し り な どの

事情があ る にせ よ 、 足元の 兵庫県内 と し て は 出遅れが現実で、 い さ さ か心 も と な い 。

ま た 、 企業向 け の地震保険 は 84社 (73 . 7% ) が未加入。 補噴額 に対 し 、 保 険料が火災保

険 よ り 割高 に な る の が一般的で 「保険料が高額J r費用対効果が低い」 と 金額面 を 未加入

の理由 に挙げた 回答が計13社 と 最 も 多か っ た 。

今後、 保 険加入 の 意 向 を 持 つ の は23社 (27 . 4 % ) 。 マ ニ ュ ア ル も 16社 (14 % ) が 「策定中」

と 答 え て い る O 台風23 号、 新潟県 中 越地震、 ス マ ト ラ 島沖地震 な ど大災害 の ニ ュ ー ス を 聞

く に つ け て も 、 危機対応へ の 関心 を 高 め る 必要があ り そ う だ。

実効性に疑開 今 回 の 調査で62杜がマ ニ ュ ア ル策定 を 答 え て い る が、 そ の う ち 適用 基準
を定め て い る の は お社。 「碁準がな け れ ば、 い ざ と い う 時 に役立 た な いJ と の姿勢。 残 り 30

社 は ま だ定め て い な い。 「 そ こ ま で検討 し て い な いJ r状況 に よ る J な どの 理 由 だが実効性

が問題視 さ れて い る O
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「阪神 ・ 淡路地域における産業復興の実態に関する ア ンケー ト 調査J (2004年 6 月調査) 阪神 淡路産業復興推
進機構 2004年10月
「ひ ょ う ご経済J 85号 ・ 震災10年ア ンケー ト 調査結巣 ひ ょ う ご経済研究所 2005年 1 月
「兵庫県中小企業動向調査結果J (2005年 1 - 3 月期実績) 国民生活金融公康神戸支庖
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| 第二節 神 戸 港

阪神 ・ 淡路大震災で、壊滅的 な 打撃 を 受 け た神戸港。 港湾機能 の 早期 回 復 ・ 復興 を 図 る た
め 、 故府の 迅速 な 対応 も あ っ て 、 震災後 2 年 の 1 997年 3 月 末 に は主要 な 港湾施設の毎!日が
完了 し た 。 さ ま ざ ま な 施策 が導入 さ れな が ら 、 10年 を 経 た 時 に あ っ て も 貨物 量 は震災前の

70%前後 に と ど ま り 、 ア ジ ア 各 国 の 港 と の 格差が広 がっ て い る O

かつ て コ ン テ ナ取扱量で世界の上位 を 占 め て い た神戸港 は 、 2004年 に は32位 に ま で落 ち

込み、 世界港湾統計で表示 さ れる 上位30位の枠外 と な っ た。 ア ジ ア発の荷 を 積み 替 え る ト
ラ ン シ ッ プ貨物 は 、 2004年 は神戸港の 奴 り 扱 い 貨物全体の わ ず か2 . 3 % 0 1 976年 の48 . 2%

に 比べ る と 隔 世 の 感があ り 、 震災の あ っ た 1995年の23 . 4% に比べて も 凋落 ぶ り はす さ ま じ
い 。 (表 9 ) 

(表 9 ) 神戸港の コ ンテ ナ ・ ト ラ ン シ ッ ブ貨物 千 ト ン ・ %
年次 コ ンテナ貨物総量 TS貨物コ ン テナ TS率
1975年 10 ， 835 2 ， 335 43 ， 1  
1 980年 20 ， 822 I 3 ， 351 32， 2  
1985年 28 ， 486 3 ， 316 23 ， 3  
1 990年 38 ， 776 4 ， 931 i 25 . 4  

1994年 42 ， 184 5 ， 81 1  27 ， 6  
1 995年 21 ， 1 30 2 ， 470 23 . 4  
1996年 31 ， 957 3 ， 819 23 ， 9  
1997年 30 ， 264 2 ， 535 1 6 ， 8 
1 998年 2 ， 603 ] 8 ， 1  
1999年 29 ， 438 2 ， 869 19 ， 5  
2000年 32 ， 159 3 ， 515 21 . 9 
2001年 28 ， 728 2 ， 249 15 ， 7  
2002年 27 ， 555 1 ， 198 8 ， 7  
2003年 27 ， 378 433 3 ， 2  
2004年 30 ， 823 349 2 ， 3  
千 ト ン未満 4 捨 5 入 神戸港大観か ら作成
TS貨物は輸入サイ ドの数値、
TSネは輸出 も 同数と して算出。

2005年 7 月 9 日 、 神戸で 関 かれた 「神戸港復活の鍵 と は」 を テ ー マ に し た シ ン ポ ジ ウ ム
で 矢 田 立郎神戸市長 は 、 10年前 の被災 と 復旧 状況 に つ い て 「神戸港の239パ ー ス 、 21 の コ
ン テ ナ タ ー ミ ナ ル の ほ と ん どが壊滅状態 だ、 っ た 。 現在、 ア ジ ア発の荷 を 積み 替 え る ト ラ ン

シ ッ プ貨物 は 、 全体の 3 % 。 明石海峡大橋 な どの 開通 も あ り 、 内貿貨物 は 震災前の 3 分の
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1 程度。 一方、 コ ン テ ナ船の入港数は震災前 の 約 9 割 ま で、戻 っ て い る o 10年 目 を 迎 え 、 神
戸港の元気 を 世界 に発信 し よ う と PR活動 を 始め た と こ ろ だ。 港の復興な く し て 完全後興

は あ り え な しミ」 と 現状説明 と と も に復興への 決意 を 述べて い る O

一方、 シ ン ポ ジ ウ ム の基調講演で評論家 ・ 竹村健一氏は 「 こ れか ら は 、 中 国 と 向 き 合 う

関西が有利 だ。 地理的、 時代的 に チ ャ ン ス に恵 ま れて い る O 神戸港 と 大紋港 を 一体化 し て 、

甑神港 と し て動かす方向 に 進 ん で い る O 港の効率化 は 重 要 だ、O 空港が来年 (2006年 2 月 )

で き る が、 空港 と 港の相乗効果 を 狙 っ て 思 い 切 っ た 施策 を 望 み た い 。 国際的 な 視野で考 え

る こ と が大切 だ。 神戸 に は 、 大 き な 発展 の 要素があ る 」 と 将来への提案 と ア ジ ア と と も に
伸 び る 神戸港への エ ー ル を 送 っ て い た 。

神戸港の 実勢 を み て み よ う O

1 . 入港隻数、 震災前の半分以下
入港掛拍数 2004年 に神戸港 に 入港 し た船舶 は 、 外航 ・ 内 航合 わせ て 3 万9 ， 266隻、 前

年 に 比べ98 . 4 % 、 639隻下 回 っ た 。 総 ト ン 数 は 、 1 億8 ， 422万総 ト ン 、 向97 . 3% だ っ た 。 隻

数、 総 ト ン 数 と も 減少で、 震災前の 1 994年 に比べる と 隻数で44 . 8% 、 い ま だ半分に も 達 し

て い な い 。 過去最高 の 1971 年の 14万6 ， 978隻の 26 . 7% 、 約 4 分の 1 に 過 ぎ な い。 ま た 、 総

ト ン 数で は 、 震災前 の1994年が過去最高 で、、 同 年 に 比べ る と 60 . 7% 。 ま だ 6 割の水準 に と

ど ま っ た ま ま だ。

内 訳 は 、 外統船が7 ， 738隻 (前年比98 . 1 % ) 、 総 ト ン 数は l 億3 ， 274万総 ト ン ( 河 96 . 8% ) 0 

隻数、 総 ト ン 数 と も に 減少 し て い る O 航路別 で み る と 、 中 国航路が2 ， 289隻 ( 同98 . 4 % )

で 前年 よ り 減少 し た がヲ i き 続い て l 1V: o そ の他の航路 は 、 韓 国航路772隻 ( 同99 . 2% ) 、 欧
州航路526隻 ( 同84 . 3% ) な ど。 中 国航路が全体の29 . 6 % 、 約 3 割 を 占 め て い る O

一方、 内航船は 、 3 万1 ， 528隻 ( 向98 . 5 % ) 、 総 ト ン 数 は 5 ， 149万総 ト ン ( 同98 . 7% ) 0 隻

数、 総 ト ン 数 と も に前年 よ り 減 っ た。 船種別 で は 、 貨物船が 1 万3 ， 547隻 ( 同 97 . 7 % ) 、 999

万総 ト ン ( 同 100 . 2% ) で 1 位。 そ の他、 客船5 ， 242隻 ( 同 102 . 1 % ) 、 946万総 ト ン ( 同97 . 3% ) 、

フ ェ リ ー 3 ， 887隻 ( 向 97 . 4 % ) 、 2 ， 780万総 ト ン ( 同 97 . 0% ) な ど。 客船の み 前 年 を わ ず か

に 上回 っ た 。
内航船 は 、 1997年 の 7 万隻台 を 境 に 入港隻数が極端 に 減少。 翌 1998年 に 4 万隻台 に 落 ち

た の に 続 い て 、 以来、 3 万隻 台 に 低迷 し て い る 。 (表10)
取扱貨物量 神戸港の取扱貨物量 は 、 全体で 8 ， 566万 t (前年比108 . 8% ) 0 内訳 は 、 外

貿貨物が4 ， 324万 t ( 同 1 13 . 5% ) 、 内 貿 貨物4 ， 242万 t ( 同 104 . 3 % ) 0 外貿 貨物 が伸 びた こ

と か ら 全体で前年 よ り l 割近 い増加 と な っ た 。 し か し 、 震災前 に 比べ る と 50 . 1 % 。 ま だ半
分の復旧 し か し て い な い こ と に な る o (表11 )

外貿 の輸出貨物 は 、 1 ， 879万 t ( 同 1 1 1 . 2% ) で前年 を 1 割方 上 回 っ た。 品 種別 で は 、 「産

業機械」 が416万 t ( 同 1 19 . 6 % ) と 2 割近 く 伸 び、 前年 に続い て 1 位。 輸出 品 目 の構成比
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(表10) 神戸港入港船舶数 隻 ・ 万 ト ン ・ %
総 入 港 数 外 航 官自 内 是正 官占

隻 妻女 総 ト 〆数 隻 数 総 ト ン数 j 隻 数 総 ト ン数
↓年 87 ， 708 ※30 ， 344 10 ， 836 16 ， 485 76 ， 872 1 3 ， 859 

1995年 70 ， 184 17 ， 326 6 ， 8:33 9 ， 654 63 ， 35 1  7 ， 672 
19臼6年 81 ， 663 27 ， 392 8 ， 880 14 ， 424 72 ， 783 12 ， 968 
1 997年 82 ， 698 29 ， 014 8 ， 874 14 ， 993 73 ， 824 14 ， 020 

1年 55 ， 226 22 ， 663 8 ， 385 14 ， 472 46 ， 84 1  8 ， 191 
1999年 44 ， 075 19 ， 765 8 ， 169 14 ， 410 35 ， 906 5 ， 355 
2000年 46 ， 570 19 ， 662 8 ， 264 14 ， 706 38 ， 306 4 ， 956 
2001年 47 ， 940 19 ， 501 8 ， 052 14 ， 268 39 ， 888 5 ， 233 
2002年 41 ， 215 19 ， 225 7 ， 658 1 4 ， 016 33 ， 557 5 ， 210 
2003年 39 ， 905 18 . 930 7 ， 887 13 ， 716 32 ， 01 8 5 ， 214 
2004年 39 ， 266 18 ， 422 7 ， 738 13 ， 274 31 ， 528 5 ， 149 
(前年比) (98 .4 ) (97 . 3) (98 . 1 ) (96 . 8) (98 . 5) 
(94年比) (44 . 8) (60. 7) � (80 . 5) (41 . 0) (37 . 2) 

1995"下が震災の年、 ※ は過去最高値
隻数の最高値は1971年の146 ， 978隻

神戸港大観か ら作成 (総 ト ン数は万以下 4 捨 5 入)

(表1 1 ) 神戸港取扱貨物量 万 ト ン ・ %
外 貿 貨 物 内 貿 貨 物年 次 総取f及景 輸 出 輸 入 移 出 移 入

1994年 1 7 ， 100 ※ 5 ， 523 2 ， 586 ※ 2 ， 937 1 1 ， 577 5 ， 29 1 6 ， 286 
1995年 9 ， 170 2 ， 938 1 ， 351 1 ， 587 6 ， 232 2 ， 704 3 ， 528 
1996年 13 ， 552 4 ， 216 1 ， 890 2 ， 326 9 ， 336 4 ， 082 5 ， 253 
1997年 4 ， 19 1  1 ， 908 2 ， 283 10 ， 586 4 ， 752 I 5 ， 834 
1998年 10 ， 005 3 ， 898 1 ， 834 2 ， 064 6 ， 107 2 ， 587 3 ， 521 
1999年 8 ， 278 3 ， 886 1 ， 752 2 ， 133 4 ， 392 1 ， 879 2 ， 513 
2000年 8 ， 464 4 ， 102 1 ， 767 2 ， 335 4 ， 362 1 ， 804 2 ， 558 
2001年 7 ， 964 3 ， 782 1 ， 575 2 ， 207 4 ， 182 1 ， 703 2 ， 479 
2002年 7 ， 860 3 ， 763 1 ， 647 2 ， 1 1 7 4 ， 097 I 1 ， 656 2 ， 441 
2003年 7 ， 876 3 ， 810 1 ， 690 2 ， 120 4 ， 066 ， 408 
2004年 8 ， 566 4 ， 324 1 ， 879 2 ， 445 4 ， 242 1 ， 670 2 ， 572 
(前年比) ( 108 . 8) (1 13 . 5 ) I (1 1 1 . 2) (1 1 5 . 3) ( 104 . 3) (100 . 7) ( 106 . 8) I 
(94年比) ( 50 . 1) ( 78 .3 ) ( 江7) I ( 83 . 2) ( 36 . 6) ( 31 . 6) ( 40 . 9) 

※ は過去最高鋭、 総取扱量の過去最高値は1991年の17 ， 41 1万 ト ン。 神戸港大鋭から作成 (万 ト ン以下 4 捨 5 入)

で22 . 1 % を 占 め て い る O 次 い で、 「化学工業品J 166万 t 、 「電気機械J 157万 t な ど。 地域

部 で は 、 「 ア ジ ア J が1 ， 193万 t (構成比63 . 5% ) で大 き な ウ エ イ ト を 占 め 、 次 い で 「北ア

メ リ カ J 347万 t ( 同 18 . 4% ) 、 「 ヨ ー ロ ッ パJ 220万 t ( 向 11 . 7% ) 0 こ の 3 地域で 9 割以

上 を 市 め て い る O 国別 で は 、 「 中 華 人民共和 国」 が524万 t (前年比11 1 . 6% ) で構成比27 . 9%

と 3 割近 い 。 次 い で 「 ア メ リ カ J 307万 t ( 向 108 . 3 % ) 、 「台湾J 164万 t ( [可 108 . 7 % ) 0 
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上位 3 カ 国 で 5 割 を 上 回 っ た 。

一方、 外貿輸入貨物 は、 2 ， 445万 t (前年比1 1 5 . 3 % ) と 増 え た。 品種別 で は 、 l 位の 「石

炭j が335万 t ( 戸D166 . 2% ) と 大幅 に 伸 び、 次いで 「衣服 ・ 身廻品 ・ は き も の」 が179万 t

( 同 93 . 3% ) で前年 を 下 回 り 、 「野菜 ・ 果物」 が174万 t ( 同 119 . 1 % ) で 2 割 近 い増加。

地域別 で は 、 「 ア ジ アJ 1 ， 208万 t (構成比49 . 4% ) 、 「北 ア メ リ カ J 650万 t ( 時26 . 6% ) 、 「 オ
セ ア ニ ア J 288万 t ( 同 1 1 . 8% ) と こ の 3 地域で 9 割近 く を 占 め て い る O 国 別 で は 、 「 中 華
人民共和 同」 が577万 t (構成比23 . 6% ) 、 「 ア メ リ カ J 504万 t ( 同 20 . 6% ) 、 「 オ ー ス ト ラ

リ アJ ( 同 10 . 7% ) と 上位 3 国で 5 割 を 越 え て い る O

内貿貨物 は 、 移 出 が震災前の1994年 に比べて31 . 6 % 、 移入が同40. 9 % 。 国 内 の地方港の
整備がすす み 、 荷動 き が神戸港 を 経 由 し て い な い実態が鮮 明 に示 さ れて い る 。 (表ll )

外国貿易額 2004年の外国貿易額の総額 は 7 兆1 ， 068億 円 。 前年 よ り 1 1 . 3% 増 え 、 3 年
連続の増加 と な っ た 。 震災前の 1994年 に比べる と 100 . 1 % に 回復 、 1997年の 102 . 3 % に次い

で金額面で震災前 を 上回 っ た。 し か し 、 過去最高値 の 1991年 に 比べ る と 88 . 5 % 。 や っ と 9

割近 く に ま で盛 り 返 し て い る O 中 国 を 中心 と し た海外の景気回復が輸出 の 増 加 に寄与 し た
と み ら れ る O

輸 出 入 の 内訳で み る と 、 輸 出 が 4 兆8 ， 724億 円 、 前年 を 12 . 4 % と 大幅 に増 え 、 震災前 に

比べて も 4 . 3% 上回 っ て い る 。 一方、 輸入 は 、 前年比 こ そ8 . 7% の増加 と な っ た が、 震災前
の91 . 9% 0 ' 8 部復興」 の足踏み状況か ら や っ と 一歩踏み 出 し た と い え よ う か。 (表12)

(表12) 神戸港外国貿易額 (通関額)
年 次
1994年
1995"手
1996年
1997年
1998年
1999年
2000イド
200 1年
2002年
2003fJミ
2004年
(前年比)

総 額
71 ， 029 
43 ， 397 
65 ， 067 
72 ， 654 
68 ， 601 
60 ， 915 
61 ， 323 
60 ， 264 
62 ， 886 
63 ， 880 

輪

{意向 ・ %
輸 入
24 ， 325 
14 ， 500 
23 ， 894 
25 ， 389 
23 ， 173 
20 ， 156 
20 ， 235 
20 ， 448 
20 ， 308 
20 ， 547 

出
46 ， 703 
28 ， 897 
4 1 . 173 
47 ， 265 
45 ， 428 
40 ， 760 
41 ， 088 
39 ， 816 
42 ， 578 
43 ， 332 
48 ， 724 22 ， 344 
(1 1 2 . 4 ) (108 . 7) 
(104 . 3) (91 . 9) 

1995年が震災の年 神戸港大観から作成
総額の過去最大値は1991年80 ， 344億円 (億円以下 4 捨 5 入)

71 ， 068 
( 111 . 3) 
(100 . 1 ) 

全国の主要港の外国貿易 額 と 比べ る と 、 神戸、 大阪、 名 吉屋 、 横浜、 東京の 5 港い ず れ
も が前年 を 上 回 っ て い る 中 で 、 神戸 は 1 1 . 3 % の伸 びで、 大 阪 の1 1 . 9 % に次い で、 2 位。 こ れ
ま で各港の後塵 を 拝 し て い た状況か ら 抜け 出 し て き た 兆 し がみ え る O た だ、 震災前 に 比べ
る と 伸 び率 は 名 古屋64 . 2% を ト ッ プ に 大阪57 . 2% 、 東京28 . 2% 、 横浜8 . 0% に 対 し 、 神 戸
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は0. 1 % に過 ぎず最下位。 往年 の 姿 を 取 り 戻す に は も う 一段の飛躍が望 ま れ る o (表1 3)

(表13) 主要港の外国貿易額 (j展開額) 億円 ・ %
年 次 | 神 戸 | 大 阪 | 名 古 屋 横 浜 | 東 京
1994年 71 ， 029 32 ， 333 68 ， 376 91 ， 331 77 ， 523 
1995年 43 ， 397 I 44 ， 945 I 77 ， 320 I 98 ， 996 I 82 ， 054 
1996年 65 ， 067 42 ， 892 84 ， 367 103 ， 376 91 ， 6 18 
1997年 72 ， 654 I 44 ， 688 I 93 ， 730 I 109 ， 900 96 ， 108 
1998年 68 ， 601 39 ， 650 I 90 ， 745 I 99 ， 251 91 ， 693 

ト イ 一一一一一一十一----------� 一一一一一 一 一 一一ー ----� 一一 一
1999年 | 氏 ， 915 I 37 ， 189 I 82 ， 663 I 84 ， 257 I 85 ， 348 
2000年 6 1 ， 323 I 40 ， 283 I 89 ， 1 92 I 89 ， 622 I 89 ， 3 1 2  
2001年 | 航 264 43 ， 066 91 ， 621 87 ， 759 91 ， 461 
2002年 62 ， 886 I 42 ， 623 I 96 ， 314 I 86 ， 857 I 88 ， 541 
2003年 | 日 ，路o 45 ， 407 102 ， 513 89 ， 582 90 ， E67 I 
2004年 71 ， 068 I 50 ， 821 1 12 ， 307 I 98 ， 662 I 99 ， 404 I 
(前年上じ (1 l l ， 3) I ( 1 1 1 . 9) I ( 109 .引 (1 10 . 1 ) I ( 109 . 的 1
(94年上じ (100 . 1 ) I ( 157 . 2) (164 . 幻 (108 . 0) 1 ( 128 . 幻 !

神戸港大観から作成 (億円以下 4 捨 5 入)

〔中国向 け輸出、 初の 1 兆円超〕

神戸税関が2005年 1 月 28 日 発表 し た2004年の神戸港貿易概況 に よ る と 、 神戸港の 中 国 向 け

輪出額は、 初 め て 1 兆円 を超え全国 の港で 1 位 と な っ た。 前年 に続い て 中 国 は輸出入 と も に

最大の貿易相手国 と な っ た。 同税関 は 「輸入は ア ジ ア の動向が不透明 な た め弱含みで推移す

る と み ら れる が、 輸出 は 当面、 中 国 向 け を 中心に堅調 に推移す る の で、は」 と み て い る O

中 国 向 け の輸 出 額 は 1 兆929億 円 (前年比15 . 4 %増 ) で、 6 年連続の増加。 横 浜港の9 ， 996

億 円 を 抑 え 、 5 大港で ト ッ プ。だ、 っ た 。 全国 シ ェ ア は 13 . 7 % を 占 め 、 電子部 品 や プ ラ ス チ ッ

ク 材料、 電池な どが増 え た 。

一方、 中 間か ら の輸入 は 、 6 ， 8871.意円 ( I可4 . 8% 増 ) で、 2 年ぶ り に プ ラ ス に転 じ た も の

の 5 大港別 で は 金額、 伸 び率 と も に 最 下位。 大阪港は l 兆6 ， 232億円 ( 向 17 . 1 %増) で 2

位 だ っ た 。

輸出 入総額 を 阪神 ・ 淡路大震災前 の1994年 と 比較す る と 輸 出 入総額で は 震災前 の水準 に

戻 り 、 輸出 は4 . 3 % 増 で震災後最高 と な っ た が、 輸入 は8 . 2% 減で伸 び悩 ん で、い る O

2 .  r顕神港」 ス ーパー中極港湾に指定決ま る
国土交通省 は 2004年 7 月 23 日 、 国 際拠点港 と し て育成す る 「ス ー パ ー 中 枢港湾」 に 、 神

、 大阪両港 を 一体運営す る 「阪神港」 な ど 3 港湾地域 を 正式 に指定 し 、 石原伸晃国交相

か ら 矢 田 立部神戸市長 ら 各港湾管理者 に指定書が手渡 さ れた 。

2004年度 は 、 複数の コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ル の 運用 シ ス テ ム を 統合す る 実証実験 な ど を 支援

し 、 補助金 な ど を 配分す る O

「阪神港」 の 他 に 指定 さ れ た の は 、 全13n 8 地域が名 乗 り を 挙 げた 中 で、 「京浜港J (東京
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港 ・ 横浜港) 、 「伊勢湾J (名古屋港、 四 日 市港) で 、 い ず れ も 阪神港同様、 2 港で広域連

携す る O

日 本の 港 は 、 韓 国や 中 国 な ど ア ジ ア の諸港 に比べ て運営や投資が非効率で競争力 が低下

し 、 コ ン テ ナ貨物 の 取扱量が低迷 し て い る こ と か ら 、 国交省 は こ れ ら 3 港 に 重点的 に投資

す る こ と で、 ア ジ ア の主要港 に負 け な い 設備や サ ー ビ ス の提供 を 臼 指す。

ス ー パ ー 中 枢港湾の指定 を 受 け る と 、 予算の重点配分や規制緩和 で、 コ ン テ ナ タ ー ミ ナ

ル の拡張や情報技術 (IT) の 基盤整備、 貨物取 り 扱 い の効率化、 港へ の物 流 産業 の 集積

促進な どの面で、 政府の投資 を 重点 的 に 受 け ら れ る O

「阪神港」 を構成す る 神戸港 と 大阪港は 、 大阪湾岸で近接 し な が ら 、 港湾管理者が神戸

市 と 大阪市 に 分かれ、 非効率 な 運営の改善が課題 と な っ て い る O 阪神 ・ 淡路大震災 に よ る

被害や、 関西経済の長期停滞 な どの 影響 も あ っ て 、 神戸、 大阪両港 の 国 際 的 な 地位 は 近年

大 き く 低下 し て い る O

神戸、 大阪の両市 と 関 西経済界 は 、 港湾の 活性化 と 復権の た め 、 ス ー パ ー 中 枢港湾の 指

定 を 要望 し て い た 。 「阪神港」 は 今後、 釜 山港 (韓国) や 高 雄港 (台湾) に 匹敵す る サ ー

ピ ス 水準 を 目 指 し て 基盤整備 を す す め 、 利用 コ ス ト の約 3 割低減 と 荷扱 い 時 間 の短縮、 コ

ン テ ナ貨物取扱量 も 5 年以 内 に 2 割増 を 図 る 方針だ。

〔阪神港24日寺 オ ー プ ン 、 夜間施設へ補助〕

「坂神港」 の 国際競争力 を 高 め る た め 、 近畿整備局 は 、 2005年 4 月 1 日 か ら 開港の24時

間 オ ー プ ン を 支援す る 制度 を ス タ ー ト さ せた 。 日 中 い つ で も 港 に荷物 を 持 ち 込め る 預か

り ス ペ ー ス 「共同 デポ」 や 、 夜 間 業務用 施設の整備費 に補助 を 出 す制 度 で 、 「民 間 業 者 に

積極的 に活用 し て も ら え れば」 と し て い る O

今 回 の 制 度 は 、 主 に コ ン テ ナ物流の 円滑化 を 図 る の が狙い。 全国 の コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ル

は 出 入 口 が午後 8 時半 に 閉 ま り 、 荷物 の 受 け付 け がス ト ッ プす る と い う O 同 整備局 は 、 24

時間荷物 を 受 け入れ る 共 同 デボ を 民 開業者が整備す る 際、 半額 を 補助。 従業員 ら の仮眠室

な どが入 る 夜間業務用摘設の建設 に も 半額 を 出 す。

一方、 港湾業者の効率化 も 支援 し 、 ク レ ー ン の購入 に費用 の 8 割 を 閣 と 神戸市が合わせ

て無利子で貸 し付け る O

( lT 化研究会が発足〕

阪神港がス ー パ ー 中枢港湾 に 指定 さ れた こ と を 受 け 、 課題 と し て挙 げ ら れ て い る 'IT 化」

に つ い て考 え る 研究会が発足 し 、 2005年 3 月 9 日 、 神戸で初会合が開 か れ た 。

阪神港がア ジ ア の主要港 に対抗す る に は 、 港湾物流 コ ス ト の削減や ス ピ ー ド ア ッ プが不

可欠で、 港湾業務 の IT 化が緊急課題 と な っ て い る O

会合 に は 、 学識者や行政関係者 ら 13人が出席。 コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ル 内 の事業者 だ け で、 な

く 、 荷主や 陸連関係者 も 情報 を 共有で き る シ ス テ ム の構築や、 コ ン テ ナ の搬出 入 に 関 し て

神戸、 大阪再港 に 共通 し た ル ー ル の 整備 な どが提言 さ れた 。 今後は 、 行政や民間企業 な ど
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か ら 成 る 「実行委員 会」 を 設 け、 「社会実験」 を 行 っ て 実 際 の 運用 面の チ ェ ッ ク を 行 う こ

と に し て い る O

〔 ポー ア イ に高規格岸壁を 整備〕

国土交通省 は 、 2006年度予 算 に 神戸港 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド H 期 に水深1 6 t ;;: の 高規格岸壁

の 建設 を 盛 り 込 ん だ。 航;路の し ゅ んせつ な ど も 行い 、 地方負 担 を 含め 総事業費 は3061:意 円 O

同省が進 め て い る 「ス ー パ ー 中枢港湾 プ ロ ジ ェ ク ト 」 の一環で、 2011年度 の 完成 を 目 指す。

整矯す る の は 、 ポ ー ア イ E 期 の 'PC18 タ ー ミ ナ ルj の東側岸躍。 耐震構造で長 さ 400t ;;:o

コ ン テ ナ を 8 ， 000個積 ん だ、超大型船が接岸で き る o 2009年か ら 利 用 で き る 見込 み 。

海運各社 は 、 コ ン テ ナ船の大型化 を 計画 し て お り 、 そ れ に対応 し た港湾整備が世界各地

で進ん で い る 。 日 本で は横浜港で16t;;:岸壁が完成。 大i夜、 名古屋の両港で も 建設が始 ま っ

て い る O 神戸港 は 、 2005年度内 の着工は見送 ら れ、 調査費 の計上 に と ど ま っ て い た 。

3 . こ れか ら が正念場 「上海 ・ 長江交易促進ブロ ジ、 ェ ク ト J
「上海 ・ 長江交易促進 プ ロ ジ ェ ク ト 」 は 、 阪神 ・ 淡路大震災の復興特定事業 と し て 、 1995

年10月 に ス タ ー ト し た。

当 初 の提言 と し て①神戸 と 長江流域 を 結ぶ専用船の 開発 ・ 建造 ・ 運航②神戸港 に 直接交

易 を 図 る た め の 交易港区の設置③ ピ ジ ネ ス タ ウ ン 「新た な 中 国人街」 の 形成 の 3 大テ ー

マが挙 げ ら れた 。

専用船 (河川 i 外洋併用 船) に は 、 外洋か ら 長江 中 流の武漢ま で逝上で き る 特殊船 「 フ ォ ー

チ ュ ン リ バ ー 号J (5 ， 600総 ト ン ) が1997年 2 月 に就航。 こ れ ま で100航海 を 超 え る 実績 を

重ね て い る O

交易港区 に つ い て は 、 神戸市が同年 4 月 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド に 設説。 企業 8 社が 「神戸

港国際流通セ ン タ ー J ( 5 階建 て 、 廷床面積14万平方日) を 整備 し 、 中 国 か ら の輸入貨物

を 中心 に 保管 ・ 流通 ・ 加工 を 行 っ て い る 。

「新た な 中 国 人街」 に つ い て は 1999年12 月 、 「形成促進研究会」 が設け ら れ、 「 中 国 ア ジ

ア ビ ジ ネ ス を 展 開す る 企業が集積す る 街」 へ、 震災特例の補助、 融資な どが得 ら れる 「神

戸起業 ゾー ン 」 と し て 、 ポ ー ア イ E 期 に 形成 し て い く こ と が提 言 さ れ て い る O

こ の 間10年、 こ う し た布石の う え で、 神戸側 と 中 国 の個別の市 と の交流 や経済交流代表

団 の往来が続い て い る O 中 国政府の 窓 口 が決定 し 、 上海市 な ど長江流域の 4 つ の 主要行政

区 が こ の プ ロ ジ ェ ク ト に 参加 を 表明す る な ど、 謂査 ・ 研究段階か ら 実務段階 に 入 っ て い る O

推進組織 だ、 っ た 「 日 本委員会」 か ら 1999年 7 月 、 神戸市長、 神戸商 仁会議所会頭、 神戸

大学の 3 者 を代表 と す る 「 日 中神戸 ・ 阪神 一 長江 中 ド流域交流促進協議会J ( 略称

坂神 協議会) が再構築 さ れた 。 2003年 5 月 に は兵庫県知事 も 加わ っ た 4 代表制 と な る 0 2005

年 3 月 1 日 現在、 同 協議会の会員数は 154杜 ・ 団体 と な っ て い る O

一方、 中 国で も 「 中 国側委員 会」 が設 け ら れ、 毎年 1 問 、 日 中代表者会議 を 神戸 と 中 国
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の交互で開催す る こ と と し 、 こ れ ま で 6 回 開 かれた。 ま た 、 双方の現地拠点 と し て神戸 と

南京 に そ れぞれの駐在員事務所が開設 さ れて い る O

現在、 「上海 ・ 長江交易促進 プ ロ ジ ェ ク ト 」 は 、 日 中 ビ ジ ネ ス の た め の①地元企業支援

②企業誘致③人材 ・ 技術交流 ー の 3 つ の視点 か ら 事業 を 展 開 し て い る O

地元企業の 支援 の た め に 、 神戸で 中 国 か ら の輪入商談や投資案件 な ど の 商 談会 「 中 国 ピ

ジ ネ ス チ ャ ン ス フ ェ アJ が1998年 か ら 毎年 間 か れて お り 、 中 国 製 品 の 国 内 最大級の見本市

と し て 定着 し て い る 。 ま た 、 日 本企業が調達 し た い 材料、 商品 を 中 国で展示、 商談す る 「 ミ

ニ 逆見本市」 も 2002年か ら 2005年 1 月 ま で 6 回 開催 さ れた 。

企業誘致 の 結 果 は 、 「新 た な 中 国 人街」 に2005年 3 月 l 日 現在、 22社 の 中 国 ビ ジ ネ ス 関
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(表14) 日 中 ビ ジ ネ ス 関連企業等一覧

ポ

! 日
ト 江直塑亙堅金主
ァ 9 合町競走出口有堕笠公司
， 1 1 一施国�経済貿易有限公司
よ い1 I 南通龍野皮革製品有限公司
ノ 1 12 1 天津市 [天津凶際経済技術合作公司]

ワ ー ル ド フ ロ ンテア有限会社
日本バイ オ カ ルス株式会社

緊易 (生鮮野菜)
日 中 ビジネス コ ンサルテ ィ ン グ
治験支援、 医療関連製品販売
貿易 (ギフ ト 用品)

20 
2J 北松林株式会社
22 寧i皮健驚針織有限公司
1 溶陽市 (遼寧省) [ì審湯国際貿易集団有限公司]
2 揚 市 (江蘇省) [揚州対外経済合作有限公司]

市 出 中国側委員会
j t釘王市 (江蘇省) [鎮江国際経済技術合作公百Jl
5 1 1朱式会社グ ロ ーパルネ ッ ト ワ ー ク
モ 株式会社イ ー ピー リ ン ク

武漢天工製衣有限公司

健康食品製造叛売
貿易 (建材 )

f話

2005::9三 3 丹波在
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連企業が進出 。 事業拡大に伴 い ポ ー ア イ E 期地区 か ら 市街地へ展 開 し た企業 を 含め る と 神

戸市内 で36社が事業展 開 し て い る o (表

中 国 は 急速 に 経済成長 を 遂 げ、 神戸港の輸出入 を 押 し 上 げ る な ど被災 地 の 景気回復 の け

ん引役 と も な っ て い る 。 し か し 、 同 プ ロ ジ ェ ク ト の枠組み に よ る 荷動 き は 期 待 し て い た ほ

ど伸 びて い な い。 ト ー ン ダ ウ ン し た の は 、 船 に よ る 長江流域 と の直接交易 が予想 よ り 進 ま

な か っ た こ と が背景 に あ る O 「上海地 区 の道路網が整備 さ れ、 河川 を 使 わ な く て も よ く な っ

た 」 か ら と い わ れ る O

と も あ れ、 震災復興の枠 を 超 え た 国家事業 と も い わ れ る プ ロ ジ ェ ク ト だ け に 、 「過去10

年の取 り 組み を 総括 し 、 次 の ス テ ッ プへつ な げる 見直 し が必要」 と の声 も 開 かれる O

4 . 自動車船ふ頭を整備、 中古車の拠点に
神戸市 は 、 再 開発事業が進 む ポ ー ト ア イ ラ ン ド西側 の コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ル跡地の一部 を

自 動車運轍船な どが若岸 で き る 公共ふ頭 に 整備す る 計画 を ま と め た 。 神 戸港 に は 中吉車の

物流施設が集積 し つ つ あ る が、 輸出 は他港か ら の積み出 し が多 い の が現状。 新 た な輸出拠

点 を 設 け る こ と で航路 を 呼び込み 、 取 り 扱い量の増加 を 日 指す 。

対象 と な る の は 、 旧 コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ル ipC4J ipC5J の ふ頭用 地3 . 6江。 岸壁延長500

旬、 水深10 1 1 -、 1 万8 ， 000 2 万 ト ン 級 の 自 動車船が接岸で き る O こ の用 地 は 、 コ ン

テ ナ ふ頭 と し て 整備 さ れ た た め 、 神戸市 は利用転換で き る よ う 港湾計画 を 変更 し 、 専用設

{蒲 な ど も 設け る こ と に し た 。

神戸港 に は 1999年、 HAA 神 戸 の 前 身 の 兵庫 オ ー ト オ ー ク シ ョ ン が進 出 。 そ の後、 7 つ

の オ ー ク シ ョ ン 業者が相次い で、参入 し 、 輸出 を 叡 り 扱 う 関連業者 を 含 め る と 2004年11 月 ま

で に 16社が集積 し て い る O

神戸税関 に よ る と 、 2002年 に神戸港か ら 輸出 さ れた 中古 車 は 約 2 万1 ， 000台。 2003年 は

2 万7 ， 600台。 2004年 は 8 月 現在、 す で に 約 2 万5 ， 000台 に の ぼっ た 。

し か し 、 輸出 の 海外航路 は 、 ロ シ ア や欧州 向 け に 限 ら れ る た め 、 大半は航路が充実 し た

大阪 ・ 堺泉北港 ま で運ばれて い る 。

「他の地域 に も 宜接輸出 し た い」 と の要望 を 受け 、 市 は 新 し い ふ頭で、 中 南米や 中束、

ア フ リ カ 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 向 け な どの航路誘致 を 図 る O 隣接地 に は 、 中 古 車 オ ー ク シ ョ

ン の 国内最大手 の ユ ー ・ エ ス ・ エ ス (愛知県東海市) が進出 を 決め て お り 、 貨物 の増加や

物流 コ ス ト を 削 減で き る 点 な ど を PR し 、 航路開設 を促す。 (図 2 ) 

市み な と 総局 は 「 中古車関連の集積で、 貨物 も 人 も 集 ま り 、 港の に ぎ わ い が戻 っ て き た 。

こ の動 き を 加 速す る た め 、 さ ら に 支援 を 続 け た い」 と い う O

ま た 、 オ ー ク シ ョ ン 関連で、 こ れ ま で に420人の雇用 を 創 出 。 さ ら に 120人 の新規雇用が

見込 ま れて い る O
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(図 2 ) 神戸港の主 な 自 動車関連企業

中古車競売の uss、 神戸会場 を 起工

中古車 オ ー ク シ ョ ン 国 内最大手の ユ ー ・ エ ス ・ エ ス は2004年 9 月 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド西

側 の 再 開 発地域 に 開 設す る オ ー ク シ ョ ン 会場 russ 神戸会場」 の 起工式 を 行 っ た 。 同 社

グル ー プ に と っ て 14番 目 の 会場で、 2005年 5 月 オ ー プ ン を 予定 し て い た 。

旧 コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ル rpC4J 跡 地 の 約 6 万6 ， 000平方 - を 神戸港埠頭公社か ら 取得、

全天候型 の 車両保管施設や オ ー ク シ ョ ン 設備 を 建設す る 。 土地購入費 を 含 め た 総投資額 は

が�140倍、 円 O

毎週 日 曜 に オ ー ク シ ョ ン を 聞 き 、 当 初 は 開催 一 回 当 た り 、 1 ， 800- 2 ， 000台の 出 品 を 見込

み 、 将来 は 河 5 ， 000 -6 ， 000台 の 取 り 扱い を 目 指す。

5 . 神戸港関連の動き
〔神戸溝、 こ の1 0年〕

阪神 ・ 淡路大震災で大 き な 痛手 を 受 け た神戸港の貨物取扱量 は 、 韓 国 ・ プサ ン や シ ン ガ

ポ ー ル な ど ア ジ ア の ラ イ バ ル港の台頭で、 震災前の水準 に は ま だ ほ ど遠 い 。 し か し 、 こ の

10年 間 で 、 港湾の遊休地 に 中吉車 ・ 建設機械の オ ー ク シ ョ ン 会社が相 次 い で 進 出 し た り 、

大阪港 と 一体運用 で失地回復 を 図 る 「 阪神港」 と し て 、 国土交通省 の 「ス ー パ ー 中枢港湾」

に指定 さ れ る な ど、 明 る い兆 し も 見 え て き て い る O

神戸港の コ ン テ ナ貨物 は 、 かつ て は 世界 2 位 を 記録 し た ほ ど だ、 っ た 。 1995年の震災で、
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岸壁や ク レ ー ン な どの施設が大 き な 被害 を 受 け 、 コ ン テ ナ取扱量 は過去最 高 を 記録 し た 前

年 の お よ そ 290万 TEU (20 フ ィ ー ト コ ン テ ナ換算個数) か ら 、 そ の年、 146万 TEU へ急落。

施設が復 旧す る ま で の約 2 年 間 で、 ア ジ ア の 主要港が、 料金競争力 な どで擾位 に立 ち 、 急

速 に 台頭 し て き た 。

国 内 メ ー カ ー が コ ス ト 削減 の た め 、 ア ジ ア へ生産拠点 を 相 次 い で移転 し た こ と も 「輸出

型港湾」 の神戸港に は打撃だ、 っ た 。 そ の う え 、 広 島港や福 山 港 な ど近隣港が コ ン テ ナ タ ー

ミ ナ ル を 整備 し 、 貨物 を 神戸 港 を 経由せず に 輸出 す る 傾向が進 ん だ。

そ こ で、 神戸 市 で は 、 国 際競争力 強化の た め 2002年 か ら 、 港湾用地 の 有効活用 策 と し て

企業誘致 に 取 り 組 ん だ。

HAA 神 戸 、 ユ ー ・ エ ス ・ エ ス な どの大手中古車 オ ー ク シ ョ ン 会社 や コ マ ッ ク ィ ッ ク 、

コ ベ ル コ 建機 と い っ た 大手建設機械企業 な ど を 誘致。 そ の結果、 土地の賃料収入 も さ る こ

と な が ら 、 中古車の輸出入が増 え る な ど、 神戸港 を 経由 し た 、 い わ ゆ る “ 静脈物流" が生

ま れた 。 市 の み な と 総局 に よ る と 、 2004年 ま で に 105杜が進 出 、 55試が埋 ま っ た。

国際的 に 高 い と い わ れた 港湾使用料の見直 し で、 岸壁使用料の減額 も 行 わ れた 。

こ う し た試み の結果、 コ ン テ ナ貨物取扱量 は 、 2003年か ら や っ と 上昇 に 転 じ 、 前年比 プ

ラ ス と な る 205万 TEU に な っ た 。

ス ー パ ー 中枢港湾の指定や、 IT (情報技術) 化 に よ る 手続 き の 簡素化、 各損料金の見

直 し な ど、 ア ジ ア の ラ イ バル港 を 見据 え た手が打 た れ て い る 。 さ ら に 、 2006年 2 月 に 開港

す る 神戸空港 と の 連携 も プ ラ ス に働 く と 期待 さ れ て い る 。

ウ ォ ー タ ー フ ロ ン ト 活』性イヒへ

観光交流都市 を 目 指す神戸市 は 、 2005年度か ら 新港突堤や メ リ ケ ン パ ー ク の再開発 な ど

神戸港周辺の ウ ォ ー タ ー フ ロ ン ト 活性化事業 に乗 り 出 す。 予算約13億 円 を 計上。 事業 コ ン

べ に よ り 遊休化 し た上屋 (倉庫) も 活用 し 、 み な と の に ぎ わ い創出 を 図 る O

す で に 2004年度 に 、 メ リ ケ ン パ ー ク 南西部 に 観光パ ス 用 駐車場 (22台分) を 1 億5 ， 000

万円 で整備。 同年度の補正予算で も 、 外国客船の た め 中突堤の施設整備 に 4 億円 を 投 じ た 。

2005年度の 再 開発対 象 は 、 新港第 一突堤、 メ リ ケ ン パ ー ク 、 国 道 2 号線沿 い の 国 産 1 、

2 号上屋の う ち 市が所有す る l 階部分。 同 突堤 に は レ ス ト ラ ン な ど商業施設 を 誘致す る 方

針で、 イ ン フ ラ 整備 に 約 9 億4 ， 000万円 を 計上。 3 - 5 年後 の事業完了 を 見込 ん で い る O

メ リ ケ ン パ ー ク で は 、 引 き 続 き 乗用 車 の 駐車場 (約110台分) の建設や上屋 の市所有部

分 を 市民や観光客が集 え る 文化拠点 と し て 再利用 す る 計画 だ。

ポ ー ア イ E 期 の分譲価格引 き 下 げ

神戸市 は 、 造成 し た ポ ー ト ア イ ラ ン ド E 期地区 ( 岡 市 中央区) と 神戸複合産業団地 ( 同

西区) の分譲価格 を 、 2005年 4 月 か ら 3 - 5 割引 き 下 げる と 発表 し た 。 自 治体 聞 の 企業誘

致競争が激 し さ を 増 し て い る こ と への 対応策で、 市が土地価格 を 割 り 引 く の は初 め て 。

対 象 は 、 ボ ー ア イ H 期 (292江) の 製造工場用 地 と 業務用 施設用 地 の 計48山、 複合産業
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団地 (155江) の う ち 74�iv。定価 は 、 ポ ー ア イ E 期 の 製造工場用 地が 1 平方 江当 た り 21万4 ， 000

円 、 業務施設用地 が再35万 円 。 複合産業団地 は 河 口万5 ， 000円。

定価 は 、 分譲 開 始か ら 8 年以上見寵 さ れて い な い た め 、 「周辺の土地 と 比べ て 高い」 と

い う 指摘が多 く 、 今回 の 割引対象エ リ ア で こ れ ま で に 売れた の は ボ ー ア イ H 期 で7 . 5江 だ け 。

複合産業団地 で は 買 い手がな か っ た。

土地の定価 は 、 造成 に 要 し た費用 を 基 に 算 出 さ れて お り 、 市 は こ れ ま で赤字 に 査結す る

値下げに消極的だ、 っ た が、 今後、 企業誘致 を 積極 的 に 進め る た め に割 り 引 き を 決め た 。

割 引 率 は 一律 3 割、 大幅な雇用増 や法定基準 を 上 国 る 障害者雇用 、 団 地 内 の 緑化 な ど に

貢献 し た企業 に は 、 最大 2 割 の追加割引 を 実施す る 。 期 間 は2007年度 ま で。

キ ー ワ ー ド は 「神戸の ラ イ フ ス タ イ ルJ

2005年度の港湾計画改定 に 向 け神戸 市 は 、 神戸港の 目 指すべ き 姿 を 描 く 「 み な と 神戸 一

い き い き プ ラ ンJ の 素案 を 、 同 プ ラ ン 検討会 に提示 し た。

親水 ゾー ン は 「み な と 神戸流の ラ イ フ ス タ イ ル」 、 物流 ゾー ン は 「 コ ス ト ・ ス ピ ー ド ・ サ ー

ピ ス の 向 r:.J を キ ー ワ ー ド に し て い る 。

親水 ゾー ン で は 、 ハ ー パー ラ ン ド か ら HAT 神戸 ま で を 「都心 ウ ォ ー タ ー フ ロ ン ト 」 と

位置づけ、 神戸 を 象徴す る 親本空 間 に 整備す る 。 水際 は ジ ョ ギ ン グ路 な ど で プ ロ ム ナ ー ド

化 を 進 め 、 全体の 回 遊性 を 向 上 さ せ る O ま た 、 兵庫運河司 辺 は 、 「兵庫津」 の 時代か ら の

歴史的資産 を 活用 し た 親水空 間 に 整備す る な ど。

物流ゾー ン で は 、 コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ル を 再編成。 ポ ー ア イ E 期 の高規格 タ ー ミ ナ ル に 集

約 し 、 既存の水深 の 浅 い タ ー ミ ナ ル は利 用 転換 を 進 め る O ま た 、 と ん税や入港税の A元化、

情報イ ン フ ラ の統合で大阪港 と の一体化 を 進め る O 道路 ・ 鉄道網や神戸空港 と と も に 海 ・

空 ・ 陸の連携 シ ス テ ム を構築す る ー な ど と し て い る O

コ ン テ ナ搬出入の電子化醸働

港湾 で の コ ン テ ナ の搬出 入手続 き 電子化の た め 国土交通省 な どが開発 し た 新 シ ス テ ム

'JCL ネ ッ ト J が2005年 3 月 14 日 、 神戸、 大阪の両港で稼働 し た 。 コ ン テ ナ貨物の税関手

続 き 状況 を イ ン タ ー ネ ッ ト の専用 サ イ ト で確認で き る よ う に し 、 搬出入時の混雑緩和 を 図

る O こ の 日 夕 方 ま で に 両港で約150件の ア ク セ ス があ っ た 。

神戸港で は 、 上組や大森廻漕届 ( い ずれ も 神戸市) な ど54社が参加。 横 浜 、 東京で も 始

ま る 予定で、 4 港 で、約200杜の 参加が見込 ま れて い る O

同 シ ス テ ム で は港湾業者、 通開業者、 陸連業者 の 3 者が税 関 手続 き の進 ち よ く 状況 な ど

の情報 を イ ン タ ー ネ ッ ト で確認で き 、 コ ン テ ナ受け渡 し の 際の港湾周辺の ト ラ ッ ク の混雑

な どが避 け ら れ る 。

6 . 電子タ グの実証実験
世界 に 広 が る 貨物 の動 き を 、 電子 タ グ (荷札) を 使 っ て管理す る 日 本初の実証実験が、
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2005年初頭 に神戸、 姫路の 両港 と ベ ル ギ ー ・ ア ン ト ワ ー プ港の 間 で行 わ れ た 。

電子 タ グ は 、 バー コ ー ド に代 わ る 次世代物流の鍵 を 握 る と さ れ る O 実験は 、 コ ン テ ナ な

ど に タ グ を 付 け 、 姫路 神戸 一 ベ ル ギー 間 で荷動 き を 追跡。 物流の効率化 と 、 貨物の安全

確保の両立 を 日 指す。 欧米で も 実用 化 を 目 指す動 き があ り 、 関係者は 「 い ち 早 く ノ ウ ハ ウ

を 取 り 入 れ 、 神戸港の復興 に つ な げた い 」 と 積極 的 だ 。

経済産業省 の 事業で、 県 や神戸市、 地元企業 な どが設 け た新産業創造研 究機構 (NIRO、

神戸市) が事務局 を 担 当 、 NIRO が設 け た研究会 に 参加す る 日 触物流 (大阪市) が手掛け

た 。

実験は 、 日 本触媒姫路製造所 (姫路市) か ら 、 化学製品 を 入れ た 容器 を コ ン テ ナ に 電子

タ グ を 付 け て 出荷 す る O タ グの発信情報は 、 再 製造所 と 神戸港の タ ー ミ ナ ル 、 ベ ル ギ ー の

倉庫 に 設 け た読み取 り 設備で受信 し 、 情報デー タ ベ ー ス で管理す る O 荷主 は 、 貨物が ど こ

に あ っ て 、 指定 どお り の経路、 時 間 で運ばれて い る か な ど を 把握で き る 。

貨物 は 、 2004年の年末 に 姫路港 を 積み 出 さ れ、 神戸港で外航船 に 積み 替 え 、 約 1 カ 月 で

ベ ル ギ ー ・ ア ン ト ワ ー プ に 着 く O 電子 タ グ を 用 い れば、 貨物 の す り 替 え を 防 ぎ、 無事 に届

い た か ど う かが分か る の で 、 歌米で は テ ロ 対策 の 一環 と し て 導入準備が進 ん で、 い る 。 関係

者 に よ る と 、 今後 は 「安全が担保 さ れた貨物 ほ ど、 港湾で優先的 に扱わ れ る よ う に な り 、

タ グが不可欠 に な る 」 と 話 し て い る 。

7 . 休眠の ク レ ー ン を売却
神戸市 は 、 神戸港の公共ふ 頭 に 設置 さ れた ガ ン ト リ ー ク レ ー ン20基の う ち 、 稼働 し て い

な い 9 基 に つ い て売却す る 方針 を 決め た 。 2005年 1 月 、 阪神 ・ 淡路大震災 か ら 10年 を 迎 え

た が、 震災で激減 し た神戸港の コ ン テ ナ貨物取扱量 は 、 ア ジ ア 主要港の急成長や 明石海峡

大橋の 開 通 な ど も あ っ て 、 震災前 の 7 割 に と ど ま っ て い る O

かつ て世界有数の に ぎ わ い を みせた ミ ナ ト 神戸 の 象徴 も 、 震災や時代 の 流 れで、 半数が

姿 を 消す こ と に な っ た。

ガ ン ト リ ー ク レ ー ン は 1960年代、 海外で主流 に な り つ つ あ っ た コ ン テ ナ輪送 に対応す る

た め 日 本で初め て神戸港 に 導入 さ れた 。 岸盛 に 設置 さ れた レ ー ル上 を 移動 し て船か ら 貨物

を 積 み 下 ろ す も の で 、 船 に 備 え 付 け ら れた ク レ ー ン と 比べて短時間で処理で き る O

神戸港 は 戦後、 貨物量 を 順調 に 伸 ば し 、 コ ン テ ナ貨物の 取扱量でかつ て 世界 2 位 を 記録

し た 。 特 に 1966年か ら 埋 め 立 て が始 ま っ た ポ ー ト ア イ ラ ン ド の ガ ン ト リ ー ク レ ー ン は 、 発

展 す る 神戸港 の 象徴 と さ れた 。 震災前 の 1994年 に は 、 コ ン テ ナ貨物の取扱量 は 291万 TEU

( 1  TEU は 20:-:'í， コ ン テ ナ I 個分) で ピ ー ク と な っ た 。

市 は ポ ー ト ア イ ラ ン ド と 六 甲 ア イ ラ ン ド 、 摩耶ふ頭 に ガ ン ト リ ー ク レ ー ン を 百十23碁持 っ

て い た が、 1 999年 か ら 順次、 12基の稼働 を停止 し て い た 。 稼働 さ せ な い と 性能 が低下 し 、

1 基当 た り 年 間約1 ， 000万 円 の 維持費 も 必要 に な る こ と か ら 、 こ れ ま で に 2 基 を 静 岡 県 な
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ど に売却 し た 。 2004年度 も 兵庫県 に I 基売 る こ と が決 ま っ て お り 、 残 り 9 基 を 売 り に 出 し

。た

市 み な と 総局 は 「今後 も 急激 に 貨物量が増大す る と も 思 え ず、 引 き 合い が あ れば売 り た

い」 と 話 し て い る 。

〈参考文献〉
「神戸港大観 2004年港湾統計」 神戸市みな と総局 2005年 9 月
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| 第三節 観 光

1 . 観光客の足、 戻る気配
2004年度 に 兵庫 県 下 の 観光地や イ ベ ン ト に 訪 れた 観光客 の 総入 込数 (速報値) は 、 I

f意2 ， 404万人で、 前年度 よ り 236万人 (前年度比1 . 9% ) の増加 と な っ た 。

明石海峡大橋が開通 し た 1998年の l 億2 ， 713万人 に次い で、 多 か っ た 。

神戸 ル ミ ナ リ エ や大型の畏覧会へ の 入 り 込み が多 か っ た神戸地域が好調 だ っ た。 半面、

秋の 台鼠23号 を は じ め と す る 相次 ぐ台風や大雨の 影響で、 イ豆馬地域へ の 入 り 込 み は 34万

人減っ た 。

日 帰 り 客、 宿泊客別 で み る と 、 日 帰 り 客 は l 億907万人で全体の87 . 9 % を 占 め 、 前年度

比で は219万人 (2 . 1 % ) の 増加 と な っ た 。 一方 、 宿泊客 は 1 ， 496万人で前年 を 17万人 (1 . 1% )

上 回 っ た 。

地域別入込数

地域別 の 入込数は、 台風や天候不 良 な どで阪神南、 但局 、 淡路の 各地域が前 年度 を 下 回 っ

た が他 の 地域 は 一様 に 増 え 、 全体の数 を 押 し上 げた。 主 な 地域別人込状況 は次の と お り O

神戸地域 NHK の朝 の連続テ レ ピ小説 「 わ か ば」 で神戸が舞台 に な っ た こ と や 、 神戸

ル ミ ナ リ エ、 神戸市立博物館の 特別展 「大英博物館 の 至宝展」 な どが好評で 、 前年度 よ

り 134万人 (4 . 7% ) 増 え て2 ， 957万人 と な っ た 。

阪神地域 北地域 は 1 ， 656万人で前年度比2 . 2 % 増 え た の に対 し 、 南地域 は 尼崎、 芦屋

での イ ベ ン ト 中止や台風 の 影響か ら 入込数1 ， 400万人で前年度 に比べ95 . 3% に と ど ま っ た 。

東播磨地域 明 石 の 市民 ま つ り が再 開 し た こ と や 、 明石公 園 で の イ ベ ン ト の 集客が好

調 だ、 っ た こ と か ら 、 20万人 (2 . 2% ) 増加 し て 933万人 と な っ た 。

北播磨地域 1 ， 254万人で前年度 よ り 76万人 (6 . 5% ) 増 え 、 過去最高 を 記録 し た 。 温

泉施設の オ ー プ ン に加 え 、 主要観光施設への入 り 込みが好調 だ っ た 。

西播磨地域 温泉施設 の オ ー プ ン な ど に よ り 、 730万人 で前年度 よ り 55万人 (8 . 2 % )

の増加O

丹波地域 溢泉施設の オ ー プ ン な どで入 り 込みが好調 で 、 14万人増 の514万人 と な っ た 。

但馬地域 台風23号 を は じ め と す る 相次 ぐ台風や大雨で、 秋 だ け で な く 冬 の カ ニ シ ー

ズ ン に も 影響があ り 、 959万人で前年度の96 . 6 % と 低迷 し た 。

淡路地域 年度前半 は好調 だ、 っ た が、 夏以降の天候不良で入込数が伸 び悩 み 、 1 ， 062万

人で前年度 を わず か に 下 回 っ た 。 (表15)
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(表15) 地域別入込数の推移 千 人、 %

it マー一

1995 1996 1997 1998 1999 20ω 2004 202J3 
l 神 戸 川

E

卜
I

21 1羽 山 25 ， 130 26 ， 310 ! 25 ， 250 27 ， 670 ※27 ， 128 ※28 ， 226 29 ， 566 104 . 7  
阪神南 10 ，281 1 12 ， 435 1 13 ， 337 13 ， 974 14 ， 302 14 ， 449 13 ， 892 14 ， 846 14 ， 690 14 ， 001 95 . 3  1 阪神北 ! 川 山 川7 16 ， 213 i 16 ， 307 16 ， 721 17 ， 409 ! 18 ， 181 1 16 ， 205 16 ， 558 102 . 2  
東矯磨 10 ， 216 I 1 1 ， 457 I 10 ， 536 11 ， 583 11 ベ 1 1 ， 379 i 10 ， 616 9 ， 580 9 ， 128 9 ， 326 102 . 2  
北;義理署 7 ， 497 7 ， 967 8 ， 604 1 8 ， 312 8 ， 464 ! 8 ， 546 j 9 ， 470 11 ， 504 1 1 ， 777 12 ， 537 106 . 5  
中矯磨 7 ， 905 8 守 931 8 ， 419 8 ， 889 9 ， 526 ヨ ， 372 9 ， 192 9 ， 561 9 ， 321 9 ， 402 1ω.9 
西橋磨 5 ， 325 5 ， 402 5 ， 547 1 6 ， 086 7 ， 232 5 ， 958 6 ， 115 6 ， 694 6 ， 750 7 ， 302 108 . 2  
但 馬 11 ， 483 10 ， 826 10， 121 10 ，002 9 ， 927 10， 446 10 ， 037 9 ， 自86 9 ， 932 9 ， 593 96 . 6  
丹 波 3 ， 368 3 ， 430 3 ， 939 3 ， 965 4 ， 008 4 ， 347 4 ， 430 5 ， 077 4 ， 993 5 ， 135 102 . 8  
淡 路 6 ， 009 7 ， 029 7 ， 233 22， 975 15 ，027 17 ， 310 10 ， 347 10 ，800 10 ， 653 10 .615 99 . 6 

; 全 県 民総 104 ， 54 106 ， 423 127 . 129 122 ， 648 123 ， 778 119 ， 178 ※123 ， 357 ※121 ， 675 124 ， 035 101 . 9 
※印は元資料の訂正で前年発表の数を修正 している O

主要観光地の入込数ベス ト 1 0

兵庫県下の主要観光地への 入込数で、 社寺参拝、 イ ベ ン ト を 除い た ヒ位10施設は次の と

お り o (単位千人、 カ ッ コ 内 は前年度順位)

1 ( 1 )  阪神 甲子園球場 4 ， 289 

2 ( 2 )  県立明石公園 3 ， 062 

3 ( 4 )  神戸 ・ 北野地区 1 ， 593 

4 ( 3 )  六 甲 ・ 摩耶地区 1 ， 583 

5 ( 5 )  王子動物園 1 ， 304 

6 ( 8 )  須磨海浜水抜園 1 ， 078 

7 ( 7 )  宝塚大劇場 1 ， 067 

8 ( 6 )  須磨海水浴場 1 ， 041 

9 ( 10) 甲 山森林公園 926 

10 ( 9 )  城崎温泉 900 

200万人以上 は 、 板神 甲子園球場、 県立明石公園。

100万人以 と は 、 神戸 ・ 北野地区、 六 甲 ・ 摩耶地区、 王子動物 菌 、 須磨海浜水族 園 、 宝

塚大劇場、 須磨海水浴場。

観光 自 的別の入込状況

観光 目 的別 で入込数の多 い の は 、 公園 ・ 遊 園地 (1 ， 638万人) 、 杜寺参拝 ( 1 ， 509万人) 、

ま つ り ( 1 ， 1 55万人) 、 施設見学 (1 ， 102万人) 、 温泉 ( 1 ， 032万人) の順。 前年度 よ り 目 立 つ

て増 え た の は温泉、 コ ン ペ ン シ ョ ン 、 グ リ ー ン ・ ツ ー リ ズム 、 企業見学な ど。 減 っ た の は

海水浴 ・ ヨ ッ ト 、 遺 (史) 跡観賞 な ど。 (表16)
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(表16) 目 的別 入込数 千人、 %
\

目
\的\\\\--------\\\年\\

度 2003年度 2004年度
入込数 入込数 構成比 対前年度比

まま 入 込 数 121 ， 675 124 ， 035 100 . 0  10 1 . 9 
! 白 扶 在日 賞 6 ， 842 6 ， 433 5 . 2  94 . 0  
社 寺 参 拝 15 ， 644 1 5 ， 087 12 . 2 96 . 4  
ま てコ 12 ， 012 11 ， 550 9 . 3  96 . 2  
遺 (史) 跡 観 賞 2 ， 993 2 ， 730 2 . 2  91 . 2  
施 設 見 βづら二手 10 ， 793 1 1 ， 020 8 . 9  102 . 1  
温 泉 9 ， 109 10 ， 317 8 . 3  113 . 3  
公 富司 遊 i菊 地 16 ， 073 】 16 ， 375 1 13 . 2  101 . 9 
釣 り 潮 干 狩 り 1 ， 226 1 ， 1 19 0 . 9  91 . 3  
観 光 農 国 1 ， 714 1 ， 602 1 . 3  93 . 5  
登山 ・ ハ イ キ ン グ ・ キ ャ ン プ 1 ， 878 1 ， 846 1 . 5  98 . 3  
ス キ ー ・ ス ケ ー ト 1 ， 136 1 ， 167 0 . 9  102 . 7  
海 水 浴 ヨ 、/ ト i 3 ， 244 2 ， 680 2 . 2  82 . 6  
ゴ ル フ ・ テ ニ ス な ど i 8 ， 744 8 ， 660 7 . 0  99 . 0  

i コ ン ベ ン シ ヨ 一/ 3 ， 756 3 . 5  1 14 . 2  
! グ リ ー ン ・ ツ ー リ ズ ム 2 ， 292 2 ， 628 i 2 . 1  1 14 . 7  
エ コ ・ ツ ー リ ズ ム 249 3 1 1  0 . 3  124 . 9  
産 業 i専 物 自宮 582 574 0 . 5  98 . 6  
えメとγ 業 ノ日〕 学: 830 972 0 . 8  1 17 . 1  
そ 。〉 他 22 ， 558 24 ， 675 19 . 9  109 

2 . 兵庫の観光、 手近 さ が賦力
「兵庫 県 内 の観光に満足J r宿泊 は温泉地 に 1 泊 が主流」 な ど、 2004年度の兵産県内 の ツ ー

リ ズ ム 市場調査がま と ま っ た 。

兵庫県 と ひ ょ う ご ツ ー リ ズ ム 協会が2004年度の 四 季別 に そ れぞ、れで平 日 、 休 日 各 1 日 、

神戸 (南京町、 有馬温泉) 、 中 ・ 西播磨地域 (姫路城) 、 但馬 (城崎温泉 な ど 3 カ 所) な ど

県下 7 地区、 10観光施設で観光客か ら 直接 聞 き 叡 り 調査 を 行 っ た 。 対象は6 ， 472人。

兵産県 内 の 観光客 は 、 兵産県 (41 . 2 % ) を 含む 近畿圏 か ら が75 . 1 % 。 地 区 別 で は兵康 に

次い で大阪 (21 . 5 % ) 、 京都 (5 . 8% ) 、 滋賀 (1 . 7% ) の頼。 兵庫、 大 阪 を 合 わ せ る と 62 . 7% 。

い わ ゆ る 「近場」 の 観光が主流 と な っ て い る O 他地域で は 関東 (6 . 1 % ) 、 中 部 (5 . 6% )

に次い で 向 山 ・ 中 悶 (5 . 6 % ) の)11賞。

観光で重視 し た 点で も 「手近 さ 」 が 「温泉」 、 「地域の食べ物j を 上回 っ て お り 、 総体的

に “手軽 な行業" が好 ま れ る 傾向がみ て と れ る O

居住地域別 の 観光客 の 来訪比率 は 「神戸 ・ 南京町」 へ中部地方か ら が全体の 15 . 8% を 占

め 、 大阪 を わ ず か に よ 回 っ て い る O ま た 「西播磨」 は 、 関東か ら が19 . 5% 、 中 部 も 11 . 3%

と 大阪 (9 . 9% ) を 上 回 り 、 姫路城の全国 的 な 人気 を 裏付 け て い る O
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観光の た め の 来訪者は過半数が リ ピ ー タ ー で、 2 屈 か ら 6 回 以上 を 合計 し た 人数は全体

の53 . 8% 。 中 で も 6 回以上は27 . 5% と 約 4 分の l を 占 め て い る O 兵庫県が近畿圏 の 人 々 に

慣れ親 し ま れて い る 結果 だ ろ う 。 兵庫県在住 も 31 . 9 % で、比率 は高 い 。 県外か ら の来訪回数

を 年齢別 に み る と 、 25歳以下で 「初め て」 が21 . 6 % 。 他の年齢に比べ高 く な っ て お り 、 若

年層へ の PR の 必要性 を 示 し て い る O

兵庫県 の 観光 に 際 し て 重視 し た こ と は 、 複数回答で、 「手近 さ 」 が28 . 6 % で ト ッ プ。 次

い で 、 'i且泉J 22 . 5 % 、 「地域の食べ物J 20 . 4 % 、 「 ま ち 並み 、 景観J 16 . 8 % 、 「観光施設」

16 . 6 % の)11買。

観光地選定の情報入手 は 「以前か ら 知 っ て い たJ が55 . 5% 。 次い で 「旅行 ガ イ ド ブ ッ ク J

1 1 . 5 % 、 「 イ ン タ ー ネ ッ ト J 10 . 8% 0  I観光チ ラ シ ・ パ ン ブ 」 、 「 テ レ ピ番組」 な ど と 続 く O

地域別 でみ る と 、 「以前か ら 知 っ て い る 」 の他 に 、 神戸 (南京昨) は 「旅行 ガ イ ド ブ ッ ク 」 、

神戸 (有馬) は 「 イ ン タ ー ネ ッ ト 」 、 但馬 (神鍋高原) は 「口 コ ミ ・ 知人紹介」 、 淡路 は 「観

光チ ラ シ ・ パ ン ブ J が中心 と な っ て い る O

宿 泊 に つ い て は 、 I 泊 (30 . 5 % ) が最 も 多 く 、 次い で 2 泊 (5 . 5 % ) 0 3 泊 (1 . 2% ) 以

上 は 合 わ せ て も 2 . 2% 。 地域別 で 1 泊 が 1 1立 に な っ て い る の は有馬 . 0 % ) 、 城埼誌泉

(84 . 2 % ) が 目 立 っ て い る O

観光の満足度 は 、 「満足J 53 . 6 % 、 「普通J 33 . 0% 、 「不満J 1 . 3% 。 満足度が最 も 高か っ

た の は 恒馬 ・ 竹 野 浜 海水浴場が72 . 8% 。 次 い で 但 馬 ・ 城崎温泉 (67 . 9% ) 、 神戸 ・ 有馬

(64 . 0% ) 、 阪神、 間播磨、 淡路 と 続 く o 方、 全体計 を 下 回 る の は 、 東播磨、 但 馬 ・ 神

鍋高原、 丹波の各地だ、 っ た。

神戸の観光客数、 過去 2 番 冨

2004年の神戸への観光入込客数は 、 猛暑や台風な ど天候 に 恵 ま れ な い而 も あ っ た が、 神

戸が NHK の 朝 の 連続テ レ ピ小説 「 わ か ば」 の 舞台 と な っ た こ と や神 戸 ル ミ ナ リ エ、 神戸‘

市立博物館の特別展の集客が好調 だ、 っ た こ と 、 10月 の 'KOBE 観光 ウ ィ ー ク J の効果 な ど

か ら 2 ， 812万人で、 前年 に比べ 5 % 、 約140万人 の増 と な り 、 1981 年 の ポ ー ト ピ ア '81 開催

年の3 ， 085万人 に 次 く\ 2 番 目 の入込客数 と な っ た 。

な お 、 2004年 の神戸市への 外 国 人旅行者数 は 大幅 に 伸 びて35万6 ， 000人。 前年 に比べ13

万7 ， 000人、 62 . 6% の大幅増 と な っ て い る o (外国人旅行者数に つ い て は 、 訪 日 外国人旅行

者数に 国際観光振興機構が調査 し て い る 神戸への訪問率 を 乗 じ て推計 し て い る )

震災後10年 間 の 観光入込客数の推移 を み る と 、 震災の 年 は 、 ル ミ ナ リ エ を 除 く と 880万人。

前年 に 比 べ る と 36 . 1 % 、 ほ ほ 3 分の l に 激減。 ル ミ ナ リ エ の 194万人 を 加 え て も 半分 に も

溝 た な か っ た 。 震災後 3 年経 っ て 1998年 に 、 ル ミ ナ リ エ の 入込客数 を 加 え て 2 ， 528万人 と

な り 、 総数でや っ と 震災前 を 上 回 っ た 。

以後、 総数で は 毎年 、 震災前 を 超 え 、 2004年 は過去 2 番 目 を 記録 し た も の の 、 ル ミ ナ リ

エの客数 を 除 く と 2 ， 320万人。 震災前 に比べ る と ま だ120万人、 4 . 9 % 及 ばな い 。 (表17)
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神戸市 で は 、 2004年度か ら 観光振興の 強化 を 図 る た め 、 政令市 で は 初 め て の 「観光監」

を 新 た に 設 け た 。 関連13部署の課長級15人が新設の観光 ・ 国際部の 主幹 を 兼ね る な ど、 全

!T 的 な 取 り 総み を 進め る こ と に し て い る O

神戸 と い え ば、 明石海峡大橋 を は じ め 、 北野 ・ 異人舘、 六 甲 山 、 ハ ー パ ー ラ ン ド、 有馬

温泉、 離の酒蔵、 神戸港な どの観光資源 に 恵 ま れ、 ま た源義経 ・ 平清盛 に 代表 さ れ る 源氏

と 平家 の 史掛 な ど全開 に ア ピ ー ル で き る 見所 は 数多 い 。 10月 3 B を 'KOBE 観光の 日 」 と

し 、 こ の 日 を 含 む 1 週 間 を 「神戸観光 ウ ィ ー ク 」 と 設定す る な ど観光振興 に 取 り 組み 、 2010

年 に は年 間観光客3 ， 000万人 を 目 指 し て い る O

(表17) 神戸市の観光入込客数の推移 万人
1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 前年比 iω4年比

市 f者 地 831 243 616 718 810 866 836 819 945 919 1 ， 061 116% 128% 
神 戸 j菩 217 56 127 146 159 154 152 146 153 162 1 54 95 71 
六 甲 ・ 摩 耶 732 225 504 510 497 504 482 488 461 496 489 99 67 
為市 馬 1 72 102 145 141 136 133 128 129 131 170 163 96 95 
須 磨 - 舞 子 344 157 251 257 324 342 393 374 359 349 350 100 102 
問 �t 神 144 97 110 108 1 10 108 104 98 100 117 103 88 72 

2 ， 440 880 1 ， 753 1 ， 880 2 ， 036 I 2 ，  107 2 ， 095 i 2 ， 054 2 ， 149 2 ， 213 1 2 ， 320 I 105 95 
神戸 ル ミ ナ リ エ 194 309 396 492 486 424 1 461 1 423 456 叫 同
そ の 他 223 34 
よ口λ 2 ， 440 1 ， 074 1 2 ， 062 2 ， 276 2 ， 528 1 2 ， 593 1 2 ， 519 1 2 ， 738 1 2 ， 606 2 ， 669 2 ， 8叫 108% 1 1 15% 
ル ミ ナ リ エの数字はル ミ チ リ エを主 目的に した入込客数。

3 . 観光復興の歩み
2004年度の 兵庫県下の 観光 に 関 す る 動 き 、 イ ベ ン ト の主 な も の は次の と お り O

2004 ・ 4 ・ 1 神戸市 は 、 2004年度か ら 観光振興の 強化 を 関 る た め 、 政令 市初 と な る 「観

光監」 を 新設。

2 神戸市 は 、 市 内 の 商業者や観光業者 な どが連携 し て 、 都心への来街者の

増加 を 目 指す 「神戸都心活性化戦略」 を ま と め た 。

3 2003年 中 に神戸市 を 訪れ た 観光客 は 、 前年 を 2 % 上田 る 2 ， 669万人。

6 瀬戸内 の 4 市 町 = 神戸 市、 岡 山 県倉敷市、 香川 県琴平市、 徳 島県 鳴 門 市

= に よ る 瀬戸 内 4 都 市広域観光推進協議会が発足。

15 '人 と 訪災未来セ ン タ -J の2004年度の 来館者数は540 ， 622人 を 記録。

28 神戸市 は 、 観光振興策の 一環 と し て 、 毎年10月 3 日 を 'KOBE観光の 日 j

と 決定。 前後 l 週 間 を 'KOBE観光 ウ ィ ー ク 」 と す る O

6 ・ 21 神戸市の 「神戸観光再生計画」 が、 国 の地域再生計画 の 認 定 を 受 け る O

7 ・ 7 兵庫県内 の25 の ホ テ ルが、 阪神 ・ 淡路大震災の発生 日 ・ 1 月 17 日 に ち な
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み 、 毎月 17 日 を 「阪神 ・ 淡路ホ テ ル の 日 」 と し て特別宿泊 プ ラ ン を 売 り

出 す 。

2 8  神戸市 は 、 六 甲 ア イ ラ ン ド (東灘区) と ポ ー ト ア イ ラ ン ド E 期 ( 中 央 区 )

で の ス ポ ー ツ 施設 と 余暇関連施設の整備 ・ 運営事業者 を 決定。

8 ・ 18 国土交通省 は 、 港湾施設 を 利用 し た 「み な と 観光交流促進 プ ロ ジ ェ ク ト J

を 2005年度か ら 導入の方針決定。

21 山 陽電鉄の 「商二見駅」 が開業。 46年ぶ り の新駅。

28 神戸運輸監理部 は 、 9 月 か ら 兵庫県内 の ヨ ッ ト な どの係留施設 を 「海の

，�RJ と し て登録。

9 ・ 11 神戸の北野地区が2005年、 フ ラ ン ス ・ パ リ 市の モ ン マ ル ト ル地区 と 友好

提携 し 、 交流事業 を 進め る こ と に な っ た 。

24 神戸 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド の 「 ホ テ ル ゴー フ ル」 が、 2005年 1 月 に 三 重県

四 日 市市の ホ テ ル会社 に営業譲渡決 ま る 。

30 神戸海洋 博物館 ( 中央区) が、 10月 1 日 か ら 2005年 4 月 20 日 ま で休館 を

発表。

10 ・ 6 ，.北野工房の ま ち J (神戸市中央区) の 入場者数500万人 を 突破。

11 ・ 羽 田の 「 ピ ジ ッ ト ・ ジ ャ パ ン ・ キ ャ ン ベ ー ン 」 の一環で神戸市な どが誘致

し た香港か ら の 観光客が活況。

12 ・ 3 神戸市中央互 の南京町の西端 に 大震災 か ら の復興の シ ン ボル と し て 新 し

い 「西安門」 を 建 て る 。 2005年 1 月 15 日 に 、 完成式典。

4 神戸市 中 央 涯 の 東部新都心 . HAT 神戸 に 兵庫 県 内 最 大 の シ ネ マ コ ン ブ

レ ッ ク ス や ス ー パ ー の入 る 複合商業施設の建設が明 ら か に 。 2005年1 1 月

に オ ー プ ン 予定。

16  ミ ナ ト 神戸 の シ ン ボ ル 「神戸 ポ ー ト タ ワ ー 」 の 入場者数が2 ， 000万人 を

突破。

18 六 甲有馬 ロ ー プ ウ ェ ー 全長 5 九 の う ち 、 表六 甲 線2 . 3キロ を 運休。

27 全 日 本空輸 (ANA) と 日 本航空 (JAL) が2006年 2 月 開港予定の神戸空

港 に就航 を 表明。

2005 ・ 1 ・ 14 震災で全壊、 閉 鎖 し て い た ホ テ ル シ ェ レ ナ (神戸市 中 央 区 ) の建物 ・ 土

地の売却 、 競売が決定。

17 神戸市内 の ホ テ ル ・ 旅館 な ど69施設の宿泊客 に 、 震災時の 注意事項 を ま

と め た冊子の 配布 を 始め る 。

ク 神戸市 は 17 日 か ら 2 月 20 日 ま で を 「神戸 ウ ェ ル カ ム マ ン ス 」 と し て観光

キ ャ ン ベ ー ン を 展 開 。

2 ・ 9 神戸 ・ 元町の南京町一帯で、 中 国 の !日正月 を 祝 う 春節祭が 開 か れ る 。 震
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災復興 を ア ピ ー ルす る た め 、 開催期 間 を 例 年 の 3 倍以 上 の 12 日 間 に 0

9 神戸市 内 の 観光 に 関す る 知識 を 認定す る 制 度 の 導入決め る 。

1 1  プ ロ 野球 オ 1) ッ ク ス ・ パ フ ア ロ ー ズ の 本拠地 「 ヤ フ - BB ス タ ジ ア ム J

の新球場名 が 「ス カ イ マ ー ク ス タ ジ ア ム 」 に 決定。

17 兵産県 は 、 台鼠23号で被害 を 受 け たf旦馬や淡路地域の復興 を ア ピ ー ルす

る た め 「兵産 げ ん き 路」 キ ャ ン ベ ー ン を 展 開 。 3 月 1 日 ま で。

18 2004年度 に神戸市 を 訪れた 観光客の 1 人当 た り の平均観光消費額が 1 万

1 ， 000円。 前年比 7 %増。
き く せい

20 神戸市が2004年夏、 同市灘区の摩耶山頂の掬星台 に夜光材 を 使 っ た遊歩

道 “天 の 川 " の建設決め る O

2005 ・ 1 ・ 21 兵庫県 の 「おすす め 観光ス ポ ッ ト 」 の 人気投票一位 は 「明石海峡大橋周

辺J o r震災復興 を イ メ ー ジで き る 場所」 の一位 は 「神戸 ル ミ ナ リ エJ o

2 神戸市 は 、 同 市 中 央区 の 遊 園 地 「神戸 ポ ー ト ピ ア ラ ン ド」 を 2006年 3 月

末で麗 関 の 方針決定。

3 ・ 1 神戸市の観光動 向調査の結果、 日 帰 り 客の割合が76 . 5 % で、 滞在型観光

への移行が進 ん で、 い な い こ と が判 明。

2 神戸市 は 、 「神戸市立農業公園 ・ ワ イ ン 域J (西区) の う ち 、 神戸 ワ イ ン

の 製造施設や ホ テ ル を 除い た 約26ば を 2006年 3 月 末で 閉 鎖 を 決定。

7 神戸市 は 同市 を 観光 に 訪 れ た 小 中 高 の児童 ・ 生徒向 け に 、 観光施設の 入

場料が無料 に な る 「神戸学遊パ ス ポ ー ト 」 を 2005年 か ら 発行す る O

17 NPO 法人 rJAPAN NOW 観光情報協会J (東京) が 関 西 初 の拠点 と な

る 神戸支部 を 設立。

25 商業施設 「 げ ん き の 郷 NAGATAJ (神戸市長 田 区) に 露天風呂 な ど を

備 え た温泉施設 「天然温泉 げん き の郷」 がオ ー プ ン 。

4 .  1"神戸に是非ま た来たPJ
観光の た め神 戸 に 来 た 回 数 5 回以上が68 . 3% 0 r ま た 訪れ た い か」 に つ い て 「是非、 来

た いJ が78 . 9 % 。 神戸の観光が リ ピ ー タ ー に支 え ら れて い る こ と が神戸市の調査で、 わ か っ

た 。

こ の調査は 、 2004年 9 月 4 日 と 12 日 の 2 屈 、 北野の風克鶏の舘、 須磨海浜水族 匿 な ど市

内 の 主 な 観光地25 カ 所で 、 観光客か ら の 開 き 取 り を 行 っ た も の で 、 サ ン プル 数 は 2 ， 7150

な 調査結果 を み る と 、 観光客 の 男 友別 は 、 男性が47 . 0% 、 女性53 . 0 % 0 女性が 6 上

田 っ て い る O 女性の比率が高 か っ た 地 区 は 、 有馬65 . 9% 、 次 い で HAT61 . 5% 、 北野60 . 7%

な ど。 一方、 須磨、 舞子、 市街地 で は 男性の比率が女性 よ り 高か っ た 。

来神観光客の 年齢別 の構成比 は 、 全市 で は 10代が3 . 5 % 、 20代が25 . 7 % 、 30代が24 . 1 % 、
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40代が11 . 0% 、 50代が19 . 2% 、 60代以上が13 . 5 % 。 北野、 神戸港 は20代 に 人気があ り 、 六

甲 ・ 摩耶は30代、 有馬 は50代が多 く 訪れて い る O

観光客の居住 地 は 、 全市でみ る と 近距離 (近畿地方) が82 . 3 % 、 遠距離 ( 近畿以外) が

17 . 7 % 。 震災前 の 1993年の調査 と 比較す る と 近距離客 の割合が4 . 3�í増 え て い る O

遠距離客 は 、 北野地肢が60 . 7% と 割合が高 く 、 1993年 と 比べ て も 北野 だ け が遠距離客の

割合が増加 し て い る O

兵庫県外か ら は 近畿地方か ら が最 も 多 く 、 58 . 8% を 占 め 、 次 い で 関 東 ( 1 1 . 6 % ) 、 中 国

(9 . 8% ) 、 中 部 (9 . 3% ) の頼。 県外者 に 占 め る 海外か ら の 観光客 は 前年 の0 . 1 % か ら 1 . 2%

と 大幅 に 伸 びて い る O

神戸 ま で の 交通手段 は 、 全体で は マ イ カ ー が34 . 4% と 最 も 多 く 、 次い で在来線22 . 1 % 、

私鉄14 . 7% 、 パス 1 1 . 3% 、 新幹線10 . 8 % の)11買。 北野は新幹線利用者が33 . 6 % で、 昨年度 に

比べ倍増 し て い る O 地区別 で は 、 郊外型の観光地で あ る 西北神 で は72 . 0% がマ イ カ ー を利

用 し て い る O

神戸 に 来 た の は 「家族 と J が42 . 5% 、 「友人知人 と 」 が30 . 8 % 0 ' 1 人で、」 が16 . 5 % と 震

災前の謂奇 を 大幅 に と回 り 、 「団体旅行」 の比率が5 . 5 % で半減 し て い る O

観光客 の 市 内 で の消費額 は 、 全市平均で 1 万1 ， 000円 。 日 帰 り 客 は5 ， 219丹 、 宿泊客は 2

万9 ， 859円。 前年 と 比べ宿泊客が約5 ， 000円増 え 、 平均 で は700円 ア ッ プ し て い る O

旅行 日 程 は 、 日 帰 り が76 . 5% 、 宿 泊 客 が23 . 5% 。 日 帰 り 客が震災前 よ り 6 . 5計上昇 し て

い る 。 地 区別 で は 、 宿泊客の比率 の 高 い の は北野51 . 8% 、 有馬30 . 0% だが、 震災前 に 比べ

る と いず れ も 比率 は低 ド し て い る O

宿泊施設 に つ い て は 、 シ テ ィ ホ テ ル利 用 が4l . 3 % 、 旅館 は31 . 0% 。

神戸観光 の 動機 は 、 ト ッ プが 「前 に 来 て 良 か っ た か ら J 33 . 8% 、 前年度 よ り 2 . 増 え

て い る O 中 で も 、 須磨 ・ 舞子 は 「 良か っ た か ら 」 が71 . 4 % と リ ピ ー タ ー が半数 を 超 え て い

る O

市 内 の 立 ち 寄 り 先 は 、 北野か ら ハ ー パー ラ ン ド を 訪 れ る 比率 は 5 l . 8% 、 ハ ー パー ラ ン ド

か ら 三宮 ・ 元町へ回 る の は60. 6 % と 高 い 数値で、 六 甲 ・ 摩耶か ら 有馬へは21 . 7% の 相 関 関

係 を みせ て い る O

来神 回 数 は 、 5 回以上が68 . 3% と リ ピ ー タ ー 率 が高 く 、 特 に須磨 ・ 舞子88 . 8% 、 西北神

82 . 8% が 自 立 ち 、 HAT、 六 甲 ・ 摩耶 、 有馬 も 高 い 数値 を 示 し て い る O ま た 、 再来訪 の 意

向 に つ い て 、 「是非 来 た い 」 が78 . 9 % 、 「機会があ れ ば来 た い 」 が20 . 6 % と ほ と ん ど全員 が

再来訪の意 向 を 持 っ て お り 、 中 で も 須磨 ・ 舞子 は 「是非来た いJ が91 . 7% と 突 出 し て い る 。

5 . 鎮魂 と 復興を発信、 神戸ル ミ ナ リ エ
と 光」 を テ ー マ に し た神戸 ル ミ ナ リ エ は 、 震災の年、 1995年の12月 に !日居留 地で初

め て 開催 さ れ た 。 以来、 神戸の歳末の風物詩 と し て定着、 会場 を 東遊 菌 地 に 拡大す る な ど、
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冬場の観光客誘致の 論大イ ベ ン ト と な っ た 。

ル ミ ナ リ エ は 、 i坂神 ・ 淡路大震災の犠牲者の鎮魂 と 、 都市の復興 ・ 再生への夢 と 希望 を

託す も の だ、 っ た 。

「 ル ミ ナ リ エ」 は 、 イ タ リ ア の 「電飾J を 意味す る O ア ー ト デ ィ レ ク タ ー の ヴ ァ レ リ オ ・

ブ ェ ス テ ィ 氏 と 神戸在住の作品 プ ロ デュ ー サ ー ・ 今岡寛和氏の手 に よ る “ 光の彫刻作品"

で あ る O い ろ い ろ な デザ イ ン の 施 さ れ た木製の ア ー チ状の構造体 に 、 色 と り ど り の電球で

彩色 さ れ て い る O ア ー チ 型構造物 を 道路上 に 設 け た íGalleria ( ガ レ リ ア ) J と 光の壁掛

け と も 言 わ れ る ほpalliera ( ス パ ッ リ エ ー ラ ) J で構成 さ れて い る O ち な み に 、 2004年 12

月 の使用 電球数 は サ テ ラ イ ト 会場の約 2 万個 を 含め て合計約22万個。

第 l 回 は 254万人の 見物客 だ っ た が、 歳末の光 の ペ ー ジ ェ ン ト と し て定 着 す る に つ れて

来場者 は増 え 、 10 回 目 の2004年12月 に は こ れ ま でで最高の538万人 と 初 回 の 2 倍 を ヒ 回 っ た 。

県外か ら の 来場者 も 多 く 、 神戸の 夜 に 灯 っ た荘厳 な 光 の 芸術 に 連 日 感嘆の声があが り 、 震

災で打 ち ひ し がれた神戸 の街 と 市民 に 大 き な 感動 と 勇気、 希望 を 与 え た 。 (表18)

経済的 に も 、 500億 円 か ら 600億円超の予想 を 上 回 る 波及効果 を も た ら し 、 復興の遅れて

い た 集客観光関連産業 の立 ち 直 り に 絶大 な 寄与が認め ら れた 。

継続開催 に 際 し て は 1996年、 1997年 に 、 競艇関係団体の 「阪神 ・ 淡路大震災復興支援資

ゲー ト か ら270伝統 く 「光の回廊J (ガ レ リ
ア) と道路いっ ぱいにつめかけた見物客。
2004{手の神戸ル ミ ナ リ エから 。 (神戸新開
校提供)
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(表18) 神戸ル ミ ナ リ エ 1 0年の歩み

回
1 

2 

4 

6 

! 7 

8 

司三 Jヱ〉35、 期
1 995 12 . 15-25 

1 1 日 間
1996 1 2 . 12-25 

14 日 潤
1997 12 . 12-25 

14 日 間
1998 1 2 . 1 1-25 

15 日 間
1999 11 12 . 13-26 j 

; 14 日 間
2000 12 . 12-25 

14 日 間
2001 1l 12 . 1 2-25 ! j 

14 8 間
2002 12 . 12-25 

14 日 間
12 . 12-25 

1 4 日 間
1 2 . 1 3-26 

14 日 間

総来場者数 作品テーマ
2 ，  主 人 夢と光

3 ， 856 讃歌 *軍ける と き を求めて

4 ， 732 大地の家たち に掠げる

5 ， 164 光の星空

5 ， 158 Pure ( ピ ュ ア ) な光の 下で

4 ， 738 光の永遠

5 ， 190 光の願い

4 ， 640 光のぬ く も り

5 ， 066 光の地平線

5 ， 383 神戸、 光の都
総米場者数は1996年以降、 メ イ ン会場のみの数。 神戸ル ミ ナ リ エ組織委員会

金」 の特別助成や 、 1997年 7 月 に は 国の復興特定事業 に 選定 さ れ た 。 ま た 、 同 年 4 月 に は 、

全国52新聞社 と 地域活性化 セ ン タ ー が実施 し た 「ふ る さ と イ ベ ン ト 大賞」 で 、 選考委員特

別 賞 を 受賞す る な ど、 各方崩 か ら 多大 な 評価 を 得 た 。 東京 ・ 銀座の 「 ミ ネ ラ リ ア」 な ど、

類似の イ ベ ン ト が各地で催 さ れ た 。

神戸市 で は 、 2003年12月 か ら I 年 間 を 「震災10年 神戸か ら の発信」 事業の期 間 と し 、

市 内 各地で多彩 な 発信事業 を 展 開 し て き た が、 「神戸 ル ミ ナ 1) エ」 も そ の ひ と つ と し て、

復興 し た神戸の姿 を 全国 に 向 け強 く ア ピ ー ル し て い る O

ル ミ ナ リ エ の 総事業費 は約 6 億 円 。 資金集め が主催者 の 悩 み の種 と な っ て い る O 神戸市

民は じ め 継続開 催 を 希望す る 声が多 く 、 市民 ・ 来場者 は じ め地元高)苔街、 協 賛企業、 関係

団体な どの協力 と 支援が続い て い る O

2005年度 は 、 最大の ス ポ ン サ ー で、 開 催 当 初 か ら 唯一 の 「特別協賛企業」 と し て協力 し

て き た JR 西 日 本が、 尼 崎 の 脱線事故 の 反省 か ら 参加 を 自 粛す る の で は な い か と 心配 さ れ

た が、 同 社 は 「大変 な 事故 を 起 こ し 、 広 告 な ど を 自 粛 し て い る が、 自 治体 と 協力 し て行 う

事業 は続け て い く 方針」 で協賛が決定、 関係者は安堵 し て い た 。 12月 9 日 か ら 22 日 の14 日

間 を 予定、 500万人の 人 出 を 見 込 ん で い る O テ ー マ は 、 「光の 第二二章J o 震災 と い う 聞 と 蹴 っ

て き た 10年 を 経 て 、 神戸の光が、 新た な 旅立 ち へ第二章 の 始 ま り を 告 げる O
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l 第四節 商 業

1 . ダイ エー崩壊の波紋
プ ロ 野球、 ホ テ ル、 レ ス ト ラ ン な ど多角経営 を 進 め て い た大手ス ー パ ー 「 ダ イ エ ー 」 は 、

バ ブ ル の 崩壊 、 長期の消費低迷、 消費 の 多様化 な どで経営 に行 き 詰 ま り 、 再建策 を模索 し

て い た が、 2004年10月 13 日 、 民間主導の 自 主再建 を 断念。 主要取引銀行 3 行 と と も に公的

機 関 の 産業再生機構 に対 し 、 正式 に 支援 を 要請 し た 。

ダ イ エ ー は 、 1957年の創業以来、 消費者重視の低錨格路線が受 け入 れ ら れ、 1 980年 に は 、

小売業で初 の 年 間 売上高 1 兆円 を 達成 す る な ど、 流通業界 に 「革命」 を 巻 き 起 こ し た 。 し

か し 、 拡大路線 に 伴 う 過剰投資が裏 目 に 出 て 、 バ ブ ル 崩 壊後、 急速 に 経営が悪化。 2004年

2 月 期決算で は 1 兆円 を 超 え る グル ー プ有利子負債が経営 に 重 く の し かか っ た 。

ダ イ エ ー が産業再生機構の も と で再建 を 決め た こ と で、 発祥の地関西で波紋が広 が っ た 。

ダ イ エ ー の庖舗の約 3 分の 1 に 当 た る 85脂舗が関西 に集 中 。 中 で も 兵庫県内 の 直営庖 は全

国最多の44居。 神戸 に は25宿が集 中 し て い た 。 ホ テ ルや レ ス ト ラ ン な ど関連会社 も 多 い 。

今後、 不採算庖舗の 関鎖や従業員 の リ ス ト ラ も 必至で、 地域経済への影響が大 き い だ け

に 、 再生への 手法が注 目 さ れ た 。 再生機構 に よ る 資産査定が進 む 中 、 と り わ け神 戸 で は 、 「 ダ

イ エ ー の所有す る 士地や建物 は ど う な る の か」 と の懸念が強 ま っ た 。 創業者 の 中 内功氏が、

行政 と 一体 に な っ て 大型事業 を 進め て き た だ け に 、 メ リ ケ ン パ ー ク や 三宮 な ど告の 「顔」

と な る エ リ ア に 多 く の資産があ る か ら だ。

2004年末の時点で、 再生機構の計画 で は 、 ダ イ エ ー の全国の直営263庖の う ち 、 総合ス ー

パ ー を 中 心 に 53屈 を 閉 鎖 し 、 5 年 で 100の食品 ス ー パ ー を 増 や し新規 出 屈す る 。 当 初 は総

合ス ー パ ー か ら 撤退 し 、 食品ス ー パ ー に 特化す る 案 も あ っ た が、 立地の よ い 総合ス ー パ ー

も 多 く 、 既存の出舗網活用 へ方向転換 し た 。

一方、 ダ イ エ ー の事業再生計画 は 、 収益の見込め る 首都圏 や 近畿地区 な ど の ス ー パ ー に

集 中 し 、 レ ジ ャ ー な どか ら ほ と ん ど撤退す る と い う 内容 だ っ た 。 撤退す る 庖 舗や事業 は 売

却先 を 公募す る が、 景気低迷が続 く 中 、 買 い 手探 し は容易 で は な さ そ う だ っ た 。

ダ イ エ ー の 経営再建 に 向 け、 国 の産業再生機構が支援 を 行 う こ と が2004年12月 28 日 、 正

式 に 決 ま っ た 。 主力銀行の債権放棄 を 軸 と し た事業再生計画 も 河 時 に 承認 さ れ、 復活への

第一歩 を 踏み 出 し た 。

2005年 2 月 、 再生機構 な ど が 閉 鎖 ・ 売却 を 検討 し て い た 兵庫 県 内 の 6 庖舗が明 ら か に

な っ た。 閉 鎖 の決 ま っ た の は b ハ ー パー ラ ン ド庖 (神戸市 中央底) [> ス ポ ー ツ ワ ー ル ド33

( 同 ) [> GC = グ ル メ シ テ ィ z 六 甲 道駅前庖 ( 同 灘 区 ) [> 出屋敷居 (尼崎 市) [> ト ポ ス 尼

崎庖 ( 再) [> 川 西庖 ( j l l 西市) の各庖。

業界で は 「案外小規模」 と 見 る 向 き も あ っ た 。 か な り の数の庖が閉鎖対象 に な る と み て 、
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跡地への 出 自戦略 を 練 り 、 分か つ た 時点で即座 に 動 け る よ う 準備 し て い た 。

( ダ イ エ ー は2005年 2 月 、 中 国天津市 と 米ハ ワ イ で展開 す る 計16届舗 を 売却 し 、 海外事

業か ら の撤退 を 明 ら か に し て い る O ま た 、 同 年10月 に は垂水庖 ニ 神戸市垂水区 ニ な どの 閉

鎖 も 行 わ れ た 。 高橋義昭社長代行は 3 月 末、 神戸で 開 かれ た 臨時株主総会後の記者会見 で 、

経営再建の新体制下で も 「本底所在地 を 神戸か ら 変更す る つ も り は な い」 と 言明 し て い る 。 )

雇用 ・ 融資、 兵庸県が支援も 兵産県 は 、 ダ イ エ ー が産業再生機構 に 支援 を 要請 し た 時

点で、 中小企業向 け融資、 雇用相談 な とすす策 の 検討 に入 っ た 。

民 間 の信用調査会社 に よ る と 、 ダ イ エ ー の取引企業 は 、 主 な と こ ろ だけ で も 県内 に 100社。

先行 き の 不安 に 対 し県で は 、 庖舗が立地 し て い る 各市 と 情報の交換 を 始め る と と も に 、 庖

舗 閉鎖 に伴 う 従業員 の雇用相談や攻引 企業への つ な ぎ融資 な どの支援策 を 検討 し て い る O

2005年 1 月 に は 、 知事名 で再生機構 に対 し 、 県内経済への影響 を 最小 限 に と どめ る よ う 、

県幹部が直接 出 向 い て 要望書 を 提 出 し た。

県 は今後の 問題点 と し て 、 ダ イ エ ー の}苫舗閉鎖で、 テ ナ ン ト や自舗周 辺 の 撤退や売上高

減少 な どの 影響 を 受け る O ダ イ エ ー 以外の大手小売業 な どがス ポ ン サ ー に な れ ば、 現在の

納入業者 は 取引 を 打 ち 切 ら れ る な どの可能性 を 指摘 し て い た 。

2 . 三宮ダイ エー跡地再建で一段落
大震災後、 神戸 ・ 三宮の 中心地で長い 間 、 更地 と な っ て い た 「 ダ イ エ ー オ フ プ ラ イ ス 館

さ ん の み や」 都 地 に 、 商業 ピ ル 'Clefy ( ク レ フ ィ ) 三 宮J が2004年10月 初 め に オ ー プ ン 。

ダ イ エ ー 跡地 の 再建は震災10年 を 前 に 一段落 と な っ た 。

や っ と 復活 し た に ぎ わ い に 、 地元商庖 主 は 「人通 り が戻 っ て き たJ と 歓迎 。 し か し 、 周

辺 に は復活 ま で の 間 に 商業施設が相次い で、 閉鎖 さ れ、 買 い物客か ら は 吋以た よ う な施設ば

か り 」 と 飽和状態 を 懸念す る 声 も 上がっ て い る O

震災前、 こ の 地豆一帯は 「 オ フ プ ラ イ ス 館J ' さ ん の みや 男 館J '電器館パ レ ッ ク ス J な

どが立 ち 並 び、 “ ダ イ エ 一 村" と 呼ばれて い た。 し か し 、 震災 に よ る 倒壊 や 長5 1 く 不況で、

いずれ も 閉鎖や空 き 地 と な っ た。 ダ イ エ 一 本体 も 経営危機 に 陥 り 、 屈舗再 建 は 見送 ら れて

い た 。

2001年 1 2 月 に 「電器館」 の跡地 に 遊戯屈が、 ま た 、 「男館」 跡、 に は2002年 1 1 月 に ユ ニ ク

ロ が進 出 。 こ こ に き て 、 女性向 け衣料 ブ ラ ン ドや デ ィ ズ、 ニ ー ス ト ア な ど36届舗が入 る 「 ク

レ ブ イ 」 の オ ー プ ン で、 街の体裁が整 っ た 。

オ ー プ ン 4 日 で来庖者は 10万人 を 超 え 、 事業主の 安 田 不動産の担当 者 は 「人の流れが変

わ り 、 三宮駅前、 !日居留地、 元 軒 の “ 三角 エ リ ア " 全体の活性化 に つ な がれ ば」 と 期待す

る O

近 く の 三宮本通 l T 目 の 商 庖 主 は 「震災後、 売 り 上 げ は 半減 し て い た が、 (跡地への 進

出 で) 人通 り が多 く な り 、 府 の 客 も 増 え た」 と い う O
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買 い物客 に も 歓迎の声が多 い が、 「若者 向 け の 同 じ よ う な 施 設 ばか り 」 と い う 見方 も 。

周 辺 に は 、 そ ご う 神戸官、 三宮 オ ー パ 、 神戸マ ル イ な どが並 び、 神戸ハ ー パー ラ ン ド で も

商業施設の整備が進むO

流通関係 の 学識者は 「競争激化の 時代 に 入 っ て い る O 売 り 場面積が増 え て も 消費 は伸 び

悩 ん で い る O 特徴がな い と 淘汰 さ れ る o (大阪 な ど と の) 地域間競争 も あ り 、 届舗 簡 の 連

携 な どで ま ち 全体の魅力 向上が欠かせ な い」 と 指摘 し て い る O

リ ビ ン グ館跡、 復興の め ど立 た ず

二 宮 セ ン タ ー 街 の 三宮 中央通 り O 大震災 ま で は ダ イ エ ー 「三宮 リ ピ ン グ館J と し て に ぎ

わ っ て い た 応 舗 の 跡地が、 周 り の ピ ル に 取 り 囲 ま れ て ぽっ か り と 空い た よ う に駐車場 に

な っ て い る O 広 さ 約1 ， 200平方 -

かつ て “ ダ イ エ 一村" と 呼ばれた 関連自舗の跡地が、 い ず れ も 地の業種 に 取 っ て代 わ っ

た 中 で 、 リ ピ ン グ館跡だ けが、 い ま だ復興の め どが立 っ て い な い 。 震災の 後 、 パ ソ コ ン 販

売志 の 開 業 な ど プ ラ ン に の ぼっ て い た が、 業績不振で凍結 さ れた 。 神戸市立博物館 に 隣接

す る !日居留 地の オ リ エ ン タ ル ホ テ ル跡地 も 、 駐車場の ま ま O

い ず れ も 一等地 だ け に 関 心 を 示す企業 は 少 な く な い 。 し か し 、 周 辺 の 商 宿 主 は 「現状で

も 庖舗過剰。 売却 さ れて新た な 商業施設がで き る と 、 地域商業 を お びや かす の で は な い か」

と 不安 を も ら し て い る O

3 . 県内百貨屈の売上高、 前年比減少続 く
2004年の 年 明 け の 百貨屈 「正月 商戦」 は 、 穏か な 天候 に も 助 け ら れ、 例年 に な い 集客 だ、 っ

た 。 売上 も 好調 で 、 「 こ の調子で消費 匝復 を 」 と 期待 の声が聞 か れ た 。

し か し 、 1 月 の 月 間売上高で は前年同期比で0 . 5% 減。 3 カ 月 連続 の 減少 と な っ た。

消費の低迷が続 く 中 、 年 間 の 売上高の推移 を み る と 、 前年 同 月 比 で伸 びた の は 2 月 と 4

月 の み。 2 月 が気温の上昇 に と も な っ て春物衣料が伸 び た の と 、 う る う 年で営業 日 が前年

よ り 1 日 多 か っ た こ と か ら 4 カ 月 ぶ り に 前年比増 を 記録。 ま た 4 月 も 新年度 を 迎 え て 、 紳

士服が好調 だ、 っ た の と 、 一部の屈 で 、 景気の 屈復基調 を 反映 し て 宝飾 品や絵画 な ど高額品

が伸 びた。

月 間売 k は 、 2 、 4 月 を 除い て 1 月 か ら 12 月 ま でい ずれ も 前年 同 月 を ド 回 っ た。 天候が

売上 を 大 き く 左右す る だ け に 、 猛暑で ピ ア ガ ー デ ン の売上が急、増す る な ど追 い 風 と な っ た

面 も あ っ た が、 激 し い残暑が秋冬物衣料の 出 足 を く じ き 、 ま た相次い だ台風の影響で入鹿

客の減少や 間 百 時 間 の繰 り 上 げな どで大幅 な 売上減 と な っ た 。

中元、 歳暮商戦は 、 ギ フ ト の早期割引 サ ー ピ ス が定着 し た う え 、 法人需 要 の 伸 び悩 み な

どで あ ま り 振る わ な か っ た 。

こ う し た結果、 年 間売上 は 7 年連続でマ イ ナ ス を 記録。 関係者は 「初売 り が好調で今年

は期待 し た 。 景気の “踊 り 場" 脱 出 、 薄 日 が差 し て き た な ど と 言わ れ た が、 堅調 な消費が
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定着す る か ど う か。 ま だ ま だ、不透明」 と 先行 き の不安 を か く せ な か っ た 。 (表19、 20)

(表19) 百貨庖売上高 億円
全国

1995年 ム 2 . 3 2 . 263 ム32 . 6
1996年 3 . 2  2 . 751 2l . 6  
1997年 4 . 0  2 ， 965 7 . 8  
1998"!三 ム 0 . 2 2 ， 838 ム 4 . 3
1999年 ム 2 . 0 2 ， 725 ム 4 . 0
2000年 ム 1 . 9 2 ， 922 ム 3 . 4
2001匁 ム 2 . 8 2 ， 878 ム 1 . 5
2002年 ム 2 . 7 2 ， 874 ム 0 . 1
2003年 ム 2 . 8 2 ， 830 ム 1 . 5
2004年 ム 2 . 8 2 ， 763 ム 2 . 4
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(表20) 神戸地区百貨庖売上高 {意丹、 %

年 月 売 上 高 前 年 比
2004年 2 ， 264 98 . 3  

2004年 1 月 198 100 . 5  
2 月 154 104 . 0  
3 月 196 97 . 7  
4 月 180 102 . 1  
5 月 181 100 . 0  
6 月 176 92 . 0  
7 月 222 99 . 1  
8 月 153 95 . 9  
9 月 158 97 . 9  
10月 186 98 . 1  
1 1月 197 96 . 8  
12月 263 97 . 4  

億円以下 4 捨 5 入
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4 . 神戸地区百貨屈の売上高、 震災前に戻 ら ず
神戸地iま (芦属、 宝塚 を 含む ) 百貨自 の2004年の 年 間 売上高 は2 ， 263億 円 、 前年比で1 . 7%

の 減。 阪神 ・ 淡路大震災直前の 1994年 と 比べ る と 12% の減少で、 震災後10 年 を 経た が、 こ

の 問 、 震災の影響 に 加 え 、 長ヲ | く 不況で震災前 を 一度 も 上 回 る こ と は な か っ た 。 (悶 3 ) 

こ れ ま で の推移 を み る と 、 震災直後の 1995年の売上高 は 、 建物 の被害や 人 口 減、 消費行

動の停滞 な どで、 前年の半分近 く ま で落 ち 込ん だ。 1996年 に そ ご う 神戸出、 翌1997年 に 大

丸神戸屈が全舘営業 を 再 開 し 回復の足 ど り を 見せた も の の 、 不況の影響 な ど か ら 低迷が続

い て い る O

(図 3 ) 神戸地区の 百貨応売上高

(億円) I 
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兵療県百貨活協会

兵庫県百貨庖協会で は 、 2000年か ら 大丸芦屋宿 と 宝塚阪急、 2001年か ら そ ご う 西神 庖 の

売 上高 を 含 め て い る が、 こ う し た集計対象が増 え た に も かか わ ら ず、 震災前の水準 に 達 し

て い な い。 な お 、 三越神戸元町庖は2004年 1 月 に 需 庖 。 2003年10月 開 業 の神戸マ ル イ は 集

に は入 っ て い な い 。

百貨屈の 売上高‘の低迷は全国的 な傾向 で は あ る が、 経済産業省 な どの調査 に よ る と 、 2003

年の 全国百貨服売上高 を 震災前 の 1994年 と 比べ る と 、 全国平均 の 17 % 減 に 対 し 、 大阪市は

21 % 、 神戸市 は 26 % そ れぞれ減 と な っ て お り 、 神戸市の数字 は震災の後遺症 か ら 脱 け 出 て

い な い現実 を 示 し て い る O 衣料な ど の 大理専 門 庖 と の競争激化 な ど販売環境 の 変化 も 要 閣

に あ げ ら れて い る が、 小売業 に 詳 し いエ コ ノ ミ ス ト は 「関西の経済基盤の 弱 さ を 反映 し て

い る O 中 で も 神戸 は 、 産業の構造転換が遅れ、 法人、 個 人 と も 消費 回復 に 至 っ て い な い」

と 指摘 し て い る O
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一方、 大阪で は 、 西梅田 や難波で複合商業施設が相次い で 開業。 今後 も 新 し い 商業施設

の建設計画が控 え て い る O そ ご う 心斎橋屈が2005年秋 に 再 開す る ほ か、 阪 急百貨庖 は 梅 田

本屈 を 全面 的 に 建 て 替 え る 。 三越 も JR 大阪駅北 に 出庖構想、 を 持 っ て い る O

大丸神戸!古 は 、 被災後の再建が効 を 奏 し 、 神戸の 百貨宿売上高で ト ッ プ の 地位 を そ ご う

神戸庖 か ら 奪取 し たが、 2004年秋以降、 売 り 上 げ減が続 く o [可庖 で は 「サ ー ビ ス 充実 な ど

差別化 も 不可欠だが、 大阪 に対抗で き る 神戸の新 し い魅力づ く り を 急 ぐ必要があ る の で は」

と 話 し て い る O

そ ご う 神戸 脂 は 、 民事再生法 申 請 な ど を 経て営業形態が大 き く 変 わ り 、 単純 に震災前 と

比較で き な い が、 「地元経済が苦戦 し て お り 楽観で き な い」 と い う O

神戸阪急、 は震災の約 2 カ 月 後 に営業 を 始 め た が、 そ ご う 、 大丸の 再 開 後 は 売 り 上 げ を 落

と し 、 「震災後、 神戸 で の 買 い物 を あ き ら め 大阪へ向 か っ た 消費 者が戻 っ て き て い な い。

大阪 と の競合が激 し く な り そ う J と み て い た 。

5 . 街並み開発で増収に貢献、 大丸神戸脂
百貨宿業界が既存庖 の 売 り 上 げ減少 に 悩 む 中 、 大丸神戸庖 (神戸市 中 央 医 ) で は 、 Ji5 の

周 辺 に フ ァ ッ シ ョ ン 関係 の 庖舗 を 誘致 し て 、 人 の 流 れ を 積極的 に 呼び込む 「面の経営」 で

大 き な効果 を 上 げて い る O

同 居 は 、 周 辺 の I[日外国人屠留地」 の イ メ ー ジ を 生か し た商 問づ く り を 経営戦略 と し 、

1980年代後半か ら 、 周 辺 の 空 い た オ フ ィ ス ピ ル な ど を 押 さ え 、 ク リ ス チ ャ ン デ イ オ ー ル な

どの フ ァ ッ シ ョ ン 関係 の 取引 先 を 誘致 し て き た 。

そ の結果、 2003年秋 に は 、 自 社物件25宿 、 賃貸29宿、 取引先 に よ る 賃貸 1 1庖 の計65屈 の

「系列古」 を 確保。 シ ョ ッ ピ ン グや散策 に と 倍全体の底上 げで大幅 な 集客 ア ッ プ に 成功 し 、

神戸脂 を 大丸全自 の 中 で売上高 ト ッ プに押 し 上 げ た 。

大丸 は 、 2003年 8 月 の 中 間連結決算で、 そ の年 3 月 に 罰庖 し た札幌自 を 除 く 既存席 9 庖

の う ち 6 庖舗が減収 と な っ た 中 で、 神戸屈 は480億円 、 前年 同 期 比 1 . 7 % 増 と 売上高で、 ト ッ

プ と な っ た 。 阪神 ・ 淡路大震災後初 め て 、 通期で売上高 1 ， 000億 円 に届 く 勢い だ っ た 。

ハ イ カ ラ 文化 を イ メ ー ジす る 神戸 の 、 い わ ば中心的存在 と な る !日居留地 の ロ ケ ー シ ョ ン

を 生 か し た 多 面 的 な購買への動機づけ と い え る o [日居留 地 は 、 神戸の有力 な 観光ス ポ ッ ト

で あ り 、 他県か ら の顧客 を も 取 り 込む集客 の原動力 と な っ た。

こ う し た 取 り 組み を モ デル ケ ー ス と し て 、 大阪心斎橋庖で も 同様 の 手 法 が導入 さ れ、

フ ァ ッ シ ョ ン ス ト リ ー ト で あ る 心斎橋筋商庖街の 空 き 庖舗 に 在営信 を 入居 さ せ る な ど、

2003年秋 ま で に 直営庖11症 を 含む19宿舗 を 展 開 し て い る 。

大丸の “神戸方式" は 、 衣料や雑貨 の ブ ラ ン ド届誘致な どの地域再生事業で あ り 、 地域

商圏 の低迷の歯止め に期待 を 寄せ て い る O
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6 . コ ン ビニ脂舗 、 10年で 2 倍に
兵庫県 内 の コ ン ピ ニ エ ン ス ス ト ア の屈舗数が、 2004年 に 1 ， 376庖 と 、 阪神 ・ 淡路大震災

以前の 1994年の 2 倍 に も な っ て い る こ と が、 ひ よ う ご

間営業、 豊富 な 品 ぞぞ、ろ え と い う 特徴が現代人の志向 に マ ツ チ し た の と 、 と り わ け震災で土

地が流動化 し た 兵庫 は 、 全国平均 を 上回 る ベ ー ス で増 え て い る 。

県内 の コ ン ピ ニ は 、 1994年 は683庖 だ、 っ た の が、 震災 を は さ む 5 年 間 ほ どで急増 し 、 1999

年 に は 1 ， 095庖 と 大台 に乗 っ た 。

震災後10年 と な っ た2004年 の 速報値で、 県内癌舗 の 従業員 は 2 万1 ， 200入 。 年 間 商 品販

売額 は 2 ， 161億円 と 、 総合ス ー パ ー に 匹敵す る 販売額 を 上 げ て い る O 調査 に 当 た っ た研究

員 は 「地域経済で重要 な位置 を持つ ほ ど成長 し た」 と い う 。

1994 -2004年の10年 間 の 出庖 ベ ー ス は全国平均の 1 . 5倍 を 大 き く 上回 る O 従業員 数 も 2 . 7

倍、 販売額 も 2 . 3倍、 売 り 場面積 も 2 . 4倍 と いずれ も 全国水準 よ り 高 い 。

デ フ レ不況で消費 の 冷 え 込み に苦 し め ら れ た 地域商業 に あ っ て 、 百貨!苫 や 総合ス ー パ ー

は苦戦 し て い る が、 コ ン ピニ は “独 り 勝 ち " 状態。 開廃業の移 り 変わ り は 日 ま ぐ る し い が、

「業態 と し て受け入れ ら れた こ と が増 加 の 主 因 。 さ ら に 震災後、 好立地の土地がた く さ ん

空い た こ と も 拍車 を か け た の で は な い か」 と み て い る O

な お 、 同研究所 に よ る と 、 県 内 の コ ン ビ ニ の庖舗数は、 ロ ー ソ ン が458庖 で ト ッ プ。 次

い で セ ブ ン ー イ レ ブ ン が325庖、 フ ァ ミ リ ー マ ー ト が270J吉、 サ ー ク ル K サ ン ク ス が190J苫

と 続 く O こ の大手 4 杜で県内 の庖舗の 9 割 を 占 め る O

出 届数の増加 に伴い 、 全体の 売 り 上 げ を 顕調 に伸 ば し て き た が、 既存屈 の 中 に は 、 前年

比でマ イ ナ ス の と こ ろ も あ り 、 深夜営業の ス ー パ ー が増 え る な ど、 他業態 と の競争 も 激化

し、 個古 レ ベ ル で は 苦戦 を 強 い ら れて い る O

7 . 被災都市の商脂街減少
阪神 ・ 淡路大震災で被災 し た 兵庫 県 内 10市10町 の う ち 、 神戸 市 な ど 7 市 の 高)吉街数が

2005年 l 月 ま で に 51 カ 所 (10 . 8% ) 減 っ て い る O 神戸 市 内 で は 、 30 カ 所近 く の 商底街組合

が解散 し て い る O 被災に よ る 人 口 の流 出 や転居、 大型屈 の 進 出 、 後継者難 な ど震災の後遺

症 と 構造問題が重 な っ た結果 と み ら れて い る 。

被災10市10町の役所、 商工会議所、 商庖街匝体 な ど に 登録 さ れて い る 蕗屈街数 を ま と め

た 。

被災10市 の 震 災 前 の 1993 - 94年度 と 2003 - 04年度の登録数 を 比べ る と 、 合計で473か ら

422 に 減少 し て い る O 神戸、 芦屋、 明石各市の減少幅が大 き い。 (表21 )

淡路地域の 町で は 、 津名郡北淡町、 東浦町、 三原郡緑町は以前か ら 組合 と し て 登録 さ れ

た 商底街 は な い 。 津名郡津名 町、 五色町、 三原郡南淡町 は い ずれ も 2 カ 所で変動 な し 。 津

名 郡淡路町、 一宮町、 三原郡西淡町、 三 原 町 も 各 1 カ 所の ま ま だ、 っ た 。
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(表21) 被災1 0市の商l高街数

た だ 、 加盟商庖 の数は減少 し て い る 。 庖主の高齢化、 後継者難が要因 と い う O 数の多 い

と こ ろ で は 、 一宮町が95庖か ら 62自 に 、 西淡町が58!苫 か ら 37庖 に 減 っ た 。

神戸市が ま と め た2002年の統計報告 に よ る と 、 同 市 内 の小売業 ・ 卸売業の 事業所数は 2

万479 と 、 震災前の 1994年 に比べ約4 ， 000減少。 同 年 の 指数 を 100 と す る と 2002年 は83 . 8で、

全国平均 の87 . ] を 下 回 っ て い る O

一方、 小売業従業者数 は 、 9 万9 ， 716人 と 約2 ， 500人増 え て い る が、 商問街 を 構成す る “主

力 " と な る 従業員 4 人以下の小規模屈の従業者数は約7 ， 000人減 っ て い る O

8 . 仏系の流通大手カルブ ール撤退
尼崎 と 明 石 に 進 出 し た ばか り の フ ラ ン ス の流通大手 カ ル ブ ー ルが、 呂 本国 内 で展 開 し て

い る 全 8 脂舗 を 、 大手ス ー パー の イ オ ン に 売却す る 方向 で最終調整 し て い る こ と が、 2005

年 3 月 、 明 ら か に な っ た。

カ ル ブ ー ル は 、 売上高で世界 2 1立 の ス ー パ ー o 2000年12月 に 千葉市 に l 号屈 を 出屈 し て

以来わずか 4 年 で撤退す る こ と に な っ た。 兵庫県内 2 庖の う ち 尼崎屈 は2003年10月 に 市 内

の 工場跡地 に 進出 。 明 石庖 は 、 2004年 1 月 、 ダ イ エ ー が撤退後の大型屈 の建物 を そ の ま ま

f吏っ て 開 業 し た ばか り だ っ た。

本 国 で の 業績が不振で、 事業の 整理 を 進め て お り 、 今後 は市場拡大が見 込 ま れ る 中 国 に

経営資源 を 集 中 す る 方針 だ 。

日 本 1 号庖 の オ ー プ ン 時 に は 「黒船襲来」 な ど と 話題 に な り 、 尼崎、 明石で も 新 し い ス

タ イ ル の桔 と し て 注 目 さ れて い た 。 欧州 や ア ジ ア で成功 し た 薄利 多 売 の 手法 を 導入 し た が、

フ ラ ン ス の 雰囲気 を 求 め た顧客の ニ ー ズ と 食い 違 っ た 。 ま た 、 生鮮食品 の 品 ぞろ え が他 の

国 内 ス ー パ ー に 比 べ て 見劣 り し た こ と も あ っ て 、 苦戦 し て い た 。
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9 .  I ら ら ぽー と 」 、 阪神パー ク跡地に開業
西宮市 甲 子園八番 町 の 阪神パ ー ク 跡地 に 、 2004年11 月 25 日 、 大型 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ 

f ら ら ぽー と 甲 子留」 がオ ー プ ン し た 。

施設は 2 階建て 。 3 ， 000台分の駐車場 を 備 え た4 . 6況 の 広 大 な 敷地 に 、 大手ス ー パー の イ

ト ー ヨ ー カ ド ー や 衣料自 な ど170古が並 ぶ 。 若 い 家族連れ に焦点 を 当 て J無 印 良 品」 や 「 フ ァ

ミ リ ア J 'マ ツ モ ト キ ヨ シ」 な どの 専 門 脂 を 誘致。 敷地内 に は 、 元 の 阪神 パ ー ク に あ っ た

樹木 を 多 く 残 し た 。

大阪 ・ 梅 田 や神戸 ・ 三宮 に流れて い た 阪神 間 の買 い物客で、 初 年度 の 年 間 売上高270億円 、

来場者800万人 を 目 指 し て い る 。

10 . 大型践の出届相次 ぐ
イ ト ー ヨ ー カ ド ー を核 と す る 「 ら ら ぽー と 甲 子-国」 が西宮市 に 開業 し た の を は じ め 、 神

戸 の東部新都心 に も 複合高業施設が誕生、 さ ら に神戸、 尼崎な ど に 大型の シ ョ ッ ピ ン グセ

ン タ ー (sc) の 建設計画が相 次 い で い る O 多 く の 専 門 庖 がそ ろ っ て い る た め 「単独出 自

よ り も 集客力 が高 い」 のが出宿の魅力 だが、 一方で、 “似た も の 同士" と の見方 も あ り 、 生

き 残 り を か け た 競争が予想 さ れて い る O

神戸東部新都心に複合商業施設

大 震 災 の 復興 シ ン ボ、 ル 事業 と し て 、 臨 海 工場跡地 を 再 開 発 し た 神 戸 市 の 東部新都心

'HAT 神戸」 に 、 2005年10月 26 日 、 初 の 複合商業施設が誕生 し た。

事業主体 は 、 大和ハ ウ ス 工業 グ ル ー プ会社 ・ 大和 シ ス テ ム (大阪市) で 、 神 戸 製鋼所19 ， 000

平方 --の 土地 を 取得。 兵庫県 内 最大の シ ネ マ コ ン プ レ ッ ク ス (複合型映画館) や ス ー パ ー

な どが入居 し た 。

「 ブ ル メ ー ル HAT 神戸J は 5 階建 て 、 延べ約 5 万6 ， 000平方 日 で 、 売 り 場面積 は 約 2

万4 ， 000平方 - 1 ，  000台収容の駐車場 も 構 え た。

シ ネ コ ン は 、 東急 レ ク リ エ ー シ ョ ン (東京) が展開 す る '109 シ ネ マ ズ、J o 10ス ク リ ー ン

を 備 え 、 計2 ， 040席。 ス ー パ ー は、 関 西 ス ー パー マ ー ケ ッ ト (伊丹市) が 開 設 し た。

こ の ほ か、 関西で は 初 出 脂 と な る ト イ ザ ら ス (川 崎市) の ベ ピ ー 用 品 専 門 庖 「ベ ピ ー ザ

ら ス 」 や メ ガス ポ ー ツ (東京) の 「ス ポ ー ツ オ ー ソ リ テ イ J な ど、 物販や飲食屈 な ど44�占

カf出庖 し て い る O

総事業費 は 約95億円 、 年 間約140億円 の 売上高 を 見込 んで い る O

イ ズ ミ ヤ が ポー ア イ E 期 に 出店へ

大手ス ー パー の イ ズ ミ ヤ (大阪市) は 、 神戸市 の ポ ー ト ア イ ラ ン ド H 期 と 西区 に大型ス ー

パ - 2 庖 を 出屈す る O 食品や衣料、 日 用 品 な どがワ ン フ ロ ア でそ ろ う 「ス ー パ ー セ ン タ ー」

と し 、 2006年 2 月 末 ま で に 開 業 を 予 定 し て い る 。 兵庫県内 に ス ー パ ー な ど 9 届舗 を 営業 し

て い る が、 セ ン タ ー 方式 は 初 め て O
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ポ ー ア イ E 期 で は 、 市有地約5 . 5誌 を 10年 間 の定期借地契約で借 り 、 平屋建 て 延べ約2 . 3

誌の!古舗や、 約1 ， 100台収容の駐車場 を 建設す る O

ス ー パ ー セ ン タ ー は 、 約15万7 ， 000点 の 商 品 を ワ ン フ ロ ア に そ ろ え る O 飲食古 な ど も 誘

致 し 、 パ ー ト な ど約280人の新規雇用 を見込む。

「っ か し ん」 を 大規模改装計顕

シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ … 「っ か し んJ (尼崎市) を 運営す る セ ゾ ン グ ル ー プ は 、 2006年 5

月 開業 を め ど に 、 地上 5 階、 地下 1 階の新館 を 建設す る 大規模改装計画 を 発表 し た 。 既存

施設 を 含め た届舗面積 は約 6 万8 ， 000平方江 と な り 、 阪神 間 で最大級 の 商業施設 と な る 。

核 テ ナ ン ト の l つ と し て、 滋賀県 を 中心 に ス ー パ - 90屈 を 営業す る 平和 堂 (彦根市) が

兵庫県で第 1 号庖 を 出 す 。

同 グ ル ー プ は2004年 5 月 、 「っ か し ん西武」 が撤退後、 西武百貨庖 か ら 運営 を 引 き 継い だ。

改装事業費 は約100億 円 。

計画 に よ る と 、 既存の 「 リ ボ ン舘」 の北側 に新館 を 建設。 京都、 大阪 な ど 2 府 4 県で庖

舗展開 す る 平和堂が入 る O 既存施設 も テ ナ ン ト を 入 れ替 え て 、 食料品 、 フ ァ ッ シ ョ ン 、 家

電 な ど の 大型専 門 庖 、 飲食やペ ッ ト 関連 ー の 4 つ の ゾー ン 編成 に す る O 現在 の コ ー プ こ う

べやユ ニ ク ロ な ど約130の テ ナ ン ト が入 っ て い る が、 リ ニ ュ … ア ル後 は 180 に 増 え る O

周 囲 に は 「 ダ イ ヤ モ ン ド シ テ ィ ・ テ ラ ス J (伊丹市) や 「 ら ら ぽー と 甲 子 園J (西宮市)

な ど大型競合庖が多 い が、 テ ナ ン ト の差別化 な どで、 年商 を 現在 の 3 倍、 約300í意円 を 目

指す。

イ オ ン 、 神戸北区に関西最大級庖舗

ス ー パ ー 「 ジ ャ ス コ J を 運営す る イ オ ン が、 神戸市北区 上津台 に2006年春開 業 を 目 指 し

関 西最大級の シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー (SC) を 建設す る O 核庖舗 は ジ ャ ス コ の ほ か、 阪急

百貨庖 な どが候補 に挙がっ て い る O

建設地 は 、 都市再生機構 ( I 日都市基醗整備公開) が開発す る 「神戸 リ サ ー チパ ー ク 上津

台」。 住宅分譲や企業誘致が進め ら れて い る O

sc は 敷地面積約17�、 売 り 場面積 は 約 5 辺。 ブ ラ ン ド 品 を 手 ご ろ な 価格で販売す る ア

ウ ト レ ッ ト 型 の 大規模庖 を 予定。 約150の 専 門 庖 も 誘致す る O

1 1 . 私鉄系百貨脂 も 阪神間に出脂
板神、 阪急、の両私鉄が沿線の再開発 と 乗客の呼び戻 し の た め 、 新 た な 商業施設の建設 に

力 を 入 れて い る O

阪神百貨応 は 、 キ リ ン ビ ー ル が ]R 尼崎駅前の 工場跡地 に 建設 す る 大型商業施設 「 キ リ

ン ガ ー デ ン シ テ ィ J (仮称) の核屈舗 と し て入居す る こ と が決 ま っ た。

こ の施設 は 、 地上 8 階、 地下 1 階の賄業 ピ ル で 、 百貨屈 の ほ か シ ネ マ コ ン プ レ ッ ク ス (複

合映爾館) が入 る 予定。 各庖舗 の 総面積 は 6 万平方江 と 市内 最大規模。 約2 ， 000台収容の
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駐車場 を 備 え 、 ]R 尼崎駅 と デ ッ キ で、接続す る o 2007年秋の 開 業 を 予 定 し て い る 。

阪神百貨庖 の 出 屈 は2003年 3 月 、 阪神田宮駅構 内 の 「エ ピス タ 西宮」 に 開 業 し た 「阪神 ・

に し の みや」 に次 ぐ兵庫県内 で は 2 庖 目 。大叛 ・ 権 田 本自 の食品売 り 場の 人気 ぶ り か ら 、 「食

品 に 強 い」 と 評 さ れ る 強み を 生か し 、 「食 を 中 心 と し た 出」 と し て 阪神 間 の 販売拡大 を 目

指す。

西宮 と 同 規模の約6 ， 500平方izで、 「西宮 で の ノ ウ ハ ウ を 生かす」 方針 と い う 。 各百貨庖

と も 、 本庖以外 に 展 開 す る 、 い わ ゆ る 「郊外型庖」 の独 自 色づ く り を 損索 し て い る が、 阪

神 百貨f占 は 「食品J を 中心 に据 え た 宿舗構想、 を 打 ち 出 し た 。 「今後 も 消費 者 に 近い生活拠

点への 出庖 を 呂 指すJ と し て い る 。

一方、 阪急百貨庄 は 、 西宮 の i夜急、ス タ ジ ア ム を 寂 り 壊 し 、 跡地 に 阪急 百貨屈 を 核 と す る

シ ョ ッ ピ ン グセ ン タ ー を 建設す る O

同社が進 め る 阪急西宮北口駅南側 の 開発計画の一環で、 2004年秋に撤去工 事 に 着手。 当

初2006年秋の 開業 を 見込ん で、 い た が、 関係先 と の調整が遅れてお り 、 オ ー プ ン は2007年 に

ずれ込む見通 し だ。

シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー の敷地面積は約 9 万平方江。 総合ス ー パ ー や複数の ス ク リ ー ン を

備 え た 映画館、 専 門 庖 な どが入 り 、 日 本最大級の シ ョ ッ ピ ン グセ ン タ ー を 目 指す。 百貨)苫

は面積 2 - 3 万平方江で同社 と し て は 中規模。 フ ァ ミ リ 一層 を 狙 う 「郊外型J で は な く 、

梅田本商並 み の 高 級 ブ ラ ン ド も そ ろ え た 「都市型」 の屈づ く り と な る O

神戸、 宝塚、 } 1 1 1m に 続 き 県内 で は 4 J百 目 O 駅前 に はお階建 て の高層 マ ン シ ョ ン や フ ィ ッ

ト ネ ス ク ラ ブ、 飲食屈 な どの商業施設 を 建設。 兵庫県立芸街丈化セ ン タ ー と 歩行 デ ッ キ で

結ぶ。 河電鉄は以 前か ら 同 駅周 辺 の 再 開発 を 検討 し て き た が、 阪神 ・ 淡路大震災 な どの 影

響で具体化が先延 ば し に な っ て い た。

12 . 元問、 旧居留地に新 しい顔誕生
三越神戸元町屈が撤退後、 大規模改装 を 進め て い た元町 3 了 目 商庖街の 商業 ピル 「パ ル

パ ロ ー レ」 が、 2004年 9 月 2 日 、 リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン し た 。

同 ピ ル (地上 5 階、 地 下 1 階) で は 1 - 3 階 に 入 っ て い た 三越が 1 月 に撤退。 空 き フ ロ

ア を 改装 し 、 新た に パ ス タ 専 門宿や女性向 け ジ ー ン ズ シ ョ ッ プ、 関商初 出 庖の輸入食材底、

仏 の 人気パ ン 庖 な ど 6 J15舗が開庖 し た 。

ピ ル 所有会社 は 、 「パ ル パ ロ ー レ は イ タ リ ア 語で 「人々 が集 ま っ て憩 え る 場所」 と い う

意味。 元 町商庖街 を 訪 れ た 人がふ ら つ と 立 ち 寄 れ る ピ ル を 目 指 し た い」 と い う O

「デ ィ オ ー ル神戸J 新装開癌 フ ラ ン ス の高級 ブ ラ ン ド 「 ク リ ス チ ャ ン デ イ オ ー )VJ の

日 本法人 は2004::9三 8 月 17 日 、 神戸市 中 央 区 の 旧居留 地 に 関西最大の直営庖 「 デ イ オ ー ル神

戸」 を 開 い た 。

庖舗 は ;地上 1 、 2 階で 、 床面積約700平方日。 既存の直営屈 を 改装 ・ 拡大 し 、 国 内 最 大
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の東京 ・ 表参道Tð に次 ぐ総合屈 と し て 商 品 数 を 大幅 に 増 や し た 。

同 社 は1992年、 神戸 に 直営庖 を 開設。 当 初 は高級既製服が中心で、 顧客 も 阪神 間 の 年配

の女性層 が主流 だ っ た が、 最近で はハ ン ドバ ッ グ な ど を 日 当 て に女子大生 の 来自 も 増 え て

い る と い う O

ま た 、 同 月 21 呂 、 「 デ イ オ ー ル神戸J に併設 し て 、 男 性 向 け 商 品専 門 の 直営自 「 デ イ オ ー

ル オ ム 神戸J を 開 い た 。

売 り 場面積80平方 -。 既製服、 靴、 か ばん 、 小物 な ど150 ア イ テ ム を 扱 い 、 品 ぞ、ろ え は

西 日 本一。

同社で は 、 女性向 け の 「 デ イ オ ー ル神戸」 と の相 乗効果 を 図 り 、 関 西一 円 の潜在需要 を

掘 り 起 こ し た い と い う 。

13 . ハーバーの中核 2 商業ピル一新
神戸ハ ー パ ー ラ ン ド の 商業 ビ、ル 2 つが、 2004年1 1 - 12月 に か け て相次い で新装、 ま ち 聞

き し た 。

ハ ー パ ー は 、 阪神 ・ 淡路大震災の被害が大 き か っ た 三官や元町の受け皿 と し て に ぎ わ っ

たが、 こ こ 数年、 来訪者が減少 し て い た 。 1 つ は 9 カ 月 ぶ り 、 1 つ は 2 年半 の ブ ラ ン ク の

あ と 、 同 地 医 の 中核施設がそ ろ っ て 再開 し た 。

神戸ハ ー パー ラ ン ド情報セ ン タ ー に よ る と 、 ハ ー パー を 訪 れ た 人 は 1 998年 度 に 3 ， 650万

人 だ っ た の が、 2003年度 は 3 ， 000万人 と 18 % も 減 っ た 。

マ リ ン ピ ア神戸 (神戸市垂水区) や ヨ ドパ シ カ メ ラ (大阪 ・ 梅出 ) の 開 業 な ど、 消費者

の行動 閣 に大型!商業施設 の オ ー プ ン が続い た う え 、 ハ ー パ ー の 入 り 日 に あ る オ ー ガス タ プ

ラ ザ と 神戸ハ ー パ ー サ ー カ ス の 閉鎖が響 い た 。

2004年終盤 に な っ て 、 明 る い話題が続い た 。 1 1 月 に オ ー ガス タ が、 米証券大手モ ル ガ ン ・

ス タ ン レ ー ・ グ ル ー プが運営す る 「 プ ロ メ ナ神戸」 と し て 開業。 12月 に は サ ー カ ス が、 商

業施設運営の ジ オ ・ ア カ マ ツ (大阪市) が手掛け る 「 ビ ー ズ ・ キ ス J と し て趣 を …新 し た 。

「 プ ロ メ ナ神戸」 は 、 2002年モ ル ガ ン ・ ス タ ン レ ー ・ グ ル ー プがオ ー ガ ス タ を 買 収 し 、

当 初 は 2003年秋か ら 2004年春 に か け て順次開業す る 計画 だ、 っ た が、 テ ナ ン ト 誘致 に 手 間

と守 っ て い た 。

1 1 月 四 日 、 買 収か ら 2 年 半、 全館 オ ー プ ン に漕 ぎつ け た 。 地下 1 階か ら 8 階 に 衣料庄や

CD シ ョ ッ ブ、 書屈 な ど55 テ ナ ン ト が入 っ た 。 う ち 数庖 は神戸初進出 。 全館 開 館 の 遅 れ に

つ い て 、 ブ ロ メ ナ社 は 「神戸地区 は 三 宮 の 集客力 が高 く 、 ハ ー パ ー の立地 に 難色 を 示す相

手が多か っ た 。 消費不況 も 響い た」 と 説明 し て い る O

「 ピ ー ズ ・ キ ス 」 は 、 「 ミ ツ バチ の 口 づ けJ と い う 意味。 地上 5 階、 地 下 2 r;昔。 建物 を

所有す る 住友生命が約30億円 を か け て改装 し た 。 お菓子の テ ー マパ ー ク 「神戸 ス ィ ー ツ ハ ー

ノ Tー 」 は 、 ゲー ム 機器大手の ナ ム コ (東京) が手掛け 、 地元神戸 を は じ め 全 国 の有名洋菓
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子庖 な ど約20庄が並ぶ。 こ の ほ か 「ユ ニ ク ロ J r ト イ ザ ら ス 」 、 24時 間営業の遊戯施設な ど

約60屈が入居。 運用 会社 は 「家族向 け有力 屈 の誘致 に 力 を 入 れ た 。 幅広 い年 齢膚 が楽 し め

る 施設 を 目 指す」 と し て い る O

ハ ー パ ー サ ー カ ス は 、 1992年 に 同 じ 場所で西武百貨窟がオ ー プ ン し た が 2 年 後 に 閉鎖。

次 に 入 っ た ハ ー パ ー サ ー カ ス も 経営不振で2004年 3 月 に撤退 し て い た。 「三度 目 の 正 宜 で

今度 こ そ成功す る は ずJ ( 同 ) と 自 信 を の ぞかせて い る 。 (図 4 ) 

ハ ー パ ー ラ ン ド の周 辺商業者 は新施設の オ ー プ ン を 歓迎 し て い る が、 ダ イ エ 一 応が閉鎖

売却の候補 に あ がっ て お り 、 今後の 成 り 行 き が気 に な る 向 き も 多 い 。

(図 4 ) 神戸ハ バ ー ラ ン ドの 主 な 商業施設の推移

1 992年

ま ち 開 き

睦盤盟
関韓関
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14. 沖縄物産館がオー ブ ン

96 2000 

1撤退 ( 7 月 )コ ムサ ・ ス ト ア ( 12月)

03 04 05 

両長五五両社
畠惨

JR新長 田 駅南側 の震災後興再開発 ピ ル 「 ア ス タ プ ラ ザ ウ エ ス ト J (神戸市長 田 区 ・ 地上12

階、 地下 1 階) の 核 テ ナ ン ト と し て2004年11 月 四 日 、 沖縄物産館 「琉球 ワ ー ル ド 沖縄宝 島」

カfオ ー プ ン し た 。

沖縄物産屈 を全国展開 す る 沖縄物産企業連合 (那覇市) が神戸市の誘致 を 受 け て 開館。

約2 ， 500平方むの府 内 に は 、 食品会社 な ど約50社が出癌 し 、 4 ， 000種類以上 の 商 品が並ぶ。

沖縄物産館 で は 国 内最大級 の 規模。

1 階 に は 、 沖縄で栽培 さ れて い る ド ラ ゴ ン フ ル ー ツ な どの果物 や 、 も ろ み酢 な どの健康

食品 を 販売す る コ ー ナ ー の ほ か 、 島豆腐、 海 ブ ド ウ な ど手 に 入 り に く い現地の生鮮食品が

そ ろ っ て い る O 食堂で は 、 沖縄そ ばや泡盛 も 味わ え る 。 2 階で は 、 工芸品 や 沖縄の楽器 「三

線 ( さ ん し ん) J の 製作が体験で き る O

「神戸ア ジ ア ン ワ ー ル ド」 も 再開発 ピ ル 「 ア ス タ く に づか 5 番館J (神戸市長 田 区 )

の 2 階 に 、 ア ジ ア を テ ー マ に し た カ フ ェ や雑貨自 の 入 る 「神戸 ア ジ ア ン ワ ー ル ド」 が2004

年12 月 、 オ ー プ ン し た 。 地 区 内 で は 、 国 内 最大規模 の 沖縄物産庖が出庖 し た ばか り o JR新

長 田 駅南地 区 は 、 街の に ぎ わ い 回復が最重点課題で、 ユ ニ ー ク な テ ー マ屈 の 開業が 「事�.た
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な 起爆剤 に 」 と 期待 さ れて い る O

長 田 区 内 に は 、 神戸市内約 4 万4 ， 000人の外国人 の う ち 約8 ， 000人が暮 ら す。 国籍 は 韓 国 、

北朝鮮が最 も 多 く 、 ベ ト ナ ム 、 中 間、 フ ィ リ ピ ン な ど上位は ア ジ ア 各 国 が 目 立つ こ と か ら 、

長 田 の商宿主 ら がア ジ ア を テ ー マ に し た地域活性化の議論 を 続 け て き た 。

こ う し た 地域特性に 着 目 し 、 大阪の 中 華料理屈社長が 「神戸 ア ジ ア ン ワ ー ル ド」 社 を 設

立、 出 庖 を 決 め た 。 約600平方江 の フ ロ ア に は 中 華料理屈、 輸入雑貨 ・ 家具 、 カ フ ェ の 3

庖舗が出屈 し た 。

15 . 温浴施設増え 、 銭湯は減少一途
身 近 な レ ジ ャ ー と し て 「 ス ー パー 銭湯」 な どの温浴施設が、 兵庫県 内 で相次 い で 出 活 し 、

一方、 昔 な が ら の街の銭湯が減少の一途 を た ど っ て い る O

「ス ー パ ー 銭湯J と 呼ばれて い る の は、 多種類の風呂 や サ ウ ナ の ほ か、 レ ス ト ラ ン や広

(表22) 公衆浴場数の推移

年 次 その他 一 般

1994 336 500 
1995 346 476 
1996 351 417 
1997 364 395 
1998 382 380 
1999 387 360 
2000 401 343 
2001 404 333 
2002 403 323 
2003 413 313 
2004 425 308 
2005 447 298 

数値は各年 3 月 末現在。 兵庫県

(図 5 ) 兵庫県 内 の 公衆浴場数の推移
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明石海峡大橋を望む露天風呂のあ る
ス ーパー銭湯 ・ 龍の湯明石庖ごと明石市
大蔵海岸通 (神戸新聞社提供)

い 駐車場、 ゲー ム セ ン タ ー な ど を 備 え 、 娯楽場 を も 兼ね て お り 、 500 円 か ら 700円程度で楽

し む こ と がで き る O

各地で遊休地 の 活用 策 と し て全国的 に広 ま っ て き て い る 。 兵庫県 内 で は 、 阪神 ・ 淡路大

震災後、 公衆浴場 と 呼ばれる 小規模の銭湯が激減 し た が、 ス ー パ 一銭湯や 日 帰 り 温泉施設

な どの 「 そ の他公衆浴場」 は増加 し て い る O 兵産県の調べ に よ る と 、 い わ ゆ る ス ー パ ー 銭

湯の 「 そ の 他公衆浴場」 は 、 震災前の 1994年 3 月 に336 カ 所だ っ た のが、 年 々 増 え続け2005

年 3 月 に は447 カ 所、 3 割方 の 急増 ぶ り O こ れ に 反 し て 、 銭湯の 「ー殻公衆浴場」 は 、 震

災前の500軒か ら 2005年 3 月 に は298軒 に ま で激減 し て い る o (表22) (図 5 ) 

一般公衆浴場の 減少 は (表23) の と お り 、 神戸、 姫路で は こ こ 10年の 間 に 4 割方減少。

尼崎で も 3 割方 減 っ て い る 。 西宮で は 6 割 を 超 ぇ 、 伊丹で は半減、 芦屋で は ま っ た く 姿 を

消 し た。

(表23) 主 な 地区の一般公衆浴場 (銭湯) の推移 ず十l
中島ナ

年次 神戸 姫路 尼崎 西宮 芦屋 伊丹 宝塚 三EEl 明石 加古川
1994 201 39 115 34 3 13 1 4 7 
1995 192 38 1 10 32 3 13 1 3 1 1 7 7 
1996 164 37 lO3 23 1 1  1 3 15 6 

川1i 34 I 97 22 1 1 3 14 6 
31 96 21 11 1 3 1  14 4 
29 95 16 8 l 3 13 4 

2000 131 29 94 15 9 1 3 12 4 
2001 130 26 88 15 9 1 I 3 12 4 
2002 128 25 85 12 9 1 3 12 3 一?一
2003 126 24 82 12 7 1 2 12 3 
2004 124 81 12 7 1 2 1 1  3 

123 79 12 7 1 1 1 1  3 
地区名は保健所別の区分、 数値は各年 3 月 末現伝。 兵庫県
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ス ー パ 一 銭湯の増加 に つ れて 、 特般の PR な ど競争が始 ま っ て お り 、 価 格 面 な どで既存

の 銭湯 と の摩擦 も 懸念 さ れて い る O

神戸市が施設 を 公募 し た 垂水区 の 「 ア ジ ュ ー ル舞子」 に2006年 に ス ー パ 一 銭湯 の 開 業 が

予定 さ れて い る O こ こ か ら 西 4 九 の 明石市大蔵海岸通 に は オ ー プ ン し た ばか り の ス ー パ一

銭湯 「龍の湯明石商」 があ る O 明石海峡 を 望 む 立地が人気 を 集め て い る が、 新屈が開業す

る と “ ラ イ バル " と 商 闘 が重 な る た め 、 「女性向 け メ ニ ュ ー を 充実 さ せ た し り と PR に 努

め て い る O

尼崎市 も 大型庖 の 多 い 激戦地区。 全国展開 を す る ス ー パ ー 銭湯チ ェ ー ン 「 や ま と 湯J (大

阪市) は 、 2005年10月 、 県 内 3 府 日 の尼崎屈 を 開業。 理髪h5や流行の岩盤浴 を 備 え る O 「他

屈 と の差別化 を 図 ら ね ば、 生 き 残 り は難 し いj と い う O

庖舗の増加 に 伴 い 、 会員 制度や割引券の発行 な ど価格競争 も 激 し く な っ て い る O

神戸市長 田 区 で は 、 市有地 に 進 出 し た ス ー パ 一 銭湯 の 割引 サ ー ビ ス に 、 地元の銭湯が反

発 を 強め て い る O 既存の銭湯への打撃 を 避 け る た め 、 開業時 に ス ー パ 一 銭湯 と 神戸市が 「一

般公衆浴場 と 3 倍以 kの料金格差 を 設け る 」 と の確認書 を 交わ し て い る が、 同数券 な ど を

利 用 す る と 2 倍以下の料金 に な る か ら だ。

ス ー パ ー 銭湯側 で は 「販売促進 の範囲内」 と し て い る が、 長 田 浴場組合は 「死活問題J

と し て 市議 会 に 陳情書 を 提 出 し た り し て い る O

風 呂 ピ ジ ネ ス の競争激化 に つ い て 、 一部で は 「ス ー パ 一 銭湯 も 、 巨大化がすす め ば コ ス

ト がかか り 、 衰退 し た 「舘康 ラ ン ド」 の 二 の舞い に な り か ね な い 。 飲食代 の 売 り 上 げで カ

バー し て い る 庖 も あ る が、 す で に淘汰の時代 に 入 っ て い る 」 と の見方 も あ る O

〈参考文献〉
'2004年地区別百貨庖売上高友」 兵庫県百貨庖協会
「ひ ょ う ご経済戦略 2004年 4 月号 2005年 6 月号、 ひ ょ う ご中小企業活性化セ ン タ ー
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第五節 金 融

1 . 兵庫県企業の資金繰 り 悪化
日 本銀行神戸支屈が2005年 3 月 末 で ま と め た 兵庫 県下企業 の 金 融 関 連 判 断指数 (DI)

に よ る と 、 資金繰 り は2004年末 に 比べ悪 く な っ て お り 、 景気回復の 兆 し が指摘 さ れる 中 、

企業の資金繰 り の 実態 は ま だ予 断 を 許 さ れ な い よ う だ。

調査結果 を み る と 、 資金繰 り は 、 全産業で2004年12月 の 「楽 で あ る 」 が 7 か ら 2005年 3

月 は 2 に減 り 、 5 引 も 情況は悪 く な っ て い る O 規模別 で は 、 中小企業が依然 「苦 し し ミ」 状

態で、 ム 3 か ら ム10 と 7 引 も 悪 く な っ て い る O 同 じ く 大企業が 6

れ も 悪化 し て い る 。

中 堅企業が 3 引 い ず

金融機 関 の 貸 出 態 度 は 、 2004年12月 か ら 3 月 を 比べ る と 、 会産業で は 「緩い 」 が 9 か ら

11 と 「厳 し し り を 上回 っ て い る 。 し か し 、 規模別 でみ る と 、 大企業が10か ら 20 と 10引 も 好

転 し て い る の に対 し 、 中 堅企業は11 か ら 10 と l 到、 ま た 中小企業 は 8 か ら 6 と 2 そ れぞ

れ厳 し く な っ て い る 。

借入の金利水準 は 、 全産業で 「低 下」 が 「上昇」 を 3 計上 回 り 、 前年12月 の 「上昇」 の

2 引 と 比べ る と 5 も 「低下」 と な っ て い る O 規模別 で は 、 大企業の 「低下」 の 6 引 、 中

堅企業の 同10引が 自 立 ち 、 中小企業 も 前年 の 12月 に 比べ る と 5 も 「低下」 が増 え 、 全体

的 に 「低下」 傾 向 がみ て と れ る o (表21)

(表24) 兵庫県下企業の金融関連判断 。i

資金繰 り
「楽である 」 「苦 し いJ

トー…

金融機関の貸出態度
「緩いJ - r厳 しい」

借入金利水準
「上昇」 [ 低下

( ) 内は前問調査時予測。
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全 E王 業
大 企 業
中 堅企業
中 小企業
会 産 業
大 企 業 i
中 堅f託業

; 中小企業
全 産 業
大 企 業
中 堅企業
中小企業

2004年

5 7 
19 21 I 
8 1 0  

ム 4 ム 3
8 9 
9 10 
8 1 1  
7 8 
2 2 1  
3 ム 5

ム 4 。
5 7 1 

%ポイ ン ト
2005年 3 月 6 月 ま で

12月 → 3 月 予測 3 月 → 6 月
変化縞 変化紹

2 ム 5
15 ム 6
7 ム 3

ム10 ム 7
11 2 1 
20 10 
10 ! ム 1
6 ム 2 1

( 8) ム 3 ム 5 1 1  14 
( 6) ム 6 ム 1 11 17 
( 4) ム10 ム10 8 18 
(12) 2 ム 5 1 1  9 

日 銀神戸支庖



2 . 県内金融機関の経営状況改善
兵庫県内 の地方銀行、 第二地方銀行、 信吊金庫 、 信用組合の経営状況が改善 し て い る 。

近畿財務局調べ に よ る と 、 重荷 に な っ て い た不 良債権が減少。 平均 の 比 率 は 、 2003年 3

月 期で8 . 28% あ っ た の が、 2004年 3 月 期 で7 . 01 % 、 向 9 月 期 で6 . 70% ま で低下 し 、 近畿管

内 の水準 (6 . 66 % ) に 近づい た。

11信金が集 ま り 、 「信金王国」 と い わ れ る 兵庫県。 2003年 3 月 期 は尼崎、 姫路、 播州、

兵庫 の 上位 4 信金が赤字に転落 し た が、 景気回復 と と も に 業績が上向 き 、 2004年 3 月 期 に

は黒字 に 転換 し た 。 不 良債権 を 積極処理 し 、 引 当 金がか さ ん だ但馬 を 除 く 101言金が黒字 を

確保 し た 。

各金融機関 と も 、 匡! の リ レ ー シ ョ ン シ ッ プ ・ バ ン キ ン グ (地域金融) の機能強化計画 に

沿 っ て取引先の経営改善 を 強化。 債務者区分 を ラ ン ク ア ッ プ さ せて お り 、 2005年 3 月 期 は

さ ら に 業績向上が見 込め そ う だ。

経営の健全性 を 示す 自 己資本比率 も 高水準で、 地銀 ・ 第 二地銀9 . 82% 1> 信金13 . 90% 1> 

信用 組合10 . 23 % 。 い ず れ も 国 内基準 ( 4 % ) を 上 田 っ て い る O た だ、 預貸率が低い と こ

ろ も あ り 、 本業で の収益力 向上が課題 と な っ て い る O

3 . 県内信金の業績、 回復傾向に
兵庫県 内 の 11信用 金庫 の2005年 3 月 期決算 は 、 取引先の 中小企業の経営改 善 な ど に 取 り

組ん だ結果、 す べ て の 信金で不良債権比率 (金融再生法ベ ー ス ) が 下が り 、 平均 は 6 . 92%

( 前期比0. 89�1減) 0 最終利益の合計 は 、 諒期 よ り 25銭 円 増 え て 130億2 ， 200万円 。 不 良債

権処理が峠 を 越 し 、 収益力 は改善傾向 に あ る が、 企業の資金需要は依然乏 し く 、 融資先の

獲得競争が一段 と 激 し く な り そ う だ。 (表25)

(表25) 兵康県内 1 1 信用金庫の2005年 3 月 期決算

信金名 預金量
(百万円)

尼 出奇 2 ， 054 ， 253 
ÝIi! 路 803 ， 858 
播 十['1 736 ， 832 
一丘 l憲 577 ， 949 I 
i炎 路 51 6 ， 297 
日 新 i 479 ， 849 
{旦 陽 473 ， 286 
{8. 湾 403 ， 589 
中 丘 庫 402 ， 989 
函 兵 庫 i 320 ， 874 
jて申 戸 318 ， 107 」ー

官1j1JH七 融資景 前期比 最終損益 不良債権 自 己資本
(% ) (百万円) (% )  ( 百万円) 比率 (% ) 比率 (% )
1 . 1 6 I 1 ， 216 . 909 ム3 . 12 4 ， 803 5 . 64 10 . 46 
1 . 62 532 ， 617 ム0 . 45 ム960 8 . 59 8 . 23 
6 . 28 556 ，側 ; 4 . 1 1  2 ， 278 3 . 43 1 2 . 36 
1 .  31 制，m ! ム0 . 03 730 8 . 55 8 . 50 
1 . 44 I 183 ， 261 1 ， 092 9 . 1 2  18 . 25 
4 . 42 247 ， 727 ム0 . 11 373 8 . 99 12 . 3 1 
4 . 21 215 ， 868 0 . 98 1 ， 076 7 . 65 13 . 94 
5 . 90 175 ， 303 ム0 . 95 797 8 . 91 19 . 80 
0 . 58 157 ， 878 ム3. 77 1 ， 431 18 . 08 
5 . 16 185 ， 709 0 . 45 1 ， 045 14 . 44 
1 .  54 180 ， 510 0 . 46 357 5 . 48 1 1 . 08 
前期比は壊滅。 ムは滅。 デ ィ ス ク ロ ー ジ ャ ー な どを基に作成。
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2005年 4 月 の ベ イ オ フ 全面解禁前 に は 、 「頭金流 出 な ど影響が出 る の で は」 と 懸念す る

声 も あ っ た が、 全額が保護 さ れ る 利息ゼ ロ の決済用預金の導入 も あ っ て 、 す べ て の信金で

預金量が前期 を 上回 っ た。

一方、 融資最 は 、 6 信金で減少。 景気 は 回復基調 に あ る が、 中小企業 を 取 り 巻 く 環境 は

ま だ厳 し く 、 「設備投資 な どへの慎重姿勢が続い て い る J (但馬) 0 そ れで も 、 融資量の 合

計 は 、 前期比0 . 47 % マ イ ナ ス と 微減 に と ど ま っ た の は 、 「低金利 を 背景 に住 宅 ロ ー ン が伸 び、

法人融資の 減少分 を 補 っ たJ (金融関係者) た め と い う O

11信金で唯一の赤字転落 と な っ た の は姫路。 貸倒 引 当 金 を 積み増 し し 、 不 良債権処理 を

進め た結果で、 本業の も う け を 示す業務純益は 、 前期比2 . 48 % 減 の 約33寵円 を 計上 し て い

る O 前期赤字だ、 っ た但馬 は 、 経費削減な どで黒字 に 転換 し た 。

播州 は 、 預金、 融資 と も 押 び率 ト ッ プ。 板神地域 な ど に積極的 に馬舗展 開 し た効果が大

き く 、 最終利益は 、 前期の約1 . 6倍 に 当 た る 22億7 ， 800万 円 と な っ た 。

県 内信金の 自 己資本比率 は 、 総 じ て高水準で、 但馬の 1 9 . 8% を ト ッ プ に 、 すべ て の信金

が健全性の 臼 安 と さ れ る 8 % を 上 回 っ た 。

各信金 は 、 国 の 1) レ ー シ ョ ン シ ッ プ ・ バ ン キ ン グ (地域金融) 機能強化計画 に 沿 っ て 、

取引 先 の経営改善や再生支援 に取 り 組ん で い る O 最大手の尼崎は 、 2005年 3 月 期 中 に 2 件

の M&A (企業の合併 ・ 買収) を 実施。

ま た 、 都 市部が基盤の信金 に対 し 「都銀が中小企業への 融資姿勢 を 強 め て い る J (神戸)

と の危機感が強 く 、 貸 出 先 の 獲得競争の 激化が予想 さ れ る O 「担当 部長や調査役 を 大 幅 に

増員 し t�J な ど、 顧客 と の 関係づ く り や “ 目 利 き " の 人材育成 を 急 い で い る O

4 .  2 年連続で赤字、 原信用保証協会決算
兵庫県信用保証協会の2003年度決算 は 、 収支差額が 8 億7 ， 900万 円 の赤字 と な り 、 2002

年度 ( 8 億1 ， 200万 円 の赤字) に 続 き 、 2 年連続 の 赤字 と な っ た 。 破 た ん な どで返済不能

に な っ た 中小企業の債務 を 肩 代 わ り す る 代位弁済が多 く 、 支 出 がか さ ん だ た め 。

収入 の柱 と な る 保証料が借 り 換 え 保証 の 一巡で微増 と な り 、 経常収支は 57億500万 円 の

黒字。 し か し 、 代位弁済 で、生 じ た 求償権の償却が重荷 と な り 、 経常外収支 は 84億2 ， 600万

円 の赤字 に 。 金融安定化特別碁金181:意4 ， 100万円 を 叡 り 崩 し た が、 収支 は赤字 と な っ た 。

赤字分は 、 過去の利益の積み重 ね で あ る 収支差額変動準備金で吸収す る た め 、 基本財産

に は影響 し な い 。

代位弁済額 は 、 2003年度 は567億4 ， 900万 円。 2001年度の642億6 ， 100万 円 を ピ ー ク に 2 年

続い て減少 し て い る が、 依然、 高水準 に あ る O

な お 、 代位弁済 と は 、 借入金 を 債務者 に 代 っ て保証 人 な どが債務者 に 支払 う こ と O 信用

保証付 の 融資 は 、 信用保証協会が金融機関 に対 し て保証 し て お り 、 経営不振 な どで債務者

や連帯保証 人 な どが支払 え な け れば、 代 わ り に協会が金融機関 に 支払 う こ と に な る O
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5 . リ ス ト ラ一息、 支屈増強
兵康県内 の地域金融機 関 は 、 こ こ 数年の徹底 し た リ ス ト ラ が一段落 し 、 景気回復の流れ

も 受 け て 、 営業力 ア ッ プの た め支局 の 強化 に動 き 始め た 。 と り わ け 、 人 口 が集 中 す る 阪神

間 で、 融資先拡大 を も 狙 う O

西宮市内 で2004年 9 月 、 み な と 銀行 (神戸市) の晋宮支脂が新装間 出 し た。 建て替 え 中

は仮庖舗で営業 し て い た が、 国 道 2 号線、沿い の 目 立つ場所 に 10 カ 月 ぷ り の復帰。 激戦地で

攻勢に転 じ る 構 え 。

同 行 は 春以降、 積極姿勢が 目 立つ 。 4 月 に は梅 田 支自 (大寂) を 新築移転 し 、 7 月 に は

]R 三 ノ 宮駅 に つ な がる 神戸交通セ ン タ ー ピ ル 内 の 三宮支屈 を 増床、 コ ン サ ル テ イ ン グ プ

ラ ザ を 新設 し た 。 1 1 月 に は伊丹支)苫 を 阪急、伊丹駅の駅 ピ ル に移転 を 予定 し て い た 。 西村忠

鰭頭取は 「 こ れ ま で、庖錆削減の一方だ、 っ た が、 1) ス ト ラ は終了J と 強調 す る 。

阪神 シ フ ト を 取 る 播ナ1'1信用金庫 (姫路市) は 、 2003年 か ら 商官、 今津、 尼 崎 に 出席。 12

月 に は宝塚 に も 進出 す る O

中 兵庫信用金藤 (氷上郡氷上町) は 、 す で に 三 田 を は じ め京都 ・ 福 知 山 へ応舗展 開 を 終

え 、 2002年 1 1 月 に は神戸 ・ 三宮 に基幹脂 を 構 え た 。 先 を 見据 え た対応 と い う 。

回復の遅 れ て い た兵庫経済だが、 景況感 は 少 しずつ改善 し て お り 、 こ こ に き て経費削減

か ら 収益力 を 高 め る 営業強化ヘ ポ イ ン ト 切 り 換 え が始 ま っ た。

ま た 、 京都銀行 (京都市) は2004年12月 、 尼崎市 に 支屈 を 新設 し た 。 兵庫 県 内 で は 、 1975

年 (昭和50年) に神戸支屈 を 置 い た が そ の後撤退、 16年ぶ り の兵庫復活。 阪神 聞 は 中小企

業が多 く 、 融資 に 特化 し た庖舗 に す る と い う O

同 行 は 、 京都の 有力 地方銀行だが、 近年、 法人融資 の 開拓 を 狙い 、 大仮市 な どに相次い

で 出 屈 し て お り 、 今回 も そ の一環。

6 . 支路復活を 、 住民 ら が署名運動
地域 に 銀行 窓 口 の復活 を O 銀行や信用金産 な どの金融機関が支出 の統廃合 に よ る コ ス

ト 削減 を 進め る 中 、 支屈が撤退 し た 酉 区 な どの ニ ュ ー タ ウ ン の住民が、 神戸市 に新た に 支

屈 を 誘致す る よ う 求め る 署名 運動 を 進め て い る 。 ATM (現金 自 動預払機) が扱 え な い 高

齢者や 障害者 も 多 く 、 合理化 と 顧客 サ ー ピ ス を どの よ う に両立 さ せ る か。 対応が求め ら れ

て い る O

西区 ・ 西神 ニ ュ ー タ ウ ン o 1 993年 に分譲が始 ま り 、 約 2 万3 ， 000人が暮 ら す。 震災後、

， 400戸 の 復興住宅がで き た 。 街 の 中 心部 に 2 つ の銀行の 支庖があ っ た が、 2003年 に 1

宿舗が、 翌年 3 月 に も う ー届舗が撤退 し 、 ATM だ け に な っ た。

機能障害 を 持つ あ る 住民 は 、 ATM で現金 を 引 き 出 そ う と し た が、 車椅子の足が機械 に

ぶ つ か り 、 手が画面 に届 か な い 。 ヘ ル パ ー に は頼 み づ ら い用事 も あ り 、 半 日 か け て 窓 口 の

あ る 支庖 ま で 出 掛け る O 垂水区上高丸地 区 で、 も 同様で、 支)吉の廃 止 で 、 垂水駅前の高 ま で
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パス を{吏 っ て 出 向 か ね ば な ら な い と い う O

ま た 、 約 1 万5 ， 000人が暮 ら す 中 央 区 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド で も 、 当 初 、 3 庖舗 あ っ た 銀

行 の 支屈 は 、 統廃合 に 伴 い 、 2003年、 最後の 1 庖舗が撤退 し た 。 高齢者 に は 、 rATM で

大 き な お 金 を 扱 う の が こ わ い」 な どの声 も 出 て い る O

神戸銀行協 会 に よ る と 、 管 内 の支庖数は2004年 で325J苫。 こ こ 5 年 間 に 約 8 割 に 減 っ た 。

景気低迷や競争 の 激化か ら 、 各金融機関 が、 支屈の統廃合で経営の ス リ ム 化 を 関 っ た か ら

だ。

市 は 、 「 テ ナ ン ト 料の 値 下 げ な ど、 支応誘致 に 力 を 入 れ た い」 と い う O だ が、 あ る 銀行

関係者は 「住宅街で は資金の運用先がな い 。 支庖維持 に は 人件費 な ど コ ス ト がかか り 、 閉

鎖 は や む を 得 な い」 と す る O ま だ金融機 関 の 反応 は 鈍 い 。

7 . 地銀、 信金にベ ン チ ャ ー志向
兵庫県内 の 地方銀行や信用金庫 に ベ ン チ ャ ー 食業 を 支援す る 動 き が広 が っ て い る O こ れ

ま で リ ス ク が大 き い と 慎重 だ っ た が、 サ ー ピ ス 業や 情報技術 (IT) 関 連 で 急成 長す る 企

業が出始め 、 新 し い 収益源 と な る 「金の卵」 を 見つ け よ う と し て い る O

阪神 ・ 淡路大震災か ら 10年 目 を 迎 え る 地域経済の復興支援 と し て 、 み な と 銀行 (神戸市)

が 日 本政策投資銀行 と 共 同 で創設 し た ベ ン チ ャ ー フ ァ ン ド ( l 億2 ， 000万 円 ) に は 、 こ れ

ま で に県 内 企業35社が応募。 神戸大学 な ど と と も に 審査 し 、 15社前後の投資先 を 決め る こ

と に し て い た 。

尼崎信用金庫 も 、 尼崎市や尼崎高工会議所 と 連携 し た融資制 度 を 設 け た 。 市 内 の事業者

が 白 前の技術 や 製 品 、 ア イ デ ア を 生かす新事業 を 対象 にす る O 市が新規性や 独 自 性 を 、 商

議所が市場性や財務状況 を チ ェ ッ ク し 、 尼イ言が最終審査 を す る O 制度開始 か ら 10 カ 月 で13

件、 l 信、2 ， 500万 円 を 融資。 「足元の宝物 を 掘 り 起 こ し た し り と い う O

兵庫信金 (姫路市) と 神戸信金 (神戸市) は2004年夏、 中小企業金融公庫 と 、 先端分野

に かか わ る 中小企業融資 で連携。 第 1 号案件 と し て 自 動車 リ サ イ ク ル業者 に 3 窓5 ， 000万

円 を 協調融資 し た 。

兵庫県内 に脂舗網 を 持 つ 池 田 銀行 (大板府池 田市) は 、 新 し い事業 プ ラ ン を 募集 し 、 優

れ た も の に 最 高 100万 円 の 賞 金 を 出 す 制 度 を 始 め た 。 2003年 に は 20件の ア イ デ ア に 総額

1 ， 250万 円 を 贈 っ た 。 「世界水準 に な り 得 る 事業 も あ り 、 こ ち ら の ピ ジ ネ ス に も つ な が る 手

応 え があ る 」 と し て い る O

再編 に 追 わ れ る メ ガパ ン ク が態勢固 め に 時 間 を と ら れて い る う ち に 、 「元気 な 企業 を 囲

い込んでお き た い 」 と い う 狸い も あ る よ う だ。

8 . 県内の企業捌産、 不況倒産減る
民間信用調査会社 ・ 帝国 デー タ パ ン ク の調査 に よ る と 、 2004年度 の 兵庫県下の企業倒産
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(負債額1 ， 000万 円 以上、 内 整理 を 含む ) は 630件、 負債総額 は 2 ， 667億7 ， 100万 円 だ、 っ た 。

件数は、 前年度 に比べ114件 (15 . 3% ) 減 り 、 過去最悪 を 記録 し た2001年度 の 875件 を ピ ー

ク に 3 年連続の減少 と な っ た 。 こ の結果、 1996年度の520件以来、 8 年ぶ り に 650件 を 下 回 っ

た (表 o 負 債総額 は 、 負債r10億 円以上の倒産が39件 に と ど ま り 、 51件 に も の ぼっ た 前

年 度 に 比べ る と 531億300万 円 ( 16 . 6 % ) 減少 し た も の の 、 1997年 か ら 8 年連続で2 ， 000億

円 を 超 え る 推移 と な っ て い る 。 最近20年 間 で み る と 件数で 8 番 目 、 負債総額で は 7 番 目

と な っ て い る O

2004年度 の 特 徴 は 、 ど の 月 に お い て も 前年 同 月 を 上 回 る こ と が な く 、 着 実 に 企業倒産

が減少 し て い る O ま た 、 不況倒産 が減少 し て い る の も 大 き な 傾 向 で 、 逆 に 放漫経営 な ど

を 要因 と す る 企業儒産が 目 立 っ て き て い る 。 (表27)

(表26) 兵庫県の最近1 0年間の業種別倒産件数

業 種 分 類 1995if度 1蜘年度 1 1997年度 1998年度 1 1999年度 2000年度
農 林水 産 業 1 2 1 1 
建 長支 業 93 1:10 226 260 253 306 
製 造 業 104 106 116 I 112 105 121 
卸 由7G 業 124 139 139 134 

7iE 1 業 62 83 87 1 18 78 109 
i 不 動 産 業 25 25 30 19 26 
運輸 ・ 通信業 7 20 19 30 32 24 
サー ビ ス 業 27 I 35 56 72 45 63 I 
r ヲ、 の 1lli 15 5 υ 戸 3 1 
よEお3 408 520 658 675 I 785 

(表27) 兵濠県の最近1 0年間の不況製倒産件数

1995年度 1 1996年度 1 1997年度 1 1998年度1 1999年度 1 2∞0年度
不 況 型 214 I 290 I 419 I 574 I 526 
不 況 型 比 率 I 52 . 5% I 55 . 8% I 63 . 7% I 74 . 9% I 77 . 9% 
放 漫 経 営 64 I 71 I 104 I 68 I 40 

2001年度 2002年度 1 2003年庶 1 2004年Rま
2 1 

301 295 248 211 
133 120 99 

156 1 10 1 17 I 96 
110 92 106 99 
38 22 25 25 
38 30 28 22 
77 68 93 68 
5 1 4 6 7 

755 1 744 630 

一方、 大型倒 躍 の 減少 は 、 債権放棄が第一の 要 因 で あ り 、 中小企業の倒 産減少 は 、 手形

取引 の減少 や資金繰 り 円滑化借換保証制 度 な どの新規融資、 金融商 品 の多様化 な ど融資機

会の拡大で、 倒 産が抑 え ら れた と も み ら れて い る O

全般的 に 売 り 上 げの急減や赤字体質 か ら 脱却 で き ず に行 き 詰 ま る ケ ー ス に 加 え 、 業績悪

化 な ど表面 的 な 兆候が少 な い に も かか わ ら ず、 水面下で は事態が窮迫 し て い た企業 も 散見

さ れた 。
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景気の先行 き に慎重 な見方 を す る 向 き が多 く な っ て い る こ と も 事実で、 「倒 産減少→景

気回復J と み る の は 、 ま だ希望的観測 の段階 と み る べ き だ ろ う O

業種別 で は 、 建設業が211件で33 . 5% を 占 め 、 9 年連続で最 も 多 か っ た 。 次 い で 製造業、

小売業がそ れぞれ99件。 こ の ほ か卸売業、 サ ー ビ ス 業 、 不動産業 な ど。

負 債額200億 円 以 上 の倒 産 は 、 旭 国 際 開 発 ( ゴル フ 場経営、 560億 円) 、 オ リ エ ン タ ル ゴ

ル フ コ ー ポ レ ー シ ョ ン ( 問 、 3001:意 円 ) の 2 件。 1001.意円以上 は 、 キ タ ブ ン コ ー ポ レ ー シ ョ

ン (不動産売賞 、 144 億、 円 ) の 1 件。 負債額10億 円 以 上の 中 に は 、 梅 田 グ ラ ン ド ホ テ ル輝

ノ 家 (40億 円 ) 、 烏 イ ン フ ル エ ン ザの 影響で浅田農産 (17億円) 、 ア サ ダエ ツ グ セ ン タ ー (12

億 丹 ) な どがあ る 。

最近の企業倒産の動 き

兵庫県下の企業倒 産 は 、 バ ブル崩壊後に増加 し 、 震災前 の 1994年 な か ば は 月 間50件前後

で推移 し て い た 。 震災後の10年 の 動 き を 概観す る と 、 当 初 、 震災の影響な ど か ら い っ た ん

減少 に 転 じ て い た が、 1997年後半の金融不安か ら 増加傾向 を 示 し 、 1998年1 1 月 を 頂点 と す

る カ ー ブ を 描 い た 。 そ の後、 中小企業金融の安定化へ保証制度 な どで僻産 は 大 き く 抑制 さ

れて い る O

と こ ろ が、 2001年12月 に70件 を 超 え 、 2002年 3 月 を 頂点 に 同年 9 月 ま で、 1 0 カ 月 連続 し

て70件 を 超 え る な ど、 ハ イ レ ベ ル で推移 し て い た 。 そ の後、 再 び減少傾向 を ホ し 、 2005年

3 月 の 移動平均 は52 . 5件で 5 年 2 カ 月 ぶ り の52件台 に な っ た 。

兵庫県下の企業問 産 は確 実 に 減少傾向 を 維持 し て お り 、 倒 産 は “減少 ト レ ン ド" に 入 っ

て い る 。

し か し 、 帝 国 デー タ パ ン ク の指摘 は 「企業倒 産件数 自 体は 減少傾向 と な っ て は い る が、

内容は 決 し て事態が好転 し て い る か ら で は な しり と い う O 単 に生 き 長 ら え て い る だ け で、

本来の 自 由 な 企業問競争 に よ る 企業淘汰が意図的 に先送 り さ れ、 結果 と し て 各企業の負債

と 不良資産 を 拡大 さ せて い る だ け 、 と み て い る O

今後の見通 し と し て 、 現在の水準 を 底 と し て 、 い ずれは倒 産件数、 負債総額 と も に増加

す る 危険性 を 秘 め て い る 。 さ ら に 、 懸念材料 と し て 、 原 油 な ど原材料価格の高騰な どが下

請け主体の 中小企業の経営 に 影響 を 与 え かねず、 こ れ ま で の よ う に倒産件数の 前年比減少

は 考 え に く く な っ た と 分析 し て い る O

9 . 法人所得4 ， 000万円趨、 震災時下回 る
帝 国 デ ー タ パ ン ク 神戸支屈 は 2005年 1 月 、 神戸市 内 の企業で、 年 間4 ， 000万 円 以 上 の 法

人所得があ る 企業数の推移 を ま と め た 。

2003年 は871社で ピ ー ク 時 (1991年) の ほ ぼ半数 に 減少。 坂神 ・ 淡路大震災 の あ っ た 1 995

年の数字 を も 下 回 っ て お り 、 長期不況が最大の原 因 と 指摘 し て い る O

法人所得 は経常利益 に 当 た る O 同 支庖 に よ る と 、 震災前 年 の 1994年 は 1 ， 235社が申 告 し
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た が、 1995年 に は28 . 8% 減の879社 に 減 っ た 。 1996年 に 1 ， 250社 ま で 回復 し た 後は減少傾向。

2002年 (877社) に続 き 2003年 も 震災前 を 下 回 っ た 。

業種別 で は 、 建設業の 変動が大 き く 、 1994年の174杜が、 1995年 に は 154社 に急減。 復 旧

需要で1996年 に は249杜 に 増 え た が、 2003年 は 50社 だ、 っ た 。 製造業 は 1 995 年 に 前年比77社

減の 142社 に 落 ち 込んだが、 2002年 (165社) 、 2003年 (176社) と 増加傾向 に あ る O

10 . 災害融資の返済猶予、 延長せず
阪神 ・ 淡路大震災で被災 し た 中小企業への 貸 し付 け で 、 返済期 間 の 延長が続 い て い た 「緊

急災害復 旧 資金」 に つ い て 、 r:再度 の 延長 は し な い」 と す る 政府 の 意 向が2004年末、 兵庫

県 に伝 え ら れた 。

向 融資 は 、 固 と 兵庫県、 神戸市 に よ る も の で、 震災直後の 1995年 2 月 か ら 7 月 に か け て

実行 さ れた 。 融資件数は 、 3 万3 ， 551件、 金額は4 ， 221億、7 ， 000万円 に 上 る O

据 え 量 き 3 年、 1 998年か ら 返済 を 始め 、 2005年 中 に完済す る 条件 だ っ た が、 政府 は 、 長

期不況 な ど を 考慮。 こ れ ま で に 据 え 置 き 期 間 を 1 年ずつ 7 間 延長 し て き た 。 し か し 、 震災

10年で一 つ の 区切 り を 迎 え た と 判 断。 早い企業は2005年 2 月 か ら 本格的 な 返済 を 迫 ら れる

こ と に な っ た 。

2004年10月 末現在の融資残高 は 、 1 万5 ， 331件、 619億、 円 。 順調 に返済 し た企業 も あ る

方で、 県信用保証協会が債務 を 肩代 わ り す る 代位弁済が3 ， 993件、 3471:意 円 も あ る O

返済が滞 っ て い る の は 、 148億円 。 1 ， 388件の借 り 手企業が返済期 間 の据 え 置 き で し の い

で い る が、 打 ち 切 ら れた 場合、 2005年か ら 最長 7 年 間 で の 返済 を 求め ら れ、 本格返済が始

ま れば、 代位弁 済 に 至 る ケ ー ス が増 え る お そ れ も あ る O

県 、 市 は 、 借 り 手企業が資金繰 り に行 き 詰 ま る こ と を 懸念。 向協会や金融機関 に対 し 、

弾力 的対応 を 求 め る ほ か、 低利 の制度融資 に借 り 換 え ら れ る 措壁 な ど も 検討す る O

1 1 . 被災企業の工場入居補助打ち切 り
神戸市 は 、 2005年 3 月 14 日 の 市会予算特別委員会で、 阪神 ・ 淡路大震災で被災 し 、 民 間

賃貸工場 に 入居 し て い る 市 内 中小製造業 向 け の 「民間賃貸工場家賃補助制度」 に つ い て 、

同年 3 月 末 の期 限 を 再延長 し な い方針 を 明 ら か に し た 。

間 制 度 は 、 市が1998年 1 月 、 「復興支援工場 ( 兵康 臣 、 現 も のづ く り 後興工場) J の 設置

に伴 っ て導入 し て い た 。 民間工場 に入 っ て い る 被災企業の家賃 の一部 を 支援 し 、 復興工場

と の格差是正 を 図 っ た 。

期 限 を 2004年 3 月 末 と し て い た が、 l 年 間 の 延長 を 決め て い た 。 補劫 は 、 も のづ く り 復

興工場の 平均家賃 を 上 回 る 民間工場 に入居す る 被災企業 を 対象 に 、 月 額で上限 3 万円 を 助

成 し て い た 。 2003年度 は 127件の利用 があ っ た 。
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12 . 災害援護資金の高額滞納者に督促
阪神 ・ 淡路大震災の被災者 に 、 自 治体が無担保で貸 し付 け た 「災害援助資金J の 回 収が

i帯 っ て い る た め 、 神戸市 は2004年 8 月 、 高額滞納者 4 人 に つ い て 、 神戸簡易裁判 所 に 支払

い督促 の 申 し立 て を 行 っ た 。 同資金滞納 者 に対 レ 法的手段 を と っ た初 の ケ ー ス O 裁判所の

命令 に応、 じ な い場合は 、 財産の 強制執行 も 辞 さ な い 。

対象の 4 人 は 、 い ず れ も 収入や財産があ り な が ら 、 再 三 の 支払 い 請求 に 応 じ ず、 違約金

な ど を 含 め て292万 436万 円 。 対象の滞納者 は 19人で、 残 る 15人 に つ い て も 頗次、 簡裁 に

申 し立 て る 。

こ の援護資金 は 、 被災世帯 に 固 と 自 治体が最高350万 円 を 貸 し付 け る 制 度 。 神戸市の貸

付総額は約777億 円 。 2000年度か ら 償還が始 ま っ て い る が、 2004年 3 月 現在 、 132億 円 が未

償還の ま ま O う ち 、 払 え る 分だ け を 返済す る 「少額返済」 者分 を 除 く 65億 円 が滞納状態 に

あ る 。 3 分の 2 を 負担す る 国への返済期 限は2007年 3 月 に迫 っ て お り 今回 の措置 を 決 め た 。

神戸市は 「少額で も 返 そ う と 努力 し て い る 人がい る 一方で、 連絡 も と れ な い 人がお り 、

不公平感があ る J と 話 し て い る O

13 . 県内48市町が実質赤字
兵庫県 は2004年10月 、 県内 市町の2003年度 の 決算見込み (普通会計) を ま と め た 。 実質

単年定収支 は 、 全体で 3 年連続の赤字 と な り 、 赤字国体 も 48-市 町 に 上 っ た 。 厳 し い財政を

基金の取 り 崩 し で し の ぎ、 残高は ピ ー ク 時の 3 分の 2 に ま で減少。 震災復興でつ く っ た 借

金 の 返済が ピ ー ク を 迎 え る 被災10市10町で は 、 「起債制 限比率」 が限度近 く に な っ て き て

い る O

2003年度末現在 の 22市66町 の 見 込 み で 、 歳入 は 2 兆4 ， 298億 円 (前年宣比l . 7% 減) 、 歳

出 は 2 兆3 ， 9 1 1f昔、円 ( 同 l . 6% 減) で 、 い ず れ も 4 年連続の 減少 だ っ た 。

翌年への繰越金 を 桧い た実質収支 は 191信 内 の 黒字だ が、 基金の取 り 崩 し な ど を 桧い た

実質単年度収支 は 、 全市軒合わせて 13億 円 の 赤字。 2002年度の52市 町 に 続 き 2003年度 も 84

市町が実質赤字 と な っ た。

歳入で は 、 景気低迷の影響 な どで、 地方税の収入が 6 年連続で減少。 一方で、、 歳 出 の う

ち 人件費や借金の返済 に あ て る 費 用 な どの 「義務的経費」 の割合が過去最高 の48 . 8% と 財

政の硬宜化 を 示す 。 逆 に 「投資的経費」 は 7 年連続で減 っ た 。

財源確保の た め 、 基金 を 取 り 崩 す な ど し た繰入金 は 、 全体で2 . 8% 増 の847億 円 。 基金の

残高 は3 ， 729億円 と な り 、 ピ ー ク だ、 っ た 1992年度末の 3 分の 2 に ま で、 減 っ た 。

被災10市10町で は 、 復 旧 ・ 復興関連費用 の 、 歳 出 全体 に 占 め る 割合 は8 . 3% と 過去最少

に な っ た 。 一方、 2004年度 に ピ ー ク を 迎 え る 震災関連地方債の償還 な ど の 公債費 は 、 3 ， 200

億円 で過去最高 と な り 、 原則 と し て20% が限度の 「起債制 限比率」 も 被災地平均 で19 . 3%

(県平均15 . 8% ) に ま で上昇 し て い る O
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第六節 雇 用
厚生労働省が発表 し た毎月 勤労統計調査 (速報、 従業員 5 人以上の事業所) の 2004年 ま

と め に よ る と 、 平均常用 労働者数は前年比0 . 4 % 増 の4 ， 283万1 ， 000人で、 7 年ぶ り に 増加

に転 じ た 。 一方、 すべて の給与 を 合わせた 月 間 の 現金給与総額は 、 パ ー ト タ イ ム 労働者Lの

増加 な ど を 反映 し 、 前年比0 . 7% 減の33万2 ， 485 円 で 4 年連続で減少 し た 。

リ ス ト ラ 一辺倒 だ、 っ た企業 も 、 景気回復 を 受 け て生産現場 な どでの入手確保 に 迫 ら れ、

雇用 者数の増加 に つ な が っ た と み ら れ る O た だ、 正社員 に比べ、 企業がパ ー ト 雇用 を 重視

し た い 姿勢 も 鮮明 に な り 、 厚労省 は 「 な る べ く コ ス ト を 抑 え た い企業の 姿勢が浮か び、上がっ

たJ と 分析 し て い る O

品方、 2005年春 の 主要企業新卒採用計画 は 、 業界 ト ッ プの勝ち 組企業が攻め の採用姿勢

に 転 じ 、 「就職氷河期」 脱却 の 兆 し が見 え て き て い る O 今後、 数年 で定年 を 迎 え る 「団塊

の 世代」 の大量退職への備え も 必要 に な る O 大企業の採用 増 が、 依然厳 し さ が続 く 地域や

中小企業の雇用拡大 に 結 び付 く か ど う か

1 . 有効求人倍率、 上昇基調に
兵庫県 は震災10周 年 を 控 え た 2004年12 月 、 「指標等か ら み た復興10年 の 成果収集調査」

を ま と め た 。

(図 6 ) 有効求人倍家 (兵庫県、 被災地、 全国)
1 . 00 
(倍)

0 . 90 

0 . 80 

0 . 70 

。 . 60

0 . 50 

0 . 40 

0 . 30 

0 . 20 

484 第七:章@産業 ・ 雇用

0 . 29 

1 �  1 �  1 �  1 �  1 �  1 �  � � � � � (年)

兵庫労働局、 厚生労働省



兵庫県全体、 被災地、 全 国 の 有効 求人倍率 を 描 い た グ ラ フ (図 6 ) を み る と 、 被災地 は

震災以来、 常 に県全体、 全 国 の 数値 を 下 回 る 厳 し い状態 に あ っ た 。

有効求人倍率 は 、 労働力 需給の 日 安 と さ れ、 有効求人数 を 有効求職数で 除 し て表す。 被

災地 の 1 999年、 底打 ち し た 数値 は 0 . 29倍。 つ ま り 100人識 を 求め る 人の う ち 29 人 し か就職

で き な い と い う こ と を 表 し て い る O 求職戦線、 異常あ り の状態だ っ た 。

グ ラ フ を 見 る と 、 2002年 に 下降 し た の を 除 い て 流 れ は 上昇傾向 を 示 し て い る o 20例年10

月 で は0 . 66倍。 最悪の 時 に 比べ る と 倍増。 改善の歩み を 示 し て い る O

2 . 求人、 増加傾向
兵産県の 2004年度の求人、 求職状況を み る と 、 新規求人は前年か ら 引 き 続い て年 間 を 通

じ て前年比 で プ ラ ス と な っ て お り 、 新規求職 は 、 1 1 月 に わず、か前年同 月 比 で 上回 っ た だ け

だ、 っ た 。 求人倍率で は新規、 有効 と も に 年 度末 に は年度初め よ り 好転 し て い る O

求人の状況 年度初 め の 2004年 4 月 の新規求人 は 2 万7 ， 420人、 前年 間 月 比21 . 2% の増

に対 し 、 f年度末の2005年 3 月 は 3 万2 ， 738人、 何 16 . 9% の 増 。 年度初 め に比べ5 ， 318人、 19 . 3 %

の増加 と な っ た 。 10月 か ら は12月 を 除 き 3 万人台 を 記録 し 、 求人数の増加傾 向 を 示 し た 。

有効求人でみ て も 年度初 め の 7 万409人、 前年 同 月 比20 . 0 % の増 に対 し 、 年度末は 8 万

6 ， 876人、 同 18 . 9 % 増 。 人数の う え で年度初 め よ り 1 万6 ， 467人、 23 . 4% と 大幅 な 増加 と な っ

た 。

新規求人数は2005年 8 月 現在 ま で 、 33 カ 月 連続 し て 前年 を 上 回 り 、 ま た有効求人数 も 36

カ 月 連続 し て前年 を 上 回 っ た。 (表28)

求職の状況 2005年 3 月 の 新規求職 申 込 は 2 万5 ， 785人、 前 年 同 月 比15 . 5 % の 減。 年度

内 で は2004 年 1 1 月 に 同0 . 2% 増 え た だ け で他 の 月 は す べ て 前年 同 月 を 下 回 り 、 減少傾 向 が

続い て い る O 一方、 有効求職者数は 、 9 万7 ， 587人、 前 年 同 月 比10 . 8%減。

8 月 現在で、 新規求職は 9 カ 月 ぶ り に前年 を 上 回 り 、 ま た有効求職者数は34 カ 月 連続 し

て前年 を 下 回 っ た 。

求人倍率 年度初め の新規求人倍率 は 1 . 05倍 で、 前 月 よ り 0 . 06't:í増加 し て い る が、 全国

の 1 . 24倍 に 比べ る と 0 . 19� í 下 回 っ た 。 年度末 は 、 1 . 38倍で全国の1 . 35倍 よ り 0 . 03引上 回 っ

た 。 年 間 を 通 じ て倍率 は上昇 を みせて い る O

有効求人倍率 は 、 年度初 め で0 . 65倍、 全 国 の0 . 78倍 を 下 回 っ た 。 年度末 は 0 . 83倍で全国

の0. 91倍 を 下 回 っ た も の の 、 2005年 2 月 以降、 8 月 ま で連続 し て0 . 80倍台 を 維持 し 、 好転

の 兆 し を みせ て い る O

就職 就職者数は 、 2004年度 の 12 カ 月 の う ち 8 カ 月 が前 年 同 月 比で減少 と な っ て い る が、

2005年度 を み る と 、 年度初 め の 4 月 が前 年 同 月 比で1 . 1 % 減 と な っ て い る だ け で 、 そ の後

は増加が続い て い る 。 1 % 前後 の 減少 は 横 ばい と み て も い い 数値で、 そ れ を 考 え に 入れ る

と 2005年度 に 入 っ て大 き く 改善 さ れて い る O 県 の 担当 者 は 「 間 近 に迫 っ た 、 い わ ゆ る “ 団
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塊の世代" の 定年 に よ る 大量退職 に備 え た企業側 の 姿勢が表れて い る の で は な い か」 と み

て お り 、 雇用 面 に 明 る さ が感 じ ら れ る o (表28)

(表28) 求人 ・ 求職 ・ 就職の状況

効

(新規学卒者を除きパー ト タ イ ム を含む)

k\ 
新 規

}臼4年度
1995年度
1996年度
1997年度
1998年度
1999年度
2000年度
2001年度
2002年度
2003年度
2004年度

i 震災直前1994年12月
震災査後1S日5年 ] 月

2 月
3 月

2003年 7 月
8 月
9 月
10月
1 1月
12月

2004年 1 月
2 月
3 月
4 月
5 月
6 f] 
7 f] 
8 月
9 月
10月
1 1月
12月

2005年 1 月
2 月
3 月
4 月
5 月
6 f] 
7 月
8 月

有

2004苦手12月以前の季節認可繋値は新季節指数によ り 改訂 さ れている 。
「年度」 の数値は月平均。 震災前後の1994年12月 一何年 3 月 は参考数億。
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3 . 企業の雇用状況、 調整一段落か
日 銀神戸支庖が、 2005年 3 月 の 時点で ま と め た管 内企業の雇用人員 判 断 は 、 全産業で2004

年 9 月 の 「過剰J 6 灯、 12月 の 同 3 引 に続い て 1 と な り 、 雇 用 人員 の 「過剰」 感は縮 ま っ

て い る o 6 月 ま で の 予 測 で は 、 む し ろ 「不足」 が 1 引上 回 る な ど、 企業の 人員 調整が急テ

ン ポで進ん で い る 様子がみ て と れ る O

企業の規模別 で み る と 大企業が2005年 3 月 で 「不足J 1 と な っ て お り 、 前年 の 9 月 に

比べる と 変化幅 は 6 も 「過剰」 判 断が低 く な っ て い る 。 中 堅企業 で は 、 3 月 は 「過剰UJ

が10引 で、 9 月 の 12引、 12月 の 8 引 に続 い て 過剰 と の判 断 を し て い る O た だ、 6 月 の予測

で は 「過剰」 は 2 と 大幅減少 と み て お り 、 こ の 間 の 人 員 整理が予想 さ れて い る O ま た 、

中小企業で は 、 3 月 は 「不足J 2 引 で、 前年の 「過剰」 か ら 「不足」 に 転 じ 、 6 月 ま での

予 測 で も 「不足J 2 引 で 同水準維持 と み て い る o (表29)

(表29) 雇 用 人 員判断 D. I fJÉÌj剰J - r不足J %ポイ ン ト
2004年 2005:t[ô 3 月 6 月 ま で

9 }1  12月 12月 → 3 月 3 月 → 6 月
変化幅 予 測 変化幅

製 造 業 8 3 ( 2) 。 ム3 ム1 ム1
非製造業 3 3 ( 1 ) 3 。 。 ム3
全 産 業 6 3 ( 2) ム2 ム1 ム2

; 大 企 業 5 l ( 3) ム1 ム2 ム1 。
中堅企業 12 8 ( 6) 10 2 2 ム8
中小企業 3 1 ( 0) ム2 ム3 ム2 。

( ) 内は前回調主主時予測。 日 銀神戸支応

一方、 雇用 者数は 、 製造業、 非製造業 と も に2004年 6 月 か ら 12 月 ま で、 前年同期 を い ず

れ も 下回 っ て お り 、 雇用面の調整が進ん で い る O 企業の 規模別 で み る と 、 大企業が前年同

期 に 比べ 3 % 近い 減少 を みせ て い る の に対 し 、 中 堅企業で は 12月 に は4 . 4 % 増加 と な り 、

中小企業で も 減少 が 6 月 1 . 8% 、 9 月 1 . 2 % 、 12月 に は0 . 3% と 減少幅が少 な く な っ て き て

い る o (表30)

(表30) 雇用者数

2004年 6 月
製 造 業 ム3 . 5
非製造業 ム1 . 0
全 産 業 ム2 . 6
大 企 業 ム2 . 9
中堅企業 ム1 . 4

! 中小食業 ム1 . 8

9 月
ム2 . 3
ム2 . 8
ム2 . 5
ム3 . 0
ム0 . 8
ム1 . 2

前年河期比増減率%
12月
ム2 . 4
ム0 . 1
ム1 . 6
ム2 . 8
4 . 4  

ム0 . 3
日 銀神戸支庖
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4 . 兵庫県、 5 万人の雇用創出達成
兵庫県が 3 年 間 で 5 万人の雇用創出 を 目 指 し、 2001年12月 か ら 始 め て い る 「 ひ ょ う ご経

済 ・ 雇用 再活性化 プ ロ グ ラ ム 」 で、 2004年度 は 自 標 の 1 万6 ， 100人 を 上 回 る 2 万2 ， 216人 の

雇用創 出 を 達成。 こ れ ま での実績は総計 6 万6 ， 347人 と な り 、 目 標 を 大 き く 上回 っ た。 (表31 )

(表31) 兵庫県の雇用創 出 プ ロ グ ラ ム 人

県で は プ ロ グ ラ ム 雇用 に 当 た り 、 「元気J r創造J r安心」 を 基本 に 、 雇 用 就業 の安定化、

中小企業の活性化、 創業 ・ ベ ン チ ャ ー 支援 な ど、 積極的 な 施策 を 展 開 し た成 果 と し て い る O

ま た 、 こ う し た取 り 組み の 中 か ら 、 中 小企業支援、 ツ ー リ ズ ム 振興、 技術革新支援、 職業

能力 開発な どの分野で産 ・ 労 ・ 学 ・ 宮 の 連携体制が形づ く ら れる な ど、 新 た な 活力 が芽生

え て き た と い う O

実績の 算 出 に 当 た っ て は 、 県の事業実施 に よ り 、 し ご と ・ 雇用 の創 出 数が把握で き る も

の で雇 用 期 間 6 カ 月 以上が対象。 起業や新分野進 出 な ど に対す る 融資 ・ 補助 事業 に よ り 支

援 し た企業 で の 新 た な雇用者、 誘致企業の従業員数、 能力 開発事業 な どで就職で き た求職

者 な どの 数 を 集計 し た 。

実績 を 具体的 な 施策区分でみ る と 、 「地域産業対策」 で、 新分野進出 の応援 ・ 6 ， 995人、

商府街の活性化支援 . 1 ， 36 1 人 な ど。 「創業 ・ 成長産業対策」 で、 国 内外企業の 立地促進 ・

7 ， 603人、 創業 ・ ベ ン チ ャ ー の 支援 . 4 ， 013人 な ど。 「雇用 ・ 就業対策」 で 、 緊急雇 用 創 出

事業 な どの セ ー フ テ イ ネ ッ ト 充実 ・ 2 万1 ， 944人 、 多様な ニ ー ズ に対応 し た 就業支援 ・ 1

万7 ， 167人 な ど。 (表32)

(表32) し ご と ・ 雇用意IJ出実績の内容

地 域 産 業 j
対 策

産 業 対 策

震用 ・ 就業
対
よ口込
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策

言十

のづ く りl ②商庖街の活性化支援
10 ， 129 ③交流のツ ー リ ズムの創造

④新分野進出 を応援

①創業 ・ ベ ンチ ャ ーの支援
12 ， 407 ②フ ロ ン テ ィ ア産業の育成強化

③関内外企業の立地促進l ①職耕一 人材育成
43 ， 8 1 1 ②多様なニーズに対応 した就業支援

③セー フ テ イ ネ ッ ト の充実
66 ， 347 

人

1 ， 149 
1 ， 361 
1 18 

6 ，  

4 

4 ， 700 
1 7 ， 167 
21 ， 944 



経済 ・ 雇用帯生に新プ口 グ ラ ム 兵庫県 は 、 3 年 間 に 5 万人の雇用創出 を 日 指 し た 「 ひ ょ

う ご経済 ・ 雇 用 活性化 プロ グ ラ ム J が、 計画以上の実績 を i二 げて終了 し た 成 果 を ふ ま え 、

2005年度か ら 向 こ う 3 年 間 の プロ グ ラ ム を 策定 し た 。

経済 ・ 雇用対策の基盤 と し て新 し く 策定 し た の は 「 ひ ょ う ご経済 ・ 雇用 再生加速 プ ロ グ

ラ ム 」 。 兵庫 の も のづ く り の 強 み や 兵庫経済の持続的発展 を 図 る た め 、 「 チ ャ レ ン ジ ひ ょ う

ご、作戦」 と し て 7 項 目 を 施 策 の 戦略 目 標 に掲 げ た 。 7 項 目 は①新規事業 開発 ・ 創 出2 ， 000

件②企業の研究所誘致200件③地域産業 プ ラ ス ワ ン 2 ， 000件④中小企業資金供給 1 兆円⑤青

少年 ・ 若年 し ご と 体験 2 万人⑥就業力 ア ッ プ7 ， 000人⑦多様 ・ 生 き がい就業創 出 3 ， 000人。

5 . 神戸市、 2 万人雇用 を達成
神戸市 は2005年 9 月 、 2002年度か ら 4 年 間 で 2 万人の雇用創 出 目 標 を 、 7 カ 月 前倒 し と

な る 8 月 末 で達成 し た と 発表 し た 。 2005年度 に 入 っ て か ら は ま だ2 ， 285人 で 、 年度末 ま で

の 目 標6 ， 500人 に 向 け て の取 り 経み は続 け る O

8 月 末 ま で に 創 出 し た雇 用 数 は 計 2 万123人。 市 の 施策 に よ っ て 生 ま れ た 雇 用 数 を 積み

上 げて い る O 計画 を 上 回 っ た の は 「医療、 福祉、 環境 な とミ成長分野の 産業育成」 と 「商工

業や集客観光な とミの振興」 で 、 そ れぞれ7 ， 393人 (計画比 プ ラ ス 34 . 4% ) 、 6 ， 898人 ( I司6 . 1 % )  

の実績 を みせ た 。

「企業誘致J と 「神戸空港や 臨空型産業の集積J は ま だ計画 を 下 回 っ て お り 、 そ れぞれ

5 ， 683人 (計画比マ イ ナ ス 5 . 3% ) 、 149人 ( 同92 . 5 % ) に と ど ま っ て い る O

6 . 県内小企業の人減 ら し限界
兵庫県 内 の小規模企業 に 「 入手不足感」 が広 が っ て い る O 国民生活金融公産神戸支出が

ま と め た 2005年雇用動向調査で、 わ か っ た 。 従業員 が 「不足 し て い る 」 と 答 え た企業の割合

が、 2001年以降、 初 め て 「過剰j と し た割合 を 上 回 っ た 。 間支f苫 は 「景気回復 と い う よ り

は 、 こ れ ま での 人員 削 減が限界 に き て い る た め だ ろ う j と み て い る O

従業員30人未満の企業380社 を 対象 に 、 9 月 に調査 を 実施。 回答は303社。 回 答率79 . 7 % 。

「入手不足」 と 答 え た 企業 は22% 。 デー タ が確認で き る 2001年以降で最 も i完 く 、 「過剰」

の14% を 大 き く 上回 っ た 。 業種別 で み る と 、 飲食業、 建設業、 卸売業の不足感が高 か っ た 。

こ の た め 、 採用 に踏み切 る 企業が続出 。 過去 1 年 間 の採用 者数は、 2004年 よ り 多い計298

人。 離職者数 をお人上 回 っ た。

入手の不足分 を 非正社員 で補 う 傾 向 が強 ま っ て い る の が実情。 採用 者の う ち パ ー ト や ア

ル バ イ ト 、 派遣社員 な ど は62% (前年55 % ) 、 正社員 は30% ( 同38% ) 0 I パ ー ト を 減 ら し て 、

年金や健康保険料 を 負 担 し な く て い い 派遣社員 に切 り 替 え る 動 き が 目 立 つJ (県内労組)

と の指摘 も あ る O

今後 1 年 間 の採用 に つ い て 、 「増 やすJ と 答え た の は 13% に と ど ま り 、 80 % が 「現状維持」 、
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7 % が 「減 ら すJ だ、 っ た 。 同支屈は 「収益が改善 し て い る 大企業 と 違い 、 小規模企業 は依

然厳 し く 、 調査で も 4 割が人件費削減 を 課題 に 挙 げて い る O 入手 は足 り な い が、 増 やす余

裕がな い会社 も 多 い 」 と 話す 。

7 .  2005年春の採用、 増加か
神戸新聞社が2004年 5 月 に ま と め た 兵庫 県 内 の 主要企業148社 (事業所含 む ) の2005年

春の新卒者採用調査は 、 総数が2004年春の実績 を 13 . 2 % 上 回 っ た 。 前 年 に 続い て 2 年連続。

採用 を 「減 ら す」 と し た企業は10% 台前半で、 就職環境 の 関復傾向 を 示 し た 。

148社 の 来春採用 予 定 の 総数 は 推計 も 合め て 5 ， 630人。 学歴別 で み る と 大 学 が3 ， 978人

(2004年春比17 . 9% 増 ) 、 高専 、 専修学校 を 含む短大が537人 ( 同 9 . 4 % 増 ) 、 i高校 1 ， 1 15人 ( 同

0 . 7 % 増 ) 0 r大学卒」 の伸 び率が高 く 、 総数の伸 び を け ん 引 す る 格好 と な っ た 。 半面、 2003

年調査 で は 対前年比で約13 % 増 が見込 ま れて い た 「短大卒」 の 伸 び率が9 . 4 % に 鈍化。 「高

校卒」 の伸 び率 も 大 き く 縮小 し た 。

「採用 を 増 や す」 と し た46社 は 、 上場29社、 非上場17社 だ、 っ た 。 「減 ら すJ と し た 19杜

の 内訳 は 上場10社、 非上場 9 社 だ、 っ た 。

「増 や す」 企業 は 、 「業績が回復 し た の で業容 を 拡大す る J な ど を 理由 に 挙 げ る 企業が

多 い 。 「定年退職者の補充J r技能 を伝承す る た め」 と の 回答 も 目 立つ 。

「減 ら す」 企業 は 、 「将来 を 見越 し 、 最少人員 に 絞 る た め」 や 「 中 途採用 で賄 う 」 な ど

の 理 由 。

通年採用 の有無 に つ い て は 、 54社が、 春の新卒採用 と 通年採用 を 併 用 。 通年採用 の み を

検討 し て い る 企業 を 含め る と 59社 と な り 、 全体の40 % 近 く が時期 を 開 わ な い 採用 で、 即戦

力 を 補充す る こ と を 示 し た 。

8 . 県内の労組組織率最低の21%
兵庫県内 の 労働組合の推定組織率 は 、 2004年 に 21 . 3 % 0  3 年連続で過去最低 を 更新 し た

こ と が、 県の 「労働問題基礎調査J (2004年 6 月 ) で わ か っ た 。

労組数は 、 2 ， 434組合で、 前年 に 比べ て 36組合の減。 1999年か ら 6 年連続で、 マ イ ナ ス O

組織率 は21 . 3 % (全国平均19 . 2 % ) と 、 前年比 I 引 の 減 と な っ た 。

一方、 組合員 数 は 、 42万4 ， 847人で前年 に 比べ4 . 5 % 減。 1995年以降、 10年連続の減少 だ、 っ

た 。 特 に 製造業で 、 組合員 数 と 労組数の 減少が大 き く 、 県労政福祉課は r 1) ス ト ラ で従業

員 や事業所 を 削 減 し たJ と み て い る O

組合員 に 占 め る パ ー ト 労働者の比率 は4 . 2% で、 前年 よ り o . 減 っ た が、 そ の後、 増加

傾向が続い て い る 。
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9 . 常用雇用 を派遣、 請負に シ フ ト
兵産県 内 の企業がパ ー ト 採用 を 減 ら し 、 常用雇用 を 増 や し て い る こ と が、 日 本銀行神戸

支屈 の 県 内雇 用 分析で 明 ら か に な っ た。

2005年 8 月 の 発表で、 県 内企業やハ ロ ー ワ ー ク の 聞 き 取 り 調査 な ど を 碁 に ま と め た 。 調

査 に よ る と 、 常用雇用 が増 え て い る と い っ て も 、 正社員 だ け で な く 、 企業の社会保険料負

担な どの少 な い 派遣社員 や請負労働者 も 含 ま れ、 同支屈 は 「数字上 は雇用 情勢は改善 し て

い る が、 企業の採用姿勢は依然慎重」 と し て い る O

新卒者の採用 予 定 は 、 2006年 ま で 3 年連続で増加。 団塊世代 の大量定年 を 拒 え て い る こ

と に加 え 、 「工場の稼働率が上昇 し て い る J 1出届攻勢の強イヒ」 な ど を 理由 に挙げた。

一方、 パ ー ト 採用 が新規求人 に 占 め る よ七率 (臨時、 季節労働 含 む ) は 、 2003年度の10 . 2%

が、 2004年度 は4 . 4% に 減少。 常用雇用 は 、 16 . 9% か ら 19 . 5% に増 え た。

ハ ロ ー ワ ー ク で は 「雇用期 聞 を 弾力 的 に調整で き る 請負 に 求人 を 切 り 換 え る 企業が 目 立

つ」 と い う O

10 . 女性管理職 「ゼロJ 、 調査企業の57%
女性の管理職登用 率 は 上が っ て い る が、 「 ゼ ロ 」 の企業が ま だ半数以上 こ ん な 結果が、

兵庫県 内 の 女性経営者や管理職でつ く る 「女性産業人懇話会 (VAL21) J が県経営者協会

加盟の企業 を 対象 に し た調査で、 わ か っ た 。 「 こ の 数年 で女性の活用 ・ 登用 が進 ん だ実感が

あ る j と し た企業は約 4 割。 同 会 は 、 こ の調査結果 を も と に働 く 女性へ の支援策 を 県 に提

言す る O

調査は 、 1997年、 200]年 に続 き 3 回 目 O 県内 に事業所 を 置 く 製造業76社、 非製造業82杜、

計158社が回答 し た 。

管理職 (課長以 ヒ) の 人数 を 正社 員 数で割 っ た 「登用 率」 は 、 女性0 . 09 、 男性が0 . 34で

4 倍近 い差 と な っ て い る O な かで も 部長 ク ラ ス は 、 男 性の登用 率が女性の 14倍 と 大 き な 開

き があ っ た 。

女性管現職が 「 ゼ ロ 」 の企業 は57% に 上 る が、 前 回調査の69% よ り は 減少。 女性の勤続

年数 は 、 110年以上」 が女性全体の38% を 占 め 、 前 々 回 の 27 % 、 前 回 の34% か ら 徐 々 に伸

びて い る O 女性の管理職 を 増 や す と い う 人事上の方針 を 持つ 企業 は 19% で 、 前 回調査 よ り

9 増加。 具体的 に実施 し て い る 施策 は 、 「男 女が同様の研修 ・ 教育 を 受 け ら れ る 環境 を

整 え る J 1育児休業 ・ 介護休業制度 を 活用 し や す い 環境 を 整 え る 」 な どが多か っ た 。 し か し 、

企業側 が 「登用促進の決め手J と 感 じ て い る 制度 は な い 現状が う かがえ る O

同 懇話会の代表は 「企業上層 部の男性の意識改革、 固 定観念 を 破 っ て い こ う と す る 「人

づ く り 』 は こ れか ら の課題J と 話 し て い る O

ま た 、 県への提言 は 、 県 自 身が企業 の モ デル と な る よ う な 取 り 組み を 進め る こ と や 、 県

内企業の ト ッ プへ の働 き か け な ど 4 項 臼 を 盛 り 込 む予定。
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1 1 . 労働椙談、 2 年連続減る
兵庫県が各県民局 な どで受け付 け た 2004年度の労働相談 は4 ， 035件 (前年度比13 . 8% 減)

で、 2 年連続 し て 減 っ た 。 景気回復 を 受 け 、 有効求人倍率の上昇や失業率の低下が続 い て

お り 、 県労政福祉課は 「雇用 環境 の改善傾向が反映 さ れた」 と 分析 し て い る O

相 談 は 、 2 ， 03 1人か ら 寄せ ら れ、 人数で は前年度比0 . 3% 減少。 件数は 1998年度か ら 5 年

連続で前年増が続い て い た だ け に 2 年連続の減少 は い い傾向 と み ら れる O

産業別 (人数ベ ー ス ) は 「卸 ・ 小売業、 飲食高等」 が491人で ト ッ プ。 「サ ー ピス 業J (331 

人) 、 「製造業J (260人) と 続 く 。 規模別 で は 、 従業員 数30人未満の企業が668人 と 全体の

3 割以上 を 占 め た 。

内容別 (件数ベ ー ス ) は 、 「賃金 ・ 退職金」 が901件 と 最 も 多 く 、 「解雇J (437件) 、 「就

業規則J (351件) 、 「労働保険J (333件) 、 「労働時間 ・ 休 日 ・ 休暇J (250件) 、 「職場の 人 間

関係J (202件) な ど。 「賃金 ・ 退職金」 は 7 年連続で最多 と な っ て お り 、 県労政福祉課は 「 サ ー

ピス 残業が依然多 い た め で は な い か」 と み て い る O

12 . 春の賃上げ前年上回 る
兵庫県 の 発表 に よ る と 、 県内企業の2005年春季賃上 げの 平均妥結額 は 、 4 ， 4 1 1 円 、 賃上

げ率1 . 57 % 0 7 年ぶ り に 前年 を 上 回 っ た去 年春の貰 上 げ を 額、 率 と も に さ ら に上 回 っ た 。

県労政福祉課は 「景気が回復基調 に な っ た 一つ の表れで、 は」 と し て い る O

調査は 、 県 内 の 主要25業種、 300社 ・ 事業所が対象。 6 月 30 日 ま で に労使交渉が妥結 し

たf企業の う ち 、 具体的 な 金額 を 把握で き た 193社 に つ い て ま と め た。

前年の賃上 げに 比べ妥結額で43円 、 賃上 げ率で0. 03計上 回 っ た 。 企業規模 別 で み る と 、

従業員 100 - 299人、 お よ び300 - 499人の企業で、 額、 率 と も に前年 を 下 回 っ て い る O

妥結額が最 も 高か っ た の は 、 従業員 1 ， 000人以上の企業で5 ， 311 円 。 産業別 で は 、 情報通

信業 の 6 ， 048丹 だ、 っ た 。 賃 上 げ率が最 高 だ、 っ た の は 300 - 499人、 お よ び500 - 999人の 企業

で1 . 74% 。 産業別 で は 、 電気 ・ 情報通信機器 ・ 電子部品 製造業の2 . 05% だ っ た 。

冬ボー ナ ス 、 2 年連続増

兵産県 の ま と め た県 内企業の2004年冬の ボ ー ナ ス は 、 景気回復傾向 を 受 け 平均57万4 ， 460

円 、 前年同期比4 . 46 % 増 と 、 2 年連続で前年 を 上 回 っ た 。 夏 の ボ ー ナ ス も 2 年連続ア ッ プ

で、 県 で は 「製造業 を 中心 に 業績が好調 だ、 っ た た め」 と み て い る O 対象 は 、 県 内 の主要25

業種 . 300社の う ち 、 年末 ま で に労使交渉が妥結 し 、 金額 を 明 ら か に し た248社。

プ ラ ス と な っ た の は 、 25業種の う ち 21業種。 プ ラ ス 幅 は 精密機器が最 も 大 き く 20 . 24 % 。

以下、 鉄錦16 . 25 % 、 金属製品11 . 66 % な ど と 続 く O 金融 ・ 保険、 情報通信、 医療 ・ 福祉 ・

教育 、 食料品の 4 業種は マ イ ナ ス と な っ た。

妥結額で最 も 高 か っ た の は 、 電気 ・ ガス ・ 水道の83万7 ， 750 円 。 鉄道 (81 万 1 ， 683 円 ) 、

食料品 (72万2 ， 149 円) が続い た 。
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は じ め に

復興都市計画事業 は 、 2005年 3 月 末 の 時点 で 、 一部の地医 を 除い で ほ ぼ完 了 し た 。

土地区画整理は 13地区 (組合施行 を 含 む ) 、 255 . 9ha の 広 大 な 面積で進 め ら れ、 仮換地

指定率が全体で96% に な り 、 新長 田 駅北地区 を 除け ば、 新 し い都市基盤づ く り は事実上終

了 し た 。

再開発事業 は 、 こ れ も 新長 田 駅南地区 を 除 け ば、 計画 さ れた ピ ル の すべ て が建設 さ れ、

入居者が決 ま り 、 新 し い 生活や業務が始 ま っ て い る O

行政 に よ る 事業で残 さ れた課題 は 、 新長 田駅南地区 の 、 建設計画 「約40棟」 の ピ ル の う

ち ま だ着 手で き て い な い 「約日撮」 の ピ ル を ど う す る か、 で あ る 。 「惑わ が つ き ま と っ て

い る の は 、 事業計画がい ま だ に 決定 し て い な い 区域があ る か ら だ。

神戸市は2004年12月 に 、 残 り の ピ ル建設 に つ い て は 「民間活力 を 導入 し な が ら 早期 に事

業 を 推進 し た い」 と し て 、 条件の整 っ た と こ ろ は 、 事業参入者 を 公募す る こ と に し た 。

た だ問 題 は 、 経済環境の変化 に も あ る 。 阪神 間や神戸市東部 の 六 甲 道駅南 の 再開発 ピ ル

の底錦入居契約率 は 100 % か そ れ に 近 い 数字 に な っ て い る が、 新長 田 駅南地 区 で は80 % 台

に と ど ま っ て い る 。 地元の ま ち づ く り 協議会の役員 は 「空 き 地 に ピルが建つ な ら 事業主は

市で も 民間 で も い い が、 景気低迷が続 く 中 、 い ま さ ら 民 間 が来 て く れる だ ろ う か」 と 話 し

て い る O

震災空地 も 長 田 区 に 多 い。 神戸市の調査で は2005年1 月 の 時点で、 同定資産税 な どが特

例 で軽減 さ れ る 空 き 地がが]227 ， 000m' 。 数 は 、 奈 良大学の謂べ で は2 ， 522 カ 所。 鮭車場 に な っ

た 宅地 も 含め る と 、 倒壊 し た家屋の宅地の25% が空 き 地や駐車場 に な っ て い る O

被災地 の ハ ー ド面の復興は完了 し た と 言 わ れて い る が、 新長田 駅の 北 も 南 も 、 10年過 ぎ

て も ま だ震災は続い て い る 。 巨大 な 規模の 医画整理や市街地再開発が適切 で、 あ っ た の か ど

う か、 検証 と 議論が続 け ら れて い る 。

復興 は都市計画事業の ほ か に住民の ま ち づ く り の力 に も 求 め ら れ た 。 100団体 を 超 え る

復興 ま ち づ く り 協議会が設立 さ れ、 従来 の 町内会、 自 治会 と は 別 の新 し い地域組織が活動

し た 。 復興10年 目 は こ れ ら の協議会が任務 を 終 え て解散 し 、 ま た別 の 地域 コ ミ ュ ニ テ イ 組

織 に 衣 替 え し て 再発足す る 年で あ っ た 。

長 田 区 の 野 田北部地区 で は 、 ま ち づ く り 協議会の活動 の 経験がベ ー ス に な っ て 、 地域の

福祉 ・ 環境 ・ に ぎ わ い を 担 っ て い く 「野田北ふ る さ と ネ ッ ト 」 が誕生 し た 。 地域の多様な

人た ち が、 ま ち を 「ふ る さ と 」 に 育 て よ う と い う 願い で ゆ る や か に結集 し て い る O

失 っ た も の は計 り 知 れ な い が、 同 じ ほ どた く さ ん の汗 と 涙で手 に 入 れ た 夢 と 知恵、 も あ っ

た 。 行政に お い て も 、 専 門家 に お い て も 、 ま た ボ ラ ン テ ィ ア や住民そ れぞれが、 こ の 10年

を ふ り 返 る と き 、 苦 い多 く の も の の 中 に 、 キ ラ 1) 、 光 る も の を 見 つ け る だ ろ う O
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復興都市計画事業の状況

1995年 3 月 17 日 に復興土地区画整理事業 と 復興市能地再開発事業が都市計画決定 さ れ て

10年経過 し た 。 区画整理事業で は 、 組合施行 を 含め た事業決定的地区の う ち 14地区で事業

が完 f し た 。 残 り 6 地区 の う ち 築地地区、 富島地区 は2005年 3 月 31 日 時 点 で 仮換地指定率

100% に 達 し て い る O 人 口 の 回毎 率 は 、 組合施行地 区 を 除い た 地 区 で、 平均96% に な っ た 。

(表 1 ) 復興土地区画整海事業の状況 (2005年 3 月 31 日 現在)

都千有名 地 区 名 施行者

手堅 南 市

六 甲 道 駅 西 市

松 ヰ; 市

神戸市
御 メ国並立 市

新長田 ・ 鷹取 市

面 積 都市計画 事業計画 仮換地指定
決定年月 決定年月 開始年月

第 1 地区 98/03 97/09 
16 . 7ha 95/03 第 2 地区 98/1 1 98/03 

第 3 地区 00/05 99/10 
西地区 96/11 96/03 19 . 7ha 95/03 北地灰; 97/02 96/1 1 

8 . 9ha 95/03 96/03 96/11 
東地区
96/li j 97/10 

10. 1ha 95/03 i -
西地区
9i/0l I 98/01 

新長田駅北地区 97101 96/07 

; 鷹取東第 2 地区 97/09 97/03 

工事着工
年 月

98/12 

96/12 。1/07 100% 

97/03 96% 
96/12 04/12 1∞% 

湊川町 1 ・ 2 了 日 総合 1. 5ha I 96/11 I 97105 I 97105 i 02/09 I 100% 

芦屋市

西宮市

尼崎市

神前町 2 丁目

芦 屋 西 部

芦 屋 中 央
丑々汁王、 7白て

西宮北口駅北東

築 地

組合 0 . 5ha 

公団 ・ 市 21 . Oha 

公凶 13 . 4ha 
市 10. 5ha 
市 31 . 2ha 
市 13 . 7ha 

北淡町 寄

型定13市
事地生

業
区
文
砧 I 町 20. 9ha 

土地区画室主
都市計画決 255 . 9ha 

※仮t奥地指定は終わっ たが、 工事は継続

95/03 

95/03 
95/03 
95/03 
95/07 
95/03 

96/12 97/09 
第 l 地区
98/05 99/08 

第 2 地反 98/03 98/03 
96/06 97/08 
96/02 I 96/1 1 
96/11 97/10 
95/12 97/02 
96/11 97/12 

仮換地
指定開始決定地区 20地区 20地区

97/09 00/12 1∞% 
99/08 03/05 100% 

99/03 05/02 100% 
97/08 02/05 1ω% 
97101 01110 100% 
97110 97% 
97/03 ※ l∞% 
98/01 ※ 100% 

工事着手 そ の他地区 99% 20地区 ; 全体平均 96% 
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再開発事業 は 、 15事業地区 の う ち 新長 田 駅南地区 の 7 事業地区 を 除い て すべ て 完了 し た。

再開発 ピ ル の癌舗、 住宅契約 率 は 、 神戸市東部、 阪神 関 で は 高 い が、 新長 田 駅南 地 区 で は

8 割台 に と ど ま っ て い る 。

1 . 土地区画整理事業
2001年度 に 亙雨整理事業が完了 し た の は 、 森南第 3 地区 、 松本地夜 、 御 菅西地区、 芦屋

(表 1 - 2 ) 復興市街地再開発事業の 動 き (2005年 3 月 31 B 現在 )

| 施行者

市六甲道駅南 2 種

; 神戸市 j

都市計画荷積 決定年月

5 . 9ha 95/03 

; 新長同駅南 市
2 種 ; 20 . 1ha 95/03 

西宮市 西宮北口駅 公団 3.3ha 95/03 北 東 2 1'重
宝塚釈前

2
市
種 I 0. 9ha i 95/03 第 2 工区

(花のみち )
宝塚市

売布神社駅前
公団
2稜

仁 川 駅 前 I ノム\ 巨山再
2 {重

市街地再開発
都市青iム隠決定地区

言1- 6 地区
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1 . 6ha 95/03 

1 . 6ha 95/03 

33. 4ha 

事業計画 管理処分
計画決定決定年月 年月

第 l 地区 97/03 96/03 
第 2 地i><: 00/03 98/08 
第 3 地区
97111 

第 4 地区 99/03 98/03 
第 l 地反
98110 

第 2 地区 98/0] 97/01 
第 Z - B地区
99/01 02/08 

ト一一一
第 2 -C地IK 01/12 。0/01
第 3 地区
97/10 98/08 

第 3 地区 [
(大橋 4 地区) 。0/03
99/10 

第 3 地区
(大僑 3 地区)
03111 
96/05 97/03 

96/03 96/12 

96/05 97/02 

97/06 98/03 

事業地区 管理15地区 処分決定決定地区 [ 14地区15地区

建築工事

98/1] 

97/05 

02/09 

01112 

99/01 

00/05 

98/03 

97/09 

97/08 

99/05 

工事着工
済

(08/03) 

(09/03) 

(09/03) 

(06/03) 

(10/03) 

(06/03) 

(09/03) 

01/03 
事業完了
00/09 

管理処分
決定率 計画決定率

0 . 7I0 . 7ha 0 .7I0 . 7ha 
=100% = 100% 
2 . 012 . 0ha 2 .012. 0ha 
100% ニ1ω%

. 5ha 1 . 5/1 . 5ha 
=100% =100% 
1 .  711 . 7ha 1 .  711 . 7% 
ニ100% 三二l∞%
8. 1/8 . 1ha 5 .8/8 . 1ha 
=100% ニ72%
0 . 9/1 . 2ha 0 .911 . 2ha 
=75% 一75%

=1∞% ニ40%
1 .  4/1 . 4ha 0 .8/1 . 4ha 
=100% =57% 
2.47/2 . 4ha I 1 . 5/2 . 4ha 
=100% I =63% 
0.8/0 . 8ha 1 0 . 8/0 . 8ha 
= 1∞% I =100 
1 .  211 . 2ha 。/1 . 2ha 
エ100% =0% 
3.3/3 . 3ha 3 .3/3 . 3ha 
二三100% =100% 
0 .9/0 . 9ha 0 .9/0 . 9ha 

事業完了 【 二=100%
99/11 1 .  6/1 . 6ha 6ha 

事業完了 =100% ' 1∞% 
03/03 1 .  6/1 . 6ha 6ha 

事業完了 =100% =100% 

33 . 1I33 . 4ha 25 . 1I33. 4ha 
エ99% =75% 



西部第 2 地区 の 4 地区。 遅れて い る 新長 田 駅北地区が仮換地指定率87% 、 鷹取第 2 地区が

89% 。 新長 田 駅北地区 は住宅、 商庖、 工場が混在 し て い て 、 土地利用 の調整 に 時 間がかか っ

て い る が、 2005年度 に は大 半の仮換地指定 を 終 え た い と し て い る 。

2 . 市街地再開発事業
再開発事業 は 1 5の事業地区 の う ち 西宮、 宝塚両市の 4 地区 で完了。 六 甲 道駅南地区 の 4

地 [2{ で も 公闘 な ど を 残 し て 建築工事は完了 し た 。

新長 田 駅南地区 で は 第 3 地区:大橋 3 地区 で管理処分計画が決定 さ れて い な い。 し た が っ

て 、 再 開 発 ピ ル の 建設計画棟数は 「約40棟」 と ア バ ウ ト に去 さ れて い る O 建築工事の完了

予定は、 第 2 C 地区 、 第 3 地区大橋 4 地区がそ れぞれ2006年 3 月 で も っ と も 早 く 、 他地

!ま は2008年か ら 2010年 と な っ て い る 。

こ う し た現状か ら 、 神戸市 は 、 分譲超高層 マ ン シ ョ ン 8 棟 を 建設す る 計画 を 、 す で に完

成 し て い る 3 棟 と 建設 中 の 1 棟、 未着工の l 棟の計 5 棟 に と どめ 、 残 り の 3 棟の建設 は 中

止 し た。 (神戸新聞2004年 7 月 21 日 )

ま た 、 「民間活力 を 生 か し た 特定建築者制度 も 活用 し て事業 を 進 め た い」 と 、 計画 さ れ

て い る 再開発 ピ ル の う ち 数棟 に つ い て民開業者 に 建設 を任せる 手法 も 検討 し て い る 。

3 . 土地区画整理事業地区の人口の推移
復興土地区画整理事業地区 の 住民 と 世帯 数 を 震 災前 と よじ較す る と 、 18地 区全体では 1995

年 1 月 1 日 時点での住民基本台帳の41 ， 077人、 18 ， 072世帯が、 2005年 2 月 末の 待点 (森具

地 包 は 2004年 6 月 末、 西宮北 口 駅北東地院 は2004年 9 月 末) で、 7 ， 685人少 な い33 ， 392人

に な っ て い た (表 1 - 3 ) 0 回復率 は 全体で81 . 3 % 。 世帯数は 、 1 8 ， 072世帯が2 ， 497世帯少

な い 15 ， 575 世帯で、 86 . 2 % だ っ た 。 (神戸新聞2005年 3 月 23 日 )

人 口 回 復率 が95% を 超 え て い る の は 、 新長 田 駅北 地 区 (99 . 7 % ) 、 芦 屋 西 部 第 2 地 区

(97 . 4 % ) 、 森南第 2 地区 (95 . 7 % ) 0 70% 未満 は 、 御 菅東地区 (42 . 0% ) 、 松本地区 (56 . 9 % ) 、

芦屋西部第 l 地区 (64 . 8% ) 、 御 菅 西地 区 (65 . 8% ) だ っ た 。

世帯数で は 、 100 % を 超 え て い る の が、 新長 田 駅北地区 (1 1 1 . 1 % ) 、 芦屋 中 央 地 区 (106 . 3% ) 、

森南第 3 地区 (100 . 9 % ) 、 富 島地区 (100 . 3% ) で あ っ た 。

新長 田 駅北地 区 で 1 11 %超 に な っ た の は 、 事業区域の J R 鷹取工場跡 に マ ン シ ョ ン が建

設 さ れ た た め。 他 の 地区 で は 人 口 は 屈復せず に 世帯数が増 え て い る O 高齢化 に よ る 家族数

の減少、 公営毎興住宅や単身者向 け マ ン シ ョ ン 建設 な ど に よ る も の と み ら れ る O

神戸新聞 は 「数字 の 背景 に あ る 現状」 と し て次の よ う に コ メ ン ト し て い る O

園北淡町 ・ 富島 2005年初 め に 地区 の 中 心 を 貫 く 県道の一部が幅15m に 広 が り 、 そ の 後

も 消 防団 の 器具庫 や信用 金庫支応 な どが完成 し た 。

ほ ぼ仮換地が終わ っ た 地区東側 で は新築 さ れた 民家が並ぶ。 地 元 の 男 性 は 「別
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(表 3 ) 復興土地区画整E軍事業地区の居住者数の変化

地区名
聞穣 (ha)

長 田 、 須磨区 19 . 7  

新長田駅北
長 田 、 須磨区 59 . 6  

芦屋 中央
芦原市 1 3 . 4  

森具
函宮 市 10 . 5  

合 計 253 . 9  

77 . 7  

3 . 698 

99 . 7  

647 
426 

65 . 8  

1 ， 225 
515 I 

4 2 . 0  

2 ， 367 
1 ， 347 

56 . 9  

1 ， 098 
84 0 

76 . 5  

4 ， 1 28 
3 ， 044 

73 . 7  

1 ， 390 
1 ， 242 

89 . 4  

1 ， 001 
958 

1 ， 630 
1 ， 056 

64 . 8  

1 ， 590 
1 ， 548 
97 . '1 

1 ， 782 
1 ， 676 
94 . 1  

1 ， 828 
1 ， 475 

80 . 7  

4 ， 054 
3 ， 539 

87 . 3  

2 ， 440 
1 ， 800 
73 . 8  

1 ， 670 
1 ， 455 

87 . 1  

4 1 ， 077 

1 00 %  
200 1 年 2 月

89% 

1 1 1 .  

301 
234 

77 . 7  

554 
24 2 

43 . 7  

1 ， 206 100 %  
662 2001 年 1 2 月

54 . 9  

494 100% 
439 2001年7月

88 . 9  

1 ， 810 96% 
1 ， 487 

82 . 1  

637 100% 
585 2003 年 2 月

9 1 . 8  

513  100% 
417  2003 年 2 月 ;

81 . 3  

351 100% 
354 2005年 3 月

9 

759 100% 
490 2003年 5 月

98 . 8  

100% 
811 2002年 5 月

106 . 3  

100% 
653 200 1 年 1 0 月

78 . 7  

1 ， 635 
1 ， 520 

93 . 0  

1 ， 040 
800 

76 . 9  

602 99% 
604 

100 . 3  

1 8 ， 072 I 96% 
1 5 ， 575 

j主 : 人口 、 阪:帯数の下段の数は、 「森J:ld (土2004年6月 末、 「西宮北口駅北東」 は2∞4年9 月 末現在 (衿戸新
間2005年 3 月 23 日 の表 を基に作成)

500 第八章 @ 都市計画 - ま ち づ く り



荘地の よ う に き れい に な っ た。 過疎 と 高齢化で、 歩 い て い る 人 は ほ と ん どい な

い け れ ど」 と 複雑 な 表情 を 浮かべ た 。

闇芦屋市 中 央 地 区 は 市 内 の ほ かの 2 地区 よ り 事業完了が早か っ た分、 人 口 回復率 は 高 い 。

ま ち づ く り 協議会 も す で に 解散 し た 。 し か し東半分で新商舗の 進出 が相次 ぎ、

商屈連盟の結成 に 向 け た動 き があ る 一方 、 西半分 で は庖舗数が減る な ど、 地 毘

内 で復興の差が浮 き 彫 り に な っ て い る O

西部第 1 地 区 で は 、 宅地減な どの影響で人口 回復率 は65% に と ど ま り 、 反対

に 商部第 2 地区 で は マ ン シ ョ ン の建設が相次 ぎ、 元 の 人 口 を ほ ぼ取 り 戻 し た 。

姐 神戸 ・ 御菅東 ニ ュ ー タ ウ ン の よ う に 、 幅広 い 道路が整備 さ れ、 真新 し い住宅が並ぶ。

事業 は 2 年前 に完了 し た が、 人 口 の 回毎率 は42% に と ど ま り 、 住民の高齢化 も

進 む 。 空 き 地の 中 に は事業で買 収 さ れ た市有地 も 目 立 ち 、 御 菅 三 ・ 四地区復興

対策協議会 は2004年 に市 に有効利 用 を 促す要望書 を 提 出 し た 。

4 . 甫街地再開発ピルの住宅 ・ 脂舗契約率
再開発 ピ ル の住宅契約率 は 、 新長 田 駅南地 区 を 除い て 100% に 達 し て い る O 庖舗契約率

は仁川 駅前地区、 宝塚駅前 第 2 工区が100% 。 他の 六 甲 道駅南地区、 西宮北 口 駅前北東地区、

売布神社駅前 で も 96%以上の契約率 に な っ て い る O

新長 田駅南地亙 で は 、 住宅契約率 は91 . 6 % 、 )苫舗契約率 は 区 画ベ ー ス で82 . 8% 、 床面積

ベ ー ス は86 . 6 % で 、 空 き 区画が多 く 見 ら れ る O

(表 1 - 4 )  

新長田駅南

復興市街地再開発地区の入居状況

神戸市 1 20 . 1 ha I 約2 ， 7101:童、円 |

神戸市 5 . 9ha I 9011:室、円 !

住者E公団 I 3 . 3ha 7251:意円 [

住都公団 l . 6ha I 239億円 ;

宝塚市 I 0 . 9ha 135億円

20{来
約40t東

14t東
141'東
2 棟
2 棟
2 t東
z t東
2 棟
z t東

4 ， 600人
1 ， 600tを帯 9 1 . 6% I 82 . 8% I 86 . 6% 

1 ， 400人
660世帯 I 100% I 99 . 1% I 98 . 8% 
700人 100% I 98 . 6% I 9臼 . 7%280世帯
89人 100% I 100% I 100% 36世帯
86人

28t仕片川 1 00% I 100% I 100% 

注 : 伎都公毘は波 ・ 都市再生機構(神戸新聞2005年 3 月 23 日 の表を基に作成)
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第二龍 神戸市の都市計画事業 @ ま ち づ く り

神戸市 内 で行 わ れて い る 震災復興都市計画事業の う ち 土地区画整理事業 は 、 事業計画決

定地区 (組合路行 2 地区 を 含む ) 13地区 の う ち 10地区で事業が完了 し た 。 全体の仮換地指

定率 は2005年 4 月 1 日 時点で93 % に な り 、 前年 よ り 2 % 増 え た 。 仮換地指定率が87 % の 新

長 田 駅北地区 は 、 工場、 崩官、 住宅な どの用途指定 を め ぐ っ て 進行が遅れ て い る O

市街地再開発事業 は 、 六 甲道駅南地区の 4 地区で公園 な ど を 残 し て建築工事 は完了 し た。

新 長 田 駅南 地 区 で は 、 「約40棟」 の 再 開 発 ピ ル の 建設計画の う ち 、 2005年 3 月 末で20棟が

完成、 3 棟が建設 中 。 市 は 、 震災前の 水準 を 上 回 る 住宅約1 ， 800戸 と 蕗業床計47 ， 000m'が

確保で き る た め 、 「最低限の復興の メ ド がた っ た」 と し て 、 残 り の ピ ル建設 に つ い て は民

間企業の 参入 を 認 め 、 公募 し て ノ ウ ハ ウ の導入 を 図 る こ と に し た 。

上 西須磨の道路事業
須磨区 の 旧市街地 は 、 隣接の 長 田 区 と 同程疫の震災被害があ っ た が、 神戸市 は土地区画

整理事業 に 替 え て 、 戦災復興事業 な どですで に計顕決定 し て い た 3 本 の都市計画道路の事

業化 を 決定 し た 。 こ の う ち 高 架 4 車線の須磨多 聞線は住民の反対運動で用 地 買 収の段階に

と ど ま っ て い る O

1 ) 遊歩道に暫定利用 を 喜要望

神戸市が西須磨地区で予定 し て い る 都市計画道路で 、 住民の反対が強 い 高 架 4 車線の須

磨多 間報 に つ い て 、 地元の桜木ßlT 自 治会は2004年 5 月 18 日 、 建設用 地 を 公園遊歩道 と し て

暫定整備す る よ う 、 市長 に 要望 書 を 提 出 し た 。 道路予定地 は 8 割以上が買 収済みで、 フ ェ

ン ス に 囲 ま れた 広 大 な さ ら 地 に な っ て い る O

要望書 は 「道路建設は 環境悪化 を も た ら す。 絶対 に認め ら れ な いが、 解 決 に は相 当 の 時

間 を 要す る J í雑草 の 帝 に 町 内 が分断 さ れ、 荒廃 し た 景観が続 く こ と は本意 で な い」 と し 、

買収済み の 用 地 を 暫定的 に 妨災機能 の あ る 公園 や遊歩道 に す る よ う 求め て い る O

2 ) 微少粒子測定で合意

西須磨 地 区 で の都市計画道路延伸 ・ 拡幅問題 を め ぐ り 、 西須磨地区住民が 申 し立て て い

た公害紛争調停で、 神戸市 は2005年度 に デ ィ ー ゼル車の排ガス な ど に含 ま れ る 微少粒子状

物質 (PM2 . 5) に つ い て 、 西須露地区約 2 krrrの 6 カ 所で集中調査 を す る こ と を 決め 、 2004

年11 月 30 日 に調停団 と の確認書 に調印 し た 。 PM2 . 5 は 、 道路公害 に よ る 鰭康被害 の “ 主犯"

と さ れ、 環境省 も 環境基準策定 に 向 け 国 内17 カ 所で調査 し て い る が、 先行す る 形で綿密 な

地区調査が行 わ れ る の は全 国 で初 め てO
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西須磨地区 は 、 阪神高速道路 と 国道 2 号、 !日市街地 と 新市街地 と を 結ぶ須磨多聞線 に 囲

ま れた 地 区 で、 震災直後 に復興事業の一環 と し て 地 区 内 に市道 中 央幹線の 拡幅や須磨多 間

線の延伸 な どの事業が認可 さ れた 。

住民は 「大気汚染が よ り 悪化す る J と 、 1997年12月 に公害紛争調停 を 申 請。 市 は調停団

と の協議で、2001年 度 に 地 区 の 大気汚染 を 調査。 浮遊粒子状物責 (SPM) が西須磨小学校な

ど 3 カ 所 で 環境基準 を 上 回 っ た 。 こ の た め 住民側 は PM2 . 5 の 調査 を 要請 し 、 市 は 測 定方

法がほ ぼ確立 し た こ と な どか ら 調査 に 踏み切 る こ と に し た 。 実際の道路事業 に か ら んで集

中 的 な 調査が行わ れ る の は 過去 に例がな い 。

調査は2005年 4 月 か ら 実施。 西須磨小学校で は24時 間体制 で 1 年 間 、 残 り の 5 カ 所 で は

季節 ご と に 2 週 間 ずつ 測定す る O 市 は 米 国 の PM2 . 5の 環境基準 を 参考 に す る O

2 . 新長酪駅南地区の再開発
復興市街地再開発事業 を 中心 に し た新長田 駅南端医 は 、 再 開 発 ピ ル予定数 「約40棟」 に

対 し て 、 2005年 3 月 末 の 時点 で 、 完成済み20棟、 工事中 3 棟、 着工 1 棟 に な っ て い る O 完

成予定は 、 最 も 浬れ る の が2010年 3 月 と さ れて い る O

完成 し た ピ ル で も 、 住宅や庖舗の入居契約率 は 、 六 甲 道駅南地区や西宮 、 宝塚市の再開

発 ピル で は住宅が100% 、 自舗が98% か ら 100% に な っ て い る の に対 し て 、 新長田駅南地区

で は住宅で92 % 、 庖舗で83 % に と ど ま っ て い る O

事業の 遅れや入居契約率の低迷 は 、 事業規模が国 内 最大級で あ る こ と 、 被 災 に よ る 人 口

減少が大 き か っ た こ と 、 超高層 ピ ル計画で建設が長期 に わ た り 早期復旧 を 望 む被災者の 希

に合わ な か っ た こ と 、 大阪閤 の経済力 の 進 出 が神戸市東部 ま でで と ど ま っ た こ と な どの

問題が指摘 さ れて お り 、 再開発 と い う 枠組みが時代 に そ ぐ わ な い の で は な い か と い う 問題

提起 も 行 わ れて い る O

こ う し た こ と か ら 神戸市 は20例 年12月 に 、 残 り の ピル の建設 を 「民間活力 を 生 か し た特

定建築者制度 も 活用 し て事業 を 進め た い」 と 民間業者 に建設 を 任せ る 手法 も 導入 し た 。

(表 2 1 ) 新長田 駅南地区再開発の概況 (2005年3月 1 5 日 現在)

荷

(兵庫県土整備部市街地整備課)
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1 ) 若松 3 の事業計聞が決定

2005年 1 月 27 日 、 新長 田 駅南地i玄市僻地再 開発事業の 若松 3 の7 ， 500m2 の事業計画 が決

定 し た 。 こ の 地 区 で事業計画が策定 さ れて い な い の は若松 7 の2 ， 200m2 だ け と な っ た 。

事業計画が決 ま っ た の は 、 JR 新長 田 駅の 南側 で 、 ビ フ レ新長 田 の東隣。 1 、 2 階が高

業施設で 3 � 8 階がオ フ ィ ス に な る 複合 ピ ル 、 1 、 2 階 に商業施設が入 る 14階建て の マ ン

シ ョ ン 、 1 階 に 商業施設が入 る 6 階建て マ ン シ ョ ン の 3 棟 を 建て る 計画。 事業費 は85億円 。

着工時期 は 未定。

2 ) ホ テ ル建設先送 り

神戸市 は新長 田 駅南再開発地区 に 計画 し て い た ピ ジ ネ ス ホ テ ル建設 を 先送 り す る こ と に

し た 。 都心か ら 離れ た 地 区で の ホ テ ル需要が未知数で、 宿泊客の見通 し が立 た な い た め 。

当 初 の 計 画 で は 、 大橋 5 工 区 に 延べ床面積 3 万m2の再開発 ピ ル を 建設 し 、 キ ー テ ン ト と

し て ピ ジ ネ ス ホ テ ルが入 る 予定で、 1999年 1 月 に事業計画 を 決定 し て い た 。

市 は 、 建設予定地 を よ り 駅 に 近 い 若松 5 工区 に 変更 し 、 民間企業 に よ る ホ テ ル建設 を 計

画す る と し て い る が、 具体的 な見通 し は 立 っ て お ら ず、 ホ テ ル計画 は 立 ち 消 え に な る 可能

性 も あ る o ( 日 経新聞2004年 4 月 9 日 )

3 ) 神戸市、 マ ン シ ョ ン 開発か ら 撤退

神戸市 は新長 田 駅南地区市街地再開発事業で分譲超高層 マ ン シ ョ ン 8 棟 を 建設す る 計画

だ、 っ た が、 す で に 完成 し て い る 3 棟 と 建設 中 の 1 棟、 未着工の l 棟の計 5 棟 に と どめ 、 残

り の 3 棟 の 建設 は 中止す る こ と に し た 。

計両断念の主 因 は き び し い住宅販売事情。 市が新長 田 駅南地区で2002年度 ま で に分譲 し

た663戸 は 約 1 割が売れ残 り 、 2003年度以 持 に分譲 し た マ ン シ ョ ン も 売れ残 り が多 い 。 地

元マ ン シ ョ ン 会社 は 「広域か ら 長 田 に顧客 を 集め る の は む つ か し い」 と 住宅販売事情 を 説

明す る O そ こ へ市がマ ン シ ョ ン を 大量 に 売 り 出 し て 自 ら 供給過多 を 招 い た 格好 だ。

新長 田 駅南地区の供給戸数3 ， 000戸の住宅 と 商業施設整備 を 主体 に し た総事業費2 ， 710億

円 の う ち 、 2002年定 ま で に 用 地購入 な ど1 ， 038億 円 を 投 じ た。 国 な どの補助金596億円 と 分

譲収入 (推計) を 合わせて も 収入 は750億円程度で、 2002年度末で差 し 引 き 250億円程度の

赤字 に な っ た も よ う だ。 ( 日 経新聞2004年 7 月 21 E3 )  

4 ) 新長田公闘が完成

再開発地 匿 内 の 大若地 区 の 大橋 町 3 丁 目 に 、 JR 新長 田駅南の再開発地 区 で は初 め て の

公園 と な る 「事rr長 田公屈」 が完成 し 、 2004年10月 17 日 に公 園 聞 き の式典が行 わ れ た 。 広 さ

1 ， 500m' o ワ ー ク シ ョ ッ プで 出 さ れ た 意見か ら 、 イ ベ ン ト や ス ポ ー ツ に利用 で き る よ う オ ー

プ ン ス ペ ー ス を 広 く 取 り 、 「緑が多 く 、 災害時 に も 機能 す る よ う に」 と サ ク ラ や ケ ヤ キ な
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ど約20本が植樹 さ れ、 地下 に は貯水量60 t の 耐震性防火貯水槽が設置 さ れた 。 公園の管理

は 「美緑花ボ ラ ン テ ィ ア」 と 名 づけ た 管理 グ ル ー プがあ た る o (産経新開2004年10月 16 日 )

5 )  r ア ス タ プラ ザ ウ エ ス ト J が開業

2004年11 月 四 日 、 若松町 6 に建設 中 の 「 ア ス タ プ ラ ザ ウ エ ス ト J の 商 業 ス ペ ー ス が、 周

辺の仮庖舗で営業 し て い た24 の 庖舗 ・ 医院 と 、 新 た に 1 1 の届舗が加 わ っ て 開業 し た。

「 ア ス タ プ ラ ザ ウ エ ス ト 」 は事rr長 田 駅南地区 市街地再開発事業の 1 9棟 日 の ピル。 地下 1

階、 地上26階。 6 階以 上が126戸の住宅で、 全館オ ー プ ン は2005年 3 月 O

6 ) 再開発 ピル数棟の建設を 民間公募へ

神戸市都市計画総局 は 2004年12月 1 呂 、 市議会決算特別委員 会で、 JR 新 長 田 駅南 地 区

の 市街地再開発事業 に つ い て 「民間活力 を 生 か し た特定建築者制度 を 活用 し て事業 を 進 め

た い」 と 、 計調 さ れて い る 再開発 ピル の う ち 数棟 に つ い て 民 開業者 に建設 を 任せ る 方針 を

[見 ら か に し た 。

計画全体の41棟の う ち 、 こ れ ま で に 完成 し た 18棟 と 建設 中 の 5 棟 で、震災前 の水準 を 上 回

る 住宅約1 ， 800戸 と 鵡業床計47 ， 000m2が確保で、 き る た め 、 「最低恨の復興の メ ドがた っ た」

と し て 、 残 る 18棟 に つ い て民 間 の ノ ウ ハ ウ の導入 を 関 る こ と に し た 。

市 は2005年度か ら 、 地権者の少 な い 区域の数棟 に つ い て業者 を 公募 し 、 土地 を売却。 地

域住民 と 協議 し た う え で 、 事業計画 に業者の提案 を 反映す る な ど、 地域の に ぎ わ いづ く り

に つ な げる O

市再開発課は 「地権者の 多 い 区域な ど は市が責告 を 持 っ て建て る が、 で き る だ け民需の

力 を 取 り 入 れ、 活力 あ る 荷部副都心 と し て整備 し た い」 と し て い る o (読売新聞2004年12月 1

日 、 朝 日 新聞2004年12月 2 日 )

完成、 建設 中 の23棟の事業費 は2004年 3 月 末で計約 1 ， 400億 円 に の ぼる 。 市再開発課 は 「事

業 費 の 残額 は 約 1 ， 300億 円 あ る O 最低限の復興の メ ドがた っ た 以 仁、 財政的余裕が な い 市

が 自 ら 新規著工す る 意味合い は 薄 れた」 と 説明 し て い る O

特定建築者制度 に よ っ て 資金調達や 建設 を 民間 に任せる が、 ピ ル の廊下 や エ レ ベ ー タ ー

な ど共用部分 に は 、 国 と 市 が4割ずつ補助 す る o 2005年 中 に土地の代金 な ど詳細 を 詰 め 、

募集 を 始 め た い と し て い る O

「久二塚震災復興 ま ち づ く り 協議会」 の 稲 岡 貞治会長 は 「再開発 は 時 聞 がか か り す ぎ た 。

き 地 に ピ ル が建つ な ら 事業 主 は 市 で も 民 間 で も い い が、 景気低迷が続 く 中 、 い ま さ ら 民

間が米 て く れ る だ ろ う か」 と 話 し て い る o (朝 日 新聞2004年11月 初 日 )

7 )  8 割が 「再開発の規模 を 縮小すベ‘ き 」

JR 新長 田 駅南 地 Pく の 市街地再開 発 ピ ル の 8 割 以 上 の J;5舗経営者が 「再開発の事業規模

第八:章 @ 者rS rh言[ 1商 ま ち づ く り 505 



を 縮小すべ き 」 と 考 え て い る こ と が、 近畿大学理工学部の安藤元夫教授 の 調 査 で、分か つ た 。

事業への不安 に つ い て は 、 「底舗床が埋 ま ら な いJ r地区の商業が衰退j な ど を あ げる 回答

が 目 立 ち 、 大規模 な 再開発事業 に対す る 抵抗感が強 ま っ て い る よ う だ。

調査は2004年12 月 、 再開発 ピ ルへ の 入居権利者で屈舗 を 経営す る 約130人 を 対象 に 、 経

営実態や再開発事業への期待 を 開 く ア ン ケ ー ト 形式で実施。 屈答率 は83 % 。

再開発事業の今後 に つ い て 、 「現状の ま ま 進 め る 」 と 答 え た の は 14 % で、 2002年 に行 っ

た 同様の調査に比べて10ポ イ ン ト 減少 し た 。

「地区全体の 庖舗面積 を 少 な く す る J r超高麗 か ら 中 層 主体 に 」 な ど、 現行 の枠内で縮

小 を 求め る 回答が35% だ っ た ほ か、 「低層住宅の街区 も 設 け る J r未着工 の 工 院 は再開発地

区 か ら 外すJ な ど根本的 な 見 直 し を 求め る 意見が半数 を 超 え た (表 2 - 2 )  0 

再開発 ピ ル に 移 っ て か ら の営業状態 に つ い て は 、 「何 と かや れて い る J と の 回答が も っ

と も 多 い 40% で、 前 回 調査 よ り 17 ポ イ ン ト 増加。 し か し 半数以上 は 「苦 し いJ r 問 庖 ・ 廃

業 を 考 え て い る 」 と 答 え 、 深刻 な 状況 を 浮 き 彫 り に し た (表 2 3 ) 。

再 開発事業への不安 (複数回答) で は 、 「庖舗床が埋 ま ら な い」 が49% で ト ッ プ。 ほ か に 、

「集客力があ る 庖舗が入 ら な いJ r昔の活気が失 わ れ る J と い っ た 回答が上位 を 点 め た 。

再開発 ピ ル の癌舗床全366区画での空 き 庖舗率は24% で、 安藤教授 は 「時 間 が経過 し て い

な い の に高す ぎ る 数字」 と 指摘。 「調査結果か ら 経営者の多 く が計画 に不満 を抱 い て い る こ

と が分か る O 行政は地元の意向 に 耳 を 傾け る べ き j と し て い る o (神戸新聞2005年 1 月 15 日 )

(表 2 - 2 )  事業の今後 に つ い て (% )  

く する
日一
幻一
一は一
お一
日
一
日

(表 2 - 3 )  庖線経営者の営業状況 (% )  

て い

震災 8 年

震災10年 1 . 9 
5 . 2  
3 . 8  26 . 4  22 . 6  

1 . 9  
5 . 7  

8 ) に ぎわ い づ く り

〔 げん き の郷NAGATA)

神戸市が事業提案 を 公募 し て い た 南駒栄町の大阪 ガ ス 神戸製造所跡地 (25 ， 000m2 ) の 集
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客施設 に 、 株式会社 「 ホ ー ム セ ン タ ー ア グ ロ 」 の 提案が選 ばれ、 「 げ ん き の 郷 ( さ と )

NAGATAj と し て 2004年 4 月 1 日 、 売 り 場延べ面積14 ， 300m2 の ホ ー ム セ ン タ ー と イ ベ ン

ト 広場 な ど計画施設の 官日がオ ー プ ン し た 。 天然温泉の温浴施設や飲食屈 舗 な どは2005年

3 月 に 完成 し た。

集客施設の基本 コ ン セ プ ト は 、 ①震災援興途 上 に あ る 周 辺地域の い っ そ う の復興促進、

②新た な 地域の騒カ の 創 出 、 ③地元 中小企業 と の協調や連帯 に留意 し た に ぎ わ う 場づ く り

ど。 土地は15年罷の事業用地定期借地方式 を採用 し た。

〔 よ し も と 新長田寄蒔が ス タ ー ト 〕

JR 新長 田 駅南 地 区 の市信地再開発 ピ ル に つ く ら れ た ラ イ ブハ ウ ス rSITE KOBEj で 、

落語家の桂三枝 さ んが プ ロ デユ ー ス す る 「 よ し も と 新長 田 寄席J が2004年 4 月 14 日 か ら ス

タ ー ト し た。 こ の寄席 は 、 神戸市が吉本興業 に復興 ま ち づ く り と 下町の大衆文化の復活へ

の 協力 を 依頼 し 、 県 な どが主催 し て被災地 を 巡田す る 「 ひ ょ う ご寄席J で 司 会 を 務 め て い

る 三枝 さ ん が企画 を 引 き 受け た。 寄席は毎月 1 回 開 か れ る 予定。

〔六間道商庖街ア ー ケ ー ド麗て 替 え 〕

新長 田 地 区 の南端 に あ る 六 間道商庖街の西側 の ア ー ケ ー ドが建て 替 え ら れ、 2004年 6 月

26 日 に 記念式典が行 わ れ た 。 六 間 道商rn荷は大正 中 期 に 駒 ヶ 林のj巷 と 兵)東 区 南部 を つ な ぐ

街道のi萄庖街 と し て 生 ま れ、 「丙の新開地」 と 呼ばれる ほ どの に ぎ わ い を 見せ て い た が、

周 辺 に 商業施設が進出 し て き た1970年代か ら 低迷 し 、 さ ら に 大震災前 に43軒 あ っ た届舗 は

震災後25軒 に 減 っ た 。

2003年 夏 に 、 に ぎ わ い 回復 の き っ か け に し た い と ア ー ケ ー ド の建 て 替 え に 着工、 国 や 県

の 助 成 を 受 け て 総事業費 1 億3 ， 000万 円 で長 さ 110m の 、 太 陽光 を 取 り 入 れ る デザ イ ン の

ア ー ケ ー ド を 完成 さ せた 。

〔大正ウ ィ ー ク 復活 〕

大正筋商庖街で震災後中 断 し て い た 「大正 ウ ィ ー ク J が2004年10月 31 日 、 10年ぶ り に護

活 し た 。 大正筋商自衛は大正時代 に原型がで き 、 30年 ほ ど前か ら に ぎ わ いづ く り に 「大正

ウ ィ ー ク J が行 わ れ て い た 。 「 ウ ィ ー ク 」 の 目 玉 の 「大正パ レ ー ドJ で は 、 商f占主や地域

住民がス テ ッ キ を 持 っ た紳士や ド レ ス 姿の貴婦人、 ハ カ マ姿の女学生 に ふ ん し 、 ジ ャ ズ の

リ ズ ム に 合 わ せ て 、 再建 さ れた ア ー ケ ー ド の 下 を 練 り 歩 い た 。

〔琉球 ワ ー ル ド沖縄宝島がオ ー プン 〕

JR 新長 田 駅南 地 区 の 大橋町 6 、 市街地再 開発 ピ ル 「 ア ス タ プ ラ ザ ウ エ ス ト j (26階建)

の し 2 階 に 全国最大級の 沖縄物産館 「琉球 ワ ー ル ド 沖縄宝島」 が2004年1 1 月 四 日 に 開府
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し た 。 沖縄物産展 を 全 同 で展 開 す る 沖縄物産企業連合会 (那覇市) が神戸市の 誘致 を 受 け

て 出 屈 し た。 約2 ， 500m2の屈 内 に は 沖縄県内 の業者約100社の ブー ス があ り 、 島 と う ふ や ド

ラ ゴ ン ブ ル ー ツ な ど沖縄の食材が並べ ら れ、 ゴー ヤ チ ャ ン ブル ー や沖縄そ ばが食べ ら れ る

飲食屈 も あ る o 2 階 に は琉球ガ ラ ス な ど沖縄の民芸品 や弦楽器 「三線」 の 体験 コ ー ナ ー も

あ る 。 長 田 区 に は 、 本人が沖縄県出 身 だ、 っ た り 、 親が移住者だ、 っ た り し て 沖縄 に縁があ る

人 は 約3 ， 000人 に の ぼる と い わ れ る O

運営す る 「新長 田 ま ち づ く り 株式会社」 の営業企画部の 担 当 者 は 「神戸 は 異文化 を う ま

く 取 り 入れ て い る ま ち O 震災か ら 復興 し た長 田 に琉球文化 を 取 り 入れ た い と 思 っ た。 物販

)吉 だ け で な く 、 丈化 も 含め た 沖縄のすべて を 出せ る 体験型 テ ー マパ ー ク に し た しV と 話 し

て い る o (産経新開2004年12月 8 B )  

〔神戸ア ジ ア ン ワ ー ル ド が オ ー プ ン 〕

]R 新長 田 駅南 地 区 の 再 開 発 ピ ル 「 ア ス タ く に づか 5 番館」 の 2 階 に 、 ア ジ ア を テ ー マ

に し た カ フ ェ や雑貨屈が入 る 「神戸 ア ジ ア ン ワ ー ル ド」 が2004年12月 12 日 オ ー プ ン し た 。

長 田 区 内 に は約8 ， 000人の外国人が暮 ら し て お り 、 韓 国 ・ 北朝鮮 に つ い で ベ ト ナ ム 、 中 国 、

フ ィ リ ピ ン な ど ア ジ ア 各 国 の 人 び、 と が多 い こ と か ら 、 地元の寵自主 ら がア ジ ア を テ ー マ に

し た地域活性化の議論 を 続 け て き た 。 こ う し た 地域特性 に 着 臼 し た大阪市 内 の 中華料理窟

が 「神戸 ア ジ ア ン ワ ー ル ド社」 を 設立、 出 屈 を 決め た 。 庖舗 は 約600m2 で 、 中 華料理、 輸

入雑貨 ・ 家具 、 カ フ ェ の 3 庖があ る O

〔 ア ス タ く に づ かの 1 3 % が空 き j苦舗〕

再開発 ピ ル 「 ア ス タ く に づ引っ 1 � 6 番館がそ ろ い 、 ま ち び ら き し て か ら l 年の2005年

3 月 6 日 の 時点で、 246商業区画の う ち 空 き 府舗が13 % の 33区画 に な っ て い た 。 こ の 1 年 間

で休業 ・ 閉 屈が19、 新規出 屈 が17、 当 初 か ら の空 き 窟舗が310

ア ス タ く に づ か は 震災で府舗の 9 割が全壊 ・ 全焼 し た大正筋商屈指の 東西 に 1997年12月

に着工。 1999年11 月 に1 号館が完成 し 、 2004年 3 月 に全 6 棟がそ ろ っ た 。 (朝 日 新聞2005年 3

月 6 日 )

3 . 新長田 @ 鷹取地区の区画整理
1 ) 防災拠点 「千歳公国J が完成

新長 田 ・ 鷹取地 区 の 防災拠点 に な る 「千歳公園」 が、 須磨区千歳町 2 の 旧 千歳小学校跡

に完成、 2005年 4 月 24 日 に 完成式典 を 行 っ た 。 神戸市 内 の震災復興区画整理地区で は 最初

の大規模な 防災拠点 の完成。

面積 1 haで、 公 園 内 に 防災倉庫 2 棟、 公 園 隣披 地 に 千歳地区 セ ン タ ー が設置 さ れた 。 耐

震性防火水槽 (100 t ) が 2 カ 所 に あ り 、 3 カ 所の 発電機 と 水 中 ポ ン プ を 備 え た井戸で生
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活雑用 水 を く み 出 す こ と がで き る O

防災倉庫 に は組み立て式の仮設 ト イ レ 5 基が保管 さ れて い て 、 非常時 に は マ ン ホ ー ルの

に 設置 し て 500人分の必要 を ま か な う 。 災害対策本部 に も な る テ ン ト を 備 え た シ ェ ル タ ー 、

ス ピ ー カ ー付命 き の ソ ー ラ ー 照 明 も あ る O

多 目 的広場 と 木 も れび場があ り 、 広 場 に は i日千歳小学校 に あ っ た梧齢約60年の メ タ セ コ

イ ア 、 ク ス ノ キ が残 さ れた 。

公園 の デザ イ ン は千歳地区連合 ま ち づ く り 協議会の提案 を 基 に し て 設計 さ れ た 。 千歳小

学校は新設 の だ い ち 小学校 に統合 さ れ、 2002年 3 月 に 閉校 に な っ た 。

2 ) に ぎわ い づ く り

(80屈が共通割引券〕

新長田 駅北地区 を 中心 に し た飲食や物販の約80の 届舗が2004年 8 月 か ら 共通割引 券 を 発

行す る O 新長 田 駅北地区 は かつ て ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ 産業で働 く 人 た ち がに ぎ わ い を 支 え て

き た が、 震災や安価 な 輪入 品 の 影響で従業員 数が減 り 、 商業 も 苦境 に立 た さ れ て い る O 各

庖舗は分散 し て い る た め 「商届街」 と し て の ま と ま り が と り に く い が、 共通割引券で広域

的 に連携 し て 周 辺 の 主婦層 へ買 い 物 を 呼びか け る O

割 引 券 の 発行 は 、 新長 田 駅北 地 区 東部 ま ち づ く り 協議会連合会商工活性部会が提案。

NPO 法人 「生活応、援団 キ ャ ン ド ル ヘ ル ス J が事務局 を 担 う 。 割 引 券は額面10円 、 50円 、 100

円 の 3 種類。 各f古舗 は 買 い 物 金額 に応 じ て客 に券 を 発行。 客 は加盟庖 な ら 地域通貨の よ う

に ど こ で も 使 え る O 加盟地域 は新長田 駅南地区 に も 広 が っ て い る o (神戸新聞2004年 7 月 30 日 )

(歩道に 五輪選手の靴跡〕

2004年 8 月 10 6 、 ]R 新長 田 駅前 か ら 水笠通公園 ま で の 「 ア ジ ア 通」 と 呼 ばれ る 整備 中

の コ ミ ュ ニ テ ィ 道路 の 歩 道 に 、 ア テ ネ オ リ ン ピ ッ ク に 出 場 す る 野 球 の 谷佳知 選手 や 女子

サ ッ カ ー の大谷未央選手 な どの靴の写真 と サ イ ン が焼 き 付 け ら れた ブ ロ ッ ク が敷設 さ れた 。

五輪応援ム ー ド に乗 っ て 「 く つ の ま ち 」 を ア ピ ー ルす る ね ら い 。

く つ の跡の ブ ロ ッ ク に は 、 マ ラ ソ ン の高橋尚子選手、 テ ニ ス の沢松奈生子選手 な ど過去

に 五輪 に 出場 し た 人気選手の も の も あ る 。

4 . 御菅地区の区画整理
1 ) 御菅西地区の 区画整理事業が終了

御 菅西地区 (4 . 5ha) の復興土地区 画整理事業が2005年 3 月 に 完 了 し 、 神 戸 市 は 3 月 24

日 に最終手続 き の換地処分公告 を 行 っ た 。 市が施行す る 11地rx の復興土地底画整理事業 の

う ち 8 番 目 O 地権者 は約150人。 約102億 円 で、 総延長約 2 kmの 道路や公園 を 整備 し た 。
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2 ) 御菅西地監 の建物再建64%

ま ち づ く り 支援 グル ー プ 「 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 の2005年 1 月 6 日 時点で の調査

に よ る と 、 土 地 区両整理事業地区の御菅西地区の再建建物 は 、 住宅172戸、 工場25戸、 西

舗42戸、 計239戸で、 震災前の373戸 に比較す る と 、 再建率 は64% に と ど ま っ て い る O こ こ

2 年 間 で は 自 治会館が建て ら れた程度で、 2002年 1 1 月 時 点 で の 233戸、 再建率62% か ら 再

建の動 き は ほ と ん どス ト ッ プ し て い る O

区画整理事業 は 2005年 3 月 末で終了 す る が、 震災前 に 約300世帯、 約650 人 い た住民 は 約

6 割程度 ま で し か 回復 し て い な い 。

〔事業用í&:設の補祉転用 を 断念〕

御蔵通 5 ・ 6 ・ 7 丁 目 自 治会、 御 蔵通 5 ・ 6 丁 目 町 ま ち づ く り 協議会、 NPO 法人 「 ま

ご こ ろ み く ら 」 な どは 、 不 要 に な っ た 区画整理事業用仮設住宅 を 市か ら 譲 り 受 け 、 福祉施

設 に転用 し よ う と し た計画が、 実現 を 目 前 に し て 中 止 さ れ た 。 市 は公有財 産 を 譲渡す る 条

件 と し て 、 地域住民の総意 を 求め た が、 一部で、反対の声が上がっ た た め 。

事業用仮設 は 地 区 内 の権利 者 に 入居 し て も ら う た め市が2000年 に民有地 を借 り 、 庖舗 1

区画 と 15戸 の 3 棟 を 建設。 2004年夏 に 最後の入居者が転出 し 、 そ の役 目 を 終え た。

自 治会や ま ち づ く り 協議会、 ボ、 ラ ン テ イ ア ら は 、 コ ミ ュ ニ テ イ づ く り に取 り 組んで き た

経験か ら 、 地域の 高齢者 に対す る デイ サ ー ピス や シ ョ ー ト ス テ イ な どの事業 を 計画。 そ の

拠点 と し て事業用仮設住宅 を 譲 り 受 け た い と 市 に打診。 市 の 条 件 に し た がっ て 事業主体に

な る NPO 法人 「 ま ご こ ろ み く ら 」 を 設 立。 住民の総意 を 確認す る た め 白 治会員 約300 人 に

ア ン ケ ー ト を 行 い 、 通半数の 賛成 を 得 た 。

し か し2004年12 月 に 区役所 に 数十人分の反対署名が出 さ れ、 ア ン ケ ー ト で、 は賛成だ、 っ た

が反対 に 回 っ た住民 も い た 。 反対 し た女性は 「 も し福祉事業が失敗 し た ら 私 た ち に も 負担

が来 る 心配があ る 」 と し て い る O

こ れ に よ っ て 自 治会は計画 を 白 紙撤 回 。 市 は2005年 2 月 に事業用仮設住宅 を 解体 し た o

NPO 法 人 「 ま ご こ ろ み く ら 」 の 上 回 論信理事長 は 「反対意見 は 説 明不足 に 基づ く も の だ

と 思 う 。 背景 に は 、 地区外か ら 入 っ た私 た ち が10年た っ て も ま だ地 区 と 同化で き て い な い

こ と があ る 」 と 言 う o (神戸新聞2005年 3 月 17 臼 )

〔古民家 を 台湾の被災地に 〕

「 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン J を 中心 と し た グ ル ー プ は 、 御 菅西地区の集会所 と し て 但

馬海岸の古い 民家 を 移築 し 、 2004年 1 月 に完成 さ せたが、 2004年 6 月 に翻菅西地区 の 集会

所 を 訪れ た 台湾 の 被災地、 彰化県の 要望 を 受 け て 、 福井県大飯町の古い民家 を 移築す る 計

画 を 開始 し た 。

大飯町の 古民家 は 、 1915年 に建 て ら れ た 養蚕農家で、 神戸市 に 住 むa持 ち 主が提供 を 申 し
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出 た 。 建築家や ボ ラ ン テ ィ ア が解体 し た と こ ろ 、 棟札 に は 「棟梁水上覚治」 と あ り 、 作家

水上勉 の 父が建築 を 担 当 し て い た こ と が分か つ た。

5 . 兵庫区の ま ち づ く り
1 ) 松本地区の区画整理事業が完了

2004年12月 24 日 、 松本地区の復興土地底画整理事業で換地処分の公告が行わ れた 。 換地

処分の公告 は神戸市が施行す る 11 の復興区画整理の う ち 6 番 目 O

松本地 区 の i玄 画整調事業 は 、 松本通 2 � 7 と 大井通 1 � 3 の 8 . 9ha。 震 災で641棟の う

ち 429棟が倒 壊 ・ 焼失、 88棟が半壊 し た 。 1996年1 1 月 か ら 仮換地指定 を 開始 し 、 293の 建物

を 移転 し 、 道路 を 拡幅 し 、 公開 2 カ 所 を 設置 し た 。 減歩率 は 8 . 5%。 総事業費250億 円 。 震

災 時 の 火災 の 体験か ら 水の大切 さ を 痛感 し て実現 し た 道路 の 中 を 流 れ る 約 510m のせせ ら

ぎ は 国土交通省 の 「美 し い ま ち な み大賞」 に 選 ばれ た 。

〔神戸霞鉄が本社 を 新開地に復帰〕

神戸電鉄は2004年 4 月 28 日 、 大震災で被災 し 、 新 開 地 か ら 神戸市北区 に 移転 し た本社 を

7 月 に新開 地 に復帰 さ せ る と 発表 し た 。

創業.1:)、来、 新開地の神鉄 ピ ル に本社 を 構 え て い た が、 地震で ピ ル が半壊。 震災か ら 6 日

後の 1995年 1 月 23 日 に 、 北区の谷上駅に 隣接す る 自 社 ピ ル に本社機能 を 移 し 、 同年 5 月 に

は登記上の本屈 も 移転先の ピ ル に 改 め た 。

し か し新開地 に所有す る 別 の 自 社 ピ ル が、 入居 し て い た建設関連子会社 の 休業で空い て

お り 、 震災10年の 節 目 を き っ か け に創業地 に 民 る こ と に し た 。

新本社 は鉄筋 コ ン ク リ ー ト 7 階建 て 地下 1 階、 延べ2 ， 800m' o 7 月 初 日 に 移転 し て 本自

と し て登記す る O 従業員 は約100人。

新開地周辺地区 ま ち づ く り 協議会は 「新開地全体の イ メ ー ジ ア ッ プ。 に つ な がる O こ れ を

期 に 、 移転 し た 他 の 大企業 も 戻 っ て き て ほ し い」 と 言 っ て い る o (神戸新聞2004年 4 月 四 日 )

〔入江地区 に大学生が集団移住計画〕

中央区 と 兵庫 区 に ま た が る 入江地区 (東川 崎町、 東 出 町、 商 出 町) は 、 大震災や高齢化

の 影響で空洞化 に 詩 止 め がかか ら な い が、 神戸芸術工科大学の学生が 「住み コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト 」 を 立て 、 2005年 に ま ず 5 人が移住す る こ と に な っ た 。

神戸芸術工科大 は 5 年前 か ら 入江地区 の 下 町丈化や 景観 を 調査 し 、 ア ー ト イ ベ ン ト を 開

い て き た 。 油 の し み た鉄工所、 ス ギの 木 の 電柱、 ネ コ が集 ま る 空 き 地 な ど に 好感 を 持 っ た

大学院生が 「 胡過性の つ な が り で な く 、 士着 し よ う 」 と 呼びか け る と 10人の大学生が 「住

み コ ミ ス ト 」 に 登録。 5 人が年内 に移住す る こ と に な っ た 。

最初j の 「移住地」 は稲持市場。 1 970年代 の ピ ー ク 時は 90庖舗で に ぎ わ っ て い た が、 震災
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で全壊す る な ど し て現在は25庖舗。 シ ャ ッ タ ー を 閉 め た庖舗跡を 木工製品 を つ く る 仁房 に

改装 し 、 2 階 に 学生が住み込む。

プ ロ ジ ェ ク ト の柱 は 2 つ あ る O ひ と つ は 「住み 込み シ ス テ ム J づ く り 。 不動産屋 に 登録

し て い な い 空 き 物件 を 探 し て 家長 と 交渉。 「 自 由 に 改装 で き る J r犬の散歩 を 手伝 う J r 月

1 回 は高齢の家主 と 食事 を す る 」 な どの 条件 を 決め 、 大学の ホ ー ム ペ ー ジ に掲載。 家主 と

希望が合 え ば入居す る 。 も う ひ と つ は 「地域活動への参加」 。 近 く の 商 庖 で 食事や買 い 物

を し 、 ま ち の イ ベ ン ト に は企画段階か ら 参加 し 、 広報活動 を 手伝 う 。 空 き 物 件 の 改築 、 古

い建物 の 保存 ・ 再生 に努め る 、 な ど と し て い る O 計画 に 賛 同 し た民間企業か ら 、 イ ベ ン ト

や改修に 当 て る 150万円 の助成 も 受 け た 。

稲荷市場の商出会長 は 「震災、 不況 と 悪循環が続 く な か、 若い力 を 借 り て かつ て の元気

を 取 り 戻 し た い」 と 話 し 、 プ ロ ジ ェ ク ト の リ ー ダー は 「学生 は 卒業す る と ま ち を 離 れ る が、

し い 学生 に も 時びか け て継続的 に 生 め る 仕組み を つ く り た い」 と 話 し て い る o (神戸新聞

2004年 5 月 5 日 、 読先;新聞2004年 7 月 28 日 )

j 中央区の ま ち づ く り の動 き
1 ) 都心の ピルの再建 と 新 し い流 れ

〔賃貸オ フ ィ ス ピルの再建 8 割〕

大学生と蔚活主の協力で進む改装作
業 (神戸新聞社提供)

不動産調査会社 の 生駒 デー タ サ ー ビ ス シ ス テ ム は2005年1 月 13 8 、 神戸 市 中 心部 の 賃 貸

オ フ ィ ス ピ ル の 再建状況、 空室率の調査 を 発表 し た 。

調査対象 は 、 三宮地区 と 元町地区 の 、 震災で倒壊や利用不能 に 陥 っ た賃 貸 オ フ ィ ス ピ ル

57棟。 そ の結果、 2005年 1 月 1 日 時点 で 、 全体の78 . 9% に あ た る お棟 (建築 中 を 含 む ) が

再建 さ れ て い た 。 た だ、 オ フ ィ ス ピ ル と し て再建 さ れた の は27棟で、 商業 ピ ル 8 棟、 ホ テ

ル 2 棟 な ど再建後 の 姿 は さ ま ざ ま O

同社 に よ る と 、 震災亘後は 「復興特需」 を 見込 ん だ 開発計両が相次 ぎ、 1 997年か ら 3 年
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開 は 、 毎年 1 万坪 を 超 え る バ ブル期並み の オ フ ィ ス 供給が続 い た 。 だが、 民 間企業の 多 く

は リ ス ト ラ の 一環 も あ っ て 、 神戸市 内 の 支庖 を 撤退 し た り 、 規模 を 縮小 し た り し、 需 要 は

低迷。 1997年 に 8 % 台 だ、 っ た 空室率は2004年 9 月 現在、 17 . 8% に上昇 し 、 京都市の 12 . 2 %

や大阪市の 9 . 9% を 大幅 に 上 田 っ て い る 。

ま た 、 三宮、 元 自] 周辺 に 事務所な ど を 置い て い た企業80社の う ち 、 約 7 割が同 じ地域 に

拠点 を 置い て い る が 8 社 は大阪市 に移 っ て い た 。 (朝 日 新問、 毎 日 新聞2005年 1月 14 日 )

〔都心部の ピルの駐車場確保嬰件を 緩和〕

神戸市は2004年11 月 29 日 の市会本会議で、 都心部の商業 ・ 業務用 ピ ル に 義務付け て い た

駐車場確保の 要件 を 緩和 す る 方針 を 明 ら か に し た 。

大震災後、 ピ ル跡地が駐車場 に転月j さ れて都心部での駐車場台数が増 え て い る こ と や 、

三宮周 辺 で の新 た な ピル建設への意欲 を刺激す る の がね ら しミ 。

市 の 条例 で は 、 延べ床面積3 ， 500m2以上の 百貨庖 な どの自舗で は200m2 ご と に 1 台分 を 確

保す る よ う 義務付 け て い て 、 1967年 の 施行以来すで に 約47 ， 000台分が整備 さ れて い る O

〔 中 山手地区 に超高層再開発 ピル〕

中 山手地区再開発事業組合が2004年10月 1 日 に設立 さ れた 。 ト ア ロ ー ド と 山手幹線 に 而

し た約 1 haに35階建て (高 さ 124 m ) と 13階建て の ピ ル 2 棟 を 建設す る O

こ の 地 区 は 戦前 か ら 多 く の 華僑が住 ん で、 い て 、 地権者約120人の う ち 9 割 が華僑。 1988

年 に再開発協議会、 1990年 に準備組合 を 設立。 木造住宅や宿舗が密集 し て い た地区の再開

発 を め ざ し て い た が、 パ ブ、、ル崩壊や大震災で、47戸が全壊す る な ど大 き な 被害 を 受 け 、 足踏

み が続い て い た 。

ピ ル に は住宅約355戸や届舗の ほ か 、 中 国医療セ ン タ ー な どが入 り 、 華僑丈化 と ト ア ロ ー

ド が も っ 国 際性 を 合わせ て 発信す る 。 事業費約130億 円 の う ち 30億 円 を 図 、 県 、 市が補助

す る o 2005年度 に着工、 2008年度完成 を 予定。

〔三宮 に超高層 の免震マ ン シ ョ ン 〕

免震構造建築物 と し て は 日 本一の 高 さ に な る 超高層 マ ン シ ョ ン ' D ' グ ラ フ オ ー ト 神戸

三宮 タ ワ ー J (高 さ 約152 m 、 地上43階) が大和ハ ウ ス 工業 に よ っ て 市役所前 に 建設 さ れ、

2005年 1 月 27 日 、 報道陣 に公開 さ れた 。 1二層 部 の 2 億円 の住戸 を ふ く め275戸 の ほ と ん どが

契約済みO

強度 を 強 め て揺 れ に 耐 え る 耐震 と 異 な り 、 免震は揺れそ の も の を 抑 え る o 1 階の床 と 基

礎の 間 に 、 積層 ゴム 、 すべ り 支承、 オ イ ル ダ ン パ ー の 3 種類 を 組み 合 わ せ 、 震度 7 の地震

を 震度 4 以 下 に 低減す る と い う O

中央区 内 で は さ ら に 6 棟ほ ど超高層 マ ン シ ョ ン の計画があ る 。 不動産関係者 は 「神戸 に
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は全国で も ト ッ プ ク ラ ス の 眺望 の よ さ があ る 。 こ の流 れ は し ば ら く 続 く J と み て い る O

〔新神戸駅前 に高層接合 ピル〕

神戸市 は 、 新神戸駅前 の 熊 内橋通 7 に あ っ た 旧市バス 車庫の跡地約6 ， 000m2 の 開発計画

を コ ン ペ で募集 し て い た が、 2004年12月 に総合商事 (東京) に プ ロ ジ ェ ク ト が選ばれた。

用 地 を 20億 円 で売却す る O

プ ロ ジ ェ ク ト は 、 高層 複合 ピ ル (地 上36 階) を 建設 し 、 1 、 2 階 に 100席 の ホ ー ル や 撮

影ス タ ジ オ 、 ス ー パ ー 、 カ フ ェ レ ス ト ラ ン 、 フ ィ ッ ト ネ ス 施設な どが入居す る o 3 � 5 階

は オ フ ィ ス で、 7 階以上は 172戸の賃貸住宅 を 整備す る o 2008年 1 月 開 業 の 予 定。

〔 フ ラ ワ 一 口 一 ド ま ち づ く り 協議会 を 設立〕

2004年 9 月 14 日 、 フ ラ ワ ー ロ ー ド の景観な ど を 検討す る 「 フ ラ ワ ー ロ ー ド ま ち づ く り 協

議会」 が、 JR 三 ノ 宮駅か ら JR 新神戸駅 ま で の沿道 の事業所、 住民 に よ っ て 設立 さ れた 。

市の助成 を 受 け て花や樹木 を 生か し た フ ラ ワ ー ロ ー ド の 名 に ふ さ わ し い 道づ く り に取 り 組

む ほ か、 安全 ・ 安心 な ま ち づ く り を め ざす。

〔三宮駅南の空 中 ・ 地下 に新田廊〕

三宮駅南地区 の 、 神戸交通セ ン タ ー ピ ル と 中 央幹線 を 挟 ん で南側 の神戸マ ル イ を 2 階部

分で結 ぶ 歩行者デ ッ キ が2005年 4 月 末 に完成す る O

デ ッ キ は 、 地上、 地下、 n皆の各層 で歩行者の 通路 を 確保す る 神戸市の 3 層 ネ ッ ト ワ ー

ク 構想 の 一環 と し て2004年 7 月 し た 。 幅 8 m 、 長 さ 60 m で、 通路の両側 に花壇 な ど

緑の ス ペ ー ス も 設 け る 。 デ ッ キ と 地上、 地下 シ ョ ッ ピ ン グ街 「 さ ん ち か」 の 3 層 を結ぶエ

レ ベ ー タ ー がマ ル イ 北側 に設置 さ れ る 。 総事業費 は約 7 億円。

JR 三 ノ 宮駅 と そ ご う 神戸商 と を つ な ぐ既設 の デ ッ キ と 組み合わせ、 2 階部 分 を 「 ロ J

の字形 に組み合わ せ る 構想、 も あ る O 神戸市都市計画総局 は 「駅前空 間 の 田 遊性 を 高 め た い」

と し て い る 。

阪神電鉄は 、 出 入 り 口 (改札) がホ ー ム 西側 に 1 カ 所 し か な か っ た が、 災害時の避難通

路確保の た め に も 東改札 口 の新設 を 2005年度か ら 着手す る O あ わせて ホ ー ム の 延長 ・ 拡幅、

バ リ ア フ リ ー 化 も 計闘す る O 工事は2012年度 ま で で 、 事業費 は約 1301.意 円 に な る 見 通 し 。

国交省 は都市 圏 の 鉄道の利便性 を 高 め る 事業 の 一環 と し て全国枠で補助費削意 2 ， 600万 円 を

盛 り 込 ん だ。

東改札 口 は 、 神戸市が神戸《新開会館跡地の再開発事業で新設す る 地下道に接続 さ せる O ホ ー

ム の延長 ・ 拡幅工事は、 2009年度 に予定 し て い る 近畿 日 本鉄道 と の相互乗 り 入れ に備 え て い

る O 完成すれば三宮駅か ら 難波駅経由 で近鉄奈良駅 ま で乗 り 換え な し で行 け る よ う に な る 。
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〔新港第 1 突堤 を 再開発〕

神戸市 は2005年度 か ら 新港第 1 突堤の再開発に若手す る O こ れ ま で は 港湾施設沼地 と し

て使 っ て き た が、 人気の ウ ォ ー タ ー フ ロ ン ト 地区 に 近 い た め 、 集客施設用 地 に 用 途 を 変更

す る O

2005年震予算 に 約 9 億4 ， 000万 円 を 計 i二 し た 。 現在 あ る 倉庫 な ど上屋 の撤去 、 港湾施設

の移転、 道路整備 な どに使 う ほ か、 民間 の 進 出 企業 を 募 る た め事業 コ ン ペ も 予定。 民 間企

業が主体 に な っ て新港第 1 突堤 に物販施設、 レ ス ト ラ ン 、 緑の広場な ど を 整備す る 。

メ リ ケ ン パ ー ク で は 、 約 3 信円 で西南部 に観光パス 用 駐車場 (22台分) を 増設、 乗用車

の駐車場 (約1 10台分) を 建設す る O

2 ) に ぎわ い づ く り

〔元町商癌簡1 30周年で記念式典〕

2004年 5 月 初 日 、 元 町商f占街の 誕生130周 年 を 記念す る 式典がエ ス タ シ オ ン ・ デ ・ 神戸

で 聞 か れ、 井戸知事、 矢 田市長 ら 関係者約270人が商古街の発震 を 祝 っ た 。

県令で 「元町」 が誕生 し た の は 、 神戸港開港 6 年後の 1874 (明治 7 ) 年。 神戸で初 め て

で き た 「元 の 町」 の 意味 を 込め て 命名 さ れた 。 居留 地 の 西側 に位置す る 東西1 . 2 km の 商庖

街 は 、 多 く の外閑人の影響 を 受 け な が ら 独 自 の 文化 を 形成 し て き た。 現在300庖 あ ま り が

軒 を 連 ね て い る 。

式典で は 、 板神大水害や神戸大空襲、 阪神 ・ 淡路大震災 を 乗 り 越 え 、 100年以上営業 を

続 け た 20庖 と 50年以上の89庄が顕彰 さ れた 。

〔王宮中央通を オ ー プ ン カ フ ヱ に開放〕

フ ラ ワ ー ロ ー ド と 鯉 J 1 1 筋 を結ぶ三宮 中央通 (約550m) の 「三 宮 中 央通 ま ち づ く り 協議会」

は2004年10月 2 B か ら 11 月 7 日 ま で、 歩 道 に パ ラ ソ ル や テ ー ブル を 置い た オ ー プ ン カ フ ェ

を 出現 さ せた 。 お し ゃ れ な ま ち づ く り に 加 え 迷惑駐輪 ・ 駐車の排除の ね ら い も あ る O

こ れ ま で道路上での営業 は 、 縁 B の露屈 な どの一部 し か認め ら れて い な か っ た が、 国が

全国の 自 治体に道路の有効活用 を 呼びか け 、 規制緩和 を 検討 し て い る こ と も あ っ て 、 社会

実験 と し て 許可 さ れ た 。 市 と ま ち づ く り 協議 会 は 、 協議会が清掃 な ど管理 を す る 代 わ り に 、

歩道の 幅広 い活用 を 認 め る 協定 を 結 ん だ。

三 宮 中 央通 は 、 市営地 ド鉄海岸線の工事終了後の2001年 に 再整備 さ れ、 歩道が 6 m �7 . 5  

m に広 げ ら れて い る O 通 り の 8 カ 所 に 大型の パ ラ ソ ル や木製の テ ー ブ ル が並べ ら れ、 う ち

6 カ 所で沿道の レ ス ト ラ ン や 洋 菓子屈が飲み物 や 軽食 を 販売 し た 。 (神戸新聞2004年 9 月 14 白 、

読売新聞2004年 9 月 28 日 、 朝 日 新聞2004年10月 3 日 )
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( HAT 神戸 に初の接合蕗業施設〕

東部新都心 HAT 神戸 に 、 大和ハ ウ ス 工業 グル ー フ。の建設会社、 大和 シ ス テ ム (本社 ・

大阪市) が初 の ス ー パ ー や シ ネ マ コ ン プ レ ッ ク ス な どが入 る 複合商業施設 を 建設す る 。

大手n シ ス テ ム な どが設立 し た 特定 目 的 会社 (SPC) が神戸製鋼 か ら 約 I 万 9 ， 000m2 の 土

地 を 寂得。 延べ床面積約 5 万6 ， 000m2の建物 を 建 て 、 1 ， 000台の駐車場 も 付設す る 。

施設内 に は 関 同 ス ー パ ー が延べ床面積約2 ， 500m2 の ス ー パ ー を 設置す る ほ か、 東急 レ ク

リ エ ー シ ョ ン の 1 1 09 シ ネ マ ズ、J (10 ス ク リ ー ン ) 、 ト イ ザ ら ス の 子 ど も 用 品 、 イ オ ン 系

列 の メ ガス ポ ー ツ の ス ポ ー ツ 用 品 な ど44J吉舗が出 屈す る 。 総事業費 は約95億円 と 見 ら れる 。

オ ー プ ン は2005年10月 初 日 。

〔南京町 に復興の シ ン ボル 「西安門JJ

中華街 ・ 南京町の西端 に 、 大震災 か ら の復興の シ ン ボル と し て 新 し い 「 西安 門」 が2005

年 1 月 15 日 に 完成 し た 。 門 に は 「失 っ た も の を 取 り 戻すj と い う 意味の 「光復」 の文字が

掲 げ ら れ た 。

門 は 、 南京町の i荷庖街振興組合が県、 市 の 補助金 に 自 己資 金 を 上乗せ し て 約4 ， 200万 円

で建設 し た 。 幅約 5 m 、 高 さ 約 9 m で 、 中 国 の伝統的 な 建築様式 を 取 り 入 れ 、 柱 を 覆 う 大

理石 に は 3 色 の発光 ダ イ オ ー ド埋め込ん だ。

7 . 灘騒の都市計画事業 と ま ちづ く り
1 ) 六 甲 道駅南地震の再開発事業完了

]R 六 甲 道駅南地区 (5 . 9ha) の 市街地再開発事業が2005年 9 月 17 日 の 防災公匿 の 完成で

完了 し 、 「六 甲 道 ま ち び ら き 行事」 が行 わ れた 。 震災か ら 10年 8 カ 月 で 、 神 戸 ・ 阪神 間 で

事業化 さ れた毎興市街地再開発事業 は 、 ]R 新長 田 駅南地区 を 残す だ け に な っ た 。

神戸市 は 地元 の ま ち づ く り 協議会か ら 提 出 さ れた 防災公園 の 形状 な ど計画 の 変更案 を 受

け入 れ1997年 7 月 に着工 し た 。 11棟の ピ ル が建 て ら れ、 分譲、 賃貸マ ン シ ョ ン 915戸が供

給 さ れ、 約 2 ， 000人が入居。 従前居住者以外 に 新 た に 移 り 住 ん だ世帯 も 多 い 。 総事業費 は

約9001.怠円 O

防災公醤 は 広 さ 0 . 9ha。 井戸や耐震性初火用水、 人工のせせ ら ぎがあ り 、 災害時 に は

活用水 を 確保で、 き る o f水道 に 直結す る 仮設 ト イ レ の 設置ス ペ ー ス も 設 け ら れて い る 。 コ

ン ペ で採用 さ れた イ タ リ ア 人建築家 に よ る モ ニ ユ メ ン ト を 兼 ね た広場があ り 「 イ タ リ ア 広

場J と 名づ け ら れ た 。

〔穴甲 町公国が完成〕

2004年 4 月 25 日 、 ]R 六 甲 道駅北地区 の 六 甲 町 5 に 、 「六 甲 町公園J (1 ， OOOm') が完成 、

記念式が行 わ れ た 。 公 園 に は 100 t の 耐震性防 火水槽、 防災器具庫 、 手 回 し ポ ン プ を 設置
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し た 。 公園 の 愛称は 「せせ ら ぎ公 園J o

〔灘堅役所が再開発 ビルに移転〕

防災公闘が中央に主主備 さ れた J R六甲道駅
南地反の再開発 (神戸新聞社提供)

2004 年 5 月 6 日 、 六 甲 道駅南地区 の再開発 ピ、 ル に 移転 し た灘区役所が業務 を 開始 し た 。

災害時 に rR 内 の 防災総合拠点 に な る 庁舎 は 免震構造の 7 階建 (地下 2 階) 、 延べ床面積

約8 ， 500m'。 非常用 の給水、 発電設備 も あ り 、 高齢者、 障害者 に 配慮 し た構造 に な っ て い る 。

案内表示 は 日 本語以外 に 中 国語、 ハ ン グル 、 英語で書かれて い る O

6 階 に 、 市 内 の 区役所 と し て は初 め て の ボ ラ ン テ イ ア や市民団体な どが活動拠点 に利用

で き る 「地域活動支援セ ン タ ー 」 を 設置 し た 。

〔六甲道駅北地区に集会所〕

2004年10月 16 口 、 六 甲道駅北地 区 に 建設 さ れた 六 甲 道北公園 に 集会所 「風の家」 が完成 、

関所式が行 わ れ た O 住民交流や ボ ラ ン テ イ ア 活動、 高齢者支援、 防災の拠点 と な る O

集会所は住民がま ち づ く り 提案で要望。護興基金な ど に よ っ て約3 ， 500万円 で建設 さ れた 。

木造平屋建て 約160m'。 天 窓 で、 山風や 海風 を 換気 に使 っ て い る の で 「風の 家」 と 名 づ け た 。

8 . 東灘区の区画整理 と ま ちづ く り
〔森南地匿 の土地区画整理が完了 〕

2005年 3 月 14 日 、 森南町 2 丁 目 の 「森南第 3 地区」 で復興士地区画整理事業の換地処分

公告が行 わ れ、 事業が完了 し た 。 神戸市が施行す る 11地区 の復興土地 区画整理事業で 7 地

区 目 。 第 3 地 区 の事業完了 で森南地区全体の事業 も 終了 す る O

森南地区 は震災で約900棟の う ち 523棟が全壊、 69棟が半壊 し た 。 区画整理事業の受け止
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め方 を め ぐ っ て ま ち づ く り 協議会が 3 つ に分裂。 第 3 地 区 で は事業そ の も の へ の 反対が強

く 、 地 区 内 で は 最 後 に 事業計画が決 ま っ た。

住民案 を 反映 し て都市計画が変更 さ れ、 1999年10月 に 総事業費21億円 の 事業計画 を 決め 、

事業 に着手 し 、 2 カ 所 の ポ ケ ッ ト パ ー ク な ど を 整備 し た。

〔森公簡に愚霊碑〕

2005年 1 月 16 日 、 森南町 2 丁 目 の 「森公民」 に震災10年 を 機 に 慰霊碑が建 て ら れ除幕式

が行 わ れ た 。 土 地 区画整理事業 を め ぐ っ て住民間士が対立 し た が、 亡 く な っ た 約 100人の

鎮魂 だ け で は な く 、 地域の き ず な を 取 り 戻す願い も 込め ら れて い る 。

震災 を 忘 れ た い と い う 思 い と 、 住民間 の対立 も あ っ て 、 地域 に は慰霊碑 は 建 て ら れ て い

な か っ た 。 し か し 10年 を 機会 に 、 亡 く な っ た 人 の 患 い や震災直後 に は 隣人 同 士が助 け合っ

た こ と を 語 り 継 ご う と 、 森南封産区管理会が中心 に な っ て2004年10月 に 慰霊碑設立委員 会

が発足。 御 影石製の慰霊碑が 「森公園」 に建て ら れた 。

〔森南の減歩率、 実質 ゼ 口 〕

神戸市 は森南地 区の土地底 画整理事業の平均減歩率 を 事実上 ゼ ロ に し た 。 減歩 を め くれ つ

て は震災直後 に市 と 住民の意見が対立 し た が、 事実上ゼ ロ に な る こ と で事業計画 の 甘 さ が

き 彫 り に な っ た 。 減歩率ゼ、 ロ は き わ め て異例。 国交省市街地整備課は 「減歩率が事実上

ゼ、 ロ に な る と い う の は全国 的 に 開 い た こ と がな い」 と 話 し て い る O

森南地区 は 3 地 区 に 分かれ、 当 初 の 減歩 率 は 最大2 . 5 % だ、 っ た が、 第 1 と 第 2 地 区 は と

も に0 . 02 % 。 第 3 地 区 は0 . 24 % に な っ た 。 ( 日 経事Iî間2005年 2 月 3 B )  

〔住吉浜手 ま ち づ く り の舎が構憩 を 提案 〕

2001年 6 月 23 日 、 「住吉浜子 ま ち づ く り の 会」 が東灘区役所 に住環境の 向 上 な ど を 盛 り

込 ん だ ま ち づ く り 構想 を提 出 し た 。 構想、 を 基に神戸市 と ま ち づ く り 協定 を 結 ぶ こ と を め ざ

し て い る O

「住吉浜手 ま ち づ く り の会J は住吉南町、 住吉宮町 な ど約1 ， 360世帯の 「住吉呉 団 地 区J

の住民で1997年 に 設立。 かつ て は大阪湾 に 面 し た漁村 だ、 っ た が、 埋 め 立 て に よ っ て工場が

進 出 し 、 国道43号、 販神高速道路の 開通で環境が激変。 震災で も 甚大 な 被 害 を 受 け、 高齢

化が進 ん で、 い る 。

「住吉浜手 ま ち づ く り の会」 は 「住民で で き る こ と は柱民で、」 を モ ッ ト ー に 、 清掃や花

壇整備 な ど に取 り 組む と と も に 、 ま ち づ く り 構想 を 検討 し て き た 。 会の事務局長は 「近年、

隣接地 に ラ ブホ テ ル やパチ ン コ 腐 な どが進出 し 、 環境が変化 し つ つ あ る O 市 と ま ち づ く り

協定 を 結 び、た し り と 話 し て い る 。
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〔学生が商j古街の イ ベン ト 企闘会社〕

2004年 5 月 23 日 、 甲 南本通商庖倍で、 関 西 の 大学生9人が地元 の 活性化 に つ な が る イ ベ

ン ト の企画 ・ 運営 を 有料で行 う 「 ま ち づ く り 会社」 を 立 ち 上 げ、 設立総会 を 開 い た 。

会社名 は 「 甲 南地域経営研究所」。 甲 南大学、 神戸大学、 関西学院大学、 大阪大学、 京

都工芸繊維大学 な どが参加 し た。 住民や商庖街の依頼 を 受け て イ ベ ン ト の 発案や実行 を 請

け負 う ほ か、 育児サ ー ク ル と 協力 し て子育て活動 に も 取 り 組む。

初仕事 に 、 商庖街の ア ー ケ ー ド に 飾 る 絵 を 親子 に描い て も ら う 企画 を 準備 し て い る o 7 

月 に は 学生 も 模疑屈 を 出す夏祭 り を 予定。 大阪や京都 な ど に も 活動 の場 を 広 げて い く O

設立総会で、 研究所代表の 甲南大学 3 年生 は 「学生 に よ る ま ち づ く り は ボ ラ ン テ イ ア と

考 え ら れがち だ が、 ビ ジ ネ ス と し て成 り 立つ よ う に が ん ば り た い」 と 語 っ た 。
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i 第三簡 阪神聞の都市討画事業 @ ま ち づ く り

1 . 芦属高の重むき
1 ) 商部第 2 地区 の r&画整理終了

津知町 と 川 西町 の 一部 を 含む芦屋西部第 2 地区 の復興土地区画整理事業 の換地処分公告

が2005年 2 月 25 日 に 行 わ れ 、 芦屋市内 3 地 区 の 区画整理事業 はすべて完7 し I� O

事業面積 は 10 . 7ha。 地権者 は 延べ580 人。 減歩率2 . 6 % 。 街路の 拡幅、 8 カ 所 の 公 園 ・

緑地の 整備 な ど を 住宅都市整備公団が担 当 し た。 総事業費 は90億8 ， 000万 円 。

仮換地 は2004年 5 月 末 に 民有 地 の 仮換地 は 100% に な っ て い た が、 市有地 約 3 . 6ha の 仮

換地指定が残 っ て い た 。

2 . 西宮市の動き
1 ) 人 口 急増抑制 に マ ン シ ョ ン建設を規制

西宮市 は2004年10月 、 児童数の増加で受け入れが困 難 に な っ て い る 校 医 内 で の マ ン シ ョ

ン 建設 と 商業地域 な どで周 囲 の ま ち な み に合わ な い マ ン シ ョ ン 建設 を 、 業 者 に 戸数削減、

建設延期 な どの計画変更 を 求 め る こ と に よ っ て 、 事実上規制す る 指導要綱 を ま と め た 。 要

綱 は2005年度初 め に 実施す る 。 同様の規制 は東京都江東区や京都市の例があ る が、 兵庫県‘

の 自 治体 で は初 め て O 将来 は 、 よ り 拘束力 の 強い都市計画法の特別 用 途地 民 や 条例への 移

行 を 干食言す し て い る 。

酉宮市 で は 、 震災後の 1995年 8 月 、 戸数制限や協力 金 な どの 開発規制 を 解 除 し た 。 そ の

結果、 高層 マ ン シ ョ ン の建設が続 き 、 震災直後 に38万人台だ、 っ た 人 口 は 2004年 に は46万人

に増加。 児童 も 42小学校の う ち 1 校がす で に受け入れ沼難で、 今後 5 年 間 で 5 校が新た に

教室不足 に な る と み ら れて い る O

商業地域で の規制 は 、 商業、 近 隣商業、 工業 ・ 準工業 の用 途地域で、 容積率 8 割 を 超す

マ ン シ ョ ン 建設の場合、 8 割 を 超 え る 床面積の 4 分の l は庖舗 な ど に し て 「 に ぎ わ い の創

出」 の機能 を 持たせ、 周 辺 の 環境 に マ ッ チす る よ う に 求 め る o 2005年 1 月 に 施行す る 。

〔子育て 世帯急増で仮設校舎〕

西宮 市 は児童増 で教室不足 に 悩 む 4 小学校 に プ レ ハ ブ仮設教室 を 建 て る こ と を 決め 。

2005年度当 初予算案 に リ ー ス 料 と し て2 ， 830万 円 を 計上 し た 。 プ レ ハ ブ教室 を 建設す る の は 、

浜脇、 Ej3 束、 用 海、 鳴毘北の小学校。 市教委の試算 で、 は 、 い ずれ も 2005年度 に し 2 教室

足 り な く な る o 5 年以 内 に は も っ と も 児童数の増加が激 し い浜脇小学校で 7 教室が不足す

る と い う O
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〔高木公闘が完成〕

2004年 4 月 18 日 、 震災復興土地底画整理事業西宮北 口北東地区 の高木東 町 に 建設 さ れた

「高木公園J の公園 聞 き が行 わ れ た 。 )よ さ 約 1 hao r北 口 ・ 高木 ま ち づ く り 協議会J が ア

ン ケ ー ト を 基 に 具体的 な公園像 を 市 に提案 し た 。

敷地 に は 地元 に 住 ん で い て震災の議牲 に な っ た 洋画家津高和 ー さ ん の 作 品 を 基 に し た モ

ニ ユ メ ン ト が設置 さ れ た 。 敷地の半分は 芝生広場で、 遊具の あ る 多 目 的広 場 、 住民の交流

の 場 に な る 市民館 な どがあ る 。 地 下 に は飲料用 の貯水槽 と 防火水槽 を 備 え た 。

西宮北口北東地区 の 区画整理事業 は2006年 3 月 完了予定。

〔西宮ス タ ジ アム跡に阪急百貨j吉〕

阪急電鉄は2004年 4 月 28 日 、 阪急西宮ス タ ジ ア ム を 取 り 壊 し 、 跡地 に 阪急百貨庖 を 核 に

し た大型 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー を 建設す る と 発表 し た。 2006年秋の 開業 を め ざす。

敷地面積 は 9 ha。 百貨庖 の ほ か、 総合ス ー パ ー や複数 の ス ク リ ー ン を 備 え た 映画館、 専

門 庖 な どが入 り 、 日 本最大級の シ ョ ッ ピ ン グセ ン タ ー を め ざす。 大型小売屈 の 地域間競争

は 「大援対神戸J の構図 に 西宮 を 加 え た 三 つ ど も え の様相 に も な る O

さ ら に 、 阪急西宮北 口駅南 に は 、 コ ナ ミ ス ポ ー ツ が運営す る 国 内最大級の フ ィ ッ ト ネ ス

ク ラ ブ と 高層 住宅が建設 さ れる O 新 た な 「丈教住宅都市」 を 開発す る のが ね ら い。 フ ィ ッ

ト ネ ス ク ラ ブ は延べ床面積約 2 万5 ， 000m2で、 通常大型 と い わ れ る フ ィ ッ ト ネ ス ク ラ ブの

6 倍近 い 規模。 高層住宅 は26階建 て 。

隣接地 に で き る 兵庫県立芸術文化セ ン タ ー と 駅 と を 結ぶ街路 に飲食百や金融機 関 な ど を

誘致す る O

盤 ク ロ ー ズア ッ プ

都市計闘の役割は ?

日 本都 市計画学会の機関誌『都市計画J は2004
年12月 発行の努�252号で 「都市計画が震災か ら
学んだ教育ilJ を 特集 し た 。 こ の 中 の鼎談
は都市計繭に何を も た ら し た か」 の末尾で、 こ
れか ら の都市計画制度、 ま ちづ く り について次
の よ う に語 ら れて い る 。

語 り 手は 、 小林郁雄 ( ま ち づ く り 会社 コ ー プ
ラ ン代表) 、 鶴来紘一 (神戸市都市擦係公社理
事長、 元神戸市助役、 震災当時は神戸市都市計
画局長) 、 鳴海邦碩 (大阪大学大学院工学研究
科教授、 日 本都市計画学会会長) 0 

都市首十菌 の役部 を こ れ か ら ど う す る の か 、 感

想 を 。

小林 地区で ど ジ ョ ン をつ く る と い う こ と は 、
プ ラ ン ナ ー や行政がプラ ン をつ く る と い う こ と
と だいぶ賞が違 う O その地域の人 た ち が自 分た
ち の ま ちづ く り を し た い と い う こ と ですか ら 、
それは用途地域だ と か道路配震 と か、 一律の図
表で示せる も ので は な く て 、 せせ ら ぎがほ し い
と か、 住宅は何戸つ く る と か、 も っ と ソ フ ト な 、
こ んな ま ち に した い と い う イ メ ー ジが共有で き
れば良いのです。
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そ こ で問題は、 実現で き る よ う にパ ッ ク ア ッ
プす る 制度です。 地域整備総合事業 と か、 県で
い え ば地域整備総合補助金 と かね。 あ る い は 支
援型の事業 と か、 実現す る よ う な シ ス テ ム を考
え て あ げる の が役人の も っ と も 大事 な 仕事で
し ょ う 。 地域で円滑に話がで き る 、 こ う い っ た
こ と を すればプラ ス に な る 、 どの く ら いお金が
かかる か、 な ど を 説明 し て あ げる のがわれわれ
プ ラ ン ナ ー の仕事で は な い か。

地区 ご と に ど ジ ョ ン を つ く る こ と カfで き る よ
う な都市計画がま ず、先に あ っ て、 都市計画 と し
て は全体を つ な ぐ戦 も い る だろ う か ら その輸の
部分を 決め ま し ょ う 、 と い う よ う な転換を し な
ければい け な い、 と い う のが震災で学ん
の テ ー マ です。
鶴来 震災で一番学んだの は、 い ま の制度はあ
ま り に も 選択肢が少ない 、 と い う こ と です。 た
と え ば仮設住宅の問題 と か、 高齢者の団地がで
き た と か。 事前 に も っ と 対応する 方法は い く ら
で も あ っ た け ど、 それがで き な か っ た の は、 制
度的な制約が多す ぎた。

われわれの知恵で、い ろ ん な対応がで き 、 選択
肢を選ぶ方注があれば、 も う 少 し安 く 、 早 く 対
応で き る ケ ース があ る 。

・ ・ も う ひ と つ は、 地元の コ ミ ュ ニ テ イ づ く り
な ど組織づ く り の重要性 を 、 行政 と し て し っ か
り 認識 し て地元に入っ て い く こ と が大事 じ ゃ な
いか、 と い う こ と です。 その と き 、 都市計画 と
い う かマ ス タ ー プラ ン と 、 実際に地元では どう
す る のか と い う 具体的な指標 を持つ こ と ですね。
マス タ ー プラ ン があ っ て 、 地区プラ ンがあ っ て、
地元プ ラ ン があ る と い う 流れは必要です。 それ
を受け取っ て く れる コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り 、 ま ち
づ く り 協議会的 な も の を本気でつ く っ てい く 必
要があ る と 感 じ ま し た 。
鳴海 震災夜後に北淡町に行 っ てわかっ た の で
すが、 ま ち の人た ち は復興 と 同時 に都市計画の
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勉強 を して い ま し た 。 こ れは大変な こ と だ と 思
い ま し た 。 制度を 知 っ て い な い と で き ない都市
計爾 と か、 制度 を 知 っ て い る と 得 を す る 都市計
画ではな く て、 都市計画は ま ちづ く り でな けれ
ばな ら な い。 それにふ さ わ し い語一 り 口 を ち ゃ ん
と 持た な い と いけ な い し 、 本当 の ね ら い を説明
で き な ければ理解 を得 ら れな い の は当然だ と 思
い ま すね。

ド イ ツ では1989年に…建設法典が新た に制定
さ れ ま し た。 そ の 中 で、 建設基本計画の策定に
9 :r� El の考慮すべ き 要素があ げ ら れてい ま す。
そ れは市民が当 た り 前 と 思 う よ う な 内容で、 た
と え ば 「消費者のニ ー ズ、に沿っ た 中小企業の構
造J と か「原史的 ・ 丈化的 な 環境の重視」
自 然景観の形成」 と い っ た 内容で、 と て も わか
り やす く な っ て い る 。

こ れに比べる と 日 本の都市計画法は専門家に
しかわか ら ない。 こ れが一番問題だ と 思い ま す。
わか り やす く 単純化 さ れた計画の骨格の上 に 、
住民主体の都市計画な り ま ちづ く り が可能に な
る と 思い ま す。 ブ ロ と か役人 し か理解で き な い
よ う な仕組みでは 困 る わけです。

こ の点 か ら い え ば、 長観関連の計画はわか り
やすい。 そ う い う こ と を 国の方 も 感 じ て 、 その
延長に景観法がで、 き たのでは な い で し ょ う か。

そ れ と も う ひ と つ 、 絵 を描 く と い う 意味が変
わ っ て き てい る と 思い ま す。 い ろ んな事業 を や
る と き に 、 ブ ロ と し て い い空 間 と か環境 を つ
く っ てい く 必要があ る わけで、 そ う い う 意味で
も 絵 を つ く る こ と にがんばら な い と い け な い。
小林 それはデサ、イ ン ですか。
鳴海 デザ、イ ン です。 そ う い う こ と も ま ちづ く
り の A環では な い か と 思い ま す。 わか り やす く
てみんなが楽 しめ る ま ちづ く り 、 都市計酒 をぜ、
ひ兵庫県 と 神戸市がこ こ か ら っ く り あ げれば未
来 は 明 る い の で は な い か と 思 っ て い ま す。



ま ち づ く り 協議会

1 . ま ちづ く り 協議会の10年
震災10年の 機会 に 、 復興 ま ち づ く り 協議会の活動 に つ い て さ ま ざ ま な 角 震 か ら 検証 と 考

察が行 わ れ た 。 ア ドバ イ ザ ー や コ ン サ ル タ ン ト に よ る 報告、 提言 を 要約す る 。

1 ) 六 甲 道駅北地区の復興 ま ち づ く り 協議会一岩崎俊延 ( プラ ン ま ち さ と )

甲 道駅北地区 : T面積1 6 . 1ha、 震災前世帯1 ， 810世帯)

〔 ま ち づ く り 提案方式〕

ま ち づ く り 協議会の最初 の 活動 テ ー マ は第 1 次 ま ち づ く り 提案 だ っ た 。 提案 さ れた ま ち

づ く り 構想 を 受 け て 、 神戸市か ら 提案内容 に 沿 っ た事業計画が示 さ れた こ と で 「協働」 の

ま ち づ く り が実 質 的 な ス タ ー ト を 切 っ た 。

そ の後、 第 1 次 ま ち づ く り 提案 の 内 容 を 、 防災、 生活環境、 道路 ・ 公固 な ど各論で具体

イ メ ー ジ に 深め な が ら 、 合計 5 次の ま ち づ く り 提案 を 行 っ て き た 。 行政サ イ ド の 柔軟で建

設的 な努力 と 工夫 も あ っ て 、 提案が順次実現 し て い く こ と で、 住民の 「協働J の ま ち づ く

り への信頼が徐 々 に 高 ま っ た。

〔連合協議会 と 専門部会〕

第 1 次 ま ち づ く り 提案 は 8 つ の協議会がそれぞれ に 取 り ま と め提案 し た が、 取 り ま と め

の 最終段階で協議会の連絡体制づ く り が進 ん だ。 提案後、 各協議会の 自 立 ・ 主体性 を 基本

に 、 地区全体の復興 ま ち づ く り を 検討 ・ 協議 し て い く た め の連合協議会が設立 さ れた 。 連

合協議会の 中 に 6 つ の 専 門 部会が設 け ら れ、 各協議会か ら 担 当 者が参加 し て協議が進 め ら

れ た 。 こ の専 門部会の活動が第 2 次以 降の ま ち づ く り 提案 を 可能 に し た 。

〔勉強会方式〕

六 甲 道駅北地 区 で は ま ち づ く り 協議会の会合 を 役員 会や幹事会 と はせず に 、 み ん な に解

放 さ れた 「勉強会」 と し て 進 め た 。 車躍で さやっ く ば ら ん で 「足 し算の話 し 合 し り を 進 め る

努力 を 続 け て き た 。 区画整理反対 を 含め て い ろ い ろ な 意見があ っ た な かで 、 で き る だ け な

ん ど も 顔 を 合わ せ て 話 し合 う こ と が何 よ り 大切 と 考 え 、 〔勉強会〕 を 重 ね た こ と が協議会

の 力 強 い 基礎づ く り に つ な が っ た 。 現在 も 8 つ の協議会、 6 つ の 専 門 部会が月 1 回 の 定例

勉強会 を 、 そ し て 連合協議会が毎月 定例会議 を 継続 し て い る O 定例勉 強 会 だ け で会合は160

回 を 超 え て い る O
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〔 ま ち づ く り ニ ュ ー ス 〕

連合協議会は 「 ま ち だ よ り 」 を 月 刊 で発行、 90号 を 超 え た 。 週刊 の 「 コ ミ ュ ニ テ イ ニ ュ ー

ス 」 も 170号 を 超 え て い る 。 ニ ュ ー ス 発行 を 継続 し て き た こ と が、 ま ち づ く り への 理解 と

協議会への信頼感 を 育 て る こ と に つ な が っ て い る O

〔“み ん な で開 方式〕

ま ち づ く り 連合協議会は、 地元 に 残 っ た 入、 地 区 を 放れて暮 ら す人々 が集 ま っ て励 ま し

あ い 、 復興 に取 り 組んで い こ う と 「元気 U P フ ェ ア」 を 始 め た 。 こ れ を 地 区 の新 し い祭 り

と し て継続 し て い こ う と 、 名 前 を 「六 甲 ・ 秋の と き め き 祭 り 」 に改称、 2005年で 8 匝 日 を

迎 え る O 住民み ん な の 手づ く り の祭 り で、 毎回2 ， 000人 を 超 え る 参加者で に ぎ わ っ て い る O

コ ミ ュ ニ テ ィ 活動への 参加機会 と し て も 大 き な 成果 を あ げて い る 。

「祭 り 」 の ほ か に も 、 公悶 や シ ン ボル道路な どが完成す る た び に 、 オ ー プニ ン グセ レ モ

ニ ー に は 「 み ん な で テ ー プ カ ッ ト 」 と 名 づ け た 式典 を 行 い 、 こ う し た こ と で 「 み ん な で ま

ち を 育 て よ う 」 と い う 意識 を 育 て て い る O

〔民主 的 な コ ミ ュ ニ テ ィ 〕

復興 ま ち づ く り を 「協働」 方式、 「 み ん な でJ 方式で進め て き た こ と か ら 、 多彩 な 人材

が コ ミ ュ ニ テ イ に 登場 し て き た 。

一方、 ま ち づ く り が落 ち 着 き を 見せ る 中 、 11::1 来 の 縦型 ・ 命令型発想、が恵、 を 吹 き 返す気配

も 見 ら れ る O こ れ を 乗 り 越 え て 、 多彩 な 人材 に よ る 民主 的 な コ ミ ュ ニ テ ィ を 地域 に 定着 さ

せる こ と が震災復興の ま ち づ く り の重要 な 課題 に な っ て い る O

〔協働の ま ち づ く り の継続〕

協働 の ま ち づ く り に は、 も う 一方 の主人公であ る 行政サ イ ド の対応、体制 が不可欠で あ る O

六 甲 道駅北地区 に お け る 協働 の ま ち づ く り の行政側 窓 口 は 区画整理事業の 担当 課で あ っ た 。

事業の 完了後、 灘 区役所な ど行政サ イ ド の担当体制 の 円滑 な 継承が重要な課題 と な っ て い る O

く参考資料〉
「季刊 ま ちづ く り J nO . 5 2004年12月 学芸出版社

2 ) 新長田駅北地藍東部の ま ち づ く り 組織 久保光弘 (久保都市計醸事務所)

(新長 田 北エ リ ア : 面積42 . 6ha、 震災前世帯3 ， 267世帯)

〔ボ ト ムア ッ プの協議会〕

新長 田 北エ リ ア で は 町単位で21 の ま ち づ く り 協議会がで き た 。 そ の う ち の新長田 駅北地

区東部で は 1 2 の 協議会がで き た 。 い ず れ も 2 ha程度 の 範 囲 を 基盤 と し た小 規模協議 会 で
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あ る 。 従来の 考 え 方か ら す れば、 区画整理区域全体で l つ の協議会 を つ く る こ と が合理的

と い う こ と だが、 震災笹後の行政の コ ン ト ロ ー ルが働か な か っ た こ と が、 住民の 明確 な 動

機 に 基づ く 自 律的 な ボ ト ム ア ッ プ に よ る 自 然 な ま ち づ く り 組織の あ り 方 に な っ た 。

各協議会 は そ れぞれ 「基本 ま ち づ く り 提案」 を 行 っ た が、 各協議会の 区 域 だ けで は で き

な い倍区公習 の 配置、 住工の住み分 け 、 地 区計画、 共 同建て替 え な どの課題の発生 と と も

に 、 隣接協議会 ど う し が連携 し て計両づ く り が行 わ れ た 。

〔事業系か ら ビジ ョ ン 系 へ 〕

当 地区 の ま ち づ く り の特徴 は 、 仮換地条件の計画が ま と ま っ て 協議会活動 の停滞が感 じ

ら れ る 時期 に 「事業系 ま ち づ く り 」 か ら 「 ピ ジ ョ ン 系 ま ち づ く り 」 へ の 転換が図 ら れた と

こ れが こ の 地 区 の ま ち づ く り の タ ー ニ ン グポ イ ン ト で あ っ た 。こ ろ に あ る O

工業系 の 土地利 用 があ る 協議会は合同 で「産業地区創造懇談会J を つ く り 、 「 シ ュ ー ズ ギ ャ

ラ リ ー 構想、」 を 市 に提案 し た 。 商業系 の土地利用 があ る 協議会は合 同 で 「 ア ジ ア 文化交流

タ ウ ン 検討懇談会」 を つ く り 、 「 ア ジ ア ギ ャ ラ リ ー構想」 を 提案 し た 。

こ の 2 つ の懇談会で家並み景観の こ と が議題 に な り 、 そ れ に と も な っ て各協議会で も 景

こ れ ら の 中 か ら 家並み景観 に 関 す る 意 見 が編集 さ れ 、 「い え な み観の こ と が議論 さ れ て 、

基準」 がつ く ら れた 。
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新長田北地区東部の ま ち づ く り 組織図

-
御
問鹿
敷
通
1
了
目

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

・
御
屋
敷
通
2
丁
目

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

・
御
慶
敷
通
3
丁
目

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

水
笠
通
1
丁
目

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

水
二
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

水
笠
通
3
了
自

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

細
田
神
楽
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

松
一
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

(図 4 - ] ) 

協

観
議

絡

景
会

連

市
り

体

抑制
く

図

5
づ

民
会
港
ち

市
議
開
ま

新長田北安心安
全 コ ミ ュ ニ テ ィ
推進協議会

525 第八章 @ 者ßdj計両 - ま ち づ く り

ア
ド

バ
イ
ザ
ー

部
会

い
え
な
み
賞

実
行
委
員
会

環

境

部

会

(地域活性化団体)
. シ ュ ー ズプラザ

I . ア ジ ア ギ ヤ ザ ト神戸
・ 神戸ア ジア交流プラザ
・ 神戸長田 コ ン ペ ン シ ョ ン

協議会
・ 集
- NPO生活応援包キ ャ ン ド



「い え な み 基準」 は1998年 に 6 協議会 に よ る 景観形成市民協定 と し て締結 さ れた。 そ の

後、 い え な み委員 会 に他の協議会 も 参加 し 、 2002年 に は地区全体 を 総合的 に 取 り 組 む 「 ま

ち づ く り 協議会連合会」 に 発展 し た。

〔複雑系の概念が有効〕

コ ン サ ル タ ン ト と し て こ の 地区 の ま ち づ く り を 支援 し て き て 、 こ う し た プ ロ セ ス に 「 自

然 ( じ ね ん) J を 感 じ て い た が、 さ ら に 「複雑系J の 科学 を 知 る と 、 日 か ら う ろ こ が落 ち

る 思 い を し た 。 こ の地区 の ま ち づ く り の プ ロ セ ス を 被雑系 の概念 を 援用 し て 表す と 次の よ

う に な る 。

( 1 ) ま ち づ く り は個 人 を 原 点 と し て 、 「 自 律 し た侶 が 自 然 に 秩序 や構造 を 形成 す る 」 と

い う 「 自 己組織化」 に よ り 、 部分紹織、 地 氏 、 地域へ と 「 ま ち づ く り 組織」 と 「 ま ち

づ く り 計画」 が展 開 し た 。

(2 ) r伺 や部分の 自 発性が自 己組織化 し て 、 全体の 高 度 な 秩序 を 生 み 出 す 現象」 と 、 「上

の 階層 の シ ス テ ム が逆 に個 や 部分 に 影響力 を 持つ現象」 を い う 「意Ij発」 が、 上の 階層

の ま ち づ く り 組織が形成 さ れ る ご と に 生 ま れ た 。

( 3) タ ー ニ ン グ ポ イ ン ト な どで は 、 ま ち づ く り 組織 に 「 そ れ ま で と は ま っ た く 異 な っ た

性質 を 持つ存在へ と 不連続 に 変化す る 」 と い う 「進イヒ」 が起 こ っ た 。

(4) ま ち づ く り 組織 は 複雑化す る と 新 し い性質 を 確保す る O

こ れ に よ っ て 、 「 ま ち づ く り と は 、 自 己組織化、 創発、 進化 を 促す プ ロ セ ス で あ る 」

と い う 言 い 方 も 可能 に な っ た 。

〔 ま ち づ く り 組織は生命体〕

新長 田 駅北地区東部 は 、 地域産業で あ る ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ事業所の減少 と 住宅地化の傾

向 、 新i日住民の入れ替わ り な ど、 地区 の構造が変 わ り つ つ あ り 、 ま ち づ く り 組織 は新 し い

タ ー ニ ン グ ポ イ ン ト を 迎 え て い る O

タ ー ニ ン グ ポ イ ン ト と は 、 協議会活動 の衰退の兆候 を 示す危機で あ る が、 一方では新 し

い 力 が現れて協議会活動の 進化が行 わ れ る 段階で も あ る O こ の地区 に い ま 生 じ て い る 問題

は多 いが、 こ れ を ま ち づ く り 組織 と い う 生命体が進化 し よ う と し て 、 自 ら 生 み 出 し て い る

肯定的 な 現象 と と ら え る べ き だ ろ う O

〈参考資料〉
「季刊 ま ちづ く り J 110 . 5 2004年12月 学芸出版社
「新長自駅北地匿東部復興記録誌」 第 1 . 2 巻 2005年 3 月 新長田駅北地区東部 ま ちづ く り 協議会連合会
「 き ん も く せいJ 2004年 3 月 号、 6月 号 阪神大震災復興市民ま ち づ く り 支援ネ ッ ト ワ ー ク
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3 ) 野田北ふ る さ と ネ ッ ト の取 り 鑑み 真野洋介 (東京工業大学)

( 野 田 北部地区 : 震災前人口2 ， 610人。 全半壊 ・ 全半焼831戸、 死者41人)

〔阜期 に都市計画に合意〕

野 田 北部地区 は 長 田 区 の西端 に位置 し 、 JR 鷹取駅の南側 に 広 が る 碁盤 日 状の街区12町

了で構成 さ れ る 約 13ha の密集市街地。 震災前 は約1 ， 000 1:lt帯が住 む 下 町 の 良 好 な コ ミ ュ ニ

テ ィ が存在 し て い た 。 震災 に よ り 地区の 建物 の 7 割が全壊 し た 。 全焼 し た 地 区 の一部 (海

運町 2 - 4 ) は 土地区画整理事業区域 (鷹取東第 1 地区) に 指定 さ れ、 街並み誘導型地底

計画 も 導入 さ れた 。 も っ と も 早期 に都市計画の合意形成 を 進 め て き た 地 区 (仮換地指定開

始が都市計画事業地区 内 で最初の 1996年 8 月 ) で あ る 。

地区計画 の 策 定後 は 、 ま ち な み協 定 を 締結 し 、 街並み環境整備事業 に よ り 私道 を 中心 と

し た細街路 の 整備 を 連続的 に 行 い 、 22路線の 整備が終了 し て い る 。

一方、 日 常 の 地域運営 に必 要 な 多 岐 に わ た る サ ー ピス を模索 し 、 定着 さ せつ つ あ る O 復

興住宅 の 集会所 を 活用 し た コ ミ ュ ニ テ イ カ フ ェ 「ふ れ あ い 喫茶ム ゴ ミ 出 し ル ー ル の 多

語掲示板、 フ リ ー マ ー ケ ッ ト に よ る リ サ イ ク ル 「エ コ タ ウ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト ム 市 内 北部

の農業地域 (大沢町) と の 地域間交流 な どで あ る O

2000年の 悶勢調査で は 、 世帯数775で、 震災前 の 7 割強 の 人 口 に な っ て い る O

〔麗災前 に ま ち づ く り 協議会〕

震災の 2 年前 に ま ち づ く り 協議会が発足 し 、 高齢化や商宿街衰退への対策、 オ ー プ ン ス ペ ー

ス の整備の構想が練 ら れ、 給食サ ー ビ ス 、 大国公闘 と コ ミ ュ ニ テ イ 道路の一体的整舗が実現

し て い た 。 た だ、 長屋建て住宅の老朽化、 狭陸路地、 高齢化対策 な どは未着手であ っ た。

震災直後は 、 復興対策本部の設置 に 始 ま り 、 復興対策委員 会が復興の 大 ま か な 方 向 (多

く の住民が早 く ま ち に戻 る 、 高庖街な ど ま ち の活動 を 早期 に 開始す る ) を 協議す る 場 と し

て機能 し た 。 合 わ せ て 、 区画整理事業 と 街並み誘導型地区計画 を 用 い た 空 間 イ メ ー ジ (公

共 空 間 の 骨格、 土地利用 、 住宅再建) の合意形成が進め ら れ た 。

〔 ま ち づ く り のモ チ ベー シ ョ ン 〕

復興対策委員 会 は 1996年 1 月 以 降、 ま ち づ く り 協議会 に 名 称 を 戻 し 、 地 区計画、 包囲整

理の説明会 を 街区単位、 路地単位で進 め 、 合意形成 を 進 め た 。

こ れ と 合わせて 、 地域 と し て の ま ち づ く り の モ チ ベ ー シ ョ ン の持続 に 、 世界薦取祭 (1996

年11 月 ) や 、 路地 祭 り を は じ め 数々 の イ ベ ン ト を 行 っ た 。 外部の 専 門 家 や 大学、 ボ ラ ン テ イ

ア グ ル ー プ、 ド キ ュ メ ン タ リ ー 撮影チ ー ム な どがそ れぞれの専 門性 を 生か し た側面支援 を

行 っ た 。
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〔 ま ち づ く り 体舗の再構築〕

復興住宅の完成 な ど、 初期の ま ち づ く り が 一段落 し つ つ あ っ た 1999年 3 月 以降、 ま ち づ

く り に や や 閉 塞感が生 ま れ て い た 。 ま た 、 プ ロ ジ、 エ ク ト や行政施策 に対応 し た組織や グ ル ー

プが乱立 し 、 形 だ け存在 し て い た従前 の 地域組織の再編 な どが絡 ま っ て 、 地域運営 を 創 造

的 に 進め て い く に は非常 に宇主雑 なf本部 に な っ て き た。

こ う し た 中 で1999年秋 に神戸市の 「 コ ン パ ク ト タ ウ ン 」 検討の モ デル 地 区 に 指定 さ れ、

行政の キ ー マ ン の呼びか け で始め ら れた検討会議 「ふ る さ と づ く り 検討会」 に 再 び各組織

の メ ン バ ー が結集 し 、 ま ち づ く り ピ ジ ョ ン を 醸成す る 場 と な っ た 。 特 に 、 ま ち づ く り の理

念 と 、 持続的 に ま ち づ く り を 進 め て い く た め に 、 多様 な 力 を 結集す る 体制 に つ い て の議論

が多 く な さ れた 。

〔 キ ー ワ ー ド は ふ る さ と 〕

検討会は 「ふ る さ と j に こ だ わ っ た 。 狭い路地や連 な る 長屋群、 こ れ ら が醸 し 出 す独特

の気配 な ど、 大正期 に ま ち が開 かれ て か ら 長年 に わ た っ て 築 き あ げ ら れた ま ち の デザ イ ン

コ ー ド は 、 震災 と 譲興事業 に よ っ て視覚的 に 失 わ れ た 。 そ こ か ら 、 ま ち の よ り ど こ ろ を 再

考す る 意味で 「ふ る さ と 」 と い う キ ー ワ ー ド が浮上 し た 。

「ふ る さ と づ く り 」 と い う 総合 的 な テ ー マ が、 各組織 を ゆ る や か に包み込み 、 参加メ ン バ ー

が時間 を か け て 議論 し、 情報 を 交換す る 「野 田 北ふ る さ と ネ ッ ト J と い う ア リ ー ナ の誕生

に つ な カf っ た 。 (注 : ア リ ー ナ は、 格闘場、 な どの ほ か に 、 米国の都市計画の用語 と して 、 都市社

会の価値観の多様化 を 前提 と し た意思決定の場、 地域マ ネ ジメ ン ト の決定 ・ 推進 ・ 調整の場、 があ る )

「ふ る さ と ネ ッ ト J で は テ ー マ ご と に 「サ ー ク ル」 と い う 名 の 部会 を 設 け 、 プ ロ ジ ェ ク

ト ご と に 参加者 を 募る 形 を と っ て い る 。

〔ふ る さ と ネ ッ ト の役割〕

野 田北ふ る さ と ネ ッ ト の活動 は 、 月 1 回 の定例会 と ニ ュ ー ス レ タ ー 「野 田 北ふ る さ と か

わ ら ばん」 の発行が中核 だ。 地域への安定 し た情報の発信主体で あ る こ と 、 常 に地域の 内

外 に 開 か れ た ま ち づ く り の場、 と い う 2 つ の役割がふ る さ と ネ ッ ト に と っ て も っ と も 重要

な役割 で あ る 。

理念や ミ ッ シ ョ ン 、 広 域 に ま た が る 顧客 を 重視す る NPO と 、 長年培 わ れ た 地域 コ ミ ュ

ニ テ ィ の 論理で物事 を 進 め る 地縁組織、 プ ロ ジ ェ ク ト の 遂行 を 第一 に 考 え る 市民活動 グ

ル ー プ な ど は 、 そ れぞれそ の ま ま で は組む こ と は で き な い し 、 お 互 い の 土俵 に 割 り 込 ん で、

i義言命す る こ と は で き な い。

そ の た め 、 広 い 視野 で の 地域運営 に 関 し て 、 そ れぞれの組織か ら 一歩 出 て 、 個人の立場

で参加 し 、 創造的 な 議論がで き る 場 の設定が非常 に重要 に な る O

ふ る さ と ネ ッ ト で の議論か ら 生 ま れ た 個 々 の プ ロ ジ ェ ク ト が、 企業や 財 団 、 他地域 の 主
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体な ど の パ ー ト ナ ー を 探 し 当 て 、 協力 す る こ と に よ っ て 、

得 る こ と を 可能 に し つ つ あ る O

自 立的 な 資金調 達 や 人材支援 を

(表 4 - 1 ) 野田北部の地区組織

組織名

管潔運営委員会

! 野田北部ま ちづ く り
協議会

鷹取東 ま ちづ く り
協議会
海運コ ミ ュ ニ テ イ
プラサ、浅営委員会

た古、 と り コ ミ ュ ニテ
イ セ ン タ ー (TCC)

神 戸長 田 コ ン ペ ン
シ ョ ン協議会

ミ ニヤー ド協会

〈参考資料〉

発足if

1965年ごろ

1982年

1993年

1995年

1999年

2000年

20凶作

2003:!j' 

事業地区内 自治会役員

婦人会や自治会の有忘
FMわ いわ い 、 リ ー フ
グ リ ー ン 、 ツ - )レ ド コ
ミ ュ ニケー シ ョ ン 、 N

i G Oベ ト ナム i n K O
B E 、 多言語セ ン タ ー
F A C I L  、 ア ジア女
性自立プロ ジェ ク ト 、
; ワ ー ル ドキ y ズコ ミ ュ
! ニテ ィ ! 

地域住民

復興土地区南主主海
事業の推進
集会室を コ ミ ュ ニ
テ ィ の場所 とする

活動内容
海運双子池公園の

憩いの家の管理
l 大 �i公開 と コ
ι備計画 (ls
川驚取商庖f持活
九J策本部、 各
| 地元の合意形
i協議
ト 引事業終了後
い ふれ乏 いF契茶
1 解散

七 多言語iでの'11i
多文化共生の ま ち I I T関係、 高齢者 ・ 障害者の i
づ く り | 自 立支援、 外 国人 コ ミ ュ ニ

テ ィ 活動な ど

治会、 野田北部ま ち ; 業者、 地医にかか
く り 協議会、 婦人会、| わる諸国体、 行政

民生委員 、 児童委員、 | な ど さ ま ざ ま な
長寿会、 大国公関管理 | 人々 の参加と 協力
会、 海運コ ミ ュニテ ィ j に よ り 、 人情味あ
プラザ運営委員会、 野 ; ふれ、 安全で安心 j
田北部集会所管現会、 | な 「住みたい、 住
エ コ タ ウ ン の だ き た | み続けたいふる さ
サー ク ル、 TCC と 」 の実現をめざ

- 月 1 1ì:i]の定例会
- 部会 (かんがえー る会、やっ
てみー る会) → 自治会行事
だっ た夏祭 り 、 餅つ き な ど
の主体にな る

婦人会や 自治会の有志

野田北部地区、 新長田
駅南商庖街地域、 御蔵
地域

; す j
集会京 を コ ミ ュ ニ
テ ィ の場所 とする

修学旅行生を受け

ふれあい喫茶

入れ、 ま ちの説明 ( 体験学習受け入れ事業
をする

ミ ニ ヤー ド (円 11':
のテーブル を{吏っ
た ビ リ ヤー ドゲー ミ ニヤー ドの販売、 啓発

「季刊 ま ち づ く り J no. 5 2004年12月 学芸出版社
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4 ) 自地地区の新 し い ガパナ ン ス 野崎龍一 (遊空間工房)

〔被災地の96 % が由地地区〕

阪神 ・ 淡路大震災の復興で は 、 神戸市 を 例 に と る と 、 震災復興促進地域 に 指定 さ れ た 市

域5 ， 887ha の う ち 、 再 開発や 夜剖整理 な ど の 面 的復興事業が行 わ れ た 地域 は わ ずか233ha

(3 . 96 % ) に す ぎ な い 。 の ち に 、 密集事業や住市総の指定地域 を 加 え て 1 ， 225ha を 重点復

興地域 と し て指定 し た が、 内容的 に は特 に優遇措置が と ら れた と は言 い がた い も の で あ っ

た 。 言 い 換 え れば、 被災地の96 % が 「 白 地地域」 と い う 、 復興 を 自 力 に ゆ だね ら れた 地域

で あ っ た と い え る O

〔 白地地域の復興支援〕

都市計画決定の騒 ぎが一段落 し た 1995年夏 ごろ か ら 、 圧倒 的 な 部分を 占 め る 白 地地域の

復興支援 に つ い て 、 専 門 家 に よ る 動 き が 自 然発生的 に起 こ っ て き た 。 そ の 主 な も の に次の

よ う な 活動があ る 。

@ 市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク

当 初 は 、 都市計画 ・ ま ち づ く り の専 門家、 大学研究者、 行政担 当 者 が集 ま り 、 各

地で展 開 さ れ る 復 興 ま ち づ く り に つ い て情報交換、 意見交換 を 行 っ て き た 。 2 年 目

に 入 る 段階 で は 、 議論を 自 地地域 に置 く 方針 を 決定 し 、 情報交換 に と ど ま ら ず、 白

地地域で の ま ち づ く り を 支援す る た め 、 神戸市の東部 と 西部 に分かれ て 活動す る こ

と に な っ た 。

こ の う ち の東部 白 地地域復興支援チ ー ム は 、 1996年 6 月 に 区役所の 後援 を 得 て 、

自 治会 な どの 地域組織 に 呼びか け 「東灘市民復興 ま ち づ く り フ ォ ー ラ ム 」 を 開催 し 、

会場 は 市民の熱気があ ふ れ た 。

そ の後年 1 回 の フ ォ ー ラ ム を 3 年 間続け、 ま ち づ く り 協議会結成 を 呼びか け続け

た 。 そ の結果が 「住吉第 l 復興 ・ ま ち づ く り 協議会」 、 「住吉浜手 ま ち づ く り の 会」 、

「大石一南 ま ち づ く り 協議会」 の 誕生 に つ な が っ た 。

そ の後、 「住吉 第 1 J は 休眠状態 と な っ た が、 新 た に 震災復興 を テ ー マ に し な い

も の の 、 「住吉 山 田 地 区 ま ち づ く り 協議会」 、 「青木南 ま ち づ く り 協議会」、 「御 影地

区 ま ち づ く り 協議会」 な どが次々 結成 さ れ、 始動 し て い る O

@ 阪神 ・ 淡路 ま ち づ く り 支援機構

白 地地域の復興過程で起 き る 多様 な 課題 を 、 多 く の分野 の 専 門 家 が連携 し て解決

で き る 仕組み を つ く ろ う と 、 大阪 ・ 神戸の弁護土会が呼びか け て結成 さ れた。

も と も と 連携や協力 の歴史 を 持 た な い 団体であ る た め 設立 ま で に は多 く の 時 間 を

費 や し 、 弁護士、 建築士、 司 法書士、 土地家屋調査士、 税理士、 不動産鑑定士の 6

職種、 9 団体 に よ り 結成 さ れ た の は 1996年 9 月 で あ っ た 。

多 く の相談案件か ら 、 複数の 専 門 家 の 関 与が必要 と 判 断 さ れ た 案件 に つ い て 、 公
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募 に 応 じ た専 門家 チ ー ム が派遣 さ れた 。 住 宅 の 共 同化、 マ ン シ ョ ン 再建 な どで は税

理士、 司 法書士、 弁護士 ら が権利 関係の整理や税務面 で の 処理 を し 、 建築 コ ン サ ル

タ ン ト を 助 け た 。

白 地地域復興 に お け る 住宅 の 共 同化、 マ ン シ ョ ン 再建 な どの事例 か ら 、 初期の 6

カ 月 が勝負 で あ っ た こ と がわ か る 。 こ の 時期 に お け る 住民の合意 と 専門 家 と の連携

成立が復興の行方 を左右す る O

支援機構 は 、 全国各地で災害 に 備 え た 専 門化団体の連携 を 呼びか け て い る 。 静岡

県 で は基盤の連絡組織が結成 さ れ、 東京で も 弁護士会 を 中 心 に 準備 の た め の 話 し合

い が始 ま っ て い る O

〔地繰系組織 と の確執〕

初期 の復興支援 で は 、 地元i吉報や信用確保 な どの聞で、 自 治会、 町内会 な ど地縁系組織

の協力 が重要だ、が、 支援 に あ た る 専 門家 や ボ ラ ン テ ィ ア と の 聞 に薙執が生 じ る こ と が し ば

し ばあ る O そ の例 を 次 に見 て み る O

@ 魚崎地区

震災の 7 日 後、 在阪 の ア ト リ エ建築家 を 中心 に 設立 さ れた 「関西建築家 ボ ラ ン テ ィ

ア 」 は 、 魚崎小学校避難所か ら の要請 を 受 け て 2 月 末 か ら 魚崎地区への支援 を 始 め

た 。 実施 し た相談会で 5 つ の 共 同 化 プ ロ ジ ェ ク ト がス タ ー ト し 、 う ち 2 つ が事業化

さ れた 。

6 月 ご ろ 、 震災宜設の対応、 を め ぐ っ て 、 避難所の運営 を 担 っ て い た 地元活動 メ ン

バ ー (40� 50歳代) と 、 20数年来役員 を 続 け て い る 長老 た ち と の 間 に確執が生 じ て

い る こ と が判 明 し た 。 震災査後 は 、 主要役員 は 地区外に避難 し て詫来 の 地縁組織の

活動 は 空 白 だ、 っ た が、 そ の 責任 問題 と 、 長老役員 に相談せず に 進 め た 復興会議 な ど

を め ぐ っ て紛糾 し た 。

関 西建築家 ボ ラ ン テ イ ア は 聞 に入 札 ま ち づ く り 協議会設立 に 向 け て 説得 を 続け

た が失敗 し た 。 い ま は故人 と な っ た 当 時 の 連合会長は 「私 ら は 、 個 人 の私権 に か か

わ る こ と に は手 を 出 さ な い こ と を 鉄則 に し て い る 」 と 言 っ て い た 。 住 宅再建は私権

の 問題 だ と い う 認識な の だ っ た 。 の ち に な っ て そ の連合会長 は 「役員 の 意識は変わ

り つ つ あ る 。 も う 少 し待 っ て ま ち づ く り を 始め た い」 と 言h っ た が、 時 す で に 遅 し で

あ っ た。

@ 住吉地区

田 地 区 で は 、 震災前か ら 対岸の埋立 地 に 計画 さ れた 産業廃棄物工場への反

対運動が始 ま っ て い た が、 震災後 に連合 自 治会長が独断で会社 と の協 定書 に調印 し

た こ と で、 連合 自 治会役員 と 住民 と が対 立 し た 。 そ の紛糾の 中 か ら 、 反対運動 の メ

ン バ ー が中 心 に な っ て 、 住民の 7 割近 く の署名 を 得 て 1997年 2 月 に 「住吉浜手 ま ち
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づ く り の 会」 が結成 さ れた 。

「 ま ち づ く り の 会」 結成後 も 自 治会 に対 し て経理の公開や単独調 印 の責任追及 は

続 き 、 1998年 8 月 に25年 間 そ の役 を 務 め て き た 白 治会長が辞任 し 、 若手の 自 治会長

が誕生 し た 。 そ の後、 双方の会議 に オ ブザー パ ー 参加や役員 枠 を 設 け る 試みが進 み 、

関係改善が図 ら れた 。 現在 は 、 共 同 後誌 に よ る 盆踊 り の復活や 、 公園管理委員 会 を

「 ま ち づ く り の会」 へ移管す る こ と な ど、 協力 と 役割分担が進み つ つ あ る 。

@ 財産区

魚崎、 住吉地区 に は と も に全国で有数の規模 を 誇 る 財産毘があ る 。 つ ま り 、 連合

自 治会 と 表裏一体の形で地域資産の管理団体が存在 し て い る O そ の こ と が権益化 し

て 、 地域 自 治 を 不透明 に し て い る 間があ る 。

〔新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ 像)

ま ち づ く り に は 自 治会 な どの地縁系組織が中心 に な ら な け れ ばな ら な い と 言わ れ て き

し か し 、 長年住民の無関心の 中 で醸成 さ れて き た 「 自 治会気質」 を そ の ま ま に し て住民主

体の ま ち づ く り ・ 地域づ く り の実現は むつ か し い 。

ま ち づ く り 協議会が、 従来 の地縁組織 と 決定的 に 違 う の は 、 合意形成 の 機 能 (広報 と 意

見聴取) と メ カ ニ ズ ム (総会 ・ 役員 会 ・ 規約 な どの公開性) を 持 っ て い る と い う こ と で あ

る O 言い換 え れば、 地域住民の総意 を 形成 し 、 そ れ に も と づい て活動す る 新 し い地域組織

が生 ま れて き た と 考 え る べ き で は な い か。

い ま 被災地で は 「地域 自 前主義」 が よ く 言わ れ る O 震災後育 っ て き た ボ、 ラ ン テ ィ ア が地

域循環型経済の試み を 行 い 、 地域 に根 ざ し た福祉 を め ざ し て い る こ と に よ る O し か し 、 行

政 に は協力 的 で あ る 一方で要求型で も あ る 従来 の 地縁組織 と の連携 は 困難 で あ っ た。

復興 ま ち づ く り の 中 で 、 分権社会 と 地域 自 治 を 実現す る こ と の重要 さ を 重 く 受け止 め な

が ら 、 合意形成機能 を 備 え 、 白 発的 な 活動 を 進め る 新 し い 「地域 自 治組織」 こ そ が 目 標で

あ る こ と に気づい て い る O

く参考資料〉
「季干Ij ま ちづ く り J no . 5 2004年12月 学芸出版社
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第五館 空 費 地 @ ま ち な み @ @ 景観

1 . さ ら地が 1 万5 ， 000力開
奈良大学の碓井照子教授 (地理学) の調査で、 神戸 ・ 阪神 間 の 家屋や ピ ル が倒壊 し た跡

地約10万 カ 所の う ち 、 2004年末 の 時点 で 約 1 万5 ， 000 カ 所の 跡地で建物が建設 さ れ る こ と

な く 、 さ ら 地か駐車場 と し て 残 さ れて い る こ と が2005年 1 月 に 明 ら か に な っ た (表 5 - 1 ) 。

調査地域は神戸 市の う ち 被害が大 き か っ た須磨区 か ら 東灘区 ま で の沿岸 6 区 と 芦屋市、

西宮市。 被災地全体の倒壊家屋跡地約10万 カ 所の う ち 8 万1 ， 167 カ 所 に つ い て 調べ た 。

こ の結果、 6 万4 ， 268 カ 所で は新た な 建物が建設 さ れて い た が、 さ ら 地 は8 ， 678 カ 所、 駐

車場が6 ， 095 カ 所 に の ぼ っ た 。 そ の ほ か公共用 地1 ， 873 カ 所、 仮設庖舗 な どが245 カ 所 だ、 っ た。

調査対象地域で さ ら 地 や駐:車場の割合が一番多 か っ た のが長 田 区 で25 % 。 他 の 地域 (12

- 24 % ) を ヒ 回 っ て お り 、 倒 壊家屋数は ほ ぼ同 じ 西宮市の倍以上 だ、 っ た 。

こ の10年 の推移 を み る と 、 地震発生の翌年の 1996年春 に さ ら 地の 数が 8 万 カ 所 を 超 え て

ピ ー ク に 。 2002年末時点で も さ ら 地 ・ 駐車場は 2 万 カ 所あ っ た が、 2003年 1 年間 で被災地

外か ら の流入が増 え た こ と や仮設庖舗 な どの新築が増 え た こ と な どか ら 、 2004年末 に は約

1 万5 ， 000 カ 所 に ま で減少 し た 。 (産経新聞2005年 1 月 14 日 )

(表 5 - 1 )  さ ら 地 ・ 駐車場の数

(奈良大学調べ)

〔神戸の被災 さ ら 地87万6， OOO rrl J 

神戸市 の 調査 に よ る と 、 2005年 1 月 現在、 被災 し て さ ら 地 に な っ た ま ま の 宅地が、 神戸

市 内 だ け で 甲子閑球場の22個分 に相当 す る 約87万6 ， 000m'あ り 、 特例で軽減 さ れ る 固定資産

税 と 都市計画税が総額 7 億1 ， 700万円 に の ぼる こ と がわ か っ た 。 前年 によじべ、 面積で11 % 減、

宅地の築数で、は427減っ た も の の 、 住宅再建の足踏み状態が浮 き 彫 り に な っ た (表 5 - 2 ) 。

税 の軽減措量の対象 と な る さ ら 地 は 、 1996年 の約 6 万1 ， 000筆が約7 ， 000筆 に 減 っ た が、

こ の 4 年 間 は 滞 り が ち o 1 月 の調査で は 長 田 区 の約22万7 ， 000m' と 兵庫 i又 の 約四万6 ， OOOm2
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と で全市の43 % を 占 め 、 市西部 の復興の遅れが際立 つ て い る 。

神 戸 市以 外 で は 、 芦 屋ー 市 が約17万6 ， 000m2 (軽減額約 1 告5 ， 000万 円) 、 伊丹市約 4 万

8 ， 000m' ( 同4 ， 000万 円 ) 、 明石市約11万4 ， 000m' ( 1司9 ， 700万円 ) と な っ て い る 。

(表 5 … 2 ) 神戸市内 の さ ら 地の推移

年 筆
1996 6] ， 000 
1 997 40 ， 000 
1998 30 ， 000 
1999 2 1 ， 000 
2000 16 ， 000 
2001 9 ， 078 
2002 8 ， 222 
2003 7 ， 867 
2004 7 ， 444 
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〔市有の空 き 地が大量発生〕

市借地再開発、 土地医画整理事業 に よ っ て も 大量 の 空 き 地が発生 し た ( 表 5 - 3 ) 0 他 に

移 り 住 ん だ住民が震災前 の 土 地 に戻 ら な い こ と と 、 市 に よ る 土地の大量取得か ら だ。 ほ と

ん ど市有地がな か っ た 長 田 区 の御菅西地 区 で 宅地 (公園 、 道路以外の建物 を 建 て ら れ る 土

地) に 占 め る 市有地比率が 3 割 を 趨 え る 。 住民 に よ る 調査で は 、 震災前 に あ っ た 373軒 の

建物の う ち 35% は 空 き 地 に な っ た 。 市 は すべて売却す る 考 え だが、 地区の住民は 市有地 を

売却せず、 ま ち づ く り の た め に 有効活用 す る こ と を 求め て い る O

新長 田 駅北地区 で は 約 2 万3 ， 700m" (廃校用 地 も 含 む ) も 売却 可能 な 余剰 の 市有地が残 る 。

一部売却 し た が大部分 は 手 つ かずの ま ま 。 ( 日 経新開2005年 1 月 17 日 )

〔県が空 き 地活用 に助成〕

兵庫県 は 、 被災地の 空 き 地 を イ ベ ン ト ゃ い こ い の場 な ど に 活用 し て 地域の に ぎ わ い を つ

く り だす活動 を 助 成す る 。 対象は2004年 9 月 � 1 1 月 に ス タ ー ト し 、 特定の 団体や個人が収

益 を 得 る こ と の な い 非営利 な 活動。

要件 は①大震災が起因 す る 空 き 地②事業 に つ い て土地所有者 ら の 同意が得 ら れ、 地域の

7解が得 ら れ る ③お お む ね 100m' を 活用 す る の 3 点。

助成額は、 お お む ね 月 1 毘程度活動 し 、 6 カ 月 以上 1 年以 ドで実施す る 事業 は 1 件 あ た

り 150万 円以 内 な ど と し て い る O
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(表 5 - 3 )  土地区画整理事業地区の売却可能な 市町有地

137 ， 000 3 ， 800 
312 ， 000 * 4 ， 800 

40 
134 ， 000 900 

1 ， 400 210 ， 000 I 2 ， 500 I 

300 
1 ， 100 

197 ， 000 l 4 ， 000 
300 I 

101 ， 000 | 2 ， 400 
5 ， 000 
23 ， 700 

* は土地開発公社を含む ( 日 経新聞2005年UJ 17 日 を基 ;こ事業安の
代わ り に地区面積を掲載。 地IZ:而積については、 売却可能市町有
池と の比較のためhaをばに換算 して表記 し た。 )

〔 空 き 地減税を 延長〕

自 民党税制調査会は2004年12月 、 阪神 ・ 淡路大震災で住宅が全壊す る な ど し て い ま も 空

き 地 に な っ て い る 土地 の 固 定資産税 と 都 市計画税 を 住宅用地 と 同 等 に 引 き 下 げ る 減額特例

措置 を 2006年度以 降 も 延長す る 方針 を 閉 め た 。 延長期 間 は原則 と し て 2 年 間 だが、 再開発

や 区 画整理 な ど復興事業が継続 し て い る 区域は 5 年間 と す る 方向 で調整 し て い る O 兵庫県

と 被災 自 治体が国 に 期 間 延長 を 求 め て い た 。

こ う し た 土 地 は 2003年 1 月 現在、 兵庫県 内 の被災10 市10町で約 1 万5 ， 600区 画 あ り 、 特

例 で減額 さ れ た2003年度 の 固 定資産税 と 都市計画税 は20億4 ， 800万 円 。 1 996年度か ら の 累

計は約513億 円 に 上 る O

震災で、失 っ た住宅 を 再建 し た 世帯 の 回 定資産税 と 都市計両税、 不動産取得税 も 同様 に 延

長 さ れ る O し か し 、 再建 し た住宅の登録免許税の 免税 な ど国税 に 関す る 特例 は すべて2004

年度で終了す る こ と に な っ た。
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2 . 電車農地中化を推進
〔区画整理地区で1 5 鴎 7% )

国土交通省 は2004年 4 月 に 「無電柱化推進計画」 を 発表 し た が、 神戸市内 の復興土地 区

画整理事業地区 の 一部で電柱の な い道路は11地区平均 で15 . 7% (計画分 を 含 む ) に な っ て

い る こ と がわ か っ た 。

電線の 地 中 化 は住宅街で、 は 国 の 補助対象外だ、 っ た が、 1998年末 に補助制度 を 拡充。 そ れ

ま で市街地の 幹線道賂 だ け が対象だ っ た が、 シ ン ボ、 ル 的 な 路線や避難誘導路 も 対象 に 追加

さ れた 。 こ れ を 受 け て神戸市 は 関西電力 な ど電線管理者 と 協議 し 、 区 画整理地区で地中化

を 図 る こ と に し た 。

た だ し 「顔 と な る 蕗線」 の み で地中化 し 、 そ こ で も 各住宅への引 き 込み は街灯 の支柱 に

電線 を 通 し 、 そ こ か ら 伸 ばす な ど し て 工費 を 抑 え た 。 厳密 に は 「無電柱化」 で、 計 8 km、

地 区 内 の 道路の15 . 7% で整備す る こ と で合意 し た 。

区両整理の対象地 区 で は 、 芦屋市や北淡町で も 計 4 kmで、無電柱化が進め ら れ た 。 西宮市

は財政的 に 困難 だ と し て ゼ ロ 。 経費 は 、 た と え ば新長 田 駅北地 区 で は 電線共同溝の建設 に

100m 当 た り 2 ， 300万 丹 か か っ た 。 そ の 1 割弱 を 関西電力 が負担 し 、 残 り を 国 と 市で折半す

る 。

各住宅への 引 き 込み は電力 会社の責任だが、 完全地 中化す る と 、 も し 家 の 形状が変 わ っ

た場合、 再配線 の 費 用 が10倍 に な る と い う O 関 電 の 担 当 者 は 1100年余 り ま ち な みが安定

し て い る 欧米 と ち がい 、 日 本 は20�30年 で建て替わ る j と 地 中化の を 指摘 し て い る 。

電線の 地 中 化 は 、 ロ ン ド ン 、 パ リ で は 100% 、 ニ ュ ー ヨ ー ク で72% 0 日 本で は 市街地の l . 5 % 0
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区画整理地区 で の無電柱化 は住宅街で の 整備 の先例 に な っ た 。 国交省 は景観改善 と い う 理

由 に加 え 、 「地中化すれば耐震性 も 増す」 と 、 市能地の幹線道路の無電柱化率 を 5 年で 9 %

か ら 17 % へ引 き k げ、 歴史的景観地 区 な どの整備 に も 本格若手す る 。 (神戸新開2004年 4 月 四

円 )

3 .  r総空間区」 の提唱
〔 中 瀬勲委員研究会が報告会〕

板神 ・ 淡路大震災記念協 会 の 主 催 で進 め ら れ た 阪神 ・ 淡路大震災10 周 年記念研究 セ ミ

ナ ー の ひ と つ で 、 2004年 8 月 18 t:! に 開 か れ た 「緑空 間 の マ ネ ジ メ ン ト J の 調査研究報告 と

パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン で、 中 瀬勲委員研究会か ら 、 縁恕 聞 の マ ネ ジ メ ン ト と 緑空 間 同 士

の ネ ッ ト ワ ー ク を 進め る た め に 「緑空 間 区」 の 考 え 方が提唱 さ れた 。

兵庫県立大学 自 然 ・ 環境科学研究所の 中 瀬教授 を リ ー ダー と す る 中 瀬勲委員研究会 は 、

20例年 3 月 に研究報告書 『緑空間 の マ ネ ジ メ ン h を ま と め た。

研究 は 、 震災後作 ら れた 岡本花苑 (東灘区) 、 き ん ぼ う じ ゅ 広場 (長田 区 ) 、 新開地 え え

と こ 広場 (兵庫 区 ) 、 新在家南 3 丁 目 街か ど広場 (ì難区) 、 新長田本町 ビ ッ グハ ー ト 広場 (長

田 区) 、 大 日 に ぎ わ い広場 ( 中 央区 ) 、 ト ア ガー デ ン ( 中 央[x:) 、 な か よ し ラ ン ド (灘区) 、

西国街道 あ づ ま ま ち か ど広場 ( 中 央広) な どの ほ か、 県 立有馬富士公開 ( 三 田 市) 、 淡路

島公園 (淡路市) 、 国営木 曽 三 J 1 1公盟 (岐阜県川 島 町) 、 世 間 おの プ レ ー パ ー ク (東京都世

田谷豆) 、 地球デ ザ イ ン ス ク ー ル (宮津市) 、 小寺市民農 園 (西区) 、 学習農 園 (西区) 、 神

出 オ ー ガニ ッ ク コ テ ー ジ (西区) な ど21 カ 所 を 対象 に行 わ れ た 。

こ の結 果 は 、 報告書の ほ か に 、 8 月 の研究報告会 と パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン で発表 し 、 「人

間サ イ ズ の ま ち づ く り 」 や 「 コ ン パ ク ト タ ウ ン づ く り J に 「緑空 間区J の 考 え 方が有効 な

こ と を 次の よ う に 強調 し た 。

〔繰空間のネ ッ ト ワ ー ク の圏域〕

「緑空間J は 、 公園 の ほ か に 、 社寺、 河 川 、 公開空地、 農 地 な ど を 含め た 空 間 で、 個 人

の 家 の庭園 な ど も 含む こ と も あ る O 大震災で こ う し た 「緑空間」 は 避難場所や救援基地 に

活用 さ れた 。 ま た 、 ふ だ ん か ら 公園 を よ く 利用 し 、 維持管現 を 自 主的 に行 っ て い る 地域 コ

ミ ュ ニ テ イ があ る と こ ろ で は毎 ! 日 ・ 復興が早 く で き た 。 こ う し た こ と か ら 、 緑空 間 の マ ネ

ジ メ ン ト は 「住民主体の た 人 間サ イ ズ の ま ち づ く り ミ 」 や 「地域の魅力 を い か し た コ ン パ

ク ト タ ウ ン づ く り 」 に 結 びっ く O

た だ、 植棋、 造 菌 、 環境教育 や イ ベ ン ト 開催 な どで は ひ と つ の緑空間 だ け で は解決で き

な い 問題 も あ る の で 、 地域 に 点在す る ほ か の 緑空 間 と 協力 し あ う 必要が生 ま れて く る 。 そ

う し た緑空間 の ネ ッ ト ワ ー ク が広 がれ ば、 そ れぞれの緑空間 の マ ネ ジ メ ン ト は活発 に な っ

て く る し 、 地域全体が生 き い き し て く る 。
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こ の よ う に 、 緑空間 の ネ ッ ト ワ ー ク に よ っ て 活発な マ ネ ジ メ ン ト が展 開 さ れ る 欝域の こ

と を 「緑空間 註」 と 呼ぶ 。

大震災後、 暫定的で狭小 な 空地がた く さ ん発生 し た が、 こ れ ら の 空地で管理や運営 に活

動 し て い る 人た ち は 、 単独で は解決で き な い 問題 を 抱 え て い る こ と が多 い 。 し か し 、 「緑

空間区」 を 考 え る と 、 い ろ い ろ な種類の緑空間が協力 し あ っ て 問題 を 解決 し よ う と す る 相

(図 4 - 1 ) 0 互協力 が発生 す る

緑空間区の考 え 1]( 図 4 - 1 ) 
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そ の た め に は 、 各緑空間 の 問題点 を把握 し 、 緑空間 同 士 の ネ ッ ト ワ ー ク を 進め る 「緑

空 間 区 の コ ー デ イ ネ ー タ ー 」 の存在が必要だ。 緑空間 区 の コ ー デ イ ネ ー タ ー は 、 日 常的 な

ク に加 え て イ ベ ン ト な どの 非 日 常 的 な ネ ッ ト ワ ー ク に つ い て も 考 え て お か な け

こ う し た 日 常 ・ 非 日 常の ネ ッ ト ワ ー ク を 構築す る こ と は 、 震災 と い う 非 日

常 的 な 事態 に対 し で も 柔軟 に 対応で き る 地域づ く り を促進す る こ と に な る 。

た

ネ ッ ト ワ

ればな ら な い 。

〔緑空間区の コ ー デ ィ ネ ー ト 〕

「緑空間 区」 を 成立 さ せ る に は 、 制度、 財源、 人材育成が必要 に な る O 制 度 は 、 「景観緑

シ ョ ン行

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド の行政セ ク シ ョ ン の あ り 方 を参考 に し て 、 日 本の 行 政 シ ス テ ム に

つ い て積極 的 な 意見 を 表明す る こ と で緑空間 の マ ネ ジ メ ン ト は か な り 変わ っ て く る だ ろ う O

財 源 は 、 エ コ マ ネ ー 、 助成金、 委託金、 寄付、 受益者負 担 な どが考 え ら れ、 行政機 関 や

ア メ リ カ の リ ク リ エと 指定管理者制震 な ど を 有効 に使 う こ と の ほ か に 、3 1去」

政や、

第八苦言 @ 都 市 計画 ・ ま ち づ く り538 



企業な ど と 連携す る こ と で多様な 選択肢が考 え ら れ る 。

人材育成 に は 、 兵庫県立淡路景観菌芸学校があ り 、 こ こ で は 専 門 家の育成や市民活動 1) ー

ダ ー が養成 さ れて い る O 各市町の さ ま ざま な 生涯学習 の機会があ り 、 楽 し み な が ら 学び、 「公

共 の 益 に 資す る 」 人材が育 っ て い く こ と が期待で き る 。

〔緑空間区の コ ー デ ィ ネ ー タ ー 〕

各緑空 間 の マ ネ ー ジ ャ ー を つ な い で 「緑空 間 区」 を コ ー デ イ ネ ー ト す る 人の業務 は 次 の

こ と カfあ る O

①危機管理②利 用 案内③維持管理 に か か わ る 方針 ・ 計画の作成④情報の把握⑤活

用 ニ ー ズ の 把握 と 反映⑥情報 の 発信⑦学校教育 支援⑧住民参加型運営計画 の 策

定 ・ 実施⑨魅力 的 な 活用 策 の企画 ・ 実施

コ ー デ イ ネ ー タ ー に 求め ら れ る 職能 に は次の 6 つ があ る 。

①課題 を 発掘 し 、 そ れ を 解決す る 能力

②住民 と の十分 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力 と ニ ー ズ に対す る 柔軟 な 対応能力

③ コ ー デ イ ネ ー タ ー と し て公正 な 判 断力

④行政 と 緑空 間 の マ ネ ー ジ ャ ー 、 あ る い は緑空間 の マ ネ ー ジ ャ ー 同 士の調整能力

⑤ 命定の専門性 を 持 ち 、 そ れ を 生かす能力

⑥緑空間 の魅力 を 広 く 一般に啓発す る 能力

こ う し た職能 を 育 て る た め に 養成講座が必要 に な る O こ の養成講庖 を 受講す る と 、 緑空

間 の マ ネ ー ジ ャ ー と し て公的 な 資格 を 認定す る よ う に な る こ と も 望 ま し い 。

〔緑空間区 と い う 特区 〕

緑空間同士がネ ッ ト ワ ー ク し て 「緑空間 区」 の エ リ ア が広 が り 、 充実 し た ネ ッ ト ワ ー ク

を 持 つ 「縁空間 区 」 は 、 将来的 に は構造改革特区 や経済特区 の よ う な独 自 の 仕組み を 運用

で き る よ う に な る か も し れ な い。

4 . ま ちづ く り ・ 景観形成の活動の顕彰
1 ) ま ち づ く り 大臣表彰に 5 団体

「 ま ち づ く り 功労者国土交通大臣表彰」 の 受賞者が2004年 5 月 に 決 ま り 、 兵庫県内 か ら

被災地の ま ち づ く り 協議 会 4 団 体 を 含 む 5 団体が受賞 し た 。 全国で は 59件、 6 1 団体。 県 内

の受賞団体は次の と お り O

市 道駅高地 区 ま ち づ く り 連合協議会 (神戸市灘 区 ) 、 久二塚地区震災復興 ま ち づ く り

協議会 (神戸市長田 区) 、 久二塚 6 ま ち づ く り 協議会 (神戸市長 田 区) 、 二 ツ 屋特定土地区

画整理組合 (神戸 市西区) 、 若宮町 ま ち づ く り 協議会 (芦居市)
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2 )  f21 世紀の ま ち づ く り 賞J に 2 個人 ・ 間体

兵庫地域政策研究機構 ( 貝 原俊民理事長) の うl 世紀 ま ち づ く り 賞」 、 被災地 NGO 協

働 セ ン タ ー (神戸市兵庫 区 ) の村井雅清代表 と 、 阪神大震災復興市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ

ト ワ ー ク (神戸市灘区) が選ばれ、 2004年 6 月 9 日 に 表彰式があ っ た 。

村井氏 は 、 NGO や NPO が主体 と な っ て 市民社会 の 実現 を め ざ し て い る 点。 復興市民

ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 市能地 に花や緑 を 増 やす プ ロ ジ ェ ク ト の推 進 が、 そ れぞ、

れ評価 さ れ た 。

3 ) 兵庫県 の 「人間サ イ ズの ま ち づ く り 賞」

2004年度の 兵庫 県 の 第 6 回 「人 間サ イ ズ の ま ち づ く り 賞J が応募204団体 ・ 建物の 中 か ら 、

神戸市長 田 区 の 「栴i蔵 5 ・ 6 丁 目 町づ く り 協議会」 、 阪神 ・ 淡路大震災 ま ち 支援 グ ル ー プ

「 ま ち コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン J な ど18団体 ・ 建物 に贈 ら れ た 。 1999年か ら 設け ら れ た 賞 で 、

兵摩県 の 「 ま ち づ く り 基本条例」 の 基本理念であ る 安心 ・ 魅力 あ る ま ち づ く り に 寄与 し た

優れた建築物 や顕著な功績の あ っ た 活動団体 を 表彰 し て い る O

受賞間体の う ち 、 震災復興 に 直譲 関連 の あ る の は 、 ま ち づ く り 活動部門 の 「御蔵 5 ・ 6

丁 目 町づ く り 協議 会」 阪神 ・ 淡路大震 災 ま ち 支援 グ ル ー プ 「 ま ち コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」

だ、 っ た 。

「 ま ち コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 の受賞は次の理由 に よ る O

震災復興 ま ち づ く り 提案 を 市 に提出 し 、 事業計画、 地区計困決定 を 受 け た 。 土地区画

整理事業で新た に で き る こ と に な っ た 公 園 の 設計や維持管理、 慰霊モ ニ ユ メ ン ト の建立

や 維持管 理 に 取 り 組ん で い る 。 県外か ら の修学旅行生 を 受 け 入 れて 震災 の 語 り 継 ぎ、 野

外での炊 き 出 し 、 ま ち 歩 き 等の体験学習 を 実施 し て い る 。

ま ち づ く り 活動部門 の他の受賞団体は次の 団体。

山 田 区民会 (神戸市東灘区) 、 自 然 と 文化の森協会 (尼崎市) 、 龍野地区 ま ち づ く り 協議

会 (龍野市) 、 空 き 缶で も う け て も え え 会 (佐用 町)

4 ) 神戸市の 「麓築文化賞」

大震災10年 目 に あ わせ て 、 神 戸 市 の 第 9 田建築文化賞の表彰式が2005年 2 月 6 日 に行 わ

れ た 。 市建築丈化 賞 は 1974年か ら 始 ま っ て い て 、 大震災後は 1 998年 に 次い で 2 回 目 O

従来の 「市民 に 親 し ま れて い て神戸 に ふ さ わ し い罷れた建築物」 を 表彰す る 建築丈化部

門 、 「震災復興 に 大 き く 貢献 し た 優 れ た 建築物」 の 復興建築部 門 に 加 え て 「既存建築物 を

再生 し新た な 価値 を 生 み 出 し た 優 れ た 建物」 の ス ト ッ ク 再生部 門 が設 け ら れ た 。

〔建築文化部門 〕

神戸税関本関 ( 中央区新港町、 1999年竣工) 設計 : 国交省近畿地方整備局 営繕部、 日

建設計、 施工 : 東急 ・ 前 田 ・ 新井共同企業体
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〔復興建築部門〕

カ ト リ ッ ク 中 央教会 ( 中央区 中 山 手 1 、 2004年竣工) 設計 : 村上 品 子 ア ト リ エ、 施工 :

竹 中工務庖神戸支庖

神戸国際会館 ( 中 央区御幸通 8 、 1999年竣 じ) 設計 : 神戸市都市整備公社、 日 建設計、

施工 : 竹 中 ・ 清水 ・ イ チ ケ ン ・ 岡共 同企業体

日 本基督教団神戸栄光教会 ( 中 央E下 山手通 4 、 2004年竣工) 設計 : 日 建設計、 施工 :

竹 中 工務自神戸支窟

〔 ス ト ッ ク 再生部門〕

ロ ッ ク ・ フ ィ ー ル ド神戸ヘ ッ ド オ フ ィ ス /神戸 フ ァ ク ト リ ー (束離区魚崎浜町 、 2004

年竣工。 旧 建物 は 1991年建築) 設計 : 安藤忠雄建築研究所、 施工 : 清水建設神戸支底

5 ) 神戸市の 「神戸景観 ・ ポ イ ン ト 賞」

第四国 「神戸景観 ・ ポ イ ン ト 賞」 の表彰が2004年12月 17 日 、 こ う べ ま ち づ く り セ ン タ ー

で行われ、 応募59件の 中 か ら 6 件が表彰 さ れ た 。

〔神戸景観 ・ ポ イ ン ト 賞〕

神戸栄光教会 ( 中 央区 下 山 手通 4 ) 

受賞理由 : 景観復興の シ ン ボル と 記憶の継承。 震災で全壊 し た 旧 ・ 栄光教会 は 、

神戸の都市長観 に と っ て重要 な 近代洋風建築物 で あ っ た 。 震 災か ら 1 0 年 を 経て

再建 さ れ た 栄光教会は 、 元 の 建物 の デザイ ン を 忠 実 に 再現 し な が ら 、 建物 の セ ッ

ト パ ッ ク に よ り 新た な広場 を 生み 出 し 、 ま た 地下の サ ン ク ン コ ー ト や シ ー ス ル ー

エ レ ベ ー タ ー な ど従来 に な か っ た 要素 を 取 り 入れ， も と の デザ イ ン に う ま く 融合

さ せ占て い る O

震 災 に よ り 神戸 の 街並み は 大 き く 変化 し た が、 近代神 戸 の 歴 史の 中 で も 重要 な

こ の場所 に お い て 、 i日建物 の風格あ る 外観の創造的 な復元 と 再生が果た さ れた こ

と は ま ち な み景観上大 き な 意味があ る 。

灘浜サ イ エ ン ス ス ク エ ア (灘区灘浜東町" 2 )

受賞理由 : 工業地帯 の 中 の新 た な オ ア シ ス

コ ン ク リ ー ト 打 ち 放 し と 鉄 に よ る 軽快 な デザイ ン の建物 と 、 建物 を 埋設 し た緑

化マ ウ ン ド や 敷地 内 の ピ オ ト ー プな どの 自 然 の 要素が よ く 謂和 し て い る 。 ま た 隣

接す る 灘浜緑地 と 一体 と な っ て市民の憩い の場 を 提供 し 、 工業地帯 の 中 で新た な

オ ア シ ス を 生 み 出 し て い る O

神戸質屋会館 ( 中 央区 中 町通 4 ) 

受賞理由 : ま ち の な かで光る デザイ ン

ま ち な かの小規模 な 建築物で， ガ ラ ス ブ ロ ッ ク を 全面 に 用 い た フ ァ サ ー ド が ま

ち な み に 変化 を 与 え て い る 。 さ ら に夜 間 に は 内部 の 光 に よ っ て そ の表情が変わ り 、
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夜間景観 に も 寄与 し て い る O

Terrace g ( 中 央区 下 山 手通 8 ) 

受賞理由 : 通 り か ら の景観へ の 配慮

同 一設計者 に よ る 既存 の 隣譲建物 と 表情 を 変 え な が ら も 調和 し た デザイ ン がな

さ れ、 ま た殺嵐景 に な り がち な屋外階段部分 に 目 隠 し の ガ ラ ス 壁 を 設 け る な ど、

通 り か ら の 景観 に 配慮 し た工夫が各所 に 見 ら れ る O

〔特別賞 ・ ま ち な み賞〕

ま ち な か縁地 (間出 ・ 東出 ま ち づ く り 協議会)

受賞理由 : 緑化 ま ち づ く り の取 り 組み

都 市計画道路湊町線の残地 を 活用 し 、 地域主体で手づ く り の 沿道 緑化が図 ら れ

て お り 、 緑化の訳 り 組み を 通 し 、 地域 コ ミ ュ ニ テ イ 活動 の 拠点が形成 さ れて い る 。

さ ら に周辺空地の緑化 を 進め る な ど、 ま ち づ く り 協議会 に よ る 地道 な ま ち づ く り

活動が継続 し て 行 わ れ て い る O

ト ア ロ ー ド の ま ち な み ( ト ア ロ ー ド地 区 ま ち づ く り 協議会)

受賞理由 : 花 と 緑あ ふ れ る ま ち な み の形成

沿道 を 花 と 緑あ ふ れ る 景観 に す る た め 、 ま ち づ く り 協議会が中心 と な っ て 、 歩道

上 の オ ー プ ン ガー デ ン 「風の 寵」 の整備 ・ 管 理 を 進 め る と と も に 、 再建 さ れ た

NHK 神戸放送会館 の 緑化 ス ペ ー ス を 誘導す る な ど、 緑化 ・ 飾花 の 活動 を 通 し て

都心 に う る お い を も た ら し て い る O

国軍 ク ロ ー ズア ッ プ

記憶の場所

「記官窓の場所」 は共同性へ と i白]かっ て い く ー
と 、 今井信雄神戸大学 C O E 研究員 は、 震災モ
ニ ュ メ ン ト や震災ア ー ケ ー ドの持っ て い る 意味
を考察 して 、 「震災の記憶 を つ な げて い く こ と で、
その共同体が成立 し続け る 」 と 、 「記憶の場所J

j の重要性を 指摘 し て い る 。
関西学院大学 C O E 災害復興研究会が編集 し

た 『災害復興一阪神 ・ 淡路大震災か ら 10年 (関
西学院大学出版会、 2005年 1 月 17 日 ) の
の場所、 被災地のつなが り 」 か ら 、 その ご く 鰐
単 な要約 を …。

記憶の共有 の た め に は、 記憶が喚起 さ れる 「場
所」 の存在であ る 。

震災後、 区画整理や再開発 に よ っ て被災地の
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ま ち な み は 一新 し て い る 。 しか し 、 記憶の場所
を つ く ろ う と する 試み も あ る 。 慰霊碑、 記念碑
な どの震災 モ ニ ュ メ ン ト で、 す で に 200 カ 所 を
超 え て い る と い う 。

亡 き 人 を思い出す こ と でつ なが り が生 ま れる 、
と い う こ と は近代以前か ら 続 く 共 向性を つ く り
あ げる ひ と つの し く みであ る 。 生 と 死があ る 場
所に結びつ い て い る と き 、 世代 を超えて 、 根源
的 な共向性が成立す る O

震災に よ る 亡 き 人の記憶 を 、 あ る 「場所」 に
結びつ け、 その記憶 を 分か ち 合 い 、 「震災前」
と 「震災後」 の記憶 を つ な げる こ と がで き れば、
そ こ か ら 共河性を つ く り あ げて、 被災以後を生
き る を み い だす こ と がで き る 。

神戸市長田区の西神)ゴセ ン タ ー街に 、 震災の



損壊 と 火災 を 記す ア ー ケ ー ドが残 さ れていた。
それは震災前の記憶 を 、 震災後に重ねあわす記
憶の分か ち あ いの場所であ っ た。

しか し こ の ア ー ケ ー ド は 、 再開発事業の進展
に と も な い撤去 さ れる こ と に な っ た。 2003年 7
月 、 「震災 ア ー ケ ー ド、お別れ会」 が関かれた。
地元の人た ち が小学生に向かつ て震災について
語る と い う かた ち だ っ た。

|街宿主の ひ と り は、 40年前に完成 し た その 口 、
住民が交通事故で亡 く な っ た話 と 、 震災当 B 、
と う ふ を買い に来た奥さ んがつぶれた市場の ド
敷 き に な っ て亡 く な っ た話 を し た 。

こ の話が示 し て い る の は 、 「亡 き 人」 に 関 す
る 「ふ た つの記憶」 が、 ア ー ケ ー ド と い う 「場
所」 の記憶 と し て再構成 さ れてい る こ と であ る 。
ア ー ケ ー ドの始ま り と 終わ り を
つの物語を構成す る こ と で、
つ なが り を つ く ろ う と 試みて

人は常 に い ま の 自分 と 過去の 自 分 と を つ な げ
て生 き てい る 。 人が過去を 失 え ば、 自 分が何者
かわか ら な く な る 。 ま ち が過去 を 失 え ば、 どん
な ま ち かは わ か ら な く な る 。

ア ー ケ ー ドの下で言いあ ら わ さ れた の は、 震
災前 と 震災後の亡 き 人の記憶 を ひ と つの記憶に
形成 し よ う と す る 営みであ る O 震災の記憶があ
る 「場所」 と 結 びっ く と き 、 そ の場所は共同性
へ と 向かっ てい く 。

震災の記憶 を つ な げてい く こ と で、 その共河
体が成立 し続け る 。 それは社会全体の ア イ デ ン
テ ィ テ イ へ と 向か う こ と に な る 。 そ し て、 ひ と
がその共同体の 中で生き る と き 、 その ひ と は震
災のつ ら さ に耐 え る 力 を 、 少 しずつ得てい く の
だろ う 。
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第六鮪 ま ち の復興定点観測
-2004年度服 「衝の復興カ ルテ」 か ら

大震災直後か ら ま ち の復興の よ う す を 、 被災地の 9 地区で定点観測 し て い る 鳴海邦碩 ・

大阪大学大学院工学研究科教授 を 中 心 に し た 9 つ の チ ー ム は 、 2004年度 に は 、 こ れ ま での

調査結果 を 経年 的 に 取 り ま と め 、 各 地 区 を 次 の 共 通 の 項 目 で総括 し 、 「街 の 復 興 カ ル テ

ー2004年度版J と し て2005年 3 月 に 阪神 ・ 淡路大震災記念協会か ら 発行 し た 。

上 被災状況

2 . 建物再建 プ ロ セ ス と そ の結果

3 . 人 (事業所) の動 き

4 . ま ち な み景観の変化 (再建建物 の 特徴)

こ の ほ か、 神戸市 中央区の ト ア ウ エス ト と 淡路 島 ・ 一宮前の復興調査の概要 を ト ピ ッ ク

ス と し て掲載 し た 。

定点観測 は次の地区 を 対 象 に 続 け ら れて い る 。 カ ッ コ 内 は 担当研究チ ー ム O

1 ) 神戸市長 田 区 ・ 須磨 区 (神戸主術工科大学教授 膏木崇人、 大学院 平野奈 々 、

安井沙永子、 李勝焼、 宮代経 司 、 研究室助手 二位貴子、 藤津康子、 特別研究

員 Juan Ramon Jimenez、 長野真紀 環境 デザイ ン 学科 橋本大樹 、 山形晃

大)

2 ) 神戸 市 中 央広三宮地区 ・ !日居留地 (地域問題研究所 山 本俊貞 )

3 ) 神戸 市 中 央区三宮北部地区 (武庫川 女子大学生活環境学部 角 野幸博、 大谷

光一)

4 ) 神戸市灘区 六 甲 地 区 (神戸大学発達科学部人 間 環境学科教授 平 山洋介、 神

戸大学大学院総合人間科学研究科 森聖太)

5 ) 神戸市東灘区住吉地区 (神戸大学工学部 重村力 、 三笠友洋、 浅井保)

6 ) 神戸市東灘ほ東部地域 (神戸大学大学院 自 然科学研究科 小谷通泰、 神戸大

学海事科学部交通 シ ス テ ム 研究室)

7 ) 芦屋市 (大阪大学大学院 ・ 芦屋復興 カ ル テ研究会)

8 ) 西宮市 (大阪芸術大学芸術学部 出 端修、 東村哲志、 斎藤吾郎、 与尾英訓 、

北本勝史、 林保慶)

9 ) 津名 郡一宮町 (流通科学大学情報学部 三谷哲雄)
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〔特徴 と 最終巻への展望〕

2004年度版 「街の復興 カ ル テ 」 の特徴 と 最終巻への展望 に つ い て 、 鳴海邦碩 ・ 大阪大学

大学院工学研究科教授 は序文で次の よ う に記 し て い る 。

復興 カ ル テ作成の 日 的 は 、 1 ) 今回 の震災で は被害が き わ め て広域 に わ た っ て お り 、 復

興の全体後 を つ か む た め に は 統計的 な 数字 に よ る し か な い 。 そ こ でい く つ かの 地区 を 選び

出 し 、 そ こ の復興状況 を 詳細 に調売す る こ と に よ っ て 、 リ ア リ テ イ の あ る 復 興状況が把握

で き る o 2 ) 複数の地区 を 同時 間 的 に調査 し 分析す る こ と に よ っ て 、 被災地 の 全体的 な復

興が ど こ ま で進 ん で い る か を推測で き る 。 3 ) さ ら に そ の 分析結果か ら 読み 取 れ る 問題点

に 関す る 考察か ら 、 復興への新 た な 課題 を 発見 で き る o 4 ) こ の継続的 に な さ れ る 調査の

結果 は 、 復興の貴重 な 記録 と な る 。

こ の復興 カ ル テ の 内 容 を 通観 し て み る と 、 被災地の復興の経緯が如 実 に 浮 か び上が り 、

意図 し た成果が得 ら れた と 考 え て い る O

報告書の発行 を 前 に し て研究発表会が開催 さ れ、 こ の発表会で次の 3 つ の 課題があ る こ

と が浮 か び上 がっ て き た 。 第 I は 人 口 と コ ミ ュ ニ テ ィ の課題、 第 2 は 景観や環境 の 課題、

第 3 は仕事 の 問題で あ る O

〔人口 と コ ミ ュ ニ テ ィ の課題〕

第 1 の 人 口 と コ ミ ュ ニ テ ィ の 課題 は 、 持 ち 家あ る い は宣貸の所右関係、 戸 建 て あ る い は

マ ン シ ョ ン な どの住宅形態の動態 と 人口 や コ ミ ュ ニ テ ィ の動態、が関係 し て い る O

た と え ば、 低いf軒並み の 中 に マ ン シ ョ ン が建つ と 、 戸建て住宅群の居住者 と マ ン シ ョ ン

居住者がそ れぞれ別 々 に コ ミ ュ ニ テ ィ を 形成す る 傾向 に あ る O 芦原 な どで は 、 も と も と か

ら 居住 し て い る 人 口 と よ そ か ら 来て新た に居住す る こ と に な っ た 人 口 が ほ ぼ半分 に な っ た

町が少 な く な い 。 住宅が再建 ・ 復興 し 、 そ の結果、 住 ん で い る 人が大 幅 に 入 れ替わ っ て い

る 可能性があ る 。 そ う す る と 、 コ ミ ュ ニ テ ィ は ま だ形成途上 に あ る も の と 推察 さ れ る 。

こ の よ う な 地域で は 、 も と も と 住 ん で い る 人た ち と 、 新た に住 む よ う に な っ た 人 た ち が

協調 し て 将来 の ま ち づ く り に取 り 組ん でい く こ と が期待 さ れ る 。 し か し 、 そ れ は ま だ始 ま っ

た ばか り で、 模索状態 に あ る の が現実で は な い か と 推察 さ れ る 。

被災地の商問街の動 き も 多様であ る O 人 口 が回復 し な い 地域で は 、 商宿街の 回復 も 遅れ

て い る 可能性があ る が、 中 に は 、 地域の 人口 が回復 し 、 む し ろ 増 え て い る の に 、 回復が遅

れ て い る 商庖街があ る 。 そ う し た 現象が起 こ る 原 因 も 解明 さ れ る 必要があ る 。

た と え ば、 甲 南本通商!占街は 商自信 と し て は壊滅的 な被害 を 受 け た が、 周 囲 に マ ン シ ョ

ン が増 え 、 若 い 世帯 を 引 き つ け て若年層 の 人 口 や 子 ど も の 人 口 が増 え た 。 そ こ で、 高居街

が そ の 人 た ち の核 に な ろ う と い う 活動 を 始 め 、 そ の成果 と し て 商m街が再生 し 、 地域の新

!日住民の暮 ら し の 連携が う ま く い く よ う に な り つ つ あ る と い う O こ の よ う な 地域の特性 に

見合っ た 取 り 組みが各地で展 開 さ れて い る と 考 え ら れ る 。 コ ミ ュ ニ テ イ の復興の課題 に つ
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い て は 、 新!日 の住民間士や住民 と 商庖街な どの地域施設 と の連鎖 を 読み解 か な け れば、 そ

の動態が解 明 さ れな い 。

〔景観と 環境の諜題〕

第 2 の 景観 と 環境 の 課題 は 、 コ ミ ュ ニ テ ィ の 課題 と 表裏一体であ る 。 な ぜ な ら 、 警官や

環境の 変化 を 生み 出 し て い る の は 、 結局 、 そ の 地域の住民 自 身、 事業者 自 身 で あ り 、 そ の

地域 ら し い景観を 取 り 戻 し 、 あ る い は よ り 良い景観に 導 く こ と も 、 コ ミ ュ ニ テ ィ の役割 に

負 う と こ ろ が大 き い か ら で あ る O そ の 点か ら も 、 新!日 の住民が混 じ り あ っ た 地域 に お い て

は 、 景観や 環境 に対す る 関心が高 ま っ て く る こ と に期待 し た い。

一連の カ ル テ の 中 で指摘 さ れた も う ひ と つ の景観の課題があ る O そ れは 私 た ち が 「変化

す る の は 良い こ と だ」 と 日 ご ろ 思 っ て い る の で は な い か、 と い う 点で あ る O こ の 「変化す

る J と い う こ と は 、 別 の言葉で言 え ば 「新 し く な る J r便利 に な る J と い う 意味合い を 含

んで い る O

淡路島 で の調査か ら 判 っ た こ と に 、 道路 を 広 げて便利 に な ればな る ほ ど交通事故が増 え

る 可能性が高 く な る 、 と い う こ と があ る O 適度 に 便利 に し た ら い い の で は な い か、 と い う

方向が考 え ら れ る が、 そ の度合い を い か に 決め る か に つ い て し っ か り し た論拠が ま だ な い

の が現実 で あ る O ま た 、 環境が便利 に な り 機龍的 に な れ ば、 景観 は 当 然変化 し 、 そ こ に何

か物足 り な さ 、 何かが失 わ れた の で は な い か、 と い う 気分が人び と の 聞 に生 ま れて く る 。

こ う し た 問 い か け も 突 き つ け ら れて い る O

〔仕事の課題〕

3 つ 自 の仕事の課題 に つ い て も 、 明 ら か に すべ き 点が多 い 。 碍庄や小規模事業所が再建

さ れ な い ま ま の状況が続 き 、 オ フ ィ ス も 新た な 形態 に 生 ま れ変 わ っ て い る O そ の 中 で再建

で き な い オ フ ィ ス があ り 、 沈滞状態が続 く 商庖街があ る 。 将来 コ ン パ ク ト シ テ ィ を 目 指す

べ き と い わ れて い る 時代 に 、 街 の 中 か ら i部活が消 え て い く と い う の は矛眉 し た現象で あ る 。

こ れ ら に つ い て も 最終版で よ り 分析 を 深め た い 。

( 1日 居留地の ま ち づ く り 〕

品連の報告の 中 で注 目 すべ き 動向 は 、 i日居留地で復興の ま ち づ く り か ら 防災 の ま ち づ く

り に展 開 し た と い う も の があ る O 震災な どが起 き る と 、 帰社、 帰宅で き な い被災者 を 一定

期 間地域内 で受 け 入 れ用 と い う 対策 であ る O 震災 を 経験 し て い な い他都市の都心部 で は 、

こ の よ う な 取 り 組み が起 こ ら な い 。 こ う し た取 り 組みが神戸 の都心 か ら 始 ま っ て い る と い

う こ と に 、 新 た な 期待が持て る O
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こ の 一連の カ ル テ の作成 を 踏 ま え て 、 復興 を 評

「 ま ち づ く り への示唆」 を 取 り ま と め て い た だ く 予定

〔最終巻へ の期待〕

2005年度 は 、 調査 を 担 当 さ れた 方 々 に 、

{而す る と と も に 、 そ こ か ら 得 ら れ る

で あ る O 「復興 と は何 で あ っ た の か」 、 「 こ れか ら 次の ま ち づ く り に何 を 学 び と る こ と がで

こ の 2 つ の 点 に つ い て考 察 を 展 開 し た い 。き る か」 、

神戸市長田区 ・ 須磨区- 3 つのステー ジで比較
(神戸芸術工科大学 ・ 膏木崇人チ ー ム )

1 ) 被災状況 と 建物再建のプロ セ ス

斉木チ ー ム の 観測地域は 、 須磨包 ・ 長 田 区 に ま た が る 妙法寺川 の 旧河床 に で き た 市街地

で 、 高取山 麓 の 板宿 ・ 禅 昌 寺 か ら 、 山 陽電鉄板宿駅、 中 央幹線、 ]R 神戸線、 国道 2 号、

長 田 港 に 至 る 南北3 ， 000 メ ー ト ル 、 東西600 メ ー ト ル の 区域。 復興土地亙画整理事業地区 3

こ の地域は、 六 甲 山系 か ら 海 に 向 か つ て流れ る 水系 を は さ む 地域 を 環境 単位地底 を 含む。

木造住宅がラ ン | 密集市街地で木
ク C の全壊ま た j 造住宅の連鎖的
は大破。 火災で | 全壊が多い。 そ
被害拡大 | の他の家屋はラ t

日 山
i 程度の損壊ま た
| は大破

若松岡no大池町 1
(表 6 � 1 ) 被災状況 と 建物再建 プ ロ セ ス
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新
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民
動
新
の
持

広
川口
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初
で
住
の
更
り
同

区画整理地区。
工場を巾心に少
しずつ再建 され
る 治人 フ ェ ンス
で、凶われた さ ら
地が多い。 1997
年から 2000年 ま
で復旧は停滞。
2001年末に道路
が整備 された と
こ ろから新築が
見 ら れる よ う に
な っ た。 復興の
ス テ ー ジは今後
も続 き そ う 。

3 次産業の建物
の木造2階建て ! の復旧は平かつ
が現存 している j たが、 区画務理
が、 プ レハブイ主 i のため新 しい建
宅が圧倒的多数 | 物の建設が制限
を 占め、 2 種類 i さ れ、 2000年か
の住宅が混在す ) ら 区画幾理が少
る ま ち に な っ た 。( し落ち着 き 、 新
1999年か ら復 II:l i 築が増え る 。 復
の動き は安定。 I 興が安定する ま

で時間がかかっ
ている 。 2002年

! に住民共有の場
が見え始めた。

概要建
物
再
建
プ
ロ
セ
ス

1997年

2000年
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と し て い て 、 販神 間 の典型的 な 地形立地条件 と し て 選 ばれて い る 。

今 回 の 調 査 は 、 こ れ ま で、の調査 に 加 え て2004年12月 の調査に よ っ て 、 重点調査の対象 5

区 画 の 建物再建の プ ロ セ ス と そ の結果 を 、 「復 旧」 、 「復興」 、 「更新 ・ ま ち づ く り J の 3 つ

の ス テ ー ジ に分 け て 、 そ れぞれの ス テ ー ジが開始 さ れ る 時期 を 判 定 し て い る 。

被害の概要 と 建物 の再建 プ ロ セ ス 、 ス テ ー ジ の 時期 を (表 6 1 ) に ま と め た 。

2 ) 人 口 の 動 き

5 つ の調査地区 で特徴的 な の は 、 ど の 区域 も 震災前 よ り 2004年 1 月 17 日 時点 で も 人 口 が

減少 し て い る こ と であ る 。 減少の割合は区域 に よ っ て さ ま ざ ま であ る が、 転 入 者 よ り 転出

者 の 方 が上 回 っ て い る 。 「移動 な し」 の 割合 は 、 被害が比較的少 な か っ た 山 手 の須磨 区養

老町 1 � 3 丁 目 で は転出 よ り 多 いが、 被害が大 き か っ た他の 区域で は 「移動 な し 」 の割合

は低 く 、 転 出 者が多 い。 特 に被害が甚大で あ っ た 長 田 区水笠 町 5 � 6 、 須磨区大池町 1 �

3 了 日 の 区域、 お よ び長 田 区若松町 6 � 1O丁 目 の 区域で は 、 「移動 な し」 の 割合 に 比べ転

出者が 3 � 4 倍 に膨 れ上がっ て い る O

こ の 地区 に お い て も 大規模 な マ ン シ ョ ン な どが近年建 ち 始 め た が、 ま だ そ れほ ど転入者

を 受 け 入 れて お ら ず、 区画整理が進行 中 で ま ち づ く り も 発展途中 で あ る O そ の た め 、 転入

者の割合は そ れ ほ ど大 き く は な く 、 震災前 の 人 口 に 立 ち 直 る ま で に は 至 っ て い な い 。

2 . 神戸車中央涯 ・ 三宮地援 者ß'L\塑マ ン シ ョ ン が増加
(地域問題研究所 ・ 山本 俊貞 チ ー ム )

1 ) 被害の概要

調査地域は 、 JR 三 ノ 宮駅、 阪神 ・ 阪急、三宮駅か ら 南 は 国道2号 ま で、 神戸新開会館か ら

聞で JR 元町駅東 の 鯉川 筋 ま での 、 !日居留 地 を 含む 中 核都心部。

被害 は 、 最終的 に は 従前 の 建物559棟の 3 割 に 当 た る 166棟が全体撤去 も し く は 上層 階撤

去が さ れ た 。

規模 の 大 き な ピ ル が集 中 し て い る !日居詔地で は 、 従前捧数106棟の う ち 22棟が解体せ ざ

る を 得 な い被害 を 受 け た 。 こ れ ら の 中 に は 、 居留地時代 の 建物 で唯一残 さ れて い た 旧神戸

居留地15番館 ( 明 治13年 ご ろ 築 、 国指定重要文化財。 1998年 4 月 復元竣JJ を は じ め 、 海

岸 ピ ル (大正10年築、 1998年 3 月 外壁復元竣工) 、 大興 ビ、 ル (大正 8 年築、 解体) 、 明 海 ピ

ル (大正10年築、 解体) と い っ た近代洋風建築が含 ま れて い る 。

|日居官 地 に お け る 被害甚大建物 の 建築年別分布 は 、 戦前 9 棟 (41 % ) 、 昭 和20年代 2 棟

( 9  % ) 、 昭和30年代 7 棟 (32% ) 昭和40年代 3 槻 (14% ) 、 昭和50年代 1 棟 ( 5 % ) と な っ

て お り 、 も と も と 昭和20年代の建物が少 な い こ と か ら す る と 、 古い も の ほ ど被害が大 き か っ

た と い え る O
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2 ) 建物再建プロ セ ス と そ の結果

2004年11 月 ま で に 、 震 災 に よ る 被害甚大 ピ ル は 三宮地区全体で約7 . 5割 、 i日居留 地 で は

約 9 割 ま でが再建 さ れ、 ま ち な み か ら 震災 を 想起 さ せ る こ と は ほ ぼな く な っ て い る 。

ゴ'吉地区内で全体撤去や上層 階が撤去 さ れた 166棟の う ち 127棟 (76 . 5 % ) が再建 ・ 補修

済 み 、 3 棟が工事中 で 、 残 る 敷地の う ち 比較的大規模 な お敷地 ( 15 . 1 % ) が外観か ら 判 断

す る 限 り 仮設建物 や駐車場 な ど の 暫定的 な 使用 、 残 る 1 1敷地 (6 . 6 % ) は 放置 さ れ た ま ま

で あ る が、 い ず れ も 小規模 な も の で あ る O こ の た め 、 空地 は ほ と ん ど 目 立 た ず、 暫定利用

の鮭車場や仮設的建物 も 10年の 歳 月 の 問 に 見慣れた も の と な っ て い る (表 6 - 2 1 ) 。
( 1 ) 震災 5 年後 に は 日 常 に壇没

震災 5 年後の1999年11 月 ま で に 三宮地区全体で、約 6 器、 !日居留地で は 約 7 割の被災敷地

での ピ ル が再建 さ れ、 以後は そ の ス ピ ー ドが鈍 る O 一方で、 コ ン コ ル デ イ ア 神 戸 ピル ( 1999

年 3 月 竣工) 、 関 西 ク リ エ イ ト ピ、 ル ( 1999年 4 月 竣工) 、 関西国際丈化セ ン タ ー (1999年 6

)4 竣工) 、 N T T 新神戸 ピ ル (2000年 1 月 竣工) な ど、 震 災 に よ る 被害 と は 無関係 と 思 わ

れ る 大規模 ピ ル の建設が 自 立 ち は じ め 、 ハ ー ド面 の復興活動 は 日 常 の 建設事業の 中 に埋没

す る O

そ の後 も 、 震 災前 か ら 小規模敷地 の 共同活用が課題で あ っ た 三宮駅前 の 一一画 に テ ィ ー ズ

神戸 ピ、 ル (神戸マ ル イ 、 2003年竣工) の建設が実現 し た 。 三宮駅南地区が2002年10月 に 「都

市再生緊急整備地域J に指定 さ れ、 神戸新司会館の 再建 (2006年秋竣工予定) がパス タ ー

ミ ナ ル と 一体的 に 整備 さ れる こ と に な っ た 。

さ ら に こ こ し 2 年、 ル ネ神戸旧居留地69番館 (伊藤 町、 63戸) 、 ラ イ オ ン ズマ ン シ ョ ン

神戸 田居留 地 (江戸 町、 172戸) 、 グ ラ ブ オ ー ト 神戸 三宮 タ ワ ー (八幡通 4 、 275戸) 、 ア パ

タ ワ ー ズ神戸三宮 (磯辺通 4 、 249戸) 、 ミ ュ ー ジ ア ム タ ワ ー (磯辺通 4 、 計 画 中) な ど、

都心型マ ン シ ョ ン の 建設や計出が活発 に 進 ん で い る O こ れ ら は 1 ， 000m2 � 4 ， 000m2 の大規模

な敷地で、 40階以上の超高層 も 見 ら れ、 いずれ も 震災被需 と は無関係 と 見 ら れ る 敷地であ る O

( 2 )  敷地規模 に よ っ て異 な っ た再建動向

被害甚大の建物の再建動 向 は 500ば ま で の小規模 な 敷地 と 、 そ れ以 上 の 大規模 な 敷地 と

で は か な り の 違 い が認め ら れ る 。 小規模 の 敷地 で は 、 立 ち 上が り は 早い も の の 、 そ の動 向

は 2 、 3 年 で沈滞化す る 。 放置 さ れ た 敷地 も 多 く 「建つ も の は建つ。 建 た な い も の は建た

な い」 と い う 2 梅化が見 ら れ た 。

大規模敷地 で は 、 竣工 ま で に 3 年以上 を 要す る も の の 、 j;)、後 も 着実 に建設が進め ら れて

い る O 本建築が着工 さ れて い な い敷地で も 、 仮設庖舗や駐車場 な ど、 暫定的 と 思 わ れ る も

の の 活用 は 図 ら れて い る O

( 3 )  進ま な か っ た共同化

三宮セ ン タ ー 街 の 西部周辺や市役所前の 一部 に は小規模敷地が多 く あ り 、 土地の 高度利

用 と 都心景観 の 高 質化の た め に 、 敷地の 共 同化が必要 だ と 言 わ れ て お り 、 行政 も 推奨 し て
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(表 6 � 2 � 1 ) 三宮地区の ビ ル再建状況

全体棟数 暫定利用
(従前) (外観判断)

127 3 25 2001 if;. 1 1月 /門戸 戸 ハ/ \ ( 1 . 8% ) (15 . 1 % )  
3 25 2003年11月 ( 1 . 8% ) (15 . 1  % ) 

120 26 2002年I I月 (72 . 3) (0 . 6% )  (1 5 . 7% ) 
4 28 2001年12月 (2 . 4% )  (16 . 9% )  

559 166 8 30 2000年9Jì (100% ) (4 . 8% )  (1 8 . 1 % )  
4 33 

(56 . 6% )  (2 . 4% )  (19 . 9% )  
73 19 30 

(44 . 0% )  (1 1 . 4% )  (18 . 1% )  
54 21 31 1997年8月 (32 . 5% )  (12 . 7% )  ( 1 8 . 7% ) 
31 25 23 

( 1 8 . 7% )  ( 15 . 1 % )  ( 1 3 . 9% ) 

き た が、 三宮地区で共 同化が実現 し た の は 4 例 だ け で、 そ れ も 権利者が 2 、 3 件の小規模

な も の で あ っ た 。

共 同化 を 阻害 し た 要 閣 は 、 被害の大 き か っ た小規模敷地が隣接 し て い な か っ た こ と の ほ
か に 、 次の よ う な 要因 があ げ ら れ る O

①共 同化への嫌悪感 住宅の場合 と 同様 も し く は そ れ以上 に 、 地権者 は 権利 関係が複雑

に な る こ と を 忌避す る 。 と り わ け 戦後の混乱期 に苦労 し て入手 し た経験 を 持つ地主 は 、
土地 に対す る 執着が強 く 、 自 分の土地 に 自 分の建物 を 建 て た い 意 向 が強 か っ た。 さ ら

に 、 借地権の 問題が複雑 に か ら んで い る 。

②処分先 の不透明感一 大規模 ピ ル の 場合 と 同様、 共 同 化 に よ っ て 生 ま れ る 増床部分の処
分先が不透明 で あ っ た 。

③新た な 規制 の 発生 一 共 同化 に よ っ て建築規模が大 き く な り 、 駐車場の付置義務が新た
に 生 じ る こ と に な り ( の ち に 緩和 規定が設 け ら れた ) 、 レ ン タ ル面積 の 大幅増 加 に つ

な が ら な い と い う 問 題 を 抱 え た 。
④経済的 メ リ ッ ト の な さ 行政 に よ る 支援策 と し て総合設計制度や優良建築物等整備促

進事業が用 意 さ れ た が、 こ れ ら に よ っ て得 ら れ る 増床や補助金の額 よ り も 、 空地の確

保義務 に よ る 経済 的 デ メ リ ッ ト の 方が大 き い と い う 認識が強か っ た 。
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3 ) 事業所の動向

三宮地区の事業所数は も と も と 増加傾向 に あ り 、 震災前 は着実 に 増 え て き て い た 。 し か

し 震 災 に よ っ て 8 割 強 に 減少 し 、 そ の 後 は 屈 復 を み せ る も の の 、 旧居留 地 を 除 い て は震災
前 の水準 に は 戻 れ な い状況 に あ る (表 6 2 - 2 ) 0 

!日居留 地 に つ い て は 、 1985年 ごろ ま で は 大 き く 減少 し て い た が、 こ の こ ろ か ら 小売庖舗

や飲食脂 の 出 展 展 開 が始 ま り 、 こ れ に牽引 さ れる 形で他の業種で も 増加 を み せ る よ う に な

る 。 震災直後 は こ こ で も 落 ち 込 む が、 2001年で は お お む ね震災前の水準 に 戻 っ て い る O

三宮地区の産業動 向 を み る た め に 、 従業者数 を 業種別 に比較す る と 、 「卸売業 ・ 小売業 ・
飲食庖J í金融 ・ 保険業J í運輸 ・ 通信業」 で減少が激 し く 、 反対 に 「サ ー ピ ス 業J は 大 き
く 増加 し て い る (表 6 - 2 - 3 ) 0

こ こ で も !日居留地 は様相 を 異 に し て お り 、 他地域で は 大 き く 減少 し て い る 「小売業 ・ 飲

食庖」 は若干で は あ る が増加 を みせてお り 、 三宮セ ン タ ー 街 な ど既存の広域商業地の地盤

沈下傾 向 の 中 、 !日居留 地 の 新 た な 商業展 開 の健闘ぶ り の結果で あ る O

た だ、 IB居留 地の地場産業 と い え る 海運業等の 「運輸 ・ 通信業」 や 「金融 ・ 保険業J の

減少数 は 他 地区 よ り 大 き く 、 「 サ ー ピ ス 業」 の増加数が大 き い こ と も 考 え あ わせ る と 、 中

枢業務地 と し て の 質 的変化が う かがえ る O

(表 6 - 2 2 )  三三宮地区の事業所の推移 (民営のみ)

三宮地区
実 数 | う ち IEl居留地

中 央 区
三宮地区

増 減 本 う ち !日居留地
中央区

1986年 1 991 年
3 ， 869 4 ， 107 
1 ， 149 1 ， 244 

23 ， 521  25 ， 792 
94 ， 9  1 00 ， 0  
92 . 4  100 ， 0  
9 1 ，  2 1 00 ， 0  

1996年 1999年 2001年
3 ， 421 3 ， 684 3 ， 742 

， 067 I 1 ， 176 1 ， 267 
22 ， 643 22 ， 673 23 ， 1 78 

83 ， 3  89 ， 7  9 1 ， 1 
， 8  94 ， 5  1 0 1  ， 8  

87 ， 8  87 ， 9  89 ， 9  

(事業所 ・ 企業統計調査。 1975年、 1 981年 は略)

(表 6 - 2 - 3 ) 三宮地区の事業所数の業種別震災前後比較 (民営の み)

卸売 目 小売 ・ 飲食庖
総数 建設業 製造業

運輸 ・
総数 | 卸売業 崎業 | 欽食)苫

金融
通信業

199 1年 4 ， 107 146 67 276 2 ， 152 
i年 3 ， 742 145 38 1 93 I 1 ， 794 

増 減 一365 一1 -29 -83 -358 

呂 増減率 -8 . 9  0 . 7  一43 . 3 一30 . 1 - 16 . 7  
:!Iil 

ちっ
1991ij" 1 ， 241 4 1  1 70 1 70 436 

12<: 
2001年| 日 1 ， 267 65 105 105 392 

23 24 -65 -44 

増減率 1 ， 8  i 58 . 5  1 部 2 1 -38 . 2  

662 941 I 
444 928 
218 I 一13

32 . 9  I 一 1 ， 4
325 46 
234 102 
-9 1  56  
28  I 121 ， 7 

549 245 217 999 
422 235 215 I 1 ， 120 

一 127 1 0  ! 一2 121  
-23 . 1  一4 . 1 -0 . 9 1 2 . 1 

65 123 84 359 
56 1 24 98 460 
-9 l 14 lO1 

一 1 3 . 8 0 . 8  28 . 1  
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3 . 中央区 ・ 三宮北部地阪 本設E事例.4% に
(武庫川 女子大 ・ 角 野幸博チ ー ム )

1 ) 被害の概要

三宮北部地区 は 、 商業機能の ほ か に飲食庖街が形成 さ れて お り 、 南側 の オ フ ィ ス ピ ル や
大規模商業集積地区 と は異 な る 土地利用特性を も っ O

震 災 に よ っ て多数の建物が全半壊 し 、 都心の商業機能復興の遅れが懸念 さ れ て い た 。 小
売業や飲食庄が中心の 商業地 は 、 平常時で も 届舗の 入れ替 わ り が激 し く 、 震 災 や 時々 の経
済状況の 影響 を 受 けや す い 。 住宅復興 と は異 な る 特徴があ る の で は な い か と 考 え 、 建物 と
出舗 の復興お よ び入れ替わ り の過程 に つ い て 、 性格 を 異 に す る 3 本の主要衛路 (下 山 手通、

北野坂、 東門街) を 取 り と げ、 沿道の複興状況 を 定点観測 し て き た。
震災前の 1 991年毘版住宅地図 に よ る と 、 調査地 区 内 に は 本設建築 (仮設 で は な い恒久的

な 一殻の建築) が223 区画、 空地が 5 区岡 あ っ た 。 都市計画学会 な どが実施 し た 震災直後

の 緊急調査で は 、 震災前 に本設で あ っ た 区 画 中 、 無被害が55区画、 ラ ン ク A (修理 を 加 え

る と 住 め る ) が51 区画、 ラ ン ク B (大幅 な 修理で住 め る 可能性あ り ) が37医 画 、 ラ ン ク C

(住め る 見込み が非常 に少 な い ) が45区画、 不 明 が35区 画 あ っ た 。

震災 1 年半後 に は 、 震災直後の調査で無被害 で あ っ た55区画の う ち 3 区画 に 、 ま た ラ ン
ク A の 区 画 に も 3 医 酎 に工事 中 と 空地が現れた。 こ の こ と は震災産後の調査 で は 推測 で き
な か っ た被害があ っ た こ と を 示 し て い る 。 ま た 、 ラ ン ク C と 判定 さ れた 区画 で も 、 補修の

度合い は多様で\ 内装 ・ 外装 を 完全 に 直 し た と こ ろ か ら 、 ペ ン キ を 塗 り な お し た だ け と い
う 軽い も の も あ っ た (表 6 3 1 )  0 

震災直後 は 立 ち 入 り 禁止で、調査がで、 ぎな か っ た35区画 中 に は 、 本設が20区画残っ て い た
が、 や は り 空地が1 1 区画 に の ぼ り 、 被警が大 き か っ た こ と を 裏付 け て い る 。

(表 6 - 3 - 1 )  三宮北部地区 震災蕊後 と の比較 (全体)

B 37 
ラ ン ク C 45 
不 明 35 

本 設 計

空総 地 計
計
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30 5 
23 10 
20 3 

170 24 
。 。
1 。
1 i 

::'l! :l也
。
3 

。 1 
1 。 1 1  
1 。 1 1  
2 1 26 

。 3 

4 
30 



街路別 の特徴は次の よ う に な っ て い る O
[下山手通] ラ ン ク C と 判 定 さ れ た20区 闘 中 、 1 年半後の調査で本設の と こ ろ が 9 区画あ

り 、 現地 ヒ ア リ ン グ に よ る と 、 そ の う ち 2 件は 無被害、 ペ ン キ の 塗 り 替 え や ヒ ピ埋め な ど

の補修 を 行 っ た も の が 2 件、 大幅 な 補修 を 行 っ た も の が 3 件、 震災後す ぐ に建 て 直 し た も
の が 2 f牛あ っ た 。

(表 6 3 - 2 )  下山手通 震災直後 と の比較l 献前 l 1 年 半 後
震災直後

工 事本 設 空 地
無 被 害 i 31 28 3 。

ヱド 設 ラ ン ク A 24 21 I 2 
100 ラ ン ク B 22 17 4 1  

灰 函 ラ ン ク C 20 9 9 ! 2 

明 3 2 。
本 設 計 77 18 b 

クコ匂二 主出 。 。 1 
ZE 地

空 地 計 O 。 1 1 

本企 77 6 

[北 野 坂] 鈍:被害 と ラ ン ク A が過半数 を 占 め 、 被害が比較的少 な か っ た こ と がわ か る O

ラ ン ク C であ っ た 8 1X画 は 、 1 年半後 に は空地が 1 区画、 本設が 7 区画 に な っ た 。 補修 さ

れて い な い 建物 は な く 、 内装 ・ 外装 の完全工事 を 行 っ た と こ ろ や 、 8 階建 て の ピル の 4 階
よ り 上 を 撤去 し 建 て 宜 し を し た 大がか り な 補修 工事 を 行 っ た と こ ろ も あ っ た が、 完全 に建

て宣 し た と こ ろ は な か っ た 。

(表 6 - 3 - 3 ) 北野坂 震災直後 と の比較

1 年半後
震災前 震災I直後

; 本 設 空 地
無 被 害 15  15  ! 本 設 ラ ン ク A 15  I 

46 ラ ン ク B 6 6 
区 画 ラ ン ク C 8 7 

不 明 。

本 設 計 43 

空 地 宏 池 l 。
空 地 計 。

言十 43 

。

。

3 

4 
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[東 門 詣] 震災直後の調査で は 、 ラ ン ク C の 区画が多 く 、 街路西側 で は 不 明が22 毘 両 も

あ り 、 大 き な 被害 を 受 け て い た。 ラ ン ク C か ら 空地 に な っ た 区 画 が81X画、 不 明 か ら 空地

に な っ た 区 闘が10区 画 あ り 、 被害の大 き か っ た 区画 の 多 く が空地 に な っ た。

(表 6 � 3 � 4 ) 東門街 震災直後 と の比較

震災直後
l 年 半 後

本 設 l 工 事 仮 設 放 官ま 空 地
i!lIi 被 安 9 9 。 。 。 。

本 設 ラ ン ク A 1 1  9 2 0 1 。
77 ラ ン ク B 9 7 1 。 。

区 爾 ラ ン ク C 17 7 。 8 
不 明 31 18 2 。 10 

本 設 計 77 50 6 2 1 18 
二ク工b二 地 j 。 O 。 。 I 

空 地
不 明 1 O i  。 。 l 

22 地 計 1 。 。 。 2 
dt: 20 

2 ) 建物再麓プ 口 セ ス と そ の結果

2003年度調査時点で、 全体の93 . 0% の 敷地 を 本設の建物が占 め て お り 、 2004年度の定点

観測 で は 、 本設率 は 94 . 4 % に な っ た (表 6 � 3 5 ) 0 
街路別 で は 、 東 門倍で長期 に わ た り コ イ ン パ ー キ ン グであ っ た 区 画 に テ ナ ン ト ピル が建

設 さ れ、 2 区画で工事が進行 中 で あ っ た。 空地は 3 区画が残存 し て い る O 北野坂で は 、 l

IX困が震災復興 と は無関係 と 児 ら れ る 建て 替 え 工事が行 わ れ て い て 、 本設率 は97 . 9% に 下

がっ た。 下 山 手通 は工事中 の 区画が本設 に な る 一方で、、 空地が増 え た た め 本設率 に変化 は
見 ら れ な い。

北野坂 と 下 山手通 は2000年 ご ろ に は現在 の状況 に復興 し 、 そ の後の本設率の微減 は 通常

(表 6 � 3 � 5 ) 三宮北部地区の2004年度復興度建物数 (棟)

下山手通
本設 92 (幻) I 
:事 。 ( 2) 
放置 。 ( 0) I 
仮設 1 ( 1 ) 
空地 3 ( 2) 
合計 96 (97) 

95 . 8% 
(94 附) I 

554 第八主主 @ 都市言i 脳会 ・ ま ち づ く り

北野坂
47 (48) 
1 ( 0) 
。 ( 0) 
。 ( 0) 
。 ( 0) 
48 (48) 
97 . 9%  
(100%) I 

カ ッ コ内は200:ii!二度
東門街 全体
62 (60) 201 (200) 
2 ( 1 ) 3 ( 3) 
。 ( 0) 。 ( 0) 
2 ( 4) 3 ( 5) 
3 ( 5) 6 ( 7) 
69 (70) 213 (215) 
89 . 9% 94 . 4% 
(85 . 7% ) (93 . 0% )  



の 建 て 替 え 活動 と 見 ら れ る 。東門街は他の 2 街路 に比べて一貫 し て復興の庖 舗 が遅い 。2003
年度か ら 本設率 は 上昇 し 始 め 、 2004年度 に は89 . 9% ま で 回復 し た も の の 、 一 部 の 区 画 で は

空地 と し て の状態が定着 し て い る O

3 ) 鹿舗の変化

各iti路沿道 に 入居 し て い る 庖舗総数 は 、 2004年夏 で は 1 ， 861件で、 震災前 年 の 1994年の
88 . 2% に と ど ま っ て い る 。

街路別 に み る と 、 被害が少 な か っ た 北野坂で は す で に 1997年 に 震災前の水準 に 回復 し た

も の の2002年 か ら は減少 し て い る O 他 の 2 街路 は震災前 の数値 を 超 え た こ と は な い 。

(表 6 - 3 - 6 ) 総庖舗数の変化

1994年 1995年※ 1996年 1997年 1998if 2000{ド 2001年 2004年
下山手通 909 898 659 720 746 782 814 796 
北 野 坂 491 474 458 490 489 491 489 455 
東 門 iJJ 711 714 457 529 561 590 578 610 
合 計 2 ， 1 1 1 2 ， 086 1 ， 574 1 ， 739 1 ， 796 1 ， 863 1 . 881 1 ， 861 
( 1999伴、 2002ij�、 2003年は略。 1 995年のデー タ は調査 ・ 編集時点で更地 ま たは撤去中の個所お よ
び通行不可能の も のが329件、 ま た名称や居住 ・ 営業状況な どが確認で き ない も のが518件、 合計847
仰 が実態を確認で き ないため分析から除外)

各街路の届舗 の 用 途別 に み る と 次の こ と がい え る (表 6 3 7 ) 。
[下山手通] 酒場等 は 凹復基調 に あ っ た が2001年の355件 を ピ ー ク に 2002年以 降 は 減少 し

て お り 、 代 わ っ て 食堂等 の 増 加 がみ ら れ る O ト ア ウ エ ス ト ( 第 3 巻p465参 照 ) に 隣接す

る 街区 で は ト ア ウ エ ス ト に み ら れ る よ う な 庖舗の 出屈があ っ た 。

[北 野 坂] 震災以前か ら 2004年 ま での業種割合で は住宅の減少 と と も に 食堂等の増加が
み ら れる 。 そ の他の業種で は キ ャ バ レ ー (風俗系 の ア ル コ } ル飲食庖) の増加がみ ら れ る 。

(表 6 - 3 - 7 ) 用途別j高鱗数

下 山 手 通
2004年 1 1996年 I 1994年

フ イ ス j 山 1 1手 一 149 

i仁込3 

2004年 1996年 I 1994年 2004年 1996年 I 1994年
21 26 
45 34 
322 34.0 I 
21 16 
4 17 
7 7 
31 13 
4 5 

455 

34 15 6 19 
36 44 22 38 
346 I 461 i 376 I 521 
15 33 15 42 ! 
34 23 17 69 
6 16 13 9 
l 5  l 5  4 10 

3 
4可 61寸 叩 711 

(1997年-2003年は略)
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[東 門 街] 震災以前か ら の変化 に 、 j酉場等 の 占 め る 割合 に 変化 は な い も の の 、 住宅等が

減少 し た 一方、 食堂等が徹増 し て い る 。 そ の他の業種で は嵐俗系 の マ ッ サ ー ジ庖等の増加
が特徴 で あ る 。

4 . 灘区高東地鼠 「帰還」 で き ない住民を醜別
(神戸大学発達科学部 ・ 平 山 洋 介チ ー ム )

1 ) 住!:f;被害の実態

調査対象 は 、 灘 区 の JR 神戸線か ら 南 の 国道43号 ま で と 、 東 は 石屋 1 1 1 か ら 西 は都賀 川 ま

で の 難 区南東部で、 JR 六 甲 道駅付近 の都市計画事業 区域 を 除い た 77 . 7ha。 全壊戸数がス
ト ッ ク 総戸 数 に 占 め る 比率 は 、 神戸市市街地で23 . 5% 、 灘区市街地で26 . 6 % で あ る の に対
し て 、 こ の 地域で は40 . 6 % で 、 住宅被害 は き わ め て 大 き か っ た 。

住宅地図、 1 125 ， 000の 地形図 な ど と 目 視調査 に よ っ て震災以前 に l 棟 の 建築物があ っ

た 範 囲 を 1 敷地 と す る と 、 敷地数は3 ， 829 で あ っ た 。 そ の属 性 は 、 従 前建築類型で は住宅
系が大半 を 占 め る 。 専用住宅が72 . 4%、 併用住宅が10 . 7% で、 専用住宅で は 戸 建 て が52 . 4%、

非木造共 同 9 . 5%、 木造共 同6 . 7%、 長屋3 . 8% に な っ て い た 。

(表 6 - 4 - 1 )  灘区南東部の敷地属性の構成比 と 全半壊率
一一一 一一 一一一一一--r
敷地数総計

150m']))、J二
4 m未満

接道状況

3 m 以上
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953 
690 
360 
512 
792 I 20 . 7  

1 ， 002 26 . 2  i 
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敷地面梧 は 、 60m2未満が38 . 5%、 80m2未満が56 . 5% で 、 狭小敷地の 比 率 が高 い 。 接道状

況 は 、 幅員 4 m未満の道路に接す る 接道不 良 の 敷地が26 . 2% を 占 め て い る 。

全体 と し て 、 こ の 地 区 に は戸建て住宅 を 中心 に 多様 な類型が混在す る 住宅系 の市街地が

形成 さ れ、 敷地 の狭小性、 長道不 良 な ど の 問題が存在 し て い た と い え る 。

震 災 に よ る 建物被害 は 、 全敷地 に お け る 全半壊敷地の割合は57 . 6% に 及 ん で い た 。 被害

は 、 地 区 の 中 に均等 に 分布 し て い る の で は な く 、 敷地の属性に応 じ て 明確 な 格差 を も っ て
じ て い る O

従前建築類 型 で は 、 長屋、 木 造共 同 に お い て 全 半壊率 は 特 に 高 く 、 そ れぞれ80 . 7%、
89 . 8% と な っ て い る O 戸建て で も 全半壊率 は 65 . 7% と 高 く 、 被害が非常 に 大 き い 。

敷地面積 と 全半壊率 と の 聞 に は 明 ら か な 相 関 関係があ り 、 敷地が狭小で あ る ほ ど大 き な
被害が発生 し て い る 。

接道状況で見 る と 、 幅員 4 m未満の接道不 良 の 敷地 に お い て全半壊率 は67 . 9% と 高い 。

2 ) 建物再建のプ毘 セ ス と そ の結果

性宅再建の進捗状況

1995年 7 月 時点 で は 、 調査対象区域の3 . 829敷地 の 46 . 9% に お よ ぶ1 ， 795の 敷地が 「解
体後放置J で、 市街地がい わ ば と原 っ li\ 化 し て い た 。 そ の後、 恒久建築が増加 し は じ
め 、 1995年 7 月 で は全体の 1 . 1% で あ っ た 「解体後恒久建築」 は 1996年 7 月 に は 25 . 0% 、

1997年 1 月 に は 32 . 3% に 伸 び た 。 し か し こ れ以 降 は住宅再建の ス ピ ー ド は低下 し て い る
6 4 2 ) 。

恒久建築物 は 、 「解体技恒久建築」 の ほ か に 「従前建築 十 恒久建築」 、 ' 1日駐車場 十 恒久
建築」、 ' 1日駐車場か ら 恒久建築J があ る が こ れ ら の割合は小 さ い。 2003年10月 時点でJ恒

久建築が新設 さ れた 1 ， 830の敷地の う ち 「解体後恒久建築」 が93 . 6% と 大半 を 占 め て い る O

住宅再建 の 進捗 は 敷地の属性 に応 じ て格売 を と も な っ て い る O 従前建築類 型 で は 、 長

木造共 同 、 併用住宅、 非住宅 で あ っ た 敷地 に 再建の 遅れが認め ら れ る 。 2000年1 月
時点 に お い て 、 恒久建築が現れた比率は 、 戸建て で74 . 9%、 非木造共 同 で72 . 0% で あ っ

た が、 長屋 は67 . 5%、 木造共同 は 68 . 8 % 、 併用住宅 は65 . 4%、 非住宅 は 68 . 8% で あ っ た 。

敷地面積で は 、 40m2未満の 敷地 に お い て は恒久建築 の 出 現が相対的 に 少 な く 、 接道状

況で は 、 幅員 4 m未満の接道不良敷地 に お い て は 再建が遅い 。 狭小敷地、 接道不良敷地

の建物 は既存不適合の ケ ー ス で あ っ た こ と が推察 さ れ、 新規建築の建設が困難で あ っ た

と 考 え ら れ る 。

従前建築類型 は敷地の権利 関係、 士埼所有者の資金力 な どの問題 に かか わ っ て い る と

み ら れる O 長屋、 併月j住宅で あ っ た 敷地 に お け る 再建の遅れは権利 関係 の 複雑性の 問題
に 関 連 し て い る ケ ー ス があ り 、 木造共 同 の敷地 は 土地所有者の 高齢化 な ど に よ り 、 資金

力 が低 く 、 再建窓欲が弱 い場合があ る も の と 推測 さ れ る 。
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(表 6 - 4 - 2 ) 灘区南東部の敷地 (3 ， 829件) 状況の変化 (一部略)

被害小 被筈小 会半壊 ( 全半壊 j 解体後
j

解体後 解体後 解体後 旧駐車 そ の他放置 修繕 | 放置 修緩 恒久主主築 仮設建築 駐車場 放言L 場
l仰5年 1l 1 1 048

i
-

2
引

4

7
1
35

7

も

4
1
0

8

5

m% 

% 

5 
107 42 1 ， 795 204 66 

7月 1 7 . 4% I 5 2 . 8% 1 . 1% 5 . 1% I 0 . 0% 46 . 9% 5 . 3% 1 . 7% 
1996年 144 958 78 937 166 1 16 

7月 19 . 4% I 1 1  3 . 8% 25 . 0% 5 . 8% 2 . 0% 24 . 5% 4 . 3% 3 . 0% 1
1
1
1

1

1 
7

7

3S

9 月月

7

M

4 

ド
709 449 21 I 143 ! 1 ， 394 1 55 136 163 

18 . 5% 1 1 . 7% 0 . 5% I 3 . 7% 36 . 4% 4 . 0% 3 . 6% 1 3 . 3% I 3 . 9% 4 . 3% 
692 445 19 �A' 5r1A: I 128 185 385 I 149 140 

1 8 . 2% 1 1 . 6% 0 . 5% 3 . 7% 39 . 5% 3 . 3% 4 . 8% 10 . 1% 3 . 9% 3 . 6% 
1999年 680 I 443 14 145 1 587 308 149 I 164 

7 J1 1 7 . 8% 1 1 . 6% 0 . 4% 3 . 8% 41 . 4% 3 . 0% I 5 . 9% 8 . 0% 3 . 9% 4 . 2% 
2000年 678 442 14 I 143 1 ， 608 1 1 1  234 287 149 163 

1 月 1 7 . 7% 1 1 . 5% 0 . 4% ;) . 7% 42 . 0% 2 . 9% 6 . 1% 7 . 5% I 3 . 9% 4 . 2% 
90 257 713 

1 7 . 1% I 1 1 . 3% I 0 . 4% 3 . 6% 44 . 7% 2 . 4% 6 . 7% 6 . 0% I 6 . 0% 18 . 6% 
( そ の他 に は 、 従前建築 + 恒久建築 、 従前建築 ト 仮設建築、 従前建築 + 新駐車場、 従前建築 十 道路、

解体後道路、 !日駐車一場 十 j阿久悠築 、 !日駐車場か ら 恒久建築 ， な ど を 含む )

3 ) 住宅ス ト ッ ク の変容

新 た に建設 さ れ た住宅は従前 の ス ト ッ ク を 再現す る の で は な く 、 そ れ と は き わ だ っ て 異
な る ス ト ッ ク を 形成す る o 2003年10月 の時点で、 解体建築 は 2 ， 253棟、 新規建築 は 1 ， 575棟
であ っ た。 新規建築 は解体建築の69 . 9% に と ど ま っ て い る O

建築類型の構成 は 、 解体建築 と 新規建築で は大 き く 異 な る 。 長屋、 木造共 同 は大 き く 減

少 し た 。 解体建築 で は そ れぞれ120棟、 231棟だ っ た の が、 新規建築で は 各 6 棟 に す ぎ な い 。

こ れ に対 し て非木造共 同 は い ち じ る し く 増加 し た 。 解体建築が88棟で あ っ た の に対 し 、 新

規建築 は そ の 244 . 3% に栢 当 す る 215棟 と な っ て い る O

戸数ベ ー ス で見 る と 、 解体建築 の4 ， 465戸 に対 し て新規建築 は4 ， 273戸で 、 解体建築 に対
す る 新規建築の比率 は95 . 7% で あ る O 棟数ベ ー ス に対 し て戸数ベ ー ス の比率が高 い の は 1

(表 6 - 4 - 3 ) 解体建築 と 新規建築の内容 (2003年1 0 汚 )

解体建築 | 新規建築
様 | 戸数 | 棟
1 ， 360 I 1 ， 389 I 1 ， 1 29 
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棟 あ た り 戸数の多 い非木造共同住宅の増加 を 反映 し て い る 。

①震災発生か ら 2 年 目 以 降 で は住宅再建の進捗 は停 滞 に 転 じ 、 5 年が経過 し た 時 点 で
は住宅再建 は す で に 「終了J し て い た 。 2003年10月 持点 に お い て も 、 住宅 の棟数、 戸数

は 震災 前 の 水準 に ま で 回復 し て い な い 。 再建が可能 な 敷地 に つ い て は す で に何 ら か の 対

処 が な さ れ、 建物が再建 さ れ な い敷地は と涼 っ ばミ の ま ま 放置 さ れて市街地 の 中 に 回定

化す る 舘向 が見 ら れる 。
②住宅の ス ト ッ ク 構成 に 大 き な 変化が生 じ て い る O 解体建築で は 主要 な 要素 の ひ と つ

で あ っ た長屋、 木造共 同 は 、 新規建築で は 皆無 に 近 い 。 こ の住宅の類型 自 体 が消 滅 に 向 か っ
て い る と 考 え ら れ る O こ れ に 変 わ っ て増加 し た の は非木造共同住宅で あ る 。

③ こ う し た市街地空 関 と 性賓 の 変 容 は 、 そ こ に 住 む住民構成 の 変化 を も た ら し て い る
と 推察 さ れ る 。 長屋、 木造共 同 の住宅は激減 し て お り 、 こ の傾 向 は低所得者 向 け の ス ト ッ
ク の 減少 を 意味 し て い る と 考 え て よ い 。 新 た に増加 し て い る 非木造共 同 住宅 は 、 震災以

と は異 な っ た 属性の住民 に 対応、 し た 市場 を 形成す る 。 住宅再建がす で に 「終了J し て

い る 灘 区 南東地 区 で は 、 ス ト ッ ク の 変 質 に よ っ て 、 震災以前 に 住 ん で い た 場所 に帰還で

き る 住民 と で き な い住民の峻別 が進 ん だ、 も の と 考 え ら れ る O

4 ) 六 甲地区の人口動態

1995年10 月 時 点 の 人 口 ( 国勢調査) を 1997年 1 月 17 日 の震災直前 の 人 口 (住民基本台帳)

で、割 っ た 比 率 を 住民が ど の 程度現地 に 残 っ た か を 示唆す る 「 人 口 残存率」 と し 、 2004年

1 月 17 討 時点 で の 人 口 (住民基本台帳) を 震災直前 の 人 口 で 除 し た比率 を 「 人 口 回復率」
と す る と 、 灘区全体の 人 口残存率、 田復率 は そ れぞれ78 . 8% 、 98 . 6 % で あ っ た 。

六 甲 地 区 の 「残存率」 は 65 . 0% 、 「 囲復率」 は 99 . 3% で、 区全体 に よじべ る と 「残存率」

の低 さ が 目 立つ 。 3 人 に l 人以上の住民が地区外 に 転 出 し た 。 六 甲 地区 は 瀧 区 の 中 で も

持 に被害が大 き か っ た エ リ ア で あ り 、 現地 に 住 み 続 け ら れ な い住民が多 か っ た と 考 え ら
れ る O

町了 ご と の 回復 率 に 注 目 す る と 、 人 口 回復が震災前 の水準 に 達 し て い な い 軒丁が、 地
1Z139町丁の う ち 62 . 6 % に あ た る 87軒丁 あ る 。 「回復率J 80%未満 は40町丁で 全体の28 . 8%

を 占 め 、 そ の う ち 8 町丁 で は 回復率 は60% に達 し て い な い 。
地区全体での 「 回復率」 は ほ ぼ100% で あ っ た が、 こ の 人 口 匝 復 は 少数の 町丁 に お け る

急激な 人 口 増 に よ っ て も た ら さ れた 。 す な わ ち 、 規模の 大 き な 非木造共 同 住宅が局所的

に偏在 し て 開発 さ れ、 こ の こ と が地域聞 の 人 口 回復率 に格差 を 生 ん だ と 考 え ら れ る 。

震災 に よ っ て 六 甲 地 区 の 人 口分布 は 大 き く 組み 替 え ら れ た 。 地区全体の 人 口 総数 は 、
六 甲 地 区 で は 震 災前 と 同 じ本準 ま で 回復 し た 。 し か し そ の 回毎 は 地 区全体で均等 に実現

さ れた の で は な く 、 特定地域で の 人 口 の 大幅 な 増加 に よ っ て 達成 さ れた も の で あ る 点 に

投意 を 払 っ て お く 必要があ る O
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人 口 総量 の みへ の 注 目 は 、 市街地 の 各所 に み ら れ る 復興の遅滞 を 看過 さ せ る お そ れがあ

る 。 震災復興の あ り 方 と し て 、 被災者が震災以 前 に 住 ん で い た 場所への再居住 を促す方向
性 を 重視す る 発想があ り 得 る O そ う し た考 え 方 を 前提 と し た と き 、 被災市街地の復興は達

成 さ れな か っ た と い え よ う 。

5 . 東灘区住吉地醒 4 年半後に震災前を上回 る 戸数
(神戸大学工学部 ・ 重村力 チ ー ム )

住吉地 区 は六 甲 山系 か ら 瀬戸 内 海岸部 に至 る 阪神 間 に 典型 的 な 地形断面 を 持 ち 、 そ の 地

形 に対応 し た市街地形態、 居住形態がみ ら れ る O 調査対象区域は 、 震災 に よ る 建物被害が
比較的少 な か っ た 山 麓部 を 除い た 、 阪急、線以 南 の 約136ha で、 区域内 に は JR 住吉駅、 東

灘区役所、 消 防署、 区民ホ ー ルや大規模 な小売屈 な どがあ る O 全体 と し て は高 密 な 住宅地
で、 JR 線以北 に は 規模の 大 き い マ ン シ ョ ン が存在 し 、 南 の エ リ ア に は木造共 同住 宅 の 割

合が高 い 。
被災状況 は 、 地 区全体で は全建物棟数の 4 割弱が滅失 し て い る O 戸建て住宅の被害 は 大

き い が、 木造長屋 ・ 木賃 ア パ ー ト の被害 も 大 き い 。 マ ン シ ョ ン な ど非木造共 同住宅の被災

は 、 棟数でみ る 限 り 少 な い が、 I 棟の戸数規模が大 き い こ と を 考 え れ ば状況 は 深刻 な も の
と 考 え ら れ る O

1 ) 麓物再建の プ ロ セ ス

調査対象地区 の震災前 の住宅棟数は3 ， 627棟で、 震災 に よ り 1 ， 306棟が滅失 し た 。 戸数 に
す る と 8 ， 470戸 の う ち 2 ， 614戸が滅失 し た 。 (戸数の 数 え 方 は住宅の住居部分へ の 玄 関 の 数

(表 6 � 5 )  新築住宅 に み る 従前用途別戸数 (1 997年5月 )

戸 建

i昔、 計
戸数不明機数

戸 建 て

長 原 建 て
も主
前 木 賃 住 宅

用 非木造共向
途

非住居 ・ �
地 ・ 駐車場
そ の 他

不 明 |
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42 ， 1  % 
1 

638 
60 ， 0% 

71  
33 . 0% 

37 
1 2 . 4%  

1 ， 7% 

25 . 3 %  
8 

88 . 9 % 

新 築 用 途

長屋建て 木賃住宅
13 48 

0 ， 7% 2 ， 55%  
。

。 6 
0 ， 0% 0 . 6% i 

3 . 3% o . o� I 
2 28 

0 . 7 9も 9 . 4 %  
6 

0 . 0% 5 . 1  % 
8 

1 . 8% 3 . 6 %  
。

0 . 0% 

非 木 造 ; そ の 他
共同住宅 ・ 不 明

1 ， 029 26 
53 ， 3% 1 ， 3% 

12 23 
403 17 

37 . 9 9も 1 ， 6%  
135 2 

62 . 8 %  0 . 9 %  
229 3 

76 . 6 %  1 . 0 9も
109 。

93 . 29も 0 . 0% 
153 3 

68 . 0% 1 ， ;)% 
。

0 . 0 %  

J口込

1 ， 929 100% 100% 
37 

1 
1 0 0 % 55 . 2% 

215 1 1 ， 1% 100% 
299 j 

100% I 15 . 5% 

100% 6 . 1% 

225 1 1. 7% 1ω% 
9 O .  100% 



で 数 え 、 兼用住宅で は事務所及ぴ屈舗への 入 り 口 は数 え な い)
1997年5 月 17 日 の 調査時点 ま で に 滅失戸数の約 8 割 に あ た る 1 ， 929戸が新築 さ れて い る O

最 も 多い事例 は 、 戸建て住宅が建 っ て い た 敷地 に 戸建て住宅が建つ も の だ が、 次 に 多 い の

が戸建て住宅宅地 に 非木造共 同住宅が建つ 例 で あ る 。

長屋や木賃住宅が建 っ て い た 宅 地 に つ い て は 、 戸建て住宅が建つ例 と 非木造共同住宅が

建つ例 に分かれて い る O 長屋、 木賃 は ほ と ん ど新築 さ れて お ら ず、 住宅戸 数 回 復 は戸建て
と 非木造共 同住宅 を 中心 と し て い た と い え る O

震災 4 年 半 後 の 1999年 6 月 初 日 の調査時点 で は 、 累積新築住宅戸数 は2 ， 754戸 と な り 、
全戸数は震災前 を 上 回 っ て い る O 最新の調査で あ る 2005年 1 月 21 日 の 時点 で は 累積新築住

宅戸数は3 ， 625戸 と な っ て い る 。 単純 に 数字 の 上. か ら 見 れ ば、 震災前戸数 に 達 し た 4 年半

後の時点で設 泊過程 は終 f し て い る と の見方 も で き る O

2 ) 人口 の動態

2004年 1 月 17 日 現在の住民基本台 帳 を も と に 町丁 目 ご と の震災前か ら の 人 口 回復率 を み

る と 、 地堅金体の 人 r r 回復率 は99% と ほ ぼ震災前人 口 ま で 回復 し て い る O し か し 町丁 目 ご

と に み る と 、 ]R 線沿い の 町 了 目 を 除 く と 、 多 く の I11f r 目 で震災前の 人 口 を 回復 し て い な い。
震災前 人 口 を 上 回 っ て い る 住吉東海J 5 丁 目 、 住吉宮町 4 丁 目 の 人 口 は従 前 の 1. 5倍以 上

に な っ て い る が、 住吉東町 5 丁 目 、 住 吉宮 町 4 丁 目 は公的再開発事業がお こ な わ れ た 地 区
で あ る O

地区全体の現在 の居住者の う ち 、 継続居住者は44 . 4% 、 市内転入者 は23 . 2% 、 市外転入
者 は 27 . 3 % 、 出 生 者 は5 . 0% であ っ た 。

6 . 東灘区東部地域一被災度の判定 と 撤去と のズレ
(神戸大学大学院 自 然科学研究科 ・ 小谷通泰チ ー ム )

調査対象地域 は 、 束譲住 区 の ]R 神戸線以南、 阪神電鉄以北、 ]R 摂津本山 駅 か ら 東へ芦屋
市境 ま で、 の310ha、 43町了で、 震災前 の 人 口 は 住民基本台帳 に よ る と 53 ， 710人、 22 ， 478世

帯 だ っ た 。 全域が復興促進地域 に 含 ま れ、 う ち 森南地区 で は 土地区画整理事業がお こ な わ

れ た 。 深江地 民 で は 、 ま ち づ く り 協議会 と の連帯 に よ る 住宅お よ び住環境 の 整備が進め ら

れて き た 。

1 ) 被災建物の撤去状況

日 本都市計画学会 と 日 本建築学会 に よ る 被害実態緊急調査 に よ る と 、 全壊 も し く は 半壊
の建物 は全建物 の 68% に 達 し て い る 。

被災建物 の 定点調査の結果、 震災後 5 年 間 で少 な く と も I 度撤去 さ れた建物 は 、 全建物

の う ち 43% に な っ て い る が、 令半壊率 よ り 下 回 っ て い る 。 お お む ね被災の 大 き い建物 が集
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中 し て い る 地域で は撤去建物 も 多 く み ら れ る が、 被災判定の大 き い建物で あ っ て も 撤去 さ

れて い な い 建物、 あ る い は そ の逆 の 建物 も 認め ら れ る 。

表 6 6 - 1 は建物 の被災度 と 撤去の有無 と の 関 連 を 示 し た 。 こ れ に よ る と 、 撤去 さ れ
た建物の85 . 5 % が全壊建物 で、 半壊 ま で加 え る と 92 . 6% を 占 め て い る O こ れ に対 し て撤去
さ れな か っ た 建物 で は 、 全壊建物で は40 . 7% と 大幅 に低下 し て い る も の の半壊建物 を 合 わ

せ る と そ の比率 は 57 . 5% に な る O

建物 の被災度 を 統一的 に 判 定す る た め の基準 を 設定す る こ と は必ず し も 容易 で は な く 、

被災震 の 判 定 に 判 定者 に よ る 個 人差が生 じ て し ま う 。 ま た 一方で、 建物の撤去 に は現実 に

損壊がい ち じ る し く 建て 替 え ざる を 得 な い よ う な状況 と と も に 、 修理可能 で、 あ る が こ れ を
機会 に建て 替 え を 決心す る ケ ー ス も 見 ら れる O こ う し た理由 か ら 、 両者の 開 に ズ レ がみ ら

れ る の も あ る 意味 で は や む を 得 な い と 思 わ れ る O

建物撤去の有無別に み た建物被害状況(表 6 - 6 - 1 )

1 に 示 し た 。

2 ) 人自 の推移

住民基本台帳の 集計結果 に よ る 東灘 区東部地域 の 人 口 の推移 を 、 震災直 前 の 1995年 l 月
の 人 口 を 100 と し て 、 震災後 5 年 に わ た っ て毎月 の 人 口 指数求め 、 図 6

ま た合 わ せ て 半年 ご と の建物再建率の推移 を 示 し た 。
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図 に 示す よ う に 、 人 口 は震災後 4 カ 月 あ ま り の 聞 に 急激 に 減少 し 、 1996年 4 月 に最大の
減少率16 . 3% を 示 し て い る O そ の後約 1 年 間 に わ た っ て 人 口 は停滞 し 、 1997年 4 月 以 降 は

緩やか な が ら も 増加傾向 に 転 じ 、 回援 に 向 か っ て い る O し か し 、 震災後 5 年経過時点 での

人 口 減少率 は7 . 6% を 示 し て い る O
人 口 の推移 と 建物再建率 の 推移 を み る と 、 発生直後か ら 1997年 9 月 ま で は建物再建率の

増加が顕著であ っ た が、 こ の 期 間 は 人 口 の急激 な 減少が底 を 打 っ た 時期 と 重 な っ て い る O

そ の後、 建物 の 再建率の伸 びが伴滞 し始め る と 、 今後は 人 口 が増加 ・ 回復 に転 じ て い る O

こ の よ う に 建物再建率の増加が先行 し 、 そ の 後 を 追 う よ う に 人 口 が回復 し て お り 、 建物 の
ス ト ッ ク がで き あ が っ て 初 め て 人 口 が戻 っ て く る 様子が う かがえ る 。

人 口 の現象実態 を 住民基本台帳 と 国勢調査の結果 を比較 し て探 る と 、 震 災 前 の1990年10

月 ( た だ し 1990年 の住民基本台帳 に 基づ く 人 口 は 1 1 月 ) 、 お よ び2000年10 月 の住民基本台

帳 と 国勢調査 に よ る 人 口 に は ほ と ん ど差 は み ら れ な い が、 1995年 10JJ で は 、 国勢調査 に よ

る 人口 が住民基本台帳 の 人 口 の 79 . 3% と 大 き く 下回 っ て い る O 両者の 人 口 に 大 き な 差がみ

ら れた 理 由 に は 、 こ の 時期 に避難 な どに よ り 相 当 数の住民が住民票 を 移す こ と な く 域外 に

流 出 し て い た こ と があ げ ら れ る 。

住民基本台帳 に よ る 人 口 の 減少 は 、 震災直前 の 1995年 1 月 の 時 点 に 対ー し て 同 年10月 で は

減少率が14 . 7% であ る が、 国勢調査 に よ る と 減少fヂ は こ れ を 2 倍以 上 土 削 る 32 . 3% の 減少

に な っ て い る 。 現実 に は 国勢調査 に よ る 減少の割合が対象地域 の 人 Ll 減少 の 実態 を よ り よ

く 反映 し て い る と 考 え ら れ る O
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( ※住民基本台帳は11 月 、 国勢調査は10月 。
震災直前の1995年1 月 時点での住民基本台
帳に よ る 人口は53 ， 710人)

年代別 人 口 の 変化本 を 、 震災直前の 1995年 1 月 の住民基本台帳 と 1995年10 月 の 国勢調査

と に よ っ て 5 歳階級別 に 整理 し 、 図 6 6 - 2 に 示 し た 。

こ れ を み る と 、 高齢者層 で地の年代 よ り 大 き く 減少 し て お り 、 特 に年齢が高 く な る に つ
れ て 減少 の 幅 は大 き く な っ て い る O そ れ以外で は 、 4 歳未満 と 20-34歳お よ び50 - 64歳の

年齢層 で の 減少 が高齢者層 に つ い で大 き く 、 逆 に 5 - 1 9歳お よ び35 -49歳で は 大 き な 変化

は み ら れ な い 。
こ う し た こ と か ら 、 震災 に よ る 劣悪 な住環境の た め に 、 高齢者や乳幼児 を 中心 に域外 に
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避難 し て い た こ と が う かが え る O ま た 、 20� 34歳の 減少幅が高齢者 に次い で 大 き く な っ て

い る が、 こ れ ら の 世代 は単身者層 が多 く 、 居住場所の変吏が比較的容易 で あ っ た の で は な
い か と 推測 で き る O こ れ に対 し て 、 5 歳か ら 19歳 ま で 、 お よ び35歳か ら 49 歳 ま で は 人 口 減

少率が小 さ く な っ て い る が、 こ れ ら の多 く は就学児童 ・ 生徒 を 抱 え る 世帯層 に 相 当 し 、 域

内 に と ど ま ら ざる を 得 な か っ た と 考 え ら れる 。 こ う し た こ と は 、 震災i直前の 1 995年 1 月 の

l 世帯 あ た り の家族数が2 . 38であ っ た の に対 し 、 直後の10月 の 1 世帯家族数が逆 に2 . 55 と

増加 し て い る こ と か ら も 裏付 け ら れ る 。

(図 6 - 6 2 )  年代別にみ た人口 の変化率 (震災直後 と 震災10カ 月 後)
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注) 人口変化率は震災後の1995if.lO月 における 国勢調査結果に よ る 人口 を震災直前における 1995年 1 月 の住民主主
本台帳集計結果に よ る 人口で割っ た も のである 。

7 . 芦麗市一共同住宅の増加で揺 ら ぐ 「芦腫文化J

上 被災状況 市街化麗 に よ っ て被害に差

〔建物被害 と 市鶴化歴〕

(大阪大学大学説 ・ 芦屋短興 カ ル テ研究会)

日 本都市計両学会 と 日 本建築学会 に よ る 被害実態緊急調査に よ る と 芦屋市の全半壊率 は

29 % であ っ た 。 被害の程度 は 地 域 に よ っ て異 な り 、 地域別 の全半壊率 は 、 山 手地区 ( 阪急

線以北) 13 . 7 % 、 中央北地区 ( 板急線 一 国道 2 号) 31 . 7 % 、 中央南地区 ( 同道 2 号 国道

43号) 41 . 8% 、 浜手地区 ( 国 道43号以南) 27 . 5 % で あ っ た 。

市域 に は 、 明治期の集落、 大正期市街地、 昭和初期市街地、 戦後の市街地がモ ザ イ ク 状
に あ り 、 ま た 山手 と 浜手 で は異 な る 地域性が見 ら れ る O そ れぞれの地域環境 は 、 こ う し た

市街化慌 に よ る 地域の基盤条件や建物年代 、 建 て 方 の 違い な ど に よ っ て特故づけ ら れ る O
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震災で被害が大 き か っ た と こ ろ は 、 大正か ら 昭和初期 に市街化 し た と こ ろ が多 く 、 そ の
中 で も 、 芦屋川 の東で国道 2 号 と 阪神線の 間 の地域や、 打出駅崩辺地域の よ う に 、 こ れ ま
で ま っ た く 基盤整備がお こ な わ れ て い な い と こ ろ 、 ま た 、 JR 芦原駅の 北 側 や 宮 J l I 左岸 で
国道43号の北側地域の よ う に 、 耕地整理に よ っ て 宅地化 さ れ、 市街化が進 ん だ と こ ろ が見

ら れ る 。 芦屋川 の 西 部 や 間 道43号沿道 な ど、 戦後の土地医画整理事業の施 行 地 院 で も 被害

は大 き し ミ 。
古い市街地だ けで な く 、 戦後の 区画整理がお こ な わ れ て い た と こ ろ で も 被害が大 き い 地

区 があ る こ と か ら 、 基盤条件 だ け で な く 、 住宅の建て方や老朽度 な ど、 個 々 の住宅の条件

も 被害の程度 に かか わ っ て い る こ と が想定 さ れ る 。

〔車接被害 と 間接被害〕

復興 カ ル テ の 主 旨 は 、 被災市街地の復興の過程 に お い て 、 そ の と き ど き の 建物再建の実

態 を と ら え て記録す る (病状の認識) と と も に 、 対花、すべ き 問題や次の ま ち づ く り 過程 に
む け て の課題 を 発見す る (診断 と 治療 に つ な ぐ) こ と であ る 。 実態把握か ら 、 震災の建物

被害は 2 つ の観点 か ら と ら え て お く 必要があ る と 考 え ら れ る O

1 つ は 、 直接被害 と い え る 対象で、 震災 に よ る 建物倒壊な ど修復が困難 と 認定 さ れ る 被
害建物、 さ ら に迅速に 大規模修繕 に対応す る シ ス テ ム や人材が不足 し て い た こ と と 、 公費
解体 に よ り 解体費用 の負担がな く な っ た こ と に よ り 解体 さ れた被害建物が あ る O

も う ひ と つ は 、 何 ら か の被害 を 受 け た こ と な ど に よ り 、 震 災 を 契 機 に 建て 替 え を 選択 し

た 間接被害があ る O い ず れ も 生活者に と っ て は建物被害 と 認識 さ れて い る も の であ る O

〔停滞空地〕

震災で一時的 に大量の空地 (更地) が発生 し 、 そ の後、 急、速 に 再建が進 ん だ が、 震 災後

1 年半 く ら い か ら 再建率 は 6 - 7 割程度で停滞 し 、 10年経過 し で も 更地化 し た 敷地での再

建率 は 8 割程度で あ る O

カ ル テ 調査 地 i亙 で み る と 、 震 災 前 の空地率 は 7 . 9% で あ っ た が、 2000年調査時点 の 空地

率 は 14 . 7% で あ り 、 市域の空地が増 え て い る O こ れ も 震災被害の l つ の特徴で、あ る 。

2000年調査で町別 の 空地 (低未利用地) を み る と 、 10% を 超 え て い る と こ ろ が多 く 、 な

か に は20% を超 え て い る 町 も あ る O 再建停滞空地 は 、 市街地の安全性や 防犯性への影響が

指摘 さ れ る 一方 で、 、 密集市街地 で は 脅度 を 下 げ る 効果 も 指摘 さ れて い る O

2 附 建物再建の ブ 口 セ ス一再建期、 停滞期 を，搭て平常の市街地更新

〔 カ ル テ地誌の再建実態〕

市街化歴 と 市街地特性が異 な る 三条南地豆 、 大原地 区 、 竹 園 地 区 、 南宮地Eの 4 地区 を
カ ル テ 調査地 区 に 選 ん だ。
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(表 6 - 7 - 1 ) 芦屋市の カ ル テ地区の再建状況 と 市街地特性

地反 全半壊、率 再建状況 1 年半後の再建の特徴 市街地特性

大規模敷地で更地が多 く 、 耕地主義理に よ り 宅地化 し た戦
放置も 多い。 前市街地。

三条南 50 . 40% 停 滞 南北に長い大街区で、 生垣 ・再建中 も 見 ら れるが、 再建 石おのある屋敷が点在するで1:完了は少ない。 宅地。
駅に近い商業系敷地で再建 耕地繋理に よ り 宅地化 した戦

47 . 00% 停滞 ・ 進捗 停滞。 前市街地。
の混在 戸建ての再建は進むが大規 駅周辺に庖舗。 その裏は閑静

模更地が多い。 な住宅地。
集落の一部 と戦後の区画整理j 個別再建でプレ フ ア ブタ イ 事業に よ る街区整備に よ り 市

竹 爾 4 l . 30% プの住宅が多い。 衡化が進む。捗 戸別敷地レベルで接道条件
の改善。 屋敷と その分割j敷地、 路地窃

集が混在。

停滞 ・ 進捗 アパー ト 再建が遅い。 昭和40年代以降の市街地。
52 . 00% の混在 震災ZE地での建設がある 。 共同住宅が多 く 。 用途が混在

する 。

い ず れ の 地 区 も 震災後 3 年 ま で は 再建率が伸 び る がそ の 後は停滞す る O 建 て 替 え を 必要
と す る 被災敷地の 再建 は ほ ぼ終わ っ た と 考 え ら れ る O

再建率 は 、 1997年、 1999年の 2 年 間 、 ほ と ん ど変化 は な く 、 1999年以降す こ し上昇す る O

2000年 か ら 三条南 と 大原 で再建率が伸 び る が、 こ れ は 山手幹線整備 に と も な う 用 地買 収が

ほ ぼま冬わ り 、 新 た な 再建や更新の動 き が出 た た め と 考 え ら れ る O
そ の後近年の動 き は 、 要再建 と い う よ り 、 一般的 な 建物更新の発生 に よ る も の と み ら れ

る O こ の よ う に 、 震 災後 3 年 は再建期、 そ の後の 3 年 の停滞期 を 経 て 、 震災か ら の再建 を

引 き ず り な が ら も 平常時の市街地更新期へ と 移行 し て き た 。

〔集合住宅戸数の増加〕

芦屋市 で は震災前す で に 人 口 の過半数 は 共 同住 宅 に住 ん で い た が、 震災復興の過程で共

同住宅が増加 し た。 震災前の戸数 (住宅地図 に よ る 概数) と 2000年 の全市調査で確認 さ れ

た戸数 を 比較 し た と こ ろ 、 戸建て住宅 は91 % に 減少、 共同住宅戸 数 は 1 15 % に 増 加 し て い る O

地域別 の 全戸数 に 占 め る 共 同住宅戸数割合は 、 山手63 % 、 中 央北74 % 、 中 央南7 1 % 、 浜
手73% と な り 、 芦屋の戸建て住宅市街地 と い う イ メ ー ジ は か な り 実態 と 合わ な く な り つ つ

あ る 。 こ れ ら 共同住宅は、 相続 に と も な い売却 さ れ た 屡敷敷地 の 開発、 社 宅 の 再 開発 な ど
被災 に と も な う 土地利用 転換 の ほ か、 被災前 に 空地で あ っ た と こ ろ に建つ も の がみ ら れ る 。

カ ル テ 地 区 で は 、 1999年調斎で は 地 区全体で共同住宅戸数は震災前 の 1 . 23倍 に な っ た。

地区別 で は 、 竹 園 、 雨宮北で集合住宅戸数の増加がみ ら れ、 こ れ を 反映 し て 地 区 内戸数が

震災前 よ り 増加 し て い る 。 戸建て住宅戸数 は い ずれ の 地区 で も 減少 し て い る O 三条南 は 集

合住宅戸数が伸 びず、 全体戸数の減少 に な っ て い る O
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〔共同住宅形態の多様化〕

共同住宅は マ ン シ ョ ン だ け で な く 、 長原や ア パ ー ト 、 外階段の あ る 2 世帯住宅 ま で含め

て 考 え る こ と がで き る O 地 区 内 に は 、 震災前か ら あ る 共同住宅が68棟、 震 災後の2001年 に
は 107棟が建 ち 、 計175棟あ る O ア パ ー ト 型 ( 階段室型の共同住宅 と エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル の
あ る マ ン シ ョ ン ) が56 . 6 % と 過半 を 占 め る 。 ま た 大家住戸 と 一体 に な っ た 共 同生宅は古 く

か ら あ る が、 震災前 は 10棟だ、 っ た の が23棟に増加 し た 。
ア パ ー ト 型分譲マ ン シ ョ ン が戸建て住宅 と 比べて大規模で町並み を 大 き く 変 え て い る の

に対 し て 、 大家付 き 共 同住宅は賃貸空 間 を 供給 し 、 流動人 口 を 支 え る と と も に 、 比較的小

規模で あ る O さ ら に大家住宅の独立性あ る デザ イ ン や ア プ ロ ー チ に よ っ て 、 通 り に戸建て

と 同 じ よ う な 表情 を 生 み 出 し て い る も の も み ら れ、 戸建て住宅 と 共存で き る 都市型集住の

か た ち の可能性 を みせ て い て 、 景観の観点 か ら も 注 目 さ れ る O

3 . 麗災後の住民移動

〔市街地更新で震災前よ り 3 % 増加 〕

市域の 人 口 動 向 を 推計人 口 で み る と 、 1996年 に は74 ， 556人で 、 震災前 の 約86% ま で減少

し た。 そ の 後再建 に あ わ せ て 徐々 に 罰復 し 、 2000年か ら 急激 に 増 加 し て い る o 2003 年 は
89 ， 267人 と な り 、 震災前人 口 よ り 3 % 上 回 っ た 。

こ れ を 再建実態 と あ わせて み る と 、 震災後 3 年 ま での 再建期 に は 、 直後 に 急激 に 減少 し

た ま ま の 人 口 水準 が維持 さ れ、 そ の 後 の 3 年 の停滞期 は 少 し ずつ 人 口 が戻 り 、 2000年以降

の再建 を 引 き ず り な が ら も 平常時の市街地吏新期へ移行 し た と 考え ら れ る 時期 に 、 人 口 の

急激な増加が始 ま っ て い る O こ れは 、 震災 に よ り 土地の流動化が進 み 、 市街地更新が加速
さ れ、 再建以上の住戸供給がお こ な わ れた こ と が要 因 だ と 考 え ら れ る O 特 に 集合住宅開発

の影響が大 き い。

芦屋市の住宅緊急整備 3 カ 年計画で は 、 被害状況か ら 推計 さ れ た計画戸 数 は 7 ， 600戸。

こ の う ち 公的供給が1 ， 275戸 (1996年 に 1 ， 060戸 に修正) と さ れて い る O 公的供給 は ほ ぼ計

画通 り で あ っ た が、 民 間住宅建設 の 累積戸 数 は 、 震災後 3 年の 1998年 3 月 に お い て 、 緊急、

整備計画で計画 さ れて い た戸数を 1 . 5倍 も 上 回 っ て い る O

〔市外避難の半分が住民襲 を 置 い た ま ま か〕

震災時の推計人 口 と 1995年10月 の 国勢調査人 口 を 比較す る と 、 被災度 を 反映 し 、 中央北

26 . 8% 、 中 央高 36 . 7% と 大 き く 人 口 が減少 し て い る の が分か る O 埋立地地 区 で は 、 仮

設住宅が集 中 し て建設 さ れた こ と か ら 人口 が増 え て い る 。

10月 の登録人 口 と 国勢調素人 口 と に は 大 き な 売があ り 、 住民票 を 量い た ま ま 市外 に 避難

し て い る 人があ る こ と がわ か る O そ の割合は 、 推計人 口 と 国勢調査人 口 の差 ( 10 ， 978人)

の約 5 割 に な っ て い た 。
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(表 6 - 7 - 2 ) 芦屋市の震災直後の人口減少

推計人口

山 手 19 ， 464
中 央 北 | 川51

1 2 ， 367 

〔現在居住者の居住艦〕

震災前 の 芦 屋 市で は 、 年 間 の転入が6 ， 000人程度O 転出 は7 ， 000人程震で あ り 、 修正 と 死

亡 と の差 に よ る 自 然増が200-300人程度で、 人 口 は 減少傾向 に あ っ た 。 震災後 は一時的 に

市外への避難 な ど に よ り 大幅 な 人 口 減少がみ ら れ た が、 再建が進 む に し た が い 人 口 が戻 り 、

転入が転出 を 上 回 っ て 人 口 の増加傾 向 が続い て い る O

2003年 7 月 末 の住民基本台帳に あ る 居住者 に つ い て 、 1995年 1 月 17 日 時点 に 、 ①い ま の
住所 と 同 じ と こ ろ に官住 し て い た (継続居住人 ②い ま の住所 と は 呉 な る が芦屋市内 に居

住 し て い た ( 市 内 移転) 、 ③市内 に居住 し て い な い (市外転入) の 3 タ イ プ に 分類 し 、 町

別 に 集計 し た 。

全mで は 、 継続居住者の割合 は36 . 3% 、 震災後の市内移転が18 . 4 % 、 震 災時 に は市内 に
居住 し て い な い市外転入 の割合は45 . 0% で あ っ た 。

市外転入の少 な い 上位10!IIJ は 、 シ ー サ イ ド タ ウ ン の戸建て地区 3 可 と 六麓荘、 奥j也、 奥

山 な ど震災被害の 少 な か っ た 町 の ほ か に 、 被害が大 き く 復興事業 を 行 っ た 若宮 、 前 回 が上

位 に 入 っ て い る こ と は 注 目 さ れ る O
若宮 は 、 ま ち づ く り 協議会 と 市 と が議論 を 重ね 、 再建す る 戸建て住宅 と 全面買収型 の 市

営住宅供給が共存で き る 住環境整備 を め ざ し た取 り 組みが継続居住 を 可能 に し た こ と が確
iZで き る O

市外転入が50% を 超 え る 12 町 を み る と 、 海洋 町 は 新 た な 堤立地で、 清水町 は土地区画整
理事業地区 で あ る 。 西芦屋、 業平、 川 西 の 3 軒 は 共同住宅戸数の割合の増加率 が突出 し て
高 い 町 で あ っ た 。 残 り の 7 町の う ち 浜手の 3 町 は社宅や駐車場、 お毘敷な ど比較的大 き な

敷地が分譲マ ン シ ョ ン に 転用 さ れ て い る と こ ろ で あ る o JR 芦屋駅 に 近 い 大原 、 親王塚の

2 町 は従来か ら 比較的流動性 の 高 い と こ ろ で あ る 。 市外転入の 増加 は 、 共 同 住 宅建設 に よ

る 影響が う かがえ る 。
震 災時 の 住 宅 地 図 に あ る 名 前 を 現地 の 表札 で確認 し た 2000年調査 (埋立 地 お よ び山 麓

部 ・ 事業地 区 を 除 く ) で は 、 名 前がi可 じ と 確認で、 き た割合は調査対象地区全体で39 % で あ っ

た 。 向 じ 地域 を 対象 と し た2003年 7 月 末 の住民基本台帳に よ る と 35 . 2% で あ り 、 住宅再建
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が落 ち 着 い た2000年以 降 も 人 口 の入れ替わ り があ る こ と がわ か る O

〔共同住!'@ と 住環境 イ メ ー ジ 〕

人 口 の 入れ替わ り は必ず し も 震災 だ け が要 国 で は な い。 被災 に と も な い 土地が流動化 し 、

開発事業者 に よ る 建売住宅や共同住宅建設が誘発 さ れた こ と 、 再建 に お い て 共 同住宅が増

え た こ と な どか ら 、 新規供給住 宅 に 転入が増 え た こ と に よ り 市外転入率が高 く な る こ と が
考 え ら れ る 。 こ れが人口増加 と な っ て現れて き て い る O

芦 屋 は 比較的人 口 が安定 し て い た が、 共 同住宅戸数が増 え る こ と に よ り 、 こ れ ま で芦屋

の 生活文化 を 支 え て き た居住層 と のバ ラ ン ス が崩 れて き て い る O 震災前か ら す で に こ の傾

向 は み ら れ た が、 共 河住宅の増加 に よ る 人口増加傾 向 は バ ラ ン ス を よ り 崩 し て い く こ と に

な り う る O そ の結果、 生活文化の継承が困難 と な っ て い る に も かか わ ら ず、 実態の な い 良
好 な 住環境の イ メ ー ジ だ、 け が残 っ て い る と い う の が現状で あ る 。 小規模で、 あ っ て も 、 こ れ

ま で特徴あ る 住宅都 市 と し て芦屋の独立性 を 維持 し て き た が、 現実 を ふ ま え た住環境管理

や新た な 地域産業や生活文化の方 向 を 模索 し て い か な い と 、 独 自 性 を 失 い 、 自 立が困難 に

な り か ね な い 。

8 . 西宮市 残存住宅を巻き 込んで中高層化の兆 し
(大i坂芸術大学 ・ 田端修チ ー ム )

1 ) 被災の概況

〔被災前の住宅構成の特性〕

西宮市の現在の市域規模がほ ぼ固 ま っ た 1951年の夜 間 人 口 は 18万人弱 で あ っ た が、 1965
年 に は約34万人 に 成長。 震災前の 1994年12月 に は42 . 4万 人 に 達 し て い た 。 人 口拡大の 要 因

は 、 南側 に 海が 開 け 、 北上が り の正陵地形 と い う 居イ主J性の よ さ 、 大阪へ の 近接性 と い う 好

立地に よ っ て 良好 な 住宅地 と い う 評価 に あ る 。

良好な住宅都市 に ふ さ わ し い優れた居住環境 を 構成す る 住宅 タ イ プは 、 ゆ っ た り し た戸

建て住宅であ り 、 そ れが居並ぶ市街地が思 い浮かべ ら れ る が、 西宮市では戸建て住宅の シ ェ

ア は さ ほ どで は な く 、 意外 に 共 同住宅の 占 め る 割合が多 い 。 震災直後 に実施 さ れた都市住

宅学会 に よ る 西宮市南部地域住宅型別構成比 (戸数) を み る と 、 戸建て住宅33 . 5% 、 長屋
住宅4 . 8% に対 し て 共 同住宅が61 . 7% を 占 め て い る O 西宮市や芦屋市 は 、 戸 建 て住 宅 は 思

い の ほ か少 な い に も か か わ ら ず阪神 聞 を代表す る 住宅地、 住宅都市 と し て 群 を 抜 く 評価 を
得 て い る O

住宅構成 に つ い て 西宮市が示 し て い る 傾向 は市内各地で均等 に現れて い る わ け で は な い。
と く に JR 椋 を 境 に し て住宅構成 に 違 い があ り 、 JR j;J、南で は戸建て生宅の割合が20 % 台の

地域が多 く 、 JR .L-:J、北 の 各地域で は40% を 超 え て い る O こ う し た 地区段階 ご と の特性の積

み重ね、 つ ま り 戸建て住宅 と 共同住宅の混成 ・ 混合 し た 地 区 の集 ま り が総体 と し て の 評価
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を 形成 し て い る 。 こ の こ と か ら 、 良女子 な居住環境 を 戸建て住宅の多寡の み で は か る こ と は
難 し く な っ て い る と い う 指摘 も 可能 で あ る O

西宮市 と い う と 指摘広が り の 中 で み れ ば、 中 高層 住宅が量的 に優勢であ る が、 従来か ら

の戸建て住宅 と の 良好な 混成が、 新 し い 高水準の住宅都市的環境 を 形成 し つ つ あ っ た 、 と
い う 言い 方 も で き る O

〔被災の概況〕

日 本建築学会近畿支部 と 日 本都市計 画学会関西支部 に よ る 被災実態緊急調査 を ベ ー ス に

し た被災定別住宅戸数報告 に よ る と 、 西宮市南部地域 ( 六 甲 山系北部の市域 を 除 く ) の全
壊住宅 は 16 ， 032戸、 半壊住宅 は12 ， 758戸、 計28 ， 790戸 に な っ て い る O 商宮 市 が発表 し て い

る 倒 壊家屋解体申 込件数 (公費解体建物件数) は 19 ， 317棟、 解体住宅戸数は31 ， 093戸 に な っ
て い る O

定点観測地点 の安井地 区 は市 の 西端部で夙川 に接す る 良好な住宅市街地、 中 央商!吉街は

阪神西宮駅南の大規模 な 商屈街。 津 門 地 区 は く か ら の集落 を 母体 に し て 形成 さ れた住宅

市街地。 い ずれ も 市役所周 辺 に 近譲 し て い て 、 安井地区 、 中 央商!訓告は 「大被害地域」 に
含 ま れ る 。

表 6 - 8 - 1 の 西宮市の定点地区 の被害 (住宅建て方別戸数) で み る と 、 各地区 と も 戸
建て住宅の損壊度が大 き い が、 と り わ け安井地区 の戸建て住宅 は 全壊65 % 、 半壊1 1 % で 、

こ れ に低層 共 同住宅の全壊68% 、 半壊 4 % も 加 わ っ た結果、 震災前住宅戸数 の半数近 く が
全 半壊す る と い う こ と に な っ た 。 中央商庖街で も 戸建て住宅の全半壊さ与 は 56% と 大 き か っ
た が、 震災前 か ら 中 高層化が進行 し て い た こ と か ら 全住戸 に対す る 全半壊率 は 3 分の 1 に
と ど ま っ た 。 津 門 地 医 で は 震災前 か ら 戸建て住宅が大 き い 割 合 を 占 め て い た が、 そ の全半
壊率が28% と 比較的少 な か っ た こ と か ら 全体の損壊度 を 低減 さ せ る こ と に つ な が っ た 。 し

(表 6 8 � 1 )  西宮市の定点、地区の被害 (住宅戸数)

七二
205 

明 ( 合 計 !
9 I 762 

l . 2% I 100% 26 . 9% 
240 2 575 

13 . 6%  2 1 . 6% 4l . 7% 0 . 3% 100% 
36 llO 236 1 437 

8 . 2% 25 . 2% 54 . 0% 0 . 2% 100% 
1 ， 774 
100% 
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(表 6 8 2 ) 西宮市の定点、地区の被害 (住宅建 て 方別戸数)

ノゴ二、 壊 半 i口〉、 言十

安 井 地 区 | 204 316 
100% 
159 i 

100% 
233 

100% 
よrゴ〉 言十 40 . 1二 | 15 . 1  % I 

708 
100% 

低層 共 同 住 宅
三@:\ 壊 半 壊 一部損壊 無 被 害 不 明 i仁込3 

; 安 井 地 区 72 4 8 22 。 106 
67 . 9% 3 . 8% 7 . 5% 20 . 8% 。% 100% 

中 央 商 庖 街 4 1 0 5 。 ! 4 9 
61 . 8 . 2% 20 . 4% 10 . 2% 。% 100% 

津 門 地 区 。 30 22 。 78 
33 . 39も 。% 38 . 5% 28 . 2% 。% 100% 

i口h、 言十 1 28 8 48 49 。 233 
54 . 9% 3 . 4% 20 . 6% 2 1 . 0% 。% 100% 

中 高 層 共 同 住 宅
ゴ外二、 壊 i 半 壊 一部損壊 無; 被 害

安 井 地 区 38 10 131 155 6 
1 1. 2% 2 . 9% 38 . 5% 45 . 6% 

中 央 尚 );5 1主; 49 38 74 206 。 367 
13 . 4% 10 . 4% 20 . 2% 56 . 1% 。% 100% 

;案 内 地 区 0 1 8 1 1 18 。 126 
。% 6 . 3% 93 . 7% 。% 100% 

点iコλ 48 213 479 6 833 
10 . 4% 5 . 8% 25 . 6% I 57 . 5% 0 . 7% 1009も

か し こ の地区 で は i日集落 の 中 心 的 な 施 設で あ っ た 津門神社 と 昌林寺が全壊 し た 。
2 ) 確認申請麗 け か ら み た住宅再建状況

建築確認 申 請 を 再集計す る こ と に よ り 、 建設 を 予定 さ れ る 住宅 な ど の 建築物 の分布 と
そ の ボ リ ュ ー ム を 確 か め た 。

震 災後 の 、 市南部地域 に お け る 建築確認戸 数 は 次 の よ う に な っ て い る (2001年度以降

は確認申 請資料の デー タ ベ ー ス 化が行 わ れ て い て 未整理) 0 

1995年度 16 ， 633戸
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1996年度

1997年度

1998年度

1 1 ， 787戸
8 ， 1 75戸
3 ， 966戸

1999年度 4 ， 746戸

2000年度 4 ， 100戸

震災前の 1986 年 一 90年 の 5 年 間 の平均確認戸 数 は 年4 ， 800戸 で、 こ れ に 比べ て 1997年度

の 高水準期 を 経 て 、 1998年度以 降 は 震災 前 と 同水準 で あ り 、 住宅復!日 の 段 階 は 1998年度初

頭 で A段落 し た と み な し で も 良 い と い え る O

こ の集計結果 に 、 震 災復興住宅等の公共機関 に よ る 住宅戸数、 つ ま り 「計画通知」 分 を
加 え る と 、 1 995年度 か ら 2000年定 ま での 合計は 5 ， 229戸で、 確認戸数の1 0 . 7 % に も な る 。

こ れ ら を 取 り ま と め る と 、 震災後 6 カ 年 の確認住宅数の合計 は 5 万4 ， 636戸 に 達す る 。
震 災 に よ る 公費 解体住宅戸数は 3 万1 ， 093戸 と 報告 さ れ て い る か ら 、 単純 に い え ば、 2 万
3 ， 600戸程度が震災後の建築確認 申 請 で み た増加住宅数 と い う こ と に な る 。 ま た 、 都市住

宅学会 の 被災実態調査 に よ る 推計戸数か ら は 、 全半壊住戸数 は 2 万8 ， 790戸 で あ る か ら 、

増加分 は 差 し 引 き 2 万5 ， 846戸 と い う こ と に な る O こ れ を 西宮市南部地域 の 震 災前住宅戸
数で あ る 14万7 ， 058戸か ら マ イ ナ ス し た 1 1万8 ， 278戸が震災 直後の住宅 ス ト ッ ク 数 と 推計 さ

れ る O こ の 数字 を ベ ー ス に す る な ら 、 震災設か ら 2001年 3 月 ま で の確認住宅数 5 万4 ， 636

を 加 え た 1 7万2 ， 914戸 が 同 時 点 で の 現存住宅数 と み な し う る (厳密 に い え ば、 こ こ か ら
定常 的 な 住宅 の 建 て 替 え ・ 更新な ど を 差 し 引 く 必要ーがあ り 、 届 け 出 か ら 完成 ま で の 時 間差、

届 け 出 の み で着工 さ れ な い ケ ー ス な ど に よ る 誤差 は あ る ) 。
住宅戸数の 回複過程 (表 6 8 - 3 ) を み る と 、 住宅戸数 と し て は 1997年 時 に す で に 震災

前水準 を 超 え 、 2000年時 に お い て は増加数が 2 万5 ， 000戸 と い う こ と に な る O

(表 6 - 8 - 3 ) 住宅戸数の回復過程

3 ) 建築敷地 と 空地の変動

定点観測地区 に お け る 建築敷地 と 空地 の 変動 を み る と 、 安井地 包 で は も と も と 大規模 な

建築敷地が分散 し て い た が、 震 災後の新設建物 で も 大規模 な 事例 が多 い 。 87件が 「空地→
建築」 敷地 に代 わ っ た が、 こ れは 「建築→空地J 40件 を 上 回 っ て い る 。

中央商自街で は 、 中 央部 に い く つ か の 「併 合化 さ れた 敷地」 が現れ た 。 こ れは 間 口 を 細

か く 割 ら れた 商庖街の伺別敷地の う ち 、 全半壊 な ど の 敷地 に仮設庖舗が建 て ら れ、 そ の後
に敷地の併合 ・ 共 同化が行 わ れ大敷地 に 変 わ り 、 さ ら に 共 同住宅が建設 さ れた 事例 で あ る 。
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津 門 地 区 での建築や空地 に かかわ る 変動 は も っ と も 緩や かで あ る 。 震災前 か ら の存続建

物が多 く 、 1996年 � 1999年期の新設建物 の多 さ は 、 建築毎!日が)11出馬 に行 わ れ た こ と を 示 し

て い る O 昌林宇や津門神社の再建 も 含め て !日集落の秩序体系 と い っ た も の の存続が感 じ取

ら れ る 。 だ が こ こ で も 1999年以降新設 の 共 同住宅 は 敷地の併合 を と も な っ て進行 し て い る O

震災 に よ っ て 「 さ ら 地J r空地」 と I呼ばれる ま と ま っ た 規模の 空地があ ち こ ち に 出現 し た 。

こ れ に類似の敷地あ る い は 空地予備軍 と し て 、 青空駐車場 ・ 資材置 き 場 な ど も 数え ら れ る 。
そ う い っ た 場所 で は 、 自 力 の戸建て住宅再建が進 む 一方、 経済的 ・ 社会的 な 事情か ら 所有

地 の 売却 が進 み 、 購入側 に よ る 高震利用 が 目 論 ま れ る ケ ー ス が現れ る 。 デベ ロ ッ パ 一 等の
視点 か ら は 、 良好な住宅地 と し て評価の定着 し て い る 地域 に現れた こ う し た空 地 は 、 実 は

に 生み 出 さ れた 「 さ ら 地」 で あ り 、 住宅開発の ね ら い 日 と し て 見 え た と し て も 不忠議
で は な い 。

震災直後は こ の よ う な 空地が共同住宅用 地 と な っ た と み て よ いが、 2000年以 降 に な る と

か な り 様子が変 わ っ て く る 。 つ ま り 、 そ の よ う な 「 さ ら 地」 の活用 の 方法 で は な く 、 中小

の建築敷地 を 併 合 ・ 共i司化す る な どの再開発 的 な 共同住宅化が展開 し 始め て い る の で は な

い か、 と い う こ と で あ る 。 2000年以持の新 し い 復興 の ス テ ー ジ は 、 震災 に よ り さ ほ ど破損 ・

損傷 し な か っ た 上記の よ う な小規模敷地群 を と り ま と め 、 新 しい 共同化敷地 を 創 出 し つ つ 、

中 高層 共 同住宅化が進行す る と い う パ タ ー ン 、 い わ ば 「経済活動的要素の色濃い市街地再

編成」 が生 ま れて き て い る と み う け ら れ る O

こ れ は ま た 、 市街地全体で、見 る と 、 住宅復興の地域的 ア ン バ ラ ン ス 、 地 区 レ ベ ル での居
住環境の変質 ・ 劣化 に つ な が る 問題が発生 し て い る と い う こ と で も あ る O 共 同 住宅化の過

剰 と も い え る 進行か ら は 、 こ れ に よ り 戸当 た り 敷地が節約 さ れる こ と に な る か ら 、 利用 さ

れ な い 宅地、 利用 しがた い 宅地が残存 し 続け る こ と も 想像 さ れ る 。

あ る い は 、 こ れ ら が取 り ま と め ら れて 中高層共同住宅用 地 に 変 わ る か も し れ な い 。 低層

主体の住宅地 に お け る 中 高層 住宅の建設は在来の居住環境 を 侵 害 し 、 近隣紛争 を 生 み 出 す

こ と に も な る 。 建て詰 ま り の進行や 中 高層 共同住宅化 に よ る 都市景観の劣化 な どに よ っ て 、
在来の地域 イ メ ー ジが損毎 さ れ、 都心 に 近 い 便利 さ だ け が売 り 物 の 、 た だの住宅地 に 堕 し

て い く お そ れ は 大い に あ る 。 そ う な ら な い よ う な 開発の誘導策 、 都市政策的 配慮、 を積み重

ね て い く 必要があ る と い え よ う 。

4 ) 人間 @ 憧帯数の推移

西宮市の全市域の 人 口 動 向 を 同勢調査 (1995年、 2000年) と 市推計人 口 結 果か ら み る と 、
1994年10 月 の 震災前人 口 は42 . 4万人で、 震災後 2 �3年 は 39万人台 に 減少 し て い た 。 1997
年以降罰復傾向 に 転 じ 、 1999年 に は43 . 8万人、 2000年 に な る と 44 . 6万人 と 急速 に テ ン ポ を
上 げな が ら 震災前水準 を 超 え る ま で に な っ た 。

1994年 と 2004年 を よとべ る と 、 人 口 で は 3 . 5万人、 世帯数 で は 2 . 8万世帯増加 し て い る 。

第八章 @ 者!日m青i組i ま ち づ く り 573 



災前水準 を 相 当 規模 で超 え つ つ あ る わ け で、 2000年時で の 世帯数増 1 . 9万 世帯 は 、 先 に 示
し た震災後の増加戸数2 . 5万戸の ボ リ ュ ー ム を 後追 い す る か た ち で対応 し て い る と い え そ
う で あ る O

十 淡賂島 ・ 一宮部I 被災を 内観 し平常時フ ェ ー ズに
(流通科学大学 ・ 三谷哲雄チ ー ム )

1 ) 被災状況の概要

淡路島地域の特徴 を 有 す る 沿岸集落の代表的 な 地区 と し て 、 一宮町の郡家地区、 江井地
ほ と と も に 、 北淡軒室津地 区 、 津名 罰I志筑地 区 を 定点観測 の 地 区 に 選 ん で、 い る o (f可名 は
いずれ も 淡路市 に 合併以前 の !日 町名 )

被災建物 の分布 を み る と 、 郡家地区 で は 地 区 の 中央 に位置す る 商庖衛 と そ れ以西の漁港
ま での 区域で被害が大 き い。 江井地 区 で は 、 郡家地 区 に 比べて全壊建物 は少 な い も の の 地

区全体 に被災建物が分散 し て い る の が特徴で あ る O

室津地 区 は地区北部 に被災建物が集中 し 、 中央部で も 中 心街路か ら 西の 漁港 に か け て 集
中 し て い る O 淡路島東部海岸 の志筑地区 で は 、 海:岸部 に 近 い ほ ど被災建物 の 占 め る 割合が

く 、 特 に 旧 集落で は 大半の建物が被災 し て い る O ま た地区内部で も 旧道 沿い の建物が局
部 的 に 全壊被害 を 受 け て い る O

(表 6 9 ) 淡路の定点、観測地区の被災建物数

i斗舌4トロ ロ i

全体

88 
161 I 1 73 
327 I 365 

叫一
日一
日一
間一
四

街路環境 と 被災 と の 関連 を 分析 し た結果、 こ う し た被害の大 き い建物 は 総 じ て禽路環境

の脆弱 な 土地区画 に立地 し て い る こ と がわ か っ た 。

淡路島 の被災地区 ( 特 に 諦査 4 地区) の 全椴 的 な 被災状況 を 整理す る と 、 建物が密集 し

て い る 区域で被災建物が多 く 、 全壊建物 の 割 合 も 高い 。 こ う し た 区域 の 大半 は 、 河川扇状

地 内 や !日河道 と 思 わ れ る 低地 に 位置 し て い る O ま た一般 に 、 こ う し た 区域 に は一占 く か ら の

市布地が形成 さ れ る と と も に 、 地 区 の骨格街路 も 形成 さ れ る 。 そ の結果、 !日道沿い の 建物
に被災建物が多 く み ら れ る O
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2 ) 建物再麓の プ口 セ ス と そ の結果

修復利 用 以外の被災建物の 減少 (つ ま り 再建) は 、 ほ ほ一定の割合で減少 し た 地区 (志

筑) 、 1996年 ご ろ に急速 に 進 ん だ地区 (郡家、 室津) 、 数は多 く な い も の の 1996年 ご ろ を ピ

ク に進 ん だ地 区 (江井) がみ ら れ る O そ れ以 降 は 、 ほ と ん どそ れ ら は み ら れ な い。
震 災以 降 に建築 し た (新築) 建物 は 、 どの地底 で も 1996年 ご ろ か ら 増加 し 始 め 、 そ の傾

向 は 現在 も 続い て い る O

建物再建か ら み る と 、 震災以降1999年 ご ろ ま でが復興 フ ェ ー ズ 、 そ れtJ、 降 は被 災お よ び
短興 を 内包 し た ま ま 平常時 フ ェ ー ズ に移行 し て い る と 考 え ら れ る O

土地利 用 種別 を み る と 、 震災直後の変化以 降 は大 き な 変動 は ほ と ん どみ ら れ な い が、 駐

車場の増加 は顕著だ。 全建物数 に 対す る 全駐車場 の割合は 、 郡家が約 5 % →7 . 5 % 、 江井
が約3 . 5% →4 . 8% 、 室津が約4 . 4% →6 . 2% 、 志、筑が約5 . 2% → 6 . 8% で、 全体で は 約4 . 7%

→6 . 5 % に な っ て い る O

郡家、 志筑で進め ら れ て い る 復興街路整備 に よ る 通行環境への 影響 に 関 す る 2003年度の

調査結果か ら 、 単路部 に お い て は 、 拡幅 に よ り 通行環境が改善 さ れた こ と に よ り 全体的 に

通行速度の上昇が見 ら れた 。 た だ、 歩道 と 車道が分離 さ れた 「歩道あ り j の 道路 よ り も 「歩

道 な し 」 の 道路 の 方が速度の増加率が大 き く 、 通行性能 の 向上の一方で通行安全の 問題の

表面化が懸念 さ れ る O

交差点部 に お い て は 、 事故の発生 し や す さ が増加 し 、 特 に 優先道路側 の 自 動車への従道

側 か ら の飛 び出 し に よ る 事故の可能性の増加が見受 け ら れた 。

10 . ま ち な み景観の変化
9 個所の定点観測地域の調査報告の 中 か ら 、 地夜計画の効果が認め ら れ る 旧居留 地 と 、

阪神 間 の 高 質 な 住宅地 を代表 し て い た芦屋市の急激な ま ち な み の変化の調査報告 を 次 に ダ
イ ジ ェ ス ト す る O

1 ) 旧 居留地の ま ち な み景観の向上

(地域問題研究所 ・ 山本俊貞 チ ー ム )

〔地区計画の効果〕

震災前か ら ま ち な み景観の あ り 方が、 地元の ま ち づ く り 協議会の 中 で検討 さ れて い た 旧
居留地 で は 、 低層部 の 用 途変換 を 含め 、 新 た な 流れが生 ま れて い る O

震災直後の1995年 4 月 、 三宮地区 を 5 地区 に 分 け て 「地区計画J が決定 さ れ た 。 こ の 中

で、 !日居留 地 は 、 震災前か ら の地元 ま ち づ く り 組織で あ る r l日居留地連絡協議会J で ま ち
な み形成 に つ い て す で に協議 さ れて い た こ と か ら 、 f自の 4 地区 に 比べて踏み込ん だ内容の

も の と す る こ と が 可能であ っ た 。
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!日居留地で事業 を 営 む企業100余社の 集 ま り であ る !日居留地連絡協議会 は 、 1990年 に 「新

た な発展 に 向 け て/ 旧居留 地の ま ち づ く り J を 、 1994年 に は 「歴史の流 れ を 未来 に引 き 継

ぐ/神戸 旧居現 地 ・ 景観形成計画」 を 策定 し て お り 、 地区計屈 に は こ れ ら の 内容が尊重 さ
れて い た 。

地l玄計画は ま ち づ く り の最低基準 と い え る が、 こ れ を 補完す る た め に 、 1995年10月 に 「神
戸 !日居留 地/復興計画」 、 1997年 3 月 に 「都心 ( ま ち ) づ く り ガ イ ド ラ イ ン 」 を 策定 し 、

ま ち の あ り 方 を 地区内外 に提案 し た 。

こ れ ら の計画がめ ざす ま ち な み形成の 方 向 は次の よ う に要約で き る O

ま ち な み形成 の 基本方針 ま ち の 変化 ・ 成 長 に !日居官 地 の 蓄積 を 生かす

①ハ ー ト の 設計 し た都市基盤 (道路、 宅地割 引

②大正 ~ 昭和初期 に建設 さ れた近代洋風建築物 に よ る ま ち な み ( 閉 ま れ型 ま ち な
み )

こ の基本方針 に 対 し て震災前 の ま ち な み は次の よ う な 問題 を 抱 え て い た 。

既存の ま ち な み が抱 え る 問題点

①壁面繰 と ス カ イ ラ イ ン の混乱

←公開空地の確保 と 高層 化が原 図 ( 開放型 ま ち な み化)

←総合設計制度 に 起 因

(1983年以 降10棟、 容積援和 6 棟、 斜線緩和 8 棟)

②あ い ま い な外部空間 (残部 空 間 ) の 創 出
③広告物 に代表 さ れる 安易 な 高業化 に よ る ま ち な み の混乱

」

そ こ で 旧居官地域毘計画 で は 、 容積率や斜線制 限 を 別途緩和 (指定容積率の見直 し と ま

ち な み誘導型地区計画 の導入) し た上で、 総合設計制度 を 認め な い方針の も と に次の よ う

な方策 を 具体化 さ せた 。

地区計画等 に よ る ま ち な み形成 の方策の要点
①閉 ま れ型 ま ち な み の形成 ・ 保全

@ 壁面線の統一 (道路 よ り お お む ね 1 m) 
{氏 中 層 部の ス カ イ ラ イ ン の緩 や か な 統一 (20m、 31m)

②風稽あ る に ぎ わ い の演 出

@ 公開 空地の確保
@ 低層 部への忠誠等の 導入 と 、 屋上 ・ 突 出広告の禁止
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〔高震な ま ち な み空間〕

そ の結果、 震災後 に計画 ・ 建設 さ れた 20 ぜ ル に つ い て 、 上記項 目 の適合状況 を総合的 に

見 る と 、 多機能複合型都心の形成 と い う 方 向 の 中 で、 高 質 な ま ち な み空 間 が形づ く ら れつ
つ あ る と 評価 で き る O

(表 6 10) 1日展留地の建て替 え ・ 新築 ビ ルの街並み 形成への賞献 (20 ビル)
一一一一一一一一一一→一一一一一一「一一一一一 一一一一一一一「

9 

| に ぎ わいの演出 こ |低中層部の ス カ イ i r i」 | 低!醤音11への�'< � ' � :�:/' U j I 有効な公弱空地7ワラ イ ンの統一 | 叫 rn告書の導入l 石室f呆※ 1 

8 9 

9 2 

※ポルテ イ コ 6 、 角地ピロ テ イ 2 、 角地広場 1 、 オ ーブ ン広場 1 、 近代建築の活用 1

10 

7 

壁面線や 中低層 部 の ス カ イ ラ イ ン の ゆ る や か な統ー に よ る 「囲 ま れ型 ま ち な み の形成 ・

保全J に つ い て は 、 一部 を 除い て大方の ピ ル は 規模の大小 に かか わ ら ずそ の主 旨 を 理解 し 、

め ざす ま ち な み に近づ き つ つ あ る と い え る O

に ぎ わ い の演 出 の う ち 「低層 部への 庖舗等の導入J に つ い て は 、 建 て 替 え ・ 新築の ピ ル
だ け で な く 、 既存 の ピ ル の 改修 も 含め て多 く が導入 し 、 !日居留 地全体が新 た な 性格の シ ョ ッ
ピ ン グ ゾー ン と し て 定着 し つ つ あ る O

「公開空地の確保」 は 、 建 て 替 え ・ 新築 ピ ル の 敷地規模 に よ っ て よ う す を 異 に す る 。 旧

居留 地の地 区計画 は指定容積率の緩和 と 合わ せ て 決定 さ れ た 。 た だ、 こ の緩和 の適用 を 受

け る に は 、 地 区計画の 各要件 を 満 た し 、 一定規模以上の公開空地 を 確保す る こ と が条件 に
な っ て い る O 地区計画 で は 敷地面積 の 最低限度が900m2 と 定め ら れて お り 、 そ れ以 下 の 敷

地で は た と え 公開空地 を確保 し た と し て も 容積緩和 に つ な が ら な い こ と に よ る O

い ず れ に し ろ 、 震災後 の 旧 居留 地 に は公開空地が非常 に 増 え 、 風格あ る に ぎ わ い を か も

し 出 し て い る O そ の多 く は ポ ル テ イ コ (道路 に 面 し た建物の低層 階 を 柱廊 に し て通路 に 開

放 し た 建築様式) の形態 を と っ て い る O 盤面総 を そ ろ え た 上で公開空地 を 確保す る と い う
両課題 に対応す る た め に 、 そ の解答 と し て 多 く の ピ ル で ポ ル テ イ コ が採用 さ れ た結果であ

る が、 震災前 に は な い流れであ り 、 地 誌 の 新 た な 特性 と な り つ つ あ る 。

2 ) 芦屋市の ま ち な み 景観の課題

(大阪大学大学院 ・ 芦屋復興 カ ル テ研究会)

〔生活風景の被害〕

震災後の10年 を 、 建物再建 ・ 市街地援興 と い う 観点 か ら み た と き 、 震災後 3 年の再建期、

そ の後 3 年 の停滞期、 次い で再建が残 り な が ら も 平常時の市籍地吏新期へ と 移行 し て き た
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が、 景観 に 関す る 課題 も 、 こ の建物再建の動 向 を 受 け て変化 し て き た 。

再建期 は 、 景観 に つ い て み る と 「景観喪失期J と 「景観変化期」 の 2 つ の 時期 に分かれ
る 。 震災後 1 年 く ら い ま で は 、 ま ち に空地が広 が り 、 見'慣れた建物 を 失 い 、 風景の喪失感

が大 き い景観喪失期で あ っ た 。 そ の後、 再建が進 む と と も に 、 見慣れ な い 住 宅や 敷 き 際の
デザイ ン に よ り 待 ち の成景が大 き く 変化 し て い る こ と が認識 さ れ る よ う に な っ た景観変化

期 で あ る 。 こ の 時期 は 、 特 に 敷地 内 の駐車ス ペ ー ス が 目 立つ よ う に な り 、 建物 の デザ イ ン

だ け で な く 、 道 と 敷地 と 建物 の 関係 が ま ち な み を 変 え て い た 。

景観喪失期 か ら 景観変化期 に か け て は 、 ま ち な み を 「再生」 す る こ と が復 興課題 と さ れ

た 。 し か し 建物が建 ち 並ぶ よ う に な る と 、 も は や ま ち な み は 元 に は戻 ら な い こ と が理解 さ

れ、 景観 に お け る 復興 と は 、 元 に戻す再生で は な く 、 新 た な 芦屋 ら し さ を め ざす こ と だ と
分 か つ て き た 。

そ の た め に は 、 震災前か ら の住宅 と 震災後 に建て ら れた多様な住宅 を つ な い でい く 手が

か り を 探 り 、 生垣や駐車ス ペ ー ス の緑化、 玄 関 先 の ガー デニ ン グ な ど に よ っ て新 た な 芦屋

ら し さ を 地域で共有 し て い く こ と が求め ら れた 。

震災後 1 年半の景観喪失期 か ら 景観変化期へ移 る こ ろ 、 居住者が生活風景 を どの よ う に
と ら え て い る の か に つ い て 、 「好 き な 風景J r気 に な る 風景J r嫌い な 風景」 の 写真 を 撮 っ

て も ら っ た。 好 き な 風景88、 気 に な る 風景102、 嫌 い な 風景52で あ っ た 。

好 き な 風景 か ら は 、 震災があ っ て も 安定 し て い る 地域の風景構造 を 知 る こ と がで き た 。

そ の ひ と つ が 山 で あ る O 山 は多様 な 現 れ方 を し て お り 、 ヒ ア リ ン グす る ま で は 山 を撮 っ て

い る と 分か ら な い も の も 多 か っ た 。 駅前 の ピ ル と ピ ル の 隙 間 に 見 え る 山 、 浜 の 道 か ら 眺め

る 山並 み 、 道 の ア イ ス ト ッ プ に あ る 山 な ど は 、 話 を 聞 く ま で分か ら な か っ た 。

山並み は 、 地域の 人 び と に と っ て 、 地域 に い る こ と が実感で き る 安心感 と オ リ エ ン テ ー

シ ョ ン の よ り ど こ ろ と な る 芦屋の生活風景の 碁本要素であ る 。 し か し 、 地 域 の 人 々 に は あ
た り 前の こ と で も 、 地域外の人や 開発者 に は ほ と ん ど意識 さ れ な い の が実際であ り 、 再建

現場 は そ う し た 地域外の事業者が担 っ て い た 。 被災地の よ う に 、 早 く 、 安 く 、 安全が第 一

義 と な る 再建期 に は 、 地域の環境への 呼応の仕方や暮 ら し の 丈化 を 伝え る の は難 し い 。

〔住宅再建に よ る 風景の変化〕

再建市布地で は 、 プ レ フ ァ ブ タ イ プの住宅が増加 し 、 ど こ で も 同 じ よ う な ま ち な み に な っ

て き て い る と 言わ れ た 。 震災後、 増 え た よ う に感 じ る の は 、 在来木造であ っ て も 、 形態が

総 2 階 な どの箱型で、 外曜の仕上げ材 に 塗装パ ネ ル を使 う 住宅が多 く な り 、 見 た 目 に プ レ
ブ ア ブ住宅の よ う に 見 え る 建物が多 く な っ た こ と に よ る O

カ ル テ 地 区 内 に あ る 戸建て住宅539戸 に つ い て の 1999年調査 に よ る と 、 外壁がパ ネ ル に
な っ て い る 割合 は 、 震 災 前 か ら の住宅 (本設) で は 13 . 7% で あ る の に対 し 、 震災期の住宅

(新設) で は42% に な っ て い る O 形態 に つ い て み る と 、 軒や ひ さ し の 出 が小 さ く 、 総 2 階
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型 の 単調 な 箱型 の住宅は 、 本設が25 . 8% 、 新設は59 . 5% で あ っ た 。

新設 は 、 建ぺい率、 容積率 と も に大 き く な り 、 特 に パ ネ ル仕上 げの住宅 の う ち 箱型 は 7

害j を 超 え 、 ひ さ し がほ と ん どな く 陰影が少 な い こ と か ら 、 通 り か ら は住宅壁面 が 目 立つ。
壁面の色 は 、 新設で は ベ ー ジ ュ 系 、 グ レ ー 系が増 え 、 窓、の サ ッ シ や 玄 関 扉 は 黒色が 6 割 を

超 え 、 コ ン ト ラ ス ト の 強 い壁面構成 と な っ た 。

本設 と 新設で は 、 形態、 色、 素材 に 違 い が見 ら れ、 そ れが ま ち な み の変化 と な っ て意識
さ れて い る O 震災後の変化は急激で、 は あ る が、 こ う し た建物更新 に お け る 住 宅 の 選択 は 、

そ れぞれの時代 の住宅生産技術や流行 を 反映す る も の であ り 、 ど こ の市街地で も 起 こ り う

る こ と で あ る O 建 て 替 え に よ る 市街地更新 に お い て 、 どの よ う に 地域 ら し さ を 継承 し 、 形

成 し て い く の かが課題 に な る こ と を 、 再建市街地の景観変化が問題提起 し た と い え る O
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は じめ に

震災10年 を 迎 え た2004年度 は 、 復興 し た イ ン フ ラ が多 い 中 で 、 一部 に 、 い ま だ完全 に 以

前 の 姿 に戻 っ た と は 言 え な い傷跡 も 残 さ れた 。 ガス 、 水道や下水道 な どは、 こ の年 も 復 旧

へ の 地 道 な 取 り 組み を 続け た が、 完全に復旧 し た は ず の 道路で、 橋制 な どへの手抜 き 工事

が新た に発見 さ れ る な ど、 深刻 な 問題 も 発生 し た 。 神戸港沖の埋め立て 地 に は 、 大学や企

業 な どの誘致が進 み 、 建設 中 の神戸空港 は 反対派の声が続 く 一方、 空港 ピ ル が着工 さ れ、

航空会社の就航便が次々 に 決 ま り 、 2006年 2 月 16 日 の 開港が正式決定 し た。 震 災10年 と あ っ

て 、 マ ス コ ミ 各社 は 節 目 の 総括 を 詳 し く 伝 え た が、 阪神 ・ 淡路大震災の地震 の 瞬間 を 、 映

像で全世界 に伝 え た NHK の神戸放送会館が再建 さ れ、 震 災発生 の 1 月 17 日 に 完全オ ー ブ

ン 。 メ モ リ ア ル番組は新会館か ら 全国 に 流 さ れた の で あ る O

582 第九章 @ 都市 イ ン フ ラ



i 第一館 生活イ ン ブ ラ

1 . 電気
関 西電力 は 、 近畿地方一 円 の 約2 ， 000万人 に電力 を 供給す る 電力会社 だ が、 阪神 ・ 淡路

大震災 に よ る 被災の全て は 問電力 の 管 内 で発生 し た 。 震災は 送変電設備 、 配電設備 に被害

を 与 え た た め 、 兵庫県南東部、 大阪府北部、 淡路島 を 中 心 に 、 約260)j軒 が停電 に な っ た 。

電力供給設備 の被害 は 、 同 電力 の 2] ヵ 所の 火力 発電所の う ち J O ヵ 所 に 、 変電所861 ヵ 所 の
う ち 50 ヵ 所 に 、 架空送電 は 1 ， 065線路の う ち 23線路、 地 IjJ 送電 1 ， 217椋路 の う ち 102線路 、

そ し て 配電線路 で は 1 2 ， 109 回 線 中 649 回 線 に 被害が出 た 。 不 宇 中 の 幸 い は 、 原 子力

水力発電所 に被害が出 な か っ た こ と で あ る O 復 旧 は 安リ を 争 っ た 。 余震の危険、

の妨害、 交通渋滞 な ど多 く の障害の 中 、 同電力 は全国 の 電力会社や協力 会社 な どの応援 を
受 け て 昼夜兼行の復旧作業 を 続 け 、 発生 6 日 後 に は応急送電 を 行 え る ま で に 漕 ぎ宥 け た 。
地震発生直後 に 最大の 目 課 に掲 げた 応急、送電 は 、 2 ヵ 月 後に は 仮設IEl の レ ベ ル に 達 し 、 3 ヵ
月 - 1 年後 に は本復 旧 に ま で進み、 そ の後 は震災復興の衛づ く り と も 連撰 し た本格復興の

段階へ と 向 か っ た 。

〔防災都市機能補充の た め の竜力基盤確立 目 指す 〕

同電力 で は 、 利 用 者 な ど に対 し被災時 に 竜気温水器 に あ ら か じ め 貯め て お い た湯が給湯

で き た こ と な ど、 震災で得た教訓i を 生 か し 、 「電気の よ さ 」 を 通 じ た顧 客 の 提案活動 を は

じ め 、 新 し い電力設備づ く り な ど様 々 な 提案活動 を 展 開 し た 。 社 内 で も 、 震災での反省 か

ら 防災体制 の 整備 な ど を 菌 る と と も に 、 震災で半壊 し た神戸関電 ピ ル も 、 震災の教訓 を 生

か し た電力 防災拠点 ピ ル と し て2003年 に 生 ま れ変 わ ら せた 。 新 ピル は 、 災 害 に 強い安全性

と 信頼性の 高 い電力 防災拠点 ピ ル で あ る こ と 、 環境 に優 し い省 エ ネ 設計 で あ る こ と を コ ン

セ プ ト に 建設 さ れ、 建物上部 に 置 か れ た 無線鉄塔 ま で の 高 さ 約 170 m は 、 神 戸 の 新 し い ラ

ン ドマ ー ク ピ ル に な り 、 夜 間 に は ラ イ ト ア ッ プ し て復興 し た神 戸 の 町並 み を 照 ら し た 。

震気 を 直接、 利 用 者 に 供給す る 配電設婦 は 、 1996年以降、 街の復興 に合 わ せ顧客の ニ ー

ズ を 反映 さ せ た護興改修 を 2004年度 も 引 き 続 き 行 っ た 。 大規模 開発地で は 「防災都市機能

を 補充す る 電力基盤の確立」 を 目 標 に事業 を 展 開 し た 。 こ れは 震災 な どで、 防災拠点 と な

る 都市機能が停滞 し な い た め の施設づ く り で 、 高 品 質 で、 高信頼度 の あ る 電力 の提供 と 、

都 市景観に調和 し た 電力供給 シ ス テ ム の構築 を 理念の 中 心 に し た 。 そ し て 、 建物の規模が

大 き い 、 電力寄要 が安定 し て い る 、 地中化の用 件 を 充 た し て い る な ど を 条件 に 電椋共 同溝
に も 参両 し 、 2004年度 も 開発地内 の地 中 化 を 進め た 。

震 災 の 経験か ら 、 も っ と も 必要 と 思 わ れ る 強 い 電力 設備づ く り で は 、 最 新 の IT 技術 を

採用 し た 高度配電 自 動化 シ ス テ ム の 導入 を 図 り 、 配電系統の高速多段融通機能 を 開発 し 、
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電力系統監視制御 シ ス テ ム の連携 を 実現 さ せた 。 高速多段融通機能 と は 、 停 電 が発生 し た

時 に 、 今 ま で以上 に広 く 周 間 の系統か ら 電力 を 高速で 自 動的 に融通 さ せ る 機 能 。 ま た電力

l . líか子手かび上がっ た神戸関電ピル
(関西電力資料)

系統監視制御 シ ス テ ム と は 、 変電所構内 で停電が

発生 し た 時 に 、 変電所か ら 配電線系 統 に 到 る ま で

の 一一連の復j日操作 を 自 動的 に 実行す る こ と で、 変

電所停電時の停電時間 を 大幅 に短縮す る こ と が可
能 に な る も のO こ の シ ス テ ム を 採用 し た こ と に よ

り 、 停電 な どの非常災害時 に 、 直接 、 電気 を 供給

す る 配電設備が健全な 場所 に は 、 い ち 早 く 電気 を
供給す る こ と がで き る よ う に な っ た 。

2004年度 は度重 な る 台風が襲来 し た た め 、 各地

で様々 な 災害が起 き 、 停電 も 多発 し た。 復 旧 に 当

た っ て は近隣事業所 は も ち ろ ん、 他府県の事業所

と も 連携 ・ 応援体制 を 訳 る こ と に よ り 早期後i日 に

努 め た 。 ま た 、 震災か ら ち ょ う ど10年 日 を 迎 え た

2005年 1 月 17 日 に は 、 神戸市 中 央 区 の 東遊 盟 地 で
聞 かれた 「阪神 ・ 淡路大震災1 . 17 の っ と々い」 の 趣

旨 に賛同 し 、 復 旧 し た神戸関電 ピ ル に 、 照明 に よ っ
て '1 . 17J の 文字 を 浮か び上 が ら せ た 。 さ ら に17 日 以降、 ピ ル 1 棺 の ギ ャ ラ リ ー で当 時 の

電力 設備被害や復旧 の状況 な どの写真展 を 実施 し 、 神戸市内 の避難所 な ど の 電気設備 の 点
検や 、 防災ハ ン ド ブ ッ ク の 配布 な どの活動 を 行 い 、 被災企業の l っ と し て 「震災時の思い

を 忘 れ な い J と の メ ッ セ ー ジ を 社内外 に発信 し た 。

2 . ガス
震災 に よ っ て 大 き な 被害 を 受 け た の は ガス も 同様で あ っ た が、 被災後の 復 旧 は2004年度

も 地道 に 続 け ら れ た 。 r坂神 ・ 淡路大震災の発生 し た 1995年 1 月 17 日 に 、 大 阪 ガス の本社や

各地区 に 置 か れ た 地震対策本部 は 、 各地か ら の 危 険 な ガ ス 漏れの連絡の対応 に 、 必死であ っ

た 。 ガス が止 ま る と 1 月 の厳寒期 の真 っ 最 中 に住民 の 媛房 、 調理の手段 を 奪 う こ と に な る O

し か し 、 ガス は 一互供給 を 止め る と 、 復 旧 ま で に か な り の時 聞 を 要す る と あ っ て 、 対策本

部 は思 い も 掛けぬ重大 な 決断 を 迫 ら れて い た の で あ る O し か し 、 こ の ま ま ガス の供給 を 継
続 し た状態 で の 漏洩修理は椋め て 困難であ る こ と 、 周 辺 の 火災 に よ る 二次災害発生の恐れ

を 考憲 し 午前日時30分、 供給停止の 断が下 さ れた 。

地震発生後 の 同 1 1 時56分、 神戸 2 ブ ロ ッ ク (芦屋市の 一部、 神戸市東灘、 灘、 中央各区
の一部) 、 3 ブ ロ ッ ク (神戸市兵庫、 長 田 、 中 央、 須磨各区 の一部) を 、 次い で午後 4 時30
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分に大阪北 7 ブ ロ ッ ク (宝塚、 伊丹、 西宮、 川 西各市の 一部、 猪名 川 町、 池 田市木部町 の
一部、 豊能町) 、 同 7 時30分 に神戸 1 ブ ロ ッ ク (宝塚、 西宮、 芦屋各市 の 一部) 、 同 9 時 5
分 に 神戸 4 ブ ロ ッ ク (神戸市垂水、 西各区 の一部、 明 石市の一部) 0 翌日 日 に は神戸市北

区 の唐橿台、 有野台、 東大池の 3 団地 な どで も バル ブが閉 じ ら れ、 神戸 市 を 中心 と す る 阪

神 間約86万世帯への ガス の供給が停 ま っ た。 地震発生時の供給停止戸数で は 、 1978年の宮
城県沖地震の 約16万戸 を 大幅 に上 回 る 過去最高 の 数で、 日 本の ガス 事業 に と っ て も 初 め て
の惨事 と な っ た 。

ガス の供給 シ ス テ ム は 、 液化天然 ガス を 気化 し て 製造 さ れた ガス が、 高 圧 、 中圧、 低圧

の 3 つ の 導管 を 通 り な が ら 、 段階的 に圧力が下 げ ら れ各家庭 ま で送 ら れて 行 く 。 幸い だ っ
た の は 、 製造所、 高圧幹線 な ど基幹設備への影響がな か っ た こ と で あ る O 中 圧導管網 で も
106 ヵ 所 に ガ ス 漏 れが発生 し た が、 大半 は 、 バ ル ブ継手部分か ら の軽度 な 漏れで、 早期 に

復 旧 し た 。 管 で は 裏波溶接鋼管や ポ リ エチ レ ン 管 に 被害が少 な く 、 被害の 大半 は低圧の理

設導管 に 集 中 し 、 特 に ネ ジ継手が中心、 で あ っ た 。 復旧作業が難航 し た の は 、 予想以上 に損

傷が多 い た め最初 の ブ ロ ッ ク 分 け の段階で損傷箇所が特定で き ず、 さ ら に 、 ブ ロ ッ ク を 細
分す る た め にバ ル ブ を 閉 め る 必要が出 て き た か ら で あ る O そ の都度、 人 聞 が 2 人入 れ る ほ

どの穴 を 掘 る が、 ガ ス 管 内 に流入 し た大量 の 土砂 、 7]'(の排出 に も 時 間 が掛 か っ た 。 悪条件

の 中 で、 日 本 ガス 協 会 は 震災発生 当 日 に 先遣隊 を 派遣 し た の を 始め 、 最 大 時 に は約4 ， 000
人 を 送 り 込み 、 大阪 ガス の復旧作業員約6 ， 000人 と 合わせ 1 万 人体制 で復 旧 に 取 り 組 み 、

4 月 1 1 日 に 家屋 の 倒 壊 な どで連絡の取れな い ケ ー ス を 除 き 、 復 旧 を 完了 さ せた 。 そ の 問 、

市民は風呂 を 失 い 、 ょ う や く 開 い た公衆浴場 や 、 浴場 を 開放 し た郊外の ゴル フ 場で久 々 の

湯 に 親 し ん だ の で あ っ た。

〔地震対築 を 引 き 続 き 万全 に 〕

震災 は貴重 な 教書11 を 多 く 残 し た 。 1 戸 ご と の ガス を 自 動遮断す る マ イ コ ン メ ー タ ー が、

ガス 漏 れ に よ る 2 次災害 の 防止 に極め て有効で、 あ る こ と が分か っ た ほ か、 ①災害の発生初

期 に 、 ブ ロ ッ ク ご と の 地震動や 主要 ラ イ ン の導管圧力 の情報 を 、 無線な ど で収集可能 に す

る ②地震動 が…定値 (SI 値60 カ イ ン ) 以 上 に な っ た 時、 低圧 ガス の供給が 自 動 的 に 止 ま

る 遮断 シ ス テ ム を 構築す る ③地震動 の規模 に 花、 じ た き め細 か い ブ ロ ッ ク の 供給停止 ・ 継続

が可能 な よ う に ブ ロ ッ ク を 細分化す るーな どが今後の課題 と な っ た 。 こ の よ う な震災の被

害や復 旧 の 経験 を 基礎 に 、 1996年 に 「予防 ・ 緊急 ・ 復 i日J の 3 点 か ら な る 「地震対策 5 カ
年計画」 が策定 さ れ、 2000年度 に全て完了 し た が、 2004年度 も 引 き 続 き 、 万全の対策が取

ら れた 。

防対策」 は 地震 に 強 い 設備づ く り で、 ま ず 中 圧導管 は 継手部 の 補 強 や 交換 を 行 い 、
低圧導管 は 耐震 性 に 優 れ た ポ リ エ チ レ ン 管 や GM 管 の 導入 を 加速 し た 。 既設管 も 計画 的

に ポ リ エ チ レ ン 管等 に 入 れ替 え 、 特 に 内管 に は ポ リ エ チ レ ン 管、 ガス 用 の ス テ ン レ ス 鋼 フ
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(表 1 ) 今後の地震対策

予 路 対

対

i日 対

(大阪ガス資料)

レ キ シ ブル 管 を 使用 し た 。 5 ヵ 年計両の推進 に よ り 震災 当 時 、 敷設延長約1 ， 200 km中 、 低

圧 ガス 管 に 占 め る 割合が約 3 % に 過 ぎ な か っ た ポ リ エチ レ ン 管の総延長 は 、 2004年度末で

7 ， 584 km に ま で延 び、 低圧 ガス 管 に 占 め る 割合 も 約20 . 0% と 、 約 7 倍 に増 え た の で あ る O

〔地震計 も 7 情の238 ヵ 所に 〕

「緊急対策」 と は 2 次災害の 紡止であ る 。 被害が出 た 地域の ガス 供給 を 停止す る 一方、

被害の な い 地域 に ガス を 供給す る ハ ー ド 、 ソ フ ト と し て 以下の 4 項 目 に取 り 組 ん だ。 第 1

は地震計の増 設 で あ る O 震災 当 時 に34 ヵ 所 だ、 っ た 地 震計 を 7 倍の238 ヵ 所 に 増加す る こ と

で デー タ を 細需 に し 、 供給の停止、 続行 を 迅速 に 判 断で き る よ う に し た 。
被害予測 シ ス テ ム も 改め た 。 コ ン ビ ュ ー タ ー シ ミ ュ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム に 自 動入力 さ せ

る こ と に よ り 、 導管の被害状況 を 早期 に抱握で き る よ う に し 、 さ ら に 地震計の測定値 を 基

に メ ッ シ ュ ( 1 メ ッ シ ュ 300 m ) 単位 で の 導管 の 被 害 や 、 建物倒壊数 を 推定 で き る よ う に

し た 。 こ れ に よ り 、 入力 済 み の 地盤の特性や木造建築物 な どの数値 を 生か し 、 地震発生後
約15分で全エ リ ア (約 3 万 メ ッ シ ュ ) の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン が可能 に な り 、 巡 回 点検す る 際、

ブ ロ ッ ク の 優先順位や修繕体制 ま で検討で き る よ う に し た 。 さ ら に ガス の 供 給 を 停止 し て

か ら 復 旧 す る ま で の 旺 数 な ど を 試算す る 「供給停止判 断支援 シ ス テ ム j も 創 っ た 。

供給遮 断 シ ス テ ム も 構築 さ れ た 。 今 ま で は ス ー パ ー ブ ロ ッ ク 遮断 シ ス テ ム (全供給地域
を 8 分類) と 、 マ イ コ ン メ ー タ ー 遮 断 シ ス テ ム ( 1 戸 ご と ) の 2 段 階であ っ た が、 5 カ
計画で新 た に ミ ド ル 、 リ ト ル ブ ロ ッ ク の 2 つ の 遮断 シ ス テ ム を 加 え た。 2004年度で遠隔遮
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(閃 1 ) 地震計設置状況図

(大阪ガス資料)

断装置 ( 中 圧 A ガパ ナ に 設置) は346 ヵ 所 に 増 え 、 感震遮断装置 ( ヰI 圧 B ガパナ に 設置)

も 2 ， 806 ヵ 所 に付 い た 。 震災時 に 、 防災面で威力 を発揮 し た マ イ コ ン メ ー タ ー (各戸への ガ

ス を 感震 セ ン サ ー で遮断す る 装置) の導入 も さ ら に進 め ら れ、 震災前 に75 % だ、 っ た普及率

は 前年 よ り 0 . 1 % ア ッ プ し 、 こ の年度末 で99 . 6% と 、 ほ と ん ど100% に ま で進 め た の で あ る 。

(図 2 ) ガ ス の供給停止 シ ス テ ム

(大阪ガス資料)
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(表 2 ) 主な地震雲対策の進捗状況 (2005年 3 月 末実緩)

平成17年 3 月
・ 延長 約7 ， 635km
- 制令 約20%

- 設置的所数
2:18 カ Ffr

J土 、Vr&: íl 1f度 中 に 1没ìn I ・ 普及E本99 . 6%

l土 、ド成 1 1 1n史小 に投前

ソ ク t'i'f主 細分fと • 126ソ、ロ ソ ク

• J宝締法断装i汽
316 カ 所

- 感渓j笠断裂置
2 ‘ 806 カ 1すf

o "J!般詳:jÆftj設信，;支jiUl
- 待J足通告;ム ，/(

3 1 カ

つ 幹之、� 仁i

(大阪ガス資料)

3 番 目 は 「 ブ ロ ッ ク の細分イし で あ る 。 低圧導管網 に ブ ロ ッ ク を 設 け る こ と に よ り 、 ブ

ロ ッ ク 単位の供給の停止 ・ 継続が可 能 に な り 、 小範囲への対応がで き る よ う に な っ た 。

(図 3 ) 情報収集の強化
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最後の 「緊急時通信指令 シ ス テ ム の 強1tJ は 、 阪神 ・ 淡路大震災の よ う な 大災害の場合、

発生時 の 災害情報の収集、 情報発信 は 大阪 ガス の本社 中央保安指令室で行 う が、 も し 災害
が本社近郊で発生 し 、 本社の 緊急操作用通信設備や コ ン ビ ュ ー タ ー 機 能 に ま で被需が及ぶ

よ う に な っ た場合、 命令系統が壊滅す る 危機 を 迎 え る 。 そ う い う ケ ー ス に 備 え代替施設の
存在が重要 に な る が、 す で に 京都市内 に パ ッ ク ア ッ プ機能 を持つサ ブセ ン タ ー を 建設 、 1998
年か ら 可動 さ せ た 。

大 阪 ガ ス の兵庫地区 ( IR兵庫支社管内。 豊岡市、 姫路市 を 除 く 兵庫県全域) の取 り 付 け
メ ー タ ー 数 は 、 震災前の 1994年12 月 に は 家庭用 125万3 ， 700戸 だ、 っ た が、 震 災 の 影響 な どで

震災発生直後は 12万戸 も 減少 し た 。 し か し 、 そ の後 は 順調 に 剖復 を 続 け 、 2005年 3 月 に は

(表 3 ) 兵庫地区の取 り 付 け メ タ ー 数

笈 災 前
滅失戸数

現 :犬
'94年12月 '05年 3 月

家 庭 用 1 ， 253 ， 7  120 . 4  1 ， 468 ， 5  
業 務 用 53 ， 2  5 ， 5  57 ， 6  
工 業 用 3 ， 8  0 ， 5  4 ， 2  

言十 1 ， 310 ， 7  126 . 4  1 ， 530 ， 3  

(表 4 ) 行政区別取 り 付 け メ ー タ ー数 (災害救助法適用 自 治体)

'
震
94年

災
12
前
月

:犬
'05年 3 月

宝 塚 市 ， 7  4 ， 9  90 ， 3  
J I I 西 市 39 ， ] 0 ， 7  50 ， 9  
伊 丹 市 58， 1 1 . 7  73 ， 1  
尼 崎 市 8 4 ， 0  226 ， 9  
西 宮 市 169 ， 5  23 ， 8  204 ， 5  
芦 原 市 35 ， 6  5 ， 9  42 ， 3  
神 戸 市 606 ， 1  84 . 4  694 ， 9  

東 灘 区 8 1 .  6 19 ， 6  96 ， 6  
議長 区 60 . 4  1 5 ， 8  68 ， 9  
中 央 区 68 ， 3  7 ， 2  80 ， 1  

! 兵 庫 区 61 . 4  1 2 ， 0  64 ， 0  
長 出 区 64 ， 6  19 ， 6  57 . 4  
須 磨 区 68 ， 2  9 ， 1  74 ， 1  
垂 水 区 85 ， 1  0 ， 8  98 ， 7  
間 区 0 ， 1  75 ， 1  
北 区 2 80 ， 0  

明 石 市 66 ， 8  1 . 0  85 ， 6  
1 ， 468 ， 5  

震 災 前
差 ヲE支ヰ1ト

214 ， 8  
4 . 4  
0 ， 4  

219 ， 6  

差 異
15 ， 6  
1 1 ， 8  
1 5 ， 0  
23 ， 1  
35 ， 0  
6 ， 7  
88 ， 8  
15 ， 0  
8 ， 5  
1 1 . 8  
2 ， 6  
一7 ， 2
5 ， 9  
1 3 ， 6  
23 ， 7  
1 4 ， 9  
1 8 ， 8 
214 ， 8  

(千戸)

震災前比率
1 17% 
108% 
1 11 % 
1 1 7% 

(大阪ガ ス資料)

(千戸)

震災前比率
121 % 
130% 
126% 
1 1 1% 
1 2 1% 
1 19% 
1 15% 
1 1 8% 
11 4 % 
1 17% 
104% 
89% 
109% 
116% 
146% 
123% 
128% 
117% 

(大阪ガス資料)
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146万8 ， 500戸 と 震災 前 の 117% に 戻 っ た 。 業務用 も 震災前 比 で 108% と 増 加 し 、 工業用 も

1 1 1  % と 、 か な り 回復 し た 。 。
ま た 、 兵庫県 下 の 災害救助適用 自 治体の取 り 付 け メ ー タ ー 数 は 、 震災前 と 比べ、 回復が

目 立 っ て い る が、 神戸市長 田 区 だ け が震災前の 数字 に 達 し な い状態が続い て い る O

大i衷 ガ ス は 神 戸 市 と 共 同 で、 1 人暮 ら し の 高齢者 の 安 否 を ガス で確認 す る サ ー ビ ス を

2003年 か ら 始め た 。 同社が開発 し た通信機能付 き ガス メ ー タ ー と 電話回線 を 利用 し 、 向 社

の 監視セ ン タ ー が ガス使用料 を チ ェ ッ ク し 、 デー タ を 最寄 り の在宅介護セ ン タ ー に メ } ル

で送信、 ガス の使用料がゼ ロ か極端 に 少 な い場合に 、 見 守 り 推進員 が駆 け 付 け る 方式。 既

に東灘 区 の 一部で試験的 に 開始 し て い る が、 従来の民生委員 が I 軒ずつ訪問 す る 「人海戦

術」 を IT技術で補 う も の で 、 全 国 で も 初 の 取 り 組 み 。 将 来 は対象地域 を 拡 大 し 、 震災復

興住宅 な ど に居住す る 被災高齢者への活用 も 検討 さ れて い る O

地震対策以外で も 、 近 い将来の発生が確実視 さ れ、 そ の対応が急務であ る 東南海、 甫海

地震の津波対策 も 検討 さ れ た 。 津波被害 は事前 の想定が困難だが、 兵庫県被 害 シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン で は最大値の被害が予測 さ れて お り 、 今 ま で に経験の 少 な い 海洋型地震への対策が

検討 さ れて い る O 大阪ガス で は 、 2 つ の 地震 を想定 し た 図上訓練 を 実施 し 、 2004、 2005年

度 に 地震発生か ら 2 時 間 の 中 で の 「供給設備への被害状況の把握J I ガス 供給停止 な どの
初動態勢J I非常 時 の 判 断力 の 向上J I意志決定の迅速化J I情報連絡体制 の 充実」 を 主 民

的 に 、 災害時 に 起 き る 想定外の 出 来事への対応 な ど を 訓練に よ っ て 問題抽 出 す る 「情報提

供型 シ ナ リ オ な し 訓練」 を 行 っ て い る O 今後 は 、 さ ら に津波地震対策 を 検討、 実施す る と

と も に実践訓 練 に よ っ て 課題 を 抽 出 し 、 そ の課題 を 解決す る こ と で災害対策 を さ ら に充実

す る よ う 取 り 組む計画で い る O

3 . 上水道
ラ イ フ ラ イ ン の l つ 、 上水道 も 大 き な 被害 を 受 け た 。 地震発生産後、 兵庫県下の 9 市 5

町で全戸数の90% に達す る 127万戸が断水 し た 。 施設の損傷 や 阪神水道の 送水停止 に よ る
も の だが、 断水が長日 | い た大 き な 原 因 は 、 送水管や 送水 ト ン ネ ル の損壊で は な く 、 地震の

揺れに対す る 給 ・ 配水管の脆 さ に あ っ た。 水道管の損傷 に よ る 被害 は 簡単 に は復 但 し な い
た め 、 住民 は 数週 間 以 上 に 及 ぶ 断水 と い う 辛い生活 を 余儀 な く さ せ ら れた 。

最大の被害 を 受 け た神戸市 で は 、 総延長約4 ， 000kmの配水管が1 ， 757 ヵ 所 で 、 給水管 で は

14 ， 561 ヵ 所 に 宅地 内 の被害75 ， 023 ヵ 所 を 加 え た計91 ， 341 ヵ 所の被害が報告 さ れ た 。 神戸市

で、 は長年 に 渡 っ て硯いが衝撃 に 弱 い鋳鉄管 を 、 衝 撃 に 対 し て の十 分 な 強度 を 有す る ダ ク タ

イ ル鋳鉄管 に交換す る 工事 を 続 け て き た が、 今 回 の震災時 に は 、 管 と 管 と の 接続部が外れ
る 「継手の 抜 け」 が多数発生 し 、 こ れが被害 を 大 き く す る 原 因 と な っ た 。 さ ら に 、 緊急時

に必要 と す る 水量 も 時 間 の経過 に つ れて増大 し 、 タ ン ク 車 に よ る 運搬給水 で は 、 日 を 追 っ

て増加す る 一方 の使用 量 に対応不可能 な こ と な とやが分か つ た。 神戸市水道局 で、 は震災直後
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(図 4 ) 5 つ の計爾 目 標

話 棟 1 岨 応急復 旧嬬間 を 4 週間 以 内 と す る 。

目 標 2 . 応急給水の 臣 標水量を次の よ う に 定め る 。

地震発生か ら の 日 数 | 目 標水量 川 合水距離の方法
地震発生� 3 5 ま で 1 3 12/人 ・ 日 j 概ね 1km 以内

4 日 ~ 1 0 日 ま で I 20 iX/人 ・ 日 明ね 250m 以内
1 1 13 � 2 1 日 ま で ; 100 日/人 ・ 日 i 

2 2 日 � 2 8 臼 ま で 1 250 i X/人 ・ 日

思 標 3 監 防災拠点 に お け る 7kの確保

自 撰 4 岡 地理的!こ連続 し た 公平 な復 i語

呂 標 5 . 民生の安定への協力

地域中核病院 ・ ク リ ー ンセ ンタ
施設において平期に水を確保 します。

市民生活に 与 え る 影響が大き い

(神戸市水道局資料)

に 「神戸市水道施設耐震化基本st両J を 策定 し 、 r1î1亡が安心 し て水道 を 使 え る た め の 5 つ
の 口 標 を 立 て 、 そ の後15年 間 の 耐震イヒ事業 を 決め 、 直ち に 行 に 移 し た 。

Ipj計l隔 は 水道管の耐震化が中心で、 2004年度 も 、 従 米 の 地震 に 弱 し 、鋳鉄守 か ら 耐震性の

い ダ ク タ イ ル鋳鉄管への交換が続け ら れた 。 こ の結 果 、 IH タ イ プの レ ベ ル 3
路 ) は342 . 2 km と 前年度 よ り 7 . 2 km減 ら し 、 rrj �.色体に r1 ) め る 掛 合 も 7 . 5 % に ま で落 と し た 。

材 質 の 優 れ た レ ベ ル 2 の ダ ク タ イ ル鋳鉄信二 も 、 前年 よ り 12 . l km減 っ て3 、 001 km に な っ た 。

材 質 ・ 構造的 に 最 も 優 れ た レ ベ ル 1 ( 耐震純 子 の ダ ク タ イ ル や 溶接続 子 の 鋼 写 ) は
58 . 9 km増 え 、 1 ち 216 . 3 km に ま で 延 び、 全体の26 . 7 % を 占 め る ま で に な っ た 。 神μ rlî の 本道

は1900年 に 剖設 さ れ た が、 平 く も 1958年 か ら 管の取 り 存 え を 行 う な とと の 細 や か な 対応 と 努

(区I ) 配水管材質j51J延長の推移
j

 

l

 

η

 

1u

 

f

 

1 970 111 Leve1 3 (C IP ，  ACP， VP毒事)
口 Level 2 (D IP )  

Level l (耐震形 D IP， 鋼管)
1 980 

1 995 

2000 

2004 

。 500 1 000 1 500 2000 2500 3000 3500 4000 4500 5000 
(神戸市水道局資料)
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力 が、 材質 に優れた ダ ク タ イ ル鋳鉄管の全市比率 を 92 . 5% ま で高 め た の で あ る O
水道の 源 は神戸市の場合、 水道水の 4 分の 3 を 琵琶湖 ・ 淀川水系 に 求め て お り 、 こ こ か

ら 六 甲 山 中 を 縦断す る 2 本の送水 ト ン ネ ル を 通 じ て 送 ら れて い る が、 万が一 の 災害時 に備
え 、 こ の ト ン ネ ル以外に も 、 第 3 の ル ー ト と し て 「大容量送水管」 の建設 を 続 け て い る 。

震災の 時 に 配水管縞が寸断 さ れた こ と に よ り 生活用水が止 ま っ た の は、 緊急時 に水を 供給

す る 配水池が市街地か ら 離れて い た た め 、 交通網の寸断 も 加 わ っ て水の供給 を 遅 ら せ た の

で あ る 。 そ れが震災後の完全復 旧 ま で に 10週毘 を 要 し た原 国 に も 繋が っ た 。 そ の教訓 か ら 、

神戸市 で は 総事業費450億 円 で 、 芦屋市境 の 同市東灘区森高 町 か ら 兵}京 区楠谷町の英平野
浄水場 ま で の 13 . 7 km (本線) の 送水管建設 と 、 作業用 立坑 を 整備 し た運搬給水恭地の 建設

を 進 め た 。 大容量送水管 は 単 に 本 を 送 る だ け で な く 貯留機能 も 合わせ持つ こ と か ら 、 水 を

運搬 し市民 に 給水す る こ と が難 し く な る 緊急時 に市街地の防災拠点 と 結べ ば、 応急給水が

可 能 に な る ほ か、 配本池が被災 し た場合 に は直接配水 に 切 り 替 え て 、 早急、 に水 を 送 る こ と
カすで き る よ う に し た 。

(ドJ 6 ) 神戸市の送水管イ メ ー ジ図 (般車創立坑 送水 ト ン ネ ル 、 単線は新 し いたず手話j三本符)

(神戸 Irí;J�;立材資料 )

2003年 3 月 に 第 l 工区 (芦屋川 境 ~ 住吉川左岸) 約 3 . 8 km の 送水管 と 、 災 害 時 に地下 に

貯留 し た 飲料水 を 供給す る こ と がで き る 「本山南給水拠点」 と 「住吉川給水拠点」 の 2 ヵ

所の運搬給水基地 が完成 し 、 今後 は2010年度の完成 を 目 指 し て 奥平野浄水場 ま での工事を

進め る 予定。

緊急貯留 シ ス テ ム の整備 も 進ん だ。 震災直後の水確保 を 目 的 と し た も の で、 神戸市の場合、
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住吉川給水拠点 (左) と 立坑I:J�の様子 (1'111) f l (î水道局資料 /

震災が発生す る と 直ち に 、 奥平野浄水管理セ ン タ ー か ら 自 動的 に配水池の 緊急遮断弁 に指令

が出 さ れる O 遮断弁は 2 i也構造の配水池の片方 に設置 さ れて お り 、 閉鎖時 に は 設置 さ れた配
水池 に飲料 水が確保 さ れ、 も う 一方の配水池か ら は配水が継続 さ れ る こ と で、 被災 し て い な
い家屋への給水や消火用水な ど に 活用 さ れ る 。 六 甲 ア イ ラ ン ド な とミ配水油の な い場所で は 、

地下 に錆環塑貯水槽 を 設置 し て 、 運搬給水基地 に し て い る 。 こ の基地 に は、 市民 1 人あ た り

必要最低隈 ( 1 日 3 e x 7 日 分程度) の飲料水が確保 さ れ、 貯留 さ れた水は タ ン ク 車で周辺

住民に供給 さ れる 。 運搬給水基地は全市 に47 ヵ 所設 け る 予定だが、 2004年 ま で に既に35 ヵ 所
が設置 さ れ、 水道局の ホ ー ム ペ ー ジ で も 紹介 さ れて い る 。

(罰 7 ) 運搬給水基地の整備状況

(神戸市水道局資料 )
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4 . 下水道
災で損傷 を 受 け て も 、 卜ー水道 は 地 下 に埋設 さ れて い る た め被災状況が把握 し 難 い が、

版神 ・ 淡路 大混 災での被符 は 都 市 イ ン フ ラ の 中 で は最大で あ っ た 。 震 災 は 阪神 間 の都市の

l勺k道施設 を 直撃 し 、 下 水処理場、 ポ ン プ場 を 襲 い 、 痛 ん だ符渠 の 総延長 は 3 1 6 切 に 達 し た 。

ひ どい被告 を 受 け た の は神戸市の下水道で、 汚水管63 kmが被災 し た の を 始め 、 市内 7 処理

場の う ち 3 処理場の 機能が停止、 も し く は低下 し た 。 特 に 東灘処理場 は 、 3 ヵ 月 の 問 、 機
能が停 止 し 、 復 旧 工 事が完全 に 終 っ た の は 震災 5 年後の 1999ir で あ っ た 。 神戸市 は震災前

年 に 策定 し て い た 「神戸市干 水道長期 計llfiÎ基本構想」 を 震 災の体験 を 加 え て 1997年度 に改

し 、 新 し く 「災害 に 強 い下水道J な どの項 目 を 追加、 将来 に 万全 を 期 し た 。

(図 8 ) 下水道の新 し い役割

下水道の新 しし1役割
①農災や浸水などの災害に強い下水道

②j毎や川の水質をよ り 向上させるための下水の高度処理

③汚水を処理する際に発生する汚泥や処理水などの下水道資瀕の活用

④イ ンターネ ッ ト に よ る 降雨情報の配憶や、 下水道管の中に光フ ァ イ パーを敷設する高度情報化

⑤老朽化 した下水道管や処理場などの改築 ・ 車新

(神戸市建設局資料)

〔災害に強し も下水道に全力 〕

そ し て 、 2001年 に新 し く 「 こ う べ ア ク ア プ ラ ン 」 が策定 さ れ た 。 神戸市 の 下水道 は 、 1868
年、 同 市 中 央区 の神戸外国人間留 地 に 敷設 さ れ た の が最初 と い う 古い 歴 史 を 持つが、 終戦

間 も な い 1951 年 に 本格的 な 下.水道が着工 さ れて か ら 、 ち ょ う ど50周年 に あ た る こ と か ら r 5

つ の役割」 を 決め 、 市民 に 親 し め る 下水道づ く り を 目 指 し た 。 ①震災や浸水 な どの災害 に

強い 下水道②海やハ I の水質 を よ り 向 と さ せ る た め の 下水高度処理③汚水処理時 に 発生す る

汚泥、 処理水な とマ下水道資源の活用④イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 降雨情報の配信、 下水道管内

に 光 フ ァ イ パ ー を 敷設す る な ど の 高度情報化⑤老朽化 し た 下水道管や処理場の改築、 更新

で あ る 。
第一番の 〈災害への 強 さ 〉 は 、 ド水道が運転不 可能 に な る と 市民の 自 常生活への影響が

極 め て 深刻 な こ と か ら 、 新 た に建設 さ れ る 施設 は耐震性 を 重視 し た 設計 を 施す ほ か 、 既存

の施設 も 甜震診断、 改修 を順次行 う こ と を 決め た 。 残念 な こ と に神戸市の 下水道施設 は 、
供用 開始が昭和30�40年代 と 古 い た め に 耐震性 に不安 を 残す施設が多 い こ と か ら 、 耐震化
目 標 を レ ベ ル 2 (震度 ? を想定) に ま で引 き 上 げ、 地震 に よ る 一時 的 な 停止 は あ っ て も 、

復 旧 に は 時 間 が掛か ら な い よ う に改め た 。 施設の強化は2004年度 も 引 き 続 き 行 われ、 各処

理場の耐震化、 水処理導水管の複数系列化 な ど を 実施 し た 。 老朽施設の改築 で は 、 処理場 ・
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(図 9 ) 神 戸市下水道長期計画基本構想

市民の環境への 識が高 ま る な か 、 下水道は様 々 な側的Iか
ら ま ち づ く り に 賞献す る こ と がで き ま す 。

神 戸 市 ド 水道主主燃 言t-Uhí，基本構fEl土 、 21 1)1 紀の ド水道事業の
准 むべ き 方向 を 定め た も の です。

ふta。車方 施 策一

基 礎 的 機 能 の 拡

浸水に 対 よ る 安全度の 向 k 盛田噌......潟水排除能力の強化
晶圃@雨水流出抑制の促進

維 持 管 理 シ ス テ ム の 充 実 園田F圃@効率的な管理シ ス テ ム の確立
ゐ醐@言1 I萌的な改築の推進

処 理 水 質 の 高 度 化 醐圃F圃@ よ り 高度な処理施設の整備~ 全量本質高度化~
島醐@初期降雨汚濁負荷の削減

下 本 道 資 源 の 活 用 醐醐唖皿@汚泥の効帯約処理A 資源化100%
島醐@再生本の績癒的な活)11
島田..l 水道ヱ ネ ルギー の活用

親 し ま れ る 下 本 道 の 推 進 園田F醐@ 新 しし、広報活動の展開
』田@魅力 あ る PR 施設の充実

く ら し を 高め、 災相手 に も 園田智嗣@施設空間の活用
活用で き る 下水道の推進 晶画@身近な水環境の整備

(神戸市建設局資料)

ポ ン プ場 な とマの 下水道施設が…叶究施設 に 比べ、 環境条件か ら 劣化が早 い 傾 向 があ る が、 老

朽化 し で も 休む訳 に は行 か な い と い う こ調性 を 持 っ て い る 点 か ら 、 建設後、 時 間 の経過 し

た施設 と 、 沈下、 腐食な ど劣化症状が出 て い る 施設の診断 を 行 い 、 標準刷用 年数 を 過 ぎ改

築の必要 な も の は 、 内 部 の 設備機器類の 改造時期 と 合わ せ た 改築計画 を 考 え る こ と に し た 。
〈高度処理〉 は 、 下水道 のま富 な 水資源 と 、 処理場の持つ広 い ス ペ ー ス を 非常時以外 に

日 常的 に 活用 す る も の O 処理場上部の公園への利用 や 、 処理水 を 生か し た “ せせ ら ぎ " づ

く り な どで、 美 し い 水 に よ る 潤 い の あ る 街づ く り で は 垂水処理場の 「平磯芝生広場J ( 1993 

年度) 、 玉津処理場の 「水車 と せせ ら ぎの散歩道J (1999年度) に続 き 、 2001年度の兵庫 区

松本地区への高度処理水の送水 は 、 用 地 区 の “せせ ら ぎ紡火用水" に 再利 用 さ れ瑞 々 し い

景観 を 創 っ た。 さ ら に 翌年 に は 、 こ の送水 を 生 か し た水力発電 ま でス タ ー ト さ せ た。 こ の
結果、 高度処理率 は2004年度で25 . 5% に達 し た 。

〈資源の 活用 〉 は 、 下水道が持つ水、 熱、 汚泥 な ど を 貴重 な 資源 と し て 有効 に 活用 し よ
う と い う も の で ポ ー ト ア イ ラ ン ド、 六 甲 ア イ ラ ン ド で、 は 高度処理水 を 再生水 と し て利用 し

て い る O ま た 、 汚水 を 処理す る 際 に発生す る 汚泥の焼却灰 を 、 ア ス フ ア ル ト 舗装 な どの材

料 と し て 再利用 し て い る が、 2004年度 の 利 用 率 は 53 . 7 % で あ っ た 。 処理場 の施設の広 い ス
ペ ー ス を 、 市民の 憩 いや安 ら ぎの ス ペ ー ス に提供 し た 。
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(表 5 ) 神戸市の 公共下水道整備状況

④令市人口
③市街地人口 (12D]]))
⑤処滋区域内人口
⑦令市人口普及率
③ノk洗化人口
⑨;J，洗化対象戸数

神 戸 市
98 . 3% 
70 . 4% 

693 ， 037戸
99 . 73% 

平成16年度末
55 ， 197ha 
20 ， 0<12ha 
1 4 ， 450ha 

1 ， 51 9 ， 2 1 5人
1 ， 375 ， 306人
1 ， 493 . 940人

98 . 3% 
1 ， 490 ， 848)、
702 ， 941戸
701 ， 485戸
99 . 79% 
16 ， 449ha 
1 2 ， 007ha 

18 ， 296 . 5ha 
85 . 0% 

10 ， 793 . 40ha 
(5 ， 910. 19ha) 

70 . 4% 
(67 . 7%) 

;3 ， 9 1 1 ， 927 m 
604 ， 365 m 

882 ， 900m3j 日

(平成16年度末決算)

0 . 069も
54ha 

338 . 2ha 
1 . 4% 

1 10 . 62ha 
(4 3 . 22ha) 

0 . 7% 

注 岳 会市人口は、 !直近国勢調査結果を蒸礎に、 毎月 の住民基本台帳及び外国人登録の届出を加Ji成 し算出 し
た rf佐言十人口」 を用いている

⑥処理区域内人口、 ③水洗化人口は推計人口ベース
⑤水洗化対象戸数、 ⑬水洗イヒi斉戸数は事業所:含む
C波L理区域面積は iご水道法第 9 条第 2 項に よ る公示面積
⑬汚水管整備済面積の う ち 、 合流反域343ha
⑬面積普及率は市街化調盤区域を除 く (16末 : (⑬18 ， 296 . 5  - 1 ， 267 . 5) /②20 ， 042ニ 84 . 96% )
⑬雨水対策整備済問積について、 持整備未完了地域は面積x 112 を計上
⑫潟水対策準備本は⑬/整備対象面療15 ， 331 . 3 ニ 70 . 40%
(平成15年度の線引 き の見夜 しに{辛い整備対象区域の拡大。整備対象面積ェ14 ， 773十 558 . 3 = 1 5 ， 33 1 . 3ha) 

(神戸市建設局資料)

〈高度靖報化〉 は神戸市 レ ー ダ降雨情報 シ ス テ ム で、 防災行政 を 目 的 に 1995年か ら 供用
を 開始 し た も の O 各水環境セ ン タ ー に 降雨情報端末 を 設置 し 、 降雨 に よ る 浸水防止 を 目 的

に 、 処理場 の 雨水ポ ン プの運転支援、 防災体制 の確立 に利用 さ れ、 ま た水町情報 シ ス テ ム
を 通 じ全市 の 妨災 に も 活用 さ れて い る 。 そ の後、 市民の防災や 日 常生活に役立つ情報 と し
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て 、 i幅広 い利用 を 図 り 、 200] 年度か ら 「 レ イ ン マ ッ プ こ う べJ を イ ン タ ー ネ ッ ト で配信 し

た 。 近畿圏 や 市 内 の 降雨情報 を 各家庭か ら 接続の で き る ホ ー ム ペ ー ジ を 開設 し 、 時間毎の

静雨量 を 4 つ の段 階 に 分 け て 表示 し た 。 レ ジ ャ ー や洗濯eな ど各家庭で生 か せ る ほ か防災 に

も 役立つ情報で、 気象情報で は得 ら れな か っ た局地的 な 集 中 豪雨 に も 対応、 し て い る た め 、
ア ク セ ス 件数 は 、 開始年度の77万件か ら 128万、 275万件 と 年 々 上昇 し 、 2004年度 に は412

万件 に 達 し た。 2002年度か ら は携帯電話へ の 配信 も 開始 し た が、 初年度 の 1 5万件が2003年

度 は 39万件 に 、 2004年度 に は51万件 に な っ た 。 ま た 、 下水道光 フ ァ イ パ ー は 下水管 中 の 空

間 を 生か し て光 フ ァ イ パ ー ケ ー ブル を 敷 き 、 下水道の効率 的 な 運転管理 な ど高度情報化 に

対応す る ほ か、 図 、 地方 自 治体、 有線テ レ ビ放送施設者 な ど に貸 し 出 し て い る 。 2002年度

に 東遊 閑 地 一 本庁舎内 と 、 鈴蘭台~ 西部処理場 間 の 光 フ ァ イ パ ー を 敷設、 2003年度 に は本
庁舎一 西部処理場、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド処理場 ~ 東灘処理場 を 結ぶ な ど、 135 kmの全体計画
の う ち 30 . 9 km を 完成、 進捗率 は22 . 8 % だ、 っ た 。

〈改築 ・ 更新〉 は 吉 い 設備 の改修、 改善で、 2004 年度末の神戸市の下水管渠の総延長 は 、
汚水が前年震 よ り 約64 km増 の 3 ， 91 1 km、 雨水は 6 . 6 km増 の604 切 に増加 し た が、 敷設後40年
以上 を 経過 し た老朽管渠が多 く 、 劣化の 著 し い の が現状。

10年前 に被災 し た管渠の調査が、 今 だ に 続い て い る と い う こ と を 知 る 人 は少 な い が、 2004
年度 も 調査 は 行 わ れ た 。 震災甚後 に 総延長1 ， 278kmの枝線 を 緊急点検 し 、 補修が必要 な 約

63km に は 緊急復旧工事 を 施 し た 。 し か し 、 緊急復旧 だ っ た だ け に詳細 な 調査 を す る た め の
十分な 時 間 は取れず、 検査 も 呂 視中心で行わ れ た た め 、 湾 曲箇所 な ど の 詳細 な被害は不明

の ま ま 残 さ れて い た 。 こ の ま ま 放置す る と 、 道路の 陥 没 な どが起 き る 恐れがあ る こ と か ら 、

1996年度か ら リ モ コ ン 操作 の 白 走式 テ レ ピ カ メ ラ を使 っ た本格的調査 を 全 区 間 で始 め た 結

果、 震災直後 に は発見 で き な か っ た亀裂や継 目 の ズ レ な ど、 い わ ゆ る “ 隠れ た 被災" と 呼

ばれ る 箇所が発見 さ れた 。 2005年度 ま で に 対象管渠の う ち 1 ， 030kmの調査 を 行い 、 大 口 窪

合流管渠での コ ン ク リ ー ト の劣化、 ジ ョ イ ン ト 部で の侵入水 な どの異常 を 発克 し て い る O

今後 は2009年度 ま で に 約248km の 調査 を 行 い 、 調査結果 に 基づ い て 、 緊急震 の 高 い管渠か

ら 優先的 に復旧 す る 方針で い る O

〈処理場 の ネ ッ ト ワ ー ク 〉 は 地下 を 走 る 幹線で市内 の 5 処理場 を 繋 ぐ計画。 汚水増 加 に

対ーす る 幹線能力 の増強、 非常時の代替排水経路の確保、 処理能力変更時 に 他 の 処理場へ汚
水移送す る 経路 の確保 な ど を 目 的 と し て い る O 完成す る と l つ の 処理場が被災 し で も 、

流入す る 下水 を 、 他の処理場 に 直 ち に 移す こ と が可能 に な る し 、 そ の 上、 貯留機能 も 持つ

か ら 災害 に 強 く 信頼性 の 高 い下水道が実現す る O 海側 ル ー ト の 第 1 期工事の 幹線総延長 は

33 . 3 km ( う ち 既設幹線1 5 . l km) で、 新 し く 建設す る 幹線18 . 2 kmの う ち 10 . 0 kmが2002年度末

に完成。 現在4 . 4 kmが工事中 で、2010年度 に 完成予定。 山側 ル ー ト の 第 2 期工事の 7 . 6 km を 含
め た 全計両 は 2025年度 に完成す る 計画。
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l 第二節 交通イ ン ブ ラ

1 . 道路
空前の揺れ は 、 各地で道路 の 陥没、 陸橋の倒壊 な どで、 陸上交通 を 完全 に麻庫 さ せ た 。

僅か に 走行 可 能 だ、 っ た 国道 2 号 、 43号 に も 安否 を 訪 ね る マ イ カ ー な どが殺到 し 、 主 要幹線

道路は 緊急車両 も 動 け な い渋滞 を 招 い た 。 大景輸送が見込 ま れ る 高 速道 の 道路橋の倒壊 も

大 き な 混乱 を 呼ん だ 。 そ の体験か ら 1996 年 に 耐久性、 安全性 を 強化す る 道 路橋の耐震基準

が改訂 さ れ、 兵庫県 内 の 高速道路の補強 は2001年度 ま で に 、 ほ と ん ど終 わ っ て い る は ず な

の に 、 2003年度 に入 り 考 え ら れ な い手抜 き 工事が次 々 に発覚 し た 。 橋脚の 倒 壊 な どで死者

を 出 し た 阪神 高速道路の橋脚 の 落下防止装置で 、 設計 よ り 短い ボル ト が取 り 付 け ら れて い
る こ と が分 か つ た の を 初 め に 、 国道の落下防止装置で も 、 ボ ル ト の打 ち 込 み の深 さ が基準

よ り 浅い こ と な どが判 明 し た の で あ る 。
2004年度 に な っ て も 、 不手際は 続 き 、 10月 に 震災 を 契機 に 国土交通省が最優先で耐震補

強工事 を 進め て い る 橋 の う ち 、 河川 に 架 か る 国 の 直轄国道約700基の約75 % と 、 都道府県

の 管理す る 国道、 都道府県道 な ど約2 ， 400基 の 約 58 % で 、 工事が ま っ た く 実施 さ れて い な

い こ と が分か つ た 。 会計検査院が2003� 4 年 に 掛 け て全国の橋の う ち 、 河 川 に 架 か る 橋約

3 ， 100基 と 跨線橋約900基 を 対象 に 調査 し た も のO 震災で橋脚 の倒壊や橋げた の落下が大 き

な 被害 を 招 い た こ と か ら 、 国 は 直 ち に 原 因 究 明 を 開始 し 、 最大震度 に 耐 え う る 技術基準 を

つ く り 、 関係機 関 に 通達 し て い た 。 改Jfあ さ れた技術基準 は①橋脚 を コ ン ク リ ー ト や鉄板で
太 く す る ②橋脚 と 橋 げ た 、 橋 げた 同士 を ケ ー ブ ル で連結す る ③檎 げ た と 橋脚 の 間 の鋸板

(沓) の免震牲 を 高 め る た め ゴム に替 え る ー な どの補強が必要 と な っ て い る O
化学反応 に よ り 、 コ ン ク リ ー ト の 一部で膨張や ヒ ピ割 れ を 起 こ す 「 ア ル カ リ 骨材反応」

(ARS) の 問題 で 、 近畿地方整備局 は 、 9 月 に 管 内 に あ る 夜轄 国 道 の橋梁1 ， 618橋 を 対象

に調査 し た結果、 23橋で反応、が認め ら れた と 発表 し た 。 そ の う ち 19橋は 、 兵庫県内 の 姫路、

高砂市 内 の 国道 2 号 に 集 中 し て い た 。 同 じ 日 に 阪神高速道路公団 も 調査結果 を発表。 6 ， 323

橋の う ち 89橋で反応が確認 さ れた が、 兵庫県内 は神戸線の尼崎や神戸市内 の 20橋で、 損傷
が鉄筋 に ま で及 ん で い る ケ ー ス が 7 橋 も あ っ た 。 ARS は 山 陽新幹線や 阪神 ・ 淡路大震災

で損壊 し た 阪神高速の橋脚 な どで問題 に な っ た こ と か ら 、 国土交通省が2003年度か ら 約 5

万 の 橋 を 対象 に 調査 し て い た 。 問 題 の 橋は 606橋で、 北 陸 や 中 部地方 に 多 か っ た 。 ち な み
に 阪神高速の89橋 に対 し 、 首都高 速 で は ゼ ロ で あ っ た 。

国が計画 を 進 め て い る 関 西空港 と 明石海峡大橋 を 結ぶ大阪湾岸道路 ( 阪神 高速湾岸線)
の 西伸部で、 都市計両決定 さ れて い な い神戸市沿岸部 の 約 1 5 km に つ い て 、 2005年 1 月 に 開
かれた大阪湾岸道路有識者委員 会が整備の ゴー サ イ ン を 出 す提言 を ま と め 、 近畿地方整備
昂 に提 出 し た 。 対象 と な っ た の は神戸市東灘区六 甲 ア イ ラ ン ド ~ 長 田 区駒 ヶ 林南 の 区 間 で、
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湾岸線西伸部21 km区 間 の う ち 、 西側 の 名 谷~駒 ヶ 林南約6 . 4 km は 1994年 に 決定 さ れて い た が、
阪神 ・ 淡路大震災や阪神 高速道路公団の民営化 な どの影響で、 先延 ば し に な っ て い た 。 そ

の後、 2006年 2 月 に 開港す る 神戸空港への ア ク セ ス 道路の必要性や 、 渋滞 に よ る 大気汚染
が問題 と な っ て い る 阪神高速道路 と 国道43号 な どの交通量低減 な ど に つ き 、 2003年 に設 け

ら れた 問委員 会で建設の是非が検討 さ れて き た 。 提言 は 同整備局 と 兵庫弟 、 神 戸市 な どが
2003年 に 合意 し た概略計画案 (片側 3 車線、 設計 速度 ニ 時速印刷、 全 区 間高架構造 な ど)

を 「適切」 と 判 断。 そ の 上 で 、 沿道の環境への配慮 や 災害 時 に 緊急輸送道路の 役割 を 果 た
す な ど を 求 め て い る O た だ、 計画案で は大 ま か な ル ー ト と ジ ヤ ン ク シ ョ ン の地点が示 さ れ

て い る だ け で 、 事業の 実施主体、 道路構造、 事業費 な ど は 未定。 た だ、 ル ー ト に は 2 つ の
人工島 を 経 由 す る 海上部分の道路 も 含 ま れて お り 、 財政の逼迫す る 中 で 、 膨 大 な 事業費 な
どが今後 の 問 題 と し て 残 さ れて い る 。

震災か ら 10 年 と な っ た2005年 1 月 に 、 阪神高速道路公団が震災で被害 を 受 け撤去、 保管

し て い た 阪神高速神戸線や海岸線の構脚 、 橋げた な ど道路構造物 を 一般公開 し た。 震災で
販神高速神戸線が神戸市難底で、約630 m に 渡 っ て倒壊 し 、 海岸椋 を 含め た 5 ヵ 所 で橋げた

が落下、 16人の犠牲者 を 出 し た 。 巨額の復旧費吊 を 掛 け て 全面復旧 し た の は 震災翌年の 9

月 だ っ た が、 倒壊部分な どの橋脚 は震災後、 道路の 早期復 旧 の た め に 10 日 ほ どで撤去 さ れ、

そ の ま ま 処分 さ れ た 。 今 回 公 開 さ れ る の は震 災 の被 害状況 を 残す橋脚 な ど の 一部 を 切 り

取 っ て保存 し 、 防 災 の 専 門 家や研究者 に公開 し て い た も の 。 大 き く ひ し ゃ げた橋げた や 、

押 し つ ぶ さ れた橋脚 の一部 な ど約30点が展示 さ れて い る O

そ の 阪神高速道路 の 2003年 の利用 台数が 1 日 平均約89万 3 千台で、 前年 よ り 0 . 6% 増 と

な り 1998年度以来 5 年ぶ り に増加 に転 じ た 。 同 道路の交通量 は 、 明 石海:蚊大橋 と 接続す る
湾岸線垂水線の 開 通 な どで1998年度 を 最後 に i ま少傾向が続 き 、 2002年度 は 1 日 88万台 に 落
ち 込 ん で い た 。 2003年度 は 9 月 以 降、 兵庫地 区 の 阪神西線で105 . 9% と 増加 、 1 日 平均 で

約 5 ， 200台 の増加! と な っ た 。 今年度 に 入 っ て も 、 全線の 通行量 は 1 日 平均約90万台 と 増加

額 向 が続 い て い る 。 「震災後、 減 る 一方 だ っ た 通行量がや っ と 底 を 打 っ た」 と 同公団で も
期待 し て い る 。

12月 に 、 芦屋市南芦屋浜 と 神戸市東灘 区深江浜 を 結ぶ東部:芦屋大橋 (全長1 ， 283 m ) が

開通 し た 。 阪神高速湾岸線の側道 だが、 橋の完成 に よ り 西宮市鳴尾浜~深江 浜 開 の埋立地

が一般道で も 連絡 さ れ る 。 南芦屋浜 に は震災後、 復興公営住宅が建 ち 、 宅地造成 も 進 む な
ど現在約2 ， 200人が居住 し て い る が、 こ の橋の完成 に よ り 国道43号 な どで迂屈 し て い た不

便 さ か ら 解消 さ れ る 。 震災で橋が壊れ、 埋立地が孤立 し た経験か ら 、 連絡ル ー ト 増加 を 計 っ

て 兵庫県 と 神戸 市が建設 し て い た 。
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2 . 鉄道
〔新幹錬高架橋耐震工事は前倒 し に 〕

震災 に 備 え で の JR 西 日 本の 高架橋補強工事 は 、 ほ と ん どが完了 し た 。 新幹線で 、 民 間

な ど に 貸与 し て い る 高架下の貸 し 付け笹所で、 営業上 の 問 題 な ど に よ っ て 未着工の ま ま 残

さ れて い た ケ ー ス に つ い て 、 新潟県 中越地震で上越新幹線 に 車両が脱線す る な どの被害が

出 た こ と を 受 け 、 1 1 月 の 定例社長会見で、 山 陽新幹線の高架橋耐震捕強工事 を 、 予定 よ り
早 め る こ と を 明 ら か に し た 。 従来の予定で は 、 2008年度 中 と し て い た完 了 時期 を 、 国土交

通省 の 要 請か ら 繰 り 上げ、 補強の必要 は な い と し て い た箆所 も 総点検準備 に 入 る ほ か 、 高

架 ドがテ ナ ン ト な どに使わ れ て い な い箇所に つ い て は 、 2005年度 中 に完了 を 目 指す と し て

い る 。 山 陽新幹線は全長約550 kmの う ち 、 52%が高架檎 区 間 で 、 橋脚 の 数 は 4 万1 ， 600本。
震災で は 、 新大阪 ~ 姫路 間 の60% を 占 め る 高架 区 間 で 8 ヵ 所が落橋、 約700本 の橋脚 も 損

傷 し た 。 こ の た め 、 同社 は 3 万2 ， 500本 を 補強対象 と し て 、 2004年 3 月 末 ま で に64% に あ

た る 2 万800本の補強 を 終 え て い た 。 国 は新大阪 ~ 岡 山 間 を 特 に 「緊急鮒震補強対策エ リ ア 」

に指定 し た が、 こ の 区 間 は 95 % が完了 し て い る O な お神戸支社管 内 で は新幹線13 ， 000本 中 、

実施 は 1 2 ， 500本で96 . 1 % に な っ た 。 在来続は対象260本 中 1 50本で実施率 は 57 . 7 % で あ る 。

ま た 、 新潟県 中 越地震 に よ る 上越新幹級の脱線事故で 、 国土交通省 の新幹線税線対策協
議会は 、 2005年 3 月 末 日 ま で に 活断層 と 交差す る 全国12 ヵ 所の新幹線 ト ン ネ ル で、 耐震補

強 を 進め る 脱線 防止対策 の 中 間 報告 を ま と め た 。 こ れ を 受 け て JR 各社 は 10 月 ま で に ト ン

ネ ル の 具体的 な 補強計画 を 策定 し 、 早期 の 着 工 を 目 指す こ と に な る 。 同協議会 は今後、 脱
線防止 の ガー ド新設 な ど に つ い て の調査 を 進め る O 活断層 が ト ン ネ ル を横切 っ て い る 箇所

は 山 陽新幹線で六 甲 ト ン ネ ル な ど 5 ヵ 所、 :東海道新幹線 は丹那 ト ン ネ ル ( 静 岡 県 ) と 東山
ト ン ネ ル (京都府) 、 東北新幹線で載王 ト ン ネ ル (宮城県‘) な ど 2 ヵ 所、 上 越新幹線 も 浦

佐 ト ン ネ ル (新潟県) な ど 2 ヵ 所で、 九州新幹線で は 第 1 紫尾 山 ト ン ネ ル (鹿児島県) と

な っ て い る O こ の う ち 六 甲 ト ン ネ ル で最 も 多 い 8 つ の活断層 が交差 し て い る の を 筆頭 に 、
東山 ト ン ネ ル で 5 つ 、 丹那 ト ン ネ ルで 4 つ で 、 残 り の 9 つ の ト ン ネ ル で は 交差す る 活断層

は 1 つ ずつ だ っ た O
活断層 の存在 は 、 日 本列 島 で2 ， 000以上 だ が、 未 知 の 活 断層 も あ る と 言 わ れ、 路躍が隆

起す る な ど大 き な 損傷 を 受 け た 上越新幹線の魚沼 ト ン ネ ル で は 、 活断層 の存 在 は 報告 さ れ

て い な か っ た 。 耐震補強 は 、 ト ン ネ ル 内 か ら 鉄製の ロ ッ ク ボル ト を 地 中 に 打 ち 込ん だ り 、

コ ン ク リ ー ト を 注入す る 方法 を 採用 す る 予定。 今後 は新幹線が脱線 し で も 、 車両が レ ー ル

か ら 外れて大 き く 傾 く の を 防 ぐ装置 を 、 車両や 線路上 に 設置す る 実験な ど も 行 う O

ま た JR 東海 は 、 早 く 地震 を 察知 し て新幹線の脱線 を 防 ぐ た め に 、 地震規模 を 早期 に 察
知 し て列 車 を 止め る シ ス テ ム 「ユ レ ダス 」 を 大幅 に改 良 し 、 地震に備 え る こ と に し た 。 2005

年度 中 に 始動す る 計画 で、 13年ぶ り の刷新。 「ユ レ ダ、ス 」 は 東海道新幹線 の 沿線14 ヵ 所 に
置 か れた検知器で地震の初期微動 を キ ャ ッ チ し 、 地震の規模 と 震源地、 震源地 ま で の 距離
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を い ち 早 く 計算 し 、 大 き な揺れの線路到達前 に 、 列車への送電 を 止め 非常 ブ レ ー キ を 掛 け
る も の。 向社 に よ る と 、 従来、 3 秒掛 か っ て い た デー タ の特定が 2 秒 に短縮 さ れ、 列 車 を

停止 さ せ る ま で に 時 間 的余格がで き る 。 ま た 、 従来型 は 地震 の 主 要 な 動 き を 大 き め に推測

し 、 不必要 に列車 を 止 め る 誤作動があ っ た が、 新 シ ス テ ム で は半減す る 見通 し 。
東海道本線西 ノ 宮 ~ 芦屋駅間 (芦屋駅か ら 2 . 3 k肌 西 ノ 宮駅か ら 1 . 5 同) に 設置 さ れ る 新

駅 と 、 山 陽本線曽根~御 養 間 (御着駅か ら 2 . l km、 曽根駅か ら 2 . 0 km) に新設 さ れ る 新駅 は 、

そ れぞれ、 2007年、 2005年完成 を 目 指 し 、 計画 は 着 々 と 進 ん だ。 山 陽本娘鷹 取 ~ 須磨 間 (須
磨駅か ら 1 . 2 km、 鷹取駅か ら 1 . 0 km) に設置 さ れ、 2007年開業予定の新駅は橋上釈で、 駅の

南北 を 繋 ぐ横断長道式の 自 由通路 を 利用 す る O 須磨海浜水族菌 な どの観光施設への最寄 り

駅 と し て 、 建設が要望 さ れて い た 。

(関10) 鷹取 ・ 須磨間新駅平面略図

駅前広場 に二コ
松嵐町5丁 目 松思町4丁 目

( J  R前日本資料)

加古川 市 と 氷上 郡 山 南 町 を 結ぶ]R加古川 線 (加古川 駅~谷川 駅間48 . 5 km) の 電化開業 と

高架切 り 替 え が2004年12月 四 日 に 行 わ れ た 。 同 線 は 阪神 ・ 淡路大震災で不通 に な っ た]R山

陽線の う 回 ル ー ト と し て使 わ れた だ け に 、 同 社 と 兵庫県、 沿線 自 治体が震災10年の様々 な
記念 イ ベ ン ト を 聞 い て 、 電化 を 祝 っ た 。 2001年度 に着手 し 、 変電設備 の新設や電化に備 え

て の ホ ー ム の か さ 上げな ど、 約46億円 を 掛け て 工事 を 進 め て い た 。
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〔 “ 日 本一怖い駅" つ い に解消〕

上下線の線路 に挟 ま れた プ ラ ッ ト ホ ー ム の 幅 が2 . 6 m の狭 さ で、 “ 日 本一怖い 駅" と 呼ば

れて い た 阪神電鉄 ・ 春 日 野道駅が2004年 9 月 25 日 、 全面改修工事で生 ま れ変 わ っ た新ホ ー

ム の使用 を 始め た 。 国土交通省 の 「鉄道駅総合改善事業費補助j の適用 を 受け 、 2001年11

月 か ら 着工 し て い た も の で 、 駅部分の ト ン ネ ル を 拡幅す る こ と に よ り 上 り 様、 下 り 線ホ ー

ム を 新設 し 、 西側改札 口 も 設 け た 。 今 ま で は 、 島 の よ う な 形 の ホ ー ム の両 側 を 停車 し な い
電車が走 り 抜け て い た が、 新 し い ホ ー ム は どド線が別 々 に な り 、 IÞllî も 各4 . 7 m に 広 が っ た

た め恐怖感が大幅 に 薄 れ 、 電車到着 を待つ乗客 の顔 に も 安堵感が広 がっ た 。 同駅は神戸の

中心部 ・ 三宮駅の東隣 り で、 普通 と 朝 の神戸方面行 却 装急 し か停 ま ら な い 駅。 1934年開業

当 時 、 ホ ー ム の幅 は約 3 m あ っ た が、 戦後の車両の大型化 に つ れ両側 が約20cm ず、つ削 ら れ

た 。 事故を 防 ぐ た め特急、 な どの通過列車は 、 時 速 を 45 km に 制 限 し て い た が、 電車が通過す

る 度 に 鳴 り 響 く 警笛音、 巻 き 起 こ る 強い風な どで、 乗客がホ ー ム 中央の転落防止の柵 に し

がみつ く 姿 は 日 常嵐景で、 鉄道愛好家か ら 「ス リ ル を 味 わ い た い な ら こ こ J な どの不名誉
な 紹介 を 受 け て い た 。 震災後 に 同駅南部 に建設 さ れた HAT 神戸 に 、 復興住 宅 な どが建て

ら れた こ と か ら 利用客が増加、 地元住民や通勤客か ら 改修 を 求め る 声が上 が っ て い た 。 エ
レ ベ ー タ ー の新設 な ど、 事業全体の完了 は2006年 3 月 末の予定。

会面改修された阪神電鉄 - 春 日 野道駅 (阪神電鉄資料)

ま た 、 神戸市の都市計画事業 と
し て 、 1991年度 に 事業認PJ さ れた

同電鉄の高架化工事 は 、 施工延長
約 4 kmの全区 間 を 高架化 し 、 沿線

の 南北交通の ネ ッ ク と な っ て い た
11 ヵ 所 の 踏み切 り を 除去す る も の
で、 2002年度 に 住 吉 ~魚崎間0 . 5 km

を 完成 さ せ た 。 こ の後、 魚崎~芦

屋市境問 に つ い て は用 地買 収完了
の見込みが付 き 次第 、 工事 に 入 る

予定。
さ ら に 、 :LtI1 下駅であ り な が ら 、

出 入 口 が 1 ヵ 所 し か な い な ど の 、 問 題 を 抱 え て い た 同電鉄 ・ 三宮駅が、 2005年度か ら 駅改

造 に着手す る 。 新 し く 東 口 を 新設す る ほ か 、 2009年に予定 さ れて い る 近畿 日 本鉄道 と の相

互乗 り 入れ に対応 し 、 ホ ー ム も 延長 し て 、 姫路方面 か ら 奈 良方而への乗客が平面で乗 り 換

え で き る よ う に す る 。 総事業費 は 約130億 円 で 、 1933年の地下駅化以来の大規模改修 と な る 0

2006年度か ら 工事 に 入 札 2012年度の完成予定。 事業費 は 国 、 兵庫県 と 神戸 市 、 民 間が 3
分の l ずつ負担。 現在、 元町以西か ら の乗客 が三宮始発の電車に乗 り 換 え る た め に は 、 一

度、 階段 を 昇 り コ ン コ ー ス 階 の 通路 を 通 る 必要があ る が、 姫路万面行 き の 下 り 線 と 梅 田 方
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面行 き 始発 (相互乗 り 入れ後 は奈良方面行 き 始発) の 折 り 返 し線の配線 を 入 れ替 え 、 同 ー
ホ ー ム で乗 り 換 え がで き る よ う に す る O

阪神電鉄 な どが出 資 す る 第 3 セ
ク タ ー は現在、 大 阪 市 内 で西大阪

延伸線 を 建設 中 だが、 完成後は 近

鉄難波駅を 経由 し て 近鉄 と 阪神電

車が相互直通運転 さ れ、 奈良、 姫
路方面への連絡が容易 に な る O ま

た 、 三宮駅改造 と 同 時 に 、 新 し く
東側 に も 改札 口 が設 け ら れ る O 同
駅 に は 、 出 入 口 が ホ ー ム 西側 に

1 ヵ 所 し か な い た め 、 災害時の 避
難路確保の観点か ら 、 国 な どか ら

改造 さ れる 阪神電鉄 ・ 三宮駅 も 出 入 口 の増設 を 求め ら れて い た 。

新改札 口 は 、 同 駅東側 の神戸新 開 会館跡地の再開発事業 に伴 っ て 、 神戸市が新設す る 地下

道 に譲続 さ れ る 予定。

〔阪急電鉄が、 三宮で市営地下鉄に乗 り 入れ 〕

阪急電鉄が神戸線三宮駅周辺の線路 を 地下化 し 、 神戸市営地下鉄 と 相互乗 り 入れす る 計

画が明 ら か に な っ た 。 実現す る と 神戸市の郊外 の 西神 ニ ュ ー タ ウ ン か ら 大阪 ・ 梅 田 が直結

し 、 阪神 間 の “足" の利寵性が大 き く 向上す る O 計画で は 寂急神戸娘 ・ 春 日 野道駅西鵠付

近か ら 地下 に 入 札 現在の 板急三宮駅地下で神戸市営地下鉄 と 結 ばれる O 阪 急、は直通運転

を 契機 に現在の 三宮 駅 を 廃止 し 、 跡地 に は大型商業施設 を 建設 し 、 駅一帯 を 新 し い集客拠

点 に作 り 替 え る O 阪急三宮駅は 1 日 の乗蜂客が平均10万人で、 同 梅 田 駅 に 次 ぐ大規模駅だ

が、 神戸市営地下鉄 と の相互乗 り 入 れ に よ り 、 三宮で のJR西 百 本へ の 乗 り 換 え 客 も 見込ん

で い る O 市営地下鉄 は 、 神戸高速鉄道 と 東商 に 並行 し て 走 っ て お り 、 現在、 阪急電車 は 同

鉄道の 新 開 地駅 ま で乗 り 入 れて い る が、 市営地下鉄 に 乗 り 入れ後 は新開地への乗 り 入れ は
取 り 止 め る 予定。

近畿運輸局 長の 諮問機関 「近畿地方交通審議会J は2004年10 月 に 阪急神戸線 と 神戸市営
地下鉄の相互乗 り 入れの検討促進 な ど を 盛 り 込ん だ 「近畿圏 に お け る 望 ま し い交通の あ り

方」 に つ い て の 答 申 を 決議 し た 。 今後の京阪神 圏鉄道網 の 中長期 的 な 指針 と な る も の で、

検討が必 要 な 相互乗 り 入れ事業 な ど を 選定 し た。 そ の 中 で阪急、 ・ 市営地下鉄の 桔互乗 り 入
れ に つ い て は 「行政側 の 相 当 の 支援が必要」 と し て い る O た だ、 総事業費 が 1 千億円 を 超

す見込み で 、 国土交通省が新設す る 補助制度 を 活用 し 、 負担額 を 30%程度 に押 さ え る 予定

だが、 事業費負担 を 求め ら れ る 神戸 市 は 「現段階で、 は 困難」 と の認識 を 示 し た。 そ の理 由
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と し て① 8 - 10両編成 の 阪急電車が、 6 再編成で運行す る 地下鉄 に 乗 り 入れ る に は駅舎の

改修が必要②地下鉄 を 阪急の蕗線 に 走行 さ せ る た め に は 、 新 た に 高 速車両 の 投入が必要、
な どか ら 、 経常改革 を 進め て い る 現段階で は 、 さ ら な る 投資 は難 し い と し て い る O

〔地下鉄西神 ・ 山手線が初の黒字 に 〕

市営地下鉄西神 ・ 山手線の経営収支が、 開業以来、 初 の黒字 に な る こ と が、 2004年 9 月

の市会特別委員 会で報告 さ れた 。 同地下鉄は 1977年 に名谷~新長 田 問 、 1 987年 に西神 中 央

~新神戸 開 の 西神 ・ 山 手線が開通。 1994年 に は震災護興事業の 日 玉 と し て 、 新 し く 三宮か

ら j毎岸部 を 走 っ て新長田 ま で を 繋 ぐ海岸線 に 着 工 、 2001年 に 開業 し た 。 報官 に よ る と 西神 ・

山手線2003年度高速鉄道事業決算で は 、 乗客数、 乗車料収入 と も 減収 し て い る が、 経費節
減 な ど に よ り 開 業27年 目 で初 め て黒字 に 転換 さ せ た 。 同 年 の 乗客 は前年度比1 . 6% 減の 約

9 ， 800万 人 で 、 乗車料収入 も 同2 . 5 % 減の 約 1 61億 円 だ、 っ た が、 人件費、 光 熱 費 、 支払利息

な どの経費 で 、 計 6 億 円 を 部 減 し た 。
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※ 17年度は 4 月 か ら 7 月 の累計 (神戸市交通局資料)

し か し 、 海岸線は 約97億 1 千万

円 の赤字で、 高 速鉄道事業全体で

は2003年度単体で約74億円、 累積

で は 約 1 ， 020億 円 の 赤字 と い う 厳

し い状況が続い て い る 。 同市の包

括外部監査人が2005年 2 月 に 報告

し た監査結果で は 、 需 要予測 を 大

幅 に 下 回 っ て い る 同 線 に つ い て

「予測が甘 く 、 民 間企業 な ら 、 す

で に僻 産 し て い る 。 経営判 断 ミ ス は厳 し く 追求 さ れ る べ き 」 と 述べ、 特 に 海岸椋の2002年

度の乗車料収入が、 需要予測の32 . 6% に と ど ま り 、 2003年度決算 で 巨額の 累積欠損が出 た

点 を 挙げ 「正確 な 需要予測 と 手堅い収支計画 を 無視 し 、 希望的観測 に 基づ い た過大 な 需 要

予測 を 前提 に し た 非常 に 甘 い計画」 と 断 じ た 。 震 災後、 見通 し が立た な い と 分か つ た段階

で 「勇気あ る 撤退 を 表明すべ き だ っ た」 と も 言及 し 、 経営改善 を 求め た 。

神戸市交通局 は 、 震災10年 を 記念 し て 12月 1 1 日 か ら 25 日 ま で、 約 1 万{国 の 電飾 を 飾 っ た

市バス 車両 の 「 イ ル ミ ネ ー シ ョ ン パ ス 」 を 制作 し 市 内 の福祉施設 を 訪 問 し た 。 こ れは 「神

戸 ル ミ ナ リ エ の温かい灯 を 、 直接、 会場 に行 く こ と がで き な い人 に も 届 け よ う 」 と 、 同局
が2003年度か ら 始め て い た も の O 期 間 中 、 の べ300 人 の 市職員 がボ ラ ン テ イ ア と し て パ ス
の 運行 を 支 え 、 市 内 の特別養護老人 ホ ー ム 28、 児童養護施設 4 、 知 的障 害者施設11 、 身体

揮害者施設 3 、 な どの48 ヵ 所 を 訪 ね 、 約3 ， 000人 の 人 々 に 灯 り を 届 け た 。
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〔 口 一 プウ ェ ー 裏六 甲 線が休止に 〕

神戸市の市荷地 と 有馬温泉 を 結ぶ 日 本最長の ロ ー プ ウ ェ ー 「六 甲有馬 ロ ー プ ウ ェ ー 」 は

全長 5 kmの う ち 「表六 甲 線J (2 . 3 km) を 、 2004年12月 18 日 か ら 運行 を 休止 し た 。 神戸市の
外郭団体 ・ 都市整備公社が六 甲 山観光の 目 玉 に し よ う と 1970年 に 開業。 神 戸 は も ち ろ ん 、
大阪市街、 和 歌 山 、 淡路 ・ 問 国方面 ま でが克渡せ る パ ノ ラ マ眺望で、 ピ ー ク の 1974年 に は
乗客約50万人 を 記録す る な ど、 2004年 7 月 ま で約1 ， 304万人が “ 空 中 散歩" を 楽 し ん だ。

し か し 、 次第 に マ イ カ ー や パ ス に
客足 を 奪 わ れ、 2003 年 度 の 利 用 客

は 2 路線合わせ約25万人 と 全感期

の 半分 に な り 、 つ い に 黒字 を 一度

も 出 す こ と な く 一部 が姿 を 消す こ

と に な っ た。 当面、 f木止 は 1 年間で、

休 止 す る の は 六 甲 摩 耶 鉄 道 六 甲

ケ ー ブ ル 山 上駅 に 接続す る 表六 甲

駅一天 狗 岩 駅一六 甲 山 頂 カ ン ツ
リ ー 駅間 で、 同 駅 と 有馬温泉 を 結

ぶ 「裏 六 甲 線J (2 . 7 km) は継続 さ
六甲有馬ロ ープウ ェーの さ よ な ら記念運行 (神戸新開社提供) れ る 。 一部休止 に 合 わせて 同 線の

2 駅 「六 甲 山頂 カ ン ト リ ー駅J r有馬駅」 は改装 さ れ、 駅名 も 、 そ れぞれ 「六 甲 山頂駅J r有馬

渦泉駅」 に変更 さ れた。 19 日 以降は山上循環パス が山頂駅 ま で乗 り 入れ、 乗客の足は確保す る 。
34年 問 、 親 し ま れて き た 六 甲有馬 ロ ー プ ウ ェ ー の 「 さ よ な ら 運行」 が12月 四 日 に 開 かれ、

に応 じ た市民 ら 約550人が、 見納 め と な る ゴ ン ド ラ か ら の 絶景 に 別 れ を 告 げ た 。 な お 、

同 ロ ー プ ウ ェ ー の休止で、 日 本最長の栄誉 は 、 神奈川 県 の箱根ロ ー プ ウ ェ ー (全長約 4 km) 

の も の に な る O

3 . 港湾
震災10年 を 迎 え 、 神戸市は震災か ら の復興の総仕上げの 段 階 に入 っ て い る が、 残念な こ

と に経済の 深刻 な 不況の影響 な どで、 完全復興 と 言 え る 状況 に は至 っ て い な い 。 1 日 も 早

い復興 を 果た し 、 安心 し て元気で、暮 ら せ る ま ち づ く り を 進め る た め に 、 神 戸 市 は 2004年度

も 、 時代 に対応 し た港湾の整備、 管理 ・ 運営、 利用促進 を 図 っ て 、 多彩 な 事業 を 展 開 し た 。

改正SOLAS条約 ( 海上 人命安全条約 ) に 対応 し た神戸港の保安対策事業 を 推進 し 、 さ ら
に 「ス ー パ ー 中 枢港湾」 の 実現 に 向 け た検討 や 、 「港湾物流情報 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム j の シ
ス テ ム 開発 な ど に積極的 に 取 り 組む こ と に よ り 、 高水準 の港湾サ ー ビス の提供 に努め た 。

さ ら に 、 人 - 物 ・ 情報が集 ま る 総合 的 な 交流拠点 を 目 指 し 、 み な と ウ ォ ー タ ー フ ロ ン ト を
再生す る た め 、 メ リ ケ ン パ ー ク 周 辺 地 区 の リ ニ ュ ー ア ル に着手す る な ど、 時代の ニ ー ズ に

606 第九l京 @ 都市 イ ン フ ラ



対応 し た み な と づ く り を 進 め た 。 さ ら に 、 企業の誘致 を 積植的 に推 し 進 め 、 一層 の強化 を

図 り 港勢の 回復 ・ 拡大 に よ り 、 j巷に賑わ い を 取 り 戻す努力 を 続 け た 。
こ の年 の最大の話題 は 、 7 月 の 「ス ー パ ー 中 枢港湾」 への指定であ ろ う o 23 日 に 国土交

通省 は 国際競争力 を 強化す る た め の 中枢港湾 に 阪神港 (大阪港、 神戸港) 京浜港 (東京港、

横浜港) 伊勢湾 (名古屋港、 四 日 市港) の 3 港 を 指定 し た と 発表 し た 。 候補 に 上がっ て い

た博多 (福 岡 ) 北九州 (北九州 ) は コ ン テ ナ取扱量が指定基準 に達 し な か っ た こ と か ら 見
送 ら れた 。 中 枢港湾 は 、 香港や シ ン ガポ ー ル な ど ア ジ ア の主要港 に比べ、 コ ン テ ナ貨物の

取扱量が低迷 し て い る こ と か ら 、 同省が指定港湾 を 国際拠点港 と し て育成す る プ ロ ジ ェ ク

ト 。 国が予算 を 重点配分 し 、 タ ー ミ ナ ル の大規模化や規制緩和 な どで支援す る も の。 利用
コ ス ト の 3 割削減、 入港か ら 荷役 を 終え て 出港 ま で の 日 数 を 、 現状の 3 - 4 日 か ら 1 日 程

度 に短縮す る な ど、 指定港湾の 国際競争 力 を 高め る も のO
2000年度の 世界 の コ ン テ ナ寂扱量 は 、 ト ッ プの香港に シ ン ガポ ー ル、 上海が続 く o 1977 

年 に 世界 2 枕 だ っ た神戸 は 、 震災の影響や ア ジ ア 諸港の台頭 な どで、 2003年 に は32位 に 後

退 し、 危機感 を 高 め て い た 。 外国航路の誘致 な どで競合す る 大阪港 と 連携 し て 、 今 回 の 指

定 を 求め て い た 。 今後は 阪神港の広域連帯策 と し て 、 そ れぞれ個別 に徴収 し て い た入港料

な どの一本化、 入港手続 き の簡素化 な どの検討 を 開始 し 、 使い勝手の よ い港づ く り を 目 指

す と と も に 、 荷受業者の効率化、 他 の 交通 ネ ッ ト ワ ー ク と の連携 な どの 課題 も 同 時 に解決

す る O
ス ー パ ー 中 枢港湾への指定 を 受 け て 、 神戸市 は 9 月 に ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期 の コ ン テ ナ

タ ー ミ ナ ル 3 ヵ 所 を対象 に 、 超大現 コ ン テ ナ船の接岸が可 能 な 水深16 m の岸壁 を 整備す る

計画 を ま と め た 。 コ ン テ ナ取扱量で低迷 し て い る 神戸港の生 き 残 り を 賭 け て 、 事業 を 進 め
る O 今後、 船舶輸送 で は 、 コ ン テ ナ8 ， 000イ屈 を 積載で き る 8 万 - 10万 t 級が主力 に な る と

さ れて い る が、 神戸港 は 、 こ れ ま で水深が最大で15 m し か な く 、 10万 t 級の 船舶が積み荷
の満載状態 で の 入港は不可能だ、 っ た 。 上海、 シ ン ガ ポ ー ル な ど ア ジ ア の主要港で は水深16

- の パ ー ス の整備 を 進め て お り 、 わ が国 で も 横浜港がす で に供用 し て お り 、 名 古屋港 も 7
月 に 2 パ ー ス が整備 さ れて い る O ま た 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド両側 の コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ル跡地

の 古5 を 、 自 動車運搬船な どが接岸で き る 公共ふ頭 に す る 計画 を ま と め た 。 神戸港 に は 中
古車の物流施 設 の 進 出 が相次 い で い る が、 肝心の輪出 は 、 ロ シ ア や ヨ ー ロ ッ パ向 け に 限 ら

れ て お り 、 大半 は航路が充実 し て い る 大阪、 泉北港 ま で運 ばれて い る O そ こ で新 た な輪出

拠点 を 設け て 取扱量の 増加 を 日 指す も のO 新 し い ふ頭 で は 、 中南米、 中束、 ア フ リ カ 、 ニ ュ ー

ジ ー ラ ン ド 向 け な どの航路 を 誘致す る 方針。

ま た 、 神戸市 は 、 中突堤 に外航 ク ル ー ズ 客踏が着岸で き る よ う に 再整備す る こ と を 決め

た 。 神戸港 に 入港す る 外杭客船は2003年 に は32隻 と 年 々 増加 し て い る が、 税 関 や 出 入 国 管

理施設 の あ る 新港第 4 突堤 ( ポ ー ト タ ー ミ ナ ル ) に し か入港で き な い 。 し か し 、 l苛突堤は
ポ ー ト ア イ ラ ン ド と 都心 を 結ぶ神戸大橋の付根 に あ り 、 入港風景が見 え に く く 、 停泊場所
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と し て 中突堤 も 整備す る こ と で、 豪華客船の美 し い 姿 を 市民や観光客 に親 し ん で も ら お う
と い う も のo 1:j::J 突堤 は 現在、 港内巡航船や九州、! な どへの フ ェ リ ー な ど海外 に 出 な い船が利
用 し て い る O 同市で は 、 同 突堤 に あ る 旅客 タ ー ミ ナ ル の一部 を 改修 し 、 神戸港 に 入 る 3 万

t 級 ま で の客船は 中 突堤 に 、 そ の他 は今 ま で通 り ポ ー ト タ ー ミ ナ ル と 併用 す る 方針 。

港湾での コ ン テ ナ の搬 出 入手続 き を 電子化す る た め 、 国土交通省 な どが開発 し た 日 本物

流情報 ネ ッ ト ワ ー ク 'JCL-netJ が2005年 3 月 14 日 、 神 戸 、 大阪両港で隷働 し た 。 コ ン テ

ナ貨物 の 通 関 手続 き 状況な ど を イ ン タ ー ネ ッ ト の専用サ イ ト で確認で き 、 物 流 に かか る 持
聞 や コ ス ト を 削 減で き る も の O 初 日 夕 方 ま で に 、 両港で約1 50件 の ア ク セ ス があ っ た 。 輸

入 コ ン テ ナ の搬出入 に は港運業者、 通開業者、 陸連業者の 3 者が関 わ る が、 陸運業者 は通

関手続 き の 進捗状況 な ど に 関す る 情報 を 直接知 る こ と がで き ず、 コ ン テ ナ の受 け 渡 し の際、
港湾周辺が混雑す る 原 因 に な っ て い た 。 新 シ ス テ ム で は 3 者が手続 き 状況 を イ ン タ ー ネ ッ

ト で確認で き る ほ か 、 6 月 か ら は コ ン テ ナ の搬出 入手配の 電子化サ ー ビ ス を 始め る O

一方、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド、 六 甲 ア イ ラ ン ドへの誘致活動 は 、 2004年度 も 着実 に進 ん だ。

特 に 目 立 っ た の は大学の 進 出 で 、 み な と 神戸 の 開 放的 な イ メ ー ジや 、 都心への 便利 さ な ど
が要因 と 見 ら れる 。 1992年 に神戸女子短大がポー ト ア イ ラ ン ド に 移転 し た の を 初 め に 、 2002
年 に神戸 国 際大 も 六 甲 ア イ ラ ン ド に 。 そ し て2004年 4 月 に 、 神戸学院大がポ ー ト ア イ ラ ン

ド北西の コ ン テ ナ パ ー ス 跡地 に 進 出 す る こ と を 決め た 。 経営学部 な ど学科が新設 さ れ る た

め 、 現在の 西 区 の有瀬 キ ャ ン パ ス で は 手狭 に な っ て い た 。 移転す る 学部 は 法 、 経済、 経営、

薬 の 4 学部で2007年開校予定。 人文、 栄養 と 2005年春新設す る 総合 1) ハ ピ リ テ ー シ ョ ン学
部 は 現在 の 酉 区 の キ ャ ン パ ス に残 る O さ ら に 、 兵庫医科大学 も 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド の神戸

学院大学 の 隣接地 に キ ャ ン パ ス の新設 を 計画 し て い る こ と が分か っ た 。 新大学の名称は兵
産 医療大学 (仮称) で 、 薬、 看護、 1) ハ ピ リ テ ー シ ョ ン (仮称) の 3 学部 で 、 早 け れば2007
年 間校予定。 上 000人規模の 学生 を 受 け 入 れ る 計画。 西宮 キ ャ ン パ ス は 、 周 辺が住宅地の

た め拡充が難 し く 、 国立篠 山 病院跡地 に あ る 篠 山 キ ャ ン パ ス も 地域医療が中 心 で 、 新 た な
用 地 を探 し て い た 。

2004年 7 月 に 、 神戸市が六 甲 ア イ ラ ン ド と ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期 で 、 そ れぞれ募集 し て

い た ス ポ ー ツ 施設 と レ ジ ャ ー 関連施設の建設、 運営業者が決 ま っ た 。 六 甲 ア イ ラ ン ド は ヤ
マハ発動機が、 六 甲 ラ イ ナ ー の マ リ ン パ ー ク 駅西側 に 流水 プ ー ル や遊波プー ル 、 ウ ォ ー タ ー
ス ラ イ ダ ー な ど を 設 け る ほ か、 フ ッ ト サ ル場や イ ン ラ イ ン ス ケ ー ト 場 も 併設す る o 2005年
7 月 オ ー プ ン の予定で年間20万人 の利用 客 を 見込む。 ま た 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期 で は (株)

花鳥 園 が、 ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 緑地 に花や烏 と 触れ合 う 施設 を 開設す る O 大型温

室 内 に オ オ ハ シ や イ ン コ な どの 烏 を 放 し 飼 い に し 、 ベ ゴニ ア な ど約 1 万株 の 植物 を 配す る

計画。 2006年開業予定。
企業で は 、 5 月 に コ ベ ル コ 建機が中古建設機械 を展示す る 「 中古車セ ン タ ー 」 を尼崎か

ら ポ ー ト ア イ ラ ン ド に移設 し た 。 建設 ラ ッ シ ュ が続 く 東南 ア ジ アへの輸出 増 に伴い、 販売
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者側 の 負担 と な る 港 ま で の 輸送 コ ス ト 減や納期短縮 を |盟 る も の 。 最大500台 の展示が可能で、

愛知県以西の 中 吉建機集積地 と な る O 日 立建機の 子会社の 目 立建機 ト レ イ デ イ ン グ も 、 中
古建設機械の オ ー ク シ ョ ン 会場兼物流セ ン タ ー 「神戸 セ ン タ ー 」 を 建設、 西 日 本の 中 古建
機輪出 の 中 心拠点 と す る 計画 を 発表、 1 1 月 に 開設 し た 。 8 月 に は 中 古建設機械のー輸出業の

ト ー ザ イ 貿 易 が ポ ー ト ア イ ラ ン ド に オ ー ク シ ョ ン を 行 う 物流拠点 「神戸ヤ ー ドj を 設 け た 。

ポ ー ト ア イ ラ ン ド北部の市有地 を 10年契約で、賃貸 、 建設機器約300台 を 並べ 、 一時保有や

オ ー ク シ ョ ン 会場 に利用 す る O
大型 ホ ー ム セ ン タ ー も 進出 す る 。 新潟県 を 地盤 に す る ア ー ク ラ ン ドサ カ モ ト が経営す る

「 ホ ー ム セ ン タ ー ム サ シ」 で 、 2005年 を メ ド に ポ ー ア イ 2 期 の 中 心部 に 大型窟 を 開業す る 。

呂 用 品や 関芸 品 、 業務用 資材 な ど約18万点 を そ ろ え た約 2 万m'の癌舗や 、 飲食 フ ロ ア 、 1 ， 600

台収容の駐車場で構成 さ れ る 。 敷地 は 10年 間 の定期借地契約。 イ ズ ミ ヤ も 8 月 に ポ ー ト ア

イ ラ ン ド 2 期 に 、 神戸市内初の 「ス ー パ ー セ ン タ ー 」 を 出屈 さ せ る と 発表 し た 。 食 品 、 衣

料、 日 用 品 な ど約16万 点 の 商 品 を ワ ン フ ロ ア で そ ろ え た 施設。 約1 ， 100台収容の駐車場 も

建設、 2006年末 ま で に 開業予定。 同社 は 関 西 を 中心 に88 の 庖舗 を 展 開 し て い る が、 兵庫県
内 は 9 庖舗で他 に 比べ手薄 だ、 っ た 。 ス ー パ ー セ ン タ ー は 、 2003年 に大阪 ・ 八尾 に 第 1 号屈

を オ ー プ ン し て お り 、 2 号屈 に な る O こ の 地区 に は ア ー ク ラ ン ド サ カ モ ト も 進 出す る た め 、

集客で相乗効果が期待で き そ う だ。

7 月 に は上経が、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド西側 の再開発地 に 進 出 す る こ と が決 ま っ た 。 旧 コ ン
テ ナ パ ー ス ípC4 J の北側 の 土地 を 購入 し 、 大型物流倉産 を 建設す る o 3 階建 て で IT を

活用 し た 最新設備 を 導入す る ほ か、 隣接す る 岸壁 を 利用 し て パ ラ 積み船か ら 直接、 貨物 を

積 み 降 ろ し す る な ど、 効率的 な 運用 を 図 る o 12月 に は若者向 け婦人服 を 製造販売す る 「 イ
ン グ」 が、 2005年 6 月 に ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期地誌 に本社機能 の 一部 を 移転す る こ と を 決

め た 。 事業拡大で東灘区 ・ 六 甲 ア イ ラ ン ド に あ る 現本社が手狭 に な っ た た め 、 神戸市の所

有地 に 経理部 門 や 加工拠点、 物 流 セ ン タ ー を 移 す 。 イ ン グ は 兵庫 県、 大 阪府 を 中 心 に
íINGNIJ な どの ブ ラ ン ド で 若 者 向 け 婦 人服の販売庖 を 全 国 に 約60 ヵ 所展 開 し て い る O ア

パ レ ル系企業の ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期へ の 進 出 は 椋め て珍 し い 。

ト ピ ッ ク ス

日 こ り や打 ち 身 な どの痛み を和 ら げる 「は り 73 . 4%増) 金額541.意1 ， 600万 円 (問81 . 2%増)
薬」 の神戸港か ら の輸出が質、 最 と も 過去最高 で 10年前 の 1993年A に 比べ 7 - 8 倍 に伸 びた。
を 記録 し、 8 年迷続で全国 シ ェ ア 1 位 と な っ た 1996年 か ら 全国 シ ェ ア 1 伎が続い て お り 、 2003
こ と が神戸税関の ま と めで、分か つ た。 大半が欧 年度は量 、 金額 と も 約 5 訟 を 占め た 。 輪出先は
米向けだが、 飲み薬、 塗 り 薬が主流だっ た欧米 1996年度は 、 中東や欧州、 芥港な ど と 分散 し て
で、 は り 薬の便利 さ が知 ら れつつあ る と 、 同税 い たが、 2003年度は 9 割近 く が、 米国 と イ タ リ
関では話 し て い る O 同税関 に よ る と 、 2003年の アで、 特 に米国向けが急増 し て い る 。
神戸港で の は り 薬輸 出 は 、 数量2 ， 1 58t (前年比
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4 . 空港
空港問 題 は 、 2003年度 も 押 し詰 ま っ た 3 月 初 日 の神戸地裁の 厳 し い判 決 か ら 、 冷 た い 幕

明 け と な っ た 。 神戸沖 に建設 さ れ る 空港 に 巨額の公金 を 投入す る 是非 を 争 っ た住民訴訟 だ

が、 神戸地裁 は 支 出 差 し 止 め を 求め た 市民団体 ら の請求は棄却 し た も の の 、 神戸市側 の財

政計画 や需 要予測 の 甘 さ を 指摘 し 、 空港の必要性 も 「関西国際、 伊丹空港があ る の に 、 神
戸空港が必 要 で あ る か ど う か、 素朴な疑問があ る 」 と 言及す る な ど、 市 に と っ て厳 し い 内

容であ っ た 。 空港計画 に 反対す る 市民団体 「 ミ ナ ト 神戸 を 守 る 会」 は 、 4 月 3 日 に神戸 ・
三宮で、 空港建設の一時停止 を 求め 、 メ ン バ ー 約10人が 「計画の ず さ ん さ が明 ら か に な っ

た」 と 貿物 客 に 呼 び掛 け 、 ピ ラ 約2 ， 000枚 を 配 っ た 。 ま た 、 1999 � 2002年度 中 に 支 出 さ れ

た と 見 ら れ る 予算約240億円 を 、 市 に返還す る よ う 求 め た 同会の メ ン バー 25 1 人 は 、 請 求 を
棄却 し た 同判 決 を 不報 と し て 、 12 口 、 大阪高裁 に控訴 し た 。 一方、 6 日 に は 「神戸空港工

事 の 中 止 を 求め る 市民の会」 は 、 空港島建設が大阪湾の環境への影響調査 な ど を 求め る 申
し 入れ書 を 神戸一市長あ て に提 出 、 26 日 ま で の 匝答 を 求め た 。 「環境 ア セ ス メ ン ト の や り 直

し を す る 必要 は な い」 と 市議会で答弁 し た市 に対 し て 「行政の責務 と 市民 の 声 を 無視 し て
い る 」 と 申 し 入れた も のO し か し 、 矢 田 立郎 ・ 神戸市長 は 、 こ の判 決 に つ い て お 日 の 定例

記者会見で 「判決は多 く の意見が付 い て お り 釈然 と し な い」 と 、 神戸地裁 の 判 決に疑問 を
投げ掛 け た 。 そ し て 「市の 主張 を 理解 し て頂 け な か っ た 点 があ っ た よ う だ」 と 述べ な が ら
も 、 需 要 予 測 な ど計画の見宜 し は し な い方針。
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“ 冷 た い風" は続い た 。 神戸市 は 、 神戸空港建設の借金返済の た め の原 資 に 予定 し て い

た 空港島の土地の処分 に つ い て 、 売却 だ け で な く 新 し く {昔地方式 も 加 え た 2 本立て に す る

こ と を 決め た 。 造成地 を 民間企業 に 売 っ て 、 事業費 の た め の起債の返済 に 当 て る 計画 だ、 っ

た が、 4 月 現在 で購入す る 企業が 1 社 も な い こ と か ら 、 売却だ け での処分 は 難 し い と 判 断

し た も の O 同 市 は 造成 中 の 空港島272h乱 の う ち 約75ha を 航空 関 連企業 に 軽飛行機や 、 ヘ

リ コ プ タ ー 格納庫用 地 と し て売却、 約 2 ， 019億 円 の 収入 を 予定 し 、 総額3 ， 140億円 の事業費
の財源 に す る 計画 だ っ た 。 同 市 は 2003年度か ら セ ー ル ス チ ー ム を 編成 し て営 業 を 行 っ て き

た が、 長ヲ ! く 不況下で購入の意志 を 示 し た 航空会社 は な く 、 財政計画の見 直 し が必死の 情
勢 に な っ た。

そ ん な 逆風の 中 で 、 5 月 に 入 る と 国際 ピ ジ ネ ス 機 を 運行す る 「 グ ロ ー パ ル ウ イ ン グ、 ス J (本
社 ・ 東京) が神戸空港 を 拠点 に 、 日 本 と 中 国 な ど ア ジ ア 各 国 を 結ぶ チ ャ ー タ ー 使 を 運行す

る 、 と 発表 し た 。 同社は カ ナ ダの ボ ン パ ル デ イ ア 社製 8 人乗 り の小型航空機 2 機 を 購入済

み で 、 中 国 を 拠点 に 会員 制 の ジ ェ ッ ト 機事業 を 展 開す る O 神戸空港内の小 型航空機用 地 に

ラ ウ ン ジ な ど を 備 え た タ ー ミ ナ ルや格納庫 な ど を 整備 し 、 開港 と 伺 時 に 同 空港 を 拠点 に 閣

内 で の 事業 を 展 開 す る 予定だが、 用 地 の 購入 に つ い て は未定。 こ れ を 受 け て 、 空港 を 管理

す る 神戸 市 は 、 国際沼港 に 必 要 な CIQ ( 税 関 、 入 国管理局 、 検疫所) 業務で 国 の 協力 を

求め る 。 同 社 は 20 日 に 、 神戸市中 央医 に事務所 を 開 き 営業活動 を 始 め た 。 同 空港への参入

は 、 こ れ ま でス カ イ マ ー ク エ ア ラ イ ン ズが神戸一東京の定期便運航 を 表明 し て い る の み で 、

エ ア ラ イ ン の 誘致が課題 に な っ て い た 。 同 市 は グ ロ ー パル ウ イ ン グス の進 出 を 機 に 、 神戸

空港の 国際化 も 進め る 方針だが、 国際拠点 と 位置付 け ら れて い る 関商空港 や 、 伊丹空港 と

の住み分け問題 に発展す る 恐れ に つ い て 、 市空港整備室 で は 「 ピ ジ ネ ス 専用 の チ ャ ー タ ー
機 な の で心配は な い」 と し て い る O

大阪府の太田房江知事は 18 日 に定例記者会見で、 神戸空港の 国際チ ャ ー タ ー 使就航 に つ

い て 「屈が決め た役割分担で、 国際線は 関西空港 と 決 ま っ て い る O 垣根 を 越 え て神戸 に 誘

致す る の は お か し い」 と 批判 し た 。 そ れ に対 し 矢 田 立郎神戸市 長 は 、 翌日 日 に 「神戸 に進

出 す る の は ビ ジ ネ ス 機で、 関西空港や伊丹空港 と の住み分け問題に は発麗 し な い」 と 反論。

し か し 、 24 日 に 関経連 の 秋山 喜久会長が 「 匝 際線 は 関 空 に 限 る べ き だJ と 神戸 空港の 国際

化 に反対す る 考 え を 示 し 「税関 や 出 入国管理業務 を わ ざわ ざ行 う の は無駄」 と 、 空港の住

み分け を 図 る た め に も 神戸空港 は 国 内 線 に 限定すべ き だ と 強調、 そ れぞれの思惑が交錯 し

た 。

18 日 に 、 神戸市 は 空港の埋め立 て工事 に 着工後、 継続 し て行 っ て き た 環境影響調査の報

告書 を ま と め 、 環境省、 国 土交通省 に提出 し た。 「影響 は予 測 の 範 関 内 で 、 工事中 に実施

し た環境保全措置 は有効 に機能 し た」 と 結論付 け た も の 。 1999年の埋め立 て 認 可 の 際 に 当

時 の運輸省 (現国土交通省) が同評価 に つ い て 、 工事中 に も 再評価す る よ う 条件 を 付 け て

い た た め 、 同 市 が着工呼か ら 周 辺海域で、 水質、 大気、 潮流、 騒音、 生態系 な ど20項 目 に
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つ い て調査 し て い た 。 デー タ は 、 各項 目 と も 着工 前 の平均的数値内 に収 ま っ て い た が、 人

工 島東側 の 海域で水 中 の 生物の住み や す さ を 示す 「溶存酸素量」 が、 2000 � 2001 年 に 急 落
し 、 有機性 の 汚 れ を 示 す 「全窒素」 も 大幅 に 上昇 し て い た が、 同 市 は 、 「気温が高 く 、 プ

ラ ン ク ト ン が発生 し た こ と な どの影響で、 工事原 因 で は な い」 と 説明 し た 。 し か し 、 2001
年か ら 独 自 の 環境調査 を 続け て い る 「神戸空港工事の 中止 を 求め る 市民の 会j は 、 空港東

側 海域 と 回 の 明石海峡な ど と 比較す る と 「溶存酸素量」 は 大幅 に低い こ と を 挙げ、 「環境

への影響は も っ と 広 範 囲 な調査が必要J と 述べ た 。 報告書 を 受 け た 環境省 も 、 神戸市の 環

境影響調査は 調査方法が不十分で 「 こ れ ま で の 調査方法で は予測結果 を 十分 に検証で き な

い た め 、 工事の影響 を 受 け な い調査地点 を 加 え 、 濁 り の 影響 を 的確 に把握す る 必要があ る 」
と 、 比較調査 を 行 う よ う 要請 し た 。 ま た 、 泥の調査 に つ い て も 「空港島周 辺 は潮流の流れ

が遅 く 、 海底 に有機物が堆積す る な どの影響が出 て い る か、 適切 に底質 を 調査す る 必要が

あ る 」 と 指摘 し た 。 神戸市で は調査方法 を 見直す方針。
反対運動 は 続い た 。 6 月 比 日 に は 、 空港建設 は 違法で あ る と し て市民団体 「 ミ ナ ト 神戸

を 守 る 会」 の メ ン バ ー が、 2004年度の空港関連 予算329億 円 の 支 出 差 し 止 め 等 を 求め る 訴

訟 を 神戸地裁 に起 こ し た 。 訴状 に よ る と 、 河 空港 に つ い て市の財政 に 回復 困 難 な 損害ム を 与

え る 恐れがあ る 、 埋 め 立 て な ど に よ り 環境 に悪影響が出 る 、 関西圏 に 3 つ 自 の 空港 は不必
要 な ど。 同 地裁 は 、 2004年 3 月 に 空港の必要性 に 疑念 を 示 し な が ら 「市長 の 裁量の範関内

であ る 」 と し て請求 を 棄却、 原告側が控訴 し て い る O ま た 同 会の メ ン バ ー は 、 こ の 目 、 神

(図11 ) 神戸空港 ピ ル の鳥撒図
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戸市役所 を 訪れ、 空港建設の一時停止 を 求 め る 661人の署名 を提出。 さ ら に 17 日 に は 、 国土

交通省が 5 月 に 実施 し た神戸空港開港後の航空管制 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に つ い て 、 市民団体

「新 し い神戸 を つ く る 市民の会J が、 「実験の想定が非現実的で危険J な ど と し て 、 同省 に
13項 目 の公開 質問 書 を 提 出 、 7 月 3 行 ま での 回答 を 求め た 。 質問書で は ①神戸空港の待機

空域 に 設定 さ れ て い る エ リ ア は 高松空港 の 空域 と 接近 し て お り 、 不適当②悪天候時 な ど に
若陸 を や り 夜す進入複行 を 検証 し て い な い③到着機が利用す る 淡路島西北の 空域 は 、 小型

機 の 訓 練 に常時使用 さ れて い る の に 、 l 機 も 飛行 し て い な い と す る 想定 は 非現実的 な ど。

22 日 に公共事業の効率性 な ど を 外部 の有識者が審議す る 「建設事業外部評価委員 会J が

開かれ、 神戸市鵠 は 、 同空港の費用対効果 を 示す 「費用便益比」 は 2 . 03 と な り 、 開港に よ
る 利用 者 ら の利益が、 建設の た め の投資額 を 大 き く 上 回 り 、 建設 中 の他 の 空港 よ り 「効率

性が高 い」 と い う 予測 を公表 し た 。 空港の 需 要予測 を 基 に利用者が受 け る 時 間短縮効果、

費用節減効果 に 着 陸料 な ど、 市の収支な どの加算分 を 投資額で割 っ て 数値化 し た も の O 費

用便益比 は 悶土交通省 の マ ニ ュ ア ル に基づ き 計算 し 、 数値が 1 以上 な ら 「社会経済的 に 見
て効率的 な 公共事業」 と 評価で き る と さ れて い る o 2 . 03の数字は投資額の 2 倍以 との効果

があ る こ と を 示す数字で、 同市 は建設 中 の 地方空港の 中 で も 投資効果 は 高 い と し て い る O

現在、 建設中 の 地方空港 は 静 岡 空港が1 . 3、 新北九州 空港が1 . 9。 た だ、 数値の根拠 と な る

利用 者数は 同市 が 2 年前 に 実施 し 、 市民団体な どが過大だ と 批判 し て い る 需 要予測が使 わ

れ て お り 、 委員 か ら も 「数字が色 々 出 て分か り に く いJ 1"残 っ て い る 事業 の 費用 対効果分

析 も 必要」 と い う 意見や、 土地処分計画 に つ い て も 「民 間 に潤 う 部分 と 市 の封政聞 を 行 き

来す る だ け の 部分 も あ り 、 実際 に市の財政に どれだ け影響す る の か」 な ど の 質 問 が出 さ れ

た 。 7 月 30 日 の 問委員 会で も 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結果の公平性 を 疑問視す る 声が相次いだ。

会合で は 、 新幹線な ど他の交通機関 を使用 し た 方 が、 時 間 短縮や費用 面 で利 用 者 に 有益で
あ る と さ れ る 東京、 福 岡 な どの 路線 に つ い て 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で は利 用者便援 を 「マ イ

ナ ス 」 で な く 「 ゼ ロ 」 で計算 し て い る こ と に議論が集 中 、 市側 の 説明 に 委員 の 理解は得 ら

れ な か っ た 。 ま た 、 6 月 23 日 か ら 募集 し て い た一般市民か ら の空港事業 に つ い て の意見37
通が公表 さ れた が、 集 ま っ た の は反対意見 ばか り で、 「近隣 に 大空港が 2 つ あ る 中 で、 神

戸 空港 は不 要J 1"需要予測が甘いJ 1"大手航空会社の就航表明 が な い」 な ど約 200点 の指摘
があ っ た と い う O ま た 、 委員 か ら は 大阪府北部 か ら の利用 が高 い と す る 需要予測 は 「生活

感覚 と 合わ な い」 と い う 意見が出 さ れた 。
問題が残 さ れて い る 中 で 、 開港への体制 は 着 々 進 ん だ。 6 月 14 日 に神戸空港への就航 を

表明 し て い る ス カ イ マ ー ク エ ア ラ イ ン ズ (本社 ・ 東京) が座席数約170席 の ボー イ ン グ737

型機 を 2 機投入 し 、 羽 田 空港 に 1 日 6 往復以上運航す る こ と を 明 ら か に し た 。 当 初 、 B767

型機 を 導入す る 計画 だ、 っ た が、 中市機が多 く 修理費がか さ む こ と か ら 、 ジ ェ ッ ト 機 と し て

は 小 型 だ が、 新型機の B737 に 機種 を 変更 し た 。 小型 に 変 え た た め 、 当 初予 定 の 1 日 4 往

復 を 、 便数の拡大 に よ っ て対応 し た。
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6 月 に 国土交通省 は 、 神戸空港の海上 ア ク セ ス 航路整備 を検討す る 委員 会 を 設置 し た 。
同 空港 を 中 心 に し た 海上交通網の 整備 を 図 る も の で、 委員 は県、 神戸市、 神 戸商工会議所
や神戸旅客船協会 な どの担当者。 10 日 に 開 か れた初会合で は 、 航路は神戸 中 突堤一神戸空

港、 淡路 ・ 洲本港~神戸空港の 3 モ デル 航路 を 対象 に 、 今後、 各航路 の 需 要 見込み を 調査

し 、 採算制 を 試算す る な ど事業化 の た め の 条件 を検討す る O 関西空港 と 神戸 と の連絡杭路

に つ い て は 、 神 戸 市の 第 3 セ ク タ ー の運営の高速船航路 'K-JETJ が、 2002年 に廃止 さ れ

て い た が、 同 市 は2006年 の 空港開港に合わせ、 運航再開 を 表明 し て い る 。

7 月 に入 る と 関西国際、 伊丹、 神戸の 3 空港 の あ り 方 を 官民で検討す る 「 関 西 3 空港懇
談会」 の 第 3 回会合が開 かれ、 魚点 に な っ て い る 伊丹空港の騒音問題で 「軽減す る 方向 で

運用 を 図 る 」 こ と で意見 の一致 を 見 た 。 地元 自 治体 と 経済界が伊丹の発着規 制強化で事実

上、 合意 し た こ と を 受 け 、 国土交通省 は ジ ェ ッ ト 機枠 な ど の 縮小 な ど、 騒音対策の具体化

に乗 り 出 す 。 周 辺 自 治体でつ く る 11 市協や航空会社か ら は “ 関 空救済策" の 声 も 出 て 、 こ

の あ と 、 3 空港 を 巡 っ て の動 き が新関紙面 を 賑 わ す。 「関空救済色見 え 隠 れJ '兵庫県知事

長距離使制 限 は 反対f伊丹地元 空港機能低下 に 反発 も J '1 1市協騒音一辺倒 を 転換I81

社 関空使い ま ひ ょ J ' 3 空港共存 道険 し」 な どの 見 出 し が踊 っ た 。

8 月 に は 、 国土交通省が、 神戸空港 の 運用 時 間 を 15時間 と す る 方針 を 固 め た 。 全国 に約

80あ る 地方空港で は 、 長崎、 熊本空港の14時間 を 上 回 り 最長の 時 間 と な る O 神戸 市 は航空
会社 な どの 意 向 か ら 15時間以上の運用 を 望 ん で い た が、 同省 は管制官 ら の 2 交替性の 勤務

シ フ ト で は 上限の 15時間 を 採用 す る 考 え 。 同省が 5 月 に 実施 し た 開港後 の 管制 シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン に対す る 評価で、 実験に 参加 し た管制官の35 % が 「管制 ・ 運用 方式の改善が必要」

と 答 え て い る こ と が 7 月 に 分か つ た 。 Ttî民間体 「新 し い神戸 を つ く る 市民 の 会j が情報公
開請求で入手、 発表 し た 。 実験は 5 月 12 � 24 日 に 実施 さ れ、 関空、 伊丹、 神 戸 の離着 陸 の

状態 を想定 し 、 管制業務が可能か ど う か を 調 べ た 。 そ れ に よ る と 管制 ・ 運用 方式の全体 を
問 う 質問 に 「 問 題 な く 処理」 は O で 「普通 に処理可能」 は 13 . 7% 0 '複雑 だ が処理 可能J

は約半数の51 % だが 「改善が必要」 が35 . 3% あ っ た 。 ま た 、 離着陸機の経路や高度 に 制 限

があ る こ と か ら 「卦著機 に つ い て 問題あ り J が51 . 3 % 、 「 出 発機 に 問題あ り 」 は88 . 2% あ っ

た 。 自 由記入欄 に は 「 関 空 と 伊丹 の 調 整 さ え 処理 し に く い の に 、 さ ら に譲雑 に な る J ' 3  

空港の経路が絡み過 ぎ て お り 、 小 さ な ミ ス が部航空機の 聞 編 欠如 に つ な が る 」 な どがあ っ

た 。 市民団体は 「せめ て 安全性が確保 さ れ る ま で、 開港 を 凍結、 延期すべ き だ」 と 要望 し

て い る O ま た 、 市民団体 「 ミ ナ ト 神戸 を 守 る 会」 は 、 投資効果の 2 倍以上の 効果があ る と
し た神戸空港の費用艶益比 に つ い て 、 市が計算対象 と し て い る 用 地取得費 を 用 地造成費 に

置 き 換 え た 場合、 数値 は 0 . 91 に 過 ぎ な い と す る 試算 を 発表 し 、 「不適当 な 公共事業だ」 と

述べた 。 し か し 、 市の外部評価委員 会 は 、 市側 の評価 に 理解 を 示 し 、 実質審議 を 終 え た。

そ し て 、 9 月 6 日 、 同委員 会 は 実質審議 5 凹 で 「事業継続は 妥 当 」 と い う 結論 を 出 し た。
夏 を 過 ぎ る と 、 兵庫県 内 の 経済団体が参加す る '21世紀神戸空港活用促進協議会J が 8
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月 18 日 に2004年度総会 を 聞 き 、 神戸空港の利用促進運動 を 強化 し て行 く 方 針 を 決め た 。 事

業計 出 で は 「集客 ・ 観光J r小売寵業J r主要企業J r主要経済団体」 の 4 つ の ワ ー キ ン グ

グ ル ー プ を 承認、 空港 を 活用 し た新 し い観光ル ー ト の 開発や 、 企業の利用促進策、 開港時
の イ ベ ン ト 開 催 な ど を 検討す る こ と に な っ た 。 翌四 日 に 空港の顔 と な る タ ー ミ ナ ル ピル の

建設が始 ま り 、 安全祈願祭が神戸高工会議所で、行わ れ工事の安全 を 祈 っ た 。 ピ ル は鉄骨 3
階建て 、 延べ床面積14 ， 000m'o 1 陪が到着、 2 階が出発 ロ ビ ー で 、 3 階は レ ス ト ラ ン な ど

が入 る 予定。 総工費約40億円 で2005年10月 に完成の予定。

昨年の進 出 時 に は l 口 4 鎮の就航 を 表明 し て い た ス カ イ マ ー ク エ ア ラ イ ン ズが、 1 1 月 に 、
当 初計画 を 倍増 さ せ 1 日 7 � 8 便 ( 1 使は 1 往復 ) と す る こ と を 明 ら か に し た 。 パ イ ロ ッ

ト の育成、 航空機の確保がで き た た め。 11 月 初 日 に は 、 神戸新交通ポ ー ト ラ イ ナ ー の 三宮
と ポ ー ト ア イ ラ ン ド を 結ぶ複線化切 り 替 え 工事で、 130 t の 巨大 な 鋼鉄製 の け た の釣 り 上

げ作業が行 わ れ た 。 空港 島 ま で の 4 . 4 km延伸 に 伴 い 、 空港直通 と 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド巡 回

の 2 系統 に す る た め 。 2 日 間 、 終 日 運休 し 、 代替パス が運行 し た 。

大型ク レー ンで付け替え ら れる巨大けた (神戸新開社提供)

12月 に 入 る と 、 国 土交通省が伊

丹空港 を 2008年度 に 国 が整備す る
第 1 種空港か ら 格下 げす る 方針 を

固 め た 中 、 神戸空港 の 開港 を 2006
年 2 月 16 日 と す る こ と が、 神戸市

と 国土交通省 で、最終調 整 し て い る
こ と が分か っ た 。 さ ら に 、 懸案の

日 本航空、 全 E 空の 就航 も 決 ま っ
た 。 27 日 に神戸 市 に 伝 え ら れた も

の で 、 全 日 空 は 「鹿児島使な ど10
往復程度」 、 日 航 は 「 羽 田 能 な ど

複数便J で、 当 初 は 5 往復便だが

羽 田空港の発着枠が拡大 さ れ る 2009年 に は 、 10往復程度 に増便す る と し て い る O 神戸市の
需要予測 で は 、 開港当初27往復使の確保 を 目 標 に し て い た が、 2004年末で、 ス カ イ マ ー ク

と 合わせ23使程度 と な っ た 。 2005年 に 入 っ た新春 4 日 、 矢 田 神戸市長 は 市 内 で 開 か れ た 新
年 合同祝賀 会 で 、 「工事は 順調 に 進み 、 予定通 り の 開 港 を 迎 え る こ と がで き そ う だ。 2006
年 2 月 16 日 を 神 戸 の 開港 日 と し た い」 と 正式 に 表 明 、 神戸空港 は 開港 に 向 け て の加速が始
ま っ た 。

空港の駐車場開題で も 1 月 29 日 、 神戸市 は 、 開港か ら 2 年 間 、 航空機の利 用 客 の 駐車料

金 を 24 時 間 ま で無料 に す る こ と を 決め た 。 空港駐車場 は約700台収容で24 時 間 を 越 え る と
l 時間 150円 で 、 1 t:l の上 限 は 1 ， 000円 。 搭乗者以外 は l 時 間 150円 、 上 限1 ， 500円。 無料化

は2008年 3 月 末 ま で。 関 西空港 は 、 最初の 6 持間 ま で 1 時 間 500円 で 1 日 と 限4 ， 000円 、 伊
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(図12) 神戸空港の飛行経路案
く出発>
ノ \ ， ノン

く到着>

丹空港 は 最 初 の 8 時 間 ま で 1 時 間200円 と な っ て い る O 一方、 航空機が支払 う 着 陸料 は 、

同 の規定の 3 分の 2 と 決め た 。 大阪空港の ほ ぼ半額。

3 月 25 日 に は 、 神戸空港の飛行経路 を 検討 し て い る 国土交通省が、 神戸市 に経路案 を 提

示 し た 。 東京、 北海道方面行 き の経路は 、 神戸 を 離陸後、 小豆 島付近 ま で西 進す る 案だ、 っ

た が、 最短で須磨 、 垂水区 、 最長で家島付近か ら 東 に旋回す る よ う に な る O こ の結果、 最

大100 km、 飛行時 間 で約 5 分の 短縮 に な る O 神 戸 空港の飛行経路 は 、 出 発 時 は 離陸後、 明
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カ ウ ン ト ダ ウ ン表示前 (神戸新聞社提供)

〈参考文献〉
'JR西 日 本資料J J!(西 日本
「阪神営鉄資料 」 阪神電鉄
「神戸市営地下鉄資料」 神戸市交通局

神戸市みな と総局
「みな と総局資料」 同
「神戸空港の概要」 河

石海峡 に 向 か い 、 到着時 は 同 海峡 か ら 空港西側 に

進入す る jレ ー ト と 、 空港南側 を 旋 回 し 東部 か ら 入

る ル ー ト に分かれ る O 小豆島付近で旋回 案 は 岡 山

空港 と の差がな く な る た め 、 同 市 や 航空会社 か ら

短縮が要望 さ れて い た 。 ま た 、 同 省 カf神戸 ~ 羽 田

間 を 最短65分で結ぶ ル ー ト で、 最終調整 し て い る
こ と も 分か つ た 。

こ れ ら に先立 ち 、 正式開港 ま で 1 年 と な っ た 2
月 16 日 、 神戸 ・ 三宮の そ ご う 神戸庖前の 2 階広場
に 、 開港 ま での残 り 呂 数 を 掲示す る 「 カ ウ ン ト ダ

ウ ン 表示計」 が設置 さ れた 。 点灯式でス イ ッ チ が

押 さ れ る と 1 . 6 m 四方 の 表示討 に '365J の数字が

輝 き 、 開港への カ ウ ン ト ダ ウ ン がス タ ー ト 、 神戸

空港か ら の 離発着 は 、 否応 な し に l 年後 に 迫 っ た
の であ る O
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l 第三節 情報イ ン フ ラ

1 . 電話
現代社会で の最大の情報伝達手段 で あ る 電話が、 震災で止め ら れた 。 神 戸 地域 だ け で も

約30万軒の加入電話が不通 に な り 、 加入系通信 ケ ー ブル に も 影響 し た た め 、 市民 は連絡手
段 を 突然、 奪 わ れ た の であ る O 親類、 友 人 な ど の安否確認の た め に全僅か ら の 電話が通常

ピ ー ク の 50倍 も 殺到 し た こ と が、 混乱 に拍車 を 掛 け た 。 NTT 西 日 本 は 即 座 に 復 旧作業 に
取 り 組み 、 月 末 ま で に希望 の あ っ た約10万軒の 回 線 を 復旧 さ せ た 。 同 社 は 、 そ れ ま で も 災

害の被害 を 最小 限 に押 さ え る た め 、 耐災性の 向上や敢視、 制調体制 の 強化、 ネ ッ ト ワ ー ク

の信頼性の権立 な ど に取 り 組ん で き た 。 万一、 災害が発生 し た 時 に は 、 速 や か に被災状況

を 把握 し た復 旧 体制 を つ く り 、 重要通信の確保や通信サ ー ビ ス の 早期復旧 な ど、 万全の体

制 を 敷 い て い た 。 だが、 阪神 ・ 淡路大震災の凄 ま じ さ は 、 そ れ ら を 大幅 に上 回 っ た の であ

る O 同 社 は 、 震災で損傷 を 受 け や すか っ た 建物や無線鉄塔 な ど を 耐震構造 に 改 め 、 地震だ

け で な く 、 台風や洪本、 津波 に対 し で も 十 分 な 対策 を 取 っ た の を 始め と し て 、 重要通信 セ
ン タ の分散や 中 継伝送路の ル ー ト を 増 や す な どで、 災害時の 混乱 の 防止 を 図 っ た。 利用者

向 け に は 、 震災の発生時 に 安否確認の電話が殺到 し 、 不通が増 え た教訓 を 受 け て 、 災害用
伝言 ダ イ ヤ ル '171J を 導入 し た 。 災害発生 に よ り 被災地への安否確認の 電話が殺到 し て 、

電話が掛か り に く い状態 に な っ た 時 、 被災地の 自 宅電話番 号 を キ ー に し て安 否 な どの伝言

を 漬か り 、 被災地内外の家族や親戚、 知人 と の安否連絡 を 可能 に す る ボ イ ス メ ー ルで 、 伝
言録昔時間 は30秒、 保存 さ れ る の は48 時 間 、 但 し料金は発信地か ら 被災地電話番号簡 の 通
話料が必要。 ま た 、 災害救助法が適用 さ れる よ う な 大規模 な 災害が起 き 、 広 域 に 渡 っ て 停
電が統 い た 場合、 テ レ フ ォ ン カ ー ド や コ イ ン 無 し で も 電話 を 掛 け る こ と がで き る 公衆電話

無料化 も 取 り 入れ た 。 大地震 な どの災害時 に 、 住民が避難場所か ら メ ー ル通信や ネ ッ ト へ
の接続が、 無料で で き る 通信 シ ス テ ム も 2001年か ら 始め た 。 災害時 に 特設 さ れ る 公衆電話

の通信 シ ス テ ム に パ ソ コ ン を 接続 し 、 傷星 を 利 用 し て被災地以外の電話局 に 電波 を 送 っ て
ネ ッ ト に接続す る 仕組み だが、 被災者 に と っ て は 竜話以外で の連絡が取れ る し 、 情報収集

も で き る O 災害時の無料公衆電話は相手が不在 な ケ ー ス も あ る し 、 災害情報 を 希望す る 被

災者の増加 を 考 え て 実施 し た 。
通信手段 は 震災10年 を 経て様変わ り し た 。 携帯電話の急激 な 増 加 で あ る O 総務省 に よ る

と 携帯電話 (PHS を 含 ま な い) の 契約数 は 、 震災時の 1994年度末の約433万台が2004 年 6

月 末時点 に は 約8 ， 271万台 と 19倍 に 伸 びた 。 震 災 当 時 に 「携帯電話が繋 が っ た 」 こ と か ら 、
携帯電話 は災害 に 強 い と い う イ メ ー ジ に な っ て い る が、 携帯そ の も の の普及率の低 さ も 原

因 に あ っ た 。 そ の証拠 に2003年 5 月 に発生 し た 三 陸南地震で は 、 全i主i か ら 殺到 し た電話 に

よ っ て輯鞍状態 に な っ た。 通信規制が行 わ れた結果、 時空電話 も 携帯 も 、 ま っ た く 繋が ら
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な く な っ た 。 そ こ で、 総務省が2003�三 に 回線混乱 を 防 ぐ た め に 、 安否確認 を 録音、 再生で
き る 災害用伝言 ダ イ ヤ ル ï171番」 の 活用 を 呼び掛 け 、 携帯電話 か ら の 緊 急通報が確 実 に
伝 わ る 機能 の 改善 に努 め た 。

(図13) 災害用伝言 ダ イ ヤ ル の利用方法

@ I  メ ッ セ } ジの録音
( 3 0秒以内〉

<S> I  メ ツ セ } ジの再生
- 新 し い 伝言か ら再生
- 伝言再 生後緑 音E寺務j;在

書室内

@ / 終 了

純一

日一

日

制一

回一

向凶

暴桝同
iU
叩
'

吋一
純
一
一前

切 断

※ PS (ブッシュ信号)選択について

ダイヤル悶線からポ$1ン式電話機をご利用の場合、 セン合後続後にプッシュ信号送出モード!こ切
替えr1 # J を入力すると、 プッシュ信号による操作 (訂正、 繰返し、 次スキップ 等) が可能です。 ダ
イヤル式電信機をご利用の場合lまプッシュ信号による操作ができないため 、 f録音訂正」 や「繰返
再生Jができません。

覚えてください、 災害時の芦の伝言板 災害用伝雷ダイヤルr1 7 1 J 

( N T T西 日本資料)
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(表 7 ) 災害潟伝言 ダ イ ヤ ;'"の 提供実績

川 申 +8 I -I-I- -lt ]:l  88 �JL� -hf> {{{ J .r!-' 利用 状況 ((( q::. +r::l f.l++ H::) B!3 �JLó+w ({{ l.il， 利用 状況
災 害 | 提 供期間 | 設定被 災地 j | j 宝 i 提 供期間 | 設定被災地 i 九 古 liE l""VJ JßJ p)1.!l:.'I8.Y< J lli  1 (録音+再生) 1 い 1Æ I7'çrn !l'lj 1 (録音十再生)
豪 雨 \ -'- '-' u'V 1 :-I;f- J. ...þ. ! A 約61 ，∞卵子 j 地 震j μ υ i i 約87 ， 000呼1 9 月 7 日 | 茨城県 II'.J V-'- ， vV"�J 1 "'"=  IJ-"- I 3 月 31 日 い 愛媛県 | l i Iil t福島県 ; 1 1 3 月山醐 山口県 l

川9981ド 9 月 3 日 ~ ヂ 向 '. L o 0000 0'. I "，. � 1 2003年 5 月 26 日 ~ 仁 東北 ・ 北海道地 |地 震 ド山 二 : 若手県 | 約8 ， 0000手 ! 地 震 I '-Jvvv I 
:��.r. ;'I U \ '�. � �L!:J I 約65 ， 7000呼9 月 7 引 佐 川 ポ l I flli JR I 6 月 11 日 上 方全域 i 

1 1998年 9 Jì 25 1::l � 一九 四 I !. L r.r. AA^t1c1"， I 山 .=， 1 20C坪 7 月 26 日 � 1 豪 雨 γ υ 八百 高知県 i 約23 ， 00C呼 地 震 山山 ， ' ゴ ゴ ニ � 1 宮城県1 10月 3 R 1 ，H， �，，� | に ， VV'- 叩 内 8 月 27 日 l
i A' = 1 1999年 7 月 23 F:l � 1 = ， ' ， ' ， ' �  ι " "" 1 ，，比 品 200c年 9 月 26 日 � 1豪 雨 1 '0"，-' ' 長崎県 *'.14 呼 地 震 “ 山 7 も 円 ↓ 北海道地方全域1 7 R 26 El I � � " "  . " 叩 叫 J OJì 1 7日 j

放射線 1999年10月 1 日 � I ct!--..l...b. IB 仏 ハ I e，  = 1 2∞4年 7 月 J 3 8 � 1 立川 :: よ も 山 | 茨城県 *'.16 ， 400呼 | 豪 雨 I wvv�-. ' 新潟県事 故 10月 6 臼 I �/""-/-，，"，< ;.'I' い 7 !l 30 日 l

豪 雨 J 99S年 l叩: � : I 岩手県 川上 1岬 i 豪 雨 | 山 7 月 間 : I 福井県郡 山 1 1月 3 日 I '1---l J /l� II ' J -'- ， -'-vV � J I ;� '- I TJ I 月 初 日
I 2000年 3 月 29 日 � 1 _11' _'，f= '� '，L ， ，， ，.... n.A l7 cf， l ，，，，， = 1 2ω4年 9 月 29 日 � 1噴 火 I wvvv ， 北海道 | 約 16 ， 5∞時 i 豪 雨 三重県; 8 月 9 日 ! �IUl' ';!^J.t::\. '1'.1 '"''' ' vVV" J 1 :0 '- ! T.) I 10月 9 日 |
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1 2000年 9 月 12 日 ~ 且 」 同 ふ由 同 L 戸 "イ 時 2004年目月 2' 日 � 1 向 同豪 雨 ! 一 愛士D県・ 岐阜県 約43 ， 5C 呼 地 震 以 工 1 よ ケ ご 新潟県1 10月 15 日 | ク <:.. ^�!/ 叫ナ 戸川 } 円 ， I '� "" 1 ZJJ 24 日 い 山

竺
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約12 ， 60011手

約5， 100日、子
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( N T T同日本資料)

一般電話 は通信規制 で繋が ら な い し 、 携帯電話 は 水 に 浸 か つ て使用不能 に な っ た な ど不

測 の事態 で も 、 公衆電話 だ け は 規制対象外の た め威力 を 発揮 し た の だが、 採算性が低 い と
い う 理 由 で 、 設置数は減少の一途 を た ど っ て い る o 1984年度末 に全国で約93万台 あ っ た公

衆電話 は 、 1994年度末に 約80万台 に 、 そ し て2004年度末 に は約44万台 と 10年 間 で半減 し て

し ま っ た 。 兵i東 県 内 で も 、 2002年度末 2 万3 ， 272台 あ っ た 台数が年 々 減 り 続 け 、 2004年度

末 に は I 万8 ， 080台 に な っ て い る O
災害時 に 避難勧告 な とずの 緊急情報 を 迅速 に 伝 え る た め に 、 兵庫県 は 市 町 と 共同 で携帯電

話の メ ー ル を使 っ て 配信す る 「 ひ ょ う ご防災 ネ ッ ト j 事業 を 2005年か ら 始め る O 風水害 や

地震 な ど の 非常時 に 、 県 や 市 町 な どが避難情報 な ど を 住民 に確実 に伝 え る の が 目 的。 台風
23号 な ど、 2004年 に相次い だ、嵐水害で は 、 豪雨の音で無棋が聞 こ え な か っ た 、 聴覚障害者

な ど に情報が よ く 伝わ ら な か っ たーな どが課題 と し て挙がっ て い た 。 防災 ネ ッ ト は 、 ラ ジ

オ 関西が持つ シ ス テ ム を 活用 し 、 す で に2004年度か ら 単独で市民向 け に利 用 を 陪始 し 、 同

年の台風な どで避難所情報や道路情報 を 流 し て お り 、 2005年度 に は 芦 屋 市 、 尼崎市 な ど10
市町で も 導入す る 予定。 事前 に携帯電話の メ ー ル ア ド レ ス を 県や 市 町 に 驚録 し て お く と 、

自 動的 に メ ー ル で情報が届 く 仕組み。 平常時は ホ ー ム ペ ー ジ で避難所 の一覧表や 、 防災機

関 の連絡先 を 掲載。 自 然災害が発生す る と 、 市 町 か ら は 避難勧告 ・ 指示や避難所情報 な ど

が、 県 か ら は 災害全体か ら 気象、 河川 の情報な どがメ ー ル で配信 さ れ る O 消 防団や 自 主防
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災組織 に も 活用 を す す め 、 避難誘導 な ど に役立て る 方針。

2 .  1 T 
阪神 ・ 淡路大震災が発生 し た 時、 従来の広報手段の すべて を 失 っ た神戸市広報課 は 、 混

乱 の 中 で、 1994年か ら 神戸外国語大学で実験的 に 開設 し て い た市 の ホ ー ム ペ ー ジ を 活用 し 、
日 か ら 内 容 を 震災 関 連 に 切 り 替 え 、 全国 に発信 し た 。 震災 を 契機 に本格 的 に 開始 さ れ た

イ ン タ ー ネ ッ ト の活用 は 、 そ の後、 内 容 に 新 し い項 目 が次 々 に 加 わ り 更新 さ れて い っ た 。
震災翌年 に は 「週刊市政ニ ュ ー ス J が加わ り 、 復興、 震災被害情報 を 発信 、 1 997年 「市長

へ の 手紙」 、 1998年 に は 記者発表資料の ホ ー ム ペ ー ジ化、 2001年 は 各種 申 請手続 き の 用 紙

な ど を イ ン タ ー ネ ッ ト で提供す る 「 申 請便利帳」 な どで、 市民 に 聞 かれ た 「電子市役所」

を 目 指 し た 。

(図14) 避難所一覧 画面イ メ ー ジ

「あじさいインフォーメーション」 のサイ トへ 需話が口、lオ5れます

(神戸市広報課資料)

2004年度 は 、 6 年前 か ら 記者発表資料 の ペ ー ジ で発表内 容 を 掲載 し て い た が、 全件 ま で

は掲載で き て い な か っ た の を 、 毎 日 更新 し 、 全件掲載す る こ と に改め た 。 さ ら に 、 地震 な

ど の 災害時 に 市民 に 有効 な 情報 を 伝 え る た め 、 携帯電話 の ホ ー ム ペ ー ジ で市 内338 ヵ 所 の
全避難所が検索で き る シ ス テ ム を ス タ ー ト さ せた 。 避難所の住所、 電話番号が、 自 分の住

所か ら 検索可能で、 被災地外の 人が親類や知人の避難先 を探す こ と がで き る も のO こ の シ

ス テ ム は 政令指定都 市 で は 初 。 同市の携帯の ペ ー ジ に接続 し 、 [:[名 や 町名 を 選べば、 避難

所が ど こ かが容易 に分か る O 一方 、 災害情報の発信 は 、 ラ ジ オ 関西 の 同 市 の広報番組 「 あ
じ さ い イ ン フ ォ メ } シ ョ ン」 で放送 し た 内容 を ホ ー ム ペ ー ジ に掲載 し 、 地震 な どが発生 し
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た場合、 複数の担当職員がパ ス ワ ー ド を 入力 し て災害情報 に書 き 替 え る こ と がで き 、 そ の

情報 を ホ ー ム ペ ー ジ (携帯情報端末版 を 合 む ) か ら リ ア ル タ イ ム で入手で き る O 災害 時 に
有効 と 考 え ら れ る ラ ジ オ 、 携帯情報端末、 イ ン タ ー ネ ッ ト の連携 に よ る 効果 的 な 情報発信
に よ り 、 市 民 な どが情報入手で き る 可能性が高 ま る こ と を 期待 し て い る O

6 月 か ら は、 キ ッ ズペ ー ジ を 開設 し 、 市 内 の小学生が 自 宅のパ ソ コ ン か ら 神 戸市 に つ い
て 色 々 と 調べ ら れ る よ う に し た ほ か、 7 月 か ら は 「神戸通 に な ろ う キ ャ ン ベ ー ンJ を 実施
し 、 「あ じ さ い イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン 」 と メ ー ルマ ガ ジ ン のPR に努 め 、 9 月 に は メ ー ル マ ガ

(図15) 携帯 サ イ ト (災害時イ メ ー ジ)
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ジ ン の登録者が 1 万 人 を 突破 し た 。 1 1 月 に は ホ ー ム ペ ー ジ の リ ニ ュ ー ア ル に 向 け て 、 ア ン
ケ ー ト を 実施 し 、 2005年 3 月 に は 、 ト ッ プペ ー ジ の リ ニ ュ ー ア ル を 行 っ た 。 項 目 を 絞 り 、

ア ク セ ス が多 い サ イ ト に は視覚的 に探 し や す い よ う に イ ラ ス ト を使用 し た パ ナ ー を 配置 し 、

簡単 に 丈字サ イ ズ が変更で き る ボ タ ン を 配置 し た ほ か、 市の概要 に つ い て 多 言語化 ( 7 カ

国語) を 行 っ た 。
神戸市上空の 降雨情報 を 、 イ ン タ ー ネ ッ ト で提供 し て い る 建設局下水道 河 川 部 の 降雨情

報 シ ス テ ム 「 レ イ ン マ ッ プ こ う べ」 も 、 2004年度 は ア ク セ ス 数 を 大 幅 に 増 や し た 。 こ の シ

ス テ ム は 降雨 の 強 さ が色分け し て表示 さ れ、 範 囲 も 広域、 市域、 市南部、 市北部の 4 ク ラ
ス に分け状況 を 伝 え る も の 。 携帯情報端末版 も あ り 、 兵庫県南部、 神戸市 の 観測情報に 今
日 、 明 日 と 週間 の 天気予報 と 発令 中 の気象警報、 注意報で構成 さ れて い る O

3 . 放送
10年 前 の 1 月 17 日 午前 5 時46分、 神 戸市 中 央 区 中 山手通 に あ る NHK神戸 放送局 3 階の

放送部 で は 、 宿 直の記者が突然襲 っ た 凄 ま じ い震動 に よ り 、 ベ ッ ド の上で大 き く 弾 ん だ。

大型 ロ ッ カ ー が倒 れ、 機材が床 の t を 走 り 、 杭の上の書類や本が宙 を 飛 ん だ。 こ の 瞬 間 を
放送部 に 設置 さ れ て あ っ た ス キ ッ プ。パ ッ ク レ コ ー ダー が、 鮮明 に記録 し た 。 1 時間後、 神

戸放送局 か ら 流 さ れた こ の 映像 を 見 た 大阪放送局 の ス タ ッ フ は 、 息 を 飲 ん だ。 そ し て 同 7

時 l 分、 日 本全国 に 、 さ ら に衛星回線 を 通 じ て 世界 中 に流 さ れ た 映像 は 、 震度 7 の地震の

凄 さ を 庄倒 的 な 迫力 で、伝 え た 。 放送継続の た め 、 会館近 く の小学校の校庭 に仮設ス タ ジ オ
がつ く ら れ、 地震発生直後か ら 総合 テ レ ピ、 衛星第 2 、 ラ ジ オ 第 I の 3 波 で連続26時 間 を

超 え る 震災報道 を 行 い 、 そ の後 も 震災 関連報道 に 取 り 組み続 け た 。
2004年度 も NHK は 、 震災が起 き た 1 月 17 日 を 扶み 1 月 8 日 か ら 22 日 に か け震 災 関 連番

組 を 集 中編成 し 、 総合テ レ ビ を 始め衛星第 l 、 2 テ レ ピ 、 デ ジ タ ルハ イ ピ ジ ョ ン 、 ラ ジ オ
第 I な どで放送 し た 。 特 に 16 日 夜か ら 17 日 深夜 に は 、 神戸、 大阪の両放送局 が中心 と な り 、
30時間余の長時 間 キ ャ ン ベ ー ン 特集番組 「震災10年 い の ち 守 る た め に」 を 放送 し た 。 ま
た ラ ジ オ 第 1 で も 、 16 日 夜か ら 17 日 夜 ま で24時 間 に及 ぶ 震災10年 ラ ジ オ 特集 ( ラ ジ ソ ン )

を 放送 し た 。
震 災 か ら 10年 の 節 目 を 迎 え 、 NHK神戸放送局 で は被災地 の 現実 と 教訓 、 人 々 の 思 い と

課題な ど を 浮 き 彫 り に す る た め 、 震災で家族や 自 宅 を 失 っ た 人 々 な ど を 対象 に ア ン ケ ー ト
調査 を 行 っ た 。 対象は 5 年前 に 実施 し た調査の 2 倍以上 に あ た る 約 2 万 人 で 、 過去最大規

模の調査 と な っ た 。 ア ン ケ ー ト で は 、 街並み の復興 に 比べ心の復興が立 ち 遅れ て い る 実態

や 、 震災経験者の 半数が訪災対策 を 不十分 と 感 じ て い る こ と が述べ ら れ、 今後の課題 と し

て は 、 31 % の 人が高齢者 の 支援 を 求め て い る こ と 、 な どが挙げ ら れた 。 神戸放送局 の 地上
デ ジ タ ル放送 の 開始 に 合 わせ、 12月 1 日 の 「か ん さ い ニ ュ ー ス 1 番」 か ら 放送 を 始 め 、 ニ ュ ー

ス や震災関連番組の 中 で随時、 伝 え た 。
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1 月 8 日 か ら 22 日 に か け て の 集 中 編成 の 中 で、 核 と な る NHK ス ペ シ ャ ルが 5 夜連続で

放送 さ れた 。 13、 14 日 は新潟県 中 越地震 を テ ー マ に 、 2 回 シ リ ー ズ で厳冬期 を 前 に し た被
災地の実態や被災者 た ち の 思 い を 、 1 5 � 17 日 は 「 シ リ ー ズ 阪神 ・ 淡路大震災10年」 を 3
回 連続で放送 し た 。 第 1 回 は 、 地域の97 % が焼失 し 100人近い犠牲者 を 出 し た神戸市長田

区鷹取東地区 を 取 り 上 げ、 悲 し み と 戦い な が ら 生活 を 取 り 戻そ う と 、 懸命の 努力 を 続 け て

き た 人 々 の 歩み を 追 っ た 。 第 2 回 は マ ン シ ョ ン 再建 を テ ー マ に 、 第 3 回 で は震災で 肉 親 な

ど を 失 っ た 人 た ち の 10年の 歩み を振 り 返 っ た 。

16 日 午後 6 時10分か ら 17 日 深夜 に か け て は 、 震災10年 テ レ ソ ン を 放送 し た 。 冒頭の 「 プ

ロ ロ ー グ い の ち 守 る た め に」 で は 、 犠牲者追討の象徴的 な 場所 で あ る 神戸市三宮 の東遊

園地 を メ イ ン 会場 に 、 活断層 の傷跡が残 る 淡路 ・ 北淡町や伊丹市の見陽池公 園 な ど を 中継
で結び、 各地の表情や震災の残 し た 課題 な ど を 伝 え 、 夜の 「 こ こ ろ 見 つ め てJ (午後日時10
分) で は 、 被災地 に建て ら れた モ ニ ユ メ ン ト を た ど り な が ら 、 大切 な 人 を 失 っ た 人た ち の

(表 8 ) NHK の震災関連番組
「震災 1 0年いの ち守る た め にJ (テ レ ソ ン) の主な放送内容

メ デ ィ ア

; 総合 TV

全 国i 全 国
会 問
全i芸 ・近畿
全 国
近 畿
全 関
全 国
近 畿
全 国
会 関
全 国
全 国

16 日 �17 日
17 日
17 日
1 7 日
17 日
1 7 日
17 日
17 日
17 日
17 E:l 
17 日

NHK ス ペ シ ャ ルの放送内容

ノ、ゴ二
f、ゴニ総合 TV 1 .全

i 全
ノ\ニヒ

後:ll : 1O�00 : 30 
前04 : 30�08 :  13 
前08 : 35� 1 1 :  30 

: 30� 1 l : 54 
正午 ~ 後00 : 45
f麦01 : 05�04 : 00 
後06 : 10�06 : 59 
f灸07 : 30�08 : 45 
後09 : 55�09 : 58
後1O : 00�10 : 55
後ll : OO�OO : 00 

f炎09 : 00�09 :  55 
f灸09 : 00�09 :  55 
後09 : 00�09 : 52
f変09 : 00�09 : 55
後09 : 00�09 :  55 

「震災1 0年 ラ ジ、オ特集J ( ラ ジ ソ ン) の主な放送内容
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プロ ロ ぃ グ いのち守る ために
震災 2 万人ア ンケー ト 報告
こ こ ろ見つめて
rおは よ う 日 本 ・ 関西」

題

く ら しを守るために ~阪神 淡路大震災から
来年へ わた したちが震災を語 り 継 ぐ
[ 正午ニュ ー ス ・ 式典中継」
特集 ・ お元気ですか日本列島
「かん さ いニュース 1 番」

何があなたの命を守る のか
震災 2 万人ア ンケー ト 報告
「二二ユ い ス lOJ
震災の教訓 を世界へ ~神戸か

~地震への備え~

副 題
新潟県中越地震 「いつかま た故郷へ」
新潟県中越地震 hむら 、 は守れるか」
奴干申 ・ 淡路大震災10年 「長白鷹取主主地区映像の記録」
阪神 ・ 淡路大震災10年 「マ ン シ ョ ン再建 ・ 住民の選択」
阪神 ・ 淡路大震災10年 「いのち受け継いでJ

(NHK 神戸放送局資料)



思 い と 犠牲者の遺志 を 伝 え た 。 17 日 朝 の ニ ュ ー ス で は 、 震災発生の午前 5 時46分前後 に各

地 を 中 継 で 結 ん で、慰霊の 表情 を 紹介 し た。 「 く ら し を 守 る た め に ~ 阪神 ・ 淡路大震災か ら

の 問 い か け �J (午前 8 時35分) で は 、 被災者が暮 ら し の安心 を 取 り 戻す た め に は何 が必

要か 「 く ら しJ を キ ー ワ ー ド に 、 震災10年 を 検証 し た 。 兵庫県追悼 の 集 い の 会場か ら 式典

を 中継 し た正午の ニ ュ ー ス に 続 き 、 「特集 ・ お元気ですか 日 本列 島 ~ 地震への 備 え �J (午
後 1 時 5 分) で は 、 新潟県 中 越地震、 ト勝沖地震、 宮城県北部地震 な ど、 こ の10年 聞 に起

き た 地震 の教訓 や近い将来発生の恐れが指摘 さ れて い る 東海、 東南海、 南 海 な どの 巨大地

震への備 え と 対策 に つ い て 、 各地の放送局 を 結 ん で伝 え た 。

「何があ な た の 命 を 守 る の かJ ( 同 7 時30分) で は 、 阪神 ・ 淡路大震災 を 教訓 に 「災害
の 瞬 間J '被災産後J '避難生活」 の 3 つ の段階で、 命 を 守 る た め に何が必要 か を徹底検証

し た 。 さ ら に 「 ニ ュ ー ス 10J で も 、 震災が明 ら か に し た 紡災面での教訓、 震災体験 を 若 い

世代 に 語 り 継 ぐ取 り 組み な ど を 伝 え た 。 午後 1 時 � 18 日 午前 O 時の 「震災の 教訓 を 世界へ

~神戸か ら の メ ッ セ ー ジ �J で は 、 18 日 か ら 神戸 で 開催 さ れた 国連防災会議 を 前 に 、 I 人

で も 多 く の命 を 守 る た め に 震災の教訓l を ど う 役立 て て行 く か、 を 有識者や専 門 家 に議論 を

展 開 し て も ら い 、 テ レ ソ ン を 締め括 っ た 。
一方、 ラ ジ オ 第 1 で は 、 16 日 夜の 「 ラ ジ オ 深夜便J (午後日 時20分) か ら 17 日 の 'NHK

ジ ャ ー ナ ルJ (午後10時55分) ま で の 約24時 間、 震災10年 ラ ジ ソ ン を 放送 し た。 震災か ら
の 10年の 検証 と 同 時 に 、 新潟県 中越地震の被災地への メ ッ セ ー ジや 2 つ の 地震 に 共通す る

課題 な ど を 伝 え た 。 さ ら に 、 昨年暮れ に起 き た ス マ ト ラ 沖地震 に よ る 大津 波 の 災害 な ど に 、
ど う 備 え る か な ど に つ い て も 伝 え 、 災害 に 向 き 合い 、 頼 り に な る 「安心 ラ ジ、 オ 」 を ア ピ ー
ル し た 。

こ の年、 震災で壊滅的損傷 を 受

け 解体 さ れ た NH K 神 戸 放送 会館

が、 神戸市中 央 区 中 山手通の 旧 会
館跡地 に 再建 さ れ た 。 2004年12月

1 日 か ら デジ タ ル放送で放送 を ス
タ ー ト さ せて い た が、 2005年の l

月 17 呂 、 ち ょ う ど阪神 ・ 淡路大震
災か ら 10年 白 に全館 を オ ー プ ン 、
震災10年 の メ モ リ ア ル放送 は 、 新

会館か ら 全国 に発信 さ れた 。
新放送会館 は 、 床 面積5 ， 220m'

存主主さ れたNHK神戸の新放送会館 (NHK神戸放送局資料) 地上 3 階 建 て で 、 N H K の 全 国 54

放送局 で は 免震構造 を 持 っ た 初 の放送会館 に な る O 安全性、 信頼性の確保の ほ か、 自 然エ

ネ ル ギー を 活かす太陽光発電装置 も 採用 し た 。 会館 l 階 に は 、 視聴者 と の ふ れあ い と 賑わ
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い の 空間 を 目 指 し 、 視聴者 プ ラ ザ ・ ト ア ス テ ー シ ョ ン がつ く ら れ、 オ ー プ ン ス タ ジ オ で は

ジ ャ ズ の 演 奏 を 定期 的 に 開 く な ど、 観光客 ら で賑 わ う 空間 を 目 指す。 喫茶、 番組公開 ラ イ
ブ ラ リ ー な ど も あ る o 2 階がス タ ジ オ な どの放送 フ ロ ア 、 3 階が事務 フ ロ ア O 外見 の大 き

な 特長が 2 つ あ り 、 山 手幹線 に 面 し た大 き な ガ ラ ス ス ク リ ー ン は 、 放送局 の 未来、 鮮明 さ

を 象徴 し 、 屋 上 の 流麗 な デザ イ ン の鉄塔 は 「六 甲 の 山並みJ 1港町 ・ 神戸 の 波」 を イ メ ー

ジ さ せ て い る O

〔程設住宅の住民の そ の後 を 特集〕

地震発生直後か ら 丸 6 日 間、 CM 抜 き の 震災報道 を 続 け た サ ン テ レ ビ ジ ョ ン は 、 2004年
度 も 被災地の放送局 と し て 、 レ ギュ ラ 一 番組や特別番組で震災関連報道 を 続 け た 。

レ ギ ュ ラ 一 番組で は 「 ニ ュ ー ス Eye ラ ン ドJ ( 月 ~ 金曜午後 9 時30分) の 特集で、 タ イ

ム リ ー な 企雨 を 放送、 水曜 日 に は特集 コ ー ナ ー 11 ・ 17 あ の 日 か ら 」 を 設 け 、 震災10年の被

災地の現状 と 課題 を伝 え た 。
震災10年 と な る 2005年 1 月 17 臼 に は 、 110年、 そ し て …」 を テ ー マ タ イ ト ル と し 、 7 時

間 に 及ぶ特別番組 を 編成 、 10年 の歳月 と 明 日 を 諾 っ た 。

ま ず、 午前 5 時30分 に 、 神 戸市役所南側 の 東遊 園 地 で 開 か れ た 震災犠牲者 を 追悼す る
11 . 17の つ どい」 の模様 を 生 中 継。 続 い て午前 6 時10分か ら は 、 ま ち の復興、 商 街の 再

生、 復興住宅の見守 り 活動 な ど を オ ム ニ パ ス 形式の ド キ ュ メ ン ト に ま と め た 110年 目 の被
災地」 を 放送 し た 。 ま た午前日時40分か ら は 、 兵庫県公館 で行 わ れ た 「兵庫県追悼式典」

の模様 を 生 中 継 し た。

午後 6 時、 同 8 時 か ら は特別番

組 「阪神 ・ 淡路大震災わ た し の10
年J を 編成 し 、 サ ン テ レ ピが震災
直後か ら 取材 を 続 け る 中 で、 出 会 っ
た 多 く の被災者 や 遺族 を ス タ ジ オ
に 招 き 、 こ の 110年」 を 語 り 合っ

た 。 同 7 時か ら の レ ギュ ラ 一 番組

「す て き ! 家族」 を 特別編成で制
作 し 、 被災経験 を 持 つ 喫茶庖主や 、
童話の モ デル に な っ た 家族 を ス タ

ジ オ に招 い て 、 震災当 時か ら 、 今、
スペース2005 ボー ア イ 第三仮設�143人の消息 (サ ン テ レ ビ資料) そ し て未来 に つ い て 聞 い た 。

さ ら に 、 「震災特集J を 発展 さ せ た 「ス ペ ー ス 2005J (毎月 第 4 日 曜午前1 1 時 ) で は 、 1 
月 30 日 「 ポ ー ア イ 第 三仮設 � 143人 の 消 息」 を 放送 し た 。 震災後、 神 戸 の 人工 島 ポ ー ト ア

イ ラ ン ド に は仮設住宅が建設 さ れ、 多 く の被災者が入居 し た。 し か し 、 そ の後、 仮設住宅
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(表 9 ) ニ ュ ー ス Eye ラ ン ド」 の震災関連番組

放送 日 タ イ ト ル

4 月 13 日 「震災モニ ュ メ ン ト 調査」

4 月 21 日 「震災粂 り 越え10周年」

4 月 28 日 「希望の リ ン ゴ植樹 7 年」

5 月 12 日 「合月cjで癒す震災の傷跡」

5 月 19 日 I r腕の仲間を助けたい」

5 月 20 日 「教訓伝える大震災の歌」

5 月初 日 r師ブラ ン ド “ フ ー タ ン "j

6 月 9 日 「食災は終わ ら ない」

6 月 16 B 

6 月 「心和ま す被災地集会所」

7 月 28 日 「 な じみの味 ・ 長田で復活J
トーー
8 月 3 日 「震災10度目 の夏」

8 月 18 日 I r昨日 の野島断層」

8 月 25 日 「震災 と 向 き 合う 高 3 の夏」

9 月 9 日 「誠よ …震災遺族の10年」

9 月 15 日 f10年 閥 、 初の盆踊 り 」

9 月 22 日 「新た に71人 ・ 犠牲者名」

放 送 内 ポ乍3びr 

震災の犠牲者の追悼や、 教司11 の継承な どの 「モニュ メ ン ト J は2003
年末で236 ヵ 所に 。 地図を作成する NPO の上競勇 さ んは 自転車で

j 調交活動を 。
; 映画 「男はつ ら い よ 」 のモデル に な っ た神戸市長田区の共働作業
所が関所10年を迎えた 。 困難を乗 り 越え 、 毎月 「市」 を 開 き 、 i也
域 と のふれあいを 。
復興と希望の シ ンボルに と 大阪の 「 この街 ・ 花の街作戦」 がリ ン
ゴの木を贈っ て 7 年。 県内の学校な ど84 ヵ 所に 500本が。 植樹活
重力は今 も続 く 。
震災後、 拐弓の学習希望が増えた。 避難所 も 体験 した胡弓奏者の
李亙輝さ んは、 被災地に こ そ心に響 く 癒 しの議]べが必要と 、 仮設
を訪ねる な ど活躍 した。
神戸市立雲中小の山下教諭は大地震の起 き た イ ラ ン を訪ね、 当時
の 6 年生が孤児救援に集めた募金を活けた。 こ う し て被災地を結
ぶ交流の芽が生ま れた。
1925年 (大正14年) 、 北但馬でM6 .8の地震が発生。 昼食時で火災
が多 く 、 大惨事 と な っ た。 後世に伝え よ う と 「北但大地震の歌」
が作られた。
長田区で親切金型をつ く る 三浦清三 さ ん l土 、 街の活気復活のため |
のお土産関発に参加、 皮革を利用 したキ ャ ラ ク タ ー グ ッ ズ “ フー
タ ン " を売 り 出 した。
城戸美智子さ んの長女は震災で脳に隊害を負 っ た。 震災の後遺疾
に苦 しむ人に 、 行政のケ アがない と憤 り 、 娘が元に戻る ま で、 震
災は終わ ら ない と話す。
復興住宅で暮らす単身高齢者の安否を ガスの使用量で確認する シ
ス テ ム を神戸市が導入 して 8 ヵ 月 。 体識不良の 3 人が救命措置を
受け、 孤独死を免れた。

震災で壊れた コ ミ ュ ニテ ィ ー を作 り 直すために こ こ を拠点に様々
な取 り 組みを展開。
長田 に老舗のお好み焼 き庖 「千栄」が帰っ て き た。 庖主の河野 さ ん
l土 4 年前、 剰えに庖 を移 したが、 震災1昨を前に長田区での再出 ;
発を決意 した。
中央区の HAT 神戸の復興住宅の潤聞には民間住宅が増え、 街は
様子を変えた 。 復興住宅の高齢者は若い世代 と の交流を求め盛大
な夏祭 り を計画 した 。
淡路 - 北淡町震災記念公園では断層の一部を保存、 公開 している
が、 2 年前から震災の 臼 に市民合唱団が鎮魂の歌声を響かす。 10
年 目 の周辺の人々 を 。
全国初の環境防災科が設け られた神戸市の舞子高校では、 来泰に
初の卒業生 と な る 3 年生が夏休みに 、 「幼稚隠兇にで き る防災J な
ど卒業研究に取 り 組む。
松浦誠君は英語を学びたい と芦屋南高校国際文化科に進んだが、
兵庫区で震災に遭遇 し16歳で亡 く な っ た。 肉親は心の中の彼 と共
に主主き たい と言う 。
震災で壊滅的な被害を受けた芦屋 ・ 中央地医で 9 月 4 日 、 犠牲考
を追悼する盆踊 り 大会が凋かれた。 地域の粋を取 り 戻そ う と企画、
踊 り の紛が広がっ た。
東遊園地の 「慰霊と復興のモニ ュ メ ン ト 」 の銘板に、 神戸市以外
の犠牲者や震災を遠因 と して亡 く な っ た71人の名前が追加さ れた。
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タ イ ト ル 放 送 内 容
[ 震災で倒壊 し た三宮ダイ エー脂舗跡地にR事業ピルが完成 した。 三

10月 7 日 I r震災被害跡地に新商業ピルJ I 宮の膝力 ア ッ プが期待さ れる女姓向け衣料品j苫な どの36テナ ン ト
を一足早 く 紹介。

1 1 月 12 日
l 新潟県中越地震では、 中目次 ぐ余震や山林の水没な ど阪神 ・ 淡路大「ジ ャ ー ナ リ ス ト が見た中越 || 震災 と は違っ た深刻な被警が出た。 耳U� した粟野仁雄 さ んに 2 つ地震J j の震災について開 く 。

1 1月 25 日 1 '震災叩大惜」

12月 l 日 「生かさ れて震災10年へJ

く り の課題」

? 入 ら ない ? 擦の共済」

1卜
i

1

1

2

2

月

月

14 8 I r ぼ く たちの震災劇J

15 日 I '復興住宅 . î誌に活気を…」

1 月 6 日 I '震災10年 ・ 北淡町第烏は今」

1 月 7 8 I '渓災10年 ・ 地滑 り 跡 に咲い
た花」

1 月 10 臼 私の震災10年 ・ 白木利周J

「私の震災10年 ・ 安田秋成」

「私の震災10年 ・ 大森一替わ

1 月 13 日 I '私の震災10年 ・ 石念泰三」

1 月 14 日 I '震災10年 ・ 被災地で、は」

1 月 18 日 I '震災10年の r 1 . 17� J  
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の宴」

I ，夜空の ミ ュ ー ジ ッ ク ポ ッ ト 」 は震災10主ドの2005年 I 月 17 日 の前
夜、 それぞれの思いを込めて歌 う イ ベ ン ト 。 参加者から募っ た歌
いたい欽な どを送る。
白木利潤 さ んは震災でお宅が全壊、 長男 も 亡 く し た。 3 年前に夫
人に先立たれ 「生か さ れている私のやるべ き こ と 」 と 震災を語 り ;
継 ぐ活動を続ける。
震災後、 神戸では13地域で土地区路整破事業が行われた。 住民が
街づ く り 案 を考え 、 防災道路や公園 を作っ た灘 I>l:琵琶町 と 、 会 き
地が残る長田区御蔵通を O
震災を教訓 に兵庫県は 「住宅再建共済制度」 を進めている 。 普段
か ら災害時の住宅再建資金を積み立て る制度。 台風被災者の戸は |
ど う 影響するか。 I
長問!乏の真野小学校の 6 年生が、 震災をテーマの創作劇を k演す |
る 。 避難所で小学生が紙芝居を実演 したエ ピ ソ ー ド を基に 、 台本 j
作 り か ら取 り 組んだ。
震災ま も な く 10年。 被災 した人の暮らす復興住宅では高齢化が進
み、 孤独死がこの 5 年で300人を超えた。 'HAT 神戸脇のj兵」 の街
づ く り を 。
北淡町第島地区は、 震災で家屋の 8 割が全半壊 し たため、 淡路島( で唯一、 復興区画整理が行われた。 大 き な道路が建設さ れ、 町は
どう 変わっ たか。
震災に よ る地滑 り で34人が犠牲になっ た西宮市仁川百合野地区。
高橋光子さ んが始めた被災住宅跡での花育てが、 追悼コ ンサー ト
に ま で発展 した。

語 る o NPO 法人 (
' 1 . 17希望の灯 り 」 初代環事長は長男 と妻の死を受け今、 語 り 継
ぐ活動を続ける。
兵庫区で被災 し仮設住宅で 4 年間、 自 治会長と し て住民の ま と め
役を務めた。 今 も 、 地元を離れ、 高層の復興住宅で孤独に苦 し む

; 高齢者のサポー ト を。
l 大森さ んは芦屋市内の 自宅マ ン シ ョ ンで被災、 仕事を抱えながら i
マ ン シ ョ ン再建に奔走 した。 近所付 き 合い な ど、 災害時に大切な
人 と 人の糾を諮る 。
「 く ら らベー カ リ ー」 の石倉 さんは関庖 9 ヵ 月 で被災。 障害を持
つ従業員 ら と焼 き たてのパ ンで被災者 を も てなす姿は、 映画 「男
はつ ら い よ 」 で紹介。
10年の節 目 に東遊園地や昆陽池な どで、 ろ う そ く を灯す。 地震発
生の時郊に北淡町の聖子島断層では市民が歌を 、 芦屋 ・
ド ラ ム倍の鐘をつ く 。
被災地では様々 な追悼行事が関かれた。
霊する '1 . 17のつ どい」 に続 き
も 式典を行っ た。
被災者、 支援者ら の集いのイ ベ ン ト
年に長白神校で凋かれ、 l 万 2

り の



放送 日 タ イ ト ル

1 月 2l 「震災 ・ わた しの10年」

1 月 25 日 r震災の教問界へ」

月 26 日 「イ ラ ン と神戸一心つな ぐ」

1 月 27 日 「被災地を遠 く 離れて」

1 月 28 日 「記者の服/わた しの10年」

2 月 2 ß 震災lO年の演劇発信」

2 月 3 日 ; 「復爽願う 詩の本が完成」

2 月 9 日 r i吐界の遺児心ひ とつに」

2 月 23 日 「ふれあい住宅 ・ 新たな課題」

I 2 月日 r {主宅再建共済が 9 月発足J

3 月 8 日 「消防救助隊の 日 々 、 舞台に」

3 月 22 日 「笈災10'年 夢の舞台へ」

「被災地を結ぶサ ッ カ ー ボー3 月 23 日 }V J 

3 月 24 El 「神戸と新潟を結ぶ地蔵」

3 月 30 El ーに時」

放 送 [:1ヲ 容
震災遺族や被災者から 、 それぞ、れの10年を開いた番級 「わた しの
10年」 の一部を紹介。 あ る遺族は今で も気持ち は 、 一瞬にあ の 日
に戻る と誇る 。
神戸で関かれた国連妨災世界会議が幕を閉 じた 。 ス マ ト ラ j中、 阪
神の震災教訓 を残すため、 各国が討議を主主ね、 防災に向け踏み出
した 5 日 間を振り 返る 。
イ ラ ン南東部地震の遺児 4 人が来 日 し 、 支援 し て いる神戸市立雲
中小学校の卒業生 と交流。 イ ラ ン と神戸、 2 つの被災地のこ ど も
たちの心がつながっ た。
1 月 17 日 に震災の起き た時刻に 、 鹿児島で も 追悼の集いが関かれ
た。 兵庫の被災者でつ く る 「 り ん り ん鹿児島会J o 神戸に d思い を
寄せる人々 を取材。
震災家族や被災者がわた しの10年を語る 。 仮設住宅自治会長は孤

j 独死防止に全力 を。 舞子高校の生徒は小 2 の持、 焼け跡を見て 「防
災」 を志 した。
劇団道化座が震災10年の現実を描 く 「天国か ら の婚 り 物」 を上演
した。 小 さ な食堂を舞台に震災を も笑い飛ばし 、 活力ある 明 日 を
求める庶民の物語だ。

ら被災者を勇気づける詩を募集 し、 優秀作品 ;
を竹下景子 さ んが朗読する コ ンサー ト を毎年間いている 。 朗読さ
れた詩がー甘すの本に。
地震やテ ロ な どで親を亡 く した世界10 力 闘の こ ど も が来 日 、 判1):ゴ
で震災の遺児たち と交流 した。 「世界こ ど も 会議」 で イ ン ド洋の
津波遺児支援を訴え。
高齢者が助け合って暮らせる共同スペース を持つ 「コ レ ク テ イ ブ
ハ ウ ジ ン グ」 は入居か ら 8 年。 長田区の片山住宅では老々介護と
い う 新 しい問題に。
住宅再建共済が2005年 9 月 か ら ス タ ー ト する 。 県内で住宅を所有 ;
する人が年 5 千円の掛け金で任意、加入。 自然災害で全半壊すれば、
最高 6 百万円が。
震災時に昼夜を問わず救助活動を続けた 、 神戸市消紡局の レ ス
キ ュー隊の苦悩 を描いた 「オ レ ン ジ」 が、 劇団 ピ ープル ・ パー ブ
ル に よ り 上J察 さ れる 。
23 日 か ら 開幕する選抜高校野球に、 兵庫県から神戸国際大付属 と
育英がお場する 。 震災10年、 被災地に元気 と感動 を と 意気込む 2
校に後着取材 した。
滝川第二高が新潟の長岡 [11J陵高を招いた。 戦い終えた陶チー ム は
グ ラ ウ ン ド上でエール を交わ し 、 再単えを誓っ た。 地震 と サ ッ カ ー
が繋いだ交流を。
中越地震で倒れた山古志村の杉材を使い、 村の復興を願う 地蔵の
制作を神戸の市民グループが進めている 。 3 月 に九体が完成予定
で被災地に贈 ら れる 。
地震の空白区だっ た福岡の地震は、 市民や研究者に大き な衝撃を
与えた。 「人 と 紡災未来セ ン タ ー」 は専任研究員 を派澄、 被災や
行政対応を調査した。
神戸国際大付属の井内良介外野手は、 震災で母 と弟 を亡 く し た。
小学校 3 年の持、 父が再婚。 中学で野球をやめ よ う と した時、 止
めたのは今の母だっ た。

(サ ン テ レ ビジ ョ ン資料)
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の解消 に 伴 っ て 、 知 り 合っ た仲 間 た ち と 別 れ、 他 の 土地 に 移 っ て行 っ た 。 番 組 で は 、 ボー
ア イ 第三仮設 に 入居 し て い た 143人 の 消 息 を た ど り 、 現況 を 伝 え る と と も に被 災者 た ち の 10
年 を 追 っ た 。

2 月 27 日 に は 、 「伝 え た い ~ ぼ く た ち の震災」 と 題 し 、 震災直後 に 誕生 し た子供や 、 当
時 中 学 3 年 生 だ っ た 生徒 た ち が体験 し た 「震災j と は どん な も の だ、 っ た の か 、 人生に どの

よ う な 影響 を 与 え ら れた の か、 被災 し た子供 た ち 20人の そ れぞ、れの震災 を 、 イ ン タ ピ ュ
で ま と め た 。

3 月 27 日 放送 は 「 ひ と つ屋根の 下~震災で生 ま れた幹」 で、 1997年 に 誕 生 し 、 全国で初

め て の コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ ( 協 同住宅) と し て注 目 を 集 め た 「片 山 住 宅」 がテ ー マ O

生 ま れ も 育 ち も 違 う 他人同士が徐 々 に信頼関係で結ばれ な が ら も 、 施設入所、 死亡 と い う

悲 し い 出 来事が起 こ り 、 や がて新 し い 入居者が現 わ れ、 新 し い幹 を 結 び始め る ま での 8 年

聞 を 密着 し て 取材 し 、 震災後 に 芽生 え た新 た な 生 き 方 を ド キ ュ メ ン ト に ま と め た 。

〔震災1 0年で各社の取材相 次 ぐ 〕

須磨区 の 本社が震災 に よ っ て 大損傷 と い う 被害 を 受 け な が ら 、 そ の 時か ら 3 日 間 、 CM

抜 き で安否情報、 生活情報 な どの震災報道 を 送 り 続け た ラ ジ オ 関西 (AM 神 戸 ) だが、 2004
年度 も 、 震災報道 に 取 り 組み、 「谷五郎 の OH ! ハ ッ ピ ー モ ー ニ ン グj ( 月 ~ 木午前 7 時30

分) や 「三上公也 CLICK TODAYj (午後 4 時40分) な どで年聞 を 通 じ放送 し た 。

震災10年 に あ た る 2005年 1 月 17 日 に は 、 早朝 5 時か ら 夜 7 時15分 ま で14 時 間 に渡 り 、 通

常 自 主制作番組 を すべて 特集番組 と す る 「阪神 ・ 淡路大震災10周年 1 ' 17特別長時間編成J

を実施 し た 。 10年 を 経た こ の 日 を 、 各番組の 再出発点 と 位置付 け て 、 風化 し がち な 防災意

識 を 新 た に す る と と も に 、 1 ・ 17 を 忘れず に 語 り 継い で行 く こ と の重要 さ を 訴 え る 内容で、

市民 と と も に 歩 ん だ被災局 だか ら こ そ で き る 内容 に し た。

早朝 5 時 に ス タ ー ト 。 パー ソ ナ リ テ ィ ー の谷五郎 が進行役 を務 め 、 井戸敏三県知事が生

出演で、 被 災地 に 、 リ ス ナ ー に メ ッ セ ー ジ を 送 っ た後、 発生時刻 の午前 5 時46分 に 中央区

の東遊 園 地 か ら 市民の黙祷 を 実況放送す る な ど、 通常体制 の 中 で震災特集 を 組んだ。

「谷五郎 の OH ! ハ ッ ピ ー モ ー ニ ン グ」 で は 10年 昌 だか ら こ そ見 え て き た 問題の検証 や 、

メ モ リ ア ル ウ オ ー ク の レ ポ ー ト O 「 さ な え の 100% ビ タ ミ ン Kj (午前日時) で は 、 今 だ か

ら 聴 き た い あ の歌 ・ 被災地が生 ん だ歌 を 特集。 兵庫県公館 で の 追悼式典 の 実況、 も う 一つ
の 追悼会場 と な っ た 「人 と 未来防災セ ン タ ー ・ ウ ッ ド デ ッ キ ス テ ー ジ」 か ら 、 高石 と も や

イ ル カ 、 紙ふ う せ ん ら が出演 し た 「 ふ れ あ い 元 気 ア ッ プス テ ー ジ」 コ ン サ ー ト を 生 中 継。
「チ ャ チ ャ ラ ジ オ j (午後 2 持30分) で は南海 ・ 東南海 に備 え て O 「三上公也 CLICK TO 

DAYj は 「震 災 か ら 10年 被災地か ら 子供達 の 未来へ」 と 題 し 、 中 央区千羽鶴 プ ロ ジ ェ
ク ト の大 日 六商居街界隈 の 、 震災の年 に 生 ま れ た親子が集合、 震災の 歌 を 合唱 。 ま た震 災

で長男 を 失 い 、 生命の大切 さ を 訴 え る 西宮 の主婦か ら 、 そ の活動や現代 の 子供 に伝 え た い
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(表10) AM 神戸 「谷五郎のO H ! ハ ッ ピ モ ー ニ ン グj の震災関i裏番組

放送日 | タ イ ト ル

4 月 12 日 ナ ニ ワのゴッ ド姉ち ゃ ん登場

4 月 15 日 今年 も 響け 1 復興の詩

4 月 17 EI 元気元気な新開地

6 月 16 EI 港町 ・ 神戸への怠い

裁が町元気です6 月 17 臼 ~長岡 ・ 御蔵一

我が岡元気です7 月 15 日 ~神戸 ・ 元町一

I 7 月 19 日 水答が襲っ た福芥は今

7 月 21 日 福芥水害 レポー ト

7 月 26 日 夜間 り 先生が見た 日本の神戸の子供たち

7 月 29 EI 福井取材& 1) ス ナーから の タ オル を届ける

我が町尤気です8 月 16 1] ~長田区一

I 8 月 31 日 j 神戸経済と歩んだ半生

9 月 1 日 都市を襲 う 水害の脅威

我が町元気です9 月 16 日 ~中央区 - 束J I !締町一

9 月 29 日 ; 避難所巡っ た温かい歓声

我が目I元気です10月 19 司 ~長田区 ・ 蓮池~

( 叩OEl 歌が繋げる人の力

10月 21 日 決壊 ! 円 I !J J I I . 出石川

内 l'ゴて�
ハ ッ ス ルな舞台で人気の大西ゆか り さ んは、 長[苅
で被災 した。 あの時の隣人 と の別 れ、 再会の喜び
を開いた。
故i可島英1iの違法; を継ぐ 「復興の詩」 は今年 も 関 i
かれる。 あみる さ んに愛息、や イ ベ ン ト への思いを 。
新開地100年 を前に元気な姿を紹介。 新開地音楽
祭やひった く り ゼ、 ロ を 目指す防犯灯の取 り 級みな
ど。
神戸への支援活動に関わ っ て き た五木ひろ しに開
いた。 神戸への関わ り や被災地への息いな ど。
長田 、 東灘区では修学旅行生の震災体験受け入れ( を行っ ている O 御蔵版では今春だけで800人 も
訪れた。
130年 を迎え た元町商用:街では震災の教訓i を踏 ま
え 、 隣人の生命を守る市民救命士の取 り 組みを始
めた 。

; 突然の集中豪雨で水害の被筈
ア と
を
電
受
話
けた福井の様子

を現地放送局やボラ ン テ ィ 。
福井水害 レポー ト の第 2 弾。 被害の大き い今立町
から 、 現地の様子と必要な支援のあ り 方を呼び掛
け。
夜間 り 先生こ と水谷修先生が出会っ た 日本の子供
たち 、 「傷跡が深い」 と い う 神戸の子供た ちの こ j
と を潤 く 。
谷五郎が福井へ。 市内や山間部の被害状況、 被災
者の声を取材。 支援セ ン タ ー に聴取者からの タ オ
ル届ける 。
高齢者への自己食サー ビ ス を している 「すたあ と長
田」 の活動を紹介。 震災10年に起 き た問題を乗 り
越える 。
兄 ・ 中内功 さ ん と ダイ エー を起こ し 、 のち にポー

と 歩んだ中内力 さ んの
，�、ß l  。
福井、 新潟を襲っ た豪雨が神戸 を襲った ら …。 都
市特有の水害について越村俊ーさ ん と考える 。
吉 く か ら の下町だけに地域の繋が り も 強 く 、 震災

i ß寺 も 活発に助け合っ た。 地域揚げての防災への取
り 組みを 。
楽器片手に避難所を回 り 、 今 も 震災 NGO と 連携
して活動する おお き ち ま き & の む ら あ き が10年を
回顧。
震災時、 火災の被害が一、 を争っ た蓮池周辺。
新住民 も増え小学校児童はJX:一番に。 震災伝える
取 り 組みを 。
被災地神戸か ら生 ま れた唄 「満月 の夕Jo 多 く の ;
歌手が歌い継 ぐが、 沢知恵さ んの唄に乗せた想、い
を聞いた。
台風23号で円山川 、 出石川が決壊、 豊岡、 出石に
大被害が出る O 神戸新聞但馬総局の三上記者に電
話で。
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放送日 タ イ ト ル

10月 25 日 l パス水没事故から の生還

10月 26 日 i 淡路烏被寄レポー ト

10月 27 日 | 淡路鳥取材報告

; 暦災が生んだ一人芝居11月 9 日 ! 同 氏 「l ク リ スマス キ ャ ロ ル」

1 1月 10 日 i 響け ! 復興の歌 ! 夜空のポ ッ ト ラ イ ト

11月 17 日 i 我が町元気です ~六甲道駅北地区~

12月23 日 I KOBE を撮 り 続けて

1 月 10 日 1 10年目 の再会 長田神社 ・ つづらお り の宴

lJì 1 1 日 | 被災者への法的補償

前 B 、 オ ンエア終了後、
各地の被害状況を 、 谷五郎がレポー ト したO
神戸で 上演中に被災 した市村正親 さ んは、 その時
の経験が一人芝居をつ く ら せた。 動機や劇j に込め
た思いを 。

! 震災10年の2005年 1 月 に開 く イ ベ ン ト 紹介。 歌 と
ス ラ イ ドで震災綴る見所を田中治成、 古川麻有さ
んに開 く 。
第 1 国で報告 した地域。 手探 り だっ た何づ く り も
少 しずつ%にな って き た。 周辺の震災10年を振 り
返る 。
震災E直後から神戸の街、 人の顔を撮 り 続けて き た
立木義浩さ んの10年間のd思いを聞いた。
震災 l 年後に関かれた宴には、 も う 一度会いたい、
と 1 万人が集 ま っ た。主催者の金田 さ んに思いを。 I
震災で問題と なっ た法的訴訟は、 今なお十分 と は
言えない。 10年で どこ ま で進んだか、 池田啓ー さ
んに開 く 。

神戸大使で森林植物園名誉園長の女優 ・ 真里子響子
さ んに神戸への思いを聞いた。 I
3 月 29 El ま で毎週火曜 日 に コ ー ナーがス タ ー ト 。
市民救命士の経緯、 救命活動のポ イ ン ト な どを紹
介。
神戸の台所、 神戸新鮮市場を 中心に各商庖街での

( ラ ジオ関西資料 )

こ と を 聞 い た 。 「 ニ ュ ー イ ヤ ー ク ラ シ ッ ク コ ン サ ー ト J ( 同 6 持15分) は佐藤 し の ぶ、 本 旧

美奈子 ら の 出 演で、 1 月 5 日 に 収録 し た コ ン サ ー ト を 放送 し た 。

ま た 、 国連防災世界会議の最終 日 の 1 月 22 日 に 「 ラ ジ オ フ ォ ー ラ ム 阪神 ・ 淡路大震災

か ら 10年 震 災 時 に お け る ラ ジ オ の役割」 が神戸 国 際会議場 で 聞かれ、 民放 ラ ジ オ 各局 の

関係者約100人が参加、 パ ネ ル討議で災害時の情報提供の あ り 方、 危機管理 な ど を 話 し 合 っ

た 。 日 本氏 開放送連盟 ・ ラ ジ オ 委員 会、 日 本損害保険協会の共催で 聞 かれ た も の で、 三枝
博行 ・ ラ ジ オ 関西取締役が進行役 を 務め た。 ま ず、 高橋京子 ・ 新潟放送 ラ ジ オ 局編成制作

部長が、 新潟県 中 越地震直後の放送 に つ い て 「被災者が何 を 求め て い る か を 念頭 に 置い たj

と 述べ、 「最初 は 上 が っ て く る 情報 を 流 し た が、 次第 に リ ス ナ ー の 生の 訴 え を 代弁す る よ
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う に な っ たJ と 話 し た 。 災害前の報道 に つ い て郷隆志 ・ 静 岡放送報道制作 局 報道セ ン タ 一

副部長が、 発生が懸念 さ れ る 東海地震の 地域 を カ バー す る 局 と し て 「津波 は 揺 れ の 査後 に

襲 う と 言わ れて お り 、 す ぐ高台 に逃げる よ う 呼び掛 け て い る 」 と 、 災害への 理解 を 深め る

点 に撤 し た 姿勢 を 説明 し た 。 こ の ほ か、 社屋が被災 し た場合 に ス ム ー ズ に協 力 し 合え る よ

う に 、 複数の ラ ジ オ 局 が共 同 で防災番組 制作 に取 り 組ん で い る 事例 の説 明 な どがあ っ た 。

ま た 、 震災か ら 10年 を 迎 え た こ と か ら 、 壊滅的 な 被災 を 受 け た ラ ジ オ 関 西 に大阪の テ レ

ピ局の取材が相 次 い だ。 関 西 テ レ ピ は 「企業の 語 り 部 た ち 」 と 題 し 、 10月 か ら 約 I ヵ 月 半

に 渡 る “ 追 っ 掛 け " 取材 を 行 い 、 12月 23 日 深夜 に 「 ラ ジ オ マ ン の魂 ・ 震災10年 あ の 持 聞

に 開 こ え た 地震 の 声」 を 放送 し た 。 震 災 の 瞬 間 、 事務机の 下 に潜 り 込ん で一命 を 取 り 留 め
た 丸 山茂樹デ ィ レ ク タ ー は 、 中 断 し た放送 を復活 さ せ る た め瓦 れ き の 中 の ス タ ジ オ に 飛 び

込み、 13分後 に 放送 を 再開 さ せ た 。 周 囲 の被害状況が明 ら か に な る に つ れ、 い ち 早 く 伝 え

た 安否情報は 「水、 物資 は00で 手 に 入 り ま す。 病 院 は00が受 け 入 れ ま す」 。 そ の 後、

台鼠が立 て 続 け に 関西 に襲来、 但馬地方 に 大 き な損害 を 与 え 、 さ ら に新潟県 中 越地震 も 発

生 し 、 ま さ に 地震被災局 の 経験が生 か さ れ る 場面が収録 さ れ た 。 一方、 読 売 テ レ ビ は 、 震
災時、 同 ラ ジ オ で地震発生の 第 …声 を 流 し た藤原正美 さ ん を 取材。 そ の 瞬 間 、 ラ ジ オ 関西

の本社社犀 の 内 装 は ぼ ろ ぼろ に 崩 れ落 ち 、 と て も 放送す る 状況 で は な か っ た が、 奇跡的 に

回 線 と ス タ ジ オ 機能が生 き て い た 。 地震の衝撃か ら 10数分後、 「 し ゃ べ り ま し ょ う か ? は い」

と い う 女性の声で放送が再開 さ れた 。 こ の女性が当 時、 番組の ア シ ス タ ン ト だ、 っ た藤原 さ
ん で 、 そ の 後 IAM 神 戸 の ス タ ジ オ です。 ス タ ジ オ が現在、 た だ今の地震で揺れてお り ま

すJ と 叫ん だ。 そ し て 、 69時 間 に 及ぶ震災報道が始 ま っ た 。 放送で は 当 日 の ス タ ジ オ の様

子が再現 さ れ、 当 時の ラ ジ オ 関西ス タ ッ フ も 震災 時の危機的状況 を 思 い 出 し 、 感慨 に 浸 っ
た番組だ、 っ た 。

ト ピ ッ ク ス

阪神 - 淡路大震災の時に、 手 を 差 し伸べて く 「 ど う ぞ、生か し て下 さ い」 と 手渡 し た。 ま た10
れた福井の人に恩返 し を し たいーと 7 月 に豪雨 月 に は 、 兵庫 を 直撃 し た 台風23号が西脇、 豊潟
水害に遭っ た福井市内のス ーパー を 、 ラ ジオ 関 な どに 大 き な被害を 出 した の を受け、 番組で被
西のパー ソ ナ リ テ ィ ー の谷五郎が訪ねて番組の 災地への タ オ ルの供給を呼び掛けた と こ ろ 、 大
リ ス ナ ー か ら 寄せ ら れた タ オ ル を届 け た。 福井 絞府池田市の宣真高等学校の生徒が、 集めた351
の現地ボラ ン テ イ ア な どか ら 「後片付け に使 う 枚の タ オ ルが寄組に届 け ら れた。 ス タ ッ フ は26
タ オ ルが不足 し て い る 」 と い う 実情を 開 き 、 番 日 に災害地の淡路で 「復旧の手伝い にJ と 現地
組 を 通 し て呼び長 けていた。 こ の 日 午後、 約200 で手渡 し た 。

オ ル を携 え て福井市内 の ス ーパー を訪問、
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十 新鶴
2005年 1 月 17 日 、 被災地 は大震災10年 を 迎 え た 。 新聞各紙は前年の2004年 か ら 10年 に 向

け た連載、 特集 を 組ん で き た 。 6 ， 434人 も の犠牲者 を 出 し た大震災の教訓 と は何 だ っ た の か。
ポ ス ト 10年 に 向 け て 、 何 を伝 え 続 け な け れ ばな ら な い の か一。 各紙が取 り 上げた 内容、 手

法 の 違い は あ っ た が、 問題意識は - に し て い た 。

2004年10月 初 日 に 台風23号が兵庫県 内 を 襲 い 、 淡路か ら 但馬 ま で広範 な 被害 を も た ら し 、
県内 に死者26人 を 出 し た 。 そ の 3 日 後の23 日 に は 、 新潟県 中越地震が発生 し 、 阪神 ・ 淡路

大震災以降、 初 め て震度 7 が記録 さ れ、 死者 は 51 人 を 数 え た 。 大震災が神 戸 ・ 阪神 間 な ど

都市部で、 の災害だ、 っ た の に対 し 、 中越地震は 中 山 間地 を 襲 っ た地震で多 く の 集落が孤立、

山 古志村 (2005年 4 月 に 長 岡 市 と 合併 ) で は約2 ， 000人 の 全村民が避難 を 強 い ら れた 。 被

害の地域性 に よ っ て対応 は 違 っ て く る が、 中 越地震 は 大地震への鏑 え の必 要性 を 衝撃 を 以
て示 し た。 年 末 に は イ ン ド ネ シ ア ・ ス マ ト ラ 島沖 で、 M 9 の 巨大地震 に よ る 大津波 の 発

生で、 イ ン ド洋沿岸で20数万人が死亡、 行方不明 と な る 大災害が起 き た 。 近 い 将来、 発生

が予測 さ れ る 南海、 東南海地震 で は 大津波 に よ る 被害が懸念 さ れ、 強 い 警告 と な っ た 。 以
下 は 、 こ の年 4 月 か ら 翌2005年 3 月 ま で の 各紙の報道で あ る O

大震災10年 に 向 け た 各紙の取 り 組み は2004年当 初 か ら 始 ま り 、 春以降、 本格化 し た が、

連載、 特集の 内 容 は①大震災で起 き た こ と を 見 つ め 直 し 教訓 を総括す る ② そ の 教訓 を 南海、

東南海地震 な ど巨大地震への備 え と し て伝 え る ③被災者や被災地 の 現状 を 伝 え 、 今後 も 必

要 な 支援策 を提起す る に 力 点 が置かれた。

朝 日 新開 は 「 迫 る 巨大地震」 と 題 し 、 南海、 東南海地震 な ど大規模地震 の備 え を 中心 に
展 開 し 、 シ リ ー ズ で 「住 ま いJ '防災 ・ 減災」 な ど を 攻 り 上 げ た 。 夕 刊 で は 、 震災 を 巡 る

人模様 を 描 い た 「震災人国記」 を掲載 し た 。 毎 日 新聞 は 「振 り 返 る O そ し て 明 日 へ」 と の

タ イ ト ル で 連載 を 続 け 、 第 1 部 '6 ， 433人 震災死 を 問 う 」 、 第 2 部 「 中 越 地震 は 問 う 」 、
第 3 部 「公助 を 問 う 」 を 載せ た 。 読売新 開 は連載「震災10年 伝 え 、 つ な ぎ た いJ や 「南海

地震 M 8 に 備 え る J '減災 阪神大震災10年」 に 寂 り 組 ん だ。 産経新 聞 は 「紳-10年 目 の

被災地」 と し て ，. 恩返 しJ '語 り 剖し な どを テ ー マ に 取 り 上 げた 。
神戸新聞 を 見 る と 、 長期連載 「守れ い の ち を J が2004年 4 月 に ス タ ー ト 、 第 1 部 「生

と 死の境」 で、 な ぜ、 あ れだ け多 く の 人 々 が死 な な け ればな ら な か っ た の か、 どの よ う な

状況で死 に 追 い込 ま れ た か な どの検証か ら 始め 、 救命救助 の 課題 を 追 う '72時 詞 の壁」、

自 衛隊の災害出動の課題 を 問 う 「史上 最大の派遣J な ど に 取 り 組 ん だ。 見 聞 き 特集 「 そ の
時 ど う す る 」 も 同 時期 に 始 ま り 、 火災 な ど大震災で起 き た こ と を 振 り 返 り つ つ 、 そ の 課題

が 1 0年 間 で い か に 解決 さ れ た か 、 取 り 組みが遅れて い る 問 題は何か、 を 取 り 上 げた 。 シ リ ー
ズ は2005年 3 月 ま で続 き 、 災害医療、 心の ケ ア な ど20の テ ー マ を対 象 に し た 。

2004年 は 、 年末の そ の 年の文字 に けい が選 ばれた よ う に 、 各地で 自 然災害が相次い だ0
7 月 13 日 に 新潟 ・ 福 島 で 、 18 日 に福井で集 中 豪雨 が発生 し た。 4 月 に 改正 さ れ た被災者生
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活再建支援法 は新潟、 福 井 な ど に適用 さ れ た が、 所得要件 な どで多 く の 被 災者が対象外 と

な っ た。 各紙は被災の状況 を伝 え 、 福井県 な ど は 県独 自 の補助策 を 対象外の被災者 に 実施

し た 。 床上浸水 も 対象 に し 、 そ の後、 国 が床上浸水被害 を 支援法の対象 に す る よ う ガ イ ド
ラ イ ン を作成 し た が、 報道が 自 治体 を 動 か し 、 自 治体の独 自 の施策 の 積 み 重ねが、 法律 を

変 え て い っ た 。
9 月 5 日 に は紀伊半 島 沖 の 地震で、 和歌山 で震度 5 弱 を 記録、 和 歌 山 、 三 重 な ど に 津波

警報が発令 さ れた 。 し か し 、 自 治体の避難勧告 は遅れ、 愛知、 三重、 和歌 山 の 沿岸 自 治体

42の う ち 7 割 の 30市町が避難勧告 を 見 送 っ た こ と が明 ら か に な り 、 南海 ・ 東南海地震で の

対応 に 、 警鏡 を 鳴 ら す結果 に な っ た 。 10月 初 日 に は 台風23号が兵庫県 を 直撃 、 県 内全域が

暴嵐雨域 に 巻 き 込 ま れ、 各地で大雨が土砂 を 崩 し 河 川 を 氾濫 さ せ、 但馬 で は 円 山J l I の 決壊

に よ り 豊 岡 市 の市街地が水没、 県 内 の死者はお人 に の ぼっ た 。 河川 の災害対策や避難指示
の在 り 方 な ど、 国 、 自 治体の対応が関 わ れ た 。 被害状況 の 速報、 対応の検証 と と も に細 か
な 情報提供が求め ら れ、 新 聞 は 交通網、 ラ イ フ ラ イ ン の状況、 ボ ラ ン テ イ ア ら 支援 に 必要

な 被災地の情報、 被災者 に 向 け た 生活支援情報な ど を 、 連 日 掲載 し た 。

向23 日 夕 、 新潟県 中 越地震が起 き た。 最大震度 7 の直下型地震で、 上越新幹線が脱線、
大規模 な 土砂崩 れ に よ っ て 道路網 は 寸断 さ れ、 最大時61 の 集落が孤立、 10万人 を 超す被災

者が避難所で暮 ら し た 。 各紙は現地 に大量 の 記者 を 動員 し て被災地 の ニ ュ ー ス を 伝 え 、 現

地で号外 も 発行 し た が、 被災者 に読 ま れた の は被害 を 伝 え る も の で な く 、 生 活情報 を 掲載

し た号外だ っ た 。 板神 ・ 淡路大震災の被災地 か ら も 記者が現地入 り し 、 大震災の教訓 を 対
策 に 活かす に は何が必要か、 を 報 じ た 。 震災10年 を 前 に し た台風23号、 中 越地震の発生 は
市民の 日 を 自 然災害 に 向 け さ せ、 災害への備 え を 促す き っ か け に な っ た 。 新聞 も 阪神 ・ 淡

路大震災 と 新潟県 中越地震 の 違 い に養 目 、 タ イ プの 異 な る 地震被害への対応 の 必要性 を 訴
え る 記事 を 多 く 掲載 し た 。

〔各紙が被災者の意識調驚な ど を 〕

震災10年の節 目 が迫 り 、 2004年末以降、 各紙は被災者 と 被災地の現状、 防 災意識 な ど を
探 る 調査 を 実施 し 、 そ の結果 を 報 じ た 。

朝 日 新聞 は、 防災 に 閲 す る 3 ， 000人の 全国世論調査 を 2005年 1 月 17 日 の朝刊 に掲載。 「 品

番恐れて い る 自 然災害 に つ い て 、 地震 を 挙げた 人が84% を 市 め た。 阪神 ・ 淡路大震災の よ
う な大震災が、 自 分の住む場所 で も 起 き る と い う 不安 も 69% に の ぼ っ た 。 そ の 一方、 家具

な どの転倒 防止策 を 取 っ て い る 人 は23% に と ど ま る な ど、 11f11人 レ ベ ル で の 防 災対策が進ん

で い な い実態 も 浮 き 彫 り に な っ た」 と 記 し た 。
毎 日 新聞 は神戸市東灘区本 山 中 町 な ど 3 地点で、 被災者の意識調査 を 実施 し た 。 自 治会

の協力 で115人が自答。 「被災地が復興 し た と 感 じ て い る 人が65 % に の ぼる 一方 で 、 家計や
健鹿 な ど 自 分の 生活の 中 で、 震災 の 影響が残 っ て い る と の 回答が64 % を 占 め た 。 影響が残 っ
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て い る 具体 的 内 容は 、 家計 (30% ) が ト ッ プで 、 心の舘康 (21 % ) 、 体調 (19% ) 職業 ( 18 % )

の}II買 に 多 か っ たJ と 伝 え た 。

読売新 聞 は 、 遺族388人か ら 聞 き 取 り 調査 を 行 っ た 。 記者が商談 し 15項 目 の 質 問 の ほ か、
近況 を 開 い た 。 2005年 1 月 17 日 朝刊 で 「半数近 く は 、 い ま だ に 悲 し み が癒 え な い と 答 え 、

歳月 を 経て も 、 変 わ る こ と の な い遺族の心の 一端が明 ら か に な っ た 。 一方で、震災後の生活

で は 、 大半が家族や友人 に 支 え ら れた と 感 じ 、 自 分 自 身 の変化 に つ い て40% 近 く は 「生 き

て い る こ と に 感謝す る よ う に な っ た』 と 回答。 「以前 よ り 強 く な っ たJ な どの 答 え も 目 立 ち 、

身 近 な 存在 に 支 え ら れ、 前向 き に 歩 ん で き た 遺族の姿が浮 き 彫 り に な っ た」 と ま と め た 。

神戸新聞 の復興住 宅 ア ン ケ ー ト は 、 神戸大学塩崎研究室 と 共同 で実施、 31団地1 ， 004 世
帯か ら 回 答 を 得 て2004年12月 に 掲 載 し た 。 「近 隣 と の つ き あ い で 「 よ く あ る 」 は 、 震災前

の56 % か ら 11 % に 激減 し て い る が、 「少 し つ き あ い があ る J は 、 過去 2 囲 よ り 増加傾 向」

と し た kで、 細 か な ケ ア 体制 の必要性 を 指摘 し た。

震災10年 に あ た る 2005年 1 月 17 日 の朝 ・ 夕 刊 は 、 各紙 と も 、 l 面 ト ッ プ に 震災10年の 記

事 を 置 き 、 各面で詳 し く 10年 を 伝 え た 。 神戸新 聞 は 16、 17 日 の 2 日 間 、 別 刷 り 特集 も 発行
し た 。 各紙の 10年報道が凝縮 さ れた 17 日 夕刊 1 1閣 の 見 出 し は、 以 下の通 り だ っ た 。

朝 日 「一歩ずつ 阪神大震災10年、 5 時46分鎮魂の祈 り 」

毎 日 IKOBE の心 世界へ 坂神大震災10年、 今 こ そ減災の文化 を 」

読売 「復興10年 新 た な 一歩一阪神大震災 苦難の軌跡世界 に」

産経 11 . 17新 た な 誓 い一阪神大震災後興101:j三 命の重み語 り 継 ぐ使命 に終 り は な いj
神戸 「無念 尽 き せぬ な ぜーあ の 日 か ら 10年、 阪神 ・ 淡路 5 時46分J

ま た 、 2005年 1 月 18 日 か ら 神戸市で関連防災世界会議が開催 さ れた 。 2004年12月 26 日 、

ス マ ト ラ 沖地震 に よ る イ ン ド 洋大津波で、 沿岸各国 は 大 き な 被害 を 受 け 、 世界規模 で の 津

波警報 シ ス テ ム の 整備が、 大 き な テ ー マ に な っ た 。 こ の災害で各紙は 現地 に 記者 を 派遣 し

現地 レ ポ ー ト を 続 け て い た 。 地震か ら 津波発生 ま で に残 さ れ た 時 聞 が僚かで あ っ た こ と 、

津波被害が地震源か ら 遠 く に ま で及ぶ こ と な どが示 さ れ、 各 国 が協力 し て 防災 シ ス テ ム を
構築す る 必要性を痛感 さ せ た。 2005年 3 月 初 日 に は 、 発生確率が低い と 見 ら れ て い た福 岡

で強い 地震が起 き た 。 離 島 の 玄界 島 が大 き な 打撃 を 受 け た が、 福 間市 の 都心 で は 、 ピ ル の
ガ ラ ス が落下す る な どの被害があ っ た 。 人通 り の 多 い 昼 間 の都心 を 大地震が襲 っ た場合 に

ど う 対応す る か、 地下告での避難対策 な ど、 新 聞 は検証 ・ 警告記事 を 書 き 続 け た 。

神戸新聞社の震災10年報道が、 2005年度の新聞協会賞 を 受 け た 。 受賞理 由 と し て 110年
に 渡 る 叡材 の 蓄積 を 基に 、 肉 親 を 失 っ た 遺族 ら 被災者の心の ひ だ を 読み取 り 、 今 な お 残 る

身元不 明 者 の 問題 な ど、 埋 も れて い た事実 に光 を 当 て 、 新潟県 中 越地震 な ど も 踏 ま え 、 最

新の 防災課題 を 被災者の 肉 声で浮 き 彫 り に し た 。 震災後の 自 殺、 孤独死 の 問 題 に も 真正面
か ら 向 き 合い 、 真 の 復興 と は何か を 問 い 直 し たJ と 評{屈 し た 。

同新開社の10年報道 の 主 な 連載は次の通 り で あ っ た 。
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I 函連載 「守れい の ち を J (2004 . 4 - 2005 . 1 ) / 1生 と 死 の境J 172時 間 の壁J 1史上最

大 の 派遣J 1災害列 島 の 今」 な ど。

社 会面連載 11995 . 1 . 17か ら J (2004 . 4 - 2005 . 1 )  / 1埋 も れ た 記憶 西宮 ・ 仁 川 の

地滑 り J 1焼骨 身 元不 明 の 9 人 を 探 し てJ 1生 き 寵す 震災障害者の 10年J 1軌罫 県外
被災者の 10年J 1生 き る 震災孤児の 10年」 な ど。

シ リ ー ズ特集 「 そ の 時 ど う す る J (2004 . 4 - 2005 . 3 )  / 1大規模火災J 1住宅耐震J 1義

援金J 1仮設住宅J 1心の ケ ア J 1"丈化財」 な ど。

イ ン タ ビ、 ュ ー 企画 「震災10年 を 語 る J ( 同 )

丈イヒ覇連載 195→05 震災 を 越 え てj な ど。
経済面連載 110年の 決算 ・ 県 中小企業家 向友会調査か ら 」 な ど。

写真企画 「 あ の 時 あ の場所J /避難所 ・ 仮設 に て 、 復興の芽吹 き な ど。

〈参考文獄〉
潟西電力神戸支!吉

「神戸市広報課資料」 神戸市広報課
fNHK 資料J NHK 神戸放送局
「サ ンテ レ ビ、資料」 サ ンテ レ ビジ ョ ン
「ラ ジオ関西資料」 ラ ジオ 関西
「神戸新開資料」 神戸新開社
朝 日 、 毎 日 、 読売、 サ ン ケ イ 、 臼本経済、 神戸新潤
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防 災



は じ め に

阪神 ・ 淡路大震災か ら 10年 目 を 迎 え た2004年度 は 、 自 然災害が猛威 を 振 る う 1 年 と な っ

2004年 は 夏 か ら 秋 に か け豪雨 と 台鼠が次 々 と 列 島各地 を 襲 い 、 台風だ け で も 10個 も 土
陸す る 記録的 な 年 と な っ た 。 風水害が立 て 続 け に起 き る 中 、 10月 に は 阪神 ・ 淡路大震災以

来 と な る 震度 7 を 記録 し た新潟票 中 越地震が起 き 、 特 に I IJ 間 部 の 集落 で は 、 民家の倒 壊 に

加 え 、 山 崩 れ ・ 道路の 崩 壊 な どが重 な り 、 救出 ・ 避難 は 困難 を 極 め た 。 新幹線 も 開業以来

初 め て の車両脱線事故が発生 し た 。

2004年度の風水害 の 人的被害 は 、 全国 で死者349入、 行方不 明 14 人 に達 し 、 特 に 高齢者
が犠牲 に な る 傾向 が顕著だ、 っ た 。 こ の傾 向 は 、 地震災害で も 共通 し て お り 、 災害が発生 し

た場合の 高齢者の救出 ・ 避難 の あ り 方 が課題 と な り 、 LIJ 間 部や過陳地 と 高齢化が も た ら す

社会構造そ の も の に 、 私 た ち が ど う 立 ち 向 か う か と い う 本質 的 な 問題点 を 突 き つ け て き た 。
2004年 も 暮れ よ う と し た 12月 、 イ ン ド ネ シ ア ・ ス マ ト ラ 島沖 で起 き た 巨大地震が、 イ ン

ド洋全域 に 大津波 を 発生 さ せ、 死者 ・ 行方不明 者 は 20万 人 を 超 え る 津波被害 を も た ら し た 。

観光で訪れて い た 日 本人 を 含 む 世界各国 の観光客 も 巻 き 込 ま れた こ と も あ っ て 、 津波の破

壊力 の 恐 ろ し さ が世界中 に報道 さ れた 。

国際社会 は 、 た だ ち に救援 に 立 ち 上が り 、 自 然災害への対花、で は かつ て な い 国際連携が

行 わ れ た O こ う し て地震 ・ 津波への 関心が高 ま る な か、 国連防災世界会議が阪神 ・ 淡路大

震災か ら 10周年 を 迎 え た神戸で開催 さ れた 。

こ う し た な か、 阪神 ・ 淡路大震災の被災地 は 、 発生か ら ま る 10年 の歳月 が流れ、 ま だ ま

だ課題 を 残 し な が ら も 、 一!志の復興 を 成 し 遂 げた と い え よ う 。 兵庫県 と 被 災10市10町の復

興対策本部 の ほ と ん どが 3 月 末で そ の 看板 を 降 ろ す こ と に な り 、 震災10年以降の課題 に 向
け 、 新 た な 決意で一歩 を 踏み 出 し た 。

し か し 、 泣 い 将来、 東南海 ・ 南海地震 な どの 巨大地震の発生が避 け ら れ な い と の予測が

あ る な か、 阪神 ・ 淡路大震災最大の教訓 の ひ と つ で あ る 建築物の耐震化 だ け を 取 り 上 げて
も 、 そ れ ほ ど進 ん で い な い の が現実で あ る O 教訓i は 、 活か し て こ そ の 教訓 で あ る O 被災地

は 、 さ ま ざ ま な 教訓| に学 び、 こ れ ら を 活か し つ つ 、 情報 を発信 し続 け て い か ね ばな ら な い 。

地震への 備 え は 「 自 助J を 基本 に し つ つ 、 「共助」 と 「公助j の 力 を どの よ う に組み合

わ せ て い く か一一一。 こ れ は 、 災害への備 え だ け で な く 、 21世紀 の 閣 の姿 を 問 う 大 き な テ ー

マ に つ な カす っ て い る O
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l 第一節 防災体制の整備

阪神 ・ 淡路大震災か ら 10年が経過 し た の を 機 に 、 被災 自 治体 に掲 げ ら れ て き た災害対策

本部の看板 は 降ろ さ れ、 復興本部 も 一部 を 除 き 、 ほ と ん どが2004年震末で 姿 を 消 し た 。 南

本部 を 最後 ま で残 し て い た兵庫県 は 、 震災10年後か ら の新 た な 防災への 取 り 組み と し て 、

2005年度 に 、 防災部局 の 組織 を 改め 、 「防災企画局J と 「災害対策局J を 設置 し た 。 従来、
災害が発生 す れ ば企画部 門 も 一緒 に 災害対応 に 合流 し て い た の を 、 そ れぞれ専 門化す る 形

で防災 と 災害対応 を 分離す る こ と で、 腰 を 据 え て 災 害 に備 え る 姿勢 を 明確 に示 し た 。

ま た 、 こ れ に 先立 ち 、 兵庫県議会、 神戸市議会は そ れぞれ震災10年 を 節 目 と し た議会決
議 を 行 い 、 こ れ ま で に全 国 か ら 寄せ ら れ た 支援 に 対 し感謝の気持 ち を 述べ る と と も に 、 新

た な気持 ち で防 災 に取 り 組む決意 を 表明 し た 。

ポ ス ト 10年の 最大の課題が、 東南海地震 ・ 南海地震への対策であ る o 2004年度の地域防
災計両 に は 、 両地震で予想 さ れ る 津波への対策が新 た に 書 き 込 ま れた 。 両地震 に対 し て 、

政府 は 初 め て 減災 の 具体的 な 目 標 を 数値で示 し た 「地震防災戦略」 を 明 ら か に し 、 東海地

震 も 含め 、 想定 し て い る 死者数、 経済的被害額 を 10年で半減 さ せ る 目 標 を 初 め て掲 げ、 地

方 自 治体 に も 具体的 な 地域 目 標 を 策定す る よ う 求め た 。

建築物 の耐震化 は 、 地震 に よ る 人 的被害 を 最小 限 に す る た め の最大の対策 と さ れ る が、

阪神 ・ 淡路大震災で被 災 し た10市10町 の公 立小 中 学校の耐震化 は平均で 1 割程度 に と ど ま
り 、 神戸 市が実施 し た ア ン ケ ー ト 調査 に よ る と 、 住宅の耐震改修 も 2 割程度 に 過 ぎ な い。

同 市 は 、 市立小 中 学校 の 耐震化率40 % を 、 今後10年で100% に す る 日 課 を 打 ち 出 し た が、

厳 し さ を 増す地方 自 治体の財政状況か ら 、 思 い切 っ た 目 標 を 打 ち 出せ な い 自 治体が多 い 。

阪神 ・ 淡路大震災の最大の教訓 を 活 かす た め に 、 公共建築物、 住宅の耐震化促進 を 図 る 財

政的 ・ 技術的 な 工夫が求め ら れて い る O

1 . 防災関連組織の新設 ・ 改療等
〔兵麿県 災害対策本部 、 復興本部 を麗止〕

阪神 ・ 淡路大震災の発生 か ら 10年 を 機 に 、 兵庫県 の 阪神 ・ 淡路大震災災害対策本部 (本
部長、 井戸敏三知事) と 阪神 ・ 淡路大震災復興本部 ( 河 ) は2005年 3 月 31 日 、 最後の本部

員 会議 を 開 き 、 同 日 、 両本部 は廃止 さ れた 。
対策本部 は 、 震 災 当 日 の 1995年 1 月 17 日 に発足。 同 年 5 月 ま で に 121 回 会議が聞かれ、

応急復 旧対策 に 取 り 組 ん だ。 復興本部 は 同年 3 月 15 日 に 設寵 さ れ、 復興事業 な ど に つ い て 、

こ の 日 も 含 め計102回 会議 が開 か れ た 。 最後の会議 で は 、 各部部長 ら 本部員 が黙祷。 こ れ

ま での経緯が報告 さ れ、 井戸知事が 「来 る べ き 東南海 ・ 南海地震 に対 し 、 制度 的 な備 え と
実践的 な備 え を 充実 し な け れ ばな ら な い 。 引 き 続 き 減災社会 の構築 に 努力 を 」 と 訓示 し た 。
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県以外の災害対策本部 は 、 被災 し た 10市10町すべて が震災当 日 に 設置 さ れた が、 そ の後、

災害対策が一 区切 り し た段階で、廃止 し た と こ ろ が多 い 。 最後 ま で残 っ て い た 神戸市、 西宮

市、 芦屋市、 伊丹市、 宝塚市、 津名 町 も 県 と 同様2005年 3 月 31 日 で廃止 し た 。

ま た 、 復興本部 に つ い て は 、 県以外 に 7 市 2 町が設宜 し た が、 神戸市 は 2000年 に廃止、

明石市 は 2001年 に廃止 し た ほ か、 芦屋市、 伊丹市、 北淡町、 東浦可 は i早 と 同 様に2005年 3

月 31 日 に廃止。 西宮市 は 同年 5 月 31 日 に廃止 し た 。 尼崎市、 宝塚市 は 継続 と な っ た 。 (注 1 ) 

〔兵産票 麗 災 1 0年 を 契機に新た 怠 拐災体制〕

阪神 ・ 淡路大震災か ら 10年 の節 目 を 迎 え た兵庫県 は 、 震災か ら の復興 に つ い て は 、 こ れ
ま での絞 り 紹 み の 成果 を 礎 に 、 高病涼性烏 イ ン フ ル エ ン ザ

幅広 い危機管理 に対応応、で き る よ う 、 妨災体制 の充実強化 を 図 る 組織改正 を 2005年度 に 行 っ
た 。

具体的 に は 、 「 防 災企画同」 と 「災害対策局」 を 設置 し た 。 訪災企画局 は 防災の企画 ・

計画部 門 を 強化す る た め 、 防災施策 の企画調整、 危機管理事案の総合調整 を 所管す る 。 防

災企画局 に は①関 内外の 災害復興支援 に係 る 調整業務 を 担 う と と も に 、 こ れ ま で震災毎興
で蓄積 し て き た知恵や教訓 を 活か し た 防 災意識の 向 上 に 係 る 各種施策 を 所管 す る 「企画課」

②防災施策の企画調整機能や地域防災計画の推進 な どの企画立案機能 を 所管 す る 「防災計

画課」 お よ び③高圧 ガス 、 液化石油 ガス 等危険物 の保安 と 火薬寂締等 を 所管 す る
安課」 を 設置 し た 。

ま た 、 災害対策 ・ 応急対策実施部 門 の 一層 の 強化 を 図 る た め 、 災害発生時 の 花、急対策、

平素 に お け る 災害訓練 に専念す る 災害対策局 を 設置 し た 。 同局 に は①専 ら 災害対策 を 担 う

「 災害対策課」 を 設置す る と と も に②災害発生時 に お い て特 に 重要 と な る 情報のイ示達機能

の 強化 を め ざ し た 「防災情報課」 、 お よ び③消 防法、 消 防組織法 の ほ か、 自 主 防災組織の

育成、 救急救命士 の 養成等 を 所管す る 「消 防課J を 設置 し た 。
こ の ほ か 、 災害発生時 に は 、 県立広域防災セ ン タ ー と 一体 と な っ て 、 来下全域を カ バー

す る 総合的 な 防災拠点 と し て 機能す る 「三木総合防災公罰J (三木市) が2005年 8 月 に 完

成す る こ と か ら 、 広域防災セ ン タ ー に 「防災公園管理部長」 を 設置 し 、 災害時の即応体制
を 踏 ま え た 防 災公 園 の 管理運営 に あ た る 。 (注 2 ) 

〔兵嘩県議会、 神戸市議会が複興1 0年で決議 内外の支援に感謝〕

兵庫県議 会 は 2005年 3 月 29 日 の本会議で、 「震災復興10周 年 に あ た っ て の 決議」 を 賛成

多 数で可決 し た。 決議で は 、 毎興過程で の 内外か ら の支援への感謝 を 表明 。 住宅再建の 「公
助」 や 「共助」 の制度充実 を 国 に働 き か け る な ど 「震災復興の残 さ れ た課題 を 解決す る こ

と が被災県 ・ 兵庫 の責務で あ る と 認識 し 、 こ れか ら も 全力 を あ げて取 り 組 ん で い く 」 と し
た 。
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ま た 、 神戸市議会 は2004年12月 22 日 、 「阪神 ・ 淡路大震災 か ら 10年 に あ た っ て の 決議」

を 全会 論致で可決 し た 。 決議で は 、 「震災か ら 学 ん だ教訓 を 発信 し続 け 、 国 内外の ま ち づ
く り に 寄与す る と と も に 、 人 と 人の き ず な の輪がい っ そ う 広 がっ て い く こ と を 強 く 希望 し

ま す」 と し て い る o (注 3 ) 

〔 紡災専任職 「 な し 」 が 8 割 兵庫県85市町調査〕

兵庫県 内 の 全部 市 町 の う ち 、 防災専任の 職員 を 置い て い な い市町が約 8 割 に 上 る こ と が、
2004年 9 月 ま での県 の 調べで、分か つ た 。 過去 1 年 間 に 、 県 や 人 と 防災未 来 セ ン タ ー が 聞 い

た研修 な ど を 受 け た の も 35市町の職員 で、 半数に届 か な か っ た 。
県が板神 ・ 淡路大震災 の10年検証の一環 と し て ア ン ケ ー ト 調査 し た 。 そ れ に よ る と 、 防

災専任 の 担 当 職員 がい る の は 14市 5 可。 専任担当 者 が最 も 多か っ た の は神戸市の 19人で、

次い で西宮市 7 人、 明石市 6 人、 尼崎市 5 人、 芦屋市 4 人 の 頗だ っ た 。 残 る 9 市57町

に も 防災担 当 は い た が、 いずれ も 他の 業務 と の 兼務 だ、 っ た 。
一方、 県 な どが聞 く 防災講座や研修 に 、 職員 が参加 し て い た の は 16市1 9 町 で 、 う ち 10市

1 町 は 2 人以上が受講。 逆 に 1 人 も 受け て い な か っ た の は約 6 割 の 50市町 だ っ た 。 エ リ ア
別 の 受講率 で は 、 丹波29 % 、 但馬19% 、 西播磨18%一ーが低か っ た 。 (注 4 ) 

〔都道府県 防災カア ッ プ 職員 1 五倍 ヘ リ 2 聞 5倍 朝 日 新聞 ・ 京大調査〕

阪神 ・ 淡路大震災 (1995年 1 月 ) 当 時 に比べ、 都道府県の 防災体制 は こ の 10年で 人員 、

装備 と も 大幅 に 向上 し て い る こ と が、 朝 日 新聞社 と 京都大学防災研究所巨大災害研究セ ン
タ ー が2004年 の 「紡災の 日 」 を 前 に 実施 し た47都道府県 ア ン ケ ー ト で、分か つ た 。 地一ド鉄サ
リ ン事件や 米 国 同 時多発 テ ロ 、 有事法制 な ど を 受 け 、 危機管理 に 傾斜 を 強め て い る 防災部

局 も 多い 。 た だ、 個 々 の 災害 に対す る 被害想定や民嵩住宅の耐震診断 ・ 耐震改修への助成

は緒 に つ い た ばか り O 組織の 多様化か ら 、 広域災害での連携 を 懸念す る 指摘 も あ る O

ア ン ケ ー ト は 6 月 か ら 8 月 に か け て実施。 紡災体制 な ど に つ い て 、 阪神 ・ 淡諮大震災が
起 き た 1994年震 と 震災10年 に あ た る 2004年度 を 中心 に47都道府県 に尋ね、 比 較 し た 。

防災 ・ 危機管理 を 担当 す る 現在の部 門 と 人員規模 を 尋 ね た と こ ろ 、 消 防防災課がほ と ん
ど を 占 め た 1994年度 と は違 い 、 担 当 課 は 多岐 に わ た っ て い た 。 ま た 、 担当 す る 職員数は計

2 ， 183人で、 1994年度 に 比べ1 . 6倍 に増 え た 。 防災ヘ リ は 62機 (市 と の 共 同 管 理 を 含 む ) で、
10年前の2 . 5倍 に な っ た 。 未配備 は宮崎、 佐賀 、 沖縄の 3 県 ま で、 減 っ た 。

一方、 防災局 の 職務 の 内容 も 、 防災 と 大事故が中心 だ っ た 10年前 に 比べ多様化 し て い る O
当 持 は な か っ た 烏 イ ン フ ルエ ン ザや新型肺炎 SARS の対策 な ど、 危機管理全般 を 所管す る

と こ ろ が39都道府県 あ っ た。 国民保護法制 な ど有 事体制 を 担 当 す る と こ ろ は 、 43都道府県
に拡大 し た 。

こ れ に 伴 い 、 OB 自 衛官 の 採用 や現職 自 衛官 の 受 け入 れ を し て い る 自 治体 (非常勤含む)
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は 、 24都府県 ( 1994年度 は ゼ ロ o 2001年度 7 都県 立 朝 日 新 聞調査) と 年 々 増 え て い る O
近い将来、 巨大地震発生の 恐れが指摘 さ れ、 1981年以前の 旧 耐震基準命 で 建 て ら れた 木造

住宅の耐 震化が不可欠 と さ れて い る 。 こ の点 に つ い て は 、 17府埠が よ う や く 国 の事業の 後

押 し を 受 け る な ど し て診断への助成 を 実施、 10県が耐震改修の 支援 に 踏み切 っ た 。
個別 の災害 に対す る 被害想定や災害予測図 の作製 ・ 公表 も 進 ん で い る 。 活 断層 に つ い て

は 14県が、 海溝型地震の震度や津波災害は25都府県、 火lL! . 土砂災害 な ど は 17県が手がけ
て い る O た だ、 ホ ー ム ペ ー ジ な どでの公表 も 多 い た め 、 高齢者 に は十分で な く 、 そ の対応、

が課題 と な っ て い る O

こ の ほ か、 防災の 内容が多掠化 し た た め 、 防災部局 が生活環境部や環境防災部、 総務部、

防災局 な ど と ま ち ま ち に な っ て い る O 東海 ・ 東南海 ・ 南海地震 と い っ た広域災害が起 き た

場合、 組織間 の連携が必 要 だが、 混乱の恐れがあ る と 指摘す る 声が専門 家 の 間 で 出 て い る 。
(注 5 ) 

2 . 地域隣災計画等の整備
〔兵麗県防災会議 東南海 ・ 甫海地震の津波対策 な ど推進計圏 を 決定〕

兵庫県防災会議 (会長 ・ 井戸敏三知事) は 、 東南海 ・ 甫海地震 に備 え た 紡災対策推進計
画案 を 2004年 4 月 22 日 に決定、 そ の後、 罰の承認 を 経て 兵庫県地域防災計画 ・ 地震災害対
策計画 の 第 6 編 と し て作成 し た。

推進計画 は 、 東南海 ・ 南海地震防災対策特別措置法 に 基づ き 、 推進地域に 指定 さ れた 市

町村 と そ の都府県、 NTT や ]R と い っ た 公共機関 な ど に作成が義務づけ ら れて い る 。

今回 の推進計画 は 、 両地震で発生す る 津波への対 策が中心で、 紡潮堤の 耐 震点検や 、 水

門 を 誰が閉 め る の か な どの 関鎖体制 の確立、 必 要 な 施設整備の推進な ど を 定め て い る 。 ま

た 、 広域被害が予想 さ れ る た め 、 住民や企業 な どが参加 し た 防災訓 練 を 実施 し 、 地域防災

力 の 向上 に 努 め る こ と に し て い る 。
ま た 、 計画で は 、 各 市 町 に 、 津波で避難が必要 に な る 区域 を 避難対象地区 と し て指定 し 、

避難場所や 避難経路 を 決め 、 避難計画 を周知徹底す る よ う 求め て い る 。
防災対策推進地域 は 、 神戸、 姫路、 尼崎、 明石、 西宮、 洲本、 芦屋、 栢 生 、 加古川 、 赤

穂、 高砂の1 1 市 と 、 措磨、 家 島 、 御津、 津名 、 淡路、 北淡、 一宮、 五位、 東浦、 緑、 西i炎、
三原 、 南淡の13町の計24市 町。

想定 し た 被告: は 、 東海か ら 九州 に か け て広域的 な被害が発生 し 、 県外か ら の 十分 な 支設

が期待で き な い と い う 前提で、 津波が ピ ル の 地 下 、 地下傷、 地下鉄、 地下駐車場 な ど に押

し寄せて浸水、 輪組 も 被害 を 受 け 、 養殖施設 な どの水産関連施設 も 大 き な 痛 手 を 受け る と
し て い る 。 ま た 陸上で も ピ ル な どが被害 を 受 け て 、 がれ き が大量 に発生。 震度 6 弱 の長周

期地震動で燃n タ ン ク が被害 を 受 け 、 液状化 に よ る 堤防の損傷 な ど も 想定 に 加 え た 。
推進計画 の 柱 で あ る 津波対策 と し て 、 計画 は 、 津波か ら の 防護 に 関 し て 、 く〉河川 、 海岸、
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港湾、 漁港の管理者 は 、 津波 に よ る 被害の恐れの あ る 地域 に お い て 、 堤 防 等 の 点検や計両

的 な碕 強 ・ 整備、 水 門 、 陸陪等の 自 動化 ・ 遠隔監視等の施設整備 を 推進く〉 こ れ ら の施 設 に

つ い て 少 な く と も 年 1 回以上の定期 的 な 点検や水門等の 閉 鎖体制 の確立等、 施設管理の徹

底 を行 う 、 と し て い る O

ま た 、 津波か ら の避難に つ い てく〉市町 は 、 津波浸水予想、地域 を 基本 に避難対象地 区 を 指

定く〉避難対象地 区 に つ い て 、 避難場所、 避難場所 に 至 る 経路、 避難の勧告 ま た は指示の伝

達方法 な ど、 避難実施方法等 を 定 め た 避難計画 を 作成 し在員 に あ ら か じ め 十分周知 を 図 る

く〉県、 市 町 は 、 避難地や津波避難用施設の計画的整備、 津波避難 ピ ル (避難対象地 区 内 に

あ る 堅牢 な 高層 建物 の 中 ・ 高層 階 な ど) の 活用 、 既存の 避難施設の安全性の 点検、 沿道建

物の耐震化、 ブ ロ ッ ク ベい の補強、 J^.砂災害の恐れの な い避難経路等、 安 全 な避難路の確

保、 非常時 に お け る 交通の確保 に 必 要 な 対策等 を 推進す る O

こ の ほ か 、 地震 に よ る 揺れ対策 と し て 、 県 、 市 町 は 、 庁舎、 消 防署等、 災害時の拠点 と

な る 施設や多数の者の利用 に供す る 施設等の県有、 市町有の施設 に つ い て 改築 、 改修工事

を 計画 的 、 効率的 に 行 う O県立学校 を 中心 と し た 耐震改修等の計画 的 な 推進 を 図 る く〉県 は 、

民間住宅の耐震改修 を 促進す る た め 、 耐 震改修工事費等 に 補助 を 行 う と と も に 簡便で低 コ
ス ト の耐震改修工法 を 開発す る 。

さ ら に 、 東南海 ・ 南海地震の地震動が、 長周期 で 、 継続時 間 が長 い た め 、 県 は 、 高層 ピ

ル等の建築物への影響 に つ い て 、 三木総合防災公園 ( 三木市) の 実大三次元震動破壊実験
施設 を 活用 し て 調査研究 を 進め る よ う 国 に対 し て働 き か け る と と も に 、 新 た な対策 の 必要

性 を 検討す る一ーな ど を 計画 に盛 り 込 ん だ。 (注 6 ) 

〔神戸市防災会議 東南海 ・ 南海地震防災対策推進計画を 策定 〕

神戸市防災会議 (会長、 矢 田 女郎市長) は2004年 6 月 9 日 、 新 た に東南海 ・ 南海地震 を
想定 し た津波対策 を 盛 り 込ん だ地域防災計画 を ま と め た 。 津波の被害が発生 す る 可能性の

高 い 110地 区 を 「津波避難対象地区」 と し て 明記 し 、 避難勧告の発令基準 や 避難方法 な ど
に つ い て定 め た 。

2003年12月 に神戸市が東南海 ・ 南海地震 に係 る 地震防災対策推進特別措置法 に基づ く 防

災対策 の 「推進地域J に指定 さ れた の を 受 け て 、 東南海 ・ 南海地震防災対策推進計画 を 作

成 し た 。
推進計画 で は 、 両地震が向時発生 し た場合、 神戸市域で最大震度 6 弱、 神戸市全域で震

度 5 弱以上の揺 れ と な り 、 長周期 の揺れで、 超高層 建物や 液状化 に よ る 地下埋設物等への
被害が出 る 恐れがあ り 、 市沿岸部で最大高 さ 1 . 7t ;;: の 津波が起 こ り 、 満 潮 時 と 重 な っ た場

合 は 、 海抜2 . - ま で潮位が上昇 し 、 第 I波が地震発生か ら 約80分 � 1 10分で到達す る と し

て い る O

対策計両 は 、 津波予報発表時の本部設置基準 を 強化 し 、 津波警報が発表 さ れた場合 は 災
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害対 策本部 を 、 震度が 3 以下で あ っ て も 津波注意報が発表 さ れた 時 に は 災害 警戒本部 を 設
置す る よ う 定め て い る 。 ま た 、 住民の安全確保の た め 、 津波警報が出 た場合、 津波避難対
象地区 (110町了) に対 し て 速や か に避難勧告 な ど を 発令す る よ う 規定 し て い る O

住民の避難先 は 海抜が2 . 5 t ;，;以上 あ る 「津波避難地J (公園 、 広場、 グ ラ ウ ン ド な ど) と

し 、 津波到達時間 ま で に 避難地 に行 く の が 困 難 な 場合 は 近離 に あ る 堅牢 な 施設 の 2 階以上

(地域であ ら か じ め施設管理者の事前承諾 を得て い る 施設で、 「津波緊急、退避所」 と い う )

に避難す る こ と と し 、 津波 に よ る 浸水被害の予想 さ れる 地域の 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ な ど

に よ る 地域津波防災計画 の作成 な ど に つ い て も 定め た 。

ま た 、 過去 に発生 し た東南海地震 と 南海地震で は 、 同 時 に発生す る 場合 の 他、 数時 間 か
ら 数年 間 の 時間 差で発生 し て い る 事例があ る こ と か ら 、 時間差で発生 し た場合、 最初 の 地

震で脆弱 に な っ た 建物等が次の 地震で倒壊、 あ る い は最初の地震が発生 し 、 広 域応援 を 実

施 し て い る 途 中 に次の地震 が発生す る こ と で紡災対策が混乱す る と い っ た状況が想定 さ れ

る た め 、 同 時発生、 単独発生の い ず れ も 災害対策本部 を 設置 し 、 ど ち ら の 地 震 が単独発生
し で も 、 も う 一方 の 地震発生 を あ る 程度継続的 に警戒す る 必要があ る 、 と し て い る 。 (注 7 ) 

3 . 騎災施策
( 1 )  防災関係施設の整備

〔世界一の震動台完成 木造 2 階建て住宅で模擬実験公開〕

巨大地震が建築物 に 与 え る 被害 を 予 測 す る た め 、 総額450�怠 円 を 投 じ て 兵庫県三木市志

染町 に建設 し て い た独立行政法人 ・ 防災科学技術研 究所の世界最大の耐震研究施設 「実大
三次元震動破壊実験施設 (Eーデ イ フ ェ ン ス ) J が完成 し た 。 2005年 1 月 15 日 、 地元 自 治

体関係者 ら を 招 い て披露式典 を 聞 き 、 震動台 に 載せ た 2 階建て木造住宅 に 阪神 ・ 淡路大震

災 と 同 じ震度 7 相 当 の揺 れ を 与 え る 模擬実験 を 行 い 、 報道関係者 ら に公開 し た 。

Eーデ イ フ ェ ン ス は縦20t ;，; 、 横 の震動台の上 に 建築物 を 載せ、 現実 の 地震 と 同 じ よ
う に前後、 左右、 上下の三方向 の揺れ を 加 え る こ と がで き る 。 実験棟の 高 さ は43t;，;で、 重

さ が1 ， 200 ト ン の 6 階建て の鉄筋 コ ン ク リ ー ト 製 ピル で、 も 実験可能。 結 果 は 建築 物 の 耐震補

強技術 に役立 て る O

同施設 は 阪神 ・ 淡路大震 災 を き っ か け に建設が提言 さ れ、 巨大地震で建物が壊れ る 過程

な ど を 解明 す る た め 、 文部科学省 の 「大都市大震災軽減化特別 プ ロ ジ ェ ク ト 」 に基づ き 、

鉄筋 コ ン ク リ ー ト 6 階建 て の ピ ルや木造家屋 を 阪神 ・ 淡路大震災級 の震度 7 で揺 ら す な ど

し て 、 安価 な 耐震補強方法の 開発 な ど を 目 指す。 2000年 に着工、 2004年 5 月 四 日 に震動台
が設置 さ れた 。 防災科学技術研究所が運営 し 、 性能試験 な ど を 経た う え で2005年度か ら 本
格稼働す る 。 (注 8 ) 
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披露された fE デ イ ブ エ ンス」 の震動実験。
木造 2 階建て伎宅が震動台ごと縦横に大 き
く 揺れている (神戸新聞社提供)

〔起震装置備 え た体験館 北淡町震災記念公園 に オ ー プン 〕

阪神 ・ 淡路大震災の震源 と な っ た 野 島 断層 を 保存す る 津名郡北淡町小倉の 北淡町震災記

念公園 で 、 同 町が整備 を 進め て き た新施設 「震災体験館」 が2004年12月 1 目 、 オ ー プ ン し

た 。 被災体験の記録や伝承に加 え 、 東南海 ・ 南海地震 な どへの 防災意識 を 向上 さ せ よ う と

約 l 億2 ， 000万円 を 投 じ た 。
体験舘の体験室 は 、 長 さ 5 -、 幅2 . - 、 高 さ 2 . -の一般住宅の洋室 に 見 立 て 、 テ ー ブ

ル 、 イ ス や ソ フ ァ ー が置かれ、 阪神 ・ 淡路大震災 と 同 じ震度 7 の揺 れ を 一度 に約10人が体

験で き る O 地震時の地鳴 り 、 ガ ラ ス の 割 れる 音 な ど も 再現 し て お り 、 高 い 体験効果が得 ら

れ る o (注 9 ) 

( 2 ) 住宅の耐震化関連
〔 内 閣府が防災 マ ッ プ発表 神戸 は震度 6 強で建物全壊30%超も 〕

内 閣府 は 2005年 1 月 6 日 、 神戸市・ な ど全国 9 市区 町 を モ デル地域に し 、 各 区 地域内 を 50

-四方 ご と の ブ ロ ッ ク に 区切 り 、 想定 さ れ る 最大の地震が発生 し た場合の震度分布 と 建物

被害の危険度 を 示 し た 「防災マ ッ プ」 を発表 し た。
神戸市の マ ッ プは 、 マ グ ニ チ ュ ー ド (M) 6 . 9の 車下型地震 を 想定。 そ れ に 海溝 型 の 東

南海 ・ 南海地震 と 、 山崎断層 地震、 上 回I断層 地震 も 重ね合わせ、 最大の地震が も た ら す震
度 を 50� )， 四方 ご と に示 し た 。

そ の結果、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド や六 甲 ア イ ラ ン ド の 一部 で震度 7 、 臨海部の広範囲 で震度

6 強 と な っ た 。 さ ら に建物 の 建築年代、 木造か非木造 と い う 構造 の デー タ を 重 ね る と 、 古
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い 木造家犀が多 い 兵庫 区 の 臨 海部 な ど、 震度 6 強 で市内全体の 0 . 13% の ブ ロ ッ ク で全壊率
が30% を 超 え た 。 全壊率20 � 30% の ブ ロ ッ ク は全体の0 . 3% 、 同 10 � 20% は 約 10% だ、 っ た 。

一方、 i坂神 ・ 淡路大震災で大 き な被害 を 受 け 、 多 く の 家起が建 て 替 え ら れ た東灘[べ な ど
で は 、 全壊率の低い ブ ロ ッ ク が 目 立 っ た 。 (注10)

〔兵蔵県 献農工法の初 コ ン ペ実施 改鯵助成も 拡大〕

兵産県 は 、 な か な か進 ま な い住宅の耐震改修 を促進す る た め に は 、 費 削 が比較的安 く て

も 効率良 く 耐 震性が確保で き る 耐震工法 を 掘 り 起 こ す必要があ る と し て 、 20例 年度 に 全 国

の建築専 門 家 や℃務屈 な ど に 呼びか け て 、 住宅の耐震工法の コ ン ペ を 初 め て 実施 し た 。
計画部 門 と 工法部 門 で 、 全国か ら 44件の応募があ り 、 2004年12 月 15 日 に 存在会 (委員 長

: 日 下部馨 ・ 神戸大学名誉教授、 委員計 6 人) を 開 き 、 計両部 門 で10件、 工 法 部 門 で18件
が県が推奨す る 工法 と し て採用 さ れた 。

採用 さ れ た工法18件 は 、 筋交い、 ダ ン パ 一 、 壁の補強、 制震工法 な どで、 採用 さ れた工

法 を鈍 っ た 耐震補強工事は 県の助成対象 と な り 、 2005年度か ら 実施 さ れた 。

県 は2004年度か ら 耐 震補強工事の計画策定費 と 工事費 合わせて最高限定 額 が36万 円 だ っ

た助成費 を 50万円 に 引 き 上 げた結果、 同年度 に 、 こ の助成制度 を利用 し た の は74件 (前年

茂実績は 17件) と な っ た。

住宅復興局住宅防災課に よ る と 、 採用 さ れた工法 に よ る 費用 は 、 50万円 か ら 800万 円 台 (制

震 ・ 免震 仁法) ま で さ ま ざま だが、 簡単 な 工法 な ら 80万円程度で可能 な 工法 も あ る と し て

い る 。

〔蹴神 @ 淡路大震災 の被災木造建物の被災要 因 を 分析 全壊率は建築年 だ け で計 れ な い 〕

産官学 の 連携 に よ る 「神戸h の 地盤研究会J (鶴来紘 一会長) の 分析で、 神 戸 市 内 で被災

し た木造建物 の う ち 、 東i難区、 灘 区 な どで は 、 戦後復興期 の被害が、 高度成長前期 の被害
率 よ り も 小 さ い こ と が分か っ た 。 ま た 、 建物 の規模で は 、 合計床面積が小規模か、 反対 に

規模が大 き い建物 の全壊率が高 く な る 簡向 が見 ら れた 。
同研究会 の 分析 は 、 神戸市が保有す る 建物情報デー タ を 元 に 実摘 し た も の で、 全15万

3 ， 171件の建物 デー タ の う ち 、 78% を 占 め る 11万9 ， 452棟の木造建物 デー タ を 用 い て 町丁 目

単位で、建物被害率の算定 を 行 っ た 。
こ の う ち 88% が新鮒震設計法へ移行す る 1981年以前 の建物が占 め て い た 。 全体的 に建築

年が古 く な る と 被害率が大 き く な る 傾 向 が見 ら れた が、 東ìit 区 、 灘区、 兵庫 区 、 須磨 区 で

は 、 戦後復興期 ( 1945年� 1955年) の被害が高度成長期前期 ( 1956年 一 1960年) の被害率
よ り も 小 さ く な っ て い た 。 こ の 要 因 と し て 、 こ れ ま で の研究 に よ る と 、 戦後復興期 は建築

数が少 な く 、 ま た 、 材料不足 な どの事由 に よ り 屋根瓦の使用 率が下が り 、 ま た 、 2 階建て

建物 の建築が減 っ て相対 的 に 平屋建て の 建物が増 え る な ど特殊 な 建築事情があ っ た時期で
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あ り 、 そ の影響が一因 し て い た こ と が指摘 さ れて い る と し て い る O 研究 グ ル ー プは 、 住宅

の謝震性 に 影響す る 要 因 は建築年以外 も 考え る 必要があ る 、 と し て い る O

問研究 グ ル ー プ は 、 建物 の用途 を 専用住宅 (ー紋用) 、 専用 住宅 (長屋建) 、 専用住宅 ( 町

家用 ) 、 併 用 住 宅 、 共 同住宅、 商工業施設、 農家住宅、 そ の他 の 8 グ ル ー プ に分 け 、 建物

用 途開 に被害率 を 分析 し た と こ ろ 、 全壊率が最 も 高い の が専用住宅 ( 町 家 用 ) であ り 、 最
も 低い の が専用住宅 般用 ) で\ 他 は ほ ぼ同程度だ、 っ た 。 ( た だ し 、 町 家用 の デー タ は

全体の母:数が少 な い 点 に留 意す る 必要があ る )

合計床面積 と の 関係 に つ い て も 分析 し た が、 面積が50平方江未満の比較的小 さ い建物 や 、

反対 に 規模が大 き い建物 の全壊率が高 く な る 傾向が見 ら れた 。 こ れ は 、 規模が小 さ い と
量 の確保が難 し く な り 、 反対 に 規模が大 き く な る と 栢対的 に壁率が下が る 額 向 があ る た め
と 考 え ら れ る 、 と し て い る O 惟凶

〔耐震化や備蓄 3 割予定な し 被災地企業も 体験風化 ? 兵産県調査報告〕

阪神 ・ 淡路大震災の被災地 に あ る 企業の 3 割以 上が、 今後、 建物 の耐 震化や食糧備 蓄 な
ど の 防災 ・ 災害対策 を と る 予定がな い こ と が2004年 9 月 、 兵庫県 の 調査報告で分か っ た 。

「経費 の余裕が な いJ と す る 企業が 目 立 ち 、 報告書 は 「 コ ス ト の大 き さ な どか ら f企業独 自

の対策 に は 限界があ る 」 と し て い る O

調査 は復興10年総括検証 ・ 提言事業の一環 と し て 、 県高工会議所連合会 に 委託 し て 実施。
2004年 5 � 6 月 、 被災市 町 に あ る 企業 の う ち 従業員 数の上位2 ， 023事業所 に 聞 き 、 531事業

所か ら 回答があ っ た 。

実施予定がな い対策で、多 か っ た の は①建物 ・ 施設 の耐震化 ・ 免震化 (33 . 5 % ) ②食糧 ・
水 ・ 物 資 の 備 蓄 (30 . 7 % ) ③耐震診断の実施 (29 . 4 % ) 0 備蓄 に つ い て は 、 30% 近 く の企

業が 「震災後、 一時的 に叡 り 組 ん だが、 現在 は行 っ て い な い」 と し た 。
実施予定の 対策 は 「社内 の 樟害者 ・ 高齢者対策の検討J (34 . 8% )  r窓 ガ ラ ス の飛散防止」

(28 . 2 % )  r災害発生時の対応 マ ニ ュ ア ル の 作成J (26 . 6% ) 一ーが 上位 を 占 め た。

対策推進 に 当 た っ て の 課題で は 「経費 面 の余裕がな いJ r人的余裕がな い」 と の 回答が
と も に40% 近 く あ り 、 「震災体験の風化」 も 35 % を 超 え た。 コ ス ト と 、 震 災 か ら の 年 月 の
経過が、 企業の防災 ・ 災害対策 を 遅 ら せ る 要国 と な っ て い る こ と が浮 き 彫 り に な っ た 。

報告書は 、 対 策 を 講 じ た企業が負担 に見合 う メ リ ッ ト を 受 け ら れ る 仕組み の必要性 を 強

調。 各種保険料の割引 な どが適用 さ れ る 「防災特区」 の 設援 な ど を提案 し て い る o (注12)

〔耐震診断で 「危険J 判定住宅 改鯵は 2 割 ど ま り 神戸市調査〕

神戸市 は2004年 8 月 、 戸建て住宅の耐震診断の受診世帯 を対象 に実施 し た初 の ア ン ケ ー ト
調査結 果 を ま と め た 。 「危険」 判 定 を 受 け て 改修 に い た っ た の は 2 割止 ま り で、 最大の 障害

に 「資金の確保J が挙げ ら れた。 品方、 診断後の 「相談窓口J を 求め る 声 も 4 割 を 占め た。
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岡 市 の 簡易 診断制度が導入 さ れ た 2001 年 か ら 2004年 6 月 ま で に 「倒壊 の 危 険 あ り J rや

や危険」 と 判定 さ れた602世帯 の う ち 、 320世帯が自答 し た 。 こ の う ち 診断後 に 改修工事 を

し た の は 58世帯。 「改修 し な い 理 由 J (複数回答) で は 「資金が都合で き な い J (39 . 3 % )  

が ト ッ プで、 「 リ フ ォ ー ム に合 わ せ た い J (29 . 5 % )  r効果 を 実感で き な いJ (25 . 1 % ) と 続

き 、 「 し ば ら く 大地震は こ な いJ も 2 割近 く あ っ た。

今後求め る 制度 で は 「改修工事費 の助成J が 6 割 を 占 め る 一方、 r (改修の ) 計画 ・ 設計」
「改修工事」 の栢談窓口 の設置が と も に 4 部近 く と な っ た。 (注13)

( 3 )  学校の耐麓化関連
〔神戸市 今後1 0年で全校耐震化〕

耐震基準が改定 さ れた 1981年以前 に建て ら れ た 市立小、 中学校に つ い て 、 矢 田 立郎 ・ 神

戸市長 は2005年 1 月 14 日 、 今後10年 間 で耐震化率 を 100% に す る 方針 を 明 ら か に し た 。 2005
年度か ら 耐震工事が必 要 な 559棟の補強工事 に着手。 事業規模は約350億円 に な る 見込み。

神戸市 内 の 小 中 学校の校舎や体育館 な どは計1 ， 241棟あ り 、 う ち 1981 年 以 前 に建て ら れ

た の は819棟。 現在の耐震化率は約40% に と ど ま っ て い る o 559諌 に補強が必 要 と 見 ら れ、

2005年度 か ら 5 年 で耐 震化率 を 80 % に 高 め る こ と を め ざ し 、 322棟 を 集 中 的 に 工事す る 。

残 る 5 年で237棟の工事 を 進め る 。 耐震化率の全国平均 は2004年 4 月 で49 . 1 % 0  (波14)

( 4 )  浸水対策
〔ハ ザ ー ド マ ッ プ作製 ま だ1 0市町 兵膳県 〕

水害発生時の浸水底域や住民の避難場所 な ど を 記 し た 「洪水ハザー ド マ ッ プ (災害予測

図 ) J を 、 水助法で定め た 国 や 県の 浸水予想、区域図 に 基づい て作製 し て い る 自 治体が、 兵
庫県内 で10市 町 に と ど ま っ て い る こ と が、 2004年12月 、 県の調べで、分か っ た 。 県 は 、 管理

す る 河川 の 区域図 の作製 を 急 ぐ と と も に 、 各市町がマ ッ プ を 全戸配布す る ま での 問、 区域

図 を ホ ー ム ペ ー ジ で公表 し 、 住民 に情報提供 し て い く 。

2001年 7 月 の 水防法改正で、 屈 に 加 え て 県 も 、 河川 が氾激 し た場合 に 、 浸水が予想、 さ れ
る ほ域 を 指定で き る よ う に な っ た 。 市町村 に は 、 こ れ に 基づ く ハザー ド マ ッ プづ く り が促

さ れて い る O 県 内 で は 、 対象 と な っ た 国管理の 6 河 川 す べ て で、浸水予想区域国がす で に作
製 さ れ て い る の に対 し 、 果管理分の 192河川 で は 、 2003年度 ま で に 54河川 の み 。 2004年度

は さ ら に35河川| で作業が進 ん で、い る が、 県 は2004年 に 起 き た 一連の 台風被害 を 受 け て計画

の ベ ー ス を 上 げ、 2005年度は約50河川 で作製 を 進め る 方針。 (注目)

4 . 防災情報シス テ ム等の整備
〔消防管制 と 防災 ネ ッ ト 1 1 9番情報共有へ 201 0年度導入 目 指す 神戸市〕

神戸市 は 、 こ れ ま で オ ン ラ イ ン で結 ばれて い な か っ た 消 防局 の管制 シ ス テ ム と 危機管理
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主 の 「 こ う べ防災 ネ ッ ト 」 を 接続 し て広域災害 な ど に備 え る 方針 を 決め た 。 119番通報な
どの情報 を 庁 内 で共有 し 、 迅速 な対応 に生かす 。 2010年度 ま での導入 を 百 指 し 、 調査費計

200万 円 を 2005年度予算 に計上 し た。

現在 の 管 制 シ ス テ ム は 、 阪神 ・ 淡路大震災前の 1994年 に 導入。 119番通 報 を 受 け る と 、

管制室 内 の 地 図 上 に通報者の場所が示 さ れ、 コ ン ピ ュ ー タ ー が効率的 に 消 防車や部隊 な ど

を 選ん で指示 を 出 す 。

し か し 、 避難所情報や校区別 の被害情報な ど を 管理す る 防災 ネ ッ ト と は 接続 さ れて お ら
ず、 台風な どの接近時 に は災害対策本部 と 管制室が電話や フ ァ ッ ク ス でや り 取 り し て い た 。

こ の た め 同 市 は 消 防無線の デジ タ ル化 に伴 う 管制 シ ス テ ム の 更新 に 合わせ両者 を接続。 通
報内容が リ ア ル タ イ ム で 同 ネ ッ ト で も 分か る よ う に し 、 被害状況の把握 の ほ か、 市民への

情報発信 に も 役立 て る O 同市 は 「災害 に は初動 と 連携が最 も 重要 と な り 、 情報 を 共存 し て

迅速 な 行動 に つ な げた い」 と し て い る o (注16)

〔 フ ェ ニ ッ ク ス 防災 シ ス テ ム ネ ッ ト で情報提供開始 兵庫県〕

兵庫県 は2004年 4 月 5 目 、 自 然災害 な どで市町や警察、 消 防 な ど と の情報共有化 を め ざ
し た 「 フ ェ ニ ッ ク ス 防災 シ ス テ ム 」 に つ い て 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 一般市民への情報提

供 を 始 め た 。 日 ご ろ は 気象情報や 防災マ ッ プな ど を 掲載 し 、 災害発生時 に は 、 被害の状況

や予測 な どの清報 を 提供。 避難所 の 案 内 や ラ イ フ ラ イ ン 情報 な ど も 流す 。

伺 シ ス テ ム は 、 行政機 関 の 素早 い 連携 を め ざ し 、 !喪神 ・ 淡路大震災後 の 1996年 9 月 に稼

働。 市町、 警察、 消防、 図 、 気象台 な ど344 のパ ソ コ ン 端 末 に接続 さ れ、 各機関 が入力 し

た情報が即 時 に 行 き 渡 る シ ス テ ム と な っ て い る O
一般向 け に提供 さ れた の は 、 県や各 市 町が作成 し て い る 防災マ ッ プや気象情報 な どで、

自 然災害が発生 し た場合 も 最新の情報 を 提供す る O 例 え ば、 風水害の ケ ー ス で、 は 降水分布

状況や 河 川 の 状況、 地震の 際 は 震度や津波予報な ど を 掲載 し 、 被害予測 も 行 う 。 県 内 で大
規模災害が発生 し た場合、 被害状況 だ け で な く 、 避難情報や給水ポ イ ン ト な どの ラ イ フ ラ
イ ン 情報 も 掲載 さ れる 。

県 は 「行政が把握 し た情報 を で き る だ け 瞬時 に公 開 し 、 被害の減少 に つ な げた い」 と し

て い る O
ア ド レ ス は http目//web . bosai . pref . hyogo ・ lP
携帯電話 (気象情報 の み ) は http・//hyougo . bosai . info/ mobile (注17)

〔全国 の 自 治体職員 と 災害情報を 共有 「神戸の紳J ネ ッ ト ワ ー ク 発足 〕

神戸市は2005年 3 月 28 日 、 阪神 ・ 淡路大震災で応援 に駆 け つ け た全 国 の 自 治体職員 と 同

市職員 が災害情報 な ど を 共有す る 「神戸 の 終j ネ ッ ト ワ ー ク を 発足 さ せ、 同 市の ホ ー ム ペ ー

ジ 内 に 専用 ホ ー ム ペ ー ジ を 開設 し た 。 災害支援 を 経験 し た職員 同士 を 結ぶ取 り 組み で 、 ，罷
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災証明書の発行や被災判定な ど最新手続 き な どの災害対応の情報 ・ ノ ウ ハ ウ を 共有、 災害

に郎応で き る よ う に す る も の で 、 各 自 治体職員 の 自 主 的 な 支援活動 に つ な げて い く 。

神戸市 は 震 災 当 時 の 職務 と 職員 名 を 登録す る 「職員震 災パ ン ク 」 を 整備 し 、 被災地支援

な ど に 活用 し て い る が、 新潟県‘ 中 越地震の被災地 に経験職員 を 派遣 し た 際 、 擢災証明書 の
発行業務 な ど は 10年前の 阪神 ・ 淡路大震災か ら 大幅 に変更 さ れて い た 。 日 常的 な ノ ウ ハ ウ

の 更新が課題 と な っ た こ と を 受 け 、 同 パ ン ク の全国拡大を 決定。 阪神 ・ 淡路大震災時 に神
戸 に応援 に 来た他都市の職員約8 ， 000人 に 声 を か け 、 2005年11 月 現在 で 、 360 自 治体の約750

人が登録 し た 。

同市助役が事務局長 と な り 、 危機管理室や教育委員 会等の職員 で事務局 を 構成 し て い る O
ホ ー ム ペ ー ジ で は 、 中 越地震での 同市の支援活動 を 掲載 し て 災害支援制度 の現状な ど を

紹介。 震災 を 経験 し た 同市 の OB 職員 ら でつ く る 民間非営利 団体 . NPO ，-神戸 の 紳2005J
と も 連携 し て教訓 を 蓄積す る ほ か 、 合同研修 な どで、 最新の災害関連制 度 の ノ ウ ハ ウ を 浸
透 さ せ る o IIP は http://www . kobe-kizuna . net/ (注18)

〔堤防決壊や洪水 な ど危険箇所545カ所 HP で公閲 兵庫県〕

2004年 7 月 の福井豪雨 な ど を 教訓 に 、 兵庫県 は2004年 9 月 13 日 、 豪雨 の 際 に洪水や堤防

決壊 な どが発生 す る 恐れがあ る 河川 を ホ ー ム ペ ー ジ (HP) で公開 す る 叡 り 組 み を 始 め た 。

10県民局 ご と に 去 に し 、 危険の度合 い に応、 じ て 3 つ の ラ ン ク に分 け 、 紹介 し て い る O 県河

川 整備課は 「 自 主 的 に避難す る 際の 目 安 と し て役 立 て て ほ し い 」 と 呼びか け て い る 。

福井豪雨 な どで は 、 住民が事前 に 危 険地域 を 知 ら な か っ た た め 、 逃 げ遅れ る な ど し て死
者が出 た ケ ー ス があ っ た 。 こ の た め 同課は 、 土木事務所や市 町 な ど関係機関 に し か配 っ て

い な か っ た 危 険 な 河川 の一覧 を 、 住民が簡単 に把握で き る よ う ホ ー ム ペ ー ジ で公開す る こ

と に し た 。

2004年 1 月 か ら 3 月 に か け て 、 県 が管理す る 674 の河 川 を 対象 に 行 っ た 謂査で判断 し た
「水防上最 も 重要 な 箇所 (危険度 A ラ ン ク ) J 196 カ 所、 「次に重要な筒所 (B ラ ン ク ) J 271 

カ 所、 「要注意簡所 (C ラ ン ク ) J 78 カ 所 を i県民局 別 に掲載。 危 険 な 地 点 の 場所や範囲、 理

由 、 対 策 な ど を 一覧表に ま と め て い る O

今後、 表 を カ ラ ー 化 し た り 、 図や写真 を 添 え た り し て よ り 分か り や す い も の に改善 し て

い く こ と を 検討 し て い る 。 県河川 整備課は 「豪雨や台風、 地震 な どで防災へ の 関心が高 ま っ
て い る 今、 ホ ー ム ペ ー ジ を 基 に 家族や地域で避難経路な ど を 話 し 合 っ て も ら え れば」 と し
て い る 。 (注19)

〔 ア ジ ア 防災 セ ン タ ー提唱の災害情報の共有化 5 月 か ら ス タ ー ト 〕

世界で発生す る 災害の情報 は 、 こ れ ま で 国際機関 や大学 な ど に よ っ て 、 そ れぞれ異 な る
表記 を し て い た た め に 、 情報収集がス ム ー ズ に で き な い難点があ っ た が、 ア ジ ア 防災 セ ン
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タ ー (神 戸 市) が 提 唱 し て き た 世 界 共 通 の 表 記 方 法 で あ る 「世 界 災 害 共 通 記 番 号J

(GLIDE Global un叩le disaster IDEntifier number) が 国 際 的 な 研究機 関 な ど の 同 意 を

受 け 、 2005年 5 月 か ら 世界 の 共通表記 と し て本格的 に使用 さ れ る こ と に な っ た。

世界災害共通記番号 は 、 同 セ ン タ ー や 函連人道問題調整事務所 な ど 3 つ の 機 関 がそ れぞ

れ災害の情報 を 収集 し 、 連携 し て付 け る O 番 号 は ① EQ (地震) 、 TC ( 台 嵐、 ハ リ ケ ー

ン 等) 、 TS (津波) 、 FL (洪水) と い っ た 災 害 の 種類②発生年③そ の 年 の 災害発生順 に

付 け る 連番④ JPN ( 日 本) 、 PHL ( フ ィ リ ピ ン ) な ど災害の被害発生国 の 略号③地域 コ ー
ド (東京 な ら 013) で構成。 最後の地域 コ ー ド は 、 各 国 の デー タ ベ ー ス 整備上の都合
を 考慮 し て付加 し た も の で 、 実際 に 各機関 の 間 で流通す る の は①か ら ④ ま で の 部分 と な る O

従来 は 、 災害の発生 ご と に 関連す る 各組織 を 検索 し た り 、 各組織の デー タ ベ ー ス の構造
や ホ ー ム ペ ー ジ の構造が変化す る と リ ン ク が途切 れ る な どの難点があ っ た が、 こ の 共通記

番 号 を 使 う こ と で、 過去の 自 然災害 の デー タ ー ベ ー ス や新 た に発生 し た 災害 デー タ の検索

が格段 に 容易 に な る O

2001年 3 月 に オ ー ス ト ラ リ ア で 開催 さ れ た 国際災害情報専 門 家 会合 (GDIN) で、 世界
中 で発生す る 災害 に コ ー ド番号 を つ け て 管理 し て は ど う か と い う ア ジ ア 防災 セ ン タ ー の提
案がパ イ ロ ッ ト プ ロ ジ ェ ク ト と し て採用 さ れ、 2004年 5 月 か ら 本格的 に 稼働 を 始め た 。

世 界 災 害 共 通 記 番 号 は 、 一一 故 人 で も 登 録 す れ ば イ ン タ ー ネ ッ ト の ホ ー ム ペ ー ジ
(http:l.乍

5 . 地震発生確率 ・ 規模等の予測
〔今後30年内の発生確率引 き 上げ、 南海地震40→50% 東南海地震50→60 % に 〕

政府の 地震調査委員 会 は 2004年 9 月 8 日 、 近 い 将 来 に 発生が懸念 さ れ る 巨 大地震の う ち 、

南海地震が今後30年以内 に発生す る 確率 は40%程度か ら 50%程度 に 、 東南海地震 に つ い て
は 50%程度か ら 60%程度 に 引 き 上 げ た 、 と 公表 し た 。

発生確率 は 、 長期評価 に 基づい て お り 、 時 間 の経過 と と も に 高 く な る O 前 回2001年 1 月
の 評価か ら 3 年が経過 し た た め 、 2004年 9 月 を 起点 に し た 数値 を は じ き 出 し た。 東南海地

震 は マ グニ チ ュ ー ド (M) 8 . 1前後、 南海地震 は M8 . 4前後の規模 と 推定 さ れ て い る 。 (注21 )

(30年以内 に麓度 6 弱 阪神一部で曜率26% 以上 政府委 予測地図 を 公表 〕

政府tの 地震調査委員 会 (津村建四朗委員 長) は 、 2005年 3 月 23 日 、 将来発生す る 地震 で

強 い 揺 れ に 見舞 わ れ る 確率 な ど を 、 日 本各地 ご と に ま と め た 「地震動予測地図」 を公表 し

た 。 同委員 会が続け て き た 活 断膚 や 海溝型地震の 評価 の集大成で、 住民の 防災意識 を 高 め 、
自 治体の 防災対策 に役立 て て も ら う の が 自 的 であ る O

30年以内 に震度 6 弱以 上 に 見舞 わ れ る 確率 は 、 発生が懸念 さ れ る 東海、 東I有海、 南海地
震の影響で、 静 岡 県 か ら 四 国南部 ま で の 太平洋側が26 % 以上 と 高 く な っ た 。 こ れ は 約 100
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年 に 1 関以上起 き る 可能性 に 相 当 す る と い う O

兵庫県m 内 で も 南海地震の影響で、 阪神 間 の大阪湾沿岸 と 淡路島南部の一部で26 % 以 上 と
な っ た ほ か、 山 崎断層 地震で大 き な被害が見込 ま れ る 姫路市 な ど も 6 �26% と |高か っ た 。

同委員 会が評価 し て き た 国 内 98の主要活断層 に よ る 地震や 日 本近海の海溝型地震 に 加 え 、
未知 の活断層 に よ る も の な ど、 国 内 で起 き る 可能性の あ る すべ て の 地震 を 想定 し 、 発生確

率や揺れの分布 を 予測。 そ れ を 基 に 、 強 い 揺 れ に見舞わ れ る 確率分布 な ど を 1 九 四方 ご と
に地図で表 し た。

30年以 内 に震度 6 弱以上 の 揺 れ に 見舞 わ れ る 確率が最 も 高 い の は 、 静岡県浜名湖周辺の
95% 。 一定以上の而積が '26 % 以上」 の確率 に達 し た の は 、 静岡県や兵産県 、 大i京府、
都府 な ど24都道府県 に な る O 福 岡 県西方沖地震 で震度 6 弱 を 記録 し大 き な被害が出 た 福 岡
市周辺の権準は0 . 1 � 3 % 未満。 同委員 会 は 「 こ の 確 率 は 「や や 高 い』 部類 に 入 る O 未知
の 断層 で起 き る 地震 も 考慮 し て お り 、 今回 の地震 は想定 し て い た範 囲 内」 と し て い る O

30年以 内 に 震度 5 弱以上 に 見舞 わ れ る 可能性 を 算出 す る と 、 北海道北部や 山 陰 な ど を 除

き 、 ほ ほ 日 本全域が26 % 以上 に跳ね上がっ た 。

津村委員 長 は 「 日 本 は ど こ も 強 い 揺 れ に 襲 わ れ る O 確率が高い 地域 は よ り 高 レ ベ ル の 対
策 を 取 っ て ほ し い」 と し て い る O

地震動予測地 問 は 、 地震調査研究推進本部がホ ー ム ペ ー ジ で公 開 し て い る O
http:/www . j ishin . go . jp/ (注22)

〔穴申 ・ 淡路断層帯 大地震は30年以内 に0 . 9% 地震諦査委員会が発生確率 を 予測〕

政府 の 地震調査委員 会 は 2005年 1 月 12 日 、 板神 ・ 淡路大震災 を 起 こ し た 断層 を 含 む 六
甲 ・ 淡路 島 断層 帯 で、 マ グ ニ チ ュ ー ド (M) 7 . 9程度の 大地震が30年以 内 に 起 き る 確率が、

最大0 . 9 % と す る 長期評価 を ま と め た 。 評価 を 続け て い る 全国 の 主要98断層 帯 の う ち 、 確

率 は 「 や や 高 い J グ ル ー プ に 分類 さ れ る O 同 時 に公表 し た 大販湾断層 帯 は 、 M7 . 5程度 の

地震の恐れがあ る が、 確率 は 0 . 004 % 以下 と 算出 さ れた 。
六 甲 ・ 淡路島断層 帯 の 評価 は 、 大阪府箕面市か ら 淡路 島北部 に の びる 六 甲 山地南縁一淡

路島東岸 区 間 (約71九 ) と 淡路 島西岸 毘 間 (約23キロ) 、 淡路 島 中 部 の 先 山 断層 帯 (約12九)
の 3 つ に 分 け て行 っ た 。

六 甲 山地南縁一淡路島東岸 夜 間 で予測 さ れ る 地震 は 、 M7 . 9程度で、 30年以 内 の発生確

率 は ほ ぼ o � 0 . 9 % 。 そ れ よ り 小規模の 地 震 は 評価対象 で は な く 、 阪神大震災級の地震が
起 き る 確率 は 少 し 高 く な る と い う O 淡路島西岸 区 間 は M7 . 1程度 だが、 阪神 ・ 淡路大震災

で動 い て お り 、 権率 は ほ ぼ 0 % 。 先 山 断層 帯 も 最新の地震が11世紀� 17世紀初 め に起 き て

い る と 推定 さ れ、 ほ ほ 0 % と 算 出 さ れた 。
神戸市沿岸か ら 大阪湾南部 に位置す る 長 さ 約39キロ の 大阪湾断層 帯 も 、 9 世紀以 降 に 最新

の 活動が起 き た と 推定 さ れ、 発生確率は低か っ た。
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六 甲 ・ 淡路 島 断層 帯で大地震が30年以 内 に発生す る 羅率が最大で0 . 9 % と 評価 さ れた こ
と に つ い て 、 京都大学防災研究所の伊藤潔教授 (地震学) は 「確率は 決 し て低 く な い。 西
日 本で は 引 き 続 き 大 き な 内 陸型地震へ の 警戒が必 要 な こ と を 改 め て 示 し た」 と 強調す る O

阪神 ・ 淡路大震災で、 エ ネ ル ギー が放出 さ れ た形 に な り 、 「大 き な 地震 は し ば ら く は起 き

な い」 と 誤解 さ れがち だが、 伊藤教授 は 「大地震の 隣層 以外 に も 、 周辺 に は多 く の 断層 が
あ る O そ れ ら の 断層 が地表 に表 れ な い場合 に は評価 に含 ま れて い な い こ と も 注意すべ き だ」
と 警鐘 を 鳴 ら し て い る o (ä23) 

〔 山崎断層 で大地震 確率 5 % 地震調査委員会〕

政府の地護調査委員 会 は 2005年 1 月 31 日 、 岡 山県北東部か ら 兵産県南東部 に分布す る 山
崎断層 帯 で 、 マ グ ニ チ ュ ー ド (M) 7 . 3程度の 大地震が今後初年以 内 に起 き る 確率 は 最大

で 5 % と す る 長期評価 を ま と め た 。 全国の主要 な 98断層 を 評価す る 一環で 、 確率 は 「高いJ

グ ル ー プ に 分類 さ れる O
山崎断層 帯 は 、 陪 山県勝田 町か ら 兵庫県‘三木市 に 至 る 長 さ 約80キロ の 主 部 と 、 岡 山県鏡野

町か ら 奈義 町 に至 る 長 さ 約32キロ の 那 岐 山 断層帯、 三木市か ら 兵車県加古川 市 に至 る 長 さ 約
13キロ の 草谷断層 か ら 構成 さ れ る 。 主 部 の 南東部 は M7 . 3程度、 北高部で M7 . 7程度、 主部

全体で は M8 . 0程度の地震 が起 き る 恐れがあ る O

30年以 内 に 地震が起 き る 確率 は 、 南東部 は0 . 03 � 5 % 、 北西部 は 0 . 08� 1 % と 算 出 さ れ
た 。 草谷断層 は ほ ぼ 0 % 、 那 岐 山 断!冒 帯 は 0 . 07 � 0 . 1 % 。 断層 の ず れ方 に よ っ て は 、 神戸

市や兵庫県高砂市、 加古川 市 な どで震度 6 強以 ヒ の 揺 れ に な る 可能性があ る が、 新層 帯が

地盤の 固 い 山 間部 に あ る た め 、 強い揺れの範囲 は 比較的狭い と い う o (注24)

6 . 国の計画 ・ 方針

〔東南海 ・ 南海地震な ど 1 0年で被害 を 半減 政府が 「地震防災戦略」 打ち 出 す 〕

政府の 中 央防災会議 は 、 2005年 3 月 初 日 、 近 い 将来、 発生が懸念 さ れ る 大地震 に備 え 、

初 め て 減災 の 具体的 目 標 を 数値で示 し た 「地震防災戦略」 を 明 ら か に し た 。 対象 と な る 地

震 は東海地震、 東南海 ・ 南海地震で 、 い ず れ も 想定 し て い る 死者数、 経済被害額 を 10年で
半減 さ せ る 目 標 を 設定 し 、 こ れ に そ っ て 地方 自 治体 に も 達成すべ き 具体的 な ワ也域 目 標」

を 策定す る よ う 求め た 。

東南海 ・ 南海地震の 減災 目 標 は 、 死者数 を想定の約 1 万7 ， 800人 ( う ち 津波 に よ る 死者
数約8 ， 600人) か ら 約8 ， 600人減少 さ せ、 約9 ， 100人 と す る O 約8 ， 600人減少の 内訳 は 、 住宅

等の耐震化に よ り 約3 ， 700人減、 津波避難意識 の 向上 に よ り 約3 ， 600人減、 海岸保全施設の

整備 に よ り 約800人減、 急傾斜地崩壊危険個所の対策 に よ り 約300人減、 住宅の耐震化 に伴

う 出 火 の 減少 に よ り 約300人減 と す る O

ま た 、 経済被害 に つ い て は 、 想定 さ れた被害額約57兆円 を 、 約27兆円減少 さ せ、 約31兆
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円 と す る 。 27兆 円 減少の 内訳は 、 資産喪失 に よ る 被害 を 、 住宅等の 耐震化等 に よ り 約四兆

円減、 地域外等への波及 に よ る 被害 を 約 4 兆円減、 生活活動停止 に よ る 被 害 を 、 労働力 、

事業用 資産 の確保 に よ り 約 3 兆円減、 東西幹線交通寸断 に よ る 被害 を 、 新幹線高架橋 ・ 道
路橋の耐震化等 に よ り 約 l 兆円減 と す る一一ーと し て い る 。

な お 3 年 ご と に 達成状況の フ ォ ロ ー ア ッ プ を 行 う 。 ま た定性的 な 臼 標 に と ど ま っ て い る

項 目 に つ い て は 、 今後、 数値 目 標の設定 に 努め 、 新 た な 知見 、 地域の 実情、 対策の達成状

況 に応 じ て 、 地震防災戦略 を 不 断 に 見宜す も の と す る O

地方公共出体に対 し て 、 数値 目 標、 達成時期、 対策の 内容等 を 明示す る 「地域 目 標」 を 定
め る こ と を 要請す る と し て 、 具体目 標 の例 と し て 、 住宅の耐震化率 を75% (2003年度) →90%

(10年後) な ど、 減災の具体的数値 と 達成 目 標年次 を 明示す る よ う 求め て い る o (注

〔東南海 ・ 南海地震 消閉庁が 自 治体向 け対策指針〕

総務省消防庁 は2004年 6 月 24 日 、 今世紀前半 に も 発生の恐れがあ る 東南 海 ・ 南海地震の

被害 を 最小 限 に す る た め 、 自 治体が取 り 組むべ き 対策 を ま と め た 報告書 を 公表 し た 。 津波

に よ る 深刻 な被害が予想 さ れ る こ と か ら 、 適切 な 避難勧告やす ぐ に 救援で き な い孤立地域

の対策、 防 災 を 担 う 部署の権限強化 な ど を 求め て い る O
過去の地震の教訓 と 具体 的 な 対策 を 例示 し 、 自 治体の担当職員 が実捺の 業務 に利用 で き

る よ う に し た 。 自 治体関係者 も 含め た東南海 ・ 南海地震の 防 災体制研究会 (座長 ・ 室崎益
輝 ・ 神戸大学名誉教授) で、 2003年10月 か ら 検討 し て き た 。

報告書 は 、 津波警報が出 た の に避難勧告 を 出 さ な か っ た 自 治体があ っ た り 、 勧告が出 た
の に住民が避難 し な か っ た ケ ー ス があ っ た2003年の 十勝沖地震 の 反省 か ら 、 勧告基準 の 明

確化や、 住民の特発活動が重要 と 指摘。 体制 の 整備で は 、 1995年の 阪神 ・ 淡路大震災で兵
庫県芦屋 市 の 職員 が 2 時 間 以 内 に 7 % し か集 ま れ な か っ た 点 な ど を 挙げ、 「直後は 自 治体

職員 の 約 2 割 し か集 ま れ な い と い う 想定が必要」 と し 、 日 ご ろ か ら 備 え る べ き 対策 を 示 し

た 。 (注26)

〔災害弱者に避難準舗情報の新設を 内閣府の検討会が報告書〕

2004年 に相次い だ、台風や集 中豪雨の被害 を 受 け 、 住民の避難の あ り 方 な と々 を 探 っ て き た
内 閣 府の 検討会 (座長 : 贋井惰 ・ 東京大学大学院教授) は2005年 3 月 28 日 、 高齢者や障害

者 ら 「災害弱者」 の た め の 「避難準備情報」 の 創 設 な ど を 盛 り 込 ん だ報告書 を ま と め た。

発令基準の設定や支援計画 の作成 な ど を 市 町村 に 求 め て い く O
2004年 の 集 中 豪雨 や 台風で は 、 220 人以上が死亡 ・ 不明 と な り 、 こ の う ち 半数が65歳以

上の 高齢者だ、 っ た 。 2004年10月 に発足 し た検討 会で は 、 被害が拡大 し た 要 因 と し て①避難

勧告が適切 な タ イ ミ ン グで発令で き て い な い②住民への迅速、 確実 な伝達がで き て い な い
喧 住民が避難 し な い こ と を 問題点 と し て挙げた 。
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報告書 で は 、 移動 に 時 間 がか か る 要援護者 を 主 な 対象 と す る 避難準備情報 を 新設 し た う

え で、 避難行動 を 開始すべ き 段階の避難勧告、 生命への危機が追 っ て い る 避 難指示 と の違

い を 明確 に し て住民 に伝 え て い く こ と を 盛 り 込 ん だ。 市 町村 ご と に発令 碁準 を 設 け ら れ る

よ う に ガ イ ド ラ イ ン を 策定。 河川 の 氾散や土砂崩 れ な ど災害 ご と に 参考 に すべ き 情報 を 整

理 し た。
要援護者の避難 に つ い て も ガ イ ド ラ イ ン を つ く っ た 。 福祉部局 と 防災 部 局 が連携 し 、 本

人 の 同 意 を も と に 一人 ひ と り の 支援計画 を 策定す る こ と や 、 ハ ザー ド マ ッ プ を 参考 に 要援
護者が最 も 早 く 避難で き る 場所 の 整備 な ど を 求め て い る O 国 は 2005年度、 こ れ ら の 内 容 を

留 の 防災基本計画 に 反映 さ せ る と と も に 、 モ デル 地 区 を 選 ぴ、 市町村 に 具体的 な 取 り 組み
を 促 し て い く 。

消 防庁が、 2004年 7 月 の新潟豪雨や 9 月 の紀伊半島沖地震で避難勧告が遅れた こ と な ど
を 受 け 、 都道府県 を 通 じ て 同年 9 月 に 、 風水害や津波 な ど の 災害が発生 し た と き 、 援助が

必 要 な 高齢者や障害者が ど こ に い る の か を 把握 し て い る か、 調査 を 行 っ た結 果 、 田答の あ っ
た 自 治体3 ， 0缶詰体の う ち 、 把握 し て い る の は約 2 割 に と ど ま っ て い る こ と が分か っ た 。

市 区 町村 の 防災部局 で、 災害時 に援護が必要 な 人が ど こ に い る の か を 把握 し て い た の は
630市区 町村 (20 . 4 % ) 0 個 人情報 に な る た め 、 希望 を 確認 し 、 情報管理 に 気 を 保 っ て い る
と い う O

j武水害の避難勧告 ・ 指示 に つ い て は84 . 4 % の 市 区 町村が 「洪水の恐れがあ る 場合」 な ど

の 基準 を 設 け て い る O だが、 雨量や水位 な ど客観的 な 基準 を 設 け て い る の は 220市区 町村
(7 . 1 % ) だ け 。

海岸線 を 抱 え る 全国968市 町村 の う ち 津波 に かか わ る 避難勧告 ・ 指示 の 基準 を 設 け て い
る の は437市町村 (45 . 1 % ) 0 半数近 く が 「津波警報の発令時」 と し て い る O た だ、 そ の 時
に ど こ ま で の地域が避難す る 必要があ る か を 指定 し て い る の は312市町村 (32 . 2% ) に と

ど ま っ て い る o

〈参考 ・ ヲ IÞ詩文献〉
(注 1 ) 2005年 4 月 l 日付 神戸新開 兵康県資料
(注 2 ) 兵庫県資料
(注 3 ) 20051手 3 月 30 日付 産経新開 2004年12月 23 日付 毎日新開
(注 4 ) 200411' 9 月 25 日付 神戸新聞
(注 5 ) 2004年 9 月 1 日付 朝 日 新聞
(注 6 ) 20041f 4 月 23 日付 神戸新聞 2004年 8 月 6 日付 毎 日新聞 兵!葉県発表資料
(注 7 ) 平成16年度神戸市地域防災計画
(注 8 ) 新聞各紙
(注 9 ) 2004年l1月 23 日 付 神戸新開他
(1主10) 2005年 1 月 7 訂付 神戸新隠
(注11 ) r神戸の地盤研究会研究成果報告書」 平成14 ・ 15年度 (2004年 6 月 )
(注12) 2004{f. 9 月 23 日付 神戸新聞
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(注13) 2004年 8 月 5 口付 神戸新聞
(注14) 2005年 1 月 15 B 付 神戸新聞
(注15) 2004年12月 2 日付 朝 日新聞
(注16) 2005年 2 月 23 日付 神戸新聞
(注17) 2004年 4 月 6 日付 神戸新聞
(注18) 2005年 3 月 29 B付 神戸新聞 「神戸の終」 ネ ッ ト ワ ー ク HP、 こ う べこの 1 年
(注1 9) 2004年 9 月 l4 日 付 読売新聞
(注20) f2004 アジア防災セ ン タ 一年次報告書 2004年 6 月 10 日付 日本経済新開
(注21) 2004年 9 月 9 日付 朝 日 新聞
(注22) 2005"1' 3 刀 24 日 付 神戸新聞
(注23) 2005年 1 月 13 日付 朝 B新聞
(注24) 2005年 2 月 1 日付 朝 日新聞
(注25) 中央妨災会議 HP
(注26) 2004年 6 月 25 日付 神戸新開
(注27) 2004年11 月 25 日付、 2005年 3 月 29 B付 朝 日新開
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ドー 災害対応及び対応能力の向上

阪神 ・ 淡路大震災 か ら 10年 と な る 2004年度 は 、 皮 肉 に も 自 然災害が続発す る 1 年 と な っ

た 。 夏か ら 秋に か け台嵐、 豪雨災害が立て 続 け に 起 き 、 10月 に は 阪神 ・ 淡路大震災tJ、来 と

な る 震度 7 を 記録す る 新潟県 中 越地震が発生、 死者46人、 重軽傷者 は4 ， 800人 を 超 え る 災

害 と な っ た 。 さ ら に 年 末 に は死者 ・ 行方不明者20万人 を 超 え る イ ン ド 洋大津波が発生 し 、

観光で訪れて い た 日 本人 も 多数が犠牲 と な っ た 。 年 を 越 え て2005年 3 月 に は 、 こ れ ま で発

生の危険があ ま り 指摘 さ れて い な か っ た福 間県西方沖 を 震源 と す る 地震が発 生 し 、 玄界島

で は 多 く の住家が全壊、 大多数の 島民が福 岡 市 内 の体育館 に避難 し た。
風水害 は 、 地球温暖化の影響 で は な い か と 懸念 さ れ る ほ ど異常な く ら い 頻発、 死者が10

人 を 超 え る 風水害 だ け で も 2004年 7 月 の新潟 ・ 福 島豪雨 、 福井豪雨、 さ ら に 8 月 に か け て
台風10号、 1 1号、 15号、 16号、 9 月 の 1 8 号 、 21号、 10月 の23 号 と ;立 て 続 け に 起 き た。 特 に

台風23号 は 死者95入、 行方不明 3 人 と い う 近年 に な い 規模の大災害 と な っ た ほ か、 12月 か

ら 2005年 3 月 に か け た大雪で も 死者は計86人 に も 達 し た 。

2004年度の 自 然災害 に よ る 人的被害 は 、 死者349人 、 行方不 明 日 人 に も な り 、 自 然災害

への備 え が改 め て 問 わ れた 1 年 と な っ た 。 被害の多 く が、 高齢者 に 集 中 し た の も こ の年 の
特徴で、 中 山 間地や過疎地で被害 が 呂 立 っ た 。 い わ ばわ が国社会 の 弱 い 部分 に 被害が集 中

し た格好 と な り 、 今後の 訪 災対策 は 、 こ う し た社会の構造そ の も の を 見据 え た 防災対策 の

必要性が痛感 さ れる こ と に な っ た。
風水害で、 は 、 兵庫県 も 被災 し 、 相次 ぐ被害の対応 に 追 わ れ な が ら も 、 他府県 の 自 治体 に

職員 を i辰遣、 神戸市 も 支援職員 の 派遣 を 続 け た 。 派遣 さ れた職員 の 数、 派遣期 間 の長 さ で

は 、 こ れ ま で に な い規模 と な り 、 特 に新潟県 中 越地震で は 、 阪神 ・ 淡路大震災の経験 を 生

か し た き め 細 か な 支援が行 わ れ た 。 同 地震 に 際 し て は 、 兵庫県 の 人 と 防災未来セ ン タ ー か
ら 、 セ ン タ ー 長 を は じ め 、 専任研究員 ら が対策本部 な ど に 出 向 き 、 災害対町、 に つ い て の助

言 を 行 う な ど、 同 セ ン タ ー がそ の機能の柱の ひ と つ と す る 災害支援機能が本格的 に 展 開 し
た こ と も 特筆すべ き こ と で あ る O

1 . 災害の発生
( 1 ) 園 内 で起 き た主 な地震

〔紀伊半島沖 ・ 東海道沖 を震源 と す る 地震〕

2004年 9 月 5 日 午後 7 時 7 分項、 紀伊半 島沖 の 深 さ 約38キロ で マ グ ニ チ ュ ー ド (M) 6 . 9  
の地震が発生 し 、 奈 良県下北山村、 和 歌 山 県新宮市で震度 5 弱 を 観測 し た ほ か、 千葉県か
ら 高知県 ま で の 太平洋沿岸 及 び伊豆諸島 、 小笠原 諸島で津波が観測 (東京都神津島村神津
島港で63γ、 和 歌 山 県 串本 町袋港で34手ン) さ れ た 。
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さ ら に 向 日 午後11時57分頃、 東海道沖 深 さ 約44キロ で M7 . 4の 地震が発生 し 、 三重県松阪

市及 び香 良洲 町、 奈良県 下北山村、 和歌山県新宮市で震度 5 弱 を 観測 。 気象庁 は 三重 県 南

部、 和歌山県、 愛知県外海に津波警報 を 発表 し た 。 津波 は千葉県か ら 高知県 ま での太平洋
沿岸及 び伊豆諸島 、 小笠原諸 島 に お い て観測 (東京都神津島村神津島港で93手ン 、 和歌 山 県

中本町袋港で86手ン ) さ れた。
紀伊半 島 沖 を 震源 と す る 地震 に よ り 、 負傷者10入、 住家一部破損 4 棟の被害が発生 し た 。

東海道沖 を 震源 と す る 地震 に よ り 、 負毎者37人、 イ主家一一部破損31棟の被害が発生 し た ほ
か、 合計で13万5 ， 535人 に避難勧告が出 さ れた 。 (注1)

〔新潟県中越地震 阪神大震災以来の震度7 死者46入、 負傷者4 ，800人〕

2004年10月 23 日 午後 5 時56分頃、 新潟 県 中 越地方 の 深 さ 約l3キロ でマ グニ チ ュ ー ド (M ) 6 . 8

の 地震 が発生 し 、 同県川 口 町で震度 7 、 小 千谷市、 山古志村 (現長 岡市) 、 小 田 町 ( 同 )
で震度 6 強 を 観測 し た ほ か、 東北地方か ら 中部地方 に か け て 広 い 範 囲 で 強 い 揺 れがあ っ た 。

震度 は 、 当 初 、 6 強 と さ れて い た が、 そ の後、 観測機器の復帰で震度 ? と 判 明 し た 。 最大

震度 7 を 観測 し た の は 阪神 ・ 淡路大震災以来 2 田 目 だが、 阪神 ・ 淡路大震 災 で は被害実態
の結果 な どか ら 震度 ? と さ れた も の で 、 震度計 に よ っ て 観測 さ れた の は新 潟 県中越地震が

初 め て 。 気象庁 は 「平成16年新潟 県 中越地震」 と 命名 し た 。

こ の 地震 に よ り 、 死者46人、 負傷者4 ‘ 801人、 住家全壊2 ， 827棟、 住家半壊 1 万2 ， 7刊46針1棟、来東

f住主家 ……命部破損 l叩O万1 ， 50ω9棟の被拝が発生 し た ほ か、 合計で 6 万4 ， 894人 に避 難指示 ・ 勧告が

出 さ れ、 最大で10万3 ， 178人が避難 し た 。

東北 ・ 東京 ・ 中 部電力 管 内 で延べ約30万9 ， 000戸 が停電 と な っ た ほ か、 都 市 ガ ス は 新潟
県 内 の 約 5 万6 ， 000FÎで、供給停 止 し 、 上水道 は新潟 県 内 の 12万9 ， 750戸が斯水 し た 。 ま た 、

新潟課内 の約4 ， 500回線の電話が不通 と な っ た ほ か、 携帯電話基地局189局 が停波 し た 。

道路で は 、 関越 自 動車道や 国道17号、 県管理道路等 に お い て多数の段差 や 土砂崩 落等 に
よ る 通行止め が相次い だ ほ か、 鉄道 も J-，越新幹繰及 び在来線各線で、 12月 28 日 に運転が再

開 さ れ る ま で、 運転中 止 が長期 間発生 し た。 ーと越新幹棋 に お い て は 、 j甫佐駅 と 長岡 駅 間 で

列車が脱線 し た 。 新幹線の脱線は東海道新幹線が開業 し た 1964年以来初 め て O

上砂災害 に つ い て は 、 土石流 4 件、 地すべ り がl31件、 がけ崩 れ90件が発生 し た 。

政府は 、 23 日 、 関係 8 府省、の担当者か ら な る 現地合冊情報先遣チー ム を新潟県へ派遣、 24 日 、

災害対策基本法 に基づ く 非常災害対策本部 を 設置 し 、 村 田 防災担当大臣 を 団長 と す る 政府調
査団 を新潟県へ派遣。 26 日 に は小泉内閣総理大臣に よ る 現地視察 を 実施 し た 。

新潟県は 、 被災 自 治体に災害救助法 を 適用 、 こ れに基づ き 仮設住宅3 ， 460戸 を 建設 し た。 (注
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〔福岡県西方沖 を震源 と す る 地震〕

2005年 3 月 初 日 午前日時53分頃、 福 岡県西方 沖 の深 さ 約 9 九 で マ グ ニ チ ュ ー ド (M) 7 . 0  
の地震が発生 し 、 福 岡県福 岡市、 前原市及び佐賀県み や き 町で震度 6 弱 を 記録 し た ほ か、
福 岡県 、 佐賀県、 長崎県内 で震度 5 強 を 観測 し た 。

こ の 地震 に よ り 、 死者 1 人、 負傷者1 ， 087人 、 住家全壊133棟、 住家半壊244棟、 住 家 一

部破損8 ， 620棟の被害が発生 し た ほ か、 合計で81人 に避難勧告が出 さ れ、 最大で2 ， 999人が

自 主避難 し た (以下 を 含め 、 被害状況 に は 速報値 を 含 む ) 。 特 に 福 詞 市 西 広 の 玄界 島 で は
住家の全壊が107棟 に の ぼる 等被害が著 し く 、 大多数の 島民が福 岡 市 中 央 区 の 九電記念体

育館 に 避難 し た 。
3 月 20 日 、 福 岡県が福 岡 市 に 災害救助法 を 適用 、 こ れ に 基づ き 福 岡 県 は 仮設住宅230戸

を 建設 し た 。 (注 3 ) 

( 2 )  海外で起 き た主 な地震

〔 イ ン ド洋で大津波 沿岸各悶 に未曾有の災害 死者 ・ 行方不明20万人以上〕

(イ) 被害の状況

2004年12月 26 0 午前 7 時58分 ( 日 本時 間午前 9 時58分) 、 イ ン ド ネ シ ア ・ ス マ ト ラ 島

ア チ ェ ナトi 沖 で マ グ ニ チ ュ ー ド (M) 9 . 0 と 推定 さ れ る 海溝摺巨大地震が発生 し た 。 米 国

地質調査所 に よ る と 、 こ の地震 の規模 は 、 1900年以持、 4 番 目 の大 き さ に な る (最大は

1960年 の M9 . 5 の チ リ 地震) 。

こ の地震で発生 し た大津波がイ ン ド ネ シ ア の み な ら ず、 遠地津波 と し て 、 タ イ 、 マ レ ー

シ ア や イ ン ド、 ス リ ラ ン カ 、 モ ル デ イ ブ、 さ ら に は遠 く ア フ リ カ 大陸 ま で到達 し 、 イ ン

ド洋沿岸諸国 に未曾有の被害 を も た ら し た 。 被災者は 120万人、 死者及び行方不明者数20
万人以上、 被害総額 は 78億 ド ル超 に達す る と 見込 ま れて い る が、 そ の全容は 明 ら かで は
な い 。

こ の大津波 は 世界的 な 観光地で あ る タ イ の プー ケ ッ ト な ど を 襲 い 、 各 国 の住民の み な

ら ず、 日 本 を は じ め 欧米等海外か ら の観光客 も 多数犠牲 と な っ た 。 邦 人 の被害 と し て は 、
35人の死亡が確認 さ れた ( タ イ で23人 、 ス リ ラ ン カ で12人、 2005年 4 月 現在。 2005年12

月 現在で は死者 ・ 行方不 明 は40 人 を 超 え る ) 。
そ の設、 2005年 3 月 28 日 、 再びス マ ト ラ 島 沖 で M8 . 5の 地震 が発生 し た 。 こ れ に よ り

イ ン ド ネ シ ア ・ ニ ア ス 島 を 中 心 に 、 死者547入、 負犠者、 行方不明者が多数生 じ る な ど、

甚 大 な 被害が発生 し た 。
(口) 国 際社会の対応

こ の未曾有の 悲劇 に対 し 、 国際社会 は かつ て な い 規模で支援活動 を 展 開 し た 。 各国や
NGO 等 に よ る 緊急援助 物 資 の 供 与 や 救急救助、 医療 チ ー ム の 派遣等 の ほ か、 ASEAN

主催緊急、首脳会議 (2005年 1 月 6 E3 、 ジ ャ カ ル タ ) で 、 I�連 に よ る 統一 緊急支援 ア ピ ー
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ルが発出 さ れ、 当 面 6 カ 月 で約 9 . 77億 ド ル の 支援 を 要請。 ま た 、 首脳会議 に お い て 共 同

を 採択。 支援国 会合 ( 1 月 11 円 、 ジ ュ ネ ー ブ) で は 、 各 国 が支援 を 表明 。 会合後の

誓約 も 含め 要請額の約77 % の 支援が誓約 さ れた 。 ま た 、 国連防災世界会 議 ( 1 月 18 日 ~

22 日 、 兵庫県神戸市) で は 、 イ ン ド洋地域津波早期警戒体制 の構築等、 イ ン ド洋災害 に
関 し特別会合が 聞 か れ、 共通の声明が と り ま と め ら れた 。
判 わ が閣 の対応

日 本 は 、 緊急、支援 と し て 、 国際機関 を 通 じ た協力 、 二 国 間 の協力 と し て 、 5 1.意 ド ル の
無償支援 を 実施 し た 。 ま た 、 津波被害が甚大であ っ た イ ン ド ネ シ ア 、 タ イ 、 ス リ ラ ン カ 、
モ ル デ イ ブ に 対 し 、 各国政府か ら の 要請 に 応 え 、 国際緊急援助隊 (救助 チ ー ム 、 医療チ ー

ム 、 専 門 家チ ー ム ) を 数次 に わ た り 派遣 し た ( 自 衛隊 を 除 き 、 延べ約240人) 0 

自 衛隊 は 、 イ ン ド洋 に お け る 任務引 き 継 ぎ後、 帰 国途 中 の 海上 自 衛隊艦艇 3 隻 に よ り 、

タ イ に お い て 嬰索 ・ 救助活動 を 実施。 こ れ を 皮切 り に 、 災害対応 と し て は 過去最大規模
の 部 隊 を 派遣 し た 。 特 に被害の 大 き か っ た イ ン ド ネ シ ア に対 し て は 、 約 1 ， 000人 ( 国 内

に お い て 派遣準備 中 及 び待機 を 含む ) 規模の 派遣部隊等が、 パ ン ダ ・ ア チ ェ 等 に お い て
医療活動や 救援物資の輸送支援等 を 実施 し た 。

ジ ャ パ ン ・ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 参加 の NGO 及 び そ の 他 の NGO 団 体 に よ る 支援活動 に

対 し約5 . 32掠円 の支援 を 実施 し た 。 ま た 、 民 間企業や地方公共団体か ら 政府 に対 し 、 各

種支援物資の無償提供の 申 し 出 があ っ た こ と を 受 け 、 関係省庁、 自 衛隊 、 民 間倉庫業者、
航空会社、 海運会社、 国際機 関 の協力 を 得 て 、 こ れ ら 物資 を イ ン ド ネ シ ア ヘ リ レ ー 輸送
し 、 被災者へ配布 し た 。 (注 4 )

〔 ス マ ト ラ 沖大津波でア ジア防災 セ ン タ ー研究員 ら が調査報告〕

イ ン ド 洋 大津波 の被災 地 に 調査団 を 派遣 し て い る 内 陣 府 の 関 連機 関 ・ ア ジ ア 防 災 セ ン
タ ー (神戸市) は 2005年 I 月 7 日 、 同 セ ン タ ー で調査報告会 を 開 い た 。 現地 を 訪れ て い た

研究員 ら が 「被害 を 減 ら す に は 防災知識の共有が必要だ、」 な ど と 訴 え た 。

5 日 ま で ス リ ラ ン カ を 視察 し た寺西章浩主任研究員 は 、 j津津事章:波で

明 o r 8 再編成の満員 列車がバ ラ バ ラ に な り 、 約100t;，:流 さ れた 車両 も あ っ た 。 か な り 強 い

波 だ、 っ た よ う だJ と 話 し た 。 農村 部 な ど で は 救援物資の分配 シ ス テ ム がな く 、 被災者 に行

き 届 い て い な い現状 も 報告 さ れ た 。

調査 に 同行 し た 兵庫 県 の 「 人 と 防災未来セ ン タ ーJ (神戸市) の 深津良信 ・ 副 セ ン タ ー

長 は 、 ス リ ラ ン カ 北東部 に 最初 の 津波が届 い て か ら 南部 に津波被害が出 る ま で に約 2 時 間
の 差 があ っ た こ と を 招介。 「 ほ ん の 少 し で も 情報が伝 わ っ て い れば、 被害 は 大 き れ ま ら せ
た の で は な い か」 と 指摘 し た 。 (注 5 ) 
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( 3 )  園 内 で起 き た主な風水害

〔平成1 6年 7 月 新潟 ・ 福島豪雨 死者1 6人)

2004年 7 月 12 日 夜か ら 13 日 に か け て 、 日 本海か ら 東北南部 に停滞す る 梅雨前線の活動が

活発化 し 、 新潟 ・ 福 島 の 両県で豪雨 と な っ た 。 特 に 13 日 朝 か ら 昼過 ぎ に か け て 、 新潟県の
長 問 地域、 三 条 地域 を 中 心 に 非常 に激 し い 雨 が降 っ た 。 13 自 の 日 降水量 は 、 新潟県栃尾市

で421 ミ リ に 達す る な ど、 長 岡 地域、 三条地域の一帯で こ れ ま で の 最大 日 降水量の記録 を 上

回 っ た。 さ ら に 16 日 か ら 梅雨諒線の活動が再 び活発化 し 、 18 日 朝 に か け て 、 断続的 に 強 い

雨が降 っ た 。 16 日 - 18 日 の 3 日 間 の総降水量 は 、 新潟 ・ 福 島 県 内 の 多 い所で290ミ リ に達 し た 。

こ の大雨 に よ り 、 新潟県 を 中心 に被害が発生 し 、 死者16人、 負傷者 4 人、 住家全壊70棟、
住家半壊5 ， 354棟、 住家一部破損94棟、 床上浸水2 ， 149棟、 床下浸水6 ， 208棟の 被害 が発生

し た ほ か 、 合計で 3 万947世帯 に避難指示 ・ 勧告が出 さ れた 。
信濃川水系 の 五十嵐J I I 、 刈 谷 田 ) 1 1 等 に お い て破堤 ・ 溢水が発生 し 、 浸水被害が広範囲 に

発生 し た。 (注 6 ) 

〔平成1 6年 7 月 描井豪臨 死者 ・ 行方不明 5 人〕

2004年 7 月 17 日 夜か ら 18 日 に か け て 、 活発な梅雨前線が北陸地方 を ゆ っ く り 南下 し た の
に 伴 い 、 北陸地方 と 岐阜県で大雨 と な っ た。 特 に 、 18 日 朝か ら 昼 前 に か け て福井県で非常

に 激 し い 雨 が降 り 、 美 山 町で は 総降水量が 7 月 の 月 間 雨 量平年値 を 上 回 る 285 ミ リ に 達 し た。

18 日 午後 に は 大雨 は終息 し た が、 こ の大雨 に よ り 、 福井県内各所 に被害が発生 し 、 死者 4

人、 行方不明 者 1 人、 負傷者19人、 住家全壊66棟、 住家半壊135棟、 住家一部破損229棟、
床上浸水4 ， 052棟、 床下浸水9 ， 675棟の被害が発生 し た ほ か、 合計で 少 な く と も 約5万5 ， 000
世帯 に 避難指示 ・ 勧告が出 さ れた 。 (注 7 )

〔台風1 8号 死者 ・ 行方不明45人〕

台風18 号 は 、 2004年 9 月 7 日 朝、 !長崎県 に上陸 し九州北部 を横断、 7 日 夕 方、 日 本海に達
し た。 さ ら に 速度 を あ げて北東に進んだ、台風は、 暴風域 を伴っ た ま ま 8 日 朝 に は北海道の西

の 海上へ進ん だ。 沖縄、 九?ナ列、t十札iト、

え る 大雨 を 観測 O 死者41人、 行方不明 者 4 人、 負傷者1 ， 365人、 イ主家全壊132棟、 住家半壊
1 ， 396棟、 住家一 皆目破損 6 万5 ， 065棟、 床上浸水1 ， 570棟、 床下浸水6 ， 626棟の 被害が発生 し

た ほ か、 最大13万1 ， 592 人 に避難指示 ・ 勧告が出 さ れた 。

多数の河川 で警戒水位 を 超 え 、 一部 は危険水位 に達 し 、 各地で、浸水被害等が発生 し た 。

ま た 、 高瀬 に よ り 広 島県呉市等で浸水被害が発生 し た。
ラ イ フ ラ イ ン 関係 に お い て は 、 北海道 ・ 東北 ・ 東京 ・ 中 部 ・ 北陸 ・ 関西 ・ 中 国 ・ 四 国 ・

九州 ・ 沖縄電力 管 内 で 延べ約505万5 ， 000戸が停電 と な っ た ほ か、 上水道 に つ い て は 3 万

7 ， 617戸 が断水 し た。 電気通信関係 で は 、 広 島県、 山 口 県等 の 約 1 万2 ， 400回線の電話が不
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通 と な っ た ほ か、 携帯電話基地局2 ， 608局 が停波 し た。 (注 8 ) 

〔台嵐23号 死者 ・ 行方不明98人〕

台風23号 は 、 2004年10月 初 日 午後 1 時頃、 高知県土佐清水市付近 に上陸 し た後、 近畿、

中部、 関東地方 を 通過 し て 、 鹿島灘へ抜 け た 。 暴風域が広 く 、 西 日 本か ら東北地方 の 広 い
範囲 で暴風、 大雨、 高波 と な っ た 。 20 口 に は 、 京都府舞鶴市で こ れ ま での記録 を 上回 る 51 . 9 
1じLの最大瞬 間風速 を 記録 し 、 ま た 、 九州 か ら 関 東 に か け て の多 く の地点で こ れ ま で の 日 持
水量の記録 を 上 回 る 降水量 を 観測 し た 。

こ の台風 に よ り 、 死者95人、 行方不明者 3 人、 負傷者552人、 住家全壊893棟 、 住家半壊

7 ， 762棟、 住家一部破損 1 万831棟、 床上浸水 1 万4 ， 289棟、 床下浸水 4 万1 ， 1 20棟の被害が

発生 し た ほ か 、 合計で少 な く と も 89万2 ， 370 人 に避難指示 ・ 勧告が出 さ れた 。

土砂災拝 に つ い て は 、 土石流179件、 地すべ り 127件、 がけ崩 れ494件発生 し た 。

1 1] 山 川 水系 の 円 山 ) 1 1 、 出石川等 7 7]c系 9 河川 で、計画高水位 を 超 え た ほ か 、 多数の河 川 で
警戒水位 を 超 え 、 一部 は 危険水位 に達 し 、 各地で浸水被害等が発生 し た 。 兵庫県豊 岡市及

びそ の 近傍 で 、 円 山 川 水系 の 円 山 ) 1 1 及 び出石川 の破堤 に よ る 浸水被害が発生 し た 。

ま た 、 高知県室戸市の菜生海岸で 、 越波で海岸堤前が部分損壊 し 、 {主家被害が発生 し た 。
東北 ・ 東京 ・ 中 部 ・ 北陸 ・ 関 西 ・ 中 国 ・ 四 国 ・ 九州、1 . 沖縄電力 管 内 で延べ約170万戸が

停電 と な っ た ほ か、 都市 ガ ス に つ い て は 約3 ， 600戸 で供給停止 し 、 上水道 に つ い て は 8 万
2 ， 585戸 が断水 し た 。 電気通信 関係で は 、 両 日 本 に お い て 約5 ， 820回線の電話が不通 と な っ
た ほ か、 携帯電話基地局1 ， 107局 が停波 し た 。

ま た 、 10月 初 日 、 京都府舞鶴 市 の 国 道175号 に お い て 、 由 良) 1 1 の 増 水 に 伴 う 道路冠水の

た め 、 観光パス 等 が立 ち 往生 し た 。

防衛JT は 、 岐阜県、 京都府、 兵庫県、 岡 山県、 香 川 県 及 ぴ宮崎県の各知事 か ら の災害派
遣要請 を 受 け 、 10月 初 日 か ら 26 日 ま で に 人員 約4 ， 200入、 車両約810雨、 航空機18機 に よ り 、

孤立者の救出活動 、 行方不明 者 の 捜索活動、 防疫活動、 道路啓開作業及 び給水支援等 を 実

施 し た 。

消 防庁 は 、 緊急消 防援助 隊 の 兵庫県へ の 出動 を 要請 し た 。 同 隊 は 延べ人員 564入、 ボ ー

ト 84隻、 航空機 2 機 に よ り 孤立住民等の救助活動、 情報収集活動 を 実施 し た 。
海上保安庁 は 、 伏木富山港海難対策室 を 設壁、 伏木富 山港 に お い て崖礁 し た 海王丸か ら

乗組員 ・ 実背生等 を 航空機等 に よ り 救助 し 、 排 出 油防 除活動等 を 行 っ た 。 ま た 、 京都府 に
お い て 、 由 良川 氾濫 の た め孤立 し たパ ス の 運転手等救助 、 孤立者の捜索 を 航空機 に よ り 行 っ
た。 9 ) 

〔兵庫県内 の被害〕

兵庫県 に お い て も 、 8 月 末 か ら 10月 下旬 に か け て 、 台風16号、 18号、 21号、 23号の暴風、
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豪雨 に よ り 県下各地で大 き な被害 を 受け た 。 こ の一連の風水害で県内 で は 死者 は29人、 負

傷 者 は 重傷66人、 軽傷231 人 と な り 、 住宅の被害 は 、 全壊781棟、 大規模 半 壊1 ， 565棟、 半
壊6 ， 080棟、 一部損壊4 ， 936棟、 床 上浸水2 ， 695棟、 床下浸水1万4 ， 072棟 に 達 し た 。 特 に 台

風23号 に つ い て は 、 淡路、 但馬地域 を 中 心 に死者26人、 家屋の全半壊が約 1 万世帯、 床上 ・

床下浸水が約 l 万1 ， 000世帯 な ど、 甚 大 な 被害 と な っ た 。 経済的被害 は住宅 の 1 ， 723億 円 を

は じ め 、 公共土木施設、 農林水産関係 な ど合計で3 ， 652億円 に 上 っ た (2005年 2 月 8 日 現在) 。

2004年の 災害の特徴 は 、 記録的 な 豪雨 に加 え 、 山 の崩 土 、 嵐 に よ る 人工林の倒木、 た め
池 の 決壊、 農地や河川、 道路の被災 な ど、 流域全体 に わ た っ て 連鎖 的 か つ 広 範囲 な も の と
な っ た 。 こ の た め 、 県 は 、 起 こ っ た 現象 に対 し て 、 被害原 因 の分析 に よ り 、 横断的 ・ 総合

的 な後!日 ・ 護興対策 を 推進す る た め 、 2005年 1 月 1 日 付 で農林水産部 と 県 土整備部お よ び

県民局 の連携 を 図 る た め 、 本庁 に 「災害復興室」 を 、 県民局 に 「但馬地域災害復興室」 、 「淡

路地域災害復興室」 を 設置 し た 。 (注10)

( 4 )  阪神 ・ 淡路大震災被災地 か ら の災害支援 ・ 調査

〔兵藤県か ら の支援)

兵車畏の ま と め に よ る と 、 県 か ら の 支援 は 、 新潟県豪雨災害 ( 7 月 13 日 発生) で 、 防災

局職員 2 人 を 被害状況の把握、 被災地災害対策本部への助言、 支援ニ ー ズ 調査等の た め派

遣。 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 職員 2 人 を被災者の こ こ ろ の ケ ア に つ い て の助言、 指導の た め

派遣。 こ の ほ か、 兵産県災害救援専 門 ボ ラ ン テ ィ ア 7 人 (看護 3 人、 介護 4 人) を 、 ま た 、
県防災局職員 3 人 が連絡調整等 の た め 同行 し た 。

福井県豪雨災害 ( 7 月 18 自 発生) で は 、 防災局職員 2 人 を 派遣 し た の に 続 き 、 延べ78人

の県職員 ボ ラ ン テ イ ア を 泥か き 、 被災住家清掃等の復旧活動支援 の た め 派遣 、 県土木技術

職 3 人 を 、 約 1 カ 月 に わ た り 、 災害復旧 の た め の現地調査、 被災報告書の作成、 設計書作

成支援 と し て 派遣。 こ の ほ か、 緊急消防援助隊兵庫県隊 (19消 防本部、 43隊、 152人) を
派遣 し 、 孤立住民救助活動 を 実施。 ま た 、 ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザが 中 心 と な り 、 県

民 ボ ラ ン テ ィ ア 、 県社会福祉協議会職員 等68人が被災地 に 赴 き 、 泥か き 、 被災住居の清掃
等 の 復 旧 支援活動 を 実施 し た 。

新潟県中越地震 は0月 23 日 発生) で は 、 延べ97人の職員 を 、 約 2 カ 月 に わ た り 、 災害対

策本部運営、 住宅、 こ こ ろ の ケ ア や保健、 学校支援 な ど に 派遣 し た 。

〔神戸市 か ら の支援〕

神戸市危機管理室の ま と め に よ る と 、 2004年度 の 自 然災害被災地へ の 岡 市 か ら の支援は

次の通 り (見舞金な ど は 除 く ) 0 

新潟 ・ 福 井豪雨 で は 、 救出 ・ 救助活動、 救急搬送、 廃棄物収集 ・ 撤去、 道路 ・ 側溝等の

清掃、 防疫作業 な ど さ ま ざ ま な 復 旧 活動 を 支援す る 職員 129人 (延べ474人) を福井県下の
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被災地 (福井市、 鯖江 市、 美 山 町、 春 H 町、 池 田 町、 今立町) に 派遣 ( 7 月 18 日 � 7 月 31
日 ) 0 

台風23号で は 、 救出 ・ 救助活動、 救急、撮送、 応急、給水、 救護活動、 健康相談 、 土砂撤去、

廃棄物収集 ・ 撤去、 防疫作業、 家屋 り 災判 定 な ど さ ま ざ ま な 復 旧 活動 を 支援 す る 職員446
人 (延べ1 ， 35 1 人 ) を 県下被災地 ( 豊 岡 市 、 洲本市、 西脇市、 出石町) に 派遣 (10月 21 日
�12月 25 日 ) 0 

新潟県 中 越地震で は 、 阪神 ・ 淡路大震災の 際 に 災害対策本部運営 ・ 避難所運営 ・ り 災証
明事務 ・ 救援物資管理運営 ・ 災害給付 ・ 仮設住宅管理 な どの経験 を も っ職員 を は じ め 、 応

急、給水、 救護活動、 健康相談、 家屋 り 災判定、 災害復 旧 国庫補助金 申 請業務等 を 支援す る
職員 1 19 人 (延べ735人) を 新潟県下の被災地 (小千谷市、 川 口 町、 長岡市、 見 附市等) に

派遣 (10月 25 日 � 2 月 5 日 ) 。
神戸 市 は 、 中 長期 的 な 支援 を 継続的 に行 う た め 、 新潟県 中 越地震等臨 時支援 プロ ジ ェ ク

ト チ ー ム を 設置 し被災市町へ の 問合せ対応、や情報提供 を 行 っ た 。 ま た 、 2005年 4 月 よ り 被
災地の復興支援 に あ た る た め 、 土木職 2 人 を 新潟県川 口 町へ長期派遣。

福 岡 県西方沖地震で は 、 2005年 3 月 24�25 日 に職員 3 人 を 派遣。

。人 と 防災未来セ ン タ ー

阪神 ・ 淡路大震災 を 経験 し た兵庫県が設立 し た 「 人 と 防災未来セ ン タ ー 」 に は 、 そ の役

割 の ひ と つ と し て 「災害対応の現地支援」 機能があ る が、 大型の災害が相 次 い だ2004年 に

は初め て 同機能の本格的 な 展 開 があ っ た 。 10月 に起 き た新潟県 中 越地震で、 同 セ ン タ ー は
発生翌 H の24 日 か ら 11 月 10 日 ま で約 2 週間 に わ た り 、 ま ず、 専任研究員 2 人 を 先遣隊 と し

て現地 に 派遣、 そ の後、 セ ン タ ー 長 を は じ め 延べ 1 1 人 の研究員 ら を 派遣 し て 、 ア ド バ イ ザ ー

と し て新潟県の災害対策業務支援 を 行 っ た。
10月 25 R か ら 11 月 7 日 の 問 、 新潟県知事 の 要請 に よ り 兵庫県が派遣 し た 「新潟県中越地

震被災地支援チ ー ム 」 の 長 と し て 、 新潟県災害対策本部 に専任研究員 を 派遣 し 、 災害対
策本部会議 に お け る 情報提供 と 助言 を 行 っ た 。 ま た 、 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー を 通 じ た

避難所の情報収集体制づ く り の支援 と と も に 、 ボ ラ ン テ ィ ア 団体 と 新潟県 と の清報収集 に

関 わ る 調整支援 を 実施 し た 。 1 1 月 10 日 に は 、 セ ン タ ー 長 ら が新潟県知事 を 訪問 し 、 震災復
興 に 向 け た提言 を し た 。

ま た 、 「平成16年 7 月 新潟 ・ 福島豪雨」 で は 、 7 月 1 5 日 か ら 2 日 間 、 専任研究員 ら 4 人
の ス タ ッ フ を 新潟県各地 に 派遣、 現地調査 を 行 っ た ほ か、 同県見附市の市長 ら に 、 今後の

課題 と な る ゴ ミ 問 題な ど に つ い て東海豪雨災害時の事例 な ど に つ い て情報提供 を 行 っ た 。

続い て起 き た 「予成16年 7 月 福井豪雨」 で も 、 7 月 21 日 に 専任研究員 ら 3 人 を福井県各

地 に 派遣 し 、 現地調査 を 行い 、 福井県 に対 し 、 被害認定 に つ い て情報提供 を 行 っ た 。
さ ら に 年 末 に 起 き た 未曾有の 災害であ る ス マ ト ラ 島沖地震 ・ 津波で は 、 セ ン タ ー長、 副
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セ ン タ ー 長がス リ ラ ン カ で現地調査 を 行 う な ど、 災害の頻発 に よ り 、 同 セ ン タ ー の ス タ ッ
フ 派遣 は 、 災害現地調査 と 支援で フ ル稼働の状態が続い た 。

ス マ ト ラ 島沖地震 ・ 津波で人 と 防災未来セ ン タ ー が実施 し た 現地調査は 以 下の通 り 。

l ス リ ラ ン カ 1 2 月 28 日 � 1 月 5 日 研究員 ら 3 人 を 派遣

津波被害の現状 と 関係機関 の 活動状況 を 把握 し 、 今後の支援内容 を 探 る た め
タ イ 1 2 月 30 日 � 1 月 2 日 研究員 2 人 を 派遣

対政府内務省 防災局職員 3 人 と 合 同 で情報収集 と 復 旧 ・ 復興対策の検討 を 行 っ た
イ ン ド ネ シ ア l FJ 7 日 � 1 月 1 1 日 研究員 ら 2 人 を 派遣

被害状況の把器 と 今後の災害対応への課題や支援策 に つ い て調査

モ ル デ ィ ブ 1 月 26 日 �31 日 研究員 1 人 を 派遣

独立行政法人 ・ 国際協力 機構 (JICA) の モ ル デ イ ブ調査 団 に 参加、 津波被害 の 現状
把握 と 今後の支援策 を 探 る た め

イ ン ド 3 月 2 日 � 4 日 研究員 1 人 を 派遣

津波被害の 現状 を 把握す る た め イ ン ド政府 と 協力 、 被災地 を 調査 (注11)
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 ← ー → ー → 一 一 一 一 一 一

2 . 防災番目練
〔平成1 6年度兵庫県合間防災訓練〕

兵庫県 は篠 山市、 柏原町、 氷 と町、 青垣町、 春 日 町、 山南町、 市 島 町 と と も に 、 9 月 2 、

3 両 日 、 篠 山 、 三木、 但 馬 の 3 会場で合同 防災訓練 (兵庫県総合防災訓練、 丹波地域広域

防災訓練、 篠 山 市総合防災訓練) を 実施 し た 。

三峠断層 を 震源 と す る 震度 6 強 の地震が発生 し 、 兵庫県 内 に お い て篠 山 市 を 中心 に 大 き
な 被害が発生 し た と の想定で、 2 日 は 凶上訓練、 3 日 に 実動訓練 を 実施。 県 、 主催市軒、

地元 自 主防災組織、 学校 を は じ め 、 白 露隊、 神戸市 な ど県内 の 市消 防局 の ほ か、 京都府警

察広域緊急援助隊 も 参加、 住民、 小学生等の避難、 消火活動、 負傷者の救出 、 搬送、 ト リ
ア ー ジ、 応急救護 を は じ め 、 避難者名 簿の作成か ら 、 仮設 ト イ レ の設壁、 給水、 炊 き 出 し 、
支援物資の搬入、 さ ら に水道管の檎修な ど地震発生 か ら 復旧 活動 ま で、 実戦的で幅広 い 訓

練 を 行 っ た 。 (注

〔神戸市総合防災訓糠〕

神戸市 は 2004年11 月 13 呂 、 市地域防災計画で津波避難対象地区 、 津波警戒地域 に指定 さ

れて い る 同 市長 出 区南部地域 を 中 心 に 総合防災訓 練 を 実施 し た 。 震災後 に 整備 さ れた体制

や 資機材の検証 を 行 う と と も に 、 防災力 の 向 上 を 図 り 、 今後、 発生が予想、 さ れ る 東南海 ・

南海地震 に備 え る こ と を 目 的 に行 わ れ た 。
長 田 港 を は じ め 、 小学校な ど 6 会場で、 市民や 防災関係機関 な ど1 ， 000人以上が参加、
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船舶 3 隻、 航空機 2 機、 車 両34台が使 わ れ た 。 東南海 ・ 南海地震が発生 し 、 神戸市域 に お

い て も 建物損壊や ラ イ フ ラ イ ン の供給停止 な どの被害が発生 し 、 瀬戸内海沿岸 に津波警報
が発表 さ れて い る と の想定で、 防災 コ ミ ュ ニ テ イ が中心 と な っ て 、 情報伝達訓練や避難所

開設訓練、 応急救護言11 練 な ど を 複数の会場 に分散 し 、 同時進行で、行 わ れ た ほ か、 消防局の

大容量 ポ ン プ車や 自 衛隊 の 人命救劫 シ ス テ ム な ど最新の資機材 を 実際 に fH い た 訓 練 を 繰 り

広 げた 。

こ の 日 の総合間 災訓 練 は 、 長 田 区総合防災訓練 と 合同 で行 わ れ た ほ か 、 西 区総合訪災訓

練 も 同 日 実施 さ れた 。 そ れ以外の 区 は 9 月 4 日 、 5 日 に そ れぞれ各区総合防災訓練 を 行 い 、
約3 ， 100人が訓 練 に 参加 し た 。 (注13)

〔明者市立 ど 「防災 の 自 」 に訓練 甫淡町では4 ，900人が参加〕

明 石 市 は 「防災の 日 」 の 9 月 1 日 、 総合訪 災訓練 を 実施、 消 防 、 警察 を は じ め在民の 自
主紡災組織 な ど22同体か ら 500人が参加 し た 。

同市の地域防災計画 に2003年、 東南海 ・ 南海地震対策が盛 り 込 ま れ、 訓 練 は 午前 9 時50

分 に 南海地震が発生 し 、 市 内 で震度 6 強 を 観測 し た 、 と の想定で始 ま っ た 。 同 市二見 町南

ふ 門 の 明 石 海浜公 園 で は 、 住民 ら が消 火活動 を 展 開 。 自 衛隊員 が倒 壊 し た 建物 の屋 根 を
チ ェ ー ン ソ ー で壊 し 、 被災者 を 救 出 し た 。 自 衛隊ヘ リ コ プ タ ー に よ る 医療物資 の 緊急輸送

も あ っ た 。

j炎蕗島 の 三原郡南淡軒の南海地震 を想定 し た 防災訓練に は 、 住民、 消 問 、 警察、 町職員
ら 約4 ， 900人が参加 し た。 マ グ ニ チ ュ ー ド8 . 4の南海地震が起 き た と の想定で、 サ イ レ ン を

鳴 ら し て地震発生 を 知 ら せ、 津波警報の発令 と 避難勧告 を 出 し た 。 (注14)

〔震災 1 0年 を 迎え神戸市が小中高校生対象 に 防災語H練〕

阪神 ・ 淡路大震災 か ら 10年 を 迎 え る に あ た り 、 神戸市 は震災 の教訓 を 未来 に伝え よ う と 、

小 中 高校生 を 対象 に し た 防災訓練 「南海地震対応訓練ー 10年前 の教訓 を 未来へJ を2005年
1 月 11 日 、 同 市兵席 区 で実施 し た 。 参加 し た の は 、 県立兵庫工業高校360人、 吉 田 中学校160
入、 浜 I lJ小学校60人、 和 田 岬小学校126人 と 、 和 田 |押 . t兵 山 校 毘 防 災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ の

ほ か、 警察、 消 防 1:11 な ど計約1 ， 000人。

甫海地震 に よ り 震度 6 弱 の地震が発生 し 、 津波が到来す る と の想定で、 津波防災計画作
成地域の住民 (地 区 内 の小 中 高校の 児童生徒 を 含む) が指定避難場所 (神戸 ウ イ ン グス タ
ジ ア ム ) への 避難訓練 を 行 い 、 避難の|祭、 和 田 岬校 区 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ と 県立兵庫工

業高校の生徒が協力 し 、 同 区今在家で防潮 罪 の 罰 鎖 及 び避難時要援護者の搬送訓練 ( ボ ー
ト 等の 活用 ) を 行 っ た 。 ま た 、 同 区御 崎町の神戸 ウ イ ン グス タ ジ ア ム で は 兵庫二仁業高校生

が災害 ボ ラ ン テ ィ ア と い う 設定で、 模探避難所の設営 を 行 う ほ か 、 様 々 な 被災体験者が阪

神 ・ 淡路大震災の体験 を 児童生徒た ち に語 り 継 ぐ 防災討 論会等 を 実施 し た 。
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〔神戸市内60 カ所で紡災訓練 震災 1 0眉 年で〕

神戸市 は 、 阪神 ・ 淡路大震災か ら 10年 を 迎 え 、 震 災 に よ る 犠牲者への鎮魂 の 思 い を 新 た

に す る と と も に 、 震災時の体験 を 風化 さ せ る こ と な く 語 り 継 ぎ、 安全で安心 し て暮 ら せ る
ま ち づ く り を め ざ し て2005年 1 月 9 日 か ら 30 日 ま での 問 、 市内60 カ 所 で 防 災訓練 を 実施 し

た 。

各地域の 紡災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ や ま ち づ く り 協議会 な ど 自 治組織が中心 と な り 、 地域内

の事業所や行政機関が一体 と な っ て企画、 実施 し た も の で 、 放水訓練、 は し ご車 に よ る 救

出 や 避難訓練、 防潮扉 閉 鎖訓練な どの ほ か、 住民 自 身 に よ る 心肺蘇生法、 担架搬送訓練、

保護者の 引 き 取 り 訓練、 避難所設営、 避難所生活体験学習 な ど、 10年 前 の 教訓 を 活 か し た
様々 な 耳文 り 悲Rみ カf繰 り 広 げ ら れ た 。

3. 自主防災活動、 NGO ・ NPO 活動
〔兵庫 ・ 新湊J I I に河1 1 1 防災 ス テ ー シ ョ ン 住民が管理〕

災害時の水防や復旧活動 の拠点 と な る 「新湊]1 1 河] 1 1 防災ス テ ー シ ョ ン J が神戸市兵庫 区

東 山 町 1 丁 目 に 整備 さ れ、 2004年 4 月 24 日 、 完成 し た 。 同 川 の 決壊 に よ り 2 度 の浸水被害

を 受 け た周 辺住民 ら が、 被害の個人補償 よ り も 地域の活性化 を め ざ し て で き た施設で、 平

常 時 は コ ミ ュ ニ テ イ の場 と し て使 い 、 管理 も 住民慨 が担 う O

岡 田I毘 辺 は 、 1998年 と 1999年 と 2 度 の浸水被害 を 受 け た 。 当 初 は被害者の 会 を 結成 し 、

川 を 管理す る 県 に 個 人補償 を 求め る 方針だ、 っ た 。 し か し 、 商屈が並ぶ地域で も あ り 、 責任

の 追 及 よ り も マ イ ナ ス イ メ ー ジ の一掃 と ま ち の 活性化 を 第 ー に 考 え 、 「新湊川 地域振興策

世話人会J を 結成 。 補償 に代 わ る 町の振興策 を 県 、 市 と と も に協議 し て き た 。
ス テ ー シ ョ ン は 、 同 世話人会が要望 し て い た コ ミ ュ ニ テ ィ 機能 を 併せ持つ 防災施設で、

市有地約4 ， 500平方日 を 整備。 災害時 に は水防活動 や 緊急復 旧 活動 を 行 う 防 災拠点 と な り 、
平常時 に は地域の住民の コ ミ ュ ニ テ イ の場 と し て使 わ れ る 。 同 ス テ ー シ ョ ン の施設 は 、 災

害時の炊 き 出 し ゃ新湊] 1 1 の水位情報が得 ら れ る 河川 | 水防セ ン タ ー の ほ か、 水害時 に必要 と

な る 土嚢づ く り の土 と し て利 用 で き る 広場、 下水の高度処理水 を 利用 し た 防災 ト イ レ な ど
を 備 え て い る O

総事業費 は 約 2 億円 。 同様の 防災ス テ ー シ ョ ン は市内 2 カ 所 目 だが、 水 防 セ ン タ ー を住
民 に 開放 し 、 管理 も 委託す る の は初 の ケ ー ス と な っ た 。 (注目)

〔被災地 に 防災士続々誕生 神戸の初研修で96人全員合格〕

兵庫県内 で初 め て 開 か れ た 「防災士J の研修で、 全受講者96人が資絡取得試験 に合格 し

た 。 防災士 は 阪神 ・ 淡路大震 災 を 教司11 に制度化 さ れ、 防災意識の啓発や 、 災 害時 に は地域
の リ ー ダー 役 と し て 活躍が期待 さ れ る 。 震災 を 経験 し た 合格者 は 「友人 を 救 え な か っ た悔

し さ J ，.教訓 を 伝 え た し V な ど、 そ れぞれの思 い を 胸 に 、 実践の場へ と 一歩 を 踏み 出 し た。
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防災士の有資格者 は2004年 5 月 現在、 全国 に約2 ， 000人。 兵康県 内初 の研修 は 2004年 3

月 下旬 に神 戸 市 で 聞 かれ、 l カ 月 後 に 合格が通知 さ れた 。 こ の う ち 県内在住 者 は 72人で、

40� 50代 の 男 性が中心。 通信系企業の社員や教員 、 自 主!坊災組織の市民 な ど立場は様々 O

こ れで兵庫県内 の 防災士 は計74 人 と な っ た 。

「防災士」 は 、 2003年 4 月 、 NPO 法人 「 日 本防災士機構J (会長、 貝 原俊 民 ・ 前兵庫県
知事) が制度化 し 、 同 年 7 月 か ら 各地で研修 と 試験 を 開始。 年齢や職業 に 制 限 は な く 、 同

機構が認め た機関 の研修で 自 然災害、 医療、 ボ ラ ン テ イ ア 、 救急救命の 実技 な ど33講座 を

受 け 、 試験に 合格す れば有資略者 と な る o (注16)

4 . 1) ス ク マ ネ ジメ ン ト の取 り 組み
〔兵庫県 と 神戸市が消防防災ヘ リ を 共同運航 全国初〕

兵庫県 と 神戸市が連携 し た消 防防災ヘ リ コ プ タ ー の 共 同運航開始式が2004年 5 月 5 日 、
神戸市 中 央 区 の 神 戸 ヘ リ ポ ー ト で 関係者 ら 約 100人が出席 し て行 わ れ、 ヘ リ コ プ タ ー か ら

救助隊員 が降下す る 訓 練 も 行 わ れ た 。 消 防防災ヘ リ の県市共 同 運航 は全国で初 め て 。 阪神 ・

淡路大震災の教訓 を 踏 ま え 、 行政の枠組み を 超 え て実現 し た。

消 防 防災ヘ リ は 県 がl機、 市が 2 機所有 し 、 そ れぞれ独 自 に 運用 し て い た が、 県 の ヘ リ

が点検中 の た め 緊急 出動要請 に対応で き な か っ た り 、 市 の へ 1) が市外 に 出 動 で き な い 問題
点があ っ た 。 共 同 運航す る こ と で、 3 機の う ち 2 機が昂内全域 に常時出動で き る う え 、 医

師や看護師が乗 り 込む 「 ド ク タ ー ヘ リ 」 と し て運用 さ れ る た め 、 災害時 な ど の 人命救助で、
効率的 な利用 が可能 に な っ た 。

〔兵庫県内企業 災害想定マ ニ ュ アル策定は首都闇 を下田 る54 % )

兵庫県 内 の株式公開企業の う ち 、 大規模災害 を 想定 し た マ ニ ュ ア ル を 策定 し て い る の は
約54 % と 、 首都圏 や東海の企業 を対象 に し た 内 閣R守 の調査 を 下 田 っ て い る こ と が2005年 1

月 、 神戸新開社の ア ン ケ ー ト 調査で明 ら か に な っ た と 、 神戸新聞 (2005年 1 月 15 日 付) が
報 じ た 。

県 内 に 本社 を 置 く 株式公開 企業全125社 に 、 2004 年 1 2 月 末 � 2005年 1 月 上旬 に 実施。

91 . 2 % の 114社が答 え た 。 地震や台風、 津波な どの発生 を 想定 し た マ ニ ュ ア ル を 「策定済みJ

は 回答企業 中 の62tl: ( 54 . 4 % ) 0 内 閣府調査は 2002年、 大規模地震発生 の 危 険性が指摘 さ
れて い る 東京、 神 奈川 、 静 岡 、 愛 知 の 各都県の計699社が回答 し た が、 59 . 8% と 今回 の 調

査結果 を 約 5 ポ イ ン ト 上 回 っ た 。
10年前の 阪神 ・ 淡路大震災以降 、 全 国 の 企業が危機管理体制 の 構築 を 進 め て い る O マ ニ ュ

ア ル未策定の企業 は 「策定す る だ け の余裕が な いJ ，-必要性 は痛感 し て い る が、 日 々 の業
務の 中 で、優先頗位が低い」 な ど と し て お り 、 足元の兵庫県 内 で は 出 遅 れ る 形 に な っ て い る O

企業向 け の地震保険は84社 (73 . 7% ) が未加入。 補償額 に対 し保険料が火災保険 よ り 割
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高 と な る の が一般的 で 「保険料が高額 な た め」 、 「費用対効果が低い」 と 金額面 を未加入の

理 由 に 挙げた 回答が計13杜 と 最 も 多 か っ た 。 どの業界 も 競争 は 激化す る 一方 で 、 各企業 と

も 防災 コ ス ト の 兼ね合い を 厳 し く 見定め て い る O

今後、 保険加入 の 意 向 を 持 つ の は23社 (27 . 4 % )  0 マ ニ ュ ア ル も 16社 (14 % ) が 「策定中」
と 答 え た。 (注

〔災害時の透析患者搬送に練習鉛を 派遣 神戸大学海事科学部が医学会 と 提携〕

大規模災害時、 透析が必 要 な ，患者 を 被災地外の 医療機関 に船で搬送す る と い う 提携 を 、

口 本透析医学会 な ど と 神戸大学海事科学部が2004年 8 月 ま で に結 ん だ。 陸 の交通網が ま ひ

し た 阪神 ・ 淡路大震災で の経験 を 教訓 に 、 協議 を 進め て き た 。 大板湾、 瀬 戸 内 海 を 活動地

域 に想定 し 、 要請 に応 じ て 、 一度 に患者60人の搬送が可 能 な 同大学海事科学 部の練習船 「深

江丸J (449 ト ン ) を 派遣す る O
阪神 ・ 淡路大震災で は 、 慢性的 な 透析患者 に加 え 、 倒壊家屋 の 下敷 き に な る な ど体 に 強

い圧)J がか か っ た場合 に 発症す る ク ラ ッ シ ュ (挫j威) 症候群患者が数多 く 出 た 。 河症候群

で50人が死亡 し た と い う 医療機関 の 調査 も あ り 、 早 急 な 透析治療の 必要性が向 わ れ た 。

こ う し た課題 に 、 日 本透析医学会の 内藤秀宗理事長 と 神戸大学海事科学部 の 井上欣三教
授が中心 と な り 、 震災当 時、 患者の搬送手段 と し て有効 だ っ た 船舶 の利 用 を 検討。 今 回 の

提携が実現 し た 。
大災害が発生 し た場合、 同 学 会 な ど透析関連司体でつ く る 「災害情報ネ ッ ト ワ ー ク 」 が

イ ン タ ー ネ ッ ト で被害状況 を 発信。 井上教授 ら に よ る 「危機管理 ・ 海上支援 ネ ッ ト ワ ー ク 」

が衛星通信で、深江丸 に 派遣の指示 を 出 す 。 実習 中 で も 中 断、 現地 に 向 か わせ る 。

透析間体か ら の情報な ど を チ ェ ッ ク す る 拠点 は 、 神戸市東灘 区 の 同大学海事科学部校舎

に 設置。 今後、 同様の派遣船 を 増 や し 、 活動 を 東海、 関東地方 な どへ も 広 げて い く o (注18)

5 . 人材養成
〔 人 と 防災未来セ ン タ ー に よ る 研修〕

人 と 防災未来セ ン タ ー の主 な機能の ひ と つ が、 防 災 に 携わ る 昌 治体職員 な ど を対象に し

た 人材育成 であ る が、 地方公共団体の首長や 防災 を 担当 す る 幹部職員等 を 対 象 に し た 「災
害対策専 門研修J 、 災害 ボ ラ ン テ イ ア コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 対象 と す る 「 ボ、 ラ ン テ イ ア コ ー
デ イ ネ ー タ ー コ ー ス 」 、 「 国 際協 力 機構 (JICA) か ら の 受託研修」 の 主 に 3 つ の萌修講座
カfあ る O

自 治体の首長 な ど を 対象 に し た 災害対策 ト ッ プ フ ォ ー ラ ム ( ト ッ プマ ネ ー ジ メ ン ト コ ー
ス ) は 、 最新の研究成 果 に よ る 知見等 を も と に 、 今後発生す る 災害 に 対 し 、 各 自 治体の ト ッ
プ に 求め ら れ る リ ー ダ ー シ ッ プな ど に つ い て議論す る こ と を 通 じ 、 自 治体 の危機管理 の あ

り 方 を 考え る も の で、 2004年度 は 全国 の 自 治体か ら 市町長、 助役、 政策監19人が参加 し た。
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防 災 を 担当 す る 幹部職員 等 を 対象 と す る マ ネ ジ メ ン ト コ ー ス に は 、 北 は宮城県か ら 雨 は

熊本県 ま で各地か ら 延べ196人が参加 し た 。
ま た 、 テ ー マ 、 対象者 を 限定 し た 「特設 コ ー ス 」 で は 、 図上訓練の内容 と 効果 に つ い て

実 捺 に 図上訓練 を 体験す る 中 で学ぶ と 同 時 に 、 初動対応期 に お け る 対応 の 要諦 に つ い て座

- 演習 を 通 し て 実践的 に 学ぶ '[主i 上訓 練 コ ー ス 」 と 、 小規模 白 治体の メ リ ッ ト を 活か し

た対策 な ど、 小規模 自 治体で あ れ ば こ そ 可 能 な 対応 に つ い て探 る こ と を 百 的 と し た 「小規

自 治体防災 コ ー ス 」 の 2 コ ー ス を 実施、 「図 上古11 練 コ ー ス J に79入、 「小規模 自 治体防災
コ ー ス 」 に21人が参加 し た 。

2 年 目 と な る 「 ボ ラ ン テ ィ ア コ ー デ ィ ネ ー タ ー コ ー ス J の特鍛 は 、 主催者の 同 セ ン タ ー

と 、 震災の被災地で復興 を 担 い 、 ま た 、 全国で災害救援活動 を 行 っ て き た 市 民活動者 ・ 団
体 (NPO ・ NGO) が、 企画会議 を 持 ち な が ら 協働 し て プ ロ グ ラ ム を 創 り 上 げて き た 点 で、

同 コ ー ス は 8 月 23 l::f か ら 3 日 間 の 日 程で行 わ れ、 近畿地方 を 中 心 に 北 は 北 海道 か ら 南 は 九

州 ま で の 各 地 か ら 計27人が参加 し た 。
今回 は 災害 ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー を 設置 ・ 運営 し て い く た め に必 要 な 知識 と ノ ウ ハ ウ を

獲得す る こ と を メ ー ン テ ー マ と し 、 コ ミ ュ ニ テ ィ に お け る 事前 の減災対策が重要だ と 位置

づ け 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ形式 を 多用 し 、 講師 を 含 め た 受講者が互い に意見 を 交換 し 、 情報交

換で き る 機会 を 重視 し て行 わ れ た 。

同 セ ン タ ー は 、 災害対策専 門研修 を 通 じ て培 わ れた 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク を よ り 強 聞 に す る

と と も に 、 最 近 の 災害 か ら 得 ら れた教訓 ・ 知見 の 共有化 を 図 る 機関 と し て 、 同研修 を こ れ
ま で に 受 け た 人 を 対象 に 2005年 2 月 8 口 、 「 フ ォ ロ ー ア ッ プ ・ セ ミ ナ ー 」 を 開催、 27人 が

参加 し た 。

こ の セ ミ ナ ー で は2004 年 10 月 に発生 し た 新 潟 県 中 越地震 に 関 し て 、 人 と 防災未来セ ン

タ ー が実施 し た 調査研究や支援の成 果 を 報告す る と と も に 、 新潟県庁、 現地 に 派遣 さ れ た
自 治体職員 を ゲス ト ス ピ ー カ ー と し て招 き 、 行政の 災害対応 に お け る 問題点 を 明 ら か に す

る と と も に 、 今後の 防災行政 に お い て 考 え て い く べ き 視点、 課題 に つ い て議論 し た 。

国際協力機構 (JICA) か ら の受託研修 は 以 下 の 通 り 。
同 イ ラ ン 国別研修 「地震防災実務J コ ー ス (2004年 4 月 8 日 �23 日 )

都市直下型大地震の発生が予想 さ れて い る イ ラ ン の首都 テ ヘ ラ ン 市 に お い て 、 防災計
揺 を 策定 し 、 実行す る た め の参考 と し て 、 都市在下型の大地震で あ る 阪神 ・ 淡路大震災

の経験 を 踏 ま え た わ が 国 の 妨災体制 を モ デル ケ ー ス と し て 、 震災対策 に つ い て学ぶ コ ー

ス を 実施 し 、 3 人が参加 し た 。
(イ ) ト ル コ 国 別 特 設研修 技術協力 プ ロ ジ ェ ク ト 「災害対策研修J (2004年 8 月 初 日 ~

9 月 17 日 、 2005年 2 月 2] 日 � 3 月 12 日 )
1999年 8 月 と 11 月 に ト ル コ 北西部で発生 し た 大地震 は死者 1 万8 ， 000人 と い う 甚大 な

を も た ら し た。 震災談、 被災地で は復興事業が進め ら れ、 防災対策制度の整備 が進
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め ら れて お り 、 同 プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 災害対策 に 関す る 実践的 な 知識 を 習得 し 、 災害対

策の必要性の意識向 上 を め ざ し て実施 さ れ、 計24人が受講 し た 。

(ウ) 中 米特設研修 「中米防災対策」 コ ー ス 2005年 1 月 24 - 28 日

1997年のハ リ ケ ー ン ・ ミ ッ チ を 受 け て 、 中 米 各 国 は 防災 5 カ 年計画 を は じ め と す る 防

災対策の 整備 を 実施 し 、 国 で は な く 地域 と し て 訪災 に 取 り 組んでい る O そ こ で 臼 本 に お

け る 訪災体制 を 理解す る と と も に 、 中米各国 と の経験 ・ 知識交換 を 通 し て 、 研修員 が 自

国 の 防 災 に お け る 問題点 を 把握 し 、 防災体制 の 向 }二 を め ざ し て実施 さ れ、 18人が参加 し
た 。 (注19)

〔津波警報の知識 を 1 1 カ 国担当者に研修 ア ジア防災 セ ン タ ー 〕

ア ジ ア 防 災 セ ン タ ー は 、 ス マ ト ラ 島 沖 地 震 ・ イ ン ド 洋 津波 を 受 け て 、 国 際協 力 機構

(JICA) が主催す る 「 イ ン ド 洋津波 早期警戒体制構築 に 向 け た ]lCA 地域別研修」 を 2005

年 3 月 7 日 か ら 18 日 ま で の 問 、 実施。津波被 災国 の イ ン ド ネ シ ア 、 マ レ ー シ ア 、 タ イ 、 イ

ン ド、 ス リ ラ ン カ 、 モ ル デ イ ブ な ど11 カ 国 の担当省庁局 長 ク ラ ス 21 人が参加 し た 。

日 本が地震 ・ 津波の予報警報 シ ス テ ム の分野で培 っ て き た経験 ・ 知見 を 、 被害 を 受 け た

国 々 と 共有 し 、 参加国 の津波警報 シ ス テ ム 但当 の 政策決定者が、 環 イ ン ド 洋津波警戒 メ カ

ニ ズ ム 構築 の た め の基本的 な 知 識 を 得 る こ と を 目 的 と し 、 内 閣府、 外務省 、 気象庁 な ど関
係機関 の協力 の も と 実施 さ れた。

プ ロ グ ラ ム は 、 津波災害の被害軽減 に 関す る 基礎知識、 津波警報 シ ス テ ム の仕組み と そ
の 運営方法の概略、 マ ス メ デ ィ ア を 通 じ た 防災情報の伝達 な どか ら 構成 さ れ、 現地視察 と

し て和歌山県の津波訪災対策 を 推進 し て い る 市町村 を 訪 問 し た 。 白 浜 町で は 、 地域 に密着
し24時間体制 で緊急放送が可能 な FM 放送施設、 観光客対策 と し て設量 さ れ た 避難標識 ・

防 災無線、 街 中 の 自 主 的 な 海抜表示の取 り 組み な ど を 見学 し た 。 田辺市で は 、 過去の津波

の モ ニ ュ メ ン ト や住民 に よ る 白 主 的 な避難路整備 な ど を 視察 し 、 昭和南海地震の体験談や

防災対策の 現状 を 聞 い た 。

ι 災害対築技備の向上
〔総合勤災麗 関連防災世界会議に合わ せ て 開館〕

阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 と し て 1997年以降、 毎年開催 さ れて き た 「震災対策技術展J (神

国際観光 コ ン ペ ン シ ョ ン 協 会 な ど主催) は 、 2005年 に 第 9 司 を 迎 え た が、 国連防災世界

会議が神戸 で 部保 さ れた こ と に伴 い 、 同会議 の 関 連 イ ベ ン ト と し て名 称 を 「総合防災展」

と し て 、 同 会議 が行 わ れた神戸 ポ ー ト ア イ ラ ン ド の神 戸 国 際展示場 で 開催 さ れ、 防 災 に 関

連 し た各種製 品 や免震工法、 小型地震計、 携帯用浄水器 な どが展示 さ れた ほ か、 自 治体の
防災対策 の紹介や災害時の対応 な ど を テ ー マ に し た シ ン ポ ジ ウ ム な どが行 わ れた 。

会期 も 従来 2 日 間 だ っ た の を 、 に合わせて 5 日 間 (2005年 1 月 18 日 - 22 日 ) に 延長
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し 、 124社が参加、 来場者数 も 8 ， 000人 を 超 え た 。 ま た 、 横浜会場 ( 2 月 3 日 � 4 日 ) で も
130杜が参加、 来場者 は9 ， 600人 を 超 え た 。

7 . 協力 ・ 交流
〔 自 然災害の低減め ざ し ア ジ ア 防災 セ ン タ ー がユ ネ ス コ と 協定締結〕

ア ジ ア 防災 セ ン タ ー (神戸市) は2005年 1 月 19 日 、 国連教育科学丈化機関 (ユ ネ ス コ )

と 、 国捺防災で の協力 関係の推進 を 彊 っ た協定 を 締結 し た。

同協定 は 、 研究成果や関連情報の交換 ・ 共有や調査研究の協力 な ど 5 項 目 に わ た り 、 両
機関が住民啓発や 防災教育 、 防 災 に 関す る 科学的知見 な どで、 よ り 一層 、 連 携 を 深め て い
く こ と に し て い る 。

神戸 市の神戸国際会議場で開催 さ れた 国連防災世界会議 で 、 i司 セ ン タ ー な どが聞 い た 国
際会議の席上、 松浦晃一郎ユ ネ ス コ 事務昂長 と 伊藤滋 ア ジ ア 防災セ ン タ ー 長 が協定書の締
結 を 行 っ た 。

松浦ユ ネ ス コ 事務局長 は 「ユ ネ ス コ は 、 ア ジ ア 防災 セ ン タ ー と 、 地域社会 を 自 然災害か

ら 守 る た め に 自 然災害の軽減、 デー タ ベ ー ス ・ 教育教材 の 共有 な ど、 情報 ・ 経験 ・ 知識 を

共有す る こ と を 目 的 に協定 し た 。 ア ジ ア 防災セ ン タ ー が災 害 に強 い 社会 を つ く ろ う と 努力

し 、 各 国 聞 の協力 関係 を 構築 し 、 情報の共有 を 通 し て 、 リ ス ク の軽減、 脆弱性の低減 を 行 っ

て い こ う と い う 姿勢 に 大変 な A情熱 を 感 じ て い る 」 と あ い さ つ し た 。 (注21 )

〈参考 引用文献〉
(注 1 �注 4 ) 平成17年版紡災白書
(注 5 ) 2005年 1 月 7 日付 朝 日新開
(注 6 �注 9 ) 平成17年版防災白書
(注10) 兵庫県資料
(注目) ，人 と 防災未来セ ン タ 一平成16年度年次報告書」
(涼12) 兵庫県資料
(i主13) 神戸市発表資料
(計三14) 2004年 9 月 1 8 付 神戸新聞
(1115) 2004年 4 月 17 8 1寸 神戸新潟 こ う べこの 1 年
(注16) 2004年 5 月 9 日付 神戸新関
(注17) 2005年 1 月 15 日 付 神戸新聞
(i主18) 2004年 8 月 22 日付 神戸新開
(注19) ，人と 防災未来セ ン タ ャ 平成16年度年次報青書」
(注20、 21) '2004 ア ジア防災セ ン タ 一年次報告書」
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学縮研究 @ 調査 @ 会議等
阪神 ・ 淡路大震災か ら 10周年 と な る 2005年 1 月 、 同連防災 世界会議が、 被災地への誘致

が実 り 、 神 戸 で 開寵 さ れ た 。 そ の 直前 の 2004年12月 末、 イ ン ド ネ シ ア ・ ス マ ト ラ 島沖 で起
き た 巨大地震が大津波 を 発生 さ せ、 イ ン ド洋全体 に被害 を 及 ぼ し 、 死者 ・ 行方不明者20万
人 を 超 え る 未曾有の津波 災特が起 き た 。

国際社 会 は 、 大規模 な 救援活動 を 展 開 、 観光地 も 津波災害 に見舞わ れた た め 、 多 く の 何 々
の観光客 も 犠牲 に な り 、 rTSU�AMIJ の 恐 ろ し さ が、 テ レ ピ報道 な どで 世 界 に知 ら れ る

こ と と な っ た 。 こ の た め 、 国際会議の 中 で は比較的地味 な 防災 に 関す る 会議 が世界的 に 注
目 さ れ、 168カ 国 か ら 専 門家や行政官 ら 約4 ， 000人が参加 し た 。

津波 に対す る 知識や備 え がな か っ た こ と 、 津波情報 シ ス テ ム が立 ち 後れ て い た こ と が被
害 を 拡大 し た こ と か ら 、 伺地域の津波警報 シ ス テ ム の構築 に 向 け 、 国 際 的 な 協力体制 を 早
期 に確立す る こ と な ど、 会議 は い く つ か の 成果 を 上げた 。 そ の具体的成果の ひ と つ と し て 、

白 然災害の被災国 に対 し て 中長期 に わ た る 復興 を 国際的 に 支援す る 新た な 仕組みづ く り で

あ る 「 国 際防災復興協力 機構」 が設立 さ れ、 会議か ら 4 カ 月 後 と い う ス ピ ー ド で神戸 に事

務局 を 構 え た 。

ま た 、 こ の会議 を 通 じ て 、 会場 と な っ た i波神 ・ 淡路大震災の被災地の復興状況 も 世界 に
伝 え ら れ、 震災の教訓 が改 め て 報道 さ れ る 機会 と な っ た 。

地震災害 は 、 問 内外 を 問 わず、 毎年、 ど こ かで発生 し て い る が、 国 内 に 限 っ て も 東南海 ・

南海地震、 東海地震、 宮城県沖地震 な ど巨大地震の発生が遠い将来の話で は な く 、 現実の
危機 と し て 迫 り つ つ あ る O 阪神 ・ 淡路大震 災か ら 10年 を 経過 し た が、 災害へ の 備 え 、 災害

対応、 支援、 復興の あ り 方、 妨災や災害対応、 に 携わ る 人材の育成等 々 、 被災地が果 た すべ
き 役割 は ま す ま す大 き く な っ て い る 。

上 関連防災世界会議 と その成果
〔国連防災世界会議 神戸 で開催 1 68カ 圏 、 約4 ， 000人が参加〕

阪神 ・ 淡路大震災か ら 10年の節 目 を 迎 え た 2005年 1 月 18 日 か ら 22 日 ま で の 5 日 間 に わ た
り 、 神戸市で国連防災世界会議が開催 さ れた 。 こ の会議 は 、 世界全体の災害 に よ る 被害の

軽減 を 目 指す21 世紀の新 し い 防災指針 を 策定す る こ と を 目 的 に 、 168 カ 国 の 国連加盟国 ( う

ち 閣僚級以上の参加は38 カ 国) 、 78機関 の 同連機関 な ど国際機関、 161 団体の NGO 等 か ら

総勢4 ， 000人以 Lが参加 し た 。

神戸 ポ ー ト ピ ア ホ テ ル で 開 か れ た 閉 会式 に は 、 天皇皇后両陛下が出 席 さ れ、 冒頭、 出 席
者全員 に よ り イ ン ド ネ シ ア ・ ス マ ト ラ 島沖大地震及 び津波災害の犠牲者への 黙祷が捧 げ ら

れ た 。 こ の 日 、 開 かれ た 政府 間 全体会合 で は 、 小泉 首相 の 開催国ス テ ー ト メ ン ト が行 わ れ、
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ア ナ ン間違事務総長の どデオあ
い さ つで開幕 し た国連防災世界
会議 (神戸新聞社提供)

小泉 苔相 は 、 イ ン ド 洋 の津波早期警戒体制 の構築 の必要性 を 訴 え つ つ、 JICA に よ る 研修

や 留連 国 際関災戦略 (ISDR) への財政的支援 を は じ め必要 な 支援 を 行 う こ と な ど を 表明
し た 。

18 日 か ら 19 日 に か け て 、 国連防災世界会議 に 集 ま っ たハ イ レ ベ ル の オ ピ ニ オ ン リ ー ダ ー

の意見交換 を 行 い 、 こ の な かで、 井戸敏三 ・ 兵庫県知事は 「 リ ス ク と の共存 に 向 け て J と

題 し た セ ッ シ ョ ン で、 板神 ・ 淡路大震 災か ら の復興 に 関 し て 、 被災前の状況 を 剖復す る だ

け で な く 、 創造的復興 を 日 指 し た こ と 、 都市計画 に よ る 復興 を 進め る に あ た っ て は市民参

加の ま ち づ く り を 推進 し た こ と を発表 し た。

ま た 、 一般市民が参加可龍 な パ ブ リ ッ ク フ ォ ー ラ ム が行 わ れ、 神戸間際会議場 を 中心 に

公開 シ ン ポ ジ ウ ム が、 神戸国際展示場等 で は 総合防災展 (展示 ブー ス 、 ポ ス タ ー セ ッ シ ョ

ン ) が開催 さ れた 。

こ の な かで 日 本政府 は 、 「減災社会 に む け て」 を テ ー マ に 、 地元地方公共団体等 と 連携 し 、

10年 前 の 板神 ・ 淡路大震災や そ の復 旧 ・ 復興の過程 を 通 じ て学 ん だ経験や教訓 、 強化 し て

き た 防災対策の 知識や技術 を 国 内外で共有す る こ と を 目 的 に 、 9 つ の セ ッ シ ョ ン か ら な る
阪神 ・ 淡路大震災総合 フ ォ ー ラ ム を 5 日 間 に わ た っ て 開催 し た。

公開 シ ン ポ ジ ウ ム に は約 1 万5 ， 000人が参加 し た ほ か、 総合防災展 な ど を 加 え る と 計約

4 万人 の 参加者があ っ た 。
<r兵庫行動枠組J r兵産宣言」 を 採択 し て 開幕〉

22 日 、 政府間 全体会合で、 5 つ の テ ー マ別 会合か ら の 報告、 パ ブ リ ッ ク フ ォ ー ラ ム の 報
告が行 わ れ た 。 引 き 続 き 間 か れた起草委員 会で会議成果文書 と な る 「兵庫行動枠組2005

2015J と 「兵庫宣言」 が、 全会一致で採択 さ れた 。

兵躍行動枠組2005-201 5 (Hyogo Framework for Action 2005 … 2015) 
こ の 丈書 は 、 防 災分野 に お け る 今後10 年 間 の優先的 な 取 り 組み事項 を ま と め た も の で 、
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「災害 に 強 い 国 ・ コ ミ ュ ニ テ イ の構築へ 向 け て 兵庫行動枠組2005-2015 J と い う 表題が

示す と お り 、 単 な る 合意文書で は な く 、 よ り 行動指向 的 な 内容 と な っ て い る 。

過去20年 間 、 災害 に よ る 被災者は毎年平均 2 億人以上 に の ぼる な か、 防 災 を 持続可能 な

開発や 貧 困 削 減 の 取 り 組み に 体系 的 に 取 り 組 む こ と が不 可 欠 で あ る と い う 、 世界全体の
テ ー マ を 背景 に 、 陛界共通の今後10年 間 の 防災 目 標 と し て 、

①持続可能 な 開発の取 り 組み に減災の観点 を よ り 効果 的 に取 り 入れ る 。
②全て の レ ベ ル 、 特 に コ ミ ュ ニ テ ィ レ ベ ル で防災体制 を 整備 し 、 能力 を 向 とす る 。

③緊急対応や 短 !日 ・ 復興段 階 に お い て リ ス ク 軽減の手法 を 体系 的 に取 り 入れ る O

こ と を 掲 げ、 最終的 な 成果 と し て 、 災害 に よ る 人的被害、 社会 ・ 経済 ・ 環境資源の損失が
実質的 に 削 減 さ れ る こ と を 求 め て い る O

さ ら に 、 こ れ ら の 日 標達成 に 向 け た優先行動 と し て 、

①防災 を 図 、 地方の優先課題 に位置づけ 、 実行 の た め の強力 な 制 定基盤 を 確保す る 。

②災害 リ ス ク を 特定、 評価、 観測 し 、 早期警報 を 向上す る O

③全て の レ ベ ル で防災丈化 を 構築す る た め 、 知識、 技術、 教育 を 活用 す る 。

④滞在的 な リ ス ク 要因 を 軽減す る O

⑤効果的 な 応急対応の た め の事前準備 を 強化す る 。
と い っ た 5 テ ー マ ご と に優先行動 メ ニ ュ ー を 設定 し 、 各国や各機 関 の取 り 組むべ き 行動 を

具体的 に定め て い る 。
さ ら に 、 今 回 の会議成 果 を よ り 意味 あ る も の と す る た め に は 、 成果文書 の 採択 に と ど ま

る こ と な く 、 国 際社会が一致団結 し て 、 会議成果の実施 と フ ォ ロ ー ア ッ プ に取 り 組 ん で い

く こ と が重要で、 あ る と い う 考 え か ら 、 実施 と フ ォ ロ ー ア ッ プの方針 に つ い て も 予め採択丈

書 に盛 り 込ん でい る 。 具体的 に は 、 防災 に 関 わ る 多様な分野の 関係者に よ る 多部 門 問調整
の捉進、 コ ミ ュ ニ テ イ に根 ざ し た 組織や ボ ラ ン テ イ ア 等 の 民間主体、 研究機 関 の 関与 、 国

を 越 え た 災害への対応体制 の 支援 と い っ た 一般的配車事項 を 定 め た とで 、 関係主体 ご と
の取 り 組み方針 を 次の と お り 設定 し た 。

①各国 は 、 強 い 自 助 の精神の 下 、 市民社会そ の 他 の 関係主体 と 連携 し つ つ 、 各国 の実情 に

即 し て 、 Il ら の 間災能力 を 評価 し 、 本行動枠組 に 関 わ る 防災 プ ロ グ ラ ム の概要 を 公表す

る 等の取 り 組み を 実施す る 。
②国連等 の 国 際機関 は 、 本行動枠組 に位置づけ ら れた 人道分野及 び開発分野 に 防災の観点

を 現 り 入 れ る た め の総合的 な 取 り 組み の推進、 被災国 の復興 を 支援す る 国際的 な仕組み
の強化等 を 実施す る こ と が求め ら れ る 。

③地域機関 は 、 本行動枠組 に 掲 げた 日 標 を 地域 レ ベ ル で達成す る た め の 域 内 各 国 の 防災能
力 の 向上、 災害の監視手法の 開発等の地域 プ ロ グ ラ ム の推進、 地域 レ ベ ル での達成状況

や 障拝の検証、 津波等 の 早期警報体制 の 整備支援等 を 実施す る こ と が求 め ら れ る 。

④ 国 連 国 際防災戦略 (ISDR) パ ー ト ナ ー は 、 本行動枠組の フ ォ ロ ー ア ッ プ の た め 、 関係
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主体の 防災行動実施上の課題の特定や ガ イ ド ラ イ ン 、 政策 ツ ー ル の 整備 を 通 じ た調整、

防災 に 関 す る 優良事例や教訓 、 技術、 行動 に つ い て の 情報収集 ( ポ ー ト フ ォ リ オ ) の整
舗等 を 実施す る こ と が求め ら れ る 。

(Hyogo Declaration) 
「兵庫行動枠組2005 - 2015j と し て取 り ま と め ら れ た 会議成果の具体化 に 向 け た行動 を

あ ら ゆ る 主体 に 呼びか け 、 世界全体の一粒子打民 に 向 け て も 分か り や す い メ ッ セ ー ジ と し て
伝 え る た め に 、 「兵庫 宣言 (Hyogo Declaration) j と し て 、 宣言文書が次の と お り 採択 さ

れ た 。

兵庫官言 〈要旨〉

国連関災世界会議への諸国代表団 は 、 阪神 ・ 淡路大震災か ら 目 覚 ま し い復 興 を 遂げた兵

庫県神戸市 に 集 い 、 国 の持続可能 な 開発 を 実現 し 、 強化 し て い く 上で、 災害被害 を軽減す
る こ と は 国際社会が直而す る 最重要の課題の ひ と つ であ る こ と を確認 し た 。

世界の 災害被害 を 軽減す る こ と を 決意 し 、 函連の果た す重要 な役割 を確認 し 、 次の と お

り 宣 言す る O

①21 世紀 の 世界的 な 防災活動 を 強化す る た め 、 国際的 に合意 さ れた発展の 目 標 に取 り 組 む 。

②防災、 持続可能 な 開発、 貧困撲滅の三者の密議不可分 な 関係 を 認識 し 、 す べ て の 関係者
を 防災 に 関 与 さ せ る こ と が重要で あ る O

③個 人 か ら 国際的 な も の に至 る あ ら ゆ る レ ベ ル に お い て 、 災害予防の文化 を 強化す る 。 災

害損断的 で分野横断的 な ア プ ロ ー チ を 防災サ イ ク ル に組み入れる こ と を 通 じ 、 災害 に 強

い 回 、 コ ミ ュ ニ テ ィ を 構築す る O

④すべ て の 国が領域内 の 国民 と 財産 を 災害か ら 守 る 第一義的 な 責任 を 持 っ て い る O コ ミ ュ
ニ テ ィ に お い て災害 リ ス ク を 軽減す る 能力 を 高 め る こ と が極め て重要で、 あ る 。 災害 を 受

け や す い途上国が災害 に対応で き る 能力 を 、 そ の 国 自 身 の努力 、 二 回 問 、 地域問、 国際

的 な協力 の 強化 を 通 じ て 高 め る 緊急 な 必要性があ る 。

⑤今後10年の 防災の指針 と な る 枠組 と し て 「兵庫行動枠組2005- 20l5j を 採択。

⑥ 「兵庫行動枠組」 があ ら ゆ る レ ベ ル に お い て 実際の行動 に 移 さ れ、 そ の 達成度が ISDR

(国連国際防災戦略) に よ っ て 点検 さ れ る こ と が極め て重要。

⑦出連防災世界会議の成果の実現は 、 世界 を 安全 な 姿 に し て 将来の世代 に 引 き 継 ぐ我 々 の

た ゆ ま ぬ努力 に かか っ て お り 、 あ ら ゆ る 関係者 に行動 を 呼びかけ る 。
③冒連防災世界会議 を 開催 し た 日 本政府、 国民及 び兵庫県民 に 感謝す る 。 (注 1 ) 

〔国際防災謹興協力機構 神戸に設置で合意 5 月 に事務局発足〕

国連防災陛界会議で l 月 19 日 、 自 然災寄の被災国 の 中 長期 的 に わ た る 復興 を 国際 的 に 支
援 す る 新 た な 仕組 み と し て 、 国 連 の 「 国 際 防災復興協力 機構j (International Recovery 
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Platform 略称 IRP) を 発足 さ せ、 神戸市 に 事務局 を 置 く こ と が正 式 に 決 ま っ た 。 同

連の 防災関連機 関 や 、 内 需 府の 関連機関 「 ア ジ ア 防災 セ ン タ - J ( 同 市 rþ 央 区) が参加す

る ほ か、 国 際労働機関 (ILO) 、 世界銀行 も 加 わ る 意向 を 示 し た 。

IRP は 、 現在の 国際防災協力 の ス キ ー ム が緊急支援 中 心 で あ り 、 復興 ・ 予 防 に 関 す る 国

際支援の総合的 な 体制jが整っ て い な い こ と か ら 、 同連防災世界会議 (兵庫会議) の 具体的

な 成果 と し て 設立 さ れた も の で 、 2005年 5 月 に神戸 市命 中 央 区 の 「 人 と 防災未来セ ン タ ー」

内 に設立 さ れ た 。
同機構 に つ い て は 、 兵庫県 の 井戸敏三知事が2004年 8 丹 、 神戸市 内 で 聞 か れ た 国連紡災

世界会議 プ レ ・ シ ン ポ ジ ウ ム で、 被災問への復興支援 に 関 す る 各 国 聞 の 窓 口機 関 の設立 を

提案。 「緊急対策 で は 一定の仕組み は あ る が、 中 長期 的 な 復興対策や 予 防 対 策 で の 国 際 的

な 支援体制 は 整 っ て い な い」 と 指摘。 「被災国 と 各国 ・ 各機関が個別 に 対応 す る の で な く 、

一元的 に 調 整す る 窓口 を 神戸 に っ く り た い」 と 述べ、 政府 も こ の提案 を 支援す る こ と を 明
ら か に し て い た 。

「 国 際防災復興協力機構」 の 具体的 な 活動内容は

① 護興デー タ ベ ー ス の構築

@ 世界の被災地 に 残 る 復興 に 関 す る 経験や教訓 、 復興優良事例 を 収集 ・ 整理

@ 国際機関 や研究機関 に あ る 復興優良事例や研究成果 を 収集 ・ 整理
② 復興 に 関 す る ネ ッ ト ワ ー ク の構築

@ 復興 に 関 す る 専 門 家、 機 関 の有機 的 な 連携の構築
③ 復興 ・ 予防施策 に か か る 人材育成

@ 関係機関 と の 連携 に よ り 、 被災国 内 に お い て復興 ・ 予 防対策 を 担 う 人材 を 育成

④ 復興 に か か る 専 門 家 の 派遣
@ 被災 国 の 要 請 に 基づ き 、 復興計画の 策定等 に 隠 し 、 知見や情報の提供、 ア ドバ イ ス を

行 う 専 門 家 チ ー ム を 派遣
⑤ 復興 に 関 す る 調査 ・ 研究

@ 被災 国 の経験 に 基づ き 、 国 際 的 な援興事業の総合調整等 の あ り 方等 を 調査 ・ 研究

当 面 の 体制 は 、 国連開発計画 (じNDP) 職員 、 国連国際防災戦略 (ISDR) 事務局職員 、
国連人道問題調整事務所 (OCHA) 職 員 、 ア ジ ア 防災 セ ン タ ー 職員 、 兵庫県職員等で構成

さ れ る O

所在地 は 兵庫 県神戸市 中央包脇浜海岸通 1 5 2 人 と 防災未来セ ン タ ー 「 ひ と 未来館J
6 階 (注 2 ) 

2 . そ の他の会議 ・ シ ンポジウ ム等
〔第 7 囲 ア ジ ア防災 セ ン タ 一 国 際会議〕

ア ジ ア 防災 セ ン タ ー (神戸市) は 、 ア ジ ア 防災会議2005実行委員 会 (兵庫県、 国連人道
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問題調整事務所 ・ 神戸ユ ニ ッ ト 、 ア ジ ア 防災セ ン タ ー ) と 共催 し 、 第 7 回 ア ジ ア 防災 セ ン
タ 一 国際会議 「 ア ジ ア 地域 に お け る 総合防災政策 と 防災優良事例 フ ォ ー ラ ム ー よ り 安全 な

世界へ 向 け て 、 経験か ら 共 に 学ぶ」 を 2005年 1 月 四 日 、 神戸国際会議場 で 開 催、 ア ジ ア を
中心 と す る 政府関係者、 国際機関等か ら 210人が参加 し た 。

同 会議 は 、 国連防 災世界会議の公式 フ ォ ー ラ ム と し て 聞 い た も の で、 ア ジ ア 地域 に お け

る 災害 リ ス ク や脆弱性 を 軽減す る 方策 に つ い て 、 ア ジ ア 5 カ 国 (バ ン グ ラ デ シ ュ 、 フ ィ リ

ピ ン 、 ラ オ ス 、 中 国 、 タ ジ キ ス タ ン ) の 防災優良事例 を 紹介 し な が ら 議論 が行 わ れ た O
ま た 、 ス マ ト ラ 島沖地震 ・ 津波 に 隠す る 緊急報告 も 行わ れ、 ト リ ウ ト モ ・ イ ン ド ネ シ ア

政府防災担 当 局 長 は 、 今回 の災害で、 大規模災害 に対す る 国際社会の協力 ・ 連携の必要性

や長期 的 な 災害予防の葉要性 に つ い て 再認識 し た と 述べ た 。 (注 3 ) 

3 . 調査 ・ 研究
〔関西学院大学が 「災害復興需Ij震研究所」 を 開設〕

関 西学 院大学 (兵庫県西宮市) は 、 震災10年 を 迎 え た2005年 1 月 17 13 、 「災害復興制度

研究所」 を 開設 し た 。復興政策や被災者支援制度 を研究テ ー マ に し た全国初 の研究所で、 「 人
間復興」 を キ ー ワ ー ド に 、 調在 ・ 研究 を 進め る 。 3 年後 に 災害救助法や被 災者生活再建支

援法 な ど現行法の 改正案 を 提言 し 、 5 年後 を め ど に 「災害復興碁本法案」 の 原案づ く り を

め ざす。
研究対象 は 、 自 然災害の被災者支援 シ ス テ ム 。 二 重 ロ ー ン 問題。財ゐ産滅失 に 伴 う 心 の ケ

アく〉義援金の 配分方法o災害 フ ァ ン ド の実現可能性 な ど を 社会科学の視点 か ら 探 る 。
所長 に宮原浩二部 ・ 副学長、 統括研究員 に荻野 昌 弘 ・ 社会学部教授が就任 。 2005年 4 月

に 主任研究員 兼研究所教授 と し て 1 ) 1 中 茂樹 ・ 朝 日 新 開 編 集 委 員 が加 わ る 。 顧 問 の 貝 原俊

民 ・ 前兵産県知事、 新野幸次郎 ・ 神戸都市問題研究所理事長、 !蚕井情 ・ 東京大学大学院教

授、 室崎益輝 点 防研究所理事長が政策提言の助言ヰ を す る o (注 4 ) 

〔 自 然災害で住宅被害 操民の 6 割が 「不安」 兵蔵県鯖査〕

県民の約 6 訴が 1]互い将来、 自 然災害で住宅が被害 を 受け る 」 と い う 不安 を 抱い て い る
こ と が2004�: 9 月 、 兵庫県が行 っ た 県民意向調査で、分か っ た と 、 2004年 9 月 9 日 付の 読売

新 聞 が報 じ た 。 一方、 地震保 険 に 加入す る な ど備 え を し て い る 人 は 4 割 に 満 た ず、 県防災

局 は 「災害への不安感 を 、 住宅の耐震補強や 災害弱者の保護 な ど 自 助 、 共助 に結びつ け て
も ら え れば」 と し て い る 。

6 月 末 に 県民5 ， 000人 を 対 象 に ア ン ケ ー ト 用 紙 を 郵送。 ほ ほ半数の2 ， 51 6 人 か ら 明答 を 得

た 。 「地震や津波、 高潮 な どの 自 然災害で住宅が大 き な被害 を 受け る と い う 不安があ る かJ

と い う 設問 に 、 14 . 0% が 「非常 に不安だ、」 、 46 . 4 % が 「不安だ」 と 田答。 「 あ ま り 不安で、 は
な いJ (31 . 8% ) と 「 ま っ た く 不安 は な いJ (2 . 5 % ) の計34 . 3 % を 大 き く 上回 っ た 。
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地域別 で は 、 東南海 ・ 南海地震 に よ る 津波被害が懸念 さ れ る 淡路で不安 を 感 じ る 人の 割

合が際 だ っ て お り 、 「非常 に 不 安 だJ . 7 % ) と 「不安 だ、J (58 . 0% ) の 計 は79 . 7% 。 逆

に神戸 は 合計で54 . 9% と 最 も 低か っ た 。

一方、 住宅被害への備 え と し て 、 地震保険や建物更生共済 な ど に 加入 し て い る 人 は 県 全
域で38 . 1 % 。 加入 し て い な い 人 は60 . 4% 。 加入 し な い理由 と し て は46 . 4 % が 「保険料が高

い 」 、 14 . 0% が 「住宅が被害 を 受 け る よ う な 自 然災害 は 起 こ ら な い と 思 う J を 挙げた 。

地域別 の 地震保 険 な どへの加入率 は 、 但馬が64 . 4 % と 最 も 高 く 、 次 い で、丹波が63 . 5 % 。

最 も 低 か っ た の は 神 戸 の 30 . 0% 、 阪 神 南 の 36 . 3% な ど で 、 阪 神 ・ 淡路 大 震 災 の 被 災地

(34 . 1  % ) よ り も 、 被災地外 (46 . 1 % ) の 方 が高 か っ た 。

保険以外の錆 え と し て は 、 「貯蓄 を し て い る 」 が9 . 8% 、 「住宅 の耐震補強 な ど を 行 っ て
い る 」 が10 . 3% で、 「特 に何 も し て い な い」 が75 . 1 % に 上 っ た 。 (注 5 ) 

〔 自 力 で数キ 司避難 9 割が 「菌難」 兵庫県警が尼崎で意識調査〕

市域の 3 分の ] が海抜ゼ ロ メ ー ト ル地帯で、 東高海 ・ 南海地震が起 き た場合、 大 き な 津

波被害が予想 さ れ る 兵庫県尼崎市の市民 を 対象 に 、 兵庫県警が防災意識 を 調査 し た と こ ろ 、
9 割近 く が 自 力 で の避難が難 し い と 感 じ て い る こ と が分か っ た 。 回答者の 半数が住民同士

の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が足 り な い と 考 え て い る 。 2004年 5 月 四 日 付の朝 日 新 聞 が報 じ た 。

東南海: ・ 甫海地震 に つ い て の県警の調査 は 初 め て 。 災害対策課 に よ る と 、 調査は2004年
2 � 3 月 、 同市の 1 . 000人 を 無主別 に 選 び\ 910人か ら 自答 を 得 た 、 95 % が阪神 ・ 淡路大震

災の経験者 だ っ た 。

東南海 ・ 南海地震へ の 関心 に つ い て は 、 30% が 「非常 に 関心、があ る J 、 62 % が 「関心が

あ る J と 答 え 、 「関心が な い J ( 6  % ) を 大 き く 上回 っ た 。 避難時 に頼 る 人 は 「家族」 が60 % 、

「隣人 ・ 知 人」 は 1 1 % 、 「親類」 は 3 % 。 警察や消 防 は そ れぞれ10%程度。
自 力 で避難で き る 距離 は 1"500t;;: ま で」 が59% 、 1" 1 キロ ま で」 が25 % 、 5 % が 1 人 で は

で き な い」 と 回答。 津波被害は 数キロ以上 に及ぶ と い わ れ て お り 、 9 割近 く が安全な 地域 ま
で 自 力 で避難す る こ と は 難 し い と 考 え て い る こ と を 示 し た 。 住民間 の 助 け 合い に つ い て は

「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン がで き て い る 」 が 8 % 、 「あ る 程度 で き て い る J (38 % ) を 含め て も 、

「で き て い な いJ (52 % ) を 下 回 っ た 。 (注 6 ) 

〔地震 数十秒前予測に成功 初期撤動つ かみ警告〕

2004年 9 月 に発生 し た紀伊 半 島 ・ 東海道 沖 の 連続地震で、 国 が開発 し て い る 「緊急地震

速報 シ ス テ ム 」 が、 2 回 の 強 い揺 れが起 こ る 前 に 、 震動 の到達時間 や震源地の予測 に 成功
し て い た こ と が分 か つ た と 、 読売新開 (2004年 9 月 23 日 付) は 次の よ う に 報 じ た 。

同 シ ス テ ム は 、 地震の初期微動 を キ ャ ッ チ 、 被害 を 引 き 起 こ す主要動が来 る i直前 に警告

す る “夢のハ イ テ ク 防災" で 、 研究者 ら は 「大規模 な 地震 で有効性が実証で き た 。 東海、
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東南海 ・ 南海地震 な ど予想、 さ れ る 大地震 に 向 け て一歩前進 し た 」 と 自 信 を 深 め て い る O

気象庁 と 国 の 防 災科学技術研究所が共同 開発。 コ ン ビ ュ ー タ ー が初期微動 を 解析 し 、 大
き な 揺 れが届 く 時 間や 震度 な どの予測情報 を イ ン タ ー ネ ッ ト や衛星回線で配信す る 。 わ ず

か数十秒前の予測 だが、 実用化で き れば、 原 子炉や ガス 、 電力 の制御、 家庭の 火の始末 な

ど、 被害 を 最小 限 に と どめ る と 期待 さ れ、 現在 は試験運用 中 。

大阪府熊取町の京都大学原子炉実験所で は 、 24時 間態勢の 中央管理室 に設置。 9 月 5 日
午後 7 時 7 分頃 の 地震 で は 、 シ ス テ ム が35秒 前 に 強い 揺 れ を 予測 し 、 カ ウ ン ト ダ ウ ン を 始

め た 。 約 5 時 間 後 の 同 11 時57分頃の 2 回 目 で も 31秒前 に警告 し た 。 2 回 と も 、 予測到達時

間 は ほ ぼ的 中 し た 。

震度は予測の r 3 J に対 し 、 実際は r 4 J だ、 っ た が、 モ ニ タ ー 画面上 に 予測 さ れ た 震源

地 は 、 ほ ほ一致。 和 歌 山 市 の 関 西電力 和歌山支応で も 、 シ ス テ ム がほ ぼ同様の揺れ を 予測
し た 。

防災科学技術研究所の 堀 内 茂木 ・ 総括主任研究員 は 「地震波の到達時 間 は ほ ぼ正確 に 予

測 し 、 伝 え ら れた 。 今回 の デー タ を検証 し て さ ら に精度 を 高 め 、 今後の大地震対策 に 生 か
し た い 」 と 話 し て い る 。 (注 7 )

〔東南海地震 に も ろ い安全基準 京大防災新グル ー プが ピル被害に警鐘〕

今世紀前半 に も 発生が懸念 さ れて い る 東南海や南海地震 な どの巨大地震 に よ る 長周期地

震動 は 、 建築基準法で定め ら れて い る 安全蒸準 を は る か に上 回 る 可能性が高 い こ と が、 京

都大学防災研究所の入倉孝次郎教授 ら の グル ー プ に よ る 研究で分かっ た と 、 産経新開 (2004
年10月 10 日 付) が次の よ う に 報 じ た。 2004年10月 9 日 か ら 福 岡市で始 ま っ た 日 本地震学会

で発表 し た も の で 、 研究 グ ル ー プは 「高精度の長周期地震動予測が必 要 で あ る と と も に 、

基準法 の 安全課界 レ ベ ル を 超 え る 長周期地震動が高層 ピ、 ル な ど に どの よ う な 被 害 を 与 え る

か を 早急 に 検討すべ き 」 と 警鐘 を 鳴 ら し て い る 。

長周期地震動 は 、 数秒か ら 10数秒程度 の 周 期 の 長 い 揺 れ の こ と 。 マ グ ニ チ ュ ー ド (M) 8
ク ラ ス の 巨大地震が発生 す れ ば、 震掠域か ら 離れた都市部で、 地震動が堆積盆地構造 な ど
に よ り 増幅 ・ 伸長 さ れ る た め 、 大振幅で継続1時間 の長い震動 と な る O

2003 年 の 十勝沖地震 (M8 . 0) で は 、 長周期地震動 に よ り 、 北海道 ・ 苫小牧 の 大型石油
タ ン ク で共振 に よ っ て タ ン ク 内 の 液体が大 き く 揺れ る ス ロ ッ シ ン グ現象が発生 し 、 大火災

と な っ た 。 2004年 9 月 5 日 の紀伊半 島 沖 の 連続地震 で も 長周期地震動 に よ り 、 大飯府堺市

の石油精製所 に あ る 多数の石油 タ ン ク で 同 じ 現象が発生 し た 。

長周期地震動 は 石油 タ ン ク だ け で な く 、 超高層 ピ ル や免震構造物、 長大橋 な ど に 、 大 き

な 震動 を 引 き 起 こ し 、 大被害 を 与 え る 可能性があ る O 研究 グ ル ー プ は 、 十勝 沖地震で記録
さ れた 最新 の 高精度の強震計の デー タ や 、 1923年 の 関 東大震災、 1944年の東南 海地震や1946

年 の南海地震の記録 な ど に 基づ き 、 巨大地震の震源、 伝播経路 な ど を 検討 し 、 巨大地震 に
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よ る 地震動 を 推定。 そ の う え で、 2000年 6 月 に改 正 さ れた建築基準法で定め ら れて い る 損

傷摂界や安全限界 と 比較 し た 。

そ の結果、 東南海地震が発生 し た場合、 4 � 6 秒の長周期地震動が発生 し 、 愛知県や大
阪府で は建築基準法の安全限界 を は る か に超 え る こ と が分か っ た 。 安全限界 を 超 え る 長間

期地震動が発生 し た場合、 た だ ち に 高層 ビ ル な どが倒壊す る も の で は な い が、 危険度 は か

な り 大 き く な る 。

同研究 グ ル ー プは 「長周期地震動 は 、 地域 に よ っ て周期が異な る う え 、 建造物 の高 さ な

ど に よ っ て も 影響 の 受 け方が異 な る 。 そ れぞれの地域特性 を 考慮す る こ と も 重要 と な る 」
と 話 し て い る o (注 8 ) 

( f震災の帯」 コ ン ビ ュ ー タ で完全に再現 東大助教鞭 ら 〕

阪神 ・ 淡路大震災で特 に 強 い 揺 れ に 襲 わ れ、 「震災の 帯」 と 呼ばれ た特 異 な 震度分布 を 、

最新の精密 な 地下構造デー タ と 、 地震記録か ら 推定 し た 断層 破壊の様子 を 基 に 、 コ ン ピ ュ ー

タ ー で ほ ぼ完壌 に再現す る こ と に吉村孝志 ・ 東京大学地震関究所助教授 ら が2005年 1 月 ま

で に 成功 し た 。

海洋研究開発機構 の ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ ー 「地球シ ミ ュ レ ー タ ー 」 を 駆使、 原 因 が謎

に 包 ま れ て い た 震災の帯の 「飛び、地」 の存在 も 見事 に 再現 さ れ た 。 吉村助教授 は 「地下構

造が詳 し く 分かれば揺れは予測で き る 」 と 、 地下構造探査の重要性 を 指摘 し て い る 。

「震災 の 帯」 は 、 木造家屋の全壊率 を 基 に 、 震度 ? と 気象庁が判定 し た 地域で、 神戸市
須磨 区 か ら 西宮市や宝塚市 に か け 、 幅 1 � 2 キロ 、 長 さ 約25キロで延びて い る 。 地下深 く の 地

盤や地形の影響で地震波が増幅 さ れた と 考 え ら れて い る 。
古村助教授 ら は 、 産業技術総合研究所が2004年 に ま と め た被災地 を 含 む 「大阪堆積盆地」

の 100t;;:刻 み の 地下構造 デー タ を 利 用 。 震度 に 関係 す る 短 い 波長か ら 、 ゆ っ た り し た 長 い
波 ま で の 地震波が伝 わ る 様子 を 再構築 し た 。 従来の 1 ， 500倍 と い う 膨 大 な 量 の 計算 を 実行。

過去の研究で は ぼんや り と し か表れな か っ た 強 く 揺 れ た 場所が く っ き り 浮 か び上が り 、 震

度別 に 表示す る こ と に 初 め て 成功 し た 。

帯 の 主 要部 か ら 離れ、 西宮市東部 と 宝塚市 に あ る 「飛 び地」 がで き る こ と も 実証。 「古
い家屋が多 か っ たせい で は」 と の 説 も 出 て い た 地震学の 難問 は よ う や く 解決 し た 。 (注 9 ) 

十 記録活動 ・ 出版等
( I!総合的 な 防災政策~穫良事例集-.."JJ を発行 ア ジ アi訪災 セ ン タ ー 〕

ア ジ ア 防災セ ン タ ー (神戸市) は 、 2005年 1 月 に神戸で開催 さ れた 国連 防災世界会議 に

合 わせ て 、 「総合 的 な 防災政策 ~優良事例 集 � JJ を 発行 し た。

同 セ ン タ ー は 、 国述人道問題調整事務所 ・ 神戸 ユ ニ ッ ト や ア ジ ア 地域の 防災 関係者 と の
協力 の も と に 、 防 災 に 関 す る 総合 的 な 取 り 組み で あ る 「総合 的 な 防災政策 (TDRM) J を
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提唱 し て い る が、 今 回 の 出 版 は 、 TDRM の ア プ ロ ー チへ の 理解、 そ の応用 を促進す る こ

と を め ざ し 、 TDRM の コ ン セ プ ト の解説 と 優 良事例 集 を 編纂 し た も の。

バ ン グ ラ デ シ ニL の サ イ ク ロ ン 予 訪討両や実践 中 の 災害軽減事例 、 ベ ト ナ ム の 防波堤浸食
軽減の た め の マ ン グ ロ ー ブ植林、 ラ オ ス の地域密着型防災 プ ロ ジ ェ ク ト を 通 し た 防災の た

め の コ ミ ュ ニ テ ィ への権限付 与 な ど、 16 カ 国 ・ 地域の{憂良事例 が ま と め ら れて い る o (注10)

( r大震災 1 0年 と 災害列島』 を 出版 兵庫県復興研究セ ン タ ー 〕

阪神 ・ 淡路大震災 直後か ら 被災地の調査 ・ 研究 な ど を 行 っ て き た 兵庫県震災復興研究セ

ン タ ー (神戸市) は 、 F大震災 1 0年 と 災害列 島J を 出 版 し た 。 市民の視点 で震 災 を検証 し 、
震災か ら 学 ん だ教訓 や課題 を ま と め た 。

同 セ ン タ ー は 震災亘後の 1995年 4 月 、 研究者や市民 ら で発足。 被 災者の 聞 き 取 り 調査や
行政への提言 を 行 う な ど政策 ボ ラ ン テ ィ ア と し て 活動 に取 り 組ん で き た 。 2002年秋 に は 、
復興過程 を 多角 的 に検証 し た F大震 災100の教訓IJJ を 出版 し た 。 今 回 は 、 そ の後 に 表面化

し た 課題 な ど を 加 え 、 改 め て 10年 を 総括検証 し よ う と ま と め た 。

T大震災10年 と 災害列 島」 で は 、 神戸大学の塩崎賢明教授 ら 研究者や市 民 ら 56人が執筆。
総括的 な 震災検証 の ほ か、 住宅復興や街づ く り な ど 8 項 目 90以上 の テ ー マ に 分 け 、 教習11 や
課題 を挙げて い る O ま た 、 2004年10月 に発生 し た新潟県中越地震の現地 リ ポ ー ト な ど も 載

せて い る o (注1 1 )

〔復興行政の足取 り 「賜ベ フ ェ ニ ッ ク ス 創造的復興への群犠JJ )

阪神 ・ 淡路大震 災 の発生 か ら 設興期 ま での行政の対応、 そ の 後 に得た教訓i な ど を 兵庫県

や神戸市の担 当 者 ら がつ づ っ た 『期ベ フ ェ ニ ッ ク ス 創造的復興へ の 群像」 が発行 さ れた 。

全780頁。 テ ー マ は計240 r復興計画J r復興基金J r仮設住宅J な ど査後の 対応か ら 、 生

活 ・ 住宅再建支援制度 に つ な がる 「国民安心 シ ス テ ム 」 の提唱、 新 た に 整備 さ れた 「新防

災 シ ス テ ム ム 震 災 の教訓 を 伝 え る 「人 と 防災未来セ ン タ ー」 な ど被災地発 の 取 り 組み ま

で を 紹介。 県や神戸市の 担当 者 ら が当 時 、 ど う 考 え 、 行動 し た か を 記 し た 。

協力者 も 合わせ計72人が執筆 に 携 わ り 、 当 時の 思 い や様子が詳細 に 記録 さ れ た 。 板神 ・
淡路大震災記念協会が発行。 ( ìU2)

〔文 と 動画で護輿1 0年間顧 神戸市収入設が出版〕

「生涯復興」 を 心情 に 、 著述や講演 な ど を 通 じ て 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 伝 え 続 け て
い る 神 戸市収入役 ( 当 時) の 金芳外城雄 さ ん が、 震 災記録 を 収録 し た CD-ROM 付 き の記
録集 「復興 10年 神戸 の 闘 い一 自 治体 ・ 学校の 緊急災害対応JJ ( 日 本経済新聞 社 、 2 ， 000円 )

を 出版 し た 。 復興の 第一棋に 立 っ た経験か ら 、 救急救命活動や 避難所運営、 学校再開 な ど

に ど う 携 わ っ て き た か を 丈章 と 動画で振 り 返 る 内容。
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金芳 さ ん は震災時、 市教委総務部長 と し て 、 避難所 と な っ た学校での授業再開 に取 り 組

み 、 そ の後、 壊滅的 な 被害 を 受 け た 東灘 区 の 区長や、 仮設住宅の被災者支援 な ど を 担 当 す
る 生活再建本部長 を 歴任 し

記録集 で は 、 災 害対策本部が震災発生産設か ら と っ た 3 日 間 の行動や救援物資の確保 と

い っ た 初動体制 の ほ か 、 混乱時 の デマ を 防 ぐ た め の広報な ど、 具体的 な 課題への対応 を 紹

介。

学校再開 を 記 し た項 で は 、 発生約 3 週間後の混乱 下 に 深夜 ま で議論 し て 練 り 上げた重点
課題の概念図 を 掲載。 「 図 面 に し た こ と で、 そ れ ま で悩 ん で、 い た こ と が う そ の よ う に す っ

き り し た」 と 述べ る な ど、 復興への道筋 を つ け る こ と が求め ら れ る 行政マ ン と し て の不安
や責任感、 達成感 も つづ っ て い る 。

CD-ROM は 、 区 ご と の 被 害状況、 擢 災 証 明 書 の見本、 義援金の 配分基準 、 復興基金の

概要 な ど を 網羅 し た 「資料編」 と 、 語 り 部が当 時 を 振 り 返 る イ ン タ ピ、 ユ ー 映像 な どが見 ら
れ る 「 日 で見 る 震災対応」 の 2 部構成 に な っ て い る 。 (注1 3)

〔震災教訓集 を刊行 人 と 防災未来セ ン タ ー 〕

阪神 ・ 淡路大震災か ら 10年 を 迎 え 、 人 と 防災未来セ ン タ ー は 、 震災で得た さ ま ざ ま な経

験 と 教訓 を 世界 中 で共有 し 、 今後の 災害軒減 に投立 て て も ら お う と 、 「阪神 ・ 淡路大震災

教訓 集J を 刊 行 し た。

教訓i 集 は 、 震 災の教訓37点 を 整理。 「 自 助 ・ 共助 ・ 公助 ，-初動、 応急~ 復 旧 、 復興 ・ 予

防」 の視点か ら 、 被害 を 軽減す る 災害情報の大切 さ や初動体制強化の重要性 な ど 9 点の教

訓| を 指摘 し た 。
ま た 、 「 い の ち 、 く ら し 、 ま ち J の視点 か ら 、 コ ミ ュ ニ テ イ の 大切 さ や 地域 と 連携 し た

企業防災の重要性、 復興施策 の 要 と な る 住宅対策 な ど28点の教訓 を 抽 出 し て い る 。 A4判、

25頁 で 日 本語版、 英語版 と も に 2 ， 000部 を作成 し た。 神戸市 で2005年 1 月 に 開 か れ た 国連

防災世界会議の 参加者や 同 会議の 関連事業 「阪神 ・ 淡路大震災総合 フ ォ ー ラ ム 」 の 参加者
に無償で配布 さ れ、 好評 だ、 っ た 。 (注14)

〔阪神 @ 淡路大震災 「 わ た し た ち の寵興」 ブ口 ジ ェ ク ト 〕

人 と 防災未来セ ン タ ー で は 、 被災者が震災か ら どの よ う に復興 し た の か を 、 災害前、 災

害直後、 現在の 自 宅周 辺 の 写真、 映像等 の情報 な ど を 地理情報 シ ス テ ム (GIS) を 活用 し
可視化す る こ と に よ り 、 市民の 、 地域の マ ルチ メ デ ィ ア復興史 と し て 集大成 し 、 国 内 外 に
効果的 に発信す る 事業がス タ ー ト 。 2004年12月 1 0 か ら 登録 し 募集 を 開始 し た 。

市民 自 ら が イ ン タ ー ネ ッ ト な ど を 通 じ て情報 を 入力 す る と と も に 、 セ ン タ ー 資料室 に お

い て も 、 一般の 人 が随時入力 、 関覧で き る シ ス テ ム と し て継続的 に 運用 し た 。
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く公開 さ れ る 情報 の 内容〉

@ 震災前 と 後、 現在 の住宅や荷の様子 に つ い て の文字、 写真、 映像等の情報

@ 被災者の10年間 の足跡

@ 地域や学校 の 歩 み
• NPO 団体等 の 歩 み

@ 大震災の経験 を 活 か し た家庭、 学校、 地域で の取組 等

〈参考 ・ 引用文献〉
(注 1 ) 平成17年版防災白書
(注 2 ) 新聞各紙 兵庫県資料
(注 3 ) '2004 ア ジア防災セ ン タ 一年次報告書」
(注 4 ) 2004年12月 21 行付 朝 日新開 2005年 2 月 13 日付 神戸新聞
(注 5 ) 2004年 9 月 9 日付 読売新聞
(注 6 ) 2004年 5 月 1 9 日付 務 日新開
(注 7 ) 2004年 9 月 23 日付 読売新聞
(注 8 ) 2004年10月 10 日付 産経新関
心主 9 ) 2005年 1 月 16 a付 神戸新開
(注10) '2004 ア ジ ア防災セ ン タ 一年次報告書」
(注1 1) 2005年 2 J1 5 日 付 産経新聞
(注12) 20051]'. 1 月 26 日付 神戸新聞
(注13) 200Mj二12月初日付 読売新聞
け主14) 2005年 3 月 2 1 1刊す 産経新聞
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| 第四節 震災10年後の課題
阪神 ・ 淡路大震災 は 、 戦後50年の 節 目 で あ っ た 1995年の l 月 17 B 明 け 方 に 起 き た 。

現代文明 の象徴で あ る 大都市 を 襲 っ た 大地震は 、 家屋 を 押 し つ ぶ し 、 数千人 の 人 々 が壊

れた家屋や家具の下敷 き と な り 圧死 し た 。 そ の 後 に神戸市 内 各所で火災が発生 し 、 壊れた
家屋 に 閉 じ 込め ら れた ま ま 焼死す る 痛 ま し い 二次災害 に 見 舞 わ れ た 。

高架式の高速道路が横倒 し と な り 、 新幹線や在来線の高架が各所で破損 し 、 駅舎 も 倒壊。

も し 、 発生が数時間遅れ、 鉄道や車が ‘斉 に動 き 出 し た後の時間帯 に発生 し て い れ ば、 被
害状況 は さ ら に悲惨な も の と な っ た か も し れ な い 。

電気 ・ 水道 ・ ガス の途絶、 と り わ け電話の途絶 は 、 情報化時代 の な かで大都市が情報の

孤島 に 陥 り 、 被害状況が外部 に伝わ ら な い と い う 想定外の事態が何時 間 も 続 い た 。 こ れが

初動態勢の立 ち 後れの原 因 と な り 、 鉄道 な ど公共交通機 関 の 途 絶 に加 え 、 多 く の道路が偶

壊 し た建物 な どで遮謝 さ れた 上 、 信号 も 止 ま り 、 被災地か ら 逃げ出す車、 安否の確認や救

援 に被災地 に 入 り 込む車で、 道路は何 日 に も わ た っ て大混乱 に 陥 っ た 。 救急、 ・ 消火、 救助 ・

救援 ・ 支援活動 に 、 長 く 、 大 き な 支揮 と な っ た の で あ る 。

地震発生直後か ら の情報の遮断、 救援 ・ 救出活動の混乱 だ け で な く 、 復 旧 ・ 複興活動期

を 通 じ て 、 私 た ち は 阪神 ・ 淡路大震災 か ら 多 く の 教訓! を 学 ん だ。 「防災」 に 関連 し た 教訓

に 限定 し で も 、 数 え 切 れ な い ほ ど多較 に わ た る が、 地震動 に よ る 人 的被害 を 最小 限 に 抑 え

る た め に は 、 住宅 を は じ め と す る 建築物の耐震化が最大の課題で あ る こ と が改 め て認識 さ

れ た 。 そ し て 、 人命救助 に は 、 地震の被害規模が大 き け れ ば大 き い ほ ど、 家族や近隣住民

の 力 が最大の よ り ど こ ろ と な る こ と も 判 明 し た 。

し か し 、 こ の 二つ の教訓 だ け に 限 っ て も 、 震災後、 どれほ ど環境が改善 さ れた で あ ろ う
か ?

住宅の耐震改修は遅々 と し て 進 ん で お ら ず、 災害直後は避難所 の 中核的施設 に な る 学校

の耐震化 も ま だ ま だで あ る 。 巨大地震 で あ る 東南海 ・ 南海地震 な どが、 高 い 確率で起 き る
と 予測 さ れる な か 、 阪神 ・ 淡路大震災で あ ぶ り 出 さ れた さ ま ざ ま な教訓 を 活 か し 、 そ の 時

に備 え な け れば な ら な い課題 は 山積 し て い る O

10年 に わ た る 復興施策 を検証 し て き た 兵庫県の 「復興10年委員 会J は 、 震災後10年 と な
る 2005年 I 月 に 、 約460項 目 に わ た る 提言 を 答 申 し た 。 そ の 要約 は本誌第 三 部 に ま と め ら

れて い る が、 3 ， 000頁 に 及ぶ勝大 な 報告書の 中 か ら 、 本章で は 、 「訪災部会」 が ま と め た検
証報告 に 盛 り 込 ま れた提 言 を い く つ か取 り 上 げ、 震災10年以降の課題の一端 と し て紹介す

る 。
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〔震災後興1 0年 を 総括検証 最終報告 ま と ま る 〕

阪神 ・ 淡路大震災 の復興施策 を検証 し て き た 兵庫県の 「復興10年委員 会J (座長、 新野
幸次郎 ・ 神戸都 市問題研究所理事長) は2004年12月 25 口 、 6 分野54 テ ー マ か ら 成 る 「復興

10年総括検証 ・ 提言事業」 の最終報告 判 、 約3 ， 000頁) を ま と め た 。
阪神 ・ 淡路大震災の謀興過程か ら 得 ら れる 経験 と 教訓 を 技世 に継承 し 、 今後の大規模災

害 に対す る 減災や復興 に活か し て い く こ と が被災地 の責務で あ る と し て 、 10年 間 の 取 り 組

み を 総括的 に検証 し 、 そ の結果や教訓 を 次世代への提言 と し て広 く 国 内 外 に 発信す る こ と

に よ り 、 安全で安心 し て暮 ら せ る 社会づ く り に貢献す る 目 的で行 っ て き た も の で あ る O こ

の q=1 で、 坂神 ・ 淡路大震災 の復興事業費 は 16兆3 ， 000億 円 に 達 し た こ と が初 め て 明 ら か に

さ れ、 大 き な 課題の 1 つ で あ る 復興財源 の 確保 に つ い て 、 外債導入 な ど 国 の 制 度改革 を 求

め た 。

ま た、 残 さ れた 課題 と し て 、 被 災高齢者 の 自 立支援、 被災者 に 貸 し 付 け た 災害援護資金

な どの償還問題 な ど に主rrた な対策 を 求め た。 提言は 、 将来の大災害 に婿 え た 制定や仕組み
な ど459項 目 O

検証事業 は 、 学識経験者や 各種団体代表 ら 98人で構成す る 毎興10年委員 会の も と に 、 総
括検証く〉健康福祉O社会 ・ 丈化く〉産業雇用。防災O ま ち づ く り の 6 分野加 に 検証部会 を 置

く と と も に 、 健康福祉部 会 に す ま い分科会、 社会 ・ 丈化部会に教育分科会 を 設け 、 こ の 10
年 の 主 な 成 果 と 課題、 テ ー マ別 の提言 な とミ に つ い て2003年 8 月 か ら 議論 を 重 ね て き た 。

前災部会の報告書

分野別検証部会 の う ち 、 防災部会が相当 し た 報告 ( 8 つ の検証テ ー マ ) の 中 か ら 、 5 つ

の検証 テ ー マ を 取 り k げ、 以下の通 り 紹 介す る 。

1 . 騎災基本条例の騨定な ど 提案

検証 テ ー マ 「県域 (県 ・ 市町) に お け る 防災力 向上の た め の取 り 組み」

独立行政法人消防研究所理事長 室崎 益輝

室崎委員 は 、 平成16年台風23号 は 、 兵庫県 内 に 大 き な 被害 を 与 え た が、 初動時か ら 消 防

の応援や毎i日 ・ 復興 に 関 す る 技術職員 の派遣な ど、 阪神 ・ 淡路大震 災の被災 市 町 を 中 心 に
県内市町の相互応援が迅速 に 実施 さ れた こ と は評価 さ れて よ い 、 と し な が ら も 、 救助以外

の市町が行 う 災害対応 に つ い て は 、 一般的 に 阪神 ・ 淡路大震災の被災地 で は 比較的進 ん で
い る が、 そ れ以外の 市 町 で は 、 阪神 ・ 淡路大震災前の状態 と 大 き く 改善 さ れ て い な い こ と

が懸念 さ れ る 、 と 阪神 ・ 淡路大震災の被災地 と 被災 し な か っ た 地域 と の格荒 を 指摘す る O

さ ら に住民の 防災意識が必 ず し も 高い と は い え ず、 住宅のi耐震改修 も 目 立 っ て 改善 さ れ

て い る わ け で も な い現状か ら い え ば、 大 き な被害が再 び発生す る 危険性は 十分 に あ る 、 と

警告 し た 。 ま た 、 2003年度 中 に 防災担当 者 を 防災研修 に 参加 さ せ た 兵庫県 内 の 市町 は 22市
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町 (25% ) に と ど ま る 、 と 防災 に対す る 行政の意識が高 く な い こ と も 指摘 し た 。

そ の 上 で室崎委員 は 、 自 分の 命 は 自 分で 守 る と い う 「 自 助J を 基本 に し な が ら 、 自 助 で
十分で、 な い と こ ろ は 、 地域で守 る 「共助」 、 自 助 、 共助 を も っ て し で も 対応 で き な い と こ

ろ は市町や県が行 う 「公助」 が補完す る と い う 構造 に認識 を 転換す る と き が来 て お り 、 住

民、 市 町 、 県、 国 がす る こ と を 明確 に す る 必要があ り 、 そ れぞれの役割 、 行動 目 標 を 示 し

た 防災基本条例の 制 定 を 提案。 兵庫県 な どが設け て い る 全庁 的 に 総合調整で き る 特別 職相

当 の 防災監 を 市 町 も 設置す る よ う 求め た 。 さ ら に 減災、 予 防 の た め 、 い つ ま で に何% ま で
整備す る と い う ア ク シ ョ ン プ ロ グ ラ ム を 作成す る こ と も 提案 し て い る O

2 .  r.長域連携 に は、 ま す被害報告 な ど の標準化 を 急 ぐべ き

検証テ ー マ 「広域 的 な 防災体制 強化の取 り 組み」

京都大学防災研究所巨大災害研究セ ン タ ー 長 河 田 恵昭

河 田委員 は 、 “ ス ー パ ー 広域災害" と な る と 想定 さ れ る 東海 ・ 東南海 ・ 南 海地震が同 時

に 起 こ れ ば、 断水人 口 は 2 ， 150万人 と 推定 さ れ、 阪神 ・ 淡路大震災で、水道の 完全設i日 に90
日 かか っ た こ と か ら 、 同 じ復 旧 条件 な ら 1 年 7 カ 月 かか る こ と に な り 、 室戸抑や潮�I申が睦

起す る ほ か、 伊豆半島 よ り 西 の 太平洋沿岸部の 北部で は 、 広範囲 に 地下水位の低下現象が

起 こ る の で 、 井戸水は 使 え な く な る が、 飲み本 を ど う 確保す る か何 も 決 ま っ て お ら ず、 自

衛隊、 警察、 消 防 の 救助能力 を は る か に 上 回 る 被害 は 必定 と 指摘。

人 的被害が大 き け れ ば大 き い ほ ど、 人命救助 の担い手は 近隣の役員だ と し 、 地震や津波

で孤立す る 自 治体が続 出 す る こ と が懸念 さ れる こ と か ら 、 使用 可 能 な 資源 ( 人、 も の 、 情

報、 財源) を 多 く し 、 こ れ を 活用 す る 工夫が必要で、 そ れ に は被災構造 に 立 ち 入 っ た き め

細 か な 議論が必須であ り 、 事前の取 り 組み が な け れ ば対処の し ょ う がな い 、 と 警告。

河 田 委員 は 、 広域災害時 に 行政での対応 に は 限界があ り 、 そ の 限界 を 事前 に公表 し て お

く 必要があ り 、 被害想定の精度 を さ ら に上 げる と と も に 、 対応の優先順位 を 公表 し 、 限 ら

れた資源下で の有効 な 対応 を 関 ら ね ばな ら ず、 具体的 な 防災訓練 を 継続 し て 問題点 を 洗 い

出 し 、 広域連携 に よ る 被害軽減の数値 目 標 を 実現で き る よ う に努力 し な け れば な ら な い 、
と し た 。 そ の た め の具体的 な 方策 と し て 、 東南海 ・ 南海地震の 防災対策推進地域や東海地
震 の 地震対策強化地域 に指定 さ れた 自 治体で は 「広域連携推進班」 を 設置 し 、 連携内容、

そ の た め の 方策、 予算、 実現 可能性の評価 な どの ア ク シ ョ ン プ ラ ン を つ く り 、 共同歩調で

実現で き る よ う 努力 し な けれ ば な ら な い 、 と し た 。

こ う し た広域連携が有効 に 機能す る た め に は 、 被害報告 を は じ め 、 災害対応の優先度、

意志決定過程 な どの基本部分 を 標準化す る べ き こ と を 強調。 政府 は 、 広域連携 を 推進す る
た め 、 中央防災会議 の 中 に 「広域連携推進の た め の災害対応、の標準化 に 関 す る 専 門講査会j

を 早急 に 立 ち 上 げ、 そ の 答 申 に 従 っ て 整舗すべ き だ、 と し た 。

ま た 、 密集市街地 の 連担 に よ る 広域被害や 救援部隊、 救援物資 を さ ばけ る ス ペ ー ス を 視
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野 に 入れ た 大規模 な オ ー プ ン ス ペ ー ス が必須だ と す る 発想か ら 出 て き た基幹的広域防災拠

点 を 臨 海部 に 整備 し な け れ ば な ら な い が、 大阪湾、 伊勢湾 に そ れ を 実現す る た め の一揖 の

努力が必 要 で あ り 、 都道府県 レ ベ ル で も 、 最低 1 カ 所の輸送拠点 を 用 意すべ き だ、 と 提言

し 、 そ れな く し て 、 い き な り 市町村 レ ベ ル で の各種広域応援 の 実施 は 混乱す る 恐れが大 き

い 、 と し て い る 。

3 . 災害対臨の 「予輔投」 制度 を 提言

検証テ ー マ 「防災 を 担 う 人材育成」

京都大学防災研究所教授 林 春男
林委員 は 、 地震災害 だ け で な く 、 風水害 に よ る 被害 も 近年激化 ・ 頻発化の 傾 向 を示 し て

お り 、 自 然災害だ け で な く 、 兵庫県下で は 烏 イ ン フ ルエ ン ザ に よ る 新興感染症 の 流行 に よ っ

て風評被害 を 含 め て 甚 大 な 影響が出 て お り 、 不測 の危機が発生す る 可能性 は 常 に あ り 、 そ

の原 因 は多種多様で あ る 、 と し た う え で、 「防災 を 担 う 人材育成」 が扱 う 範囲 は単 に 自 然

災害の み に 限定す る の で は な く 、 危機全般 を 対 象 と し 、 地方 自 治体 に お け る 危機管理 を 担

う 人材の育成 を 視野 に入 れ る べ き だ、 と す る O

し か し 、 市 町村 に お い て は 、 都道府県 と 比較 し て 妨災 ・ 危機管理組織 の 整備 は 進 ん で お

ら ず、 防災 ・ 危機管理 を 所管す る セ ク シ ョ ン も 総務部門 、 住民部門 な ど様々 で あ り 、 訪災 ・

危機管理 に つ い て の優先順位が必ず し も 高 い と は言 え な い 、 と 指摘。 防災担当 職員以外に

災害発生 時 に 臨 時 に動員 で き る 「予備役」 制度の導入 を 提 言。 他部局 に異動 し た 防災担当

職員 を 発災 時 に 災害対応 に 充 て る シ ス テ ム 、 消防、 警察、 行政等 の 職員 OB を 災害 時 に 動

す る シ ス テ ム 、 情報通信、 機器操作等の 技術 ・ 技能 を 持 っ た 民 間 の者 を 災害 時 に 動 員 す
る シ ス テ ム 、 防災人材 の マ ネ ー ジ メ ン ト 機能 の 強化 な ど、 具体的 に提言 し た 。

さ ら に 、 防災関係機関 だ け で な く 、 NPO、 NGO、 CBO な ど と の連携 に よ る 災害対策要

員 の確保 を 図 る こ と が、 今後 ま す ま す重要 に な る と 指摘 し た ほ か、 発災直 後 は 、 災害応急

対応 に 関心が集 中 す る こ と は 当 然で あ る が、 そ の 一方で、 並行 し て 災害復興 の 計画づ く り

な どに 当 た る 要員 を 確保す る こ と が重要だ、、 と i坂神 ・ 淡路大震災か ら の教訓 を 指摘 し て い

る O

4 . 蹄災 に 臨 ら な い地域の総合力 を 高 め る 幅高 い活動を

検証テ ー マ 「 自 主 防災組織等 の 活動 に対す る 支援」

寓てt常葉大学講師 小村 隆史

阪神 ・ 淡路大震 災 の 捺 に 、 公的機関 の捜蛮 ・ 救助 に よ っ て生存救出 さ れた 人 々 は 、 全体
の 1 割程度であ り 、 大部分は家族 ・ 地域 の 人 々 に よ る 救出 で あ っ た こ と か ら 、 「地域 コ ミ ュ
ニ テ ィ の 重 要性」 が指摘 さ れた が、 「地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 重要性」 は 、 発災査後の 「 い の

ち を 守 る 段 階J の み に と ど ま ら ず、 「 く ら し を 続 け る 段 階J r く ら し を 建 て 直 す段階J r人
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生 を 立 て 直す段階」 の いず れ に お い て も 、 む し ろ 、 毎 !日 ・ 復興 に 向 け た 長 い 道 の り に お い

て こ そ 、 「地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の重要性」 は 、 大 き な 問題であ っ た 、 と 小村委員 は指摘。

そ し て 、 今 日 の状況 を 4 番 目 の 「人生 を 立 て 直す段階」 と し 、 県 内 の 自 主 防災組織 は 、
震災直後は30% に 満 た な か っ た が、 今 日 、 90% を 超 ぇ 、 県内 の ほ ぼすべて の 地域で結成 さ
れ た 。 し か し 、 自 主防災組織 は で き た も の の 、 震災か ら 10年が経過す る な かで 、 組織の高

齢化 と 後継者難 な ど、 平 く も 組織の維持 自 体 に 課題 を 抱 え る 状況 に 結 っ て い る O

こ う し た現実 を 踏 ま え 、 小村委員 は 、 自 主紡災組織 を 単 に 防災 と い う 観点 だ け で な く 、

例 え ば祭 や イ ベ ン ト な ど地域力 を 高 め る た め の 幅広 い 活動 に し て い く 発想が必要 と 指摘。

地域防災力 の 向 上の た め に は 、 「災害が地域 に も た ら す リ ス ク を 認識す る こ と J r被害の発

生 を 抑 え る 取 り 組み の充実」 へ と 、 活動の焦点 を 移すべ き で、 そ の た め に も 「地域 を 知 る 」

た め の 活動が前提だ と 指摘。 災害だ け に は 強い ま ち づ く り と い う の は 、 原 理 的 に不 自 然で

あ り 、 間 わ れ る べ き は 、 地域の総合力 で あ り 、 コ ミ ュ ニ テ ィ と と も に 歩 ん で い こ う と い う

志高 き 人、 「地侍」 の存在だ と し 、 「納得 し て 地域で暮 ら す、 賢 い住民」 を キ ー ワ ー ド に し
た 、 生 き 方そ の も の を提示 し て い る 。

5 . 住宅の耐麓改修 を 促進 さ せ る た め の 制度設計を

検証テ ー マ 「建築物の 耐震化促進」

東京大学生産技術研究所教授 目 黒 公郎

地震防災上の 最重要課題 は 、 旧耐震構造基準 に よ る 建築物が大量 に 存在 し て い る こ と で

あ り 、 と り わ け今後初年以内 に発生す る こ と が想定 さ れ る 大地震 に 際 し て 減災 を 図 る た め

に は 、 建築物、 特 に既存民間住宅の耐震改修 を促進す る 以外 に 手 だて は な い 、 と 目 黒委員
は指摘。

東海、 東南海 ・ 南海地震の よ う な何十万棟 も 倒壊す る よ う な 事態 を 考 え る と 、 住宅再建
支援 に 一律で公費 を 投入す る よ う な 制 度 は 、 財政的 に 成立 し な い と 考 え ら れ、 阪神 ・ 淡路
大震災の例 で は 、 全壊家屋 に I 世帯当 た り 1 ， 300万 円 、 半壊で も 1 ， 000万 円 ほ どの公的 な 資

金が各種の 支援 の た め に 使 わ れ て お り 、 例 え 、 1 世帯 に300万円程度の支援 を し て も 、 さ

ら に 1 ， 000万 円 も の 資金 を 諦達 し 支援す る 必要 に 迫 ら れ る O 今求め ら れて い る 公助 の制度

は 「 自 分で耐震改修で き た に も 関 わ ら ず、 そ れ を し な い で耐震性の弱 い 家 に 住 み 統 け た 人

に 、 地震で家が壊れた の で気の毒だか ら 公費 を 支援す る 」 的 な 制度で は な く 、 地震時 に発

る 被害 を 減 ら す た め に 「事前の 自 力 に よ る 耐震改修 を 推進 さ せ る 」 制 度 で あ る と 指摘。

そ の た め に は 、 共助 の 制度 は 、 耐震改修 を 実施 し た 者相互の制度 と す る 必要 があ る O 規

模的 に は 兵産県 の み で は 難 し く 、 や は り 全国規模で行 う 必要があ り 、 試算で は 、 10年 間 に
2 万円程度、 年 に し て2 ， 000円程度の積み 立 て で制度が設計で き る と 考 え て い る O

自 助努力 を 条件 と し な い被災者支援制度 は 、 地震の前 に 自 力 で耐震改修 を 実施す る こ と
を 推進す る 施策 と は な ら な い 。 公費 に よ る 再建等の 支援策 は 、 事前の 自 助努力 、 す な わ ち
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耐震改修 を 行 っ た住宅が被災 し た り 、 餌壊 し た り し た場合 を 条件 と し て 、 こ れ を 優遇す る
よ う な 仕組み を作 る べ き であ る と 、 B 黒委員 は 、 住宅の耐震改修 を 促進 さ せ る 方向 で
制度づ く り に取 り 組むべ き だ と 強調 し て い る O

ま た 、 兵庫県が提案 し て い る 住宅再建の 共済制度 は 自 然災害全般 に対 し て は 一定の評価

がで き る が、 耐震改修 を 促進 す る 制面か ら 検討すれば、 耐震改修 を 実施 し た 人 や新耐震構

造基準以 降 に 建設 し た住宅所有者 を 対象 と し た 共済制度 も 考 え ら れ る が、 そ の場合 も 、 や

は り 全国規模で展開 す る 必要があ る 、 と 指摘。
自 助の 領域 に な る 地震保践に つ い て も 、 適切 な 耐震改修 を 行 え ば、 地震動 に よ る 建物 の

倒壊 リ ス ク が大幅 に軽減 さ れる こ と は 明 かで、 耐震改修済み の住宅 を 対象 と し た 「地震後

の火災の み を 対象 と し た保険」 も 提案 し て い る O

さ ら に 、 目 黒委員 は 、 建築物 に 限 ら ず、 不動産 を 取 り 引 き す る 場合 に は 、 仲 介 ま た は売

る 場合に業者は宅地建物取引業法の規定 に 基づ き 、 重要事項 の説明 を 行 う 必要があ る
が、 建築物 の 紺震改修の状況は法定事項 に 入 っ て い な い た め 、 建築物の耐震性能 を 重要事

項説明の項 臼 と し て盛 り 込め ば、 リ ス ク の低い物件の流通 を 促進す る こ と がで き る し 、 自

己責任 の も と 、 不動産が保有す る 危険 を 認知 ・ 回避 す る こ と がで き る と 指摘 。 さ ら に不動
政評価の項 目 と し て構造物の耐震性能が評価 さ れ る こ と と な り 、 こ れ ら の効 果 と し て住宅
の耐 震改修が進め ら れ る こ と が考 え ら れ る 、 と し て、 不動産評価 に耐震性能 を 法的 に位置

づけす る こ と を 提案 し た 。
ま た 、 阪神 ・ 淡路大震災 に お け る 教訓 と し て 、 人的被害の み な ら ず、 倒 壊建築物 の解体

撤去費 用 や仮設住宅建設費用 な ど に莫大な公的費用 が必要 と な る こ と が明 ら か と な っ た が、

旧耐震基準 で建て ら れた住宅街区 を 抽 出 し 、 集 中 的 に耐震改修 を 促進す れ ば、 費用対効果

の 聞 か ら 、 公的資金 を効率的 に投入す る こ と に な る と し て 、 i現神 ・ 淡路大震災の教訓 を 活

か し 、 「公劫」 の あ り 方 を 大局 的 な 見地 か ら も と ら え 、 積極的 に事前に公費 を 投入す る こ
と が、 結果 と し て公費 の投入 を 抑制 す る こ と に つ な がる 点 も 強調 し て い る 。
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ド二時 兵
1 .  t襲興関年総臨検量E . 提言事業の概要

( 1 ) 事業実擁 に 歪 る 経緯 @ 事業趣 嵩

阪神 ・ 淡路大震 災 は 、 社会的 ・ 経済的 な 諸機能が高度 に 集積 し 、 高齢化が進 む大都市 を

在撃 し た 人類史上初 め て の地震であ り 、 戦後の我が固 に お け る 地震災害の な かで 、 最大の
被告: を も た ら し た 。

以来、 9 年近 く に わ た り 被災者 自 身 の 懸命の努力 が続 け ら れ、 様々 な 課題 は残 さ れて い
る も の の 、 被災地 で は 、 ボ ラ ン テ イ ア な ど に よ る 活動 や ま ち づ く り 協議会の 活動 な ど、 震

災 を 契機 と し た先駆的 な取 り 組み も 拡がっ て き た 。 ま た 、 被災市町で は 、 復 興 計画等 を 策

し 、 こ れ ま で多彩 な 復興事業 を展 開 し て き た 。
兵産県 に お い て も 、 震災直後か ら 、 全庁 を あ げて 緊急 ・ 窪田対策 に 取 り 組む と と も に 1995

年 3 月 に は 、 県内外の学識経験者等 に よ る 「都市再生戦略策定懇話会」 に お い て 、 「阪神 ・

淡路震災復興戦略 ピ ジ ョ ン J が ま と め ら れた 。 同 年 7 月 に は 、 復興の指針 と な る 「阪神 ・

淡路震災復興計画J を 策定す る と と も に 、 特 に対応が急がれ る 住宅、 産業、 イ ン フ ラ に つ

い て は 、 緊急 3 か年計画 を 策定 し て毎興対策 を推進 し た 。 1999年度 に は 、 そ れ ま での譲IB .

復興対策 を 国際的視点 も 取 り 入れた形で総合的 に検証 し 、 そ の結果 を 踏 ま え て 2000年度 に
「後期 5 か年推進 プ ロ グ ラ ム 」 を 策定 し た 。 さ ら に 、 2002年度 に は 「最終 3 か年推進 プ ロ

グ ラ ム 」 を 策定 し 、 創造的復興の実現 に 向 け た ラ ス ト ス パ ー ト と し て 、 掠 々 な 取 り 組み を
行 っ て い る 。

こ の よ う に 、 被災地で は 、 国 内外か ら の支援 を 得 な が ら 、 県民 と と も に 復興への 道 を 切
り 開 い て き た が、 こ の復興過程 か ら 得 ら れ る 経験 と 教訓 を 後世 に継承 し 、 今後の大規模災

に対す る 減災や復興 に 活 か し て い く こ と は 、 被災地 の責務であ る 。 そ こ で10年 間 の 長 き

に わ た る 取 り 組み を 総括的 に検証 し 、 そ の結果や教訓 を 次世代への提言 と し て広 く 国内外

に発信す る こ と に よ り 、 安全で、安心 し て暮 ら せ る 社会づ く り に 貢献す る た め 、 兵庫県 で は 、
「復興10年総括検証 ・ 提言事業」 を 推進す る こ と と し た 。

( 2 )  検証推進体制

ア 推進体制 に つ い て の考 え 方

「復興10年総括検証 ・ 提言事業」 の推進 に あ た っ て は 、 兵席県 も 震災対策の 当 事者

で あ る こ と か ら 、 客観性が担保 さ れ る よ う (財)販神 ・ 淡路震災記念協会 に 事業委託 (創

造的復興 フ ォ ー ラ ム の 開催 を 除 く ) を 行 い 、 同協会が事務局機 能 を 担 う こ と と し た 。

県 と し て は 、 経費 は 出 す が検証内容 に は介入せず、 検証 を 円 滑 に 進 め る た め の サ ポ ー

ト 役 に徹す る と い う 震災後 5 年 目 に行 っ た 「震災対策国際総合検証事業」 と 同様 の ス
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タ ン ス で事業 を 推進す る こ と と し た 。

復興1 0年委員会の設置

復興10年総括検証 ・ 提言事業及 ぴi波神 ・ 淡路大震災10崩年記念事業の 円滑 な 推進 を

凶 る た め 、 こ れ ま で震災復興を 担 っ て き た各種団体の代表や学識経験者等 (別添名

の と お り ) で構成 さ れ る 復興10年委員 会 (事務局 : 財団法人阪神 ・ 淡路大震災記念協

を 2003年 8 月 に設置 し 、 事業 に着手 し た 。会)

そ の推進 に あ た っ て は 、 検証の 進 め 方や検証 テ ー マ の選定、 最終報告案 を 取 り ま と

め る た め 、 「後興10年委員 会J の 下 に 「検証企画小委員 会」 を 設置 す る と と も に 、 分

野 ご と に 具体の検証 を 実施す る 分野別検証部会 ( 6 部会) を 置 く こ と と し た 。

さ ら に 、 部会が担 当 す る 検証分野 に お い て 、 一定の ま と ま り があ り 専 門性 を 生 か し

て 、 集 中 的 に検討 を 加 え る こ と が効果的 と 考 え ら れ る 単位で分科会 を 設置す る な ど、
実情 に応 じ て弾力 的 、 効果的 な 運営 を 図 る こ と と し た 。 (図 1 ) 

o検証企画小委員会の所掌事務

; ・ 検誌推進方針 (検証の進め方や検証テーマの選定等) の策定

一

- ー 一 一 一 一 一 一 一 - " 

- 具体のテーマの検証を担当する委員の選定
- 検証部会跨の調整
. 分野別報告案に対する協議 ・ 調整

; ・ 最終報告案 (未来への提言を含む) の取 り ま と め
; ・ 創造的復興フ ォ ー ラ ムの検討

o分野別検証部会の所撃事務
検読テーマの検討、 検証担当委員の検討
検証担当委員が行う 具体の検証内容等に対する意見交換
行政等か らの ヒ ア リ ン グ、 現地調安の実施

- 検証担当委員の検証報告案に対する協議 ・ 調整
l ・ 分野別報告案の取 り ま と め

分野別報告会の検討

(図 1 ) 検証の推進体制

一蚕函瓦委員 会 (新野座長、 言十98名

検証企画小委員会 (新野委員長、 計27名) 記念事業小委員会 (端委員長、 計25名)

f ま ち づ く り
j 立官 会
I (鳴海部会長、
j 中瀬副部会長
言 十19名)

0復興10年事業庁内推進会議 (認知事、 出納長、 防災段、 理事及び関係す る 部局長、 県民局長等)
O部会調整会議 (部会の庶務 を 担当す る 部局諜の責任者で構成)
。検証補助者会議 (部会ご と に検証担当委員 をサポー ト する 検証補助者 (県庁課長級) で構成)
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(同 2 ) 委員会汲び小委員会の 開催状況

(第 1 回) 2003 . 8 . 26 ラ ッ セ ホ - )レ ロ } ズサ)レー ン - 座長選出 、 小委員会 、 部会の設置等
(第 2 回) 2003 . 10 . 13 兵庫県公館大会議室 - 総括検証 ・ 提言事業推進方針等
(第 3 図) 2004 . 10 . 10 兵康L黒公館大会議室 - 中間報告の と り ま と め
(第 4 回) 2004 . 12 . 25 兵庫県公館大会議室 - 最終報告の と り ま と め

0検証企函小委員会
(第 1 回) 2003 . 9 . 28 兵庫県公館第 1 会議室 - 総括検証 ・ 提言事業推進方針等
一 一 �

7
1 一一議室 - 検証テ マ、 検証担当委員の選定等

(第 四) 1 2似 4 . 27 兵庫県公館第 1 会議室 - 検証内符に係る意見交換等
1 会議EZ - 中間報告案に係る意見交換等
1 会議窓 - 最終報告案に係る意見交換等

復興1 0年委員会委員名簿 (五十音順)

検証企画小委員会

B一
D一A一C一
口…
D

llJii

 

一
半

* 
E 

副委員長 gD 
* F 
* C 
* OE  
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D 
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* C 
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F 
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E 
C 
B 
F 
D 
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氏名 所属 ・ 織
下崎千代子 大阪市立大学大学院教授
白1 1 1 武夫 兵原l早速合 自 治会会長
角 田 嘉宏 神戸経済 同友会代表幹事 (2∞4 . 4 . 1 - )
池同 志朗 神戸絞済問友会代表幹事 (2003 . 8 . 25-2004 .3 . 31 ) 
関 i剤事 教授
関 山 エ5 兵庫県消防協会会長
芹田健太郎 愛知宇院大学教授、 神戸大学名誉教授
高 島 進子 神戸女学院大学名誉教授
品 田 至!lß 神戸 大考会教授
高 田 光雄 京都大学大学院教授
竹 沢 泰子 京都大寺会人文科学研究所助教授
立木 茂雄 同志校大学教授
田 中 稔昭 1 0 本 災害救援 ボ フ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク 理事長
臼 9" 遊雌 大阪学院大学教授
近 |芳 敬子 惟)兵康県看護協会会主主

』 辻 覚 (社福) 兵庫県社会福祉協議会会長
土谷 正男 兵康lR蕊工会連合会会長
坪田 勝彦 神戸 市小学校長会会長 (2004 . 4 . 1 -) 
大演 義弘 神戸市小学校長会会長 (2003 . 8 . 25-2004 . 3 . 31 )

土井 幸平 大東文化大学教授
徳 間 研二 西 日 本旅客鉄道(科J代表取締役専務取締役
徳lLr 明 ; 富士常葉大修学長
鳥越 時之 ; 筑波大学大学院教授
中井 久夫 l 兵康県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 長
中 島 克冗 神戸 ま ち づ く り 協議会連絡会事務局長
中瀬 勲 兵康県立大学 n 然 ・ 環境科学研究所教授
中里子 友史 神戸青年会議所理事長 (2005 . 1 . 1 - ) 

キ ラ ン 。 s セティ 神F' 青年会議所理事長 (2003 . 8 . 25-2003 . 12 .31)
鳴下 村海 治生 l 神 戸 青年会議所理事長 (2004 . 1 . 1 -2004 . 1 2 . 31 )

邦 磁 大阪大学大学院教授
(座長) 新野幸次部 (財)神戸 都市問題研究所理事長
西野 正矩 側兵庫県芸術文化協会理事長
t雪村 先一 間兵康県医師会会長 (2004 . 4 . 1 - ) 

i 橋本 章男 (紛兵庫燥注自師会会長 (2004 . 8 . 25-2004 . 3 . 31 )

I !量産長) 賊 鰍 (紛21 1.止紀 ヒ ュ ー マ ン ケ ア研究機構理事長

}橋本 倫行 関西電力側常務取締役
(副駁) 建 都 京都橘女子大学教授

馬殿 i隆子 兵庫来臨床'L、理士会副会長
林 敏彦 放送大学教授
林 春労 尽都大学防災研究所教授
手本 究品司 関西学院大学教授
速水順 郎 閲兵康県子 ど も 会連合会常 !事兼事務局長
原 口 洋 日 本放送協会神戸放送局長
春名 攻 立命館大学教授
檎谷美恵子 大阪市立大学大学院効教授
平田 幸漬 兵庫l県綬営者協会会長
庚井 f府 東京火うど大学院教授
)1; ")) レオン/ト ト 神戸外l;ìi]人{呉楽部会長
古山 桂子 J元神戸間社論説委員
北条 勝利 日 本労働統合総連合会兵庫県連合会会長
松原 」郎 関西大学教授
松村 雄次 大阪ガス(林)ft表取締役副社長
美浦 康重 兵E重県弁護士会 兵庫県土地利用 審査会会長

検証金磁小委員会

* 
* 

* 

* 

* 

* 
* 
* 

* 

* 

委員長

* 

* 

* 

ヰZ

* 
* 

| 記念事業小委員会 検証部会
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検証企画小委員会 |記念事業小委員会
* * 
*一
*…
*一
*一
* í\dJE 

E 一一 一一一十
C 
F 

D 
* c 

* 

:一一← :

* 

F 

(検証部会欄凡例 A : 総括検証部会 B : 健康福祉部会 C ・ 社会 - 文化部会 D : 産業雇用部会 E : 防災
部会 F : ま ちづ く り 部会 (\Ji : 部会長 0 : 副部会長)

ウ 庁内推進体制

県庁内及 び関係す る 県民局 と の連携 を 図 り 、 円滑 な 検証 を 実施す る た め 、 関係す る

部長及 び県民局 長等 を 構成員 と す る 「復興10年事業庁内推進会議」 を 設置 し た 。

ま た 、 部会の庶務 を 担当 す る 部局課の貢在者で構成 す る 部会調整会議 を 設 け、 分野

別検証部会開の調整 を 図 り 、 円滑 な 運営 に 努め る こ と と し た 。

あ わせ て 、 検証テ ー マ毎 に検証担当委員 の検証 を サ ポ ー ト す る 検証補助者 (県庁課

長級) 、 副検証補助者 (県庁係長級)、 を 定め る と と も に 、 各分野 ご と に 検証祷助者で

構成す る 検証補助者会議 を 設置 し 、 部会内 の検証作業の 円滑化 を 図 る こ と と し た 。

( 3 )  復興1 0年総括検証 @ 提言事業推進方針

2003年 8 月 以降、 復興10年委員 会、 検証企画小委員 会、 各検証部会 を 順次 開 催 し 、 2003
年12月 の検証企画小委員 会 に お い て 、 検証作業の基本 と な る 「復興10年総括検証 ・ 提言事

業推進方針」 を 策定 し た 。

こ の な か で、 検証 の 基本的 な 考 え 方や検証 テ ー マ 、 検証担当 委員 等 を 決定 し 、 検証作業

に着手す る こ と に な っ た。
な お 、 復興計画の折 り 返 し 点 で実施 し た 国際総合検証 で は 、 後期 5 か年 の 取 り 組みへの

反 映 に 主眼 を 置 き 、 248項 目 の提言がな さ れた が、 今 回 の検証 で は 、 こ れ ら に つ い て も さ

ら に検討 を 深 め 、 10年 間 の各分野の取 り 組み や復興過程で生 じ た 課題 を 総括 的 に検証す る
こ と と し た 。
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ア 検証の基本的 な考え方

行 政、 県民、 企業、 開 体、 NPO/NGO 等が重点 的 に 取 り 組 ん で き た 事柄 や復興の

過程 に お け る 課題全般 に つ い て 、 初動対応期 か ら 本格的復興期 ま での フ ェ ー ズ を 追 っ
て 、 「 で き た こ と J rで き な か っ た こ と J を 整理 し、 そ の理由 や 成果等 を 分析 ・ 評価す

る と と も に 、 21世紀 を 支 え る 社会原理 と も な る 共生の視点や、 復興の 主役であ る 県民

の 立場 な ど も 踏 ま え て 、 復興10年の取 り 組み を 総括 的 に 検証 し 、 今後の 震 災 に対す る

減災 ・ 復興 に 活かす た め の提案や、 新 し い 時代 を 切 り 拓 く 先導的 な 仕 組 み の構築 に資
す る た め の提案等 を と り ま と め る こ と と し た 。 (凶 3 ) 

(図 3 ) 検証 ・ 提言事業概念図

6 " 各分野横断的事項

5 . 多核 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 型都市簡 の形成

4 . 災 害 に 強 く 、 安心 し て暮 ら せ る 都市 づ く り

3 . 既存廃業 が高度化 し 、 次世代産業 も た く ま し く 活動 す る 社会づ く り

2 . 世界に聞 か れ た 、 文化豊 か な 社会づ く り

上 21 世紀に対応 し た福祉の ま ち づ く り

(※復興計閣の基本目標及び横断的事項)
( 1 ) 高齢者 の 見守 り 体制整備の成果 と 課題及び提言 (検証テ ー マ例)

行政 か ら
の視点

一」ヶァー)
0出来た こ と (震災復興の取 り 組み の成築)

- 震災復興 に かか る 新た な制度や シ ス テ ム ・

し く み 、 震災復興の過程で生 ま れ拡がっ

た 新 た な 取 り 組み等 を 整環。

- そ れ ら が どの よ う な 背景や必要性か ら 芽

生 え 、 どの よ う な プ ロ セ ス を経て実現 し 、

そ れ が どの よ う な効果 を も た ら し た の か

を検:証。

0出来 な か っ た こ と (課題 ・ 教訓|等)
- 震災復興の た め に取 り 組 ん だ、が、 出 来 な

か っ た こ と を 整理。

- そ れ ら が、 何故出 来 な か っ た の か を 検証。

- 制度 の 問題。r運用 上 の 問題 ?

行政の潤題。r企業、 団体、 個 人 の 問

題 ?

時 間 の 潤皇室or物玉県自力 な 問題 ?

- 金銭的 な 問 題。r精衿 的 な 問題 ワ
会企寸ず
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(ア) 震災復興 に係る 課題の総合的検証

10年 間 の 長 き に わ た り 、 行政、 県民、 企業、 団体、 NPO/NGO 等 が重 点 的 に 取

り 組ん で き た 事柄 や 、 複興の過程で じ た 課題 に 対 し て 、 ①何がで き た か、 効果

を あ げ る こ と は で き た か、 笹 何 がで き な か っ た の か、 な ぜで き な か っ た の か等 を

多 面 的 に 検証 し 、 総合的 な 評価 を 行 い 、 今後 の震災 に 対す る 減災 や 復 興 に 活かす

と と も に 、 21世紀の め ざすべ き 社会像 の 実現 に資す る た め の提案等 に つ な げる O

何) 共生の視点 と 県民の立場 か ら の検証

阪神 ・ 淡路大震災か ら の復興 に あ た っ て は 、 我が国が成熟社会 に 向 け て大 き な
転換期 を 迎 え る な か、 少子 ・ 高齢化が進む21世紀 を 支 え る 社会原理 と も な る 「共生」

の 理念 の 下 で 、 県 民 の 参画 と 協働 に よ る 様々 な 取 り 組み が展 開 さ れ て き た 。 こ の
た め 、 障害者や 高齢者、 子 ど も 、 女性、 外 国 人県民 な ど、 すべ て の 人 々 が助 け 合

い 支 え 合 う 「共生J の視点 や 、 復興の主役 で あ る 県民の立場 を 踏 ま え た 検証 を行 い 、

新 し い 時代 を 切 り 拓 く 先導的 な 仕組み の構築 に 資す る た め の提案等 に つ な げる O

(明 復興の分野や過程に着目 し た検証

阪神 ・ 淡路震災復興計画 で示 さ れて い る 5 つ の基本 目 標 に 係 る 主要 な 課題や、

復興体制 を は じ め各分野 を 越 え た横断的事項 を 、 ①初動対応期 (震災直後) 、 ②復
旧 期 (l995 � 97年度) 、 ③復興初期 (1998 � 99年度) 、 ④本格的復興期 (2000 � 04

年度) な どの フ ェ ー ズ を 追 っ て検証 し 、 今後の 震 災 に お け る 迅速、 円 滑 な復興 に

活かす た め の提案等 に つ な げる O
※ な お 、 今後の 減災 ・ 復興対策 に 生 かす た め 、 検証途上 で発生 し た新潟県 中 越

地震及 ぴ2004年台風第23号 に よ る 災害 に お い て 、 阪神 ・ 淡路大震災 の 経験 ・ 教

訓 が生か さ れた か と い っ た視点 も 付加 し 、 可 能 な 範囲で言及す る こ と と し た 。

イ 検証テ ー マ の設定

検証テ ー マ に つ い て は 、 今後の 震 災 に対す る 減災や復興 に 活かす と と も に 、 21世

紀 の め ざすべ き 社会像 の 実現 に 資す る と い う 検証の基本 的 な 考 え 方 の も と 、 復興過

程 に お け る 重点 的 な 取 り 組 み や 成 熟社 会 を 支 え る 新 た な 制度 ・ し く み 等 に 留 意の う
え 、 6 分野54 テ ー マ を 設定 し た 。

ウ 検証担当委員の選任

検証担当 委員 は 、 I 検証 テ ー マ に つ き 1 名 と し 、 検証 テ ー マ ご と に 復興10年委員

会委員 ま た は 、 外部 の有識者の 中 か ら 、 各分野別部会 に お い て検討 し 、 そ れ を 踏 ま
え て 、 検証企画小委員 会で選任 し た。

な お 、 外部有識者 を 検証担当 委員 と し て 選任 し た場合 に は 、 復興10年委員 会 の 委

員 と し て位置づけ た 。
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0検証テ ー マ及び検証担当委員

① 総括検証部会 8 テ ー マ (各分野横断的事項)

日寸 4会言正ァーマ
「復興総括一復興全体の総括」

2 I í復興体制 復興の推進体制J
3 「復興体制一復興に関する法整備等」
4 I í復興計画一計酒等の策定 ・ 推進」
5 I í復興推進一新たに生ま れた社会の し く み」
6 「復興推進一施策推進上の共通課題への対応」
7 「復興推進 情報発信 ・ 相談体制」
8 「復興資金 復興財源の確保」

② 健康福祉部会1 1 テ ー マ (21 世紀に 対応 し た福祉の ま ち づ く り )

「 こ こ ろ のケアの推進」 の成果と課題及び提言
「高齢者の健康づ く り - 生 き がいづ く り の推進」 の成果と課題及び提言
「高齢者の見守 り体制整備」 の成果と課題及び提言
「被災者支援のあ り 方」 の成果と課題及び提言言
「 コ ミ ュ ニテ イ づ く り の推進」 の成果と談窓及び提言
「住宅復興における取組み」 の成果と課題及び提言
「災釜復興公営住宅における取組み」 の成果と課題及び提言

ま いjjにおける取紹」 の成果と課題及び提言
り 」 の成果と課題及び提言

検証担当委員
野尻武敏部会長
伊藤 滋委員
戎 I正晴委員
新野幸次郎委員
山 下 淳委員
矢守克也委員
山口 +史委員
林 敏彦委員

検証担当委員
鵜飼 卓委員
山本あい子委員
中井久夫委員
近出敬子委員
松原一郎部会長
地主敏樹委員
立木茂雄委員
高田光雄委員
崎谷美怒二子委員
小谷部育子委員
市川磯子委員

③ 社会 ・ 文化部会 8 テ ー マ (世界に 聞 か れ た 、 文化豊 か な社会づ く り )

No 検証ァーマ
1 「県民の参画と協働に よ る取 り 組み」 の成果と課題及び提言
2 「新たな紡災教育 と学校防災体制」 の成果と課題及び提言
3 「被災児3量生徒の こ こ ろのケア」 の成果と課題及び提言
4 「文化活動の展開」 の成果と課題及ぴ提言
U 「女性 と 男性の視点から見た協働」 の成来と課題及び提百
6 「青少年の活動、 青少年団体の活動」 の成条と課題及び提言
7 「外国人県民の支援の し く みづ く り と 地域の国際化の推進」 の成果 と課題及

ぴ捻言
8 「悶際交流 ・ 協力 を通 じた国際性豊かな社会づ く り 」 の成果と課題及ぴ提言

検証担当委員
小磁康生委員
徳 iJJ 明委員
馬殿稜子委員
端 信行委員
古山桂子委員
速水)1慎一郎委員
竹沢泰子委員
芹泊健太郎委員

第一章 @ 行政 に よ る 検証 703 



ーマ
「中小企業 ・ 池場産業の活性化」 の成来と課題及ぴ提言
「筒Jð街 ・ 小売市場の活性化」 の成果と課題及び提言
「ッ ー リ ズム振興に向けた取 り 級み」 の成巣と課題及び提言
「新産業創造と成長産業育成」 の成果と課題及び提言
「間内外企業の立地推進」 の成果と課題及び提言
「多様な ワ ー ク ス タ イ ルづ く り を通 じ た し ご と の創造等、 し ご と ・ 雇別対策」
の成果と課題及び提言
「食料の安定供給を支え る農林水産業の活性化」 の成果と課題及び提言
「者E市 と 農山漁村交流推進J の成果と課題及び提言

産業態用部会 8 テ ー マ (既存産業が高度化 し 、 次世代産業 も た く ま し く 活動す る社会づ く り )⑨ 

下精千代子ゐ委員
内 田 市徳委員

茂委員

D 

ヴi一QU

6 

( 災 害 に強 く 、 安心 し て暮 ら せ る 社会づ く り )防災部会 8 テ ー マ

田 中稔昭委員トー一一一一一一一一一一一
| 白 黒公郎委員
梶 秀樹委員
資井 筒委員

「県域 (県 ・ 市町) における 防災力
び提言
「広域的な防災体制強化の取 り 組み」
「防災を担う 人材育成」 の成果と
「自主防災組織等の活動に対する支援」 の成果と課題及び提言
「防災ボラ ンテ イ ア に対する支援」 の成泉と課題及び提言
「建築物の耐震化促進」 の成果と課題及び提言
「悶際妨災協力活動」 の成果と課題及び提言
「総合的国民安心システム創設のための取 り 組み」 の成果と課題及び提言

⑤ 

5一6一7一8

(多核 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 型都市圏 の 形成)⑥ 

鳴海邦碩部会長
斉藤庸平委員
ベニlj頼 勲副部会長
和田安彦委員
森津秀夫委員

マ

山1一
2一3一
4一5一6一7一8

ーマ
「復興の ま ちづ く り における取 り 組み」 の成果と課題及び提言
「復興市街地整備事業における取 り 組み」 の成果と課題及び提言
「新 しい都市核の形成に向けた取 り 組み」 の成果 と課題及び提言
「街並み景観における取 り 組み」 の成果と課題及び提言
「街並み緑化 ・ 公園整備に向けた取 り 級み」 の成果と課題及び提言
「農かな 自然環境の保全と創造に向けた取 り 組み」 の成果と課題及び提言
「循環型社会づ く り に向けた取 り 組み」 の成果と課題及び提言
「道路、 港湾、 鉄道、 空港の整備に向けた取 り 緩み」 の成果と課題及び提言

i 「j可J 1 1 、 海岸、 ダム 、 砂防施設等の整備に向けた絞り 組み」 の成果 と
ぴ提言

ま ち づ く り 部会1 1 テ

9 

電気、 ガス 、 情報通信蒸盤施設の整備に向けた取 り 組み」

ける取 り 組み」 の成果 と課題及び提言

検証作業

「復興10ft三総括検証 ・ 提言事業推進方針J に基づ き 、 2004年 l 月 か ら 検証担当委員 に よ
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る 具体の検証作業に着手 し た 。 検証 に あ た っ て は 、 検証資料等 を も と に 、 被災地県民間単

位で 開催す る ワ ー ク シ ョ ッ プ、 被災地現地調査及 び検証部会での議論等 を 諮 ま え 、 検証担
当委員 が専 門 的 に 分析 ・ 評価 を行 う と と も に 、 そ の結果 を 踏 ま え た提言 を ま と め部会 に諮

る こ と と し た 。

(図 4 ) 検証作業の ス キ ム 図
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ア 検証資料 ・ デー タ の整理 (2004年 1 月 � 1 0月 )

検証担当委員 の意向 に 沿 っ て 、 検証テ ー マ を 担当 す る 部局課の職員 が 中 心 と な っ て

検証資料 ・ デー タ を 収集、 整理 し 、 随時、 検証担当 委員 に提供 し た 。
イ 被災地復興現地調査等の実施 (2004年 1 月 � 1 0月 )

検証担当委員 が必 要 に 応、 じ て被災現場や被災市町等 を 調査 し た。 ま た 、 防災教育 な

ど個 々 の検証テ ー マ に係 る 各種 ア ン ケ ー ト 調査等 も 実施 し た 。

ウ ワ ー ク シ ョ ッ プの 開催 (2004年 6 月 � 7 月 )

震災復興の取 り 組み の 成 果 や 課題等 に つ い て の 県民意見 を 把握す る た め 、 地域別
ワ ー ク シ ョ ッ プ ( 5 囲) 及 び総括 ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開催 し た 。

結 果 に つ い て は 、 検証作業への反映 を 図 る と と も に 、 検証報告書 に 掲 載 し て い る O
エ 各種調査等の実施 (2004年 4 月 � 9 月 )

(ア)指標等 か ら 見 た 護興1 0年の成果収集分析調査

阪神 ・ 淡路大震災か ら 10年 を 迎 え る の に あ た り 、 こ れ ま での 震災復興の取 り 組み

の実績や成 果 を 総合的 に把握す る と と も に 、 検証事業 で の 活用 等 を 図 る た め 、 人 口 、

生活、 福祉、 文化、 住宅、 産業、 雇用 、 都市、 妨 災等145項 目 に わ た り 各種の ア ウ
ト プ ッ ト 及 びア ウ ト カ ム デー タ を 収集 し 、 と り ま と め た 。

(イ) NPO/NGO 等 に よ る 検証

震 災 を 契機に急速に成長 し 、 21世紀の成熟社会 に お い て そ の役割が ま す ま す増 大

す る と 考 え ら れ る NPO/NGO 等 に 対 し て 、 復興過程 に お け る 自 ら の 活動等 に つ い

て の検証 を 依頼す る こ と に よ り 、 各分野 の 先駆的 な 取 り 組 み を 把握 し 、 今後の 活動

の進展 に役立て る こ と と し た 。
(ウ)企業の防災 ・ 復興活動の調査

東南海 ・ 南海地震 に係 る 地震防災対策の推進 に 関 す る 特別措置法 に お い て 、 関係

事業者 に対策計画の作成が義務づけ ら れる な ど、 今後、 企業の 防 災 ・ 復興 に 果 た す

役割 は ま す ま す重要 に な る も の と 考 え ら れ る 。

こ の た め 、 複 !日 ・ 復興過程 に お け る 企業の 防災力 強化の取 り 組み や 社 会貢献活動
等 に つ い て の 分野横 断 的 な 実態把握や分析 を 行 う こ と に よ り 、 企 業 の 先導的 な 防

災 ・ 復興対策等 を 把握 し 、 今後の取 り 組 み の充実に役立 て る こ と と し た 。

オ 検証担当 委員 に よ る 検証報告の作成

各検証担当 委員 に は 、 そ れぞれの担当 テ ー マ に つ い て の検証報告書 と し て A 4 判 50
枚 ( 6 万字) を 目 安 に 執筆 を 依頼 し た。

2004年 8 月 に 各分野別 部会 を 開擢 し 、 そ れぞれの検証報告案 を 碁 に 意見交換 を 行 う

と と も に 、 分野の総括 を 含め て 中 間報青に 向 け て の検討 を 行 っ た 。
カ 中間報告 の発表 (2004年 9 � 1 0 月 )

各検証担当 委員 に よ り 作成 さ れた検証報告案 を も と に 、 各分野別部会 に お い て 、 意
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見交換が行 わ れ、 併せて、 各分野加 の 総括 の作業が進め ら れた 。

9 月 22 日 に 開催 さ れた検証企画小委員 会 ( 第 4 屈) に お い て 、 各部会の報告 を 踏 ま

え て 、 横断的 な議論がな さ れ、 中 関報告案 を と り ま と め た 。

さ ら に 、 10月 10 日 に 開催 さ れた復興10年委員 会 (第 3 国) に お い て 、 中 間報告の 内
容が固 ま り 、 向 日 発表 し た 。

キ 最終報告の発表 (2004年1 2 月 )

検証の 最終報告案作成 に 向 け た 作業 を 進 め て い る な か、 10月 20 日 に 台風第23号、 10
月 23 日 に は 新潟県 中 越地震 に よ る 災害が発生 し た 。

こ の た め 、 こ れ ら の 災害 に お い て 、 故神 ・ 淡路大震災の経験や教訓 が どの よ う に活
か さ れた の か と い っ た視点 も 付加 し 、 可能 な 範囲 で検証結果 に 反映 さ せ る こ と と し た 。

ま た 、 各 テ ー マ ご と の 検証提言や 分野 ご と の 総括 な ど に つ い て 内容の 充実が凶 ら れ、
各部会で順次 と り ま と め ら れた 。

12月 17 日 に 開催 さ れた検証企画小委員 会 (第 5 凹) に お い て 、 各部会の ま と め を も
と に 、 横断的 な議論がな さ れ、 最終報告案が と り ま と め ら れた 。

さ ら に 、 12月 25 日 に 開催 さ れた復興10年委員 会 (第 4 回) に お い て 、 最終報告 の 内

容が国 ま り 、 河 日 発表 し た 。
ま た 、 最終報告 に つ い て は 、 2005年 1 月 7 日 に 、 復興10年委員 会 の 新野座長、 野尻

部座長同 席 の も と 、 僻)1喪神 ・ 淡路大震災記念協会の貝原理事長か ら 、 井戸知事 に 報告

が な さ れ た 。

2 . 検証結果のポイ ン ト
( 1 )  復興1 0年の取 り 組み に お け る 主 な成果 と 課題

阪神 ・ 淡路大震災か ら の復興過程 に お い て は 、 震災直後の初動対応期か ら 本格復興期 に

い た る ま で、 様々 な 分野で多彩 な 取 り 組みが展開 さ れ、 「創造的復興」 に つ な がる 多 く の
成果が生み 出 さ れ る 一方 で、 10年 間 の 取 り 組み を 通 じ て 、 被災地 は も と よ り 日 本社会全体

が抱 え る 様 々 な 課題 も 明 ら か に な っ た 。

( 主 な 成果)

高齢化が進 む 大都市 を 直撃 し た 阪神 ・ 淡路大震災は 、 既存の 制度や仕組み で は 的確 に対
応で き な い様 々 な 課題 を 我々 に 突 き つ け た 。 そ の た め 、 震災か ら の復興過程 に お い て 、 (矧

i波神 ・ 淡路大震災復興基金の設立、 被災者生活再建支援法の制定及 び拡充 (居住安定支援

制度の部設) 、 県民の参画 と 協働 の 推進 に 関 す る 条例や産業復興条例 (産業集積条例 に拡充)

の 制 定 を は じ め 、 従来の枠組み を 超 え た新 た な 制度や仕組みが創設 さ れた 。

ま た 、 国税関係法律の 臨時特例 を は じ め と す る 16本の特別立法 に よ る 税制等の特例措置

や 地方財政措置 の拡充、 応急仮設住宅 に お け る 特別基準や災害復興公営住宅入居者への 家
賃低減措置等の 支援、 復興市街地整備事業 に お け る 二段階方式の都市計画決定の実施 な ど、

第 主言 @ 行政 に よ る 検証 707 



既存制度 ・ 事業等 に つ い て特例 的 な 運用 ・ 拡充等が行 わ れ た 。

さ ら に 、 震災 を 契機 に し た被災者復興支援会議 な ど県民、 地域団体、 NPO/NGO、 企業、
行政等が共 に取 り 組むi協働の仕組みづ く り 、 コ レ ク テ イ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ な ど新 し い住 ま い
づ く り 、 生活復興県民 ネ ッ ト や ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザの取 り 組み、 コ ミ ュ ニ テ イ ・
ピ ジ ネ ス な ど新 し い働 き 方の広 が り 、 ま ち づ く り 協議会等 に よ る 住民主体の ま ち づ く り 、

広域防災拠点や多元 ・ 多重の総合交通体系の 整備、 人 と 防災未来セ ン タ ー の 開設 な ど、 震

災 を 教訓 に し た新 た な 視点 か ら の先導的 な 取 り 組みが展 開 さ れて き た 。

( 主 な 課題)

そ の 一方で、、 復興過程 を 通 じ た 包括的 ・ 横断的 な 課題 と し て 、 「復興」 に つ い て の位置

づ け が今 日 に お い て も 未だ不明確 で あ り 、 地方主体の復興 を 制度的 ・ 財政的 に保障す る 仕

組み も 実現 し て い な い 。 ま た 、 災害対策本部体制 の 充実強化や、 近い将米 に 発生が懸念 さ

れ る 東海 ・ 東南海 ・ 南海地震 な ど広域 に わ た る 大規模災害 に 備 え た広域的 な 危機管理体制

の構築、 応急救助 や生活 ・ 住宅再建支援 の仕組み の 充実、 住宅や公共施設の 耐震化 を 図 っ
て い く 必要があ る O さ ら に 、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 な ど震災 を 契機 に し た先導的 な 取 り 組み を

定着 ・ 発展 さ せ て い く こ と も 必要 で あ る O
併 せ て 、 被 災高齢者の 自 立支援、 市街地 の 再生 ・ ま ち の に ぎ わ い の 毘復 、 貸付金等の償

還対策 な ど、 ポ ス ト 復興10年 に 残 さ れ た 課題 に対す る 継続的 な 対応 も 求め ら れ る O

さ ら に は 、 今回 の検証結果や提言 の 国 内外への発信 は も と よ り 、 そ れ ら を 踏 ま え た大震

災 に つ い て の 総合 的 な 調査研究 を 深 め 、 新 た な 制度や仕組み の具体化や I 1 月 17 日 は 忘 れ

な い」 た め の現 り 組み を 通 じ て 、 震災の経験 と 教訓i の継承 ・ 研究 ・ 発信 を 図 っ て い く こ と
が必要で あ る O

I 主 な 成果 (総括)

し 従来の枠組み を 超 え て 、 新 た に創設 し た制度 ・ 仕組 み

( 1 ) 地元主体の復興 と 国 か ら の 支援

(2 )  損壊家屋の 公費解体、 擁壁修複 の 公費負担
(3) 側阪神 ・ 淡路大震 災復興基金の設立 と 機動 的 な 復興対策 の推進
(4)  生活再建支援金制度等の創設

( 5 )  I総合的 国民安心 シ ス テ ム 」 の提唱 と 被災者生活再建支援法の 制 定 ・ 拡充
(6 )  特定非営利 活動促進法 (NPO 法) 、 ボ ラ ン タ リ ー 活動や 「参画 と 協働」 を 推進

す る 条例 の 制定

( 7 )  エ ン タ ー プ ラ イ ズ ゾー ン 構想の提案 を 産 業復興 を 推進す る 条例 の 制定等
( 8) 災害救援専 門 ボ ラ ン テ ィ ア 制 度 (HEART-PHOENIX) の創設
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2 . 既存制度 ・ 事業等の特例 的 な 運用 ・ 拡充等

( 1 ) 16本の特別立法 に よ る 特例措置や 地方財政措置の拡充
(特別 の財政援助 や公債の発行の特例、 税の軽減、 保険料の免除、 市街地 に お け

る 建築制限、 房用対策、 期 眼延長 等)

( 2 )  応急仮設住宅の供与 と 特別基準の設定等
( 3) 災害復興公営住宅の供給 と 入居者に対す る 支援
(4) 中小企業等へ の 災害復旧資金の貸付及 び融資期 間 ・ 据量期 間 の 延長

(5 ) 復興市街地整備事業 に お け る 二段階方式の都市計画決定

3 圃 震 災 を 教訓! に し た 新 た な 視点 か ら の 先導的 な 取 り 組み

( 1 ) 県民、 地域団体、 NPO/NGO、 企業、 行政等が共 に 取 り 組む協働 の 仕組み

(被災者復興支援会議、 NPO と 行政の協働会議、 兵庫県雇用対策三者会議等)

厘画詞
則 被災高齢者の見守 り 体制 の 整舗 と 自 立支援 に 向 け た取 り 組み の 展 開

(LSA、 SCS、 コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ等)

( 3) コ レ ク テ ィ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ な ど新 し い住 ま いづ く り の推進
(4) こ こ ろ の ケ ア対策の推進 と 兵康県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の 開設

(5 )  災害医療 シ ス テ ム の 中核 と な る 兵庫県災害医療セ ン タ ー の 開設

匝五福
(6 )  生活復興県民ネ ッ ト の 設置 と ひ ょ っ ごボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザの 開設

( 7 )  教育復興担当教員 の設置 と 「新 た な 防災教育」 の推進
(8 ) 兵産県立美術館 「芸術の自む な ど復興の シ ン ボル と も な る 文化施設の 整備

唇詞
( 9 ) 尉漸産業創造研究機構 な ど産業復興 を 推進す る 組織 ・ 仕組み
(10) 雇用 就業対策等 に よ る 生活支援の推進
回 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ピ ジ ネ ス な ど新 し い働 き 方へ の 支援

辰二刃
24時 間 監視 ・ 即応体制 の確立 と 自 衛隊等関係機関 と の連携強化

同 広域防災拠点 の 整備

(14) 神戸東部新都心 に お け る 国際的機関等の集種

堕竺-:5 <
同 高規格道路網の 整舗 な ど多元 ・ 多重の総合交通体系 の 整備
同 ま ち づ く り 協議会等 に よ る 住民主体の ま ち づ く り の推進

(1竹 両官浜 ・ 南芦屋浜 な ど地域の特色 を 生か し た 新都市づ く り

(18) 六 甲 山系 グ リ ー ン ベ ル ト 整備等の推進

第 '章 @ 行政 に よ る 検証 709 



極雪辱写会と 教習11の継承 ・ 詞
同 震災の経験 と 教司!I を 継承 ・ 発信す る 取 り 組み の 推進

倒 阪神 ・ 淡路大震災記念人 と 坊災未来 セ ン タ ー の 開設

宜 主 な 課題

1 . 災害への儒 え と 先導的取 り 組 み の 定着化

(1) I復興」 の位置づ け と 制度的 ・ 財政的保障

0復興 に 関す る 基本法 と 制定

。復興基金の仕組み の 制度化

(2) 実戦的 ・ 広域的な危機管理体制の構築

0災害対策本部体制 の 充実強化や 、 防災 を 支 え る 人材の育成、 各種訓 練の充実 な

ど、 よ り 実戦的 な 危機管理体制 の構築

0都道府県域 を 超 え た広域的 な 危機管理体制の構築

0災害 に 隠す る 迅速 ・ 的確 な t情報の収集 ・ 伝達 と 共有化の推進

(3) 蕗急救助や生活 ・ 住宅再建支援の充実

0応急救助 の あ り 方の見直 し

0公的 な復興支援制度のパ ッ ケ ー ジ化 ( 一括提示)

O住宅本体へ の 支援や共済制度の仕組みづ く り
O飲料水等の確保や災害廃棄物の処理 な ど生活基盤 を 支 え る 仕組み の 充実

(4) 住宅や公共施設の耐震化

0的確 な 検査体制 の も と での住宅の耐震改修への 支援や公共施設 の 計画 的 な 耐震

改修

(5) 震災 を 契機 に し た先導的 な取 り 組みの定着 ・ 発展

0 ボ ラ ン タ 1) ー 活動や ま ち づ く り 活動、 コ ミ ュ ニ テ イ ・ ビ ジ ネ ス な ど の 定着 ・ 発

展

2 . ポ ス ト 復興1 0年に残 さ れ た課題

(6) 被災高齢者の 自 立支韓

0新た な 地域ケ ア シ ス テ ム や地域住民 に よ る 支 え 合 い の し く み な ど、 高齢者の 自

立 を 支援す る し く みづ く り
(7) 市街地の再生 ・ ま ち の に ぎわ い の 岡寵

0未完 了 の 復興市街地整備事業の早期完了

0事業の遅れ に伴 う 住宅再建等への 支譲の継続

O再開発 ピ ル や 区画整理地の利用促進
0商庖街等 に よ る に ぎ わ いづ く り や コ ミ ュ ニ テ ィ 機能 の 向 上
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(8) 貸付金等の償還対策

0 災害援護資金や生活福祉資金の償還対策

O 中小企業の 災害復旧資金等の償還対策

3 省 震 災の経験 と 教言JIIの継承 ・ 研究 ・ 発信

0震災の教訓l の 国 内外への発信

0経験 と 教言11 を 踏 ま え た新た な 制度や仕組み の 具体化

0大震災 に つ い て の総合的 な 調責研究 と 将来 の大規模災害 に対す る 減災や復興へ

の 活用
o r 1 月 17 日 は 忘 れ な い」 た め の取 り 組み の 実施

( 2 )  提言の基調

阪神 ・ 淡路大震災か ら 10年 間 の創造的復興の取 り 組み に つ い て 、 総括検証、 健康福祉、
社会 ・ 丈化、 産 業雇用 、 防災、 ま ち づ く り の 6 分野54 テ ー マ に わ た っ て 、 検証担当委員 に

よ る 検証 ・ 提言がな さ れた 。

こ こ で は 、 こ れ ら の検証 ・ 提言に 共通す る 基本的 な 考 え 方 や 方 向性 な ど を 、 未来への提

言の基調 と し て と り ま と め た 。

私 た ち は 、 今 回 の総括検証 を 通 じ て 、 誰 も が安全で安心 し て暮 ら せ る ま ち づ く り を 進め

る と と も に 、 すべ て の 人が と も に生 き る こ と を 実感で き る 「共生」 社会 を 実現 し て い く こ

と の大切 さ を 痛感 し た 。 こ れは 、 震災の経験 と 教訓 か ら 導 き 出 さ れた 、 今後の社会づ く り

の 目 標像 と も い え よ う O

そ し て 、 こ の よ う な 安全で、安心 な 共生社会 を つ く っ て い く た め に は 、 災 害時 に お け る 地

方主体の復興は も と よ り 、 平時か ら 、 地方が、 住民の主体的 な 参両 を 得な が ら 、 自 律的 ・
独創 的 な 地域づ く り を 進め る こ と がで き る よ う 、 地方分権 を 一層 推進す る と と も に 、 県民

と 県民、 県民 と 行政のパー ト ナ ー シ ッ プ を 確 か な も の と し 、 参画 と 協働 に基づ く 地域づ く

り を 展 開 し て い く こ と が重要であ る O

ま た 、 安全で安心 な 共生社会の 実現 に 向 け た 具体的 な 取 り 組み と し て は 、 震災の教訓| を

踏 ま え た実戦的 な 危機管理体制 を 構築す る と と も に 、 成熟社会 に お け る 大規模災害か ら の
応急救助や 生 活 ・ 住宅再建支援の仕組み の 充実、 復興過程で先導的 に取 り 組 ん だ高齢者等
の 「災害弱者J への対応、の さ ら な る 発展 を 図 っ て い く こ と が必要であ る O

加 え て 、 震 災 を 契機 に し た新 た な 取 り 組 み の成果や地域の ポ テ ン シ ャ ル を 最大 限 に 生 か

し な が ら 、 地域の活力 と に ぎ わ いづ く り を 進 め る と と も に 、 文化や街並み ・ 景観 を 生か し

た個性豊 か な ま ち づ く り を 推 進す る こ と が望 ま れ る 。

さ ら に は 、 災害時 は も と よ り 平時か ら 、 地域開 の 連携 ・ 交流や 国際防災協力 を 推進す る

こ と も 求め ら れ る O
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(関 5 ) 提言の基調

L 安全 ・ 安心な ま ちづ く り

震災の教訓を踏まえた今後の社会づく り の 目標像

2 . 共生j 宇士会の業主翼

醸災害に強い ま ちづ く り に向けた2毒殺盤備
瞳 コ ミ ュ ニ テ イ の育成 と 「防災鰍社会」 ドニニヰ

の構築
副ハ ー ド ・ ソ フ ト 両面 に わ た る [安全 ・ 安

心な ま ちづ く り j の総合的捻進

圃 コ ミ ュ ニ テ ィ や地域団体等の再評傾 活
性化

醤様々 な 主体が支 え合い、 と も に生 き る 社
会づ く り

濁持続可能な 「共生j 社会の実現

ぷ/\注
JX

 

の基本

ふ 地方言主体の復興と滋方分撲の2重量主
園地庁主体の復興 と その課題
幽 「地方主体の復興J を支えJ

皮的 財 政的保障
闘 自 律的 ・ 独創的な地域づ く り に

向けた、 地方 主体の復興と 地方
分権の推進

取り紐み

O 。
4 . 参額と協織のす整滋

調 自律的市民社会を 支 え る 仕組み
の萌芽

量 | 来rr しい公」 と 、 参音量 と 協働の
地域づ く り

温県民 と 県民、 県民と 行政のパー
ト ナー シ ッ プに よ る 参画 と 協働

」一一一一

\ 目標実現のための取り組み

5 . 言葉業主的な危機事警灘体織の機量産

覇震災を教訓 と した危機管理a体制の
充実

醤実戦的かつ丘、域的な危機管理体制
の構築

闘真に実効性ある 危機管理体制 に肉
けた取 り 組みの推進

8 . 滋域の滋カと にぎわいづく り

鴎震災を契機と した新た な取 り 組み
の段関

盤産業復興の仕総みつ く り と 産業構
法改革

副地域のf関投や資源を生か した地域
づ く り

札 応急救君主やさ主活 ・ 主主宅事事主主支援の殺緩みの充実
寵笈災を契機に した新たな生活 ー 住

宅再主主の仕組みづ く り
組大規模災害に備えた [自助 共

助J r公助j の仕組みの充実
暢成熟社会における応急救助や及活

住宅再建支援の仕組みの構築

9 . 文化や翁主主み ・ 景観をさ主か し
た4鋼生重量かなま ちづ く り

聞笈災か らの文化や街並み等の再生
圃後災の教訓i を生かした取 り 組みの

発展
幽文化や街並み ・ 景観を生か した儒

性豊かな ま ちづ く り の推進

11. �窓際主主災銘力のま並道義

康問際的な防災協力 ・ 連携の広が り
隠笈災の教訓 を 踏 ま え た紡災協力の

仕組みづ く り
瞳凶際社会が述擁 した国際防災協力

の推進

、\

7 . /.事議事者毒事の f災害警弱者j への対応
圃災害弱者への き め細かな対応や新

たな耳足 り 組みの主主潟
聞震災を契機に した先導的な取 り 組

みの光実
園高齢者等が き がい を持っ て暮ら

せる新た な仕組みの構築

10保 全議滋濁の遼携 ・ 3ì:認を

園全凶的な連携 ネ ッ ト ワ ー ク の広
が り

闇被災地への支援ネ ッ ト ワ ー ク の構築
圃危機管理の視点 に も 立 っ た連携 ・

交流の仕組みの定着
園地域間の述携 交流の弟子実な推進
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私 た ち は 、 被災地の責務 と し て 、 震災の経験 と 教訓 を 、 地域 を 超 え 、 時代 を 超 え て 、 継

承 ・ 発信 し て い か な け ればな ら な い 。

板神 ・ 淡路大震災 は 、 こ れ ま で の ま ち づ く り に お い て 、 「利便J r効率J r成長J が重視

さ れ、 「安全 ・ 安心」 の視点がお ろ そ か に さ れて き た こ と へ の大 き な 警告 を 発 し た 。 人々

の 間 に蔓延 し て い た 「安全神話」 は 、 近代都市の構造物 と と も に 一 瞬 に し て崩 れ去 り 、 共

同体意識が希薄 に な っ て い た都市生活の脆 さ も 明 ら か に な っ た 。
こ う し た反省 の う え に 立 っ て 、 被 災地で は 、 堅牢で し な や か な 都 市基盤や 、 「 自 助J r共

助J r公助」 に よ る 救助 の仕組み 、 地域の セ ー ブ テ イ ネ ッ ト が整 っ た 「安全 ・ 安心 な ま ち 」

を 目 指 し て、 取 り 組みが進 め ら れて き た。

( 災 害 に 強 い ま ち づ く り に 向 け た基盤整備)

ま ち づ く り に あ た っ て は 、 あ ら ゆ る 面 に わ た り 、 災害や事故等 を 想定 し た ネ ッ ト ワ ー ク

等 の多重化や代替性の確保 に 配慮 し つ つ 、 ①交通 イ ン フ ラ や ラ イ フ ラ イ ン を は じ め と す る

都市の 防災構造 を 強化す る と と も に 、 ②広域的 な視点 に 立 っ た 多 核 ネ ッ ト ワ ー ク の形成、

各 住宅や公共施設等の 耐震化、 構造物 の検査体制 の 充実、 ④防災拠点や災 害救急医療拠点
の 整備、 ⑤ユニ バ ー サ ル デザ イ ン の ま ち づ く り 、 ⑥水 と 緑の ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 図 る な ど、
継続的、 長期 的 に 、 災 害 に 強 い ま ち へ と 変貌 さ せ て い く こ と が重要で あ る O

そ の た め 、 明確 な 減災 日 標 を 設定 し た ア ク シ ョ ン プ ロ グ ラ ム を 作成す る な ど、 体系 的か

っ戦略的 に取 り 組む と と も に 、 と り わ け 、 既存建築物の耐震診断 ・ 離震補強 に つ い て 、 効

果的 な促進策 を 確立す る こ と が急務で あ る O

( コ ミ ュ ニ テ ィ の青成 と 「防災協働社会J の構築)

ま た 、 一人 ひ と り の生活の な か に 、 減災の思想が根付 き 、 と も に協力 し て 災 害 に 強 い 地

域社会づ く り を 進め る こ と も 重要 で、 あ る O

そ の た め 、 防災情報の 共有化、 防災教育 ・ 防災学習 の 充実、 地域の安全 ・ 安心 を 支 え る
人材の 育成 な ど に よ り 、 地域力 ・ 市民力 を 高 め 、 危機管理機能や福祉機能 を 有 す る コ ミ ュ
ニ テ ィ を 育成す る と と も に 、 自 主防災組織や ま ち づ く り 協議会 を は じ め行政、 企業、 地域

毘体、 NPOINGO 等、 地域社会 を 支 え る 様々 な 主体が連携 し た 「防災協働社会」 を 構築

す る 必要があ る 。

(ハ ー ド ・ ソ フ ト 両面 に わ た る 「安全 ・ 安心 な ま ち づ く り 」 の総合的推進)

近年、 犯罪や青少年 の 非行 の増加、 テ ロ や民族紛争等 に よ る 国 際情勢の 緊迫化、 世界的
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な 地震や洪水等 の 自 然災害の多発な ど、 我 々 の社会 を 取 り 巻 く 状況 は 、 混 迷 と 不安の度合

い を 深 め て い る O
と り わ け 、 震災か ら 10年 目 と な る 2004年 に は 、 度重 な る 台嵐等 に よ る 風水害や新潟 県 中

越地震等、 災害が頻発 し 、 ま た 、 近い将来 に は 、 東海 ・ 東南海 ・ 南海地震 を は じ め と す る

大規模 な 自 然災害の発生が惑念 さ れて い る O

我 々 は 、 こ う し た 自 然災害 に備 え て 、 紡災は も と よ り 、 医療、 看護、 福祉 な ど幅広 い 分

野 に お い て 、 誰 も が安全で、安心 し て 暮 ら せ る 地域づ く り に 向 け た 先導的取 り 組み を さ ら に
発展 さ せ な が ら 、 様々 な 主体の参画 と 協働 に よ っ て 、 ハ ー ド ・ ソ フ ト 両面 に わ た る 継続的

な取 り 組み を 進 め て い か な け れ ばな ら な い 。

阪神 ・ 淡路大震災の 亘後 に は 、 被災現場で の被災者相互の助 け合い、 避 難所等での励 ま
し 合い や 支 え 合い な ど に よ っ て 、 多 く の 人 々 の生命が救 わ れ る と と も に 、 人 々 の心身 の 安

定や元気の 回 復 に つ な が っ た 。 ま た 、 全国 か ら 駆け つ け た 延べ138万人 の ボ ラ ン テ ィ ア を

は じ め 、 国 内外か ら 様々 な 支援の手が差 し伸べ ら れた 。

震災か ら の復興に あ た っ て は 、 高齢化 ・ 成熟化が進 む21世紀 に 向 け て 、 人 と 自 然、 人 と

人、 人 と 社会 が調和す る 『共生社会」 を 目 指 し て取 り 組ん で き た 。

・ 一人 ひ と り が主体的 に 自 ら の生 活 を 創造 し な が ら 共 に 生 き る 社会

- 阪神 ・ 淡路地域の持つ文化的風土の う え に 立 ち な が ら 外国 に も 関 か れ た 社会

- 自 然へ の畏敬の念 を 持 ち 、 自 然 と 共生 し な が ら 、 命 を 守 り 育 む 、 ア メ ニ テ ィ 豊か な

社会

( コ ミ ュ ニ テ ィ や地域団体等の再評価 ・ 活性イヒ)

復 旧 ・ 復興の過程 で は 、 自 治会や婦人会、 消 防 団 な ど地域住民 に よ る 団結や協力 が、 被
災現場や避難所等 で の 対応 に 功 を 奏 し 、 ま た 、 コ ミ ュ ニ テ ィ に お け る 人 と 人 の 結 ぴつ き が、

安全 ・ 安心や 生 き がい を創 り 出 す こ と を確認 し た 。 こ の よ う な コ ミ ュ ニ テ ィ や地域団体の

果 た す役割 を 再評価す る と と も に 、 さ ら な る 取 り 組み の 活性化 を 図 っ て い く こ と が求め ら
れる O

(様々 な 主体 が支 え 合 い 、 と も に生 き る 社会づ く り )

加 え て 、 震 災 を 契機 に広 が っ た NPO/NGO 等 に よ る 活動 を さ ら に 充実 し て い く た め の

仕組み づ く り 、 ま ち づ く り 協議会等 に よ る 住民主体の ま ち づ く り 、 震災後、 飛躍的 に 組織

率 を 伸 ば し た 白 主 防災組織 に お け る 活動 の 活性化 な ど を 進め て い く と と も に 、 ノ ー マ ラ イ

ゼ、ー シ ョ ン や ユ ニ バ ー サ ル デザ イ ン の視点 も 踏 ま え な が ら 、 年齢、 性別 、 国 籍等 を 異 に す
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る 様々 な 人々 が、 い き い き と 元気 に 支 え 合 い (エ ン パ ワ ー メ ン ト ) 、 と も に 生 き る 社 会 を

創造 し て い く こ と が重要であ る 。

(持続可能な 「共生J 社会の実現)

こ の よ う な助 け合 い 、 支 え合 い 、 と も に生 き る 「共生」 の 大切 さ は 、 大震災か ら 学 ん だ
大 き な 教訓l の 一 つ で あ る O ま た 、 そ れ は 、 少子 ・ 高齢化や グ ロ ー パ リ ゼ ー シ ョ ン 、 地球環

境問題等 の 進展 に伴い 、 県民ニ ー ズが多様化 ・ 復雑化す る 中 で 、 本格的 な 成熟社会 を 支 え
る 社会原理 と な る も の で あ り 、 ひ い て は 、 「安全 ・ 安心 な ま ち づ く り 」 に も つ な が る も の

で も あ る O

今後 と も 、 自 律 し た 人 々 が、 地域、 世代、 民族、 文化 を 超 え て 連帯す る と と も に 、 「水

と 緑の ネ ッ ト ワ ー ク の形成J な ど、 自 然環境の保全 ・ 創造や循環型社会づ く り を 進め な が
ら 、 すべて の 人 々 が と も に生 き る こ と を 実感で き る 持続可能な 「共生」 社 会 の 実現 に 向 け
て取 り 組 ん で い か な け れ ばな ら な い 。

阪神 ・ 淡路大震災か ら の復興に あ た っ て は 、 国 の 阪神 ・ 淡路復興委員 会 か ら の提言 を 踏

ま え 、 関 東大震災時の よ う な 中央主導 に よ る 復興で は な く 、 地元主体の 復 興 を 政府が支援
す る と い う 方針が と ら れた 。

(地方主体の復興 と そ の課題)

こ の た め 、 県 や被災市町が中心 と な っ た復興計画づ く り が進 め ら れた ほ か、 復 旧 ・ 復興

事業 に対 し て 、 国 か ら の大規槙 な財政支援や各種の特例措置が講 じ ら れた 。

ま た 、 震災後 に 設立 さ れ た 阪神 ・ 淡路大震災復興基金 は 、 被災者の生活支援や住宅支援

等 を 、 機動的 ・ 弾力 的 に行 う こ と がで き る 仕組み と し て 、 被災地の復興 に 大 き な役割 を 果
し て き た 。

そ の 一方で、 復興事業 に対す る 自 の前政的支援等 を 明確 に し た特別法の法制化は実現 し
な か っ た 。 ま た 、 災害応急対策や災害復 旧 に つ い て は 、 災害対策基本法等 に お い て 、 一定
の 制 度 的 な 保 障 が な さ れて い る も の の 、 「復興」 に つ い て は 、 今 呂 に お い て も な お 、 そ の

概念す ら 明確 に さ れて お ら ず、 地 方 に よ る 創造的 な 復興 を 進め る 土で、 の 制 度 的 ・ 財政的 な

と な っ て い る O

( f地方主体の復興J を 支 え る 制度的 ・ 財政的保障)

大規模災害か ら の復興 に あ た っ て は 、 被災 し た 地域が、 個性豊 か な 、 !日 に倍 し て魅力 あ

る 地域 に蘇 り 、 そ こ に暮 ら す 人 々 に 愛着 を 生 む ま ち づ く り が求め ら れ る こ と か ら 、 中 央 に
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よ る 画一 的 な 基準 に拠 る の で は な く 、 災害の状況や地域特性等 を 考慮 し な が ら 、 地方主体

の復興が制度的 に も 財政的 に も 保障 さ れ る こ と が重要であ る O

こ の た め 、 阪神 ・ 淡路大震災の経験 と 教訓 を 踏 ま え 、 「復興」 の 法 的 位 置 づ け や 、 国 と

地方の責任 や権限、 役割分担 な ど を 明確 に す る た め の 「復興」 に 関 す る 基本法の制定の ほ
か、 復興基金の仕組み の 制 度化 な と々 に つ い て 、 取 り 組ん でい く こ と が望 ま れ る 。

( 自 律的 ・ 独創的 な 地域づ く り に 向 け た 、 地方主体の復興 と 地方分権の推進)

国 と 地方 の 新 た な 関係 を 構築す る た め の 三位一体改革が進め ら れて い る な か、 災害時 に

お け る 地方主体の復興は も と よ り 、 平時か ら 、 地方が住民の主体的 な 参画 を 得 な が ら 、 自
律的 ・ 独創 的 な 地域づ く り を 進め る こ と がで き る よ う 、 今後 と も 、 一層 の地方分権 を推進

し て い か な け れば な ら な い 。

坂神 ・ 淡路大震災の 直後 に は 、 被災者同士の助 け合い 、 自 治会や消防団 な ど地域 コ ミ ュ
ニ テ ィ を 軸 と し た 支 え 合 い や協力 に 加 え 、 全 国 か ら 約 138万人 も の ボ ラ ン テ イ ア が被災者
へ の 支援 に 駆 け つ け た 。 こ の こ と か ら 、 1995年 は 「 ボ ラ ン テ ィ ア 元年J と 称 さ れ、 「防災

と ボ ラ ン テ イ ア の 日 ( 1 月 17 日 ) J r防災 と ボ ラ ン テ イ ア 週 間 ( 1 月 日 日 ~ 紅 白 ) J が制定

さ れた 。

( 自 律的市民社会 を 支 え る 仕組み の萌芽)

そ の 後、 震 災 を 契機 と し て 生 ま れ広 が っ て き た NPOINGO 等 に よ る 地域力 ・ 市民力 を

生か し た 活動 の 全国 的 な 展 開 に 伴 い 、 1998年12月 に は 、 特定非営利活動促進法 (NPO 法)

が施行 さ れ、 特定非営利活動 に対す る 制度的 な 仕組 み も 整備 さ れつ つ あ る O 兵庫県 に お い

て も 、 2003年 4 月 に 、 県民の参画 と 協働 の 推進 に 関 す る 条例が施行 さ れ、 地域社会の 共 同

利益の実現や県行政の推進への参画 と 11初動の取 り 組みが進め ら れて い る O
ま た 、 被災者 と 行政の 間 を 橋渡 し す る 被災者復興支援会議や NPO と 行 政の協働会議 な

どの翠 り 組み に見 ら れる よ う な 、 行政 と 民間 の協働 に よ る 現場主義 に 基づ く ニ ー ズ把握や

率先提言 の 仕組 み 、 各種団体 ・ グ ル ー プ、 NPO/NGO 等が結集 し 、 生活復興県民運動 と

し て 、 き め細 かい 取 り 組み を 展 開 し て き た 生活復興県民ネ ッ ト の活動、 行政 と ま ち づ く り

協議会の協働 に よ る 地域づ く り の 合意形成の仕組み な ど、 こ れか ら の 市民社会 に対応 し た
行政 と 民間 の 連携 に よ る 取 り 組み も 進 ん で、 き て い る 。

( r新 し い公」 と 参癌 と 協簡の地域づ く り )

今後の成熟社会 に お け る 地域づ く り に あ た っ て は 、 こ の よ う な 震 災 を 契機 に し た市民社
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会意識 に担 ざ し た取 り 組みや仕絹 みづ く り を さ ら に発展 さ せ、 県民一 人 ひ と り が 自 分 た ち

の 地域 に 関 わ り 、 み ん な で 「新 し い公」 を 創 出 す る と と も に 、 地域課題 の 解決 を 図 る た め 、

「参画 と 協働」 に よ る 地域づ く り に積極的 に 取 り 組んで い く こ と がZ主要で あ る O
そ の た め 、 ①地域団体、 NPO/NGO 等 の 多様 な 主体 の パ ー ト ナ ー シ ッ ブ を 確立す る た

め の ネ ッ ト ワ ー ク 化や 中 間支援組織へ の 支援、 ②県 と 市 町 の 適切 な 連携 と 役割分担、 ③組

織で は な く 活動 そ の も の に着 目 し た 地域づ く り 活動への支援の仕組み の 再構築 、 ④県民の

目 に見 え る 形で の 政策形成 ・ 実施の仕組み ・ 基準づ く り な ど を 進め て い く こ と が求め ら れ

る 。

(県民 と 県民 、 県民 と 行政のパー ト ナ ー シ ッ プに よ る 参画 と 協働)

こ の よ う な取 り 組み を 通 じ て 、 県民主役の も と 、 県民相互、 県民 と 行政の パ ー ト ナ ー シ ッ

プ を よ り 一層 確 か な も の と し 、 人 と 人、 地域 と 地域 を つ な ぐ多彩 な協働 を 拡 げ、 参画 と 協

働 に基づ く 地域づ く り を 進め て い か な け れ ばな ら な い 。

阪神 ・ 淡路大震災で は 、 国 や地方公共団体の初動体制 や 、 自 傷隊 を は じ め 防災関係機関

の連携等、 危機管理体制 の あ り 方 を 関 わ れ た 。 大震災か ら 、 応急、 ・ 復 1 13及 び復興対策 に わ
た る 数多 く の教訓 を 得 た が、 そ の な かで も 、 平素か ら の十分な備 え が な け れ ば、 い ざ災害

が起 き た 時 に 、 迅速かつ 的確 に対応す る こ と は 困難で あ る と い う 教訓 は 、 と り わ け重 要 な

も の で あ る O

(震災 を 教訓 と し た危機管理体制の充実)

兵産県 で は 、 こ う し た教訓 を 踏 ま え 、 地域防災計画 を 抜本的 に見直す と と も に 、 災害対

策活動 の 中枢拠点 と し て 、 全国 自 治体初 の 防災専用庁舎であ る 災害対策 セ ン タ ー を 開設 し 、

24時 間 監視 ・ 即応体制が と ら れて い る O ま た 、 迅速 な 要員 参集 の た め の 災害待機宿舎や 、
関係機関が防災情報 を 共有す る jL害対応総合情報ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 整備、 さ ら に は 、

広域防災セ ン タ ー や災害医療セ ン タ ー な ど、 危機管理体制 を 支 え る 基盤整備が進展す る と

と も に 、 市街地型訓練や 図上訓練な ど実戦的 な 防災訓練が展 開 さ れ る に 至 っ て い る O

(実戦的 か つ広域的 な 危機管理体制の構築)

今後、 2004年台風第23号 に よ る 災書や新潟県 中 越地震等 に お け る 対応状況 な ど も 考慮 し

つ つ 、 ①都道府県 ・ 市町村や 、 消防、 警察、 自 衛隊等の 防災関係機 関 の 連携強化や靖報共

有化の徹底、 ②迅速 な 避難誘導体制 の確立、 ③緊急輸送路や 陸 ・ 海 ・ 空 に わ た る 緊急交通
網 の 充実、 ④防災 ボ ラ ン テ イ ア の マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の確立、 ⑤防災対策 を 支 え る 人材

第 肯t e 行政に よ る 検証 717 



の育成 な ど、 よ り 実戦的 な 危機管理体制 の構築 を 目 指す必要があ る O

ま た 、 今世紀前半 に発生す る 可能性が高 い東海 ・ 東海海 ・ 高海地震 な ど、 津波 を 伴 い 、

広域 に わ た る 大規模災害 に備 え て 、 災害時の 組織形態や指揮命令系統、 関 係機 関 聞 の 組織

問調整、 応接体制 な ど、 様々 な 観点 か ら 検討 を 加 え 、 都道府県域 を 越 え た 広 域 的 な 危機管

理体制 の確立 に努め る 必要があ る 。

( 真 に 実 効性 あ る 危機管理体制 に 向 け た取 り 組み の推進)

将来 に わ た り 、 危機管理体制 を 真 に 実効性あ る も の に す る に は 、 危機管理 に 関 す る 計画

や マ ニ ュ ア ル の作成か ら 、 研修 ・ 訓練の実施、 さ ら に は計画 ・ マ ニ ュ ア ル の 評価 に 至 る 循

環 シ ス テ ム を 確立 し 、 絶 え ざ る 点検強化 に取 り 組 ま な け ればな ら な い 。

阪神 ・ 淡路大震 災 は 、 高齢化が進 む 成熟社会 を 襲 っ た 震 災 で あ り 、 災害救助法が制定
(1947年) さ れた 当 時 と は 、 社会経済情勢が大 き く 変化 し て い る こ と か ら 、 被 災高齢者 な

ど厳 し い状況 に 置かれた被災者 に と っ て 、 こ れ ま での よ う な 自 力復興は な か な か悶 難 な も

の と な っ た 。

(震災 を 契機 に し た新 た な 生活 ・ 住宅再建支援の仕組 み づ く り )

こ の た め 、 高齢者 世帯 な ど を は じ め と し て 、 厳 し い状況 に置かれた被災者の生活再建 を

支援す る た め 、 生活復興資金の 貸付や 阪神 ・ 淡路大震災復興基金 を 活用 し た き め 細 か い 生

活支援 ・ 住宅支援 な どが実施 さ れ た 。 ま た 、 1998年 5 月 に 、 被災者生活再建支援法が成立

し 、 法需の付帯決議 を 受 け て 、 被災地で は 、 被災者 自 立支援金制度が創設 さ れた 。 住宅再

建支援 に つ い て は 、 2004年 4 月 に 同法が改正 さ れ、 国 の 居住安定支援制度が創 設 さ れ た が、
住宅本体への 支援が課題 と し て残 さ れて い る O

(大規模災 害 に備 え た 「 自 助J r共助J r公助」 の仕組みの充実)

こ の よ う に 、 阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 と し て 、 新 た な被災者支援の仕組み づ く り が進 み
つ つ あ る が、 近 い将来 に発生が予測 さ れて い る 東海 ・ 東南海 ・ 甫海地震等の 大規模災害 に

備 え る た め に も 、 今設 さ ら に 、 制度や仕組み の 充実 を 図 っ て い く こ と が急務で あ る O

そ の た め 、 現物給付 を 碁本 と し た応急救助 の あ り 方の見在 し ゃ 、 生活再建の ス ピ ー ド に

柔軟に対応で き る 貸付金制度の創設、 生活復興 に か か る 公的支援制 度 の パ ッ ケ ー ジ化 と 一

括提示 な ど の 仕組みづ く り を 進め る 必要があ る O

と り わ け 、 住宅再建支援 に つ い て は 、 地震保険 な どの 自 助努力 や公的 な 支援 だ け で は 限
界があ る こ と か ら 、 住宅所有者 間 の相互扶助 を 基本 と す る 共済制震の仕組み な ど、 「 白 助」
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「共助J r公助J が一体 と な っ た仕組み を 構築す る こ と が求 め ら れ る O

(成熟社会 に お け る 応急救助や生活 ・ 住宅再建支援の仕組み の構築)

今後 と も 、 災害救助法や被災者生活再建支援法等の 運用 状況や 、 地震の み な ら ず 自 然災
害 に お け る 被害 の 実態、 被災者の ニ ー ズ な ど を 踏 ま え つ つ 、 多様 な 選択肢 の準備や制度の

弾力 的運用 な ど、復興過程全体 を 見据 え て 、 成熟社会 に お け る 災害 か ら の応急救助や生活 ・

住宅再建支援の 仕組み を 構築 し て い か な け れ ばな ら な し ミ 。

阪神 ・ 淡路大震災 の 直後 に お い て は 、 高齢者や 障害者、 病弱者、 外国人 な どの い わ ゆ る
「災害弱者」 は 、 安全な 場所への避難や、 避難所での 生活 に お い て 困難が生 じ た 。

(災害弱者へ の き め 細 か な 対応や新 た な 取 り 組み の展開)

震災か ら の復興 に あ た っ て は 、 特別養護老人 ホ ー ム の 緊急整備や 、 ケ ア ハ ウ ス 、 高齢者

グ ル ー プ ホ ー ム 、 障害者施設の 整備 、 外国人県民情報セ ン タ ー に よ る 生活情報等 の提供 な

ど、 災害弱者への き め細 か い対応が図 ら れた 。

特 に 、 応急、仮設住宅や そ の後の災害復興公営住宅 に お い て は 、 被災高齢者の 閉 じ こ も り

や孤独死 な どの 問題が生 じ た こ と か ら 、 生活援助員 (LSA) や高齢世帯生活援助員 (SCS ) 、

い き い き 県住推進員 、 民生委員 ・ 児童委員 な ど各種の 支援者 に よ る 見守 り 活動が進め ら れ
る と と も に 、 看護 ボ ラ ン テ イ ア に よ る 「 ま ち の 保健室」 の 活動、 NPO/NGO 等 や グ ル ー

プ等 に よ る 被災高齢者 の 仲 間づ く り や生 き がい づ く り への 支援の取 り 組み が進 め ら れて き
た 。

さ ら に 、 震災 に よ る ト ラ ウ マ や PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 症候群) な ど に対 し て は 、

被災者の こ こ ろ の ケ ア に対応す る セ ン タ ー や健康福祉事務所の こ こ ろ の ケ ア 相 談室 の 設置、

児童生徒 の こ こ ろ の ケ ア に対応す る 教育復興担当教員 の 配置 な どの ほ か、 2004年 4 月 に は、
こ こ ろ の ケ ア に 関 す る 全国 的 な 拠点 と な る 兵産 県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー が設置 さ れた 。

(震災 を 契機 に し た先導的 な 取 り 組の 充 実 )

今後は 、 震災 を 契機 に し て 、 本格的 な 少子 ・ 高齢社会 に お け る 諸課題 を 先取 り す る 形で
実験的 ・ 先導的 に 進 め ら れて き た こ の よ う な 取 り 組み を さ ら に 充実 さ せ て い く こ と が重要
で あ る O

そ の た め、 こ れ ら の取 り 組み の 成果や課題 を 踏 ま え な が ら 、 ①新た な 地域 ケ ア シ ス テ ム
の構築、 ②情報機器等 を 活用 し た見守 り シ ス テ ム の充実、 ③地域住民同士 に よ る 支 え 合い
の シ ス テ ム づ く り や温かい コ ミ ュ ニ テ イ づ く り 、 ④ こ こ ろ の ケ ア対策の充実や情報提供の
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シ ス テ ム 化 な ど を 進め る 必要があ る O

(高齢者等が生 き が‘い を 持 っ て暮 ら せ る 新 た な仕組みの構築)

こ の よ う な 取 り 組み を 通 じ て 、 大規模災害時 に お け る 「災害弱者」 は も ち ろ ん、 平 時 に
お い て も 、 高齢者や 捧害者等が暮 ら し や す く 、 生 き がい を 持 っ て生活で き る よ う 、 震災の

経験 と 教司Ij を 生か し た新た な 仕組み を 構築 し 、 さ ら に 定着、 発展 さ せて い か な け れ ば な ら

な い。

震災 に よ っ て 大 き な打撃 を 受 け た被災地 の 産業 は 、 そ の後の復興特需 の 消 滅や全国 的 な
景気低迷の 影響 を 受 け な が ら も 、 新 し い再出発 に懸命の努力 を 重 ね 、 官民の 各種の丈化活

動 と も 結 ん で、 地域の活力 と に ぎ わ い の 回復 に 大 き く 貢献 し て き た 。

(震災 を 契機 と し た 新 た な取 り 組みの展開)

震災か ら の 産業復興 に あ た っ て は 、 中小企業総合相談所 に よ る 支援や 、 県、 市、 政府系

金融機関等 に よ る 災害復旧 資金貸付等の 金融支援、 復興支援工場の設置、 災 害復旧高度化

事業 を 活用 し た被災高官街等 の 基盤施設整備 な ど、 被災地の一 日 も 早 い産業基盤の復旧 ・

再生が図 ら れた 。

同 時 に 、 21世紀の成熟社会 に 向 け た新 た な 産業構造 を 構築す る こ と を 呂 指 し 、 エ ン タ ー

プ ラ イ ズ ゾー ン 構想、の提案が な さ れ た ほ か、 ①産業復興条例 (産業集積条例) の制定 と そ

の後の構造改革特区 の設置、 ②中小企業 ・ 地場産業の新分野進出 ・ 経営革新、 ③商防衛等

の コ ミ ュ ニ テ ィ 機能 を 高 め る ソ フ ト 事業や集客 イ ベ ン ト 等の 展 開 、 ③事業規模全国 ト ッ プ

の 「新産業創造 プ ロ グ ラ ム 」 、 ⑤ (財) 新産業創造研究機構や (財つ 阪神 ・ 淡路産業復興

推進機構 な ど に よ る ベ ン チ ャ ー 企業の育成や 産官学連携の京 り 組み な ど、 被災地の未来 を
拓 く 新 た な取 り 組み が進め ら れて き た 。 ま た 、 震災後の ボ ラ ン テ イ ア 等 に よ る 活動か ら 発

展 し た コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ビ ジ ネ ス の広 が り や 、 政労使三者 に よ る 兵庫型 ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ

の 推進 な ど の ほ か、 被災地内外か ら 約500万人 が訪 れ る 神戸 ル ミ ナ リ エ は 、 神戸の冬の風

物詩 と し て定着 し て い る 。

(産業復興の仕組 み づ く り と 産業構造改革)

今後は 、 震災の経験 と 教訓 を 踏 ま え な が ら 、 将来の大規模災害時 に お け る 産業復興 に 向

け た仕組みづ く り を 進め る と と も に 、 新 し い発展 に 向 け た産業構造改革への 取 り 組み を さ
ら に推進 し て い く こ と が重要で あ る O

そ の た め 、 産業譲興 を 支援す る 総合的 な マ ネ ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム や護興地域金融 シ ス テ
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ム の構築、 災害時 ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ な どの検討 を 進め る と と も に 、 中小企業等の経営革

新 ・ 第二創 業 の 一層 の推進、 商庖街の地域への 回帰、 規制緩和 の積極的 な 推進、 観光 プ ロ
モ ー シ ョ ン の革新 な ど を 進 め て い く 必要があ る O

ま た 、 被災地各地 で は 、 市街地 に 点在す る 空 き 地等 を 活用 し て 、 「花 ・ 緑」 に よ る 景観
形成や イ ベ ン ト 等の 開催 な ど、 ま ち の に ぎ わ い を 態 出 す る 取 り 組みが行わ れて い る が、 こ

の よ う な 県民の創意工夫 に よ る 地域づ く り の取 り 組み を 、 今後 と も 一層 展 開 し て い く こ と
が求め ら れる 。

(地域の個性や資源 を 生 か し た 地域づ く り )

こ う し た取 り 組み を 通 じ て 、 産業 ・ 雇用 の セ ー フ テ イ ネ ッ ト を 確保 し な が ら 、 地域の個

性や資源 を 最大 限 に 生 か し 、 活力 と に ぎ わ い を 創 出 す る 地域づ く り を 進 め て い か な け れ ば
な ら な し h

阪神 ・ 淡路大震災 は 、 丈化財や丈化施設等の 文化資源や街並み ・ 景観 を 破壊 し た が、 行
政や地域 の 人 々 、 団体等 の 協働 の も と 、 そ の 再生 に 向 け た 取 り 組みが展開 さ れた 。

(震災 か ら の文化や街並み等の再生)

被災地 で は 、 震災宜後か ら 、 被災者 を 励 ま す た め の コ ン サ ー ト や演劇公演 ・ 展覧会 な ど

が行わ れ、 震災で傷つ い た被災者の 心 を 癒す と と も に 、 震災で一時途切 れ た 伝統的 な 祭 り

の復活や、 震災 に よ っ て 減少 し た 芸術文化の鑑賞 ・ 発表機会 を 拡充す る た め の支援 な どの
取 り 組み は 、 被災者 に勇気 を 与 え 、 夢 と 希望 に つ な がっ た 。

ま た 、 震災で被害 を 受 け た指定文化財 を は じ め と す る 文化財や 、 美術館 ・ 博物館等の 文
化施設 ・ 丈化ホ ー ル等 は 、 早期 に復旧 し た ほ か、 復興の シ ン ボル と な る 文化 の 拠点 と し て 、
神戸 ア ー ト ピ レ ッ ジ セ ン タ ー (1996 . 4 開館) や 県立美術館 「芸術の館J (2002 . 4 開館)

が オ ー プ ン す る と と も に 、 2005年秋の 開館 を 目 指 し て 、 芸術文化セ ン タ ー の 整舗 も 進 ん で
い る 。

さ ら に 、 神戸 ・ 北野町の近代建築 や 灘 の 酒蔵 な ど歴史的景観の再生が進 め ら れ る と と も

に 、 景観ル ネ サ ン ス ・ ま ち な み保全事業や ま ち な み緑化事業が実施 さ れ、 地域独 自 の街並

み や 景観の保全に 向 け た取 り 組み も 進ん で い る O

(震災の教訓 を 生 か し た 取 り 組み の発展)

今後 は 、 こ の よ う な震災の教訓 を 生 か し た取 り 組み を さ ら に発展 さ せ、 芸術文化や文化

財 を 生か し た 地域づ く り 、 人づ く り や 、 景観形成 を 考慮 し た ま ち づ く り を 進め て い く こ と
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が重要 で、 あ る O

そ の た め 、 ①文化活動 を 担 う 人材 や 団体の活動 を 支 え る 仕組みづ く り 、 ②芸術文化施設

の創造 ・ 発信機能の 強化や施設運営への住民参両の促進、 ③丈イヒ討 を 活用 し た地域づ く り

や 紡災性の 向上、 を 住民 と 行政が連携 し た街並み ・ 景観 に 配慮 し た ま ち づ く り の推進 な ど
の取 り 組み を 進 め て い く 必要があ る 。

(文化や街並み ・ 景観 を 生 か し た個性豊 か な ま ち づ く り の推進)

地域の 祭 り な どの伝統文化、 音楽や演劇 な どの芸術文化、 地域固有の街並 み ・ 景観 な ど
は 、 地域の個 性 を 形成す る と と も に 、 地域 に 住 む 人 々 に 、 やす ら ぎや う る お い 、 安心や 元

気 を 与 え る こ と か ら 、 今後 と も 、 地域の様々 な 主体の参画 と 協働 の も と で 、 総合的 な 地域

文化の振興や、 街並み ・ 景観 を 生 か し た個性豊 か な ま ち づ く り を 進め て い か な け れ ば な ら
な い。

阪神 ・ 淡路大震災の直後 に は 、 国 や 全国 の 自 治体か ら 、 多 く の応援職員 や 支援チ ー ム 等
が被災 地 に 派遣 さ れ た ほ か、 電力 ・ ガス 業界や生協等の全国的 な ネ ッ ト ワ ー ク を 活用 し た

支援 も 行 わ れ、 被災地 の復旧 ・ 復興 に 大 き く 貢献 し た 。 ま た 、 全国各地か ら 延べ138万人

も の ボ ラ ン テ イ ア が駆 け つ け、 避難所等で炊 き 出 し を行 う な ど、 被災地の 各地で活躍 し た。

(全面 的 な 連携 ・ ネ ッ ト ワ ー ク の広が り )

震災後、 全国 的 に 、 自 治体問の相互応援 に 関 す る 協定が急増 し て お り 、 そ の 中 に は 、 平

時 に お け る 地域 間 交流が契機 に な っ た も の も 少 な く な い。 ま た 、 2004年の 台風第23 号 に よ
る 風水害や新潟県 中越地震の際 に も 、 行政職員 や 人 と 防災未来セ ン タ ー の専 門家等に よ る
支援チ ー ム 等が、 被災地 に 迅 速 に 派遣 さ れ た ほ か、 ボ ラ ン テ イ ア や NPO/NGO 等 も 、 被

災地 に い ち 早 く 駆 け つ け 、 支援活動 を 行 う な ど、 全国的 な連携 ・ ネ ッ ト ワ ー ク の輸が広 がっ
て い る O

(被災地へ の支援 ネ ッ ト ワ ー ク の構築)

今後、 阪神 ・ 淡路大震災の経験 と 教訓 を 生 か し 、 大規模災害が発生 し た 際 に は 、 人 と 防

災未来セ ン タ 一 等 の 防災関係機関 が連携 し て 、 速や か に 、 支援チ ー ム 等 を 被 災地 に 派遣 し 、

必要 な 支援 を行 う た め の シ ス テ ム づ く り や ネ ッ ト ワ ー ク づ く り が求め ら れ る O

(危機管理の視点に も 立 っ た連携 ・ 交流の仕組み の 定着)

さ ら に 、 阪神 ・ 淡路大震災 で は 、 日 頃か ら 交流の あ っ た農 山 漁村地域か ら の水や食糧 の
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供給な ど と い っ た支援 も 見 ら れた が、 近年 で は 、 グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム や ブル ー ツ ー リ ズ ム 、
都市部の 商庖街 と 郡部 の 農家等の連携 な どの都市 と 農 LL! 漁村の交流が広 が り つ つ あ る 。 こ

う し た 動 き を 、 一過性の F当 然体験等の取 り 組み に と ど ま ら ず、 地域特性や ポ テ ン シ ャ ル を
生 か し な が ら 、 危機管理の視点 に も 立 っ た継続的 な 連携 ・ 交流の仕組み と し て 定若 さ せ て

い く こ と が必要で あ る 。

(地域間の連携 ・ 交流の着実 な 推進)

日 常的 な 交流 の 中 で形成 さ れる 人的 ・ 物的 な ネ ッ ト ワ ー ク は 、 非常時 に 大 き な 力 を 発揮

す る こ と が期待 さ れ る O 我 々 は 、 今後 と も 、 防災 ・ 産業 ・ ツ ー リ ズ ム な と々 様 々 な分野 に お

い て 、 地域間 の 連携 ・ 交流 を 着 実 に 進め て い か な け ればな ら な し ミ 。

阪神 ・ 淡路大震災以降、 世界各地 で は 、 ト ル コ 北西部大地震、 台湾大地震、 イ ン ド南西
部大地震、 イ ラ ン 南東部大地震 な ど を は じ め と す る 大規模災害が頻繁 に発生 し て お り 、 防

災や災害 か ら の 復興 は 、 時代や地域、 民族の 違 い を 越 え た 世界共通の 課題 で あ る O

( 盟 際 的 な 防災協力 ・ 連携の広 が り )

こ れ ら の被災地 に対 し て は 、 ①災害義援金 に よ る 支援 の ほ か、 ②阪神 ・ 淡路大震災の応
急 ・ 復旧 ・ 復興対策 に従事 し た ス タ ッ プ に よ る 支援チ ー ム の派遣や震災の経験 と 教訓 に 基

づ く 助言、 ③震災時 に 建設 さ れ、 所期 の 目 的 を 果 た し た応急仮設住 宅 の 海外被災地への提
供、 ④ JrCA ( 国 際協力機構) 等 と 連携 し た 防災等 に 関 す る 研修生の 受 け 入 れ な ど、 国 は

も と よ り 阪神 ・ 淡路大震災の被災 自 治体や NPO/NGO 等 に よ る 国 際 的 な 防 災協力活動が
展 開 さ れて い る O

ま た 、 神戸東部新都心 に お い て は 、 人 と 防災未来セ ン タ ー を は じ め 、 ア ジ ア 防災セ ン タ 一 、
国連人道問題調 整事務所 (OCHA) 神戸、 国連地域開発セ ン タ ー 防災計画兵庫事務所 な ど

が集積 し 、 国 際 防災 ・ 人道支援拠点が形成 さ れつ つ あ る ほ か、 兵庫県 で は 、 米 国 ワ シ ン ト
ン 川 及 び カ リ フ ォ ル ニ ア 州、! と の 防災協定 も 締結 さ れて い る O

(震災の教訓 を 踏 ま え た 防災協力 の仕組み づ く り )

今後 と も 、 被災地の 責務 と し て 、 世界各地で発生す る 地震等の大規模災害 に対 し て 、 板

神 ・ 淡路大震災の経験 と 教訓 を 踏 ま え た積極的 な 支援 を 行 っ て い く こ と が求 め ら れ る O

一方、 防災や復興に係 る 体制 は 、 国 に よ っ て大 き く 異 な っ て お り 、 わ が 国 に と っ て学ぶ

べ き こ と が多 い の も 事実であ る O 国際的 な 防災 に 関 す る 人材育成 や相互交流 を 充実 さ せ る
と と も に 、 震災の経験 と 教訓 に 関す る 資料や デー タ 等 の 多 言語化、 海外への 発信 な ど を 進
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め 、 災害情報 を 共有化 し て い く 必要があ る O
さ ら に 、 世界各地で発生す る 自 然災害 に対 し て 、 円滑かっ効果的 に対応す る た め 、 被 災

悶 の復興等 に つ い て一元的 な 窓 口 を 設 け て 、 総合的 に支譲す る た め の シ ス テ ム づ く り も 求
め ら れ る O

(国際社会が連携 し た 盟際防災協 力 の推進)

2005年 1 月 に 、 国連防災世界会議 (兵庫 ・ 神戸会議) が神戸市で 開催 さ れ る の を 機 に 、
同会議で策定 さ れ る 21世紀の 国際防災戦略 (兵庫戦略) を 踏 ま え つ つ 、 国 際社会が連携 し
て 自 然災害か ら の復興支援 を 行 う 際の調整機関 と な る 「国際防災復興協力 セ ン タ ー (仮称) J

構想、の 実現 を 図 る な ど、 人類の安全 と 共生 に 向 け 、 今後 と も 、 積極的 に 、 国 際 防災協力 を

進 め て い か な け れ ばな ら な い 。

「災害列 島」 と も 称 さ れ る わ が国 で は 、 歴史上、 地震や津波 に よ る 災害 が繰 り 返 し 発生

す る と と も に 、 毎年の よ う に 、 台風や前線に よ る 風水害や土砂災害 な ど に 見 舞 わ れて い る 。

そ の た め 、 「 日 本 は 、 特殊な 天変地異 に 純 え ず脅 か さ れ な け れ ばな ら な い 運命の も と に 置

かれて い る こ と を 一 日 も 忘れで は な ら な いj と い っ た警告 も な さ れて き た 。

し か し な が ら 、 「天災 は 忘 れ た 頃 に や っ て く る 」 と も 言 わ れ る よ う に 、 人 々 の 意識 に お

い て は 、 大規模災害の よ う な 「非 日 常」 の 出 来事であ っ て も 、 時 間 の経過 に 伴 い 、 と か く
日 常生活の 中 で忘 れ去 ら れ、 風化 し て し ま い がち で あ る O

( f災害文化」 の醸成)

こ う し た 白 然災害 に よ る 被害 を で き る だけ軽減 し 、 人 々 の悲 し み や苦 し み を 繰 り 返 さ な

い た め に も 、 我々 は 、 日 常 の生活 の 中 で 、 水や食料 を 備蓄 し た り 、 家具 を 固定す る な どの
行動 を 浸透、 定着 さ せ、 家庭や 地域、 職場、 学校 な ど社会全体に わ た っ て 、 災害に対す る

備 え の意識に根 ざ し た 「 災害文化J を 醸成 し て い く 必要があ る 。

(震災の経験 と 教訓 の発信 ・ 活用 )

ま た 、 被災地で は 、 阪神 ・ 淡路大震災か ら の創造的復興の取 り 組み に つ い て 、 震災 5 年
目 に 国際的検証 を 行 う と と も に 、 今 回 、 我 々 は 、 こ の 10年 間 の 玖 り 組み を 通 じ て 、 で き た

こ と 、 で き な か っ た こ と を 確認 し 、 そ こ か ら 得 ら れ た教訓 を 次世代 に発信 す る 復興10年の

総括的 な 検証を 行 っ た 。
こ れ ら の貴重 な 経験 と 教訓 を 、 国 内 外 に 発信す る こ と は も と よ り 、 さ ら に重要 な こ と は 、

そ れ ら の経験や教訓 を 踏 ま え た新 た な 制 度や仕組み の 具体化や 普及 を 図 り 、 ま た 、 検証 を
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引 き 継い で、 大震災 に つ い て の 総合的 な 調査研究 を 深め 、 そ の成 果 を 将 来発生す る で あ ろ
う 大規模災害 に対す る 減災や復興 に 生 か し て い く こ と で あ る O そ の こ と は 、 大震災 を 経験

し た被災地の責務で あ り 使命であ る O

( í  1 月 1 7 日 は忘れ な い」 た め の取 り 組み の継続)

版神 ・ 淡路大震災が発生 し た l 月 17 日 は 、 「防災 と ボ ラ ン テ ィ ア の 日 」 と し て 定め ら れ

て い る O 被災地 と し て も 、 こ の 日 を 特別 な 日 と し て位置づけ、 í 1 月 17 日 は 忘 れ な い」 た
め の 取 り 組みや 人 と 防災未来セ ン タ ー の活動 を 通 じ て 、 震災の経験 と 教司11 を 永 く 語 り 継 ぎ、

全国、 全世界、 そ し て 、 後世 に 生 き る 人々 と 共有 し て い か な け れ ば な ら な い 。

3 . 検証結果の発信 ・ 継求
( 1 ) 創造的復興 フ ォ ー ラ ム の開催

ア 開催趣旨

復興10年総括検証か ら 導 き 出 さ れた教訓 を 、 全 世界の共有財産 と し て 、 今畿 の 減災 ・

復興対策 に 活かす と と も に 、 21世紀の成熟社会 を 先導す る 取 り 組み 、 仕組み な ど を 未

来への提言 と し て 国内外 に発信す る た め 、 図 6 の と お り 創造的復興 フ ォ ー ラ ム を 開鑑

し た 。

な お 、 当 該 フ ォ ー ラ ム は 板神 ・ 淡路大震災10間年記念事業 に位置づけ ら れて い る 。

イ 護興1 0年総括検証 ・ 提言報告会の欄鑓

(ア7 開催準備

検証結果 を わ か り や す く 発信 し 、 多 く の 方 に 理解 を 深め て い た だ く 機会 と し て 、
「復興10年総括検証 ・ 提 言報告会J を 開催 し 、 各検証 テ ー マ の 検証作業 を 中心 と な っ
て 進 め た検証担当委員 自 ら 、 検証結果 の 要点 に つ い て発表す る こ と と し た 。

2004年 1 月 以 降、 開f崖計副の 具体化 を 進め 、 ま ず、 健康福祉、 社 会 ・ 丈化、 産業
雇用 、 防災、 ま ち づ く り 、 総括検証の 6 分野 (部会) ご と に 開催す る 方針 を 固 め 、

2 月 か ら 3 月 に か け て各検証担当 委員 等 の 日 程調整 を 進め た結果、 2005年 1 月 12 日
(水) か ら 14 日 (金) の 3 日 間 に わ た っ て 開催 す る こ と に な っ た。

報告会の進め方 に つ い て は 、 各検証部会の部会長がコ ー デ イ ネ ー タ 一 役 を 務 め 、

各検証担当 委員 に よ る 検証 テ ー マ ご と の検証結果の発表 と 、 そ れ に 対 す る 聴衆 と の

質 疑 を 経 て 、 コ ー デ イ ネ ー タ ー が全体 を 総括す る と い う こ と を 基本 と し た 。 具体に

つ い て は 、 各部会 ご と の創意工夫 を 尊重 す る こ と と し 、 例 え ば、 関連検証 テ ー マ の

グ ル ー ピ ン グ に よ る ミ ニパ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン な とミ を 行 っ た 分野 も あ っ た。

1 1 月 5 B に は 、 実行委員 会 を 設置 し 、 事務局 が実施庁針の作成、 共通事項の処理
(全体広報、 経理等) 及 び全体の と り ま と め等 に あ た り 、 各検証部会庶務担 当 課が

中 心 と な っ て 、 イ国 々 の報告会の具体的 な 運営や 関係者への呼びかけ等 を 行 っ た 。 12
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(凶 6 ) 創造的復興 フ ォ ー ラ ム

2005 
1/ 

午
12 I 前
日 ト

(水) I 午後

I (金) I �� 後

設担予告委員からの報告
- フ ロ ア と の 質疑応答等
聴衆からの意見、 質問等

O全体の ま と め
コーディ ネ ー タ ー に よ る報告会の内容の総括
* コーデイ ネー タ ー : 各検証部会長ま たは副部
会長

[会 場] 神戸国際会議場国際会議室
[参加者] のベ1，600人

パ( 蝕1叫ヰ子五日
( 16 : 30� 18 : 30) 

催] 兵庫県創造的復興フ ォ ー ラ ム 実行委員会
15 
日 i 後

(土)

(兵庫l県、 (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会)
[内 容J O閉会 (知事挨拶)

0総括報告 (検証結果の 要 約 と 未来 に 向 け た提言等)
0パネ ルデ イ ス カ ッ シ ョ ン (未来 に 向 け た視点か ら の議論)

場] 神戸国際会議場メ イ ン ホ ー ル
約700人

月 3 日 か ら 、 ち ら し や ポ ス タ ー 、 広報紙等 に よ り 広 く 参加呼びか け を 開始 し た ほ か 、

会場 (神戸国際会議場) と の藷調整、 配布資料 (全体 プ ロ グ ラ ム 、 次 第、 検証報告
概要版) の準備、 参加者名簿 の作成 な ど に 、 順次、 京 り 組んだ。

(イ) 開催結果

3 日 間 で約 1 ， 600人 が報告会 に 参加 し 、 分野 に よ っ て は 会場 に 入 り き れず に 館 内

ロ ピ ー の モ ニ タ ー 前 で聴 き 入 る 方 も 見 ら れ た 。 報道機関 に も 連 日 取 り 上 げ ら れ、 か

な り の反響があ っ た 。
復興10年委員 会か ら も 7311 の委員 が出席 し 、 検証結果の発表や意見交換がな さ れ

た 。
報告会の状況 に つ い て は 、 マ イ ク ロ ソ フ ト ネ ッ ト ワ ー ク (MSN) と 連携 し た 「阪

神 ・ 淡路大震災10周年記念事業」 の 公式 ホ ー ム ペ ー ジ (http://1995017 . msn . co ・ jp )
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で 、 オ ン デマ ン ド配信 (編集後の映像 を い つ で も ホ ー ム ペ ー ジ上で視聴で き る 方法)

を し て い る O
ウ 復興1 0年総括 フ ォ ー ラ ムの開催

(判 開催準備

検証 ・ 提 言報告会 に ヲ | き 続 い て 開催す る 復興10年総括 フ ォ ー ラ ム で は 、 検証結果

を 総括 し て 内外 に発信す る と と も に 、 今後 に ど う 生か し て い く か議論 を 深め る こ と
を ね ら い と し た 。

2004年 7 月 以 降、 企画案 に つ い て の検討 を 進め 、 1 1 月 5 日 に は実行委員 会 (兵庫

県 、 (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会) を 設置 し て推進体制 を 整 え た 。
フ ォ ー ラ ム の テ ー マ は 、 「伝 え よ う 1 . 17 の教誠 一 創 造的復興か ら 未来へ」 。 護興10

年委員 会の 新野幸次郎座 長 に よ る 検証の総括報告 と パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン で構成
す る こ と に な っ た 。

パ ネ リ ス ト に つ い て は 、 健康福祉、 社会 ・ 文化、 産業雇用 、 防災、 ま ち づ く り の

各分野 の 検証 を 踏 ま え て 幅広 い観点か ら 議論 を 深め る た め 、 そ れ ら に 造詣の深い有

識者 と 行政関係者で構成す る こ と と し た 。
1 1 月 中 旬 ま で に 、 パ ネ リ ス ト と し て 、 安藤忠雄氏 (建築家) 、 伊藤滋氏 (早稲 田

大学特命教授) 、 中村順子氏 ( コ ミ ュ ニ テ イ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー神戸 理事長) 、 水越

浩士氏 (兵庫県商工会議所連合会会頭) 、 山 崎正和氏 (東亜大学学長 ) 、 井戸敏三兵
庫県知事、 コ ー デ イ ネ ー タ ー と し て復興10年委員 会の野尻武敏副座 長 (総括検証部

会長) への依頼 を 終 え 、 12月 に参加者募集の記者発表 を 行 っ た 。 な お 、 内 閣府、 総

務省消 防庁 、 厚生労働省、 経済産業省 、 国土交通省、 被災nr!J 6 町、 神戸新聞社、

朝 日 新 聞 社 、 読売新 聞 大 阪 本社、 毎 日 新 聞 社、 産 経 新 聞 社、 日 本経 済新 聞 社、

NHK 神戸放送局 、 ラ ジ オ 関 西、 毎 日 放送、 関 西 テ レ ピ放送、 読売 テ レ ビ放送、 サ

ン テ レ ビ ジ ョ ン か ら 後援 を い た だい た。

何) 開催結果

1 月 1 5 日 当 日 は 、 復興10年委員 会委員 や 消 防庁長官 を は じ め 、 約 700人 の 出 席 を

い た だい た 。 予 定 の 時 間 を 超 え て議論が続 く な ど、 4 日 開 に わ た る 創造的復興 フ ォ ー

ラ ム の締め く く り に ふ さ わ し い 内容 と な っ た 。

フ ォ ー ラ ム の模A震に つ い て は 、 MSN (マ イ ク ロ ソ フ ト ネ ッ ト ワ ー ク ) と 連携 し た 「寂

神 ・ 淡路大震災10崩年記念事業J の公式ホ ー ム ペー ジ (http://199501 17 . msn . co ・ jp )
で 同時配信 さ れた ほ か、 開催後 も オ ン デマ ン ド 配信 (編集後 の 映像 を い つ で も ホ ー
ム ペ ー ジ上で視聴で き る 方法) が な さ れて い る O

ま た 、 2 月 7 日 か ら 11 日 に か け て 、 朝 日 新聞 、 読売新聞 、 毎 日 新聞 、 産経新 聞 、

日 本経済新 聞 の全国版 と 神戸新聞朝刊 (10段) で フ ォ ー ラ ム の概要 を 紹介 し 、 全国

津 々 浦 々 に 情報 を 発信 し た。
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( 2 )  国連防災世界会議での検証結果の発信

阪神 ・ 淡路大震災か ら 10年 を 契機 に 、 約170 の 国 や地域か ら 国連 ・ 政府関 係 者 が参加 し 、

21世紀の 国際妨災協力 の あ り 方 を 協議す る 国連妨災世界会議が、 平成17年 1 月 18 日 か ら 22
日 に わ た り 神戸市内で開催 さ れた 。

そ こ で、 こ の機 会 を と ら え て 、 こ れ ま で内外か ら の 支設 を い た だ い た被 災地 の 責務 と し

て 、 復興10年総括検証 ・ 提言事業の成果 を 広 く 発信す る こ と と し た 。
ア 国連崩災世界会議 (本{本会議)

各 国 の 政府高官等が協議す る 「ハ イ レ ベ ル ・ ラ ン ド テ ー ブル 2 r リ ス ク と の共存Jl J

( l 月 間 日 ) に お い て 、 井戸知事が、 1 0年 を 振 り 返 り 「成果があ っ た反面、 被災高齢
者 の 自 立支援、 住 宅 の 耐震化 な ど残 さ れ た 課題 も あ り 、 1 . 17 を 忘れず未 来 に つ な ぐ

こ と が使命」 と 検証結果 を 踏 ま え た震災の経験 と 教訓 や 国際防災復興協力 セ ン タ ー 構
想、 な ど を 報告 し た ( 1 月 18 tl ) 。 さ ら に 「 テ ー マ別 セ ッ シ ョ ン 「復興支援セ ッ シ ョ ンJl J

( 1 月 四 日 ) に お い て は 、 斎藤副知事が阪神 ・ 淡路大震災の復興事例 な ど を 報告 し た 。

な お 、 こ れ ら の 会合の 出 席 者 に 「復興10年総括検証 ・ 提言報告 〈概要版>J (英訳) を

配布 し た 。
イ 阪神 ・ 淡路大震災総合 フ ォ ー ラ ム ( 関連事業)

「 国 連防災世界会議 関連事業 (パ ブ リ ッ ク フ ォ ー ラ ム ) J の 中 核事業 と し て 、 大震

災の復旧 ・ 復興の過程で学ん だ経験や教訓 、 認識 さ れた課題や そ の対策 を と り ま と め
国内外 に発信す る 「阪神 ・ 淡路大震災総合 フ ォ ー ラ ム 」 が 1 月 18 日 か ら 22 日 に わ た っ
て 開{佳 さ れ た 。

こ の フ ォ ー ラ ム の 開催 に あ た っ て は 、 復興10年総括検証 ・ 提言事業の 検証項 目 の な
かか ら 、 発展途上 国等 に対 し で も 、 普遍性 の 高 い 項 目 を 選定 し 、 阪神 ・ 淡路大震災の

教訓 と し て情報発信す る こ と に し た 。
延べ 5 日 間 で、 国連防災世界会議 の 関係者や 一般県民 な ど4 . 400名 を 超 え る 人 が参

加 し 、 復興10年総括検証 ・ 提言事業 の 成 果 な ど を 広 く 内外 に発信 し た 。
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| 第二節 震災復興10年 芦屋市まち @んくらし 総話・検証
1 . 目 的

芦屋市震災復興計画 (1995年 6 月 策定) が、 そ の最終年次で、 あ る 2005年 を 迎 え る に あ た
り 、 震災か ら の復興 10年 を 振 り 返 り 「で き た こ と ・ で き な か っ た こ と 」 を 次の 3 つ の 視点

を 中 心 に検証 し 、 多 面 的 に 総括す る こ と に よ り 、 「 こ れか ら の芦屋」 の さ ら な る 発展 に 資
す る も の と す る O
， s 

ま ち
災害 に 強 い 、 安心 ・ 安全 の ま ち づ く り は 成 し得 た の か。 復興状況の把握 や 出 来 な か っ た

課題 を 総括 し 、 防災 ・ 減災機 能 の 強化 を は じ め と す る 将来 に わ た る 復興 の 総 仕 上 げ に 活 か
し て い く 。

人
災害 に 強 い 、 安心 ・ 安全 の 人づ く り は 成 し 得 た の か。 人 を 救 う の は 人。 ボ ラ ン テ イ ア 元

年 と も 表せ ら れ た 震 災 時 の 糞 重 な 教言11 を こ れ か ら の 災 害 に 強 い ま ち づ く り に 生 かす た め の
仕組みゃ仕掛けづ く り を 総括 し 、 ま ち と く ら し を 人がつ な ぐ 「 コ ミ ュ ニ テ イ
の 継承、 発展 に 活か し て い く 。

く う し

な 人的資産J

災害時 に 求 め ら れ る 安心 の 第 ー が 「 く ら し の復興」 で あ る こ と に 鑑 み 、 物 心両面 に わ た
る 支援 制 度 の 実効性 を 総括 し 、 制 度 の 整 理 に 努 め る と と も に 、 協働 と 参画 の 理念 の も と で
の新た な仕掛けづ く り へ と 活か し て い く O

、1 

2 . 基本方針
10年 間 の振 り 返 り は も と よ り 、 こ れか ら の芦屋市の 活性化 を 推進す る た め の全市的 な 取

り 組み と し て 「 出 来事 を 大切J に し た 「 メ ッ セ ー ジ性」 の 高 い集約 を 行 い 、 広 く 内外に発

信で き る よ う に す る 。

， ( 1 ) 幅広 い 市 民 ・ 団体各層 に対 し て 、 ア ン ケ ー ト 調 査、 ワ ー ク シ ョ ッ ブ、 懇 談会 な ど を 実
: 施す る こ と に よ り 、 協働 と 参画 に よ る 総括 ・ 検証 を 進 め る O

(2 ) í芦屋市 ま ち ・ 人 ・ く ら し 活性化推進懇話会J (学識経験者 7 名 ・ 市民委員 等 8 名 の計 ; 
15名 の構成 で2004年 5 月 18 日 設置) に 市民 ア ン ケ ー ト や 市民 ワ ー ク シ ョ ッ プ等、 協働 と
参 画 の 取 り 組み で得 ら れ た 結 果 を 報合す る と と も に 、 広 範 な 経験 と 知識 か ら 総合的 な 意
見 を 提 出 す る 。 (提言)

(3) 震 災復興10年総括本部、 同 専 門 部 会 を 設置 す る こ と に よ り 、 全庁 的 な 取 り 組み と し て
震 災復興計闘 を 総括す る 。 ま た 、 こ の 間 に ま と め ら れ た 統計資料 を 活用 し 、 市 の 現状 と
課題 を 整理す る 。

(4 ) 鎮魂 と 復興の メ ッ セ ー ジ等 の発信 は 、 市民 と の協働 と 参 画 の 記念事業 を 実施す る と と
も に 、 永続的 な 取 り 組み を 図 る た め の復興基金 を 創設す る 。
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{各取 り 組み の相関関}

( 1 ) 協働と参画による総括・検証

' r1T民意識調交の実施
m民ワークショップの開催

( 3 ) 復興計麗の総括と検証

行政内部に総括本部※を設霊し、この
間の実施挙業について総括・検証する。

( 2 ) 懇話会 ※ による総括 ・ 検証

( 1 ) の事業の実施報告に基づき 、 総括
作業の中身を検証する 。

( 4 ) メッセージ、の発信

復興10年の総括・検註結果を発信す
るための挙業を実施する。

[取 り 組み主体の構成図}

※ 懇話会 亡中 芦屋 市 ま ち ・ 人 ・ く ら し 活性化推進懇話会 (震災復興1 0年事業推進計画に基づ き 設置)

芦屋市 ま ち ・ 人 ・ く ら し 活性化推進懇話会

学識経験者・…・ ・ 7 名 震災復興1 0年の芦屋市を横断的に総括 ・ 検証し、 これからの芦

屋市のまち ・ 人 ・ く ら しの活性化について意見を述べ る 。

市民委員 . . . ・ H ・ . . 8 名 学識経験者 は 、 各総括専 門 部会への参加 ・ 市民 委 員 は 、 市民

ワークショッフ。への参加をお願いしています。

※ 総括本部 に主> 芦屋市復興1 0年総括本部 (震災復興1 0年事業推進計画 に基づ き 設置)

書室
1 0  

本

年

警
部

市

長以
下
1名8 
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① 防災部会

② ま ち な み ・ 住宅部会

③ 環境部会

④ 健康 ・ 福祉 ・ 医療部会

⑤ に ぎ わ い ・ 文化部会

⑥ 行財政部会

1 

J 



芦屋市 ま ち ・ 人 ・ く ら し 活性化推進懇話会名簿

i j部
j又分 氏名 1設業 (役職) 等

0石原 俊彦 関西学院大学産業研究所教授

学 小浦 久子 大阪大学大学院工学研究科助教授
識 中田智恵、j毎 武庫川女子大学教育学科助教授
意壬 林 ま ゆみ j 兵庫県立大学自然 環境科学研究所助教授
験 l 森津 秀夫 流通科学大学情報学部経営情報学科教授
者 。安出 来作 神戸大学二f学部主主設学科教授

ILJ内 修身 前 ・ 芦屋市助役
大橋 命生 元 芦屋市総合計画審議会委員
小田 修造 芦屋市街γ‘会会長

市 加藤 純子 ボラ ン テ ィ ア グルー プ 「芦屋おたすけたい」 代表
民 小林 功 芦屋青年会議所理事長
代 芝 勇太郎 芦屋市社会福祉協議会
表 富田 泰子 ボラ ン テ イ ア グループ 「 と ま と 」 代表

慶瀬 忠子 芦原市婦人会会長
藤出 芦屋市自治会連合会代表

。 座長 ， 0 副座長 (敬称、略 ・ 50 tiflll夏)

3 . 具体的な取 り 組み
震災か ら 10年の節 目 を 迎 え る に あ た り 、 こ の 間 の復興過程 を 総括 ・ 検証す る こ と に よ り 、

そ こ か ら 得 た 教訓 を 今後の芦屋市の ま ち ・ 人 ・ く ら し の 活性化 に つ な げて い く と と も に 、
復興の到達点 を 各地か ら 寄せ ら れ た 支援 に対す る お礼 と 感謝の メ ッ セ ー ジ と し て発信 し て

い く 。
な お 、 こ の取 り 組み の成果が こ れか ら の芦屋の ま ち づ く り に寄与す る た め に も 、 芦屋市

総合計爾 (後期 5 カ 年) の見直 し に 資 す る こ と を 強 く 期待 す る も の で あ る O

① 分野自IJの総括 ; 
「芦屋市震災復興計画J ( 1995年策定) の 百 標年次で あ る 2005年度 を 週 え る に あ た り 、 各 3 

所管で取 り 組ん で き た 諸事業 を 各専 門部会 ご と に 総括す る 。 総括 に あ た っ て は 単 に計画事業
に対す る 実施事業量 を 測 る も の で は な く 、 そ の過程 に お い て発生 し た苦労話や苦心談、 ひ

い て は 今後 に 引 き 絞 ぐ課ー題 な ど を わ か り やすい表現 を 用 い て記述す る よ う 留 意 し た 。

② 横断的な総措
① に よ る 総括 を 踏 ま え て 、 全体 を 術慨す る 角 度か ら さ ら な る 検証 を 行 う た め 、 芦屋市 ま ち ・

人 ・ く ら し 活d生化推進懇話会で、 の 意見 や 、 市民意識調査、 市民 ワ ー ク シ ョ ッ プ、 各種団体 (代
表) と の 懇談会 な どで寄せ ら れた 意見 を 加 え て 全市 的 ・ 横|析的 な総括 を 行 い 、 こ れか ら の芦
屋市の 「 ま ち ・ 人 ・ く ら し」 の さ ら な る 活性化 に む け た 取 り 組みへの 方 向性 を 整理 し て 記述
し た 。
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4 . ス ケ ジ ュ ール
( 1 )  2004年 1 月 下旬 に 「芦屋市震災復興10年事業推進計画J を 策定。

(2) 推進計画 に 基づ き 、 実施組織 と ス ケ ジ ュ ー ル を 以下 の と お り に 具体化 し た 。 な お 、 各

種事業 開 の連携 と 検証 は 、 総括本部会議お よ び懇話会 の場 に お い て行 う こ と と し 、 双方

向 の情報処理‘ に よ り 総括 ・ 検証の精度 を あ げる こ と に努め た 。

( 3) タ イ ム テ ー ブル

ま

と

! 空
発

干Ij

総
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・

検
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・

分

析
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こ め
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計

画
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芦巌甫 ま ち ・ 人 ・ く ら し活性化推進懇話会か ら の提言

2005年 (平成17年) 2 月 15 日

芦屋市 ま ち ・ 人 ・ く ら し 活性化推進懇話会

!主長 安 田 丑作

本懇話会は 、 2004年 (平成16年 5 月 四 日 に 設置 さ れ、 市が行 う 総括 ・ 検証の プ ロ グ ラ

ム を 側 面 か ら 支援す る と と も に 、 と も す れ ば分野別の取 り 組み に偏重 し が ち な 市 の 考 え 方

を 、 可能 な 限 り 横 断 的 な も の に な る よ う ア ドバ イ ス し て き ま し た 。 ま ち ゃ く ら し 、 そ し て

人の復興が果た し て ど こ ま で成 し遂 げ ら れ た の か 、 そ し て 、 残 さ れた課題 に ど う 立 ち 向 か

い 、 芦屋市の さ ら な る 発展へ と 結 び付 け て い く こ と が出 来 る のか。 四度 の 懇話会で は 、 「ス
テ ッ プ 1 J と し て の 10年の振 り 返 り 、 「ス テ ッ プ 2 J と し て は 市 の 整理 し た復興資料の検証、

次 に は市民ア ン ケ ー ト や市民 ワ ー ク シ ョ ッ プの結果か ら 得 た今の芦屋 に 足 り な い と こ ろ 、

望 む こ と を 中心 に検証す る 「ス テ ッ プ 3 J を 経 て 、 本 日 「ス テ ッ プ 4 J の 報告書 に つ い て

最終的 な 討議 を 行 い ま し た 。
本 日 、 こ こ に 懇話会 を 通 じ て得た意見 を と り ま と め ま し た の で 、 今後 の 芦 屋の ま ち ・ 人 

く ら し 活性化推進の一助 と さ れ ま す よ う 提青 い た し ま す。

ス テ ッ プ 1

~震災10年の振 り 返 り ~

( 1 ) 10年 と い う と き の 流 れ は 良い意味で も 悪い意味で も 震災 を 過去 の も の に し つ つ あ る 。

震災か ら 10年 を 迎 え 、 震災 に よ る 表面的 な 影響 は 間 違い な く 低下 し て い る 。 人 口 は 震災

前の水準 を 超 え 、 ラ イ フ ラ イ ン は よ り 耐震力 を 増 し 、 ま ち な み は 整備 さ れ た 。 そ の 一方

で、 人 々 の 危機意識 は震災直後 よ り も 低下 し て お り 、 整舗 さ れた 防災施設 に 人 々 の 拐災

意識が注 ぎ込 ま れて い な い こ と も ま た 浮 き 彫 り に な っ て い る 。
( 2 ) 長期化す る 不況や、 見 た 目 の毎興が市民 と 震災 と の 関 わ り を 薄 め て い る こ と も 事実で

あ る O 少子高齢化の急速 な 進展 と 被災 自 治体の財政難 も 加 わ り 、 市民の 関心が全体 と し
て震災 を 超 え た と こ ろ で多 岐多様化 し て き て い る O

(B) 10年 を 長 い と み る か短い と み る か は 人 そ れぞれ だが、 急 ぎす ぎ た 復興 と 言 え な く も な

い 。 少 し立 ち 止 ま っ て こ れか ら の こ と を 考 え る 「時」 があ っ て も 良い と 考 え る 。 そ の た

め の仕掛け創 り に 向 け た 組織 を 立 ち kげて継続的 な 検証 を 行 っ て い く 必要があ る 。

(4) こ の 10年 の 間 に 、 行政の顔が市民か ら 良 く 見 え る よ う に な っ た 。 そ の結果、 各 自 治体

の 力 量 と 基本 的 な 施策 の 進 め方が明 ら か に さ れた と も 言 え る O 今後、 私 た ち は 、 そ の こ
と を 前 向 き に捕 ら え 、 今後の行政運営 に積極的 に 関 わ っ て い く こ と が出 来 る かが間 わ れ
て い る 。
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( 5 )  10年 の 時 の 流 れ は 、 震災 を 知 ら な い市民や、 子供た ち を 増 や し た 。 忘 れ た い面 も あ る
が、 こ の ま ま で い い の だ ろ う か と の不安が大 き く な っ て い る 。 き ち ん と 課題 を 整理 し 、

今後の 市民生活 の 中 に災害の教訓 と 防災意識 を根付かせて い く 必要があ る O

ス テ ッ ブ 2

~統計上の復興 と 復興計画の総括 ・ 検証~

( 1 )  統計上 は震災前 を 越 え た 人 口 は 、 都市全体 と し て の復興の証で は あ る O こ の こ と は新
た な 活力 を 生 む一方で、 新 た な 課題 を 各被災地域 に持 ち 込ん で い る O ま ち な み や景観形

成 に お い て も 同様、 大 き な 人口 移動 は 旧 い文化 と 新 し い文化の摩擦 と 衝突 を 呼び寄せ る O
活発 な 地域活動への参加意識 を 基盤 と す る 既存 の コ ミ ュ ニ テ ィ と 新 た な コ ミ ュ ニ テ ィ の
融合が望 ま れ る O

(2 )  目 に見 え る 形で の復興は ほ ぼそ の役割 を 終 え つ つ あ る が、 市民生活あ る い は都 市機能
の存機的 な 側面 で の 回 復 は 、 ま だ ま だ こ れか ら の感があ る O 市民の流動性 も 高か っ た こ
の 10年 を 経 て 、 今後は ソ フ ト 面 に お け る 防災文化の醸成が大切 に な る O

(3) 復興計画 と 総合計顧 と の使い分け は わ か り に く い が、 財政的 に も 時間 的 に も 膨大 な 投

資 を こ の 間 の復興 に投入 し て き た 。 今後の芦屡市 の方向性 を 含め た 広 範 な ま と めが必要
だ と 思 う O

(4 ) 防災倉庫 の 設置 や 、 飲料水兼用 の 貯水槽が配電 さ れた 公 園 は 地 区防災拠点 と し て 整備
さ れた 。 し か し な が ら 、 そ の 一方で公共建物 の 耐震化や 特 に 一般住宅の耐震化率 は ど う

か。 生命 を 守 る と い う 基本的 な 課題 は 未 だ積み残 さ れて い る O

(5 )  道路整備が進め ら れ、 延焼遮断帯、 物資輸送経路 と し て の機能強化が園 ら れた 。 震災

時 に は避難経路や救援物資の輸送路が寸断 さ れた こ と が初動期の 活動 を 妨 げた こ と への
対策であ る O し か し 、 そ れ だ け で は 十分で な く 人 が経路 を 経路 と し て認知す る こ と 、 そ

の道が生命 を つ な ぐ命綱 であ る こ と を ，意識す る 仕掛けが不可欠であ る O

(6 )  災害直後 に あ た ら し い文化の息吹が感 じ ら れた 。 参加す る 文化で あ る O 支 え あ い に参
加 す る ボ ラ ン テ ィ ア は 「元年」 と 呼ばれ、 ま ち づ く り 協議会 を は じ め と し た行政参加 は

「協働 と 参画」 の胎動期 を 創造 し 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 文化 の発展 を 想起 さ せ た 。 新 し く 芽生
え た文化 を し っ か り 根付かせて、 大 き く 育 て る の が生か さ れた私 た ち の 責 任 の 一 つ で あ
る O

ス テ ッ プ 3

~市民ア ン ケ ー ト 、 ワ ー ク シ ョ ッ ブ 、 懇談会~

( 1 )  年 を 追 う ご と に希薄 に な る 危機意識 に 危機感 を 感 じ る と 言 う 意見 が多 く 寄せ ら れた 。
防災倉庫が設置 さ れた と い う こ と は情報 と し て は入 っ て く る が、 ど こ に ど う い う 形や役

割で設置 さ れ、 使 い 方 が周 知 さ れ る と い う 生 き た情報に は な っ て い な い 。
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(2) 天災は 予期 で き な い た め 、 防災 は 日 常生活 に埋め込むかた ち で し か機 能 し な い 。 防犯

と 同心円状に 置 き な お し て危険箇所 を パ ト ロ ー ルす る な どの平時での取 り 組みが重要 と
な っ て く る O

( 3) 地域の交流 イ ベ ン ト へ の 参加者が固定化 し て い る こ と 、 自 治会等地域 の世話役が高齢

化 し て い る こ と は 、 F方災意識以前の参加意識の 問題であ る O 多世代家族が希少化 し て い
る 現代 に お け る 世代 間交流 は 困 難 な 課題で は あ る が、 子育て や 介護 の 経験 を 共通項 と す

る こ と に よ り 、 異世代が連携 し て社会参加す る こ と は 決 し て不可能で は な い 。
(4)  学校が地域の 中 で十 分 に 活か さ れて い な い。 生徒 を 含め若い世代 と 一緒 に取 り 組む こ

と が出 来 る 課題の整理が必要で、 あ る O 学校 に は校区があ り 、 地域 と 密接 に つ な が っ て い
る O ま ず は 、 小 さ な ブ ロ ッ ク 単位 か ら 始め る こ と が重要で は な い か。

(5 )  各市民 団 体 は 組織 と し て 自 立 し て い る こ と が最 大 の 強 み で あ る O 団 体 内 の コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン は完成 さ れ て お り 、 団体 と し て の機能 は も ち ろ ん個 人 と し て の ス キ ル も 非常

に 高 い 。 今後は 、 行政 と 市民団体が有機 的 に 結合す る こ と が重要で あ る O
(6 )  ア ン ケ ー ト の 内容 は 総花 的 に な ら ざる を 得 な い が、 市 に は そ れぞ れ の部署が役割 を 分

担 し て市民 と の譲点 を つ く っ て き て い る 筈 な の で 、 各項 目 がそ れぞれの所管 に お い て大

切 に受 け 止 め ら れ る こ と を 期待す る O ま た 、 各項 目 を さ ら に掘 り ド げる こ と で新 た な 市

民意識調査が実施で き た り 、 こ の た び寄せ ら れた 「 自 由意見欄」 に素晴 ら し い も の がた

く さ ん含 ま れて い る O 今後の対応一つ で こ の た びの ア ン ケ ー ト の値打 ち が変化す る O

( 7 )  ワ ー ク シ ョ ッ プ は 非常 に意見 の 出 や す い 手法 な の で 、 広 範 な 、 そ し て 場合 に よ っ て は

シ ョ ッ プか ら さ ら に新 た な シ ョ ッ プが派生 約 に 生 じ る ぐ ら い に討論が深 ま る 時 も あ る O

し か し 、 大切 な の は そ う い っ た貴重 な 意見 を 的確 に 長期 ・ 中長期 ・ 短期 に 分類 し対応 を
と る 行政の姿勢であ る 。 協働 と 参画の精神 を こ こ で根付かせ る チ ャ ン ス と 捉え て い た だ

き た い 。

ス テ ッ プ 4

~報告書、 そ し て提言~

( 1 )  安全で活気 に あ ふ れ た 「 ま ち 」

- 震災復興計画 に基づ き 整備 さ れた ま ち を 基盤 に し つ つ 、 復興10年 を 節 目 に 今後は そ こ

で増進 さ れ た 安全 ・ 安心の施設整備が市民生活 に 根 ざ し た も の に な る よ う ソ フ ト 面 の
強fヒ を 図 る O

・ 10年の復興過程 か ら 得た 教訓! の 一 つ で あ る 「協働 の ま ち づ く り J を さ ら に 地域 に 定着

さ せ る た め 、 課題 を 認識す る 段階か ら 地域が一体 に な っ て検討す る 取 り 組み や 、 地域

で整備 さ れ た 施設 を 地域で活用 、 管理 し て い く 仕組み を 創 出 し て い く O
- 自 然災害 は必ずや っ て く る と の 意識 を 軸 に 、 生命 を 守 る た め の耐震化の ま ち づ く り に

つ い て は今後 も 前向 き に 取 り 組ん で い く O 「防災丈化」 は地域 と 行政の協働 の 中 か ら
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し か生 み 出 せ な い こ と を 認識す る 。

- 地域への愛着 を 深め 、 ま ち の 活気や活力 を 創 出 す る た め 、 身 近 な 自 然 な ど に敬意 を 払

い 自 然 と の 共生 と ま ち づ く り を 融合 さ せて い く O 「芦屋庭園都市宣言J の 主 旨 に 沿 っ て 、

一世帯一緑化運動 な ど を 早 期 に 立 ち 上 げ る O

- 残 さ れた密集 市街地や細街路の整婦 に つ い て は 、 現存す る 環境資源や景 観保全 と の よ
り 良い接点 を 見 出 し な が ら 、 地域特性や ま ち な み文化 を 守 り な が ら の 更 新 を 目 指す な

かか ら 地域の特性 を 活 か し た ま ち づ く り を推進す る 。

- 地域の ま ち づ く り 協議体は 、 全体を 取 り ま と め る こ と が閑 難 な 場合 に は 、 よ り 小 さ な
ブ ロ ッ ク で あ る 指区 の デザ イ ン か ら 始め て み る 試み があ っ て も 良い 。

- 口 常的 な 安全確保 と し て の 防犯や交通安全 に つ い て は地域主体の取 り 組み に期待す る

と と も に 、 公共交通 (パス ) 路線の 整備 と と も に 車両 に対す る 規制 や 、 歩車道区分や

案内標識等 の 安全誘導施策 を 推進す る O

・ 高官街等、 商業ゾー ン を Y-I心 と す る に ぎ わ い創 出 に 寵 し て は 、 企業誘致や商届再生 に

向 け た ゾー ニ ン グ及 び\ プ ロ ジ ェ ク ト の 立 ち I二 げが急務で あ る O

- 事故 ・ 事件 ・ 被害 な どの 防犯活動 に 関 し て は事前対応が大切 で あ る こ と か ら 、 市民 と

行政が協簡 の も と 防犯パ ト ロ ー ル等 の抑止効 果 を 発揮す る 取 り 組み を 強化推進す る 。
( 2 )  安心でや さ し さ に つつ ま れ た 「 く ら し 」

- 震災が人 々 に 教 え た 支 え あ う こ と の大切 さ を く ら し に 生かす た め の福祉 ネ ッ ト (見守

り や生活援助 員 等 の 災害文化 の 一 つ ) を 地域 に 根付かせ、 地域の ネ ッ ト ワ } ク の な か

で拡大育成す る 取 り 組 み を推進す る 。

- 市民の健東づ く り に つ い て は 、 情報や機会の提供方法 に 工夫が必要で あ る O 日 常生活

に 欠 か せ な い 健康づ く り や 、 健康であ る こ と を心か ら 喜 び合 え る と い う 視点で取 り 組
む こ と が必要で、 あ る 。

- 誰 も が安心 し て 暮 ら し や す い ま ち の デザ イ ン を め ざ し た ユ ニ バ ー サ ル な ま ち づ く り を

ハ ー ド と ソ フ ト が融合す る よ う 進 め て い く 。

- 安全 ・ 安心の く ら し を 実現す る た め の住宅の耐火 ・ 耐震化 に つ い て は 、 ま ち 全体、 く

ら し全体の安令性 を 高 め る 取 り 組み と し て進 め る O 助成制度 に よ り 、 応益負担の仕掛

け も 創 出 す る O
- ま ち の 活力 ゃ く ら し の活気 を 生 み 出 す た め に 、 市 ・ 地域への 愛着 を 深め 、 壁史 ・ 文化 ・

自 然等への理解の L に 立 っ た 、 地域の 同有資源 を 生か し た く ら し の創造 を 図 る こ と に

よ り 活性化の推進 に努め る 。

- 環境保全 に対す る 意識 を 高 め 、 共有す る こ と に よ り 、 環境負荷軽減 を促進す る た め の

循環型環境 シ ス テ ム の創 出 を 図 る 。 ま た 、 循環型社会 を 創造す る た め の協働 と 参画 を

促進す る 。
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( 3 )  r人J が結び、 支 え あ う シ ス テ ム の再構築

- 復興過程で得た、 高齢者や地域の 「見守 り 」 を 全国 に先駆 け た 高齢化対策の先行事例

と し て 捉 え 、 十分 な 検証 を 行 い な が ら よ り い っ そ う の安全性 と 地域性 を 高 め る 取 り 組

み を 進 め る 必要があ る O こ の た びの 高齢者への見守 り が児童への 見 守 り へ と 発展 し 、

防犯パ ト ロ ー ル な ど に発展的 に 実践 さ れて い る こ と は 好例 で あ る O

- 災害弱者 と 呼ばれた 障害者等への災害発生時 に お け る 緊急対応 も さ る こ と な が ら 、 同

時 に 、 障害者の社会進出 い わ ゆ る 就労支援等 の 施策 を 展 開す る こ と に よ り 健常者 と の
一体感 を 日 頃か ら 高め る こ と が重要で、 あ る O

- 世代 間 交流 と と も に 、 学校 と 地域 と の連携強化 に 努め 、 芦原の未来 を 担 う 子供 た ち が

よ り ゆ た か な 自 然 と 歴史 ・ 文化の な かで育 ま れ る こ と を 期待す る 。

- 震災時、 そ し て復興過程 に お い て 醸 し 出 さ れた外国人 と の交流 を は じ め と し た 国際交
流 の 兆 し を 、 「防災」 を 世界の い わ ば共通語 と し て今後の取 り 組み に生 か し て い く O

- 復興過程 で得 た 、 ボ、 ラ ン タ 1) ー 精神 の 大切 さ 、 NPO が果 た し た役割 の 大 き さ を 適正

に 評価 し 、 今後の発展 に 向 け た 支援 を 創造 ・ 継続 し 、 新 た な協働 と 参画 の仕掛けへ と
発展 さ せ る O

- 震災以降 に飛躍的 に発展 し た コ ミ ュ ニ テ ィ ビ ジ ネ ス (地域事業) の根付 き を め ざ し 、

よ り 新 し い発想 に よ る ビ ジ ネ ス が市民 と の協働 や 、 行政 と の 連携 に よ り 分野 を横断 し

て発展す る こ と を 目 指す。

- 今後、 大最 に 定年 を 迎 え る 団塊の世代 の経験や パ ワ ー を 地域 の 活力 に 転換す る こ と が

出 来 る よ う な 受 け 皿づ く り が必要で あ る と と も に 、 団塊の世代 は残 る 現役 の 数年 間 を

地域交流 に 目 を 向 け、 地域の 中 での 自 分 と い う も の を 一度点検 し て お く 必要があ る O
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第二章

民 間 に よ る 検証



1 . 震災時年市民輪車E研究会

( 1 )  設立の趣意
阪神 ・ 淡路大震災 5 周年 を 前 に し た 1999年 9 月 、 被災地 の 内外で ボ ラ ン タ リ ー な 活動 を

続 け て き た 市民活動団体の リ ー ダー や学者 ・ 研究者、 ジ ャ ー ナ リ ス ト ら が、 震災復興市民

検証研究会 を 発足 さ せた 。 震災復興の 5 年 間 を 、 自 ら の経験 と 複眼 的 な 発想、 を 生か し て さ
ま ざ ま な 現場の事実 を 結 び合 わせ、 ょ う や く 胎動 し は じ め た 「新 し い市民社 会J の仕組み

を 紡 ぎ だ そ う と し た 。 2 年 間 に お よ ん だ研究会の 成果 は 、 新 し い 市民社会の 形成 に 向 け た
「 ア ク シ ョ ン プ ラ ン 2001J と し て発表 さ れ、 2001年 9 月 に は 「市民社会 を つ く る 」 と 題 し

た本 に ま と め 、 出 版 さ れ た 。 問書の刊行 を 期 に 、 市民検証研究会 は ア ク シ ョ ン プ ラ ン の 「仕
掛 け 人」 と し て 立 ち 上が っ た 市民社会推進機構 (CAS ニ civic action syndicate) へ発展

的 に解消 さ れた。

そ の 後約 2 年 間 に わ た っ て 、 市民社会推進機構は将来の市民社会 を 大づ か み に構想 す る

「 フ ュ ー チ ャ ー ミ ー テ イ ン グJ の 開催 を 重 ね て き た 。 こ の 問 、 被災地の復興状況 は大 き く

変化 し 、 全国 に お け る 市民活動 も 多様 な 拡が り を みせ、 内外の政治、 経済、 社会、 文化 も

ま た大 き な 地殻変動 を 起 こ し つ つ あ る 。
こ う し た 状況下で2005年 1 月 17 日 に は 、 被災地 は 震災か ら ち ょ う ど10年 を 迎 え る O こ れ

を機会に私 た ち は 、 3 年前 に ま と め た ア ク シ ョ ン プ ラ ン 実現の プ ロ セ ス を 検証 し 、 震災復

興10年の 中 で私 た ち が体験 し て き た こ と 、 得て き た も の を よ り 具体 的 に 見 つ め な お す こ と
に よ り 、 新 し い 市民社会へ の 道筋 を い っ そ う 大胆 に 進化 さ せて い く 必要 を 感 じ て い る 。 震

災10年 の節 目 に 向 け て 、 被災地 の市民活動の知恵 と 力 を 結集 し 、 新 た に 「震災10年市民検

証研究会」 を 設立す る 。

(2) 活動の概要

2003年 9 月 2 日 震災10年市民検証研究会発足式

場所 HVP 
2004年 1 月 初 日 震災10年市民検証 9 年 シ ン ポ ジ ウ ム を 開催

専 門 家の社会的役割 を 検証す る
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場所 ラ ッ セ ホ ー ル

パ ネ リ ス ト 岩崎 信彦 (神戸大学丈学部長)

中辻 直行 (社会福祉法人神戸福生会理事長)
永井 幸寿 (弁護士、 元阪神淡路 ま ち づ く り 支援機構

事務局長)
室崎 益輝 (神戸大学都市安全研究セ ン タ ー教授、 被

災者復興支援会議座長)



7 月 17 日 発見 ・ も う ひ と つの く ら し 震災10年市民検註 ・ 中 間 フ ォ ー ラ ム を 開催

場所 神戸市教育会館

副基調講演

室III奇 益輝 (独立行政法人消防研究所理事長)

圏分科会
A ) 市民が担い、 市民が決め る 地域社会 ( ま ち づ く り と ガパナ ン ス )
B ) 市民の ニ ー ズ に 、 市民の サ ー ビ ス で答 え る

( コ ミ ュ ニ テ イ ・ ビ ジ ネ ス 、 中 間 支援組織)

C ) 学 び と 文化の拠点 を 地域 に 開 く (文化 と 教育 )

D ) 社会的 防災力 の 強化 と 市民の役割 ( 市民防災)

1 1 月 14 日 連続台風災害 & 新潟 中 越地震緊急報告会 を 開催

場所 神戸生活創造セ ン タ ー
1 2 月 10 日 市民 と NGO の 「防災J1 間 際 フ ォ ー ラ ム に参加

場所 神戸市勤労会館
副緊急 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 被災地の現状 と 支援

検証概要の発表 山 口 一史 ( ひ ょ う ご ・ ひ と ・ ま ち ・ く ら し研

究所)
コ ー デ ィ ネ ー タ ー 池 田 啓一 (都市生活 コ ミ ュ ニ テ イ セ ン タ ー )
パ ネ リ ス ト 林 敏彦 (放送大学大学院教授、 人 と 防災未来セ

ン タ ー 上級研究員 )

瞳分科会

金子 洋二 (新潟 NPO 協会常務理事 ・ 事務局長)

山 中 茂樹 (朝 日 新聞社防災力取材班編集委員 )

第 1 分科会 「高歯踏 ・ 障害者への災害産後の支援 と そ の 後の対応」

コ ー デ ィ ネ ー タ ー 黒 田 裕子 ( 阪神高齢者 ・ 障害者支援 ネ ッ
ト ワ ー ク )

パ ネ リ ス ト 上 田 耕蔵 (神戸協 同 病院院長)

俵積 回君枝 (神戸協 同 病 院看護部長 )

中 辻 直行 (社会福祉法人神戸福生会理事長)
蓮本 浩介 ( ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザ)

第 2 分科会 「住宅再建へ一 被災者生活再建支援法の 見 直 し 必須J
コ ー デ イ ネ ー タ ー 池 田 啓一 (都市 生 活 コ ミ ュ ニ テ イ セ ン

タ ー )

パ ネ リ ス ト 藤原 雅 人 (兵庫県阪神 ・ 淡路大震災復興本部総
括部参事)
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山 中 茂樹 (朝 日 新聞社防災力取材班編集委員 )
金子 洋二 (新潟 NPO 協会常務理事 ・ 事務局長)

第 3 分科会 「災害ボラ ン テ イ ア と 行政、 社協な ど と の 連携 を 考 え る J

コ ー デ イ ネ ー タ 一 村井 雅清 (被災地 NGO 協働 セ ン タ ー )

パ ネ リ ス ト UJ下 英之 (兵庫県県民政策部地域協働局参画協

働課主幹)
鮎沢 慎二 ( コ ー プ こ う べ生活福祉部)

馬場 正一 (兵庫県社会福祉協議会)

白 桃 繁 ( ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザ事務局

長)
第 4 分科会 「外国 人が災害 に あ っ た と き ……J (FM わ い わ い 公開

収録番組)
日 比野純一 (FM わ い わ い 代表)

吉富志津代 (多言語セ ン タ ー FACIL 代表)
田村 太郎 (多文化共生セ ン タ 一 理事) ほ か

12丹 21 日 柳 田邦男編 「阪神 ・ 淡路大震災10年」 発行 (岩波書庖)
震災10年市民検証研究会の メ ン バー が検証の成果 を も と に執筆

2005年 1 月 17 日 r阪神 ・ 淡路大震災10年 市民社会への発信』 発行 ( ※ 内 容 に つ い て
は下記参考の と お り )
発行部数 : 3 ， 000部 う ち 寄贈分 (計418件 (419部) 全 国 の 市民活

動関係者 ・ 学識経験者、 兵康県内 の公立図書館、 全 国 の ボ ラ ン テ ィ
ア セ ン タ ー ・ NPO セ ン タ 一 等〕

5 月 31 日 震災10年市民検証研究会解散

(参 考)

「阪神 ・ 淡路大震災10年 市民社会への発信」

10年 目 の 発信
市民検証の視点/被災地 は 決 し て特別 で は な い 一 全自 と 比較す る /新 し い市民社会

の展望
第 1 部 被災地の ち か ら

序章 市民の 5 つ の力
自 律/ 最後の ひ と り ま で/助 け あ い/ コ ミ ュ ニ テ イ /弱者 こ そ復興の力

第 1 章 ま ち づ く り の 課題の継点 と 発展
復興土地区画整理事業/ 白 地地域の復興 ま ち づ く り /専 門 家 の ま ち づ く り 支

援の あ り か た/新 し い地縁組織 「 ま ち づ く り 協議会」
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第 2 章 新 し い住 ま い の き ざ し

新 た な 手法の試み/ 支 え あ う 住 ま い
第 3 章 ひ と り の た め に専 門 分野つ な が る

「 ち っ ち ゃ な 保育所」 誕生/看護 ・ 保育 ・ 栄養の 専 門 職が手携 え て/ ケ ア に
医療の思想が入 っ た/連携の リ ン ク を 地域 に

第 4 主主 被災地で育つ市民芸術
被災地で花 開 い た ア ー ト /文化の財 源 は どの よ う に ま か な わ れ た か/新 し い

担 い手 た ち の登場/ ア ー ト の社会化、 経済の ア ー ト 化
第 5 章 地域づ く り に広がる 連携

商 庖街で学童保育/障害者が提案す る ま ち づ く り /小売市場が多様な “売 り

場" を 提供/子育 て 空 間 み つ け る /商業者は 地域か ら 離れ ら れ な い
第 6 章 コ ミ ュ ニ テ イ ビ ジ ネ ス の 意義 と 今後

も う ひ と つ の働 き 方 と 若者/福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ と 地域通貨/食 と コ ミ ュ ニ
テ ィ ビ ジ ネ ス / コ ミ ュ ニ テ イ ビ ジ ネ ス 発展 の た め の制度 的 条件

第 7 章 中 間支援組織が果た す役割

なぜ中 馬支援組織 な の か/被災地の 中 関支援組織の機能/分野 ご と の 中 間支
援組織、 ネ ッ ト ワ ー ク 型 中 間支援組織/ r生 き がい し ご と サ ポ ー ト セ ン タ ー

に つ い て/ 中 間支譲組織 を め ぐ る 課題
第 8 章 ボ ラ ン テ ィ ア 論 の 展 開

日 本 に お け る ボ、 ラ ン テ イ ア 活動 の 経緯/震 災 ボ ラ ン テ イ ア に 関す る 議論 を め

ぐ っ て/震災 ボ ラ ン テ イ ア と は何だ っ た の か/市民活動 の 生 成 と 展 開/ r劫

け あ い」 が結ぶ共同性
第 9 章 広 が る 災害救援の 文化

園 内 の災害救援/海外の災害救援/ た っ た 一 人 を 大切 に
第10章 「 身近 な 自 治」 が模索す る 分権 自 治の仕組み

西須磨 の 「住民主体への 挑戦J / NPO と 自 治会 が競演す る 西神 ・ 井吹台東

町/住民が 「共感」 で き る ま ち を め ざす御蔵地区/真野 ま ち づ く り 40年の重

み /動 き 出 し た 「小 さ な 自 治」 への多様 な 実践
第1 1章 被 災者生活再建支援法 の 成立 と 課題

雲仙岳噴火災害で の 公的支援/市民 に よ る 公的支援要求運動/被災 臼 治体か
ら 新制度提案/生活再建支援金が実現/被災者生活再建支援法の成立/改正

支援法が残 し た課題/再び支援法の見直 し を
第12章 被 災地か ら の発言

「食」 を 通 し て く ら し を 見 守 る ( ゆ い ま ー る 神戸代表 石井明美 さ ん) / だ
れ で も で き る 「 お 話 う かがい ボ ラ ン テ イ アJ (週末 ボ ラ ン テ イ ア代表 東候
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健司 さ ん) /受け た梧談は必ず解決す る (兵産県被災者連絡会代表 河村宗
治郎 さ ん) / グ ラ デー シ ョ ン を 認め る 共生社会 を (神戸定住外国 人支援 セ ン
タ ー代表 金宣吉 さ ん) / ゆ っ く り 伸 びて い く 学校があ っ て も い い ( ラ ミ 中

学校ほ し い ね ん ! 設立委員 会 ・ ラ ミ 中学校分校 小野洋 さ ん)
第 2 部 市民社会 を め ざ し て ~ ア ク シ ョ ン プ ラ ン 2005 �

序章 ア ク シ ョ ン プ ラ ン 2001 の 総括/ r ア ク シ ョ ン プ ラ ン 2005J の基本 的 な 考 え 方
第 1 章 震後社会の骨格を つ く る

分権型社会 を 求め て/最後の ひ と り ま で支 え よ う /多文化共生 と 国際理解 を

深め よ う
第 2 章 ま ち づ く り の前進 と 実践

く ら し を 支 え る 分野 を つ な ご う /新た な 担 い手 を 呼び込 も う /小 さ な 自 治の

実践の 火 を と も し 続 け る /地域の文化力 を 高 め る
第 3 章 市民活動 の 責任 と 展望

地域 に 生産の場 を/市民活動 の エ ン パ ワ ー メ ン ト
第 4 章 震災文化の発信

減災の文化 を 提唱 し 、 そ の担い手 を 育 て て行 こ う /被災者の生 活 を 住宅再建

への支援/新 し い住 ま い の あ り 方 と 仕組み を ひ ろ げ よ う /新 た な 社会 の 関係

性 を 求 め て

(3) 研究会幹事
村井 雅清 被災地 NGO 協働 セ ン タ ー

。 山 口 一史 ひ ょ う ご ま ち く ら し研究所
0池 田 啓一 都市生活 コ ミ ュ ニ テ イ セ ン タ ー

鈴木 隆太 被災地 NGO 協働 セ ン タ ー

実古 威 市民活動 セ ン タ ー 神戸

黒 田 裕子 阪神高齢者 ・ 障害者支援 ネ ッ ト ワ ー ク
野崎 隆一 遊空間工房 ・ 神戸 ま ち づ く り 研究所

((Qj は代表、 O は事務局長)

2 . 兵樺県震災復興研究セ ン タ ー
「大震災10年 と 災害列 島」

l 検証の 視点

( 1 ) 大震災10年の検証

(2) 現代技術都市の特徴 と 震災対応

(3)  兵庫県 ・ 神戸市の 開発型復興計両 と 教訓
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(4) 公的支援 の あ り 方

(5)  生活 ・ 住宅再建の政策形成 プ ロ セ ス
一一 市民 に よ る 個 人補償の た め の制度設計

2 知事が語 る 大災害への備え

( 1 ) I富国強兵」 路線の 克服 こ そ 、 被災地再生の 道 (信州 ・ 長野県知事 田中 康夫)
(2) 大震災 か ら 10年、 被災の原点 を 忘れ る な (鳥取県知事 片 山 善博)

(3 ) 大震災の教訓 と 南海大地震への備 え (高知県知事 橋本大二郎)

3 大震災10年 の教訓 と 今後の備 え

( 1 ) 大震災が起 こ っ た ら 何がで き る か

公費解体の功罪/県外避難/大規模収容施設 と し て の 避難所で な く 小 規模生活施設
の受録 ・ 活用へ/多様な 避難生活の把握 と そ の対策の必要性/公的仮設住宅一辺倒

が地域 コ ミ ュ ニ テ ィ を 壊 し た/ こ ん な に も あ っ た 自 力仮設住宅/都市 ス ト ッ ク 、 井

戸 の 活用 と 震災後の評価/生活情報の共有で 「安心」 被災者 は 生 き の び る
( 2 )  住宅復興

地域 コ ミ ュ ニ テ イ ・ ベ ー ス ト の住宅復興へ/復興公営住宅の家賃滞納 問題/震災復

興 に 関 わ る 特定優 良賃貸住宅の家賃値下げ問題/住宅 と 大震災/ 1 ・ 17が刻印す る

「被災 マ ン シ ョ ン ・ グ ラ ン ドパ レ ス 高 羽」 の教訓|

(3 ) 都市計画 と 安全 ・ 安心の ま ち づ く り

都市計画のパ ラ ダ イ ム 転換 を /復興都市計画の 強行決定 を ど う み る か/震災復興土

地区画整理事業10年の 課題/密集住宅市街地整備促進事業の 評価 と 積極的活用 を /

難渋す る 巨大再開発/神戸市の 「協働 と 参両」 条例/住民 を 守 る 立場 か ら 大震災の
教訓 を 生かす た め に/ あ な た は ど う す る / あ な た の ま ち は ど う す る /住民 と 連携 し

た 地域防災計画づ く り /住民が主体 と な る 地区 防災計画づ く り と 実践 を

(4) 個 人 の 救済
最低生活の確立 と 人 と 人 と の輪が、 く ら し を 紡 ぐ/仮設住宅内 で の 孤独死 を 防止す

る た め に/震災10年 弱 者 は 救 わ れ た か/ 震災法律扶助 を 受 け た 裁判 /火災保険

金 ・ 火災共済金支払請求訴訟が市民 に教え た も の/震災で唯一 の 国家賠償請求訴訟

/ 中小商工業者 の 立 ち 上 が り に何が必要か/ 中小商工業者 の 救援 ・ 復旧 の運動 と ま
ち づ く り への貢献/被災中小商工業者の な り わ い を 見 限 っ て き た 10年/雇用 保 障 は
い っ そ う の 充実 を

(5 ) 人 間 の復興 医療 ・ 福祉 ・ 教育 ・ 文化 ・ 歴史

早期救出 ・ 援護へ平素か ら 緊急車の指定を/震災直後 の 地域の 医療課題の変化 と 対

応/危機管理 と 被災地での 開業保険医の課題/震災10年、 今何 を 学ぶ べ き か/被災
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患者支援 と 、 民 間医療機関への公的支援/学校 は子 ど も の安心 と 成 長の 拠点/ r教

育復興担当教員 J が配呈 さ れて わ か っ た こ と /存在理由 を 問 わ れた 文化 ・ 芸術/被

災地の芸術復興 を 支 え た ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸/市民文化が育 つ た め に /被災地の

歴史遺産保全 と そ の 活用/震災資料の収集 ・ 保存 ・ 活用 と 災害 に つ い て の市民文化

の形成/ぜい た く ・ 歌舞音 曲 は敵だ、 っ た の か ?

(6 ) 復興の仕組み

震災復興計画 と 下河辺委員 会/金融機関 は機能 し た か/経済復興 の 問 題点/ r 告 力
再建層 」 に 重 く の し か か る ロ ー ン/ r復興基金」 終了後の支援策 の 方 向

(7 )  地震、 防災、 環境

兵庫県 内 市 町地域防災計画 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調査結果/危機管理 と 防災/震災の

研究 と 地震防災/地盤 と 地震被害/防災 と 環境保全 を 考 え た 技術利用 を /膨大な 震

災廃棄物
(8) 被災者支援 と ボ ラ ン テ ィ ア

救援か ら 世直 し ボ、 ラ ン テ ィ ア へ/大震災があぶ り だ し た 国 の 責任 と ボ ラ ン テ イ ア の

あ り 方/被災者 の 人権 の 実現 と 防災の た め の 国 際連帯/被災地 NGO 協働 セ ン タ ー

/ ボ、 ラ ン テ ィ ア と 10年/神戸復興塾 ・ ま ち づ く り 研究所/ ボ ラ ン テ ィ ア 元年か ら 10

年への 「週末 ボ ラ ン テ イ ア」 覚書/ r板神 ・ 淡路 ま ち づ く り 支援機構J は こ ん な 団

体です/ 自 治体労働 者 の 専 門 性 を 発揮 し た 救援活動/被災者の生活 ・ 住宅 ・ 営業再
建 ・ 公的支援実現求め て/全国災対連 の結成 と そ の後の寂 り 組み

4 緊急報告/台風災害 ・ 新潟県中越大震災

( 1 )  台風災害 ・ 中 越地震 と 災害列 高への備 え
(2) 災害行政の立 て 直 し を 迫 る 23 号台j武 田 中 越地震災害

(3) 迅速 な 被災者支援策 の 実行 を
(4) 新潟県 巾 越大震災 と 阪神 ・ 淡路大震災

震度 7 の 地震 は 日 本の い た る と こ ろ で、起 こ り う る

(5 )  中越大震 災 は 「高齢社会型震 災 十 孤立社会型」 だ っ た の か ( 中越大震 災 と 阪神 ・ 淡
路大震災 と の違 い )

(執筆者 4覧)
浅野弥三 一 (都市計耐家)

|珪布 手11隆 (兵庫県 自 治体労働組合総連合執行委員長)
君主;布 哲志 ( I::l 本機関紙協会兵庫県本部副理事長/ き かん し ジ ャ ー ナ リ ス ト )

安部 誠治 (関子育大学商学部教授/交通政策)

安藤 元夫 (近畿大学理工学部教授/者11m計阿)
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池田 済 n 関市立大学経済学部教授/地方行財 政論)
池見 宏子 (神戸市立稗田小学校教諭)
伊佐 秀夫 (医師、 伊佐ク リ ニ ツ ク 希望院長)

今中 正夫 (災害被災者支援 と 災害対策改善を 求 め る 全題連絡会前事務局長)
岩崎 健一 命 (災害被災者支援ボラ ン テ ィ ア/ボ、ラ ン テ ィ ア論)
岩田 伸彦 (阪神 ・ 淡路大震災救援 ・ 復興兵隊県民会議事務局長)

上田 耕栽 (神戸協同病院院長)

遠藤 勝裕 ( 日本証券代行(械社長、 元 日 本銀行神戸支府長/金融経済)
大屋 錘吾 (防災問題研究家、 患土問題研究会顧問)

奥村 弘 (神戸大今丈学部助教授/歴史学)

片山 善博 (鳥取県知事)

勝部 志郎 (兵療県薦工団体連合会事務局長)
金持 伸子 ( 日 本福干止大学名誉教授/社会政策 ・ 生活問題)

菊本 義治 (兵庫県立大学経済学部長/理論経済学)

黒田 達雄 (建築家)

後藤 隆雄 (元神戸大学工学部助手/環境情報科学)

塩崎 賢明 (神戸大学工学部教授/都市計画)

島田 誠 (ギャ ラ リ ー 島問 、 ア ー ト サポー ト セ ン タ ー神戸代表)

清野 政明 (元気象研究所地震火山研究部長/地震学)

出結庄良昭 (神戸大学発達科学部教授/地質学)

高田 富三 ( 市民版参I同条例研究会代表、 元三井物産側部長代理)

高山 忠徳 (兵庫県保険医協会事務局次長)

武貞 直人 (兵燦県商工団体連合会事務局次長)

竹山 清明 (京都府立大学人間環境学部助教授/建築)

田 中 康夫 (信丹、卜 長野県知事)
問 中 保三 (側兵庫商会代表取締役、 ま ち コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン ・ 御蔵学校主宰)

千代崎一夫 (新建築家技術者集団全密幹事)
出 口 俊一 (兵庫県震災復興研究セ ン タ ー事務局長、 立命館大学 ・ 阪商大学非常勤講師)

寺島 敦 (元神戸大学理学部教授/地震学)
東係 健司 (週末ボラ ン テ イ ア代表)
永井 幸寿 (弁護士、 兵庫県弁護士会災筈復興等支援委員会委員 長)

西日i 条 ー (神戸瀧船大学名誉教授/交通機関 ・ 環境工学)
野崎 隆一 (神戸 ま ちづ く り 研究所事務局長/都市計画)
橋本大二郎 (高知県知事)

平田 康 (京都橘女子大学名誉教授/英文学)
広川 恵一 (兵庫県保険際協会副理事長、 広J I I 内科ク リ ニ ッ ク 院長)

広原 盛明 (元京都府立大学学長/都市計画)

藤永 延代 (おお さ か市民ネ ッ ト ワ ー ク 代表/環境問題)
前川 謙二 (国土問題研究会/土木)
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増 田 紘 (一級建築士、 兵庫県 自 治体問題研究所事務局長/地方 自 治)

松村和一郎 (兵庫県労働組合総連合磁議長/援用問題)
水聖子 浩雄 (元香川大学教育学部教授/地震学)

宮崎 隆吉 (医師、 宮崎ク リ ニ ツ ク )
村井ゐ 雅清 (被災地 NGO 協働セ ン タ 一代表)
村上 宏 (医師)
室IÚ奇 主主輝 (独立行政法人消防研究所理事長/都市防災)

安出 秋成 (阪神 ・ 淡路大震災被災者 ネ ッ ト ワ ー ク 代表世話人)
相IJì宰 尚 (兵庫県労働運動総合研究所副理事長/食の安全)

山内 康雄 (弁護士、 自 由法要因兵庫県支部長)
若原キ ヌ コ (ï グ ラ ン ドパ レ ス 高羽」 裁判原告)

若山 徹 (側地域計 頭研究所代表/都市計画)

3 . 神戸新聞 (2000年以降分)
( 1 )  ï復興 ・ 検証」

(紙面掲載 日 ) ( テ ー マ )

2000年 4 月 17 日 被災者 自 立支援金
5 月 17 日 震災復興基金 設立か ら 5 年
7 月 17 日 震災 5 年半 医画整理事業の 現状

8 月 17 8 南海地震 再発迫 る
9 月 17 8 復興住宅の家賃軽減延長/制度の仕組み は ?
10月 17 日 外 国 人 と の共生/震災 5 年 9 カ 月 現状 と 課題

1 1 月 17 日 被災文化財の復旧

12月 17 日 6 年 日 迎 え た神戸ル ミ ナ リ エ 光 よ 永遠 に

2001年 2 月 17 日 震災 6 年報道/広がる 温度差
3 月 17 日 開設 ま で 1 年/ 披神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー
7 月 17 日 震災 6 年半 と ダ ブ ル選

※ 1996年� 1999年掲載分 に つ い て は 、 ヱド誌第 5 巻 に掲載

(2 )  ï イ ン タ ピ ュ }震災検証」

2003年 4 月 3 日 速 さ よ り 中 身 の複興計調/ ソ フ ト 面 こ そ評価の 基準 (龍谷大学‘教

授 広原盛明)
5 月 7 日 見 え に く い心の 「 回復J /救援す る 側への ケ ア も (精神科医 中

井久夫)
6 月 4 日 住民参加 の街づ く り 支援 を / ï地区計画」 の策定促 そ う (早稲 田

大学教授 伊藤滋)
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7 月 2 日 地域の体制 レ ベ ル ア ッ プ を /府県の枠超 え た協 力 必要 (兵庫県

災害医療セ ン タ ー顧 問 鵜飼卓)

7 月 30 日 「公共性」 構築 し公費投入 を/ 自 助努力 で住宅再建で き ぬ (弁護

福崎博孝)
8 月 27 日 再出発支援が閣 の仕事/1個人補償 は既 に前例 (災害議連会長 相

沢英之)
9 月 25 日 被災者 に勇気与 え た か っ た/急 ぎ対応 住宅支援対策 (宮城県知

事 浅野史郎)
10月 22 日 地震保険の改善、 論議 を / r仮設偏重」 残 っ た 課題 橋大学教

授 田近栄治)
1 1 月 19 日 自 立型防災、 情報収集 カ ギ/ ま ず命守 る 対策が急 務 (立命館大学

教授 土岐憲三)
1 2 月 1 7 日 命守 る 仕組み の実現 を/住宅再建 に は 「公助」 必 要 (神戸大学部

市安全研究セ ン タ ー 教授 室崎益輝)
2004年 1 月 21 日 手段尽 く し 「公費投入J を/ も う 待 て な い住宅耐震化 (東京大学

工学部教授 坂本功)

2 月 18 日 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 強化道半 ば/非常事態 ソ フ ト の確 立 を (神戸都市

問題研究所理事長 新野幸次郎)
3 月 18 日 住民で解決 し 支 え る 社会 を/受け継 ぎ た い語 り の 丈化 (大阪大学

:文学部教授 鷲 田清一)
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第四部

震災研究等 の 状況



第一章

各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・
セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等



2004年 (平成16年) 2 月 か ら 2005年 (平成17年) 1 月 の 聞 に 開催 さ れ た 震 災 関 係 の主 な
シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 を 下記の テ ー マ 別 に分類 し 、 開催 日 )11買 の 表 に し た 。

1 . 科学 ・ 技術
2 . 行政 ・ 政治
3 . ま ち づ く り
4 . 産業 ・ 労働
5 . 保健 ・ 医療
6 . 福祉
7 . ボ ラ ン テ ィ ア ・ 市民活動
8 . 環境
9 . 文化 ・ 教育
10.  く ら し
1 1 . そ の 他

1 . 科学 @ 技繍

4 / 6 � 1 協議会

連続セ ミ ナ ぃ f 建築デザイ ン と
の哲学」

754 第 A予言 ⑮ 各種 シ ン ホ。 ジ ウ ム セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等

耐渓化 を促すため、 市 と
地域が A体と な り 、 ま ι
づ く り 活動の中 に耐震診
断な と を取 り 入れ よ う と
い う 試みが始ま り 、 「安
全 で 安 心 な 住 ま い ワ く
り 」 に lêiJけて課題 を 出 し



事業名

2ω5/ 1 / 7  報告子会

主催者 会場

凶土交通省、 神戸新聞士な | 神戸市内ホテル
と

デユ オ ドー ム

神戸大学

2005/ 1 / 7  � I み ら い体感 ! 神戸テ ク ノ フ ェ ス タ ー | 問実行委員会 | 神戸フ ァ ッ シ ョ ンマ ー ト
10 震災 を乗 り 越え て

2005/ 1 /1 1  � I 構巡展 「震災を超えてー あの持、 今、! 日 本建築構造技術者協会 ( 兵庫県民会館
12 そ して 明 日 へ 」

2005/ 1 /13 

第 9 回震災対策技術援 神戸区i際鋭光 コ ンペン シ ョ i 神戸国際援示場
ン探ムI1JjJ;J:'\ 

2∞5/ 1 /19 市民ブ オ ー ラ ム 「予想さ れる 巨大地 I NPO 法 人 人 ・ 家 街 安 | 神戸国際会議場
震に備えて 会支援機構

2005/ 1 /19 海岸 シ ン ポ ジ ウ ム (“津波" き た る j 全凶海岸事業促進l主介協議 | 神戸国際会議場
ベ き その と き に備 え て 会

紹介
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! 神戸大学部 ctJll-1�セ ン タ ー l 神戸師会議場

市民特別講演会

神戸 |五]際展示場

神戸商 工 会議所

神戸商工会議所
神戸商工会議所

神戸国際会議場

市民 と 考 え る 水道のぷ米 1 m水道局

報1!]:会

756 第 一主主 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ } ・ イ ベ ン ト 等

神戸市、 慾築関係同体 j デユ オ ド ー ム

すたあ と 長田ほか 主任民地主事 t�ß'1白

備考



2 . 行政 ・ 政治

12 メミムミ

会場 ( 備考

人 と 紡災未来セ ン タ ー | 防災専 門 の部署 を 置 い て
い な い小規模 自 治体の担
当 者 を 対象 と し た災各対
応研修会

兵庫県災害対策 セ ン タ - 1 ロ シ ア ヤ モ ン ゴル 、 中 間、
韓 凶 の 自 治体 の 紡災担当
者 に 対 す る 紡災研修。 講
義の受講や 自 国の現状を
紹 介 し な が ら 窓よもや質問
を 交わ す

2∞4/ 3 / 1 南海地震 を 怨定 し た訓 練 洲本消防署、 地元消初段I I 洲 本 ポ ー ト タ ー ミ ナ ル ピ
)レ

2004/ 5 
6 /10 

防災未来セ ン タ ー ( 人 と 防災未来セ ン タ ー

県立舞 子 高等'1'1交

2004/ 3 / 1 地域防災 コ ー デ イ ネ ー タ ー 第 ] 附f l 南淡町
治会乙メ〉、附エ、

町立図書館

2004/ 3 / 3 防災訓練 神戸市消防局、 神戸海k保 ! 神戸1中埋立処分場
安部

2004/ 3 / 8 防災研修会 AはρしJ

 

2004/ 3 / 11 見学会 i'qlfゴ市 rli水道路間部セ ン タ

2004/ 4 / 4  

2004/ 4 /22 

2004/ 4 /22 兵庫県防災会議 兵庫県 i 県公館

2004/ 5 / 8 復興10年委員 会会合 ( 3 白 日 ) 復興.10年委 員 会 県公館

初04/ 5 / 19- I 共康県災害対策セ ン タ ー 視察
21 

外回大使館駐在の武官討I 1 兵庫県災害対策セ ン タ
ほ古、

調停一章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等 757 
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開催 日 | 事業名
2004/ 5 /31 I r大都市災答軽減イヒ特別 プロ ジ ェ ク

ト '"1 '間報合会

2004/ 6 / 1  東南海 南海地援にf't， う
同事業者説明会

復興10年総括検統ワ ー ク シ ョ ッ
合 っ た

中央公民館
と な っ た
東南海 ・ 南海地震に備え、
淡路島で最 も 守 く 津 波が
到達す る と さ れる [B'J 固j で、
防災対策般進計闘が発表
さ れた

人 と 防災未来セ ン タ ー ! 大震災の被害 を で き る だ
け小 さ く す る ために 、 被
災者に どん な支援が必要
な の か。 住宅の再建や地

íl'iJJ.表 ピ ル か ら の救出活動
な ど大がか り に 開催

i 強い地震で校舎 l r清から
火災の発生を怨定
約30団体が参加。 そ れぞ
れ災答の体験装前や展示
物で注意 を時びかけた

南淡町立福良小学校 | 住民、 消ß)j、 警察、 fffJl説
長 ら が参加

6 /1 5 防災会議 南淡町

2004/ 6 /1 9  I r大都市大震災軽減化特別 ブロ ジ 工 ; 文部科学省
ク ト l 報告会

7 / 1 災害対 策 ト ッ プフ ォ ー ラ ム 人 と 防災未来セ ン タ 】

2004/ 7 / 4 復興10年総括検証総括ワ ー ク ン ヨ ツ j 兵庫県
7 

人 と 防災未来セ ン タ ー

2004/ 7 /30 i r大都市災害軽減化特別 プロ ジェ ク | 文部科学省
ト J ク ロ ス ロ ー ド完成妓露実予司会

新阪急、ホ テ ル

国際þ'jiiJZオ ー プン フ ォ ー ラ ム 内隠府、 l3il速i五際紡災戦略
事務局、 ア ジ ア 紡 災 ン
タ ー な ど ; 

、 明石署、 i羽干{市時三 | 明石海浜公開
自主紡災組織 な ど ! 

津名郡 一 町 j 陣I立一宮寸1学校

2∞4/ 9 / 1 防災訓練

2ω4/ 9 / 1  I ff悶防災訓練

芦屋市 総合公悶
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阪神 ・ 淡路大紋災での神 i
j-î職員 の実体験を ベース i
に災害時の対応 を シ ミ ュ j
レ ー シ ョ ン す る カ ー ド ;
ゲー ム 教材 「 ク ロ ス ロ ー
ド」 が完成、 自治体職員
な どに披露 さ れた
防災分野における 日 本の
悶際貢献、 各国と 国迷隠
係機関 の述携な ど を テ ー

し令いが行われた



開催 日 事業名 主催者 会場 備考

2004/ 9 /  2 � 合 同妨災訓練 兵原県、 丹波地域の 1 IIî 6 県庁、 篠山城跡ミニの)L広 1 日 目 は 内 陸直 下 :fJl�地震
3 町 場 を 想定 し た図上訓練。

2 日 呂 は倒壊家屋か ら の
救出 や避難訓練な どの実
動 訓 練

2004/ 9 / 4  � 総合1I;Ij災訓練 [ 神戸市内各地 東南海 ・ 南海地震 な どを
5 想 定
:��;�lAO�A: � I ひ ょ う ご防災 リ ー ダー講座 兵康県 県立広域防災セ ン タ ー i 防 災 に 関 す る 知識や技術
2005/ 3 /27 を 習 得 し て も ら い 、 地域

の 防災力 強化 を 目 指 し て 、
地域防災の担い手 と な る
「 ひ ょ う ご防災 リ ー ダーJ
を 養成 す る

2004/10/22 合 同防災訓練 ひ ょ と り 、 能野、 東IL! 、 菊 市立夢野小学校 南 海地震が発生 し た と 想
水 な ど 4 地 阪 防 災福 祉 コ { 刃三
ミ ュ ニ テ ィ ー

2004/1]/10  初災訓練 神戸学院大学 神戸 学院大学 秋 の 火災 予紡運動 に合わ
せ て 、 地震に よ る 火災 を
売目、定 し た訓練が行われた

2004/11/13 総合防災訓練 神戸市 長田区内 東南海 南海地震 を想定
2004/11/28 総合紡災訓練 二 ツ 良ベ ル ト 三 ツ 星 ベ ル 綾部 仁業凶地 地 震三 に よ る 火災 を想 定 し

ト 技研 た 訓 練 を 実施
2004/1 1/お 防災訓練 1 1 1西市 けや き 坂中 央公図 阪 神 ・ 淡路大震災 か ら 10

年 を 古IJ に 、 さ ま ざ ま な
ケ ー ス を想定 し た 実践的
訓練

2004/12/21 �}jj5Z言111*来 県立鈴頭台品校 県立鈴蘭台局校 大地震発生時 に備 え 、 1査
難 所 ご と に生徒 自 身が安
百確認 を で き る よ う に と
実施

1 2∞5/ 1 / 5  l i再紡出初め式 ! 神戸市 メ リ ケ ン パー ク 層辺 阪 神 ・ 淡路大震災か ら ぬ
年 を ;m え る の に 合わせ、
市浪防局の職員が製作 し }
た 「復興の鐘」 が10 日 打
ち 鳴 ら さ れた

2005/ 1 /] 3  地震災害対策訓練 大絞府 呉塚市 と の その沖合 東南海 ・ 南海地震で津波
が発生 し た と の想定

2005/ 1 /17 災答訓練 三木市 県立広域防災 セ ン タ ー 震災か ら 10年 を 迎 え 、 災
害 時 の想定訓練 を 実施

; 2∞5/ J /]7 津波防災国際ワ ー ク シ ョ ッ ブ 独立行政法入港湾空海技術 神p 凶際会議場 津波被害の軽減策 を探る
研究所 専 門 家会合

2005/ 1 /17 国連防災世界会議 プ レ シ ン ポ ジ ウ ム ! ア ジ ア 防 災セ ン タ 字申戸、ポ ー ト ピ ア ホ ー ル 国際協力機構の緒方貞子

1 2005/ ] /17� 阪神 淡路大震災紡災パ ネ ル淡
21 
2005/ 総合防災訓練

2ω5/ 防災訓練

2∞5/ ] /17 阿お幸子小学校[ま合i吋�Îj災訓練

理事長 ら が、 総合的 な 紡
災政策や国際防災協 力 な
ど に つ い て話す

市防災セ ン タ 一 、 市北部
防災セ ン タ ー

淡路広域消防本部 ジ ャ ス コtli洲オq，可 な と 実際に物が散乱 し た道路
の通行や防災へ 1) の離着
陸 、 は し ご車での救出 な
ど実E主的な詩11練を す る

福
jJi立祉本

コ
山
ミ 第

ュ 三ニ小
テ

学
ィ

校
ー

、 紡災 市立本111第三小学校 訓 練 に 先立 ち 、 向小の7乙
校長が避難所の当時の様

猪名川 町

子 を 諮 っ た 後、 司怖 を i
千子っ た

阿古谷小学校グ ラ ウ ン ド 大波模地震の発生を想定
し 、 地域住民 ら に よ る 遊
難訓練、 初期消火訓練な
ど

築 主言 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 759 



れか ら の津波IW1Jz に 除宇 る 1"，1際 シ | 独立行政法入港湾空港技術 | 神戸田際会議場
研究所、 国土交通省港湾局

阪神 ー 淡路大震災総合 フ ォ ー ラ ム I lrrJ事務局 ボー ト ピ ア ホ テ ル

神戸I'iCJ際展不場
コ ン ペ ン | 神戸向際展示場

ン タ ー 防災 | 神 ) '(;&1 際会議場
、 兵庫 県被

協 働 セ ン タ 一、
読売新聞大阪本社

2005/ 1 /21 天候、 気校、 水 に 関 す る 災害の防止 1 1吐界気象機関 神戸国際会議場
と 被害の軽減 1 (WMO) 

2005/ 1 /21 災吉 に 強 い 出っ く り 人づ く り ~ 凶 際 | 独立行政法人間際協力機機 ; 神戸 国際会議場
; 協力 と 成果 と よ り よ い支援 に 向 け て

2005/ 1 /22 

2005/ 1 /22 

2005/ 1 /22 

2005/ 1 /31 
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第 5 管区i毎 k保安本音1\、 海 | 神戸港沖
主 自 衛隊 ほ か

震災や洪水 な どの事例報
を 基 に コ ミ コ ニ テ ィ が

I;jj 災 に 果たす役割 を 再検
証 し 、 住民が参加す る 防
災対策の電要性 を議論

東南海 南海地渓 に よ る
津波被害 に備え る 防災訓
練



3 . ま ち づ く り
開催 日

2∞4/ 2 /1 6  I シ
像」

1 2004/ 3 /22- 1 定点撮影写真展
26 

ウ ム
神戸大学 「神戸 フ ィ ー ル ド ! 神戸大学 「神戸 ブ イ ー ル | 阪神大震災で大 き な被害
ス タ ジオ ドス タ ジオ を受けた長同区 に神戸大

学がフ ィ ー ル ド ワ ー ク の
拠点施設 「神戸 フ ィ ー ル
ド ス タ ジオ」 を 開設 し た
の を 記念する 講演会

み く ら す いせん公園 | 阪神大渓災で大火に見幾
わ れた神戸市長田区の御
菅東j也氏で fみ く ら すい j
せ ん公関」 が完成 〕 公 ;
匿ぴら き があ っ た

大仁節子 (アマチュ ア写真 j 東灘区役所 | 仮神 大絞災以降被災地で
家 定点撮影を続ける大仁さ

| んの1 1回目 の展示会
ウ ェ ルブ六甲道 4 番街 | 復興再調発が進 む JR 六

i 守l道駅南地区で区役所な
; どが人 る ウ ヱ ルプ六甲道

4 番街が竣工の記念式典
2004/ 3 /27 記念シ ン ポ ジ ウ ム 「復興再開発活ミ ら I JR 六 甲 道駅南地 区磁業者、; 六甲道勤労市民セ ン タ ー | 復興再関発が進 む JR 六

安心コ ミ ュ ニテ ィ ーへ 地元住民 甲 道駅南地区でい:役所な

、ハノ
式
あ

一的
き

関
響

オ
一
日ン
れソ
々ノ
/\

ス
づ
vt
やり

ル
ま

一
の
J

イ
生
川千

フ
共
大

戸
と
と

神
全
域

A4

 

/
 
内ぺυ/

 
a4A

 

∞
 
つゐ

2004/ 3 /13 公関 び ら き

2004/ 3 /27 ウ ェ ル ブ六甲道 4 番街完成式典

2004/ 3 /28 湊) 1 1 日T 9 了 呂 市民公演記念式典 | 湊) 1 1 岡 地元住民

と、が入 る ウ ェ ルブ六甲道
4 喬街の完成にあた り シ
ン ポ ジ ウ ム を企f�Î

湊川町9T包 市民公園 | 絞神 ・ 淡路大震災で大き
な被害が出た新湊)1 1 の復 ;
!日T事の仕上げと な る 湊
) 1 1医T 9 了 臼 rIî民公闘が完
成 し、 地冗住民が記念式
!Jl� を 開いた

2004/ 4 /17 セ ミ ナ … 住宅再建 ・ 被災地復興支援 | こ う べ ま ちづ く り 会館 1 2001年の イ ン ド グ ジ ャ
シ ス テム研究会 ラ ー ト 地震 と 2∞3年のイ

ラ ン南東部地震の都市住
宅 復 興 の 現状 と 課題 を !
テ ー マ に し たセ ミ ナ - 1 

高木公閣 | 震災で大き な被害を受け
た 西宮北口駅北東地区の
区画整理事業に伴い造 ら

緊急水槽や防災水

1 2004/ 4 /18 1 ，高木公偶 オ ー ブ ン記念式典

zω4/ 4 /24 貫主 2 図セ ミ ナ ー 「震災復興 ま ち づ く | 神戸大学
り における住民対立 と 合意形成J

1 /24 - I 末広 中央公盟関宮式典 末広中央公園

イ ー ル ド ス タ ジ オ で
「安全 と 共生のための都

市空間デザイ ン戦略J を
テ ー マ に震災の経験を生
か し新たな時代の都市の
あ り 方 を提言す る 連続セ
ミ ナ ー の 2 凶 日
震 災 で 118 人 が 犠 牲 に
な っ た宗塚市に、 災害時
の数援活動の拠点 と な る

1 防災公園がオ ー プ ン
2004/ 4 /25 公歯ぴ ら き ま ちっ く り 連台協議会 | 六甲 町公庖

第一章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 761 



の燈\lC展 &鉄の ま ち 回顧展

2∞4/10/30 

2004/12/12 公園完成式典

20Cは/12/18 I 迷続 フ ォ ラ ム 第 9 向 「 自 立 と 速待
ま ち づ く り は遂動である」

2∞4/12/24 I 後隠 ラ イ ト ア ッ プ点灯 式

初05/ 1 / 5 - 1 空か ら 見た震災復興写真展
31 

17 真 ・ 詩の記録J

会場

キ べ ンパス プラザ京都

新長田公E主i

jR 六甲道駅北地区

1 兵l車1;ど 1"1

被災者復興支援会議E 県立神戸学官 プラザ

神戸 栄光教会 神戸栄光教会

神戸 ・ 北野工房の ま ち

2005/ 1 / 8  | 御蔵ヴ'校 | ま ち コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ( 住 民交流施設プ ラ ザ 5

2005/ 1 / 9  - わが町い ま む か し炭
23 

2005/ 1 / 1 5  光復祭 I i*Di(�f同振興組合

六甲遊間制収 震災復興ま ちつ く | ま 問 り 迷合協議会
り 10年プ ロ ジェ ク ト
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l 南京町

六甲道駅北地[ズ集会所

備考

近畿の地震活動、
と 木造E主造物の耐震竹、
都市水害 と 予測 な どにつ

ら の復興の
シ ン ボ ル と し て 整備 さ れ
た HAT 神戸 (神戸東部
新都心) の変還を振 り 返
る ?企画展

| 震災 に よ る
!lI帝が焼失、i 失わ…
に再開発後初めて と な る
公闘が誕生 した
同地区のf油業施設の再建
が完 了 し たのを記念 し て
復興を祝っ た
復興 f 地|メ 薗J主主理事業で
新 た に完成
ノf ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン
や 、 青池jK. 督制作の 「里子
IJI北部 ・ 鷹取の人 びと 」

i r. S峡な ど
再建さ れた i日j教会で夜間

イ ト ア ッ プカせ布、 ま っ た
ら復興への神戸 市

り 変わ り を知 っ て も
ら j云 う と 、 dî内13地上或の
袋 災前、 震災直後、 五号干
の航空写真を展ぷ
ZEの 記録、 詩な と 6 人の
主主 災か ら 10年の記録を展
7F 
震災で壊滅的 な被害 を受
けた神戸 市長田区の御蔵

I j也l亙 の ま ちづ く り を考え
る 。 震災後に同地区を去
り 、 御蔵に戻る こ と がで
き な い元住民 3 人 を招 き 、
震災10年 を訴に、 今の官、
い を 5苦る
震災で大 き な被害 を受け
た尼崎市立花地区 の街並
みの変遷を写真や地図で

; シ ン ボル と
「西安門J が完成

シ ン ポ ジ ウ ム 、 パ ネ ル展
示 な ど



4 . 産業 ・ 労働
関イ韮 臼

2004/ 6 /26 

2004/ 10/ 2 

2004/11/18-
I 21 

2004/1 1/26 

2004/12/19 

2005/ 1 / 13-
18 

2005/ 1 /14 

; 2ω5/ 1 /17 

2005/ 1 /17 

2005/ 1 /18-
22 

2005/ 1 /20 

2005/ 1 /20 

2005/ 1 /21 

2005/ 1 /21 

1 2005/ 1 /22 

事業名 主催者 会場 備考

被 災 者 復 興 支 援 会 議 凹 第 3 痘l 被災者復興支援会議回 長 出 シ ユ ー ス プラ ザ 地 元の ま ち づ く り 、 企業
フ ォ ー ラ ム 「地域絞涜 と コ ミ ュ ニ の 関係者が、 主主席街振興
テ ィ ー の新た な 関係の形成 を 目 指 し や企業の地域貢献 な どに
て 」 つ い て 話 し 合 う
連続フ ォ ー ラ ム 第 6 号I r震災復興体 被災者復興支援会議E 市民交流セ ン タ ー 震 災後の地域牧民、 Ili民( 験を絞た地域力 一問力 と はf可かJ

j
l 団体 な どの活動 に つ い て

話 し合 っ た
ク リ エ ー タ ー ズ モ ー ル 阪神 ・ 淡路産業復興推進機 ノ 、 一 ノ くー ラ ン ド セ ン タ 震 災後の産業復興支援 を

f青 ピ )V 目 的 に 設定 さ れた 同機構
の事業成果 を パ ネ ル や 映
像 で 紹 介

阪神 ー 淡路産業復興検証 フ ォ ー ラ ム 阪神 淡路産業復興1it逸機 ラ ッ セ ホ ー ル 震災で得 た教訓 を 総括 し 、
機 地域経済活怜化への方策

な ど を 考A え た
JR 加 古 川 線 の 電化 開 業 と 高架切 り JR 西 日 本、 兵 庫 県、 t白線 仮神 淡路火震災では不
替え記念イ ベ ン ト 丹 治体 Jijj と な っ た 山 陽線の迂回

ル ー ト と し て利用 さ れた
JR 加 古 川 線 の 電 化 開 業
イ Jミ ン ト

い ま だ風化せず 震災10年報道 と 記 神戸新聞地域活動局 さ ん ち かホ ー ル 震災後の ま ち と 人々 を 記
3主展 録 し た神戸新聞の報道写

真、 紙面 と 阪神大震 災 を
記録 し続け る 会 の 出版物、
テ レ ビ映像、 ラ ジ オ の 音
声 な どで構成

阪神 ・ 淡路大震災10周年記念 シ ン ポ FM CO . CO . LO 大阪国際父流セ ン タ 震災後10カ 月 に 開 局 し た
ジ ウ ム が、 問問で暮 ら す外凶人

の た め の災害情報提供が
番 組 編 成 の 柱 の 1 っ と
な っ て き た。 同 局 は原 点
に 立 ち 返 り 、 災害時の外
国 人 支援 を テ ー マ に話 し
日ð つ、

ニ霞宮セ ン タ ー街超大型ス ク リ ー ン 設 I セ ン タ ー{託生lH筋交差点 追 悼 セ レ モ ニ ー と 新設 さ :
れ た 220 イ ン チ ス ク リ ー
ン の紋映開始

復興か ら 発展へ ! イ ン タ ー ネ ッ ト ブ I f可実行委 員 会 神 戸 の IT it業 と 有志 が i
ロ ドバン ド実験放送局 r 1 . 17のつ どしり な ど、

復 興 イ ベ ン ト を イ ン タ ー
ネ ッ ト を 通 じ て ラ イ フ 中
継 す る

阪神 ・ 淡路大震災 と 報道展 地 元 メ 神戸新聞社 な と 神戸国際民不場 震災後の 1 週間、 神 戸 新
デ イ ア の168時間一 問 、 サ ン テ レ ピ、 ラ ジ オ

関 西 の地元メ デ ィ ア が ど
の よ う な 幸RJtl を し た か を
パ ネ ル や音声な どで再現
す る

災:告発生時の初期対 応 と 緊急事態管 ノ キ ア 神戸国際展不場
理に適 し た通信手段
ア ジ ア 地域 に お け る 人工衛星妓術の 宇宙航空研究開発機億 神戸商工会議所
災害利 用 に係 る ワ ー ク シ ョ ッ ブ
産学官 ネ ッ ト ワ ー キ ン グセ ミ ナ ー ftiJ会神戸安全 ネ ッ ト 会議 神戸国際会議場 危機管理石7 究会 と 各企業

の 活動 報告 と 講i高
企業開の共助 に よ る 防災対策 東京都民3 辺 紡災隣組 (地域 神戸間際展示場

協力会)l 応明活
日

動
の桝

に よ
山
る 社 会

防災 緊制 災害対応協力機構 (CARD) 神戸国際会議場
- 絞i斉力 の強化

第 章 @ 各種 シ ン ホ。 ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 763 



2α)5/ 1 /22 

2005/ 1 /27 ブ オ … ラ ム

2005/ 1 /28 I 震災を乗 り 腿え て 、
す祈念講演会 「新規開業、
を添える 」

764 第 A章 骨 各稀 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

大阪ガ ス 神戸国際会議場

大災害発生時、 被災情報 i
を いかに収集、 発信する l
か。 情報が減災に来た し
う る役割な どを考え る
全国の都市ガス 会社や 自
治体の防災拘:5者が集 ま

;
り 、 阪神 ‘ 淡路大震災の
ガス復旧やその後の紡災
対策を総括す る



5 . 保健 ・ 医療
事業名

「兵庫県こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー」 関 ( 兵庫県
設記念式典

2004/ 4 /13 報日子会

2004/ 6 /18 特別企曲i '医療 と 危機管理J

主催者 会場 備考

兵庫県 こ こ ろ の ケ ア セ ン | 阪神 ・ 淡路大震災で注 目
タ ー ! さ れ た PTSD な ど心のケ

ア を め ぐる研究や人材育
成 に取 り 納 む全i司初の施
設 fこ こ ろ の ケ ア セ ン
タ ー」 の開設記念式典。
参加者 が 「こ こ ろ の ケ ア
の 確 立 を め ざ し て」 を
テ ー マ に討論
イ ラ ン南東部地震被災地
での看護 を め ぐ る 調査の
告認さ丘二メえ村え 仁1 エベ
阪神大震災の被害状況や
氏療務場の様子 を映像で
紹 介。 ラ イ 7 ラ イ ン や交
通網の寸断、 情報の混乱、
ま ひ し た医療機関の現場
を 取 り 仁げ、 災害時の各
機関の連携の必要性を訴
え る

2004/10/ 2 公弱 シ ン ポ ジ ウ ム 日 本病院 地域精神医学会 ! 神戸国際会議場 ア な と を j
テ ー? に開催 ; 

2004/10/24 全困難病七 ン タ ー研究会研究大会 ; 同研究会 神戸市邸 工会議所会館 | 災害時の難病患者支援を

2004/11/ 5 震災10年メ モ リ ア ル学術シ ン ポ ジ ウ
ム

2004/11/20 渓災10年メ モ リ ア ル学術シ ン ポ ジ ウ | 神戸大学
ム
シ ン ポ ジ ウ ム 「悲 しみ を縫に生 き る -' I 神戸ひ ま わ り の会

県保険医協会 「阪神 淡路大震災10 I 県保険伐協会
均年つ どい&被災地視察」

震災10if.医療 フ ォ ー ラ ム 「あの持そ l 神戸市医閥会
し て こ れか ら ー震災10年 目 か ら の出 |

しあ う 会 | あ しなが育英会な と

十中 市勤労会館

P'i I U記念会館

チサ ン ホ テ ル神戸

西LLJ記念会主!1-�

レ イ ン ボ ーノ\ ウ ス

震災か ら 10年J
る命の尊 さ 一 ( 神戸バイ ブ ル ハ ウ ス I f!Ei1闘念会館

2ω5/ 1 /18 災害 と 健康一災害発生後の中 ・ 長期 | 県 立大学看護学部21 世紀 | 神戸商工会議所
的な健康再生カの露目造 I coE プ ロ グ ラ ム

2∞5/ 1 /19 ! 凶際洪水ネ ッ ト ワ ー ク 第 2 郎総会 | 国土交通省、 国際建設技術 | 神戸国際会議場
協会

考 え る シ ン ポ ジ ウ ム
心の ケ アや公的支援で研
究発表が行われた
災害医療の現状や課題 を
話 し合 う シ ン ポ ジ ウ ム
タl:�U後の遺族 ら の ケ ア に
つ い て考え る シ ン ポ ジ ウ
ム 。 パ ネ ル討議に は震災
遺児 ら の支援施設 「神戸
レ イ ン ポー ハ ウ ス」 のJ\
木 さ んが出席 し て 、 震災

i 医療関係者 らが災害時の; 医療活動のあ り 方につい
己盟主主竺
遺児 ら が亡 き 父母にあて
て書い た作文 を朗読。 遺
影 に 花 を 供 え た 後、 グ
ル ー プ に分かれて それぞ
れの思い を語り 17っ た
93歳 の 日 野原 さ んは 、 税
f立の内科医で終末期医療
の第 ム入者 と し て知 ら れ j
る が、 震災10年で講演

! 洪;J， に 強 い コ ミ ュ ニ
テ ィ ー の ための市民 & 行
政 の 新 し い パー ト ナー
シ ッ ブJ のテーマで シ ン
ポ ジ ウ ム カ玄関かれた

第一章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ } ・ イ ベ ン ト 等 765 
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独
兵
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事業名 主催者 会場 備考

2005/ 1 /19 災害住民療における 凶際協力

2005/ 1 /20 守ろ う いのち を ー救急救命フ ォ ー ラ ; 神戸新開社 な ど
ム

神戸新開松方ホ ー ル

766 第一 章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ー セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等



6 . 福1iJ:

2004/ 9 / 5 チ ャ リ テ ィ ー イ ベ ン ト 神戸製鋼ラ グビー部 下 コベ | そ ご う 神戸庖
ル コ ス テ ィ ー ラ ース」

で
身
一

児
ベ

内
問出
の

送
イ

市
川叩
J

災
の

戸
第
会

震
め

神
「

大

に
た

ら
る
社

前
る

か
い
福

を
す

H
て
者

年
後

別
れ
怒

川
支

。
わ
障

災
を

催
行
体
環一
震
ら
ン ト

2∞4/]0/ 2 - 1 ユニ セ フ ・ と も し び、チ ャ リ テ ィ ーパ | 問実行委員会
吋 ー & オ ー ク シ ョ ン

ら
る
関

か
す
て

外
対
め

内
に
込

国
援
を

で
支
ち

災
た
持

震
れ
ん気

大
ら
の

神
せ
謝

阪
寄
感

、ゼレrぃイじ止手口レ工ーベ、つノブ
一

一
タ

コ
ン

復興住宅のお年寄 り を温泉へ招待

2∞4/10/24 悶本教会ガー テ ン セー ル

傷頭募金 神戸市立長峰中学校生徒会 I JR 

2004/11/ 7 街頭募金 町 立予言島小学校

を募っ た。 阪神大震災の
時 4 - 6 歳だっ た生徒が
あ の時効けて も ら っ たか
ら こ そイ可か したい と 戸 を
カミ ら した

北淡町震災記念公園 | 阪神 淡路大震災の震源
地 か ら 新潟県中越地震で
被 災 し た子 ど も た ち に届
け よ う と 実施 さ れた

2004/1 1/ 14 第27[i1]あ し な が P ウ オ ー ク 10 問実行委員会 神戸市内 | 親 を 亡 く した子ど も た ち
を 地球規模で支援。 震災
10年 を 記念 して今回は、
コ ー ス の途中に阪神 淡
路大袋災の当時の写真を
集めたパネル展示 も 企画
阪神大震災で傷ついた子
ど も た ち の心をいやそ う
と 開催 さ れ、 今回が]O[n]

ジ ッ ク カ ! 神戸文化ホー ル

I tヨ
中来会館東亜ホ ー ル

の取 り 組みについての講
淡 と 、 視覚障審者1 ，ω。
人に対 し 、 震災後に 実施
し た ア ン ケ ー ト 結果の報
告

2004/12/18 ク リ ス マ ス会 NPO 法人阪神 高鈴者障害 | 市中一春日 台小学校
者支援ネ ッ ト ワ ー ク

阪神 ・ 淡路大震災で被災
し 、 仮設住宅で暮 ら した
高齢者が集い、 “同窓会"
で近況や思い出話に花を
咲かせた

第一主主 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 767 



768 第 主主 @ 各種 シ ン ホ。 ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

備考

震 災直後の外恋人県民向
け放送の!京穏など 、 震災
当 時の資料な ど約40点 を
渓示、 復旧 ・ 復興の過程

} での {弓協会の取 り 総み を
[ 紹介

シ ン ;f， ジ ウ ム



7 . ボラ ン テ ィ ア ・ 市民活動

第l1illl御蔵学校 ま ち ー コ ミ ュ ニケ ー シ ョ

「生活復興の た め の NPO 活動支援
事業」 の最終報告会

2004/ 4 /23 夜会 ・ ぼたんの会 ぼたんの会実行委員会 i 北野刀 ー デン

襟の達成度や今後の課題
な ど を 報告
阪神 ー 淡路大震災の被災
地 で 活 動 す る NPO へ の
資金支援を 目 的 に 、 奇来、
ス ポー ツ な どの分野で活
縫 す る 人々 を 招 く パー

2004/ 6 / 5 年次総会 市婦人会館
テ イ

災 地 NGO 協 倒j セ ン | 阪神大震災10年の神戸か
ーほか | ら 様々 な 市民活動の意義

j を 考 え る 連続講座。 池田
! さ ん は CW仮設J と は初
だ っ たのか ? J を テ ー マ
に 、 石地 さ ん ・ 中尾 さ ん
は震災後の隙害者の状況
について話す
災害時の被災地 と ボラ ン
テ ィ ア 希 望者の橋渡 し役
を 務 め る ボ ラ ン テ ィ ア
コ ー デ イ 不 ー タ ー の養成
講座
阪神大震災か ら 10年 と な
る の を前に 、 災害時の ボ
ラ ン テ イ ア活動について
考 え る シ ン ポ ジ ウ ム

週末ボラ ン テ ィ ア

20似/ 7 / 5 大震災10年 f
る懇談会

2∞4/ 7 /21 � I 市民セ ミ
1 1/30 

2004/ 8 /23� I ボラ ン テ ィ ア コ
25 | 講座

1i

no

 

-

-

/

/

 

ハU

9

1

 

/

/

 

Aせ

バハー

ω

…
∞
7

 

2

…
2
1

 

jillIll111lJir-

-ij}1111111111

ー

シ ン ポ ジ ウ ム 「ボラ ン テ イ ア でつ く I NMCA 日 本 二輪車協会 | 市立灘区民ホ} ル
る 災杏ネ ッ ト ワ ー ク 」

阪神大震災の被災者の仮
設住宅や震災復興住宅を
訪問 し 、 被災体験やュ詳 し
向 き な どの 馬 き 取 り を続
け て き た年次総会 を 開 き
震災10年に向けた取 り 組

た

期 限 を )lJl え る 震災復興基
金事業の今後について 7
月 に県 と 話 し合いの場を
持つ方針を決めた

阪神 NPO サ ミ ッ ト 2005 開制修 | 生 計￡い し ご と サポー ト セ | 間際エ ンゼル協会東条長Jf l 震災復興ボラ ン テ イ ア活
ン タ ー仮祢 | 修セ ン タ ー ! 弱J に 携 わ る NPO や市民

2004/11/ 8 清婦ボラ ン テ イ ア活動 �\f，な兵)車工業高校 多賀の浜海水浴場

第 。主主 @ 各機 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 769 



事業名
f ア大会

2005/ 1 / 6  - I 白 い リ ボン運動
31 

返 っ た
防災、 災害弱者への支援、
ま た、 中越地震、 台風23
号 被 災 地 の NPO、 救援
を 行っ た おrO への支援
を 重視 しつつ、 街頭で募
金 を行い、 白 い リ ボ ン を
配布

市勤労会館

市 立 二
タ ー

市立浜Lli小学校

淡 路 大 震 災 NPO サ ミ ッ ト ; 宝塚市防災防犯課
「 ま さ かのH寺 に NPO は何がで

ソ リ オ ホ ー ル

ピ フ レ ホ ー ル

2005/ 1 /23 震災ボラ ン テ イ

2005/ 1 /25- I あ り が と う 10周年。
3 /13 援隊J を振 り 返る

スj

 

タン一フボ、つノト」小ひ凶
ー
に3
2

 

鵠川
ア

ハ叫Uのん/
 
ー/

 
にひ∞
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770 第一章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等



事業名
2005/ 1 /30 I NPO ボ ラ ン テ ィ ア 文化 フ ェ ス テ イ

ノてJレ

備考

渓災犠牲者 を追悼 し、 芸

第 一章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 771 



8 . 環境

ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク
リ 苗記念品官樹

タ コ つぼ縫づ く り

1 / 7 I r希望 の リ ン ゴJ 梢樹式

郡家地区震災復興 ま ち づ く | 郡家地区
り 委員会

fUIè 大桝公園

イ諸考

弘L神大震災で被災
ど も の教育支援のチ
テ ィ ー コ ン サー ト な と を
5 íf'. に わ た っ て続けてき
た J-"FRIENDS が市役所
を 訪れ、 記念植樹を行っ
た
阪神大渓災で亡 く な っ た
'I' [l[ か ら の留学lj や華僑
の 人達の冥福を祈る桜48
本 を椀替I

ピ ー ル し よ う と 、 震災で
被 告: を 受け、 さ ら 地 に
な っ て い る 1 " "地 に 、 1 . 8
メ ー ト ル立しr:tJの庭を 16ば
jllJíI日意
震災で44人の犠!J't者がで
た 中央地氏。 事rlU住民み
ん な が復興に，ldよ い を 寄 せ
て ほ しい と 植樹

2005/ 1 /16 日日両 一一 豆EEE三日EEE二 r �� l豆豆樹

772 害事 章 @ 各穣 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等



会場

rJî'h";市内各国]
備考

西宮市内で犠牲に な ら れ
た 1 ， 142柱の慰霊 と 震災
後の市内復興を量買 っ て 、
震 災後の被災者の家庭 ま
た は学校関等に補え ら れ

ン コ事の:;kの植樹、 相H

第一意 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 773 



9 . 文化 ・ 教育

2004/ 2 /14 芦屋芸術祭

2004/ 2 /16 ひ ょ う

2004/ 3 / 6 -
28 
2004/ 3 / 7  

2004/ 3 / 7  

774 第 章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

芦 芸 術 祭 実 行 委 員 会 | ルナ
(NPO 芦燦芸術村 村役

場な ど) の 豊か さ を 感 じ 、 復興の
中 で培われた心のつなが
り を保 ち 続けて も ら お う
と 企図

神戸アー ト ピ レ ッ ジセ ン | 震災翌年か ら続いている
タ ー | コ ン サ ー ト 。 震災の犠牲

者 に黙祷を さ さ げた後、
!むの合奏団 な
仮 神 大 震 災 や様々i 件 知一忙
く し た 父親 ら が集 ま っ て
忠 い を 語 り 合う f躍 し

カ ラ オ ケ 喫 茶 CBe at I 生 ま れっ き ほ と ん ど尚1+
PoPPY J が開 こ え ない小路 さ んが

阪神大震災直後に触れた
演歌が忘れら れず散の道
に進み、 初め て ソ ロ コ ン
汁 ー ト を 潟 く



開催 B
2004/ 3 /25-
4 / 6  

2004/ 3 /27-
28 

2004/ 3 /27 -
28 
2004/ 3 /27 

2004/ 3 /28 

2004/ 3 /29 

2004/ 4 / 4  

2004/ 4 / 5 -
5 / 5  

2004/ 4 /14  

2ω4/ 4 /24 

2004/ 4 /24-
5 / 5  

2004/ 4 /25 

2004/ 4 /25 

事業名 主催者 会場 備考

伊藤太一作品展 京阪百貨j占 尽阪百貨庖 ! 彫刻家の伊膝太 さ んの
四 国遍路の道中 の風景 を
描 いた作品展。 震災犠牲
者の冥福 を 祈 る た め 四 国
に 通 い 詰 め た と き 心 に
残っ た風崇や各寺院を題
材 に し た作品

阪神大皇室災復興祈念 コ ンサー ト 2004 阪神淡路大震災復興支援祈 神戸朝 日 ホ ー ル カ ンパ方式で逮営の コ ン
藤井敬吾 & 藤井由美 「ギタ ー と ピ ア i 念 コ ン サ】 ト 実行委員会 サ ー ト
ノ が奏でる 世界」
阪神大渓災復興祈念コ ンサー ト 2004
六車智秀ふれあ い コ ンサー ト r四季J
ア } ト ノぐ」 ク フ ェ ス テ イ ノミル

第 1 凶 防災教育チ ャ レ ン ジ プ ラ ン
ワ ク シ ョ ッ フ。

出前放送

神戸21 世紀復興記念コ ンサー ト 2004

絵画 ・ き り 絵展

よ し も と 新長田寄席初公演

コ ンサー ト

イ ン ブ イ オ ラ ー タ こ う べ2004

阪神 ・ 淡路大震災復興チ ャ リ テ ィ ー
コ ンサー ト 「復興の詩」

お も しろ音架博物館

阪神淡路大震災復興支援析 神戸朝 日 ホ ー ル カ ンパ方式で運営の コ ン
念コ ンサー ト 実行委員会 サ ー ト
同実行委員会 大祈公罰 な ど ア ー ト で ま ち の活性化 を

は か る 。 芦屋の風土 を 知
る ク イ ズ、 大道芸、 バザー

NPO 法 人 キ ャ リ 7 ・ ワ ー 東京都内 充実 した防災教育の公開
Yレ ド を 通 じ て各地域で 自 立的

に 防災教育を取 り 組む環
境 を 作ろ う と 開催。 全国
の学校や同体が多彩な プ
ラ ン を発表、 意見 を 交換

: 
長田中央市場前特設ス タ 長 田 区に多い奄美群島
ジ オ j 徳之島出 身者に故郷の島

E貝 を 跨 いて も ら お う と 長
田 中央市場前特設ス タ ジ
オ で “出前放送"

向実行委員会 神戸文化 ホ ー ル 阪神大震災か ら の復興な
ど を 監事 う コ ン サー ト 。 t旨
揮者の山本邦夫さ んが横
浜で被災地復興 を 願 っ て

; 演奏会 を 開いたのがき っ
かけ。 昨年から 三宅島民
の 支援 も 兼ねている( NPO J山 肌Li と 可決の RCN キ ュ ー ブ 1 1 Iの小美 神戸の町 を 描 き 続け る 作

ネ ッ ト ワ ー ク 術館 家の 2 人の絵画 ・ き り 絵
農が関かれ、 阪神大震災
を 乗 り 越えて力強 く 生 き
る 人 と 町の姿が話題 を 集
め る

サ イ ト ー コ ウ ベ サ イ ト コ ウ ベ 阪神大震災か ら の再潟発
が進む地域を元気付け よ
う と 吉本興業の 「 よ し も
と 新長田寄席J の初公演

市青少年オ ー ケ ス ト ラ 大阪府柏原市内 阪神大震災で亡 く な っ た
大阪教育大学大学 院生五
井野香織 さ ん を悼む弦楽
組 曲 r.KaolíJ が初披露
さ れた

イ ン フ ィ オ ラ ー タ こ う べ ��- ノ 宮あ じ さ いi重 り ほか チ ュ � 1) �J プの花び ら を
i 2004、 元町 あ な も ん実行委 数 き 詰めて絵を作 る イ ベ
員会ほか ン ト 。 阪神大震災か ら の

復興を願っ て始ま り 、 今
年で 8 周 目

同実行委員会 神戸文化ホ ー ル 故j可島英五さ んの発案で
1995年か ら続け ら れて き
た阪神 淡路大震災復興
チ ャ リ テ ィ ー コ ン サー ト
が第10屈 を も っ て終了す
る 。 j収益は震災遺児支援
の桃 ・ 柿育英会に寄付

ほ た る 火 コ ンサー ト 協会 長田区役所 阪
と

神
人

大
を
震
音
災
楽
で
で
傷
癒
て

そ う
:何
と

1996年 か ら 年 2 ["J開いて
い る コ ンサー ト
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2α)4/ 5 / 2  

2001/ 5 / 5 追悼舞台 湊)1 1神社

2004/ 5 / 8 阪神 ・ 淡路大震災10周年記念事業 ! 兵庫県淡路県民凶 な ど j 淡路夢緑台、
I '淡路島ベス ト ・ ミ ュ ー ジ ッ タ フ ェ 峡公閑
| ス テ イ パル m 夢舞台」

2∞4/ 5 / 8 - 1 新日制 ミ ユ ー ジ ツ ク

2∞4/ 5 /10 I 阪神大渓災復興支援特別 コ ンサ ー ト j 読売新íj批! 、 読売テ レ ビ、
読売 日 本交響楽防

山/ 5 /12 修学旅行 神戸長田 コ ンペン
議会

2004/ 5 /13 ロベル ト ・ アハ ド指降五嶋み ど り & 1 読売新開社
読売 日 本交響楽凶

ヤ リ テ ィ ー作家展 「その | カ フ ェ 6 丁 目

東);(芸術劇場

カ フ ェ 6 丁 目

ギ ャ ラ リ ー心

る ー 方 、 毎 年 こ の コ ン
サ ト を 閃いている。 収
益の 一部は渓災遺児のケ
ア施設な どに贈る
阪神大震災な どの犠牲者
追悼の祈 り を込めて毎年一
神 戸 を 訪 れ て い る ギ リ
ヤ ー ク E ヶ 奇 さ んが ι 
面 こ棒でヲ いた を 抹fl l
に こ 身の 」 を振 り 車交っ 1
て舞 ミ踊る ! 
1県内の 文化団体、 学校を
招いての音楽イ ベ ン ト

し に 気付 き 、 寄 せ 桶 え
ア ー テ イ ス ト に転進 し た
井ニ ヒ さ んの作品展

2004/ 6 /10 絵本 f地 の こ と
展

シ ョ ン | 御蔵通 5 ・ 6 ・ 7 l 目 白 | 地震 か ら 命 を 'î)'る 耐震補
治会館、 人 と 防災未来セ | 強の大切 さ を知 っ て も ら
ン タ 一、 海文堂書「占 | お う と 作 成 さ れ た 絵 本

776 第 王者 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

i ，地震の こ と は な そ う 」
の原爾展
総合学習の時間 を使っ て
阪神大震災について学ん
で い る 附 山県の'1'学生 ら
が初 日 新聞神戸総)社訪 j
問
7月 14 H にや1') î 1"1際会絡
で 開 く コ ン サー ト の チ
ケ ッ ト 600枚 を ':lPO i去
人阪神淡路大震災L 17希



開催日 i 事業名 | 主催者 会場

2004/ 6 /12� 1 CD fす き 絵本 「 ほ ら 、 う たが き こ え | グルー プ ベス ト フ レ ン
20 る よ 」 出版記念 コ ン吋 ー ト

は ら ホ ー ル (東灘区民
ン タ ー) ほか

2ω4/ 6 /12 被災青少年 を励王す集い

2004/ 6 /13 第 7 出 こ こ ろ づ く り 絵画教窓

2004/ G /17 コ ンサ ー ト The Melody is You 

2004/ 6 /18 レ ク チ ャ ー コ ンサ ー ト

同実行委員 会 な る お文化ホ ー ル

こ こ ろ づ く り 絵両教室 in 1 県立 淡路夢舞台国際会議
淡路夢舞台実行委員会 ! 場

市民セ ン タ ー

阪神 ・ 淡路震災復興支援10 1 市立本1L!第三小学校
年委員会ほか

2004/ 6 /29� ノj、 さ な絵描 き た ち ~被災地パム の子 j 被災地交流実行委員会 j 人 と 防災未来セ ン タ -
8 /29 ど も た ち が見た風景

2004/ 7 
18 

2004/ 7 /17 

2ω4/ 7 /18 

2004/ 7 

後災10年チ ャ リ テ ィ ー作家展 「主主ら | カ フ ェ 6 了 日
しのヰ1で」

ンサー ト 2004 1 1πl実行委良会

阪神大震災メ モ リ ア ル コ ン サー ト
j一生命の讃歌 よ こ こ ろ に響け」

カ フ ェ 6 TtJ

1 百符 IÌJ 民会 館 ア ミ テ イ
ホ ル
美号事堂

ピ フ レ ホ ー ル

ヒ マ ワ リ の写生会 NPO 法人阪神淡路大震災 j 東灘反山手幹線沿道
1 .  17希望の灯 り

1 .  17を忘れない | 神戸王子業祭20(川実行委員会 ! 神戸新潟松方 ホ ー ル

月 代 わ り
テ イ ス ト
思 い
展示。
し の '1 'でJ
さ んの水彩画約20点が展
示 さ れる
カ ンパ方式で運営の コ ン
サ ー ト
震災発生から10年 を迎え
た の を機に阪神 淡路大 i
震 災 を 見つめ 11まそ う と 始 !
ま っ た個展 ; 
梅以 さ んの フ ァ ン で 自 ら i
も 被災 し た尼崎の向井清 i
F さ んが依頼 し、 命の大
切 さ や生き ている こ と の
素晴 ら し さ を弾 き 諮 り の
フ ォ ー ク ソ ン グで{云える
阪神大震災1C年 の追悼行
事 に展示す る ための ヒ マ
ワ リ の写生会。 ヒ マ ワ リ
は震災で加藤はる か さ んi u -M く
の ヒ マ ワ リ が咲い た こ と
か ら 地域伶誌が復興の シ
ン ボ ル と して毎春、 更地
や占伝送に礎を ま い て い た
も の
阪神大震災か
願 っ
さ
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の人た ち に知 っ て も ら お
う と 神戸 市須磨医出身の
脚本家、 ff/;J本 さ んが手が
け た震災車jが上演 さ れた
阪神大震災後被災者 を励
ま そ う と 和太鼓の演奏を
統けて き た 「はた っ こ 太
鼓J の メ ン バ】 が、 今夏、
米 [1'1 シ ア ト ル 市 へ 渡 り
〈復興の響き 〉 を届ける

一作家展 「だい | カ フ ェ 6 丁 目 カ フ ェ 6 J 臼 月 1çわ り で頭市 身のアー
テ イ ス ト が絞神大震災の
思 い を 描いた作品 な どを
民示。 今回 はイ聞挺 「だい

3.l じ よ う ぶ、 神F1J

地震火1 1 1 こ ど も サマ ー ス ク

/12� I 李浩麗 ラ イ ブ

2∞4/ 8 /13� I 復興チ ャ リ テ ィ ー民
18 

8 / J 8 -- I 絵本の複製l酎展

神戸元気宣言

2004/ 8 /29 

2004/ 8 /31 防災イ ベ ン ト

第 f章 @ 各理重 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等

i百!実行委員会

華音

ニ ツ 星ベル ト 神戸本社

蔦E芸誌:兵衛、 森のギャ ラ

ょ う ぶ 、 神戸」 と 鐙
した仏画作家

んの作M115
れる

た な ばた ま つ り 。 3 年
ら 開催

地形鋭察や実験を通 し て
六 甲 山 の な ぞに返る。 8
11 は野外に，'ilて、 布 引 ダ
ム や六 甲 山の断層 を観察
阪神淡路大震災で被災 し 、!
震災 と 故郷 ・ 台湾の地震
の被災者 を歌で励 ま して
き た神戸市在住の台湾人
歌手、 李 さ んの う イ プ

サ ン パ ル ギャ ラ リ ー i 絞科 大震災か ら 10年 を前
ド ゥ i ，こ チ ャ リ テ ィ ー展を 関催di -叩吋川1 を 通 じ て震災義i興事業 j

Hこ全額寄付 さ れる j 
ふれあいサ ロ ン

ポ ト ア イ ラ ン ド

神戸新聞松方ホ ー ル

阪 神 淡路大渓災の体験
を描いた複製画展
人気ア ー テ イ ス ト が集 う
I a-natioilJ の 関 連 イ ベ

ン ト と して特設ス テ ー ジ

阪 神 淡路大震災10周年
記念事業 と して行われた
阪神大震災の被災者を力 j
づけ、 神戸の地でiI楽文 i
fヒ を よ みがえ ら せ よ う と 1
4f1 ま っ た フ ェ ス テ イ パル

神 戸 市消 防局、 オ ワ ァ ク | ャ フ ー BB ス タ ジ ア ム
ス ・ フ ル】 ウ ェ ー ブ

オ リ ッ ク ス ー 近鉄線の始1一切 たマ
ン シ ョ ン に 閉 じ込め ら れ
た少女 と 、 少女を 紋LH し
た消防隊員 が 9 年ぶ り に
再会 j 



開催日 事業名
2004/ 9 /  1 � 震災10年チ ャ リ ァ イ 一作家展 個展
30 「再生」

20似/ 9 /19 蹴 ラ テ ン ミ ュ ー ジ ッ ク ス ト リ ー ト
2∞4 

2004/ 9 /19� 神戸市民わが街オベフ
20 

2∞4/ 9 /22 父流会

2004/ 9 /25 連続フ ォ ー ラ ム 5 rnJ El r地域で育て
る f震災」 文化 と その発信J

2004/10/ 4 � 六 甲 山 か ら 空へ地へ
31 

2004/10/ 6 � コ ンサー ト

2004/10/ 8 � 寄 り 道工凶作品展
11  

2004/10/ 9 � 神戸 ・ jclllJ ミ ュ ー ジ ッ ク ウ ィ ー ク
17 

2004/10/10 震災復興10年祈念 ・ 津軽三味線全国
大会 inKOBE

2004/10/15� 神戸わがf告 と演
21 

2004/10/16 グ ラ フ 誌 rñi民の グ ラ フ こ う べJ 記
念持影

2004/10/21 合同授業

2004/10/22 間 歩 き

主催者 会場 {瞳考

カ フ ェ 6 丁 目 カ フ ェ 6 丁 目 月 替わ り で開催。 神戸 の
街は一度壊れて し ま っ た
け れ ど、 再生す る こ と が

i で き る 。 そんな思い を 込
め て水彩覇な ど約15点 を
展 示

問実行委員会 長田反内の商!呂街 音業の力で被災胞 を 盛 り
i二げ よ う と する 依 し

市民グルー プ f ア ー ル ・ jレ 神戸文化ホ ー jレ 震災で傷ついた神戸 を音
ネ サ ン ス 神戸J な と ; 楽の力で元気づけ た い と

「震災か ら 100年後の神
戸J を テ ー マ に、 神戸弁
で モ ー ツ ア ル ト の 「魔笛」
を 演 じ る

県立舞子高校、 道立虻出高 出亡m町 内 県'1L舞子品校環境防災科
校 の 2 年生が、 修学旅行 を

利用 し て 、 4 年前に北海
道 ・ 有珠山の噴火で被災
し たj草炭虻IB高校の生徒
と 交流する

被災者復興支援会議阻 市民セ ン タ ー 「震災」 文化の発信 地
域に根ざ した文化につい
て 話 し 合 う

摩耶山掬星台 震災10年 を前に、 震災で
崩 れた 鳥居か ら 作 っ た い
すや、 ベ ン チ を屋外展示
し た催 し

東方文化芸術団 中 国 ・ 成都 ・ チベ ッ ト な 震災lO:fド を 前に、 震災で
ど は 口 本 人 も 中国人も 向 じ

よ う に苦 しみ、 助け合っ
た気持 ち を忘れず、 日 中
の懸け橋に と 意気込む

パルシェ香 り の館 阪神 ・ 淡路大震災で全壊
した生家 を 再攻 し よ う と 、
4 年前 か ら 君主の ミ ニチ ュ
ア づ く り を 始めた。 中谷
尭 さ ん、 日 出子 さ ん夫妻
の初展示会

|司実行委員会 7I;田I臨席街 音業好 き の硲庖 主 ら が阪
神大震災で被害 を受けた
f告の活性化を願って 1998
年か ら 始め た コ ンサー ト

rJj笑行委員会 長田神村 'L、震わせる津軽三味線で、
長田の人た ち に生 き る 勇
気 と 明 日 への希望を与え
た い と 関{雀

県立 ピ ッ コ ロ 劇団 ピ ッ コ ロ シ ア タ ー 1995年の阪神大震災前後
の神戸 を舞台に、 恋愛や、
結婚、 死な どの人の営み
を 通 し て生の窓味を向い
かける鎮魂劇

メ リ ケ ンノぐー ク 震 災があっ た1994年度生
ま れで、 今は小学 4 年生
に な っ た神戸の子 ど も が
集合

市 、f 一葉小学校、 給問医r:rz: 長白区内 今回で 8 [i'i] 日 と な る 合向! 問小学校 ( 鳥取県) 授業で、 住民か ら 阪神 ・
淡路大震災での被災体験
を 向い た

m立浜|主小学校 兵庫院内 同小 4 i]二生が、 校区内の
防災設備や消防設僚の場
所 を チ ェ ッ ク した結果を
も と に手づ く り の 「防災
マ ッ プJ を作る

第一章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 779 



事業名

WE ARE ALIVE 

2004/10/30 創作 ミ ュ ー ジ カ ル

防災運動会 | 防災福祉コ ミ ュ ニ テ ィ ー | 市立本山第 :小学校 j 楽 し く 防災に親 し ん で も
! ら い 、 地域 と 交流の機会
を も っ て も ら お う と 4 年
前から 実施。 防災に ち な
ん だ競技が行われた

ヤ リ テ ィ ー コ ンサー ト j 東方文化1�*J[ijj 神 文化ホ ー ル I 2 部構成、 昼の部は 「震

兵庫県公館

2∞4神戸全 日 本女下 ハ ー フ マ ラ ソ ン [ 兵庫県、 神戸市、 日 本陸上 | 神戸市内
大会 ! 競技連盟な ど

ふれあ い文化祭 市立有馬小学校

チ ャ リ テ ィ ー コ ンサ ー ト AKO i シ ュ ー ズ プラ ザ

版画展 ー ポニ ー ヤ

8 � 1 展示会 1 資料でた どる 阪神 ・ 淡路大 | 神戸大学阪神 ・ 淡路大震災 | 神戸大 今
震災の記録 と 記憶 1 10周年卒業委員会 な ど

2004/1 J /  9 � I 漠災資料窓民 あ れか ら 10if.
1 2  

780 第 章 @ 各穏 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

人 街 ・ ながた震災資料室 | 長打JIま役所

災 慰 問 コ ン サー ト 」 、 夜
の部は 「流j11:式の王虹む と
呼ばれた愛新覚経滅傑氏
の妻 ・ 治 さ んの人生を音
楽、 舞踏、 タ ッ プダ ン ス、
朗読で描 く
売上金は、 阪神大震災で
亡 く な っ た 中 国 人留 学
生 ・ 就学生の雨殺 を2005
年 1 月 に 5 力i 6 B で神戸

2001年 に大地震に見舞わ
れ た 中米エルサルパ ドル
で心の復興を願う 版画展
阪神大震災から 10年 を迎
え る に あ た り 付属凶書館
が集めた 「渓災文庫」 を
公開



開催日 事業名
2004/11/ 9 � I 写真展 「被災地ノ ミ ム か ら の メ ッ セ ぃ
28 ジJ

2∞4/1 1/10 I 神戸 中南会 「秋の例会J

2004/11/13 I I�j支持ノト音楽会 iîi立l1)j綴小学校 市立明去五ノj、，子校
生 ま
べる よ う にJ を作詞作曲
し た白井真 さ んが指導す
る 同小の音楽会で、 イ ラ

;
ン 地震の被災地パ ム の子
ど も た ち を励 ま す歌 「締
く あ な た をJ が初披露 さ
れ た

神戸市 シ ルバー カ レ ッ ジ | 神戸 IIí シ ルバ ー カ レ ッ ジ | 市民参加の震災写真展 を
12/10 キ ャ ンパス ! 開催
2以)4/11/19 元永定IE C震災10年 こ こ ろのおおえ i 1日]実行委員会

んか」 現代美術 と 演説:大行進
プ レ ラ ホ ー ル

2004/1 1 /19 邦楽 レ ク チ ャ ー コ ンサ ー ト 紋付1 . 淡路震災復興支援10 I 市立本11 1第三小学校
年委員会ほか

2004/1 
21 

仮ネjl 淡路親子ふれあい交流会 i オ リ ッ ク ス野球ク ラ ブ ! 北淡町 震災記念公園ほか

2脚/1川1 I 連続フ ォ ー ラ ム 第 8 101 C多様な関係 「被災者復興支援会議問 | 市立潮見中学校
者の参画が公共性を紋 ぎttlす」

2004/11 /21 自 主紡災活動推進大会

2004/11/21 災害復興支援チ ャ ワ テ ィ ー公演 「
方挺tl i:iの輪 ! J 

2004/11/22 震 災 10
ン ヨ

2004/11/23 

吉手[潟県 伊豆市内

2∞4/11/23 地球の水と緑を守ろ う 問ア ジア協会ア ジア友の会 i 長出 区対辺
ウ ォ カ ソ ン ・ 2004 C生 命 の 水
ウ オ ー ク 」

銅家の5t永定iE さ んが震
災モ ニ ュ メ ン ト や 「心の
応援歌」 な と ア ー ト と 歌

! を披露十一一一一
! 日 本の{ム車充高一楽 を i重 して 、
被 災 地 の 子供が感潤 を
養 っ た
震 災 を 教訓 に、 命ゃ助け
合い 、 支え あ う こ と
切 さ を 見つめ拾 し、
の き ず な を深めて も ら
う と 金甑

第 ム章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ゼ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 781 



ユ

日一
/

催一
日

開一
//

ωω/L1/27� I 常設展 「 コ レ ク シ ョ ン炭田」
2005/ 3 /13 

2ω4/11/30 1 N グ ラ ン プ リ NAGATA

即、立美術館 j 県立美術館 | 阪神 淡路大箆災直後、
令b，qの作家か ら寄せ ら れし
た 「震災復興全国支援ポ
ス タ ー」 の原函な ど、 震
災関連の作品30点 な どを
展示

商f占社 隊神戸セ ン タ ー街J I 商庖街西村l戸セ ン ト街 | 渓 災で傷つい た町を “お
笑い" で盛 り 上げよ う と

2004/12/ 4 � I 伊丹 の災害服
19 

市立博物館 市立博物館

ら 10年を前に、 心
して教訓| を次代

ょ う と 潟催。 豚汁
出 しゃ震災鎮魂綴

ど

阪神大震災の被
ミ ュ ー ジカ ル を演

戸i じ芝居
で舞台 に た っ た

甲南大中友会館大ホ ー ル j 震災で大 き な被害を受け
た長田ほの地場産業 ケ
ミ カ Jレ シ ュ ズ業界の復
興 を テ ー マ に し た劇 を 上
演

阪神大震災当持、 神戸公 ;
に被災 した市村 さ ん i

が、 被災 し た方々 に ひ と [
早 く 見て ほ しい と 自 ら

発案 し て、 被災者約600
人 を 招待 し た

主主災当時、 長田区内の小
学生だっ た平本 千映 さ ん
が復興への思いを込めて
書いた 編の討が歌 に な
り 、 母校の小学生に よ っ
て 合隔が披露 さ れ る

来年で震災10年 を迎える
に 当 た り 、 同 然災害か ら
の教司11 を学ぼう と 企画i- ー に 復
興 を ア ピ ー ル し、 神 戸 ら
しい芸術的で快適な空間
を つ く り だそ う と ス テ ン
ド グ ラ ス を設置

阪神 淡路大震災でふる
さ と の姿が ど う 変わ っ た
の か を 学ぼ う と 、 3 、 4
年生が 2 カ 月 間かけて間 ;
き 取 り し た調査結果を披 |
露 i

2004/Jl/30 被災学校の 「明 日 J を考え よ う | 読売新聞 東京本村 | 長州市
新潟 と 阪神 淡路大震災を結ぶつ ど
し 、

2004/J2/ 1 1 KSC う た ごえ大祭典 神戸 シ ルパ ー カ レ ッ ジ | しあわせの村

2004/J2/ 2 1 1 1慌の ネ コ 上演 お も ち ゃ箱カ ンパニ ー | 神戸文化ホ ー ル

産1 甲南文学学生

2004/ 1 2/ 3  人芝居 「ク リ スマス ・ キ ャ ロ jレJ
j リ ハーサルへ被災者を招待

i 新神戸オ リ エ ン タ ル劇場

2004/12/ 3 震災10年子 ど も た ち の メ ッ セ ー ジ l 同実行委員会 ピ フ レ ホ ー ル

2004/12/ 4 宮セ ン タ ー街

782 第 一章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等



20Cは/12/ 5

2004/12/ 5 

2004/12/ 5 

2∞4/12/ 6 

復興祈念 コ ンサー ト 「第九 m 芦屋川 NPO 法人芦屋芸術村

神戸 と き め き コ ン汁ー ト 兵庫防衛協会

KO日E 7 ア イ ヤー ワ ー ク ス イ リ ユ ー | 同実行委員会
ジ ョ ン

! 神戸学院大学阪神 淡路大震災10潤 i 神戸学院大学
年事業
講演会 τ台T1l忠夫氏 と 語ろ う 」

1 芦燦ルナ ， ホ ー ル

神戸文化ホール

六rìJ ア イ ラ ン ド

ピーホ ル

と を忘れずに金協 に向け
て発信 し よ う と i こ う べ
元町か ら 希望の灯 り 」 と
題 し た オ ブジェづ く り を
企画
芦屋 フ ィ ルハー モ ニー管
弦業団 な ど大半が震災を
経験 し た と い う 1 50人が
出 演 し た

阪神大震災の復興を音楽
で盛 り 上げよ う と 自衛隊
の音楽隊 と 市民バ ン ドが
合同で演奏会を開催

阪神大震災か ら の復興を
全 国 に ア ピールす る レ ー
ザー と 背楽 を使っ た花火
イ ベ ン ト! 被災慨を ばねに峨で
ブロ ゴル フ ァ ー に な っ た
古市氏の講演会

2∞4/12/ 9 - I ミ ュ ー ジ カ ル 「心の イ ドラJ
15 

神戸ネザー ラ ン ズセ ン タ ー | 神戸ハ ン タ ー坂 AMZ 阪神大震災で実 と 息子を
亡 く し た男性が、 孫 と そ
の交際相手 と の触れ合い
を き っ かけに青春時代を
思い出 し、 生 き る 怠訪 を
取 り 淀すス ト ー リ ー

シ ニ ア 合 唱 団 f 汀 ー ロ | 神戸文化ホール | 阪神 ・ 淡路大震災の犠牲
KSCJ 者を歎声で逃悼 し よ う と

開催。 復興への誓いを新
た に し よ う と オ リ ジナル ;
合唱純白 「あれか ら 卜年パ

北合慢 し た

シ ン ポ ジ ウ ム | 淡路夢舞台国際会議場 行 波字申 i炎路大震災の経験

lt野 仁房の ま ち

メ イ ン ホ ー ル i と 映歯 r 大i容と を震ね合

北野工房の ま ち

わせ、 そ れぞれの 「ゼロ
か ら の出発」 を話す

北野町でア ト リ エを構え
る ス テ ン ド グ ラ ス 作家、
村岡立青春さ んが 「鎮魂J
の思い を込めて制作 し た
33点 を 展示

特別段 「震災を乗 り 越え た さ かな た j 須磨海浜本族園 須磨寺海浜水族園 阪神 淡路大震災では飼
育 していた生き物のほぼ
半数が犠牲に な っ た。 震
災直後の罰内の様 子 を 紛 ;
介する ほか、 生 き 延びた

市立な ぎ さ 小学校

同級織委員会

2004/12/14 紡災授業 ; 市立駒台小学校

2004/12/14 阪神 淡路大主主災復興10年演奏会 | 神戸フ ロ イ デ合唱間

市て/ な ぎ さ小学校

中央:1;<

ffj立樫聖子台小学校

国E2竺三
神戸ル ミ ナ ワ エ に あ わせ

ぎ さ 小学校の児童た
な ア ー チ 8 基を

く り した

と街の
て始 ま り 、 今

年で1 0同g 。 テ ー マ は北
の51

i世界 子 ど も 'jj災会議をr'JÍî
に世界の災害を知ろ う と
イ ラ ン 人留学生 ら を招 い
た

神 戸 国 際 会館 こ く さ い | 曲 目 は ベー ト ー ベ ン の
ホ ー ル I r交響曲第 9 番J

第 章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 783 



備考

震災追悼演奏会

M件〈中山寸ドい日向いい判間同崎先日 震災の大惨事が与え た影
響 を 考 え る 。 関東大震災
を体験 し た谷崎潤 官11 と
阪神 淡路大震災 を 人災 j
と 問 う 村 上春樹について i
解説 i 

神戸市内の震災時 と 復興
の橡 子 を定点観測 し て撮
影 し た 写真110点が展示
さ れた。 ま た、 鎮魂や再
坐 に ま つわ る IHIがジ ャ ズ

2004/12/18 写真展、 ジ ャ ス コ ン丹 ー ト ンサー ト 2004実行委 | 白鶴澗造資料館
員会

2004/12/19 創作創 「ぼ く た ちの)JでJ _Uうと 1 m立真野小学校

2004/12/19 熱 き 音楽家 コ ンサー

被災地のぶみ を本原や写
真集でた どる合断。 こ の
10年 間 に 刊行さ れた震災
関連の27種類128冊がそ
ろ え ら れる

人 と 防災ぷ米セ ン タ

2004/12/22 チ ャ リ テ ィ ー ラ イ フ

2004/12/23 渓災10毘年メ モ リ

784 告 示 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ サ 一 回 イ ベ ン ト 等
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事業名
チ ャ リ テ イ 』 コ ン吋 ー ト

7守の祈 り 喬の祈 り

追悼写哀展

詩集 ひ と の未来展

786 第一家 @ 各稜 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等

人 と 妨災未来セ ン タ



開催 日 i 事業名

2005/ 1 /13 1 ;た地震鎮塊たこ揚げ

2005/ 1 /14 I K.G.OB&OG Jazz Night 

2ω5/ 1 /14 I あの朝か ら10年 くやっ
コ ンサー }

2∞5/ 1 /14� 1 徳永平麿 徳永幸子

鑓考
阪神大震災の教訓[ を忘れ
ず、 鎮魂の思い を込めた
大 だ こ 、 小だこ を 同校 グ
ラ ウ ン ドで錫げた

�UI!J' タ ダオ ら 関与'大卒の
ジ ャ ズ演奏家に よ る チ ャ

; リ テ ィ ー コ ンサー ト

19 震災10廊年メ モ リ ア Jレ展 景な ど を描いた 自 作の泊
絵の展示会を開催 し て き
た 夫姿の メ モ リ ア ル渓

2005/ 1 /14 渓災復興 ミ ュ ー ジ カ ル f明 日 の空へ | 震災復興 ミ ュ ー ジ カ ル 1 . 1 新神戸オ リ エ ン タ ル劇場 | 阪神大震災で受け た心身
2ω5J I 1 7実行委員会 の傷 を癒 し、 明 日 への

歩 を 踏み出す若者た ち の
うを を 描 く

NPO 法 人芦屋芸術村村役 | ルナ ・ ホ ー ル
場

阪神大震災の犠牲者追悼
イ ベ ン ト 。 売上金の (部
は 、 新潟県中越地震の被
災者のため に寄付 さ れる

イ ン コ ンサー ト

没後10f!ニ津高手口 追悼展

2005/ 1 /15� I r のぶ ち ゃ んJ 上演
17 

2005/ 1 /15� I 神戸 ツ ー デー マーチ
16 

[五i際音楽協会

ギ ャ ラ リ ー烏l甘

2ω5/ 1 /1凶5 1 メ モ リ ア ル コ ンサ一 ト s 炎 と 涙の底 | 神戸市役仰月所fセ ン 夕 一合!哨:鳴高
治か、 ら " 

2∞5/ 1 /15 I 震災10年一神戸から新潟へ~ ブロ野 | 同事務局
球12J'求i苛ふれあいチ ャ リ テ イ

あ じ さ いホ ル 阪神大震災か ら 10年をjIJj
え 、 復興 し た桂Jから元気
な f苦楽を発信 し よ う と 、
神戸 兵庫 にゆか り のあ
る さ ま ざま な ジ ャ ンルの
音楽家 に協力 を呼びかけ
て 実現

震災で亡 く な ら れた津高
和一先生を追悼 し て、 今
回はブラ ジルか ら里帰 り
す る作品 を含め た人~規模
展 と な る

ト ピ レ ッ ジセ ン | 神戸大j量産t部 「神大 自 由
劇場J OB が、 震災で亡
く な っ た部員カぎ書 き ý� し
た脚本の一部 を 、 実際の
廓j に採 り 入れて上演 し て
も ら う 余画

仮神大震災の被災地 を歩
き 、 犠牲者の造俸 と 被災
時に会lJjか ら 受けた支援

17 
選手が被災 した子 ど も 遼
と 交流す る チ ャ リ テ イ }
イ ベ ン ト

2005/ 1 /15 淡路島 ・ 津名町か ら の発信 伝え よ | リ メ ンパ ー神戸プロ ン エ ク | しづかホ ー ル
う H あの時のこ と を 「神戸の援の歌J I ト

淡路島 ガー ルス カ ウ ト 兵
康保第95回 と リ メ ンバー
神戸 プ ロ ジ ェ ク ト の メ ン
バー で 「神戸の壁の歌」

ミ ニ コ ンサー ト

写兵展「震災から 10年 米出手fJ子畏J I rtJ立美術博物館 市立美術博物館

と 101号年記念 「忘れない j
B に祈 り を 1 . 17J を 歌 う ;

渓災時に神戸周辺で写 し
た作品 と 、 今夏芦屋で写
し た作品 を対比す る よ う
に して紹介。 入館者 に
の10年 と い う
意味を考え て も ら う

第一章 @ 各被シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 787 



事業名

ト in KOßE 

NPO 法 人 色 と
ネ ッ ト ワ ー ク

地には 、ド布l を Hト界の震災遺児のた | 業ト11 cみやこ フ ィ
め に … j ニ y ク J

LOVE & PEACE 
]0年 目 の神戸

2005/ 1 / 16�- I 渓災の記憶 西出奨人作品展
3 / 3  

2005/ 1 /16 

コ ン サー ト 2005 I 神) I }レネサ

788 第一章 @ 各穣シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

I(iJ1�行委員会

JじIJfJ街 釘

i時 さ ん均すラ イ ブ " ，ií l'lの
小学生 と も 1t唱 し 、 被災
地 を 干 さ しい歌声で暖か
く 包ん だ

阪 神 淡路大震災で避難
月ば iò�を料品免 し た 子 と も
遠の絵i明 白数 j-' LJ{ を反ノ]、



県立人 と 自 然の博物館生泥 l 深田公属
学77事業室

ら の | 神戸狂言 の会

ト ル コ 被災地児童 | 防災行委員会

2005/ 1 /J 7  

2005/ 1 /J 7  

1 2005/ 1 /17 逃停コ

2005/ J /17 神戸中央介唱ほI r絞神 淡路大震災
か ら 10奇 追悼 と 復興に ょ せ る 宅 f り の
コ ン守「 ト 」

県教総員組ft

湊川神社神能殿

ユニパー記念競技場

テ ー マ に し
な ど

・ 淡路大震災を き っ
か け に 生 ま れ た ボ ラ ン
テ ィ ア グ ルー プが、 地元
中学生 に震災の教訓 を伝
え よ う と L演

第 戸章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 789 



写真展「ひ と ま ち 笑顔 こ う べJ ど 大丸神戸 五

宝塚歌劇団

ゆ り の会

淡路大震災10周年記念事業ひ | 間神 南住宅 「健やか背楽J
の心で歌お う | の会

兵庫間際絵師1コ ンペテ イ シ ョ ン | 県 立美術館、

二三田太鼓

I;;J実行委員会

ド:}j災世界 子 ど も 会議ブレ会議 | 問実行委員会 淡路夢舞台関僚会議場
「復興への艇い が 世 界 を 包 む絵画

展 ・ 写真展 と テ レ ビ会議J

竹 F 去を 子さ ん | ぼたんの会実行委員会 し て
ら れ

た竹 r さ ん を お迎 え して、

「地球が動いた 日 J 1-.11央会

上海料理jι I 仁j毎料理屈 室J

金関深 さ んのバイ オ リ ン
積奏 を 交え て
震災犠牲者 の中 間人遺族
の足、い をつづっ た 子記な
ど を書 に し た作品展

戸j知丁扇γ一一一五詞 両日時
手1 1 さ ん、 大島幸子 さ ん、
仁問治 さ んほか兵庫ゆ
か り のiljilji家100人の113
点 を 展示

NPO i1' 人 コ ン ソ レ ー シ ョ | フ レ ン テ ホ ー )� ゆ什十 ι炎路大震災の被災
ン ネ ッ ト ワ ー ク | ド 者。: 苫 Jみや助け合い を

描いたア ニ メ 映両
阪神 ・ 淡路大君主災1 0潤年教育復興の | 県教育委災会

丈化遺産 を 災告 か ら 守る ために①

790 第 戸章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

講演で、 文化財 を 地域の
(剖i と 考Pえ 、 それを守る

こ と



開催日 事業名
2005/ 1 /19� 教育復興の集い
21 

1 2∞5/ 1 /20� I 下神戸の盛j 震災を超えて
25 

2005/ 1 /20 各地域における学校安全の基礎 と な
る指導者の養成 を 目 的 と し た研修

2005/ 1 /20 文化遺夏去を災害か ら 守 る た め に②
2005/ 1 /21 加藤登紀子 ト

l F士ロ

2005/ 1 /22 ラ イ ブ 「十年十色」

2005/ 1 /22 大震災から 10年、 大地震子 ど も 追悼
コ ン"Tー ト

1 /22 地渓 ・ 津波 と 稲 む ら の火 子 ど も ワ イ
ワ イ サ ミ ッ ト

日誌アロ22 演奏会 「光も と り て」

2005/ 1 /22 丈化財防災の教訓 と 展望 阪神淡路
大震災から 10年

2005/ 1 /22 大阪自主史科 学協議会 1 月 例会

2似)5/ 1 /23 第271色!神戸教員合唱団定期演奏会 ・
大震災10鹿年チ ャ ワ テ ィ ー コ ンサ ー
ト

2005/ 1 /23 ! r僕は神戸生ま れで震災を知 ら ない」
試写会

主催者
兵産県な ど

ギ ヤ jレ リ 一 三条柳馬場

兵康県教育委員 会、 独立行
政法人教育研修セ ン タ ー
文化遺産防災連絡会議

ギャ ラ リ ー 島 出

問実行委員会

地震 津波紡災 と 稲 む ら の
火神戸実行委員会

リ ッ ツ ミ ュ ジ ッ ク

文化財保存修復学会事務局

大阪康史科学協議会

神戸教員合唱団

元木隆史

会場 犠考

; 兵庫県立美術館ほか 阪神 淡路大震災から 10
年が絞過 したの を 受け、
こ の 間の教育現場の変化
を 検証 し、 全国 に発信 し
た

ギ ヤ ノレ リ 一三条榔潟場 フ リ ー ア ー テ イ ス ト t!iêf
国代 さ んの惚展。 震災10
年 を機に、 漠災で学んだ
こ と を 京都で も 発信 し ょ

! う と 企画
神戸国際会議場

神戸 国際会議場
神戸栄光教会 震 災後2000年 ま で毎年続

け て き た コ ンサー ト を 、
; 震災10年の節 目 に復活さ
せ た

CAP HOUSE i 神戸 市や兵庫県に ゆ か り
の詩人 3 人が阪神大震災
と 記憶 を テー マ に し た 目
作 の 朗 読 と 音 楽 の セ ッ
ン ヨ ン

; ギャ ラ リ ー 丸、」 E的申 淡路大渓災で、の被
災 を き っ かけに創作を始
め 、 大自然な ど と の触れ

l 合い の 中 か ら つ む ぎださ
れた癒 しのメ ッ セー ジ を
披露す る

i 神戸国際会館 震災で亡 く な っ た子 ど も
達の追悼の思い を こ めつ
つ 、 歌 を 通 して会場に集
ま っ た子 ど も 迷 と 楽 しい
見守を過ご した

神戸国際会議場 津波の恐ろ し さ を伝え る
昔話 「稲む ら の火」 を題
材に し た人形劇が披露 さ
れ、 防災専門家 と 子 ど も
た ち が防災について話 し
合 っ た

神戸製f荷車公ガホ ー ル 合 唱 研 沙羅 の 震災 カ ン
タ … ゲ で 「光 も ど り て」
な と

立花公民館

東淀川勤労者セ ン タ ー 安政南海津波の大正僑ゐ
碑 な ど、 地震学 と 歴史学
の接点 を採る

う は ら ホ ー ル i 赤 と ん;む な どのほか、
「 しあ わせ運べる よ う にJ
な ど震災をテーマ に した; 歌 も 披露

神戸信用金康西神戸支席 j 神戸出身の映画監督冗木
さ んが震災時に神戸にお
ら ず、 救援活動 も し な
かっ た後ろめた さ か ら 、
自 ら 製作 し た震災 と rílJ き
合 う セ ル フ ド キ ュ メ ン タ
') ー映 i困の試写会

2α15/ 1 /23 神
会

p肯年合目詰問創 lL5 周 年百ic�演奏 仲戸青年令P�川 神戸文化ホール 創立50周年記念演奏会を
開催 し 、 復興支援 を テ ー
マ に し た オ リ ジ ナ ル合唱
組曲 「いのち一大震災あ
れから 10年の今は J を披
露

第 主主 @ 各穏 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー - イ ベ ン ト 等 791 



く 歌

ト c 1 月 1m は;昔、れないJ

2005/ 1 /23 あの時、 美術館は ‘
代美術館の300 日

2ω5/ 1 /24� I 劇 「苅玉iか ら の贈 り 物J
25 

2005/ 1 /25�- 削 阿神戸 つ 子ア
30 I Jv 

日目R 童謡チ ャ リ テ ィ … コ

792 第 主主 @ 各務シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

震災で大き な被害を受け
た 1B1劇 1-11が震災 を テ ー マ
に 1 3作 目 を 仁演。 3 世代
が同情す る 渓災10年後の
ノj、 さ な食主が
阪神大震災lOírの節 目 に
ち な み、 「渓災」 を テ ー
マ に し た作品な ど、 神) 1
di立の幼縫関 ー
商 ・ ろ う 養護学校のず
ど も た ち の作品を展京

ン | コ ー プこ う べ生活文化セ I 1'111[-i rii東語!/><:の内然や街 i
ン タ 角 を最通&4国な領支で111iいた

シ ー ガル ホ ー ル

ザ ー シ ン フ ォ ニ ホ ー

絵偉i展。 阪神 ・ 淡路大震
災の破壊を免れた酒蔵な
ど、 郷愁を誘う 24枚が_'ÌÞ.
� 

i 声楽の 2 人のほか、 神戸
の 私 、7 愛徳学国の小学生
や高校生 ら が歌声 を披露
す る
震 災か ら 10"1三 を迎え 、 尊



10 . く ら し

第 7 同懇 l ひ ょ う ご福祉ネ ッ ト ワ ー ク j ひ ょ う ご福祉ネ ッ ト ワ ー
ク 事務所

2004/ 6 / 5 仙台弁護 士会神戸筏1'rf

2004/ 7 /31 集会

111 1合弁護 と会 十中) :il1J内

「公的媛#JJÎま」 実現ネ ァ ト | 干ITþitì人会館
ー ク

2004/ 8 / 2 第 9 1[11被災者住宅家賃問怒怒談会 | ひ ょ う ご福値 ネ ッ ト ワ ー ク | ひ ょ う こ福祉ネ ッ ト ワ ー
ク !事務所

2001/ 8 /28 被災者 ・ 市民巡j円相談会 ; ひ ょ う ご福住 ネ ッ ト ワ 】 ク | 青木文化セ ン タ ー

呂 /30 I 松蔭高校卒業生復興{干宅訪問

i 大震災 ! その と き コ ミ ュ ニテ ィ ー は l
i ど う 対 応 し たか

松露両校卒業主

神戸ア ジア交流プラザ

シ ン ポ ジ ウ ム 「阪神 ・ 淡路大震災で | 兵庫県弁護 士会、 法律扶助 ! 県弁護 i 会館
弁護 r:はイロ]がで き たのかー震災の教 | 協会県支部
訓i を 月!l fl の災害にlò.かす」

2001/10/ 9 学民述携 シ ン ポ ジ ヮ ム
「大d、詳 と lífl\;で創IJ ，る 地域 コ ミ ュ ニ

テ f … の可能性J

第 主主 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 793 



2005/ 1 /10 I r シ ン ポ ジ ウ ム マ ン シ ヨ ン
直 っ た か ワ 震災復興 を 問 う ! J 

2∞5/ I /16<- 1 1 . 17追悼 ー 凌貯 ω 抗議の集い
17 

2005/ 1 /1 6 被災者支援dH<'o検討

震災101ドグル ー プホ ー ム 「設がiし l 綿布上ネ ッ ト
か ら の発信

震災 10有一座談会 | 県弁護 七会

生活再迷10年の到達 と 課題 J 阪神 ・ 淡路大震災救援 ・ 復

794 第 章 @ 各務 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

興兵庫県民会議

被災地 と 被災者の10寺 と
現況を 伝 え る 。 教訓が生
か さ れて い る か百かの険
証
新潟県中越地震や台風23
号 に も 触れながら f 災害
列 島 を 居住福祉凶へ」 を
テ ー ? に誇る



1 1 . そ の他
開催 日 事業名

2004/ 2 / 4 挟画で学ぶ イ ラ ン大地震
主催者

NPO 法 人 テ ト ラ ス ク ロ ー
ノレ

会場

た 映両 fそ し て人生はつ
づ く J を鍛賞。 昨年末 に
イ ラ ン南東部で発牛 し た
地震の被災地支媛につい
て 考 え る

ト ピ ア ホ テ ル | 地域防災のあ り かたにつ
いて;意見 を 交わす 国際シ
ン ポ ジ ウ ム 。 小冊子やイ
ン タ ー ネ ッ ト で世界に党
信する 地域防災の指針作 l
り に向け議論

2004 / 2 /7 � I ベル シ ャ じ ゅ う た んのチ ャ リ テ ィ � i I MOMEN ベ ル シ ャ じ ゅ う た ん の
展示会 チ ャ リ テ ィ ー腿示会。 売

2004/ 2 / 8 国際防災 ・ 人道支援フ ォ ー ラ ム2004 I 兵庫県

2004/ 2 / 8  

2004/ 2 / 8  

シ ン ポジ ウ ム 「なぜ今、 復興支援か | 関関学続大学
~震災10年からの出発J

!交流会 雪量知県裂UI !学校

神戸凶際会議場

神戸商工会議所

灘の浜復興住宕

ヒ金の 4 害j を イ ラ ンの被
災者に寄付
「大災害 を語 り 継 くン を

テ ー マ に ハ ン グ ラ テ ィ
シ ュ 、 イ タ リ 了 、 ト ル コ
の 災害事例報告やパネル
デ?イ ス カ ッ シ ョ ン 、 ア ニ
メ 「稲 む ら の火」 の上映
な ど
震災から 10年の来季 1 月
を め どに創設する 災害復
興支援制度研究所 (仮称)
の研究課題 な どについて
話 し合 っ た
愛知県豊)I !高校の生徒 ら
が復興住宅住人 ら と !l尽 く

i f交流会。 ヰj走 ら は和太鼓 l
i を被露した ほか手づ く り ;
i う どんや地元の野菜な ど
; を振舞 う

2004/ 2 / 9 北東ア ジ ア交流プロ
ン ポ ジ ウ ム

ジア交流海道2∞0 干 I JICA 兵原同課長セ ン タ � I f次な る 災答へ 教訓!の

2004/ 2 /14 防災セ ミ ナ ー NPO 法人 ASU ネ ッ ト i私立立花公民館

2004/ 2 /14 特別講演会 「東南海 ・ 南海地震 ! 淡 | 南淡町、 兵庫県淡路県民局 | 町文化体育館
j 路島の被害 と備え な ど

2004/ 2 /15 I ß;/j災訓練 三条コ ミ ス ク 地域自 主紡災 ! 芦尾市内
会連絡協議会 j 

共有」 を テ 一 マ に 講演や
パ ネ ルデ イ ス カ ツ シ ヨ ンll「 山 ι ι 日古M桁 叩 … …干行 m 日 一子刊 刊 山わM 山 … …れM …た川川防附フ災L
本 と な る 、 人や地域のつ
な が り を生む仕組 み づ く
り 、 そ れぞれが果たす役
割について意見が交 わ さ
れ た
近い将来の発生が 予測 さ
れ る 東南海 ・ 南海地震へ
の 防災窓識を高め る ため
に 開催
東南海地震に備え て地震
に対する心構 え を 持 っ て
も ら う た め に会説。 「県
の 地震 対 策 へ の 取 り 組
みJ と 題 して 、 地域紡災
計 画 な どを説明
今 回 で 3 自 白 。 た く さ ん
の 子供に参加 して も ら う
ため 、 i員泉町か ら 雪 と 湯
が絹 け ら れた

第一苦言 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 795 



{t同防災訓練

2004/ 2 /21 

人 と 防災未来セ ン タ ー

レ ン テ 11百円消防訓練 ブ レ ンテ西宮

l( f!l lメ 役)珂自iíjll;t品

の IcJ を通 し て lii[際社会で
問われる 人道支擬の あ り
か た を 5tfる
阪神大震災の被害が大 き
か っ た神戸市長岡沢で 子
ど も の笑顔 を取 り 戻そ う

人 と 防災ヰミ米セ ン タ ー 渓災で子 ども を失っ た力11

て iゆ き ま つ り

H徐4章 子 さ んの講演。 長男 :
の死後f世界平手fJ を 願 っ た i
忠 子のi宣jむを受け継 ぎili l
主力 をおたけている
死別体験 を持つ 子 ど も へ
の具体的な支綬万法 を学
ぶ

ジ ア ム | イ ラ ン 地渓の被災朽 支援
の た めの募金活動

Y ス ク エ ア神戸 | 阪神淡路大震災 と l寸年に

j フ レ ン テr�':イ

起 き た ロ シ ア ・ サハ リ ン
の現状 を 取材 し た佐藤記
者の写真宗:;30点 を展ぶ

i 津波災害か ら 往 き の び る た | 人 と 防災米米セ ン タ ー | 人 と 防災未来七

ア ス タ く にづか誕砕祭

3 /1 6 イ ラ ン被災地報符会
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大 IE筋肉J�f1tj

市 立 1"，)己小学校

西郷会 (法制 反酒造業者) な
と

dîV.良J乙ノj、，'i:校

オカな笠置 さ れている
; 附[1大震災で大き な被害
を受けた神戸市長田氏の
「大jlé筋商J8街」 で焼け

務 ち た ア ー ケ ー ドが再建
さ れ、 新 しい街の門H�I を
祝 う
イ ラ ン 大地震で被災 し た
子 ど も た ち にι 塚市立l�
元 小 学 校 の 児 童 の メ ッ
セ ー ジ を 届 けた青山 さ ん
と 奥 さ んが地震の被i与の
様 了 や メ y セ ー ジが感謝



j1i)ïj1募金活動

シ ン ポ ジ ウ ム 「今、 災害時の情報を
問 う j

イ ラ ン地震 NGO 報告会

/ 7 - 1 希望の輸
/17 

2004/ 1 / 7 - I チ ャ リ テ イ
]j 反

主催者 | 会場

法人阪神淡路大震災 | 明石市内
1 .  17希望の灯 り (HANDS)

コ ー プこ う べ

市 雲rド小学校

く り | 大 口 問!占衡

市立雲'1 '小γ:校

第 章 @ 各稜シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 797 



2004/ 4 /24 

者 復 興 支 援 会 議 随
一 ラ ム 光提言J

人 と 防災米米セ ン タ

防災訓練

会主4丘コ メ〉、1円，口 ヱミ
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海外災ち援助市民セ ン タ ー ! 神戸市内
(COIlE) 

戸i実行委員会

ピ ー ス & ネ イ チ ヤ 】

備考

仮神大震災に よ
被災者のす助けにあたっ
た シ ス タ 』 の講演会
阪神 ・ 淡路大震災か ら の
復興の歩み を振 り 返る

タ リ ー プ i 阪神大震災の復興の歩み
を 検討す る た め f持続共
生J C地域力 ・ rliJ立力J
な どこ れま での会議で山
て き た キ 』 ワ } ド を 諜題
に行政や学識者、 市民団

震 災持のお返 し に と 募金
活 動 を 始めた
震災か ら の復興を ア ピー
ル し よ う と ] 999 年 に 始
ま っ た ク ラ シ ッ ク カ ー の
ノく レ ー ド。 神戸市内から
徳島、 香川、 岡山各県 を
走 り 、 2お5 1日T に瀬f戸τ大橋 を
i波疫 り ゴ一 jルレの/六T司甲] ア イ ラ
ン ド に戻る ; 

一元H問q 街J脂占街の カ ブ エ 6 Jγ
目 の黒干漆事?清青治J府白長の発案(一 凡奴E宜{出身のア一 テ イ ス ト 古がぎ
阪祢大渓災の忠いを J指誌い
たイ竹守午千イI品1
i阪泣j神ド大震災から 丸iωO奇年二 を
前に被災者の視点でE震霊災
に ついて4号まえ よ う と 関か
れた。 被災地の現状や必

復興説、程や教訓 を [jJ民が
検証 し 、 被災却 がい ま な
お 抱 え る 課題が浮 き 彫 り
と な っ た



主催者
シ ョ ッ プ l 復興10年委員会

f第 2 図21世紀の ま ちづ く り 賞J 表 j 兵庫地域政策研究機構

れ る 「第 2 [iij21 W 紀の ま
ち づ く り 賞J の表彰式。
村 井 さ ん にむ 会活動賞、
小林 さ ん に研究活動賞が
E骨 ら れた

2ω4/ 6 /12 I 復興10年総括検証 ワ ー ク シ ョ ッ プ 県立神戸学習 プラ吋 | 阪神 ・ 淡路大震災か ら の

2004/ 6 /20 復興10年総括検証ワ ー ク シ ョ ッ プ i 復興10年委員会 産業交流セ ン タ

200<1/ 6 /26 第27 1fil震災モ ニ ユ メ ン ト 交流 ウ ォ ー I NPO 法人阪神淡路大震災 | 神戸市
ク I 1 . 17希望の灯 り (HANDS)

2004/ 7 /13 東樹海 南海地震講習会 | 婦人防火ク ラ ブ | 紡災セ ン タ ー

ォ ー ラ ム | 震災10年市Ît主検託研究会 ! 市教育会館
く ら し」

神戸市

ワ イ ワ イ 祭2 い ち のみや 同実行委員会

イ ラ ン 南東部地震活動支援報告会 | 日 本国際民間協力会

回 第 4 u1] I 被災者復興支援会議 盟
オ 日 ラ ム 「現在、 被災地の現場で

東京都内

宮町内

;京都府国際セ ン タ

を

阪神 ー
市 内 の状況や、 東南海 ・
南海地震で想定 さ れる 揺
れや被害についての話
震 災か ら 見えて き た、 も
う 一つの 「 く ら し」 に つ
いて訴 し合う
東京で活動す る神戸ゆか
り の財 界人や中央省庁幹
部 ち が集 ま る 「神戸のつ
どい」 が開かれた。 神戸
市 が進 め る 事業 な ど を
PR す る ため毎年開いて
お り 、 矢間市長が震災10 i 
?年に向けてあ い さ つ
33回 目
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「関連防災�l界会議」 プレ シ
ウ ム

震災復興10年プレ イ ベ
ト × レ ス キ ュ ー2004J

El '1'交流復興 ク ル} ズ2004

1 2脚/ 8 /] 3� 1 夏祭 り
14 

2ω4/ 8 /]4� 1 c阪神大震災10年図巻」 公開
]5 

2004/ 8 /20 講演会
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主催者
日 本地震学 会

御蔵通 5 ・ 6 ・ 7 丁 目
ぷ〉、�， 

ト コ ン テ | サ ン ボーホール

体名 ま つ り 実行委員会 1 しっかホ ー ル

問実行委員会

何百神11 西宮神干上会館

主完]若干方

|司実行委員会

う と 米 日
中 が東遊園地の '-1
主主の灯 り J を 訪れ、
友が丘高校の生徒 ら
も に献花 を行 っ た
絞神大震災で壊滅的 な粉、
?号、 を受けた長日1 医の御菅
j也iまの御蔵南公園で盆踊
り 大会が関かれた。 震災
犠牲者に黙祷を さ さ げた
後、 鉄砲
設、

年の阪神 ・ 淡路大佐災 を
経験 し た地での会訟であ
り 、 特 に 拡1]災について注
目 す べ き 提言カ?相次いだ
災害救助 を テ ー マ に し た
ロ ボ ッ ト 競技大会。 人間
?J;! ロ ボ ッ ト 、 家 庭 用 ロ
ヰゴ ッ ト 、 レ ス キ ュ ー ロ
ボ ッ ト 試 作 機 や レ ス
キ コ 一 関連の炭ポ を 行 う
C R  X R エキ ン ピ シ ョ ンJ
震 災10"+ー と 介併で区切 り
のイドに復興 した津名 町 を
見て も ら お う と 、 町商J
会青年i絡が手づ く り のtij 大 な 「ねぷたJ をイ乍っ た

1 阪神大震災 を経験 し た 子
ど も ら が今夏、 約24万人
の 死 者 を 出 し た "1' 同 の
「唐山 地震J 被災地を船

緯[五!のノト'1'学生 ら を 日 本
に招 き 、 阪神大震災で被
災 し た在 日 I Hトの 思 い を
iHf り 縦 ぐ講演会
震災lO'f fl の復興 を祝い、



事業名
紡災体験ス ク ー ル

20Cは/ 8 /22 I ふれあい夏の集い

2004/ 8 /24� 
25 

2004/ 8 /24 

YMCA 平和 習 ツ ア ー

2∞4/ 8 /28 I 被災地の集い

主催者
側神戸市防災安全公社

ル ネ シ テ ィ 脇浜町

YMCA 

問実行委員会

人 と 防災未来セ ン タ ー 、 | 米関、 イ ン ド、 ス リ ラ ン
たかと り コ ミ ュ ニ テ ィ ー ! カ 、 パ レ スチナ 、 イ ス ラ
セ ン タ ー [ エルの 5 カ 図 ・ 地域の 6

神戸市役所Tìtr

人 か ら な る YMCA の平
和学習 ツ ア …
被災者支援を考 え る 「被
災地の集い」 が閃かれ、
仮神 ・ 淡路大渓災10年 を
青IJに 、 各団体が復興支援

大原 ・ 桂木ふれあいの ま ち i 市京桂木小学校
づ く り 協議会

2004/ 8 /28 西宮市震災復興パ レ ー ド

2004/ 8 /29 防災講演会

加似/ 9 / 1 シ ン ポ ジ ウ ム 「地域産業の創造的復 i 関宮路工会議所
興 と 新 しい ま ちづ く り ン ス テ ム 」

2004/ 9 / 3 希望の リ ン ゴ収穫会

2004/ 9 /  3 � I 特別企画民 「阪神淡路大震災か ら 学 | 人 と 防災未来セ ン タ -
2005/ 3 /13 ぶ “あ な たは、 次の豆大地震に どう

備え ま すか"J

2ω4/ 9 / 4 追悼主主お ど り 会 向実行委員会

問宮市

甲東ホ ー Jレ

ノ ボテ ル 甲 子園

! 芦屋市呉川町

人 と 妨災未来セ ン タ ー

大析公園

の耳Z1オ経験が話 さ れた
企業 と 地域の渓災復興へ
の取 り 組み を話 l{f う
阪神大震災後、 仮設住宅
を 励 ま そ う と植え ら れた
53本の リ ン ゴの収穫会
阪神 淡路大震災か ら学
ん だ経験 と 教訓 を主主に、
将来の大地震に備 え る た
め 、 東南海 ・ 南海地震な
どの豆大地震に隠する情
報な ど を紹介
仮やp 淡路大祭災で44人
の死者が出 た芦屋 中央
地区で犠牲者 を 弔 う ため
に、 初 め て開催 さ れた

2004/ 9 /17� l '台湾一神戸震災被災地市民交流会J I 台湾 神戸震災被災地市民 台 湾 と 神戸の市民の交流
を 通 し て 、 震災の教訓 を22 台湾訪問 i 交流会

ま た世界
を 目 的に発

台湾を訪

第一葉 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 801 



開催 日 事業名 主催者 会場

2004/ 9 /19 第28回モニ ユ メ ン ト 交流 ウ オ } ク 1 NPO 法人絞神淡路大震災 | 灘医内
1 .  17希望の灯 り

神戸大学 | 人 と 防災未来セ ン タ ー

さ と セ ン タ ー 地 震 ・ 津波の落礎知識を ;
説明 し 、 子 ど も へ災害対
策 を ど う 伝えてい く か と
課題を投げかけた

i翼連大学グ ロ ー パjレ ・ セ ミ ナー
神戸 淡路セ ッ シ ョ ン

国連大学、 兵庫県国際交流 ( 神戸国際会議場l 協 会 同 町 セ ン
タ ー

「地域社会の安全と 共生Jr -吋究生 ら が討
議す る 。 阪神大震災の10
年 自 の教訓 について講演

2004/ 9 /30 マス コ ミ 倫理懇談会全国協議会第48 1 同協議会
回全国大会

ポー ト ピ ア ホ テ ル 「い ま ジ ャ ー ナ リ ズ ム の
原 点へ」 を メ ー ン テ ー マ
に 、 阪神大震災を 教訓 に :
し た今後の災害報道のあ i
り 方な どにつ いて議論 し !
た i

2004/10/ 2 緊急、防災 フ ォ ー ラ ム 神戸新開社、 京都新開社な | 大阪市内
ど

多発する 水害への備え に l
つ い て 、 研究者や行政関
係者 ら がハー ド と ソ フ ト
の両面からノk害対策のあ
り 方 を話 し合 っ た

2004/10/ 2 シ ン ポ ジ ウ ム
「地域 と 考 え る 震災10年J

2004/l 0/ 3 統 マ ダン神戸

2004/10/ 3 阪神

yrγrγν川山…1ω10/νγ/
IIににに::::::::::::::::::(:工:1111(lr巳::::;:::::二:;二LL詰誌訂品?包tよ認E
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神戸学院大学

ーへの願いがこ め ら れた
詩 を 、 在 日 2 、 3 世 が読
み とげた

ト ピア ホ テ ル | 阪神大震災10年 を 前に、
多 く の命が失われた経験
を 後世 に伝え よ う と 集会
を 開催。 女優の竹 F景子
氏が招かれ、 震災で子 ど
も を失っ た 2 人の母親の
言k を 自月主売 し た

コ ー プ こ う べ生活文化セ | 震災当時のボラ ン テ ィ ア
ン タ と 仮設住宅で暮 ら し た被

| 災者 に再会の場 を提供
; 神戸国際展示場 | 阪神 淡路大震災 の発生

か ら 10年を振 り 返っ て の
諜題、 平和 と 人権 な どに
つ い て話 し合う

フミ 日 神社 j 阪神 ・ 淡路大震災で倒壊
し た 天 日 神 社 の 鳥居 を
使 っ た記念碑が完成 した

北淡町震災記念公園 セ ミ i 復旧 復興の過程で 子 ど
ナ ーハ ウ ス ! も た ち ゃ高齢者が果た し

た役割、 支 え あ う 大切 さ
についてパネ リ ス ト が体
験発表 し、 意見交換す る



総催日 事業名 主催者
2004/10/23 ヨ ノ 宮南 震災復興才一 タ ム フ ェ ス ! 三 ノ 宮南 ま ちづ く り 協議会 ! 磯上グラ ウ ン

テ ィ ハ Jレ

2∞4/10/23 献堂え カ ト リ

2004/10/23 報告会 「つな ぐ心 と 心 。 神戸 と パムJ I 神戸国際協力交流セ ン タ ー

震 災学習 を き っ かけ にハ
ム の 子 ど も の支援に取 り
組 ん だ教 え 子遠 の メ ッ
セ ー ジ を届 けた現状 を 報
告す る

i 会凶都道府県議会議長会定例総会 i 全i荒都道府県議会議長会 i 中*17内 「災害に学んだ新 しい防 ;
災 ・ 減災」 を テ ー マ に記
念講演

2004/10/27 フ ォ ー ラ ム

1 2∞4/10/30 大渓災10年の復興検誌中間報告会

防災マ ソ プ作成 イ ベ ン ト

大震災 を超えて
2005/ 1 /23 

2∞4/10/31� I 大 正ウ ィ ー ク
11/ 7 

2004/1 1/ 1 緊急フ ォ ー ラ ム F巨大災害時代に生
き る」

2004/11/ 3 

1 2004/1]/ 7 

2004/11/14 緊急報伶会

日 本 ABC 協会 | 大阪府内

兵庫県震災復興研究 セ ン | 市立婦人会館
タ

竹 の 合 防災福祉 コ ミ ュ ニ | 閥区 ・ 竹の台地域
テ イ

震 災発生夜後の被災地の
様子 を 写真で採 り 返る と
と も に、 ぷ都新聞社 な ど
多 く の 協力 を得て新開発

j 行 を続けた経緯 も 紹介
県内の市町を対象 に した
「防災計函に 関する ア ン

ケ ー ト 調査結果J を発表
自分た ち の街の防災につ
い て住民が 寸者に考える
機会を と 、 地元の竹の台
小の児童に手づ く り の防
災マ ッ プを作っ て も ら う j
催 し

県支人 と 自 然の博物館 i 巣立人 と 自然の!専物館 l 新 聞紙面で10年 を振 り 返

大正筋商庖街

夙)1 1公園

る 畏矛 コ ー ナーに まカヘ 1
2)jJHêO: 地震防災につ ペ
て0�再 商会な と、 | 
阪神大震災で焼け野原に
な り 再建さ れた大正筋商
脂街で、 震災後中 断 さ れ
て い た大正 ウ ィ ー ク を 10
年ぶ り に復活する
頻発す る 向 然
え を採る ブ オ
台風23号 に よ
の事例 か ら 災答対策のあ
り 方が話 し合われた
重量災犠牧者鎮魂碑の建立
に 向 け た イ ベ ン ト 。 工事
費 な どを賜う ためパザ日
や人形劇 を催す
震災10年をI前に子 ど も た
ち に夢 を 与え よ う と 催 さ
れ る 。 震災当時の映象を
大型ス ク リ ー ン で振 り 返
り 、 子 ど も た ち に ス ポ ッ
ト を 当 て た イ ラ ンの震災
写真な どを展示

震災10年市民検証研究会 | 県 立 神 戸 生 活創 造 セ ン ! 台風23号な どの台風災害
タ ー

第一章@ 各種シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 803 



ス タ ー ト ア ッ 7'フ ォ ー ラ ム

日 本災害放援ボラ ン テ ィ ア
ネ ッ ト ワ ー ク

新長出.�I前広場

神戸栄光教会

神戸新罰松方ホ ー )j，

ネ ッ ト な ど | 築地地i足

2004/11/28 第10肘須磨 符空元気 フ ェ ス テ

震災体験館完工式

震災10年 神戸か
ニ ン グ式典

須磨海浜公開

北淡町 渓災記念公関

神戸文化ホ ー ル

務成感謝者三告祭 | 智禅与 | 智禅寺

震災10年 心の復興を願っ て~語 り I r震災10i[C . 'L、の復興J
部 と 朗読のつ どい | わ 委員会

市政 3 i!?_ を 考 え る 集い

804 第 主主 @ 各滋シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ } ・ イ ベ ン ト 等

備考

新潟県中j感地震 と 台風23
号 の被 害調賓のため派遣
さ れた五時奇図の報告会。
被災状況の分析や防災対
策 につ い て窓見を交わ し
た

を 備 え 、 記録映繭 を 仁映
す る シ ア タ ー も 移設
阪神大震災か ら 10年を洩
え る の に合わせ、 震災の
救司11や課題 を発信す る 神
戸市の通年イ ベ ン ト が閉
幕。 「主主災lO年J を 総釘i



主催者
連絡会

学校支援チー ム | 社町内

! 2004/12/ 9 震災体験ワ ー ク シ

2004/12/10� I 市民 と NPO の 「 防災」 回際 フ ォ ー | 市民 と NPO の T防災」 凶 | 市勤労会館
11 ラ ム | 際 フ ォ ー ラ ム実行委員会

2∞4/12/10 I 震災10年 メ モ リ ア ル学術 シ ンポジ | 神戸大学 神戸大学

我妻地域福祉セ ン タ ー | 新潟県Ijl越地震の被災者
を 支援 し よ う と 、 市民 ら
が来年の干支に ち な ん だ
烏の テ ィ ッ シ ュ ア ー ト を
作成 し 、 会場で募金活動
を わ っ た
新潟県中越地袋の被災地
iこ食器をおける 「お茶わ
ん プ ロ ジ ェ ク ト j の
全村 避難 したは1，古志村の
住民が入居ーす る仮設住宅
で跨催
住民か ら
命の大切さ を後日kに諮 り
i主 ぐ 意叫ミ を こ め て 「いの
ち の碑」 と おjむ

大阪市内 | 東南海 ・ 南海地震 に備え、
都市部行政や市民が取 り
組 む ß}5 1K に つ い て 話 し

ウ ム
2004/12/]] 新潟に届け ! 神戸っ 子の廠い

おPO 法人 ひ ま わ り の 夢企 ; 長例市内仮設住宅
額

; 慰霊碑建立委員会 兵庫以内

惑 を 考え る イ ベ ン ト
阪神 ・ 淡路大震災時、 避
難所な どで訴勤 し た公立
や校の教諭 ら で構成。 新
潟県中越地震 と 台出 23号
の両被災地に派遣 さ れた
メ ンバー が現地での活動
内 容や課題を報告

ン タ ! 20031[二 5 月 の ア ル ジ ェ リ
ア 地震 で被災者支援にか
か わ っ た約50人 と 交流 し
fこ
阪神大震災の教訓l を生か
そ う と 、 人命救助 を体験
す一る ワ ー ク シ ョ ッ ブ
新潟県中越地震や台風災
害の被災地の現状や ボラ
ン テ ィ ア活主力な ど も テ ー
マ に な り 、 阪神大震災10 ! 
年の検証にふ さ わ しい充
実 し た 内容 と な っ た
総括一的 な国際学術 フ ォ ー
ラ ム

2004/12/ 14 � 
2005/ 1 /31 

に し き た商問街 弓JF

 

岩下
合 っ た
阪神 ・ 淡路大震災で傷つ
い た衝の復興 と 地元商)缶
街の1首位イヒを願い開催
本人や家族な どが阪神大
震 災 を 経験 した学生で も 、
防災への関心が低い こ と
が、 学生を対 象 に し た ア
ン ケ ー ト 結果の報告で明
ら かに な っ た

日 本社会人ア メ ワ カ ン フ ッ | 神戸 ウ イ ン グス タ ジア ム ! ア メ リ カ ン フ ッ ト ボー ル
ト ボー ル協会他 I x リ ー グの決勝のハー フ

タ イ ム で、 絞衿大震災が
起 き た年!えに生 ま れた小

コ . )レ ミ ナ リ エ

2004/12/15 講演会 「大学の こ れか ら の危機管理 | 神戸学院大学 神戸学 院大学
につ いて」

ジ ヤ ノf ンエ ッ ク ス ボ ウ ル

第一章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 805 



主催者
l司実行委員会

ン ポ ジ ウ ム 「守れいの ち を 今 | 神戸新聞社
う 真の復興と は/阪神 淡路か

神戸新聞松島 ホ ー ル

ら新潟 中越地主主ま でJ

ひ ょ う ご防災カ レ ッ ジ

地球の仲 間 フ ォ ー ラ ム

2005/ 1 / 2 千羽鶴展示

淡路消防保安協会 み く ま ホ ー ル

NPO 法 人 ピー ス ・ ア ン | シー ガル ホ ー ル
ド ネ イ チ ャ ー

ミ レニ ア ム リ テ イ リ ン グ労 | そ ご う 神戸山、 問神戸日i
働組合ほか

伊丹阪!Æ;J択東樹脂街

淡路大震災か ら 10 I 神戸市

感謝 と 笑顔

ま ち の記録者たち渓

806 第 <f言 @ 各穣 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

市立美術博物 | 渓災 と 復興定点綴測写真

リ メ ンバ…神戸ブロ ジ ェ ク i しづか ホ ー ル

炭、 防災!完迷資料の展ノf'
な ど

リ メ ンバー神戸ブロ ジ ェ ク | 町立 しづか fて ー 凡 狩ヲト 「神戸F 墜」 シ灯 を と
ト | ス テ ー 争 「神戸「 慢J rÌÍJ も し 世界に震災を5ド7 継

| 草 、 防災害識を高め る
市立中央公民館 主主 災か ::) 1 年 をjf!!え 記

憶 を 引 き 継ごう と 企画
神 戸 間 際 会館 こ く さ い l 新春吉本新喜劇 と 漫土ヘ
ホ ー ル i の招待、 震災当日寺 と 現在

し た

北野工房の ま ち



算書{躍 B 事業名
1 2∞5/ 1 / 9  � 感謝の フ ェ ニ ッ ク ス祭
17 
2005/ 1 / 9  震災10Jl翌年 ! 東灘市民放水大会

2005/ 1 / 9  主主災10年催災会動物追悼法要
2005/ 1 / 9  � 「渓災追悼祈 り の会j
17 

2005/ 1 /10� み く ら 大集会
15 

i 2005/ 1 /10 「阪神大震災 か ら 10年 未来の被災
者への メ ッ セ ジ」 出版記念会

2005/ 1 /jO� 地震 と 防災パネ ル展
1 1  

2005/ 1 /10 防災セ ミ ナー 自 然災害か ら 命 と 財
産 を と守ろ う !

2005/ 1 /10 震災10年 フ ォ ー ラ ム 「大震災の品千代
~復興10年 ・ 兵庫から の視点J

2005/ 1 / 12�  創造的復興フ 才 一 ラ ム
15 

2005/ 1 /12 震災モ ニ ュ メ ン ト 披露記念式典

2005/ 1 /12 仮神大震災10年 シ ン ポ ジ ウ ム 「伝え 、
つな ぎたいJ

2005/ 1 /13� I 震災写真展
22 
2005/ 1 /13 防災講演会

2005/ 1 /13 手犬持

2∞5/ 1 /14� 企

想
大
占

画
渓
E

展
災
J 

「いつかの、 だれかにー阪神
23 記憶の 〈分有〉 の ための構

主催者 会場 備考

ア ク タ 西宮振興会 ア ク タ 西宮 震 災写真パネ ル展、 豚汁
の炊き 出 し な ど

同災行委員会 住吉川河川公関 阪神大震災から 丸10年 を
前 に 、 防災意識の ー層 の
I 向上 を 包 指そう と 開催

:E塚動物霊園 宝塚動物霊園
六 甲 カ ト リ ッ ク 教会 六 甲 カ ト リ ッ ク 教会 震

催
災
し
後
て
毎
き
年
た

1 月 17 日 に開
追悼 ミ サ を

「 ノ ベ ナ の祈 り J と し て
実施

同実行委員会 御蔵通 5 ・ 6 . 7 丁 日 自 震災当時、 全国か ら 駆け
治会館 つ け た ボ ラ ン テ ィ アの若

者 ら が再ひ、集 ま り 、 地元
住民 ら と そ れぞれの10年
間 を 語 り 合っ た

阪神大震災を 記録 し つづけ 県民会館 被災者 ら の手記 を毎年出
る 会 版 して き た最終巻。 本の

完 成 を 見 る こ と な く 急逝
し た前代表の高森一徳 さ
ん を し の び投稿者 ら が
集 っ た

復興感謝のつ どい実行委員 市民会館 阪神 ・ 淡路大震災 を 振 り
j 会 返 り 、 紡災の大切 さ を訴

え る ため 、 写真 パ ネ ル
約70点 を様示

姫路キ ャ スパ ホ ー ル

制阪神 ・ 淡路大震災記念協 兵庫県公館 阪神大震災から の復興の
会ほか 歩 み を 踏 ま え、 防災や社

会のあ り 方 を考える
NPO 法人兵燈祭断酒会 レノf ン テ ホ ー ル ア ル コ ー ル依存抜か ら の

回 復 を 目 指 す F司 会 の 阪
神 ・ 淡路大震災か ら 10年
間 の取 り 組み を振 り 返る

問実行委員会 神戸国際会議場 阪神大震災の経験と 教訓i
を世界に発信 し よ う と 、
1仇山鰍「
り 組 み を 検証 す る 県 の
1 復興10年総括検誌 j是

言事業」 の成果を 報告
大 日 6 T E1 商}苫街 ! 河腕街 阪神大震災の犠牲者を 追

憶 し よ う と 、 犠牲者数と
同 じ6 . 433羽の折 り 鶴 で
つ く っ た 「新た な 出発」
の絵が披露 さ れた

同実行委員会 ホ テ ル オ ー ク ラ 剛 人市民調査の粘!
報担: や、 心のケ ア専門
や遺族 ら が様々 な視点

; ら こ の 10"1ニ を振 り 返っ
上宮11 1文化セ ン タ ー 上官) 1 1文化セ ン タ ー 震災当時の芦長室市内の

子 を伝 え る 写真展
l 西播磨 i 長会 キ ャ スパ ホ ー ル 西播磨地域の防災対策状

況な どに関する講演 と シ
ン ポ ジ ウ ム

神戸西神 ロ ー タ リ ー ク フ ブ 日荒神オ リ エ ン タ ルホ テ ル 例会時に会員全員で、 黙
持 を さ さ げる

f 記憶 ・ 校史 ・ 表現J ブ オ ー CAP HOUSE l附大震災の記憶 を ど う
ラ ム 継

示
承

会
すべき かを考え る 展 1

第 予言 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー - イ ベ ン ト 等 807 



開催 日
2005/ 1 /14� 
23 

会場

jR 神戸駅前地 下
デュ オ ド ー ム

2005/ 1 /14� 
23 

I ��05/ 1 小 j 尚一一一一交 j 胎
19 流事業

神戸市内

2005/ 1 / 15� I 渓災10年 ながたか ら の メ ツ セ 】 ジ | シ ュ ー ズ プ ラ ザ
2 / 3  

シ ュ ー ズ プ ラ ザ

2005/ 1 /15� 々ノン 市防災セ ン タ ー
17 

! 2005/ 1 /15 親 子 避難所体験合宿 m あ か し l 市教育委 員 会 市立明石小学校

2005/ 1 /15 震災復興10年元気 も ち つ き 大会 | 共向作業所ぶ っ た あ 有屋 惑いの場ふれあい

2005/ 1 / 15 第 5 回大阪紡災 S ウ オ ー ク 問実行委 員 会 大阪市内

2ω5/ 1 /15� I 検証 ! 兵庫の災害 史 ー そ の時 、 な に | 県立歴史博物館
3 /21 1 iJ'起 き た の か ー

2005/ 1 /15 阪神大主主災メ モ 1) ア ル集会 兵庫県南部 ク リ
之、口

5 1 / ー/ 5 ∞
 
つム i車tt 兵 庫 「阪神 ・ 淡 路 大 震 災10年 | 連合 間民運動局

大規模災害対策 シ ン ポ ジ ウ ム 」

2005/ 1 /15 阪 神 ・ 淡 路 大 渓 災 10周 年記念事業 1 [jiJ推進会議 な と
国 東播磨

市民会館

にひ/ / rd

 

ハUAU

 

「は

ill-5

引)05/ 1 /15� I 須磨 震災から 10年の集い
16 

2005/ 1 /15 

2005/ 1 /15 震災10Ji';]舟ー を 心に刻む集い ろ っ こ う

震災モニ ュ メ ン ト 交流 ウ オ ー ク & メ
モ リ ア ル

備考

減災 を テ ー マ に 、 大震災
の発生 か ら 現在 に い た る
報道資料や紡災に 関 す る
研究成果 な ど を展ぶ
胡j-J演奏、 芦原か る た会、
ピ デ オ 上映 な ど
大震災 で と も に被 害 を 受
け た台 湾 と 神戸が理解 を
深 め る こ と を 目 的 に2004
年 6 月 に発足。 台湾人メ
ン バ ー が 日 本 を 訪れ、 震
災関連行事 な ど に参加
f芝 山 区 出 身 の i画家 ・ 佐野
O J 美 さ ん元市fの 人 々 を 描
い た震災 日 記 ・ イ ラ ス ト
原画l を 展不

災映雨の 1:挟、 救命議
胃 、 ピ デ オ 上映な ど
阪 神 ・
や教訓 を

事業の助成 を 受 けて 実施d
も ち つ き で助け企いの心
を ア ピ ー ル
災 害 時 に 交 通 機 関 が ス
ト ッ プ し 、 職場 な ど、 外
出 先の都心部か ら 自 宅 ま
で歩いて帰 ら な ければな
ら な い場合に鍛 え 、 道路
の状況や体力 を篠認 し たU ーカ ら 10
年 を 迎 え る に あ た り 、 日 i
常 生 活 を 根底 か ら 覆 す
fj:害」 の:意味を あ ら た

め て 問い直す
i キ リ ス ト 教精神 に法づい

た賛美、 演奏、 聖書か ら
の お話。 鎮魂、 激励、 慰
め 、 希望、 ヰと米へ
連 合 と し て 始 め て 招 い た
自 衛隊の沿幹部が 「大震
災 の 復興活動 に組織は ど
う 取 り 組 ん だ の か」 を
テ ー マ に講演
震 災の教訓 を次世 t 二 五 !
え 、 地域妨災の 舌段 七 を i
図 っ た 。 講演、 コ シ サ- 1
ト i

小 ・ 中 学生や地域住民 川
が避難所生活 を 本殺 し た 」
当 時寺の様子 を ビ デ オ k朕t l

i し 、 住民 ら が被災体験を
;苦 り あ っ た
震災没死者の供養 と 安穏
の祈願
経験 と 教訓 を 学 ぶ た め の
集 い と 記念誌作成 (持ち
帰 り )

l 桃山一慰霊
碑 な ど を 巡 り 、 参加者は
犠牲者 を悼み、 震災の教
訓 を 日婦 に刻 ん だ

808 第 章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ 7- - ・ イ ベ ン ト 等



開催 日
2∞5/ 1 /15 

2005/ 1 /15 

ン テ ィ
ねている
命 と 支え あ う 心の大切 さ
を 令l司 に発信する ため、
初 めて神戸以外で開催

神戸市仏教青年連合会
ンデイ ア カ 大会 I NPO 法 人 兵 庫 シ ー ・ エ

ス ア … Jレ

m司成寺
人 と 防災米来セ ン タ 一 、
宝塚市 立 ス ポー ツ セ ン
タ ー

I ホ テ ル オ ー ク ラ神戸

2005/ 1 /15 1 3 大'1-'華街フ ォ ー ラ ム 南京商庖街振興組合 よ み う り 神戸 ホ ー ル

2005/ 1 /15- i ' i 'i調人税学 ー 就学生犠牧者遺族神戸
19 訪問

ι一一一一一一…}一一一一一一一一一一一一一一--1
2005/ 1 /16 成熟村 会 に お け る 災害 時の地域ネ ッ 市 {神北地域ビジ ョ ン伊丹夢 j ス ワ ン ホ ー ル

ト ワ ー ク を考える | 会議
i 

2∞5/ 1 /16 震災10;:翌年 を地域で考え る 集い ; 大久保IIIJ連合 自治会 | 大久保市民セ ン タ ー

2005/ 1 /16 シ ン ポ ジ ウ ム | 産綬新聞社、 日 本建築構造 | 大阪市中央公会堂
「安全 安心な成熟社会の創造 技術者協会

10年前を ひ と と き 振 り 返
り 、 今を考える

i 阪神大震災か ら 10年 に合 i
! わ せ了、 イ タ リ ア ・ サ ン }
i ジュ リ ア } ノ デイ ブー リ
ア市で起き た地震で被災
し た小学校の児童や遺族
ら 6 人が、 公募で集 ま っ
た 市民 と 交流
神戸、 横浜、 長崎の 中華
街代表者 ら が集 ま り 「震
災 か ら 10 年 を 振 り 返っ
て」 な どを テ 凶 ?に話 し
合 つ 。
「阪神大震災で亡 く な っ

た 中 溺 か ら の留学生 ・ 就

機に招いた。
参加、
'i�lj告 な
追悼ジ ャ ズ コ
ノ て 才、 Jレ討議 「い
街が う ま れる」
震災か ら loifー を迎え 、 震
災時に で き た こ と 、 で き
な かっ た こ と な ど、 地震
か ら 学んだ多 く の教訓! を
思い起こ し て災答に1iliìえ
る

; 阪神大震災の教訓i を 今後 i
! の地震対 策 に生かすため !
の講演、 シ ン ポ ジ ウ ム

2005/ 1 /16 
2005/ 1 /16-
17 

2005/ 1 /1 6  

2ω5/ 1 /16 

被災者のための追悼 ミ 吋
1 . 17メ モ リ ア ル イ ン神の谷

カ ト リ ッ ク 夙) 1 1教会 | カ ト リ ッ ク 夙)1 1教会
神の谷校区防災福祉 コ ミ ュ | 神の符地域縞社セ ン タ ー
ニテ ィ | ほか

神戸発 ! 自 主紡災大会 防災を考え る 地域のつ どい | 神戸ljêl際会館
実行委員会

阪神大震災10周年事業
「忘れない- 10年を絞し

:神戸閥会議神戸青年会議所

2005/ 1 /16 大震災10周年メ モ リ ア ル集会
F 被災者の10年 今を誘る~

阪神 ・ 淡路大震災救援 ・ 復 j 市勤労会館
興県民会議

ふノ4

 

、、、 カ ト リ ッ ク 大阪教区 神戸中央教会

16 日 は東遊園地の希望の
灯 り を 分灯 し てタ く 。 17
円 は ろ う そ く 文字に点灯 叫
午前5 ・ 46 に 黙祷 し、 「 し
あ わ せ運べる よ う に」 を
斉明
震災10年の記念事業 と し
て地域の防災活動につい !
て 、 F方 災福 祉 コ ミ ュ ニ
テ ィ 整備の経線や 向 主紡
災の意義、 議題な どを 注i
内外に発信
防災意識の大切 さ を再認
識 し よ う と 、 パネ ル討論
や 防災挟jilljo: 咲 な ど

; 第 部一被 L υ た 個人カγ
: ら の報告、 第二部一説を
活動団体か ら の報告
祈念 ミ サ

第一主主 @ 各積シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 809 



兵庫県国際交流協会、
E主J際協力交流セ ン タ 一、
I!告lbh力機構ほか

ひろげよ | コ ー プ活動サ
タ 】 主ま

プこ う べ第 l 地区ボラ ン テ ィ ア

備考

震災で犠牲ゐに な ら れた向
胞の ご芦王子高 を 祈 り 、 追悼[
詩発表 な ど
逝去者記念 と 復興感謝
絞神 淡路大震災の経験

i と 教: を検誌し 、 世界へ
! と 位 、 之 被災地支援につ
いミて考え る

ブカ ルチ ャ ー坂口 げ 室主L体験談発表会、 サー
ク ル活動発表、 震災パネ
ル展示、 バザー 、 経食、

どい 「あなたの思い | ユ ア イ ・ ア ソ シエー シ ョ | 昆陽池公邸
ン 1 . 17実行委員会

マ ッ ク ス パ リ コチ 西 日 本側

震災10年の集い ・ 教言n と 惣いを胸に | サポー ト ス テ ー シ ョ ン灘
つ どいの家

/16� 1 台湾 神戸 袋災被災地rtj'f主交流会 I loJ実行委員会

未来への伝管 1 . 17の学び 「地箆 と ( 明石 NPO セ ン タ
魚、」 シ ン ポ ジ ウ ム

物故者追善供養
渓災10周年 フ ォ ー ラ ム宝塚

810 第一章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ー セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等

賞相院

塚 NPO セ ン タ

同避難所元ボラ ン テ ィ ア

宝塚市



主催者
尼崎琴の浦ラ イ オ ン ズ ク ラ | 橘公偉1
7 

会場

兵庫県飯神南県民局 E な る お文化ホ ー ル 、 新西
宮 ヨ ッ ト ハーパー

2005/ 1 /16 メ モ リ ア ル ウ オ ー ク m 淡路烏 | 阪神 淡路大震災10間年記 | 東浦 町 内、 北淡町 内
念卒業淡路地域推進会議

2005/ 1 /16 
い …ー←一一一一一一一

阪神 淡路大震災10周年一元気で明 ポ ラ ; テ ア グ L ー ブ 「ふ | 東灘区御影石町潔怜院
る く 生 き ょ う る さ と J

2005/ 1 /16 絞神 ・ 淡路大渓災犠牲者11 凶忌御菅 I r時行委員会
地区合同慰霊法婆

御蔵北公園

2005/ 1 /16 
2005/ 1 /16 
2005/ 1 /16 

芦屋市犠牲者追悼式
ミ サ コ ンサー ト

ル ナホ } ル
六 甲 カ ト リ ッ ク 教会
六 甲 カ ト リ ッ ク 教会

芦屋市
六 甲 カ ト リ ッ ク 教会

兵庫 生 と 死 を考え る 会 下メ モ リ ア ( 兵庫 ヰ と 死を考え る 会
Jレサー ビ スJ

安養寺

NPO 法人は り ま j

 

々ノロ尺下?
七与ず一
一士

伊一p戸

養…

材

安一
土町
尽M
 

大震災を憶える集い 明石教会、 錦江幼稚園 1 明石教会

明 石 の 復 興 を 訪 れ る メ モ リ ア ル ; 明石市
! ウ オ ー ク

明石市内

間半で歩いた
歌や太鼓演奏、 手品、 落
語、 「生 き がい」 を テ ー
マ に し た講演や阪神大震
災 を 振 り 返っ ての討論会
な ど
慰霊法要、 焼香、 法話

た
九市明
治部

れ
議
ノ

ら
で
ア

ト一
な
題
ピ

一
一
く
の

サ一Lし
J
泰〈

ン一
で
で
演

コ一
災
ん
ト

一
震
偲
一

サ一
大
を
ル

ミ一
r

方
フ
奏

当自寺を振 り 返っ た
市民会館から 天丈科修自白
の 5 キ ロ を参加者はそれ
ぞれの10年間を胸 に実uみ

2005/ 1 /17 追悼礼拝 芦屋川教会
な が ら��いた

芦尾1 1 1教会 約70本のろ う そ く が と も
り 、 献花台の kには教会
周辺でな く な っ た56人の
名 前 を 書いたパネ ルが置
かれた

初出/ 1 /17 I 震災復興 平和の と も し火 リ レ ー I 'iPO 法人 ASU ネ ッ ト
附八 /17 I 天地への祈 り ; 兵庫神道会

尼崎市、 阿富市ほか
伊弊誌神宮 | 人 と 府 然 と の共存、 人 と i

人 と の 共 存 を 祈っ て 仮 (
神 ・ 淡路大震災か ら 10年 {
を 迎 え た 節 目 の時を過ご
した

2005/ 1 /17 ふれあい ・ あの時 ・ 今 ー そ して未来 | 市 ボラ ン テ イ ア セ ン タ ー 売布東 プラザコ ム

倒神鉄エ ン タ ー ブラ イ ズ日 か ら 10年」 営業j目指

2005/ 1 /17 講演会

i 震災 10 周 年 市 民 ItiJ 窓会
I Cみ ん な で し ゃ べ ら へ
; ん ワ Jo コ ン サー ト や炊
i き 出 し。 「祈 り の ろ う そ

己出
高内放送 「あ の 白 か ら 10
年J

市立大久保北中学校 宝口議町民
て

と
い

動
つ

エ百
二

興
法

復
方

の
難

後
遊

山川氏
の

護
持
演

校内fAH1

 

レいj

 

保久大市

1 2005/ 1 /17 I 慰霊祭 大蔵院 大成院 j 婦人会の方々 にお集 ま り

一一」
いただい て犠牲者の慰霊
祭 を 行 う

第…章 @ 各 種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ す ー ・ イ ベ ン ト 等 81 1 



2005/ 1 / 17  

2005/ 1 / 17 

毒事業名
鋲魂慰

阪神ー 淡路 大震災犠牧者追悼のつ
し ミ

第10[ロl花 色 そ し てポエム

812 第一章 @ 各種シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等

たカ、 と り コ ミ ュ ニテ ィ セ ン
タ
神出 自然教育関

線王号寺

立:声グループ 北野プラザ 六甲羽:

L早営南住宅、 高浜高F酎E l 祭岐 に花や ロ ウ
宅 ! 向 けて犠牲者を追悼

災 名 | 県私学会館 | 震災犠牲者、 震災関連死

甲南大学

、 仮設住宅孤独死、 白

j 殺、 病死者な ど全犠牲者
のild憾。 全員黙持、 遺族
の こ と ば、 追悼の針、 被
災者市民交流会な ど

甲山大学 i 37人が犠牲 に な っ た同大
では、 遺族 ら は慰霊碑に
�!J ま れたわが子の名 を凡
つ め 、 10年の歩み を 娠 り
返 っ た

3 人が犠牲 と な っ た同大
では、 当時を しの び造線 l
式典古守fわれた ! 
神戸市内 に あ る 阪神 ・ 淡 |
路大震災のモニコ メ ン ト |
約10カ 所 を 自 転車でめ ぐ l
る i



事業名
渓災モ ニ ュ メ ン ト ウ オ ー ク

沼ム省全ぐL'ZパU、守立討て

神戸大学
事業
公式灯台の 殺公開

鎮魂鎖っ き

記帳所設校
1 .  17KOBE Iこ:tJ り を In なカぎた

1 . 17長ffl メ モ リ ア ル ウ ォ

神戸大と 六 甲 ホ ー ル

オ ワ ! 神戸 メ リ ケ ンパー ク オ リ 1 重量災で全壊 し た オ リ
エ ン タ ルホ テ ル | タ ル か ら受け絞い だ 「公

式 灯 台J (14階) を
公開する

慧[込 耳石犠牲 者 と P3J
6 ，433 岡 、 鐙 を つ き
す る

阪神
者 を追悼す る ミ サ を 開い
た

ドホテ ル舞子 ピ i 阪 神 ・ 淡路大震災10周年
に 絞 し 、 愛災を経験 した
ト ル コ ・ 命湾の方々 の来
神 を 歓迎 し、 ふ層 の ，)î民

を ウ ォ ッ チ ン グ しな治まら
地域で亡 く な っ た人 々 を
追悼す る

兵庫教沢 | 感応寺 (須謄12< )

須勝守
諏訪日 [公開
iE福守

第一挙 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 813 



4 丁 討 鎮魂の灯行事

814 第 一章一 。 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ } イ ベ ン ト 等



冬のひ ま わ り 献花

県麺類食管業生活衛生間業組合の炊
き I:H し

神戸兵蔵 ラ
兵庫県

2005/ 1 /17 l '大若 J 神戸の墜跡 1 . 17の集い I rpJj走行委員会 手づ く り ベ ッ ト ボ ト ルの
灯ろ う に東遊園地の希禁
の灯 り を分灯 し た も の を
点灯 。 こ の地で亡 く な っ
た 17 名 に ピ ン ク の カ ー
ネ ー シ ョ ン を 献花 ・ 黙祷、
歌 「明 日 へわがま ち 」 の
詩の朗読、 テ ー プ演奏

北淡町
北淡問j震災記念公園

神戸市側教迷合会 仏心寺

摩耶11 1 天上�f 摩耶山天1 寺

隠居量寺 民慶寺

追悼法会を行う
鋭 l止音書薩の加護 を願っ
て組魔復興を祈念す る
追悼法要

御菅地区合同慰霊法要実行 ( 御蔵北公園 ベ ッ ト ボ ト ルに!J，て た ろ
う そ く 1 ， 000本 を 配酢
参列者 に よ る 点灯、

牙ミ 呂 ム9-"71. .1..'\ 

よ尭昏を 行 う
it草宗神戸総寺、 兵!主教l?<: I 妙興寺 追悼唱題行

持l明寺

ラ ッ セホ ー ル

ワ ー ル ド記念ホ ー ル I 5 年ぶ り に 潟かれ、
ら が参列 し た

第一章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ， セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 815 



2005/ 1 

液ろ う 会
ポ ジ ウ ム m 神戸2005 I Irr]実行委員会

シ ン ポ ジ ウ ム 「い ま 、 被災者の 1 諮問学院大学

816 
第

ー章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー - イ ベ ン ト 等

ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー 夕 、 ユ
ネ ス コ

高福寺

i'qlP栄)'(;教会

神戸国際会議場

村1)�í I卦際会議場

ヨ ハ ネ 1 1震災詩の朗読と r����袋、 キ
ワ ス ト 教に基づ く 祈 り

1
，
事;童 き の後本堂で阿弥陀
経 巻を勧める
追悼の鐙 を地震発生時に
撞 く 。 本選で追悼法要 を
執行す る
交通機関が麻時 し 、 避難
路 や救援路を歩いた震災
当 時 を 思い tH し 、 改めて
防 災 意 識 を 高 め よ う と
2001年か ら始ま

公開 シ ン ポ ジ ウ ム

昨年再建 さ れた向教会の
ノ 〈イ 7'� ルガン -C' cフ ー
ガ イ 短調」 を特別演奏d
合唱やハ ン ドベル演奏 も

地震や津波、 台風な ど松
次 ぐ 白 然災害か ら 子 ども
速 を 守る と と も に 、 災害
;こ強い ま ちづ く り のノ伝来
のj loぃ 予 と して育 っ て ほ

と



筒催日 事業名
2005/ 1 /19 洪水に対する 住民啓発手段に隠する

シ ン ポ ジ ウ ム
2005/ 1 /19 歴史災答の絞草食 と 知恵の継承

2005/ 1 /19 ア ジ ア 防災会議2005

2005/ 1 /20 愛災記念特別講演会 「震災 を振 り 返
るJ

2005/ 1 /20 震災10年 と 市民社会

2005/ 1 /20 紡 災 と 福祉の ま ち づ く り セ ミ ナ 』
(第 9 回震災対策技術段)

2∞5/ 1 /20 大食災 を 契機に NPO 法人 「都市災
答に備える技術者の会J が創設 さ れ
た (第 9 凶震災対策技術展)

2005/ 1 /20 第 5 図比較防災伊ワ ク シ ョ ッ ブ⑦
rみんなで防災の知恵 を 共有 し よ う J
(第 9 回震災対策技術炭)

2005/ 1 /20 第 1 回国際都市防災会議
2(瓦)5/ 1 /20 tlJ前諮 り 部

2005/ 1 /21 災害 リ ス ク 軽減に向けた能力開発 と
技術利用

2005/ 1 /21 危機管潔研究会神戸安全ネ ッ ト 会議
「産学官ネ ッ ト ワ ー キ ン グセ ミ ナ ー」

2005/ 1 /21 ため池防災 シ ン ポ ジ ウ ム

2005/ 1 /21 第 5 回比較防災学ワ ー ク シ ョ ッ ブ②
「みんなで防災の知恵を共有 し よ う J
(第 9 回震災対策技術展)

2005/ 1 /21 心の灯火を

2005/ 1 /22 震災10年、 追悼 と 共生 ・ 共栄の集い

i 2005/ 1 /22 APN . WHO 合同セ ッ シ ョ ン 「気候
災害 と 人間の健康」

主催者 会場 備考

水答研究室 神戸国際会議場

中央紡災会議 ・ 災害教訓の 神戸国際会議場
継承に関する専門調査会小
委員会
兵 康 県、 OCHA 神 戸 、 ア 神戸国際会議場
ジア防災セ ン タ ー
側兵庫県建築会 ク オ リ テ イ ホ テ ル神戸 ! 震災時の知事が震災 を振

り 返 り 、 「震災 と はJ を
語 る こ と で、 後世 への教
自11 と し た

海外災害援助市民セ ン タ ー 神戸国際会議場 講演、 パネ ル討論 「 く ら
(CODE) し を 支 え る 市 民 の き ず

な」
NPO 法人都市防災研究会 神戸間際会議場

組 日 本技術士会近畿支部建 神戸国際会議場
設部会

京都大学防災研究所巨大災 神戸国際展示場
害研究セ ン タ ー

地域安全学会 神戸国際展示場
;昔 り 部 KOBEI995 松原市点中央小学校

t
阪
売
神
け

大
る

震
ボ

災
ラ

で
ン

体
テ

験
ィ ア

を諾
の相j

め て の出前誇 り 部。 被災
当 時の惨状や震災遺族の
話に触れた

BGR， GTZ、 InWent 及 び 神戸国際会議場
タ イ 、 ボ リ ビア 、モザ ン ピー
夕 、 エルサルパ ドル、 ベ ト
ナム 、 ジ ンノ てブエ、 ア フ ガ
ニス タ ンの提携機関
危機管理研究会神戸 安全 神戸国際会議場
ネ ッ ト 会議
農林水産省近畿農政局 、 兵 神戸国際会議場
庫県、 全国ため池等整備事
業推進協議会、 水:t里ネ ッ
ト 兵庫、 兵庫県ため池等繋

備事業促進協議会
京都大学妨災研究所区大災 1 神戸国際展示場
害研究セ ン タ ー

さ さ や ま 工房 風花 ハ ロ ッ ク 音楽の演奏。 犠
ヰt者 の 冥福 を 祈 り 、 1 17

1 本の竹筒ろ う そ く の点灯、
黙祷

在 日 大韓民国民間兵庫県地 jR 新 長 田 駅 前 ピ フ レ ]1:; 阪神大震災で犠牲 に な っ
方本部 場、 ピ フ レ会館大ホ ー ル たそE 日 外凶人ら に鎮魂の

祈 り を さ さ げ、 民族 ・ 凶
主事 に 関係 な く 支 え あ う
「共生社会J への努力 を

誓っ た
APN、 WHO 健康開発総合 神戸国際会議場 健康や環境分野の専門家
研究セ ン タ ー 、 兵感!呆 ら が パ ネ ル デ ィ ス カ ッ

シ ョ ン な どを行い、 災答
が起 こ っ た後の行動 を 長
期 的 に 分析する 必要性をj 確認 し あ っ た
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818 第 業 @ 各穣シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等



第二章

Eh'

 

峠ノみ小々Aノれ/，At

 

強

邪開

集

災

礼

震

日



htlp:llwww.cily.kobe.jp/cilyoffice/821 

http://www.cily.kobe.jp/cityoffice/83/ 

http://www.cily.kobe.jp/cityoffice/84/ 

bttp:l/ www.city.kobc.jp/cityoffice/85/ 

hltp:/ Iwww.cily.kobe.jp/cilyofficc/86/ 

http://www.jda 日o.jpl

じ!，L

じRL

L:RL 

災ぎ派遣 と 民生協力 川 tp://www.jda.go.jp/]I.vISDF/basic/socicty.html

災害派遣の状況 I http://www.jda.go.jp/jgsclflinfol日igai.html

災害派遣の実績 比Up://www.jda.go.jp/jasdUrefs/shiryo_04.htm 
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災害情報
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http://www.groundwater.jp/jagh/ 

http://www.jci-net.or.jp/ 

http://www.jiban.or.jp/ 

http://www.jsce.or.jp/ 

http://www-Ìsce.or.jp/committee/ chw /pagel.html 
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神戸 ま ち づく り 協議会連絡会
味泌 F町活性化委員会
灘中央地区 ま ち づ く り 協議会
御屋敷通 2 T 白 ま ちづ く り 協議会

http://www.cdc.lwbc.co.jp/ooha3/ 

htlp:/ /www.cdc.kobe.co.jp/ootal/ 

http://www.marin.or.jp/sinkaici! 

http://www.marin.or.jp/takahiga/ 

http://www.marin.or.jp/toa/ 

htlp:/ /www.hyügo.iic.ne.jp/ -INS930311 

h仕p://www.kobe�toshi"seibi.or.jp/m atîsen/ 

http://www.marin.or.jp/kagura4/ 

http://www.marin.or.jp/na耳atato/

h社p:1/www.rs.noda.sutac.jp/ �hirake/link.htm 
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第三章

(財〉阪神 @ 淡路大掛
災記念協会の 活



く 1 > 協会調査醗究等事業

上 人類の安全 と 共生 に係 る 総合的 立調査研究

人類の安全 と 共生 に 係 る 諸問題の総合 的 な 調査研究 を 行 う た め 、 研究企画委員会 ( 芹 田

委員長) に お い て 提起 さ れた 2 つ の 基本方針 に基づ き 調査研究 を 行 っ て い る O
2004年度 は 、 調査研究の終 了 し た 3 つ の研究テ ー マ に つ い て個別 の研究セ ミ ナ ー を 開催

る と と も に 、 協会設立以来研究 し て き た各研究の成果 を 総括す る も の と し て 、 研究 フ ォ ー

ラ ム を 開催 し た 。 ま た 、 阪神 ・ 淡路大震災の経験の集積 と 伝承 に か か る 研究 テ ー マ の 継続

実施及 び 1 つ の 委託研究 に つ い て調査研究 を 実施 し た 。

(基本方針)

・ 淡路大震災の経験 (震災 当 時 か ら 窪田 ・ 護興の過程) の集積 と 缶承

震災の記録 を 体系 的 に 整理す る た め 、 既存情報の分類整理方法の検討及び未来

へ の 証言 と し て震 災 当 時 、 復 旧 ・ 復興過程 の対応者の記憶の録画化 な ど基礎的 な
調査 を 行 う O

0教習11 を 生 か し た新 し い施策の提案-21 世紀文明の創造

白 然 と 社会の破壊 を研究課題 と し て 、 阪神 ・ 淡路大震災 を教訓 と し た 、 災害対

策や21世紀 の都市づ く り を 研究す る O

[調査研究事業}

( 1 ) 阪神 ・ 淡路大震災10周年記念 「研究 フ ォ ー ラ ム 」
(2) 研究セ ミ ナ ー

① 都 市の ガパ ナ ン ス

(研究 リ ー ダー : 林 敏彦 放送大学教授)
② 縁空 間 の マ ネ ジ メ ン ト

(研究 リ ー ダー : 中 瀬 勲 兵庫県立大学 自 然 ・ 環境科学研究所教授)

③ 神戸 ・ 阪神 間 の 地震動特性の究明

(研究 リ ー ダー : 沖村 孝 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授)

(3)  災害対応 プ ロ セ ス の 明確化 と そ の教訓 の継続的 な発信方策の構築 (2004年度)
(研究 リ ー ダー : 五 百旗頭 真 神戸大学大学院法学研究科教授)

(4) 持続的 な コ ミ ュ ニ テ イ ベ ー ス の 防災研究 (2002� 2004年度)

( 国 際連合地域開発セ ン タ ー 防災計両兵療事務所 に委託)
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( 1 ) 騒神 ・ 淡賂大震災 1 0周 年記念 「研究 フ ォ ー ラ ムJ

2005年 1 月 17 日 に震災10周 年 を 迎 え 、 こ れ ま で各研究会で個 々 に調査研究 ・ 発表 し て
き た成果 を 総括す る も の と し て 、 協会研究企画委員 に よ る 阪神 ・ 淡路大 震 災10周年記念

「研究 フ ォ ー ラ ム 」 を 開催 し た 。

①テ ー マ 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 生かす 21世紀文 明 の 創造 を め ざ し て
②実施 日 2005年 2 月 15 日 (火) 13 : 30� 16  : 30 

③場 所 兵庫県公館大会議室 (神戸市 中央区下山手通4-4 - 1)
④参加者 400名

⑤内 容

ア E 基調講演

演題 「阪神 ・ 淡路大震災か ら 10年 ・ 創造 的復興 を め ざ し て」
講師 貝 原 俊民 (財) 駁神 ・ 淡路大震災記念協会理事長 (前兵産県知事)

イ E パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

コ ー デ イ ネ ー タ ー

芹 田 健太部 愛知学院大学教授 研究企画委員 会委員 長
パ ネ リ ス ト

五百旗頭真 神戸大学大学院法学研究科教授 研究企 画委員 会副委員長
中 瀬 勲 兵産県立大学 自 然 ・ 環境科学研究所教授 研究企画委員 会委員
林 敏彦 放送大学教授 研究企画委員 会委員

室崎 益輝 独立行政法人消防研究所理事長 研究企画委員 会委員

( 2 ) 研究セ ミ ナ ー

2003年定 ま で に調査 し た成 果 を 踏 ま え 、 調査が終了 し た 各研究会 ご と に 、 研究セ ミ ナ ー

を 開催 し た 。

①林敏彦委員研究会

ア 阻 テ ー マ 「都市の ガパナ ン ス J � 政策 ア ン ト ル プ レ ナ ー を 求 め て ~

イ 刷 実施 日 2004年 9 月 21 日 ( 火) 14 : OO� 16  : 00 

ウ 置 場 所 兵庫県民会館11 階パ ル テ ホ ー ル
エ 園 参加者 89名

オ 闘 内 容

(第 I 部) 研究発表 林 敏彦 放送大学教授
(第 2 部)

パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン 「政策 ア ン ト ル プ レ ナ ー を 求め てJ
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コ ー デ ィ ネ ー タ ー : 林 敏彦 放送大学教授

パ ネ リ ス ト

②中瀬勲委員罰究会

: 加藤 恵正 兵産県立大学経済経営研究所所長

山 下 淳 同志社大学大学院総合政策科学研究科教

授

永松 押吾 人 と 訪災未来セ ン タ ー専任研究員

ア . テ ー マ 「緑空関 の マ ネ ジ メ ン ト 」

~緑空 間 の マ ネ ジ メ ン ト と 組織、 人材そ し て プ ロ グ ラ ム ~
イ B 実施 日 2004年 8 月 18 日 (水) 14 : OO� 16  : 00 

ウ ， 場 所 兵車県民会館 1 1 階パ ル テ ホ ー ル
エ 陶 参加者 144名

オ E 内 容
(第 1 部) 研究発表 中 i頼 勲 兵産県立大学 自 然 ・ 環境科学研究所教授
(第 2 部)

パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン 「 市民 ・ NPO が担 う 緑空 間 の マ ネ ジ メ ン ト J

コ ー デ ィ ネ ー タ ー : 中 瀬 勲 兵庫県立大学 自 然 ・ 環境科学研究所教授

: 角 野 幸博 武庫川 女子大学生活環境学部教授

大阪大学大学院工学研究科助教授

兵庫県立大学 自 然 ・ 環境科学研究所教授
コ メ ン テ ー タ ー

j畢木 昌 典
浅野 房 世

: 天川 佳美 (株) コ ー ・ プ ラ ン 玖締役

③i中村孝盤員研究会

ア 匝 テ ー マ 「神戸 e 阪神 間 の 地震動特性の究明」

イ 圃 実施 日 2004年10月 四 日 (火) 1 4 : 00 � 1 6  : 30 

ウ 居 場 所 兵庫県民会館11 階パ ル テ ホ ー ル
エ . 参加者 174名

オ 圏 内 容 研究発表 沖村 孝 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授

「阪神 間西部地域 を 中心 と し た 地盤震動特性の究明」

演 佐藤 忠信 京都大学防災研究所教授
「地震 に 強 い都 市 を 創生す る た め の最適公共投資 の あ り 方

~ ラ イ フ ラ イ ン の被害軽減 を 目 指 し て �J
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( 3 )  五百旗頭真委員研究会

①研究課題

災害対応 プ ロ セ ス の 明確化 と そ の教訓 の 継続的 な発信方策の構築
- Oral History -

②研究内容

阪神 ・ 淡路大震災 に よ り 災害発生後の対応の如何が被害軽減 に 大 き な 役割 を 果 た す こ

と が明 ら か に な り 、 災害発生後の危機管理体制j に 関す る 研究の必要性が増 す と と も に 、
災害対応 の 質 的 な 転換 を 迫 り 、 新 た な 課題 を 生 む こ と と な っ た。

本研究で は 、 阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 と す る 新 た な 災害対応、の課題 を 整理 し 、 災害対

応 プ ロ セ ス の 明確化 と そ の教訓 の継続的 な 発信方策の構築の た め 、 震災当 時か ら 復 旧 ・

復興過程の 対応者等 の記録 を ま と め る な ど、 基礎的 な 調査 を 行 う 。

③研究主体

リ ー ダ ー : 五百旗頭 真 神戸大学大学院法学研究科教授
メ ン ノ す ー :

{五百旗頭真 チ ー ム } 五百旗頭真 神戸大学大学院法学研究科教援

日本春男 チ ー ム i

鹿毛利枝子 神戸大学大学院法学研究科助教授

林 春男 京都大学防災研究所教授
河 田 恵昭 京都大学防災研究所豆大災害研究セ ン タ ー 長

重J l I 希志依 富士常葉大学環境防災学部教授
田 中 聡 富士常葉大学環境防災学部助教授

{室崎益輝 チ ー ム } 室崎 益輝 独立行政法人消 防研究所理事長

C主 研党期間

I 年 間 (2004年度)

鎌江伊三夫 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授

塩崎 賢 明 神戸大学工学部教授

松本 滋 兵庫県立大学環境人間学部教授

※ 1998年震�2003年度の研究会 を 継続

⑤2004年度事業実績

[五百旗頭真 チ ー ム }
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@ 行政関係者 に対す る 震災当 日 の事象 と 対応状況 に つ い て の イ ン タ ビ ュ ー 2 件
{林春男 チ ー ム }

ア . 震災後興 に 従事 し た オ ピ ニ オ ン リ ー ダ ー 、 行政関係者、 地元企業支自長等 と 研
究 メ ン バ ー に よ る グル ー プデ イ ス カ ッ シ ョ ン

イ . わ た し た ち の復興 ま ち づ く り 事例 に 関 す る 調査

[ 室崎益輝チ ー ム l

e 震災で亡 く な っ た 人の家族等 に対す る イ ン タ ビ ュ ー

@ “犠牲者の記録" 収集 ・ 公開 (2005年3月 30 日 公開 開始)
犠牲者348人登録 ( う ち 公開132人、 非公開216人)

(4 )  持続的 な コ ミ ュ ニ テ ィ ベー ス の 防災研究

①研究課題

~持続的 な コ ミ ュ ニ テ ィ ベ ー ス の 防災研究~

②研究期間

3 年 間 (2002年度 �2004年度)

③事業内容

4 1'牛

8 件

1 1件

1999年度か ら 3 か年 に わ た り 、 「風土 と 文化 に根 ざ し た 災 害 に 強 い ま ち づ く り に 関 す

る 研究 ~ コ ミ ュ ニ テ イ ベ ー ス の防災計画調査研究�J を テ ー マ に 、 国 内外 の被災地 に お

け る 復 旧 ・ 復興活動や各地の 災害対策の事例調査 ・ 分析等 に よ る 地震 に負 け な い コ ミ ュ
ニ テ ィ を 形成す る た め の 手法 の 開発 に取 り 組ん で き た 。

こ の成果 を 踏 ま え 、 コ ミ ュ ニ テ イ ベ ー ス の 防災 に 焦点 を あ て な が ら 、 世界各地の被災

に お け る 防 災 活 動 の 持 続性 と い う 視点 に 着 日 し 、 将 来 あ る べ き 持続 可 能 な 防災 の あ

り 方 に つ い て調査 ・ 研究 を 行 っ た 。

④実施方法

国際連合地域開発セ ン タ ー 防災計画兵産事務所へ委託

⑤2004年度事業実績

冨際 シ ン ポ ジ ウ ム の 開催

ア z テ ー マ 「安全な 地域社会 を 目 指 し て」 一神戸か ら 世界へ、 世界か ら 神戸へ~

イ ‘ 実施 自 2005年 1 月 20 日 (木) 9 :  30� 17 : 30 

ウ E 場 所 神 戸 国 際会議場
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エ . 参加者 約200名

オ ， 内 容

(ア) プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 1

神戸か ら 世界へ、 世界か ら 神戸へ ・ コ ミ ュ ニ テ ィ 訪災 と 制度化
(イ) プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 2

CBDM (Community Based Disaster Management) の現地への 適応

(ウ) パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

地方 自 治体 と 「 コ ミ ュ ニ テ ィ ベ ー ス の 防災」 の連携

2 闘 阪神 ・ 淡路大震災 か ら の復興の記念 と な る 事業の企画 ・ 立案及び調査研究

神戸文暁博物館群 (20世紀博物館群) 構想

①事業内 容

20世紀の め ざ ま し い 科学技術や生活文化の発展の足跡 を 振 り 返 り 、 そ れ を 形あ る
も の と し て総合的 ・ 体系的 に21世紀 に 継承す る と と も に 、 青少年 を は じ め市民が科

学技術 や 丈化 に つ い て 理解 と 関心 を 深 め 、 科学技術の水準 の 向上、 経済社会の発震、

新 し い丈化の創造 な ど に 資す る た め 、 人 々 が学び、 楽 し め る 参加体験機能、 研究機
能、 ネ ッ ト ワ ー ク 機能 を あ わせ も つ複数の博物館群 を 国営明石j毎峡公 関 (神戸地区)

の 隣接地 に お い て 整備す る O

②2004年度事業実績

2004年度 は 、 ホ ー ム ペ ー ジ等 に よ る 広報活動 ( ホ ー ム ペ ー ジ の更新) を 行 う と と

も に 、 土木博物館 (仮称) ア ピ ー ル活動 ( r花の フ ェ ス タ こ う べ2004J 、 「土木の 日 」
の イ ベ ン ト ) に も 参加 し た 。

3 . 阪神 ・ 淡路大震災 に保 る 既存情報の収集 ・ 整理 ・ 保存

( 1 ) 阪神 ・ 淡路大震災復興誌の編集

震災か ら の毎興 に 関 す る あ ら ゆ る 資料 ・ 記録等 を 基 に 、 長期 的 な 震災復興の過程

を 総合的 に記録す る 「阪神 ・ 淡路大震災復興誌第 9 巻」 を 作成 し た 。

[2004年産事業実績}

2004年 7 月 執筆者会議

2004年 9 月 震災復興誌編集委員 会
2005年 3 月 成果物の作成 (2 ， 500部)
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( 2 )  簡の復興 カ ルテ の作成

9 年 間 の 震災復興 を 終 え 、 10年 丹 に 入 っ た復興 カ ル テ 調査地ほ ( 9 地 区 ) の復興
の 実態 を 示 し た 報告書 を 作成 し た 。 ま た 、 そ の成 果 を 広 く 発信す る た め 、 研究発表

会 を 開催 し た 。

[2004年慶事業実績}

2004年 6 月 街の復興 カ ル テ 打合会

2005年 3 月 街の復興 カ ル テ研究発表会 (於 兵庫県学校厚生会舘)

参加者 82名

2005年 3 月 成果物作成 (2 ， 500部)

4 . 阪神 ・ 淡路大震災潤年記愈事業の啓発 ・ 実施

( 1 ) 額神 ・ 淡路大震災1 0摺年記念事業 「総合 フ ォ ー ラ þ.J

① 自 的

周 年記念事業の 趣 冒 に 沿 っ て 実施す る も の で、 すべ て の 分野 を 見渡 し 、 直面 し て

い る 重要 な 課題 に つ い て 内外か ら 参加者 を 募 り 、 幅広い全体的 な 討議 を 行 う こ と に

よ っ て 、 創 造的復興が 目 指すれ世紀 を 展望す る こ と を 目 的 と す る O

②2004年度事業実績

アa 趣 皆

安全で安心 に 暮 ら せ る 都市 の あ り 方やすべて の 人 々 が 自 律 し 、 助 け合い 、 連帯

す る 共生社会の構築等の視点か ら 新 し い í21世紀文明」 の あ り 方 を 展望す る こ と
に よ り 、 成熟社会の21世紀 を 先導す る 確 か な 仕組みづ く り の契機 と す る O

イ 旨 テ ー マ
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「是正 し い21世紀文明 の創造 に 向 け て」

ウ . 日 時 ・ 場所

2005年 3 月 14 日 ( 月 ) 13:30� 17:00 

兵庫県公館大会議室 (神戸市 中央rx下山手通4-4-1 )

エ . 参加者

350名

オ E 内 容

①基調講演
「新 し い文明 と 日 本J

講 師
梅原 猛 国際 日 本文化研究セ ン タ ー顧 問

②パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン

「新 し い21 世紀文 明 の創造 に 向 け て」
コ ー デ ィ ネ ー タ ー

五百旗頭真 神戸大学大学院法学研究科教授
パ ネ リ ス ト

池 内

猪 口 邦子
国分 良成

野尻 武敏

国 際 日 本文化研究セ ン タ ー助教授
上智 大学法学部教授

慶Rl!\義塾大学法学部教授
(財) 21世紀 ヒ ュ ー マ ン ケ ア研究機構理事長

( 2 )  9 周年記念事業総合記録書の作成

震災か ら の復興 に 向 け た取 り 組み を 示す貴重 な 資料 と し て後 世 に 伝 え て い く た め 、
2004年 1 月 17 日 を 中 心 と し た 時期 に 実施 さ れ た シ ン ポ ジ ウ ム 、 コ ン サ ー ト 等 の 阪

神 ・ 淡路大震災 9 周年記念事業の概要 を 取 り ま と め た 。

[2004年度事業実績]

9 周年記念事業総合記録書 を 作成 (1 ， 000部) し 、 関係機関等へ記布 し た 。
( 5 月 一 10月 ) 記録書ゐの原稿作成 ( デザ、イ ン 、 レ イ ア ウ ト 等)

(10月 ) 記録書印刷

(10月 ) 完成、 各関係機関等 あ て 配布

( 3 )  r防災 と ボ ラ ン テ ィ アの 自 」 及び 「週間」 啓発事業

阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 に 高 ま っ た 災害時 に お け る ボ ラ ン テ ィ ア 活動及 び 自 主的
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な 防災活動 に つ い て の 関心 は 、 時 間 の経過 と と も に 薄 れ る お そ れがあ る O そ こ で、

そ れ ら の認識 を よ り 深め 、 災害への 備 え の 充実強化 を 図 る た め 、 199 5 年 12月 15 日 に

閣議 了解 さ れた 「紡災 と ボ、 ラ ン テ ィ ア の 日 (毎年 1 月 17 日 ) J 及 び 「防災 と ボ ラ ン テ イ
ア 週 間 (毎年 l 月 日 日 か ら 21 日 ) J を広 く PR し た 。

[2004年産事業実績}

2003年度 に 引 き 続 き 、 幅広 く 啓発活動 を 行 っ た 。
( 1 1 月 一 )

リ ー フ レ ッ ト 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 等 に よ り 、 広 く 一般 に啓発 を 行 っ た 。

(2005年 l 月 17 日 )

新聞紙面広 告 に よ り 、 幅広 く 啓発 を 行 っ た 。 (2005年 l 月 17 日 朝刊 )

( 4 )  1 . 1 7宣言策定に対す る 支援

被災地 の 責務 と し て 、 i坂神 ・ 淡路大震災の経験や教訓 を 風化 さ せ る こ と な く 次世
代 に継承 し て い く た め に は 、 1 . 17宣言の策定、 発信並 びに啓発活動 を 毎年継続 し て
実施 し て い く こ と が必要で あ る と 考 え ら れ る こ と か ら 、 r1 . 17人類 の 安全 と 共生 を

考 え る 兵庫 会議J (以下 「兵庫会議J ) が行 う こ れ ら の 活動 を 支援 し た 。

[2004年度事業実績]

( 8 月 27 日 )
代表世話人 に よ る 検討 懇話会開催 (兵庫県公館第 2 会議室)

( 9 月 中 旬 ー 11 月 )

宣言文の起草
(12月 )

兵庫会議構成員 に対す る 賛同 の呼びか け

(2005年 l 月 17 日 )

1 . 17宣言の発表

0発表場所 r阪神 ・ 淡路大震災10周年追悼式典J (兵庫県公館)

0発 表 者 : 新野幸次郎 (財) 神戸都 市問題研究所理事長 ・ 神戸大学名誉

教授
(2005年 1 月 17 日 - )

1 . 17宣言の啓発
(ア) 新 聞 紙面広 告 に よ る 宣言文の PR (2005年 1 月 17 日 朝刊 )
(イ) イ ン タ ー ネ ッ ト ホ ー ム ペ ー ジ に 宣言文 を掲載

(ゥ) 宣 言文 を 掲載 し た リ ー フ レ ッ ト を 全 国 関係機関等あ て に 配布
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1 . 17宣言 (第 8 回)

1 月 17 日 は 忘れ な い

突然 目 の前が真 っ 暗 に な り
あ ち こ ち で、真 っ 赤 な 炎があ がっ て い た

叫び声が開 こ え
サ イ レ ン が鳴 り 響い て い た

多 く の 人が貴い家族 を 失 っ た

わ た し た ち は j品イ言 し て い た

科学技術 を 、 近代都市 を
わ た し た ち は忘れて い た

共 に生 き て い る と い う こ と を

支 え あ う こ と の大切 さ を

皮 肉 に も そ れ を 教 え て く れ た の が

あ の震災だ っ た

頼 る べ き 家族がた お れ

自 ら も 力尽 き よ う と し た 時
子 を 差 し伸べて く れた の は

地域の 人 々 や ボ ラ ン テ イ ア の 人 々 だ っ た

手 に 持て る だ け の 物 を 持 っ て

彼 ら は助 け に 来 て く れた

組織の思 い で な く 一人 ひ と り が

自 分の 思 い で助 け あ っ た

子 ど も た ち も 自 分の 意志 を 持 っ て
自 分の責任 で行動 し 、 家族 を 支 え て い た

あ の と き の ひ た む き な 人々 の表情

人 関 の つ な が り の貴 さ を
わ た し た ち は決 し て忘 れ な い だ ろ う
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2005年 1 月 17 日

あ の 日

海が さ わ ぎ、 山 がな い た

わ た し た ち が愛 し た風景

育 っ て き た 環境 は

一瞬で姿 を 変 え た

し か し 共 に 国 難 を 乗 り 越 え
10年 に わ た る 復興 を 通 し て

こ の地 に対す る 愛i寄 は
よ り 一層 j架 ま っ た

震災か ら 学 ん だ教訓 は余 り に も 大 き い
個 人個 人が持つ命あ る も の へ の 思 い

わ た し た ち は か けがえ の無い も の を 代償 に

身 を 持 っ て痛感す る こ と がで き た

こ の思 い を 、 そ の貴 さ を

地球上 の 人 々 に 伝 え な け れ ばな ら な い

だか ら

1 月 17 日 は忘 れ な い

1 . 17人類の安全 と 共生 を 考 え る 兵庫会議

( 5 )  “鍛神 ・ 淡路大震災の記槽円 {去最プ レ ー ト 設置支譲事業

① 国 的

阪神 ・ 淡路大震災の被災地 に 設置 さ れた 同震災モ ニ ュ メ ン ト 等 に 係 る 被災者の体
験や思 い 、 メ ッ セ ー ジ等 を 記録 し た伝本 プ レ ー ト の 設量事業 に対 し て 補助金 を 交付

す る こ と に よ り 、 風化が懸念 さ れる 寂神 ・ 淡路大震災の経験や教訓 等 を 一般 市民等

が よ り 実感で き る 形で次 世代 に継承す る こ と を 目 的 と す る 。

②事業内容

ア豚 補助対象者

事業所、 自 治会、 住民 グ ル ー プ等の 民 間 の 地域 ・ 職域毘体、 又 は 当 該民 間 団体
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と 県若 し く は 市 町 で構成 さ れる 団体

イ 調 補助対象経費

伝承 プ レ ー ト 本体の製作、 設置 に 要す る 経費

ウ . 補助金額

@ 補助率/補助対象経費 の 2 分の l 以内
@ 限度額/30万円

[2004年度事業実績}

( 5 月 )
補助金交付決定

(2005年 1 月 � 3 月 )

補助金実績報告 (17件)

く 2 > 受託事業

1 .  1:震興1 0年事業受託業務 (兵庫県か ら の受託業務)

( 1 )  事業 罷 的

創造的復興の 目 標年次で あ る 2005年 1 月 に 震災か ら 10周年 を 迎 え る に あ た り 、 復

興10年 間 の取 り 組み を 総括的 に検証 し 、 そ の成果や教訓 を 次世代への提言 と し て広

く [3Ð内外 に発信す る と と も に 、 国 内外か ら の 多 大 な 支援 に対 し て感謝 し 、 被災地の
復興の成果 を ア ピ ー ルす る 。

( 2 )  業務内容

①復興1 0年委員会の運営

復興10年事業 の 円 滑 な 推進 を 図 る た め 、 阪神 ・ 淡路震災復興計 画 に 基づ き 進 め

て き た 復興10年 間 の 総括検証 の 実施 や 提 言 の 発信 を 行 う 「復興 10年委員 会」 を

運営 し た 。

②検証企画小委員会の運営

各部 会 問 の 意見 を 調整す る と と も に 中 間及 び最 終報告案 の と り ま と め 等 を 行 う

「検誌企劃小委員 会j を 運営 し た 。

③検証部会の運営

検証企 画小委員 会 の も と に 、 分野別検証部会 と し て 、 総括検証部会、 健康福祉部

会、 社会 ・ 文化部会、 産業雇用 部会、 防災部会、 ま ち づ く り 部会 を 運営 し た。
④金業の防災 ・ 復興活動の調査
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企業の危機管理、 従業員等 の 安全確保や事業活動の維持 ・ 早期復旧 、 地域社会へ
の 貢献の視点か ら 、 被災地の企業 を 対象 と し た ア ン ケ ト 調査に よ り 、 企業 の 防災 ・

復興活動 に係 る 全体的 な 状況 を 把握す る と と も に 、 先導的 な取 り 組み に つ い て の ヒ
ア リ ン グ等 を 行 い 、 今後の あ り 方 に つ い て と り ま と め た 。

績 )
企業の復旧 ・ 復興過程 に お け る 取 り 組み な ど に つ い て の 実態調査や分析等 に つ い

て 、 兵庫県商工会議所連合会 に委託実施 し た 。
⑤ NPOING O 等 に よ る 検証

「新 し い公」 の担い手で あ る NPO/NGO の 活動 を 中心 に 、 初動対応、期 か ら 本格的

復興期 ま で の フ ェ ズ を 追 っ て 、 「で き た こ と 」 、 「で き な か っ た こ と 」 等 を 整理 ・

分析す る と と も に 、 そ う し た活動 を 社会の仕組み の な かで ど う 評価す る のか、 今後

に ど う 生か し て い く べ き か な どの視点 か ら 検証 し た。

(実 績)

12団体の NPO!NGO 等が、 こ れ ま で の 自 ら の活動等 に 関 す る 検証 を 行い 、 検証 レ

ポ ー ト と し て と り ま と め た 。
⑥ワ ー ク シ ョ ッ プの開催

震災復興の取 り 組み の 成果や課題等 に つ い て の県民意識等 を 把握す る た め 、 地域
別 ワ ー ク シ ョ ッ プ及 び総括 ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開催 し た 。

(進行役 : 立木茂雄同志社大学教授)

⑦指標 な ど か ら 見た復興1 0年の成果収集分析調査

人 口 、 生活、 福祉 な ど各分野 に お け る 各穂の ア ウ ト プ ッ ト 及 びア ウ ト カ ム の デー
タ の収集、 分析調査 を 実施 し た 。

⑧検証報告書の作成

検証結果及 び未来への提言等 を 豊 り 込ん だ検証報告書 を 作成 し た 。

2 . 阪神 ・ 淡路大震災教訓晴報資料集ホ ー ムペー ジ維持管理等業務 (内閣府 か ら の 受託業務)

( 1 ) 事業 目 的

阪神 ・ 淡路大震災教訓情報資料集 ホ ー ム ペー ジの維持管理及び教訓 と な る 情報の収
集

( 2 )  業務内容

1997年度か ら 1999年度 に か け て 国土庁 (現 ・ 内 閣府) が実施 し た 「阪神 ・ 淡路大震

災教訓情報分析 ・ 活用調査」 に よ り 完成 し た 「阪神 ・ 淡路大震災教訓情報資料集 ( ホ ー

ム ペー ジ) J の運営に要する 機器の維持 ・ 管理や 同 ホ ー ム ペ ー ジ を 設置す る 上で必要 と
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な る コ ン ピ ュ ー タ デー タ の保守 な ど、 同 ホ ー ム ペー ジ、の運営に必要な 諸業務 を行 っ た。

ま た 、 同教訓清報資料集 に 関連す る 、 阪神 ・ 淡路大震災 に 関 す る 関係機関等の調

査報告類、 各種提言集等の レ ポ ー ト 、 刊行物、 著書籍、 新 開 、 雑誌等の 情報 を 幅広 く
収集 し 、 新 た に 得 ら れ た教訓情報 を 分析 ・ 整理 し 、 「板神 ・ 淡路大震災教訓情報資料

集J に 反映 さ せ る た め の業務 を 行 っ た 。

( 3 )  2004年度事業実績

① ア ク セ ス 件数 97 ， 120f牛

78 ， 740件(参考) 2003年度

② 教訓情報 1 ， 588件 (2004年度末現在)

3 昭 震 災 1 0摺年記念調査研究事業 (復興基金か ら の受託事業)

( 1 ) r21 世紀文明の創造」 調査研究事業

①趣 旨

大震災10周 年 を 機 に 、 こ れ ま で、行 っ て き た調査研究の成果 を確認 し な が ら 、 21世紀

文明の創造に寄与す る 調査研究 を l幅広い視点か ら 行 う た め 、 震災の経験や教訓 を生か

し た こ れか ら の調査研究の方向、 さ ら に は、 こ う し た講査研究の主体 と し てふ さ わ し

い シ ン ク タ ン ク の あ り 方 を含め た r21 世紀文明の創造」 調査研究事業 を 実施す る O

②実施体制

学識経験者等 を メ ン バー と し た r21世紀文明研究委員 会J で実施す る 。

③事業年度

2004年度 ・ 2005年度の 2 か年

④研究成果の発信

2004年12 月 に 中 間 報告書調 (作成済) 、 2005年12月 に最終報告書 を作成す る と と も に 、
2005年度末 に 「 シ ン ポ ジ ウ ム J を 開催 し 、 全国 に発信す る こ と に よ っ て 、 2006年度

以 降 の 諦査研究 に 繋 げて い く 。

⑤2004年度事業実績

ア. 研究テ ー マの抽出

イ r21 世紀文明の創造」 を 目 指す シ ン ク タ ン ク の あ り 方の検討

新 た な シ ン ク タ ン ク の基本理念、 求め ら れ る 機能、 組識の基本的考 え ;ぢ、 事業
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研究の柱及びテ ー マ 一覧 ~共通テーマ ヨ1世紀文明のあ り )jJ -

安全で安
'L、な都市
( ま ち )
づ く り の
あ り 方

新 しい共
ヰ 社会の
あ り 万

防災 ー 災
害j対策の
あ り 方

- 文化セ ク タ 一 間 に
問述携 ・ ネ ッ ト ワ
能性に関す る研究

. 環境倫浬の 視 点
「コ ン ノf ク ト シ テ
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運営の あ り 方 に つ い て検討 し た 。

ウ 虜 中間報告 (20例年1 2月 )

上記 ア 、 イ に つ い て 中 間報告書 と し て ま と め た 。
工a 先行研究の実施

抽 出 し た研究テ ー マ の う ち 、 12テ ー マ に つ い て冊究 を 開始 し た 。

(2005年1 月 � )

( 2 )  大震災 1 0周年記念出瓶企商事業

①趣 旨

阪神 ・ 淡路大震災10周 年 を 機 に 、 復興へ の 取 り 組み に 心血 を 注 い だ行政職員 の
軌跡 を 本 に ま と め 、 今後の復興政策 に資す る と と も に 、 こ れ ま での 復興過程 に お け
る 多 く の 支援 に感謝の 意 を 表す る た め に 配布す る O

②企画 コ ン セ プ ト

ア . 震災発生時か ら 復 旧 ・ 復興に い た る ま で、 行政各分野 に お け る 執行責在者 の 日

に刻 ま れた事実 を 記録 し 、 こ れ を 後世 に 残 し伝え る O

イ . 復興過程 を 行政各分野 の 最前線 を 担 っ た責任者 ・ 担当 者 の 努力 を 浮 き 彫 り に す
る と 共 に 、 そ の過程で直面 し た様々 な 課題 を も 抽出 し 、 将来への教訓 と す る O

ウ . 復興の 当事者 と し て 生活や事業 の 再建 に 立 ち 向 か い な が ら 、 県 レ ベ ルで の 創 造

的復興 を 下支 え し た 県民各層 、 並 びに 県外の 関係者の支援 ・ 尽力 に対 し て 、 復興

の 到達点 を 報告す る こ と に よ っ て感謝の意 を 伝 え る 。

③ タ イ ト ル と 収録テ ー マ

ア幽 タ イ ト ル : I硬神 @ 淡路大震災1 0年 「鰯ベ フ ェ ニ ッ ク ス ~創漉的復興への群像」

イ . 収録テ ー マ

第 1 章 阪神 ・淡路震災復興計画
第 2 家 財政計画
第 3 家 阪神 ・淡路大震災復興基金
第 4 章 被災者と行政の架け橋
第 5 章 生活復興への協働
第 6 章 芸術文化の復興! 第 7 殺 教育の創造的復興
第 8 言 災害廃棄物処理
第 百 章 応急、仮設住宅
第10章 住宅復興への挑戦
第11章 国民安心システム
第12章 新産業創造(1 )

エ ン タ ー ブラ イ ズゾー ンへの道程
新産業創造(2)トーァーー研究機構)誕生

第131表
第14章
第15章
第16章
第17章
第18章
第19章
第20章
第21章
第22章
第23率
第24章

上海 ・ 長江交易促進プロ ジェ ク ト | 
神戸医療産業都市構想 | 
人間サ イ ズの ま ちづ く り | 
イ ン フ ラ復興 i 
ジ ャ ノf ン フ ロ ー ラ 2000
新紡災システム i 

兵庫県災害医療セ ン タ ーの整備
災害数援専門ボラ ン テ イ ア制度
義援金
阪神 ・ 淡路大震災記念協会
人 と紡災未来セ ン タ ー
神戸東部新者I\'L、

一}ーー一一一一一一一一一一一一」
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④発行部数 ・ 醍布先

6 ， 000音ß

国会議員 、 政府省庁、 都道府県、 県内市師、 企業、 マ ス コ ミ 、 関 係 団体

4 綱 人 と 防災未来セ ン タ ー 管理運営受託事業 (兵庫県 か ら の受託事業)

( 1 ) 設置 臨 的等

① 阪神 ・ 淡路大震災の経験 と 、 そ こ か ら 学 ん だ防災の重要性、 命の尊 さ と 共 に 生 き

る こ と の素晴 ら し さ 等 の教訓 を 後世 に 継承す る と と も に 、 そ の経験 と 教訓 を 生 か し 、

紡災 に 関 す る 知識及 び技術 の 普及 を 関 る こ と に よ り 、 地震等の 災害 に よ る 被害 の 軽

減 に 貢献す る O

② 2002年 4 月 に 開設 し た 防災未来館 に 引 き 続 き 、 2003年 4 月 に は、 ひ と 未来館がオ ー
プ ン し 、 管理運営業務 を 行 っ た 。

( 2 )  施設概要

防災未来館
収蔵庫7 F 

6 F、 研究部門 (研究室等)

5 F 人材育成部門 (セ ミ ナ一室等)

地 ヒ 7 階、 地…ド l 階
延床面積 : 約8 ， 200m2

( 3 )  事業概要

①展 示

[防災未来舘]

ひ と 未来館
機械室

有料ゾー ン

(財) 21世紀 ヒ ュ ー マ ン ケ ア併究機構
国連地域開発セ ン タ ー防災計画兵庫事務所

関連人道問題調整事務所、 ア ジア 防災セ ン タ ー
(財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会

:Ifu反防災フ ロ ンテ イ ア研究セ ン タ ー

地上 7 階、 地下 1 階
延床間積 : *í;lO ， 200m2 

大震災 の被害の実態や経験 を 可能 な 限 り 忠実 に再現、 展示す る と と も に 、 大震災

の発生か ら 今 日 に 至 る 過程 と そ こ で得 ら れた教訓 を 時 間 的流 れ に 沿 っ て展示 し て い
る O 併 せ て 、 地震災害の 発生 メ カ ニ ズ ム 、 世界の 地震防災、 防災研究の 現状等の展
示 も 行 っ て い る 。
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[ ひ と 未来館}

大震災で は 多 く の 尊 い 生命 を 失 い 、 ま た 、 幸 い に 生 き 残 っ た 人 た ち も 心 に深い傷
を 負 っ た 。 一方、 大 自 然の脅威 と {憂 し さ の両面や、 人 と 人 と の 助 け 合 い 、 コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン の大切 さ も 学 ん だ。 ひ と 未来館 は 、 イ ン ス ト ラ ク タ ー の 案内 に よ り 、 震

災で再認識 し た 「 い の ち の 尊 さ と 、 共 に 生 き る こ と の 素靖 ら し さ 」 を 体感 し 、 考 え

て い た だ く 交流空間 を 創 出 し て い る 。

{ 入館者数i

仮ネ111 . 淡路大震災及び防災学習等の拠点施設 と し ての評価 も 高 ま り 、 2004年度の入
館者数は540 ， 622人で、 2003年度 と 比較 し て 、 8 ， 449人の増 であ っ た。 年齢区分別状況
は 、 大人が54 . 3% 、 学生等が45 . 7% であ る が、 前年度 よ り 学生等の 割合が増加 し た。

* 2004年度入館者数

人 人
区 分 ①防災未来館 ②ひ と 未来館 | 合計

362 ， 409 178 ， 2 13 540 ， 
293 ， 382 
34 ， 832 
212 ， 408 

203 ， 203 
26 ， 922 
132 ， 284 

90 ， 179 
7 ， 910 
80 ， 124 

* 参考 (2003年度実績)

合計 (①十②)
人 人

532 ， 173 
307 ， 808 
33 ， 767 
190 ， 598 

[ ガ イ ダ ン ス ル ー ム での講話 (被災体験談) 等の実施状況}

防災未来館 を 観覧す る 団体に対 し て 、 語 り 部 に よ る 講話 (被災体験談等) 及 びセ

ン タ ー研究員 に よ る 震災学習 セ ミ ナ ー (小 中 学生対象) を 実施 し た 。

* 2004年度実績

* 参考 (2003年度実績)
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{運営ボ ラ ン テ ィ アの活動状況}

防災未来館 を 中心 に運営 ボ ラ ン テ イ ア が次の よ う な 活動 ( 1 人週 1 � 2 回活動)
を 行 っ た 。

(2005今 3 月 31 日 )

外国語 (英語 中
i イ ン 語 手話に よ る関する一般来館者へ 1 "円 二 円 J PI-I 
は支案内 ・ 展示解説等)

の解説、 展示体験補 円えフに コ て r' n 守
7υU 助 ( ワ ー ク シ ョ ッ プ い左に と お り )?でで寸 運営) ・ 誘導整理 トでτττて7て32人 1 ' - - - . ..  ' . -- - ! 芝災体験に 語汁7

149人

{企画展等の開催i

常設展示 に加 え 、 時宜 に応 じ た テ ー マ で企画展 ・ セ ミ ナ 一 等 を 開催 し た 。

2004年度実施状況

防災未来館 : 11 回 、 ひ と 未来館 : 11 回

②人材育成

ア. 若手防災専門家の育成

(対 臣 的

当 セ ン タ ー で は 、 求め ら れ る 若手防災研究者像 を 当 閣次の と お り と し 、 大学

院修士 ・ I専士課程修了者等 を 専任研究員 (常勤) と し て 3 � 5 年任 期 で採用 し 、
上級研究員 (非常勤) を 中心 と す る 体系 的 な 研究指導等 を 通 じ て 、 総合的 ・ 実践
的 な 防災 の 専 門 家 と し て育成 し た 。

@ 各専任研究員 の 専 門 分野 を 継続的 に 開発す る O
@ 各研究者の 帽 を 広 げる O

@ 研究者 と し て の 主体性 ・ 自 立性 を 確保す る O
(イ)研究体制

@ 専任研究員 (常勤) : 9 名 ・ 上級研究員 (非常勤) : 10名
(ウ)活動内容

@ 調査研究活動

@ 災害対策専 門研修の企画 ・ 実施

@ 災害対応の現地支援 ( 国 内 ・ 海外)

@ 防災教育 、 普及啓蒙活動 な ど
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イ . 災害対策専門職員の育成

(対災害対策専門研暢

地方公共団体の ト ッ プ、 防災 を 担当 す る 幹部職員 等 を 対象 と す る 3 つ の コ ー
ス を 実施 し た 。

[研{専の特色]

@ 板神 ・ 淡路大震災の教訓 を 踏 ま え た実践的 な研修

@ 巨大災害対策 に 必 要 な 事項 を 体系 的 に網羅

@ 実務者 と 研究者の効果的 な 連携
@ 人的 ネ ッ ト ワ ー ク の構築

コ ー 内 容
と しての危機管理意識と対応能力の向上を図る 。

コース ・ 2004年 7 月 1 日 (木)
( ト ッ プフ ォ ー ラ ム ) I ・ 受講者 : 19名

・ 講 師 : 河田セ ン タ 一長、 室崎 ヒ級研究封、
業f藤兵庫県副知事、 山中朝 日新開編集委員

マネジメ ン ト コ 』 ス | 地方公共団体における 防 ; 阪神 ・ 淡路大震災の経験と教訓に鍛み、 大規模災誌発生時に各
(A ) 災 ・ 危機管理担当責任者� i 穂の対応、が同時並行的に展開する状況を横断的 総合的に と ら

な ど | え 、 こ れに対処する能力を向上させる と と も に 、 新たな危機を
予防 ・ 軽減化する ための視点や考え方、手法な どについて学習( する 期間 2 週間
(春期) 受講者数 : 35名

開催時期 ・ 5/1 1 (火) �5/20 (木)
(秋期) 受講者数 : 29名

開催時期 : 111 9 (火) � 1 1118 (木)
ジ メ ン ト コ ース I A コ ー スの対象者を補佐 | 災害のメ カ ニズムや阪神 ・ 淡路大震災の経験を踏 ま え た各部門

する者及びA コ ースの対 ! の災害対策のあ り 方な どA コースの前提と な る基礎的な知識に
象者の う ち経験年数が浅 | ついて体系的に学習する 。 期間 3 週間
い者な ど。 I (泰期) 受講者数 : 68名

潟催時期 : 5/25 (火) �6/1O (木)
(秋邦J) 受講者数 : 64 

開催時期 : 10112 火) �10/28 (木)

(イ)特設 コ ー ス

防災関係者か ら 要望が強 い テ ー マ で、 対象者 を 眼定 し た特設研修 を 開催 し た。
図 上訓 練 コ ー ス (第 I 回) 受講者数社 名 、 開催時期 7/15 (木) - 16 (金)

国 土訓 練 コ ー ス (第 2 回 ) 受講者数38名 、 開催時期 2/21 ( 月 ) -22 (火)

小規模 自 治体防災 コ ー ス 受講者数2 1 名 、 開催時期 : 11/25 (木) -26 (金)
(ウ)ボ ラ ン テ ィ ア コ ー デ ィ ネ ー タ ー コ ー ス

災害対策 に 際 し て 、 被災者、 ボ ラ ン テ イ ア 団体、 関係 団体等 と の活動調整等
を 担 う ボ ラ ン テ イ ア コ ー デ イ ネ ー タ ー の養成研ー修 を 行 っ た 。 実施 に あ た っ て は 、

災 害救援活動 に 従事 し て き た NGO/NPO 等 と 協働 し て 開発 し た研 修 プ ロ グ ラ
ム で実施す る な ど行政 と ボ ラ ン テ ィ ア の相互理解 と 連携 を 図 っ た 。
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@ 受講者数 : 27名 @ 開催時期 : 2004年8月 23 日 ( 月 ) -25 B (水)

(エ)特別研{彦

(独) 国 際協力機構 (JICA) か ら の 受託事業 と し て 、 我 が国 の 防 災体制 を モ デ
ル ケ ー ス に し な が ら 防災対策等 を 学ぶ 国別研修 を 実施 し 、 阪神 ・ 淡路大震災の
経験 と 教訓 を 世界 に 向 け て発信 し た。

@ テ ヘ ラ ン地震防災 カ ウ ン タ ー パー ト 研11事 :

2004年 4 月 8 日 (木) - 4 月 23 日 (金) 3 名

@ ト ル コ 国別特設災害復興研穆 (秋) : 

2004年 8 月 30 日 ( 月 ) - 9 月 1 7 日 (金) 12名

@ ト ル コ 国別特設災害復興研修 (冬) : 

2005年 2 月 21 日 (月 ) - 3 月 12 日 (土) 12名

@ 中米地域防災対策研修 : 2005年 1 月 24 日 ( 月 ) - 1 月 28 日 (金) 18名

③災害対応の現地支援

内外で大規模 な 被害 を伴 う 災害が発生 し た 際 に は 、 情報収集活動 を 行 う と と も に 、

状況 を 十分 に把握 し た う え で、 セ ン タ ー の専 門 家 を 被災地へ派遣 し 、 阪神 ・ 淡路大
震災の教訓 を 踏 ま え た情報提供 を 行 い 、 今後の災 害 に 活かせ る 教訓 を 導 き 出 す た め 、
次の調査 ・ 支援活動 を 実施 し た 。

@ 佐賀県突嵐災害調査

6 月 27 日 ( 日 ) 佐賀 市南部で発生 し た竜巻が も た ら し た被害 を 対象 と し て 、

6 月 29 日 ( 火) か ら 30 日 (水) 、 専任研究員 ら 3 名 を 佐賀 県 に 派遣 し 、 被害状況

等 の 現地調査 を 実施 し た 。

@ 新潟 ・ 福島豪雨災害調査

7 月 12 日 ( 月 ) か ら 13 日 (火) に か け て梅雨前線の影響 に よ り 、 新潟 ・ 福 島 の

両県で発生 し た豪雨災害 を 対象 と し て 、 専任研究員 ら 4 名 を 7 月 15 日 (木) か

ら 16 日 (金) に現地へ派遣 し 、 被 害状況等の 現地調査 を 実施 し た。

@ 福井豪雨災害調査

7 月 18 日 ( 月 ) 朝 か ら 昼前 に か け て梅雨前線の影響 に よ り 、 福 井県嶺北地方

で発生 し た 豪雨災害 を 対象 と し て 、 専任研究員 ら 3 名 を 7 月 21 日 (水) に現地

へ派遣 し 、 被害状況等の現地調査 を 実施 し た 。

@ 新潟 県中越地震調査 ・ 支援

10月 23 日 (土) 夕 刻 に新潟県 中 越地方 を 震源 と し て M 6 . 8最大震度 7 の 地震

が発生 し 、 阪神 ・ 淡路大震災以降、 最大規模 と な っ た地震災害 を 対象 と し て

10月 24 日 ( 日 ) か ら 11 月 10 日 (水) ま で約 2 週間 、 セ ン タ ー 長以下延べ11名 を 派
し 、 先遣隊 の 現地調査 に続い て新潟県災害対策本部会議 に 出 席 し 、 助 言す
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る な ど災害対応業務支援 を 行 っ た 。
@ 台風23号災害調査

10月 20 日 (水) 前後 に 日 本列 島 を 縦断 し 、 特 に 兵庫県各地 に 甚大 な被害 を 及

ぼ し た 台嵐23号災害 を 対象 と し て 、 専任研究員 l 名 を 10月 27 日 (水) か ら 28 日
(木) に 豊岡市へ派遣 し 、 被害状況等の 現地調査 を 実施 し た 。

さ ら に 、 直後対応が収束 し た あ と 、 12月 8 B (水) � 9 日 (木 ) に 専任研究員

2 名 を 豊 間 市 ・ 出 石 町へ、 ま た 12 月 15 日 (水) に 専任研究員 2 名 を 洲本市 に 派

遣 し 、 災害対応状況等 に つ い て現地調査 を 実施 し た 。

@ ス マ ト ラ 島沖地震 ・ 津波留書斎

12月 26 日 ( 日 ) に発生 し た ス マ ト ラ 沖地震津波の被災地 や 居 際社会 に対す る
支援策 に つ い て 、 阪神 ・ 淡路大震災の経験 を 踏 ま え た検討 を 行 う と と も に 、
同 様 の 津波災害が懸念 さ れ る 我が国 に も そ の 教訓 を 活 かす た め 、 12月 28 日
(火) � 1 月 8 日 (土) に セ ン タ ー 長 及 び副 セ ン タ ー 長 の 2 名 を ス リ ラ ン カ へ派
遣 し た 。

@ 横向県西方沖地震調査

3 月 初 日 ( 日 ) に福 両県西方沖 を 震源 と し て発生 し た 地震 を 対象 と し て 、 3

月 初 日 ( 日 ) �21 日 ( 月 ) 、 専任研究員 2 名 を 現地へ派遣 し 、 被 害状況等の現地
調査 を 実施 し た 。

④実践的 な 防災研究

専任研究員 が、 上級研究員等の指導の下、 国 内外の研究機関や研究者 と も 連携 し 、

外部研究費 も 活用 し て震災の応急対応や復旧 ・ 復興 に 活かせる 実践的 ・ 総合的 な 謂
査研究 を 行 っ た 。

[ 1 0分野の実E量 的 な防災研究の推進]

次 の10分野 に つ い て 、 専{壬研究員 が中 心 と な っ て研究活動 を 行 っ た 。

アE 行政対応

@ 実践的 な 防災訓 練 に 関 す る 研究

イ 園 応急避難対応

@ 最適避難行動 に 必要 な 情報戦略 等

ウ E 救命 ・ 救急対Jib

@ 医療分野 に お け る 応急、期 の 災害準備の状況の検証 と 今後の対応 等

工房 二次災害対þ5

@ 数値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に基づ く 精椴な津波の被害想定 ・ 予測 等

オ 幽 資源動員対応

@ 電力 の供給量情報 を 利用 し た災害モ ニ タ リ ン グ シ ス テ ム の 開発 に 関 す る 研
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ヴミ3 会止7L τ丁

カ 欄 情報対応

@ 災害発生時 の 自 治体情報連携の あ り 方 に 関す る 研究 等

キ 匝 ボ ラ ン テ ィ ア対応

@ 災害 ボ ラ ン テ イ ア一一一事rrた な対応主体の可能性 と 課題 等

ク 隈 イ ン フ ラ対応

@ 災害発生 時 に お け る イ ン フ ラ 対応お よ び復 旧 戦 略の あ り 方 に 関 す る 研究

等

ケ. 被災者支彊対応

@ 住宅 の 耐震化 と 再建支援 に 関 す る 研究
コ . 地域経済対応

@ 災害 と 経済発展 に 関す る 研究 等

[外部研究費の積極的導入]

専任研究員 は 、 文部科学省大都市大震災軽減化特別 プ ロ ジ ェ ク ト や 科学研究費
補助金な ど外部研究費 を 積極的 に導入 し な が ら 、 実践 的 な 防災研究 を 推進 し た 。

(外部研究費 を 活用 し 、 セ ン タ ー が核 と な っ た研究)

ア薦 文部科学音 大都市大震災軽減化特別プロ ジ ェ ク ト

@ ス ー パー広域災害時の大都市間連携情報の高度化

@ 大都市大震災 に お け る 毎興政策総合評価 シ ス テ ム

@ 津波の市街地周辺氾濫 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン と 人的被害評価

@ 数値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に基づ く 広域津波被害の 時空 間分析

@ 津波 デ ジ タ ル ・ ラ イ ブ ラ リ を利用 し た津波対策検討

@ 地域社会 の 防 災力 の 向上 を 目 指 し た 自 治体の 防 災 プ ロ グ ラ ム の 開発

イ 町 文部科学審 科学研究費捕助金

@ 被害要素 と 復旧 ・ 復興過程 か ら 見 た 束 ア ジ ア 型震災の 地域特性 に 関 す る
研究

@ 南 ア ジ ア 地域 に お い て 白 然災害が経済発展 に 及 ぼす影響の 定量的把握

@ 阪神 ・ 淡路大震災後 の住宅供給 に よ る 都市変容 に 関 す る G 1 S 分析及 び
定量的分析

@ 新た な 津波被害ス ケ ー ル に基づ く 広域津波災害時の 連携情報 シ ス テ ム の
開発

@ 震災被災地 に お け る 市民活動の 生成 と 展開 に 関 す る 社会学的研究
@ 防災関係機 関 の た め の 電力 供給量情報 を利用 し た リ ア ル タ イ ム 地震 紡 災

シ ス テ ム の 開発
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@ 大規模水害 に対す る 都市 の 危機管理の た め の総合 シ ナ リ オ ・ シ ミ ュ レ ー
タ の 開発

ウ 凶 科学技術披興調整費

@ 人材育成 プ ロ グ ラ ム の 開発

⑤交流 ・ ネ ッ ト ワ ー ク

アー 「国際防災 ・ 人道支援協議会 ( D RA) Jの活動推進

神戸東部新都心 (HAT 神戸) を 中 心 に 立地 し 、 国 際 的 に 活動 し て い る 防災 ・
人道支援関係機関 を は じ め 、 健康、 医療、 環境 な ど関連す る 機 関 (現在日機関 )
で構成す る 標記協議会 の運営 を 推 進す る と と も に 、 協議会主催 で 下 記 の 国 際

フ ォ ー ラ ム を 開催 し て 国連防災世界会議 に参画 し た 。 ま た 、 共 通ホ ー ム ペ ー ジ

の 運用 、 情報交換の場 と し て ワ ー ク シ ョ ッ プの 開催等 を 行 っ た 。

岡田連防災世界会議への参臨

2005年 I 月 の 国連防災 世界会議 に 際 し て 、 実際の災害 を 契機 に 設立 さ れた 世
界 中 の博物館、 記念館 (建設中 を 含む) 等 と 連携 し 、 災害の経験 と 教訓 の 語 り

継 ぎ活動 を 世界 的 に促進す る た め の 「災害語 り 継 ぎ ネ ッ ト ワ ー ク 」 の設立 に つ
い て 、 パ ブ リ ッ ク フ ォ ー ラ ム 等 で提案 を 行 っ た 。

ま た 、 阪神 ・ 淡路大震災の経験 と 教訓 を 全世界 に広 め る た め 、 内 閣清か ら の
委託 を 受 け て 「板神 ・ 淡路大震災教訓集J ( 日 ・ 英) を 作成 し 、 国連防災世界
会議の参加者等 に 配布 し た。
@ 国際防災 ・ 人道支接 フ ォ ー ラ ム 2005の 開催

開 催 日 : 2005年 1 月 18 日 (火)

場 所 : ポ ー ト ピ ア ホ ー ル

催 : JICA、 実行委員 会 (DRA、 兵庫県で構成) ほ か
テ ー マ : 大災害 を 語 り 継 ぐ
参加者数 : 550名

@ 災害語 り 継 ぎ ネ ッ ト ワ ー ク 発起人会の 開催

開 催 日 : 2005年 1 月 四 日 (水)
場 所 : ク オ リ テ イ ホ テ ル

催 : DRA (事務局 : 人 と 防災未来 セ ン タ

テ ー マ r災害語 り 継 ぎ ネ ッ ト ワ ー ク J 2006年発足 に 向 け て

発起人数 : 12か国13名 ( 当 日 は 9 カ 白か ら 参加)

@ ユ ネ ス コ ( 国連教育科学丈化機関 ) と の テ ー マ 郎 会合の 開催

開 催 日 : 2005年 1 月 20 日 (木)
場 所 : ポ ー ト ピ ア ホ テ ル
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催 : ユ ネ ス コ 、 DRA ほ か

テ ー マ : 持続的 開発の た め の 防災教育

(イ) D RA ワ ー ク シ ョ ッ プ

DRA の情報交換 ・ 人材交流 の 場 と し て 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開催 し た 。
第 1 回 開鎧 日 : 2004年12月 9 日 (木)

ゲ ス ト : ピ エ ー ル ・ ヘ ン リ ー ・ ピ サ ニ (uNESCAP の 宇宙応用技術

者)
内 容 : 衛星技術 を利用 し た ア ジ ア 地域の 防災活動 ブ ロ ジ、 エ ク ト

第 2 回 開催 日 : 2005年 1 月 13 日 (木)

ゲス ト : ア ナ マ リ ー ・ ジ ョ ー ン ズ (CARD 事務局長)

ス テ ィ ー ブ ン ・ マ ク ニ ー ル (AFSC 地域部長)

内 容 : 地域に根 ざ し た災害予 防の あ り 方の検証 と 、 積極的 な 災
害予防の研修手法

3 同 開催 呂 : 2005年 2 月 4 日 (金)

テ ー マ : ス マ ト ラ 島沖地震津波救援合同報告
内 容 : イ ン ド 洋 沿岸 諸 国 に 支援活動 を 行 っ た JICA、 ア ジ ア 防災

セ ン タ 一 、 災害医療セ ン タ ー 等 に よ る 報告 と 今後の支援等

に つ い て の意見交換

イ 置 ホ ー ムペ ー ジ 等 に よ る 情報発信

阪神 ・ 淡路大震災の経験 と 教訓 を 絶 え ず内外に情報発信す る た め 、 イ ン タ ー
ネ ッ ト での ホ ー ム ペ ー ジ の 連用 や セ ン タ ー ニ ュ ー ス の発行 な ど次の よ う な 取組

を 行 い 、 訪災 に 関す る 人 と 情報が交流す る ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 進め た 。

(対ホ ー ムペ ー ジ の運用

防災未来館 ・ ひ と 未来館の展示紹介、 イ ベ ン ト 情報、 さ ら に研究成果、 活動

成果等の情報発信 そ 行 っ た 。
ま た 、 震災資料検索、 セ ン タ ー 出版物 の 電子化等 も 進め た 。

(イ)機関誌f M I RAIjの発行

セ ン タ ー の活動、 イ ベ ン ト 、 研究成果等 を 印刷物 と し て 年 4 回発刊 し 、 関係

者、 関係機関、 来館者等 に 虹布 し た 。
け)防災 イ ベン ト 等の開鰻

夏休み期 間 等 に お い て 、 子 ど も た ち を 対象 と し た ワ ー ク シ ョ ッ プ等 を 開催 し 、

セ ン タ ー の広 報、 F方災教育 の一翼 を 担 っ た 。
@ 地震火Llj こ ど も サ マ ー ス ク ー ル íMt . Rokko の ナ ゾj の 開 催

8 月 7 日 (土) � 8 日 ( 日 ) に 、 小 ・ 中 ・ 高校生 を 対象 と し て 、 日 本地震学会
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及 び 日 本火 山 学会 と と も に 六 甲 山 の 自 然 に 触れ な が ら 、 活 断層 の ナ ゾや地震

- 火山学の成果や実験等 を 通 じ て 地震の仕組み等 を 学 ん だ。

⑥資料収集 ・ 保存

ア. 一次資料

阪神 ・ 淡路大震災 に 関す る そ ノ 、 写真 な ど一次資料約16万点 に つ い て 、 研究 ・

展示等 に活用 しやすい環境 を 整 え る べ く 、 整理 ・ デー タ ベー ス 化計画 を推進 し た。

〈収蔵状況〉 (2005年 3 月 3 1 日 )

注) 写真枚数は、 120 ， 159枚

イ E 二次資料

販神 ・ 淡路大震災 に 関す る 図書や ビ デ オ テ ー プ な どの約28 ， 000点の二次資料

に つ い て 、 よ り 一層 の 充実 を 図 る と と も に 、 来館者 に 対 し て 的確 な 資料提供が
行 え る よ う 、 国書類の 目 次の デー タ ベ ー ス 化 を 推進 し た。

〈収蔵状況〉 (2005年 3 fl 31 FI ) 

ウ 閑 人 と 防災未来セ ン タ ー震災関連資料整理事業

国 の 緊急雇用 創 出 事業 を 活用 し て 人材 を 雇用 し 、 一次 ・ 二次資料の整理及 び

コ ン ピ ュ ー タ へ の情報入力 を 集 中 的 に行 い 、 資料の デー タ ベ ー ス 化 を 進 め た 。

事業実施期 間 : 2003年 2 月 �2005年 3 月

工組 阪神 @ 淡路大震災 「 わ た し た ち の援興jプロ ジ ェ ク ト

被災者が震災か ら どの よ う に復興 し た の か を 、 災害前、 災害直後、 現在の 自

宅周辺の写真、 映像等の情報な ど を 地理情報 シ ス テ ム (CIS) を 活用 し 可視化す
る こ と に よ り 、 市民の 、 地域の マ ル テ イ メ デ ィ ア復興史 と し て 集大成 し 、 国 内

外 に効果的 に発信 し た 。 な お 、 当 事業 は 、 国土交通省 国土計画局 の 'CIS 定着
化事業」 に も 採択 さ れた 。

間個人複興史 の収集 ・ 公開
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市民 自 ら がイ ン タ ー ネ ッ ト な ど を 通 じ て 下記の情報 を 入力 す る と と も に 、 セ

ン タ ー 資料室 に お い て も 、 一般の方が随時入力 、 閲 覧で き る シ ス テ ム と し て継
品売的 に JI用 し た 。

[公開 さ れ る 情報の内容]

@ 震 災前 と 後、 現在の住宅や街の掠子 に つ い て の 丈字、 写真、 映像等の情報
@ 被災者の10年 間 の足跡

@ 地域や学校 の 歩 み
• NPO 団体等 の 歩 み

@ 大震災の経験 を 活か し た家庭、 学校、 地域での取組

(イ)フ ラ ワ ー 出 ー ドの景観護元

神戸 に と っ て象徴的 な フ ラ ワ ー ロ ー ド を 、 震災前 ・ 震災宜後 ・ 現在の 3 つ の

時 点 で 3 次元映{象で 立体的 に 再現 し 、 国連防災 世界会議 の総合防 災展で展示公

開 し た 。

(引事業実施期間

2003年度一2005年度 (GIS 定着化事業)

(4) 1 0鹿年記念事業等

①販神 ・ 淡路大麗災1 0周年記念特別企画展の 開催

「阪神 ・ 淡路大震災か ら 学ぶ “ あ な た は、 次の 巨 大地震 に ど う 備 え ま すか"J

i夜神 ・ 淡路大 震 災 の 経験 の 風化 を 防 ぎ、 近 い 将 来 に 高 い 確 率 で 発 生 が予 測 さ れ

て い る 東海 ・ 東南 海 ・ 南 海 地 震等 の 任大 地 震 に 備 え る た め に 地震 に 関 す る 正確 な

知 識 を 身 に つ け て も ら い 、 「 自 分 の 命 は 自 分 で 守 る 」 と い う 意識 を 持 つ こ と の 必
要性 を 訴 え た 。

期 間 : 2004年 9 月 7 日 (火) � 2005年 3 月 13 日 ( 日 ) 188 日 間

場 所 : 防災未来館 2 階

入場者数 : 202 ， 818人 (期 間 内 防災未来館入場者数)

②ナ タ ー シ ャ ・ グ ジ ー さ ん に よ る ミ ニ コ ン サ ー ト

ひ と 未来館の 「葉 っ ぱの フ レ デ ィ J で ス キ ャ ッ ト を 担当 し た ナ タ ー シ ヤ ・ グ ジ ー さ
ん を 招 い て 、 ミ ニ コ ン サ ー ト を 開催 し た 。

期 間 : 2005年 1 月 15 日 (土) . 16 日 ( 日 )

場 所 : 防災未来館 1 階 ・ ひ と 未来館 3 階
回 数 3 回

入場者数 : 250人

③実戦的問災研究発信 シ ン ポ ジ ウ ム の開催

阪神 ・ 淡 路 大 震 災 後 10 年 を 踏 ま え 、 実 践 的 な ア プ ロ ー チ と い う 観 点 で、 震 災 以
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降 の 防 災研究 に お け る 学術的発展 を 検証 し 、 今後の 実践 的 防災研究 の あ り か た を 、
防災実務、 研究両面か ら 提言 し た 。

開 催 日 : 2005年 1 月 18 日 (火)
場 所 : 神戸ベ イ シ ェ ラ ト ン ホ テ ル
主 催 : 実戦的 防 災研究発信 シ ン ポ ジ ウ ム 実行委員会

(地域安全学会、 人 と 防災未来 セ ン タ 一 、 兵庫県)
内 容 : 基調講演、 パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン

④第1 0間 メ モ リ アル カ ン フ ァ レ ン ス in 神戸の開催

メ モ リ ア ル カ ン フ ァ レ ン ス は 、 震災 1 周年か ら 10間 年 ま での 問、 「阪神 ・ 淡路大震災」

を キ ー ワ ー ド と し て 、 一般市民、 被災者、 行政関係者、 研究者等が分野 を 超 え て 、 震

災の経験や教司11 を 活か し た 「安全 ・ 安心で こ こ ろ 豊 か な杜会づ く り 」 を 目 指 し て行 わ

れ て お り 、 大震災の経験 と 教訓 を 後世 に伝 え て い く こ と を使命 と す る 当 セ ン タ ー の 目
的 と 趣 旨 を 同 じ く す る も の で あ り 、 第10回 目 の 開催 を メ モ リ ア ル カ ン フ ァ レ ン ス 組織
委員 会 (京都大学問災研究所) と 共同 開催 し た 。

開 催 日 : 2005年 1 月 日 日 (土) - 16 日 ( 日 )

場 所 : 人 と 防災未来セ ン タ ー 、 な ぎ さ 公園

内 容 : 分科会、 総合討論、 メ モ リ ア ル コ ン サ ー ト 、 炊 き 出 し 大会、 防災関連

震示等
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